A0143-01973_001
（表紙）

安政五年戊午

　　茂昭様御代　上

　　　　　　　　　　読合済 

A0143-01973_002
（付札）

茂昭公　十一冊

安政五年ヨリ

文久三年マテ

A0143-01973_003
（本文）

　　　　　茂昭様

安政五年戊午

一七月五日細川越中守様阿部伊予守様日向守様

　依　召御登　城被成候処於御黒書院溜御大老

　御老中列座御用番代内藤紀伊守殿左之通

　御書付を以被　仰出之

A0143-01973_004
　　　　　　　　　　　　　　　　松平日向守

　　　松平越前守事

　　　思召　御旨も被為　在候ニ付隠居被

　　　仰付候急度慎可罷在旨被　仰出候家督

　　　之儀者無相違其方江相続被　仰出之

　　　　　　　　　　　　　　　　松平日向守

　　　松平越前守家相続被　仰付候ニ付跡

　　　相続方等之儀ハ勘考之上可被申聞候

一七月六日 [夕七時]

　直廉様溜池御屋敷ゟ御引移ニ付常盤橋御屋形ゟ

　為御迎御側御用人代り御用人稲垣治部御供引

　纏罷出

　　　　　御行列次第

　　　　　　　　　　御挟箱御小人二人　御徒　同　同　同　同

　　　御案内御小人壱人

　　　　　　　　　　御挟箱御小人二人　御徒　同　同　同　同

A0143-01973_005
　　　　　　　　　　同　御時宜役　同差添　御近習番

　　　御徒組頭　御長刀小道具二人

　　　　　　　　　　同　御時宜役　同差添　御近習番

　　　同　同　　御小姓頭取　　御小姓　同　同　御供頭　御徒目付

　　　　　　　御駕　御駕之者八人外ニ小頭壱人

　　　同　同　　御近習番棟取　御小姓　同　同　御徒目付

　　　　　　　　　　　十文字御鎗小道具之者一人　御跡挟箱御小人二人

　　　　　御草履取　　御傘御小人二人

　　　御徒

　　　　　御草履取　　御添鎗小道具之者一人

　　　　　　　　　　　御直鎗小道具之者壱人手代一人　御跡挟箱御小人二人

　　　　　　　　　　　御手傘御小人壱人　手明御小人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同

　　　御蓑箱荒子二人　　　　　　　　　　同　　　　　御茶弁当御小人三人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同

A0143-01973_006
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御口之者一人　御馬拶（馬杓）御口之者一人

　　　御茶方御坊主同台持人荒子一人　御召馬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御口之者一人　御桐油箱御口之者一人

　　　　　　　　　　  御口之者一人　御馬拶御口之者壱人

　　　沓籠荒子壱人　御召替馬　　　　　　　　　　　　沓籠荒子一人

　　　　　　　　　　  御口之者一人　御桐油箱御口之者一人

　　　　御口之者一人　御馬拶御口之者一人

　　　御牽替馬 　　　　　　　　　　　　　　沓籠御荒子一人

　　　　御口之者一人　御桐油箱御口之者一人

　　　　徒　口附　中小姓　挟箱　鎗

　　　徒　御側御用人騎馬稲垣治部　草履取

　　　　徒　口附　中小姓　挟箱　傘

A0143-01973_007
　　　　　　口附　若党　鑓

　　　合羽籠　御留守居騎馬　　草履取　合羽籠

　　　　　　口附　若党　挟箱　傘

　　　押　御持筒組

　　　押　　　　御口之者一人　御馬拶御口之者一人

　　　　　　　御牽馬　　　　　　　　　　　　　　　　沓籠荒子一人

　　　押　　　　御口之者一人　御桐油箱御口之者一人

　　　押

　　　　御口之者一人　御馬拶御口之者一人　　　　　　　　若党

　　　御牽馬　　　　　　　　　　　　　　　沓籠荒子一人　若党

　　　　御口之者一人　御桐油箱御口之者一人　　　　　　　若党

　　　同　同　同　同　同　草履取　同　同　同　同　同　同　同　同

　　　同　同　同　同　同　草履取　同　同　同　同　同　同　同　同

　　　同　同　同　同　同　草履取　同　同　同　同　同　同　同　同

A0143-01973_008
　　　挟箱　同　同　同　同　同　同　鎗　同　同　押

　　　挟箱　同　同　同　同　同　　　鎗　同　同

　　　挟箱　同　同　同　同　同　同　鑓　同　同　押

　　　合羽籠　同　同　同　同　同　同　同　同　同　同　同　同　同

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　押

　　　同　同　同　同　同　笠篗（笠蓑）一荷持人三人手代共　馬　同　同

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　押

　常盤橋御屋形御門外江御聞番為御出迎罷

　出御玄関前迄御先立御門内江小役人一統之者

　罷出同所上之方江御物頭始諸士新番格御医師

　御目見相済候子供罷出御唐門内江取御役人始

　末之番外表御小姓罷出御玄関前御白洲江御家老

　御側御用人御用人御出迎同脇御白洲江御附之

A0143-01973_009
　面々并御側向頭取御小姓御近習奥御医師罷出御玄

　関ゟ御家老御目付御先立　御居間江　御着座

　御家老狛山城御長蚫指上之夫ゟ御用人

　御先立ニ而大奥江被為入

　慶永様　御前様江　御対顔御盃事御祝

　有之相済再　御居間江　御着座山城罷出御祝

　儀申上之御手自御長蚫被下之於御同所御側

　御用人御用人一統罷出御祝儀申上之一人宛

　御手自御長蚫被下之相済表江被為　入

　御側向頭取御物頭并諸士以下於席々

　御目見被　仰付之

一七月六日右同断ニ付為御土産左之通御内

　々被進之

　　　慶永様江

A0143-01973_010
　　　　御肴　　　一折

　　　　白紙　　　百枚

　　　御前様江　

　　　　御さかな　一をり

　　　　紅縮緬　　一ひき

　　　　但御家老始御家来共江御土産

　　　　被下有之候得共略之

一七月六日左之通諸向江致通達候様酒井十之丞江

　御家老申渡之

　　　殿様今日ゟ　中将様与奉称

　　　日向守様今日ゟ　殿様与可奉称

　　　候事

A0143-01973_011
一七月六日

　慶永様江被　仰出之趣ニ付御用番江左之通御指

　扣之御伺書被指出候処即日御附札を以不及

　御差扣旨御差図有之

　　　同姓越前守儀

　　　思召御旨被為　在隠居被　仰付

　　　於拙者奉恐入候依之指扣之儀

　　　相伺申候以上

　　　　七月六日　　　　　　　松平日向守

　右御差図之趣ニ付御礼勤之御伺書御同所江被

　差出候処翌七日御附札を以御使者被差出候様御差

A0143-01973_012
　図有之依之右為御礼御大老并御老中江

　御使者御聞番被差出之

　　但御内証ゟも御差扣御伺被成候処不及其儀旨申来ル

一七月六日　御生身玉御祝儀御献上之儀ニ付御用

　番并　西丸御老中脇坂中務大輔殿江左之御伺書

　被差出候処即日御附札を以先御差扣被成候様御差図

　有之

　　　今六日例年

　　　公方様

　　　宰相様

　　　御台様江御生身玉之御祝儀献上

　　　仕候儀ニ御座候得共日向守此節柄之

　　　儀ニ付如何相心得可申哉此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平日向守内

　　　　七月六日　　　　　　　奈良権太夫

一七月六日御供連之儀ニ付御用番江左之御聞置

A0143-01973_013
　書御聞番真杉所左衛門持参差出候処御承知被成

　候段用人を以被申聞之

　　　日向守儀今日越前守屋敷江引移候ニ付

　　　以来旧格之通供連之儀召連申度

　　　心得ニ御座候此段御聞置被下候様重役

　　　共申付候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平日向守内

　　　　七月六日　　　　　　　真杉所左衛門

一七月六日　御相続被　仰出候ニ付御礼勤之御伺書

　御用番江被差出候処翌七日左之通御附札を以御差図

　有之

　　　拙者儀今度本家相続被

　　　仰出難有仕合奉存候右ニ付御礼勤

　　　向之儀如何相心得可申哉此段相伺申候

　　　以上

　　　　七月六日　　　　　　　松平日向守

A0143-01973_014
　　　　御附札

　　　　　掃部頭老中中務大輔江可被相越候

一七月七日右同断ニ付為御礼御大老并両　御丸

　御老中　御廻勤

　　但御内証ゟも御礼文被差出之

一七月七日　御相続之御礼以前ニ付七夕御祝儀之

　御登城御断

一七月八日於　御前御家老狛山城　御家督

　御相続御用掛り被　仰付

一七月八日　御相続ニ付大久保加賀守殿江箱根御関

　所通手形御屋敷奉行草尾精一郎判鑑差出

　之

　　　　　　　　　　　　　　松平日向守内

　　　　判鑑　　　　　　　　　草尾精一郎

　　　右者日向守軽家来此印形を以御通被成

　　　可被下候以上

A0143-01973_015
　　　　安政五年七月

　　　　　箱根御関所御当番衆中

　　　　　　但板倉主計頭殿江も横川御関所通手形

　　　　　　　御屋敷奉行判鑑差出候得共右同様ニ付

　　　　　　　不記之

一七月八日溜池様江左之通以書付及御掛合置懸候処

　附紙を以夫々御答有之

　　一殿様御続合之事

　　　　但溜池様ニ而之御養実共

　　　　附紙

　　　　　御書面以別紙御答申上候

　　一御前様木下飛騨守殿御妹

　　　於都〈クニ〉様御事御縁組御熟談ニ相成御願

　　　達ニ相成候哉之事

　　　　附紙

　　　　　当四月御治定為御取交相済候而已ニ而未

　　　　　御結納并公辺御願達等無御座候

　　一以後不寄何事御用人共往復致度

A0143-01973_016
　　　事

　　　　但御役名誰名充ニ御仕向候而宜哉

　　　　附紙

　　　　　御書面是迄此方様ゟ御仕向之節ハ御家老

　　　　　御中老名前ニ而被　仰進候儀ニ付其御許様ゟ

　　　　　是迄御留守居御名前ニ而御仕向之処以来御用人

　　　　　衆之御名前ニ而御往復被成度ニ付而者此方様

　　　　　ニ者矢張御家老小林市郎綾部平右衛門御中老毛受

　　　　　多門名前ニ而御取遣可申上候

　　一殿様ゟ

　　　出雲守様

　　　御奥方様御案否三八之日御伺奉

　　　札差出候事

　　　　但同断

　　　　附紙

　　　　　御書面御省略中之儀ニ茂御座候間三之日斗ニ被成

　　　　　候而可然被思召候

A0143-01973_017
　　一朔望五節句年始中元歳暮

　　　　但同断

　　　　附紙

　　　　　御書面朔望之処朔日斗ニ而可然思召候乍去

　　　　　御都合次第ニ御取極御手数無御座候様被成度思召

　　　　　候

　　一御兄弟姉妹様方

御法号年月日

　　　　附紙

　　　　　別紙を以御答申上候

　　　別紙御答

　　　　日向守様是迄之御養実御続合

　　一御祖父　　　　　　　　松平故左衛門佐様

　　　　松平兵部大輔様御曽祖父実御祖父

　　　　松平故左兵衛督様御養方

　　一御祖母　　　　　　　　御叔母

　　一御父　　　　　　　　　松平出雲守様

A0143-01973_018
　　　　佐竹故壱岐守様御養方

　　一御養母　　　　　　　　御妹

　　　　本多豊後守様

　　一御養祖母　　　　　　　御叔母

　　　　阿部伊予守様

　　一御妹　　　　　　　　　御養母

　　　　御先手

　　　　　前田又五郎様御惣領

　　　　　　　　　　　安之丞様

　　一同　　　　　　　　　　御室

一同　　　　　　　　　　於安屋様

　　一同　　　　　　　　　　於釣様

　　一同　　　　　　　　　　於喜美様

　　　　附紙 

　　　　　殿様

　　　　　清心院様

　　　　　安之丞殿

　　　　　　奥方様

A0143-01973_019
　　　　　於釣様

　　　　　　御生母

　　　　　　　寒月院殿

　　　　　　御父方

　　　　　　　　　　　　　御家来

　　一御叔父　　　　　　　　江田鶴毛

　　一同　　　　　　　　　　松平摂〈スケ〉五郎様

　　一御伯母　　　　　　　　於満様

　　　　　　　　　　　　　江田鶴毛

　　一御叔母　　　　　　　　養女

　　　　　　　　　　　　　松平摂五郎様

　　一御従弟　　　　　　　　御男子一人

　　　　　　御養母方

　　　　　　　　　　　　　佐竹故壱岐守様

　　一御伯母　　　　　　　　御後室

　　　右之通御座候

　　　　日向守様御兄弟御姉妹様御法号

　　　　　天保五甲午年五月八日御本腹

　　一香林院殿俊山玉英大童子

　　　　　　天保七丙申年八月八日御本腹

　　一真浄院殿如月清光大童子

A0143-01973_020
　　　　　天保九戊戌年七月二日御本腹

　　一玉蘭院殿馨香温潤大童子

　　　　　天保八丁酉年三月八日御本腹

　　一慧雲院殿光誉知明大童女

　　　　　天保十二辛丑年七月十一日御本腹

　　一清蓮院殿香誉浄心大童子

　　　　　天保五甲午年三月十五日御妾腹

　　一春光院麗明知遊童子

　　　　　天保十二辛丑年閏正月廿九日御妾腹

　　一春窓院梅香玉林童子

　　　　　天保十四癸卯年九月廿七日御妾腹

　　一光樹院自然在天童子

　　　　　天保八丁酉年七月十六日御妾腹

　　一容光院幼覚露暁童女

安政五戊午年六月十四日御妾腹

　　一芳蓮院殿麗誉光顔大童女

A0143-01973_021
　　　　　　　御五霊様

　　　　　　　御生母

　　　　　　　寒月院殿

一七月九日御預所之儀ニ付御用番江御伺書被差

　出候処追而左之通御附札を以御差図有之

　　　拙者領分越前国之内同姓越前守江御預

　　　地御座候只今迄之通相心得可申哉御差

　　　図被成可被下候以上

　　　　七月九日　　　　　　　松平日向守

　　　　御附札

　　　　　書面御預所之儀是迄之通御預被成候事

一七月九日

　慶永様　御慎中出火等之節御心得方之儀ニ付

　御用番江御伺書被差出候処追而左之通御書取を以

　御差図有之

　　　松平越前守儀慎中自然近火等有

A0143-01973_022
　　　之日向守儀相披き候場合ニ相成候節者

　　　如何相心得宜御座候哉此段御内々相伺置

　　　候様日向守被申付候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平日向守内

　　　　七月九日　　　　　　　真杉所左衛門

　　　　御附札

　　　　　近火等ニ而日向守相披候場合ニ至り候ハヽ越前守儀外屋敷江

　　　　　立退其段相届候様可仕事

一七月九日御老中太田備後守殿ゟ御呼出御聞番罷

　出候処左之通御書付一通御渡有之

　　　　　　　　　　　　　　袖裏松平日向守江

　　　　　　　　　　　　　　　松平日向守

　　　武州神奈川横浜辺御警衛之儀

　　　先達而越前守江被　仰付候通可被心得

　　　候

一七月十日右同断ニ付太田備後守殿江左之御伺

　書被差出候処追而御書取を以御差図有之

A0143-01973_023
　　　武州神奈川横浜辺御警衛之儀

　　　先達而越前守江被

　　　仰付候通可相心得旨昨夕御書取を以被

　　　仰出奉畏候右者越前守勤中堀田備中守様

　　　迄相伺置候廉も御座候得者右御指図を相

　　　待可申哉又者改而相伺可申哉此段御内々

　　　奉伺候様被申付候以上

　　　　　　　　　松平日向守内

　　　　七月十日　　　　　　　真杉所左衛門

　　　　御書取

　　　　　先代申立置候趣意も有之候得共日向守

　　　　　見込も可有之候間猶又厚く勘考之上

　　　　　相伺候様可仕候事

一七月十一日溜池様御家老小林市郎綾部平右衛門御中老

毛受多門御用人佐治恕輔林伴治小林兔毛中村

門弥常盤橋御屋形江罷出　掛逢之儀相願候而以来

御目通り江罷出候間此段相心得候様御締役平本

A0143-01973_024
平学を以被　仰出之

一七月十二日溜池様御相続方之儀ニ付左之通

　御用番江御聞置書被差出之

　　　拙者実家相続方之儀早速相願候筈ニ

　　　御座候処指向血筋相当之者其外心当

　　　之者も無御座実父出雲守再勤之儀も

　　　相願度御座候得共年老ニ茂相成其上

　　　病身ニも有之ニ付同姓兵部大輔舎弟実之助

　　　与申者江相続相願申度積りニ御座候得共

　　　当時兵部大輔并実之助とも在所ニ罷在

　　　内談之応返も手間入候而段々延引

　　　罷成候間此段御聞置可被下候以上

　　　　七月十二日　　　　　　松平日向守

一七月十三日太田備後守殿御渡之御書付左之通

　細川越中守様ゟ御廻達有之

A0143-01973_025
　　　亜墨利加条約之儀先般被

　　　仰出候通無御余儀次第ニ付条約調判相

　　　済候儀之処其比より魯西亜船も渡来

　　　去巳年仮条約為取替相済居候廉々

　　　取広条約取結度旨申立魯西亜之

　　　儀者貿易御差許ニも相成居候儀ニ付申

　　　立之件々精々談判之上取縮亜墨

　　　利加之振合を以条約御取結相成候然ル

　　　処兼々風聞之通此節英吉利船も

　　　追々渡来十分之条約取結之儀

　　　申立仏蘭西船も近々渡来可致旨

　　　ニ付是又精々及談判申立之条々

　　　取縮亜墨利加之振合を以条約御取結

　　　可有之候尤先達而

　　　叡慮之趣被

　　　仰進候次第茂有之候ニ付下総守儀

A0143-01973_026
　　　御使被

　　　仰付不日上京之上無御余儀訳柄委

　　　細及言上候筈ニ候間可被得其意候

　　　　七月

一七月十三日御家老本多修理御用済ニ而去ル

　三日御国許江出立之処此度　御代替ニ付

　御呼戻ニ相成中仙道寝覚宿より御引返シ今晩

　江戸御屋敷着

一七月十五日御用番ゟ御呼出御聞番罷出候処去ル

　十三日被差出候　御相続之御礼暫時御猶予

　之御願書江左之通御書取を以御差図有之

　　　日向守儀相続之御礼相願候得者無

　　　程被　仰付右之節先格之通家来

　　　八人

　　　御目見被　仰付被下置候儀と奉存候右者

　　　早速相願筈ニ御座候処献上之御刀

A0143-01973_027
　　　日合無御座候ニ付拵方出来兼且又家来

　　　召呼候儀ニ候得者急便を以申越候儀ニ御座候

　　　得者迚茂当月中出府仕候儀ハ無覚

　　　束御座候間何卒右御礼之儀今暫御猶

　　　予被成下候様御内々御含宜御取斗被下

　　　候様奉願候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平日向守内

　　　　七月十三日　　　　　　真杉所左衛門

　　　　御附札

　　　　　承置候事

一七月十七日大目付池田播磨守殿ゟ左之通御廻状

　来ル

　　　近々英吉利ゟ献貢之蒸気船御受取

　　　相成候ニ付品川御台場并彼国船々ニ而空

　　　炮打放筈ニ候事

一七月十七日此度　御代替ニ付年中定式御献上

A0143-01973_028
　并　御参勤　御帰国之節御献上物并本多丹波

　献上物之儀ニ付御用番江左之通御窺書例書添

　被差出候処翌日御附札之通御差図有之

　　　拙者儀此度代替ニ付

　　　公方様

　　　宰相様

　　　御台様

　　　本寿院様江別紙先例之通年中献上

　　　物致度奉存候此段相伺申候以上

　　　　七月十七日　　　　　　松平日向守

　　　　　年中献上物

　　　公方様江

　　　　　御太刀　　　　　　　一腰

　　　　　御馬代　　　　　　　黄金一枚

　　　右年頭八朔為御祝儀指上

　　　　　御盃台　　　　　　　［松竹鶴亀御土器二］

A0143-01973_029
　　　　　御酒代　　　　　　　銀子一枚

　　　右正月三日御謡初之節指上

　　　　　鯛　　　　　　　　　一折

　　　右若菜之為御祝儀指上

　　　　　干鰈　　　　　　　　一箱

　　　右二月三月中指上

　　　　　鯛　　　　　　　　　一折

　　　右四月十八日為御精進揚在府之節

　　　斗指上

　　　　　御単物　　　　　　　一

　　　　　染御帷子　　　　　　一

　　　右端午之為御祝儀指上

　　　　　初鯖　　　　　　　　一箱

　　　右四月五月中指上

　　　　　索麺　　　　　　　　一箱

　　　右暑気之節指上

A0143-01973_030
　　　　　黄金　　　　　　　　一枚

　　　右為御生身玉之御祝儀指上

　　　　　魬　　　　　　　　　三

　　　右七月八月中指上

　　　　　熨斗目御小袖　　　　一

　　　　　染服紗御小袖　　　　一

　　　右重陽之為御祝儀指上

　　　　　塩鮎子籠　　　　　　一箱

　　　右九月十月中指上

　　　　　生鱈　　　　　　　　三

　　　右寒中両度指上 

　　　　　熨斗目御小袖　　　　一

　　　　　染服紗御小袖　　　　一

　　　右歳暮之為御祝儀指上

　　　　　年中献上物

A0143-01973_031
　　　右大将様江

　　　　　御太刀　　　　　　　一腰

　　　　　御馬代　　　　　　　黄金一枚宛

　　　右年頭八朔為御祝儀指上

　　　　　鯛　　　　　　　　　一折

　　　右若菜之為御祝儀指上

　　　　　干鰈　　　　　　　　一箱

　　　右二月三月中指上

　　　　　鯛　　　　　　　　　一折

　　　右四月十八日為御精進揚在府之節

　　　斗指上

　　　　　御単物　　　　　　　一

　　　　　染御帷子　　　　　　一

　　　右端午之為御祝儀指上

　　　　　初鯖　　　　　　　　一箱

　　　右四月五月中指上

A0143-01973_032
　　　　　索麺　　　　　　　　一箱

　　　右暑気之節指上

　　　　　黄金　　　　　　　　一枚

　　　右御生身玉為御祝儀指上

　　　　　魬　　　　　　　　　三

　　　右七月八月中指上

　　　　　熨斗目御小袖　　　　一

　　　　　染服紗御小袖　　　　一

　　　右重陽之為御祝儀指上

　　　　　塩鮎子籠　　　　　　一箱

　　　右九月十月中指上

　　　　　生鱈　　　　　　　　三

　　　右寒中両度指上

　　　　　熨斗目御小袖　　　　一

　　　　　染服紗御小袖　　　　一

　　　右歳暮之為御祝儀指上

A0143-01973_033
　　　　　年中献上物

　　　御台様江

　　　　　白銀　　　　　　　　五枚

　　　　　干鯛　　　　　　　　一箱

　　　右年頭之為御祝儀指上

　　　　　白銀　　　　　　　　三枚

　　　右端午之為御祝儀指上

　　　　　干鯛　　　　　　　　一箱

　　　　　御樽代　　　　　　　五百疋

　　　右御生身玉之為御祝儀指上

　　　　　白銀　　　　　　　　三枚

　　　右重陽之為御祝儀指上

　　　　　白銀　　　　　　　　三枚

　　　右歳暮之為御祝儀指上

A0143-01973_034
　　　　　年中献上物

　　　本寿院様江

　　　　　白銀　　　　　　　　三枚

　　　　　干鯛　　　　　　　　一箱

　　　右年頭之為御祝儀指上

　　　　　白銀　　　　　　　　三枚宛

　　　右端午重陽歳暮之為御祝儀指

　　　上

　　右之通献上仕候先例ニ御座候

　　　　御附札

　　　　　可為先例之通候

　　　拙者儀今度代替ニ付以来別紙之廉

　　　々先例之通献上物并贈物等仕候心得ニ

　　　御座候尤国許江之御暇被

　　　仰出候節相伺候心得ニ者御座候得共代替ニ

　　　付先相伺申候以上

A0143-01973_035
　　　　七月十七日　　　　　　松平日向守

　　　公方様

　　　右大将様江

　　　　　鷹之雁　　　　　　　一

　　　　　鷹之鴨　　　　　　　一

　　　右在国年斗拝領之鷹捉飼候ニ付指上

　　　公方様江

　　　　　奉書紙　　　　　　　十束

　　　　　鰑　　　　　　　　　一箱

　　　　　干鯛　　　　　　　　一箱

　　　　　御樽　　　　　　　　一荷

　　　右大将様江

　　　　　鰑　　　　　　　　　一箱

　　　　　干鯛　　　　　　　　一箱

A0143-01973_036
　　　　　御樽　　　　　　　　一荷

　　　御台様江

　　　　　干鯛　　　　　　　　一箱

　　　　　御樽　　　　　　　　一荷

　　　右帰国御礼之節指上　　　　　　　　　　

　　　公方様

　　　右大将様江

　　　　　鰑　　　　　　　　　一箱宛

　　　右年始三ケ之御規式被為

　　　済候為御祝儀在国年斗指上

　　　公方様江

　　　　　御太刀　　　　　　　一腰

　　　　　白銀　　　　　　　　三拾枚

　　　　　錦　　　　　　　　　三拾把

　　　右大将様江

　　　　　御太刀　　　　　　　一腰

A0143-01973_037
　　　　　白銀　　　　　　　　三拾枚

　　　御台様江

　　　　　白銀　　　　　　　　五枚

　　　本寿院様江

　　　　　白銀　　　　　　　　三枚

　　　右参勤之御礼之節指上

　　　公方様

　　　右大将様江

　　　　　五色奉書紙　　　　　拾束宛

　　　御台様江

　　　　　両面打墨鳥子紙　　　一箱

　　　右参勤御礼後以使者指上

　右之通献上仕候先例ニ御座候

　　別紙ニ而

　　　公方様江

　　　　　御太刀　　　　　　　一腰

A0143-01973_038
　　　　　御馬代　　　　　　　銀子一枚

　　　　　蠟燭　　　　　　　　一箱

　　　右大将様江

　　　　　御太刀　　　　　　　一腰

　　　　　御馬代　　　　　　　銀子一枚

　　　　　蠟燭　　　　　　　　一箱

　　　右参勤之御礼申上候節召連候家来

　　　之者二人ゟ指上

　　　公方様江

　　　　　御太刀　　　　　　　一腰

　　　　　御馬代　　　　　　　銀子一枚

　　　右大将様江

　　　　　御太刀　　　　　　　一腰

　　　　　御馬代　　　　　　　銀子一枚

　　　右帰国之御礼使者自分之御礼申

　　　上候節指上

A0143-01973_039
　右之通献上為仕候先例ニ御座候

　　　御本丸女中江贈物

　　　白銀三枚ツヽ　　　　　　御老女中

　　　白銀二枚ツヽ　　　　　　表使

　　　右大将様女中江贈物

　　　白銀三枚ツヽ　　　　　　御老女中

　右者同姓越前守勤中参勤御礼申

　上候節相贈申候先例ニ御座候

　　　　御附札

　　　　　可為先例之通候

　　　拙者家来本多丹波儀別紙先例之

　　　通年中為致献上物度奉存候此段相伺

　　　申候以上

　　　　七月十七日　　　　　　松平日向守

A0143-01973_040
　　　　　年中献上物

　　　　　　　　　　　　　　家来

　　　　　　　　　　　　　　　本多丹波

　　　公方様

　　　右大将様江

　　　　　蒸鰈　　　　　　　　一箱宛

　　　右年頭之為御祝儀献上仕候

　　　公方様

　　　右大将様江　　

　　　　　小紋鳥子紙　　　　　一箱ツヽ

　　　右端午之為御祝儀献上仕候

　　　公方様

　　　右大将様江

　　　　　豊原索麺　　　　　　一箱

　　　　　刺鯖　　　　　　　　一箱ツヽ

　　　右七夕之御祝儀献上仕候

　　　公方様

　　　右大将様江　　　　　　　

　　　　　判大奉書紙　　　　　二箱ツヽ

A0143-01973_041
　　　右重陽之為御祝儀献上仕候

　　　公方様

　　　右大将様江

　　　　　判間奉書紙　　　　　二箱ツヽ

　　　右為歳暮之為御祝儀献上仕候

　右之通献上為仕候先例ニ御座候

　　　御附札

　　　　可為只今之通候

一七月十八日御老中内藤紀伊守殿御宅江呼出御留守居

　介奈良権太夫罷出候処端午之御内書御渡

　有之

　　但溜池様ニ而　御勤中御献上之御内書故御老中

　　　御宅ニ而御渡有之

一七月十九日昨日表向御献上物之御伺済ニ付

　御生身玉御祝儀御献上被成度旨之御伺書

　介御用番内藤紀伊守殿御勝手江差出候処左

A0143-01973_042
　之通御附札を以御差図有之

　　　去ル六日御生身玉之御祝儀献上物之

　　　儀此節柄故奉伺御指図ニ而差扣申候

　　　然ル処昨夕表向献上物之儀先例

　　　之通伺済ニも御座候得者右差扣置候

　　　御生身玉之御祝儀献上物之儀

　　　如何相心得可申哉此段御内々奉伺候宜

　　　御指図可被成下候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平日向守内

　　　　七月十九日　　　　　　真杉所左衛門

　　　　御附札

　　　　　相続御礼以前ニ付不及献上候事

一七月廿日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　今般英吉利ゟ使節差越条約取結之

　　　儀申出候ニ付再応応接之上願意之

　　　趣取縮亜墨利加之振合を以仮条約

　　　為御取替相成昨十九日退帆いたし候

A0143-01973_043
　　　此段為心得相達候

　　　右之通向々江可被相触候

　　　　七月廿日

一七月廿日御国許去月廿三日洪水ニ而田畑欠等出

　来ニ付不取敢御用番江御届有之

一七月廿日左之通申渡候様御側御用人江御家老

　書付相渡之

　　　　　　　　　　　　　　内田閑平

　　　　　　　　　　　　　　加藤鉢之助

　　　近々軍艦御出来ニ付買船江乗り船中

　　　之儀心得置度心底之旨尤之儀ニ付

　　　御用透申談右買船等江乗出し

　　　諸国湊廻り航海之儀専可致淵底旨

　　　被仰付候

一七月廿一日今般　御相続被　仰出候ニ付　御座順

　并　御官位之儀ニ付御手寄御老中太田備後守殿

A0143-01973_044
間部下総守殿久世大和守殿御勝手江御家老狛

　山城御内願書并自分願書を添差出之

　　　拙者儀今度依

　　　台命本家相続被　仰付冥加至極難有

　　　仕合奉存候然ル処先々代越前守事千三郎

　　　先代越前守事錦之丞養子被　仰出候

　　　砌座順之儀従四位上少将之上与被　仰出

　　　家柄之規模ニ茂相成家来者不及申国

　　　民迄　御威光を以難有安堵仕候事ニ御座候

　　　勿論右両代之儀者御続柄与申別段之

　　　訳を以被　仰出候儀ニハ御座候得共連代結構被

　　　仰付候事ニ付当今ニ而者家来共を始国中

　　　之者共ハ已ニ家格之様ニ相心得居別而近来

　　　同姓共其外之方ニ迄茂別段結構之御取

　　　扱有之候御時節ニ候得者於拙者茂倶ニ結構

　　　之御取扱振偏ニ相願申候万一本家之

A0143-01973_045
　　　規模も相立兼候様ニ而ハ乍恐

　　　有徳院様厚キ　思召を以御中興被下候

　　　御趣意茂相廃シ候姿ニて家来共始末々迄

　　　茂歎敷奉存候自然政事向取締ニ茂指

　　　響キ候様ニ而ハ相続之身分別而恐入迷惑致心

　　　痛候間於拙者者過等之願筋ニ相当り可

　　　申哉ト恐懼不少候得共此度之儀も何ト哉

　　　千三郎錦之丞江別段被　仰出候様之御振合

　　　を以同姓ニ準シ本家之家格も引立候様被

　　　仰付被下候様相願申候左候得者先代江対シ面目

　　　と申　御威光を以国民末々迄茂思入茂格

　　　別ニ而自然取締向出来可申儀与奉存候間

　　　此段御内々御含　御憐恕之御評議を以

　　　別格之御沙汰被成下候様偏以相願申

　　　候以上

　　　　七月廿一日　　　　　　松平日向守

A0143-01973_046
　　　日向守儀今度依

　　　台命本家相続被　仰出家督無相違

　　　被下置且家格之儀も被　思召別段之

　　　被仰出茂有之難有奉畏候然ル処先々

　　　代越前守事千三郎先代越前守事錦之丞

　　　養子被　仰出候砌座順之儀従四位上少将

　　　之上与被　仰出家柄之規模も相立国中

　　　之土民一統難有安心仕候事ニ御座候間

　　　日向守儀も相続之御礼奉申上候以前座順之

　　　儀日向守奉願候通当時同姓方結構之

　　　御取扱ニ準シ本家之面目御座候様於私共始

　　　一統奉願候此節柄国許動静も如何可有

　　　御座哉何分人心折合方第一之儀与相心得候

　　　処日向守儀者身分も違ひ相続之儀ニも御座

　　　候得者家中并国民末々迄思入も薄ク相成候而ハ

A0143-01973_047
　　　不相済儀与深心痛仕候折柄御取扱振り

　　　千三郎錦之丞与ハ相替り候而ハ日向守威光も

　　　何与なく軽相成候姿ニ而此末政事向取締り

　　　等も自然行届兼候儀ニ可有御座哉ト甚以心

　　　配至極仕候且又千三郎錦之丞儀者

　　　御続柄与申別段之被　仰出も御座候処夫ニ

　　　準シ奉願儀ハ日向守身ニ取候而ハ過分之

　　　願筋与御聞取ニも可相成哉ニ奉恐入候得共

　　　同姓三河守殿出羽守殿大和守殿兵部大輔殿

　　　御取扱振り御官位御席合等近代ニ到り

　　　追々之結構被　仰出中古ニ超候儀も間々

　　　有之秀康以来家門之面目無此上儀与

　　　深難有奉存候其余御勤向之御廉ニより被

　　　仰出候御儀ニハ可有御座候得共加賀守様阿波守様

　　　御始抔ニも近来別段ニ結構之御取扱ニ被

　　　仰出候御方々も数多御座候御時節当家之

A0143-01973_048
　　　儀ハ延享之度

　　　有徳院様御中興被成下候　思召を以七代先

　　　越前守重昌一橋様御嫡子ニ而養子被

　　　仰付候以来家督之砌御取扱并初而官位被

　　　仰付候節等同姓方ニ超候様之御取扱振り

　　　ニ被成下候哉ニ奉伺居且千三郎錦之丞儀も

　　　引続キ結構被　仰付重畳難有奉存居候処

　　　今更本家之規模も相失セ候様ニ而者家来

　　　一統悲歎失望ニ及ひ国中之人気ニも差

　　　響キ候儀も可有御座候間前条之次第共深ク

　　　御汲察被成下偏ニ出格之

　　　御憐評を以日向守奉願候通千三郎錦之丞江

　　　別段被　仰出候様之御振合を以同姓方ニ

　　　準シ本家之家格も引立候様何卒御沙

　　　汰被成下候様幾重ニ奉奉願上候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平日向守内

　　　　七月廿一日　　　　　　狛山城

A0143-01973_049
一七月廿一日御用番ゟ御呼出御聞番罷出候処去ル十七日

　被差出候御内証御献上物御用捨并不時御献上物之

　御伺書ニ左之通御附札を以御差図有之

　　　同姓越前守勤中御内証ゟ献上物并越前守

　　　妻ゟ之献上物且又女使差上候廉々去ル

　　　寅年ゟ当午年迄五ケ年御用捨被　仰出

　　　亦復当午三月来未年ゟ来ル亥年迄

　　　五ケ年之御用捨被　仰出候今般拙者儀代替

　　　ニ付別紙先例之通可致献上儀ニ御座候処

　　　同姓越前守毎々申上置候通不如意之

　　　勝手向其上当節臨時物入も指湊必至

　　　難渋罷在心痛至極ニ御座候代替之折

　　　柄相願候も恐入候得共前文之仕合何卒

　　　御憐察被下同姓越前守江兼而被

　　　仰出御座候御年限中之年ニも御座候得者

　　　是迄之通り御用捨被成下候様尤御年限

A0143-01973_050
　　　明子年ゟ先例之通献上仕度只管相

　　　願申候以上

　　　　七月十七日　　　　　　松平日向守

　　　　御附札

　　　　　御内証献上物御用捨之儀是迄越前守江被

　　　　　仰出候通可被相心得事

　　　拙者儀此度別紙之通年中御内証ゟ

　　　献上物御用捨之儀相願候右之外

　　　公辺御祝儀事を始都而御内証ゟ不時

　　　献上物之廉々ハ其都度々々先例之

　　　通相伺献上仕度心得ニ御座候此段御聞置

　　　可被下候以上

　　　　七月十七日　　　　　　松平日向守

　　　　　　　別紙

　　　　　御内証ゟ年中献上物

A0143-01973_051
　　　公方様江

　　　　　御鏡餅　　　　　　　一飾

　　　右元朝指上

　　　　　熟瓜　　　　　　　　一籠

　　　右暑気之節指上

　　　　　蓮飯　　　　　　　　一飾

　　　　　刺鯖　　　　　　　　一箱

　　　右中元之為御祝儀指上

　　　　　干鱈　　　　　　　　一箱

　　　右寒中指上

　　　　　干鯛　　　　　　　　一箱

　　　右為歳暮之御祝儀指上

　　　　　御内証ゟ年中献上物

　　　右大将様江

　　　　　御鏡餅　　　　　　　一飾

A0143-01973_052
　　　右元朝指上

　　　　　熟瓜　　　　　　　　一籠

　　　右暑気之節指上

　　　　　蓮飯　　　　　　　　一飾

　　　　　刺鯖　　　　　　　　一箱

　　　右為中元之御祝儀指上

　　　　　干鱈　　　　　　　　一箱

　　　右寒中指上

　　　　　干鯛　　　　　　　　一箱

　　　右為歳暮之御祝儀指上

　　　　　御内証ゟ年中献上物

　　　御台様江

　　　　　御鏡餅　　　　　　　一飾

　　　右元朝指上

　　　　　索麺　　　　　　　　一箱

A0143-01973_053
　　　右暑気之節指上

　　　　　蓮飯　　　　　　　　一飾

　　　　　刺鯖　　　　　　　　一箱

　　　右中元之為御祝儀指上

　　　　　干鱈　　　　　　　　一箱

　　　右寒中指上

　　　　　干鯛　　　　　　　　一箱

　　　右為歳暮之御祝儀指上

　　　　　御内々ゟ年中献上物

　　　蓮光院様江

　　　　　索麺　　　　　　　　一箱

　　　右暑中指上

　　　　　干鱈　　　　　　　　一箱

　　　右寒中指上

A0143-01973_054
　　　　　御内証ゟ別段献上物

　　　公方様江

　　　　　玉鳥子紙　　　　　　一箱

　　　　　墨流鳥子紙　　　　　一箱

　　　右大将様江

　　　　　絵半切紙　　　　　　一箱

　　　　　五色玉鳥子紙　　　　一箱

　　　御台様江

　　　　　墨流鳥子紙　　　　　一箱

　　　　　和紙　　　　　　　　一箱

　　　右毎年二月中指上

　右之通献上仕候先例ニ御座候

　　　御附札

　　　　内意之趣承置候事

一七月廿二日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　宰相様江御名

A0143-01973_055
　　　家茂公与御改被進候旨被

　　　仰出候

　　一右ニ付御祝儀献上物等ニ者不及候

　　　右之通向々江可被達候

　　　　七月

一七月廿二日右同断ニ付御内証ゟ為御歓

　宰相様江御文被差出之［奥ゟ伺之上］

一七月廿二日御内証ゟ御献上物　御先代之通

　御用捨之儀被　仰出候ニ付御礼勤之御伺書

　御用番江被差出候処翌日御書取を以御礼勤ニ

　不及旨御差図有之

一七月廿三日　御誕生日之儀御側向頭取ゟ溜池様江及問合候処左之通申来ル

　　　殿様御誕生

　　　　天保七丙申年八月七日

一七月廿三日大目付田村伊予守殿用人ゟ左之

A0143-01973_056
　通御聞番共迄問合有之

　　　然者別紙之

　　　御方様御相続者御他家ゟ被為　入候

　　　御方様ニ御座候哉御家督御礼之節并

　　　御元服之節何方之御席ニ而御礼被

　　　仰上候哉書留少々難相分御手許ニ御書

　　　留も御座候ハヽ少々見合被申度奉存候乍

　　　御手数御写取被　仰知可被下候此段無急

　　　度伊予守被申付如此御座候以上

　　　　　　　　　　　　　　田村伊予守内

　　　　七月廿三日　　　　　　田野金兵衛

　　　　　　　　　　　　　　　吉田柔輔

　　　　　　　　　　　　　　　岡野儀兵衛

　　　　松平日向守様

　　　　　御留守居中様

　　　　　別紙

A0143-01973_057
　　　享保七寅年正月廿八日

　　　　　家督　　　　　　　　松平中務大輔

　　　同年三月十三日

　　　　　元服　　　　　　　　同人

　右ニ付左之通御聞番ゟ及返報之

　　　享保六辛丑年十二月四日松平伊予守

　　　吉邦卒

　　一同年同月松平中務大輔昌平［後改宗昌］

　　　本家相続被　仰出越前国福井城

　　　二拾五万石并当時之所領五万石都合

　　　三拾万石被下置候

　　一同月十五日昌平登　城之処於御黒書

　　　院御三家様御礼相済井伊掃部頭

　　　［直雅］様松平大膳大夫［正甫］様之次江昌平

　　　出御礼申上候様ニ与大御目付横田備中守様

　　　を以被　仰出右之席ニ而御礼申上候処

A0143-01973_058
　　　御前近被為　召水野和泉守様御取合

　　　伊予守跡式家柄被　思召結構被

　　　仰付難有奉存由被申上候得者

　　　上意之趣幼稚之者ニ跡式被　仰付事

　　　如何被　思召被仰付候諸事　入念可

　　　申付旨被　仰出昌平御請ニ今度

　　　伊予守跡式　御懇之

　　　上意を以私江被　仰付越前福井城

　　　二拾五万石并唯今迄之領地五万石都合

　　　三拾万石被下置難有仕合奉存候不肖之

　　　私江国民御預被遊候段無覚束奉存候

　　　得共　上意之儀候得者奉畏難有奉

　　　存候殊ニ伊予守願申上置候通千次郎儀

　　　伊予守願之通　被仰付被下置候様私も同事奉願候

　　　処千次郎儀私養子ニ被　仰付成長之後伊予守娘

　　　与婚姻為仕候様被　仰付伊予守存念も

A0143-01973_059
　　　相立旁難有仕合重々　御厚恩与

　　　奉存旨申上候処重而

　　　上意幼稚之儀諸事入念可申付旨被

　　　仰出之

　　一同月十八日依　召登　城候処被任侍従

　　　其上来年始御相伴着座御礼被

　　　仰出候

　　一同月廿八日依　召登　城任官之

　　　御礼申上献上物仕候

　　一同七壬寅年正月年始登

　　　城着座之御礼申上候

　　一同月廿八日登

　　　城相続之御礼申上献上物仕家来

　　　八人　御目見被　仰付候

　　一同年三月十三日依　召登

　　　城於御黒書院

A0143-01973_060
　　　御目見着座

　　　御諱之御一字被下之献上物并

　　　拝領物仕候

　　一同九年甲辰年四月卒

一七月廿五日御内証御献上物之儀ニ付左之通

　奥ゟ伺出候処御附札之通御差図之旨申来ル

　　　　　伺書

　　　　三月中

　　　公方様江

　　　　　御小刀御鋏刀　　　　一箱

　　　　　干鰈　　　　　　　　一箱

　　　右大将様江

　　　　　御小刀御鋏刀　　　　一箱

　　　　　披金頭　　　　　　　一箱

　　　御台様江

A0143-01973_061
　　　　　御鑷子五対　　　　　一箱

　　　　　御鋏刀　　　　　十挺

　　　　　干鰈　　　　　　　　一箱

　　　御参勤之御礼之節

　　　公方様江

　　　　　御鐔　　　　　　　　一箱

　　　　　鯛　　　　　　　　　一折

　　　右大将様江

　　　　　絵奉書紙　　　　　　一箱

　　　　　鯛　　　　　　　　　一折

　　　御台様江

　　　　　墨流羽二重　　　　　三端

　　　　　たい　　　　　　　　一をり

　　　御部屋様江

　　　　　絵奉書紙　　　　　　一箱

　　　　　干鱈　　　　　　　　三

A0143-01973_062
　　　　　別段

　　　　　九月中

　　　公方様江

　　　　　葛粉　　　　　　　　一箱

　　　　　魬　　　　　　　　　三

　　　御台様江

　　　　　葛粉　　　　　　　　一箱

　　　　　魬　　　　　　　　　三

　　　　　十月中

　　　公方様江

　　　　　清水米　　　　　　　一箱

　　　　　雲丹　　　　　　　　一壷

　　　右大将様江

　　　　　清水米　　　　　　　一箱

　　　　　雲丹　　　　　　　　一壷

　　　御台様江

A0143-01973_063
　　　　　清水米　　　　　　　一箱

　　　　　雲丹　　　　　　　　一壷

　　　右以女使献上仕候

　　　　　別段

　　　　　十一月十二月中

　　　公方様江

　　　　　蟹　　　　　　　　　一籠

　　　御台様江

　　　　　蟹　　　　　　　　　一籠

御附札

　　　　御伺之通何茂表向御指図御先例之

　　　　御通り被成候様ニ

一七月廿六日左之通御用番江御伺書被差出候

　処追而夫々御附札を以御差図有之

　　　八朔之御祝儀

　　　公方様　宰相様江献上物之儀

A0143-01973_064
　　　日向守未相続御礼以前ニ付如何相心得

　　　可申哉此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平日向守内

　　　　七月廿六日　　　　　　真杉所左衛門

　　　　御附札

　　　　　不及献上候

　　　日向守儀相続御礼之儀指支之筋御座候

　　　ニ付当月中御猶予被成下候様奉願御聞

　　　置被下候処国許ゟ召呼候家来出府之

　　　儀申遣候得共未往復も無御座候ニ付自由

　　　ケ間敷儀ニ者御座候得共見詰出来次第

　　　申上候間今暫御猶予被成下候様御聞

　　　置可被成下候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平日向守内

　　　　七月廿六日　　　　　　真杉所左衛門

A0143-01973_065
　　　日向守儀未相続御礼以前ニ御座候ニ付五節

　　　句八朔月並登

　　　城之儀如何相心得可申哉此段奉伺候

　　　以上

　　　　　　　　　　　　　　松平日向守内

　　　　七月廿六日　　　　　　真杉所左衛門

　　　　御附札

　　　　　不及登　城候

　　　日向守住居向之儀先年焼失以来未

　　　仮建之儘罷在候処此度同姓越前守

　　　儀隠居之上慎罷在候様被

　　　仰出日向守儀相続被　仰付引越被申候ニ

　　　付両人同住居ニ而者何ケ与差支不都合之

　　　儀も御座候ニ付越前守儀者霊岸島中屋敷江

　　　為引移相慎罷在候様仕度内存ニ御座候

　　　此節柄右之通相願候而も不苦儀ニ御座候

A0143-01973_066
　　　哉且又霊岸島中屋敷之儀も先年

　　　類焼後少々住居向取建候処去ル卯

　　　年地震并翌秋暴風雨大汐等之節ニ

　　　悉皆相潰候ニ付追々残木を以建物少々

　　　取補理ハ仕候得共其儘移住出来可申

　　　為躰ニも無御座候ニ付当時之有形ニ住

　　　居向建継且下々詰所小手軽ニ普請

　　　申付度奉存候越前守慎中右様申

　　　付候而も不苦儀ニ可有御座候哉両様共御内

　　　々奉伺候様被申付候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平日向守内

　　　　七月廿六日　　　　　　真杉所左衛門

　　　　御附札

　　　　　霊岸島中屋敷住居向建継等手軽ニ

　　　　　いたし夜中穏便ニ引移候様不苦候

　　　　　事

一七月廿七日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処

A0143-01973_067
　左之通御書付壱通御渡有之

　　　　　　　　　　　　　　袖裏松平日向守

　　　　　　　　　　　　　　　松平日向守

　　　武州神奈川辺御警衛松平隠岐守

　　　臨時出張之積兼而相達置候処此度

　　　定御警衛ニ被　仰付候間被得其意備

　　　向之儀諸事松平隠岐守可被申合候

　　　　但隠岐守殿ゟ御使者を以右同断被　仰出候

　　　　　旨申来ル

一七月廿八日　御改名之儀ニ付左之通御用番江御伺

　書被差出候処追而御附札を以御差図有之

　　　日向守儀当家之通名ニも御座候故無程

　　　奉伺越前守与改名仕度内存ニ御座候

　　　右ニ付同姓越前守慎中ニハ御座候得共不

　　　苦儀ニ御座候ハヽ改名為仕度御座候此段

　　　御内々御手前様迄相伺候様被申付候以上

A0143-01973_068
　　　　　　　　　　　　　　松平日向守内

　　　　七月廿八日　　　　　　真杉所左衛門

　　　　御附札

　　　　　内達之趣不苦候事

一七月廿八日　御代替ニ付屋敷改根来五左衛門殿江

　左之通被差出之

　　　　　覚

　　　　　　　　　　　　　　常盤橋御門内

　　　一上屋敷　　　　　　　　壱万弐千七百七拾九坪余

　　　拝領　　　　　　　　　霊岸島

　　　一中屋敷　　　　　　　　弐万九千百九拾弐坪余

　　　　　外

　　　　三百三拾七坪

　　　　　　東湊町弐丁目通表門道敷

　　　　三百六坪余

　　　　　　向河岸物揚場境

A0143-01973_069
　　　　六拾四坪

　　　　　　白銀町壱丁目弐丁目境小門道敷

　　　拝領　　　　　　　　　本所中之郷

　　　一中屋敷　　　　　　　　五千六百六拾三坪余

　　　　　内御差加地弐百四坪余

　　　拝領　　　　　　　　　品川領戸越村

　　　一下屋敷　　　　　　　　三百三拾五坪

　　　　　　　　　　　　　　巣鴨

　　　一下屋敷　　　　　　　　壱万弐千坪

　　　　　　　　　　　　　　同所

　　　一同御添地　　　　　　　弐千坪余

　　　無年貢　　　　　　　　砂村新田

　　　一抱地　　　　　　　　　弐万坪

　　　　　道法日本橋迄二里程

　　　　右当村水地ニ相成候

　　　拝領　　　　　　　　　本所一ツ目二ツ目之間

　　　一屋敷　　　　　　　　　千六百五拾坪

　　　　右者家来本多丹波拝領屋敷ニ而在

A0143-01973_070
　　　　江戸之節者致住宅候

　　　右之外抱屋敷抱地町屋敷町並屋敷

　　　御預地等日向守者申ニ不及家来男女ニ至迄

　　　所持之者無御座候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平日向守内

　　　　安政五戊午年七月　　　草尾精一郎

一七月廿九日明朔日八朔之御祝儀ニ付

　御三所様江御勤向之儀奥ゟ伺出候処　御相続

　御礼以前ニ付御祝儀被　仰上ニ不及旨御指図有之

一八月二日　御代替ニ付式立并　御平常共御行列一旦

　御家格ニ被復

　慶永様　御家督之節之御供立ニ被　仰出之

一八月三日

　公方様　御不例ニ付御札守并御箱肴被指上度儀ニ付

　左之通御用番江御伺書御聞番を以被指出候処追而

　御附札之通御指図有之
A0143-01973_071
　　　公方様少々御勝不被遊候ニ付於山王御全快
　　　之御祈祷致執行御札守并御箱肴指
　　　上申度奉存候此段相伺申候以上
　　　　八月三日　　　　　　　松平日向守
　　　　御附札

　　　　　先不及此儀候

一八月三日右同断ニ付自然　御機嫌伺之

　御登　城被　仰出候ハヽ未タ御相続御礼以前ニ

　付御使者を以　御機嫌御伺被成候御心得之旨

　御用番江御伺有之候処御伺之通御心得可被

　成旨御差図有之

　　但御内証ゟ　御機嫌御伺并御献上物之儀奥ゟ

　　　伺出候処表向ニ御準シ被成候様御差図有之

一八月三日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　公方様御不例ニ付為伺　御機嫌溜詰

　　　同格御譜代衆高家雁之間詰同嫡子

　　　御奏者番同嫡子菊之間縁頰詰諸番

A0143-01973_072
　　　頭諸物頭布衣以上之御役人明四日

　　　四時可有出仕候

　　一病気幼少之面々ハ掃部頭月番之

　　　老中宅江使者可差出候

　　一右之外国持并万石以上之面々も

　　　掃部頭月番之老中江使者可差

　　　出候

　　一在国在邑之面々者掃部頭月番之

　　　老中江飛札可指越候

　　　右之通可被相触候

　　　　八月三日

一八月四日右御触達之趣ニ付　御機嫌為御伺

　御用番間部下総守殿江御使者御留守居被差出

　之

　　但御内証ゟも御文被差出之

一八月四日右同断ニ付

A0143-01973_073
　宰相様　御台様　本寿院様江　御勤品之

　儀奥ゟ伺出候処　御相続以前ニ付日々

　御機嫌御伺ニ不及旨御差図有之

一八月四日海防御掛り御老中太田備後守殿江左

　之通御書取并例書添御留守居持参差出之

　　　武州神奈川横浜辺御警衛之儀

　　　先代申上置候趣意も御座候得共拙者見

　　　込も猶又厚勘考之上改而相伺候様

　　　可致旨

　　　御内意之趣致承知候拙者儀相続

　　　以来間も無御座候故聢と見込も立兼候

　　　得共何分先代不易勤向被仰付

　　　候儀者先以難有仕合奉存候近来追々

　　　諸夷渡来ニ付御警衛場所之儀も夫々

　　　御繰合之上被　仰付候御儀ニ可有御座

　　　候得者幾重ニも奉畏精勤仕度心底

A0143-01973_074
　　　ニ御座候故御警衛向心得方之儀も時

　　　勢斟酌仕候而相伺度奉存候然ル処

　　　当家之儀者秀康以来格別之

　　　御由緒柄ニ而寛永之度別紙旧記書

　　　抜之通被　仰出候儀も有之家来

　　　末々迄無比類儀与厚難有存込罷在

　　　候事ニ御座候得者此等之次第深御憐察

　　　被成下今度之儀も此上何と歟家柄之

　　　廉も相立候様被　仰付被下置候ハヽ一統

　　　難有勢ひ宜精勤も可仕儀与奉存候

　　　右ニ付而者此度被　仰付候御警衛

　　　之儀者兼而

　　　御内意相蒙り居臨時御指図次第

　　　御警衛場所江有合人数指出候様ニ者

　　　相成申間敷哉且拙者出張之儀者

　　　御家門之廉を以何卒

A0143-01973_075
　　　御手許近ク江罷出候様奉願候間此段

　　　御聞置被下置候様致度奉存候且又

　　　御場所之儀も御繰合セ次第追而

　　　御手元近ク江場所替等も可被

　　　仰付段兼而御沙汰被成置被下候ハヽ重

　　　畳難有仕合奉存候右様勝手ケ間敷

　　　儀共奉願上候而者御趣意ニも相振れ可申

　　　哉与深重恐入奉存候得共相続之身分

　　　此節柄一家中人心之折合方別而心痛

　　　仕居候折柄ニ御座候故何卒於家来も一統

　　　思ひ込宜相励ミ於拙者も御奉公無

　　　難精勤仕度奉存候ニ付不顧恐内存

　　　之趣有躰申上試候事ニ御座候尤御警衛

　　　心得方之儀者右御指図振ニ随ひ猶又

　　　相伺候様仕度奉存候間右等之次第とも

　　　厚御汲察被成下可然様御憐評之程

A0143-01973_076
　　　相願申候以上

　　　　八月四日　　　　　　　松平日向守

　　　　　別紙

　　　寛永十四年

　　一今冬肥前国島原一揆超歳之由三代目

　　　忠昌承知仕発向致度旨江戸表江使者

　　　を以相願申候処　御満悦ニ雖被

　　　思召島原躰之儀不及其儀若

　　　御動座程之事於有之者其節

　　　者為

　　　御名代可被指向旨被　仰出候依之重而

　　　相願不申候

一八月五日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　公方様御不例御同様ニ而御勝不被遊方ニ付

　　　為伺　御機嫌溜詰同格国持大名并

A0143-01973_077
　　　庶流御譜代衆外様大名高家雁之間

　　　詰同嫡子御奏者番同嫡子菊之間

　　　縁頰詰交替寄合表高家諸番頭

　　　諸物頭布衣以上之御役人明六日四時

　　　可有出仕候

　　一病気幼少之面々ハ掃部頭月番之

　　　老中宅江使者可差出候

　　一在国在邑之面々ハ掃部頭月番之

　　　老中江飛札可差越候

　　　右之通り可被相触候

　　　　八月五日

一八月六日昨日御触達ニ付　御登城可被成之処

　御相続御礼以前ニ付　御機嫌為御伺御大老

　并御用番江御使者御留守居被差出之

　　但御内証ゟも御文被差出之

一八月六日溜池様御家御相続方之儀御勘考之

A0143-01973_078
　上御願可被成旨先達而被　仰出候ニ付実之助様

　御事御貰請被成度段溜池様ゟ被　仰込御内約御治

　定之旨ニ付明石様江表向　御使御家老狛

　山城を以左之通被　仰進之

　　　愈御安泰被成御座珍重思召候将又

　　　日向守様今般本家相続被仰出候ニ付

　　　跡相続方等之義者勘考之上可申上

　　　旨被仰出候処御血筋御心当り之御方

　　　無御座候ニ付　実之助様御儀御貰請被成

　　　御実家御相続之義御願被成且又末々

　　　出雲守様御娘之内と御婚姻御整被成度

　　　思召候右ニ付兼而御内話被　仰進候通

　　　愈御熟談被成度此段幾久敷御承

　　　知被成進候様御相談御頼旁私共を以被

　　　仰進候

　　　　　　　　　　　　　御使者

　　　　　　　　　　　　　　御家老

A0143-01973_079
　　　　　　　　　　　　　　　狛山城

　　　　　　　　　　　　　同道

　　　　　　　　　　　　　　御留守居

　　　　　　　　　　　　　　　真杉所左衛門

一八月六日右同断ニ付明石様ゟ御使御家老代

　橋本九郎太夫を以左之通御口上申来ル

　　　愈御安泰被成御座珍重思召候将又

　　　実之助様御儀御貰受被成　御実家

　　　御相続之儀御願被成度且又末々

　　　出雲守様御娘之内与御婚姻被成御整

　　　度之旨御内話被　仰進候通弥御熟談被

　　　成度被　仰進候趣御間柄之義猶更

　　　御大慶幾久敷御承知被成候右御答

　　　御挨拶御使を以被　仰進候

　　　　　　　　　　　　　　御家老代

　　　　　　　　　　　　　　　橋本九郎太夫

　　　　　　　　　　　　　　御留守居介

　　　　　　　　　　　　　　　天野清太夫

A0143-01973_080
一八月七日右同断ニ付御用番間部下総守殿江左

　之通御内願書被差出之

　　　拙者実家相続方之儀先達而申上

　　　置候通指向心当り之者茂無御座候ニ付

　　　同姓兵部大輔養方之伯父実弟実之助

　　　儀当午拾一歳罷成候右実之助事弥

　　　貰受相続為致末々出雲守娘共之内与

　　　婚姻為整度内証申合及熟談候ニ付

　　　右之通相願申度此段御内意相伺申

　　　候以上

　　　　八月七日　　　　　　松平日向守

一八月七日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　公方様御勝不被遊候ニ付為伺

　　　御機嫌明八日四時惣出仕之事

　　右之通可被相触候

　　　両山

A0143-01973_081
　　　御参詣之節前々ゟ窓蓋仕候得共

　　　以来ハ御鷹野其外

　　　御成之節共都而窓蓋仕候ニ者不及旨

　　　去ル辰年相触候処向後両山

　　　御参詣之節者前々之通窓蓋致

　　　可申候

　　右之通可相触候

　　　　八月八日

一八月八日惣出仕ニ付　御相続御礼以前ニハ候得共

　御登　城御願可被成之処御痛所有之ニ付

　御願不被成旨御用番江御聞置書被差出之

　依之御大老并御用番江御使者御留守居被差

　出之　

　　但御内証ゟも御文被差出之

一八月八日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　公方様御不例御養生不被為

A0143-01973_082
　　　叶今巳下刻　薨御被遊候此段今日
　　　出仕無之面々江可被達候

　　　公方様　薨御ニ付

　　　宰相様為伺　御機嫌病気幼少隠居

　　　之面々者掃部頭老中宅江使者可差

　　　出候

　　一在国在邑之面々者掃部頭老中江

　　　使札可差越候

　　　　八月八日

　　　公方様　薨御ニ付今日ゟ

　　　宰相様定式之　御忌服被為

　　　請候事

　　　　八月八日

A0143-01973_083
　　　公方様薨御ニ付今日ゟ普請鳴物停

　　　止ニ候

　　　　八月八日

　　　公方様薨御ニ付万石以上以下其外軽キ

　　　もの共并陪臣迄月代剃候日限之儀者

　　　追而可相達候間其段向々江可達候

　　　　八月八日

　　　　　八月

　　　　　九日　　　　　　　惣出仕

　　　　　　十日　　　　　　　惣出仕

　　　　　　十一日　　　　　　万石以上之面々

　　　右之通

　　　宰相様為伺御機嫌出仕候様可被相触

　　　候

A0143-01973_084
　　　　八月八日

　　　公方様薨御ニ付

　　　御台様為伺御機嫌在府之万石

　　　以上今明日中月番之老中宅江使者

　　　可被差越候在国在邑之面々者飛札可

　　　被差越候

　　　　八月八日

　　　宰相様御事

　　　御殿　西丸ニ被仰出当分

　　　御本丸ニ　御逗留被遊候旨先達而相

　　　達置候得共其儘直ニ

　　　御本丸ニ被成御座候

　　　　八月八日

A0143-01973_085
　　　宰相様御若年ニ付御後見之儀

　　　被　仰出候趣今日出仕無之面々并

　　　在国在邑共不洩様通達可致旨可

　　　被達候

　　　　八月八日

一八月八日於営中御大老ゟ御直達之御書付

　御封物ニ而藤堂和泉守殿ゟ御使者を以御廻達

　有之

　　　宰相様御若年被成御座候間御政

　　　事向之儀当分之内田安中納言殿

　　　御後見被成候様ニとの　御遺言候

　　　何茂入念大切ニ可相勤旨被　仰置候

一八月九日

　公方様　薨御ニ付

　宰相様　御機嫌伺之惣出仕ニ付　御相続

A0143-01973_086
　御礼以前ニハ候得共　御登　城御願被成度

　之処御痛所有之ニ付無御拠御願不被成候

　段御用番江御聞置書被差出之依之

　御大老并御老中江御使者御留守居被差出之

　　但以後惣出仕毎御使者被差出候得共略之

一八月九日右同断ニ付　御台様為　御機嫌御伺

　御用番江御使者御留守居被差出之

　　但御内証ゟも

　　　御三所様江御悔文被差出之

一八月九日右同断ニ付今日ゟ日々為　御機嫌

　御伺御用番江御使者御留守居被差出之

一八月九日右同断ニ付京都所司代江　御書可被

　遣筈之処此節在府ニ付御使者御留守居被

　差出之

一八月九日

　宰相様御事今日ゟ

A0143-01973_087
　上様与奉称候旨大目付中ゟ御廻状来ル

一八月九日田安中納言様　御後見被　仰出候

　御礼勤之儀ニ付左之通御用番江御伺書被差

　出候処即日御附札を以不及御勤品旨御差図有

　之

　　　此度田安中納言殿

　　　御後見被　仰出候ニ付拙者義御礼勤向

　　　之儀如何相心得可申此段相伺申候

　　　以上

　　　　八月九日　　　　　　　松平日向守

一八月九日於御用部屋左之通御家中江相触候

　様御目付江御家老申聞之

　　　公方様今八日

　　　薨御被遊候ニ付今日ゟ普請鳴物高声

　　　御停止之事

　　一此節ニ候間火之元念を入堅被申付

A0143-01973_088
　　　諸事相慎可申事

　　一侍中私用ニ而御門外罷出候儀此節

　　　ニ候間無用ニ候

　　　　但末々之者洗湯江罷越候儀者格別

　　　　　之事

　　一下々私用ニ而無作与御門外江出し申

　　　間敷御屋敷近所江指出候儀者格別

　　　ニ候尤遠方江指遣候儀ハ御目付江相断可

　　　差出候

　　一月代之義追而相触候迄自分并下々迄

　　　剃申間敷事

　　　八月

　　　　但於御国許十五日申渡之

一八月九日先達而御目付津田半三郎殿江御留守居

　大道寺七右衛門ゟ差出置候伺書ニ左之通御附札

　を以御差図有之

A0143-01973_089
　　　日向守儀当家相続以前六月十六日

　　　妹死去仕其節忌服之儀御届申

　　　上置候処去月五日相続被　仰付

　　　候ニ付忌之儀者

　　　御免被成下候得共服請方之儀者

　　　如何相心得可申哉此段御内々奉伺候

　　　以上

　　　　　　　　　　　　　　松平日向守内

　　　　八月八日　　　　　　　大道寺七右衛門

　　　　御附札

　　　　　書面之通ハ半減之服受候事ニ候

一八月十日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　公方様薨御ニ付東叡山江

御入棺御送葬被遊候且又

　　　御霊屋御造立ニ不及

　　　常憲院様

　　　有徳院様

A0143-01973_090
　　　孝恭院様御霊屋江
　　　御相殿御霊牌　御安置候様被
　　　仰出候　御宝塔之儀者
　　　御代々御格之通御造立可有之候
　　　右之通被　仰出候間無急度寄々

　　　可被達候

　　　　八月

　　　　　御中陰中為伺御機嫌献上物

　　一万石以上在江戸之分ハ両度在国在所

　　　之分ハ一度侍従以上者御檜重四品

　　　并拾万石以上御干菓子此外ハ其品伺

　　　次第

　　　　但侍従四品拾万石以上ニ候ハヽ二度目之

　　　　　献上物ハ何レとも伺次第

　　一隠居之分も拾万石以上之分ゟ在江戸

A0143-01973_091
　　　在所とも以使者御精進物一度

　　一国持嫡子之分も在江戸在所とも以使者

　　　御精進物類一度

　　一在国在所之面々為伺御機嫌一度使

　　　札

　　一御台様　本寿院様江も右之分より

　　　一種宛一度可差上候

　　　　八月

　　　例年此節差上候

　　　在所之産物其外献上物御精進物

　　　之分ハ

　　　御中陰中無構可差上候

　　　　八月

一八月十一日昨日御触達ニ付左之通御用番江御伺

　書被差出候処追而御附札之通御差図有之

A0143-01973_092
　　　御中陰中為伺　御機嫌

　　　上様

　　　御台様

　　　本寿院様江御菓子献上之儀御触達

　　　御座候処拙者儀未相続御礼以前ニ付

　　　如何相心得可申此段相伺申候以上

　　　　八月十一日　　　　　　松平日向守

　　　　御附札

　　　　　触面之通可有献上候

　　　公方様御葬送之節先例も御座候

　　　ニ付御見送之義相願可申儀ニ御座候得共

　　　拙者儀未相続御礼以前ニ付如何相心得

　　　可申哉此段相伺申候以上

　　　　八月十一日　　　　　　松平日向守

A0143-01973_093
　　　　御附札

　　　　　御見送相願候ニ不及候

一八月十一日左之通奥ゟ伺出候処御附札を以御差図有

　之

　　　公方様薨御被遊候ニ付

　　　宰相様

　　　御台様江

　　一御中陰中日々

　　　御機嫌伺申上られ勤品之儀いかゝ被

　　　致宜御座候半哉

御七日々々の節

　　　御出棺の節

　　　御新葬御法事の節

　　　同御法事被為　済候節

　　　御初月の節

　　　右之節々勤品之儀いかゝ被致宜御座候

A0143-01973_094
　　　半哉

　　一公方様

　　　御棺前江献納物之儀いかゝ被致宜御座

　　　候半哉

　　一御法事中御寺江年寄代拝を以献納

　　　物之儀いかゝ被致よろ敷御座候半哉

　　　右之通伺申上られ候何分宜御差図被成

　　　存られ候様御頼存まいらせ候

　　　　御附札

　　　　　御伺之趣御相続御礼以前ニ而御勤向之儀ハ

　　　　　表方ニ御准シ被成候様ニ

　　　　　御棺前江御献備物御代拝も其儀ニ不及

一八月十四日　御初七日ニ付　御機嫌為御伺御内証ゟ

　上様　御台様江御文被差出之

一八月十四日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　先達而相達候

A0143-01973_095
　　　御台様江差上物之儀

　　　上様江御檜重御干菓子差上候面々

　　　ハ　御台様江も御同様之品差上候様

　　　可致候

　　　　八月

　　　　　八月十八日

　　　巳刻　　　　　　　　　　御出棺

　　　申下刻　　　　　　　　　御葬送

　　　　八月

　　　当年ハ重陽之御祝儀献上物ニ不

　　　及流ニ相成候事

　　　　八月

　　　御直参之面々　御初七日過髭

A0143-01973_096
　　　剃可申候

　　一陪臣者御初七日過月代剃可申候

　　　　但御目見仕候陪臣も同断

　　　　八月十四日

一八月十六日大目付中ゟ左之通御廻状来

　　　明後十八日

　　　御出棺之事ニ候間火之元随分入念

　　　申付候様向々江可被達候

　　　　八月十六日

　　　仏蘭西国之軍艦三艘一昨十三日品

　　　川沖江入津致候右者使節を以国書

　　　差越和親交易之条約於江戸為

　　　取替度旨申立候ニ付役々出張追而応

　　　接之積ニ候此段為心得相達候

　　　　八月十五日

A0143-01973_097
一八月十七日御中陰中　御機嫌為御伺御使者

　御留守居を以

　上様　御台様　本寿院様江御檜重一組ツヽ

　被献之

一八月十七日右同断ニ付御内証ゟ御文を以

　上様　御台様江御杉重一組ツヽ被献之

一八月十八日　御出棺ニ付御先例之通辻番所

　為固御目付御留守居罷出

一八月十八日右同断ニ付為　御機嫌御伺御内証より

　御文被指出之

一八月十八日松平和泉守殿御渡之御書付四通

　藤堂和泉守殿ゟ御廻達有之

　　　　　東叡山江参詣之覚

　　　八月

　　　　　　　　　　　　　　　徳川賢吉殿徳川摂津守殿

　　　　廿一日　　　　　　　　参詣可被在ニ候事

　　　　　　　　　　　　　　　松平筑前守松平安芸守可

　　　　　　　　　　　　　　　為参詣事

A0143-01973_098
　　　　　　　　　　　　　　　田安殿参詣可被在之事

　　　　廿二日　　　　　　　　諸大名壱万石以上并嫡子

　　　　　　　　　　　　　　　可為参詣事

　　　　　以下略之

　　　　　御香奠献上之覚

　　　一白銀三拾枚　　　　　　六拾万石以上

　　　一同弐拾枚　　　　　　　弐拾五万石ゟ
　　　　　　　　　　　　　　　五拾九万石迄

　　　一同三枚　　　　　　　　三拾万石以上之嫡子

　　　　　　　　　　　　　　　隠居

　　　　　覚

　　　黒門谷中口車坂屛風坂新清水口ゟ
　　　内江国持大名たりといふとも侍四人挟箱

　　　持壱人草履取壱人六尺四人之外可為

　　　無用候若雨天之時ハ蓑箱からかさ

　　　持可被連之此外又もの一切停止之

A0143-01973_099
　　　　但宿坊有之面々可為断次第者也

　　　　八月

　　　　　覚

　　一壱万石以上之面々御香奠献上之

　　　使者熨斗目袷長袴ニ而朝六時ゟ五時

　　　迄之内文珠楼通被差越之中堂江可被

　　　献之事

一八月十八日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　今般仏蘭西使節応接中愛宕下

　　　真福寺江止宿致し候ニ付通行道筋

　　　屋敷々々立番等差出ニ不及往来之

　　　者も平常之通通行可被致尤往来

　　　混雑之義も有之候ハヽ取締出役等之

　　　者ゟ辻番所江申達制方為致其余先

　　　達而魯西亜使節等出府之節相達

　　　候通可被心得候

A0143-01973_100
　　　　八月

一八月十九日惣出仕ニ付御内証ゟ　御機嫌為御伺

　御文被差出之

一八月廿日　御新葬御法事中　御機嫌為

　御伺

　上様　御台様江御菓子類御献上被成候度旨

　御用番江御伺書被差出候処不及御献上旨御差図

　有之

一八月廿一日　御代替ニ付　御誓詞并東叡山

　御参詣之儀ニ付左之通御用番江御伺書被差出之

　　　御代替ニ付誓詞仕度奉存候其儀ニ不及

　　　御事にも奉存候得共心底顕筆紙候得者

　　　本望奉存候可然様御指図可被下候以上

　　　　八月廿一日　　　　　　松平日向守

　　　御法事中東叡山参詣之儀

A0143-01973_101
　　　御触達御座候得とも日向守儀未相続御礼

　　　以前ニ付参詣不仕候心得ニ御座候此段御聞

　　　置可被下候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平日向守内

　　　　八月廿一日　　　　　　真杉所左衛門

一八月廿一日御二七日ニ付御内証ゟ

　上様　御台様江御機嫌御伺之御文被差

　出之

一八月廿三日　御新葬御法事中　御香奠

　御献上之儀ニ付御用番江左之通御伺書被指

　出候処追而御附札を以御触面之通御献上可被成

　旨御差図有之

　　　此度

　　　御新葬御法事之節御香奠献

　　　備之儀御触達御座候処拙者義未相

　　　続御礼以前ニ付如何相心得可申哉此段相伺

A0143-01973_102
　　　申候以上

　　　　八月廿三日　　　　　　松平日向守

　　　　御附札

　　　　　触面之通可為献上候

一八月廿五日大目付中ゟ左之通御廻状場来ル

　　　普請者来ル廿八日ゟ

　　　御免候間其段可被相触候

　　　　八月

一八月廿五日町中簾を下シ候儀并諸商売共来ル

　廿八日ゟ御免被成候間此段可申渡旨町奉行江

　月番御家老申渡之

一八月廿八日　御三七日ニ付御内証ゟ御機嫌為

　御伺

　上様　御台様江御文被差出之

一八月廿八日御代替ニ付

　御代々様御精進日左之通被　仰出之

　　　御代々様御精進日

　　　　　毎月

A0143-01973_103
　　　　　八日　　廿七日

　　　右御日柄諸殺生致間敷事

　　　　　九月十日

　　　　　八月朔日

　　　　　三月廿四日

　　　　　九月十二日

　　　　　二月十一日

　　　　　十二月四日

　　　　　四月廿七日

　　　　　十月廿一日

　　　　　三月十八日

　　　　　六月十八日

　　　　　十二月朔日

　　　　　七月二日

　　　右　御日柄

　　　御祥月諸殺生致間敷事

A0143-01973_104
　　　　九月十日

一八月廿九日今日ゟ霊岸島御建継御普請有

　之

一八月晦日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　御台様御事

　　　天璋院様与奉称候

　　此段向々江可被達候

　　　　八月

一九月三日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　松平薩摩守七月廿日於国許卒

　　　去ニ付

　　　天璋院様御定式之通今日ゟ五十日

　　　十三月之御忌服被為　請候事

　　　　九月二日

一九月三日右同断ニ付　天鏱（璋）院様　御機嫌

A0143-01973_105
　為御伺御用番江御使者御留守居被差出之

　　但御内証ゟも御文被差出之

一九月三日御用番間部下総守殿江左之通御伺

　書被差出候処追而御附札を以可為御伺之通旨

　御差図有之

　　　天璋院様　本寿院様江

　　　御中陰中尚又為伺御機嫌葛粉

　　　一箱指上申度奉存候此段相伺申候

　　　以上

　　　　九月三日　　　　　　　松平日向守

一九月四日来ル七日東叡山江　御香奠御献備

　席之儀未タ御座順御定リ無之ニ付大目付

　遠山隼人正殿江御留守居ゟ取調候処佐竹右京太夫殿

　御次松平秀麿殿御上与御心得被成候様申来ル

一九月五日御目付加藤正三郎殿江昨日御留守居

　御呼出御尋之趣ニ付左之通御答書持参差出

A0143-01973_106
　之

　　　御中陰中献上物之節御謁之儀

　　　天明六午年御奏者番御謁御座候

　　　以来唯今ニ至連綿与御奏者番御謁

　　　被成下候右天明度以前之儀者留記

　　　類度々焼失等ニ而聢与相分兼申候此段

　　　御尋ニ付申上候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平日向守内

　　　　九月五日　　　　　　　真杉所左衛門

一九月五日　御中陰ニ付御使者御留守居を以

　上様　天璋院様　本寿院様江葛粉一箱

　宛被献之

一九月五日右同断ニ付御内証ゟ御文を以

　上様　天璋院様江求肥糖一箱ツヽ被献之

一九月六日　御代替ニ付　御代拝之儀左之通

　御用人江被　仰出之

　　　　御留守年

A0143-01973_107
　　　　御代拝左之通

　　　　　　　　　　　　　　　運正寺

　　　毎月

　　　　浄光院様御忌日

　　　　　八日

　　　　諦観院様御忌日

　　　　　廿七日

　　　　右

　　　　中将様

　　　　殿様ゟ　御代拝有之候事

　　　　　但四月八日

　　　　　　御名代之儀ハ是迄之通ニ候事

　　　　松栄院様御忌日

　　　　　十日

　　　　右

A0143-01973_108
　　　　中将様

　　　　殿様ゟ三回御忌迄

　　　　御代拝有之候事

　　　　　〆

　　　一御代々様御忌月

　　　　右

　　　　中将様

　　　　殿様ゟ　御代拝有之候事

　　　一御方々様是迄之通御忌月

　　　　右同断

　　　　右孰も

　　　　中将様

　　　　殿様　御代拝兼合相勤候事

　　　　天梁院様御忌日

　　　　　毎月二日

A0143-01973_109
　　　　右

　　　　御忌日之　御代拝ハ被相止

　　　　御忌月斗ニ相成候事

　　　　　　　　　　　　　　　泉蔵院

　　　　惇宗院様御忌日

　　　　　毎月晦日

　　　　右御忌日御忌月

　　　　御代拝被相止候事

　　　　　　　　　　　　　　　大安寺

　　　　大安寺様御忌月

　　　　　三月廿四日

　　　　右

　　　　中将様

　　　　殿様ゟ　御代拝有之候事

A0143-01973_110
　　　　　但中将様

　　　　　　殿様御代拝兼合相勤候事

　　　　　　　　　　　　　　　孝顕寺

　　　　孝顕寺様御忌日

　　　　　毎月八日

　　　　右

　　　　中将様

　　　　殿様ゟ　御代拝有之候事

　　　　　但中将様

　　　　　　殿様　御代拝兼合相勤候事

　　　　一四月八日

　　　　　御名代之儀ハ是迄之通ニ候事

　　　　西厳院様御忌月

　　　　　九月十日

　　　　右同断

A0143-01973_111
　　　　　但同断

　　　　　〆

　　　　　　　　　　　　　　　瑞源寺

　　　　探源寺様御忌月

　　　　　九月十二日

　　　　右

　　　　中将様

　　　　殿様ゟ　御代拝有之候事

　　　　　但中将様

　　　　　　殿様　御代拝兼合相勤候事

　　　　　〆

　　　　　　　　　　　　　　　天竜寺

　　　　見性院様御忌月

　　　　　七月廿七日

　　　　右

　　　　中将様

A0143-01973_112
　　　　殿様ゟ　御代拝有之候事

　　　　　但中将様

　　　　　　殿様　御代拝兼合相勤候事

　　　　　　　　　　　　　　　東光寺

　　　　隆芳院様御忌月

　　　　　八月朔日

　　　　黄梅院様御忌月

　　　　　五月廿九日

　　　　右

　　　　中将様

　　　　殿様ゟ　御代拝有之候事

　　　　　但中将様

　　　　　　殿様　御代拝兼合相勤候事

　　　　　　　　　　　　　　　永平寺

A0143-01973_113
　　　　隆芳院様御忌月

　　　　　八月朔日

　　　　右

　　　　中将様

　　　　殿様ゟ　御代拝有之候事

　　　　　但中将様

　　　　　　殿様　御代拝兼合相勤候事

　　　　　〆

一九月六日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　近来国持并表方大名老中江用向有

　　　之候節於　殿中逢候事も有之

　　　候処以来者先々之通大老老中直相談

　　　有之節者宅江相越被申聞候様可被致候

　　　右之趣大目付ゟ為心得無急度可被申

　　　通候事

A0143-01973_114
　　　　九月

　　　例年当月差上候在所之魚類者

　　　御中陰明ケ差上候様可被致候尤時節

　　　後レ損候品者追而引替献上ニ不及候

　　　　九月

一九月七日於東叡山　御新葬御法事ニ付

　御使者御番頭代稲垣半之丞を以　御香奠

　白銀弐拾枚被献之同所御本坊江相納之

一九月七日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　国持并庶流外様万石以上交替寄合

　　　表高家并小普請之面々者明後八日

　　　より月代剃可被申候溜詰同格御譜代

　　　大名高家雁之間詰御奏者番菊之間

　　　縁頰詰諸番頭諸物頭諸役人御番衆

　　　月代剃候儀与先可有延引候

A0143-01973_115
　　　　九月六日

一九月七日右御触達之趣ニ付御用番江左之通

　御伺書并例書添被差出候処御附札を以先ツ御見合

　被成候様御差図有之

　　　公方様薨御ニ付拙者月代剃候儀如何

　　　相心得可申哉此段相伺申候以上

　　　　九月七日　　　　　　　松平日向守

　　　　　例書

　　　嘉永六丑年八月

　　　御中陰中先代越前守月代剃候儀

　　　其節御用番久世大和守様江相伺候処

　　　見合候様御指図有之八月廿八日ゟ月代

　　　剃候様御達御座候

一九月七日御相続ニ付大目付江左之通御明細書

A0143-01973_116
　被差出之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　養父松平越前守慶永

　　　　　　　　　　　　　　　　　　実父松平出雲守直春

　　　一高三拾弐万石越前国［本国参河生国武蔵］　松平日向守直廉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午二拾三歳

　　　　　安政五午年七月五日家督相続

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　居城

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　越前福井

一九月八日御初月忌ニ付御内証ゟ
　上様　天璋院様　御機嫌御伺御文被差出

　之

一九月八日暴瀉病流行ニ付於神明宮足羽宮

　御祈祷被仰付金弐百疋ツヽ被供之

一九月八日右同断ニ付於御座所御宮粕谷留之助江

　御祈祷被　仰付御家中江疫神斎御礼壱枚

　宛町在一町一村江二枚ツヽ被下之

A0143-01973_117
一九月八日此度烏丸中納言殿下向之処御使者

　御音物被成度儀ニ付御用番松平和泉守殿江御伺

　書被差出候処左之通御附札を以御差図有之

　　　此度烏丸中納言下向之処拙者

　　　枢機御座候ニ付使者音物取扱之

　　　儀前々ゟ致来候間此度も使者音物

　　　等差遣申度此段御差図被成可被

　　　下候以上

　　　　九月八日　　　　　　　松平日向守

　　　　御附札

　　　　　可為勝手次第候事

　　　　　　但右御伺之儀以後定例故不記之

一九月九日　御機嫌伺之惣出仕有之候得とも

　未タ　御相続御礼以前ニ付　御登　城

　御断

一九月十一日大目付池田播磨守殿ゟ御呼出御留守居

A0143-01973_118
　罷出候処　御院号左之通御渡有之

　　　温恭院様

一九月十一日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　松平故薩摩守妻今晩死去ニ付

　　　天璋院様御定式之通今日ゟ五十日

　　　十三月之御忌服被為　請候事

　　　　九月十日

一九月十一日右御触達之趣ニ付　天鏱（璋）院様為

　御機嫌御伺御用番江御使者御留守居被差出之

　　但御内証ゟも御文被差出之

一九月十二日　御三十五日ニ付御内証ゟ
　上様　天璋院様江　御機嫌御伺御文被差

　出之

一九月十四日　御相続御礼之儀ニ付御用番御勝

　手江左之通御届書御留守居持参差出之

　　　日向守相続御礼之儀差支之筋

A0143-01973_119
　　　御座候ニ付先達而御猶予被成下候様

　　　御内達申上置候処唯今ニ而者献上之

　　　品も出来仕家来共も出府仕候間最

　　　早相続之御礼被　仰付被下置候而も

　　　差支無御座候間右御含宜御取斗被下

　　　候様奉願候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平日向守内

　　　　九月十四日　　　　　　真杉所左衛門

一九月十四日大目付中ゟ左之通御廻状来

　　　　　御代替御礼之覚

　　　　初日　　　　　　　　　正月朔日出仕之分

　　　　二日目　　　　　　　　同二日出仕之分

　　　　三日目　　　　　　　　同三日出仕之分

　　右之通可被相心得候

　　　御太刀目録可有献上候日限之儀者

　　　追而可相達候

A0143-01973_120
　　一前々ゟ作り御太刀御馬［裸背］一疋ツヽ

　　　献上之分并作り御太刀御馬代

　　　献上之分何も嘉永六丑年

　　　御代替御礼之節之通可有献上候

　　一初日二日目御礼者直垂狩衣大紋布

　　　衣素袍可有着用候

　　一三日目御礼者長袴着用可有之候

　　一在国在所之面々者以名代之使者

　　　元日御礼之衆者初日二日御礼之衆

　　　者二日目年始之通御太刀可有献上候

　　　尤使者素袍可着候

　　　　但在府之分も病気ニ而出仕難成面々

　　　　　者是又初日二日目之内以使者御太刀

　　　　　御馬代可被差上候

　　一万石以上之隠居部屋住在国在所

　　　又者在府之分も病気幼少之

A0143-01973_121
　　　面々者以使者御太刀御馬代可被差上候

　　一万石以下之諸大夫并三千石以上在所

　　　又者御役所ニ在之面々病気幼少之

　　　分者三日目以使者御太刀可被差上候

　　一御礼被申上候面々為御祝儀掃部頭

　　　老中若年寄中江可被相廻候尤不込

　　　合様ニ可被心得候且病気幼少隠居之

　　　面々者掃部頭月番之老中江使者

　　　可被差越候

　　一在国在所之面々使札可被差越候

　　　　九月

　　　　　御代替御礼之覚

　　　天璋院様江

　　　　　白銀五枚　　　　　　拾万石以上

　　　　　一種ツヽ

A0143-01973_122
　　　　　白銀三枚　　　　　　五万石以上

　　　　　一種ツヽ

　　　　　同弐枚　　　　　　　壱万石以上

　　　　　一種ツヽ

　　　　　同断ツヽ　　　　　　拾万石以上之

　　　　　　　　　　　　　　　嫡子隠居

　　　本寿院様江

　　　　　白銀三枚ツヽ　　　　拾万石以上

　　　　　同弐枚ツヽ　　　　　五万石以上

　　　　　同壱枚ツヽ　　　　　壱万石以上

　　　　　同断ツヽ　　　　　　拾万石以上之

　　　　　　　　　　　　　　　嫡子隠居

　　　右之通　御代替初而御礼之翌日朝

A0143-01973_123
　　　六ツ時ゟ五時迄之内以使者中之口迄可被

　　　差出候在国在邑之面々も可為同前

　　　候

　　　　九月

　　　御代替為御祝儀先格女中江贈物有

　　　之面々者此度も可為其通候

　　　天鏱（璋）院様附女中江も可被相贈候

　　　　九月

一九月十四日御大老井伊掃部頭殿江御用御頼

　被　仰込候処御承知ニ付御使者御留守居を以七子

　織三疋被遣之

一九月十八日　御六七日ニ付

　上様　天璋院様江　御機嫌御伺御文被差

　出之

一九月十八日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

A0143-01973_124
　　　　　覚

　　　前々

　　　上様ニ者西丸或者二丸ニ被成御座候ニ付

　　　御本丸御移徙之御式

　　　御忌明之上有之候得共今度

　　　上様ニ者　御養君被　仰出候節ゟ

　　　御本丸　御逗留被　仰出今般其儘

　　　直ニ

　　　御本丸被成御座候ニ付而者

　　　御移徙之御廉ハ都而無之候間此段

　　　可被達置候事

　　　　九月

一九月十九日為　御代替御祝儀御献上物并

　御遺物御拝領之儀ニ付左之通御用番江御伺

　書被差出候処追而御附札之通御差図有之

　　　御代替為御祝儀

A0143-01973_125
　　　上様

　　　天璋院様

　　　本寿院様江献上物之儀御触達御座

　　　候処拙者儀未相続御礼以前ニ付如何

　　　相心得可申哉此段相伺申候以上

　　　　九月十九日　　　　　　松平日向守

　　　御附札

　　　　相続御礼相済候以後可被相伺候

　　　今度

　　　温恭院様薨御被遊候処別紙例書

　　　之通御代々様ゟ以

　　　上使　御遺物拝領仕候儀ニ付今度

　　　日向守儀も何卒先格之通拝領物被

　　　仰付被下置候様偏ニ奉願上候此段

　　　御内々申上置候様被申付候以上

A0143-01973_126
　　　　　　　　　　　　　　松平日向守内

　　　　九月十九日　　　　　　真杉所左衛門

　　　　　例書

　　一宝暦元未年六月

　　　有徳院様薨御之節　上使若年寄

　　　板倉佐渡守様を以　御遺物拝領仕候

　　一宝暦十一巳年六月

　　　惇信院様薨御之節　上使若年寄

　　　小出信濃守様を以　御遺物拝領仕候

　　一安永八亥年二月

　　　孝恭院様薨御之節　上使若年寄

　　　松平伊賀守様を以　御遺物拝領仕候

　　一天明六午年九月

　　　俊明院様薨御之節　上使若年寄

　　　太田備後守様を以越前守伊予守江

　　　御遺物拝領仕候

A0143-01973_127
　　一天保十二丑年閏正月

　　　文恭院様薨御之節　上使若年寄

　　　堀大和守様を以　御遺物拝領仕候

　　一嘉永六丑年七月

　　　慎徳院様薨御之節　上使若年寄

　　　本庄安芸守様を以　御遺物拝領仕候

　　　別紙

　　　今度

　　　温恭院様薨御被遊候ニ付別紙天明度

　　　先例之通先代

　　　越前守江も　御遺物拝領被　仰付被

　　　下置候儀与ハ奉存候得共此節柄故御含も

　　　可有御座儀与ハ奉存候得共此段御内々相

　　　伺申候以上

　　　　九月十七日　　　　　　松平日向守

A0143-01973_128
　　　　御附札

　　　　　内願之趣者いつれも難整候事

一九月廿日志比口御製造方地面之内江此度水車

　出来致製作候様御製造方江可申渡旨御側御用人江

　御家老申渡之

一九月廿一日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　御代替之御礼日限

十月

　　　　朔日　　初日

　　　　二日　　二日目

　　　　三日　　三日目

　　　右三日共五時揃

　　　　九月

一九月廿二日　御相続御礼以前御用番江

　御逢対之節御同道御頼之儀ニ付藤堂和泉守殿江

　今朝御用人酒井十之丞御留守居大道寺七右衛門

A0143-01973_129
　左之通手扣持参罷越

　　　愈御安全被成御座珍重御事ニ候

　　　日向守無程相続之御礼被相願度夫

　　　ニ付追々

　　　公辺勤向茂御座候処年若之儀ニも御座

　　　候得者以来厚御心添被下候様被致度且

　　　又相続御礼以前御用番御老中逢対

　　　并御礼登

　　　城之後残ル御老中逢対之儀諸事

　　　不案内之儀甚心配被致同道被相頼度

　　　候得共同姓在府之方も無御座候ニ付誠ニ

　　　御苦労至極之儀ニ御座候得共右之

　　　節々御同道万端御引受御世話被下

　　　候様御頼被申度右之趣御招申御面会

　　　之上直ニ御頼可被申筈ニ候得共当節柄

　　　与申且仮普請ニ而甚手狭ニ付旁乍不

A0143-01973_130
　　　本意不被及其儀此段私共を以御頼得

　　　御意候

一九月廿五日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　御中陰明ニ付御肴一折宛来ル廿八日

　　　可有献上候

　　　　九月

　　　鳴物之儀所作ニ仕候者共斗来ル廿八日ゟ

　　　可被差免候

　　　　九月

一九月廿五日此度　御相続ニ付田安様江奥表定式

　御取扱向之儀

　慶永様御同様被成度旨先達而浅井健次郎迄

　御用人共ゟ及問合候処御取扱之廉々書抜

　相廻候様申来ニ付左之通書付相廻候処附紙之

　通申来ル

　　　　　年始

A0143-01973_131
　　　中納言様

　　　御簾中様江

　　　　　御鏡餅　　　　　一飾

　　　　　干鯛　　　　　　一箱ツヽ

　　　　　　御目録斗　　

　　　　　　　　　　　　　　大奥取扱

　　　　附札

　　　　　御二方様江

　　　　　日向守様より

　　　　　干鯛一箱ツヽ

　　　　　但御目録斗

　　　　右之通以来御差出ニ而宜御座候

　　　　　年始御出之節

　　　中納言様江

　　　　　御太刀　　　　　一腰

　　　　　御馬代　　　　　銀壱枚

　　　　　干鯛　　　　　　一箱

A0143-01973_132
　　　　　　御目録計

　　　御簾中様江

　　　　　干鯛　　　　　　一箱

　　　　　　同断

　　　　右御持参ニ而

　　　　御附札

　　　　　中納言様江

　　　　　干鯛一箱

　　　　　但御目録斗

　　　　　御簾中様江

　　　　　　御口上斗

　　　　右之通以来御指出ニ而宜御座候

　　　　　上巳

　　　御祝儀　　　　　一通り

　　　　　　　　　　　　　　大奥取扱

　　　　外ニ

　　　御簾中様江

A0143-01973_133
　　　　　貝尽

　　　　　端午

　　　中納言様

　　　御簾中様江

　　　　　干鯛　　　　　　一箱ツヽ

　　　　　　御目録斗

　　　　　　　　　　　　　　大奥取扱

　　　　御附札

　　　　　上巳

　　　　　端午

　　　　右弐ケ条以来御取扱無御座候而宜御座候

　　　　　暑中

　　　中納言様

　　　御簾中様江

　　　　　交御肴　　　　　一折ツヽ

　　　　　　　　　　　　　　大奥取扱

　　　　　七夕

A0143-01973_134
　　　御祝儀　　　　　一通り

　　　　　　　　　　　　　　大奥取扱

　　　　　中元

　　　中納言様江

　　　　　蓮飯　　　　　　一飾

　　　　　刺鯖　　　　　　二

　　　　　　御目録斗

　　　　　　　　　　　　　　同断

　　　　御附札

　　　　　七夕

　　　　　中元

　　　　右弐ケ条以来御取扱無御座候而宜御座候

　　　　　八朔

　　　　　重陽

　　　御祝儀　　　　　一通り

　　　　　　　　　　　　　　同断

　　　　御附札

　　　　　八朔御祝儀之節

A0143-01973_135
　　　　　御二方様江
　　　　　干鯛一箱ツヽ

　　　　　但御目録斗

　　　　右之通以来御差出重陽御祝儀ニ付而者

　　　　御取扱無御座候而宜御座候

　　　　　寒中

　　　中納言様

　　　御簾中様江

　　　　　交御肴　　　　　一折ツヽ

　　　　　　　　　　　　　　大奥取扱

　　　中納言様

　　　　　御誕生日御祝儀

　　　　　交御肴　　　　　一折ツヽ

　　　　　　　　　　　　　　大奥取扱

　　　　御附札

　　　　　中納言様御誕生日ニ付御差出物無御座候而宜御座

　　　　　候

A0143-01973_136
　　　越前守様

　　　　　御誕生日

　　　中納言様江　

　　　　　御居餅　　　　　一飾

　　　　　　　　　　　　　　同断

　　　　附札

　　　　　此御廉御差出物無御座候而宜御座候

　　　　　歳暮

　　　中納言様

　　　御簾中様江

　　　　　干鯛　　　　　　一箱ツヽ

　　　　　　御目録斗　　

　　　　　　　　　　　　　　大奥取扱

　　　　御附札

　　　　　歳暮御祝儀ニ付而者御差出物ニ不及御祝儀一ト通

　　　　　奉文ニ而宜御座候

一九月廿六日

A0143-01973_137
　温恭院様　御四十九日ニ付御内証ゟ

　上様　天璋院様江　御機嫌御伺之御文被

　差出之

一九月廿六日御目付松平久之丞殿江左之通御留守居

　介奈良権太夫伺書持参差出候処追而附札

　之通御差図有之

　　　日向守儀若年之儀ニ御座候得者相続之

　　　御礼申上候登

　　　城之節ゟ当分之内先代越前守之通

　　　側役之者一人　御玄関ゟ御座敷迄附

　　　添上り申度候此段御聞置可被下候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平日向守内

　　　　九月廿六日　　　　　　奈良権太夫

　　　　御附札

　　　　　書面之通先格も有之若年之儀ニ付

　　　　　当分之内家来壱人附上り候儀可承置候尤相

　　　　　止候節者可被届候

A0143-01973_138
　　　同氏越前守登

　　　城之節々御挑灯台上大御番所之間ニ駕

　　　指置退出之節者不込合場所ニ而乗

　　　輿致来候右ニ付日向守儀も越前守是迄

　　　之通御挑灯台上大御番所之間ニ駕指置

　　　申度奉願候此段厚御含被下置御沙汰

　　　被成下候様偏ニ奉願候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平日向守内

　　　　九月廿六日　　　　　　奈良権太夫

　　　　御附札

　　　　　書面駕置所之儀当分之内書面之

　　　　　場所江可被差置候

　　　日向守登　城之節々供方休息所之

　　　儀ハ古来ゟ大手内桜田両所腰掛中番所

　　　南ノ方嫡席ニ罷在候先例ニ付同姓越前守

　　　養子被　仰出候砌御目付大沢主馬様江申

　　　上候処腰掛御番人休息所南之方囲際江

A0143-01973_139
　　　供方入置候様其筋江御断被下候段被　仰下

　　　候依之日向守儀供方休息所之儀以来

　　　先例之通御取扱ニ被成下候様仕度此段

　　　御含置宜御沙汰被成下候様相願可申

　　　旨被申付候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平日向守内

　　　　九月廿六日　　　　　　奈良権太夫

　　　　御附札

　　　　　書面之趣申立候通其筋江断置候

一九月廿七日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処

　昨日被差出候御伺書江御附札を以御差図有之

　　　御中陰明ニ付

　　　上様江献上物之儀御触達御座候処

　　　拙者儀未相続御礼以前ニ付如何相心

　　　得可申哉此段相伺申候以上

　　　　九月廿六日　　　　　　松平日向守内

A0143-01973_140
　　　　御附札

　　　　　触面之通可有献上候事

　　　日向守儀未相続御礼以前ニ付五節句

　　　八朔月並登　城之儀此御方様江

　　　相伺候処不及登　城旨御指図御座候処

　　　今度

　　　御中陰明ニ付明後廿八日惣出仕被

　　　仰出候依之登

　　　城之儀如何相心得可申哉此段奉伺候

　　　以上

　　　　　　　　　　　　　　松平日向守内

　　　　九月廿六日　　　　　　大道寺七右衛門

　　　　御附札

　　　　　不及登　城候事

　　　日向守儀未相続之御礼以前ニ付五節句

　　　八朔月次登

A0143-01973_141
　　　城之儀此方様江相伺候処不及登

　　　城旨御指図御座候然ル処今般

　　　御代替御礼御日限茂被　仰出候依

　　　之来月朔日登　城之儀如何

　　　相心得可申哉此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平日向守内

　　　　九月廿六日　　　　　　大道寺七右衛門

　　　　御附札

　　　　　不及登　城候事

一九月廿八日

　上様　御精進揚ニ付兼而御伺済之通御使者

　御留守居を以鯛一折被献之

一九月廿八日　御中陰明ニ付御内証ゟ

　上様江　御機嫌御伺之御文被差出之

一九月廿九日左兵衛督様御同道ニ而御用番内藤

　紀伊守殿江初而　御逢対　御勤

　　但御先格之通御太刀馬代御持参被成

A0143-01973_142
一九月廿九日夕御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処

　今朝被差出候　御参勤之節御役人中江

　御贈物御省略被成度御伺書ニ御附札を以

　被承置候旨御差図有之

　　　参勤御礼申上候節御役人中様江

　　　進上物之儀従来勝手向不如意ニ付

　　　天保二卯年故越前守斉承勤中

　　　御届申上参勤年五ケ年子年迄省

　　　略仕候右年限中ニ付天保六未年

　　　三代先越前守其節千三郎家督

　　　御礼名代を以申上候節茂脇坂中務大輔様江

　　　御届申上進上物省略仕候天保九戌年

      同姓越前守家督之御礼申上候節

　　　も年限中ニ付御同所様江相伺右同

　　　様進上物省略仕候安政三辰年十二月

　　　亦復昨巳年ゟ参勤年五ケ年之間

A0143-01973_143
　　　是迄之通省略仕度段牧野備前守様江

　　　相伺候処伺之通御指図御座候ニ付此度

　　　日向守相続之御礼被　仰付候ハヽ

　　　右年限中ニ御座候間御奏者番中様ゟ

　　　御目付中様迄別紙之通進上物省

　　　略仕度御座候此以後右同様之進上

　　　物仕候儀御座候節も右之通相心得申

　　　度尤年限明候得者先格之通進上物

　　　仕候心得ニ御座候此段御聞置可被下候

　　　以上

　　　　　　　　　　　　　　松平日向守内

　　　　九月廿九日　　　　　　真杉所左衛門

　　　相続之御礼申上候節左之通致進上

　　　物度候

　　　　　御太刀

金馬代　　　　　　　御大老様

A0143-01973_144
　　　　　紗綾十巻

　　　　　干鯛一箱

　　　　　同断ツヽ　　　　　　御老中様

　　　　　同断　　　　　　　　京都御所司代

　　　　　御太刀

　　　　　金馬代宛　　　　　　若御年寄中様

　　　　　蝋燭三百挺

　　　　　御太刀　　　　　　　御側衆様

　　　　　金馬代ツヽ

　　　右之分先例ニ御座候

　　　　　　　　　　　　　　　御奏者番中様

　　　　　　　　　　　　　　　御留守居中様

　　　　　　　　　　　　　　　大御目付中様

A0143-01973_145
　　　　　御太刀　　　　　　　町御奉行中様

　　　　　銀馬代ツヽ　　　　　御勘定奉行中様

　　　　　　　　　　　　　　　御作事奉行中様

御普請奉行中様

　　　　　　　　　　　　　　両御丸

　　　　　　　　　　　　　　　御目付中様

一九月晦日海防御掛り太田備後守殿江御呼出

　御留守居罷出候処左之通御書付一通御渡有

　之

　　　　　　　　　　　　　　袖裏

　　　　　　　　　　　　　　　松平日向守江

　　　今度北国筋湊之見分為御用堀

　　　織部正駒井左京被指遣候尤委細之

　　　儀者織部正左京ゟ可相達候間可被得其

　　　意候

A0143-01973_146
一九月晦日　御遺物御頂戴之儀ニ付亦復

　御用番内藤紀伊守殿江御留守居真杉所左衛門

　左之通御内願書持参差出候処即刻書取

　之通公用人申聞之

　　　今度

　　　温恭院様

　　　御遺物拝領之儀松平和泉守様江御内

　　　達申上置候処内願之趣何も難相整

旨御指図御座候依之再応申上候も

　　　奉恐入候得共

　　　御代々様ゟ連綿

　　　御遺物拝領仕来候儀ニ御座候処此度ニ

　　　限拝領物無御座候而者当家之規模も

　　　相失セ歎ケ敷御座候間幾重ニも

　　　御憐察被下宜御沙汰被成下候様

　　　今一応御手前様迄御内々奉願候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平日向守内

A0143-01973_147
　　　　九月晦日　　　　　　　奈良権太夫

御書取

　　　　　御遺物不被遣候御儀ニ付御先例之

　　　　　御旨を以被申立候趣御家筋ニおゐて

　　　　　ハ一通り御尤之儀ニ被存候得共

　　　　　御先代様御不興を御蒙り被成候御跡

　　　　　之儀外御拝領品与ハ違

　　　　　御遺意之御事御首尾合ニ不被拘

　　　　　候御跡御代之御例を以被申立候儀ハ

　　　　　御心取違与被存候間其段無急度

　　　　　御談申置候様備後守申聞候事
A0143-01974_001
（表紙）

安政五年戊午

　　茂昭様　下

A0143-01974_002
（本文）

一十月朔日　御代替之御祝儀ニ付　御登

　城可被成之処　御相続御礼以前ニ付兼而御伺

　済之上　御断依之右為御祝儀御大老并

　御老中若年寄中江御使者御留守居被差出之

一十月朔日右同断為御祝儀御内証ゟ

　上様　天璋院様江御文被差出之

一十月二日外国奉行箱館奉行兼帯堀織部正殿

A0143-01974_003
　御目付駒井左京殿ゟ御呼出御留守居罷出候処左

　之通御書付被相渡之

　　　今度北国筋湊々見分為御用支配向

　　　召連并御勘定方一同罷越候ニ付越後国ゟ

　　　丹後国迄海岸通り御領分之内湊有之

　　　候所者勿論海岸筋見分致シ候ニ付於場

　　　所役人中并御領分之者呼出相尋且又

　　　海陸分見測量等いたし場所ニ寄船ニ而

　　　見分直ニ他湊江罷越候儀も可有之ニ付

　　　所有合之船等用意致し置候様可

　　　被取斗候

　　一海岸筋見分之儀ニ者候得とも往還差

　　　支等之場所者山路又者船ニ而通行可

　　　致ニ付御領分限り海岸通り宿駅并里

　　　数且湊之分者絵図面取調早々可

　　　被書出尤絵図面之儀当地ニ而難相分

A0143-01974_004
　　　候ハヽ場取着次第早々可差出旨兼而

　　　申遣置候様可被致候

　　一宿駅無之村里并山越等之節者実地

　　　都合ニ寄荷物同勢等者本道又者雇船

　　　ニ而差廻し可成丈ケ人数省略之上一

　　　同歩行ニ而罷越候儀も可有之候

　　一見分筋之儀者越後国今町高田夫より

　　　海岸通り差支候節者引戻信州通り

　　　木曽路江出西近江海津より越前

　　　加賀能登越中通り見分相済越前江

　　　戻り若狭丹後見分之上東海道

　　　帰府之積品ニ寄但馬因幡辺迄見

　　　分之節者帰路播磨摂津江出夫より

　　　東海道之積右之通相達候得共場所ニ

　　　寄臨機之取斗も可有之候間是又兼

　　　而御領分江申遣し置候様可被致候

A0143-01974_005
　　　　午十月

　　　今度北国筋湊々見分為御用罷越候

　　　ニ付而者道橋其外共都而有来之儘差

　　　置取繕ケ間敷儀無之様被心得総而

　　　無益之失費無之様精々可被申付候

　　　且又御主意も有之候ニ付旅宿賄向等

　　　馳走之儀者一切相受不申総而御定之

　　　賃銭仕払罷通候ニ付兼而申達置候

　　一道中筋并場所ニ候共案内之ものハ

　　　格別旅行案否尋問并警固等之

　　　為家来差出候義も堅く及断置候

　　　事

　　　　　　　　　　　　　　箱館奉行支配組頭

　　　　　　　　　　　　　　　新藤鉛蔵

　　　　　　　　　　　　　　御勘定

　　　　　　　　　　　　　　　日下部官之丞

A0143-01974_006
　　　　　　　　　　　　　　御徒目付

　　　　　　　　　　　　　　　田上寛蔵

　　　　　　　　　　　　　　箱館奉行支配調役下役

　　　　　　　　　　　　　　　福田作太郎

　　　　　　　　　　　　　　　平岡庄七

　　　　　　　　　　　　　　御普請役

　　　　　　　　　　　　　　　会田常次郎

　　　　　　　　　　　　　　同見習

　　　　　　　　　　　　　　　大島東一郎

　　　　　　　　　　　　　　　六笠弘太郎

　　　　　　　　　　　　　　　有坂銓吉

　　　　　　　　　　　　　　外国奉行手附

　　　　　　　　　　　　　　御普請役格

　　　　　　　　　　　　　　御小人目付

　　　　　　　　　　　　　　　吉岡元平

　　　　　　　　　　　　　　同

　　　　　　　　　　　　　　御小人目付

　　　　　　　　　　　　　　　宮崎寛三郎

　　　　　　　　　　　　　　御小人目付

　　　　　　　　　　　　　　　金田豊三郎

A0143-01974_007
　　　　　　　　　　　　　　　高橋金之助

一十月三日御奏者番青山大膳亮殿米倉

　丹後守殿御頼於常盤橋御屋形　御相続

　御礼之御習礼有之

一十月四日大目付平賀駿河守殿ゟ御呼出、留守居

　罷出候処左之通御書付一通為心得被相渡之

　　　　　　　　　　　　　　大目付江

　　　　　　　　　　　　　　　松平日向守

　右登　城之節大廊下下之休

　息所ニ罷在候様可被達候

　　但大廊下下之休息所ニ罷在候面々江も

　　　右之趣為心得可被達　置候

一十月四日御用番脇坂中務大輔殿ゟ御老中

　連名之御奉書来ル

　　　明五日五半時登

　　　城相続之御礼可被申上候以上

A0143-01974_008
　　　　十月四日　　　　　　　脇坂中務太輔

　　　　　　　　　　　　　　　内藤紀伊守

　　　　　　　　　　　　　　　太田備後守

　　　　　松平日向守殿

　　　　　家来八人

　　　　　御目見被　仰付候間召連可被罷出

　　　　　候

　右ニ付即刻御請之　御書御使者御使番

　を以被差出之

一十月五日　御登　城於御黒書院御太刀目録

　御持参［御敷居内下ゟ壱畳目之下置之］於御縁頬　御相続之御礼

　被　仰上御奏者番朽木近江守殿披露［松平日向守御馬弐疋ト］

　御退座御太刀并御進物引之此節御献上之

　御刀近江守殿被持出右之席ニ被置再御縁頬江

　御出座御用番脇坂中務太輔殿言上之

A0143-01974_009
　上意有之御敷居之内江　御着座此節御刀

　引之近江守殿御床江被居置御老中御取合

　有之再　上意［政事向念入候様］有之同御取合相済

　御退去於御同所被召連候御家来松平主馬

　狛山城酒井外記大谷丹下明石将監秋田弾正

　天方五郎左衛門酒井十之丞御太刀銀馬代献上一人宛

　罷出　御目見被　仰付御奏者番披露相済

　黒鷲御杉戸際ニ而御大老并御老中列座御礼

　被　仰上且御家来　御目見被　仰付候御礼も被

　仰上畢而　御退出掛御大老并御老中若年寄中

　御廻勤主馬始為御礼御大老并御老中若年寄中

　廻勤

一十月五日今日　御登　城ニ付奥表御献上

　物并御家来献上物其外御配物等左之通

　　　上様江

　　　　　造御太刀　　　　　　一腰

A0143-01974_010
　　　　　黄金　　　　　　　　五枚

　　　　　紗綾　　　　　　　　二十巻

　　　　　御馬［裸背衣着］　　二疋

　　　　外ニ

　　　　　御刀［美濃国正吉代金拾五枚］一腰

　　　天璋院様江

　　　　　白銀　　　　　　　　十枚

　　　　　縮緬［紅白］　　　　十巻

　　　右表御献上

　　　上様江

　　　　　昆布　　　　　　　　一箱

　　　　　干鯛　　　　　　　　一箱

　　　　　御樽　　　　　　　　一荷

　　　天璋院様江

　　　　　干鯛　　　　　　　　一箱

　　　　　御樽　　　　　　　　一荷

A0143-01974_011
　　　右御内証御献上

　　　上様江

　　　　　御太刀

　　　　　御馬代　　　　　　　銀子一枚ツヽ

　　　　　紗綾　　　　　　　　二巻

　　　右御家老二人ゟ献上

　　　上様江

　　　　　御太刀

　　　　　御馬代　　　　　　　銀子一枚

　　　右高知三人御中老三人∂献上

　　　　　御太刀

　　　　　金馬代

　　　　　紗綾十巻　　　　　　御大老方江

　　　　　干鯛一箱

　　　　　同断宛　　　　　　　御老中方江

A0143-01974_012
　　　　　同断　　　　　　　　京都所司代江

　　　　　御太刀

　　　　　金馬代ツヽ　　　　　若年寄中江

　　　　　蠟燭三百挺

　　　　　御太刀　　　　　　　御側衆江

　　　　　金馬代ツヽ

　　　　　　　　　　　　　　　御奏者番

　　　　　　　　　　　　　　　御留守居

　　　　　　　　　　　　　　　大目付

　　　　　御太刀　　　　　　　町奉行

　　　　　銀馬代五枚ツヽ　　　御勘定奉行

　　　　　　　　　　　　　　　御作事奉行

　　　　　　　　　　　　　　　御普請奉行

　　　　　　　　　　　　　　両御丸

　　　　　　　　　　　　　　　御目付

A0143-01974_013
　　　　　女中江贈物

　　　　　　　　　　　　　　両御丸

　　　　　白銀三枚ツヽ　　　　老女衆

　　　　　　　　　　　　　　同

　　　　　同　弐枚ツヽ　　　　表使衆

　　　　　〆

一十月五日右同断ニ付京都所司代江　御書被指

　出之

一十月五日右同断ニ付本多丹波始御家老

　御城代江　御書被成

一十月五日外熟役配分賦之儀ニ付文武掛り

　御目付村田巳三郎江左之通御家老書付相

　渡之

　　　　　　　　　　　　　　　矢島徹之助

　　　　　新屋敷　　　　　　　久野駒吉

　　　　　　　　　　　　　　　高田通義吉

　　　　　中江戸町　　　　　　大平勘次郎

A0143-01974_014
　　　　　　　　　　　　　　　田島甚八郎

　　　　　八軒町　　　　　　　安部又三郎

　　　　　　　　　　　　　　　戸枝彦作

　　　　　　　　　　　　　　　田川廉介

　　　　　松平主馬方　　　　　高野新吾

　　　　　屋敷内　　　　　　　藤井文五郎

　　　　　　　　　　　　　　　吉川藤次郎

　　　　　　　　　　　　　　　高木庄次郎

　　　　　稲葉哉五郎　　　　　岡田凖介

　　　　　屋敷内　　　　　　　鈴木謙助

　　　　　　　　　　　　　　　野方熊三郎

一十月六日　御相続御礼被　仰上候ニ付

　御方々様御祝儀之為御取替有之畢而

　於席々御家中之面々御目見被

A0143-01974_015
　仰付

一十月六日先般　御引移被為　済候為御祝儀

　溜池様ゟ御使御家老小林市郎を以左之通被進

　之

　　　出雲守様ゟ

　　　　　鮮鯛　　　　　　　　一折

　　　　　同　　　　　　　　　一折

　　　　　御太刀　　　　　　　一腰

　　　　　御馬［代白銀二十両］一疋

　　　　　昆布　　　　　　　　一箱

　　　　　御樽代　　　　　　　五百疋

　　　　　　御目録斗

　　　奥方様ゟ

　　　　　干たい　　　　　　　一はこ

　　　　　こんぶ　　　　　　　一はこ

　　　　　御たる　　　　　　　一荷

　　　　　　同断

　右御使者　御目見被　仰付御手蚫被下之

A0143-01974_016
　為御祝儀銀壱枚奥方様ゟ御使ニ付金弐百疋

　市郎江被下之　御直答有之畢而市郎自

　分之御礼申上之退去

一十月六日右同断ニ付　御使御用人を以溜池様

　御方々様江左之通被進之

　　　出雲守様

　　　奥方様江

　　　　日向守様ゟ

　　　　　鯛　　　　　　　　　一折ツヽ

　　　出雲守様江

　　　　日向守様ゟ

　　　　　御太刀　　　　　　　一腰

　　　　　御馬代　　　　　　　金一枚

　　　　　縮緬　　　　　　　　十巻

　　　　　昆布　　　　　　　　一箱

　　　　　干鯛　　　　　　　　一箱

　　　　　御樽　　　　　　　　一荷

A0143-01974_017
　　　　　　御目録斗

　　　奥方様江

　　　　日向守様ゟ

　　　　　昆布　　　　　　　　一箱

　　　　　干鯛　　　　　　　　一箱

　　　　　御樽　　　　　　　　一荷

　　　　　　御目録斗

一十月六日　御相続御礼被為　済候為御祝儀

　御使者御物頭を以一橋様江干鯛一箱被進之

一十月八日外国奉行箱館奉行兼帯堀織部正殿

　御目付駒井左京殿江左之通御届書被指出之

　　　先達而御達御座候日向守領分越前国

　　　海岸通り宿駅并里数且湊之分絵

　　　図面取調早々可書出尤絵図面之儀者

　　　当地ニ而難相分候ハヽ場所御着次第早々

　　　可指出旨右者於当地調難出来候間

A0143-01974_018
　　　於国元御着次第差出可申候此段御届

　　　申候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平日向守内

　　　　十月八日　　　　　　　真杉所左衛門

一十月十日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処昨日

　被差出候御伺書ニ左之通御附札を以御差図有

　之

　　　御生身玉之御祝儀ニ付

　　　上様

　　　天璋院様江献上物之儀相続之御礼

　　　相済候ニ付如何相心得可申哉此段奉伺

　　　候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平日向守内

　　　　十月九日　　　　　　　真杉所左衛門

　　　　御附札

　　　　　不及献上候事

A0143-01974_019
　　　八朔之御祝儀ニ付

　　　上様江献上物之儀相続之御礼相

　　　済候ニ付如何相心得可申哉此段奉伺候

　　　以上

　　　　　　　　　　　　　　松平日向守内

　　　　十月九日　　　　　　　真杉所左衛門

　　　　御附札

　　　　　不及献上候事

一十月十日御用御頼御老中太田備後守殿ゟ

　御呼出御留守居罷出候処昨日被差出候御伺書ニ

　左之通御附札を以御差図有之

　　　御代替為御祝儀

　　　上様

　　　天璋院様

　　　本寿院様江献上物之儀

　　　御触達御座候

　　　処日向守儀相続御礼以前ニ付松平

A0143-01974_020
　　　和泉守様江相伺候処相続御礼相済

　　　候以後可相伺旨御指図御座候然ル処右

　　　御礼も申上候間如何相心得可申哉

　　　此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平日向守内

　　　　十月九日　　　　　　　真杉所左衛門

　　　　御附札

　　　　　以使者献上候様可仕候尤指上候前日可申

　　　　　聞候事

一十月十一日　御相続被　仰出候為御祝儀御使

　御家老狛山城を以田安様江左之通被進之

　　　中納言様江

　　　　日向守様ゟ

　　　　　御太刀　　　　　　　一腰

　　　　　御馬代　　　　　　　銀三枚

　　　　　昆布　　　　　　　　一箱

　　　　　干鯛　　　　　　　　一箱

A0143-01974_021
　　　　　御樽代　　　　　　　五百疋

　　　御簾中様江

　　　　　昆布　　　　　　　　一箱

　　　　　干鯛　　　　　　　　一箱

　　　喜久姫様江

　　　　　御祝儀御口上斗

一十月十三日公儀　御代替為御祝儀御使者

　御番頭代稲垣半之丞［治部養子］を以

　上様江造御太刀一腰御馬一疋［裸背衣着］被献之

　天璋院様江御使者御使番本多九郞平を以

　白銀五枚鯣一箱　本寿院様江御使者同人

　を以白銀三枚被差上之

一十月十三日　御相続被為　済候為御祝儀田安様ゟ

　御使御物頭高橋彦三を以左之通被進之

　　　中納言様ゟ

A0143-01974_022
　　　　　干鯛　　　　　　　　一箱

　　　御簾中様ゟ

　　　　　同断

一十月十三日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処

　昨日被指出候御改名之御伺書ニ左之通御附札を以

　御差図有之

　　　同氏越前守儀春嶽与名相改申度候

　　　此段相伺申候以上

　　　　十月十二日　　　　　　松平日向守

　　　　御附札

　　　　　可為伺之通候

　　　同氏越前守儀改名伺之通被

　　　仰出候ハヽ拙者儀越前守与名相改度

　　　奉存候此段相伺申候以上

　　　　十月十二日　　　　　　松平日向守

　　　　御附札

　　　　　可為伺之通候

A0143-01974_023
一十月十三日今日ゟ　御名

　越前守様与　御改被成

一十月十四日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処昨日

　被指出候御礼勤之御伺書ニ左之通御附札を以

　御指図有之并御書付壱通御渡有之

　　　越前守改名伺之通被　仰出難有仕合

　　　奉存候依之御礼勤向之儀如何相

　　　心得可申哉且又春嶽ゟ御礼勤向之

　　　儀此節柄ニ付如何相心得可申哉此段

　　　奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　十月十四日　　　　　　奈良権太夫

　　　　御附札

　　　　　越前守者月番之老中江相越掃部頭

　　　　　外之老中江者使者指出春嶽よりハ不及

　　　　　御礼勤候

A0143-01974_024
　　　日向守改名伺之通被　仰出難有

　　　仕合奉存候依之御礼勤向之儀如

　　　何相心得可申哉此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　十月十四日　　　　　　奈良権太夫

　　　　御附札

　　　　　月番之老中江相越掃部頭外之老中江者使者指出候様

　　　　　可仕候

　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守

　　　御一字被下候儀も可有之候左候ハヽ名乗

　　　下之字書付可被差出候且又献上物も

　　　可被伺候

一十月十五日　御改名御伺済之為御礼御用番江

　御勤御大老并御老中江御使者御留守居被差

　出之

一十月十五日右同断ニ付御内証ゟ為御礼御文

　被指出之

A0143-01974_025
一十月十六日五節句月次　御登　城之儀ニ付

　御用番江左之通御願書［御用御頼御先手］甲斐庄喜右衛門殿

　を以被差出之

　　　拙者儀五節句月次致登

　　　城度願奉存候以上

　　　　十月十六日　　　　　　松平越前守

一十月十七日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処

　左之御書付壱通御渡有之

　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守

　　　五節句月次御礼可有登

　　　城候御礼席之儀五節句御白書院

　　　月次者御黒書院にて御礼可被申上

　　　候

　　　　各江御礼ニ者被致

A0143-01974_026
　　　　御目見候以後可被相越候

一十月十七日先達而東本願寺焼失ニ付為御見廻

　掛所迄御使者御物頭を以上月成奉書紙

　十束雲丹二壺被遣之

一十月十八日左兵衛督様御同道ニ而初而御大老

　井伊掃部頭殿江　御逢対　御勤

　　但御太刀一腰御馬代金壱枚御持参被成

一十月十八日月番御目付千本藤左衛門江左之通

　御家老書付を以申渡之

　　　明道館文武御用掛り各同役一統江

　　　被　仰付候　御代替之折柄ニも候得者

　　　猶以厚入念可被相勤候

一十月十九日御用番脇坂中務太輔殿并松平和泉守殿江

　初而御逢対　御勤

　　但御太刀一腰御馬代金壱枚ツヽ御持参被成

A0143-01974_027
一十月十九日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　御代替ニ付

　　　天璋院様

　　　本寿院様江向後端午重陽歳暮之

　　　御祝儀被差上候ニ不及候其外是迄之通

　　　可被指上候

　　　右之通五万石以上之面々并松平秀麿江

　　　可被達候

　　　　十月

　　　此度東叡山

　　　温恭院様御霊屋御造立不被為

　　　在

　　　常憲院様

　　　有徳院様　御霊屋江

　　　孝恭院様

A0143-01974_028
　　　御相殿被　仰出候ニ付

　　　御順之儀者

　　　温恭院様

　　　孝恭院与之御順ニ

　　　御霊牌　御安置可被遊旨被

　　　仰出候間此段寄々可被達候

　　　　十月

　　　温恭院様　御霊前江

　　　万石以上之面々ゟ唐銅石御灯籠之

　　　内献備之儀先格之通可被　仰出之

　　　処去ル丑年

　　　慎徳院様御霊前江御灯籠献備

　　　之儀暫御用捨被成候段相達置候儀も

　　　有之且者御倹約年限中諸家格別

　　　質素節倹相用候折柄旁追而

A0143-01974_029
　　　慎徳院様御霊前江献備相済候以

　　　後

　　　温恭院様御霊前江御灯籠献備

　　　之儀可被　仰出候此段向々江可被達候

　　　　十月

一十月廿日御用番ゟ御老中連名之御奉書

　来ル

　　　明日

　　　御一字可被下旨被

　　　仰出候間五半時可有登

　　　城候以上

　　　　十月廿日　　　　　　　脇坂中務太輔

　　　　　　　　　　　　　　　内藤紀伊守

　　　　　　　　　　　　　　　松平和泉守

　　　　　　　　　　　　　　　太田備後守

A0143-01974_030
　　　　松平越前守殿

　右ニ付即刻御請之　御書御使番を以被指出

　之

一十月廿一日御登　城［御装束花色熨斗目長御上下］於御黒書院

　御目見被　仰上　上意有之御敷居之内

　御右之方江　御着座此時御側衆　御一字被持出

　御老中江御渡有之其節御下段中央江御進被

　成御硯蓋ニ有之御折紙を御老中御取次ニ而

　御渡　御字被下候旨演説有之御渡被成候を

　御頂戴

　　　　　御折紙

　　　　　　　　茂

　　　安政五午

　　　　　十月廿一日　　　　　家茂御判

　　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守殿

A0143-01974_031
　御持被成御次之間江　御退座於御次之席

　御老中列座従四位上少将ニ被　叙任候旨御用番

　脇坂中務太輔殿御達有之御請被　仰上御献

　上物［造御太刀白銀三拾枚縮緬十巻御馬［裸背衣着］御刀代金十枚］中奥御小姓被持出御開候と

　再御縁通江御出座御奏者番披露［松平越前守御馬一疋与］

　上意有之少御進被成候与　御字并官位之

　御礼申上候段中務太輔殿言上御次之間江

　御退座御献上物入畢而御縁頰江　御出座

　上意有之御敷居之内　御右之方江

　御出座御引渡出

　上様被　召上候御土器御銚子之上ニ載之御下

　段中央ニ御酌御扣有之時御敷居ゟ御進

　御土器御頂戴御脇ニ御置被成御側衆　御刀

　被持出御老中江被相渡其節　上意［刀をト］有之

　御老中御渡御頂戴被成御左ニ御刀御右ニ

　御土器御持御次之間江御退座御小サ刀

A0143-01974_032
　与御拝領之刀与御指替御縁頰江　御出座

　御礼被　仰上御老中御取合有之御次江

　御退座直ニ御刀与御小サ刀与御指替被成候

　節御献上之御刀御奏者番被持出御敷居

　之内最前御献上物之席ニ被差置候上御縁通江

　御出座中務太輔殿御取合［御道具献上与］有之直ニ御敷居

　之内元之御席江　御着座　御刀御奏者番

　被引入御盃台等入［御引渡入候節御手を御添被成］畢而御礼之儀

　中務太輔殿御執成　上意有之中務太輔殿

　御取合有之　御退座夫ゟ左兵衛督様御同道ニ而

　御大老并御老中不残　御廻勤若年寄中江

　御使者御番頭被差出之

一十月廿一日右同断ニ付今日ゟ

　越前守茂昭様与被称

一十月廿一日右同断ニ付本多丹波始御家老御城代江

　御書被成

A0143-01974_033
一十月廿二日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処

　口　宣御頂戴之儀ニ付御老中ゟ京都所司代江

　之御奉書御渡有之

一十月廿三日右同断御奉書大御番荻野左十郎

　持参京都江被遣之今日江戸御屋敷出立

一十月廿三日御相続ニ付　御代拝御側物頭加藤所左衛門

　を以伊勢　両宮江銀三枚ツヽ城州石清水江同弐枚

　被供之

一十月廿三日溜池様御相続之儀ニ付左之通

　御願書御用番江［御用御頼御先手］本多大膳殿を以御進

　達有之

　　　　　相続相願覚

　　　高壱万石越後国［頸城郡魚沼郡］之内居所越後糸魚川

　　　　　　　　　　　　　同姓

　　　　　　　　　　　　　　松平兵部大輔養方叔父実弟

　　　　相続相願候者　　　　　松平実之助

　　　　　　　　　　　　　　　　当午十一歳

A0143-01974_034
　　　拙者儀当家相続被

　　　仰付候ニ付同姓松平兵部太輔養方

　　　叔父実之助儀同姓筋目を以拙者

　　　実家相続為仕追而実父出雲守妾

　　　腹之次女江婚姻為致度奉存候依

　　　之右願之通相続被

　　　仰付被下候様相願申候以上

　　　　安政五年戊午年十月　　松平越前守印判

　　　　　太田備後守殿

　　　　　間部下総守殿

　　　　　松平和泉守殿

　　　　　久世大和守殿

　　　　　内藤紀伊守殿

　　　　　脇坂中務太輔殿

A0143-01974_035
一十月廿四日切支丹御証文御掛り大目付伊沢

　美作守殿江御使者御目付高田孫左衛門御証文

　持参差出之

　　但御相続後御初而ニ付記之以後定例故

　　　不記之

一十月廿五日御用番脇坂中務太輔殿ゟ御老中

　連名之御奉書来ル

　　　　猶以其方若病気候ハヽ名代可被差出候

　　　　以上

　　　御用之儀候間明廿六日四時

　　　松平実之助同道可有登

　　　城候以上

　　　　十月廿五日　　　　　　脇坂中務太輔

　　　　　　　　　　　　　　　内藤紀伊守

　　　　　　　　　　　　　　　太田備後守

A0143-01974_036
　　　　松平越前守殿
　右ニ付即刻御請之　御書御使番を以被指出之

一十月廿六日実之助様御同道ニ而　御登　城

　可被成之処御足痛ニ付　御名代出雲守様御登

　城被成候処於御白書院縁頰御大老并御老中

　列座御用番脇坂中務太輔殿左之通御口達

　ニ而被　仰渡之

　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守

　　　　　　　　　　　　　　同姓兵部太輔養方叔父実弟

　　　　　　　　　　　　　　　松平実之助

　　　　　　　　　　　　　　　　　　十一

　　　松平越前守相願候通松平実之助儀

　　　越前守跡相続被　仰付領知無

　　　相違被下之

　実之助様御名代佐渡守様御登　城被成候処

　於御同所左之通被　仰渡之

　　　　　　　　　　　　　　　松平実之助

A0143-01974_037
　　　松平越前守願之通松平出雲守次女

　　　其方江追而婚姻相整候様可被致候

　右畢而出羽守様御退出掛ケ御大老并御老中不

　残御廻勤若年寄中御側衆江御使者御使番

　被差出之

一十月廿六日右同断ニ付御内証ゟ

　上様　天璋院様江御礼文被指出之

一十月廿六日右同断ニ付御礼勤御伺書左之通

　御用番江被差出候処翌廿七日御附札之通御指図

　有之

　　　拙者儀兼而相願置候通松平実之助儀

　　　実父出雲守次女江追而婚姻相整候様

　　　願之通実之助江被　仰出難有仕合

　　　奉存候依之御礼勤向之儀如何相

　　　心得可申哉此段相伺申候以上

　　　　十月廿六日　　　　　　松平越前守

A0143-01974_038
　　　　御附札

　　　　　掃部頭老中江使者可被差出候

一十月廿六日実之助様御引移ニ付為御待受御家老

　代り御側御用人中根靭負溜池御屋敷江罷出

一十月廿七日右同断ニ付為御祝儀御使者御留守居

　を以実之助様江干鯛一箱被進之

一十月廿八日御使者御留守居を以　御先代之通

　上様江御国産塩鮎子籠一箱被献之

　　但以後定例故不記之

一十月廿八日実之助様御相続被　仰出候為御礼

　御大老并御老中江御使者御留守居被指出之

一十月廿九日大御番頭始江左之通御家老演説

　之

　　　中将様当夏　御帰国被遊候得者是迄

　　　被　仰出之内不便之儀有之ニ付御改被遊候

　　　思召被為　在候処　御代替ニ相成無

A0143-01974_039
　　　其儀候得共今度

　　　思召被為　継文武詰之儀者御免

　　　被成候尤其余御旧法之儀ハ急度心

　　　得違無之厳重相守候様被　仰出候

一十月廿九日御書院番頭大御番頭并諸師役江

　左之通御家老書付を以申渡之

　　　　　　　　　　　　　　　御書院番頭

　　　　　　　　　　　　　　　大御番頭　江

　　一畳打御手当銀五拾匆ツヽ

　　一百五拾石取ゟ百弐拾五石取迄

　　　　但二人之分ハ不被下三人ゟハ幾人ニ而も可被下事

　　一百石取以下廿五石五人扶持取迄

　　　　但壱人之分ハ不被下二人ゟ者幾人ニ而も可被下事

　　一廿五石五人扶持未満ゟ五人扶持取迄

　　　　但当主ゟ幾人ニ而も可被下事

　　一趣法立願之面々ハ百五拾石たりとも廿五

A0143-01974_040
　　　石五人扶持未満之御取扱ニ可准事

　　一火縄銃之分ハ都而半銀ツヽ可被下事

　　　　〆

　　一末之番外以上百五拾石以下多人数ニ而

　　　放発之面々江御手当被下右之割方ニ

　　　准ス

　　　　但銀高ハ三拾匁ツヽ火縄銃ハ十五匁ツヽ

　　　　〆

　　　　　　　　　　　　　　　諸師役江

　　一文武詰日御用捨ニ相成候事

　　一武芸所年中之稽古隔日其余奥日

　　　別稽古等相立可申事

　　一寒稽古三十日ニ相成候事

　　　　但以前之通半日十一月五日ゟ相始十二月

　　　　　五日納稽古始之儀ハ正月十六日与相決

　　　　　可申事

A0143-01974_041
　　一定詰之面々操（繰）合せ壱人相詰居世話

　　　可致事

　　一玉附盆暮両度ニ指出可申事

　　一暑稽古之儀ハ師匠存寄ニ而勝手次第

　　　之事

　　一御家中子弟之輩勤怠師匠々々吟

　　　味之上相達可申事

　　　　〆

　　一四拾歳以上ハ勝手次第之事

　　　　但四十九歳未満之面々仕揚丈ケハ可致

　　　　　事

　　一三拾九歳ゟ以下之面々仕揚打済不済ニ

　　　不拘支干一ツ丈ケハ罷出筈之事

　　　　但玉数勝手次第之事

　　一稽古致度面々ハ不時に罷出勝手次第修

　　　行可致事

A0143-01974_042
　　一炮術肝煎之面々御軍帳掛り御用人ニ

　　　不拘直ニ御家老中江相伺取扱可致事

　　　　〆

　　　　　御内定

　　　一諸師役之内御番組之面々炮術修

　　　　行之儀ハ一通り打方出来候様尤御含

　　　　有之事

　　　　　但末之番外以上并御番組之五十歳

　　　　　　以上之面々御用捨之事

　　　　　　〆

一十一月朔日　御相続後月次初而　御登

　城御祝儀被　仰上　御退出掛御大老并御老中

　御廻勤

　　但月次　御登　城之儀以後定例故不記之

一十一月朔日右同断ニ付為御礼御内証ゟ

　上様　天璋院様江御文被差出之

A0143-01974_043
一十一月朔日

　温恭院様　御霊前江以来御参詣被成度旨

　御用番江御伺書被差出候処即刻御附札を以

　御勝手次第可被成旨御差図有之

一十一月朔日安波賀滝殿祭礼ニ付　御代拝御徒頭

　井上弥一郎を以御初穂銀拾匁被供之

一十一月二日松平安芸守殿御卒去之処

　勇姫様御従弟之御続ニ付御定式之御忌服

　御請被成候段御用番江御届有之

一十一月二日口　宣御頂戴之御使者寄合林八右衛門

　今日福井出立［同五日京着］

一十一月四日御用番松平和泉守殿ゟ御呼出御留守居

　罷出候処左之通御書付御渡有之

　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守

　　　明朝六半時私宅江被相越可有誓

　　　詞候

A0143-01974_044
　　一罰文迄調可有持参候事

　　一充所掃部頭老中五人座並之通

　　　可被相認候事

　　一判形者手前ニ而被致血判者此方ニ而

　　　可被致候事

　　　　十一月四日

一十一月五日右同断ニ付御用番江　御出

　御誓詞御整被成

　　　　　起請文前書

　　一御代替ニ付弥以重

　　　公儀御仕置等急度可相守事

　　一被　仰出候儀聊疎略不奉存可抽

　　　忠勤事

　　一万一悪心之輩承届候者不移時刻

　　　可申上候御家門始并公家方縦雖

　　　為親類縁者知音之好以邪儀

A0143-01974_045
　　　於申合者一味仕間敷事

　　　　　右条々於相背者

　　　梵天帝釈四大天王惣日本国

　　　中六十余州大小神祇殊伊豆

　　　箱根両権現三島大明神八幡

　　　大菩薩天満大自在天神部類

　　　眷属神罰冥罰各可罷蒙者

　　　也仍起請如件

　　　　安政五戊午年十一月五日　松平越前守茂昭書判

　　　　　井伊掃部頭殿

　　　　　太田備後守殿

　　　　　間部下総守殿

　　　　　松平和泉守殿

　　　　　内藤紀伊守殿

　　　　　脇坂中務太輔殿

A0143-01974_046
一十一月五日左之通月番御家老山縣三郎兵衛

　夫々書付を以申渡之

　　　　　　　　　　　　　　　町奉行江

　　　今度奉書紬着用

　　　御免之儀御家中江被　仰出候者全く

　　　御国産之品故便用被重候御趣意ニ候間

　　　以来他国ゟ買人候得用ニ不相成反物類

　　　之儀ハ尚又入念致制止候様被　仰出候

　　　　　　　　　　　　　　　御目付江

　　　奉書紬之儀御国産之品物ニ而当年

　　　追々御端立ニ相成候事ニ候間天保八酉年

　　　被　仰出之趣を以着用御免被成候乍去

　　　兼而被　仰出候質素之御制度愈堅相守

　　　他国出来不用便之品物等相用花奢ニ

A0143-01974_047
　　　流れ不申様被　仰出候

　　　　但小役人ゟ御扶持人之面々ハ着用無用之

　　　　　事

　　　御家中を初御扶持人末々ニ至迄別紙二ケ

　　　条無用之旨嘉永元申年被　仰出

　　　候得共以来勝手次第可致事

　　　　　別紙

　　　一ちり々々髷掛　　　　　町方同断

　　　一はき物ニ天鵞絨緒

　　　　〆

　　　諸物頭江演説ニ而左之通勝手次第可致

　　　事

　　　小役人ゟ以下一統格迄

　　　一横麻上下

　　　御目見以下

　　　男

　　　一貫紬袴

A0143-01974_048
　　　女

　　　一呉呂帯

　　　同

　　　一木綿八丈

　　　同

　　　一木綿糸入縞

　　　同

　　　一銀かんざし

　　　　〆

一十一月六日御奉書持参之御使者荻野左十郞

　昨日京着ニ付今朝所司代酒井若狭守殿江

　罷出右御奉書差出之

一十一月六日御老中太田備後守殿江初而御逢対

　御勤

　　但御太刀馬代御持参被成

一十一月六日霊岸島御建継御普請御成就

一十一月七日御目付ゟ左之通御書付を以申来ル

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来

　　　　　　　　　　　　　　　橋本左内

　　　右相尋義有之候間召連人差添

A0143-01974_049
　　　明八日四時因幡守御役所江可被差出候

　　　以上

　　　　十一月七日　　　　　　石谷因幡守

　　　　　　　　　　　　　　　松平久之丞

　　　　　松平越前守殿

　　　　　　　　　留守居

一十一月七日　御相続并　御官位ニ付　御名代

　御家老并　御代拝御用人を以左之通被供之

　　　

　　　御宮　　　　　　　　御座所

　　　　御相続ニ付　　　　　御名代

　　　　　金弐百疋　　　　　　山縣三郎兵衛

　　　　御官位ニ付

　　　　　　　同断

　　　御宮

　　　御霊屋江　　　　　　泉蔵院

　　　　御相続ニ付　　　　　御名代

　　　　　御太刀一腰　　　　　同人

A0143-01974_050
　　　　　御馬代銀壱枚ツヽ

　　　　御官位ニ付

　　　　　御太刀一腰代銀五匁

　　　　　御馬代銀壱枚ツヽ

　　　黄門様　　　　　　　　孝顕寺

　　　　御相続ニ付　　　　　　御名代

　　　　　御太刀一腰代銀五匁　　同人

　　　　　御馬代銀壱枚

　　　　御官位ニ付

　　　　　同断

　　　浄光院様　　　　　　　運正寺

　　　　御相続ニ付　　　　　　御名代

　　　　　御太刀一腰代銀五匁　　同人

　　　　　御馬代銀壱枚

　　　　御官位ニ付

　　　　　同断

　　　西岸院様

　　　隆芳院様

　　　清浄院様

A0143-01974_051
　　　昇安院様

　　　豊仙院様

　　　徳正院様

　　　源隆院様

　　　威徳院様

　　　天梁院様

　　　諦観院様

　　　　御相続ニ付

　　　　　銀壱枚ツヽ

　　　　御官位ニ付

　　　　　金弐百疋ツヽ

　　　　　　　　　　　　　瑞源寺

　　　探源寺様　　　　　　　　　　　

　　　　御相続ニ付　　　　　御名代

　　　　　銀壱枚　　　　　　　同人

　　　　御官位ニ付

　　　　　金弐百疋

A0143-01974_052
　　　　　　　　　　　　　大安寺

　　　大安寺様

　　　　御相続ニ付　　　　　御名代

　　　　　銀壱枚　　　　　　　本多飛驒

　　　　御官位ニ付

　　　　　金弐百疋

　　　　　　　　　　　　　安波賀

　　　春日

　　　滝殿　　　　　　　　　御名代

　　　　御相続ニ付　　　　　　本多修理

　　　　　銀壱枚ツヽ

　　　　御官位ニ付

　　　　　金弐百疋ツヽ

　　　神明宮

　　　　御相続ニ付　　　　　御代拝

　　　　　銀壱枚　　　　　　　菅沼重記

　　　　御官位ニ付

　　　　　金弐百疋

　　　足羽宮

A0143-01974_053
　　　山王　　　　　　　　　御代拝

　　　将軍地蔵　　　　　　　　同人

　　　山王

　　　　御相続ニ付

　　　　　金弐百疋ツヽ

　　　　御官位ニ付

　　　　　同断

　　　人丸

　　　　御官位ニ付　　　　　御代拝

　　　　　同断　　　　　　　　同人

　　　黒竜宮

　　　　御相続ニ付　　　　　御代拝

　　　　　銀壱枚　　　　　　　同人

　　　　御官位ニ付

　　　　　金弐百疋

一十一月八日　御相続後初而増上寺江　御参詣

　夫ゟ天徳寺惣　御霊前江　御参詣左之通

　被供之

　　　安国殿

　　　台徳院様

A0143-01974_054
　　　文昭院様

　　　慎徳院様江

　　　有章院様

　　　惇信院様

　　　　御相続ニ付

　　　　　御太刀一腰

　　　　　御馬代銀五枚ツヽ

　　　御五霊様江

　　　　御官位ニ付

　　　　　御太刀一腰

　　　　　御馬代銀壱枚ツヽ

　　　黒本尊江

　　　　御相続ニ付

　　　　　銀弐枚

　　　　御官位ニ付

　　　　　金弐百疋

A0143-01974_055
　　　浄光院様

　　　隆芳院様江

　　　　御相続ニ付

　　　　　銀壱枚ツヽ

　　　　御官位ニ付

　　　　　同断ツヽ

　　　慶寿院様江

　　　　御相続ニ付

　　　　　銀壱枚

　　　　　　　　　　　　　天徳寺

　　　御代々様

　　　御霊前江

　　　　御相続

　　　　御官位ニ付

　　　　　銀壱枚ツヽ

　　　御前様方

　　　御実母様方

　　　御子様方

　　　惣御霊前江

　　　　御官位ニ付

A0143-01974_056
　　　　　銀三枚ヲ

　　　松栄院様江

　　　　御相続ニ付

　　　　　銀壱枚ヲ

　　　　御官位ニ付

　　　　　金百疋

　　　溜池様

　　　御代々様

　　　惣御霊前江

　　　　　銀壱枚ヲ

　　　御兄弟様方江

　　　　　金百疋ヲ

一十一月八日

　慶永様霊岸島御中屋敷江御引移被成度

　儀ニ付御用番江左之通御伺書被差出候処即刻

　御附札を以御差図有之

　　　同氏春嶽儀霊岸島中屋敷建継

　　　普譜出来ニ付来ル十一日夜穏便ニ引

A0143-01974_057
　　　移直ニ住居致度候此段御内慮相伺

　　　申候以上

　　　　十一月八日　　　　　　松平越前守

　　　　御附札

　　　　　内意之趣承置候事

一十一月八日慶永様霊岸島御中屋敷江御引移之上

　左之通相心得候様御側御用人を以被　仰出

　之

　　　　　毎月

　　　　四ノ日　　　　　　　　御家老中始

　　　　　　　　　　　　　　　御役人共

　　　　　　　　　　　　　　　殿様御附

　　　　三八ノ日　　　　　　　御側向之面々

　　　　　　　　　　　　　　　御医師

　　　右之通為伺

　　　御機嫌霊岸島御館江可罷出事

A0143-01974_058
　　　　但御側御用人御用人之儀ハ御用透之

　　　　　節ハ折々可罷出事

　　　右之外御家老中当日御祝儀之儀ハ

　　　寄ニ而申上之

　　　　　但御用人も同断

一十一月十一日［夜六時］

　慶永様　御駕ニ被為　召西御門ゟ霊岸島御中

　屋敷江御引移直ニ　御住居被成

一十一月十一日右同断ニ付御用番江左之通御届

　書被指出之

　　　同氏春嶽儀只今霊岸島中屋敷江

　　　引移相済申候此段御届申候以上

　　　　十一月十一日　　　　　松平越前守

一十一月十一日口　宣御頂戴之御使者林八右衛門

　伝　奏万里小路前大納言殿亭江罷出候処口

A0143-01974_059
　宣御渡有之夫ゟ長橋奏者所江罷出御進献

　物雑掌江相渡之相済前大納言殿亭江罷出

　候処左之通　勅答被　仰出之

　　　被任小将御礼目録之通被献上

　　　御機嫌被　思召

一十一月十二日　勇姫様霊岸島御中屋敷江

　御引移之儀ニ付左之通御用番江御伺書御留守

　居持参差出候処即刻御書取を以御差図有

　之

　　　同氏越前守儀霊岸島中屋敷住居向

　　　建継手軽ニ普請出来之上ハ越前守

　　　住居致度段内藤紀伊守殿江御内々

　　　相伺候処夜中隠（穏）便ニ引移候儀不苦

　　　旨御指図御座候依之越前守妻儀も

　　　同所江引移住居申度奉存候此節柄不苦

　　　儀ニも可有御座候哉此段御内慮奉伺候

A0143-01974_060
　　　様被申付候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　十一月十二日　　　　　大道寺七右衛門

　　　　御附札

　　　　　内意之趣不苦候事

一十一月十二日［暁七半時］　勇姫様霊岸島御中屋敷江

　御引移被成

一十一月十二日霊岸島御中屋敷江被為　入

　慶永様　勇姫様江　御対顔　御機嫌御伺

　被成

（以下、「　」内は抹消）

「一十一月十五日外神田相生町ゟ出火西北之風

　烈敷霊岸島御中屋敷御近火之処御別

　条無之」

一十一月十五日右同断御近火ニ付　天璋院様ゟ

　御広敷添番伊丹和右衛門を以　御尋有之

　右ニ付御内証ゟ御礼文被差出之

一十一月十五日右同断大火ニ付

A0143-01974_061
　上様　天璋院様江　御機嫌御伺之御文

　被差出之

一十一月十五日実之助様御名代佐渡守様を以御相続

　之御礼被　仰上候ニ付右御礼勤之御伺書

　御用番江被差出候処翌十六日御附札之通御指

　図有之

　　　拙者実家松平実之助儀相続之御礼

　　　名代を以今日申上難有仕合奉存候依

　　　之御礼勤向之儀如何相心得可申

　　　哉此段相伺申候以上

　　　　十一月十五日　　　　　松平越前守

　　　　御附札

　　　　　掃部頭老中江使者可被差出候

一十一月十七日右同断ニ付為御礼御大老并

　御老中江御使者御留守居被差出之

一十一月十七日霊岸島御中屋敷江被為　入

A0143-01974_062
　慶永様江御近火ニ付而之　御機嫌御伺

　被成

一十一月十七日御附御用人を以左之通被　仰出

　之

　　　　　　　　　　　　　　　御家老中

　　　　　　　　　　　　　　　御側御用人

　　　　　　　　　　　　　　　御用人

　　　右朔望廿八日　五節句

　　　中将様

　　　御前様江当日御祝儀申上候ニ不及候

一十一月十八日

　温恭院様百ケ日ニ付御内証ゟ　御機嫌為

　御伺

　上様　天璋院様江御文被差出之［奥ゟ伺之上］

一十一月十八日　御相続後初而溜池様江被為

　入為御土産左之通被進之

A0143-01974_063
　　　　実之助様江

　　　　　御太刀　　　　　　　一腰

　　　　　御馬［白銀三十枚］　一疋

　　　　　昆布　　　　　　　　一箱

　　　　　干鯛　　　　　　　　一箱

　　　　　御樽［代金千疋］　　一荷

　　　　　　御太刀之外

　　　　　　御目録済

　　　　出雲守様江

　　　　　同断

　　　　　　　同断

　　　　摂五郞様江

　　　　　干鯛　　　　　　　　一箱

　　　大奥取扱ニ而

　　　　実之助様江

　　　　　御袴地　　　　　　　二具

A0143-01974_064
　　　　交御さかな　　　　　　一折

　　　　　　御目録添

　　　　出雲守様江

　　　　　同断

　　　　奥方様江

　　　　　紅白ちりめん　　　　三巻

　　　　　一種一荷　　　　　　御代五百疋

　　　　信月院様

　　　　於満様

　　　　於安屋様　

　　　　於鈞様

　　　　於貴美様江

　　　　　干鯛　　　　　　　　一はこツヽ

　　　　奥方様江

　　　　　御ぶんこの内

　　　　　緋紋ちりめん　　　　一反

　　　　　御たはこ入　　　　　六

A0143-01974_065
　　　　　交御さかな　　　　　一折

　　　　信月院様江

　　　　　白紋ちりめん　　　　一反

　　　　　御さかすき　　　　　四枚

　　　　　交御さかな　　　　　一折

　　　　摂五郞様江

　　　　　御はかまじ　　　　　一具御台居

　　　　　交御さかな　　　　　一折

　　　　於満様江

　　　　　島ちんめん　　　　　一反

　　　　　交御さかな　　　　　一折

　　　　於安屋様

　　　　於鈞様

　　　　於貴美様江

　　　　　島ちりめん　　　　　一反ツヽ

　　　　御相合

　　　　　交御さかな　　　　　一折ヲ

A0143-01974_066
　　　　出雲守様

　　　　御二所様江

　　　　　真建

　　　　　　鉢盛　御硯ふた物

　　　　　　但御家中江被下物有之候へ共略之

一十一月十九日右同断ニ付溜池様ゟ為御答礼御使

　綾部平左衛門を以左之通被進之

　　　茂昭様江

　　　　出雲守様ゟ

　　　　　御太刀　　　　　　　一腰

　　　　　御馬［白銀三十枚］　一疋

　　　　　昆布　　　　　　　　一箱

　　　　　干鯛　　　　　　　　一箱

　　　　　御樽［代金千疋］　　一荷

　　　　実之助様ゟ

A0143-01974_067
　　　　　同断

　　　　摂五郞様ゟ

　　　　　干鯛　　　　　　　　一箱

一十一月十九日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　将軍　宣下為御祝儀先格女中

　　　贈物有之面々ハ此度も可為其通候

　　　天璋院様附女中江も可被相贈候

　　　　十一月

　　　将軍　宣下為御祝儀掃部頭

　　　老中若年寄御側衆江贈物先格之

　　　通相心得候様向々江可被相達候

　　　　十一月

一十一月廿日　御相続後初而上野江　御参詣

A0143-01974_068
　左之通被供之

　　　御宮

　　　御霊屋江

　　　　御相続ニ付

　　　　　御太刀　　　　　　　一腰

　　　　　御馬代　　　　　　　銀五枚ツヽ

　　　　御官位ニ付

　　　　　御太刀　　　　　　　一腰

　　　　　御馬代　　　　　　　銀壱枚ツヽ

一十一月廿一日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　　　将軍宣下之節下乗ゟ内供廻り

　　　　　召連候覚

　　一四品以上万石以上共下乗ゟ内侍弐人草

　　　履取壱人雨天之節ハ傘持壱人召連

　　　可申事

　　　　但四品以上刀持草履取者登城候与台部屋

　　　　　御門内江払置退散前見斗御玄冠

　　　　　前江操入申候尤御徒目付御小人目付

A0143-01974_069
　　　　　差引到候事

　　一万石以上刀持草履取并詰衆詰衆

　　　並之供廻りハ登　城候与中御門外寺

　　　沢御門辺江払置四品以上之衆退散候与

　　　見計御玄冠前中之口江操入申候尤右

　　　供廻り払置候場所御先江加番之与力

　　　同心附置御徒目付御小人目付指引致

　　　候事

　　一万石以下下乗ゟ内侍壱人草履取壱人

　　　雨天之郞ハ手傘為持可申事

　　　　但供廻りハ登　城与銅御門溜江払置

　　　　　万石以上退散候与見斗操入申候間銅

　　　　　御門出入之障りニ不相成様片寄り罷

　　　　　在作法能様御申付可有之候尤御先

　　　　　手ゟ幕張致シ与力同心附置御徒

　　　　　目付御小人目付差引致候事

A0143-01974_070
　　一万石以上以下共挟箱下乗腰掛前ニ指

　　　置内江一切入申間敷事

　　　　但中之口ニ部屋有之面々ハ挟箱内江入

　　　　　候事

　　一諸大名留守居主人登　城候ハヽ早速面々

　　　主人供廻り入置候場所江退罷在候様可致

　　　候御玄冠并蘇鉄之間江一切差出不申候

　　　事

　　　　但公家衆御馳走人家来者中之口前

　　　　　腰掛ニ差置候事

　　一大手御畳小屋前ゟ大手迄御堀端通り

　　　公家衆登　城道候間供廻り等差置

　　　不申候事

　　　右之趣伺相済候間申達候以上

　　　　十一月廿日

A0143-01974_071
　　　上様御事

　　　将軍宣下御当日ゟ

　　　公方様与可奉称候

　　　　十一月

一十一月廿三日　御相続ニ付日光　御宮江　御代拝

　御用人稲葉左司馬ヲ以テ御太刀一腰御献

　備被成

一十一月廿三日右同断ニ付結城表江御徒使被遣之

　左之通被供之

　　　　　　　　　　　　　　　結城

　　　　　　　　　　　　　　　　孝顕寺

　　　黄門様江

　　　　　御太刀　　　　　　　一腰

　　　　　御馬代　　　　　　　銀弐枚

　　　七社江

　　　　　銀弐枚ツヽ

A0143-01974_072
一十一月廿三日御老中太田備後守殿ゟ御呼出御留守居

　真杉所左衛門罷出候処左之通御書付二通御渡有

　之

　　　　　　　　　　　　　　袖裏

　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江

　　　将軍　宣下之節於御白書院両

　　　度

　　　御目見可被　御付候

　　一大広間ニ而者西之御縁御三家方之

　　　次ニ離候而着座可有之候

　　　右之通可被心得候

　　　　　　　　　　　　　　袖裏

　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江

　　　来月二日公家衆御馳走御能之

　　　節御折一合可有献上候

　　　　十一月

A0143-01974_073
一十一月廿三日近々

　将軍　宣下御祝儀并五節句月次　御着座

　之儀ニ付御用番江左之通御願書被差出候処追而

　御書取を以御差図有之

　　　近々

　　　将軍

　　　宣下之御沙汰御座候処

　　　御代々様

　　　将軍

　　　宣下之節者着座ニ而御祝儀申上候儀ニ

　　　御座候得者今般も先代々之通着座被

　　　仰付被下候様且又引続五節句月次等

　　　着座ニ而申上候儀も宣御沙汰奉願候以上

　　　　十一月廿三日　　　　　松平越前守

　　　　御書取

　　　　　御礼之節着座之儀別紙を以相達候

A0143-01974_074
　　　　　且又五節句月次着座之儀ハ難相整

　　　　　候事

　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守

　　　来月七日

　　　将軍　宣下御礼之節先格之通

　　　御白書院

　　　御右之方着座可被致候

　　　　十一月

一十一月廿五日初雪ニ付

　上様　御機嫌為御伺御留守居介奈良権太夫

　御城江被差出之

一十一月廿五日右同断ニ付御内証ゟ

　上様　天璋院様江　御機嫌御伺御文被差

　出之

　　但　御機嫌御伺之儀以後定例故不記之

一十一月廿五日実之助様御相続被　仰出候ニ付御忌服

A0143-01974_075
　御請方之儀ニ付左之通御目付松平久之丞殿江御留守居

　持参差出候処追而御附札之通御差図有之

　　　越前守奉願候通今度実家相続松平

　　　実之助江被　仰出候ニ付服忌之儀越前守

　　　儀松平実之助与実方養兄弟ニ准候続ニ

　　　御座候哉此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　十一月廿五日　　　　　真杉所左衛門

　　　　御附札

　　　　　書面之通ハ実方兄弟半減之服忌

　　　　　ニ而候

一十一月廿五日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　十二月

　　　　　朔日

　　　　将軍　宣下之御規式五時揃

　　　　　二日

A0143-01974_076
　　　　御能　　　　　　　　　六半時揃

　　　　　四日

　　　　御返答　　　　　　　　五時揃

　　　　　十一月廿二日

　　　　将軍　宣下相済候御祝儀之御礼

　　　十二月

　　　　　七日　　　　　　　　初日

　　　　　九日　　　　　　　　二日目

　　　　　十一日　　　　　　　三日目

　　　右之日限御礼可申上候諸事別紙之通

　　　被心得可被相触候

　　　　十一月

　　　　来月朔日

　　　　将軍　宣下御規式有之候ニ付御家

A0143-01974_077
　　　　門方始万石以上之面々布衣以上之

　　　　御役人并布衣以上寄合且又法印法

　　　　眼之医師登　城之事

　　　一西丸之面々も登　城之事

　　　一諸大夫以上束帯布衣之面々ハ布

　　　　衣着用之事

　　　右之通可被心得候

　　　一将軍　宣下相済候為御祝儀儀来月

　　　　七日九日十一日右三日御礼過掃部頭老中

　　　　若年寄中江可被相廻候事

　　　一在国在所之面々ハ被承候以後追而

　　　　使者可被差越事

　　　　　但隠居在所之面々も同断

　　　一在府之隠居并病気幼少之面々者

　　　　右三日之内使者可被差越事

　　　一将軍　宣下相候為御祝儀御太刀

A0143-01974_078
　　　　馬代を以御礼可被申上候先達而

　　　　御代替御礼之通

　　　　正月

　　　　　朔日　　　　　　　　出仕之分

　　　　一日　二日　　　　　　出仕之分

　　　　一日　三日　　　　　　出仕之分

　　　　一日御礼可有之候

　　　　　装束も先達而之通たるへき事

　　　一万石以上御暇之面々且又在府ニ而茂

　　　　病気之分者其面々御礼之日以使者

　　　　御太刀可有献上候尤使者素袍可着

　　　　事

　　　一幼少之面々者三日め以使者御太刀献上

　　　　あるへく候尤使者熨斗目半袴可着

　　　　事

　　　一万石以下諸大夫并三千石以上在所又者

A0143-01974_079
　　　　御役所ニ罷在候面々其外病気之分ハ

　　　　三日め以使者御太刀可有献上事

　　　一万石以上隠居之面々不及登　城候

　　　　在府在国在所共ニ三日め以使者御太刀

　　　　献上可有之候四品拾万石以上之使者

　　　　ハ熨斗目長袴其以下者半袴可着

　　　　事

　　　一御礼申上候ニ付掃部頭老中若年寄

　　　　中江可被相廻ニ不及候

　　　　　十一月廿二日

　　　　　　覚

　　　大紋色目等之儀天保之度相達候

　　　趣も有之候処近頃又々猥ニ相成

　　　地合紋所薄く聢与難相分且袖括色

　　　目等都而直垂ニ紛敷品着用之向も

　　　相見へ候間以来右様之大紋ハ着用仕

A0143-01974_080
　　　間敷旨無急度向々江可被達候事

　　　　　　覚

　　　御城内外御門々御番所ニ御錺飾筒西

　　　洋炮之向是迄剣付之儘錺置候得共

　　　以来剣ハ外し仕廻置候様可被達候

　　　事

　　　　十一月

一十月廿五日表御小姓村上郡太夫妻孝心奇特

　之儀ニ付為御褒美羽綿二把被下之

一十月廿六日太田備後守殿ゟ御呼出御留守居罷

　出候処左之通御書付一通御渡有之

　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守

　　　武州神奈川横浜辺御警衛場所

　　　之儀神奈川宿境平沼新田小川を

　　　境海岸通り東南之方本牧本郷村

A0143-01974_081
　　　迄持場与可被　心得候松平隠岐守儀茂

　　　神奈川宿境芝生村ゟ北之方川崎

　　　宿迄之間海岸通り持場与相心得候様

　　　相達候間得其意可被申合候

一十一月廿六日実之助様御相続御礼被為　済候ニ付

　為御礼此御屋形江御出可被成之処御幼年ニ付御使御家老

　綾部平左衛門を以左之通被進之

　　　　　御太刀　　　　　　　一腰

　　　　　御馬［代銀弐枚］　　一疋

　　　　　昆布　　　　　　　　一箱

　　　　　干鯛　　　　　　　　一箱

　　　　　御樽　　　　　　　　一荷

　右御使者　御目見被　仰付　御直答有之

　平左衛門江銀壱枚被下之

一十一月廿七日太田備後守殿御勝手江左之通御内

A0143-01974_082
　伺書御留守居真杉所左衛門持参指出候処追而

　御書取を以御差図有之

　　　昨日御達御座候武州神奈川横浜

　　　辺御警衛場所之儀神奈川宿境平沼

　　　新田小川を境海岸通り東南之方

　　　本牧本郷村迄持場与可心得旨松平隠岐守様

　　　儀も神奈川宿境芝生村ゟ北之方川崎

　　　宿迄之間海岸通り持場与相心得候様

　　　御達候間得其意可申合旨御書付之趣

　　　奉畏候右御警衛御場所之儀ニ付兼々

　　　越前守ゟ奉願置候儀も御座候ニ付御物語

　　　仕候上是迄御警衛人数差出置不申事

　　　ニ御座候処此度持場経界之儀御達御座候間

　　　隠岐守様江申合候様御達御座候ニ付而ハ

　　　早速番兵等指出申候儀ニも可有御座哉

　　　又ハ兼而願上置候儀御預り中之儀ニ御座

A0143-01974_083
　　　候得ハ是迄之通御差図次第人数出張

　　　為致候而宣敷候儀ニ可有御座哉御内々

　　　奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　十一月廿七日　　　　　真杉所左衛門

　　　　御書取

　　　　　神奈川横浜辺御警衛被

　　　　　仰付此度猶又相達候趣も有之候ニ

　　　　　付而者先代申達候趣迄ニ不拘守衛之

　　　　　人数差出置候儀与可被相心得候事

一十一月廿八日　御相続後初而田安様江

　御勤其節御使者御使番を以中納言様江鯛一折

　被進之

一十一月晦日御目付松平久之丞殿江左之通御留守居

　伺書持参差出候処即日附札を以御差図有之

　　　今般

　　　将軍　宣下之節越前守儀束帯ニ而

A0143-01974_084
　　　致登　城候其節旧格之通熊毛対

　　　道具先供之内江為持申候尤非常之

　　　節等ニも為持来候道具ニ御座候代替之

　　　折柄ニ付為念御届申候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　十一月晦日　　　　　　真杉所左衛門

　　　　御附札

　　　　　書面之通り者難相成儀与存候

一十一月晦日先達而京都江被指出候御使者荻野

　左十郎今日常盤橋御屋敷江着口　宣指出

　之

一十二月朔日

　将軍　宣下御規式ニ付　御登　城御祝儀

　被　仰上

一十二月二日右同断ニ付公家衆御馳走之御能

　有之ニ付御使者御留守居を以御折一合被献之

A0143-01974_085
　［先達而御触達］

一十二月二日於　御座之間　口　宣　御頂戴

　被成

　　　口　宣案

　　　　上卿広幡大納言

　　　　　安政五年十月廿一日　　宣旨

　　　　　　従五位下源茂昭

　　　　　　　宜叙従四位上

　　　　　　　　　　　　　　　　　奉

　　　　　　　　蔵人頭左大弁藤原胤保

　　　位記

　　　　従五位下源朝臣茂昭

　　　　　右可従四位上

　　　中務表節兵欄宣勤羽衛精誠

　　　無懈夙夜在公宜申栄級用旌

A0143-01974_086
　　　寵章可依前件主者施行

　　　　安政五年十月二十一日

　　　　　二品行中務卿幟仁親王　　　　　　　宣

　　　　　正四位下行中務大輔臣ト部朝臣久隆　奉

　　　　　正五位下行中務少輔臣藤原朝臣資生　行

　　　正二位行権大納言兼右近衛大将臣

　　　正二位行権大納言臣

　　　正二位行権大納言臣

　　　正二位行権大納言臣　　　　　　　　公純

　　　正二位行権大納言臣

　　　正二位行権大納言臣　　　　　　　　家信

　　　正二位行権大納言臣　　　　　　　　忠礼

　　　正二位行権大納言臣

　　　正二位行権大納言　　　　　　　　　忠房

　　　正二位行権大納言臣

　　　正二位行権中納言臣　　　　　　　　公績

A0143-01974_087
　　　正二位行権中納言臣　　　　　　　　実愛

　　　正二位行権中納言臣　　　　　　　　実徳

　　　正二位行権中納言臣　　　　　　　　愛長

　　　正二位行権中納言臣　　　　　　　　俊克

　　　従二位行権中納言臣　　　　　　　　季知

　　　従二位行権中納言臣　　　　　　　　忠順

　　　権中納言従三位兼行左近衛権中将臣　道孝

　　　権中納言従三位兼行左衛門督臣　　　等言

　　　制書如右請奉

　　　制附外施行謹言

　　　　安政五年十月二十一日

　　制可

　　　　月日辰時正四位下行大外記兼掃部頭造酒正中原朝臣師身

　　　　　　　　　　　　　　　右中弁経之

　　　関白従一位朝臣

　　　太政大臣［闕］

A0143-01974_088
　　　従一位行左大臣朝臣

　　　従一位行右大臣朝臣

　　　内大臣正二位兼行左近衛大将朝臣

　　　三品行兵部卿貞教親王

　　　従四位上行兵部大輔紀季

　　　正四位上行右大弁長順

　　　告従四位上源朝臣茂昭奉

　　　制書如右符到奉行

　　　従四位下行兵部少輔兼出雲守長教

　　　　　　　　　　　　　　　大録氏裕

　　　　　　　　　　　　　　　少録

　　　　　　　　　　　　　　　少録

　　　　安政五年十月二十一日

A0143-01974_089
　　　口宣案

　　　　上卿坊城中納言

　　　　　安政五年十月二十一日　宣旨

　　　　　　従四位上源茂昭朝臣

　　　　　　　宜任侍従

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奉

　　　　　　　　蔵人左少弁兼右衛門権佐藤原博房

　　　宣旨

　　　　従四位上源朝臣茂昭

　　　正二位行権中納言藤原朝臣俊克

　　　宜奉　　　　　　勅件人宜令任

　　　侍従者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奉

　　　　安政五年十月廿一日大外記兼掃部頭造酒正中原朝臣師身

A0143-01974_090
　　　口　宣案

　　　　上卿三条中納言

　　　　　安政五年十月廿一日　　宣旨

　　　　　　侍従源茂昭朝臣

　　　　　　　宜任左近衛権少将

　　　　　　　　　　　　　　　奉

　　　　　　　　蔵人侍従藤原勝長

　　　宣旨

　　　　侍従源朝臣茂昭

　　　正二位行権中納言藤原朝臣実愛

　　　宜奉　　　　　勅件人宜令任

　　　左近衛権少将者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奉

　　　　安政五年十月二十一日大外記兼掃部頭正中原朝臣師身

　右相済御家老始御中老御用人御側役迄拝見被

A0143-01974_091
　仰付

一十二月二日神奈川横浜辺御警衛御場所為見分左之

　面々被差出之

　　　　　　　　　　　　　　　中根靭負

　　　　　　　　　　　　　　　島田近江

　　　　　　　　　　　　　　　高田孫左衛門

　　　　　　　　　　　　　　　草尾精一郎

　　　　　　　　　　　　　　　井原司馬助

一十二月三日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　　　将軍　宣下之為御祝儀

　　　　天璋院様江

　　　　　白銀五枚ツヽ

　　　　　一種　　　　　　　　拾万石以上

　　　　本寿院様江

　　　　　白銀三枚ツヽ

A0143-01974_092
　　　　天璋院様江

　　　　　白銀弐枚

　　　　　一種ツヽ　　　　　　拾万石以上之

　　　　　　　　　　　　　　　嫡子隠居

　　　　本寿院様江

　　　　　白銀壱枚ツヽ

　　　右之通来月十一日朝六時ゟ五時迄之内中之口

　　　迄以使者可被差上候在国在邑之面々も可為

　　　同前候

　　　　　十一月

　　　　今度

　　　　天璋院様従三位勅件被為

　　　　在候此段向々江可被達候

　　　　　十二月

一十二月六日寒中　御機嫌為御伺御用番

A0143-01974_093
　脇坂中務太輔殿江　御勤

　　但右　御機嫌御伺之儀以後定例故不記之

一十二月七日　御登　城［御直垂］於御白書院御太刀

　一腰御馬代黄金拾両御献上今度

　将軍　宣下被為　済候御祝儀御着座ニ而被

　仰上御退出掛御大老并御老中不残

　御廻勤若年寄中江御使者御留守居被指出之

一十二月七日

　将軍　宣下被為　済候為御祝儀御使者

　御留守居を以左之通御贈物有之

　　　　　　　　　　　　　　　御大老

　　　　　御太刀　　　　　　　御老中

　　　　　金馬代壱枚ツヽ　　　若年寄中

　　　　　　　　　　　　　　　京都所司代

　　　　　一種五百疋ツヽ　　　御側衆

A0143-01974_094
一十二月八日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　御代替ニ付諸国巡見之儀可被

　　　仰出之処先達而天災打続候ニ付而者

　　　諸家之入費も不少可為難儀与

　　　思召候ニ付当午年ゟ来ル戌年まて五ケ

　　　年之間御猶予被遊亥年ゟ被

　　　仰出ニ而可有之旨相達置候今般

　　　御代替ニ付而茂右年限中御猶予来ル

　　　亥年ゟ可被

　　　仰出候間諸事先達而相達候通可

　　　被心得候

　　　　十二月

一十二月八日横浜辺為御警衛左之通御人数被指

　出候段太田備後守殿江御留守居御届書持参差出

　之

A0143-01974_095
　　　越前守警衛場所之儀神奈川宿境

　　　平沼新田小川を境海岸通東南

　　　之方本牧本郷村迄持場与可相心得旨

　　　被　仰出候依之警衛人数差出方之

　　　儀相伺候処人数差出置候様可相心得旨

　　　被　仰出候ニ付未陣屋等取補理者無

　　　御座候得共横浜村増徳院を借受守

　　　衛之人数明九日ゟ差出申候此段御届

　　　申上候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　十二月八日　　　　　　大道寺七右衛門

　　　　　　　　　　　　　　御番頭代り

　　　　　　　　　　　　　　　中根牛介

　　　　　　　　　　　　　　御番士十人

　　　　　　　　　　　　　　　小寺鐘三郞

A0143-01974_096
　　　　　　　　　　　　　　　堤五一郞

　　　　　　　　　　　　　　　杉山錧次郎

　　　　　　　　　　　　　　　安村駒次郎

　　　　　　　　　　　　　　吉十郞次男

　　　　　　　　　　　　　　　横川敬次郎

　　　　　　　　　　　　　　理兵衛次男

　　　　　　　　　　　　　　　松田誠次郎

　　　　　　　　　　　　　　金太郎弟

　　　　　　　　　　　　　　　福山繁次郎

　　　　　　　　　　　　　　幾太郎弟

　　　　　　　　　　　　　　　白井鏻次郎

　　　　　　　　　　　　　　常三郞弟

　　　　　　　　　　　　　　　江川宗次郎

　　　　　　　　　　　　　　順庵弟

　　　　　　　　　　　　　　　長尾彦輔

　　　　　　　　　　　　　　　弾薬方弐人

　　　　　　　　　　　　　　御物頭代り

　　　　　　　　　　　　　　御目付役兼

　　　　　　　　　　　　　　　井上半太夫

A0143-01974_097
　　　　　　　　　　　　　　指添

　　　　　　　　　　　　　　　真杉喜六

　　　　　　　　　　　　　　　矢崎鉉十郎

　　　　　　　　　　　　　　　　組拾六人

　　　　　　　　　　　　　　御物頭代り

　　　　　　　　　　　　　　御留守居介兼

　　　　　　　　　　　　　　　小寺儀左衛門

　　　　　　　　　　　　　　指添

　　　　　　　　　　　　　　　植原三十郞

　　　　　　　　　　　　　　　石川吉次郞

　　　　　　　　　　　　　　　　組拾六人

　　　　　　　　　　　　　　御使番代り

　　　　　　　　　　　　　　　松本小平太

　　　　　　　　　　　　　　　針谷玄春

　　　　　　　　　　　　　　　御徒目付一人

　　　　　　　　　　　　　　　賄方五人

　　　　　　　　　　　　　　　御目付組弐人

A0143-01974_098
一十二月九日寒中ニ付

　公方様　天璋院様江　御機嫌為御伺

　御内証ゟ御文被差出之

　　但以後定例故不記之

一十二月十一日

　将軍　宣下被為　済候為御祝儀御使者

　御使番を以　天璋院様江白銀五枚干鯛一箱

　本寿院様江白銀三枚被差上之

一十二月十一日右同断ニ付老女中初江左之通

　御贈物有之

　　　　　白銀三枚ツヽ　　　　老女中

　　　　　同弐枚ツヽ　　　　　表使衆

　　　　　　　　　　　　　　天璋院様

　　　　　白銀三枚ツヽ　　　　老女中

A0143-01974_099
　　　　　　　　　　　　　　同

　　　　　白銀弐枚ツヽ　　　　表使衆

　　　右於中之口番之頭江相渡之

　　　　　白銀三枚　　　　　　おやち殿

　　　　　同弐枚　　　　　　　御右筆頭

　　　　　同弐枚　　　　　　　御客応答衆

　　　　　　　　　　　　　　天璋院様

　　　　　同三枚　　　　　　　小上臈

　　　　　　　　　　　　　　同

　　　　　同弐枚ツヽ　　　　　御中年寄

　　　右奥ゟ御贈有之

一十二月十一日神奈川横浜辺為御警衛御人数

　被差出候ニ付御陣屋敷地御渡之儀ニ付太田

　備後守殿江左之通御願書御留守居持参差出

A0143-01974_100
　候処御附札之通御差図有之

　　　越前守警衛場所神奈川宿境平

　　　沼新田ゟ海岸通り東南之方本牧

　　　本郷村迄持場ニ被　仰出候ニ付当分

　　　横浜村増徳院ヲ借受人数差出

　　　申候右ニ付而者差支之儀も御座候間

　　　早速陣屋敷地御渡被下候様奉

　　　願上候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　十二月十一日　　　　　真杉所左衛門

　　　　御附札

　　　　　陣屋地被下ニ而可有之候

一十二月十二日太田備後守殿江左之通御内慮御伺

　書御留守居持参差出候処御附札を以御差図有

　之

　　　越前守持場陣屋敷地願之通被

　　　仰出被下候ハヽ地所之儀ハ持場所之内

A0143-01974_101
　　　ニ而相応之地を見立相願候様仕度候

　　　右之通被相願候而も不苦儀ニ可有御座候

　　　哉此段御内慮奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　十二月十二日　　　　　真杉所左衛門

　　　　御付札

　　　　　書面地所之儀ハ御勘定奉行相談候様

　　　　　可仕候事

一十二月十二日出雲守様実之助様初而御招請御出之

　節表御錠口迄　御出迎被成夫ゟ御案内ニ而

　御座間代り　御居間江御通り御座着之上出雲守様江

　御長蚫　御直ニ御居被成実之助様江御長蚫

　御用人差上之御盃事有之相済種々

　御饗応畢而御退出之節最前御出迎之処

　迄御送被成

一十二月十三日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

A0143-01974_102
　　　天璋院様御叙位之為御祝儀来ル

　　　十五日服紗小袖麻上下着用惣出仕

　　　尤月次御礼相済候而右御祝儀可被

　　　申上候

　　一出仕之面々掃部頭老中若年寄中江

　　　可被相廻候且隠居幼少病気之面々ハ

　　　掃部頭月番之老中江使者可被差出候

　　一在国在邑之面々ハ掃部頭老中江拾万石

　　　以上者使札其余者飛札可指出候尤在邑

　　　之隠居部屋住者可為飛札候

　　　　十二月

一十二月十四日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　天璋院様御叙位之為御祝儀

　　　公方様

　　　天璋院様江

A0143-01974_103
　　　　　二種千疋ツヽ　　　　拾万石以上

　　　　　二種五百疋ツヽ　　　拾万石以上之

　　　　　　　　　　　　　　　嫡子隠居

　　　右之通可有献上候

　　　　公方様江之献上物者御玄関ゟ

　　　　天璋院様江之差上物者中之口迄来ル

　　　　十六日朝六時ゟ五時迄之内在国在所

　　　　之面々共一同以使者献上可有之

　　　　候

　　　　　十二月

一十二月十五日　御登　城月次御礼後於桜之

　間御大老并御老中列座　天璋院様

　御叙位之御祝儀被　仰上御大老被謁之

　畢而於御同席御用番内藤紀伊守殿左之通

　御書付を以御達有之

　　　今度

A0143-01974_104
　　　将軍

　　　宣下相済候為御祝儀来ル十八日御能

　　　被　仰付候間見物可致旨被　仰出候

　　　ニ付而熨斗目長袴着用六半時可有

　　　登　城候尤月次登　城無之分ハ被

　　　罷出ニ不及候

　　　　十二月

　右相済　御退出掛御大老并御老中

　御廻勤若年寄中江御使者御留守居被差出

　之

一十二月十五日御能御見物被　仰出候為御礼

　御内証ゟ御文被差出之

一十二月十五日横井平四郎熊本表江立帰罷越

　候ニ付三岡石五郞榊原幸八平瀬儀作同道被

　仰付

A0143-01974_105
一十二月十六日　天璋院様　御叙位之為

　御祝儀御使者御留守居を以

　公方様　天璋院様江昆布一箱干鯛一箱

　御樽代千疋ツヽ被献之

一十二月十六日田安中納言様昨十五日従二位大納言

　御叙任ニ付御内証ゟ御伺之上御歓御礼旁御文

　被差出之

一十二月十六日右同断ニ付表向御礼御勤向之儀

　如何御心得可被成哉之旨御用番江御伺被成候処

　翌十七日御附札を以御礼勤ニ不及旨御差図有

　之

一十二月十六日左之者共孝心奇特之儀ニ付夫々

　御褒美被下之

　　　　　　　　　　　　浜町

　　　　　　　　　　　　　杪（抄ヵ）屋

　　　　　　　　　　　　　　次兵衛下女

　　　　　　　　　　　　　　　みな

A0143-01974_106
　　　　　　　　　　　　松本西中町

　　　　　　　　　　　　　柳屋

　　　　　　　　　　　　　　政七妻

　　　　　　　　　　　　　　　たみ

　　　　　　　　　　　　亀屋町

　　　　　　　　　　　　　河田屋

　　　　　　　　　　　　　　惣八後家娘

　　　　　　　　　　　　　　　みつ

　　　　　　　　　　　　上寺下町

　　　　　　　　　　　　　御太子屋

　　　　　　　　　　　　　　喜兵衛悴

　　　　　　　　　　　　　　　岩蔵

　　　　　　　　　　　　三ツ橋新町

　　　　　　　　　　　　　島崎屋

　　　　　　　　　　　　　　与七次男

　　　　　　　　　　　　　　　捨吉

　　　　　　　　　　　　祝町

　　　　　　　　　　　　　油屋

　　　　　　　　　　　　　　七郎兵衛四男

　　　　　　　　　　　　　　　他吉

A0143-01974_107
一十二月十八日御能為御見物　御登　城可被

　成之処御風気ニ付御断

一十二月十八日寒中ニ付御使者御留守を以

　御先代之通御国産一番生鱈三被献之右ニ付

　翌十九日御用番ゟ御披露済之御奉書来ル

　　但右御献上之儀以後定例故不記之

一十二月十八日御領分人馬賃銭割増之儀ニ付

　御用番江御留守居御伺書持参指出候処追而

　御附札之通御差図有之

　　　越前守領分北陸道宿々追年及

　　　困窮候ニ付人馬賃銭割増之儀文化

　　　七午年相伺候処伺之通被

A0143-01974_108
　　　仰渡其後追々継年季相伺別紙

　　　板取宿之外拾五ケ宿安政元寅年ゟ

　　　当午年迄五ケ年之間四割増可申

　　　付旨御指図有之則当午年限ニ

　　　相成候処右宿々連年困窮之上

　　　水旱損不作等ニ而弥増及難渋継年

　　　季願出候付相糺候処難渋之儀相違も

　　　無之猶又来未年ゟ来ル亥年迄

　　　五ケ年是迄之通四割増被　仰付被

　　　下候様奉存候此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　十二月十八日　　　　　大道寺七右衛門

　　　　　　　　　　　　　北陸道

　　　　　　　　　　　　　　　　板取

　　　　　　　　　　　　　　　　今庄

　　　　　　　　　　　　　　　　湯尾

A0143-01974_109
　　　　　　　　　　　　　　　　鯖波

　　　　　　　　　　　　　　　　脇本

　　　　　　　　　　　　　　　　今宿

　　　　　　　　　　　　　　　　府中

　　　　　　　　　　　　　　　　上鯖江

　　　　　　　　　　　　　　　　水落

　　　　　　　　　　　　　　　　浅水

　　　　　　　　　　　　　　　　福井

　　　　　　　　　　　　　　　　舟橋

　　　　　　　　　　　　　　　　長崎

　　　　　　　　　　　　　　　　金津

　　　　　　　　　　　　　　　　細呂木

　　　　　　　　　　　　　　　　二ツ屋

　　　　御附札

　　　　　来未年ゟ来ル亥年迄五ケ年之間

　　　　　是迄之通四割増可被申付候

A0143-01974_110
一十二月十九日寒中ニ付御使者御留守居を以

　御国産二番生鱈被献之右ニ付御用番ゟ御披露

　済之御奉書来ル

　　但右御献上之儀以後定例故不記之

一十二月廿日　天璋院様　本寿院様江三節

　御祝儀御献上物之儀ニ付御用番江左之通

　御伺書被指出候処追而御附札之通御差図有

　之

　　　今般

　　　御代替ニ付

　　　天璋院様

　　　本寿院様江向後端午重陽歳暮

　　　之御祝儀差上候ニ不及旨先達而御触

　　　達御座候処天保八酉年

　　　御代替之以後

　　　大御台様江代々献上仕来候ニ付是迄

A0143-01974_111
　　　之通端午重陽歳暮之御祝儀白銀

　　　三枚ツヽ致献上度奉存候此段相伺申候

　　　以上

　　　　十二月廿日　　　　　　松平越前守

　　　　御附札

　　　　　天璋院様江三節差上物是迄之通

　　　　　本寿院様江者差上物ニ不及候

一十二月廿日道中奉行佐々木信濃守殿ゟ呼出有

　之御留守居真杉所左衛門罷出候処先達而被

　差出置候書取ニ左之通附札を以御差図有之

　　　越前守警衛場所之儀神奈川宿

　　　境平沼新田小川を境海岸通東南

　　　之方本牧本郷村迄持場与相心得人

　　　数指出置候様被　仰出候ニ付横浜村江

　　　人数指出置申候依之武器其外家

A0143-01974_112
　　　来之者共江戸屋敷ゟ同所陣屋江往

　　　返之節々且時宜ニゟ増人数等差出候

　　　節共人足弐拾五人馬廿五疋無差支

　　　継立之儀御聞済被成下候様奉願候

　　　以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　十二月十日　　　　　　真杉所左衛門

　　　　御附札

　　　　　書面人馬遺平常往来之節東海道

　　　　　宿々ハ弐拾五人弐拾五疋本牧江之脇道ハ

　　　　　申立通ニハ難承届拾三人拾三疋迄時宜ニ

　　　　　寄増人数等差出候節も右人馬数迄継

　　　　　立之儀承置候

　　　　　　午十二月

一十二月廿日来正月御用番脇坂中務太輔殿江

　左之通御伺書被差出候処追而御附札之通御指

　図有之

A0143-01974_113
　　　拙者儀来正月若菜之御祝儀

　　　致登

　　　城度候此段相伺申候以上

　　　　十二月廿日　　　　　　松平越前守

　　　　御附札

　　　　　可為伺之通候

一十二月廿日為歳暮之御祝儀御使者御留守居

　介河合次郎左衛門を以　御先代之通

　公方様江御小袖二被献之　天璋院様江

　御使者同人を以白銀三枚被指上之

　　但右御献上之儀以後定例故不記之

一十二月廿日右同断ニ付御内証ゟ御文被差出之

一十二月廿一日　天璋院様ゟ　御使御広敷番之

　頭波多野鍋之助殿を以白銀拾枚干鯛一箱御拝

　領鍋之助殿御出之節御玄関鏡板迄御出迎

　夫ゟ御案内ニ而仮御書院江御通御口上之趣

A0143-01974_114
　御達有之御目録御渡有之御頂戴

　御退座御長蚫出之［表小姓役之］御料理出御断ニ付

　引之御茶出之夫ゟ再御出座御請被

　仰上相済御退出之節最前御出迎之処迄

　御送被成

　　但歳暮御祝儀御拝領之儀以後定例故不記之

一十二月廿一日右同断ニ付為御礼御用番并御大老

　御老中江御使者御留守居被差出之

一十二月廿一日右同断ニ付為御礼御内証ゟ

　御文被差出之

一十二月廿四日　御登　城之節製声之

　儀ニ付太田備後守殿江左之通御願書御留守居

　真杉所左衛門持参差出候処追而御附札之通御指

　図有之

　　　越前守登　城之節

　　　御城内製声之儀代々旧例之通

A0143-01974_115
　　　先達而奉願候処御書取を以内意

　　　之趣難相整旨御指図被成下奉畏

　　　候右製声之儀者先祖以来十二代

　　　先綱昌代迄ハ御門々々惣下座被

　　　仰出候処其後中絶仕候然ル処先達而

　　　例書を以奉申上候通当家之儀者先

　　　祖格別之家柄を被

　　　思召一橋様御嫡子小五郎殿を以八代先

　　　宗矩養子被　仰出候以来当節迄

　　　百年余連綿仕来候処当越前守

　　　代ニ至り旧来之家格相触候而者家

　　　柄之威光今更相減候抔与家来

　　　末々迄彼是申合人心居合方ニ差響

　　　殊ニ末家ゟ相続之身分ニ至り迷惑

　　　仕重役共も甚当惑至極ニ御座候尤当

　　　家之儀者一旦中絶者仕候得共先祖格

A0143-01974_116
　　　別之家格を被

　　　思召七代先重昌以来都而旧格之

　　　通御取扱被成下其砌ゟ

　　　御続柄之有無ニ不拘家柄之儀ニ

　　　付製声之儀被　仰出連綿仕来候

　　　処今般御差止ニ相成候而者先祖江対シ

　　　歎ケ敷次第ニ御座候間再応申上候儀

　　　奉恐入候得共厚御評儀を以

　　　御聴届被成下候様歎願仕候様被申

　　　付候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　十二月廿四日　　　　　真杉所左衛門

　　　　御附札

　　　　　内意之趣先難整

一十二月廿五日

　将軍　宣下被為　済候為御祝儀　上使

　御奏者番松平市正殿を以縮緬二十巻干鯛

A0143-01974_117
　一箱御樽代千疋御拝領

一十二月廿五日右同断ニ付　御登　城於黒鷲

　御杉戸際御礼被　仰上御老中被謁之

　御退出掛御大老并御老中　御廻勤

　　但御内証ゟも御礼御文被差出之

一十二月廿五日太田備後守殿江左之通御願書

　被差出候処追而御書取を以御差図有之

　　　此度

　　　将軍　宣下被為　済候為御祝儀

　　　先格之通従

　　　天璋院様も拝領物被　仰付被下置候

　　　様奉願候以上

　　　　十二月廿五日　　　　　松平越前守

　　　　御書取

　　　　　天璋院様ゟも可被下ニ而可有之事

A0143-01974_118
一十二月廿八日

　将軍　宣下被為　済候為御祝儀

　天璋院様ゟ　御使坪内伊賀守殿を以縮緬五巻

　干鯛一箱御拝領

一十二月廿八日右同断ニ付為御礼御用番江

　御勤御大老并御老中江御使者御留守居若年寄

　中御側衆江御使者御使番被差出之

　　但御内証ゟ茂御文被差出之

一十二月廿八日　御登　城月次御礼後於黒鷲

　御杉戸際御大老御老中列座来年始御礼

　御着座被　仰出候旨脇坂中務太輔殿被

　仰渡即刻右御礼被　仰上御用番被謁之

　相済　御退出掛御大老御老中　御廻勤

一十二月廿九日当夏御領分洪水ニ付左之通御用番江

　御損毛之御届書被差出之

　　　拙者領分越前国当春来植付之

A0143-01974_119
　　　頃相応之順気之処五月中旬ゟ

　　　雨天勝ニ相成同月廿一日廿五日両度

　　　之出水ニ而窪所之田畑相損其後

　　　土用之砌別而降勝冷気打続諸

　　　作生立悪敷候処六月廿三日暁

　　　ゟ雨降出し終日無晴間同夜中大

　　　雨降募り足羽九頭竜日野三川

　　　共一時ニ洪水別而足羽九頭竜両川

　　　水上暴風烈敷急水ニ而山々谷々ゟ

　　　石砂馳出し川添村々ハ民家相損

　　　尤田畑川欠永荒所等出来田地囲

　　　堤井堰川除押流又々七月廿六日

　　　大雷鳴烈敷風雨一時ニ出水引続翌

　　　廿七日夜暴風吹起次第ニ増長早

　　　稲方ハ実入り最中晩稲之分花盛

　　　之頃一円吹倒下地弱育之稲株度

A0143-01974_120
　　　々水冠ニ相成腐絶多出来其後

　　　天気模様相直り漸立毛之姿ハ

　　　立戻り候得共洪水暴風ニ被吹揉候

　　　事ニ付無類之薄作ニ相成申候

　　　尚又収納ニ至り篤与相糺候処田畑

　　　永荒并損毛高左之通ニ御座候

　　　以上

　　　　午十二月廿九日　　　　松平越前守

　　一高四千九拾七石六斗　　　当午年水損并

　　　　　　　　　　　　　　　山崩田畑永流

　　一高弐万五千九百八拾六石　同年田畑之内

　　　　　　　　　　　　　　　水損虫痛等ニ而損毛之分

　　一往来道并耕作道損共　　　七ヶ所

　　一石橋土橋流落大損共　　　拾八ケ所

　　一川除用水并囲堤共　　　　四拾五ケ所

　　一溺死人斃牛馬無御座候

A0143-01974_121
一十二月廿九日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処

　先達而被指出置候馬喰町御貸附金御上納方

　を始御拝借口々之儀も　御先代様御願置被

　成候通御用捨之御願書江御書取を以御指図

　有之

　　　御書取

　　　書面願之趣者難被及御沙汰筋ニ候得共

　　　御金蔵拝借之儀者出格之訳を以猶

　　　又去ル巳年より来未年迄三ケ年之

　　　間年延被成下其余願之趣者難被

　　　及御沙汰候事

　　　　但御願書御記録類不詳

一十二月晦日右同断御差図之趣ニ付御礼勤之

　御伺書御用番江御留守居介奈良太郎右衛門

　持参指出候処追而御附札を以御差図有之

　　　今度是迄之拝借上納之儀御用捨

　　　筋之儀相願候処願之趣者難被及

A0143-01974_122
　　　御沙汰筋ニ候得共御金蔵拝借之儀

　　　ハ出格之訳を以猶又去巳年ゟ来

　　　未年迄三ケ年之間御年延被成

　　　下候旨被　仰出難有仕合奉存候依之

　　　御礼勤向之儀如何相心得可申哉此

　　　段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　十二月晦日　　　　　　奈良太郎右衛門

　　　　御付札

　　　　　掃部頭老中江使者指出候様可仕候事
A0143-01975_001
（表紙）

安政六年己未

　茂昭様御代

　　　　　　　　　　（朱書）「読合済」

A0143-01975_002
（本文）

安政六年己未
一正月朔日為年始御祝儀　御登　城［御直垂］御白書院江
　公方様出御

　御三家方御次ニ御太刀目録［御太刀一腰御馬代黄金拾両］御持参

　御下段御敷居之内ニ而［御正面下ゟ二畳目］御先代之通御礼被仰上直ニ

　御同間東之方江御順ニ御着座御吸物出

　公方様御会釈ニ而御頂戴夫ゟ御順ニ相成候節三畳目江御

　出座御盃御頂戴相済御復座呉服［御熨斗目紅裏一重］御敷居内江

A0143-01975_003
　中奥御小姓持出之［東西江長く置］御敷居外江御出座御頂戴又

　御復座不残相済御吸物引之御一統御礼被仰上御用番

　脇坂中務太輔殿御取合有之上意［目出度イト］有之御退去

一正月朔日右同断ニ付御使者御使番介雨森儀右衛門を以

　御先代之通　天璋院様江白銀五枚干鯛一箱　本寿院様江

　白銀三枚干鯛一箱被　指上之　御本丸於檜之間御留守居

　年寄池田甲斐守殿被謁之

　　但右御献上之儀已後定例故不記之

一正月朔日年始御着座御礼初而被仰上并呉服御拝領

　之為御礼御内証ゟ御文被差出之

（以下、「　」内は抹消）

「一正月朔日節分ニ付御祝有之」

一正月二日於御屋形年始御規式有之於　御座之間御家老

　太刀目録持参御礼申上之三献之御祝御相伴被　仰付

　相済於小書院御用人初番外之面々御礼申上之御盃

　頂戴之御長蚫御直ニ被下之畢而於表御書院御物頭ゟ

　諸士御流之御盃頂戴御長蚫取次ニ而被下之畢而被為入

A0143-01975_004
　掛ケ於長炉之間一統之者　御立掛　御目見被　仰付相済

　於　御座之間御小姓共御礼申上之御流之御盃頂戴之

　御長蚫取次ニ而被下之

　　但御省略御年限中ニ付御略式ニ可有之処

　　　御代御初而ニ付御旧例之通御式有之

一正月二日御馬御乗初有之

一正月三日為御謡初御祝儀御使者御留守居介河合次郎左衛門

　を以　御先代之通御盃代［鶴亀松竹金土器二］御酒代［銀一枚］被献之

　　但右御献上之儀已後定例故不記之

一正月三日霊岸島御屋敷江被為　入慶永様勇姫様江年始之御祝詞被　仰上

　御盃事有之

　　但已後定例故不記之

一正月四日年始三ケ日之御規式相済候為御祝儀御用番脇坂

　中務太輔殿江御使者御留守居被指出之追而京都

　所司代江　御書被遣之

　　但右御使者被指出且御書被遣候儀已後定例故不記之

A0143-01975_005
（以下「　」内は「不用」）

「一正月四日神奈川為御警衛御先物頭浅見七郎右衛門皆川平右衛門

　　組之者共召連横浜表江昨日到着ニ付旧臘致出張居候

　　小寺儀右衛門井上半大夫今日罷帰ル」

一正月五日為年始御祝儀御大老并御老中江御勤夫より

　溜池様江被為　入此節出雲守様江御太刀馬代并干鯛一箱

　実之助様江干鯛一箱御惣容様同断被進之

　　但已後定例故不記之

一正月七日為若菜御祝儀　御登　城［御熨斗目長御上下］御白書院江

　公方様出御御畳縁下ゟ一畳目江御出座御祝儀被　仰上

　御用番介太田備後守殿御披露［越前守ト］御下段西之方江

　御着座御老中当日之御祝儀申上マスト言上　上意［目出タイト］

　有之御退去御居残御白書院縁頰於黒鷲御杉戸際

　御大老并御老中列座当日御出仕之御礼被　仰上相済

　御退出掛ケ御大老并御老中江御廻勤夫ゟ霊岸島御屋

　敷江被為　入当日之御祝儀被　仰上之

一正月七日右同断ニ付御使者御留守居介河合次郎左衛門を以

A0143-01975_006
　御先代之通

　公方様江鮮鯛一折被献之御城於蘇鉄之間御品御

　目録共御坊主組頭江相渡之御側衆岡部因幡守殿

　　後刻御披露可有之旨組頭を以被申聞之右御披露済之

　捻御奉書御用番介太田備後守殿ゟ来ル

　　　為若菜之御祝儀鯛一折被献之候遂披露

　　　候処一段之御仕合候恐々謹言

　　　　正月七日　　　　　　　太田備後守

　　　　　松平越前守殿

　右御請之御書御使者御使番を以被指出之

　　但右御献上之儀已後定例故不記之

一正月七日右同断ニ付為御祝儀御内証ゟ御文被差出之

一正月十一日御具足之餅御開ニ付御規式有之

一正月十五日年始ニ付赤坂氷川神社江　御代拝御物頭を以

　金弐百疋被供之

　　但御氏神ニ付例年被供之

A0143-01975_007
一正月十五日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　去ル十二日英吉利船一艘品川沖江入津いたし

　　　書翰可差出旨申立候尤此度ハ止宿者不致候得共

　　　運動之ため歩行者可差許候間諸事先達而

　　　外国人取扱方之趣ニ相心得候様向々江可被達

　　　事

　　　　正月

一正月十六日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　神奈川長崎箱館三港追々御開相成候ニ付而ハ

　　　右場所々々出稼又ハ移住いたし勝手ニ商買

　　　可為致条望之もの者其港々々之所役人江引合

　　　候様可致候

　　　　正月十六日

一同月十九日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　大艦ニハ御国惣印日丸幟相立

　　　公儀ニ而ハ中帆之柱ニ白細布吹貫引揚帆者

A0143-01975_008
　　　中黒相用候様先年相達置候処向後御国

　　　惣印ハ白地日の丸之旗艫網江引揚帆者白布

　　　相用ひ

　　　公儀御軍艦者中黒之細旗を中帆柱江引揚

　　　候間於諸家も大艦出来次第家々之船印

　　　公儀御船印ニ不紛様取調雛形を以可被相伺候

　　　　正月

一正月廿日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　去ル十二日品川沖江入津致候英吉利船昨十九日

　　　退帆致し候此段為心得向々江可被達候事

　　　　正月廿日

一正月廿四日太田備後守殿江左之通御留守居御伺書持参

　差出候処追而御附札を以御差図有之

　　　松平越前守警衛持場所経界被　仰出候ニ付

　　　横浜村江人数指出置申候依之兼而心得方

　　　別紙ケ条書を以奉伺候宜御指図可被成下候以上

A0143-01975_009
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　正月廿四日　　　　　　大道寺七右衛門

　　　　　別紙

　　一松平越前守持場洋中江異船相見へ候節

　　　注進方心得之事

　　一沖合異船与身受候迄ニ而何国之船共難見分帆

　　　通り候節心得方之事

　　一自然持場江差向可致着船様子ニ身受候節

　　　備向心得方之事

　　　　但御条約済又者不相済国之船着船ニ付

　　　　　心得方相違可有御座哉之事

　　一異人上陸之上自然及乱妨候節取締方心得

　　　之事

　　一御条約済之国々帆印船印等承知仕置申度

　　　候事

　　　　御附札

　　　　　書面之趣者別段注進ニ不及候其外之儀者

　　　　　神奈川江出張之奉行江承合候様可仕候

A0143-01975_010
　　　　　帆印船印等ハ追而相達ニ而可有之候事

一正月廿五日昨年御相続并御官位ニ付山王江御参詣左之通

　被供之

　　　　御相続ニ付

　　　　　　御太刀一腰

　　　　　　銀馬代一枚

　　　　御官位ニ付

　　　　　　同断

一正月廿五日太田備後守殿ゟ御呼出御留守居罷出候処昨日

　被差出置候御願書ニ左之通御附札を以御差図有之

　　　先代春嶽勤中願済之通箱根今切碓氷福島

　　　御関所鉄砲持越候儀以来指支無御座候様

　　　御達置被下候様此段奉願候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　正月十四日　　　　　　大道寺七右衛門

　　　　御附札

　　　　　御留守居江相達候間可被得其意候

一正月廿五日平泉寺中宮拝殿再建ニ付金拾五両御寄附被成

一正月廿五日左之通申渡候様月番御目付村田巳三郎江月番

A0143-01975_011
　御家老本多修理申渡之

　　　諸師役其流儀古老之面々是迄世話役与被仰付置

　　　候得共御趣意ニ付世話役与申儀ハ御免被成候且又

　　　武芸所詰并詰同様之面々も右同様御免被成候

　　一砲術家古老之面々是迄御家流世話役与被仰付置

　　　候得共御趣意ニ付世話役与申儀ハ御免被成候且又

　　　同所詰并詰同様之面々右同様御免被成候

一二月三日左之通相心得夫々申渡候様御用人島田近江江御家老

　申渡之

　　　中将様御附御近習番之儀御役名御附御近習与

　　　被　仰付御書院番組被相除御用人支配被　仰付

一二月九日太田備後守殿ゟ御呼出御留守居罷出候処旧臘

　被差出置候御持場之儀ニ付伺書ニ左之通御書取を以御差図

　有之

　　　神奈川横浜辺経界之儀且守衛之人数指出置

A0143-01975_012
　　　候様被　仰出候ニ付心得方之儀松平隠岐守様江可

　　　申合候得共猶又越前守ゟも相伺度条々も御座

　　　候節都而御掛此御方様江相伺候而宜儀ニ可有

　　　御座哉且又経界之場所御役人方御立合之上

　　　御引渡之儀ニも可有御座哉此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　十二月三日　　　　　　大道寺七右衛門

　　　　御書取

　　　　　書面之趣者場所引渡者無之候得共持場経

　　　　　界之儀者於場所可相達候間委細之儀者御勘定

　　　　　奉行相談候様可仕候且又差向相伺候儀も有之

　　　　　候ハヽ先自分江相伺候様可仕候事

　　　越前守警衛場所之儀神奈川宿境平沼新田

　　　小川を境海岸通東南之方本牧本郷村迄持場与

　　　可相心得旨被　仰出候ニ付警衛人数差出方之儀奉

　　　伺候処人数指出置候様可相心得旨被　仰出奉畏候

　　　右ニ付持場之内横浜村江人数指出置申候依之

　　　平常并異船渡来之節心得方之儀如何相心得

A0143-01975_013
　　　可申哉此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　十二月廿八日　　　　　大道寺七右衛門

　　　　御書取

　　　　　書面之趣未陣屋も不取建儀ニ付人数差出方

　　　　　之儀者其都度々々相達ニ而可有之事

一二月十日太田備後守殿江左之通御留守居伺書持参指出候処

　追而御附札を以御差図有之

　　　松平越前守持場之内横浜村江旧冬伺之上人数

　　　差出置申候ニ付平常并異国船渡来之節心得方

　　　之儀奉伺候処未陣屋も不取建儀ニ付人数差出方

　　　之儀者其都度々々御達可有御座旨御書取を以

　　　御差図之趣奉畏候右者陣屋も無御座儀ニ付是迄

　　　人数一手差出置其余之人数ハ常盤橋内居屋敷ニ

　　　為相守居候儀ニ御座候右御指図御座候ニ付而者

　　　注進方等臨時取斗候役人斗持場所江指遣置其

　　　余之人数ハ陣屋出来候迄之処其都度々々御差図

　　　次第出張之心得ニ罷在候而宜敷儀ニ可有御座哉

A0143-01975_014
　　　此段御手前様迄御内々相伺候様被申付候宜御指図

　　　可被下候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　二月十日　　　　　　　大道寺七右衛門

　　　　御附札

　　　　　書面地所之儀ハ御勘定奉行相談候様可仕候事

一二月十一日深川霊岸島江初而　御参詣

　清浄院様　専光院様御霊前江御香奠金百疋被供之

一二月十三日昨夕町奉行石谷因幡守殿ゟ御留守居迄申来橋本

　左内江御尋之儀有之ニ付召連人滝勘蔵被差添評定所江

　被指出之

一二月廿日於東叡山最樹院様三十三回御忌御法事ニ付御使者

　御番頭代り稲垣半之丞を以御香奠白銀弐枚被供之

一二月廿三日於凌雲院一橋様ゟ右同断御執行有之ニ付

　御代拝御家老代り御用人稲葉左司馬を以御香奠白銀

　弐枚被供之

一二月廿五日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　明日

A0143-01975_015
　　　御代替初而

　　　御内書頂戴之面々為御礼明後廿七日四ツ時

　　　服紗小袖麻上下着用登　城夫より掃部頭

　　　老中江可被相廻候

　　　　但在国在邑之面々者使札可被指越候尤病気之

　　　　　面々者使者可被指越候

　　　　　　二月廿五日

一二月廿六日御用番太田備後守殿ゟ御呼出御留守居真杉

　所左衛門　御城江罷出候処昨歳暮御祝儀御献上ニ付而之

　御内書於柳之間備後守殿御渡被成所左衛門江御巻物ニ

　拝領被　仰付旨被申聞之御品者御奏者番土井大隈守殿

　被相渡之

　　但御相続後初而　御内書御頂戴并御家来拝領物

　　　之為御礼御用番江為御礼御使者御番頭被指出之

　　一右御内書御渡并御家来拝領物等之儀以後定例故

　　　不記之

A0143-01975_016
一二月廿七日初而御内書御頂戴之為御礼　御登　城可被成之処

　御風気ニ付御断

一三月朔日於御稽古所斎藤篤信斎長剣　御覧被成

一三月三日節句　御登　城御祝儀被　仰上御退出掛ケ為御礼

　御大老御老中御廻勤若年寄中江御使者御留守居被指

　出之

　　但已後定例故不記之

一三月三日歳暮之御内書於　御座之間御拝見被成

一三月四日町奉行ゟ申来橋本左内江御尋之儀有之ニ付

　召連人被指添評定所江被差出之

一三月九日太田備後守殿江左之通御留守居真杉所左衛門

　御伺書持参指出候処追而夫々御附札を以御指図有之

　　　此度御触達大艦ニ者向後御国惣印白地

　　　日の丸之旗艫綱江引揚帆者白布相用ひ

　　　公儀御軍艦者中黒之細旗を中帆柱ニ引揚

　　　候間於諸家も大艦出来次第家々之船印

A0143-01975_017
　　　公儀御船印ニ不紛様取調雛形を以可相伺旨

　　　奉畏候越前守兼而伺済之上蘭名コツトル与申

　　　船出来仕候ニ付右帆印船印別紙絵図之通

　　　仕度奉存候此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　三月九日　　　　　　　真杉所左衛門

（絵図あり、省略）

白帆中左之方江

竪ニ紺色之壱幅

為印相用申度事

（絵図あり、省略）

船印中白上下赤之

細旗為印中帆

柱江引揚候事

A0143-01975_018
　　　　御附札

　　　　　伺之通相心得可申候事

　　　松平越前守持場内江砲台場所并遠見番所別紙

　　　之通取補理申度奉存候此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　三月九日　　　　　　　真杉所左衛門

　　　　横浜村　　　　　　　　砲台場所

　　　　北方村之内ニ而　　　　　壱ケ所

　　　　本牧本郷村　　　　　　遠見番所

　　　　　　八王子山ニ而　　　　壱ケ所

　　　　同所　　　　　　　　　同

　　　　　　十二天山ニ而　　　　壱ケ所

　　　　御書取

　　　　　砲台場之儀者地所取極早々相伺候様可仕候遠見

　　　　　番所之儀八王子山ニ而取建候儀差支無之十二天

　　　　　江者品ニ寄　公儀より遠見番所御取建可相成

　　　　　候間先見合候様可仕候事

　　　松平越前守持場砲台場所之儀相伺候ニ付而者

　　　砲台築方之儀者勝麟太郎様江御談取補理

　　　被申度候相成儀ニ御座候ハヽ麟太郎様江御声掛

A0143-01975_019
　　　之儀相願被申候此段御手前様迄御内々申上候様

　　　被申付候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　三月九日　　　　　　　真杉所左衛門

　　　　御書取

　　　　　書面砲台築建方之儀勝麟太郎江申談候者

　　　　　勝手次第可仕候同人江右之趣各より沙汰ニ及候儀者

　　　　　難整候事

一三月十九日御老中ゟ大目付江御達之御書付写細川越中守様

　より御廻達有之

　　　水野出羽守御側御用人被仰付候ニ付諸事堀

　　　大和守相勤候節之通可被心得候事

一三月廿日左之通申談取斗候様月番御家老本多飛驒

　申渡之

　　　　　　　　　　　　　　御奉行郡奉行兼

　　　　　　　　　　　　　　　勝木十蔵

　　　　　　　　　　　　　　郡奉行

　　　　　　　　　　　　　　　大井弥十郎　江

　　　　　　　　　　　　　　同

　　　　　　　　　　　　　　　岡田喜八郞

　　　御趣意ニ付一昨年三領并川北領共打込致支配

A0143-01975_020
　　　相勤候様被　仰付候得共内達之趣も有之ニ付

　　　役所限ニ而銘々一領宛致支配相勤候様被　仰付候

　　　且又他所他国掛合并入組候取扱之儀者是迄

　　　之通申談可被取斗候

一三月廿二日御目付駒井山城守殿江左之通御留守居書取持参

　指出候処追而御附札を以御差図有之

　　　将軍

　　　宣下ニ付越前守登

　　　城之節熊皮投鞘対道具為持来候旧格之

　　　次第御聞済之儀再応申上候処猶別紙江御附札

　　　を以被仰渡之趣奉畏候然ル処右天保度相願

　　　候廉式立候節々為持候様被致度相願候儀ニ而

　　　右

　　　御大礼之節者前々ゟ為持候儀故其節も相願

　　　不被申儀ニ御座候再三申上候段者甚恐入候得共

　　　右者先祖秀康以来持伝格別由緒有

A0143-01975_021
　　　道具ニ付同姓三河守殿ニ而も右由緒を以

　　　被相願既ニ別紙之通被　仰出候事ニ御座候

　　　越前守儀者素より右由緒之規格篤与

　　　御賢察被成下前々之通為持候様御聞済

　　　之程奉願候依之別紙二通相添猶此段奉

　　　願候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　三月廿二日　　　　　　真杉所左衛門

　　　　御附札

　　　　　書面之趣ハ　将軍　宣下ニ際先格も有之候間承置候

　　　熊皮投鞘鑓之儀

　　　権現様御持道具之内天正十二年申十二月十二日

　　　先祖秀康大坂江引移候節ゟ為持候様との御事

　　　ニ而致拝領候道具ニ御座候

　　　〆

　　　天保八酉年八月七日松平越後守殿より水野

　　　越前守様江被相願書付左之通

　　　先祖中納言秀康ゟ由緒有之持伝候金十文字

　　　投鞘対鑓三代目中将光長迄式立候節相用

　　　来候処追々家格旧復被

A0143-01975_022
　　　仰付候ニ付者今般格別之

　　　御大礼ニも御座候間

　　　将軍　宣下登

　　　城之節旧例も有之儀ニ付右鑓為持申度

　　　奉存候此段御内慮御伺申候以上

　　　　八月七日　　　　　　　松平越後守

　　　　御附札

　　　　　書面之趣出格之訳を以

　　　　　御大礼ニ限り金十文字投鞘対道具為持

　　　　　候様可被致候事

一三月廿二日海防掛り太田備後守殿江左之通御届書被差

　出之

　　　武州神奈川横浜辺御警衛場所之儀神奈川

　　　宿境平沼新田小川を境海岸通り東南之方

　　　本牧本郷村迄越前守持場与可相心得旨旧冬被

　　　仰出候処右場所之経界去ル十九日小林藤之助様

　　　より於場所御達御座候此段御届申候以上

A0143-01975_023
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　三月廿二日　　　　　　真杉所左衛門

一三月廿三日　松栄院様御法事之儀ニ付御用番松平和泉守殿江

　御留守居御伺書持参差出候処追而左之通御附札を以御差

　図有之

　　　松栄院様御三回忌来ル五月十日御相当ニ付

　　　御逮夜御当日於西久保天徳寺百部之御法事

　　　執行被仕度此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　三月廿三日　　　　　　真杉所左衛門

　　　　御附札

　　　　　伺之通御法事執行有之候様可仕候

一三月廿五日御持場八王寺山江遠見番所御取達之儀ニ付

　左之通太田備後守殿江御留守居伺書持参差出候処

　御附札を以御差図有之

　　　松平越前守持場内八王寺山江遠見番所取建

　　　申度段奉伺候処御差支無御座趣御指図御座

　　　候ニ付同所遠見番所早速取建申度奉存候依之

　　　右地所御引渡被下候様奉願上候以上

A0143-01975_024・025
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　三月廿五日　　　　　　真杉所左衛門

　　　　御附札

　　　　　書面之趣者御代官小林籐之助江申渡候間

　　　　　相談請取候様可仕事

一三月廿五日左之者共孝心奇特之儀ニ付夫々御褒美被下之

　　　　　　　　　　　　　　　殿下村

　　　　　　　　　　　　　　　　惣四郎

　　　　　　　　　　　　　　　田中々村

　　　　　　　　　　　　　　　　小右衛門

　　　　　　　　　　　　　　　上河端村

　　　　　　　　　　　　　　　　弥助

　　　　　　　　　　　　　　　太郎浦

　　　　　　　　　　　　　　　　孫左衛門

　　　　　　　　　　　　　　　新河原村

　　　　　　　　　　　　　　　　五右衛門

　　　　　　　　　　　　　　　米岡村

　　　　　　　　　　　　　　　門左衛門妻

　　　　　　　　　　　　　　　　りき

　　　　　　　　　　　　　　　今市村

　　　　　　　　　　　　　　　　半左衛門

一三月廿六日太田備後守殿江左之通御留守居御伺書持参差出候処

　即日御書取を以御差図有之

（付紙）

「一三月廿六日大目付久貝因幡守殿

　御渡之書付壱通松平阿波守様ゟ

　左之通来ル」

　　　　　覚

　　　遠馬之儀去ル辰年中ゟ乗試之主意を以諸向

　　　届之上遠方迄罷越候様相成候儀ニ而近来之

A0143-01975_026
　　　時勢武備励ミ之一端ニ而相当之様ニハ相聞候得共

　　　其実ハ左迄之筋合ニも無之当年者遠方迄度々

　　　乗試之儀諸向より届も出候儀強而指止候程之儀ニハ

　　　相聞不申候得共余り盛ニ至り候而者内意者遊参之

　　　姿ニ相成可申終ニハ一躰之主意を失ひ却而不取締

　　　り之弊を生申間敷とも難申候間老中若年寄ニハ

　　　遠馬之儀先者容易ニ不罷出方ニ申合候間相含

　　　向々江も程能達置候様可被致事

　　　　三月

一三月廿九日御使者御留守居介河合次郎左衛門を以　御先代之通

　公方様江干鰈一箱被献之

　　但右御献上之儀已後定例故不記之

一三月廿九日　松栄院様御法事之節御取扱向之儀ニ付左之通

　御用番江御留守居御伺書持参差出候処即日御附札を以可為

　御伺之通旨御差図有之

　　　此度

A0143-01975_027
　　　松栄院様御法事之節諸事取扱向之儀

　　　惣而御一周忌御法事之節伺済之通相心得候而

　　　宜儀ニ御座候哉此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　三月廿九日　　　　　　真杉所左衛門

一四月三日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　一昨朔日和蘭船一艘品川沖江入津いたし候諸事

　　　先達而中外国船碇泊中之趣ニ相心得候様向々江

　　　可被達候事

　　　　四月三日

一四月三日太田備後守殿江左之通御留守居伺書持参指出候処

　追而御附札を以御差図有之

　　　松平越前守持場内江砲台場所取建之儀相伺

　　　候処地所取極早々相伺候様御指図御座候ニ付勝

　　　麟太郎様江御談申候処一ケ所ニ而者不都合之儀

　　　有之候間横浜村之方江一ケ所同所地之内字シウカン

A0143-01975_028・029
　　　弁天洲崎江一ケ所取建可然段御申聞ニ御座候

　　　然ル処二ケ所一時ニ造築仕候儀者行届兼候ニ付

　　　先弁天洲崎之方ゟ取掛申度候間同所ニおゐて

　　　砲台場敷地御渡被下候様奉願上候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　四月三日　　　　　　　大道寺七右衛門

　　　　御附札

　　　　　書面敷地引渡之儀者御代官小林藤之助江申渡

　　　　　候間得其意砲台絵図面取調差出候様可仕事

一四月三日道中奉行大沢豊後守殿江左之通御留守居書取

　持参差出候処御附札之通御差図有之

　　　松平越前守警衛持場所本牧横浜村戸部村江

　　　江戸屋敷ゟ人数往返之節継人馬遣方之儀平常ハ

　　　前日先触差出候得共御指図ニより臨時人数出張并

　　　急用向有之候節者即刻先触ニ而宿々人馬継立

　　　指支無御座候様御達置可被下候此段奉願候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　四月三日　　　　　　　真杉所左衛門

　　　　（付札）

　　　　「附札

　　　　　願之趣ハ夫々宿元

　　　　　相達置候事」

一四月七日御老中間部下総守殿江初而御逢対御勤

A0143-01975_030
　　但御太刀馬代御持参被成

一四月八日コツトル御船御出来ニ付浦賀奉行溝口讃岐守殿江

　左之通御留守居御届書持参指出之

　　　越前守於国元蘭名コツトル与申船出来仕候ニ付

　　　別紙之通伺済ニ相成候此段御届申上候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　四月八日　　　　　　　大道寺七右衛門

（絵図あり、省略）

一船長サ拾壱間幅三間半

一船深サ弐間七寸

一乗組人数拾六人

A0143-01975_031
一四月十一日太田備後守殿ゟ御呼出御留守居罷出候処去ル六日

　被差出置候御願書ニ左之通御附札を以御差図有之

　　　先代春嶽儀昨秋以来慎罷在候処一室ニ閉居

　　　仕居候事故近来ニ至り候而者疳鬱之気味ニ而

　　　逆上強其上持病之足痛差発殊之外難儀之

　　　躰ニ相見へ申候追々温気之時節自然病者ニも罷成

　　　可申哉与深心痛仕候右ニ付自由ケ間敷儀ニ而恐入

　　　候得共月額為挟并為運動中庭内歩行為仕

　　　候儀何卒

　　　御宥免被成下候様歎願奉存候尤慎方之儀者

　　　是迄之通厚相心得可申間幾重ニも

　　　御憐恕之御沙汰被成下候様奉内願候以上

　　　　四月六日　　　　　　　松平越前守

　　　　御附札

　　　　　内願之趣不苦候尤慎方之儀者是迄之通可被

　　　　　相心得候事

一四月十一日左之者共孝心奇特之儀ニ付夫々御褒美被下之并

A0143-01975_032
　三郡下極難渋之者江左之通御手当被下之

　　　　　　　　　　　　　　　新保村

　　　　　　　　　　　　　　　　甚右衛門弟

　　　　　　　　　　　　　　　　　甚太郎

　　　　　　　　　　　　　　　上中村

　　　　　　　　　　　　　　　　吟右衛門弟

　　　　　　　　　　　　　　　　　磯右衛門

　　　　　　　　　　　　　　　大窪村

　　　　　　　　　　　　　　　　　八郞右衛門

　　　一四百七拾四軒　　　　　上領下

　　　　　内

　　　　　　弐拾三軒　　　　　　　極々難渋者

　　　　　　　此銀六百九拾匁　但壱軒江三拾匁ツヽ

　　　　　　弐百八拾四軒　　　　　極難渋者

　　　　　　　此銀五貫六百八拾匁　但壱軒江弐拾匁ツヽ

　　　　　　百六拾七軒　　　　　　難渋者

　　　　　　　此銀壱貫六百七拾匁　但壱軒江拾匁ツヽ

　　　一五百九拾四軒　　　　　中領下

　　　　　内

　　　　　　四拾弐軒　　　　　　　極々難渋者

　　　　　　　此銀壱貫弐百六拾匁　但壱軒江三拾匁ツヽ

　　　　　　弐百五拾壱軒　　　　　極難渋者

　　　　　　　此銀五貫弐拾匁　但壱軒江弐拾匁ツヽ

　　　　　　三百壱軒　　　　　　　難渋者

　　　　　　　此銀三貫拾匁　但壱軒江拾匁ツヽ

A0143-01975_033
　　　一九百三軒　　　　　　　下領下

　　　　　内

　　　　　　拾軒　　　　　　　　　極々難渋者

　　　　　　　此銀三百匁　但壱軒江三拾匁ツヽ

　　　　　　四百六拾六軒　　　　　極難渋者

　　　　　　　此銀九貫三百弐拾匁　但壱軒江弐拾匁ツヽ

　　　　　　四百弐拾七軒　　　　　難渋者

　　　　　　　此銀四貫弐百七拾匁　但壱軒江拾匁ツヽ

　　　　　〆三拾壱貫弐百弐拾匁

　　　　　　　此家数千九百七拾壱軒

一四月十二日昨日御差図之趣ニ付御伺之上為御礼御大老并

　太田備後守殿江御使者御留守居被指出之

一四月十二日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　去ル朔日品川沖江入津いたし候和蘭船同六日

　　　退帆いたし候此段為心得向々江可被達候事

一四月十三日左之通御家中江相触候様御目付高田孫左衛門江

　御家老申聞之

　　　此度

A0143-01975_034
　　　中将様御慎中御月代御挟并為御養生

　　　御庭内御歩行之儀

　　　殿様ゟ御内願被仰上御願之通被仰出然ル処

　　　自然御慎御宥免も被仰出候様ニ相心得御締

　　　方等閑之儀等有之候而者不相済候事ニ候得者

　　　諸事是迄之通厳重相心得可申旨御沙汰ニ

　　　候事

一四月十五日田安御屋形江被為入大納言様江初而　御対顔

　有之

　　但御太刀一腰御馬代銀三枚御持参被成

一四月十六日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　参勤御暇之節願済ニ而道中往返とも鉄炮

　　　為持関所々々通行致し并家来交代之節

　　　同様持通候得共代替之節ハ先代願済ニ候共

　　　改而相伺候様寄々可被達置候事

一四月十六日遠見番所御取建之儀ニ付太田備後守殿

A0143-01975_035
　并外国奉行水野筑後守殿江左之通御留守居御届書

　持参差出之

　　　遠見番所御引渡地所

　　　　五百坪余

　　　越前守持場内八王子山江遠見番所地所

　　　去ル十四日御代官小林藤之助様ゟ御引渡相済候

　　　依之同所江遠見番所取建申候此段御届申候

　　　以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　四月十六日　　　　　　大道寺七右衛門

一四月十七日東叡山　御宮江　御参詣

一四月十八日御精進揚ニ付御使者御留守居を以鯛一折被

　献之

　　但右御献上之儀已後定例故不記之

一四月十八日内藤紀伊守殿ゟ御呼出御留守居罷出候処左之通

　御書付一通御渡有之

　　一万石已上之面々江領知之

A0143-01975_036
　　　御判物　御朱印被下候付而松平右京亮

　　　松平市正可相改旨被仰付候事

　　一御代々之　御判物　御朱印所持之面々者

　　　御判物　御朱印ニ写を差添出之右両人

　　　御本書拝見之上写を可留置候勿論国郡郷

　　　村高辻注帳面可差出之　御朱印無之

　　　面々者領知之高国郡郷村委細書注両人江

　　　可被渡候事

　　一御加増拝領或所替之面々或　御判物　御朱印

　　　高之内領知分候面々其旨趣具書注両人迄

　　　可被達候事

　　　右之外可被相伺儀者両人江可被承合候以上

　　　　未四月

　　　万石已上之面々領知之　御判物　御朱印御改

　　　ニ付当地江被差出候儀格別手重之向も有之

　　　家々之入費も不少且ハ宿駅難儀致し候

A0143-01975_037
　　　趣も有之哉ニ付先格ニ不拘手重ニ無之様去ル寅年

　　　相触候趣も候処矢張前々之振合ニ準シ手重之

　　　向も有之哉ニ相聞尤　御判物　御朱印之事ニ

　　　候得者大切ニ可被致者勿論ニ候得共当時厳重

　　　御倹約諸家ニおゐても専ら質素節倹を

　　　相用候折柄ニ付可成丈無益之廉相省手重ニ

　　　不相成様精々省略可被申付候以上

　　　　未四月

一四月廿日コツトル御船三国湊出帆ニ付製産方加藤藤左衛門

　野村与三兵衛内田閑平乗組被仰付

一四月廿二日間部下総守殿ゟ御呼出御留守居罷出候処左之御書付

　一通御渡有之

　　　松栄院様三回御忌御法事於天徳寺被執行

　　　候ニ付来月十日

　　　公方様御名代老中

　　　天璋院様　溶姫君様

A0143-01975_038
　　　末姫君様　晴光院様

　　　誠順院様　精姫君様より御用人

　　　本寿院様よりハ

　　　天璋院様御用人相兼御香奠御備

　　　御名代之拝礼も有之候此段為心得達置候事

　右之節御礼勤之儀御同所江左之通御窺書被指出候処御附札

　を以御差図有之

　　　此度

　　　松栄院様御法事ニ付

　　　公方様

　　　天璋院様

　　　姫君様方

　　　本寿院様ゟ

　　　御名代御参詣且又御香奠御備御座候節

　　　拙者御礼勤向之儀如何相心得可申哉此段

　　　相伺申候以上

A0143-01975_039
　　　　四月廿二日　　　　　　松平越前守

　　　　御附札

　　　　　為御礼登

　　　　　城掃部頭老中出羽守江可被相廻候

一四月廿二日　松栄院様御法事之節御取扱向之儀ニ付御用番江

　左之通御留守居御窺書持参指出候処御附札を以御差図有之

　　　昨午年

　　　松栄院様御一周忌御法事執行被仕候節別紙之

　　　廉々其之節御用番内藤紀伊守様江奉伺候処

　　　伺之通御指図御座候此度御三回忌御法事執行

　　　被仕候節御一周忌之通相心得候而宜儀ニ御座候哉

　　　此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　四月廿二日　　　　　　大道寺七右衛門

　　　　　別紙

　　一公方様ゟ

　　　御名代御座候節越前守并同姓方詰居候ハヽ

　　　御送迎被仕候儀且又家老始家来之者罷出居

　　　候事

A0143-01975_040
　　　　但越前守并同姓方ハ仮廊下迄御送迎被致

　　　　家老始家来共儀ハ中門外江罷出居候様御目付

　　　　鵜殿民部少捕様江相伺候処右之通御差図

　　　　御座候

　　一天璋院様ゟ

　　　御名代之節越前守并家老始家来之者共御送迎

　　　仕候儀不及其儀家老始家来之者共ハ見斗ひ

　　　廊下江罷出候様

　　一同姓方并親類方ゟ代拝并備物等之儀仕候事

　　一由緒有之候寺院納経并拝礼等仕候事

　　一御在世中献上物仕来候家来自拝并御香奠

　　　献備仕候事

　　　右者御一周忌御法事之節御指図済ニ御座候

　　　ニ付此度奉伺候儀ニ御座候

　　　　御附札

　　　　　別紙廉書之通相心得候様可仕候事

A0143-01975_041
一四月廿二日高知酒井外記　御家老職被　仰付

一四月廿四日柴田家墳墓江　御代拝御側物頭中村八大夫を以

　金二百疋被供之

一四月廿七日

　温恭院様御法号日光御門跡江御頼御染筆出来ニ付

　明静院守護御屋形江罷出

　　但右御法号御国表江御廻シ万福山江御納被成

一四月廿七日右同断ニ付日光御門跡江為御挨拶御使者御物頭

　を以鳥子紙一箱紫蕨一箱被進之

一四月廿九日御勘定奉行ゟ呼出有之御留守居下役罷出候処

　左之書取一通被相渡之

　　　武州久良岐郡太田村地内ニ而凡坪数壱万千

　　　九百坪余之場所御願之通陣屋地ニ御渡相成

　　　且地続御林山者平常雑人共不立入様柵矢来

　　　等被致候者格別当時御林苗木等植付手入中

　　　ニ付囲込ニ者難相成候

A0143-01975_042
一四月廿九日御持場内八王寺遠見番所細川越中守様御持

　場ゟ受継之合炮御試之儀ニ付左之通御目付松平久之丞殿江

　御届書被指出候処御附札を以被承置候旨御差図有之

　　　越前守持場内八王寺遠見番所ニおゐて細川

　　　越中守様御持場ゟ受継之合炮相試申度奉存候

　　　右受継方双方聞請之儀風模様ニより如何可

　　　有御座哉ニ付以後折々試見仕度奉存候此段

　　　御届申候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　四月廿九日　　　　　　東郷三郎右衛門

一五月二日為端午御祝儀御使者御留守居大道寺七右衛門

　を以　御先代之通

　公方様江御時服ニ被献之於柳之間御奏者番稲葉

　長門守殿披露御老中間部下総守殿被謁之　天璋院様江

　白銀三枚被指上之於檜之間御留守居年寄加藤

　伯耆守殿被謁之

一五月九日於天徳寺　松栄院様三回御忌御法事御執行

A0143-01975_043
　有之ニ付御経中御詰被成御帰殿掛ケ霊岸島御屋敷江

　被為入

　慶永様江御見舞被　仰上

一五月十日右同断ニ付　御参詣被成

　公方様　御名代御老中太田備後守殿　天璋院様

　御名代　本寿院様兼御広敷御用人東条肥後守殿

　御参拝

　公方様ゟ御香奠銀三拾枚　天璋院様より同拾枚

　本寿院様ゟ同三枚御備有之備後守殿御出之節玄関伝

　仮廊下内ゟ右之方江御着座御出迎御退散之節も同所迄

　御送被成相済御帰殿再御供揃ニ而　御登　城於桜之間

　御名代御参拝之御礼被　仰上御老中代り御奏者番井上

　河内守殿被謁之御退出掛ケ御大老并御老中

　御廻勤御側御用人江御使者御留守居被差出之

一五月十日右同断ニ付

　公方様　天璋院様　本寿院様ゟ老女中　御代参

A0143-01975_044
　御花御備有之ニ付右為御礼御内証ゟ御文被差出之［奥ゟ伺之上］

　　但　本寿院様江者御一周之節之通御差出無之

一五月十日右同断御法事相済候段御用番内藤紀伊守殿

　御勝手江御留守居大道寺七右衛門罷出申達之

一五月十日於運正寺も昨九日夕ゟ今朝迄右同断御法事

　御執行有之

一五月十五日御持場内八王寺遠見番所御出来ニ付外国

　奉行并御用御頼御目付江左之通御届書被指出之

　　　越前守持場内八王寺遠見番所出来仕候ニ付

　　　来ル十八日ゟ番人指置申候此段御届申上候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　五月十五日　　　　　　大道寺七右衛門

一五月廿五日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　世上通用之ため此度弐朱銀吹立被仰付候間

　　　右弐朱銀八ツを以金壱両之積尤壱分銀

　　　壱朱銀者追而吹直可被　仰出候得共夫迄ハ取交

　　　銀銭共両替無滞可致通用事

A0143-01975_045
　　一小判壱歩判此度吹直し被仰付候条両替之

　　　儀者是迄之通相心得取交可致通用候尤通用

　　　日限之儀者追而可及沙汰候

　　一保字小判壱歩判之儀者追而停止可被仰出夫迄

　　　之間保字小判者壱両壱歩同壱歩判者壱歩

　　　壱朱之積を以取交通用たるへき事

　　　右之趣御領私領寺社領共不洩様早々可触知者也

　　　　五月

　　　外国交易御開ニ付而者彼国之金銀其儘通用

　　　可致候尤金ハ金銀ハ銀与量目を以致取遣候筈ニ

　　　候条此度吹立被　仰付新小判壱歩判弐朱銀目方之

　　　割合ニ応し無指支可致通用候

　　　右之趣御領私領寺社領共不洩様早々可触知

　　　もの也

　　　　五月

　　　百姓町人共衣服冠り物之儀者風俗ニ拘り候間

A0143-01975_046
　　　異風之身形致間敷旨前々ゟ相触候趣も有之

　　　候得共向後異形之衣服冠り物等相用候儀弥以

　　　御製禁ニ候万一心得違之者有之候ハヽ見懸

　　　次第召捕吟味之上急度可申付候

　　　右之趣相触候間武家之面々も右之心得ニ可

　　　罷在旨向々江可被達候

　　　　五月

一五月廿七日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　昨廿六日英吉利船一艘品川沖江入津致候ニ付

　　　諸事先達而中外国船碇泊之振合ニ相心得

　　　候様向々江可被達候事

　　　　五月

一六月九日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　神奈川港御開有之外国人共同所江居留且

　　　六郷川筋を限り其余最寄十里之内歩行御差許

　　　相成候ニ付而者同所奉行支配向之者為取締

A0143-01975_047
　　　相廻候間都而外国ニ拘り候儀者支配向不居合節

　　　外国人ニ付而不都合之儀出来候ハヽ早速同所

　　　奉行江申出差図請候様可致候右十里内領分

　　　知行有之分者勿論往来旅人等ニ至迄右之段

　　　相心得不取締之儀無之様可致候

　　　右之趣神奈川最寄領分知行有之向々江

　　　可被相触候

　　　　六月

一六月十六日間部下総守殿ゟ御渡有之候五ヶ国

　条約書五通御書付候通松平阿波守様ゟ御廻達有之

　　但条約書御書付ハ別ニ有之

一六月十八日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　今般英吉利国より使節差越条約本書

A0143-01975_048
　　　為御取替相済候此段為心得向々江可被達候

　　　　六月

一六月十八日御用番ゟ御呼出御留守居介罷出候処先達而

　被差出置候御伺書ニ左之通御附札を以御差図有之

　　　越前守於国許製造仕候蘭名コツトル与申船

　　　今度此表江廻船仕霊岸島中屋敷裏手江

　　　撃置申候依之越前守同所中屋敷江罷越候節

　　　裏門ゟ小舟ニ而右船江乗込製造之模様心得ニ

　　　見置申度候此段此節柄之事故御内々奉伺候

　　　以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　六月十五日　　　　　　東郷三郎右衛門

　　　　御附札

　　　　　伺之趣不苦候事

一六月十九日霊岸島御屋敷江被為　入裏手ゟ御船ニ而

　コツトル船江御乗込製造之模様　御覧被成

一六月廿五日暑中ニ付御使者御留守居を以　御先代之通

　公方様江索麪壱箱被献之

A0143-01975_049
　　但右御献上之儀已後定例故不記之

一六月廿五日間部下総守殿ゟ御呼出［昨日御切紙来ル］御留守居大道寺

　七右衛門　御城江罷出候処於柳之間端午之御内書下総守殿

　御渡被成七右衛門江御巻物二拝領被仰付之

一六月廿五日横井平四郎熊本表ゟ罷帰候ニ付御側御用人

　秋田弾正を以御茶一御菓子一箱被遣之

一六月廿六日暑中　御機嫌為御窺御用番太田備後守殿江

　御勤

一七月二日町奉行石谷因幡守殿ゟ由来橋本左内江御尋之

　儀有之ニ付召連人被差添評定所江被差出之

一七月三日御大老井伊掃部頭殿江御逢対　御勤

一七月四日御老中太田備後守殿江御逢対　御勤

一七月五日御使者御留守居介東郷三郎右衛門を以　御先代之通

　公方様江御国産初鯖壱箱被献之右御披露済之御奉書

　御用番ゟ来ル

　　但右御献上之儀已後定例故不記之

A0143-01975_050
一七月六日為御生身玉御祝儀御使者御留守榊原幸八を以

　御先代之通

　公方様江黄金壱枚被献之御本丸於柳之間御奏者番

　稲葉長門守殿披露御用番脇坂中務太輔殿被謁之

　天璋院様江干鯛一箱御樽代五百疋被差上之於檜之間

　御留守居年寄堀伊豆守殿被謁之右御披露済之

　御奉書夕方御用番ゟ来ル

　　但右御祝儀御献上之儀已後定例故不記之

一七月六日太田御陣屋詰之面々交代并急御用有之節馬乗

　往来之儀ニ付左之通外国奉行水野筑後守殿江御届書

　被指出候処御附札を以御差図有之

　　　今度各国舶来之武器類万石以上以下諸家

　　　陪臣ニ至迄買受候儀不苦候ニ付開港場運上

　　　役所江罷越承合候様可致候右ニ付芝生町新道ゟ

　　　南横浜町迄之場所ハ混雑いたし候間馬上

　　　又者馬牽入候儀者無用之旨御触達之趣奉畏候

A0143-01975_051
　　　右ニ付越前守持場内太田陣屋江詰之者交代

　　　并急用事等有之江戸屋敷ゟ陣屋江往来為致

　　　候分ハ芝生町新道筋馬乗往来且急用向ニ而も

　　　右新道内乗切ハ為致不申往来妨ニ不相成様

　　　厳敷被申付為致通行候心得ニ御座候此段御届

　　　申上候

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　七月六日　　　　　　　大道寺七右衛門

　　　　御附札

　　　　　書面持場内陣屋江警衛之者交代并急用

　　　　　之節芝生町新道筋乗馬不苦候尤往来妨ニ

　　　　　不相成候様被相心得其段御老中方江も被相届

　　　　　候方与存候

一七月八日

　慎徳院様御法事ニ付大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　於増上寺

　　　　　　　御法事

　　　七月

　　　　　十八日　初日

　　　　　十九日　中日

　　　　　廿日　　結願

A0143-01975_052
　　　　　覚

　　　当月於増上寺御法事中前々之通式日立合

　　　内寄合可被仕候勿論拷問手鎖或者籠舎縄掛候

　　　類之儀者可為無用事

　　一御法事中普請鳴物祭礼法事等不及相止

　　　候事

一七月八日御持場御警衛御人数并御武器員数之儀ニ付左之通

　外国奉行江御届書被指出之

　　　先達而御達候越前守持場警衛人数武器

　　　員数并当時詰合候名元書別紙之通御座候此段

　　　御届申候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　七月八日　　　　　　　大道寺七右衛門

　　　武州神奈川横浜辺御警衛松平越前守

　　　　　人数之覚

　　　　　一番手　　　　但太田陣屋定詰

　　　　　　　　　　　　　　　大番頭壱人

A0143-01975_053
　　　　　　　　　　　　　　　同副壱人

　　　　　　　　　　　　　　　大炮頭壱人

　　　　　　　　　　　　　　　目付役壱人

　　　　　　　　　　　　　　　先手物頭六人

　　　　　　　　　　　　　　　留守居役壱人

　　　　　　　　　　　　　　　使番役壱人

　　　　　　　　　　　　　　以上騎馬

　　　　　　　　　　　　　　　大番組五拾人

　　　　　　　　　　　　　　　役付番組拾七人

　　　　　　　　　　　　　　　医師弐人

　　　　　　　　　　　　　　　徒目付二人

　　　　　　　　　　　　　　　徒拾八人

　　　　　　　　　　　　　　　勘定方六人

　　　　　　　　　　　　　　　留守居下役壱人

　　　　　　　　　　　　　　　目付書役弐人

　　　　　　　　　　　　　　　留守居書役弐人

A0143-01975_054
　　　　　　　　　　　　　　　目付組廿人

　　　　　　　　　　　　　　　先手組百廿人

　　　　　　　　　　　　　　　荒子六拾壱人

　　　　　　　　　　　　　　　又者百九拾五人

　　　　　　　　　　　　　　〆五百八人

　　　　　二番手　　　　但江戸屋敷ニ相詰

　　　　　　　　　　　　　持場臨時出張

　　　　　　　　　　　　　　　家老壱人

　　　　　　　　　　　　　　　家老格壱人

　　　　　　　　　　　　　　　大番頭壱人

　　　　　　　　　　　　　　　同副弐人

　　　　　　　　　　　　　　　先手物頭四人

　　　　　　　　　　　　　　以上騎馬

　　　　　　　　　　　　　　　大番組五拾人

　　　　　　　　　　　　　　　役付番組拾六人

　　　　　　　　　　　　　　　医師壱人

A0143-01975_055
　　　　　　　　　　　　　　　徒四人

　　　　　　　　　　　　　　　先手組八拾人

　　　　　　　　　　　　　　　留守居組廿人

　　　　　　　　　　　　　　　荒子拾七人

　　　　　　　　　　　　　　　又者弐百拾壱人

　　　　　　　　　　　　　　〆四百八人

　　　　　三番手　　　　但国許ニ相守居

　　　　　　　　　　　　　持場臨時出張

　　　　　　　　　　　　　　　家老格壱人

　　　　　　　　　　　　　　　小荷駄奉行壱人

　　　　　　　　　　　　　　　大番頭壱人

　　　　　　　　　　　　　　　同副壱人

　　　　　　　　　　　　　　　先手物頭四人

　　　　　　　　　　　　　　　使番役壱人

　　　　　　　　　　　　　　以上騎馬

　　　　　　　　　　　　　　　大馬印奉行壱人

A0143-01975_056
　　　　　　　　　　　　　　　大番組五拾人

　　　　　　　　　　　　　　　役付番組六人

　　　　　　　　　　　　　　　医師弐人

　　　　　　　　　　　　　　　与力拾人

　　　　　　　　　　　　　　　小荷駄附之者五人

　　　　　　　　　　　　　　　先手組八拾人

　　　　　　　　　　　　　　　荒子廿壱人

　　　　　　　　　　　　　　　又者弐百拾二人

　　　　　　　　　　　　　　〆三百九拾六人

　　　　　　　　　　　　　惣〆千三百拾弐人

　　　右者持場神奈川横浜辺御警衛為備兼而被

　　　申付置候出払ニ相成候上者外ニ右惣人数同様

　　　増詰国許ニ而被申付置候

　　　　但年番持ニ被申付置候ニ付年々家禄之高下ニ

　　　　　り又者人数増減御座候事

　　　　　武器覚

A0143-01975_057
　　　太田陣屋

　　　　　一番手

　　　　長柄鑓　　　　　　　　二十本

　　　　野戦炮　　　　　　　　二門

　　　　爆発銃　　　　　　　　百三十六挺

　　　　　二番手

　　　　野戦炮　　　　　　　　二門

　　　　爆発銃　　　　　　　　百三十六挺

　　　　　三番手

　　　　野戦炮　　　　　　　　二門

　　　　爆発銃　　　　　　　　百三十六挺

　　　右之外自分用意武器之分者相除申候以上

一七月十日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　西洋書籍之儀ニ付而ハ兼而被仰出之趣も有之

　　　候処今般神奈川長崎箱館開港之上者右

　　　場所々々ニおゐて外国商人共より直買いたし候

　　　書籍者運上役所江差出改印無之聊ニ而茂

A0143-01975_058
　　　御制禁宗門之事ニ相渉り候書籍類取扱候者

　　　有之ニおゐてハ厳科ニ可被処候

一七月十一日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　一御法事為伺御機嫌加賀中納言并在府之

　　　侍徒以上御檜重一組充四品拾万石以上御干

　　　菓子一箱充其外者御精進物一種ツヽ尤加賀

　　　中納言之外在国在邑之分者可為無用候御暇

　　　ニ而も於在江戸者可差上候

　　　　但所司代大坂御城代者差上候様可被致候

　　　　　御精進明之御肴者不及差上候

　　　　　　〆

　　一御法事中

　　　天璋院様江為伺御機嫌加賀中納言溜詰

　　　在江戸之分松平阿波守松平三河守松平越前守

　　　松平兵部太輔所司代大坂御城代ゟ御干菓子

　　　御水菓子之内一度可差上候

　　　　但御精進明之御肴者不及指上候

　　　　　〆

A0143-01975_059
　　一万石以上并諸番頭諸役人之諸大夫斗可被罷出候

　　一当月増上寺

　　　御霊前御参詣

　　一国持四品以上并御普代四品以上之面々衣冠

　　　［下襲無之］来ル廿二日増上寺江可有予参候但部屋住之

　　　面々者父不出分斗可被予参候事

　　　　　行列罷出面々

　　一御普代

　　一中大名

　　一雁之間詰菊之間縁頰詰

　　一奏者番

　　一譜大夫之御役人等右衣冠［下襲無之］太刀帯之来ル

　　　廿二日増上寺江可被罷出事

　　　右何れも供者小勢可被連候事

　　　　　　〆

　　一供奉行列者諸大夫斗

　　一国持四品以上并御普代四品以上予参御唐〈カラ〉門

A0143-01975_060
　　　之外ニ而

　　　御目見之事

　　一雁之間詰四品以上予参勅額門外ニ而

　　　御目見之事

　　一高家衆両人供奉行列可被罷出候事

　　　　　　〆

　　一御法事相済候付而当月廿三日惣出仕有之

　　　如例可被相触候

　　　　　　〆

一七月十三日太田備後守殿ゟ御呼出御留守居罷出候処

　左之通書付御渡有之

　　　　　覚

　　一当月廿ニ日御法事相済

　　　御霊前

　　　御参詣之節予参供奉之面々

　　　還御以後拝礼可有之候事

　　一予参供奉無之面々者直垂狩衣大紋布衣者

　　　其装束無官者長袴又ハ前々半袴にて

A0143-01975_061
　　　参詣仕候分ハ此度も半袴着之

　　　還御以後参詣可仕候相残分ハ廿三日廿四日

　　　両日之内込合不申様相考勝手次第参詣可有

　　　之候事

　　　　　御香奠献上之覚

　　　白銀拾枚　　　　　　　　六拾万石以上

　　　同五枚　　　　　　　　　三拾万石以上

　　　同三枚　　　　　　　　　拾万石以上

　　　同弐枚　　　　　　　　　五万石以上

　　　同壱枚　　　　　　　　　壱万石以上

　　　同弐枚　　　　　　　　　三拾万石以上之嫡子

　　　　　已下略之

一七月十七日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　外国人歩行之節途中不作法無之様各国

　　　長官之者江申達置候得共御国法之

　　　弁江も無之者ニ付自然途中行合不都合之

A0143-01975_062
　　　事も有之候ハヽ可成丈穏便ニ取扱其段外国

　　　奉行江可被相届候尤右之趣家来共江も兼而

　　　可被申付置候

一七月十九日

　慎徳院様御法事中為御機嫌御伺御使者御留守居

　大道寺七右衛門を以

　公方様江御檜重一組　天璋院様江巻松風一箱被差上之

一七月十九日右同断御中日ニ付兼而御伺済之通御内証ゟ

　御文被差出之

一七月廿日内藤紀伊守殿ゟ御呼出御留守居罷出候処左之通

　御書付壱通御渡有之

　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江

　　　　　七月廿二日

　　　慎徳院様御霊前

　　　御参詣

　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守

A0143-01975_063
　　一御唐門之外南之方御水屋之前ニ寄奉出向

　　　候事

一七月廿日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　一昨十八日ゟ魯西国軍艦追々入津都合七艘

　　　品川沖江碇泊致候間諸事是迄之通相心得

　　　候様向々江可被達候事

　　　　　〆

　　　中務太捕事外国御用取扱被　仰付候其段向々江

　　　可被達候

　　　　　〆

一七月廿ニ日御法事済ニ付為御機嫌御伺御内証ゟ御文

　被差出之

一七月廿ニ日於運正寺

　慎徳院様七回御忌ニ付御茶湯御執行有之

一七月廿ニ日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　明廿三日品川沖碇泊之魯西亜船ニ而祝炮相放

　　　候趣無急度向々江為心得可相達旨間部

　　　下総守殿被仰渡候右之趣相達候間被得其意

A0143-01975_064
　　　無遅滞早々順達従留伊沢美作守方江可

　　　被相返候以上

　　　　七月廿二日

一七月廿三日御法事済御祝儀之惣出仕ニ付　御登　城可被成

　之処御足痛ニ付御断依之御用番江御使者御留守居被差

　出之

一七月廿三日右同断御法事ニ付御使者御番頭代御用人

　宇都宮勘解由を以御香奠白銀五枚被献之増上寺

　方丈江相納之

一七月廿四日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　往来又ハ橋上ニ而礫打間敷旨前々ゟ相触候趣も

　　　有之候処外国人市中歩行之節礫抛候者有之哉ニ

　　　相聞如何之事ニ候向後末々之者迄右躰心得違

　　　無之様取締方急度相守可申若見受候節者

　　　辻番所町役人等ニおゐて精々制方可致候

A0143-01975_065
一七月廿四日

　温恭院様御一周忌御法事之儀ニ付大目付中ゟ左之通

　御廻状来ル

　　　於東叡山

　　　御法事

　　　　八月四日　　初日

　　　　　　五日　　中日

　　　　　　六日　　結願

　　　　　但御香奠御献上を始御法事式

　　　　　　慎徳院様御同様ニ付略之

一七月廿四日此度御改之御判物御先物頭杉浦幸右衛門

　御広式御用達加藤良右衛門　守護今日福井出立［八月十日江戸着］

一七月廿四日御老中太田備後守殿御病気ニ付御願之通御役

　御免被成候ニ付為御見舞御使者御使番被指出之

一七月廿八日

　温恭院様御法号万福山江御遷座御供養有之

一八月朔日　御登　城於御白書院御太刀一腰御馬代［黄金壱枚］

　御持参御祝儀被仰上之

　　但八朔　御登　城之儀已後定例故不記之

A0143-01975_066
一八月二日御大老井伊掃部頭殿江御逢対　御勤

一八月四日

　温恭院様御法事御初日ニ付

　公方様　天璋院様為御機嫌御伺御文被指出之

一八月五日右同断御法事ニ付御使者御留守居介東郷

　三郎右衛門を以

　公方様江御檜重一組　天璋院様江巻松風一箱被

　献之

一八月五日右同断御中日ニ付御機嫌為御伺御文被

　指出之

一八月五日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　外国人市中其外歩行致し候節故も無之礫を

　　　打其外不法之儀仕掛候者有之右者畢竟末々

　　　勘弁も無之者之所行ニ可有之候得共御国

　　　御制度不被為届ニ相当り外国江対シ御外聞

　　　ニも相拘り候儀ニ付及不法候者者召捕糺明之上

A0143-01975_067
　　　夫々御仕置可申付候併外国人之為ニ御国之人民

　　　御仕置相成候儀者何とも歎ケ敷難忍次第ニ付

　　　此旨相弁心得違無之様家来末々迄主人々々ゟ

　　　能々可被申付候

一八月七日御法事御当日ニ付

　公方様　天璋院様御機嫌為御窺御文被指出之

一八月八日於万福山

　温恭院様一回御忌御法事御執行有之

一八月八日暴瀉病流行ニ付於神明宮足羽宮御祈祷

　被仰付金弐百疋ツヽ被供之且又柏谷留之助江茂御祈祷

　被仰付疫神斎之御礼御家中江一枚ツヽ町在一町一村江

　弐枚ツヽ被下之

一八月九日御法事済御祝儀之惣出仕ニ付　御登　城可被成

　之処御断依之御用番江御使者御留守居被指出之

一八月十一日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　今般魯西亜国より使節差越条約書為御取替

A0143-01975_068
　　　相済候此段為心得向々江可被達候

一八月十七日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　当七月廿七日暮六時頃神奈川横浜町おゐて

　　　何者とも不知魯西亜人を殺害ニ及ひ遁去行衛

　　　不相知其節魯西亜水夫所持金銀フリツキ箱

　　　入之儘紛失候処其後神奈川太田町堤外海

　　　面ニ右箱銀銭十六枚金銭壱枚入捨有之候且

　　　右匁傷ニ及候場所ニ左之品々捨有之候

　　一麻鼠返し割羽織　一

　　一刀之折れ七寸程

　　一麻裏草履片足右之通ニ候間末々ニ至迄遂

　　　穿鑿あやしきもの見およひ聞およひ候半ゝ

　　　最寄奉行所御代官所江訴へ出へきもの也

　　　　八月

　　一此度洋銀同位之銀を以壱分銀吹増被仰出

　　　候間在来壱分銀取交無滞可致通用候

A0143-01975_069
一八月廿一日御使者御留守居介東郷三郎右衛門を以

　御先代之通

　公方様江御国産之魬三被献之右御披露済之御奉書

　夕方御用番ゟ来ル

　　但右御献上之儀已後定例故不記之

一八月廿三日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　　　覚

　　　紅葉山

　　　　大猷院様

　　　　文恭院様

　　　　温恭院様

　　　　厳有院様

　　　　孝恭院様

　　　　常憲院様

　　　　有徳院様

　　　　浚明院様

A0143-01975_070
　　　右此度

　　　温恭院様御霊牌

　　　御安置ニ付右之御順ニ相成候間寄々向々江

　　　可被相達候事

　　　　八月

一八月廿五日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　明廿六日品川沖碇泊之仏蘭西船ニ而祝炮

　　　打放候趣無急度向々江為心得可相達旨

　　　脇坂中務大輔殿被仰渡候間被得其意無遅滞

　　　早々順達従留久貝因幡守方へ可被相返候以上

　　　　八月

一八月廿九日紅葉山　御参詣被為済候節御祝儀献上物之

　儀ニ付左之通御用番松平和泉守殿江御留守居介御伺書

　持参指出候処追而御附札を以御差図有之

　　　今般

　　　御代替御服明御後初而紅葉山

A0143-01975_071
　　　御宮江御参詣被為済候ハヽ為御祝義

　　　越前守ゟ別紙之通献上仕度奉存候此段

　　　奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　八月廿九日　　　　　　東郷三郎右衛門

　　　　　別紙

　　　公方様江

　　　　干鯛　　　　　　　　　一箱

　　　　御樽　　　　　　　　　一荷

　　　天璋院様江

　　　　鯛　　　　　　　　　　一折

　　　　　御附札

　　　　　　伺之通献上候様可仕候

一八月廿九日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　水戸前中納言殿御事国家之御為筋之儀

　　　被仰立候御当然之儀ニ候得共御建白之次第

　　　御取用無之迚御家来之者を以御見込之筋品々

　　　京都江被仰遣加之御養君之儀ニ付而も軽キ

　　　者共宮堂上方を取繕候始末関東御暴政

　　　之筋ニ申成し人心惑乱為致讒奏ケ間敷

　　　事より終ニ重き

A0143-01975_072
　　　勅諚を軽輩之手ニ為取扱且

　　　倫（綸）旨を懇願等ニ及ひ候段

　　　公武之御確執国家之大事を醸候筋ニ而不

　　　容易儀仮令御家来之者共御内存を察し

　　　私ニ周施いたし候儀ニ候共素御心得方不宜

　　　より右躰之次第ニ至り被対　公儀御後闇

　　　御所置ニ候依之急度も可被　仰出処今度重き

　　　御法会も被為済候ニ付格別之　思召を以水戸

　　　表江永御蟄居被　仰出候

　　一水戸中納言殿御事前中納言殿京都江種々

　　　御内通被有之候より御家来之者共御意内

　　　相察不容易企ニ及ひ候次第被対

　　　公儀総而　御後闇儀ニも有之御父子之御間柄

　　　無御拠儀与者乍申御取斗方も可有之処

　　　其儀無之就而者御家来之者共厳重ニ取締

　　　可有之筈之処無其儀剰御家来末々之

A0143-01975_073
　　　者迄多人数出張致し右之御取鎮方等茂

　　　御不行届之至ニ付急度も可被仰出之処是迄追々

　　　御配慮も被有之候上之事ニ而御情実止事を不被

　　　為得御場合ニ相聞候依之格別之

　　　思召を以御指扣可被有之旨被　仰出候

　　　　八月

　　　徳川刑部卿殿御事

　　　思召　御旨有之ニ付御隠居御慎被

　　　仰出只今迄之御領知其儘并御附人御抱入

　　　之者共も一橋附与被　仰出候間其段向々江可被

　　　達候

　　　　八月

一九月十五日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　来ル十九日

　　　公方様御袖被為留候ニ付月次出仕之面々熨斗目

　　　半袴着用同日四時登　城御祝儀可申上候

A0143-01975_074
　　　　但病気幼少之面々ハ掃部頭月番老中宅江以

　　　　　使者御祝儀可申上候在国在邑之面々掃部頭

　　　　　老中江以飛札御祝儀可申上候

　　　　　　九月十五日

一九月十九日

　公方様御袖被為　留候為御祝儀　御登　城初而於

　御座之間御目見御祝儀被　仰上

一九月廿日右同断初而御目見被仰上候為御礼御内証ゟ

　御文被指出之［奥ゟ伺之之］

一九月廿一日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　銅鉄を以新規ニ仏像等鋳造致し候儀并仏器之

　　　儀も木製又ハ陶器ニ而も相済候分銅鉄類を以

　　　製造之儀可為無用旨等去ル卯年相触候趣も

　　　有之処以後都而銅類ハ勿論唐銅真鍮を以

　　　是迄製造致来候品之外新規之品等製造

　　　売買之儀ハ堅く令停止者也

A0143-01975_075
　　　　九月

　　　諸国より出銅ハ勿論古地銅ニ至迄銅座江可相廻旨

　　　明和三戌年相触置其後天明八申年寛政九巳年

　　　触渡置候処近年不進相聞国々銅山稼来候

　　　分者不及申出精相稼新山等間掘致し出銅之

　　　分者聊たりとも外売不致不残大坂銅座江可

　　　相廻尤江戸古銅吹方役所并別段古銅吹所江

　　　是迄廻し来候分且新規之分者申立之上可

　　　相廻候諸山ゟ津書道筋并津々浦々又者海上ニ而

　　　銅売買堅致間敷若又心得違之者も有之山元
　　　より銅座之外江相廻売払候歟又ハ山元ニ而荒銅

　　　勝手ニ延板器物或ハ真鍮地鏡地等仕立候儀

　　　堅令停止事其外囲銅并質銅停止申付候段

　　　先年ゟ相触置候通可守之

　　一国々出銅致船積大坂江相廻候節ハ右銅員数書付

　　　廻船之者江相渡船宿之者より大坂町奉行所

A0143-01975_076
　　　并銅座江廻着毎可届出事

　　一銅はけ之儀者京并大坂共はけ吹職之者申付置

　　　有之間右之者江差廻し候儀者勿論真鍮はけ之

　　　儀も紛敷有之間以来一応銅座之改を受可

　　　申事

　　一諸国より荒銅を白目与名付勝手ニ売買致し

　　　候趣相聞候条不埒之事ニ候以来者白目たり共

　　　一且銅座之改を請売買可致事

　　一古銅之儀天明五巳年より古銅切屑銅共不残

　　　銅座買入ニ相触置寛政八辰年ゟ関八州之分ハ

　　　江戸表江可相廻旨相触候処近年相弛古銅売上

　　　相減候若心得違不正之売買致し候歟又者真

　　　鍮職鋳物職之者ニ而勝手ニ吹潰候儀者決而不

　　　致様前々より相触置候通急度相守古銅切屑

　　　銅者不及申はけ銅ニ至迄大坂銅座并江戸

　　　古銅吹方役所別段古銅吹所之内江売上可

A0143-01975_077
　　　申事

　　　右之趣天保十二丑年相触置候処兎角山ニ而

　　　器物ニ製候族も有之哉ニ相聞以之外之事ニ候

　　　今般外国貿易御開相成商人共相対売買

　　　被仰付候ニ付而者弥触面之趣国々所々ニおゐて

　　　急度可相守候若心得違ニ而山方稼之者ハ勿論

　　　銅職之者器物等ニ仕立売捌候不正之取引致し

　　　候者有之ニおゐてハ厳科ニ可被処もの也

　　　　九月

一九月廿一日昨年　御代替ニ付御平常御供立之儀以前之通

　被召連候処今度天保十亥年御省略有之候御振合ニ被

　仰出候間此段可取斗旨御用人宇都宮勘解由江御家老

　申渡之

一九月廿五日　公儀御法令被　仰出候ニ付　御登　城可被成之処

　御足痛ニ付御断依之為御祝儀御大老并御老中御側

　御用人江御使者御留守居被指出之

A0143-01975_078
一九月廿五日間部下総守殿ゟ御呼出御留守罷出候処去ル三日

　被差出候御窺書ニ左之通御附札を以御差図有之

　　　越前守参勤帰国之節道中鉄砲為持候儀

　　　且又家来之者共交代為致候節銘々自分ニ

　　　持越候儀者先年伺済ニ御座候処当時武州

　　　神奈川横浜辺御警衛被　仰付候ニ付国許より

　　　砲器等取寄候節箱根今切碓氷福島

　　　御関所附添之内重立候者ゟ砲数玉目等

　　　証文指出候而罷通候様奉願候時宜ニより候而ハ廻船

　　　ニ而差越候儀も御座候得者浦賀御番所之儀も

　　　陸地御関所同様宰領之内重立候者より砲数

　　　玉目等証文差出候而罷通候様奉願度候此段

　　　奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　九月三日　　　　　　　大道寺七右衛門

　　　　御附札

　　　　　書面之趣者家老証文又者附添之内重立候

　　　　　家来より証文差出相通其段追而相届候様

A0143-01975_079
　　　　　可仕候事

　　　越前守御警衛持場内太田陣屋ニおゐて詰之者

　　　調練為仕度其節旌旗金鼓貝相用折々空炮

　　　打試申度此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　九月三日　　　　　　　大道寺七右衛門

　　　　御附札

　　　　　書面之趣不苦候尤空炮打試候儀者三月ゟ八月迄ニ

　　　　　相心得且御鷹参候節ハ見合候様可仕事

　　　越前守御警衛持場内太田陣屋ニおゐて別紙

　　　絵図面之通鉄炮角場取補理稽古鉄炮為打

　　　申度奉存候此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　九月三日　　　　　　　大道寺七右衛門

　　　　別紙絵図面不祥

　　　　御附札

　　　　　右同断ニ付略之

一九月廿五日左之通松岡天竜寺江申渡候様月番御用人富永

A0143-01975_080
　新左衛門寺社奉行渥美新左衛門江御家老酒井外記書付

　相渡之

　　　　　　　　　　　　　　松岡

　　　　　　　　　　　　　　　天竜寺

　　　右今度

　　　見性院様御像堂御造営之儀被相願候得とも

　　　非常御省略之御時節柄且者年来御別殿之

　　　御営ニ不及相済来候儀旁願御取揚無之処兼而

　　　御厚恩を存詰候御家中之面々并松岡町在之

　　　者共年来之志願難黙止訳合も有之旨再応

　　　歎願之次第不得止趣相聞候ニ付当御時態別段之

　　　御評儀を以御造営之方江従　御内証白銀七拾枚

　　　被下置候然ル上者御荘厳向等之儀ハ勿論以後

　　　御別殿御修覆共御構無之筈ニ候間尚又永続之

　　　趣法厚心配可有之事

一九月廿八日御法令書細川越中守様ゟ御廻達有之

　　但御法令書御先代之通ニ付略之

A0143-01975_081
一十月朔日御家老本多修理狛山城内願ニ付御役御免

　被成

一十月二日太田御陣屋御普請御成就

一十月二日町奉行石谷因幡守殿ゟ橋本左内御呼出ニ付

　召連人同道評定所江被差出候処口書之上直ニ揚り屋江

　被入

一十月七日町奉行石谷因幡守殿ゟ御呼出御留守居介東郷

　三郎右衛門評定所江罷出候節橋本左内儀も御呼出同所江

　罷出候処寺社奉行松平伯耆守殿大目付久貝因幡守殿

　町奉行池田播磨守殿御目付神保伯耆守殿出席石谷

　因幡守殿ゟ左内江罪状御演説之上死罪被申付候段申渡

　有之相済三郎右衛門江左之書付被相渡之

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　　　　　　　　　　　　橋本左内

　　　右之者所持之家財欠所相成候間取調之上

　　　品書相添石谷因幡守方江可被指出候

　　　　但親妻子名前之分ハ不及欠所候

A0143-01975_082
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　　　　　　　　　　　　橋本左内

　　　右之者親類書江夫々年附いたし早々石谷

　　　因幡守方江可被指出事

一十月七日右同断御裁許相済候ニ付而者左内儀同姓琢磨家ゟ

　被召出候趣ニ取斗候様御用人江御家老申聞之

一十月七日右同断御裁許済ニ付御用番内藤紀伊守殿江

　左之通御届書被指出之

　　　越前守家来橋本左内儀今朝於御評定所

　　　死罪被　仰付候此段御届申上候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　十月七日　　　　　　　大道寺七右衛門

一十月七日右同断ニ付御指扣御窺可被成哉御家来死罪之

　御例無之ニ付御用番江御内御伺書被指出候処翌八日

　御差扣御窺可被成旨御指図有之ニ付左之通御窺書

　被指出候処即日御附札を以御差図有之

　　　拙者家来橋本左内儀昨七日於評定所

　　　死罪被

A0143-01975_083
　　　仰付恐入申候依之差扣罷在度奉存候此段

　　　相伺申候以上

　　　　十月八日　　　　　　　松平越前守

　　　　御附札

　　　　　不及差扣候

一十月八日右同断御差図之趣ニ付御礼勤之御伺書御用

　番江被指出候処翌九日御書取を以御勤品ニ不及旨御指図

　有之

一十月十二日御勘定所ゟ呼出有之御留守居罷出候処

　左之通書付を以御達有之

　　　武州久良岐郡太田村陣屋前通り并右より

　　　野毛浦往還迄之間新規通り道之儀被申立

　　　候通新道出来之積神奈川奉行并御代官

　　　小林藤之助江申達置候条可被得其意候

一十月十五日玄猪之御祝有之

一十月十七日［夕七ツ半時過］御本丸炎上ニ付御用番江御届之上即刻

　御供揃ニ而　御登　城下乗城外ニ御扣被成候処

A0143-01975_084
　公方様益御機嫌能被為　在候間御引取被成候様脇坂

　中務大輔殿御申聞之段御目付小栗又一殿御達ニ付

　御退出被成

一十月十七日右同断ニ付

　公方様　天璋院様　本寿院様御機嫌為御伺御内

　証より御文被差出之

一十月十七日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　松平修理大夫祖父大隈守於国許去月十七日卒去

　　　ニ付

　　　天璋院様御実方御祖父御定式半減十五日七十

　　　五日之御忌服可被為　請之処　御忌日数相立

　　　候ニ付今一日

　　　御遠慮被遊候事

一十一月三日御用番脇坂中務太輔殿ゟ御呼出御留守居真杉

　所左衛門罷出候処去月廿九日被差出候御願書ニ左之通

　御附札を以御差図有之

A0143-01975_085
　　　拙者儀昨秋相続被　仰付候処御暇順年ニも御座

　　　候ニ付国許江初而之御暇奉願度心底ニ御座候処

　　　将軍

　　　宣下御大礼且当年頭御初而御礼被為　請拙者儀も

　　　初而御礼奉申上度折柄ニ付相願不申儀ニ御座候処

　　　来申年者御暇順年ニ付可相成候者二月中引上ケ

　　　初而之御暇被　仰出被下置候様奉願候右者在国

　　　壱ケ年中絶も仕且代替初而之儀ニ御座候ニ付

　　　一統入国相待居罷在候趣相聞其上国許海岸

　　　警衛向之儀従先代申付残置候廉も御座候処

　　　拙者国許之様子不案内ニ而指図向万端指支之

　　　儀も不少御座候ニ付何卒一日も早く入部仕士民之

　　　情状も見聞致し海岸備向を始国政取締之儀

　　　尚又厚く申付度奉存候ニ付甚自由ケ間敷候得共

　　　右願之通被　仰出被下候者三月始ニ者出立仕候様

　　　相成難有奉存候此段奉願候以上

A0143-01975_086
　　　　十月廿九日　　　　　　松平越前守

　　　　御附札

　　　　　願之通来二月中御暇被下ニ而可有之候

一十一月七日先達而御本丸炎上之処御献上物被成度儀ニ付御大老井伊

　掃部頭殿御老中間部下総守殿江左之通御願書御留守居

　を以被指出之

　　　今般　御本丸炎上別而度々之御儀ニ而御大費之程

　　　深奉恐察候右ニ付相応之御用相勤度心底ニ付

　　　早々国許江取調申遣候処兼々御承知被下候通

　　　拾八万石ゟ六拾七万石迄打出候国柄故三拾万石之

　　　高ニ而往古之拾万石ニも相劣候趣ニ付従来難儀

　　　仕候右等之故ニ候哉前々ゟ御用向も自然御用捨被

　　　成下候得共先年来

　　　松栄院様御住居を始数度焼失之上去丑年

　　　異船渡来之節御警衛御用相勤候以来も打続

　　　震災且

　　　松栄院様御一条昨年代替等ニ而弥増之入費

A0143-01975_087
　　　差湊別而横浜御開港ニ付御警衛之儀追々

　　　国元ゟ人数召呼御場所柄之儀ニ付陣屋向等迄

　　　厳重相心得台場之儀も伺置候程之時態ニ而

　　　入用向必至与才覚之折柄ニ付何分不任心底

　　　残念至極奉存候乍去近来

　　　御多端之御中御間も不被為　在今度之炎上重々

　　　奉恐察此儘罷在候而者心底相済不申ニ付少分之

　　　儀ニ者御座候得共金壱万両差向候御用途之方江

　　　致献上度内願奉存候併近例之通鳥子紙献上

　　　之方御都合ニも相成候ハヽ両様之内如何様共仕度候

　　　此段

　　　御内慮奉伺候間宜敷御沙汰被成下候様奉願候

　　　以上

　　　　十一月七日　　　　　　松平越前守

　　　今度

　　　御本丸炎上ニ付金壱万両致献上度内願奉

A0143-01975_088
　　　存候併近例之通国産鳥子紙之方ニも相成候ハヽ

　　　両様之内如何様共致献上度奉存候此段可然

　　　御沙汰被成下候様奉願候以上

　　　　十一月七日　　　　　　松平越前守

　　　　御附札

　　　　　御本丸御普請ニ付金壱万両又ハ鳥子紙両様

　　　　　之内指上度旨内願之趣達

　　　　　御聴尤之儀御機嫌ニ被

　　　　　思召候神奈川御警衛被　仰付置候ニ付容易ニ

　　　　　難被　仰出候得共御時節柄を恐弁致し右様

　　　　　相願候段神妙之至りニ付内願之通上納可被

　　　　　仰付候尤両様之内何れニ而も不苦段御沙汰ニ候

一十一月十五日来申年初而御国許江被為　入候ニ付御道中之儀

　前々御形合も有之候得共当時格別之御時節ニ候得者

　万事御質素ニ被成度ニ付御道中御供立を初天保

　十四卯年

　慶永様御初入之御振合を以取扱候様御用人宇都宮

A0143-01975_089
　勘解由江御家老申渡之

一十二月五日弓術師役之面々江左之通申渡候様御側御用人仮

　酒井十之丞江御家老書付相渡之

　　　此度弓術稽古所明道館内江一集ニ被成射小屋

　　　稽古所共一ケ所御取立被成筈ニ候間出来之上者

　　　同所江罷出高弟共厚申談弟子引立可申候依之　　

　　　御番之儀者御免被成候

　　一自宅稽古所之儀者右射小屋稽古所共出来

　　　御引渡之上ハ勝手次第取払可申尤稽古所ニ付

　　　拝借銀有之面々ハ皆上納被　仰付候右之趣弓術

　　　師役之面々江可被申渡候

一十二月十日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　諸国酒造之儀三分一相減シ三分二酒造可致旨

　　　天保十二丑年相触候処当未年之儀者関東筋

　　　出水ニ而米価高直ニ有之村々及難儀候趣茂

　　　相聞候間追而及沙汰候迄関八州酒造人共銘々

A0143-01975_090
　　　鑑札高之内半高相減半高酒造可致候尤隠造

　　　過造等無之様取締方之儀ハ都而是迄之通相心得

　　　弥厳重改方可申付候条若隠造過造等いたすに

　　　おゐてハ其者ハ勿論其所之役人迄吟味之上

　　　急度可申付条心得違無之様可致候

一十二月十九日神奈川横浜本牧辺為　御巡覧来春ニいたり

　太田御陣屋江被為　入筈ニ付御供之面々江左之通致通達

　候様御用人江御家老申渡之

　　　　　心得方

　　一馬上御供之面々具足櫃為持可申事

　　　　但御供頭御近習番頭取御小姓頭取之儀者不及

　　　　　其儀候事

　　一諸士以上并無息之面々鎗為持可申事

　　一川崎宿　御休并御陣屋　御逗留中御家老

　　　中初末々又ものとも御弁当被下候事

　　一夜具之事

A0143-01975_091
　　　　但御道中ニ而解荷物為持候面々之外不及用意

　　　　　候事

　　一六郷川越之節并　御休御小休之節とも猥ニ

　　　無之様可致事

　　一御場所柄之儀ニ付銘々行装見苦敷無之様

　　　可致事

　　　　横浜御警衛御場廻り被為　入候ニ付

　　　　御途中御供之面々御場所柄ニ付御省略中ニ

　　　　候得とも装束左之通

　　　　着服之事

　　一馬乗御供之面々縮緬羽織踏込小袴之内着用

　　　之事

　　一御側廻り御馬廻り歩行御供之面々割羽織裁付

　　　着用之事

　　　　但裁付地合勝手次第之事

　　一諸士以下一統格以上割羽織半天股引着用

A0143-01975_092
　　　之事

　　　　但一統相揃裁付着用致度旨達出候ハヽ不苦候事

　　一組之者半天紺股引脚半着用之事

　　一右以下之者看板紺股引脚半着用之事

　　　　　笠之事

　　一馬乗御供一文字菅笠冠り候事

　　一諸士以上御徒迄歩行御供之面々山高菅笠冠り

　　　候事

　　一組已下之者つま折菅笠冠り候事

　　　　　御陣屋之面々

　　　　　御先固

　　一諸士以上割羽織裁付陣笠着用之事

　　一諸士以下一統格以上割羽織半天股引陣笠之事

　　　　但裁付勝手次第之事

　　一組之者半天紺股引陣笠着用之事

　　一下々之者紺股引法被陣笠着用之事

一十二月十九日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

A0143-01975_093
　　　往来之輩行逢候節相互ニ譲り合不作法

　　　無之様可致候ハ勿論之事ニ候得共近来条約済

　　　国々之者御府内其外江居留致し右之内ニ者

　　　長官又ハ士分以上之者も有之候間右と行逢候

　　　節も同様相心得軽きものともに至迄不作法

　　　之儀無之様可致もの也

　　　右之通市中并道中筋江相触候間於武家も

　　　同様相心得家来下々ニ至まて心得違無之様

　　　可被申付置候

　　　　十二月

A0143-01976_001
（表紙）

万延元年庚申

　茂昭様御代

　　　　　　　　　　読合済

A0143-01976_002・003
（付札）

本帳へ書入候事

（本文）

万延元年庚甲［此事安政七年閏三月朔日改元］

一二月朔日武州神奈川御警衛御場所為　御巡見太田御陣屋江被為入

一同月二日御持場御巡見翌三日御帰殿

一三月二日江戸　御発駕東海道通

　御旅行

一三月四日　貞明院様御法事ニ付御目付

　駒井山城守殿江御留守居真杉所左衛門左之通

　御伺書指出候処追而御附札を以御差図有

A0143-01976_004
　之

　　　此度

　　　貞明院様御法事ニ付御香奠指

　　　上申度段御用番内藤紀伊守様江相

　　　伺候処白銀弐枚差上候様御指図御座

　　　候依之御香奠納所并日限使者

　　　着服刻限等之儀如何相心得可申哉

　　　此段相伺申上候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　三月四日　　　　　　　真杉所左衛門

　　　　御附札

　　　　　書面之通者来ル八日朝五時迄ニ

　　　　　福聚院江相揃本坊江可被相納候尤

　　　　　着服熨斗目半袴ニ而候

一三月八日於東叡山　貞明院様二十一回御忌

　御法事ニ付御使者御物頭多喜田藤内を以

　白銀弐枚被指上之同所御本坊江相納之

A0143-01976_005
一三月九日太鼓御門与力当番之儀日之内ハ三人

　ニ而相勤候処御趣意ニ付一昨年二人勤ニ被

　仰付候得共以前之通三人ニ而相勤候様被　仰出

　之

一三月九日中之郷御屋敷御相対替之御願書

　御先手甲斐庄喜右衛門殿を以御用番江被指出候

　処左之通御書取を以御差図有之

　　　天保九戌年二月廿八日本所中之郷

　　　水野出羽守屋敷三千百坪余同所

　　　地続細川長門守屋敷弐千三百五拾

　　　九坪余外ニ御差加地弐百四坪余都

　　　合五千六百六拾三坪余家作共被下候

　　　同所亀戸十間川拝領下屋敷五千

　　　四百六拾坪余家作共差上申候右拝

　　　領中之郷屋敷其後致所持候以上

　　　　二月廿八日　　　　　　松平越前守

A0143-01976_006
　　　　　覚

　　　松平越前守本所

　　　中之郷拝領中屋敷

　　　　五千六百六拾三坪余　　佐竹右京太夫江

　　　佐竹右京太夫本所

　　　十間川拝領屋敷

　　　九千百拾四坪余之内切坪

　　　　四千坪　　　　　　　　松平越前守江

　　　右之通屋敷致相対替度奉存候以上

　　　　二月廿八日　　　　　　松平越前守

　　　　御書取

　　　　　書面之通ニ而存寄無之候事

　　　　　　但絵図面差出ニ不及候事

一三月十二日霊岸島御屋敷御建継之儀ニ

　付内藤紀伊守殿御勝手江御留守居真杉所左衛門

　左之通伺書持参指出之

A0143-01976_007
　　　越前守同氏春嶽妻住所向手狭

　　　罷在兼而指支候義御座候ニ付此度少々

　　　建継仕外ニ土蔵弐ヶ所取建并内

　　　長屋向も少々継足被申度奉存候当

　　　時春嶽義慎中ニハ御座候得共無拠

　　　指支御座候間右之通出来仕候而も不苦

　　　儀ニ御座候哉、此段御内々奉伺候様被申付

　　　置候間宜御指図被成下候様奉願上候

　　　以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　三月十二日　　　　　　真杉所左衛門

一三月十二日御門所通行之儀ニ付御目付駒井

　左京殿江御留守居真杉所左衛門左之通伺書持

　参指出候処御附札を以御指図有之

　　　此度竹橋内御門清水御門田安御門

A0143-01976_008
　　　半蔵御門通用不相成候段御触達御座

　　　候処田安様江越前守ゟ使者等指出候

　　　仕来ニ御座候然ル処右御門々々通用

　　　不相成候ニ付而者平常使者使并御近

　　　火之節人数等差出候儀如何相心

　　　得宜御座候哉此段御内々相伺申候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　三月十二日　　　　　　真杉所左衛門

　　　　御附札

　　　　　書面使者之儀者御門々々口上ニ而

　　　　　断相通り其外使のもの者鑑札ヲ以

　　　　　相通り候間兼而印鑑相添断書可

　　　　　被差出候且御近火之節人数等差

　　　　　出候儀ハ非常之事故人数頭口上ヲ以

　　　　　田安御門江相断可申候

一三月十五日御着　城此節瓦御門外迄御目付

A0143-01976_009
　両人罷出白洲江御留守居御用人を始御役人罷出

　御玄関板之間江御家老御中老上之板之間江

　御附御小姓同御近習番御小姓御近習番表御小姓

　之面々罷出大広間ニ当番之御番頭并御番

　士一組相詰鉄炮之間迄御家老御先立夫ゟ

　御用人御先立ニ而奥　御座之間江　御着

　座御熨斗御祝被成本多丹波始御家老同

　嫡子御城代之息御家老次男御側御用人右

　一人宛罷出御長蚫　御直ニ被下之相済撻担之

　間江　御着座御城代高知之面々并水戸市之進

　山川内膳宇都宮勘ケ由御留守居一人宛罷出御長蚫

　御直ニ被下之畢而御帰国御礼使者稲葉哉五郎

　御目見被　仰付御家老披露　御意有之

　御長蚫　御直ニ被下之御時服［御召木綿御綿入］一拝領

　被　仰付御家老御取合有之相済　御座所江

　被為　入　御座之間江　御着座御熨斗出之

A0143-01976_010
　本多丹波御家老御城代御側御用人江御吸

　物御酒御相伴被　仰付御盃被下右御盃

　御前江被　召上相済

一三月十六日右同断ニ付為御礼御使者高知稲葉

　哉五郎江戸表江被指出之　御先代之通奉書

　紙鯣干鯛御樽被献之哉五郎今日福井出

　立

一三月十六日右同断ニ付京都所司代江　御書

　被指出之

一三月十六日　東照宮江　御参詣、［御直衣］御太刀一腰

　銀馬代一枚御献備被成夫ゟ　御社参有之左之通

　被供之

　　　御初穂

　　　　　銀壱枚　　　　　　　　神明宮

　　　　　金百疋　　　　　　　　足羽宮

　　　　　同　　　　　　　　　　人丸

A0143-01976_011
　　　　　金百疋　　　　　　　　山王宮

　　　　　同　　　　　　　　　　将軍地蔵

　　　　　同　　　　　　　　　　山王宮

　　　　　同　　　　　　　　　　黒竜宮

一三月十九日御初入ニ付年始五節句月次出仕

　之次第左之通被　仰出之

　　　年始五節句登　城前々之通

　　　　　　　　　　　　　　　十二月斗

　　　　　朔日　　　十五日　　　廿八日

　　　右五半時不及御触登　城可有之候

　　　相止候節ハ御触可有之事

　　　　　正月七日　三月朔日　　七月十五日

　　　右不逮出仕候事

　　一御目見相済候子供孫弟伯父甥登

　　　城之儀勝手次第之事

一三月廿日左之通泉蔵院江申達候様寺社奉行江

　月番御家老書付一通相渡之

A0143-01976_012
　　　惇宗院様　御位牌泉蔵院江御安

　　　置被成置候儀ハ

　　　中将様　御代中限之

　　　思召ニ付則

　　　御代替之節御取片付ニ被

　　　仰出事ニ候間以来御年回等御取扱

　　　無之旨被　仰付候

一三月廿三日御国境迄被為　入候ニ付　御先代之通

　御内証ゟ御文女使ヲ以被指出之

（以下、「　」内抹消）

　　「一筆申入まいらせ候

　　　上々様ます々々御機嫌よく御座

　　　なされ恐悦に存し奉り候なを

　　　また　御機嫌伺ひ奉りたく

　　　候御席之折から

　　　御前よろしく頼入まいらせ候めて

A0143-01976_013
　　　たくかしく

　　　　なを々々私儀も段々国近くまて

　　　　罷越候ニ付　御機嫌相伺ひ候間

　　　　いかほとも々々々々々よろしく御取な

　　　　し頼入まいらせ候めてたくかしく」

一三月廿三日内藤紀伊守殿御渡し御書付一通

　大目付遠山隼人正ゟ来ル

　　　　　　　　　　　　　　　御暇之面々

　　　　　　　　　　　　　　　病気幼少之

　　　　　　　　　　　　　　　面々

　　　右之分領知之

　　　御判物　御朱印頂戴之節指

　　　出候名代名之書付来ル廿七日迄ニ

　　　紀伊守宅江差出候様可被達候

　　　　三月

A0143-01976_014
一三月廿三日前田万吉明石甚左衛門井原司馬助

　講談　御聴被成

　　但御初而ニ付三人江御吸物御酒被下之

（以下、「　」内は抹消）

　　「一以後都度々々不記之」

（以下、「　」内は「不用」）

「一三月廿四日御領知御判物之儀ニ付大目付中ゟ

　　左之通御廻状来ル

　　　　近々領知

　　　　御判物　御朱印於頂戴ハ当時

　　　　差合有之候ハヽ幾日迄と申儀可被申

　　　　聞候上名代之方代り共姓名相認

　　　　来ル廿七日迄之内西丸中ノ口迄持参

　　　　自分共之内江可被差出候尤紀伊守殿ゟ

　　　　被　仰渡有之候ハヽ名代之方被

　　　　仰上可有之与存候兼而被申聞候名代

　　　　之方替り候歟又ハ代り之方被出候ハヽ猶

　　　　又其節可被申聞候名代其外之儀

A0143-01976_015
　　　　共被承合候義も有之候ハヽ自分共之内江

　　　　可被申聞候右之段申達候以上

　　　　　三月廿四日　　　　　　大井十太郎

　　　　　　　　　　　　　　　　遠山隼人正

　　　　　　松平越前守殿

　　　　　　　　　留守居」

一三月廿五日田安御門所通行之儀ニ付御目付迄

　左之通御伺書御留守居持参差出候処御附札之通

　御差図有之

　　　越前守家来共田安様江罷出候節

　　　駕乗并馬等ニて田安御門通行之儀

　　　如何相心得可申哉此段相伺申候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　三月廿五日　　　　　　真杉所左衛門

　　　　御附札

　　　　　書面駕乗ニ馬共難相成

　　　　　馬駕籠共田安御門外ニ可

　　　　　相残候

一三月廿五日長谷川八十郎江炮術　御入門

　被成

A0143-01976_016
　　但八十郎父子江御吸物御酒被下之

（以下、「　」内は「不用」）

「一三月廿六日寺社奉行松平伊豆守殿ゟ御呼出

　　御留守居罷出候処左之通御書付一通ヲ相渡之

　　　　増上寺

　　　　有章院様

　　　　惇信院様　御霊前江献備之

　　　　釣御灯籠修復之儀同所御別当ゟ

　　　　申出候間御作事方ニ而引受修復

　　　　有之候様御作事奉行江相達置

　　　　候間委細被及懸合候様可被致候事

　　　　　三月」

一三月廿七日先達而御触達有之ニ付御掛り

　内藤紀伊守殿并大目付江左之通御届書御留守

　居持参指出之

A0143-01976_017
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守名代

　　　　　　　　　　　　　　　有馬左兵衛佐

　　　右之通ニ御座候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　三月廿七日　　　　　　大道寺七右衛門

一三月廿七日松岡天竜寺江　御参詣ニ付御用人

　御代拝ニ而春日社江御初穂金弐百疋被供之

一三月廿八日御帰国御礼御使者稲葉哉五郎

　江戸着御用番江罷出御書指出之御内証

　ゟ御文被指出之

一三月晦日御用番内藤紀伊守殿ゟ左之通

　御切紙来ル

　　　国許到着御礼之使者稲葉哉五郎

　　　明朔日五時西丸江可差出候且又自分

　　　之御礼茂可申上候間可存其趣候以上

　　　　三月晦日　　　　　　　内　紀伊

A0143-01976_018
　　　　　松平越前守殿

　　　　　　　　留守居

一三月晦日内藤紀伊守殿御渡之御書付一通

　大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　領知之

　　　御判物　御朱印初而頂戴之

　　　面々為御礼掃部頭老中水野出羽守

　　　若年寄中江相廻候事

　　一病気幼少之面々名代之分茂右

　　　同断

　　一二日目頂戴之在国在邑之面々名代

　　　之分も御礼廻之儀初日之通たる

　　　へく候尤承知之上為御礼使礼差越

　　　候事

　　　　三月

A0143-01976_019
一三月晦日中村政右衛門鎗術出淵伝之丞剣

　術　御入門被成

　　但政右衛門伝之丞父子江御吸物御酒被下之

一閏三月朔日御帰国御礼御使者稲葉哉五郎

　［御留守居同道］　西丸江罷出［御本丸代り］

　公方様江御献上之奉書紙鰑干鯛御樽一荷

　御目録共御坊主組頭江相渡之月次御礼後

　於御白書院

　公方様　出御　御目見被　仰付御奏者番

　松平摂津守殿披露御用番脇坂中務太輔殿

　御取合有之退座哉五郎再罷出自分之

　御礼申上之献上之太刀目録御奏者番

　松平右京亮殿披露畢而　天障院様江

　干鯛一箱御樽一荷於檜之間御留守居年寄

　加藤伯耆守殿江指上之相済右為御礼御大老

　御老中不残御側御用人若年寄中江廻勤

A0143-01976_020
一閏三月朔日大目付平賀駿河守殿ゟ申来

　御留守居罷出候処年号改元被　仰出候ニ付

　左之通御折紙一通被相渡之

　　　　　萬延

一閏三月朔日右同断ニ付大目付中ゟ左之通御廻

　状来ル

　　　病気又者幼少ニ而今日出仕無之万石

　　　以上之面々者年号改元之儀先例

　　　之通老中宅江使者可指越候在国

　　　在邑之面々者承次第飛札可差越

　　　候

一閏三月朔日右同断ニ付御内証ゟ御勤品奥ゟ

A0143-01976_021
　伺出候処何も不及其儀旨申来ル

一閏三月朔日　御初入ニ付於　御本丸月次御礼

　後於席々左之通　御意之趣御家老申渡之

　　　公儀御法度家之作法厳重可相守

　　　候且又倹約之儀前々之通相心得相勤

　　　候様

　　　　但於江戸表四月二日諸向江申渡之

　　　　一月次御礼之儀以後定例故不記之

一閏三月二日大目付中ゟ申来り　西丸中之口江

　御留守居罷出候処左之通御書付二通被相渡之

　　　御判物　御朱印頂戴之面々御門

　　　明登

　　　城有之候様可被致候一同相揃候上

　　　習礼有之候ニ付若遅刻之向有之

　　　候而者一躰江相響習礼等も行届不申

　　　候間厚相心得尤名代罷出候面々江も不

A0143-01976_022
　　　洩様相達可被置候御門明之儀も早メニ

　　　致候筈ニ候間此段為心得申達候事

　　　　閏三月二日

　　　御判物

　　　御朱印頂戴之節名代之面々

　　　登　城有之候ハヽ早速誰為名代

　　　罷出候旨書面ニ致し表坊主を以

　　　大井十太郎江可被指出候事

　　一同断之節為請取罷出候留守居之

　　　者順立方御間挟之儀ニ付手操も有

　　　之候間当朝罷出候ハヽ於蘇鉄之間

　　　支配向之者江名札差出候様可被致候

　　　事

　　　　閏三月

A0143-01976_023
一閏三月三日田安御門所駕乗通行之儀ニ付御目付

　駒井山城守殿江御留守居真杉所左衛門左之通

　伺書持参指出之

　　　越前守家来共田安様江罷出候節

　　　駕乗并駕等ニ而田安御門通行之儀

　　　如何相心得可申哉相伺候処乗駕

　　　乗馬共難相成馬駕籠共田安御門

　　　外ニ可相残旨御指図之趣奉畏候然ル処

　　　元来願之上御府内駕乗

　　　御免之者且又

　　　御目見仕候格式ニ而旧来

　　　御関所ニ駕乗

　　　御免之者共等之儀如何相心得可申哉此

　　　段相伺申候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　閏三月三日　　　　　　真杉所左衛門

A0143-01976_024
（以下、「　」内は「不用」）

「一閏三月五日寺社奉行松平伊豆守殿ゟ御呼出

　　御留守居罷出候処左之通御書付一通被相渡之

　　　　増上寺

　　　　惇信院様江献備之御灯籠御清

　　　　洗等之儀同所御別当ゟ申出候間

　　　　御作事方ニ而引請修復有之候

　　　　様御作事奉行江相達置候間委細

　　　　被及掛合候様可被致候事」

一閏三月六日　御領知　御判物為御頂戴

　御名代有馬左兵衛佐殿　西丸江御登　城被成

　候処於御白書院　御領知之　御判物被下旨

　上意有之此節御老中御取合有之御掛り

　内藤紀伊守殿　御判物御渡有之相済為

　御礼御老中御廻勤夫ゟ此御屋形江御越被成

　右　御判物御家老酒井外記江御渡被成

一閏三月六日御用番脇坂中務太輔殿ゟ左之通

A0143-01976_025
　御切紙来

　　　国許到着御礼之使者稲葉哉五郎

　　　明日四時西丸江可被差出候以上

　　　　閏三月六日　　　　　　脇　中務

　　　　　松平越前守殿

　　　　　　　　留守居

一閏三月六日御用番ゟ御呼出ニ付御留守居罷出候

　処公用人を以演達代り左之通御書付一通被

　相渡之

　　　兼而被　仰付置候御警衛之儀者外国

　　　防禦筋手配有之候儀勿論ニ候得共

　　　彼我下々之者闘争ニ及ひ又者故

　　　なく殺害受ルより自然大事を

　　　引出し候儀ニ付右予防之手当

A0143-01976_026
　　　兼々心得有之度開港以来

　　　外国人共殺傷受候儀度々ニ及ひ

　　　候処近来浪人躰之者所々

　　　立廻り候趣も相聞候間此上不慮

　　　之儀折重り候ハヽ御国之大患を

　　　醸し戦争之端ニも相成候儀無

　　　之与ハ難申懸念之次第ニ付右之

　　　意味厚く被　持場心得最寄又ハ然ルへき場所

　　　見立出張番所取建昼夜交替

　　　勤番為致若胡乱之もの立入

　　　候ハヽ速ニ補押多人数押寄及乱

　　　妨候様之儀も有之候ハヽ時宜次第

　　　鉄炮等相用打殺又者切捨候而も

　　　不苦候間夫々手当被申付候様

　　　存候委細之儀者神奈川奉行よりも

　　　申談ニ而可有之候事

A0143-01976_027
一閏三月七日　御帰国御礼御使者稲葉哉五郎

　［御留守居同道］　西丸江罷出候処於檜之間御用番

　脇坂中務太輔殿出座御奉書御渡有之

　哉五郎江拝領物被　仰付旨被申聞之御品者

　御奏者番青山大膳亮殿［御巻物二］被相渡之

　相済再罷出右御礼申上之退去右為拝領

　物之御礼御用番江罷出

一閏三月九日松平右京亮殿御宅江御留守居

　大道寺七右衛門［昨日御同人ゟ申来］罷出候処松平大隈守殿

　列座　御領知目録御渡被成

一閏三月十日右同断ニ付御物頭溝口郷右衛門大御番

　大野権之助差添御　御判物　御領知目録守

　護御国元江被遣之今日江戸御屋敷出立

一閏三月十日横浜御警衛方之儀ニ付御用番

　脇坂中務太輔殿江御留守居真杉所左衛門左之通

　書付持参指出之

A0143-01976_028
　　　兼而神奈川横浜辺御警衛被

　　　仰付置候処近来浪人躰之者

　　　所々立廻り異変之儀有之候哉も

　　　難斗趣ニ付持場最寄可然場所見

　　　立出張番所取建昼夜交替勤番

　　　為致夫々手当致候様其余被

　　　仰聞候趣共委細承知仕候然ル処此

　　　度御達御座候趣ニ而ハ不容易儀与奉存候

　　　故此表重役共之存而已ニ而取斗も仕

　　　兼候儀御座候右ニ付其段国元越前守江

　　　申越厚取調之上ニ無御座候

　　　半而者御請難申上奉存候段重役共

　　　申聞候万一持場内臨時御事柄茂出来

　　　候節者御指図次第太田陣屋ゟ可成丈

　　　之人数差出申候心得御座候此段御含

　　　置被下候様奉願候以上　　　　　

A0143-01976_029
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　閏三月十日　　　　　　真杉所左衛門

一閏三月十一日横浜運上役所ゟ申来御留守居

　下役之者罷出候処御徒目付ゟ口達之趣ニ而

　左之通書付相渡之

　　　当表之儀開港以来外国人共殺傷

　　　受候儀度々ニ及ひ候処近来浪人

　　　躰之者所々立廻候趣も相聞候間此

　　　上不慮之儀折重り候てハ御国之大

　　　患を醸し可申哉も難斗ニ付追々被

　　　仰渡之次第茂有之横浜表等者

　　　御持場之儀ニ付非常之節人数御差

　　　出し之儀ハ勿論ニ候へ共其節ニ臨ミ

　　　野毛陣屋ゟ出張致し候而者急速之

　　　間ニ合兼候間運上会所囲内御差

　　　支無之場所夕七時前頃ゟ翌朝迄

A0143-01976_030
　　　相応之人数相詰半時間位ニ波戸

　　　場并右近辺海岸外国人居留場

　　　関門外等見廻り非常之節者直ニ

　　　右詰合之人数差出其模様ニ寄陣

　　　屋内ゟ追々出張致候様取斗可被申

　　　候尤屯所其外見廻り方等見込之

　　　次第も有之候ハヽ早々可被申立候猶

　　　追々委細之事柄及談候様可致

　　　候得共先荒増之処前書之通

　　　及談候事

　　　　閏三月

一閏三月十二日右同断之処関門之儀ニ付左

　之通伺書指出候処御附札ニ而御差図有

　之

　　　越前守太田陣屋脇関門之儀薄

A0143-01976_031
　　　暮ニ至り立寄セ置夜六時ニ至り〆切

　　　候様御指図被成下候然ル処非常

　　　為御固運上会所迄人数指出候様

　　　御達ニ付今晩ゟ指出候筈ニ御座候右ニ

　　　付陣屋内彼是与手薄ニも相成候

　　　儀ニ付当分之内右関門昼夜〆切

　　　置申度奉存候八王寺遠見番所

　　　木戸門之儀も同様〆切置申度

　　　候宜御指図可被成下候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　閏三月十二日　　　　　島崎勘右衛門

　　　　御附札

　　　　　書面陣屋脇木戸門之儀ハ

　　　　　往還之事故大戸〆切潜之

　　　　　方ゟ通行為致遠見番所木

　　　　　戸門之方ハ〆切置不苦候

A0143-01976_032
一閏三月十二日安藤対馬守殿ゟ御呼出御留守居介

　岩上梶太夫罷出候処左之通書付

　一通被相渡之

　　　先達而相達候浪人躰之者横浜江

　　　可立入哉之風聞も相聞候間弥無油

　　　断心附候様可仕候事委細者神奈川

　　　奉行ゟ相達ニ而可有之候事

一閏三月十三日御用番脇坂中務太輔殿江

　御留守居大道寺七右衛門左之通書取持参指出

　候処追而御附札ニ而御差図有之

　　　越前守同氏春嶽妻住所向并土蔵

　　　長屋等之儀ニ付別紙之通松平和泉守様江

　　　奉願置候処未何等之御沙汰不被成

　　　下候然ル処当節ニ到り次第大破相

A0143-01976_033
　　　成甚以差支難渋仕候仍之御用

　　　多之御時節相願候儀奉恐入候得共

　　　何卒早速御指図被成下候様奉願候

　　　此段御手前様迄申上候間宜御沙汰被

　　　可成下候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　閏三月十三日　　　　　大道寺七右衛門

　　　　御附札

　　　　　書面之趣無余儀筋ニ相聞候間

　　　　　難捨置ケ所而已穏便ニ建足修復

　　　　　等致候儀ハ不苦候事

一閏三月十五日　御家督之為御祝儀於

　御本丸御礼被為　請

　　但年始御規式之通ニ而十六日十八日十九日日割を以

　　　諸職人ニ至迄席々ニ而御礼被為　請

一閏三月十五日鳥子紙御献上之儀ニ付御用番江

A0143-01976_034
　御留守居大道寺七右衛門左之通御届書持参指

　出之

　　　此度

　　　御本丸御普請ニ付越前守儀金壱万

　　　両又者鳥子紙之内献上仕度内願

　　　仕候処去未年十二月朔日松平

　　　和泉守様ニ而内願之通献上候様尤両

　　　様之内何れニ而茂不苦段御沙汰

　　　之旨御書付を以被　仰渡候右ニ付

　　　鳥子紙五拾万枚献上仕度旨御同

　　　所様江相伺候処去ル正月十三日伺之

　　　通献上候様御指図御座候且又献上

　　　方之儀者五拾万枚之御目録を以

　　　献上仕品物之儀者漉立出来次第

　　　追々三田村大隈ゟ直ニ御納戸

　　　御役所江相納候様仕度旨是又御同所様

A0143-01976_035
　　　江相伺候処去ル正月廿八日書面之通

　　　相心得候様御指図御座候然ル処

　　　今度品物弐万五拾枚分漉立出来

　　　相廻り候ニ付来ル十六日献上仕度右之儀

　　　前夕献上相伺候而も不苦哉之旨

　　　久世大和守様江相伺候処昨十四日夕

　　　書面之通相心得候様可仕旨御指図

　　　御座候依之明十六日五拾万枚之

　　　御目録を以献上仕候此段御届申上

　　　候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　閏三月十五日　　　　　大道寺七右衛門

一閏三月十五日横浜御警衛之儀ニ付安藤対馬守殿

　脇坂中務太輔殿江御留守居介岩上梶太夫左之通

　御届書指出之

　　　越前守持場御警衛之儀今度被

A0143-01976_036
　　　仰出之趣ニ付去ル十二日夕ゟ横浜御会所江

　　　人数出張仕候此段御届申上候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　閏三月十五日　　　　　岩上梶太夫

一閏三月十六日　御本丸御普請ニ付御留守を以

　鳥子紙五拾万枚被献之於檜之間御用番

　脇坂中務太輔殿被謁之

一閏三月十八日先月御用番内藤紀伊守殿江

　御呼出御留守居大道寺七右衛門罷出候処御屋敷

　替之儀ニ付左之通御差図有之

　　　　　　　　　　　　　　袖裏

　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江

　　　佐竹右京大夫拝領屋敷

　　　本所十間川九千百拾四坪余之内

　　　　四千坪　　　　　　　　松平越前守江

A0143-01976_037
　　　松平越前守拝領中屋敷

　　　本所中之郷

　　　　　五千六百六拾三坪余　佐竹右京太夫江

　　願之通屋敷相対替被　仰付候御普請

　　奉行可被談候

一閏三月十九日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　神奈川御開港外国貿易被

　　　仰出候ニ付諸商人共一己之利徳ニ

　　　泥ミ競而相場糶上ケ荷元を買〆

　　　直ニ御開港場所江相廻し候ニ付御府内

　　　入津之荷物相減諸色払底相成

　　　諸人難儀致し候趣相聞候ニ付当

　　　分之内左之通被　仰出候

　　　一雑穀

　　　一水油

　　　一蠟　

A0143-01976_038
　　　一呉服

　　　一糸

　　　右品々ニ限り貿易荷物之分ハ都而

　　　御府内ゟ相廻し候筈ニ候間在々ゟ決而

　　　神奈川表江積出し申間敷候尤貿

　　　易之御仕法相改り候儀ニ者無之候間

　　　御府内問屋共方江積候荷物之内

　　　買取貿易致し候儀不苦候右者御府内

　　　日用之品潤沢之為被　仰出候儀ニ候

　　　条国々荷元にても其段相心得貿易

　　　之儀をも見込戌丈御府内江多分ニ荷

　　　物積廻し候様可致候万一右触面之

　　　趣相背候もの於有之者無用捨吟

　　　味之上厳重之咎可申付候

　　　右之通御科者御代官私領者領主

　　　地頭ゟ不洩様可触知もの也

A0143-01976_039
　　　　閏三月

一閏三月廿一日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処

　左之通御書付一通被相渡之

　　　　　　　　　　　　　　袖裏

　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来江

　　　御用之儀候間明廿二日四時

　　　松平越前守為名代一類中

　　　一人西丸江罷出候様可仕候

　　　　壬三月廿一日

　　　　但右ニ付為　御名代有馬左兵衛佐殿被致

　　　　　登　城候段御届書被指出之

一閏三月廿二日右同断ニ付為　御名代有馬左兵衛佐殿

　御登　城被成候処於御白書院御老中列座

　御用番脇坂中務太夫殿左之通御口達有之

　　　御本丸炎上之節人数差出

A0143-01976_040
　　　右之者共精出し候趣達

　　　御聴候此段可申聞旨

　　　上意候

一閏三月廿二日右同断ニ付諸向江御家老申

　渡之

一閏三月廿二日右同断ニ付御礼勤之儀御用番江

　御留守居大道寺七右衛門伺書持参指出候処左之通

　御附札を以御差図有之

　　　今日越前守為名代有馬左兵衛佐殿

　　　西丸江被致登

　　　城候処

　　　御本丸炎上之節人数指出候処

　　　右之者共精出候趣達

　　　御聴此段可申聞旨

　　　上意之趣被　仰渡候依之越前守

　　　於国許承知之上御礼勤如何相心得

A0143-01976_041
　　　可申哉御指図之上国許江申遣度

　　　奉存候此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　閏三月廿二日　　　　　大道寺七右衛門

　　　　御附札

　　　　　使札差越候様可仕候

一閏三月廿二日初而大長院江　御参詣被成御初穂

　白銀一枚被供之

一閏三月廿四日　御判物御領知目録持参之御使者

　溝口郷右衛門大野権之助到着於　御本丸

　御判物御頂戴被成

一閏三月廿四日脇坂中務太輔殿内藤紀伊守殿

　御渡之御書付大目付中ゟ左之通御廻状来

　　中務太輔殿御渡

　　　　　　　　　　　　　　　大目付江

　　　貿易御開之後外国船之往来

　　　繁々ニ付而者諸向之届手数も不少儀ニ付

A0143-01976_042
　　　以来洋中一ト通之廻船碇泊迄ニ而別条

　　　無之分ハ幸便等ニ取束可申聞候尤

　　　相替候儀も候ハヽ早々可相届候且警衛

　　　筋之儀弥無油断可心附候

　　　右之趣海岸領分知行有之向々江

　　　可被相触候

　　　　閏三月

　　紀伊守殿御渡

　　　　　　　　　　　　　　　大目付江

　　　天文暦算世界絵図等板行相願候

　　　者者天文方之内江草稿差出蘭書

　　　翻訳蘭方医書等之儀者天文方

　　　山路弥左衛門方江草稿差出任指図候様

　　　弘化ニ巳年相触候処蕃書調所御取

　　　立相成候ニ付而者向後天文暦算者是

A0143-01976_043
　　　迄之通天文方江草稿差出世界絵

　　　図蘭書翻訳蘭方医書等者蕃書

　　　調所江草稿差出任差図彫刻出来

　　　之上一部宛改請候所江相納候様向々江

　　　可被相触候事

　　　　閏三月

一閏三月廿四日中之郷御中屋敷佐竹右京太夫殿

　中屋敷与御相対替今日御引渡相済

一閏三月廿八日右同断ニ付脇坂中務太輔殿江御留守居

　を以左之通御届書被指出之

　　　今度屋敷相対替願之通被

　　　仰付越前守拝領本所中之郷屋敷

　　　五千六百六拾三坪余佐竹右京太夫様江

　　　去ル廿五日引渡御同人様御拝領本所

　　　十間川屋敷之内切坪ニ而四千坪同日

A0143-01976_044
　　　受取申候此段御届申上候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　閏三月廿八日　　　　　大道寺七右衛門

一閏三月廿八日常盤橋御門渡御櫓兼而御借受之処御本丸

　御普請中御用ニ相成候ニ付御引渡ニ相成

　　但右御用相済候ハヽ是迄之通御渡相成候様

　　　御留守居ゟ申達置

一閏三月廿八日御用番脇坂中務太輔殿ゟ御呼出

　御留守居真杉所左衛門罷出候処横浜御警衛向之

　儀ニ付左之通御書付一通被相渡之

　　　　　　　　　　　　　　袖裏

　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江

　　　横浜并神奈川辺御警衛方之儀ニ付

　　　先達而相達候御趣意之趣家来末々迄

　　　厚く相心得出張人数手配等行届候段

　　　畢竟常々申付方宜故之儀与相聞

A0143-01976_045
　　　一段之事ニ被

　　　思召候此段可申聞旨

　　　御沙汰候

一閏三月廿八日右同断御礼勤之儀ニ付御用番江

　御留守居伺書持参指出候処追而御呼出ニ而左之通御附札を以

　御差図有之

　　　横浜并神奈川辺御警衛方之儀

　　　先達而御達御座候ニ付人数出張仕候

　　　処家来末々迄厚く相心得手配等

　　　行届候段畢竟常々申付方宜故之

　　　儀与一段之事ニ被

　　　思召此段可申聞旨

　　　御沙汰ニ御座候段御書付を以被

　　　仰出候右ニ付越前守於国許承知之上

　　　御礼勤向之儀如何相心得可申哉此

　　　段奉伺候以上

A0143-01976_046
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　閏三月廿八日　　　　　大道寺七右衛門

　　　　御附札

　　　　　飛札差越候様可仕候

一閏三月廿八細川越中守様御家来横井平四郎

　［儒学者］与申者御呼寄ニ付今日於　御本丸

　御目見被　仰付之

一閏三月廿九日先達而久世大和守殿加判之列

　被　仰出候ニ付被指出候　御書御用番江御留守居

　持参差出之

一閏三月廿九日年号改元被　仰出候ニ付被指出候

　御書御用番江御留守居持参指出之

一閏三月廿九日　御帰国御礼御使者稲葉哉五郞

　登　城　御目見被　仰付候為御礼被指出

　候　御書御用番江御留守居持参指出之

一閏三月廿九日　御家督御相続且　御入部

　之為御祝儀左之通町在江被下之

A0143-01976_047
　　　銀九百弐拾匁

　　　鯣弐百把　　　　　　　　福井町

　　　銀百五拾匁　　　　　　　座頭共

　　　銀四拾三匁　　　　　　　瞽女共

　　　右同断　　　　　　　　　誓願寺

　　　　　　　　　　　　　　　岡橋下

　　　銀三百弐拾弐匁五分　　　川北領在々

　　　鯣五拾五把

　　　銀八拾六匁　　　　　　　三国

　　　鯣拾五把

　　　右同断　　　　　　　　　金津

　　　銀三百弐拾弐匁五分　　　上領在々

　　　鯣五拾五把

A0143-01976_048
　　　銀八拾六匁　　　　　　　五ケ村

　　　鯣拾五把　　　　　　　　粟田部

　　　銀三百弐拾弐匁五分　　　中領在々

　　　鯣五拾五把

　　　銀八拾六匁　　　　　　　四ケ浦

　　　鯣拾五把

　　　銀三百弐拾弐匁五分　　　下領在々

　　　鯣五拾五把

　　　銀八拾六匁　　　　　　　泥原新保浦

　　　鯣拾五把

　　　右同断　　　　　　　　　松岡町

　　　銀三百壱匁　　　　　　　御預所在々

　　　鯣五拾把

0143-01976_049
　　　銀三百壱匁　　　　　　　府中町在

　　　鯣五拾把

　　　　〆

一閏三月廿九日弓術師役之面々江左之通被

　仰出之

　　　弓術稽古所明道館内江一集ニ被

　　　成射小屋稽古所共一ケ所御取建被

　　　成候筈之旨昨年被　仰出候処

　　　指支之廉も有之趣ニ付当分之

　　　処自宅稽古所ニ而是迄之通稽

　　　古可致旨被　仰出候依之年中

　　　入用之方江盆暮百五拾匁ツヽ都合

　　　壱ケ年銀三百匁ツヽ被下置候

一閏三月晦日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　此度大判吹直被　仰付是迄之大

　　　判与引替当四月十日ゟ両替屋共江

0143-01976_050
　　　可相渡候間献上并被下物其外同日より

　　　可用之候事

　　　　但新大判壱枚者弐拾五両之積り両

　　　　　替之者とも歩金多く不可取候

　　一是迄之大判壱枚ニ付新大判壱枚江

　　　増歩三拾両相添引替候間聊も不貯

　　　置別紙名前之者方江差出引替

　　　可申事

　　一唯今迄通用大判者当四月十日ゟ

　　　通用停止之事

　　　右之趣国々江も可触知もの也

　　　　閏三月

　　　　　本町壱丁目　　　　　御金改役所

　　　　　　　　　　　　　　三井組

　　　　　駿河町　　　　　　　為替御用所

A0143-01976_051
　　　　　　　　　　　　　　十人組

　　　　　本両替町　　　　　　為替御用所

　　　　　本革屋町　　　　　　三谷三九郞

　　　　　宝町三丁目　　　　　竹原屋文右衛門

　　　　　南槙町　　　　　　　泉屋吉次郎

　　　　　金吹町　　　　　　　中井新右衛門

　　　　　田所町　　　　　　　井筒屋善右衛門

　　　　　神田旗籠町　　　　　石川屋庄次郎

　　　　　　〆

一四月二日　天親院様御法事ニ付御香奠

　被指上度旨御用番江御留守居真杉所左衛門

　伺書持参指出候処翌日左之通御附札を以御指

　図有之

　　　今度

　　　天親院様拾三回　御忌御法事之

　　　節越前守ゟ御香奠指上申度奉存

A0143-01976_052
　　　候此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　四月二日　　　　　　　真杉所左衛門

　　　　御附札

　　　　　白銀三枚差上候様可仕候

一四月二日右同断御法事中　御機嫌為

　御伺御献上物之儀御用番江御留守居ゟ伺書指

　出候処左之通御附札を以御差図有之

　　　今度

　　　天親院様拾三回御忌御法事中

　　　為伺

　　　御機嫌越前守ゟ御菓子類御精進

　　　物之内指上申度奉存候此段奉伺候

　　　以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　四月二日　　　　　　　真杉所左衛門

　　　　御附札

　　　　　御菓子類一度献上候様可仕候

A0143-01976_053
一四月四日初而安波賀春日社江　御参詣被成為

　御初穂春日社江白銀壱枚滝殿江金百疋被

　供之

一四月五日御帰国御礼御使者稲葉哉五郞

　拝領物被　仰付為御礼被指出候　御書御用番江

　御留守居持参指出之

一四月六日御家督を始御祝事ニ付御家中

　之面々江於　御本丸御吸物御酒被下之

　　但子供之面々与力諸役人并隠居之

　　　面々九日於御同所被下之

　　一右御祝事ニ付御料理可被下之処今度

　　　思召之御旨被為　在候ニ付御吸物御酒ニ

　　　相成

一四月六日御香奠納所等之儀ニ付御目付駒井

　山城守殿江昨日御留守居伺書指出候処今日御呼出ニ而

　左之通御附札を以御指図有之

A0143-01976_054
　　　此度

　　　天親院様御法事ニ付越前守御香

　　　奠差上申度段安藤対馬守様江相

　　　伺候処白銀三枚差上候様御指図

　　　御座候依之御香奠納所并日限

　　　使者着服刻限等之儀如何相心得

　　　可申哉此段相伺申候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　四月六日　　　　　　　真杉所左衛門

　　　　御附札

　　　　　書面之通ハ来ル十日朝六半時増上寺

　　　　　表門通常行院江相揃方丈江可被相

　　　　　納候尤着服熨斗目半袴ニ而候

一四月八日　天親院様御法事中　御機嫌

　為御伺御使者御留守居大道寺七右衛門を以落雁

　一箱被献之御内証ゟ御文被指出之

一四月九日御用番安藤対馬守殿ゟ御呼出御留守居

A0143-01976_055
　罷出候処右同断御披露済之捻御奉書被

　相渡之

　　　落雁一箱被献之候遂披露候処

　　　一段之御仕合候恐惶謹言

　　　　四月八日　　　　　　　安藤対馬守

　　　　　　　　　　　　　　　　　信睦判

　　　　　松平越前守殿

一四月九日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　此度吹替被　仰付候新小判壱分判

　　　弐分判弐朱金共四月十日ゟ通用

　　　可致候尤有来金銀取交請取渡方

　　　両替共無滞通用可致候

　　一保字正字小判壱分判并弐分判弐朱

　　　金共新小判壱分判弐分判弐朱金と

　　　引替候筈ニ候条引替御用相勤候もの

A0143-01976_056
　　　とも方江差出引替可申候

　　一武家其外共町人江相対ニ而申付引

　　　替御用相勤候もの方江差出為引替

　　　候義も勝手次第ニ候事

　　一新小判壱分判弐分判弐朱金共両

　　　替ニ付切賃之儀前々之通相心得取

　　　遣可致候事

　　　　四月

　　　保字金正字金歩増被　仰出候割合

　　　を以此度新小判壱分判吹立弐分

　　　判式朱金共吹替被　仰付候ニ付新

　　　小判壱分判壱両六拾匁之積弐分

　　　判弐朱金之義も同様相心得両替

　　　無滞通用可致候

　　一正字小判壱分判是迄之弐歩判

A0143-01976_057
　　　弐朱金共保字金同様追而停止

　　　可被　仰出夫迄之間取交通用

　　　たるへく候

　　　右之趣御料ハ御代官私領ハ領主地頭ゟ

　　　不洩様可被相触候

　　　　四月

一四月十日於増上寺　天親院様十三回御忌

　御法事ニ付御使者御物頭松田理兵衛［御留守居同道］を以

　御香奠白銀三枚被指上之同所方丈江相

　納之

一四月十一日　御判物御頂戴之御礼御使者

　大宮藤馬江戸着御用番江罷出　御書指

　出之

一四月十一日右同断ニ付為御礼御内証ゟ御文

　被指出之

A0143-01976_058
一四月十一日御領知目録御渡ニ付為御礼被指出

　候　御書御懸り内藤紀伊守殿江御留守居

　持参指出之

一四月十二日　御判物御頂戴ニ付増上寺天徳寺

　御代々様　御霊前江為　御名代御家老

　酒井外記相勤之

一四月十四日御祝事ニ付　思召を以於　御座所

　休息之面々御目見被　仰付之　御意

　有之御汲物御酒被下之

一四月十六日　御判物御頂戴之御礼御使者大宮藤馬

　［御留守居同道］於檜之間安藤対馬守殿御奉書御渡有

　之拝領物被　仰付旨被申聞御品者御奏者番

　松平摂津守殿［御巻物三］御渡有之右為御礼対馬守殿江

　罷出

一四月十六日大目付中ゟ左之通御廻状来

　　　　　覚

A0143-01976_059
　　　此度改元被　仰出候萬延之文字重

　　　き事之外ハ萬万之文字いつれ之方

　　　認メ候而も不苦候間其段向々江可被達候

　　　事

一四月十七日大目付中ゟ左之通御廻状来

　　　古金類引替差出方之儀今般保

　　　字正字小判壱歩判歩増通用被

　　　仰出候もの江ハ道法遠近ニ不拘御手当

　　　相増候割合左之通

　　　一［慶長金武蔵判］　　　百両ニ付　代り金五百四拾八両

　　　一元禄金　　　　　　　　同断ニ付　同三百七拾八両

　　　一乾字金　　　　　　　　同断ニ付　同三百四拾七両

　　　一享保金　　　　　　　　同断ニ付　同五百六拾五両

　　　一元文金　　　　　　　　同断ニ付　同三百六拾弐両

A0143-01976_060
　　　一［真字弐歩判文政金］　同断ニ付　同三百四拾弐両

　　　一草字弐歩判　　　　　　同断ニ付　同三百拾三両

　　　一五両判　　　　　　　　同断ニ付　同弐百七拾三両

　　　右之通増歩御手当被下候間聊も不貯

　　　置江戸京大坂其外諸国引替御用

　　　相勤候者共之内江差出早々引替可申候引替人御手

　　　当之義ハ是迄百両ニ付金弐歩被下候処

　　　増歩之義相増候ニ付而者入用も相嵩候ニ付

　　　以後都而百両ニ付金壱両宛被下候間

　　　引替捗取候様可致若此上貯置候者

　　　於有之ハ糺之上急度可及沙汰候間

　　　御料ハ御代官私領ハ領主地頭ニ而其旨

　　　相心得入念可申付候

　　　　四月

A0143-01976_061
一四月十七日安藤対馬守殿ゟ御呼出御留守居罷出

　候処去ル十日被指出候御伺書ニ左之通御附札を以

　御差図有之

　　　越前守御警衛向之儀ニ付国許ゟ炮器等

　　　取寄度安政六未年其節御用番

　　　間部下総守様江奉願御差図済ニ

　　　御座候然ル処右炮器等国元江差越候

　　　節も同様之趣ニ被成下候様此節太田

　　　陣屋詰之者共交代ニ付差支之儀も

　　　御座候間奉願度此段奉願候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　四月十日　　　　　　　真杉所左衛門

A0143-01976_062
　　　　御附札

　　　　　御備場御用中者別格之訳を以

　　　　　願之通相心得候様可仕候尤御留守居

　　　　　并浦賀奉行江茂相達候事

一四月十八日海岸為御巡覧吉崎浦ゟ河野浦

　迄被為　入

　　但廿六日　御帰殿

一四月廿三日　御本丸炎上之節御人数被指出

　候付　上意之趣被　仰出候為御礼被指出候

　御書御使者御雇青木作蔵御国許ゟ被指出

　候趣ニ而今朝御用番江持参指出之御内証ゟ

　御文被指出之

（以下、「　」内は「不用」）

「一四月廿八日増上寺

　　有章院様　惇信院様　御霊前江御献備之

　　御灯籠石御手水鉢御修復出来入用高左之

　　通御作事役所江御留守居下役持参相納之

A0143-01976_063
　　　唐銅御灯籠

　　　一金拾七両三匁五分

　　　石御手水鉢

　　　一金七両壱分弐朱四匁七分

　　　　二口〆

　　　　　　金弐拾四両弐分ト七分」

一五月四日　西丸御切手番之頭本多八十郎殿

　転役之儀ニ付久世大和守殿脇坂中務太輔殿江

　左之通御添願被指出之

　　　西丸御切手番之頭本多八十郎殿儀

　　　此度裏御門番之頭明御座候ニ付可相成

　　　儀ニ御座候ハヽ右明跡江御転役被　仰付

　　　被下置候様御心願ニ御座候右八十郎殿儀

　　　者先年来度々歎願被申上候通先々

　　　代越前守斉善御附御勤中格別実躰

A0143-01976_064
　　　被相勤其上別段御勤功之筋も有之

　　　右御心願之通被　仰付被下置候得者追々

　　　御勤功も相立於越前守も難有被奉存候

　　　右等之儀ニ付而者兼々被申付置候儀も

　　　御座候間此段御含置御沙汰被成下候様

　　　只管奉願上候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　五月四日　　　　　　　真杉所左衛門

一五月十二日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　外国銀銭目方七匁以上之分壱分

　　　銀三分通用之積於銀座極印相渡

　　　候間無滞通用可致尤銀銭所持致

　　　居候もの者銀座江指出極印請可申

　　　旨去来十二月相触置候処通用不

　　　弁之趣ニ相聞候間向後右銀銭量

　　　目軽量極印有無ニ不拘丁銀之

A0143-01976_065
　　　振合ニ准シ時相場を以取遣可致尤不

　　　相当之相場相立申間敷候

　　一諸上納物之儀茂是又時相場を以可相

　　　納候右之通相心得五月十三日ゟ通用

　　　可致候

　　　　五月

一五月十五日久世大和守殿ゟ御呼出御留守居罷出候

　処先達而被指出候暑中御尋之御願書江

　左之通御附札を以御差図有之

　　　拙者儀在国之節々同氏春嶽勤中

　　　同様暑中宿次御奉書を以

　　　御尋被成下候様奉内願候右者六代

　　　先越前守重富初而在国之節ゟ

　　　代々

　　　御尋被成下候儀ニ御座候得ハ何卒格

A0143-01976_066
　　　別之御評議を以右願之通御沙汰被

　　　成下候様奉願候以上

　　　　閏三月廿一日　　　　　松平越前守

　　　　御附札

　　　　　其方一代ハ在国之節々暑気御尋

　　　　　被成下ニ而可有之候事

一五月十六日於　御本丸長谷川八十郞弟子

　炮術　御覧被成

　　但追々弓鉄武芸等御覧被成当年御初而ニ

　　　付師役之面々江御紋御上下

　　　弟子中江御赤飯被下之

　　一右御覧之儀御在国中定例故以後不記之

一五月廿一日今度

　惇信院様百回御忌御法事中　御機嫌為御伺

　御干菓子類御献上被成度旨御用番江御伺

　書被指出候処追而御伺之通一度御献上被成

A0143-01976_067
　候様御差図有之

（以下、「　」内は「不用」）

　　「今度

　　　惇信院様百回御忌御法事中

　　　為伺　御機嫌越前守ゟ御干菓子

　　　御水菓子之内差上申度奉存候此段

　　　奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　五月廿一日　　　　　　真杉所左衛門」

一五月廿七日　御判物御頂戴御礼御使者

　大宮藤馬拝領物　被仰付候為御礼被指出候

　御書御用番江御留守居持参指出之

一五月廿七日細川越中守様御卒去之処御忌

　懸りニ付御用番江左之通御届書被指出之

　　　　　覚

　　　　忌五月廿七日ゟ　　　六月十七日迄

　　　　服五月廿七日ゟ　　　八月廿八日迄

A0143-01976_068
　　　右細川越中守殿今廿七日未上刻

　　　御卒去被成候ニ付越前守養母方

　　　祖父之忌服如此御座候越前守

　　　於国元承知之上残ル忌之日数請

　　　被申候此段御届申上候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　五月廿七日　　　　　　真杉所左衛門

　　　　　覚

　　　　忌五月廿七日ゟ　　　七月十七日迄

　　　　服五月廿七日ゟ　　　酉五月迄

　　　右細川越中守殿今廿七日未上刻

　　　御卒去被成候依之越前守同氏

　　　春嶽妻儀実父定式之忌服請

　　　申候此段御届申上候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　五月廿七日　　　　　　真杉所左衛門

A0143-01976_069
一五月廿九日御拝借金御上納方年延被仰出候ニ付御用番江

　御留守居伺書指出候処左之通御附札を以御差図有之

　　　越前守此度是迄之拝借金上納

　　　御用捨筋之儀奉願候処願之通

　　　者難相整出格之訳を以御金蔵拝

　　　借金上納之儀当申年一ケ年分御指

　　　延御貸附金之儀者去ル辰年ゟ去未年

　　　迄四ケ年不納之分年延被成下候旨被

　　　仰出難有仕合奉存候依之越前守

　　　承知之上御礼勤向之儀如何相心得

　　　可申哉此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　五月廿九日　　　　　　榊原幸八

　　　　御附札

　　　　　飛札差越候様可仕候事

一六月三日

　惇信院様御法事ニ付　御機嫌為御伺

A0143-01976_070
　御献上物并御香奠御献上之儀ニ付御用番

　久世大和守殿江御留守居真杉所左衛門伺書持

　参指出候処夫々御附札を以御差図有之

　　　此度

　　　惇信院様御法事御座候ニ付兼而

　　　伺済之通為伺

　　　御機嫌御菓子献上可仕儀ニ御座候処

　　　越前守此節忌中罷在候ニ付如何相

　　　心得可申哉此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　六月三日　　　　　　　真杉所左衛門

　　　　御附札

　　　　　忌明之上相伺候様可仕候

　　　此度

　　　惇信院様御法事御座候節兼而

　　　大目付中様ゟ御達御座候通来ル十三日

A0143-01976_071
　　　御香奠献備可仕儀ニ御座候処越前守

　　　此節忌中罷在候ニ付如何相心得可

　　　申哉此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　六月三日　　　　　　　真杉所左衛門

　　　　御附札

　　　　　忌明之上献上候様可仕候

一六月四日中之口往来之隠居　思召を以於

　御座之間　御目見被　仰付御菓子頂戴被

　仰付之

一六月五日　勇姫様御着帯ニ付於諸社

　御安産　御祈祷被　仰付　御代拝を以

　左之通御初穂被供之

　　　御祈祷料　金三百疋　御座所　御宮

　　　御初穂　　銀壱枚

A0143-01976_072
　　　御祈祷料　金弐百疋　御座所　延寿稲荷

　　　御初穂　　同弐百疋

　　　御祈祷料　銀弐枚　　　　　　神明宮

　　　御初穂　　同壱枚

　　　御祈祷料　銀弐枚　　　　　　足羽宮

　　　御初穂　　同壱枚　　　　　　［此度　思召ニ而被供御先例無之］

　　　御祈祷料　金五百疋　　　　　黒竜宮

　　　御初穂　　銀壱枚

　　　御祈祷料　銀弐枚　　安波賀　春日

　　　御初穂　　同壱枚

　　　御祈祷料　銀壱枚　　同　　　滝殿

　　　御初穂　　金弐百疋

A0143-01976_073
　　　御祈祷料　銀弐枚　　　一乗　松雲院

　　　御初穂　　銀壱枚　　　　　　［此度　思召ニ而被供御先例無之］

一六月八日木田天王祭礼之処　御初入ニ付

　御代拝を以金弐百疋可被供之処　御朦中ニ付

　追而被供ニ相成

　　但十四日松本天王祭礼之節も同断

一六月十七日御用番江左之通御届書被指出之

　御内証ゟも御届被指出之

　　　越前守忌中御座候処明十八日ゟ

　　　忌明ニ御座候此段御届申上候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　六月十七日　　　　　　真杉所左衛門

一六月十八日於運正寺

　惇信院様百回御忌御茶湯御執行有

　之

A0143-01976_074
　　但去ル十二日御相当ニ付御執行可被成之処

　　　御朦中ニ付今日御執行有之

一六月十八日御法事掛り久世大和守殿江御留守

　居榊原幸八左之通伺書持参指出候処追而

　不及御献上旨御差図有之

　　　惇信院様御法事中献上仕候

　　　御菓子越前守忌中罷成候ニ付

　　　其節御掛り安藤対馬守様江相伺候

　　　上指扣候処今十八日ゟ忌明ニ付如何

　　　相心得可申哉此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　六月十八日　　　　　　榊原幸八

一六月十八日御国許風雨洪水ニ付御用番江御留守

　居を以先御届書被指出之

　　但追而御調之上委細御届被指出之

一六月十八日御用番内藤紀伊守殿ゟ御呼出ニ付

A0143-01976_075
　御留守居真杉所左衛門罷出候処暑中　御尋

　御奉書并宿継証文添用人を以被相渡之罷

　帰即刻伝馬町問屋呼出相渡之

　　　此状箱従江戸至越前福井松平

　　　越前守所江相届返礼可来候間於

　　　江戸月番之老中江急度可持

　　　参候也

　　　　申六月　　　　　　　紀伊印

　　　　　　　　　　　　　　　右宿中

一六月十九日右同断ニ付御礼勤之御伺書

　昨日御用番江差出候処左之通御附札を以御指

　図有之

　　　此度越前守儀暑中

　　　御尋宿次御奉書被下置候ニ付国

　　　許ゟ御礼之儀是迄代々為御礼

　　　番頭之者指出御肴一種献上仕

A0143-01976_076
　　　御老中様江御連状差出申候此度も

　　　先格之通相心得候而宜御座候哉此段

　　　奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　六月十八日　　　　　　真杉所左衛門

　　　　御附札

　　　　　可為先格之通候

一六月十九日先達而中之郷御屋敷御相対替ニ付

　屋敷改根来五左衛門殿江御屋敷奉行ゟ左之通

　御届書指出之

　　　　　覚

　　　　　　　　　　　　　　常盤橋御門内

　　　一上屋敷　　　　　　　　壱万弐千七百七拾九坪余

　　　拝領　　　　　　　　　霊岸島

　　　一中屋敷　　　　　　　　弐万九千百九拾弐坪余

　　　　　外

　　　　　　三百三拾七坪

　　　　　　　東湊町弐丁目通表門道敷

A0143-01976_077
　　　　　　三百六坪余

　　　　　　　向河岸物揚場堺

　　　　　　六拾四坪

　　　　　　　白銀町壱丁目弐丁目境小門道敷

　　　拝領　　　　　　　　　本所十間川

　　　一中屋敷　　　　　　　　四千坪

　　　拝領　　　　　　　　　品川領戸越村

　　　一下屋敷　　　　　　　　三百三拾五坪

　　　拝領　　　　　　　　　巣鴨

　　　一下屋敷　　　　　　　　壱万弐千坪

　　　　　　　　　　　　　　同所

　　　一同御添地　　　　　　　弐千坪余

　　　無年貢地　　　　　　　砂村新田

　　　一抱地　　　　　　　　　弐万坪

　　　　　　道法日本橋迄二里程

　　　　　右当時水地ニ相成候

A0143-01976_078
　　　拝領　　　　　　　　　本所一ツ目二ツ目之間

　　　一屋敷　　　　　　　　　千六百五拾坪

　　　　　右者家来本多丹波拝領屋敷ニ而

　　　　　在江戸之節者致住宅候

　　　右之外抱屋敷抱地所町屋敷町並屋敷

　　　御預地等越前守者申ニ不及家来男女ニ

　　　至迄所持之者無御座候以上

　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　萬延元庚申年六月十九日　草尾精一郎

一六月十九日暑中ニ付　御機嫌為御伺御使者

　御雇大御番内田唯作御国許ゟ被差出候趣ニ而今日

　御用番江罷出　御書指出之

　　但右御使者被指出候儀以後定例故不記之

一六月廿一日大目付中ゟ左之通御廻状来

　　　今般御軍艦操練所御手広ニ相

　　　成稽古人者業前実地研究も致

　　　出来候間去ル巳年中相触候趣も候得共

A0143-01976_079
　　　向後万石以上以下陪臣有志之者者

　　　御家人同様勝手次第稽古御指許相

　　　成候ニ付歳附姓名并測量算術

　　　造船蒸気機関船具運用帆前調

　　　練等銘々存込之学科短冊ニ相認

　　　其主人々より手覚書相添操練所江

　　　罷出候ハヽ直ニ可承届筈ニ候

　　　右之趣不洩様向々江可被相触候

　　　　六月

（以下、「　」内は「不用」）

「一六月廿四日寺社奉行松平伊豆守殿ゟ御呼出

　　御留守居罷出候処左之通書付一通被相渡之

　　　　増上寺

　　　　有章院様江献備之御灯籠御清

　　　　洗等之儀同所御別当ゟ申出候間御作事方

　　　　ニ而引請修復有之候様御作事奉行江

A0143-01976_080
　　　　相達宜候間委細被及掛合候様可被致

　　　　候事

　　　　　六月」

一六月廿四日暑中　御尋宿継御奉書福井江

　着於　御座所御頂戴被成右御請書并

　宿継証文宿継之者江相渡之

　　但御尋之儀以後定例故不記之

一六月廿五日於増上寺先達而

　惇進院様百回御忌御法事之処　御忌中ニ

　付今日御使者御物頭多喜田藤内［御留守居同道］を以

　御香奠白銀五枚被献之同所方丈江相納

　之

　　但右御使者御番頭代御用人可相動廉ニ候得共

A0143-01976_081
　　　御忌明後之御献上ニ付不廉立如右相成

一六月廿五日　西丸下御作事小屋出火ニ付

　御機嫌為御伺御用番内藤紀伊守殿江御留守居

　榊原幸八被指出之

一六月廿五日大目付中ゟ左之通御廻状来

　　　今般葡萄呀より使節差越条約

　　　取結之儀申立候ニ付英吉利等之

　　　振合を以仮条約為取替相成一昨十九日

　　　退帆致し候此段為心得相達候以上

　　　　六月

一六月廿七日御留守居真杉所左衛門御城江罷

　出［昨日脇坂中務太輔殿ゟ御切紙来ル］候処端午之御内書於

　柳之間内藤紀伊守殿御渡［脇坂中務太輔殿御代り］所左衛門江

　拝領物被　仰付旨被申聞之御品者御奏者番

　堀石見守殿［御巻物二］被相渡之相済右為御礼

A0143-01976_082
　中務太輔殿紀伊守殿江所左衛門罷出

（以下、「　」内は「不用」）

「一六月晦日増上寺

　　有章院様江　御献備之灯籠洗磨之

　　儀仕様書代金共書付を以芝定式御作事方ゟ

　　申来候ニ付追而右金額五両壱分弐朱四匁八分

　　御同所江相納之」

一七月朔日於深川霊岸寺専光院様二百回

　御忌御茶湯御執行有之於松岡天竜寺茂

　右同様御執行有之

一七月八日

　惇進院様御法事済ニ付被指出候　御書

　御用番安藤対馬守殿江御留守居介岩上梶大夫

　持参指出之

一七月十二日御勘定奉行松平式部少輔殿ゟ

　御呼出御留守居榊原幸八罷出候処組頭を以

　左之通御書付一通被相渡之

A0143-01976_083
　　　御代替

　　　御朱印御改相済候ニ付御領分郷村

　　　高辻并付添目録写御勘定所江

　　　可被差出候

　　右者内藤紀伊守殿江申上之上松平式部少輔

　　申達

　　　　七月

一七月十四日大目付中ゟ左之通御廻状来

　　　下谷和泉橋通り種痘所之儀先達

　　　而家業之者共申合取建候処此度相願

　　　右種痘所ニおゐて同業之者集会致

　　　牛痘之種痘致候間望之もの共者

　　　勝手次第罷越療治候様可致候右

　　　之趣町中江可触知もの也右之通

　　　町奉行江相達候間向々江寄々

A0143-01976_084
　　　可被相触候

　　　　七月

一七月十五日暑中　御尋之為御礼被指出候

　御使者御番頭代御用人渋谷弥税今日江戸

　着御用番江罷出　御書指出之

一七月十六日右同断御使者渋谷弥税

　西丸江罷出［御留守居同道］御献上之鯣一箱御坊主組頭江

　相渡之於檜之間安藤対馬守殿出座御奏者番

　松平大隈守殿江御目録差上之

一七月十七日御用番江左之通御届書二通

　御留守居持参差出之

　　　諦観院当七月廿七日廿三回忌相当

　　　ニ付国元於運正寺来ル廿六日ゟ廿七日迄

　　　并西久保於天徳寺茂同廿六日ゟ廿七日迄

　　　法事執行仕候此段御届申上候様

A0143-01976_085
　　　被申付越候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　七月十七日　　　　　　草尾精一郎

　　　越前守同氏春嶽妻忌中御座候処

　　　明十八日ゟ忌明ニ御座候此段御届申上候

　　　以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　七月十七日　　　　　　草尾精一郎

一七月十八日大目付中ゟ左之通御廻状来

　　　講武所水泳稽古之儀当申年ゟ

　　　軍艦操練所ニおゐて稽古有之候間

　　　同所江罷出修行可致尤是迄御旗本

　　　御家人厄介而已罷出候処以来者万石

　　　以上陪臣之儀も稽古罷出不苦候間

　　　相願候もの者御軍艦奉行江可申立候

　　　右之趣向々江可被相触候

A0143-01976_086
　　　　七月

一七月廿一日去月廿五日御曲輪内出火ニ付為

　御機嫌伺被指出候　御書御用番江御留守居

　持参差出之

一七月廿一日先達而本多美濃守殿加判之列

　被　仰出候ニ付被指出候　御書御用番江御留守居

　持参指出之

一七月廿五日暑中　御尋御礼使者渋谷弥税

　［御留守居同道］　西丸江罷出［昨日御用番ゟ御切紙来］候処於檜之間

　御用番安藤対馬守殿御返書御渡其節

　弥税江御巻物二拝領被　仰付旨被申聞之

　御品者御奏者番牧野備前守殿被相渡之

　退去再罷出右拝領物之御礼申上之相済

　右為御礼御用番江罷出

　　但暑中　御尋且右ニ付御献上物并為御礼

A0143-01976_087
　　　御使者被指出拝領物等之儀以後定例故不記

　　　之

一七月廿五日太田御陣屋詰之面々御返米之

　儀ニ付左之通被　仰出之

　　　横浜御警衛之儀ハ御時節柄非常之

　　　御加役ニ付太田御陣屋詰之面々御返米

　　　渡方夫々御差略之御規定ニ相成候得共

　　　追々難渋之訳合相聞候ニ付改而昨未年

　　　以来江戸詰並之御取扱被成下候

　　　事

　　　　但廿五石以下之面々前条之通江戸

　　　　　詰並御取扱被成下候ニ付而者御扶持方

　　　　　等御指引有之筈ニ候得共別段之御憐

　　　　　評を以是迄之通被成置候事

　　　　　　七月

A0143-01976_088
一七月廿七日於運正寺［昨廿六日夕ゟ今朝迄］

　諦観院様廿三回御忌御法事御執行有

　之於天徳寺も右同様御執行有之

一七月廿七日右同断ニ付御内々

　公方様ゟ御香奠白銀弐拾枚　天璋院様ゟ五

　同枚御拝領

一八月朔日於　御本丸八朔御祝儀之御礼被為

　請

　　但　御初入ニ付於席々御撮餅被下之

　　一右御礼被為　請候儀以後定例故不記之

一八月四日

　温恭院様三回御忌御法事御初日ニ付

　御内証ゟ御文被指出之

一八月四日渡辺丹後守殿御母御卒去ニ付左之通

　御忌服之御届書御用番久世大和守殿江

　御留守居持参指出之

A0143-01976_089
　　　　　覚

　　　　忌八月四日ゟ　　同月十三日迄

　　　　服八月四日ゟ　　九月十九日迄

　　　右渡辺丹後守殿母今四日未刻被

　　　致死去候右者越前守同氏春嶽妻

　　　父方叔母ニ御座候処右妻之父故

　　　細川越中守殿本家相続ニ付春嶽妻

　　　右之通半減之忌服請被申候此段御届

　　　申上候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　八月四日　　　　　　　榊原幸八

一八月五日

　温恭院様御法事ニ付　御機嫌為御伺

　御使者御留守居草尾精一郎を以椎茸一箱被

　献之　天璋院様江御内証ゟ［伺之上］巻松風

　一箱被指上之

A0143-01976_090
一八月五日右同断御中日ニ付御内証ゟ御文

　被指出之

一八月六日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処椎

　茸御献上ニ付而之御奉書被相渡之

一八月七日

　温恭院様御法事済ニ付御内証ゟ

　御二方様江御文被指出之

一八月七日　勇姫様御安産之上　御出生様

　御丈夫之御祈祷被　仰付左之通被供之

　　　　　　　　　　　　福井　　神明宮

　　　　　　　　　　　　　　　　足羽宮

　　　　　金百疋ツヽ　　木町　　八幡宮

　　　　　　　　　　　　御座所

A0143-01976_091
　　　　　　　　　　　　　　　　宗像宮

　　　　　　　　　　　　同　　　延寿稲荷

　　　　　　　　　　　　〆

一八月八日

　温恭院様御法事御当日ニ付御内証ゟ

　御二方様江御文被指出之

一八月八日於万福山右同断御茶湯御執行

　有之

一八月九日於東叡山右同断御法事ニ付御使者

　御番頭代御用人菅沼重記を以御香奠白銀

　五枚被献之［先達而御触達］同所御本坊江相納之

一八月十一日松平隠岐守殿御養祖母御卒去

　ニ付御忌服之御届書御用番江御留守居持

　参指出之

　　　　　覚

　　　　忌八月十一日ゟ　　同月廿日迄

A0143-01976_092
　　　　服八月十一日ゟ　　九月廿六日迄

　　　右松平隠岐守様御養祖母貞寿院様

　　　今十一日午ノ上刻御卒去之処右者越前守

　　　同氏春嶽実方姉ニ御座候依之

　　　春嶽儀右之通半減之忌服請

　　　被申候此段御届申上候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　八月十一日　　　　　　草尾精一郎

一八月十三日　勇姫様御忌明ニ付左之通御届

　書御用番江御留守居持参指出之

　　　越前守同氏春嶽妻忌中御座候処

　　　明十四日ゟ忌明ニ御座候此段御届

　　　申上候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　八月十三日　　　　　　草尾精一郎

（以下、「　」内は「不用」）

「一八月十六日寺社奉行松平伯耆守殿ゟ御呼出

A0143-01976_093
　　御留守居罷出候処左之通書付一通被相渡之

　　　　上野

　　　　厳有院様

　　　　浚明院様　江献備之御灯籠修復

　　　　文恭院様

　　　　之儀同所御別当ゟ申出候間小普請

　　　　方ニ而引請修復有之候様小普請

　　　　奉行江相達置候間委細被為掛合

　　　　候様可被致候事」

一八月十七日　勇姫様御安産御女子

　御誕生　安姫様与被称

一八月廿日御用番江左之通御届書御留守居

　持参指出之

　　　越前守同氏春嶽忌中御座候処

　　　明廿一日ゟ忌明ニ御座候此段御届申

　　　上候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　八月廿日　　　　　　　草尾精一郎

A0143-01976_094
一八月廿四日溝口主膳正殿御養母御卒去ニ付

　左之通御忌服之御届書御用番江御留守居

　持参差出之

　　　　　覚

　　　　忌八月廿四日ゟ　九月四日迄

　　　　服八月廿四日ゟ　九月廿四日迄

　　　右溝口主膳正殿養母今廿四日卯

　　　上刻被致死去候右者越前守同氏

　　　春嶽妻母方伯母ニ御座候依之

　　　春嶽妻右之通忌服請被申候此

　　　段御届申上候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　八月廿四日　　　　　　榊原幸八

一八月廿四日御用番久世大和守殿江左之通

　御届書御留守居持参指出之

　　　越前守巣鴨拝領下屋敷江今度

A0143-01976_095
　　　長屋向取補理申候此段御聞置

　　　可被下候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　八月廿四日　　　　　　榊原幸八

一九月朔日

　諦観院様御法事之節御香奠御拝領ニ付

　為御礼被指出候　御書御用番江御留守居持

　参指出之

一九月三日

　温恭院様御法事済ニ付被指出候　御書

　御用番江御留守居持参指出之

一九月三日先達而水戸前中納言様御逝去ニ付

　御使者御物頭を以御霊前江御香奠白銀三枚被指上之

　　御国許江御使者を以御備可被成之処御省略中ニ付小石川御屋形迄指出之且

　　先例ハ銀五枚可被差上之処御省略中

　　ニ付三枚被指上之

一九月四日御用番本多美濃守殿江左之通御忌

A0143-01976_096
　明之御届書御留守居持参指出之

　　　越前守同氏春嶽妻忌中罷在候

　　　処明五日ゟ忌明ニ御座候此段御届

　　　申上候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　九月四日　　　　　　　榊原幸八

一九月四日御用番ゟ御呼出御留守意罷出候処左

　之通御書付被相渡之

　　　　　　　　　　　　　　袖裏

　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来江

　　　申達儀候間今夕松平越前守為

　　　名代一類中一人美濃守宅江相越

　　　候様可仕候

　　　　九月四日

一九月四日右同断ニ付御用番江左之通

　御名代之御届書御留守居持参指出之

A0143-01976_097
　　　御達之儀御座候ニ付越前守為

　　　名代一類之内今夕御宅江罷出候

　　　様御書付を以御達御座候処一類之内

　　　差掛り不快差支等御座候ニ付本多

　　　大膳様被罷出候此段御届申上候

　　　以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　九月四日　　　　　　　榊原幸八

一九月四日右同断ニ付為　御名代本多大膳殿

　御用番本多美濃守殿江御出被成候処

　慶永様御慎御免被成候旨御書付御渡有

　之

　　　　　　　　　　　　　　袖裏

　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守

　　　先達而養父春嶽儀隠居急

　　　度慎被

A0143-01976_098
　　　仰付候処出格之

　　　思召を以急度慎御免被

　　　仰出候

　　　　　　　　　　　　　　袖裏

　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守

　　　松平春嶽事慎御免被

　　　仰出候得共在所江罷越候儀等ハ

　　　難相成且又親族其外面会

　　　又ハ文書往復等之儀者遠慮

　　　致候様ニと之

　　　御内沙汰ニ候尤無除儀事者

　　　兼而申聞候様可被致候

一九月四日右同断ニ付御礼勤之儀御用番江

　左之通御伺書御留守居持参指出候処夕方

　御呼出ニ而御附札を以御差図有之

　　　越前守同氏春嶽儀慎

A0143-01976_099
　　　御免被成下候旨被

　　　仰出難有奉存候依之越前守

　　　於国許承知之上御礼勤向之

　　　儀如何相心得可申哉此段奉伺候

　　　以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　九月四日　　　　　　　榊原幸八

　　　　御附札

　　　　　老中出羽守江名代を以廻勤候様可仕候

　　　越前守同氏春嶽儀慎

　　　御免被成下候旨被

　　　仰出難有奉存候右ニ付春嶽并

　　　春嶽妻ゟ御礼勤向之儀如何

　　　相心得可申哉此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　九月四日　　　　　　　榊原幸八

A0143-01976_100
　　　　御附札

　　　　　老中出羽守江使者指出候様妻ゟハ

　　　　　不及御礼候

一九月七日初而志比永平寺江　御参詣

一九月七日左之通華蔵寺江可申聞旨寺社奉行へ

　書付を以御家老申渡之

　　　　　　　　　　　　　　　華蔵寺

　　　右去ル辰年仍願目力之融通を以

　　　元地江

　　　御位牌所を始手軽之建物ニ取立

　　　当分御寺役も先無御指支ニ相

　　　勤候ニ付而者尚又内願之趣も有之

　　　ニ付今度別段之訳を以

　　　御位牌所を始建物之分并当

　　　時相応之御荘厳諸品類共以来

　　　御吟味之上御修復可被成下旨被

A0143-01976_101
　　　仰出候

　　　　九月

一九月十二日於運正寺瑞源寺昨十一日晩ゟ今朝

　迄

　探源院様百五十回御忌御法事御執行

　有之於天徳寺南泉寺も右同様御執行有

　之

一九月十五日

　慶永様御慎　御免ニ付御使御附御近習

　高村岩次郎今日福井着於　御本丸

　御前江罷出御口上申上之

一九月十六日右同断ニ付為御請御側物頭

　高間文四郎江戸表江被指出之文四郎今日福井

　出立

一九月廿一日於桜之馬場乗馬　御覧有之

一九月廿五日水戸前中納言様御逝去ニ付惣出

A0143-01976_102
　仕被　仰出右ニ付　御機嫌為御伺被指出候

　御書御用番江御留守居持参指出之御内証ゟ

　も御文被指出之

一九月廿五日

　慶永様御慎御免ニ付御使之為御請被指

　出候御使高間文四郎今日江戸着霊岸島江

　罷出御請之趣申上之

一九月廿八日　安姫様　御誕生ニ付左之通御初穂

　被供之

　　　銀拾匁　　　御座所　　　御宮

　　　金百疋　　　　　　　　　神明宮

　　　同断　　　　　　　　　　足羽宮

　　　同断　　　　　　　　　　黒竜宮

　　　同断　　　　安波賀　　　春日

A0143-01976_103
　　　銀拾匁　　　安波賀　　　滝殿

　　　金百疋　　　一乗　　　　松雲院

　　　　［此分　御誕生前ニも思召を以被供此度も被供］

　　　金百疋　　　和田　　　　三明院

　　　　［右丸山観音江被供之］

一九月晦日右同断御寿命御長久之御祈祷

　被　仰出候ニ付左之通被下之

　　　　　　　　　　　　　　　寿福院

　　　　　　　　　　　　　　　松玄院

　　　金百疋ツヽ　　　　　　　寿命院

　　　　　　　　　　　　　　　不動院

　　　　　　　　　　　　　　　普観寺

一十月朔日　広大院様御法事中御献上物

　并御香奠御献上之儀ニ付先達而被指出候

A0143-01976_104
　御伺書江左之通御附札を以御差図有之

　　　今度

　　　広大院様十七回御忌御法事之

　　　節松平春嶽ゟ御香奠指上申

　　　度奉存候此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　九月晦日　　　　　　　榊原幸八

　　　　御附札

　　　　　御香奠白銀弐枚差上候様可仕候

　　　今度

　　　広大院様御法事中為伺

　　　御機嫌松平越前守ゟ御菓子類

　　　御精進物之内献上仕度此段奉伺候

　　　以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　九月晦日　　　　　　　榊原幸八

A0143-01976_105
　　　　御附札

　　　　　御菓子一度献上可仕候

　　　今度

　　　広大院様十七回御忌御法事之

　　　節松平越前守ゟ御香奠指上申度

　　　奉存候此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　九月晦日　　　　　　　榊原幸八

　　　　御附札

　　　　　御香奠白銀三枚差上候様可仕候

　　　今度

　　　広大院様拾七回御忌御法事之

　　　節松平春嶽妻ゟ御香奠献上

　　　為仕度奉存候此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　九月晦日　　　　　　　榊原幸八

A0143-01976_106
　　　　御附札

　　　　　大奥老女江相伺候様可仕候

一十月二日

　慶永様御慎　御免被　仰出候ニ付為御礼

　御名代土井能登守殿御老中御廻勤御内証ゟ

　御文被指出之

一十月二日　広大院様御法事ニ付御内証ゟ

　御勤品之儀奥ゟ伺出候処左之通御附札ニ而申

　来

　　一広大院様御拾七回御忌御法事

　　　中　御機嫌伺被申上

　　　公方様

　　　天璋院様江越前守殿内証ゟ勤品

　　　之儀いかゝ被致宜御座候半哉

　　一御拾七回御忌御当日并

　　　御法事被為済候上

A0143-01976_107
　　　御機嫌伺被申上

　　　天璋院様江勤品之儀いかゝ被致

　　　宣御座候半哉

　　　　右之通伺被申上候何分宜御指図被成

　　　　被下候様御頼存まいられ候

　　　　十二月

　　　　御附札

　　　　　御伺之趣来ル六日御文ニ而　御機嫌御伺

　　　　　被成候様ニ右之外何も当正月

　　　　　浄観院様弐拾一回御忌之節の通り

　　　　　被成候様ニ

　　　　　天璋院様江も御同様御申上被成候様ニ

（以下、「　」内は「不用」）

「一十月三日右同断ニ付御香奠納所并日限御使者

　　着服之儀ニ付御伺書被指出候処追而左之通

　　御附札を以御差図有之

　　　　今度

A0143-01976_108
　　　　広大院様御法事之節越前守并

　　　　同氏春嶽ゟ御香奠差上候儀本多

　　　　美濃守様江相伺候処越前守ゟ御香

　　　　奠白銀三枚春嶽ゟ御香奠白銀

　　　　弐枚指上候様御指図有之右ニ付

　　　　御香奠納所并日限使者着服刻

　　　　限等之儀如何相心得可申哉此段相

　　　　伺申候以上

　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　　十月三日　　　　　　　榊原幸八

　　　　　御附札

　　　　　　書面之通者来ル十日六時方丈江

　　　　　　可被相納候尤着服熨斗目麻上下

　　　　　　ニ而候」

一十月三日於　御本丸御家流調練　御覧

　有之

　　但右御覧之儀以後都度々々不記之

A0143-01976_109
一十月五日　広大院様御法事御初日ニ付

　御機嫌為御伺御内証ゟ御文被指出之

一十月六日右同断ニ付御使者御留守居榊原幸八

　を以巻松風一箱被献之

一十月六日右同断御中日ニ付御内証ゟ御文

　被指出之

一十月七日右同断御結願ニ付御内証ゟ御文被差出之

一十月七日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処昨日

　巻松風御献上ニ付御披露済之御奉書

　被相渡之

一十月十日於増上寺　広大院様十七回御忌

　御法事ニ付御使者御番頭代御用人渋谷弥税

　［御留守居同道］を以御香奠白銀三枚被指上之同

　所方丈江相納之

一十月十一日左之通被　仰出之

A0143-01976_110
　　　諸士弟次男伯父甥都而厄介之者

　　　為御手当今般太田御陣屋御番士

　　　御雇詰被　仰付候御趣意ニ候間罷

　　　越度族有之候ハヽ御目付共迄其段可被

　　　相達候

　　　　但右詰中臨時養子等ニ罷越度節者

　　　　勿論其余迷惑之訳も有之候ハヽ

　　　　勝手次第不時御返し可被成御内定ニ

　　　　候間無遠慮其段相願候様取斗可

　　　　申事

　　　　　十月

一十月十二日於霊岸島御屋敷調練之儀ニ付

　御目付駒井山城守殿江左之通御届書被指

　出之

　　　越前守於霊岸島中屋敷人数調

A0143-01976_111
　　　練之儀嘉永六丑年伺済ニ而為仕候

　　　処去ル午年同氏春嶽儀隠居

　　　慎被　仰付候ニ付其節ゟ指扣罷在

　　　候今度慎　御免被　仰出候依之

　　　以来是迄之通於角場四季共鉄炮

　　　稽古并人数調練為仕其節旗旌

　　　金鼓具相用空炮相試申候尤甲冑

　　　相用候節者別段御届可申候心得ニ御座候

　　　此段御聞置可被下候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　十月十二日　　　　　　榊原幸八

一十月十五日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処

　左之通御書付一通被相渡之

　　　来月九日

　　　公方様

　　　天璋院様　御本丸江

A0143-01976_112
　　　御移徒可被遊旨被

　　　仰出之

　　　　十月十五日

一十月十五日於　御本丸　御座間端午之

　御内書　御頂戴被成

　　但右御内書出候儀以後定例故不記之

一十月十六日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　来月九日

　　　公方様

　　　御本丸江

　　　御移徒之御同日

　　　本寿院様ニも

　　　御本丸大奥江御引移可被遊候

　　　此段為心得向々江可被達候

A0143-01976_113
　　　　十月

一十月十六日右同断ニ付御内証ゟ御勤品之

　儀奥ゟ伺出候処於御国許御承知之上

　公方様　天璋院様江御文ニ而御歓被

　仰上候様　本寿院様江ハ何も不及其儀旨申

　来

一十月廿八日御留守居大道寺七右衛門　西丸江罷

　出［昨日御用番ゟ御切紙来ル］候処重陽之　御内書於柳之間

　御老中久世大和守殿御渡有之拝領物被

　仰付旨被申聞之御品者［御巻物二］御奏者番井上河内守殿

　御渡有之相済右為御礼大和守殿江罷出

一十月廿八日御借米御免之儀ニ付左之通書

　付を以諸月番江御家老申渡之

　　　近年来殊更莫太之御用途指

　　　湊候得共御勝手向先以御指滞無之

A0143-01976_114
　　　儀者全く

　　　中将様積年之

　　　御勤労被為　在諸向一同御趣意

　　　厚相心得候故之儀与被

　　　思召候将又久来無御拠御次第与者

　　　乍申御家中末々ニ至迄御借米定

　　　式被　仰付候儀多年

　　　中将様被為懸

　　　思召候御旨茂有之ニ付今度格別

　　　之訳を以当年分御借米之内依分

　　　限夫々御用捨被

　　　仰出候尚割方之儀者別紙之通可

　　　被相心得候

　　別紙

　　一高弐万石ゟ六百石迄

　　　右当年ゟ御借米歩通ゟ半高御用捨

　　　之事

A0143-01976_115
　　　　但定江戸江戸詰帰共都而其歩通ゟ

　　　　　半高之事

　　一高五百五拾石ゟ百石迄御挟持方八拾人

　　　挟持ゟ廿人扶持迄御合力米百俵取ゟ

　　　御切米三拾石五人扶持迄

　　　右御借米歩通ゟ三ケ二通御用捨之事

　　　　但右同断

　　一御挟持方拾七人扶持以下御合力米

　　　七拾俵取御切米廿五石五人扶持ゟ

　　　末々迄

　　　右御借米之分不残御用捨之事

　　一御足高之分持高ニ准シ御用捨之

　　　事

　　一御役料之分御借米者是迄之通

　　　〆

A0143-01976_116
一十月廿九日大目付中ゟ左之通御廻状来

　　　御機嫌伺并御礼事等

　　　御移徒之御当日ゟ

　　　前々之通

　　　御本丸江可有出仕候

　　　　但使者可有出仕候

　　　　　可為同前候

　　一献上物前々之通

　　　御本丸江可被差上候

　　　右之通可被相触候

　　　　十月

一十一月朔日大目付中ゟ左之通御廻状来

　　　十一月九日

　　　御本丸江

　　　御移徒ニ付御供揃五時

A0143-01976_117
　　一西丸御玄関ゟ同大手御門通内桜田

　　　御門通

　　　御本丸御玄関ゟ被為

　　　入

　　一公方様西丸

　　　出御之節西丸伺公之面々如

　　　例於席々

　　　御目見有之候事

　　　　　　　　　　　　　　帝鑑之間

　　　　　　　　　　　　　　　御譜代衆

　　　　　　　　　　　　　　　同嫡子

　　　　　　　　　　　　　　　諸番頭

　　　　　　　　　　　　　　　諸物頭

　　　　　　　　　　　　　　　布衣以上御役人

　　　　　　　　　　　　　　同所御縁頰

　　　　　　　　　　　　　　　詰衆御奏者番

A0143-01976_118
　　　　　　　　　　　　　　　之嫡子

　　　　　　　　　　　　　　　菊之間椽頰詰

　　　　　　　　　　　　　　　同嫡子

　　　　　　　　　　　　　　溜之間

　　　　　　　　　　　　　　　溜詰

　　　　　　　　　　　　　　同所御床前

　　　　　　　　　　　　　　　松平筑前守

　　　　　　　　　　　　　　　松平阿波守

　　　　　　　　　　　　　　　松平三河守

　　　　　　　　　　　　　　御黒書院御勝手

　　　　　　　　　　　　　　　高家

　　　　　　　　　　　　　　　詰衆

　　　　　　　　　　　　　　　御奏者番

　　　　　　　　　　　　　　　芙蓉之間御役人

　　　　　　　　　　　　　　　此席ニ而

　　　　　　　　　　　　　　　御目見之面々

A0143-01976_119
　　　右之面々

　　　御本丸江登　城

　　　公方様被為　入候節右之席々

　　　ニ而

　　　御通り懸

　　　御目見有之候事

　　一御本丸西丸共熨斗目半袴着用

　　　之事

　　　同十一日

　　一御移徒之為御祝儀惣出仕

　　　　但熨斗目半袴着用之事

　　一惣出仕之面々老中水野出羽守

　　　若年寄中江可被相廻候且病気幼少

　　　之面々ハ月番之老中江使者可被

　　　差越候事

　　一在国在邑之面々者老中水野出羽守江

A0143-01976_120
　　　使礼可被差越候事

　　　　但隠居部屋住も右ニ可准候

　　　右之通可被相触候

　　　　十月

一十一月朔日久世大和守殿御達之由ニ而大目付

　平賀駿河守殿御渡之書付上杉弾正大弼殿

　藤堂和泉守殿留守居ゟ御留守居江左之通申

　来

　　　当今　御妹

　　　和宮御方　御縁組之儀被

　　　仰出候ニ付今日御弘御下向之儀者可

　　　為来春旨被　仰出候

　　　和宮御方

　　　和宮様与可奉称候

A0143-01976_121
　　　今日御弘被　仰出候ニ付為御祝儀登

　　　城之面々老中水野出羽守若年寄

　　　中江可相廻候

　　一此度為御祝儀在国在邑之面々

　　　拾万石以上者使札其除（余）者飛札を以

　　　御祝儀可申上事

　　　　但隠居幼少病気之面々ハ月番之

　　　　　老中宅江以使者御祝儀可申上候在邑

　　　　　之隠居者可為飛札候

　　　右之趣可被相触候

　　　　十一月朔日

一十一月六日今度　御移徒ニ付　勇姫様ゟ

　御献上物之儀久世大和守殿江御留守居草尾

　精一郎伺書持参指出候処左之通御附札

A0143-01976_122
　を以御差図有之

　　　今度

　　　御本丸　御移徒之節為御祝儀

　　　同氏春嶽妻ゟ

　　　公方様

　　　天璋院様

　　　本寿院様江献上物仕度奉存候

　　　此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　十一月六日　　　　　　草尾精一郎

　　　　御附札

　　　　　大奥老女江相伺候様可仕候

一十一月六日大目付中ゟ左之通御廻状来

　　　米麦者外国人江猥ニ売渡候儀難

　　　成筈ニ候間米麦粉類迚も同様たる

　　　へき処右品是迄売渡候もの有之

　　　趣ニ相聞如何之事ニ候向後者米麦

A0143-01976_123
　　　同様相心得交易品ニ取交売渡候

　　　儀者致間敷候若心得違之もの於

　　　有之者厳重之可及沙汰候

　　　右之趣御料者御代官私領者領主地頭

　　　より可被相触候

　　　　十一月三日

一十一月六日御用番内藤紀伊守殿ゟ御呼出

　御留守居大道寺七右衛門罷出候処去月廿三日被指

　出候御伺書ニ左之通御附札を以御差図有之

　　　同氏春嶽儀隠居被　仰付慎罷在

　　　候様被　仰付置候処今度慎

　　　御免被　仰出候ニ付春嶽ゟ以来

　　　公方様

　　　天璋院様江別紙先例之通年中

　　　表向并御内証ゟ致献上物度奉存

A0143-01976_124
　　　候此段相伺申候以上

　　　　十月廿三日　　　　　　松平越前守

　　　別紙

　　　　公方様江

　　　　　　年中献上物

　　　　　御太刀

　　　　　御馬代　　　　　　金壱枚

　　　　右年頭之御祝儀

　　　　　葛粉　　　　　　　一箱

　　　　右暑中

　　　　　塩鱈　　　　　　　三

　　　　右寒中

　　　　天璋院様江

　　　　　　年中献上物

A0143-01976_125
　　　　　白銀　　　　　　　三枚

　　　　右年頭斗

　　　別紙

　　　　公方様江

　　　　　　御内証ゟ年中献上物

　　　　　御鏡餅　　　　　　一飾

　　　　　玉鳥子紙　　　　　一箱

　　　　　干鯛　　　　　　　一箱

　　　　右元朝指上

　　　　　御小刀御鋏刀　　　一箱

　　　　　干鰈　　　　　　　一箱

　　　　右二月三月中指上

　　　　　夜刃竹軸御筆　　　一箱

　　　　　初鯖　　　　　　　一箱

　　　　右四月五月中指上

　　　　　五色奉書紙　　　　一箱

A0143-01976_126
　　　　　鯖切漬　　　　　　一壺

　　　　右七月八月中指上

　　　　　大角豆　　　　　　一箱

　　　　　塩鮎切漬　　　　　一壺

　　　　右九月十月中指上

　　　　　清水米　　　　　　一箱

　　　　　塩鱈　　　　　　　三

　　　　右十一月十二月中指上

　　　　　干鯛　　　　　　　一箱

　　　　右為歳暮之御祝儀指上

　　　　天璋院様江

　　　　　　御内証ゟ年中献上物

　　　　　御鏡餅　　　　　　一飾

　　　　　墨流鳥子紙　　　　一箱

　　　　　干鯛　　　　　　　一箱

　　　　右元朝指上

A0143-01976_127
　　　　　御鋏刀御鑷子　　　一箱

　　　　　干鯛　　　　　　　一箱

　　　　右二月三月中指上

　　　　　清水米　　　　　　一箱

　　　　　初鯖　　　　　　　一箱

　　　　右四月五月中指上

　　　　　墨流鳥子紙　　　　一箱

　　　　　鯖切漬　　　　　　一壺

　　　　右七月八月中指上

　　　　　牧谷多葉粉　　　　一箱

　　　　　塩鮎切漬　　　　　一壺

　　　　右九月十月中指上

　　　　　和紙　　　　　　　一箱

　　　　　塩鱈　　　　　　　三

　　　　右十一月十二月中指上

　　　　　干鯛　　　　　　　一箱

A0143-01976_128
　　　　右為歳暮之御祝儀指上

　　　　御附札

　　　　　表向ゟ献上物者可為伺之通候

　　　　　公方様

　　　　　天璋院様江御内証ゟ之献上物者大奥

　　　　　老女江可被相伺候

　　　　　　〆

　　　同氏春嶽儀隠居被　仰付慎罷

　　　在候様被　仰付置候処今度慎

　　　御免被　仰出候ニ付春嶽ゟ以来

　　　本寿院様江年中表向并御内々ゟ

　　　指上物致度奉存候此段相伺申

　　　候以上

　　　　十月廿三日　　　　　　松平越前守

　　　　御附札

　　　　　表向ゟ者不及差上物候御内証ゟ之差

　　　　　上物ハ大奥老女江可被相伺候

A0143-01976_129
　　　同氏春嶽儀隠居被　仰付慎罷

　　　在候様被　仰付置候処今度慎

　　　御免被　仰出候ニ付春嶽妻ゟも

　　　公方様　天璋院様江以来年中

　　　勤向為仕度此段相伺申候以上

　　　　十月廿三日　　　　　　松平越前守

　　　　御附札

　　　　　大奥老女江可被相伺候

　　　同氏春嶽儀隠居被　仰付慎罷

　　　在候処今度慎　御免被　仰出候

　　　ニ付春嶽ゟ以来

　　　公方様江別紙之通表向ゟ致献上物

　　　度奉存候此段相伺申候以上

　　　　十月廿三日　　　　　　松平越前守

A0143-01976_130
　　　別紙

　　　　公方様江

　　　　　歳暮御祝儀

　　　　　時服　　　　　　二

　　　　右者松平確堂殿表向ゟ献上御座候

　　　　由ニ御座候得者春嶽ゟ茂右之通表向ゟ

　　　　献上仕度奉存候

　　　　　御附札

　　　　　　伺之通献上候様可被致候

一十一月七日久世大和守殿ゟ御呼出御留守居介

　中村仲罷出候処

　惇信院様御法事之節御香奠御献上ニ

　付而之御奉書御渡有之

一十一月八日今度　御移徒ニ付　勇姫様より

　御献上物之儀先達而御伺被成候処大奥老女江

A0143-01976_131
　相伺候様御差図ニ付奥ゟ伺出候処左之通御返事

　文来

　　　御文の様まつ々々

　　　上々様かた御機嫌克成らせられ

　　　御めてたさ扨ハ此たひ

　　　御本丸江御移徒被遊候につき右

　　　御歓御申上被成

　　　公方様

　　　天璋院様江御奥様より御けん上も

　　　のゝ儀御例書をもつて表向ゟ越前守様

　　　御うかゝひ被成候ところ大奥老女江

　　　御伺被成候様御差図ニ付いかゝ被成

　　　よろしく御座候半哉表向ゟ御差出し

　　　被成候御例書御添御うかゝひ被成其段

　　　老女衆江申入候まいらせ候へハ御年限中

　　　につき御献上物ニ及はせられす来ル

A0143-01976_132
　　　十一日御文ニて御歓御申上被成候様ニ

　　　天璋院様江も御同様御申上被成候様ニ

　　　　　　　　　　　　　　めてたく

　　　　　　　　　　　　　　　　かしく

　　　　　　　　　　　　　　　御本丸表使衆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　七人

　　　　老女二人まいる

　　　　　なを々々めて度かしく

　　　御文の様まつ々々

　　　上々様かた御機嫌よく成せられ

　　　御めてたさ扨者此度

　　　御本丸江　御移徒被遊候につき右

　　　の御悦御申上

　　　本寿院様江御さし上物之儀御奥様ゟ

　　　表向江御伺被成候所大奥老女江御伺

A0143-01976_133
　　　被成候様御指図被成まいらせ候ニつき

　　　いかゝ被成よろしく御座候半哉と御伺

　　　被成其段老女衆江申入まいらせ候ヘハ

　　　御指上物ニおよひ参らせられす

　　　公方様江御申上被成候御文之内江

　　　御書入ニ而御悦御申上被成候様ニとの

　　　御事ニ御座候さ様ニ御心得よろしく

　　　御申入被成まいらせ候めてたく

　　　　　　　　　　　　　　　かしく

　　　　　　　　　　　　　　　表使衆

　　　　　　　　　　　　　　　　　七人

　　　　老女二人まいる

一十一月九日

　公方様　御本丸江　御移徒有之

　天璋院様　本寿院様ニも　御本丸御広敷江

A0143-01976_134
　御引移被成

一十一月九日御老中御渡書付大目付中ゟ左之通

　御廻状来ル

　　久世大和守殿御渡

　　　御本丸

　　　御移徒ニ付而者御道具惣献上可被

　　　仰付儀ニ候処近年諸家ニおゐて

　　　も入費多之折柄ニも有之且

　　　御本丸御普請ニ付願之上上納金并

　　　国産之品且御道具類献上被

　　　仰付候面々も有之候間此度御道具

　　　惣献上之儀者不被　仰出候事

　　　右之趣万石以上之面々江演説有之

　　　候様可被致候

　　　　十一月

A0143-01976_135
　　安藤対馬守殿御渡

　　　大艦ニ者　御国惣印日の丸幟相立

　　　公儀ニ而者中帆之柱江白紺布吹貫

　　　引揚帆者中黒相用候積先年相達

　　　置候処向後　御国惣印者白地日の

　　　丸之旗艫綱江引揚帆者白布相用ひ

　　　公儀御軍艦者中黒之細旗を中

　　　帆柱江引揚候間諸家ニおゐても大艦

　　　出来次第家々之船印　公儀御船

　　　印ニ不紛様取調雛形を以可被相伺候

　　　右之通去未年相触候処向後帆者

　　　白布又者帆中江其家々之印或者

　　　紋附候共不苦候尤　御国惣印白地日の

　　　丸之旗艫綱江引揚候儀并家々船印

　　　等之儀ハ先達而相触候通可被相心得

　　　候

A0143-01976_136
　　　　十一月六日

　　同断

　　　外国人途中行逢候節譲合相互ニ

　　　不作法無之様可致旨去未年相触

　　　置候趣有之候処諸藩之内ニ者兎

　　　角心得違ひのものも有之哉ニ相聞

　　　如何之事ニ候向後右様之輩有之

　　　ニおゐてハ糺之上急度可及沙汰候間

　　　以後心得違之もの無之様能々主人ゟ

　　　可被申付置候

　　　　十一月七日

（以下、「　」内は「不用」）

一十一月十日上野小普請方御役所ゟ申来御留守居

　下役罷出候処

　厳有院様　浚明院様　文恭院様ニ御献

A0143-01976_137
　備之御灯籠洗磨之儀ニ付仕様書代金共

　書付被相渡之追而金額弐拾五両三歩三朱ト三匁

　三歩六厘同所江相納之

一十一月十一日　御本丸御移徒被為　済候為

　御祝儀御使者御留守居を以

　公方様江昆布一箱鯣一箱塩鯛一箱御樽一荷

　被献之於大広間溜御奏者番有馬左兵衛佐殿

　家来江相渡　天璋院様江御使者大御番

　中村庄兵衛を以昆布一箱塩鯛一箱御樽一荷

　被指上之於檜之間御広敷番之頭祖父江孫助殿江

　相渡之　本寿院様江御使者御雇多喜田熊之助

　［藤内忰］を以塩鯛一箱御樽一荷被指上之於右御同所

　鈴木文左衛門殿江相渡之

一十一月十一日右同断ニ付為御祝儀御内証ゟ御文

　被指出之且又　御移徒後　御機嫌為御伺

　御文被指出之

A0143-01976_138
一十一月十一日右同断ニ付為御祝儀

　公方様　天璋院様　本寿院様江

　勇姫様ゟ御献上物之儀先達而久世大和守殿江

　御伺書被指出候処大奥老女江相伺候様御指図ニ

　付奥ゟ伺出候処御年限中ハ不及御献上物

　公方様　天璋院様江御文ニ而御歓被　仰上候様

　本寿院様江ハ

　公方様御文之内江御書入ニ而御歓被　仰上候様

　御指図ニ付今日御文被指出之

一十一月十三日常盤橋御門渡御櫓御用ニ付

　先達而御引揚ニ相成候処此節御不用ニ相

　成候ニ付又々御拝借被成

一十一月十五日夜安藤対馬守殿ゟ御呼出

　御留守居介中村仲罷出候処左之御書付

　公用人を以御達有之

　　　神奈川表江若胡乱之者立入

　　　候ハヽ捕押方之儀先達而相達候

　　　趣も有之候処此節浪人体之者

　　　寄集り候風聞も有之候間取締

　　　等之儀無油断可被取斗候委細

　　　可有之候事

一十一月十六日来酉年御参勤御時節御伺之

　御使者御雇御祐筆永井順太郎御国許ゟ

　被指出候趣ニ而御用番江罷出　御書指出之

　追而御呼出ニ而来四月中御参府可被成旨之

　御奉書被相渡之

A0143-01976_139
一十一月十八日先達而重陽御内書御頂戴之

　為御礼被指出候　御書御用番代久世大和守殿江

　御留守居介中村仲持参指出之

一十一月十九日先達而　和宮様御縁組被

　仰出候ニ付京都所司代酒井若狭守殿江

　御書被指出之

一十一月廿一日御目付松平石見守殿ゟ御呼出御留守居下役

　御城中之口江罷出候処左之通書付一通被

　相渡之

　　　先達而対馬守殿ゟ御内達も有之

　　　横浜表江水府浪人躰之者共立

　　　入可申風聞有之候処尚以昨今風

　　　聞烈敷候ニ付而者多人数姿を替忍

　　　入海辺ゟ乗込可申哉も難斗訳も

　　　有之御取締之儀

A0143-01976_140
　　　上ニ而殊之外御心痛我々ニ而も誠ニ

　　　心痛いたし候事ニ候先御家様ゟ

　　　御人数御指出被下候様無急度御談旁

　　　御達申候当春運上所江御人数御指

　　　出之振合ニ而今少々人数御増御指

　　　出被下候様且又船ニ而乗込候儀も可有

　　　之ニ付御人数之内船ニ而御取締も被下

　　　候様ニも致度旨尚彼地奉行都筑駿河守殿

　　　よりも委細御達可申与存候何分明日ゟ

　　　御人数運上所江御指出ニ相成候様ニ

　　　と御達申候也

　　　　但右ニ付廿五日夕一番手御人数運上所江被差出之

一十一月廿四日尾張中納言様御妾服之御男子

　元千代様御事今度中納言様御養子被仰出候

　ニ付為御歓御内証ゟ

　公方様　天璋院様江御文被指出之

A0143-01976_141
一十一月晦日御城中之口江御呼出ニ付御留守居下役

　罷出候処御目付松平弾正殿浅野一学殿

　御達之旨ニ而御徒目付を以左之通書付二通被

　相渡之

　　　此度

　　　御下向之儀京都ゟ美濃路東海道

　　　熱田宿通り吉田宿ゟ本坂越浜松

　　　宿通り江戸品川宿江御着之積り有

　　　之候事

　　一右之道筋宿々者勿論村々等ニ至迄

　　　領分有之面々者何国何郡何宿何

　　　村ニ而何里何町領分ニ有之候与申儀

　　　認差出可申事

　　一右御道筋ゟ七八里迄相離領分有之

　　　向々も何国何郡何村何宿何里何

　　　程等離領分有之候与申儀是又認

A0143-01976_142
　　　出可申事

　　一領分無之向々者是又其趣可被申

　　　聞候事

　　　右之趣差向候儀ニ付一両日之中御城

　　　中之口迄可被指出候事

　　　　十一月

　　　別紙之通相達候儀ニ者候得共差急候

　　　儀ニ付取調出来候ハヽ明日ニも可被申

　　　聞候様可被致候

　　一御道筋近領有之面々者居城并

　　　陣屋等之有無可被申聞候

　　一御道筋ニ領分有之面々者領分限

　　　り之里数并往還通り枝道間道

　　　等之絵図面御道左右拾町位迄

A0143-01976_143
　　　之処美濃紙壱枚継ニ相認扣共弐

　　　通可被差出候尤差向取調出来かた

　　　く候ハヽ其段被申聞自分上京之節

　　　於領内可被指出候事

　　　　十一月

一十二月朔日先達而　和宮様御縁組被

　仰出候ニ付為御歓御使者御雇大井田喜内

　御国許ゟ被指出候趣ニ而今朝御用番江罷出

　御書指出之

一十二月朔日右同断ニ付御内証ゟ

　公方様　天璋院様江御文被指出之

一十二月四日　御先代之通り御使者御留守居介

　中村仲を以当夏御拝領御鷹御捉飼之

　雁一鴨一被献之於　御城御側衆大久保志摩守殿

　後刻披露可有之旨被申聞之追而御呼出ニ而

A0143-01976_144
　右御披露済之御奉書被相渡之

　　但右御献上之儀以後定例故不記之

一十二月五日去月晦日大目付中ゟ御達之儀ニ付

　松平弾正殿浅野一学殿江左之通御届書指

　出之

　　　此度

　　　御下向之儀京都ゟ美濃路東海道

　　　熱田宿通り吉田宿ゟ本坂越浜松

　　　宿通り江戸品川宿江御着之御積ニ

　　　付御道筋宿々村々且御道筋ゟ

　　　七八里迄相離候領分有無共可申上旨

　　　御達御座候処右御道筋ニ松平越前守

　　　領分無御座候此段御届申候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　十二月五日　　　　　　篠原充助

一十二月六日金銀被下方之儀ニ付左之通可取扱旨

A0143-01976_145
　御奉行江月番御家老申渡之

　　　神社寺院被　供并御家来御国被下

　　　之金白銀之分是迄金壱両代銀六拾匁

　　　立白銀壱枚代銀四拾三匁立ニ而御取扱

　　　有之候得共近来金位相狂ひ候ニ随ひ

　　　愈以事実不当ニ付御評議を以向後

　　　金御取扱之分者御礼所相場白銀

　　　御取扱之分者上方相場之代銀ニ而

　　　御取扱ニ相成候様被　仰出候

　　　　但他国他所御取扱之分者是迄之通

　　一道中往来雑用銀之儀元文之度

　　　御改正以来御定之処近来諸国一般

　　　諸色高直ニ相成別而当年金位

　　　御建替ニ付而者弥以物価致沸騰難渋

　　　相違茂無之ニ付此度御評議之上

　　　知行取立帰御用并御切米取御扶持方

A0143-01976_146
　　　取共江戸詰立帰共雑用銀御改正ニ被

　　　成候且又知行取江戸詰出立日ゟ

　　　之与内宿銭并御扶持方者是迄於

　　　彼地御渡被成来候得共以来往片道

　　　分於此表出立前引揚御渡被成候

　　　事

　　　　但御国雑用銀之儀も右ニ准シ御改正被成

　　　　　候事

　　一知行御切米俵数取之面々江御加増

　　　御足并新知被下候節前々者無指引

　　　壱ケ年分被下候処文政七申年ゟ御趣意

　　　を以都而月割ニ而被下候得共此度御評議

　　　之上当年ゟ改而右以前之御定ニ被

　　　復候事

　　　　十二月

A0143-01976_147
一十二月九日　御本丸　御移徒被為　済為

　御祝儀御使者御雇粕谷彦左衛門御国許ゟ被

　指出趣ニ而今朝御用番江罷出　御書指出

　之追而御呼出ニ而御返書被相渡之

一十二月十日安藤対馬守殿ゟ御呼出御留守居榊原幸八

　罷出候処炮術四季打之儀ニ付先達而被指出候

　御伺書江御附札を以御指図有之

　　　越前守持場内於太田陣屋ニ詰之者

　　　調練為仕度其節旌旗金鼓相用

　　　折々空炮相試申度旨去未年九月

　　　間部下総守様江奉伺候処書面之趣

　　　不苦尤空炮相試候儀ハ三月ゟ八月迄

　　　相心得御鷹参候節ハ見合候様可仕旨

　　　御指図御座候然ル処御警衛ニ付而者猶以

　　　精入調練為仕候儀ニ御座候処列伍之

　　　進退而已ニ而ハ自然息込も違ひ其外

A0143-01976_148
　　　総而之度調悪敷候ニ付調練候節

　　　空炮為打試度既ニ於　御府内も

　　　炮術四季打之儀者先年来

　　　御免相成居候儀ニも御座候間御警衛

　　　ニ付而ハ別段之訳を以何卒於陣屋内も

　　　御府内同様四季打　御差免被成

　　　下候様仕度尤御鷹参候節ハ相扣

　　　可申心得ニ御座候依之此段奉願上候

　　　以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　十月二日　　　　　　　草尾精一郎

　　　　御附札

　　　　　書面之趣不苦候

一十二月十一日寒中　御機嫌御伺之御使者

　御雇鈴木百助御国許ゟ被指出候趣ニ而今朝

　御用番江罷出　御書指出之追而御呼出ニ而

　御返書被相渡之

A0143-01976_149
　　但右　御書被指出候儀以後定例故不記之

一十二月十一日右同断ニ付御内証ゟ御文被指出之

一十二月十二日

　慶永様霊岸島御住居之処御手狭ニ付

　上使有之節ハ常盤橋御屋敷ニ而御請被成度之旨

　御用番久世大和守殿江左之通御届書被指

　出之

　　　同氏春嶽霊岸島中屋敷ニ致住居

　　　候得共何ケニ付

　　　上使被成下候節者常盤橋居屋敷

　　　ニ而御請仕候心得ニ御座候此段御聞置

　　　可被下候以上

　　　　十二月十二日　　　　　松平越前守

一十二月十四日御国許先達而洪水ニ付御損毛之

　御届書御用番久世大和守殿江御留守居を以被指

　出之

A0143-01976_150
　　　拙者領分越前国当春以来時候相

　　　後レ冷気甚敷諸作生立不宜兎角

　　　天勝ニ而度々出水別而入梅ゟ霖雨

　　　打続川々満水之処五月十一日

　　　申ノ刻ゟ暴風雨夜ニ入次第ニ相募り

　　　足羽川日野川九頭竜川共稀成急出

　　　水就中九頭竜川平水ゟ壱丈八尺

　　　余相増寛政元酉年以来之洪水

　　　ニ而田地囲堤押切所々新川出来

　　　其外井堰川除往還道橋用水路

　　　江縁等迄莫大之破損田畑川欠石砂

　　　入深堀等ニ而永荒所出来既ニ人家も

　　　押流候程之大急水ニ而作毛之類

　　　悉皆流失ニ付先達而御届申候処

　　　其後も又々六月十日八時大風雨ニ而五月

　　　出水同様之水嵩ニ相成未タ囲堤

A0143-01976_151
　　　出来不申内再水押ニ而植直之場所

　　　不残再荒ニ相成其上当秋藁虫痛

　　　強其余地窪之村々ハ長く水漬ニ而

　　　株絶数多出来収納ニ至り相糺候処

　　　田畑永荒作難損毛高并破損所

　　　左之通御座候

　　一高五千四百五石余　　　　［当申年水損田畑永荒］

　　一高拾弐万弐千九百拾弐石　［当申年田畑之内水損虫痛等ニ而無毛之分］

　　一家五軒　　　　　　　　　流失

　　一同拾軒　　　　　　　　　損家

　　一往来道并耕作道損共　　　八拾三ケ所

　　一石橋土橋流落大損共　　　百拾六ケ所

　　一水門掛樋底樋共　　　　　二拾七ケ所

　　一川除用水并囲提共　　　　百七拾六ケ所

A0143-01976_152
　　一九頭竜川往来舟橋　　　　廿弐艘流失

　　一溺死人斃牛馬無御座候

　　　右之通御座候此段御届申候以上

　　　　十二月廿九日　　　　　松平越前守

（以下、「　」内は「不用」）

「一十二月十五日寺社奉行松平伯耆守殿ゟ御呼出

　御留守居介中村仲罷出候処増上寺

　台徳院様江御献備之灯籠洗磨之儀ニ付

　左之通御書付一通被相渡之追而右代金九両

　壱分弐朱芝定式御作事方江持参相納之

　　　増上寺

　　　台徳院様江献備之灯籠包方

　　　清洗之儀同所

　　　御霊屋年番ゟ申出候間御作事方ニ而

　　　引請修復有之候様御作事奉行江

　　　相達置候間委細被及掛合候様可被

A0143-01976_153
　　　致候事

　　　　十二月」

一十二月十七日左之通大目付中ゟ御廻状来

　　　世上通用之ため於銀座精鉄

　　　銭吹方被　仰付候ニ付右精鉄銭壱文

　　　ニ而並銭四文之代り相用ひ来ル十七日

　　　ゟ在来之真鍮銭取交通用可致

　　　両替等百文銭真鍮銭壱文銭同様

　　　相心得可申候

　　　右之通相心得国々ニ至迄無差支

　　　様可令通用もの也、

　　　右之通御料私領寺社領共不洩

　　　様可被相触候

　　　　十二月

A0143-01976_154
一十二月十八日

　慶永様御内証ゟ

　公方様　天璋院様　本寿院様江年中

　御勤向御献上物等之儀并右

　御三所様江　勇姫様ゟ同断之儀先達而

　奥より伺出候処当時御献上物御用捨中ハ

　其儀ニ不及都而御文ニ而御申上被成候様御指

　図申来

一十二月十九日　安姫様御色直御箸揃御祝

　儀為御取替有之

一十二月廿一日為歳暮之御祝儀　天璋院様ゟ

　御使者を以

　慶永様江白銀御箱肴御拝領有之候ニ付右

　御礼勤之儀御用番江御伺書被指出候処左之通

　御附札を以御差図有之

　　　為歳暮之御祝儀従

A0143-01976_155
　　　天璋院様御使を以白銀御箱肴

　　　松平春嶽隠居後初而拝領仕候

　　　右ニ付松平越前守ゟ御礼勤向之儀

　　　如何相心得可申哉御指図之上国

　　　許江申遣度奉存候此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　十二月廿一日　　　　　大道寺七右衛門

　　　　御附札

　　　　　使札差越候様可仕候

一十二月廿三日

　慶永様年頭御祝儀御献上之儀ニ付来正月

　御用番安藤対馬守殿江左之通御届書持参

　指出之

　　　松平春嶽年頭御太刀御馬代献上

　　　之儀以来正月朔日以使者献上仕候

　　　心得ニ御座候此段御届申上候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　十二月廿三日　　　　　草尾精一郎

A0143-01976_156
一十二月廿四日

　慶永様　勇姫様ゟ年中御内証献上物之

　儀奥ゟ先達而伺出候処御差図有之候ニ付右

　御礼勤之儀御伺書被指出候処今日御呼出ニ而

　御礼勤ニ不及旨御指図有之

　　　松平春嶽并春嶽妻ゟ御内証ゟ年

　　　中献上物等之儀御老女中様江相伺

　　　候処春嶽ゟ伺之趣何も寛政度之

　　　節之通春嶽妻ゟ伺之趣何も是迄

　　　之通致候様尤当時献上物等御用捨

　　　中ハ其儀ニ不及都而御文ニ而申上候様

　　　御指図御座候右ニ付松平越前守ゟ御礼

　　　勤向之儀如何相心得可申哉御指図之

　　　上国許江申遣度此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　十二月廿三日　　　　　中村仲

A0143-01976_157
一十二月廿四日休息之面々并弟伯甥　御目見之儀ニ付左之通被

　仰出之

　　　御家中休息之面々

　　　思召を以向後正月七日於

　　　御本丸

　　　御目見被　仰付候

　　一御家中

　　　御目見不出来弟伯父甥等生年

　　　拾五歳以上之面々御軍制御改正

　　　以来御備組之内江被指加候儀有之ニ

　　　付

　　　思召を以向後正月十一日

　　　御目見被　仰付候

A0143-01977_001
（表紙）

文久元年辛酉

　茂昭様御代

　　　　　　　　　　（朱書）「読合済」

A0143-01977_002・003
（朱書）

読合済

（付札）

年号二月廿八日本帳へ書入事

（本文）

文久元年辛酉［此年萬延二年廿八日改元］

一正月朔日為念し御祝儀御使者御番頭代御用人

　渋谷弥税を以例之通御太刀馬代被献之

一同月七日於　御本丸時計之間御家中休息之面々

　当年ゟ　思召を以一同　御目見被　仰付於鉄炮之間

　御影長蚫被下之

一同月十七日於　御本丸鶴之間御家中　御目見

　不出来弟伯父甥等生来拾五際以上之面々当年ゟ

　思召を以　御目見被　仰付御具足餅被下之

A0143-01977_004
一正月十八日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　京都江御祝儀之御使相済候ニ付

　　　　　　　　　　　　　　　三拾万石已上

　　　公方様江

　　　　三種弐千疋

　　　天璋院様江

　　　　弐種千疋

　　　　　　　　　　　　　　　拾万石已上之

　　　　　　　　　　　　　　　嫡子

　　　　　　　　　　　　　　　隠居

　　　公方様江

　　　　弐種五百疋

　　　天璋院様江

　　　　一種五百疋

一同月十九日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　今度京都江御祝儀之

　　　御使相済候ニ付為御祝儀来ル廿一日四時

　　　腰明熨斗目返し小紋ニ而無之上下着用

A0143-01977_005
　　　惣出仕之事

　　　　但老中水野出羽守若年寄中江

　　　　　可被相廻候

　　一在国在邑之面々十万石以上ハ使札其外ハ

　　　以飛札御祝儀可被申越候

　　　　但隠居幼少病気之面々ハ月番之

　　　　　老中宅江以使者御祝儀可申上候在国

　　　　　在邑之隠居ハ十万石以上たりとも

　　　　　可為飛札候

　　但明後廿一日御延引来ル廿三日御祝有之旨御同所ゟ

　　　申来ル

一正月廿日内藤紀伊守殿ゟ御呼出御留守居罷出候処

　左之通御書付三通御渡有之

　　　　　覚

　　一当月廿九日御法事相済

　　　御霊前　御参詣之節予参供奉之面々

　　　還御以後拝礼可有之候事

　　一予参供奉無之面々ハ直垂狩衣大紋

A0143-01977_006
　　　布衣者其装束無官者長袴又ハ前々

　　　半袴ニ而参詣仕候分ハ此度も半袴着之

　　　還御以後参詣可仕候相残候分ハ来月二日

　　　三日右両日之内込合不申様相考勝手次第

　　　参詣可有之候事

　　　　正月

　　　　　御香奠献上之覚

　　一白銀拾枚　　　　　　　　六拾万石以上

　　一同五枚　　　　　　　　　三拾万石以上

　　一同三枚　　　　　　　　　拾万石以上

　　一同弐枚　　　　　　　　　五万石以上

　　一同壱枚　　　　　　　　　壱万石以上

　　一同弐枚　　　　　　　　　三拾万石以上之嫡子

　　一同壱枚　　　　　　　　　拾万石以上之嫡子

　　一壱万石以下ハ御遠忌御法事之節差上

　　　来候分

　　　白銀壱枚

　　　　正月

A0143-01977_007
　　　　　覚

　　一壱万石以上之面々御香奠献上之使者

　　　熨斗目長袴ニ而朝六ツ時文珠楼通被指

　　　越之本坊江可被献之事

　　一壱万石以下三千石以上之面々使者ハ熨斗目

　　　半袴ニ而四時ゟ九時迄之内文珠楼ゟ東之方

　　　凌雲院前通被指越之本坊江可被相納之事

　　一此外之面々使者も熨斗目半袴ニ而九時より

　　　八時迄之内文珠楼より東之方凌雲院前通

　　　被差越之本坊江可被相納之事

　　　右之通二月二日可被献之候以上

　　　　正月

一正月廿日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　一当月

　　　文恭院様二十一回御忌御法事御執行ニ付

　　　御法事中為伺御機嫌加賀中納言溜詰

　　　在江戸之分所司代大坂御城代より御干菓子

　　　御水菓子之内一度可被差上候御精進明之

A0143-01977_008
　　　御肴ハ不及献上候

　　一右之外在府万石以上之分不及献上物候

　　　御法事相済御精進明之御肴も不及指上候

　　　　　正月

　　　於東叡山

　　　御法事

　　　　正月

　　　　　廿五日　　初日

　　　　　廿六日　　中日

　　　　　廿七日　　結願

　　　　但御法事式定例之通故略之

一正月廿日左之者共孝心奇特之儀ニ付夫々御褒美

　被下之

　　　　　　　　　　　　　　下六条村

　　　　　　　　　　　　　　　五兵衛

　　　　　　　　　　　　　　三万谷村

　　　　　　　　　　　　　　　栄松

一同月廿一日於品川天竜寺　梅林院様百五拾回御忌

　御茶湯御執行有之

一同月廿二日

　文恭院様廿一回御忌御法事中御香奠并御菓子類

　御献上之儀ニ付左之通内藤紀伊守殿江御伺書被指出候処

A0143-01977_009
　追而御附札を以御差図有之

　　　今度

　　　文恭院様廿一回御忌御法事中為伺

　　　御機嫌

　　　公方様

　　　天璋院様江松平越前守ゟ御菓子類献上

　　　仕度奉存候此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　正月廿二日　　　　　　榊原幸八

　　　　御附札

　　　　　公方様江御精進物一種差上候様可仕候

　　　　　天璋院様江差上物之儀者大奥老女江相伺候様

　　　　　可仕候

　　　今度

　　　文恭院様廿一回御忌御法事之節松平春嶽ゟ

　　　御香奠献上仕度奉存候此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　正月廿二日　　　　　　榊原幸八

A0143-01977_010
　　　　御附札

　　　　　御香奠白銀二枚差上候様可仕候

　　　今度

　　　文恭院様廿一回御忌御法事中為伺　御機嫌

　　　公方様

　　　天璋院様江松平春嶽御菓子類献上仕度

　　　奉存候此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　正月廿二日　　　　　　榊原幸八

　　　　御附札

　　　　　公方様江御菓子類差上候様可仕候

　　　　　天璋院様江差上物之儀ハ大奥老女江相伺候様

　　　　　可仕候

　　　今度

　　　文恭院様廿一回御忌御法事之節松平春嶽妻ゟ

　　　御香奠献上仕度奉存候此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　正月廿二日　　　　　　榊原幸八

A0143-01977_011
　　　　御附札

　　　　　大奥老女江相伺候様可仕候

一正月廿二日高知狛山城御家職被　仰付

一同月廿三日京都江御祝儀之御使相済候為御祝儀

　御使者御留守居榊原幸八を以

　公方様江昆布一箱鯣一箱干鯛一箱御樽代弐千疋

　被献之　天璋院様江御使者大御番須崎鷺助を以

　昆布一箱鯣一箱御樽代千疋被差上之

一同月廿六日

　文恭院様御法事ニ付御使者御留守居を以

　公方様江椎茸一箱被献上

一同月廿九日於万福山

　文恭院様廿一回御忌御茶湯御執行有之

一二月二日御法事済ニ付御使者御番頭代御用人

　渋谷弥税を以御香奠白銀五枚被献之東叡山

　御本坊江相納之

一同日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　此頃近在処々江浪人又ハ無宿躰之者とも

A0143-01977_012
　　　徘徊いたし無心ケ間敷事共申懸ケ

　　　及不法候者も有之哉ニ相聞不届之事ニ候

　　　向後右躰之者共立廻り候ハヽ聊無用捨

　　　捕押置早々可被申聞候尤手ニ余り候儀も候ハヽ

　　　打捨候共不苦候時宜ニ寄り鉄炮等相用候而も

　　　不苦候間隣領之面々江茂申合置其次第ニ寄候而ハ

　　　相互ニ加勢差出候様可被致候

　　一小身之面々知行所之儀者捕押方等不行届儀も

　　　可有之候間最寄万石以上諸家陣屋等江注進

　　　いたし右注進次第面々居城陣屋ゟ召捕

　　　人数指出前同様取扱候様兼而手筈可被申付

　　　置候

　　一御料所并寺社領手当方之儀者最寄領主之

　　　面々心附候様可被致候

一二月八日安藤対馬守殿ゟ御呼出御留守居罷出候処

　左之通御書付壱通御渡有之

　　　　　　　　　　　　　　袖うら

　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来江

A0143-01977_013
　　　水戸殿御領内ニ相集候浪人共不法乱妨相募

　　　難被捨置ニ付厳重ニ被召捕候旨水戸殿ゟ

　　　被仰立候間其通被取斗候様相達候就而者

　　　自然御領分外江漏出候者可有哉も難斗兼而

　　　相達置候趣も有之候ニ付此段為心得相達候

　　　事

一二月十四日横井平四郎出府ニ付堤五市郎奥村坦蔵

　修行旁被遣之

一同月十五日

　慶永様江　上使御使番小田切愛之助殿を以御鷹之鶴

　御隠居後初而御拝領右ニ付御承知之上御礼勤之

　御伺書御用番江被指出候処御使札被指出候様御指図

　有之

一同日御家中袖留願之儀去ル巳年振袖被相止候ニ付

　而者右之廉以後角入与相願可申旨被仰出之

一同月十六日御用番内藤紀伊守殿江御呼出御留守居

　榊原幸八罷出候処御鷹之鶴御拝領ニ付御老中

　連名之御奉書并鶴一羽宿継証文添用人を以被相渡之

A0143-01977_014
　請取罷帰即刻伝馬町問屋呼出右御奉書并鶴宿

　継証文共相渡之

　　但鶴御拝領之儀已後定例故不記之

一二月十六日右同断ニ付御礼勤并御使者自分献上

　物之御伺書左之通御用番江被差出候処御先格

　之通被成候様御差図有之

　　　　　覚

　　　公方様江

　　　　箱肴　　　　一種

　　　右者今日松平越前守江宿次以　御奉書

　　　御鷹之鶴拝領仕候為御礼先格之通家老

　　　格之者を以献上仕候心得ニ御座候此段御届

　　　申上候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　二月十六日　　　　　　榊原幸八

　　　公方様江

　　　　御太刀　　　　　　　松平越前守

　　　　銀馬代　　　　　　　　使者

A0143-01977_015
　　　右者使者自分之御礼申上候節献上仕候

　　　先格御座候此段御届申上候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　二月十六日　　　　　　榊原幸八

一二月十六日右同断ニ付

　慶永様ゟ御礼勤之儀御用番江左之通御伺書被指出候処

　追而御附札を以御差図有之

　　　松平越前守江宿次以御奉書

　　　御鷹之鶴拝領仕候右ニ付同姓春嶽御礼勤之儀

　　　如何相心得可申哉此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　二月十六日　　　　　　榊原幸八

　　　　御附札

　　　　　老中水野出羽守江使者差出候様可仕候

一同月十七日小役人和田俊助忰丈蔵孝心之趣ニ付

　為御褒美金百疋被下之

一同月十九日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　公方様御実母実成院事今十八日

A0143-01977_016
　　　御本丸御広敷江御引取被遊実成院殿与

　　　被　仰出候事

　　　　二月

一二月廿一日此度京都江御祝儀之御使相済候

　為御祝儀御使者渥美助左衛門御国許ゟ被指出候趣ニ而

　今朝［御留守居同道］御用番江罷出御書指出之

一同月廿二日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　出火之節惣而見物ケ間敷者罷出間敷并

　　　馬上之火元見火口江乗込申間敷旨

　　　前々相触候処兎角火近之場所江立集

　　　消防且往来之妨ニ相成候間右触面之趣

　　　堅く相守心得違之儀無之様家来末々迄

　　　急度可被申付置候右之通前々ゟ度々相触候処

　　　又々猥ニ相成見物ケ間敷者罷出并火元見等

　　　火近之場所江乗込候者も有之由ニ候間弥

　　　心得違無之様急度可申付候右之趣申年も

　　　相触候処兎角心得違之者有之火事場

　　　役人等江かさつ不法之所行ニおよひ候者も

A0143-01977_017
　　　有之趣相聞不埒之事ニ候尤親類又ハ

　　　知音之者方江見廻り等ニ罷越候共火先

　　　混雑之場所者通行見合消防方之妨ニ

　　　不相成様可相心得候此以後心得違之者

　　　有之ニおゐてハ糺之上厳重可及沙汰候条

　　　右之趣急度相心得前々ゟ之触面堅

　　　相守家来末々迄入念申付候様可被致候

一二月廿三日宿継を以　御拝領之鶴福井江着御座所

　御使番所江御家老罷出御中老御用人御側役御役人共

　御玄冠板之間江罷出御玄冠江宿継之者持参其節

　御坊主両人罷出覆解候而御使番江相渡直ニ月番

　御用人請取之御奉書并証文持参之其節

　鉄炮之間迄　御出迎被成［熨斗目麻御上下］御座之間江

　御着座鶴御頂戴相済御床之御鳥掛江懸

　御奉書御用人入　御覧相済

一同月廿四日右同断ニ付為御礼御使者御用人稲葉左司馬

　被差出之今日福井出立

一同月廿八日大目付駒井山城守殿ゟ御呼出御留守居

A0143-01977_018
　罷出候処年号改元之折紙壱通并御書付被相渡之

　　　　　文久

　　　病気又者幼少ニ而今日出仕無之万石以上

　　　之面々者年号改元之儀先例之通老中宅江

　　　使者可差越候在国在邑之面々者承次第

　　　飛札可差越候事

　　　　二月

一二月廿九日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処去ル十五日

　被指出候御窺書ニ左之通御附札を以御差図有之

　　　拙者儀参府之節各様方江為御案内

　　　廻勤相仕廻候後同氏春嶽霊岸島居屋敷江

　　　折々罷越致対面度奉存候且又松平実之助

　　　居屋敷江茂罷越実父出雲守江致対面度

　　　奉存候参勤御礼不申上以前之儀ニ御座候得者

　　　此段相伺申候以上

A0143-01977_019
　　　　二月十五日　　　　　　松平越前守

　　　　御附札

　　　　　可為勝手次第候

一三月七日鶴御拝領ニ付御礼御使者稲葉左司馬

　昨六日江戸着今朝御用番本多豊前守殿江罷出

　御書指出之

一同月十三日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　異風之頭巾一切かふり申間敷旨先年ゟ

　　　度々相達候処近頃兎角異風之頭巾を

　　　かふり面躰を隠し候もの有之以之外之

　　　事ニ候右風儀武家江茂押移如何之事ニ候

　　　諸事先年より追々相達候趣相守以来

　　　面躰を隠し候頭巾をかふり歩行候者

　　　有之おゐてハ屋敷ニ而も廻り之もの見掛

　　　次第頭巾をとらせ名前等も承糺疑敷者

　　　ニ候ハヽ召捕届ニ不及町奉行江可被相渡候

　　　右之趣先年相触候処近頃又々面躰を隠候

　　　異風之頭巾をかふり歩行候者有之段

A0143-01977_020
　　　相聞不埒之事ニ候此以触面之趣相背

　　　面躰を隠し候頭巾をかふり歩行候もの

　　　有之者見掛次第召捕届ニ不及町奉行へ

　　　引渡可申候

　　　　三月

一三月十五日

　慶永様江鶴御拝領ニ付為御礼御使者御雇山上

　清蔵御国許ゟ被差出候趣ニ而今朝御用番江罷出

　御書指出之

一同日鶴御拝領之御礼御使者稲葉左司馬［熨斗目長袴着］

　御城江罷出於蘇鉄之間御献上之鰑一箱御目録共

　御坊主組頭江相渡之月次御礼後於御白書院

　御目見被　仰付［御畳縁下ゟ一畳目東之方四畳目中江罷出］御奏者番松平

　駿河守殿披露［松平越前守使者稲葉左司馬与］御用番松平豊前守殿

　御取合有之退去再自分之御礼被　仰付御太刀

　目録［銀馬代一枚］御奏者番松平摂津守殿被振之［下ゟ二畳目東之方ゟ四畳目中］

　左司馬罷出［下ゟ一畳目東之方ゟ四畳目中］御礼申上之過去御老中

　若年寄中廻勤

A0143-01977_021
一三月十五日左之通寄々致通達候様月番御目付

　千本藤左衛門江御家老狛山城申渡之

　　　安政三辰年被　仰出候通文武精励家業

　　　筋厚相心掛候儀ハ勿論ニ候得共階級等ニ付

　　　家督之節被　仰付方之儀ハ御指支之訳も

　　　有之ニ付辰年以前江被復候間可被得其意

　　　候

一同月十六日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　和宮様当春中御下向たるへき旨先達而

　　　被　仰出候処東海道筋荒所等も多く御通行

　　　御指支ニ付中山道江御道替被　仰出御下向之儀

　　　暫御指延被　仰出候猶頃合之儀ハ追而可被

　　　仰出候

一同月十八日ハツテーラ御製造ニ付左之通御用番江

　御届書被差出之

　　　此度越前守於太田陣屋異国形ハツテーラ与

　　　申小船一艘致製造候ニ付印相立横浜

　　　近辺為修行漕廻り折々江戸表江も罷越

A0143-01977_022
　　　申度候此段御聞置可被下候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　三月十八日　　　　　　篠原亀次郎

一三月十九日福井　御発駕東海道通り御旅行

一同月廿一日御参府之節一旦御屋敷江　御着夫ゟ

　御廻勤被成度儀ニ付御用番江左之通御届書被指出之

　　　越前守参府之節居屋敷江一旦可致着

　　　夫ゟ御老中様方江致廻勤候心得ニ御座候此段

　　　奉申上候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　三月廿一日　　　　　　榊原幸八

一同月廿六日年号改元ニ付為御祝儀被差出候　御書

　今朝御用番江御留守居持参差出之

一同日鶴御拝領之御礼御使者稲葉左司馬［熨斗目半上下着］

　御城江罷出候処［昨廿五日御用番ゟ御切紙来ル］於檜之間御用番松平

　豊前守殿出座御返書御渡被成左司馬江御巻物ニ拝領

　被　仰付候旨被申聞之御品ハ御奏者番堀石見守殿

　被相渡退去再罷出右拝領物之御礼申上之御奏者番

A0143-01977_023
　御取合有之畢而退去夫ゟ左司馬拝領物之為

　御礼御用番江罷出

一三月晦日御発駕ニ付今庄駅御泊ゟ為御案内被指出候

　御書并鶴御拝領之御礼御使者　御目見被　仰付

　候ニ付為御礼被差出候御書御用番江御留守居持参

　指出之

　　但御発駕ニ付御書被指出候儀已後定例故

　　不記之

一四月朔日品川駅御泊ゟ一旦常盤橋御屋敷江　御着

　御上下被為　召御参府為御案内御老中　御廻勤

　直ニ霊岸島御屋敷江被為　入

　慶永様江御対顔被成

一同月三日溜池御屋敷江被為　入御方々様江　御対顔

　有之

一同月四日介御用番久世大和守殿江　御逢対　御勤

一同月廿一日　上使御老中安藤対馬守殿御越

　上意之趣御達有之

　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守

A0143-01977_024
　　　参府之段達

　　　上聞　上使被成下候追而

　　　御目見可被　仰付候

　右為御礼御老中　御廻勤若年寄中江御使者御使番

　被指出之

一四月廿ニ日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処昨日被指出候

　御窺書ニ左之通御附札を以御差図有之

　　　拙者儀家督後初而致参府候ニ付今日

　　　上使被成下候右ニ付同氏春嶽御礼勤向之儀

　　　如何相心得可申哉此段相伺申候以上

　　　　四月廿一日　　　　　　松平越前守

　　　　御附札

　　　　　老中水野出羽守江使者差出候様可致候

　　　拙者儀家督後初而致参府候ニ付今日

　　　上使被成下候追而参勤之御礼申上候ハヽ其節

　　　同氏春嶽御礼勤向之儀如何相心得可申哉

　　　宜御指図被成可被下候以上

　　　　四月廿一日　　　　　　松平越前守

A0143-01977_025
一四月廿三日［六半時］御　登城［御熨斗目長御上下御着用］御黒書院へ

　公方様出御御先代之通御太刀一腰

　［御敷居内御正面下ゟ二畳目ニ御置］御馬代銀三十枚［台御敷居内］綿三十把［台御敷居外東之方へ

　三尺外シ進物番指出之］御献上御参勤之御礼被　仰上［御畳縁末江御出座］

　御奏者番朽木近江守殿御披露御老中御取合

　有之御退座畢而被召連候御家来酒井外記

　酒井十之丞御太刀銀馬代［一枚］蠟燭［百挺］ツヽ献上壱人ツヽ

　御目見被　仰付御奏者番松平大隈守殿板倉

　周防守殿披露有之相済於黒鷲御杉戸際

　［御老中御列座御参府之御礼］被仰上并御家来御目見之御礼被仰上

　御下城夫ゟ為御礼［御老中御側御用人］御廻勤

一同日右同断ニ付為御礼御内証ゟ御文被指出之

　　但以後定例故不記之

一同日右同断ニ付御老中始江左之通御贈物有之

　　　　　御太刀一腰

　　　　　蠟燭三百挺　　宛　　御老中不残

　　　　　御馬代金壱枚

　　　　　御太刀一腰

　　　　　蠟燭弐百挺　　宛　　御側御用人中

A0143-01977_026
　　　　　御馬代金壱枚　　　　若年寄中不残

　　　　　御太刀一腰

　　　　　御馬代金壱枚　宛　　御側衆不残

　　　　　御太刀一腰

　　　　　御馬代銀五枚　宛　　御奏者番

　　　　　　但御在府并御暇之御礼相済候御方且御参府

　　　　　　　被成候而も御参勤御礼前之御方江者御贈無之

　　　　　　　　　　　　　　　御留守居年寄中不残

　　　　　　　　　　　　　　　大目付中不残

　　　　　　　　　　　　　　　町奉行中不残

　　　　　御太刀一腰　　　　　御勘定奉行中不残

　　　　　御馬代銀五枚　宛　　御作事奉行中不残

　　　　　　　　　　　　　　　御普請奉行中不残

　　　　　　　　　　　　　　　御目付中不残

　　　　　御太刀一腰　　　　　御用御頼

　　　　　綿十把　　　　　　　御先手

　　　　　銀馬代五枚　　　　　本多大膳殿

　　　　　右御使者御物頭御使番表侍中打込

A0143-01977_027
　　　　　　但御老中ゟ若年寄中迄ハ御留守居御使者之者

　　　　　　　　　　　　　御本丸

　　　　　　　　　　　　　　御老女中

　　　　　　　　　　　　　　　万里小路殿

　　　　　　　　　　　　　　　飛鳥井殿

　　　　　白銀三枚宛　　　　　花園殿

　　　　　　　　　　　　　　　瀬川殿

　　　　　　　　　　　　　　　滝山殿

　　　　　　　　　　　　　　　大崎殿

　　　　　　　　　　　　　　表使

　　　　　　　　　　　　　　　小山との

　　　　　　　　　　　　　　　村瀬との

　　　　　　　　　　　　　　　岡野との

　　　　　白銀弐枚ツヽ　　　　藤江との

　　　　　　　　　　　　　　　浜田との

　　　　　　　　　　　　　　　室田との

　　　　　　　　　　　　　　　太田との

　　　　　右女中御贈物持参表侍中一人御徒一人差添

A0143-01977_028
　　　　　　　　　　　　　　御客応答

　　　　　　　　　　　　　　　歌山との

　　　　　白銀弐枚ツヽ　　　　藤山との

　　　　　　　　　　　　　　　三保島との

　　　　　　　　　　　　　　　三保野との

　　　　　　　　　　　　　　御右筆頭

　　　　　同弐枚　　　　　　　志賀野との

　　　　　　　　　　　　　　表使

　　　　　墨流縮緬一端　　　　藤野との

　　　　　御用御頼ニ付別段被遣之

　　　　　　但綾羽二端被遣候処御用捨御年限中御品替ニ

　　　　　　　相成

　　　　　　　　　　　　　　　御右筆七人

　　　　　金三百疋ツヽ　　　　御切手弐人

　　　　　　　　　　　　　　　御広座敷十二人

　　　　　同弐百疋ツヽ　　　　御使番十九人

　　　　　　　　　　　　　天障院様

　　　　　　　　　　　　　　御老女中

A0143-01977_029
　　　　　　　　　　　　　　　常盤井殿

　　　　　　　　　　　　　　　梅渓殿

　　　　　白銀三枚ツヽ　　　　初瀬殿

　　　　　　　　　　　　　　　おつほね殿

　　　　　　　　　　　　　　　藤崎殿

　　　　　　　　　　　　　　御中年寄中

　　　　　　　　　　　　　　　岩野との

　　　　　同弐枚ツヽ　　　　　川井との

　　　　　　　　　　　　　　　富野との

　　　　　　　　　　　　　　　歌川との

　　　　　　　　　　　　　　表使

　　　　　　　　　　　　　　　福田との

　　　　　同断ツヽ　　　　　　川岡との

　　　　　金三百疋ツヽ　　　　御右筆四人

　　　　　同弐百疋ツヽ　　　　御使番弐人

　　　　　右奥取扱ニ而被遣之

　　　　　　但御老女中ゟ御右筆頭迄

　　　　　天障院様御老女中ゟ表使迄御国絹御送り

A0143-01977_030・31
　　　　　有之候処御内証御献上物御用捨中相止

一四月廿五日御参勤後御使者御留守居を以　御先代

　之通

　公方様江五色奉書紙二箱被献之　天璋院様江

　両面打曇鳥子紙一箱被指上之

　　但右御献上之儀已後定例故不記之

一五月十一日阿部伊予守様丸山御屋敷清心院様

　御住所江被為　入

一同月十三日田安御屋形江被為　入大納言様御対顔

　有之御帰り掛ケ一橋様江御勤

（以下、「　」内は抹消）

「一同月十五日御国仕立之駒献上有之

　　　但右御献上以後定例故不記之」

（付紙）

「一五月十五日御使者御留守居を以御国仕立之馬［青毛五歳長四寸五分］

　　一疋［能登国鳳至郡出越前国阿波賀村仕立］被献之御馬掛り若年寄

　　酒井右京亮殿へ為牽罷出候処毛付引合之上

　　直ニ御馬預り諏訪部弥三郎殿へ罷越候様御指図ニ付

　　夫ゟ弥三郎殿江罷越候処御馬乗玄関へ出迎

　　御留守居座敷へ罷通酒井右京亮殿御指図ニ而

　　為牽来候段申述之毛付皆具御目六（録）同人へ

　　相渡之弥三郎殿被罷出挨拶有之夫ゟ馬場へ

　　為牽御馬乗へ相渡受取候段被申聞夫ゟ御用番

　　久世大和守殿へ罷出献上之馬相納候段相達之

　　　但以後定例故不記之」

一同月十八日本多丹波出府之儀ニ付　御意之御書付

　壱通月番御家老山県三郎兵衛ゟ演説書添

　府中江申達之

　　御意

　　　家督後未タ江戸表江不被罷出時節柄ニ

　　　拘り段々延引ニ相成候而ハ公辺振合之程も

A0143-01977_032
　　　如何可有之哉依之来戌三月中出府

　　　有之可然旨　思召候為支度　御内意

　　　被　仰出事ニ候

　　　　五月

　　　　　演説之覚

　　　此度江戸表江出府之儀被　仰出候ニ付御時節

　　　柄之儀ニも候得者供廻りを始万端同姓観翁

　　　出府之節之通り夫々省略有之可然与

　　　思召候此段も可申達旨被　仰出候

一五月廿日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　諸寺社神事開帳等其外平常共　葵

　　　御紋附之品寄附之儀菩提所者格別其外江者

　　　向後可為無用候右之通明和五子年相達

　　　置候趣弥違失無之様可致旨　葵御紋相用候

　　　万石以上之面々江可被達候

　　　　五月

一五月廿二日山口金次郎福島弥太六航海術修行

　被仰付繰（操）練所江被指出候儀ニ付左之通御軍艦

A0143-01977_033
　奉行江御留守居書付持参差出之

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来

　　　　　蒸気　　　　　　　　山口金次郎

　　　　　船具運用　　　　　　福島弥太六

　　　右之者御軍艦繰（操）練所江右術為稽古

　　　罷出度旨主人江願出候間指出申度候

　　　依之御頼以使者申達候

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　　五月廿二日　　　　　大道寺七右衛門

一五月廿九日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　当五月廿八日夜高輪東禅寺外国人

　　　旅宿江乱入致し不届之仕業ニおよひ

　　　逃去候者共之内姓名書

　　　　　　　　　　　　　　　有賀半弥

　　　　　　　　　　　　　　　岡見留次郎

　　　　　　　　　　　　　　　前木新八郎

　　　　　　　　　　　　　　　森半蔵

　　　　　　　　　　　　　　　矢沢金之助

A0143-01977_034
　　　　　　　　　　　　　　　渡辺剛蔵

　　　　　　　　　　　　　　　黒沢五郎

　　　右之もの共常州出生浪人之由ニ相聞逃

　　　去候ニ付怪敷躰之者見受候ハヽ其所ニ

　　　留置早々御料者御代官私領者領主地頭江

　　　申出候若見聞ニおよひ候ハヽ其段も可申出候

　　　尤家来又者等を入念可遂吟味若隠シ

　　　置候儀者勿論等閑ニ致し置脇より相知候ハヽ

　　　可為曲事もの也右之通可被相触候

　　　　六月

一六月六日阿部伊予守様御卒去ニ付御忌服之御届

　左之通御用番本多美濃守殿江被指出之

　　　　　覚

　　　　忌六月五日ゟ　　同月七日迄

　　　　服六月五日ゟ　　同月十一日迄

　　　右阿部伊予守昨夜戌中刻致死去候右者

　　　拙者養方甥之続ニ御座候依之右之通忌服

A0143-01977_035
　　　受申候此段御届申候以上

　　　　六月六日　　　　　　　松平越前守

　　　　　覚

　　　　忌六月五日ゟ　　同月七日迄

　　　　服六月五日ゟ　　同月十一日迄

　　　右阿部伊予守昨夜戌中刻致死去候右者

　　　同氏春嶽孫之続ニ御座候依之春嶽儀

　　　右之通忌服受申候此段御届申候以上

　　　　六月六日　　　　　　　松平越前守

　　　　　覚

　　　　忌六月五日ゟ　　同月七日迄

　　　　服六月五日ゟ　　同月十一日迄

　　　右阿部伊予守昨夜戌中刻致死去候右者

　　　同氏春嶽妻孫之続ニ御座候依之右之通

　　　忌服受申候此段御届申候以上

　　　　六月六日　　　　　　　松平越前守

一六月十九日外国掛り御老中久世大和守殿ゟ御呼出

　御留守居罷出候処左之御書付一通御渡有之

A0143-01977_036
　　　　　　　　　　　　　　　戸沢上聡介

　　　右神奈川表外国人宿寺江警固人数

　　　差出置候様相達候間可被得其意候

一六月廿一日細川越中守様御祖母蓮性院様御大病之処

　慶永様御対顔被成度儀ニ付御用番江御窺書

　被指出候処追而御附札之通御差図有之

　　　松平春嶽儀昨年九月慎

　　　御免被　仰出候得共親族其外面会又者

　　　文書往復等之儀者致遠慮候様ニとの御内

　　　沙汰ニ候旨尤無余儀事者兼而申上候様

　　　可致旨被　仰出候右之通相心得罷在候然ル処

　　　今度細川越中守殿祖母蓮性院殿先達而ゟ

　　　御病気之処此節別而不出来ニ付今一度

　　　存命中春嶽江致対面度存念ニ御座候趣

　　　致承知候右者春嶽実方伯母之続ニ御座候

　　　間是又同様為対面罷越度心願ニ御座候

　　　依之不廉立穏便ニ罷越致対面度願

　　　奉存候此段御内慮奉伺候以上

A0143-01977_037
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　六月廿一日　　　　　　榊原幸八

　　　　御附札

　　　　　穏便ニ罷越対面致し候儀者不苦候事

　右之通御指図ニ付

　慶永様白金御屋敷江被為　入候ニ付左之通御用番江

　御届有之

　　　松平春嶽儀細川越中守殿祖母蓮性院殿江

　　　病中為対面罷越候儀奉伺候処伺之通

　　　御指図御座候ニ付今日蓮性院殿住居白金

　　　屋敷江罷越申候此段御届申候以上

　　　　六月廿一日

一六月廿三日小役人以下着服之儀左之通被　仰出之

　　　近来外国交易ニ付御国産類よりも弁用

　　　之品有之ニ付右品着用等之儀御用捨被成候

　　　小役人ゟ一統格末席迄

　　一紬縞并裏付袴着用勝手次第且又外国之品

　　　ニ而も紬縞等ゟ軽弁之品相用候儀御用捨被成候

A0143-01977_038
　　　小算ゟ諸組迄

　　一女子之分紬縞之羽織着用御用捨且又外国

　　　之品ニ而も紬縞等ゟ軽弁之品相用候儀御用捨

　　　被成候

一六日廿五日細川越中守様御祖母蓮性院様御卒去ニ付

　御忌服之御届御用番江左之通被指出之

　　　細川越中守祖母蓮性院昨夜酉ノ中刻

　　　致卒去候右者拙者養母方曽祖母之続ニ

　　　御座候依之昨廿四日一日致遠慮候此段御届

　　　申候以上

　　　　六月廿五日　　　　　　松平越前守

　　　　　覚

　　　　忌六月廿四日ゟ　　七月四日迄

　　　　服六月廿四日ゟ　　八月九日迄

　　　細川越中守祖母蓮性院昨夜酉ノ中刻

　　　致卒去候右者同氏春嶽実父方伯母之続ニ

　　　御座候依之春嶽儀右之通忌服受申候

　　　此段御届申候以上

A0143-01977_039
　　　　六月廿五日　　　　　　松平越前守

　　　　　覚

　　　　忌六月廿四日ゟ　　七月廿四日迄

　　　　服六月廿四日ゟ　　十一月廿六日迄

　　　細川越中守祖母蓮性院昨夜酉ノ中刻

　　　致卒去候右者同氏春嶽妻祖母ニ御座候

　　　依之右之通忌服受申候此段御届申候以上

　　　　六月廿五日　　　　　　松平越前守

一七月二日於天徳寺［昨明日夕ゟ今朝迄］

　天梁院様廿七回御忌御法事御執行有之運正寺ニ

　おゐても右同様御執行有之

一同日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　異風之筒袖異様之冠物ハ着用不相成趣

　　　兼而相触置候処近頃密々着用致し候族も

　　　有之哉之由如何之事ニ候以後心得違無之様

　　　可致候尤御軍艦方其外大船乗組之者且

　　　武芸修行之者筒袖ニ無之而指支之分船中

　　　又ハ稽古場を限り外国人之服ニ紛敷無之様

A0143-01977_040
　　　仕立相用候儀者不苦候且又皮履之儀茂

　　　御軍艦方等船中を限り相用候儀者不苦

　　　百姓町人共も職業筋商売躰ニ寄り筒袖

　　　着用雪中皮履相用候儀是迄在来之品ハ

　　　苦しからすといへとも外国之製ニ紛敷相

　　　仕立候儀者不相成条心得違無之様其筋ゟ

　　　堅可申付候

　　　　六月

　　　百姓町人共大船所持致し候儀御差許

　　　相成候間勝手次第製造致し不苦候且又

　　　外国商船等買請度望之者者最寄

　　　開港場奉行江可申出候右船取持致シ候上ハ

　　　御国内手広ニ運送御差許可相成尤

　　　航海不事馴差支候者ハ願次第按針之者

　　　并水夫等御貸渡可相成候猶航海手続等

　　　委細之儀者追而可及沙汰候扨又右船製造

　　　且買請候者ハ其節之船形絵図面を以

　　　当人又ハ御代官領主地頭より御軍艦操練

A0143-01977_041
　　　所江可申出候

一七月七日松平阿波守様ゟ左之通御順達有之

　　　　　　　　　　　　　　　松平阿波守

　　　神奈川より長崎箱館江之海路暗礁等

　　　多く是迄度々破船有之及難儀候由ニ而

　　　今度英国より測量之儀申立人命ニも

　　　拘り候儀ニ付御差許ニ相成候且御国ニおゐても

　　　追々大船出来航海致し候事故巨細ニ

　　　測量不行届候而者差支可申候間右英国

　　　軍艦ニ外国奉行御軍艦奉行御目付支配

　　　向之者共為乗組一同測量為致追々絵図

　　　面等出来之上者先々江御渡可被成候右ニ

　　　付而ハ場所ニ寄上陸も致シ測量ハ勿論

　　　食物等為積入候儀も可有之其節ハ乗

　　　組之役人より申談次第惣而不都合之儀

　　　無之様可被取斗候事

　　　　但

　　　　　松平大膳大夫　　　　松平肥前守

A0143-01977_042
　　　　　藤堂和泉守　　　　　松平美濃守

　　　　　松平相模守　　　　　松平越前守

　　　　　松平左京大夫　　　　松平内蔵頭

　　　　　松平兵部大輔　　　　松平出羽守

　　　　　松平修理大夫　　　　有馬中務大輔

　　　　　細川越中守　　　　　松平安芸守

　　　　　立花飛驒守　　　　　松平右近将監

　　　　　佐竹右京大夫　　　　伊達遠江守

　　　　　松平土佐守　　　　　松平飛驒守

　　　　　亀井隠岐守江可及通達事

一七月九日長崎奉行高橋美作守殿江左之通御届書

　被指出之

　　　領分之内商人壱人今度肥前長崎表江

　　　罷越交易物致売買度旨願出候ニ付

　　　同処江罷越国産物為売捌申度此段

　　　兼而御届申候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　七月九日　　　　　　　柳原幸八

A0143-01977_043
一七月十四日於深川霊岸島　清照院様百五拾回

　御忌御茶湯御執行有之於運正寺茂右同様御執行

　有之

　　但京都鞍馬口上善寺　御牌前江　御代拝

　　　同所在役森賢次郎を以金弐百疋被供之

一同月廿日左之通申談取斗候様町奉行長谷部甚平

　月番御奉行勝木十蔵江月番御家老狛山城申渡之

　　　大野勝山辺ゟ持出候多葉粉荷物之改

　　　会所口銭取立共向後被相止候依之是迄

　　　口銭高ニ応し宿役為助成馬借共御手当等

　　　之廉以来相当之切賦銀相定多葉粉銀之内ニ而

　　　可被相渡候尤多葉粉銀之分追々払切ニ可相成

　　　筈ニ付夫々申談宜被取斗候

一七月［日不詳］神奈川奉行滝川播磨守殿ゟ海手関門之儀も

　御持ニ相成候様頼談有之ニ付左之通御留守居介奈良

　太郎右衛門演説書播磨守殿江差出候処附紙を以御指図

　有之

　　　横浜海手関門所江兼々差出置候人数

A0143-01977_044
　　　之内振分昼夜為相詰候様御内意之趣

　　　奉畏候一躰只今迄運上所江差出候人数之儀ハ

　　　去春不隠風聞御座候ニ付当表之儀者

　　　持場所之儀ニ付非常之節人数差出候儀者

　　　勿論御座候得共急速之間ニ合兼候間

　　　運上所江夕七時頃ゟ翌朝迄相詰外国人

　　　居留場辺見廻り非常之節者直ニ右

　　　詰合之人数差出陣屋内ゟ追々致出張候様

　　　取斗可申旨御談達ニ付早々人数指出候儀ニ

　　　御座候間前条申上候御達面之通り世上

　　　不隠風聞等も有之候内者先ツ運上処へ

　　　先手人数差出万一持場内何方成共異変

　　　出来候節ハ其向江人数早々出張為致相防

　　　可申心得ニ御座候処亦々右人数振分ケ関門

　　　所江相詰候而者万一緩急之節一方之防禦

　　　も致兼候間運上処又者海手関門之方成共

　　　御都合之方江矢張一手ニ而出張為致急変之

　　　節時宜ニ随ひ相防申度此段可然御指図

A0143-01977_045・046
　　　相伺申候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　七月廿五日　　　　　　奈良太郎右衛門

　　　　附札

　　　　　右神奈川表外国人宿寺江警固人数

　　　　　指出置候様戸沢上総之介江相達候間

　　　　　可被得其意候

一八月朔日御軍張懸り島田近江宇都宮勘解由江

　月番御家老本多飛驒左之通書付相渡之

　　　御軍制御改正ニ付諸組ニ至迄撃発銃御渡ニ

　　　相成候ニ付向後御備銃隊之儀撃発銃一班ニ

　　　被　仰付候左様相心得厚致修行候様被　仰出候

（以下、「　」内は抹消）

「一同月五日上使御使番美濃部彦十郎殿を以

　　御鷹之雲雀［十三］御拝領

　　　但雲雀御拝領之儀御在府年　御先代

　　　　之通故已後略之」

（付紙）

「一八月五日上使御使番美濃部彦十郎殿ヲ以　御先代之通　御鷹之雲雀［三十］

　　御拝領彦十郎殿御越之節雲雀御玄関ニ而御用人受取御書院江持参

　　其節御玄関敷出右之方江　御出迎御会釈有之　御案内ニ而

　　彦十郎殿御書院江御通　上意之趣［御意被成マス御鷹之雲雀被下置候］御達有之雲雀

　　御頂戴相済御長蚫御直ニ　御居御勝手江　御入被成御料理［三十八菜］出之

　　御断ニ而引之御茶出之畢而　御出座御請［御鷹之雲雀初而被下置難有仕合奉存候］被仰上

　　彦十郎殿御退出之節最前　御出迎之処迄　御送被成相済

　　右為御礼　御登　城於桜間御奏者番酒井大学頭殿被謁之

　　御退出掛ケ御老中御廻勤

　　　但以後定例故不記之」

一同月十六日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　和宮様御下向当十月中たるへき旨

A0143-01977_047
　　　被　仰出候此段向々江可被達候

　　　　八月

一八月十八日寺社奉行青山大膳亮殿ゟ御呼出

　御留守居介大野権之助罷出候処左之口達書被

　相渡之

　　　御領分之内今度

　　　御朱印被下候院号郡村等別紙之通

　　　相違無之哉安政度御渡之処取調

　　　下ケ札ニ而可被仰聞候且此以後相違も

　　　有之候ハヽ其節ニ可被仰聞候

　　　　　別紙

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守領分

　　　　　　　　　　　　　　　越前国足羽郡福井庄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寿福院

　　　神明社頭

　　　新義真言宗

一同月十九日御家老山県三郎兵衛近来耳遠ニ付

　内願も有之組頭御免且江戸詰并月番御見除

　御城代役兼勤御頼被成
A0143-01977_048
一八月十九日高知岡部豊後杉田五郎兵衛本多

　修理芦田信濃御家老職被　仰付之

一同月廿六日小算清水文蔵算術測量為修行

　操練所江罷出候ニ付御軍艦奉行江為御頼御使者

　御留守居被指出之

一同月廿九日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処

　当春被指出置候御登　城之節制止声并五節句

　月次御着座之御願書ニ左之通御附札を以御指図

　有之

　　　越前守登

　　　城之節制止声并五節句月次着座

　　　御礼之儀先年も奉願候通何卒代々之通

　　　御沙汰被成下候様奉内願候右者兼々奉申

　　　上候通当家之儀者従来同姓ニ超候御取扱ニ

　　　被成下候処近来同姓方并諸家様方ニも

　　　追々結構被　仰出中古亦者御先祖ニ超候御儀も

　　　間々有之右等之御振合ニ比し候而者代々

　　　御沙汰被成下候制止声着座等も当代ニ至り

A0143-01977_049
　　　中絶仕候而者面目も相失歎ケ敷儀ニ御座

　　　候間前条之次第共　御憐察被成下制止声

　　　着座之儀何卒先代之通　御沙汰被成下候様

　　　奉内願候此段幾重ニ茂奉願候様国許ゟ

　　　申付越候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　三月廿日　　　　　　　大道寺七右衛門

　　　　御附札

　　　　　内願之通向後登　城之節

　　　　　御城内ニ而制止有之候其外之儀者追而

　　　　　被仰出ニ而可有之候事

一九月二日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　和宮様御下向之節

　　　御旅館前後共

　　　御旅行里数三日路程御用之外旅人往来指留

　　　可申事

　　一御道筋宿村并枝道閑（間）道共右ニ准シ留切

　　　御料ハ其所之御代官手附手代共指出私領者

A0143-01977_050
　　　領主地頭ゟ家来指出御警衛向厳重ニ行届

　　　候様可被取斗候

　　　　九月

　　　和宮様御下向御発輿御日限

　　　　十月廿日

　　　右之通被仰出候此段向々江可被達候

　　　　九月

　　　和宮様御下向之節御道中御昼休御泊

　　　其所々領主在邑之面々領分之内於御泊

　　　為伺御機嫌加納遠江守旅宿江使者可被指

　　　出候尤御肴差上ニハ不及御小休御昼休ニ而者

　　　使者ニも不及候且御供之面々旅宿江見舞候

　　　儀可為無用候在江戸之分者右ニ可准候右之通

　　　御道筋領主々々江可被相触候

　　　　九月

　　　本寿院様九月下旬二ノ丸江御引移可被遊

　　　旨被　仰出候此段向々江可被達候

　　　　八月

A0143-01977_051
一九月四日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　炮術稽古銃隊操練之儀ニ付而者追々被　仰出候

　　　趣も有之候処居屋敷場所柄ニ寄り足並

　　　操練之砌空炮打放し候儀も差支有之

　　　不便之趣ニ付以来二之御曲輪内外屋敷々々

　　　角場無之向ニ而者場処ニ寄地所之模様

　　　次第玉目八匁小筒を限り空炮打放し

　　　御差許可相成尤場所并地所之広狭隣家

　　　地界之模様も有之儀ニ付相願候向々江者為

　　　見分御目付支配向之者可被遣候条可被得

　　　其意候右之趣向々江可被相触候

　　　　八月

一同月十日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　本寿院様来ル廿五日二ノ丸江

　　　御引移可被遊旨被　仰出候此段向々江可被達候

　　　　九月

一同月十一日佐渡守様御卒去ニ付為御悔御使者大御番

　被差出之

A0143-01977_052
一九月十四日御普請奉行中村石見守殿ゟ御呼出

　御留守居下役篠原充助罷出候処左之通書付を以

　被申渡之

　　　巣鴨斉藤敬太郎上地越前守殿下屋敷

　　　最寄ニ付当分願置候様大和守殿被仰渡候

　　　依之申達

一同月十六日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　一当十月於増上寺御法事中前々之通

　　　式日立合内寄合可被仕候勿論拷問手鎖或ハ

　　　籠舎或ハ縄掛候類之儀者可為無用事

　　一御法事中普請鳴物祭礼法事等不及相止

　　　候事

　　　　九月

　　　当十月於増上寺

　　　文照院様百五十回御忌御法事ニ付

　　　十月十三日相詰候面々衣冠［下襲無之帯剣］

　　　同十四日相詰候面々束帯［帯剣］

一同日横井平四郎熊本表江罷帰候ニ付松平源太郎

A0143-01977_053
　青山小三郎堤五市郎奥村坦蔵修行旁指添

　被遣之

一九月十八日御普請方下奉行ゟ左之通御留守居迄

　申来ル

　　　巣鴨松平大膳大夫上地之内斉藤敬太郎

　　　上地越前守殿当分御預地御引渡可申候間

　　　明後廿日小雨之分共四時印形持参右場所江

　　　御越可有之候以上

　　　　　　　　　　　　　　御普請方

　　　　九月十八日　　　　　　改方

　　　　　　　　　　　　　　御普請方

　　　　　　　　　　　　　　　下奉行

　　　　　松平越前守殿

　　　　　　御留守居中

一同日左之通取斗候様月番御家老松平主馬書付を以

　申渡之

　　　　　　　　　　　　　　町奉行

　　　　　　　　　　　　　　　長谷部甚平江

　　　御国境口留所女改ニ付御自分之通手形申受

　　　候節向後請合証文不及指出候依之侍中者

　　　当主ゟ相届其以下ハ頭支配ゟ陪臣ハ其主

A0143-01977_054・055
　　　人之届次第通手判可指出且又侍以下ハ御城

　　　代之裏判ニ不及候事

　　　　但公儀御関所通手判之儀者諸事是迄

　　　　　之通可相心得事

　　　　　　　　　　　　　　御目付

　　　　　　　　　　　　　　　市村勘右衛門江

　　　参宮之節逗留証文之儀以後不及指出候事

　　　　但逗留之儀口達ニ而御目付迄相達可申事

　　一定座番外以下之面々山中等江湯治罷越候

　　　節是迄他処者与参会脇道脇寄り仕間敷

　　　之証文指出来候得共右証文之儀者以後

　　　不及指出事

一九月廿日巣鴨御預地御引渡ニ付御作事奉行并御屋敷

　奉行初夫々罷出請取之

一同日御普請方役所江御留守居下役之者呼出ニ而

　左之通書付被相渡之

　　　　　覚

　　　和宮様御下向御道筋之内巣鴨真性寺

　　　前ゟ同所庚申塚迄

　　　御通輿ニ相成候処道造組合無之候間

　　　越前守殿越中守殿山城守殿河内守殿石見

　　　守殿加賀守殿彰太郎殿七手被申合一作限

　　　不陸無之様道造可被致候尤仕様之儀者

　　　追而見分之節御達可申候

　　一道幅凡五間通造方可致事

　　一可成丈切込砂利ニ而手直可致事

　　一飾砂利厚壱寸通敷方可致事

　　　右之通御心得之事

　　　　九月

一九月廿日左之通寄々致通達候様月番御目付江御家老

　申渡之

　　　琴之儀於江戸表御始ニ相成候間御家中之

　　　儀も琴不及貪着候事

一同月廿一日巣鴨御預地昨日御請取相済候ニ付左之通

　御用番江御届書被指出之

　　　今度巣鴨斉藤敬太郎上地拙者下屋敷

　　　最寄ニ付当分御預置候様去ル十四日於御普

A0143-01977_056
　　　請方役所御達有之昨廿日右屋敷地於場所

　　　御普請方ゟ引渡有之請取申候依之御届

　　　申候以上

　　　　九月廿一日　　　　　　松平越前守

一九月廿一日来戌年御帰国之節木曽路御旅行被成度段

　御用番江御窺書被指出候処御勝手次第可被成旨御指図

　有之

一同月廿三日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　当十月

　　　文照院様百五十回御忌御法事御執行ニ付

　　　御法事中為伺御機嫌加賀中納言溜詰

　　　在江戸之分所司代大坂御城代ゟ御干菓子

　　　御水菓子之内一度可被指上候御精進明之

　　　御肴ハ不及献上候

　　一右之外在府万石以上之分不及献上物候

　　　御法事相済御精進明之御肴も不及指上候

　　　　但御法事式都而如定例故略之

　　　於増上寺

A0143-01977_057
　　　　　御法事

　　　　十月

　　　　　十日　　　　初日

　　　　　十一日　　　中日

　　　　　十二日　　　結願

一九月廿七日御法事御掛松平豊前守殿ゟ御呼出御留守居

　罷出候処

　文照院様御法事ニ付而之御書付被相渡之

　　但御壱通之御書付略之

一十月朔日御登　城月次御礼後御居残於御黒書院溜

　御老中列座久世大和守殿左之通御書付を以御達有之

　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守

　　　家々例も有之候事ニ付以来五節句月次

　　　御礼着座御祝儀申上候様被

　　　仰出之

　右御請被　仰上御退出掛御老中御廻勤可被成之処

　御足痛ニ付為　御名代森美作守殿御廻勤若年寄

　中江御使者御使番被差出之

A0143-01977_058
一十月朔日右同断ニ付為御礼御内証ゟ

　御二所様江御文被差出之

一同日右同断ニ付本多丹波始御家老江御書被成

　　但当時御城代ハ山県三郎兵衛兼勤ニ付別段

　　　御書不被成候事

一同日右同断ニ付

　慶永様御礼勤之御窺書御用番江被差出候処

　左之通御附札を以御差図有之

　　　拙者儀今日五節句月次着座御祝儀

　　　申上候様被　仰出候ニ付同氏春嶽ゟ御礼

　　　勤向如何相心得可申哉此段相伺申候以上

　　　　十月朔日　　　　　　　松平越前守

　　　　御附札

　　　　　使者差出候様可被致候

一同月二日松平豊前守殿ゟ御呼出御留守居罷出候処

　左之御書付壱通御渡有之

　　　来ル十四日

　　　文照院様御霊前

A0143-01977_059
　　　御参詣之時

　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守

　　一御唐門之外南之方御水屋之前江寄奉

　　　出向候事

一十月二日今度

　文昭院様百五十回御忌御法事ニ付左之御伺窺書松平

　豊前守殿江被指出候処追而御附札之通御指図有之

　　　今度

　　　文昭院様百五十回御忌御法事之節同氏

　　　春嶽ゟ御香奠献上為致度奉存候此段

　　　相伺申候以上

　　　　十月二日　　　　　　　松平越前守

　　　　御附札

　　　　　御香奠白銀二枚差上候様可被致候

　　　今度

　　　文昭院様百五十回御忌御法事中為伺

　　　御機嫌御菓子類致献上度奉存候此段

　　　相伺申候以上

A0143-01977_060
　　　　十月二日　　　　　　　松平越前守

　　　　御附札

　　　　　御精進物一種可有献上候

　　　今度

　　　文昭院様百五十回御忌御法事中為伺

　　　御機嫌同氏春嶽ゟ御菓子類献上為致度

　　　奉存候此段相伺申候以上

　　　　十月二日　　　　　　　松平越前守

　　　　御附札

　　　　　御菓子類差上候様可被致候

　　　今度

　　　文昭院様百五十回御忌御法事之節同氏

　　　春嶽妻ゟ御香奠献上為致度奉存候

　　　此段相伺申候以上

　　　　十月二日　　　　　　　松平越前守

　　　　御附札

　　　　　大奥老女江可被相伺候

　　　　但文昭院様百五十回御忌御法事ニ付

A0143-01977_061
　　　　　慶永様　勇姫様御内証ゟ御勤品之儀并

　　　　　御香奠御献備之儀奥ゟ伺出候処何も

　　　　　常憲院様百五十回御忌之節之通被成候様

　　　　　御差図有之

　　　　　　但常憲院様百五十回御忌之節御内証ゟ

　　　　　　　何も御勤無之御前様ゟ御香奠御献備も

　　　　　　　無之

一十月三日為御遊猟本庄御屋敷江被為　入

一同月五日左之通申談取斗候様月番御奉行

　勝木十蔵并郡奉行浅井権十郎江月番御家老

　本多修理書付相渡之

　　　大川筋者勿論所々小川用悪江筋共出

　　　水之節水行之壅滞ゟ田畑水腐之場所

　　　数多有之ニ付以来水捌方見分及考

　　　究川縁諸木伐刈等者素ゟ川幅を開屈

　　　曲を直シ往々水害相除候様被成度旨被

　　　仰出候間厚申談宜被取扱候尤御鷹方

　　　江も別紙之通申渡候間左様可被相心得候

A0143-01977_062
　　　　但御鷹場之内当時御用無之場所者追々

　　　　　其地懸村々江作配可被指免候間是

　　　　　又取調之上可被相伺事

　　　　　　別紙

　　　　　　　　　　　　　　　御鳥見頭

　　　　　　　　　　　　　　　御鷹匠頭江

　　　右之通被　仰出候間御鷹場ニ拘り候川縁

　　　諸木伐刈并通船進退等御鷹方ニ而指揮

　　　致来候得共以来不及其儀且又御鷹場之

　　　内当時御用無之場所ハ追々其地懸村々江

　　　作配可被指免候間此段も可相心得旨被

　　　仰出候

一十月七日御屋敷内江射垜御取補理之儀ニ付左之通

　御用番久世大和守殿江御窺書被差出候処追而

　御附札之通御指図有之

　　　常盤橋御門内越前守於居屋敷人数

　　　致調練候節空放相試申度依之右場所江

　　　為見当別紙絵図面朱引之通射垜取

A0143-01977_063
　　　補理申度奉存候不苦儀ニ御座候哉此段

　　　奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　十月七日　　　　　　　大道寺七右衛門

　　　　但絵図面略之

　　　　御附札

　　　　　書面人数調練之儀難相整玉目八匁

　　　　　筒ヲ限り空放打放足並相試候迄之儀者

　　　　　不苦候且又垜取立候儀者見合土居取建

　　　　　候儀者勝手次第可仕候事

一十月九日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　和宮様御下向御道筋板橋宿ゟ巣鴨通

　　　土井大炊頭下屋敷前通駒込片町阿部鍗次郎

　　　下屋敷裏問（門）前森川宿ゟ加賀中納言屋敷前ゟ

　　　神田明神前通旅籠町右江昌平橋松平

　　　左衛門尉前脇ゟ太田筑後守屋敷前脇右江

　　　板倉主計頭屋敷脇左江一橋御門竹橋

　　　清水屋敷右之通大和守殿江伺相済申候

A0143-01977_064
　　　依之為心得申達候以上

　　　　十月

一十月十日御登　城被成候処［昨九日御老中連名之御奉書来ル］於御黒書院溜

　御老中列座御用番久世大和守殿左之通御書付を以

　御達有之

　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　内海御警衛被

　　　仰付二之御台場六之御台場御預被成

　　　候防禦之手筈兼而厳重可被申付置候

　　　尤内海御警衛之面々可被申合候依之神奈川

　　　横浜辺御警衛者　御免被成候

　右御請被　仰上畢而御退去

一同日右同断ニ付為御礼御老中并御側御用人江

　御使者御番頭代御用人大宮藤馬被指出之

一同日右同断ニ付

　慶永様御礼勤之儀ニ付御用番江御伺書被指出候処

　左之通御附札を以御差図有之

　　　拙者儀今日内海御警衛被　仰付二之御台

A0143-01977_065
　　　場六之御台場御預被成神奈川横浜辺

　　　御警衛御免被成難有仕合奉存候依之同氏

　　　春嶽御礼勤向之儀如何相心得可申哉

　　　此段相伺申候以上

　　　　十月十日　　　　　　　松平越前守

　　　　御附札

　　　　　老中水野出羽守江使者差出候様可被致候

一十月十日安藤対馬守殿ゟ御呼出御留守居罷出候処

　左之通御書付一通御渡有之

　　　松平越前守儀内海御警衛被　仰付候ニ付神奈川

　　　横浜辺御警衛　御免為代酒井雅楽守（頭）

　　　真田信濃守被　仰付候間人数代合之儀何れも

　　　都合宜様厚く申談猶申聞候様可仕候委細

　　　之儀者御台場掛り御勘定奉行松平出雲守

　　　御目付松平備後守御勘定吟味役設楽八三郞

　　　并神奈川奉行江承合候様可仕候事

一同月十一日

　文昭院様百五十回御忌御法事ニ付御使者御留守居

A0143-01977_066
　を以

　公方様江椎茸一箱被献之

一十月十三日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　御法事相済付而出仕之儀来ル十五日月次

　　　御礼過何も居残候様可被達候

　　　　十月

　　　来ル十六日御香奠献上之使者増上寺江

　　　七時頃ニ相揃候様可被達候事

　　　　十月

一同月十五日　御登　城於御黒書院当日御祝儀初而

　御着座ニ而被　仰上御居残黒鷲御杉戸際ニ而右御礼被

　仰上御用番被謁之夫ゟ於桜之間御法事無御滞被為

　済候恐悦被　仰上御退出掛ケ御着座之為御礼御老中

　御廻勤御側御用人若年寄中江御使者御留守居

　被指出之

一同日右同断ニ付為御礼御内証ゟ御文被指出之

一同月十六日

　文昭院様百五拾回御忌御法事ニ付御使者御番頭

A0143-01977_067
　代御用人平本但見を以御香奠白銀五枚被献之増上寺

　方丈江相納之

一十月十九日空炮調練地所為見分御徒目付御小人目付

　罷越見分相済候ニ付左之通請書御留守居下役ゟ差

　出之

　　　松平越前守居屋敷内ニおゐて家来とも

　　　調練之節空炮打放申度段相伺候ニ付

　　　右場所御見分相済候間追而御指図相済候ハヽ

　　　其段御目付中様江御届之上別紙絵図面之

　　　場所ニ而入念稽古可仕尤場所模様替等之

　　　節者絵図面を以尚相伺候様可仕候且被

　　　仰出候御趣意も有之候間稽古之節者別而

　　　入念候様可仕并合薬貯方之儀当座為

　　　便利家来小屋等江差置候様之儀有之候而者

　　　平常火之元之懸念も有之出火の節模様ニ

　　　寄持退候事も出来兼右等之懸念より

　　　自然消防之者も差はまらさる様相成候

　　　儀ニ付家来之合薬迄も一纏ニ仕置決而

A0143-01977_068
　　　外江不指置候様可仕旨奉畏候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　十月十九日　　　　　　篠原充助

一十月廿一日安藤対馬守殿ゟ御呼出御留守居草尾精一郎

　罷出候処左之御書付御渡有之

　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守

　　　神奈川表陣屋地酒井雅楽頭真田信濃守江

　　　被下候間家作共可被差上候本芝壱丁目真田

　　　信濃守陣屋地家作共下之御勘定奉行

　　　御台場掛神奈川奉行可被談候

一同月廿三日安藤対馬守殿江　御逢対　御勤

一同月廿四日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　和宮様板橋宿より清水御屋敷江御着之節

　　　御道筋并最寄居屋敷中屋敷有之候面々

　　　御道固

　　　　板橋宿より

　　　　巣鴨町木戸　　　　　　加賀中納言

　　　　際まで

A0143-01977_069
　　　　　但片側　

　　　　同断　　　　　　　　　松平越前守

　　　　　但同断

　　　右之通相心得家来差出御道固可被致候

　　　委細之儀者松平備後守浅野一学江承合

　　　候様可被達候

　　　　十月

　　　外国船不開港江入津碇泊上陸等致シ候儀者

　　　不相成事ニ候尤軍艦之儀ハ外国船々之比例ニ

　　　無之候得共困難ニ及ひ薪水食料等相求候

　　　ため繋泊致候儀者格別外ニ所用も無之猥ニ

　　　繋泊上陸等可致謂れハ無之筈ニ付万一

　　　右様之儀有之候ハヽ其国々ミニストル等江

　　　吃与御沙汰可相成候条以来不作法之次第

　　　有之候ハヽ国号ハ勿論其船将名前等承糺

　　　シ旗章をも見留置可成丈横文字書付

　　　を以為申出右書付相添其都度委細

　　　可被届出候

A0143-01977_070
　　　　十月

一十月廿五日久世大和守殿江　御逢対　御勤

一同日御家中末々迄御借米之内御用捨之儀ニ付

　高知を始諸月番江左之通御家老本多修理書付

　相渡之

　　　昨申年格別之訳を以御家中末々迄御借

　　　米之内夫々御用捨被　仰出候処猶又当年

　　　之儀茂改而分限ニ応シ別紙之通夫々御用

　　　捨被成下候事

　　　　　別紙

　　一高弐万石ゟ弐百石迄御扶持方八拾人

　　　扶持より五拾人扶持迄

　　　右当年分御借米歩通ゟ四ケ一御用捨之事

　　一高百九拾石ゟ百万迄御扶持方三拾人扶持ゟ

　　　廿人扶持迄御合力米百俵取ゟ御切米三拾石

　　　五人扶持迄

　　　右御借米歩通ゟ三不ケ一御用捨之事

　　一御扶持方拾七人扶持以下御合力米七拾俵取

A0143-01977_071
　　　御切米廿五石五人扶持ゟ末々迄

　　　右御借米不残御用捨之事

　　一御足高之分持高ニ准シ御用捨之事

　　一御役料之分御借米者是迄之通

　　　　但御役料五拾石未満之分ハ都而御用捨

　　　　　之事

一十月廿六日於天徳寺　麗照院様五拾回御忌

　御茶湯御取越御執行有之

一同日　御城中ノ口江御留守居御呼出下役篠原充助

　罷出候処御目付松平備前守殿浅野一学殿ゟ左之

　御書付被相渡之

　　　和宮様御下向之節御道筋固被　仰付

　　　ニ付銘々心得方并持場内並手桶固人数

　　　差出候方且板橋宿御供揃之刻限ニ寄台

　　　挑灯も差出候儀等絵図面を以可被申聞事

　　一武器備置候員数等見込之趣可被差出事

一同月廿七日安藤対馬守殿御勝手江御留守居大道寺

　七右衛門左之通書取持参差出之

A0143-01977_072
　　　越前守儀今度内海御警衛被　仰付二之

　　　御台場六之御台場御預被成候ニ付真田

　　　信濃守様御陣屋御家作共被下置難有

　　　仕合奉存候然ル処両御台場御預之儀ニ

　　　御座候得者右備人数并武器類等指置候

　　　場所被下置候陣屋ニ而ハ行足不申且霊岸

　　　島中屋敷之儀者海岸続ニ者御座候得共

　　　当時同氏春嶽住所ニ付右人数別段指置候

　　　建物補理候地所も無御座指向当惑仕候此段

　　　御含宜御沙汰被成下候様御内々御手前様迄

　　　相願可申旨被申付候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　十月廿七日　　　　　　大道寺七右衛門

一十一月朔日　和宮様御着輿之節御道固之儀ニ付御目付

　松平備後守殿江左之通御留守居窺書指出候処追而附札

　を以御差図有之外御届書指出之

　　　和宮様　御着輿之節御道筋御固メ被　仰出

　　　候ニ付別紙絵図面之通人数差出候心得ニ御座候

A0143-01977_073
　　一右御人数　御着輿前日何時頃ゟ指出可申哉

　　一板橋宿端ゟ巣鴨丁木戸際迄片側江戸

　　　方ゟ左側相固メ可申哉

　　一御通輿之節御払次第侍以上追々繰上ケ

　　　広場横道等江一纒ニ相成平伏罷在其以下

　　　之者ハ手寄門内等江繰入棒并手桶等者

　　　其儘指置可申哉

　　　　但雨天之節者侍以上手傘相用平伏之節

　　　　　脇ニ差置可申哉

　　一鑓者矢筈竹ニ懸後口ニ指置可申哉

　　一股立之儀如何相心得可申哉

　　一足袋相用不苦候哉

　　一固メ人数指出候ハヽ御用并御供御同勢

　　　之外者往来指留候心得ニ御座候

　　　　但非常并急病等之節者承糺相通

　　　　　可申哉

　　一侍以上者熨斗目麻上下着用為仕候心得

　　　御座候

A0143-01977_074
　　一往還脇道御固メ人数野羽織装束之心得

　　　ニ御座候

　　一固場所内打水之儀最寄之井戸を借受

　　　為打可申哉

　　一往還脇御固メ之者休息所近辺之村家

　　　借受候而不苦候哉

　　一巣鴨下屋敷内ニ而惣而焚出等仕候而不苦

　　　候哉

　　一御通輿相済候者固人数引取之儀者御役方

　　　様ゟ御指図御座候哉

　　　右之通相伺申候宜御指図可被成下候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　十一月朔日　　　　　　大道寺七右衛門

　　　　　但絵図面略之

　　　　御附札

　　　　　書面人数差出候刻限之儀者板橋宿

　　　　　御着輿御当朝ゟ差出可申候且

　　　　　御通輿之節者給人以上御固メ之場所ニ而

A0143-01977_075
　　　　　其儘平伏可被致候鑓并給人以下払候而

　　　　　棒共引払縊股立足袋相用不苦

　　　　　御通輿相済惣同勢通切候ハヽ如最前

　　　　　固メ人数相立可申引取候儀并板橋宿

　　　　　御着輿御当朝固人数差出候儀共其節

　　　　　可及指図候其外図面共伺之通可被心得

　　　　　候

　　　　　　但絵図面留置申候

　　　　　覚

　　　　（付札）

　　　「巣鴨下屋敷内ニ居置武器并

　　　　人数等左之通御座候」

　　一鉄炮　　　　　　　　三十挺

　　　　　　　　　　　　　　　番頭役壱人

　　　　　　　　　　　　　　　物頭役壱人

　　　　　　　　　　　　　　　留守居役壱人

　　　　　　　　　　　　　　　目付役壱人

　　　　　　　　　　　　　　　使番役壱人

　　　　　　　　　　　　　　　大番組二十人

　　　　　　　　　　　　　　　徒目付弐人

　　　　　　　　　　　　　　　徒弐人

A0143-01977_076
　　　　　　　　　　　　　　　足軽三十人

　　　　　　　　　　　　　　　馬五疋

　　　　　　　　　　　枝道固メ人数

　　　　　　　　　　　　　雑司ケ谷道

　　　　　　　　　　　　　　　物頭役壱人

　　　　　　　　　　　　　　　目付役壱人

　　　　　　　　　　　　　　　使番役壱人

　　　　　　　　　　　　　　　大番組十人

　　　　　　　　　　　　　　　徒目付壱人

　　　　　　　　　　　　　　　徒壱人

　　　　　　　　　　　　　　　足軽二十人

　　　　　　　　　　　　　大塚道

　　　　　　　　　　　　　　　物頭役壱人

　　　　　　　　　　　　　　　目付役壱人

　　　　　　　　　　　　　　　使番役壱人

　　　　　　　　　　　　　　　大番組十人

　　　　　　　　　　　　　　　徒目付壱人

　　　　　　　　　　　　　　　足軽十人

A0143-01977_077
　　　右之通ニ御座候此段御届申候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　十一月朔日　　　　　　大道寺七右衛門

一十一月三日盛吉様［佐渡守様御弟］御事佐渡守様御願置被成

　候通御養子御遺領無御相違被　仰出候為御礼御用

　番内藤紀伊守殿江御使者御使番被差出之

一同月四日左之通大目付中ゟ御廻状来ル

　　　和宮様御着輿之節可憚色目

　　　　薄花田　　　薄青

　　　　香　　　　　浅黄

　　　　桜　　　　　枯色

　　　　苔色　　　　薄色

　　　　檜皮　　　　萌木

　　　　赤色

　　　右之通候尤色目者聊似寄候共染色之

　　　名唱違ひ候得者不苦候此段

　　　御通輿筋江罷出候面々江可被達置候

　　　　十月

A0143-01977_078
　　　和宮様

　　　御本丸江御入輿之節溜詰松平式部大輔御譜

　　　代大名高家雁之間詰御奏者番菊之間

　　　縁頰詰父子共布衣以上之御役人直垂狩衣

　　　大紋布衣着用可有登　城候

　　一御道筋御門々江当番之面々熨斗目半袴

　　　着用相詰

　　　御着輿以後可有登　城候

　　　　但大手御門内桜田御門当番之面々者装束

　　　　　着用可有之候

　　一殿中在合之面々并当番之御番衆熨斗目

　　　半袴着用たるへく候

　　一御用ニ掛り候面々大紋布衣素袍着用

　　　たるへく候

　　　　十月

一十月四日松平備後守殿ゟ御呼出御留守居罷出候処

　左之通御書付御渡有之

　　　和宮様御下向板橋宿ゟ清水御屋敷江

A0143-01977_079
　　　御着輿之節御道中筋御見通シニ屋敷有之

　　　万石以上之面々屋敷前後并横小路往来留

　　　切等有之候場所ニ別段固人数差出御手薄

　　　無之様可被心得候

　　　右之趣申達候間心得方并固人数差出候

　　　場所等書面絵図面を以可被申聞候事

一十一月七日松平主税介殿被相願左之御添願書御手寄

　御老中久世大和守殿安藤対馬守殿江御留守居大道寺

　七右衛門持参指出之

　　　三州長沢住松平源七郎家筋之儀

　　　御由緒柄格別之訳を以従先代も度々再興

　　　之儀致歎願候処去ル辰年忰主税介儀講武所

　　　剣術教授方出役被　仰付難有奉存候其以後

　　　勤方厚致心配専丹精相勤候ニ付今度講武

　　　所奉行ゟ御引立之儀申立有之於拙者只管

　　　相願申候右主税介儀家筋再興之儀存立候

　　　以来無禄之頃勝手向も難渋之処窮迫をも

　　　押凌キ精勤致シ其上出役被　仰付候而ゟ者

A0143-01977_080
　　　別而遠国ゟ出府相勤候儀失費も格外多

　　　端ニ而当節ニ而者必至指支其上当時由

　　　緒之家々等最早助勢も出来兼此後

　　　勤向等不行届可相成哉ト実々心痛罷在候

　　　右ニ就而者家筋之儀を被

　　　思召何与歟厚キ御沙汰之品御座候様此段

　　　御差含御憐評被下候様相願申候以上

　　　　十一月七日　　　　　　松平越前守

一十一月十一日御登　城［昨十日御老中連名之御奉書来ル］被成候処於御黒書院

　溜御老中列座御用番本多美濃守殿左之通御書付

　を以被　仰渡之

　　　本芝壱丁目内海御台場附陣屋地家作共

　　　被下候処手狭ニ而人数差置方等差支候趣ニ付

　　　芝新網町丹羽左京大夫屋敷家作共為陣屋

　　　地引替被下之且又只今迄神奈川表御警

　　　衛向入精相勤同所陣屋地之儀者沼地等ニ有之

　　　候処不日ニ築立速ニ家作取建住居向迄も

　　　相整候段畢竟御警衛向厚相心得候故之

A0143-01977_081
　　　儀与相聞候然ル処今般持場替被　仰付

　　　陣屋地も引替被下候ニ付而者家作取建方

　　　等尚又二重之手数ニ相成随而入費も不少

　　　可為難儀与被

　　　思召候依之別段之訳を以為御手当

　　　金五千両被下之尤御台場掛り并御勘定

　　　奉行可被談候

　右御礼被　仰上御退出掛ケ為御礼御老中御廻勤御側

　御用人若年寄中江御使者御使番被指出之

一十一月十一日右同断ニ付為御礼御内証ゟ御文被指出之

一同月十二日　和宮様御下向御道筋出来為見分

　御普請奉行被相越候ニ付御留守居并御作事奉行

　其余下役共罷出

一同月十三日太田御陣屋御引渡之儀ニ付左之通御勘定

　奉行松平出雲守殿江御留守居御届書持参指出之

　　　太田村越前守陣屋地家作共酒井雅楽頭

　　　様真田信濃守様御両家江御割合被下候ニ付

　　　一先ツ御支配御代官小林藤之助様方へ　仮

A0143-01977_082
　　　引渡致追而御両家江御引渡候迄ハ越前守へ

　　　御預ケニ相成候段去ル七日御達ニ付同十日藤之助様方へ

　　　仮引渡申候此段御届申候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　十一月十三日　　　　　大道寺七右衛門

一十一月十三日久世大和守殿ゟ御呼出御留守居罷出候処

　左之御書付弐通御渡有之

　　　　　覚

　　　和宮様御入輿ニ付而別紙書付を以相達候

　　　通以使者可被指上候若出来兼候品者目録を以

　　　被指上品之儀者出来次第差上可申事

　　一御道具之儀御細工頭江相達出来候様申渡置

　　　候間掛り御細工頭相談候様可被致候尤直段等之儀も

　　　相極り有之事ニ候間是又掛り御細工頭承合

　　　右直段之外少しも余慶之入用不相懸積

　　　可被心得候尤右之段御細工頭江も申渡置候事

　　　　十一月

　　　　　　　　　　　　　　袖うら

　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江

A0143-01977_083
　　　　　覚

　　　村梨地花桐唐草両御紋散

　　　　御料紙硯箱一通　　　　松平越前守

　　　濃梨地海棠山雀蒔絵

　　　　長御目録箱一

　　　黒塗流ニ杜若蒔絵

　　　　半御文箱　一　　　　　松平春嶽

　　　和宮様御入輿ニ付右之通来ル十九日可被指

　　　上候

　　　　十一月

一十一月十三日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　　　和宮様御入輿御道筋

　　　清水御屋敷より

　　　御出輿吹上

　　　上覧所前通竹橋御門御堀端大手

　　　御門通

　　　御入輿

　　　　十一月

　　　　　覚

　　　御代替ニ付

　　　御判物　御朱印相渡候ニ付而者万石以上以下

A0143-01977_084
　　　領分知行所寺社之儀兼而青山大膳亮

　　　松平大隈守より相尋候趣有之候処未タ

　　　答不指出向も有之哉ニ相聞候諸国懸隔

　　　居候与者乍申延々相成候而者彼是差支

　　　候儀も有之ニ付答不指出向者急々青山

　　　大膳亮松平大隈守方江答書指出候様

　　　向々江可被達候事

　　　　十一月

　　　　　覚

　　　中川御番所之外右近辺川口等ニ而通船相改

　　　候旨先達而相達置候処此度場処替ニ相成

　　　利根川下今井村辺并中川筋ニ而御船手組之者も

　　　通船相改候間為心得向々江可被達置候

　　　事

一十一月十四日明日　和宮様御着輿ニ付先達而御達有之

　候通巣鴨丁ゟ板橋宿之間為御道固御人数被指出之

一同月十五日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　　　和宮様板橋宿御発輿

A0143-01977_085
　　　　　　　　　　　　　　　御供揃五半時

　　　右之通候間為心得向々江可被達候事

　　一和宮様清水御屋敷より

　　　御入輿之節御道筋并御見通し屋敷大門

　　　潜り共建置長屋等者窓蓋致可申事

　　一往来人留之儀者都而

　　　御成之節之通ニ候事

　　一御道筋并御見通し之場所迄掃除致

　　　可申事

　　　　　　　　　　（付札）「十一月二日」

　　一御道筋屋敷ニ破損之場所見苦敷無之様

　　　手入等致可申事

　　　　十一月

一十一月十五日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処先達而

　被差出置候　和宮様御入輿ニ付　勇姫様ゟ御献上

　物被成度御窺書ニ左之通御附札を以御差図有之

　　　此度　

　　　和宮様御入輿ニ付同氏春嶽妻ゟ御道具類

　　　献上為致度奉存候此段相伺申候以上

A0143-01977_086
　　　　十一月十五日　　　　　　松平越前守

　　　　御附札

　　　　　大奥老女江可被相伺候

一十一月十六日　和宮様御通輿相済御道固メ御人数

　引払候ニ付御用番江為御届御使者御使番被指出之

一同月廿日実之助様ゟ御家紋之儀御願達有之ニ付久世

　大和守殿安藤対馬守殿江左之通御添願書被指出之

　　　同姓実之助家紋之儀昨年も相願候通元祖

　　　備中守当家ゟ新規被　召出候節葵御紋

　　　相譲候儀ニ付旧来自紋与相心得居候処近来

　　　御指図之趣ニ付御門番之節大御番所幕斗

　　　ニ者相扣申候処彼是指支之筋も有之甚以

　　　致迷惑居候右ニ付亦復相願候茂恐入候得共

　　　此度実之助ゟ歎願之通葵御紋桐紋附交

　　　以来相用候儀何卒御許容被下候様此段

　　　御内々御含宜御沙汰被成下度於拙者只管

　　　相願申候以上

　　　　十一月廿日　　　　　　松平越前守

A0143-01977_087
一十一月廿四日先達而御拝領之御金御渡ニ付御留守居

　御金奉行同道蓮池御金蔵江罷出候処金五千両

　被相渡之

一同日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　　　　　　　　　　　松平修理大夫家来

　　　　　　　　　　　　　　医師

　　　　　　　　　　　　　　　安田轍三

　　　右之者儀柳桑又者木槿を以綿製作

　　　之儀　御免相成同人代之者村々江罷越柳桑

　　　木槿等之枝皮買集候筈ニ付相対次第相

　　　之価を以売渡候様可致候尤買集方ニ付

　　　若我察ケ間敷儀も有之候ハヽ早々其筋江

　　　可訴出候且不毛之地或者人家廻り空閑之

　　　場所等江右之三種之分可成丈植増尤川柳ハ

　　　堤川除御普請遣方差支不相成様心掛

　　　其余綿製作ニ用候共不苦候間年々梅雨

　　　以前又ハ八月上旬頃技刈取置売渡候様

　　　可致候

A0143-01977_088
　　　　但桑技買取方之儀武蔵上野相模三ケ国

　　　　　者先達而赤坂表伝馬町市兵衛店市兵衛へ

　　　　　申渡置候間右国々桑枝之分者最前相触

　　　　　候通可相心得候

　　　　　　十一月

一十一月廿四日御目付松平備後守殿ゟ御呼出　御城中ノ口江

　御留守居草尾精一郎罷出候処左之御書付壱通被相

　渡之

　　　大手并内桜田御門外腰掛内江供方入候儀

　　　ニ付松平三河守ゟ申立候趣も有之ニ付久世

　　　大和守殿江相伺候処先前之通官位順ニ入

　　　置候様可申達旨被　仰渡候此段申達候事

　　　　十一月

一同月廿八日神奈川奉行ゟ左之通御廻状来ル

　　　当港碇泊之英国蒸気軍艦壱艘今廿五日

　　　巳中刻出帆致し候間為心得相達候右之趣

　　　其筋役人中江通達有之候様存候此廻状

　　　早々順達留より可被相返候

A0143-01977_089
　　　　十一月廿五日

一十一月廿八日坂井郡長崎宿称念寺本堂再建ニ付左之通

　致願達度旨ニ而御添願之儀願出候ニ付寺社奉行

　松平伊豆守殿江左之御添願書御留守居持参指出之

　　　越前守領分長崎宿称念寺儀本堂ヲ始

　　　再建修造之儀ニ付兼々越前守江願出候趣

　　　御座候処当節柄手当向等も出来兼当惑

　　　仕居候由ニ付此度再建仕法之為同寺ゟ歎願

　　　申上候儀実々無拠訳合も御座候間何卒願之通

　　　被　仰付被下候様被仕度此段奉願候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　十一月廿八日　　　　　大道寺七右衛門

　　　　　乍恐奉願口上書

　　一当寺儀者

　　　人皇四十四代　元正天皇之依勅願養老

　　　三年越知之泰澄大師草創之霊場ニ候所

　　　后花園院之御宇寛正六酉年十一月勅

　　　願所之御綸旨致頂戴候後　新田源光院

A0143-01977_090
　　　殿義貞公御菩提所与相成候故　足利将軍

　　　義政公より旁重キ御由緒を以長禄二寅

　　　年六万石之御教書下シ給候以来将軍家

　　　并御領主等より夫々御朱印御墨附等

　　　数通被下置候得共中古追々之兵乱ニ而

　　　中絶致候処丹羽五郎左衛門尉殿より寺領

　　　三十八石余之御墨附被下置亦々当国当

　　　御領主　越前中納言秀康卿様より御代々

　　　御朱印被下置候其後　御当家

　　　有徳院様御代右　源光院様四百回之

　　　御遠忌御相当ニ付御香奠白銀百枚御備

　　　之上御法要等中興之儀　御奉書ヲ以厳重

　　　被　仰付相継而御年回毎ニ追々御法要被為

　　　仰付勿論諸堂諸普請万端之儀茂

　　　御公辺表并　越前守様ニおゐても夫々仕法

　　　等厚被　仰付相応之伽藍相続致来候処

　　　去ル安政五午年二月廿五日北国筋前代未聞

　　　之大地震ニ而右　源光院様御霊屋ヲ始メ

A0143-01977_091
　　　奉り本堂玄関庫裏書院山門鐘楼等

　　　不残皆潰レ同様ニ相成元来小禄無檀之貧

　　　地ニ御座候得者再建修造之企も必至与難

　　　渋仕候ニ付当表　御領主越前守様江夫々

　　　再建仕法方等相願申候得共何分御時

　　　節与申且厳重之御改革中之上殊ニ近年

　　　来御不慮之御事のミ追々被為打続候

　　　折柄ニ候故押而出願申上候事も致兼誠ニ以

　　　重キ御由緒之御旧跡斯迄及零落候儘

　　　打捨置候事も恐入候次第ニ奉存此度不得止

　　　事御願申上候儀者先年元文二巳年天

　　　明七未年天保八酉年迄当寺ニおゐて右

　　　源光院殿御遠忌三ケ度修行被　仰付之

　　　砌

　　　御公辺表より御備ニ相成候処之白銀三百枚

　　　国許近郷之内ニおゐて一寺為修覆之兼而

　　　小向ヲ以貸附出シ有之候得共元より僧分之

　　　義ニ候得者利分等取立方不締りニ付入

A0143-01977_092
　　　用而已相掛り為差助益筋ニも相成不申

　　　返而及迷惑ニ候事多く出来仕候間何卒

　　　右御備之御銀高三百枚之所当寺再建仕

　　　法之為

　　　御公辺表より今般相改而御祠堂金与御唱

　　　直シ被下置候様御願申上候左様相成候得者

　　　当御府内表ニおゐて貸附所相立慥成

　　　取締方支配役之者共夫々相立置右御祠

　　　堂金貸附等厳重ニ致シ随分再建之助益ニも

　　　可相成様精々為取扱可申与奉存候左候得者

　　　一寺再建之仕法等追々成就可仕与奉存候間

　　　右願之通速ニ御聞済ニ相成候様御願奉申上候

　　一当寺儀者前文申上候通り

　　　有徳院様御代御奉書ヲ以厳重之御法要等

　　　中興之儀始而被為　仰付候以来者当寺修覆等之

　　　助成与して

　　　御家門様方ヲ始メ奉り諸大名様方御一統并

　　　御府内寺社町在不残助勢之勧化等被　仰付

A0143-01977_093
　　　或者於御府内三ケ年之間突留興行御免

　　　之儀亦者当国御領主表ニ而も万人講等興行

　　　之儀前後三ケ度迄御免ニ相成又ハ御寄附金等

　　　御下ケニ相成或者御領国中御免之勧化等

　　　夫々厚御取扱被下置候所之先例も如別記

　　　之数多御座候得共何分当御時節ヲ奉顧候

　　　得者実以恐入候御時躰ニ御座候得者容易之儀

　　　御願申上候様之時躰共心得不申候併ケ程之

　　　重キ御由緒御旧跡此儘退転同様ニ折捨置

　　　候事も難相成存候得共外ニ存寄候仕法も一切

　　　無御座候ニ付不得止事前文之次第御願申上候

　　　事ニ御座候間何分一寺退転同様ニも可及之所

　　　ヲ御引立再ヒ中興候様ニ御願奉申上候

　　一当寺儀如此及零落候儘ニ而者第一千百年余

　　　相続致来候所之勅願之霊場も斯迄及荒

　　　廃候事も恐多奉存別而者右

　　　有徳院様御代当寺中興之儀被　仰付候処之重キ

　　　御台命之御旨も空敷被為　成候のミならす重キ

A0143-01977_094
　　　御宗廟前之御威霊も自然軽蔑ニ可被為

　　　相成与歎ケ敷奉存猶又毎度厳重之

　　　御奉書ヲ以御年回之節御法要等御執行被

　　　仰付候御差支ニ相成就中近頃

　　　御当代様御代替之御儀ニ被為　在候得者無程

　　　御巡見御上使等御入之上先規御拝礼式ニも

　　　差支殊更当地義者北国通り之往環筋ニ候

　　　得者往来之諸人ハ不及申諸国修行之武

　　　術者又者参勤御交代之　御大名様方等

　　　御通行之折節ニ者間々御拝礼も有之事ニ

　　　御座候得者如此之儘ニ而者御他家方江対シ

　　　世上江対シ一向不情不行届ニ而打捨置候様ニ

　　　相聞江時として面目を失ひ甚タ痛心仕候

　　　事共間々有之候ニ付旁以不得止事前文之

　　　次第御願申上候事ニ御座候間何分ニ茂

　　　御制外之御慈評を以当寺再建之仕法等

　　　速ニ相立候様早々　御聞済ニ相成度偏ニ奉願

　　　上候以上

A0143-01977_095
　　　　　　　　　　　　　　越前国坂井郡長崎宿

　　　　文久元酉年月　　　　　称念寺印

　　　　　寺社

　　　　　　御奉行所

一十二月五日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　和宮様御入輿

　　　　御日限

　　　　　十二月十一日辰刻

　　　右之通被　仰出候

　　　御婚礼御日限之儀者追而被

　　　仰出候此段向々江可被達候

　　　　十二月

一同日大和守様江左之通御老中連名之御奉書御到来

　之由為御知有之

　　　猶以松平越前守松平兵部大輔致登

　　　城候様可被致候以上

　　　御用之儀候間明六日四時其方為名代一類

　　　中壱人有間富之丞同道登

　　　城候様可被致候以上

A0143-01977_096
　　　　　　　　　　　　　　御老中

　　　　十二月五日　　　　　　御連名

　　　　　松平大和守殿

一十二月六日御登　城大和守様御名代黒田甲斐守殿

　富之丞様御名代京極飛驒守殿兵部大輔様御登

　城御揃之上御一所ニ御白書院江御出席御老中列座御用番

　内藤紀伊守殿左之通書付を以被　仰渡之

　　　病気ニ付隠居養子之儀被相願候願之通

　　　隠居被　仰付候富之丞儀婿養子被　仰付家

　　　督無相違被下内海御警衛之御用養父

　　　大和守時之通被　仰付之

　右御礼被　仰上畢而御退出

一同日右同断ニ付御内証ゟ御礼文被差出之

一同月八日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処昨日被指出候

　和宮様御入輿ニ付御献上物之御窺書ニ左之通御附札を以

　御差図有之

　　　来ル十一日

　　　和宮様御入輿被為　在候ニ付御同日拙者勤向

　　　之儀如何相心得可申哉此談相伺申候以上

A0143-01977_097
　　　　十二月七日　　　　　　松平越前守

　　　　御附札

　　　　　触面之通可被相心得候

　　　来ル十一日

　　　和宮様御入輿被為　在候ニ付御同日同氏春嶽

　　　并妻ゟ勤向之儀如何相心得可申哉此段相伺

　　　申候以上

　　　　十二月七日　　　　　　松平越前守

　　　　御附札

　　　　　右同断

一十二月八日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　領知之寺社

　　　御朱印相渡候翌日為御礼紀伊守宅江可被

　　　相越候病気幼少之分者名代可被指越候在

　　　国在邑之面々者飛札可被指越候

　　　　十二月

　　　領知之寺社

　　　御朱印頂戴之面々并使者共服紗小袖

A0143-01977_098
　　　麻上下着用之事

　　　　十二月

一十二月十一日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　和宮様御入輿相済候為御祝儀来ル十五日

　　　熨斗目半袴着用惣出仕有之候尤如例月

　　　月次御礼も有之候事

　　一在国在邑之面々拾万石以上者使札其外者

　　　以飛札御祝儀可被申越候

　　　　但隠居幼少病気之面々者月番之老中宅へ

　　　　　以使者御祝儀可申上候在国在邑之隠居者

　　　　　拾万石以上たり共可為飛札候

　　　　　　十二月

一同月十二日御目付松平備後守殿ゟ御呼出有之御留守居

　出候処先達而被差出置候御届書ニ左之通御附札を以

　御差図有之

　　　越前守登

　　　城之節供方大手内桜田下馬内北之方

　　　御三家様方次ニ差置申度奉存候此段

A0143-01977_099
　　　御聞置可被成下候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　十二月七日　　　　　　大道寺七右衛門

　　　　御附札

　　　　　書面之趣承り置候尤大手内桜田御門江

　　　　　相断置候

一十二月十四日越州屋小左衛門横浜表江出店之儀ニ付神奈川

　奉行松平石見守殿江左之通御添書御留守居草尾

　精一郎指出之

　　　越前守領分越州屋小左衛門与申者今般横浜

　　　表江出店仕国産物諸品買易仕度旨別紙

　　　之通願出申候間宜御指図可被成下候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　十二月十四日　　　　　草尾精一郎

　　　　　乍恐以書付奉申上候

　　　松平越前守領分越前福井町越州屋小左衛門

　　　奉申上候先般神奈川横浜御開港ニ相成候ニ付

　　　同所ニ而御地所拝借奉願出店仕り国産之諸品

A0143-01977_100
　　　買易仕度奉存候間何卒以　御慈悲御下知

　　　被成下候様偏ニ奉願上候以上

　　　　　　　　　　　　　越州屋

　　　　　　　　　　　　　　小左衛門代

　　　　文久元酉十二月　　　　金右衛門

　　　　　　　　御奉行所様

一十二月十五日　和宮様御入輿相済候御祝儀之惣出仕ニ付

　御登　城

一同日右同断ニ付為御祝儀御内証ゟ御文被指出之

（以下、「　」内は抹消）

「一同日神奈川奉行江越州屋小左衛門代金右衛門呼出ニ而

　　横浜商館願之通被　仰出候旨御達有之右ニ付左之通

　　請書差出候段御留守居前金右衛門相達之

　　　　　　乍恐御請書奉指上候

　　　　越前守領分越前福井町越州屋小左衛門奉申

　　　　上候先般神奈川横浜御開港ニ相成候ニ付同所

　　　　ニ而御地所拝借奉願国産之諸品買易仕度

　　　　奉存候間何卒以

　　　　御慈悲御下知被成下候様奉願上候処願之通

　　　　御聞届ニ相成尚又戸部御役所江罷出御指図

A0143-01977_101
　　　　可請被　仰渡奉畏候右御請書奉指上候処

　　　　仍如件

　　　　　　　　　　　　　　越州屋

　　　　　　　　　　　　　　　小左衛門代

　　　　　文久元酉年十二月　　　金右衛門印

　　　　　　御奉行所様

A0143-01977_102
（裏表紙）

（朱書）

「此分御入用」

A0143-01978_001
（表紙）
文久二年壬戌
　茂昭様御代
　　　　　　　　　　読合済
A0143-01978_002
（本文）
文久二年壬戌
一正月朔日為年始御祝儀　御登　城例之通御太刀馬代
　御献上呉服御拝領
一正月二日於御屋形諸士年始之御礼被為　請
一正月十三日実之助様出雲守様被為入例之通御饗応
　有之
一正月廿一日講武場御奉行稲葉兵部少輔殿江御呼出
A0143-01978_003
　御留守居介大野権之助　罷出候処左之御書付一通被相
　渡之
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守殿家来
　　　　　　　　　　　　　　　青木吉蔵右衛門
　　　右下曽根甲斐守砲術稽古之儀世話致し候様
　　　久世大和守殿無急度被　仰聞候事
一正月廿五日他藩之者面会之儀ニ付左之通寄々致通達候様
　御目付村田巳三郎江御家老申聞之
　　　他藩之者面会之儀親類又者修行向等ニ而致
　　　心易居候者者格別乍然附合方ニ寄り
　　　御名に拘り候様之儀出来候而者不相済事ニ候
　　　其余不時尋参候者者対面相断可申候若
　　　対面不致候半而者難叶儀候ハヽ其筋江達之上
　　　可任差図候尤他所人面会兼而御定法銘々
　　　心得者可有之候得共此節柄ニ付被入御念事
　　　ニ候間此段厚可被相心得候事
一正月廿九日御城御近火［酒井雅楽頭殿御屋敷］ニ付御機嫌為御窺
A0143-01978_004
　御用番本多美濃守殿江御使者御留守居被指出之
　　但御内証ゟ茂御文被差出之
一正月廿九日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　来月十一日
　　　御婚礼ニ付溜詰御譜代大名雁之間詰御奏者番
　　　菊之間縁頬詰同嫡子布衣以上之御役人四時
　　　無地熨斗目返し小紋ニ而無之半袴着用可有登
　　　城候
　　一右為御祝儀同十三日御三家始諸大名諸番頭
　　　諸役人寄合之面々四時無地ニ而も腰明ニ而茂
　　　熨斗目且又返し小紋ニ而無之半袴着用
　　　可有登　城候
　　一出仕之面々老中水野出羽守若年寄中江も
　　　可被相廻候
　　　　但隠居幼少病気之面々ハ月番之老中宅江
　　　　　以使者御祝儀可申上候
A0143-01978_005
　　一在国在邑之面々ハ以使札御祝儀可申上候
　　　　但在国在邑之隠居部屋住も拾万石以上者使札
　　　　　其外者可為飛札候
　　　　　　正月
一二月二日
　慶永様江　上使水谷弥之助殿を以御鷹之鶴御拝領有之
　候処御痛所ニ付　御名代ニ而　上使御請被成
一二月二日右同断ニ付御内証ゟ御礼文被差出之
一二月三日太田御陣屋酒井雅楽頭殿真田信濃守殿江
　御引渡有之
一二月五日　上使御使番城隼人殿を以御鷹之鶴初而
　御拝領隼人殿御出之節御玄冠迄御出迎御会釈有之
　夫ゟ御案内ニ而御書院江御通り　上意之趣御達シ有之鶴
　御頂戴御長蚫御直ニ御居被成御退座三汁八菜之御料理
　出之御断ニ付引之御茶出之再御出座御請　被仰上相済
　御退出之節最前御出迎之処迄御送被成夫ゟ為御礼
A0143-01978_006
　御登　城於桜之間御奏者番内藤志摩守殿被謁之
　御退出掛ケ御大老御老中江御廻勤御側御用人若年寄
　中江御使者御留守居被差出之追而京都所司代江　御書
　被遣之
　　但右御拝領之儀以後定例故不記之
一二月五日右同断ニ付為御礼御内証ゟ御文被指出之
一二月五日右同断ニ付本多丹波初御家老江　御書被成
一二月六日御勘定組頭鈴木大之進殿初夫々被相越二番
　六番御台場御引渡有之
一二月六日久世大和守殿ゟ御呼出御留守居罷出候処左之
　御書付二通御渡有之
　　　　　御婚礼相済候為御祝儀献上物
　　　公方様江
　　　　　三種二千疋
　　　和宮様江　　　　　　　　三拾万石以上
　　　　　二種千疋
　　　　　　但拾万石以下献上物不記之
A0143-01978_007
　　　公方様江
　　　　　二種五百疋　　　　　拾万石以上之嫡子
　　　和宮様江　　　　　　　　同隠居
　　　　　一種五百疋
　　　右之通可被献之候
　　　公方様江之献上物者御玄冠より
　　　和宮様江之進上物者中ノ口迄何も朝六時
　　　より五時迄之内在国在邑之面々共一同以使者
　　　可有献上候日限之儀者追而可相達候
　　　　二月
　　　　　御婚礼相済候為御祝儀差上物
　　　天璋院様江
　　　　　二種千疋　　　　　　三拾万石以上
　　　　　一種五百疋　　　　　拾万石以上之嫡子
　　　　　　　　　　　　　　　同隠居
　　　右之通中ノ口迄朝六時より五時迄之内在国
　　　在邑之面々共一同以使者進上可有之候日限
　　　之儀者追而可相達候
A0143-01978_008
　　　　二月
一二月七日御老中内藤紀伊守殿御宅江御留守居罷出候処
　［去ル五日御奉書来ル］寿福院江頂戴之　御朱印御渡有之
一二月七日来ル十一日　和宮御婚礼御整被成候ニ付
　御内証ゟ御勤品之儀奥ゟ伺出候処十三日御文ニ而御歓
　御申上被成候様　本寿院様江者不及其儀旨御指図有之
一二月八日当年御帰国之節木曽路御通行ニ付増人馬
　之儀ニ付左之通御伺書道中奉行酒井但馬守殿江被
　指出候処追而御附札を以御差図有之
　　　越前守当年帰国之節木曽路旅行伺之通
　　　被　仰出候然ル処木曽路之儀者人馬少之場所柄
　　　別而近来被　仰出之趣も御座候ニ付供連を始メ
　　　道具類等迄可成丈相減其上前日後日ニ振分
　　　誠精心配仕候得共迚茂御定之人馬ニ而者行足
　　　不申難渋之訳柄も御座候間宿々改革之
　　　折柄申上兼候得共何卒木曽路拾ケ宿共
A0143-01978_009
　　　当日人足都合三十八人馬三十八疋并前後
　　　両日者人足都合弐拾五人馬弐拾五疋ツヽ
　　　御定之賃銭を以継立之儀御聞済被成下
　　　候様相願申候以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　二月八日　　　　　　　　　　　草尾精一郎
　　　　御附札
　　　　　書面中山道旅行当日人足三拾八人馬三十八疋
　　　　　并前後両日者弐拾五人弐拾五疋ツヽ不隔日継立
　　　　　之積此度限り承置候尤宿々改革以来木曽路
　　　　　贄川ゟ馬籠迄拾ケ宿之儀者宿建人馬弐拾
　　　　　五人弐拾五疋之外者不指出候間其余過人馬
　　　　　継之分者相対雇又者通し人馬を用候儀与
　　　　　相心得追而先触届之節何月幾日及挨拶
　　　　　候段書加江可被指出候
　　　　　　戌二月
一二月九日御用番久世大和守殿ゟ御呼出御留守居罷出
　候処左之御書付一通御渡有之
A0143-01978_010
　　　　　今度　御婚礼相済御祝儀献上之覚
　　　禁裏江
　　　一御太刀
　　　　白銀三拾枚　　　　　　三拾万石以上
　　　親王江
　　　一御太刀
　　　白銀弐拾枚
　　　准后江
　　　一白銀拾枚
　　　右之通
　　　御婚礼相済候以後為御祝儀以使者可有
　　　献上候使者衣服勤方日限等者於京都酒井
　　　若狭守江可被相伺候
　　　　二月
一二月十日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処昨日被指出候
　御婚礼之節御献上物之御窺書ニ左之通御附札を以
　御指図有之
　　　御婚礼相済候御祝儀
A0143-01978_011
　　　本寿院様江指上物之儀如何相心得可申哉
　　　此段相伺申候以上
　　　　二月九日　　　　　　　松平越前守
　　　　御附札
　　　　　不及差上物候
　　　御婚礼相済候御祝儀
　　　本寿院様江同氏春嶽ゟ指上物之儀如何
　　　相心得可申哉此段相伺申候以上
　　　　二月九日　　　　　　　松平越前守
　　　　御附札
　　　　　不及差上物候
　　　此度
　　　御婚姻被為済候ハヽ
　　　和宮様江年中表向ゟ別紙先例之通致
　　　献上候心得ニ御座候此段相伺申候以上
　　　　二月九日　　　　　　　松平越前守
A0143-01978_012
　　　　　例書
　　　安政五午年越前守家督相続被　仰出候以来
　　　御台様江表向ゟ献上物之覚
　　　年始御祝儀
　　　　白銀　　　　　五枚
　　　　干鯛　　　　　一箱
　　　参勤御礼以後
　　　　打曇鳥子紙　　一箱
　　　御生身玉御祝儀
　　　　干鯛　　　　　一箱
　　　　御樽代　　　　五百疋
　　　帰国御礼之節
　　　　干鯛　　　　　一箱
　　　　御樽　　　　　一荷
　　　右之通以使者献上仕候
　　　端午
　　　重陽　之御祝儀
　　　歳暮
A0143-01978_013
　　　　白銀　　　　　三枚ツヽ
　　　参勤之節
　　　　白銀　　　　　五枚
　　　右御触達ニ而以使者献上仕候
　　　　御附札
　　　　　先格之通可被指上候
　　　此度
　　　御婚姻為済候ハヽ
　　　和宮様江御内証ゟ年中別紙先例之通献上
　　　可仕哉当時御用捨中ニ者候得共此段相伺申候
　　　以上
　　　　二月九日　　　　　　　松平越前守
　　　　　例書
　　　安政五午年越前守家督相続被　仰出候以来
　　　御台様江御内証ゟ献上物伺之覚
　　　　御鏡餅　　　　一飾
A0143-01978_014
　　　右年頭為御祝儀差上
　　　　墨流羽二重　　五反
　　　　鯛　　　　　　一折
　　　右参勤之節指上
　　　　素麪　　　　　一箱
　　　右暑中指上
　　　　蓮飯　　　　　一飾
　　　　刺鯖　　　　　一箱
　　　右中元之為御祝儀指上
　　　　干鱈　　　　　一箱
　　　右寒中指上
　　　　干鯛　　　　　一箱
　　　右歳暮之為御祝儀指上
　　　　墨流鳥子紙　　一箱
　　　　和紙　　　　　一箱
　　　右二月中別段指上
A0143-01978_015
　　　　　別段
　　　　御鑷子　　　　五対
　　　　御鋏刀　　　　十挺　一箱
　　　　干鰈　　　　　一箱
　　　右二月三日中指上
　　　　葛粉　　　　　一箱
　　　　魬　　　　　　三
　　　右九月中指上
　　　　清水米　　　　一箱
　　　　雲丹　　　　　一壺
　　　右十月中指上
　　　　蟹　　　　　　一籠
　　　右十一月十二月之内指上
　　　右何茂女使文等を以献上仕候
　　　　御附札
　　　　　大奥老女江可被相伺候
A0143-01978_016
　　　此度
　　　御婚姻被為済候ハヽ
　　　和宮様江同氏春嶽ゟ年中御内証ゟ別紙
　　　先例之通献上為致度当時御用捨中ニハ候得共
　　　此段相伺申候以上
　　　　二月九日　　　　　　　松平越前守
　　　　　例書
　　　寛政十一未年九月
　　　御台様江六代先越前守重富隠居後御内
　　　証ゟ献上物之覚
　　　　御鏡餅　　　　一飾
　　　右年頭為御祝儀指上
　　　　墨流鳥子紙　　一箱
　　　　干鯛　　　　　一箱
　　　右年頭為御祝儀指上
　　　　御鋏刀御鑷子　一箱
A0143-01978_017
　　　　干鰈　　　　　一箱
　　　右二月三月中指上
　　　　清水米　　　　一箱
　　　　初鯖　　　　　一箱
　　　右四月五月中指上
　　　　墨流鳥子紙　　一箱
　　　　鯖切漬　　　　一壺
　　　右七月八月中指上
　　　　牧谷多葉粉　　一箱
　　　　塩鮎切漬　　　一壺
　　　右九月十月中指上
　　　　和紙　　　　　一箱
　　　　塩鱈　　　　　三
　　　右十一月十二月中指上
　　　　干鯛　　　　　一箱
　　　右歳暮為御祝儀指上
A0143-01978_018
　　　右之通女使并文を以献上仕来候
　　　　御附札
　　　　　大奥老女江可被相伺候
　　　今度
　　　御婚姻被為済候ハヽ
　　　和宮様江同氏春嶽ゟ別紙先例之通表向献上
　　　為致度奉存候此段相伺申候以上
　　　　二月九日　　　　　　　松平越前守
　　　　　例書
　　　寛政十一未年九月
　　　御台様江六代先越前守重富隠居後表向
　　　献上物之覚
　　　御台様江
　　　　白銀　　　　　三枚
　　　　干鯛　　　　　一箱
　　　右年頭為御祝儀以使者指上
　　　　御附札
　　　　　先格之通差上候様可被致候
A0143-01978_019
　　　此度
　　　御婚姻被為済候ハヽ
　　　和宮様江同氏春嶽妻ゟ別紙先例茂御座候
　　　ニ付年中献上物為致度当時御用捨中ニ者
　　　候得共此段相伺申候以上
　　　　二月九日　　　　　　　松平越前守
　　　　　例書
　　　安政三辰年十二月
　　　御婚姻後
　　　御台様江松平春嶽勤中同人妻ゟ献上物
　　　之覚
　　　年頭
　　　端午
　　　重陽　之御祝儀
　　　歳暮
　　　　箱肴　　　　　一種ツヽ
A0143-01978_020
　　　暑中
　　　寒中
　　　　御菓子
　　　　御肴　　之内一種ツヽ
　　　右之通其節御掛り阿部伊勢守様江相伺候処
　　　大奥御老女中様江相伺候様御指図ニ付奥向ゟ
　　　相伺候処当時献上物御用捨中ニ付追而
　　　御年限相立候上先格之通献上候様御指図
　　　御座候
　　　　御附札
　　　　　大奥老女江可被相伺候
一二月十日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　来ル十三日
　　　御婚礼相済候為御祝儀献上物之使者御三家
　　　尾張前中納言斗老中謁之候其外御奏者番
　　　謁候様可被致候
　　　右之通御奏者番江相達候間可被得其意候
A0143-01978_021
　　一御婚礼相済候ニ付而之御祝儀物最前相達
　　　候通来ル十三日指上候様万石以上之向江可被
　　　相触候
　　　　二月
一二月十日御婚礼御整被成候ニ付
　慶永様　勇姫様ゟ御勤品之儀奥ゟ伺出候処
　御三所様江御内証ゟ御歓御文被指出候様　勇姫様ゟハ
　御文ニ而一種ツヽ御献上被成候様　本寿院様江者不及
　其儀旨御差図申来ル
一二月十一日御目付中ゟ左之通御触達有之
　　　御婚礼被為済候為御祝儀来ル十三日惣出仕
　　　夫ゟ御老中方出羽守殿若年寄衆御宅江廻勤
　　　有之候ニ付外桜田馬場先御門和田倉御門外右
　　　三ヶ所下馬所ニ相成候右之趣伺相済申候依之為
　　　心得申達候以上
一二月十一日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
A0143-01978_022
　　　和宮様御事今日ゟ
　　　御台様与可奉称旨向々江可被達候
　　　　二月
一二月十二日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　寺社之輩江
　　　御朱印相渡候段万石以上之面々紀伊守宅江
　　　以使者可被相届候在国在邑之面々者飛札可被
　　　指越候万石以下之面々者紀伊守宅江相越可被
　　　届候病気幼少之面々者名代可被指越候
　　　　二月
一二月十三日御婚礼被為　済候御祝儀之惣出仕ニ付御登
　城於　御座之間　御目見御祝儀被　仰上御退座夫ゟ
　於桜之間御老中列座久世大和守殿ゟ来ル十八日御祝儀之
　御能被仰付候間御見物被成候様御達有之相済御退出掛
　御老中御廻勤御側御用人若年寄中江御使者御使番
　被指出之
A0143-01978_023
一二月十三日右同断為御祝儀御使者御留守居草尾精一郎
　を以
　公方様江昆布一箱干鯛一箱寿留女一箱御樽代弐千疋
　御台様　天障院様江昆布一箱寿留女一箱御樽代弐千疋
　ツヽ被献之
（以下、「　」内は「不用」）
「一二月十三日右今日　御登　城之節大目付中ゟ左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　　国持大名同嫡子
　　　　　　　　　　　　　　　　溜詰
　　　　　　　　　　　　　　　　御普代大名
　　　　　　　　　　　　　　　　同嫡子
　　　　　　　　　　　　　　　　外様大名
　　　　　　　　　　　　　　　　同嫡子
　　　　今度
　　　　御婚礼相済候為御祝儀来ル十八日御能
　　　　被仰付候間見物可致旨被　仰出候ニ付熨斗目
　　　　長袴着用六半時可有登　城候尤月次登
A0143-01978_024
　　　　城無之分者被罷出不及候
　　　　　　　　　　　　　　　　交替寄合
　　　　　　　　　　　　　　　　表高家
　　右同断ニ付而見物被　仰付候間右之刻限可有
　　登　城候
　一右為御礼老中水野出羽守江可被相廻候
　一御能見物以後御礼之儀者来ル十九日可有
　　登　城候老中江被相廻ニ不及候」
一二月十六日評定所江寿福院呼出御家老芦田信濃
　御朱印相渡之
一二月十六日本多丹波改名ニ付左之通御用番江御届
　有之
　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来
　　　　　　　　　　　　　　丹波事
　　　　　　　　　　　　　　　本多内蔵助
　　　右之通改名仕候
一二月十八日御能為御見物　御登　城御料理御頂戴
A0143-01978_025
一二月十八日右同断ニ付御使者御留守居介大野権之助
　を以御折壱合被献之
一二月十九日昨日御能御見物之為御礼　御登
　城於桜之間御老中列座御用番久世大和守殿被
　謁之
一二月十九日右同断ニ付為御礼御内証ゟ御文被指出之
一二月廿日御関所駕乗之面々改名代替ニ付左之通
　御目付神保伯耆守殿江被差出候処追而御附札を以
　御差図有之
　　　　　覚
　　　　　　　　　　　　　　茂十郎事
　　　改名　　　　　　　　　　狛帯力
　　　　　　　　　　　　　　波門忰
　　　代替　　　　　　　　　　酒井与三左衛門
　　　　　　　　　　　　　　内記悴
　　　代替　　　　　　　　　　有賀左近
　　　右者御関所駕乗仕来候者共之内ニ御座候
　　　此度改名代替仕候ニ付箱根今切碓氷
　　　福島関川市振御関所駕乗之儀差支
A0143-01978_026
　　　無之様御達可被下候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　二月廿日　　　　　　　草尾精一郎
　　　　御附札
　　　　　書面之通者御関所預江申達候
一二月廿一日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　御婚礼相済候ニ付
　　　禁裏御始江諸家ゟ献上物使者三月十四日迄ニ
　　　不残京着致し候様可被達候
　　　　二月
　　　御婚礼相済候ニ付
　　　禁裏御始江諸家ゟ献上物使者之儀当地
　　　より差登候共又者京大坂表ニ差置候家来
　　　ニ而も勝手次第之旨無急度可被達候事
一二月廿三日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処去ル十六日
　被指出候本多内蔵助乗物御免之御窺書ニ左之通
　御附札を以御差図有之
　　　家来本多内蔵助出府之儀御届申上候通
A0143-01978_027
　　　無程此表江可罷出御座候右内蔵助儀代々
　　　乗物ニ而相勤来候間先規之通乗物ニ而
　　　為相勤度奉存候此段相伺申候以上
　　　　二月十六日　　　　　　松平越前守
　　　　御附札
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来
　　　　　　　　　　　　　　　本多内蔵助
　　　　　右乗物断可為願之通候不及誓詞御目付江
　　　　　断状可被差出候
一二月廿五日御目付神保伯耆守殿江御留守居大道寺
　七右衛門左之伺書持参指出候処追而御附札を以御差図有之
　　　越前守中屋敷下屋舗并郊外等江罷越候節
　　　居屋敷ゟ馬上ニ而野服伊賀袴等着用且又
　　　召連之家来茂同様之着服為致
　　　御曲輪之内何方成共罷通被申候而不苦御座
　　　候哉此段相伺申候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　二月廿五日　　　　　　大道寺七右衛門衛門
A0143-01978_028
　　　　御附札
　　　　　書面之通者不苦与存候
一二月廿七日御婚礼被為済候為御祝儀
　公方様ゟ　上使御奏者番松平駿河守殿を以干鯛一箱
　御樽一荷　御台様ゟ　御使御広式御用人東条肥後守殿
　を以同断御拝領
　慶永様江も右同断御拝領有之候処御不快ニ付　御名代
　ニ而　上使御請被成畢而為御礼　御登　城於桜之間
　御奏者番松平左衛門尉殿被謁之御退出掛ケ御老中
　御廻勤
　　但慶永様御礼も御兼被成
一二月廿七日右同断ニ付為御礼御内証ゟ御文被指出之
（抹消）「但慶永様御拝領物之御礼文も被差出之」
一二月廿七日右同断ニ付本多内蔵助初御家老江
　御書被成
一二月廿八日二六之御台場ニおゐて御据筒空炮御試
　有之
A0143-01978_029
一二月廿八日御用番ゟ御呼出御留守居草尾精一郎罷出
　候処左之御書付一通御渡有之
　　　御台様江
　　　　端午
　　　　重陽　之御祝儀
　　　　歳暮
　　　　白銀三枚宛　　　　　　弐拾万石以上
　　　　　参勤之節
　　　　白銀五枚宛　　　　　　拾万石以上
　　　右之通向後可被差上候
　　　　二月
一二月廿八日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　御婚礼相済候ニ付
　　　禁裏御始江献上物使者三月十四日迄ニ不残
　　　京着候様相達置候処三月廿三四日頃迄ニ
　　　京着候様可被致候
　　　右之通可被達候
A0143-01978_030
一二月廿八日今度　御婚礼相済候為御祝儀
　禁裏御始江御進献物之為御使伊藤友四郎被指
　出之今日福井出立［三月二日京着］
一三月二日寿福院江頂戴之　御朱印御渡相済候段
　為御届御用掛り内藤紀伊守殿江御使者御留守居被
　差出之
一三月四日本町銀座出火之処御近火ニ付
　公方様ゟ御広式添番中村良之助殿を以　御尋有之
　右ニ付即刻御礼文被指出之
一三月十三日芝新網町御陣屋江被為　入二六之御台場
　御覧被成
一三月十五日本多内蔵助為出府今朝在所府中表出立
一三月十八日
　公方様吹上御庭江被為　成夫ゟ田安御屋形江御立寄
　ニ付御杉重一組被献之［田安江御頼ニ而］
一三月廿日御在国中月次出仕御省略中ニ者候得共諸士
　御見覚江被成度ニ付一昨年之通御本丸ニ而被為
A0143-01978_031
　請候段被仰出之
一三月廿日久世大和守殿ゟ御呼出御留守居罷出候処昨十九日
　被差出候御窺書ニ左之通御附札を以御差図有之
　　　来ル廿一日惣御台場御据筒ニ而玉込打試有之
　　　候節越前守御預之二六之御台場ニ而金鼓
　　　具旌旗相用申度奉存候此段奉伺候早速
　　　御指図被成下候様奉願候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　三月十九日　　　　　　草尾精一郎
　　　　御附札
　　　　　可為伺之通候
一三月廿七日御婚礼被為　済候御祝儀之御使者伊藤
　友四郎　参　内
　禁裏御始江御献上物相納之
一三月廿八日本多内蔵助江戸着依之御用番松平豊前守殿江
　御届有之
一三月晦日御婚礼済之御使者伊藤友四郎　広橋
　一位殿亭江罷出候処左之通
A0143-01978_032
　勅　答被仰出之
　　　御婚礼御祝儀目録之通被献上
　　　御機嫌　思召
　　　親王　准后より茂御同様
一四月朔日実之助様初而　御目見被　仰上候為御礼御老中
　安藤対馬守殿江御使者御使番被指出之
一四月朔日右同断ニ付為御礼御内証ゟ御文被差出之
一四月朔日右同断ニ付実之助様江為御歓御使者御留守居を以干鯛一箱
　被進之
一四月十四日為御暇乞阿部主計頭様丸山御中屋敷清心院様
　御住所江被為　入
一四月十九日右同断ニ付一橋様江御勤夫ゟ田安御屋形江
　被為　入
一四月廿日右同断ニ付上野　御宮并惣御霊屋江御参詣
一同日廿三日御登　城御暇之御礼被　仰上例之通御鷹
　御馬御拝領且被召連候御家来本多内蔵助於黒書院
A0143-01978_033
　御目見被　仰付御奏者番披露於檜之間御老中内藤
　紀伊守殿出席御暇ニ付御巻物五拝領被仰付候旨被
　仰渡之御品ハ御奏者番青山大蔵太輔殿ゟ被相渡之
　畢而退去右為御礼御老中御側御用人若年寄中江
　内蔵助廻勤
一四月廿一日内蔵助ゟ左之通献上之
　　　公方様江
　　　　御太刀　　　一腰
　　　　御馬代銀　　一枚
　　　　奉書紙　　　弐拾束
一四月廿三日御暇被仰出候ニ付　御台様ゟ老女中奉文
　を以縮緬五巻御拝領
一四月廿三日右同断ニ付為御礼御老中并御側御用人江
　御使者御留守居被差出之
　　但御内証ゟも御礼文被差出之
一四月廿四日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　銃隊調練之儀近来西洋法御採用相成
A0143-01978_034
　　　御旗本御家人者於講武所修行いたし
　　　夫々厚く御世話有之諸家ニおゐても追々心掛
　　　格別出精之面々も有之趣ニ候得共猶此上一同
　　　及熟練候様主人々々厚世話可被致候就而ハ今度
　　　麹町三丁目表火除明地炮術師範役下曽根
　　　甲斐守高島喜平調練場ニ御預ニ相成江川
　　　太郎左衛門江者兼而芝新銭座調練場御預有之
　　　候間万石以上以下之家来等者講武所江不罷出
　　　儀ニ付勝手次第甲斐守太郎左衛門喜平申談
　　　右調練場ニおゐて精出修行候様可被致候
　　　　四月
一四月廿五日御老中久世大和守殿内藤紀伊守殿江御逢対
　御勤
一四月廿五日御用番ゟ左之通御切紙来ル
　　　　猶以若病気候ハヽ名代可被指越候以上
　　　申達儀候間今夕私宅江可被相越候以上
A0143-01978_035
　　　　四月廿五日　　　　　　内藤紀伊守
　　　　　松平越前守殿
一四月廿五日右同断ニ付夕方御用番御宅江御出被成候処
　左之通御書付を以御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　松平春嶽事先達而慎御免被仰出候節在所江
　　　罷越候儀等ハ難相成且又親族其外面会又ハ
　　　文書往復等之儀者遠慮致し候様ニとの御内
　　　沙汰之趣相達置候処
　　　思召御旨も有之候ニ付先年御不興之筋者
　　　皆悉御宥許被遊候間以後都而平常之通
　　　可相心得旨被仰出候此段春嶽江申聞候様可
　　　被致候
　右御請被仰上御退出直ニ霊岸島御屋敷江被為　入
　慶永様江被仰上之
一四月廿五日右同断ニ付御三方様ゟ御礼勤之御窺書
A0143-01978_036
　御用番江被差出候処翌廿六日御附札を以御老中水野
　出羽守殿江御勤被成候様
　慶永様ゟハ御同所江御使者被差出候様
　勇姫様ゟハ御礼勤ニ不及旨御指図有之
一四月廿五日右同断ニ付為御礼御内証ゟ御文被差出之
一四月廿六日右同断ニ付為御礼御老中御廻勤御側御用人江
　御使者御使番被差出之
一四月廿七日為御暇乞増上寺并天徳寺江御参詣
一四月廿九日松平豊前守殿水野和泉守殿江御逢対
　御勤
一五月二日為端午御祝儀御使者御留守居介茂呂久左衛門
　を以　御台様江白かね三枚被献之
　　但　公方様　天璋院様江御献上物之儀ハ御定例之通
　　故略之
一五月二日為御暇乞溜池様江被為　入夫ゟ霊岸島御屋敷江
　被為　入
一五月二日為御暇乞
　慶永様常盤橋御屋敷江被為　入此節御玄冠迄御出迎夫ゟ御案内ニ而御居間江御着座
　御対顔御盃事有之
A0143-01978_037
一五月三日江戸御発駕中仙道通り御旅行
一五月三日御用番水野和泉守殿ゟ御呼出御留守居罷出
　候処左之通御書付壱通御渡有之
　　　　　　　　　　　　　　袖うら松平越前守
　　　　　　　　　　　　　　　松平春嶽
　　　近々
　　　御目見可被　仰付旨御沙汰ニ候日限等之儀ハ
　　　追而可相達候
一五月三日右同断ニ付於御旅行中御承知之上御礼勤之
　御窺書御用番江被差出候処御飛札被差越候様御差
　図有之
一五月五日
　慶永様御登　城之節御休息所且御城内制声之
　儀ニ付左之通御用番江御窺書被差出候処
　御書取を以御差図有之
　　　松平春嶽儀登
　　　城被　仰付候ハヽ其節控所之儀勤中之通
A0143-01978_038
　　　大廊下下之休息所ニ罷在候心得ニ御座候
　　　此段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　五月五日　　　　　　　草尾精一郎
　　　　御附札
　　　　　承置候事
　　　松平春嶽儀登
　　　城被　仰付候ハヽ其節
　　　御城内制声之儀勤中之通御取扱被成下候
　　　儀与者奉存候得共御内々御手前様迄申上候
　　　宜御沙汰可被成下候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　五月五日　　　　　　　草尾精一郎
　　　　同
　　　　　書面之通相心得候様可仕候事
一五月六日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処
　慶永様御儀　御目見可被　仰付候間明七日御登
　城被成候様御書付を以御達有之
一五月七日
　慶永様　御登　城被成候処於御座之間　御目見被
　仰上且以来御用向候間折々御登　城御相談可被
　成旨被　仰出之
A0143-01978_039
一五月七日右同断ニ付御礼勤之御窺書御用番江被指出候処
　御飛札被差越候様御差図有之
一五月九日田安大納言様今九日御登　城被成候様被仰出候段
　昨日為御知有之ニ付御附使者御物頭富田金四郎御屋形江
　被差出候処御用人長田兵庫左之通御書付を以相達之
　　　先年以来日々御登　城被遊格別御精勤
　　　御満足被　思召候ニ付別段之訳を以被叙
　　　正二位候且
　　　公方様御年頃ニ茂被為　成候ニ付御内願
　　　之通　御後見　御免被遊候以後御政事向
　　　御相談可被遊旨折々御登　城被成候様
　　　被　仰出候
一五月九日右同断ニ付御礼勤之御窺書御用番江被指出
　候処不及其儀旨御差図有之
一五月九日　松栄院様御忌月ニ付左之通　御代参并
　御香奠御備有之
A0143-01978_040
　　　公方様ゟ　　　　　　　　飛鳥井殿
　　　天璋院様ゟ　　　　　　　梅渓殿
　　　　御香奠白かね二枚
　　　御台様ゟ　　　　　　　　仲村殿
　　　　御香奠同断
一五月九日右同断ニ付御礼勤奥ゟ窺出候処不及其儀旨
　御差図有之
一五月九日実之助様御袖被為留候為御祝儀御使者御留守居
　を以干鯛一箱被進之
一五月十一日去ル九日田安大納言様御叙位被仰出候ニ付御使者
　御物頭を以御歎被仰進之
一五月十三日去ル三日
　慶永様近々　御目見被　仰付御沙汰被　仰出候為御礼
　被差出候御書今朝御用番江御留守居持参指出之
一五月十五日
　慶永様平川口ゟ　御登　城於御座之間御目身被
A0143-01978_041
　仰上　御懇之　上意被為蒙　仰
一五月十六日右同断ニ付御礼勤之御窺書御用番江被
　差出候処御書取を以此已後とても度々有之候儀ニ付
　不及御礼勤旨御差図有之
一五月十六日御着　城
一五月十七日右同断ニ付為御礼御使者高知狛帯刀
　被指出之例之通奉書紙鰑干鯛御樽被献之帯刀
　今日福井出立
一五月廿ニ日御家老并御役人之面々御座所江被為
　召御留守御用御聞被成
一五月廿三日御坊主組頭田中正庵ゟ左之通御留守居共迄
　申来ル
　　　脇坂揖水殿加判之列御勝手掛外国御用被
　　　仰付座順之儀者紀伊守殿次与相心得且
　　　屋敷程遠ニ付歓諸廻勤御断之旨被仰聞
　　　候段溝口讃岐守殿被申聞候間申進候以上
A0143-01978_042
　　　　五月廿三日
　　　　　但廿四日中務大輔与改名被致候段申来ル
一五月廿三日実之助様御前髪御取被成候為御吹聴此御屋
　形江御出被成右ニ付御使者大御番を以御歓被　仰進之
一五月廿六日御目付神保伯耆守殿ゟ御呼出御留守居罷出
　候処先達而差出置候杉田壱岐御関所駕乗之書取ニ
　左之通御附札を以御差図有之
　　　　　覚
　　　　　　　　　　　　　　五郎兵衛事
　　　　改名　　　　　　　　　杉田壱岐
　　　右者御関所駕乗仕来候者共之内ニ御座候
　　　改名仕候ニ付箱根今切碓氷福島関川市振
　　　御関所駕乗之儀差支無之様御達可被
　　　下候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　四月十六日　　　　　　草尾精一郎
　　　　御附札
　　　　　書面之通者御関所預り江申達候
一五月廿六日操練所ゟ呼出ニ付御留守居介
A0143-01978_043
　簗田八大夫罷出候候処御軍艦取調役桜井悌蔵左之通
　申聞之
　　　　　　　　　　　　　　　大野弥三郎
　　　右来月五日和蘭陀江出帆之御用ニ御用ひ
　　　被成度由
　　　　但右人御普代ニ候哉御用達ニ候哉御出入ニ候哉
　　　　　中向御抱ニ候哉御取扱振士分ニ而も候哉
　　　　　身元承り度旨
　　　右之段早速取調明日九時迄ニ承知致度趣
　　　右者紙面ニ而申越候而宜旨申聞候事
一五月廿八日右同断ニ付左之通操練所江御留守居介簗田
　八大夫書付持参差出之
　　　越前守召抱置候測器師大野弥三郎与申者
　　　此度和蘭陀出帆之御用ニ御用ひ被成度依之
　　　身元之儀御尋之趣則別紙之通御座候此段
　　　申上候以上
A0143-01978_044
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　五月廿八日　　　　　　簗田八大夫
　　　　　覚
　　　　　　　　　　　　　　測器師
　　　　　　　　　　　　　　　大野弥三郎
　　　右近来召抱徒之者次席ニ申付置候事
　　　　　演説
　　　測器師大野弥三郎与申者儀此度和蘭陀江
　　　御用被　仰付候処当時申付置候用向も御座候ニ付
　　　御用相済帰帆仕候上者是迄之通手前ニ指置
　　　用向申付度奉存候尤御用御座候節者何時
　　　成共御差支無御座候様差出申候此段
　　　御聞置被下候様奉願候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　五月廿八日　　　　　　簗田八大夫
一六月朔日御帰国御礼御使者狛帯刀昨夕江戸着今朝
　［御留守居同道］御用番江罷出御書差出之
一六月二日矢島怒助　御座所江被為　召講談　御聞
　被成
A0143-01978_045
　　但已後毎月二ノ日講談被　仰付之
一六月二日今朝於営中被仰出　上意振写并脇坂
　中務大輔殿御達之御書付写壱通御対物ニ而上杉
　弾正大弼殿ゟ御使者を以御廻達有之
　　上意振
　　　近来不容易時勢ニ付今度政事向格別ニ
　　　今変革候間何茂為国家厚相心得心附候
　　　儀者可申聞猶年寄共可申談候
　　　　　〆
　　　今日
　　　上意之趣誠以厚
　　　思召国家之御慶事無此上難有事ニ候
　　　昇平殆三百年其流弊綱紀茂相弛ミ武備
　　　御行届ニ相成兼候折柄近来外国之事務頻ニ
　　　御差湊ニ相成右御取振より自然天下之物
　　　情ニ差響終ニ奉悩
　　　叡慮候ニ至り深ク恐入
　　　思召候素々
A0143-01978_046
　　　公武之御間柄聊も御隔意被為在候御事ニハ
　　　無之候得共何となく御情実御通徹ニ相成兼
　　　候故より之儀ニ付速ニ
　　　御上洛万端　御直ニ被仰上度との
　　　思召ニ而則御内々被仰出ニ相成候併
　　　御上洛之儀者寛永以来御廃典ニ相成候御式ニ
　　　候得者万端之取調急速ニ者御行届ニ難相成
　　　ニ付暫く之処年寄共ゟ御猶予相願候処此度之
　　　儀者御旧例ニ不被為抱格外御省略御行粧等
　　　万端御易簡ニ被遊候
　　　思召ニ付急々取調次第与被　仰出甚御急
　　　思召御事ニ候万事御誠実之
　　　思召御直ニ被　仰上　御合体御熟算之上
　　　従来之弊風御一洗御武威被遊御振張
　　　皇国を世界第一等之強国与被遊候御偉業を
　　　被為立上者天朝之
A0143-01978_047
　　　宸襟を奉安下者万民を安堵為致度と
　　　思召ニ候得者何れも厚く奉得其意御政事向
　　　御変革之筋等各見込之儀も可有之候得者
　　　聊茂不憚忌諱国家之御為第一ニ相心得
　　　心底を尽し可被申上候猶追々被仰出候儀も
　　　可有之候間飽迄も其意を体し可被抽忠誠
　　　候也
　　　　六月
一六月三日去月七日
　慶永様　御登　城於御座之間　御目見被仰上候為御礼
　被指出候御書御用番板倉周防守殿江御留守居持参
　差出之御内証ゟも御礼文被指出之
一六月三日田安大納言様御叙位被　仰出候御歓御礼旁
　御内証ゟ御文被差出之
一六月四日細川越中守様御妹喜久姫様御卒去［昨三日］之処
　御養母方御叔母之御続ニ付御忌服之御届左之通御用番
A0143-01978_048
　板倉周防守殿江被指出之
　　　　　覚
　　　　忌六月三日ゟ　同月十二日迄
　　　　服六月三日ゟ　七月二日迄
　　　右細川越中守殿妹昨三日酉下刻御卒去被成候
　　　依之越前守養母方叔母之忌服如此御座候
　　　越前守於国許承知之上相残ル忌之日数請
　　　被申候忌之日数相立候ハヽ一日遠慮仕候此段
　　　御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　六月四日　　　　　　　簗田八大夫
一六月五日
　慶永様　御登　城被成候処於御白書院御老中列座
　御用番板倉周防守殿ゟ以来折々　御登　城被成候様
　被仰出候ニ付而者御隠居之儀ニも候間為御手当年々
　米壱万俵宛被下候旨御書付を以御達有之
一六月五日右同断ニ付御礼勤之伺書御用番江被指出
A0143-01978_049
　候処翌六日左之通御附札を以御指図有之
　　　松平春嶽儀折々登
　　　城可致旨被仰出候ニ付為御手当年々壱万俵ツヽ
　　　可被下旨被仰出難有奉存候依之越前守於
　　　国許承知仕忌明之上御礼勤向之儀如何相
　　　心得可申哉越前守忌中ニ者御座候得共此段
　　　奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　六月五日　　　　　　　草尾精一郎
　　　　御附札
　　　　　忌明之上飛札差越候様可仕候
一六月十日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　向後大手方桜田方并二丸吹上
　　　上覧所前火之番大手組桜田組者御差止ニ
　　　相成候故出火之節ハ模様次第差掛万石
　　　以上之面々之内江奉書を以火消可被　仰付候
　　　且又両山
　　　御参詣御跡固茂已来相止候
A0143-01978_050
　　　右之趣可被得其意候尤万石以上之面々江為
　　　心得寄々可被達置候事
一六月十日御軍艦奉行ゟ左之通申来候ニ付此段弥三郎江
　申渡候様御目付江御家老申聞之
　　　　　　　　　　　　　　時計師
　　　　　　　　　　　　　　　大野弥三郎
　　　右者此度阿蘭陀国江諸術為研究可指遣旨
　　　脇坂中務大輔殿被仰渡候間明十三日四時
　　　御軍艦操練所江可差出候此段達候事
一六月十三日
　慶永様平川口ゟ　御登　城之儀被仰出候為御礼被
　指出候御書今朝御用番江御留守居持参差出之
　御内証ゟも御礼文被差出之
一六月十三日右同断平川口ゟ　御登　城御懇之
　上意被為蒙候為御礼御内証ゟ御文被差出之
一六月十四日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　来ル十六日嘉祥御祝当年者御見合ニ相成
A0143-01978_051
　　　候間其段向々江可被達候
　　　　追啓嫡子方江も可有通達候
一六月十九日瑞源寺入院之御礼申上十貼壱本差上之
一六月廿日本多内蔵助御用済ニ付今朝江戸屋敷出立
一六月廿日右同断ニ付御用番江為御届御留守居草尾
　精一郎罷出
一六月廿一日御帰国御礼御使者狛帯刀　御城江罷出
　御献上物相納之　御目見被　仰付畢而自分之御礼
　申上之
一六月廿三日田安大納言様御叙位為御歓御使御家老
　岡部豊後を以干鯛一箱被進之
一六月廿七日洋書調所江左之通御留守居書取持参
　差出候処含居候段申聞之
　　　　　　　　　　　　　　　坪井信良
　　　右者此節春嶽儀不快罷在其上屋敷内
　　　病人多手医師共ニ而行足不申候ニ付御用向
A0143-01978_052
　　　格別御指支之儀も無御座候ハヽ当番之儀
　　　当分之内御用捨被成下候様仕度此段
　　　相願申候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　六月廿七日　　　　　　草尾精一郎
一六月廿八日
　慶永様御不快ニ付伊藤長春院老を以　御尋有之
　右ニ付御承知之上御礼勤之御窺書御用番江被指出
　候処不及其儀旨御差図有之
一七月朔日
　慶永様御手当米御拝領ニ付為御礼被指出候
　御書御用番松平豊前守殿江御留守居持参指出之
一七月六日本多内蔵助今朝福井江着旅装之儘於
　御座所　御目見被仰付御長蚫御直ニ被下之畢而帰府
一七月六日一橋御用人島崎一郎右衛門ゟ左之通為御知
　来ル
　　　以手紙致啓達候然者今朝以
A0143-01978_053
　　　上使
　　　形部卿様御事
　　　思召を以一橋家再御相続被　仰出候依之
　　　為御知得御意候以上
　　　　七月六日
　　　猶以本文之趣御呼出し之上御達可申処差掛候
　　　儀ニ付以文通得御意候以上
　　　以別紙得御意候然者今日
　　　形部卿様御登　城被遊候処此度以
　　　叡慮被　仰進候ニ付
　　　御後見御勤被遊候様ニとの
　　　御意有之候此段為御知可得御意如斯
　　　御座候以上
　　　　七月六日
一七月九日
　慶永様　御登　城被成候処於御座之間今度以
A0143-01978_054
　叡慮被　仰進候ニ付　御政事　総裁職被
　仰付候旨被為　蒙　上意
一七月九日右同断ニ付御承知之上御礼勤之御窺書
　御用番江差出候処左之通御附札を以御差図有之
　　　松平春嶽儀今日
　　　御政事総裁職被　仰付難有奉存候右ニ付
　　　越前守於国許承知之上御礼勤向之儀如何
　　　相心得可申哉此段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　七月九日　　　　　　　草尾精一郎
　　　　御附札
　　　　　越前守承知之上以名代廻勤候様可仕候
一七月十日右同断ニ付御国許江為御使上月久右衛門被遣之
　今日江戸御屋敷出立
一七月十七日右同断御使上月久右衛門福井江着　御座所
　於鉄炮之間御家老列座　御意之趣久右衛門相達之畢而
　高知を初諸月番江左之通月番御家老芦田信濃
　書付を以申渡之
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　　　当月九日
　　　中将様御登　城被遊候処於御座之間今度
　　　以
　　　叡慮被　仰進候ニ付　御政事総裁職
　　　上意を以被為蒙　仰難有　思召恐悦之御事
　　　ニ候此段申渡候様被　仰出候
一七月廿一日本多内蔵助病気之処及大切候ニ付為　御尋
　御側物頭本多十郎兵衛被遣之
一七月廿一日右同断ニ付同姓源四郎江左之通御家老芦田
　信濃書付を以申渡之
　　　本多内蔵助方病気大切之段達
　　　御聴無御心許被
　　　思召候定而養子内談等ニも可及候得共万一
　　　之儀も有之候とも跡目之儀者
　　　思召被為　在候間養子願不申上候様ニとの事
一七月廿二日右同断之処養生不相叶致死去候ニ付今日ゟ
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　三日之間鳴物高声致遠慮候様御城下江相触候様
　月番御目付土屋十郎右衛門江家老申渡之
一七月廿五日
　慶永様総裁職之御礼被仰上候節御承知之上御礼
　勤之儀如何御心得可被成哉之段御用番江御窺書
　被指出候処不及御礼勤旨御差図有之
一七月廿八日本多内蔵助牌前［府中竜泉寺ニ有之］江　御代参
　寄合永見多門を以御香奠銀弐枚被遣之
一八月六日本多観翁［内蔵助父］　思召を以再勤被　仰付
　拝知弐万石被　仰出府中其儘御預ケ被成
一八月十一日
　慶永様総裁職被蒙　仰候為御礼　御名代間部
　安房守殿御頼御老中御廻勤
一八月十一日右同断ニ付御内証ゟ御礼文被指出之
一八月十三日本多観翁内蔵助ト相改
一八月十五日於御本丸御座之間本多内蔵助太刀目録
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　持参再勤之御礼申上御長蚫御直ニ被下之畢而於大広間
　内蔵助家老高木七左衛門平野清兵衛太刀目録持参
　壱人ツヽ罷出　御目見申上続而於同席番頭用人井上
　修三用人佐久間治部助高木太郎八壱人ツヽ罷出
　御目見申上之
一八月十七日実之助様御養方之御伯母於美津様御卒去
　之処御実方御叔母之御続ニ付左之通御忌服之御届
　被指出之
　　　　　覚
　　　　忌八月十七日ゟ　同月廿六日迄
　　　　服八月十七日ゟ　九月二日迄
　　　右松平実之助殿養家之叔母今暁子中刻
　　　被致卒去候越前守儀実父方叔母之続ニ付
　　　半減之忌服如此御座候依之於国許承知
　　　之上相残ル忌之日数請被申候忌之日数
　　　相立候ハヽ一日遠慮仕候此段御届申上候以上
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　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　八月十七日　　　　　　茂呂久左衛門
一八月廿一日去ル十九日
　慶永様江御拝領物有之候御礼勤之儀ニ付左之通
　御用番江窺書差出候処御附札之通御指図有之
　　　松平春嶽儀御役被　仰付候ニ付
　　　御台様
　　　天璋院様
　　　本寿院様ゟ春嶽江拝領物被　仰付難有
　　　仕合奉存候右ニ付越前守於国許承知之上
　　　御礼勤之儀如何相心得可申哉此段奉伺候
　　　以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　八月十九日　　　　　　雨森儀右衛門
　　　　御附札
　　　　　飛札差越候様可仕候
一八月廿八日吉辰ニ付松平阿波守様江御使者御留守居
　大道寺七右衛門を以御縁組御取結被成度旨被仰進之
　阿房守様ゟも御使者御留守居を以御答被仰進之
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一壬八月三日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　　　　　　　　　　　　　松平肥後守
　　　京都守護職在京被
　　　仰付候間其段向々江可被達候
　　　　壬八月
一壬八月七日御痲（麻）疹ニ付末之番外已上　御座所江罷出
　御機嫌相伺之御用人謁之
一壬八月九日松平阿波守様江御縁組被仰合候為御祝儀
　御使者御留守居を以塩鯛一箱宛御双方為御取替有之
一壬八月十日介御用番板倉周防守殿ゟ御呼出御留守居
　罷出候処左之御書付壱通御渡有之
　　　　　　　　　　　　　　袖うら
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来江
　　　御用之儀候間明十一日四時松平越前守
　　　名代一類中一人登　城候様可仕候
　　　　壬八月十日
　右ニ付為　御名代間部安房守殿御登　城被成候段
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　御用番江御届有之
一壬八月十一日為　御名代間部安房守殿御登　城被成候処
　於御白書院縁頰御老中列座介御用番板倉周防守殿
　左之通御書付を以御達有之
　　　　　　　　　　　　　　袖うら
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江
　　　同氏春嶽御役相勤候ニ付常盤橋御門内
　　　屋敷江引移可申処手狭ニ而差支候趣ニ付同所
　　　酒井右京亮屋敷家作共為添屋敷被下之尤
　　　御作事奉行可被談候
一壬八月十一日右同断ニ付御承知之上御礼勤之儀如何
　相心得可被成哉之段御用番江御窺書被指出候処御附札
　を以御飛札被指出候様御差図有之
一壬八月十三日介御用番江御呼出御留守居罷出候処去ル
　九日被差出候松平阿波守様御息女嘉代姫様御縁組
　被成度御内慮御窺書ニ御附札を以表向御願御指出
　被成候様御差図有之
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一壬八月十五日於営中被　仰出候御書付左之通松平阿波守様ゟ
　御廻達有之
　　上意
　　　先般申聞候通今変革ニ就而者参勤交替
　　　之儀茂相改候条武備充実候様可心掛尤委細之
　　　儀者年寄共ゟ可及演説候猶存寄有之候ハヽ
　　　無忌憚可申聞候
　　　　　被仰渡之写
　　　方今宇内之形勢致一変候ニ付外国之交通も
　　　御差免ニ相成候ニ付而者全国之御政事一致之
　　　上ならてハ難相立筋ニ候処御大礼等相続キ
　　　一新之機会を失ひ天下之人心居合兼終ニ
　　　時勢如是及切迫候次第深く
　　　御痛心被遊候ニ付上下挙而心力を尽し
　　　御国威御更張被遊度
　　　思召ニ候尤環海之
　　　御国海軍不被興候而ハ
A0143-01978_062
　　　御国力不相震ニ付追々御施設可被成候得共
　　　此儀ハ追而被　仰出ニ而可有之候右ニ付而者参勤之
　　　年割在府之日数御緩メ之儀追而可被　仰出候
　　　依而者常々在国在邑致し領民之撫育者
　　　申迄も無之文を興し武を振ひ富強之術斗
　　　厚相心懸銘々見込之趣も有之候ハヽ無服蔵
　　　申立候心得ニ可罷在旨被　仰出候
一壬八月十六日御痲（麻）疹御順痘御酒湯被為　済候ニ付末之
　番外以上　御座所江罷出於席々御祝儀申上之月番
　御家老狛山城謁之
一壬八月十七日来ル廿三日
　慶永様　勇姫様　安姫様常盤橋御屋敷江御引移
　可被成旨被　仰出之
一壬八月十八日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　軍艦之儀是迄浦賀番所ニおゐて改来
　　　候処以来御差止相成候間得其意品川沖
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　　　出入之節ハ外国掛月番之老中江相届候様
　　　可被致候且又諸家にて軍艦有之面々者船名
　　　并船中据付鉄炮之挺数并家々之帆印等
　　　委細相認兼而可被相届置候尤浦賀番所江も
　　　右同様可被届候且向後軍艦製造之節も
　　　右之通相心得若軍艦ニ而武器類積送り
　　　候節者出入共其時々老中江相届候様可被致候
　　　　壬八月
一壬八月廿一日先達而
　慶永様江奉文を以御拝領物有之并雲雀御拝領被成候
　為御礼被指出候御書今朝御用番江御留守居草尾精一郎
　持参指出之
一壬八月廿三日
　慶永様　御登　城御退出ゟ直ニ常盤橋御屋敷江
　御引移　勇姫様　安姫様ニも霊岸島御屋敷ゟ
　御引移被成御祝儀為御取替有之
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一壬八月廿三日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　諸家并遠国奉行等旅行之砌持筒其外共
　　　挺数之儀只今迄伺之上為持来候得共以来者
　　　不伺及銘々嗜次第行列内江差加又ハ荷造等
　　　ニ而勝手次第持越不苦候尤実備専一ニ相心得
　　　供連之儀者可成丈減省可致且又持越候挺数之
　　　儀者兼而相届置通行筋関所々々江茂兼而
　　　相達増減等有之節ハ其都度猶又面々ゟ相届
　　　関所々々江も同様相達候様可被相心得候右之趣
　　　万石以上以下之面々江不洩様可被相触候
　　　　壬八月
　　　今度諸大名参勤之割御猶予被　仰出候ニ付
　　　而者是迄之割合を以当年参府可致筈之輩
　　　病気等ニ而延引又ハ旅中之面々ハ其儘在国
　　　帰国致し不苦候
　　　右之趣万石以上以下之面々江可被達候
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　　　　壬八月
　　　万石以上之面々勝手次第乗切登
　　　城被成御免候尤
　　　殿中小袴襠高き袴等相用可申候
　　　御城内召連候供之者も可成丈相減可申候乗切ニ
　　　無之迚茂無益之人数ハ相省候様可被致候
　　　右之趣万石以上之面々江可被相触候
　　　　壬八月
　　　正月廿八日
　　　二月廿八日
　　　四月廿八日
　　　五月朔日
　　　七月廿八日
　　　九月朔日
　　　右日限以来月次御礼不被為　請候其外
　　　是迄之通ニ候
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　　　　　御謡初
　　　　　嘉定
　　　　　玄猪
　　　右御規式以来被差止候
　　　右之趣向々江可被相触候
　　　　壬八月
　　　今度衣服之制度御変革左之通被　仰出候間
　　　明廿三日ゟ書面之趣ニ可相心得候
　　一熨斗目長袴以来総而被廃止候事
　　一正月元日二日装束
　　一正月三日無官之面々御礼服紗小袖半袴
　　一正月四日ゟ平服
　　一正月六日七日服紗小袖半袴
　　一二月朔日装束
　　　　但御礼席ニ不拘面々者服紗小袖半袴
　　一三月三日服紗小袖半袴
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　　一四月十七日
　　　御参詣之節装束
　　　　但殿中者服紗袷半袴
　　一五月五日染帷子半袴
　　一八朔染帷子半袴
　　一九月九日花色ニ無之服紗小袖半袴
　　一御神忌且格別重き
　　　御法事等之節ハ是迄之通装束
　　一御定式
　　　御参詣之節諸向共服紗小袖半袴
　　一勅使
　　　御対顔
　　　御返答之節者是迄之通装束
　　　　但席江不拘向々ハ服紗小袖半袴
　　一勅使御馳走御能之節ハ都而服紗小袖半袴
　　一御礼衆万石以上以下共都而服紗小袖同袷又ハ
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　　　染帷子半袴
　　一月次者別御礼衆之外平服
　　一平服者以来羽織小袴襠高き袴着用可致候
　　　右之通万石以上以下共不洩様可被相触候
　　　　壬八月廿二日
　　　今度献上物御免被　仰出候得共初鶴初菱喰
　　　初鮭之儀者是迄
　　　禁裏江御進献も相成候ニ付右品献上仕来候
　　　面々并林肥後守より献上之兎者只今迄之通
　　　献上候様可被致候
　　　右之趣万石以上之面々江可被相触候
　　　　壬八月
　　　足袋之儀以来平服之節者紺相用候而茂
　　　不苦候
　　一以来夏足袋相願候ニ不及勝手次第相用
　　　不苦候尤
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　　　御前辺且御用召之節者是迄之通相心得
　　　御前辺等江足袋相用候節者其時々可申聞候
　　　　但御目見以下之者も右ニ准シ夏足袋相用
　　　　　不苦候事
　　　右之趣向々江可被達候
　　　　壬八月
　　　万石以上以下乗切登
　　　城御免被成候得共老人等駕籠ニ而登
　　　城致し候儀者可為勝手次第候併供連之
　　　儀者格外省略致し召連候様可被致候
　　　右之趣向々江可被相触候
　　　　壬八月
　　　今度被　仰出之趣も有之ニ付参勤御暇之割
　　　別紙之通可被成下旨被　仰出候就而者在府中
　　　時々登
　　　城致し御政務筋之理非得失を始存付候
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　　　儀も有之候者十分被申立且国郡政治之可否
　　　海陸備禦等之籌策等相伺或者可申達又者
　　　諸大名互ニ談合候様可被致候尤右件々
　　　御直ニ　御尋も可有之事
　　一在府人数別紙割合之通被　仰出候得と茂
　　　御暇中たりとも前条之事件或者不得止事
　　　所用有之出府之儀者不苦候事
　　一嫡子之分者参府在国在邑共勝手次第之事
　　一定府之面々在所江相越候儀願次第御暇
　　　可被下尤諸御役当之儀者別紙在府之割合
　　　を以可被　仰付候事
　　一此表ニ差置妻子之儀者国邑江引取候共勝手
　　　次第可被致候子弟輩形勢見知之為在府為
　　　致候儀是又可為勝手次第事
　　一此表屋敷之儀留守中家来共多人数不及
　　　差置参府中旅宿陣屋等之心得ニ而可成丈
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　　　手軽ニ可被致且軍備之外惣而無用之調度
　　　相省家来共之儀ハ供先使者勤共旅装之儘
　　　罷在不苦候事
　　一国許在所ゟ懸隔候場所御警衛之儀ニ付而者
　　　追而被　仰出候品茂可有之事
　　一年始八朔御太刀馬代参勤家督其外御礼
　　　事ニ付而之献上物者是迄之通たるへく候乍去
　　　手数相掛り候品者品替相願不苦候事
　　一右之外献上物者都而　御免被成候尤格別之
　　　御由緒有之献上仕来候分者相伺候様可被致
　　　候事
　　　　　参勤割合
　　　　　　　　　　　　　　当戌年
　　　　　　　　　　　　　　　松平兵部大輔
　　　春中在府　　　　　　　　佐竹右京大夫
　　　　　　　　　　　　　　　島津淡路守
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　　　夏中在府　　　　　　　　加賀中納言
　　　　　　　　　　　　　　　細川越中守
　　　秋中在府　　　　　　　　松平大膳大夫
　　　　　　　　　　　　　　　松平相模守
　　　　　　　　　　　　　　　松平阿波守
　　　冬中在府　　　　　　　　松平出羽守
　　　　　　　　　　　　　　　溝口主膳正
　　　　　　　　　　　　　　来亥年
　　　　　　　　　　　　　　　松平美濃守
　　　春中在府　　　　　　　　松平安芸守
　　　　　　　　　　　　　　　津軽越中守
　　　　　　　　　　　　　　　松平修理大夫
　　　夏中在府　　　　　　　　立花飛驒守
　　　　　　　　　　　　　　　亀井隠岐守
　　　　　　　　　　　　　　　藤堂和泉守
　　　秋中在府　　　　　　　　松平越前守
　　　　　　　　　　　　　　　松平土佐守
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　　　冬中在府　　　　　　　　松平内蔵頭
　　　　　　　　　　　　　　　南部美濃守
　　　　　　　　　　　　　　来々子年
　　　　　　　　　　　　　　　松平陸奥守
　　　春中在府　　　　　　　　松平三河守
　　　　　　　　　　　　　　　宗対馬守
　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　松平右近将監
　　　夏中在府　　　　　　　　松平肥前守
　　　　　　　　　　　　　　　松平飛驒守
　　　　　　　　　　　　　　　伊達遠江守
　　　秋中在府　　　　　　　　丹羽左京大夫
　　　　　　　　　　　　　　　松平富之丞
　　　　　　　　　　　　　　　上杉弾正大弼
　　　冬中在府　　　　　　　　有馬中務大輔
　　　　　　　　　　　　　　　南部遠江守
　　　右之割を以在府之儀者三年目毎ニ大約百日
　　　を限り可申候松平美濃守宗対馬守松平
A0143-01978_074
　　　肥前守者大約一ケ月を限り可申事
　　一春中在府之面々者前年十二月中参府四月
　　　朔日御暇被下夏中在府之面々ハ三月中参府
　　　七月朔日御暇被下秋中在府之面々者六月中
　　　参府十月朔日御暇被下冬中在府之面々ハ
　　　九月中参府十二月廿八日御暇被下候儀与可
　　　被心得候尤
　　　上使を以御暇被下候面々者右日限前御暇被
　　　仰出ニ而可有之事
　　一松平美濃守松平肥前守者三月中参府五月
　　　朔日前御暇被下宗対馬守ハ前年十二月中
　　　参府正月末御暇可被下候事
　　一当年之儀者松平阿波守松平出羽守溝口
　　　主膳正其儘十二月中迄在府たるへく候其外
　　　当時在府之面々者近々御暇被　仰出ニ而
　　　可有之事
A0143-01978_075
　　一諸家参勤御暇其外是迄御奏者番
　　　上使被成下候分向後者雁之間詰菊之間
　　　縁頰詰之内を以　上使可被成下候間其段為
　　　心得是迄御奏者番
　　　上使被成下候向々江寄々可被達置候事
　　　　壬八月
　　　此度御改革被　仰出候ニ付而者月切駕籠之儀
　　　不相成候病気等之者者切棒相用可申候且登
　　　城退出其外共歩行可為勝手候尤馬為牽候様
　　　可致候
　　　右之趣向々江不洩様可被相触候
　　　　壬八月
　　　献上物之使者其外御礼事等者服紗小袖染
　　　帷子半上下着用可致候
　　　右之趣向々江可被達候事
　　　　壬八月
A0143-01978_076
　　　是迄諸届等有之使者指出候節麻上下
　　　着用致来候処以来者平服ニ而罷出可申候尤
　　　麻上下着用可致儀者前日呼出之節相達
　　　ニ而可有之候
　　　右之趣向々江可被達候事
　　　　壬八月
　　　御規式事都而御省略相成候ニ付而者以来年始
　　　御礼之節御流御盃斗被下時服者不被下候
　　　右之通候間為心得向々江可被達候
　　　　壬八月
一壬八月廿三日此度於　公辺羽織袴着用被　仰出候間於
　御手前も已来肩衣着用被相止候此段諸向江致通達
　候様御用人江御家老申渡之
一壬八月廿七日此度於　公辺被　仰出も有之候間御手前ニ而も
　着服御供装束之儀左之通被　仰出之
　　一御代拝
A0143-01978_077
　　　　　上下着用
　　一年中着服之事
　　　　年始三ケ日上下四日より平服
　　　一正月十一日御式済迄上下
　　　一五節句八朔上下
　　　一朔望廿八日平服
　　　右之外都而平服之事
　　　　但平服者袴斗之事也
　　　一熨斗目長袴千種白衣一切被相止
　　一初而之
　　　御目見家督之御礼上下之事
　　　　　〆
　　　　　御供装束之覚
　　　一網代塗笠
　　　一腰差提灯
　　　右御貸渡之事
　　　一割羽織　夏麻冬木綿うら紺カイキ
　　　一濃花色　紋自分紋三所
　　　一伊賀袴　紺呉呂フクリン
　　　　　御徒目付
　　　一割羽織紺色　自分紋壱ツ
　　　一小倉伊賀袴
　　　　　〆
（以下、「　」内は「不用」）
「一閏八月廿七日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　　献上物之使者其外御礼事等与服紗小袖
　　　　染帷子半上下着用可致候
　　　　右之趣向々江可被相達候事
　　　　　壬八月」
A0143-01978_078
一壬八月廿八日　御上洛被　仰出候ニ付為御待受御上京被成度
　儀ニ付御用番松平豊前守殿江左之通御願書被差出之
　　　今度
　　　御上洛被　仰出候処拙者家之儀者寛永三寅年
　　　六月
　　　台徳院様
　　　大猷院様御上洛之節伊予守忠昌国許ゟ
　　　上京
　　　御待請仕候同十一戌年右同人在府中
　　　大猷院様御上洛之節茂上京可致旨被
　　　仰出候ニ付帰国之上六月ニ至国許ゟ上京
　　　御待請仕候事ニ御座候右等之先規茂御座
　　　候間此度茂何卒上京被　仰付被下候様偏ニ
　　　奉願候右願之通被　仰付候ハヽ先規之通国許ゟ
　　　御先江致上京
　　　御待請仕度奉存候此段奉願候以上
A0143-01978_079
　　　　閏八月廿八日　　　　　松平越前守
一九月二日今度御拝領之御添屋敷為御引渡小普請方
　相越左之通申渡候ニ付御留守居草尾精一郎并御作事
　奉行御徒目付共罷出受取之
　　　常盤橋御門内酒井右京亮上ケ屋敷弐千
　　　百弐拾六坪余家作共越前守殿添屋敷被致
　　　拝領候ニ付引渡
一九月二日右同断受取相済候段為御届御用番松平
　豊前守殿江御留守居罷出
一九月五日
　慶永様総裁職被為蒙　仰候為御祝儀町在江左之通
　被下之
　　　白銀弐拾枚
　　　金壱両　　　　　　　　　福井町
　　　鰑弐百把
　　　金弐両弐歩　　　　　　　座頭共
　　　白銀壱枚　　　　　　　　瞽女共
A0143-01978_080
　　　右同断　　　　　　　　　誓願寺
　　　　　　　　　　　　　　　岡橋下
　　　白銀七枚半　　　　　　　川北領在々
　　　鰑五拾五把　　　　　
　　　白銀弐枚　　　　　　　　三国
　　　鰑拾五把
　　　右同断　　　　　　　　　金津
　　　白銀七枚半　　　　　　　上領在々
　　　鰑五拾五把　　　　　
　　　白銀弐枚　　　　　　　　五ケ村
　　　鰑拾五把　　　　　　　　粟田部
　　　白銀七枚半　　　　　　　中領在々
　　　鰑五拾五把
　　　白銀弐枚　　　　　　　　四ケ浦
　　　鰑拾五把
　　　白銀七枚半　　　　　　　下領在々
　　　鰑五拾五把
　　　白銀弐枚　　　　　　　　泥原新保浦
　　　鰑拾五把
A0143-01978_081
　　　右同断　　　　　　　　　松岡町
　　　白銀七枚　　　　　　　　御預所在々
　　　鰑五拾把
　　　白銀七枚　　　　　　　　府中町在
　　　鰑五拾把
　　　　〆
一九月八日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　来二月
　　　御上洛可被遊旨被　仰出候ニ付明後九日御礼過
　　　右御祝儀可申上候事
　　　　但常々惣出仕之振合ニ可相心得候
　　一出仕之面々右為御祝儀老中若年寄中宅江
　　　可相越候事
　　　　但万石以上病気幼少隠居之面々者月番之
　　　　　老中江使者可被差出候
　　一在国在邑之面々者飛札可差越候事
　　　　九月
A0143-01978_082
一九月八日今度御変革ニ付左之通被　仰出候段月番御家老
　本多修理夫々申渡之
　　　　　　　　　　　　　　　御側御用人
　　　　　　　　　　　　　　　御書院番頭
　　　　　　　　　　　　　　　御用人
　　　　　　　　　　　　　　　御留守居
　　　　　　　　　　　　　　　大御番頭
　　　　　　　　　　　　　　　御側役
　　　御政道之儀者諸役一般ニ不相成候半而者
　　　思召通りも自然行届兼候儀ニ付席合ニ而勤場
　　　相互ニ役所并詰所等江も時々罷越居一席之
　　　勤向一躰之様子も粗相心得心付候儀厚申談
　　　候様被　仰付候
　　　　　　　　　　　　　　　御留守居
　　　　　　　　　　　　　　　大御番頭
　　　思召被為　在候ニ付　御懇意之御取扱ニ
A0143-01978_083
　　　被　仰付日々朝之内　御座所江相詰支配向江
　　　厚心を尽し可被申談候且又別紙之通可被
　　　相心得候
　　　　　別紙
　　　今般御懇意之御取扱ニ被　仰付候ニ付而者
　　　都而御用人同様之振合ニ相心得毎朝之
　　　御機嫌伺等も御用人一列ニ罷出申上候様且時々
　　　御尋之儀も可有之候間
　　　御直ニも可被申上尤評定所御用部屋江茂
　　　案内無之罷出可被申達候
　　　　但詰所之儀者是迄之通
　　　　　　　　　　　　　　　新番頭
　　　右同断
　　　　　別紙
　　　御政道之儀者諸役一般ニ相成候儀勿論之
　　　事ニ付諸番頭江も相談可有之候依之時々
A0143-01978_084
　　　御尋之儀も可有之候間
　　　御直ニも申上候様且又今般御懇意之御取扱ニ
　　　被　仰付候ニ付而者是迄席合ニ而御近習ニ被指置候
　　　振合ニ相心得候様尤評定所御用部屋江も
　　　案内無之罷出可被申達候
　　　　但詰所之儀者是迄之通
　　　　　　　　　　　　　　　月番御用人江
　　　大御番無役組已来被相止候事
一九月八日農兵御取調ニ付郡奉行申談取斗候様月番
　御目付千本藤左衛門月番御奉行三岡石五郎江御家老
　申聞之
一九月八日近来不容易御時節ニ相成候ニ付而者農兵御取調
　之訳も有之候間鉄炮弾薬等之儀御指支無之様可取斗旨
　製産方頭取岡島恒之助江御家老申聞之
一九月十日先達而御添屋敷御拝領ニ付為御礼被指出候
　御書今朝御用番江御留守居持参指出之
A0143-01978_085
一九月十一日
　慶永様　御登　城於　御座之間　御目見
　上意を以御上洛御供被為蒙　仰
一九月十一日右同断ニ付御承知之上御礼勤之儀御用番江
　御伺書被指出候処御附札を以御飛札被指出候様御差
　図有之
一九月十二日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　来二月
　　　御上洛御往返東海道御旅行之事ニ候就而者
　　　御道筋諸大名城々御休泊ニも可被　仰付儀ニ
　　　候得共此度之儀ハ諸事格別御手軽ニ被遊領主
　　　々々者勿論下々迄も無益之失費無之様ニとの
　　　思召ニ而城々　御旅館ニハ不被　仰付候駿府
　　　御城之外ハ都而宿々本陣并寺院等
　　　御旅館ニ可被　仰付尤本陣とても御座所等
　　　新規補理ニ不及其外御道筋道橋等も
A0143-01978_086
　　　取繕ニ不及候若難捨置場所も有之候ハヽ
　　　手軽ニ取繕可申付候
　　　　九月
　　　小笠原図書頭事老中格被　仰付候間御礼事
　　　其外御三家始諸大名其外共向後老中之通り
　　　可相越候尤贈物も可為老中之通候在国在邑之
　　　輩ゟ老中江連札差越候節可為格状候
　　一願書之宛所等不及書入候
一九月十三日此度諸御献上物御差止ニ相成候ニ付生鱈
　并御捉飼之雁鴨御献上之儀ニ付左之通御用番江伺書
　差出候処追而御附札之通御差図有之
　　　今度御触達御座候ニ付越前守年中献上物
　　　之儀御達有之分ハ是迄之通献上仕候右之外
　　　例年寒中両度献上仕候生鱈并御暇之節
　　　拝領之御鷹ニ而捉飼候雁鴨献上之儀ハ由緒も
　　　御座候得者是迄之通献上仕度奉存候此段
A0143-01978_087
　　　奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　九月十三日　　　　　　雨森儀右衛門
　　　　　別紙
　　　松平越前守ゟ寒中生鱈献上之儀者慶長
　　　十九寅年十二月大坂
　　　御陣之節
　　　両御所様江献上仕候処
　　　御機嫌ニ被
　　　思召年々献上仕候様ニとの
　　　御沙汰御座候ニ付以来連綿と献上仕来候
　　　事ニ御座候
　　　　御附札
　　　　　生鱈之儀者是迄之通可有献上候雁鴨之儀者
　　　　　不及献上候
一九月十三日此度於　公辺も被　仰出有之ニ付出仕之儀左之通
　被仰出之
　　　五節句　　毎月朔日
A0143-01978_088
　　　　但臨時五節句朔日共御礼相止候月ハ十五日ニ
　　　　　御礼被為　請候事
　　　年始　　　正月十一日
　　　右者前々之通御礼被為　請候事
　　　　毎月十五日　　三月朔日
　　　　五月朔日　　　七月朔日
　　　　九月朔日　　　十二月廿八日
　　　右日限之分者以来御礼相止候事
　　一十二月廿八日御礼被相止候ニ付末之番外以上之
　　　面々者　御座所江罷出御祝儀可申上候事
　　　　但平服之事
　　一五節句朔望廿八日　御座所江罷出候面々
　　　平服之事
　　　　但五節句表御番之面々ハ是迄之通ニ候事
一九月十五日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　月次御礼并別御礼共是迄御奏者番披
A0143-01978_089
　　　露ニ而御礼申上候面々向後披露無之御太刀
　　　目録者自分ニ而持出候様可被達置候
　　　　但引太刀之儀者都而両番頭ニ而相勤候事
　　　　　九月
一九月十五日御坊主組頭中島九朴ゟ左之通御留守居共
　まて申来ル
　　　松平肥後守此度上京ニ付而者諸家ゟ餞別
　　　相贈又ハ見立使者差出城下宿々ニ而者其所之
　　　御代官領主地頭ゟ馳走人等差出候儀堅相断
　　　度旨松平肥後守申聞候旨豊前守殿被　仰聞
　　　候段松平対馬守殿被申聞候間申進候以上
　　　　九月十五日
一九月十九日先達而
　慶永様御不快之節伊東長春院を以
　御尋有之候為御礼
　御三所様江御文被差出之
A0143-01978_090
一九月十九日已来襠高袴馬乗袴割羽織着用
　御座所江出勤致勝手次第候様被　仰出之
一九月廿一日御在国中　公辺御勤向之儀已来江戸表
　引請取扱候様月番御用人佐野小太郎江御家老
　申渡之
一九月廿一日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　今般諸役人供連減少被　仰出其上諸家
　　　在府之向も相減候ニ付而者是迄町方請ニ而
　　　召抱置候足軽中間等追々ニ暇指出候向も可
　　　有之古郷を離れ年来武家方奉公致居
　　　候者共多候ハヽ仕覚候手業も無之俄ニ生活を
　　　失ひ可為難儀候間当地ニ而身分片付方無之
　　　旧里江帰郷相願候者ハ御手当被下御料者御代官
　　　御預所役人万石以上者領主家来万石以下知行
　　　給知且寺社領之分ハ家来又ハ村役人等呼出
　　　町奉行ゟ可引渡遣間所役人并身寄之者江
A0143-01978_091
　　　引渡帰農為致農業出来兼候者夫人ニ遣候か
　　　又者山海之稼等為致郷里ニ安住致し候様厚
　　　世話可致候
　　　　九月
　　一正月十四日平服
　　一五月廿五日
　　　御誕生日御祝是迄之通
　　一十二月十三日平服
　　　　但御規式ニ拘り候者斗服紗小袖半袴
　　一節分是迄之通
　　　　但同断
　　　　九月
一九月廿三日御縁組之御願書今朝介御用番水野和泉守殿
　御宅江［御用御頼御先手］田付主計殿を以御進達有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平阿波守娘
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江
A0143-01978_092
　　　右縁組奉願候以上
　　　　九月廿三日　　　　　　松平実之助
　　　　　例書
　　　　　　　　　　　　　　天保十一子年四月
　　　　　　　　　　　　　　　細川越中守娘
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江
　　　右縁組奉願候以上
　　　　四月十三日　　　　　　松平日向守
一九月廿三日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　御曲輪内外屋敷々々ニおゐて銃隊調練
　　　之節金鼓貝三器とも相用不苦儀と相心得
　　　向後伺ニ不及其段可相届空炮打試候儀も
　　　伺ニ不及掛り御目付江可問合候尤着具旗幟
　　　等相用候歟角場取立候儀者是迄之通可被
　　　心得候
　　　　九月
一九月廿六日神奈川奉行竹本甲斐守殿ゟ左之通
A0143-01978_093
　申来ル
　　　今廿六日当港碇泊之英吉利蒸気軍艦
　　　一艘出帆いたし候間為心得相達申候其筋
　　　役人中江通達有之候様存候此廻章早々
　　　相達留ゟ可被相返候以上
　　　　九月廿六日
一九月廿七日去ル三日
　慶永様江品々御拝領物有之候為御礼御内証ゟ
　御文被差出之
（以下、「　」内は「不用」）
「一九月廿七日西尾十左衛門農兵掛り操練頭取被　仰付」
一九月廿八日
　慶永様総裁職被為蒙　仰候為御祝儀於
　御本丸御家中之面々江御吸物御酒被下之
一九月廿八日御坊主組頭田中正庵ゟ左之通御留守居
　とも迄申来ル
　　　刑部卿殿近々御上京之節東海道筋差支
A0143-01978_094
　　　之儀有之候ニ付中山道通り被相越候間諸事
　　　最前相達候通ニ相心得候様豊前守殿被仰聞
　　　候段松平対馬守殿被申聞候間申進候以上
　　　　九月廿七日
一九月廿九日御召服之儀左之通被　仰出之
　　一御熨斗目長御上下之廉々惣而
　　　御服紗半御上下之事
　　一継御上下之廉々者都而御袴斗之事
　　一染御帷子之廉者是迄之通ニ候事
　　一御白衣之廉者染御帷子之事
　　一九月九日花色ニ無之御服紗之事
　　一五節句八朔御礼被為　請候節御上下之事
　　一月次御礼被為　請候節者御袴斗之事
A0143-01978_095
　　一御稽古始御上下御納之節者御袴斗
　　　之事
　　一御方々様御使被為　請候節御袴斗之事
　　　　但五節句八朔等御上下之節者其儘
　　　　　被為　請候事
一十月三日本多内蔵助養子之儀ニ付左之通御願書御用番江
　［御用御頼御先手］田付主計殿を以被差出候処夕方御留守居
　御呼出ニ而御附札之通御差図有之
　　　拙者家来本多内蔵助儀男子無之候処於
　　　国許相応之者無御座候ニ付谷大膳亮次男
　　　興之輔儀養子ニ仕度段内蔵助相願申候右
　　　願之通被　仰付被下候様於拙者相願申候已以上
　　　　九月十九日　　　　　　松平越前守
　　　　御附札
　　　　　可為勝手次第候
一十月五日右同断御差図済ニ付御承知之上御礼勤之儀
A0143-01978_096
　如何御心得可被成哉之旨御用番水野和泉守殿江
　御窺書被差出候処御飛札被差出候様御差図
　有之
一十月五日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処左之通
　御書付一通御渡有之
　　　　　　　　　　　　　　袖うら
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来江
　　　御用之儀候間明六日松平越前守為名代
　　　一類中一人登　城候様可仕候
　　　　十月五日
　右ニ付為　御名代実之助様御登　城被成候段御用番江
　御届有之
一十月六日実之助様御登　城被成候処於御黒書院溜
　御老中并小笠原図書頭殿列座御用番水野和泉守殿
　左之通御書付を以御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　来二月
A0143-01978_097
　　　御上洛之節如先規
　　　御先ニ上京御待請被致度旨願之趣達
　　　御聴候処尤之儀ニ
　　　思召候得共今度
　　　御上洛ニ付而者下々不及難儀様ニとの厚
　　　御趣意ニ而格別御省略諸事御先例ニ不被
　　　為拘御手軽ニ可被遊
　　　御上洛　思召ニ付此度ハ面々御供ニ者不被
　　　召連　思召ニ候乍然右　御趣意之趣厚被
　　　相心得道中筋人馬遣等を始下々迷惑ニ
　　　不相成様之見込有之格別手軽ニ上京
　　　供奉被相勤候儀ニ候ハヽ強而御指留被遊候
　　　御儀ニハ無之候間国許ゟ上京之儀ハ勝手次第
　　　可致旨被　仰出之
　相済実之助様直ニ此御屋形江御出被成被　仰出之御書付
　御家老江御渡被成
A0143-01978_098
一十月七日右同断ニ付御承知之上御礼勤之御窺書
　御用番江被指出候処御附札を以御飛札被差出候様
　御差図有之
一十月七日　御上洛被　仰出候ニ付為御歓被指出候御書今朝
　御用番江御留守居大道寺七右衛門持参差出之
一十月九日右同断之節
　慶永様御供被為蒙　仰候為御礼被差出候御書御用番江
　御留守居持参差出之
一十月九日御家老芦田信濃　思召有之御役御免
　被成
一十月九日御家中末々迄御借米之内当年之儀茂昨年
　之通夫々御用捨被成下旨被　仰出之
一十月十五日
　慶永様総裁職被為蒙　仰候為御祝儀
　思召を以於　御座所鉄炮之間御家中休息之面々
　御目見被　仰付御吸物御酒被為頂戴之
A0143-01978_099
一十月廿二日本多内蔵助養子興之輔在所江引越候ニ付
　御関所駕乗之儀ニ付左之通御目付神保伯耆守殿江
　差出置候処今朝御書取を以御差図有之
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来江
　　　　　　　　　　　　　　内蔵助養子
　　　　　　　　　　　　　　　本多興之輔
　　　右者此度在所江為引越候ニ付相州箱根遠州
　　　今切上州碓氷越後市振関川御関所家格
　　　之通駕乗之儀指支無之様御達被成下候様
　　　奉願候且又内蔵助儀者駕乗願済之儀ニ
　　　候得共久々病気罷在当節出府等可仕躰ニ
　　　無御座候間御除名被成下候様仕度此段相願
　　　申候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十月十八日　　　　　　大道寺七右衛門
　　　　御書取
　　　　　書面之通者御関所預江申達候
（以下、「　」内は「不用」）
「一十月廿三日内蔵助養子本多興之輔今朝江戸屋敷出立」
一十月廿八日御座所於御座之間御家老山県三郎兵衛
A0143-01978_100
　出精相勤候ニ付　思召を以　御手自御短刀頂戴被　仰付
　并本多飛驒松平主馬御代替以来御政事向格別致
　勤労　御満足ニ　思召依之弐百石宛御加増被　仰付
一十月廿九日
　公方様　御台様御痲（麻）疹ニ付御機嫌為御伺御用番
　水野和泉守殿江御使者御留守居被指差出之
一十月廿九日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　万石以上嫡子之面々参府在国在邑とも
　　　勝手次第之旨先達而相達置候処
　　　御目見并官位も被　仰付候面々ニハ為伺御機嫌
　　　五ケ年メ毎ニ参府可被致候尤御暇之儀者在府
　　　日数ニ不拘願次第御暇被下ニ而可有之候
　　　　十月
　　　諸大名御暇之割御改革被　仰出候ニ付而者
　　　御目見相済候者ハ十七歳以下ニ而も外並
　　　之通御暇可被下候且又
A0143-01978_101
　　　御目見未済輩も願次第御暇被下ニ而可有之候
　　　就而者十五歳以下
　　　御目見未満之面々御暇被下候得者十五歳
　　　相成候迄ハ国邑ニ罷在不苦拾五歳ニ及候ハヽ
　　　兼而被　仰出候参勤割合ニ不拘出府初而
　　　御目見可被相願候且又十五歳以下ニ而も参府
　　　御目見相願度面々ハ勝手次第相願不苦候
　　　尤出府初而
　　　御目見相済候者ハ年齢ニ不拘参勤期限之
　　　儀者先達而被　仰出候割合之通可被相心得候
　　　右之通被　仰出候間
　　　御目見未済之者御暇相願度面々ハ来二月
　　　御上洛相済候迄ハ是迄之通相心得
　　　還御以後相願候様可被致候
　　　　但御目見未済之面々御暇之儀者別段拝領物等
　　　　　無之老中宅ニ而相達ニ而可有之候条可被存
A0143-01978_102
　　　　　其趣候
　　　　十月
　　　献上馬旋毛之儀寛政度御免之廉々被　仰出も
　　　有之候得共向後ハ都而御構無之生来壮実ニ
　　　足爪宜馬献上可致歳之儀も八歳迄ハ不苦兼而
　　　被　仰出も有之事故尾筋切候馬一切献上不致様
　　　可被心得候且献上之節御廏向之もの相頼撰
　　　請候向も有之手数相掛候様相聞候ニ付向後ハ
　　　御廏向江撰方相談ニ不及儀と可被心得事
　　　右之趣万石以上家督御礼之節馬献上仕来候
　　　面々江可被相触候
　　　　十月
　　　今度格別之
　　　思召を以諸家献上物御免被　仰出候得共御馬
　　　之儀者只今迄之通献上候様可被致候尤御馬撰方
　　　之儀者先達而家督御礼之節献上之儀相達
A0143-01978_103
　　　候通可被相心得候
　　　　十月
一十一月朔日着服之儀左之通被　仰出之
　　一熨斗目長袴ハ以来被廃止候事
　　一御本丸年始御礼式有之日罷出ル面々惣而
　　　上下着用之事
　　一御座所正月三ケ日上下着用四日ゟ平服之事
　　一大晦日節分正月六日十四日年越之節々惣而
　　　平服之事
　　　　但御式相勤候面々者是迄之通ニ候事
　　一御本丸并
　　　御宮其外共御祈祷事有之節出席之面々
　　　着服是迄之通上下着用之事
　　　　但御祈祷席江不罷出面々ハ平服之事
　　一奥向之面々結構被　仰付候節
　　　御前御礼申上候面々是迄之通上下着用
A0143-01978_104
　　　之事
　　一恐悦事惣而平服之事
　　　　但上下着用有之日者其儘可申上筈之事
　　一出立到着之
　　　御目見被　仰付候節平服之事
　　一拝知之御書出被下候節頂戴之面々者
　　　是迄之通上下着用出席之面々者平服之事
　　一評定所始納とも平服之事
　　一大晦日御側御用人御用人御側役御留守居大御番頭
　　　歳暮御祝儀として
　　　御休息所江罷出候節平服之事
　　一御方々様御使事有之節御使相勤候面々
　　　惣而平服之事
　　　　但五節句八朔等上下着用之節ハ其儘相勤
　　　　　候事
　　一御鷹方御馬方江
A0143-01978_105
　　　御発駕前御品物御酒等被下候節平服之事
　　一御拝領之御鷹御馬拝見被　仰付候節平服之事
　　一新米御祝被遊候節上下着用之日ニ無之
　　　候ハヽ出席之面々平服之事
　　一御出殿之節被　召出之御徒　御目見被　仰付候節
　　　披露之御徒頭平服之事
　　一嘉祥平服之事
　　一御稽古始是迄之通上下着用御納之節者
　　　平服之事
　　一御参詣之節御先番之面々着服是迄之通
　　　上下着用之事
　　一年始御参詣之節御供之面々着服右同断
　　一公儀御法事ニ付
　　　御参詣之節御供之面々着服右同断
　　一御代拝之面々着服右同断
　　一御法事之節着服是迄之通上下着用之事
A0143-01978_106
　　一御菩提所初永平寺両本願寺等江之御使者
　　　惣而平服之事
　　　　　但御法事之節御寺江之御使是迄之通ニ候事
　　一家督之御礼初而之
　　　御目見被　仰付候節披露之御用人并御長蚫
　　　役之表御小姓着服是迄之通上下着用之事
　　一夏足袋之儀以来勝手次第相用不苦候
　　　御前辺且御用召等之節ハ是迄之通相心得
　　　御前辺等江足袋用候節ハ其時々申達可
　　　相用候事
一十一月二日御上京并本多内蔵助養子御願之通被
　仰出候為御礼被差出候御書今朝御用番井上河内守殿江
　御留守居持参差出之
一十一月三日御家老狛山城御上京御供被仰付之
一十一月七日御用番江御呼出御留守居罷出候処
　公方様御痲（麻）疹御酒湯被為　召候御祝儀御献上物之
A0143-01978_107
　御窺書ニ左之通御附札を以御差図有之
　　　公方様御麻疹御酒湯被為
　　　召候為御祝儀
　　　公方様
　　　御台様
　　　天璋院様江松平越前守ゟ献上物仕度
　　　奉存候此段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十一月三日　　　　　　草尾精一郎
　　　　御附札
　　　　　公方様江献上物者以書付相達候
　　　　　御台様
　　　　　天璋院様江者差上物ニ不及候
　　　　　　　　　　　　　　袖うら
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江
　　　公方様御麻疹被遊
　　　御酒湯被為
　　　召候為御祝儀
　　　公方様江
　　　　一種五百疋　　　　　　松平越前守
A0143-01978_108
　　　右明後九日以使者可被指上候
　　　　十一月七日
一十一月八日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　一公方様御酒場被為
　　　召候為御祝儀明後九日四時服紗小袖
　　　麻上下着用惣出仕之事
　　　　但病気幼少隠居之面々者月番之老中江
　　　　　以使者御祝儀可申上事
　　一在国在邑之面々者飛札可差越事
　　　一在国在邑之隠居ゟも飛札可差越事
　　　　　十一月七日
一十一月九日
　公方様御麻疹御酒湯被為　召候為御祝儀御使者
　御留守居介津田左蔵を以干鯛一箱御樽代五百疋
　被献之
一十一月十日
A0143-01978_109
　公方様　御台様御酒場之為御祝儀
　慶永様江御拝領物有之候ニ付御承知之上御礼勤之儀
　御窺書御用番江被差出候処御飛札被差出候様御差図
　有之
一十一月十一日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　万石以上之面々江例年御鷹之鳥被下来候処
　　　御鷹捉飼場江被差遣候ニ付而者庶民困窮之
　　　折柄自然農業之妨ニも相成難渋之趣も
　　　有之諸家拝領之面々ニも彼是手数之筋不少
　　　哉ニ相聞候間以来御鷹之鳥被下間敷旨被
　　　仰出候此段例年御鳥被下候面々江可被達候
　　　　十一月
一十一月十五日　安姫様御髪置御祝儀有之
一十一月廿日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処左之御書付
　一通御渡有之
　　　　　　　　　　　　　　袖うら
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前家来江
A0143-01978_110
　　　御用之儀候間明日四時松平越前守為名代
　　　一類中一人登　城候様可仕候
　　　　十一月廿日
　右ニ付為　御名代実之助様御登　城被成候段御用番江
　御届有之
一十一月廿一日実之助様御登　城被成候処於御白書院縁頰
　御老中列座介御用番松平豊前守殿左之通被仰渡之
　　　縁組願之通被　仰付候旨
　右御請被　仰上御退出掛ケ直ニ此御屋形江御出被　仰渡
　之趣御家老岡部豊後江被　仰聞之
一十一月廿一日右同断ニ付御承知之上御礼勤之御窺書
　御用番江被差出候処御使札被差出候様御差図有之
一十一月廿一日
　公方様　御麻疹ニ付御機嫌為御窺被指出候御書
　今朝御用番江御留守居持参指出之
　　但御内証ゟも御文被差出之
A0143-01978_111
一十一月廿一日　御台様右同断ニ付奥ゟ伺之上御内証ゟ
　御文被差出之
一十一月廿三日御縁組御願之通被仰出候為御祝儀松平阿波守様
　御初御方々様江御使御用人波々伯部源大夫を以左之通
　被進之
　　　茂昭様ゟ
　　　　阿波守様江
　　　　　昆布　　　　一箱
　　　　　塩鯛　　　　一箱
　　　　　御樽代　　　千疋
　　　　同淡路守様江
　　　　　塩鯛　　　　一箱
　　　　　御樽代　　　五百疋
　　　慶永様ゟ
　　　　阿波守様江
　　　　　塩鯛　　　　一箱
　　　　　御樽代　　　五百疋
　　　勇姫様ゟ
　　　　阿波守様江
　　　　　右同断
　　　　　〆
A0143-01978_112
　右ニ付阿波守様ゟも御使御用人中尾佐五右衛門を以左之通
　被進之
　　　茂昭様江
　　　　阿波守様ゟ
　　　　　昆布　　　　一箱
　　　　　塩鯛　　　　一箱
　　　　　御樽代　　　千疋
　　　　淡路守様ゟ
　　　　　塩鯛　　　　一箱
　　　　　御樽代　　　五百疋
　　　慶永様
　　　勇姫様江
　　　　阿波守様ゟ
　　　　　塩鯛　　　　一箱　　ツヽ
　　　　　御樽代　　　五百疋
　　　　　〆
一十一月廿四日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　御台様御事
　　　御所向ニ而者
　　　和宮様与被　称当地ニ而者
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　　　御台様与奉称候処以来当地ニおゐても
　　　和宮様与可奉称候
　　　　十一月
　　　　　　　　　　　　　　　徳川刑部卿殿
　　　被任中納言候ニ付向後一橋殿或者一橋中納言殿与
　　　称可申事
　　　　十一月
一十一月廿五日坂井郡中庄村武左衛門娘つた孝心奇特之
　儀ニ付御褒美被下之并丹生郡茱崎浦助三郎去ル廿ニ日
　夜山崩潰家ニ付御救被下之
一十一月廿六日於評定所被仰出之書付高知を始諸月番江
　左之通御家老酒井外記申渡之
　　　御家中次男弟伯父甥等弐拾五歳以上之
　　　面々江此度
　　　思召を以三人扶持ツヽ御扶助被成下候旨被
　　　仰出候間此段相心得御目付共江可申談候事
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一十一月廿六日町奉行浅野備前守殿ゟ呼出有之御留守居
　下役篠原充助罷出候処左之書付一通被相渡之
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来
　　　一死罪　　　　　　　　　橋本左内
　　　右之者親類身寄之者御糺早々可被申聞候
　　　　戌十一月
　右ニ付左之通御同所江充助書付持参差出之
　　　　　　　　　　　　　　橋本左内弟
　　　　　　　　　　　　　　　橋本琢磨
　　　右者越前守家来ニ而当時医術為修行
　　　上屋敷内ニ罷在候此段御尋ニ付申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十一月廿六日　　　　　篠原充助
一十一月廿七日賀代姫様来月三日徳島表江御発途ニ付
　御用番江左之通御届書差出之
　　　松平越前守縁女松平阿波守様御娘近々
　　　阿波守様御国許江被差越追而双方御国許ゟ
　　　国許江引越候様致度段申合候此段御届
　　　申上候以上
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　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十一月廿七日　　　　　津田左蔵
一十一月廿七日町奉行浅野備前守殿家来ゟ左之通御留守居迄
　申来ル
　　　　　　　　　　　　　　御家来
　　　　　　　　　　　　　　　橋本琢磨
　　　右者御赦之儀ニ付被申渡候儀有之候間麻上下
　　　着用明廿八日六時同道人指添備前守御役
　　　所江罷出候様可被成候此段拙者共ゟ可得
　　　御意旨備前守申付如此御座候以上
　　　　　　　　　　　　　　浅野備前守内
　　　　十一月廿七日　　　　　杉本銅蔵
　　　　　　　　　　　　　　　安達直右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　玉置清之進
　　　　松平越前守様
　　　　　　　　御留守居中様
一十一月廿八日吉辰ニ付 賀代姫様江御結納被進之
一十一月廿八日御留守居下役島崎勘右衛門橋本琢磨同道
　町奉行江罷出候処浅野備前守殿左之通直達有之
　　　　　　　　　　　　　水戸殿家老
　　　　　　　　　　　　　　安島帯刀親類
　　　　　　　　　　　　　同家来
　　　　　　　　　　　　　　　新家半之允
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　　　　　　　　　　　　　同家来
　　　　　　　　　　　　　　　鵜飼吉左衛門
　　　　　　　　　　　　　同人忰
　　　　　　　　　　　　　　　鵜飼幸吉
　　　　　　　　　　　　　　　右両人共身寄無之ニ付
　　　　　　　　　　　　　同家来
　　　　　　　　　　　　　　　川又友三郎
　　　　　　　　　　　　　同家来
　　　　　　　　　　　　　　茅根伊予之助親類
　　　　　　　　　　　　　同家来
　　　　　　　　　　　　　　　大内市五郎
　　　　　　　　　　　　　御小姓組
　　　　　　　　　　　　　　仙石右近組之節
　　　　　　　　　　　　　　曽我権右衛門家来
　　　　　　　　　　　　　　医師
　　　　　　　　　　　　　　春堂養父
　　　　　　　　　　　　　　飯泉喜内忰ニ而
　　　　　　　　　　　　　当時
　　　　　　　　　　　　　　浅草陸尺屋敷
　　　　　　　　　　　　　　義三郎地借
　　　　　　　　　　　　　　町医
　　　　　　　　　　　　　　　右春堂
　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来
　　　　　　　　　　　　　　橋本左内弟
　　　　　　　　　　　　　同家来
　　　　　　　　　　　　　　　橋本琢磨
　　　　　　　　　　　　　松平大膳大夫家来
　　　　　　　　　　　　　　杉百合之助江引渡
　　　　　　　　　　　　　　蟄居申付置候浪人
　　　　　　　　　　　　　　吉田虎次郎親類
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　　　　　　　　　　　　　同家来
　　　　　　　　　　　　　　　幾度一郎次
　　　右安島帯刀鵜飼吉左衛門同幸吉茅根
　　　伊予之助飯泉喜内橋本左内吉田虎次郎
　　　儀先達而御仕置被仰付候処京都ゟ被　仰出候
　　　厚御趣意も有之ニ付此度　御免被　仰付候墓
　　　石等取建候共不苦候依之其方共江申渡候間
　　　一同難有可奉存候
　　　　　　　　　　　　　　水戸殿家来
　　　　　　　　　　　　　　　藤田伝八郎
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来
　　　　　　　　　　　　　　　島崎勘右衛門
　　　　　　　　　　　　　　松平大膳大夫家来
　　　　　　　　　　　　　　　末国又左衛門
　　　　　　　　　　　　　　曽我権右衛門家来
　　　　　　　　　　　　　　　元木新八郎
　　　右者水野和泉守殿依御差図申渡候間得
　　　其意水戸殿家老中并銘々主人江可申聞候
一十一月晦日御縁組御願之通被　仰出候ニ付高知を始諸月番江御家老酒井外記
　申渡之
一十一月晦日御家老山県三郎兵衛近来耳遠ニ付内願之通
　御役　御免被成隠居被　仰付
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一十一月晦日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　来二月
　　　御上洛御供之面々町方ゟ雇駕籠之者宰領馬
　　　諸日雇賃銀共省略之上格別際立直段引
　　　下ケ御奉公筋与相心得出精可致旨町方江
　　　相触候京都迄之夜道脇道賃共直段書兼而
　　　町奉行江為指出置候間雇候面々其心得ニ而
　　　可相雇候引請方之儀者平日出入之もの又ハ
　　　最寄ニ而申付候共勝手次第可致候尤通日雇
　　　引請候者不筋之申合等致し不正之取斗於
　　　有之者町奉行江其段可被相達候奉行所ニ而
　　　吟味有之筈ニ候事
　　一武士方一季居之奉行人極り月ニ至候共主人
　　　勝手次第只今迄之請人ニて其儘召仕候筈ニ
　　　候間主人ゟ暇出候儀者格別奉行人ゟ暇取候儀
　　　仕間敷旨町方江相触候間其旨可被相心得候
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　　　若違背いたし候者有之候ハヽ其段町奉行
　　　所江可被相達候
　　　右者御供御留守之面々も同様之儀ニ候事
　　　　十一月
　　　諸道中筋御用荷物其外とも車相用られ候
　　　場所者車ニ而運送不苦候尤小形ニ補理往来之
　　　妨ニ不相成道橋破損不致様心を用引通し
　　　可申候
　　　　十一月
一十二月朔日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　今度京都ゟ厚
　　　御趣意を以大赦被　仰出候義も有之候ニ付而者
　　　銘々領分等ニ於テ
　　　皇国之御為ト存込其所行法憲ニ触候而
　　　死罪牢死流罪幽閉等之者有之候ハヽ其段
　　　委細取調名前等認出候様可被致候右之趣
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　　　万石已上以下之面々江可被相達候
　　　　十一月
一十二月三日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　御代替ニ付来亥年より諸国巡見之儀可被
　　　仰出処此程厚御趣意を以参勤之期限
　　　御猶予被成下候折柄ニ付差定り候巡見之儀ハ
　　　御差止相成候尤御目付御使番ニ而諸事簡易ニ
　　　致し海陸両道より不時ニ見廻り可申候間
　　　兼而其旨相心得可有之候尤見廻候節々
　　　領主々々ニおゐて無益之手数相省き候様
　　　可被致候
　　　　十一月
一十二月五日
　公方様御痲（麻）疹御酒湯為御祝儀被差出候御書御用番江
　御留守居持参差出之
一十二月十一日為歳暮御祝儀　和宮様ゟ御使御広敷
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　番之頭鈴木登作殿を以白銀拾枚干鯛一箱初而
　御拝領
　慶永様江茂同断御拝領有之
一十二月十一日右同断ニ付御礼勤之御窺御用番江被指出
　候処御使札被差出候様御差図有之
一十二月十三日於営中板倉周防守殿御渡之
　勅諚写一通并
　慶永様御演達之御書付写二通松平美濃守殿より
　御順達有之
　　勅諚
　　　先般墨夷仮条約無余儀次第ニ而於神奈川
　　　調印使節江被渡候儀猶又委細間部下総守
　　　上京被及言上之趣候得共先達而
　　　勅答諸大名衆議被　聞食度被　仰出候詮も
　　　無之誠
　　　皇国重大之儀調印之後言上
　　　大樹公
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　　　叡慮御伺之御趣意も不相立尤
　　　勅答之御次第ニ相背軽卒之取斗
　　　大樹公賢明之処有司心得如何与御不審被
　　　思召候右様之次第ニ而者蛮夷之儀者暫指置
　　　方今御国内之治乱如何与真深被悩
　　　叡慮候何卒公武御実情を被尽御合躰永久
　　　安全之様ニ与偏ニ被
　　　思召候三家或大老上京被　仰出候処水戸尾張
　　　両家慎中之趣被　聞食且又其余宗室之向も
　　　同様御沙汰之由も被　聞食及候右者何等之
　　　罪状ニ候哉難被斗候得共柳営羽翼之面々
　　　当今外夷追々入津不容易之時節既ニ人
　　　心之帰向ニも可相拘旁被悩
　　　宸裏候兼而三家以下諸大名衆議被
　　　聞食度被　仰出候者全永世安全公武御合躰
　　　ニ而被安
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　　　叡慮候様被
　　　思召候儀外慮斗之儀ニも無之内憂有之候
　　　而ハ殊更深被悩
　　　宸襟候彼是国家之大事候間大老閣老其他
　　　三家三卿家門列藩外様譜代共一同群議評定
　　　有之誠忠之心を以得与相正し国内治平公武
　　　御合躰弥御長久之様
　　　徳川御家を扶助有之内を整外夷之侮を
　　　不受様ニ与被
　　　思召早々可致商議
　　　勅諚候事
　　　　十二月
　　春嶽殿演達
　　　先年田安大納言殿御後見中御政事向
　　　御不都合之事共有之対京師深被奉恐入
　　　依之此度御官位一等御辞退且御隠居
　　　御願も有之都而無御拠被
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　　　思召候ニ付右之段京師江被
　　　仰進候猶御沙汰可有之候得共為心得相達候事
　　　　十二月
　　同断
　　　先年以来御政事向品々不宜候事共有之被
　　　為対
　　　天朝恐入被為
　　　思召御官位御一等御辞退被遊度との
　　　上意ニ付中納言殿始一同奉恐入再応申上候得共
　　　此程御咎筋等夫々被　仰出候も畢竟御不行
　　　届ゟ之御儀与深被為省御許容不被為
　　　在候誠以恐入難有
　　　思召ニ候条銘々厚可相心得候事
一十二月十五日於営中板倉周防守殿御渡之
　勅諚写一通并　勅使持参之御書付写一通周防守殿
　御直達之御書付二通松平美濃守殿ゟ御順達有之
　　勅諚
　　　攘夷之念先年来到今日不絶日夜患之
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　　　於柳営各々変革施新政欲慰朕意
　　　怡悦不斜然挙天下於無攘夷一定人心
　　　難到一致乎且恐人心不一致異乱起於邦
　　　内早決攘夷布告ニテ大小名如其策略武
　　　臣之職掌速尽衆議定良策可拒絶醜
　　　夷是朕意也
　　　　十二月
　　　今般攘夷之儀決定有之天下江布告ニも
　　　相成候上者外夷何時海岸を却掠し幾内ニ
　　　闌入之程も難測候間禁闕之
　　　御守衛厳重被　仰付度被
　　　思食候然処海国者夫々防禦向も有之
　　　海岸ニ引離候諸藩者救援之手当等有之
　　　候事ニ付辺鄙ゟ幾内ニ警衛差出居候而者
　　　自然不行届之筋も可出来且自国之兵備
　　　手薄ニ相成国力之疲弊ニも可至候間京師
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　　　守護之儀者御親兵とも可称警衛之人数を
　　　不被置候半而者実以
　　　宸襟をも不被安候間諸藩ゟ身躰絶幹忠
　　　勇気節之徒を令撰募時勢ニ従ひ旧典を
　　　御斟酌ニ相成御親兵与被遊度被
　　　思召候右親兵被為置候ニ付而者武器食料等
　　　准之候間是又諸藩江被　仰付石高相応貢
　　　献致し候様被遊度候但此等之儀者制度ニ
　　　相渡候事ニ付於関東取調諸藩江伝達
　　　有之候様被　仰出候最即今之急務ニ候間
　　　早速評定可有之
　　　御沙汰被為在候事
　　　　十二月
　　周防守殿直達
　　　先年中水戸中納言殿江御渡ニ相成候
　　　勅諚其頃井伊故掃部頭等不都合之取斗
　　　致し置候ニ付此度改而御承奉之儀水戸
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　　　中納言殿江被　仰出候右
　　　勅諚之趣銘々厚相心得候様被　仰出候事
　　　　十二月
　　　此度
　　　勅書之通被　仰出候ニ付而者銘々之策略被為
　　　聞食度被
　　　思召候間見込巨細相認来二月
　　　御上洛前迄ニ早々可被指出候依而者御国内之
　　　人心一致ニ無之而者難相成儀ニ付兼而も申達
　　　置候得共尚此上別而入念武備厳重相整候様
　　　可被心掛候尤委細之儀者衆儀之上
　　　叡慮御伺ニ相成候間方今無謀之所行無
　　　之様銘々家来下々江も屹度可被申付置
　　　候事
　　　　　　十二月
一十二月十六日御家老松平主馬来春御上京御供
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　被仰付
一十二月十六日左之通取扱候様月番御目付市村勘右衛門江
　御家老書付相渡之
　　一部屋往ニ而も養子可仕年頃迄実子無之候ハヽ
　　　養子願以来勝手次第之事
　　一養方ニ而伯母姪之続ニ相当候者実方ニ而之
　　　続合無之候ハヽ以来妻縁不苦尤養方ニ而続
　　　合之名目相定り候後者願御取揚無之事
　　　　但養方ニ而名目相定候とも拾歳末満迄ハ
　　　　　御用捨之事
　　一弟を養子ニ相願来候得共以後相続与相願
　　　可申候且又及末期実子虚弱ニ付他ゟ養子を
　　　致し追而右実子生長之上養子ニ相願候儀も
　　　以来相続与相願可申事
　　一親之朦中いまた家督不被　仰付以前忰
　　　令病死候節者以後親類共ゟ人物を見立
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　　　相続相願候得者御評議可有之事
　　一拾七歳以下之者養子相願候とも是迄御取場
　　　無之候得共以来相続相願候得者是又御評議
　　　可有之事
　　　　但右相続之者拾五歳ニ相成候迄ハ御作法通之
　　　　　御扶持方被下置候事
　　一高知之面々ハ何も旧家家柄ニも有之且者
　　　陪臣等も多扶持致し居候ニ付無減少知行
　　　高ニ応し拾五歳迄ハ御扶持方ニ而可被下
　　　置事
　○一五拾歳以前致養子候事御作法ニ者有之候
　　　得共已来者御用捨可有之事
　　　　但五六ケ年ニ不可過事
　○一髪切女再縁之儀以来者内達有之上御評議
　　　可有之事
　　　　但印之分者御目付ゟ演説ニ而無急度相通候事
A0143-01978_130
　　一統而以来生年を以て相願増年之儀ハ致間敷
　　　候事
一十二月十六日実之助様今朝御登　城被成候処従四位侍従
　御叙任御名日向守様与御改被成候為御吹聴此御屋形江
　御出被成
一十二月十九日　御縁組御願之通被　仰出候為御礼御使者
　御雇大御番福田八右衛門御国許ゟ被差出候趣ニ而今朝［御留守居同道］
　御用番板倉周防守殿江罷出御書指出之
　　但御内証ゟも御文被指出之
一十二月廿一日　清心院様為御年始大奥江御出被成
一十二月廿二日来春御上京正月十日頃　御発駕可被成
　旨被　仰出之
一十二月廿五日　天璋院様御痲（麻）疹為御祝儀
　慶永様江御拝領物有之候為御礼被差出候御書
　今朝御用番江御留守居持参指出之
一十二月廿五日表御外科橋本琢磨江左之通御家老書付を以
A0143-01978_131
　申渡之
　　　　　　　　　　　　　　橋本琢磨
　　　　　　　　　　　　　　　母江
　　　今度於　公辺故左内先年之御咎をも
　　　御免被成候ニ付別段之御慈評を以為御扶助
　　　御扶持方三人扶持被下置候
一十二月廿六日先達而　賀代姫様江御結納被進候節
　阿波守様淡路守様ゟ御祝物被進候為御答礼御使
　御家老本多修理被遣之
一十二月廿七日今度於　公辺被　仰出も有之ニ付明廿八日
　已来御屋形向上下着用与被　仰出之
一十二月廿八日依　召
　慶永様　御登　城被成候処於　御座之間
　御目見来子春京都江之御暇被　仰出旦
　御手自御羽織御頂戴并御馬御拝領依之御承知
　之上御礼勤之御窺書御用番江被差出候処御使札
　被指出候様御差図有之
A0143-01978_132
一十二月廿九日
　慶永様京都江之御暇被　仰出ニ付
　和宮様　天璋院様ゟ老女中奏文を以縮緬五巻ツヽ
　御拝領依之御承知之上御礼勤之御窺書御用番江
　被指出候処御使札被指出候様御差図有之
一十二月廿九日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　　　　　　　　　　　　　加賀中納言
　　　　　　　　　　　　　　　松平陸奥守
　　　　　　　　　　　　　　　松平三河守
　　　　　　　　　　　　　　　藤堂和泉守
　　　　　　　　　　　　　　　松平相模守
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　　　　　　　　　　　　　上杉弾正大弼
　　　　　　　　　　　　　　　松平兵部大輔
　　　　　　　　　　　　　　　細川越中守
　　　　　　　　　　　　　　　佐竹右京大夫
A0143-01978_133
　　　　　　　　　　　　　　　島津淡路守
　　　右来二月
　　　御上洛ニ付依願国邑ゟ上京又者当地ゟ上京
　　　致し供奉相勤候面々ニ者　御参内等万端被為済
　　　京地　御発駕相済候後御暇年限中之面々者
　　　勝手次第京地より国邑江引取候様可被致候且又
　　　京地　御逗留之御模様次第ニ而参勤時節ニ至り候ハヽ
　　　御発駕以後混雑不致様見斗直ニ参府可被致候
　　　　　　　　　　　　　　　松平出羽守
　　　　　　　　　　　　　　　溝口主膳正
　　　右当冬中在府之事ニ付当冬国邑江之御暇
　　　可被下候間都合次第上京致し出羽守儀ハ二条
　　　御城御警衛御用并供奉相勤主膳正儀者
　　　供奉相勤候上京地　御発駕相済候ハヽ勝手
　　　次第国邑江引取候様可被致候
　　　　十二月
A0143-01978_134
（以下、「　」内は「不用」）
　　「　　　覚
　　　此度図書頭并外国奉行菊池伊予守御目付
　　　松平勘太郎其外役々大坂表江為御用御軍艦江
　　　乗組罷越候ニ付伊予守勘太郎ハ支配向召連
　　　大坂　御城并同所御貯之御武器をも見置時
　　　宜ニ寄播州并摂州之海岸又ハ淡路島江渡海
　　　諸家固場等見分致し且又右軍艦碇泊中
　　　模様次第紀州淡州泉州摂州之湾中海岸
　　　計路乗筋暗礁等御軍艦組之者測量致し
　　　候儀も可有之候間固場見分等之節ニ無益之
　　　手数相省キ都而鄭重ニ不相成様致し差支
　　　無之様可取斗旨右岸海附領分有之面々江
　　　可被達候事
　　　　十二月」
　　　今般被　仰出之趣ニ付万石以上之面々妻并
　　　銘々家族之者且又家来共之妻子等も
A0143-01978_135
　　　存寄次第国邑江指遣候ニ付関所通行之節々
　　　御留守居手判を以通行為致候規定ニ者候得共
　　　万端簡易を主ニ致し候御取置ニ付万石以上
　　　并交代寄合等之面々妻女其外国邑江差遣
　　　候節女手形御留守居手判ニ不及銘々家来ゟ
　　　印鑑江人数書相添御留守居江可被指出候尤
　　　右印鑑を以関所々通行為致候段書加江可被
　　　指出候
　　一関所々ニおゐて女子通行之節改方前々ゟ之
　　　規則者可有之候得共妻女等之分者乗輿之内
　　　改ニ不及候且附属之女共迚も是又改方前々之
　　　仕来ニ不拘一ト通見置候様関所々江相達置
　　　候事
　　　　十二月
A0143-01979_001
（表紙）
文久三癸亥
　茂昭様御代　上
　　　　　　　　　　（朱書）「読合済」
A0143-01979_002
（本文）
文久三年癸亥
一正月朔日為年始御祝儀御使者御番頭代御用人
　皆川宮内を以て例之通御太刀馬代被献之
一正月七日御座所御広間御床ニ被指出置候御箱取扱方
　并御番士勤方之儀ニ付左之通取斗候様月番御用人
　渋谷弥税江月番御家老杉田壱岐申渡之
　　　従往古御広間御床江指出被置候御箱共今般
A0143-01979_003
御評議之上御土蔵江被指入筈ニ候然ル処格別
　　　御大切之御品柄之儀者御土蔵江も難被入置ニ付
　　　御仕分之上御箱一ツ江御入立ニ相成其儘御床ニ
　　　可被指置候尤御腰物奉行差配ニ而非常等之節
　　　駆付人等取扱筈ニ候得共臨時急変之時者
　　　其間ニも無之甚御残念被
　　　思召候依而者表御番士之儀ハ勿論其余表ニ当番
　　　詰合居候面々者兼々相心得居常変共倶々
　　　無油断気を付候様被成度旨被仰出候間此段
　　　急度相心得候様向々江可被申渡候事
　　　　　別紙
　　　　御座所御番御番士員数
　　一朝昼御番士四人
　　　　但忌血忌煩等引有之節助
　　一泊り御番八人外ニ番改壱人
　　　　但忌血忌煩等有之節助
A0143-01979_004
　　　　右八人之外相残小組泊り御免
　　一筆頭ハ御供御免ニ付朝昼御番者御用捨
　　　泊りハ定出勤之事
　　　　但御用忌煩等之節引切之事
　　一五拾歳以上御供御免之面々ハ泊り御番斗
　　　相勤可申事
　　一弓師役学問所役輩之面々ハ御供相勤
　　　可申事
　　一地廻り御供之節襠高き袴着用勝手
　　　次第之事
　　　　〆
　　　　〆
　　一御参詣を始御地廻り御野廻り等被為　入候節
　　　以来ハ当日当番之御番士四人共被召連候事
　　　　正月
一正月十一日
　慶永様等早春御先江御上京被　仰出候御礼并
　大和守様日向守様旧臘御叙爵被　仰出候為御礼
　御内証ゟ御文被指出之
A0143-01979_005
一正月十三日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　今度衣服御改革之儀ニ者有之候得共
　　　勅使并御所々
　　　御使請候節ハ矢張熨斗目長袴着用右ニ
　　　准シ京都町奉行
　　　禁裏附熨斗目半上下着用可然旨伝
　　　奏衆被申聞候由牧野備前守ゟ申越候就而者
　　　今般御上洛ニ付御供ニ而上京之面々布衣
　　　以上迄ハ時宜ニ寄熨斗目長袴半袴着用候
　　　儀も可有之其以下ハ都而服紗小袖半袴相
　　　用候筈ニ付右之心得を以用意有之可然旨万石
　　　以上以下御供等之面々江寄々可被達候事
　　　　正月
一正月十六日御用番ゟ御呼出御留守居介罷出候処去ル四日
　并昨十五日被差出候御窺書ニ左之通御附札を以御指図
　有之
A0143-01979_006
　　　今度
　　　御上洛ニ付而者於山王社
　　　御道中御安全之御祈祷執行仕度奉存候
　　　此段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　正月四日　　　　　　　津田左蔵
　　　　御附札
　　　　　御祈祷之儀者可為勝手次第候御守札者不及
　　　　　献上候
　　　越前守在国之節年始三ケ之御規式被為
　　　済候為御祝儀以飛札鯣一箱献上仕来候儀ニ
　　　御座候右者年始之御廉ニ有之候故献上仕
　　　候而も不苦儀ニ御座候哉此段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　正月十五日　　　　　　片山栄之進
　　　　御附札
　　　　　不及献上物候尤飛札差越候様可仕候
一正月十七日
　公方様御上洛御道中御安全御祈祷為御頼
　観理院并樹下近江守江御使者大御番被遣之
A0143-01979_007
　銀三枚ツヽ被供之
一正月十八日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　御上洛之節二条
　　　御城御着駕翌日且御参
　　　内被為　済候翌日共万石以上之面々在京之
　　　分者二条
　　　御城江登
　　　城御祝儀可被申上候
　　　　但病気之面々ハ和泉守旅館江使者可被指出候
　　一在国在邑之面々ハ隠居之分共承知之上同人
　　　旅館江飛札差越候様可被致候
　　一在府之面々且御留守ニ罷在候万石以上以下之
　　　面々ハ相達次第登
　　　城御留守老中ニ謁御祝儀可被申上候
　　　　但病気幼少隠居之面々ハ御留守月番之
　　　　老中江使者可被差出候
A0143-01979_008
　　一御在京中御供等ニ而上京之面々御用之外
　　　平日二条　御城江罷出候ニ不及朔望其外
　　　出仕并着服之儀者都而江戸表之通り相心得
　　　可申候
　　　　正月
　　　御軍艦ニ而
　　　御上洛被遊候ニ付
　　　御乗船御日限
　　　　二月廿六日
　　　右之通被仰出候
　　　　正月
一正月十九日御用番ゟ御呼出御留守居介罷出候処去ル
　四日被差出候御窺書ニ左之通御附札を以御差図有之
　　　今度
　　　御上洛之節越前守
　　　御先江国元ゟ致上京候ニ付左之通奉伺候
A0143-01979_009
　　　宜御差図被下候様奉願候
　　一国許発途之節御用番様江御届書差出候而
　　　可然儀ニ御座候哉
　　　　御附札
　　　　　可為書面之通候
　　一京都到着之節飛札等差上候儀ニ可有御座哉
　　　　御附札
　　　　　不及此儀着之旨為届所司代江相越候様可仕候
　　一右到着之砌
　　　天機窺并
　　　公方様御機嫌伺御守護職様御所司代様江
　　　直勤仕候儀ニ可有御座哉
　　　　御附札
　　　　　書面之趣所司代江直勤候様可仕候
　　一公方様御発船之節
　　　御機嫌伺之儀如何相心得可申哉
　　　　御附札
　　　　　御留守老中江飛札差越候様可仕候
　　一大坂江着御之節并伏見江御泊之節
　　　御機嫌伺之儀如何相心得可申哉
A0143-01979_010
　　　　御附札
　　　　　不及此儀候
　　一公方様御上洛之節為御待請何方江御出迎
　　　可致儀ニ御座候哉
　　　　御附札
　　　　　二条御城東御門内江罷出候様可仕候
　　一公方様二条　御城江
　　　着御之節早速恐悦且為伺
　　　御機嫌登　城之節如何相心得可申哉
　　　　御附札
　　　　　為伺　御機嫌登　城候様可仕候
　　一禁裏
　　　御所方江進献物之儀如何相心得可申哉
　　　　御附札
　　　　　追而可相達候
　　一公方様御発船之節差上物
　　　御上洛之節
　　　御参　内済之節京都
　　　御発輿之節其外　御逗留中
　　　御機嫌伺之差上物等如何相心得可申哉
A0143-01979_011
　　　　御附札
　　　　　不及此儀候尤
　　　　　還御以後献上物之儀ハ追而可相達候
　　一於京都ニ勤向之儀其外　御参
　　　内　御逗留中
　　　御機嫌伺之御廉々如何相心得可申哉
　　　　御附札
　　　　　今度触面之通相心得候様可仕候尤　御逗留中
　　　　　御機嫌伺之儀者当地之通相心得候様可仕候
　　一月次為伺
　　　御機嫌差出候呈書在府之通相心得候方与
　　　奉存候
　　　　御附札
　　　　　可為書面之通候
　　　右之通奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　正月四日　　　　　　　津田左蔵
一正月十九日水野和泉守殿ゟ御呼出御留守居介罷出候様
　於京都本多内蔵助　御目見之儀ニ付旧臘被差出候
　御願書ニ左之通御附札を以御差図有之
A0143-01979_012
　　　来二月
　　　御上洛被　仰出候ニ付拙者儀致上京候其節
　　　家来本多内蔵助如先規召連候儀ニ御座候
　　　就而者内蔵助儀別紙之通於京都
　　　御目見被　仰付被下置候先例ニ御座候間此度
　　　御上洛之節も何卒右先例之通り
　　　御目見被　仰付下置候様偏ニ相願申候以上
　　　　十二月十一日　　　　　松平越前守
　　　　　例書
　　一本多内蔵助元祖伊豆守富正寛永三寅年
　　　台徳院様御上洛被遊候節伊予守忠昌召連
　　　在京中
　　　御目見被　仰付候
　　一寛永十一戌年
　　　大猷院様御上洛被遊候節右同人
　　　御目見可被　仰付　御沙汰之処朦中ニ付
A0143-01979_013
　　　其儀無御座　還御之砌江州水口駅
　　　御本陣江参上仕
　　　御目見被　仰付
　　　御懇之奉蒙
　　　上意時服拝領も仕候儀ニ御座候
　　　　御附札
　　　　　願之通
　　　　　御目見可被　仰付候尤場所等之儀者掛り
　　　　　御目付江可被承合候
一正月九日今般農兵御端立ニ付高知稲葉哉五郎
　大谷丹下江一組ツヽ御附被成
一正月廿一日
　慶永様御上京御留守中御屋形向勤方之儀左之通
　被仰出之
　　一御屋形出勤之面々隔日罷出御用取斗
　　　可申事
　　一御右筆部屋向右同断
A0143-01979_014
　　　　但御右筆受込初者是迄　御留守年之通
　　一御勘定所右同断
　　一御広間是迄之通り
　　一御徒目付右同断
　　一御徒当番右同断
　　一遠侍所右同断
　　一御台所隔日勤之事
　　　　但下代共之内一人ツヽ御小屋居守候様且又
　　　　　定府共之内も一両人居守可申事
　　一表台子当番御坊主二人御出居番壱人
　　　　但小坊主打込勤之事
　　一西御門御〆切ニ相成
　　一表御使者是迄十二人之御定ニ候処
　　　御留守中者御広間御番士之面々有合切ニ而
　　　相勤候様
　　　　但新番組御広間御番相勤候面々ハ表御使者
A0143-01979_015
　　　　　打込相勤候様被　仰付候事
　　一御広間御番士是迄十二人ニ而三番勤ニ候処
　　　御留守中者六人にて二人ツヽ三番勤ニ相成候様
　　一三丁火消之儀安政三辰年被　仰出候御振合
　　　を以御人数少々被相減候事右ニ付乗頭者別段
　　　不被　仰付当番御番士之内ゟ一人同非番之内
　　　霊岸島ゟ一人駆付可相勤事
　　　　但急火之節者御徒目付又者御徒之内ゟ一人
　　　　　差出可申事尤霊岸島ゟ御番士之内
　　　　　駆付候ハヽ為引取可申事
　　一表御小性被相止候事
　　　　〆
一正月廿二日
　慶永様為御上京繰練所江被為　入順動丸江
　御乗込翌廿三日品川沖御発船
一正月廿八日御参勤御時節為御窺御使者御雇
A0143-01979_016
　堀祐右衛門御国許ゟ被差出候趣ニ而今朝［御留守居同道］
　御用番井上河内守殿江罷出御書指出之
一正月廿九日
　慶永様大坂中ノ島御屋敷江御着
一正月廿九日大目付中ゟ左之通御廻来ル
　　　御上洛　御乗船二月廿六日与被　仰出候処
　　　御日限御引上
　　　　二月廿一日
　　　右之通被　仰出候尤
　　　御先御供等之面々出立并道中日割之儀ハ
　　　兼而相達置候通可被心得候
　　　　正月
一二月朔日
　慶永様旧臘於御座之間　御目見京都江之御暇
　被　仰上　御手自御羽織御頂戴且御馬御拝領被成候
　為御礼御使者御雇荻野利右衛門御国許ゟ被指出候
　趣ニ而今朝御用番江罷出御書差出之再立帰りニ而
　和宮様　天璋院様ゟ御拝領物之御礼使者相勤
A0143-01979_017
　御書指出之
一二月朔日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処当年
　御参勤御時節御伺之御使札被指出候儀ニ付左之御書取
　壱通公用人を以被相渡之
　　　参勤御暇割合被
　　　仰出候ニ付而者参府時分之儀相伺ニ不及先達而
　　　被仰出候参勤年割之通相心得参勤可仕候
　　　依之来状及返却候事
一二月四日
　慶永様昨三日大坂中之島御屋敷ゟ　御乗船同晩伏水（見）駅
　御止宿今日御京着
一二月五日今度御上洛ニ付御内証ゟ御勤向之儀左之通
　奥ゟ伺出候処御附札を以御差図有之
　　　　　　伺書
　　一公方様江越前守殿内証ゟ定式勤向
　　　　式日
A0143-01979_018
　　　　上巳
　　　　端午
　　　　暑中
　　　　七夕
　　　　雷地震
　　　　御曲輪内出火
　　　右之通り
　　　　〆
　　　　御附札
　　　　　御伺之趣何も日光山
　　　　　御社参　御留守中之通り被成候様上巳
　　　　　其外共例年之通り御申上被成候様ニ
　　　　　　伺書
　　一公方様江春嶽殿内証ゟ定式勤向
　　　　式日
　　　　上巳
　　　　端午
A0143-01979_019
　　　　暑中
　　　　七夕
　　　　雷地震
　　　　御曲輪内出火
　　　右之通り
　　　　〆
　　　　御附札
　　　　　御伺之趣越前守殿ニ御准シ被成候様
　　　　　　伺書
　　一公方様江お勇方より定式勤向
　　　　式日
　　　　上巳
　　　　端午
　　　　七夕
　　　　暑入
　　　　暑中
　　　　御嘉祥
A0143-01979_020
　　　　雷地震
　　　　御曲輪内出火
　　　右之通り
　　　　〆
　　　　御附札
　　　　　御伺之趣何も例年之通り御申上被成候様ニ
　　　　　　伺書
　　一公方様　御上洛被遊候ニ付越前守殿内証ゟ
　　　山王ニおゐて御船中御安全御祈祷被申付
　　　御札守けん上被致度いかヽ被致よろしく御座
　　　候ハん哉右御添肴之処も如何被致よろしく
　　　御座候半哉
　　一御発船御祝儀被申上献上物いかヽ被致宜
　　　御座候半哉
　　一天璋院様
　　　和宮様江　御発船御祝儀被申上勤品之儀
　　　如何被致宜御座候半哉
A0143-01979_021
　　一天璋院様
　　　和宮様江　御留守中御機嫌伺被申上勤品
　　　之儀如何被致宜御座候半哉
　　一公方様京都ゟ　御帰城已後
　　　御上洛被為　済候御歓被申上御機嫌も伺
　　　被申上度如何被致宜御座候半哉
　　一天璋院様
　　　和宮様江
　　　御上洛被為　済候御歓被申上勤品之儀如何
　　　被致宜御座候半哉
　　　右之通伺被申上候何分宜敷御差図なされ
　　　下され候様御頼存られ候
　　　　二月三日
　　　　御附札
　　　　　御伺之趣御札守御献上之儀ハ御伺之通り御肴
　　　　　御添来ル十五日御文ニ而御献上被成候様ニ
　　　　　御発船御祝儀ニ付而者御献上物ニ不及御文
A0143-01979_022
　　　　　ニ而申上被成候様ニ
　　　　　天璋院様
　　　　　和宮様江も御同様御申上被成候様ニ
　　　　　御留守中ニ付而も御文ニ而　御機嫌御伺被成
　　　　　候様ニ
　　　　　御帰城ニ付而も御同様御文ニ而御申上被成候様ニ
　　　　　　但慶永様　勇姫様之御伺書有之候得共
　　　　　　　御同文故不記之御附札ハ何も越前守殿ニ
　　　　　　　御准シ被成候様ニ
一二月五日右同断ニ付御内証ゟ御札守御献上之御差図
　有之ニ付観理院并樹下近江守江為御祈祷御頼
　御使者大御番被遣之御祈祷料銀三枚ツヽ被供之
一二月七日
　慶永様去月廿九日大坂中之島御屋敷江御着被成候
　ニ付御用番松平豊前守殿江左之通御届書被指出之
　　　松平春嶽儀去月廿九日大坂表江致着船候
A0143-01979_023
　　　此段御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　二月七日　　　　　　　片山栄之進
一二月八日水野和泉守殿ゟ御呼出御留守居介片山栄之進
　罷出候処去月廿九日被差出置候御伺書ニ左之通御附札
　を以御差図有之
　　　今度
　　　御上洛之節越前守致上京候ニ付左之通
　　　奉伺候宜御差図被下候様奉願候
　　一御上洛御参
　　　内之節供奉之儀者束帯馬乗ニ而相勤可申哉
　　　供連之儀者御当地
　　　御城内御玄関迄召連候振合ニ相心得可申哉
　　　　但右供之者布衣素袍着用為致参
　　　　　内傘為持可申候
　　一御参
　　　内之節旅宿ゟ二条
A0143-01979_024
　　　御城迄罷出候節ハ轅ニ乗供連之儀ハ大旨
　　　御当地　御大礼之節束帯衣冠登
　　　城之振合ニ相心得可申哉
　　一御参　内之節供奉越前守罷出候節
　　　御所向ニ而進退之儀ハ夫々御差図御座候儀与
　　　奉存候
　　　右之通奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　正月廿九日　　　　　　片山栄之進
　　　　御附札
　　　　　書面之趣ハ掛り御目付江承合候様可仕候
　　　　　　但右御差図ニ付御掛り御目付江御伺書被指出之
　　　　　　　同文ニ付略之
一二月十日為御上京福井　御発駕西近江路通
　御旅行［御六泊］
一二月十日右同断ニ付於京都所司代牧野備前守殿江
　左之通御届書被差出之
　　　松平越前守儀当春
A0143-01979_025
　　　御上洛之節
　　　御先江上京御待請之儀相願候処勝手次第
　　　可致旨被　仰出候依之今十日国許致発途候段
　　　申越候此段御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　二月十日　　　　　　　大道寺七右衛門
一二月十日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　御軍艦ニ而
　　　御上洛可被遊旨被　仰出候処御都合も有之
　　　ニ付来ル十三日
　　　御発駕東海道筋
　　　御上洛可被遊旨被　仰出候尤御省略方之儀ハ
　　　兼々厚被　仰出之趣も有之候得共猶一際
　　　御供方其外格別ニ御減略可被遊旨被
　　　仰出候此段向々江可被相触候
A0143-01979_026
　　　　二月
　右御触達之趣ニ付左之御窺書水野和泉守殿江
　被指出候処追而御附札之通御指図有之
　　　先達而越前守より
　　　公方様御発船之節
　　　御機嫌伺之儀如何相心得可申哉相窺候処
　　　井上河内守様ニ而御留守御老中様江飛札
　　　差越候様可仕旨御指図御座候然ル処今般
　　　御発駕東海道筋
　　　御上洛可被遊旨被　仰出候得共前文御指図
　　　済之通相心得可申哉此段猶又奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　二月十日　　　　　　　草尾精一郎
　　　　御附札
　　　　　可為伺之通候
　　　御軍艦ニ而
　　　御上洛可被遊旨被　仰出候処御都合も有之
　　　ニ付
A0143-01979_027
　　　御発駕東海道筋
　　　御上洛可被遊旨被　仰出候依之
　　　御道中江　御機嫌伺等越前守承知之上
　　　如何相心得可申哉此段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　二月十日　　　　　　　草尾精一郎
　　　　御附札
　　　　　御道中江御機嫌相伺ニ不及候
　　　　　　但慶永様ゟ之御伺書被差出候得共御同文故
　　　　　　　不記之御附札も同断
一二月十一日御上洛ニ付左之通御文を以被献之
　　　公方様江
　　　　御札守　　　一箱
　　　　御祓守　　　一箱
　　　　鯛　　　　　一折
一二月十二日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　　　御上洛之節江戸御道筋左之通
　　　大手御門ゟ腰掛前通り御畳蔵前竜之口
　　　松平豊前守殿屋敷前脇ゟ大名小路
A0143-01979_028
　　　数寄屋橋御門左江数寄屋町左江尾張丁
　　　通り金杉橋御渡高輪夫ゟ御昼休品川
　　　東海禅寺
　　　右之通伺相済申候依之為心得申達候以上
　　　　二月十一日
　　　御上洛之節御道筋辻番所
　　　御成　還御共平常御規式
　　　御成之節之通相心得勤番可致候尤小荷
　　　駄払之御徒見請候ハヽ早速番人為引払
　　　通相済候ハヽ最前之通相詰勤番可致候
　　　　但御道筋御程近ニ而も御見通不相成辻番所之
　　　　　儀者平服着用可致候
　　一台挑灯高張挑灯之儀ハ何れも差出ニ不及候
　　一御留守中組合辻番之儀者御定之人数ニ而勤番
　　　為致持場内繁々為見廻可申候
　　一組合辻番頭取之内御供被　仰付且御留守中
A0143-01979_029
　　　御役当有之者家来人少ニ而頭取心得兼候分ハ
　　　其組合申合仮頭取相心得候様可被致候
　　　　二月十一日
　　　御上洛之節久能山
　　　御宮　御参詣可被遊旨被　仰出候
　　　　二月
　　　来ル十三日当地
　　　御発駕御供揃御刻限卯上刻与被　仰出候
　　　　二月
　　　此度世上通用之ため銅四文銭吹方被　仰付候間
　　　右四文銭壱ツを以並銭四文之代りに相用国々ニ
　　　至迄在来通用銭ニ取交無差支可令通用
　　　もの也
　　　　二月
　　　　陸路
　　　　御上洛ニ付
A0143-01979_030
　　　　御休　　　　　　　　御泊
　　　　　品川　　　　　　　　川崎
　　　　　程ヶ谷　　　　　　　戸塚
　　　　　藤沢　　　　　　　　大礒
　　　　御休
　　　　御泊共
　　　　　小田原
　　　　　箱根　　　　　　　　三島
　　　　　原　　　　　　　　　吉原
　　　　　由井　　　　　　　　興津
　　　　御休
　　　　御泊共
　　　　駿府御城
　　　　　岡部　　　　　　　　藤枝
　　　　　金石　　　　　　　　掛川
　　　　　見附　　　　　　　　浜松
　　　　　新井　　　　　　　　吉田
　　　　　赤坂　　　　　　　　岡崎
　　　　　池鯉鮒　　　　　　　宮
　　　　　佐屋　　　　　　　　桑名
A0143-01979_031
　　　　御休
　　　　御泊共
　　　　　四ケ市
　　　　　石薬師　　　　　　　亀山
　　　　　坂ノ下　　　　　　　土山
　　　　　水口　　　　　　　　石部
　　　　　草津　　　　　　　　大津
　　　　　御京着
　　　　　　二月
　　　今度
　　　御上洛之儀者兼而も被　仰出候通格外御省略
　　　宿駅之疲弊を被相厭候御趣意ニ付御道中
　　　筋ニおゐて領主地頭ハ勿論下々迄惣而献
　　　上物勤品等ニ不及尤城下宿々　御泊ニ相成
　　　場所在邑之面々ハ御旅館江罷出　御機嫌
　　　相伺在府在京之面々ハ和泉守旅宿江家老之
　　　もの罷出御機嫌相伺候様可被致候
　　　　二月
　　　御上洛
A0143-01979_032
　　　御発駕之御当日御譜代衆詰衆菊之間
　　　縁頰詰同嫡子共寺社奉行学問所奉行
　　　駿府御城代諸番頭諸物頭諸役人中
　　　御目見ニ可被罷出候
　　　還御之節ハ右之面々
　　　御目見ニ可被罷出候
　　一御目見ニ罷出候面々外ハ不及出仕右之
　　　面々
　　　御発駕之御当日者豊前守河内守宅
　　　還御之節者豊前守和泉守宅江以使者
　　　御機嫌可被相伺之病気幼少隠居之面々も
　　　右同様可被心得候
　　一御留守中在府之大名より豊前守河内守
　　　宅江月五六度ツヽ可被相伺　御機嫌候
　　一還御之翌日惣出仕病気幼少隠居之面々ハ
　　　豊前守和泉守宅江使者差越候様可被致候
A0143-01979_033
　　一在国在邑之面々ハ江戸
　　　御発駕之儀被承之候以後豊前守河内守宅江
　　　飛札可被差越候
　　　還御之儀被承之候以後豊前守和泉守宅江
　　　使札差越候様可被致候
　　　　　二月
　　　来ル十三日
　　　御発駕并
　　　還御之時
　　　御見送り　御迎ニ罷出候御譜代衆詰衆并
　　　布衣以上之御役人
　　　御発駕相済直ニ
　　　御殿江可被罷出候
　　　還御之節
　　　入御被遊候ハヽ直ニ
　　　御殿江可被罷出候
A0143-01979_034
　　一御成
　　　還御之節罷出候面々服紗小袖麻上下
　　　可為着用候
　　　　二月
　　　御上洛之節
　　　御発駕御当日御留守ニ罷在為
　　　御目見登　城仕候面々下乗橋ゟ内江召連候
　　　供廻り主人登　城候ハヽ直ニ寺沢御門ゟ蓮池
　　　御門之間江相払候事
　　一下乗所下馬所相残り候供廻り登
　　　城ニ而酒井左衛門尉小笠原大膳大夫屋敷脇并
　　　和田倉御門ゟ馬場先御門迄之間江相払候事
　　一江戸御道筋屋敷々
　　　御見通屋敷々共　御発駕御供揃御刻限
　　　一時半早々立固之者並手桶等見斗差出
　　　都而御規式
A0143-01979_035
　　　御成之節之通相心得可申事
　　一立固之者徒士以上服紗小袖麻上下足軽
　　　看板相改候事
　　　　二月
　　　明十三日陸路
　　　御発駕被　仰出来月三日頃二条
　　　御着城被遊候積ニ付東海道筋旅行之儀者
　　　通御以後七日相立八日目ゟ通行候様向々江
　　　可被達候
　　　　二月
一二月十二日御目付大井美濃守殿ゟ御呼出　御城中ノ口江
　御留守居下役島崎勘右衛門罷出候処先達而被差出候
　伺書ニ左之通御附札を以御差図有之
　　　今度
　　　御上洛被遊候節越前守家来本多内蔵助
　　　如先規於京都
A0143-01979_036
　　　御目見之儀御用番井上河内守様江相願
　　　候処願之通
　　　御目見可被　仰付候尤場所等之儀者御掛り
　　　御目付様可被承合旨御差図御座候依之
　　　右場所等之儀如何相心得可申哉此段相伺
　　　申候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　正月廿五日　　　　　　草尾精一郎
　　　　御附札
　　　　　書面之趣ハ二条　御城東御門内ニ而
　　　　　御目見可致候
　　　越前守在京中由緒有之神社仏閣等江
　　　致参詣候儀差支無御座儀候哉此段相伺
　　　申候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　二月四日　　　　　　　草尾精一郎
　　　　御附札
　　　　　書面之通ハ不苦与存候
一二月十三日
　公方様江戸御発駕東海道通　御上洛ニ付為御窺
A0143-01979_037
　御機嫌御用番松平備後守殿江御使者御留守居
　被差出之
一二月十三日於京都所司代江左之御窺書被差出候処
　即日御附札を以御差図有之
　　　松平越前守儀近日上京仕候筈ニ御座候依之
　　　到着即日関白殿近衛殿伝　奏衆議
　　　奏衆江も以使者御届可申哉
　　一上京翌日為伺
　　　天機伝　奏衆江直勤仕候儀ニ可有御座哉
　　一右同日到着為御案内関白殿近衛殿伝
　　　奏衆議　奏衆江も廻勤仕候儀ニ可有御座哉
　　　右之通相伺候様申付越候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　二月十三日　　　　　　大道寺七右衛門
　　　　御附札
　　　　　書面可為伺之通候
　　　松平越前守儀今度上京之節一条左大臣殿
　　　二条右大臣殿烏丸前大納言殿広橋左大弁殿
A0143-01979_038
　　　飛鳥井中納言殿難波前中納言殿日野西
　　　中納言殿右者越前守枢機御座候ニ付使者
　　　音物取扱之儀前々ゟ致来候間此表逗留中
　　　罷越候儀并使者音物等差遣被申度段於
　　　江戸表相伺候処此御方様江相伺御差図
　　　次第可致旨水野和泉守様ニ而御附札を以
　　　御差図御座候ニ付此段相伺申候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　二月十三日　　　　　　大道寺七右衛門
　　　　御附札
　　　　　書面可為伺之通候
一二月十五日所司代江左之通御届書被差出之
　　　越前守儀去ル十日国許発途今十五日
　　　大津駅致止宿明十六日上京之旨申越候
　　　此段御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　二月十五日　　　　　　大道寺七右衛門
一二月十六日京都御着［御旅館東本願寺六条学寮］
一二月十六日右同断ニ付為御案内左之御方々江御使者
A0143-01979_039
　御留守居被指出之
　　　　　　　　　　　　　　　鷹司関白殿
　　　　　　　　　　　　　　　近衛前関白殿
　　　　　　　　　　　　　　　中川宮
　　　　　　　　　　　　　　伝奏衆
　　　　　　　　　　　　　　　坊城大納言殿
　　　　　　　　　　　　　　　野宮宰相中将殿
　　　　　　　　　　　　　　議奏衆
　　　　　　　　　　　　　　　広幡大納言殿
　　　　　　　　　　　　　　　飛鳥井中納言殿
　　　　　　　　　　　　　　　三条中納言殿
　　　　　　　　　　　　　　　阿野宰相中将殿
　　　　　　　　　　　　　　　長谷三位殿
　　　　　　　　　　　　　　京都町奉行
　　　　　　　　　　　　　　　永井主水正殿
　　　　　　　　　　　　　　　滝川播磨守殿
　　　　　　　　　　　　　　御附武家
　　　　　　　　　　　　　　　松平若狭守殿
　　　　　　　　　　　　　　　小栗長門守殿
一二月十七日右同断ニ付
A0143-01979_040
　天機為御窺伝　奏衆江御勤夫ゟ
　為御案内鷹司関白殿近衛
　前関白殿伝　奏議　奏衆江御廻勤
一二月廿日　御参内之儀ニ付左之通所司代江御留守居
　大道寺七右衛門書取持参指出之
　　　此度諸家様御京着之御方々追々御参
　　　内御座候由承知仕候右ニ付
　　　公方様　御上洛以前越前守儀茂参
　　　内被仕度旨兼而此表由緒之堂上方も御座
　　　候ニ付内々被奉願候事ニ御座候此段御聞置
　　　被下候様可申上旨被申付候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　二月廿日　　　　　　　大道寺七右衛門
一二月廿六日　勇姫様御国表江被為　入候儀ニ付介御用番
　井上河内守殿江左之通御届書被指出之
　　　同氏春嶽妻儀来月上旬拙者国許江
　　　差遣度候此段御届申候以上
A0143-01979_041
　　　　二月廿六日　　　　　　松平越前守
一二月廿六日昨秋公辺ゟ被　仰出候趣も有之ニ付
　勇姫様　安姫様ニも一旦御国表江被為　入候旨被
　仰出之
一二月廿六日右同断御国表江被為　入候ニ付而者大奥向
　御手狭ニ而御差支ニ付御普請出来候迄高知本多源四郎
　家屋敷長屋共悉皆御借被成
　　但源四郎儀ハ同姓内蔵助屋敷御借受被成
　　　可被遣旨被仰出候処内達も有之ニ付
　　　御泉水御茶屋御貸被成
一二月廿六日右同断ニ付定府之面々御国表江家内共引越
　被仰付且又御役儀ニより定府ニ無之而者指支候向茂
　有之候ハヽ御目付可申談旨定府御番組之面々江可申
　渡旨御用人菅沼重記江御家老申渡之
一二月廿八日所司代牧野備前守殿ゟ御呼出御留守居罷出
　候処左之御書付壱通御渡有之
A0143-01979_042
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　此度横浜港江英吉利軍艦渡来三ケ条之儀
　　　申立何れも難聞届筋ニ付其趣を以可及応
　　　接候仍而者速ニ争端相開候事ニ付御暇被
　　　仰出候間藩屏之任不失様可尽粉骨候
一二月廿八日右同断御暇被　仰出候ニ付関白様始両伝
　奏衆江為御届御使者御留守居被指出之
一二月廿八日助御用番井上河内守殿江左之通御届書
　被指出之
　　　越前守去ル十六日京都表江致到着候此段
　　　御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　二月廿八日　　　　　　片山栄之進
一二月晦日御参　内被拝
　竜顔　天盃御頂戴御退　朝掛ケ関白様始両伝
　奏衆所司代江御廻勤
一二月晦日明朔日御発駕ニ付関白様并中川宮両伝
A0143-01979_043
　奏衆江御勤
一三月朔日御発駕為御案内所司代牧野備前守殿江
　被為　入一旦御旅館江御帰之上再御供揃ニ而御発途
　西近江路通り御旅行
一三月二日道中奉行都筑駿河守殿ゟ御呼出御留守居介
　罷出候処去月被差出置候　勇姫様御国許江御引越
　之節増人馬之御願書ニ左之通御附札を以御差図有之
　　　松平春嶽妻儀今度中仙道通同氏越前守
　　　国許江引越申候然ル処木曽路之儀ハ人馬
　　　少之場所別而近来被
　　　仰出之趣も御座候ニ付供連を始道具類等迄
　　　前後ニ差遣可成丈相減要用之供連道具類
　　　迄も前日後日ニ振分誠精心配仕候得共迚も
　　　御定之人馬ニ而者行足不申難渋之訳柄も
　　　御座候間宿々改革之折柄申上兼候得とも
　　　別段之訳を以何卒木曽路十一ケ宿共当日
A0143-01979_044
　　　人足都合四拾八人馬四拾八疋并前後両日ハ
　　　人足都合三十五人三拾五疋ツヽ御定賃銭を以
　　　継立之儀御聞済被成下候様相願申候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　二月廿日　　　　　　　片山栄之進
　　　　御附札
　　　　　書面人馬之儀申立候通りニ者難聞届旅行
　　　　　当日人足三拾八人馬三拾八疋并前後両日弐拾
　　　　　五人弐拾五疋ツヽ不隔日継立之儀承届候尤
　　　　　宿々改革以来木曽路贄川ゟ馬籠まて
　　　　　十一ケ宿者御定人馬弐拾五人弐拾五疋之外ハ
　　　　　不差出候間当日人馬之内拾三人拾三疋者
　　　　　相対雇与相心得追而先触届之節何月
　　　　　幾日及挨拶候段書加江可被差出候
　　　　　　亥三月
一三月三日　勇姫様御関所御通行ニ付左之通通手形
　御広式御用人江御家老相渡之
　　　松平春嶽妻并召仕女共上下九拾七人
A0143-01979_045
　　　乗物五拾四挺
　　　　内尼壱人小女五人
　　　右之通従江戸越前国福井迄差遣申候
　　　碓氷御関所無相違御通可被下候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来
　　　　文久三癸亥三月六日　　草尾精一郎
　　　　碓氷
　　　　　御関所
　　　　　　御番衆中
　　　　但福島御関所も同断ニ付不記之
一三月四日今度大奥女中不残御国表江被遣候ニ付
　御内証ゟ年中御勤向之儀奥ゟ伺出候処御附札
　之通御差図有之
　　　慶永様
　　　茂昭様　ゟ
　　　　年頭　　若菜　　上巳
　　　　端午　　七夕　　八朔
　　　　重陽　　歳暮　　式日
　　　右之節々文ニ而御祝儀申上候廉
A0143-01979_046
　　　　暑中　　寒中　　初雪
　　　　雷地震　御曲輪内出火
　　　　両山御参詣
　　　右之節々文ニ而　御機嫌伺申上られ候廉是迄
　　　之通被申上宜御座候半哉
　　一年中御吉凶之節其外不時
　　　御機嫌伺被申上廉之通り男子手跡ニ而
　　　私共名前ニ而是迄之通御伺文被指出御宜
　　　御座候半哉
　　　右
　　　慶永様茂昭様ゟ御伺書一通ツヽ被指出
　　　茂昭様御伺書江御附札
　　　　御伺之趣年頭五節句歳暮并暑寒之
　　　　儀者是迄之通り御申上被成候様ニ余ハ不及
　　　　其儀尤格別之不時
　　　　御吉凶事之儀者其節々御伺被成候様ニ
A0143-01979_047
　　　　御伺等之儀者何も御伺之通り被成候様ニ
　　　慶永様ゟ之御伺書ニ御附札
　　　　御伺之趣何も越前守殿ニ御准シ御同様
　　　　御申上被被成候様ニ
　　　勇姫様ゟ
　　　　年頭　　三ケ日　若菜
　　　　上巳　　端午　　暑入
　　　　暑中　　御嘉祥　七夕
　　　　中元　　八朔　　重陽
　　　　御玄猪　寒入　　寒中
　　　　御煤納　歳暮　　式日
　　　右之節々御祝儀并
　　　御機嫌伺文ニ而申上られ候廉々
　　一初雪雷地震
　　　御曲輪内出火
　　一両山紅葉山　御参詣并
A0143-01979_048
　　　御延気　御成之節々
　　　還御後　御機嫌伺被申上られ候廉
　　一御吉凶不時事国許承知之上ニ而申上られ
　　　候半ん哉
　　一年中御吉凶之節其外不時事之節々男子
　　　手跡ニ而私共名前ニ而是迄之通り伺文被指出
　　　宜御座候半哉
　　　右御伺江御附札
　　　　御伺之趣何も春嶽殿ニ御准シ御同様御申上
　　　　被成候様ニ
一三月五日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　此度神奈川表江英国軍艦数艘渡来重
　　　大之事件書翰を以申立来ル八日迄ニ御決答
　　　無之候ハヽ船将之職掌を尽し可申旨申立候
　　　右者不容易儀故応接之模様ニ寄可開
　　　兵端も難斗候間差図次第出張之心得を以
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　　　人数等手当可致候御固場所之儀者尚相達
　　　ニ而可有之候尤
　　　御留守中之儀ニも有之候間猥ニ動揺無之様
　　　末々迄精々可被申付置候
　　　之趣万石以上之面々江可被相触候
　　　　三月
一三月五日御用番江左之通御留守居介片山栄之進
　御届書持参指出之
　　　此度
　　　御上洛御留守中御締り御肝要ニ付夫々
　　　御警衛被　仰付候得共猶又非常之節ハ其余之
　　　向江も兼而相心得人数之多少ニ不拘早速指出
　　　候様可致旨御触達奉畏候然ル処昨秋被
　　　仰出之趣ニ而下地甚人少之折柄当節越前守
　　　并同氏春嶽上京中者猶更之義ニ而　臨時
　　　御指図次第人数差出候程之儀難出来
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　　　候間此段御聞置可被候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　三月五日　　　　　　　片山栄之進
　　　今度越前守奥向国許江引越申儀ニ御座候
　　　就而者
　　　公方様
　　　和宮様
　　　天璋院様御内証江越前守勤向都而表方
　　　ニ而取扱御礼勤其外諸事共国元ニ而承知
　　　之上申上候儀ニ御座候此段御聞置可被下候
　　　以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　三月五日　　　　　　　片山栄之進
　　　今度松平春嶽附奥向国許江引越申儀ニ
　　　御座候就而者
　　　公方様
　　　和宮様
　　　天璋院様御内証江春嶽ゟ勤向且又大
A0143-01979_051
　　　御奥御老女中様奉文且　御使を以拝領物等
　　　被　仰付候節諸勤向表方ニ而取扱申度候間
　　　此段御聞置可被下候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　三月五日　　　　　　　片山栄之進
　　　今度松平春嶽妻并召仕之者国許江引越
　　　申儀ニ御座候就而者
　　　公方様
　　　和宮様
　　　天璋院様御内証江春嶽妻ゟ勤向都而
　　　表方ニ而取扱御礼勤其外諸事共国許ニ而
　　　承知之上申上候儀ニ御座候此段御聞置可被下候
　　　以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　三月五日　　　　　　　片山栄之進
一三月六日　御着
（以下、「　」内は抹消）
「一三月六日　勇姫様　安姫様　常盤橋御屋敷
　　御発輿中仙道通り御旅行」
A0143-01979_052
一三月六日右同断ニ付御用番江御留守居介久世外士
　左之通御届書持参差出之
　　　松平春嶽妻儀只今国許江致発途候
　　　此段御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　三月六日　　　　　　　久世外士
一三月六日御用番ゟ御呼出御留守居介久世外士罷出
　候処左之通御書取一通御渡有之
　　　　　　　　　　　　　　　間部安房守
　　　此度神奈川表江英国軍艦数艘渡来
　　　ニ付御殿山下警衛被
　　　仰付候間最寄寺院等江穏便ニ人数揃置
　　　時宜次第可及差図候間其節早速固場
　　　所江相詰警衛候様可被申付候
　　　　　　　　　　　　　　　岩城左京大夫
　　　　　　　　　　　　　　　津軽式部少輔
　　　同文言［越中島警衛同所内江人数揃置］
A0143-01979_053
　　　　　　　　　　　　　　　松平山城守
　　　同文言［浜御庭警衛同所内江人数揃置尤久世鎌吉江も相達置候間可被得其意候］
　　　　　　　　　　　　　　　松平為五郎
　　　同文言［大森町打場警衛同所内江人数揃置尤山内遠江守江も相達置候間可被得其意候］
　　　　　　　　　　　　　　　久世鎌吉
　　　同文言［浜御庭警衛同所内江人数揃置尤松平山城守江も相達候間可被得其意候］
　　　　　　　　　　　　　　　安藤鏻之助
　　　同文言［羽田最寄寺院等江穏便ニ人数揃置］
　　　　　　　　　　　　　　　山内遠江守
　　　同文言［大森町打場警衛同所内江人数揃置尤松平為五郎へも相達候間可被得其意候］
　　　　〆
一三月六日今日於営中被　仰出候御書付細川越中守様ゟ
　御廻達有之
　　　此程相達候通英国軍艦渡来申立候趣実以不
　　　容易儀ニ候素ゟ御兵備御充実ニも無之殊ニ
　　　御留守中之儀ニ付
　　　還御以後御決答可有之筈ニ候得共最前
A0143-01979_054
　　　申立候趣も有之候間此上応接之次第ニ寄
　　　速ニ開兵端候儀無之与ハ難斗自然右様之
　　　時変ニ至り候時者仮令御兵備御手薄御勝
　　　算無之候共不得止儀尽死力防戦之覚悟
　　　ニ而可有之旨此度
　　　御旅館より厚被
　　　仰越候趣も有之候間尚銘々報国之赤心を
　　　不失候様厚心懸忠節を尽し候様可被致
　　　候事
一三月八日
　公方様御発駕ニ付為御祝儀被差出候御書今朝御用番江
　御留守居介片山栄之進罷出指出之
一三月八日松平豊前守殿ゟ御呼出御留守居介久世外士
　罷出候処左之御書付壱通用人を以被相渡之
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来
　　　　　　　　　　　　　洋書調所教授手伝
　　　　　　　　　　　　　外国方翻訳出役
　　　　　　　　　　　　　　　坪井信良
A0143-01979_055
　　　右医学所教授職相勤候様可致候是迄之
　　　御充行其儘被下之尤竹内渭川院緒方洪庵
　　　可談候
一三月九日右同断ニ付松平豊前守殿江左之通御留守居
　草尾精一郎書取持参差出之
　　　越前守家来坪井信良儀医学所教
　　　授職相勤候様可致是迄之御充行其儘
　　　被下旨尤竹内渭川院様緒方洪庵様可談段
　　　昨日御書付御渡有之奉畏候右信良儀者
　　　御達申上春嶽上京之節召連申候越前守
　　　儀も上京中ニ付委細京都表江可申遣候
　　　此段申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　三月九日　　　　　　　草尾精一郎
一三月十日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　去ル四日
　　　公方様二条御城
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　　　御着駕被遊候間在府并御留守ニ罷在候
　　　万石以上以下之面々先達而相達置候通明後
　　　十一日麻上下着用登
　　　城御祝儀可被申上候
　　　　但病気幼少隠居之面々先達而相達置候通
　　　　　可被心得候
　　　　三月九日
一三月十一日
　公方様　御留守中ニ付　和宮様　天璋院様
　御機嫌御伺として御文被差出之
（以下、「　」内は抹消）
「一三月十一日近々　清心院様於久様御国表江御引越ニ付
　　御方々様ゟ為御餞別縮緬［紅白］五端御肴料金
　　千疋被進之
　一三月十二日　清心院様来ル十五日御発途可被成
　　御内定之処御引揚今朝丸山御屋敷御発輿ニ付
　　為御見送御広敷御用人横川吉十郎御在所迄
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　　被指出之」
一三月十六日
　公方様御京着ニ付為御歓御文被指出之
一三月十六日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　去ル七日
　　　公方様御参
　　　内被為　済候間在府并御留守ニ罷在候万石
　　　以上以下之面々先達而相達置候通麻上下
　　　着用明十六日登
　　　城御祝儀可被申上候
　　　　但病気幼少隠居之面々も先達而相達置
　　　　　候通可被心得候
一三月十七日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　万石以上之面々家族国邑江差遣候節
　　　関所々々通方之儀是迄之振合ニ而者此
　　　節柄手数も相掛自然不都合も可有之候間
A0143-01979_058
　　　此度限り御留守居江相達ニ不及附添之
　　　家来印紙江人数高相認小女其外之差別
　　　なく相通候筈ニ候且又家来之妻子等者重
　　　役之印紙江人数高相認是又自分断を以
　　　通行可被致候
　　　　三月
一三月十七日不容易御時態ニ付左之通定府之面々江
　可申渡旨御目付江御家老代り御用人菅沼重記申聞之
　　御上屋敷之分
　　一方今不容易御時態之処
　　　御留守中誠ニ御人少ニ候得共異変之節者
　　　打挙而誠精御警衛ハ可致筈尤事ニ臨候節
　　　狼狽之姿ニ而者見苦敷候間兼而面々其心得
　　　可有之候
　　一老人女子共之分者指図次第手軽ニ巣鴨御屋
　　　敷迄立退可申事
　　一当勤并拾五歳以上之輩者末々迄表御門
A0143-01979_059
　　　内江可相詰候第一火之元気を付外向より
　　　狼藉躰之儀有之候ハヽ可相制及理不尽
　　　候儀候ハヽ打払可申事
　　　　但具足用意之事
　　　　一火事装束着用之事
　　　　一鉄炮玉薬御用意有之筈之事
　　一自然所々放火等ニ而追々難遁場合も見受候ハヽ
　　　其節可及差図事
　　一異変之節
　　　御屋形不及当番事
　　霊岸島之分
　　　　右同趣ニ而相替候ケ条左之通
　　一当勤并拾五歳以上之輩者末々迄中御門内江
　　　可相詰候第一火之元気を付外向より狼藉躰
　　　之儀有之候ハヽ可相制及理不尽候儀候ハヽ打払
　　　可申猶又海辺江も相廻り厳敷守衛可有之事
A0143-01979_060
　　一自然所々放火等ニ而追々難遁場合ニも見受
　　　候ハヽ御門々々〆切離散不致巣鴨御屋敷江一旦
　　　相披可申事
　　　　但新川非常御門ゟ立退不苦事
　　一御上屋敷当番之儀異変之節ハ御用捨之事
　　　　　〆
一三月十八日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　万石以上以下之面々今般国邑并知行所等江
　　　家族并家来妻子等差遣候節中川番所
　　　女通船之儀人数書印紙を以通行之者より
　　　直ニ番所江指出且又町人共之分ハ兼而町年寄
　　　印鑑差出置右印鑑引合可被相通候尤遠国
　　　御用并在番等罷越候者ハ同役或ハ親類等之
　　　印形ニ而人数書指出候筈候条得其意此度限
　　　通行候様可被致候
　　　　但中川御番江者達相済候事
　　　　三月
A0143-01979_061
　　　此度英国軍艦渡来申立之趣も有之ニ付
　　　御警衛被　仰付置候面々万一兵端を開キ候節
　　　各其心得可有之候得共素より土地之形勢を
　　　斗り銘々策略を以十分防戦之術を尽し
　　　候様可被心得候
　　　　三月
一三月十八日京都御発駕ニ付［去ル朔日］御用番井上河内守殿江
　左之通御届書被指出之
　　　越前守在京之処去月廿八日牧野備前守様
　　　ニ而御達之趣ニ付去ル朔日京都ゟ国許江
　　　致発途候此段御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　三月十八日　　　　　　久世外士
一三月十九日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　兼而相達候通方今之形勢万一非常之儀も
　　　難斗ニ付御警衛等被　仰付候面々其外とも
　　　都而武器運送之節関所通行之儀是迄之
A0143-01979_062
　　　振合而已ニ而者手数相掛自然不都合之儀も
　　　可有之候間重立候家来之印紙江員数相認
　　　直ニ関所々々江差出通行可被致候尤此度限と
　　　可被相心得候
　　　　三月
一三月廿日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　御滞京可為十日旨御治定之旨最寄相達
　　　置候処猶
　　　御所ゟ被　仰出候趣も有之ニ付今暫
　　　御逗留被遊候旨被　仰出候
　　　御発駕日限者追而相達ニ而可有之候
　　　　三月
一三月廿一日御参　内被為　済候ニ付御用番江左之通
　御届書被差出之
　　　拙者儀於京都参
　　　内被　仰出拝
A0143-01979_063
　　　竜顔
　　　天盃致頂戴難有奉存候此段御届申候
　　　以上
　　　　三月六日　　　　　　　松平越前守
一三月廿一日
　慶永様京都　御発駕
一三月廿一日御都合も有之ニ付当分　御本丸江　御住居
　可被成旨被　仰出之
一三月廿一日去ル六日　御着城ニ付被指出候御書御用番江
　御留守居持参差出之
一三月廿二日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処左之
　御書付一通御渡有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来江
　　　今般英国軍艦渡来ニ付而者御預御台場
　　　据付御筒手入之為取除有之手薄之場所ハ
　　　越前守所持之筒有之候ハヽ差向候場合
A0143-01979_064
　　　ニ付振付方取斗候様可仕候
　右御達之趣ニ付左之通御用番江御留守居介片山栄之進
　書取持参差出之
　　　今般英国軍艦渡来ニ付越前守御預
　　　御台場御据付御筒御手入御取除有之手
　　　薄之場ハ所持之筒有之候ハヽ差向候場合
　　　ニ付据付方取斗候様可仕旨御書付之趣奉
　　　畏候然ル処当時此表ニ台場筒有合無御座
　　　候間此段奉申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　三月廿三日　　　　　　片山栄之進
一三月廿二日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　公方様当月廿一日二条御城
　　　御発駕東海道筋
　　　還御可被遊旨去ル十七日於京都被　仰出候
　　　　三月
一三月廿三日　勇姫様　安姫様福井江御着
A0143-01979_065
（以下、「　」内は抹消）
「一三月廿四日御本丸江御移当分御住居被成」
一三月廿四日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　当月廿一日京地
　　　御発駕可被遊之処
　　　御所より被　仰出候趣も有之ニ付
　　　御発駕御延引暫
　　　御滞京可被遊旨去ル十九日於京地被　仰出候
　　　　三月廿四日
（以下、「　」内は抹消）
「一三月廿五日
　　慶永様福井江　御着」
一三月廿五日御軍艦操練所江御呼出御留守居罷出候処
　左之通口達有之
　　　当節異国形又ハ蒸気船等所持之家々江
　　　御軍艦乗組水夫火焚共伝手を求め抱入ニ
　　　相成候者も有之哉之処右者病身又者親
　　　看病等之儀申立暇差遣し候者共にて
A0143-01979_066
　　　病身全快之上出府いたし候ハヽ当御軍艦乗組
　　　可相勤筈之処私ニ伝手を求め諸家江抱入ニ
　　　相成候者不都合之儀且業前等未熟之者ニ而も
　　　自得之趣等申立候而者航海中如何様之工夫
　　　無之とも難申ニ而海軍術開業之差障ニも相成
　　　候儀ニ付深懸念致し候間以来御軍艦江乗組
　　　居候水夫火焚とも伝手を求め抱入之儀申出候
　　　とも自己ニ不相抱其者之名前生国并御軍艦江
　　　乗組候年月等相糺右之趣御軍艦所江申立
　　　挨拶承候上抱入候様可被致右取調も不行届
　　　自己ニ抱置後日相知候ハヽ直ニ引戻候儀も可
　　　有之候尤水夫火焚とも不馴ニ而差支候儀も
　　　有之候ハヽ教授いたし可差遣間稽古として
　　　御軍艦所江可被差出候其上ニも指支有之節ハ
　　　御軍艦所相勤居候水夫火焚共拝借被
　　　仰付候儀も可有之候間其段可被申上候以来
A0143-01979_067
　　　口達之通可被心得候
一三月廿五日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　英船渡来ニ付御門々々并橋々駅口勤番所共
　　　鉄炮其外武器通方之儀右員数書付万石
　　　以上之面々家来印紙差出シ万石以下之分ハ
　　　自分印紙書付差出可被致通行候尤非常ニ
　　　臨候節ハ通行之御門又ハ勤番所江附添之
　　　家来ゟ口上ニ而相達可被致通行候
　　一御城内御警衛之面々ハ鉄炮武器類下馬
　　　所江相残し置当番御目付ゟ相達次第前文
　　　同様之振合を以操入候様可被致候
　　　　三月
一三月廿六日
　公方様　御参　内被為　済候ニ付被指出候御書今朝
　御用番江御留守居持参指出之
（以下、「　」内は抹消）
「一三月廿六日出雲守様御娘近々糸魚川表江御引越ニ付
A0143-01979_068
　　為御餞別御使御用人菅沼重記を以左之通被進之
　　　　出雲守様江
　　　　　金拾五両
　　　　　奉書紙三束
　　　　　雲丹一壺
　　　　奥方様江
　　　　　縮緬［紅白］五端
　　　　　御肴料弐拾両
　　　　摂五郎様江
　　　　　御野袴地二端
　　　　　御肴料三千疋
　　　　お銀様
　　　　お安屋様
　　　　お釣様
　　　　お喜美様江
　　　　　縮緬［紅白］二端
　　　　　御肴料三百疋　　　ツヽ
　一三月廿八日右同断今朝御発途被成候ニ付為御見立
　　御使御用人代り高田六三郎被遣之」
一三月廿八日於二条　御城御達之御書付写左之通松平
　陸奥守様ゟ御廻達有之
A0143-01979_069
　　　大樹帰府之事段々以
　　　勅諭被　召止候事
　　　先日　御沙汰被為　在候通
　　　将軍職万事是迄之通
　　　御委任ニ候就而者諸大名以下守衛万端指揮
　　　於被致者
　　　御安心ニ候事事ニ仍候ハヽ
　　　御親征も被為遊度程之思召候事
　　　　三月
　　　　　　　　　　　　　　畏御請奉申上候
　　　　　　　　　　　　　　　御諱
一三月廿八日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　禁裏御所為御守衛拾万石以上之面々ゟ
　　　壱万石ニ付家来一人充之割を以身体強壮
　　　行状宜勇幹（敢）之者相撰京地江差出御警衛
　　　為相勤可申候尤取締向者主人々々ニ而厚世話
　　　致し一ケ年宛ニ而交代為致可申候右之趣
　　　御所より
A0143-01979_070
　　　御沙汰之趣も有之候間被得其意早々人撰
　　　差出候様可被致候委細之儀者牧野備前守
　　　可被承合候
　　　　三月
一四月五日
　慶永様総裁職御免御逼塞被成候御儀ニ付御用番
　松平豊前守殿江御留守居介片山栄之進左之
　御届書持参指出之
　　　去ル廿六日於京都水野和泉守殿ゟ一類
　　　御呼出ニ付田付主計罷出候処松平春嶽儀
　　　御政事総裁職御免相願未
　　　御許容も無之候処勝手ニ当地発足致シ
　　　出立後其段相届且引戻之儀相達候処残り
　　　居候家来相支其儘帰国之段如何之事ニ候
　　　叡慮を以総裁職被
　　　仰付既ニ御免願も達
A0143-01979_071
　　　叡聞
　　　御聞届無之内前書之始末対
　　　朝廷別而不束ニ付急度も可被　仰付候処是迄
　　　出精相勤候付出格之御宥免を以総裁職
　　　御免逼塞被　仰付候此段御届申候以上
　　　　三月廿八日　　　　　　松平越前守
　　　松平春嶽儀此度総裁職
　　　御免逼塞被　仰付候ニ付春嶽ゟ年中表向
　　　勤向献上物并
　　　御内証勤向且又春嶽妻ゟ年中勤向之儀
　　　当時相扣申候此段御聞置可被下候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　四月五日　　　　　　　片山栄之進
　　　松平春嶽此度総裁職
　　　御免逼塞被
　　　仰付奉恐入候依之拙者差扣之儀従国許
　　　京都表江相伺候儀ニ御座候此段御届申候
A0143-01979_072
　　　　三月廿八日　　　　　　松平越前守
　　　越前守差扣之儀伺中ハ表向并御内証勤向
　　　之儀相扣申候此段御聞置可被下候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　四月五日　　　　　　　片山栄之進
　　　松平春嶽此度総裁職
　　　御免逼塞被　仰付奉恐入候依之越前守差扣
　　　之儀従国許京都表江相伺候儀ニ御座候就而者
　　　右伺中ニハ候へ共御台場御警衛向之儀者
　　　是迄之通相心得申候此段奉申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　四月五日　　　　　　　片山栄之進
一四月五日農兵一組高知狛帯刀江御附被成
一四月九日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処左之御書付
　御渡有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　常盤橋御門内添屋敷御用ニ付家作共
　　　可被差上候尤御作事奉行可被談候
A0143-01979_073
　　御書取
　　　当時在邑ニハ候得共此度御用ニ相成候屋敷之
　　　儀ハ急速御用ニ付精々手操（繰）いたし早々御作事
　　　奉行江引渡候様可仕候事
一四月十三日霊岸島御屋敷内物置小屋ゟ出火燃抜候ニ付
　左之通御用番江御届書被差出之
　　　今朝六半時越前守霊岸島中屋敷内物置
　　　二間ニ二間半之小屋致出火燃抜候処早速
　　　打消申候尤右小屋不致焼失候得共此段
　　　御届申候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　四月十三日　　　　　　片山栄之進
一四月十三日右同断ニ付御差扣之御窺書小倉新右衛門殿
　［御用御頼御先手］を以御用番江被差出候処即刻不及其儀旨
　御差図有之
　　　松平越前守霊岸島中屋敷内物置小屋
　　　今朝六半時致出火候依之差扣之儀越前守
　　　在国ニ付私共を以相伺申候以上
A0143-01979_074
　　　　四月十三日　　　　　　小倉新右衛門
一四月十五日御内御用有之ニ付松平筑前守様江御使御家老
　本多飛驒酒井若狭守殿江同松平主馬被遣之
一四月十五日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　　　　　　　　　　　　　水戸中納言殿
　　　為関東守衛下向被　仰付候ニ付防禦筋之儀
　　　大樹目代之心得を以指揮可有之候先祖已来
　　　格別勤有之家柄先代之遺志継述闔藩
　　　可致尽力防戦可奏夷狄掃攘之成功様
　　　御沙汰候事
　　　　四月
　　　　　　　　　　　　　　　水戸中納言殿
　　　此度御滞京被　仰出候ニ付為関東御守衛
　　　御下向且従
　　　御所被　仰出も有之候事故外夷御所置振
　　　之儀御委任被成候間曲直を明ニし名義を
A0143-01979_075
　　　正し御国威相立候様御取斗可有之旨被
　　　仰出候右ニ付而者尾張大納言殿并老中江も
　　　御相談有之候様被　仰出候
　　　　四月
一四月十九日
　慶永様御逼塞ニ付先達而御指扣之御窺書京都
　表江被　差出候処御差図有之ニ付御用番江左之通
　御届書被差出之
　　　越前守差扣之儀京都表江相伺候処
　　　御目通指扣之格被　仰出候此段御届申上候
　　　以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　四月十九日　　　　　　前波五郎左衛門
一四月十九日当夏御参勤之儀ニ付御用番江御留守居介
　片山栄之進左之通御窺書持参差出候処追而
　御附札之通御差図有之
　　　此度英吉利軍艦申立之趣有之争端
A0143-01979_076
　　　相開候事ニ付越前守於京都御暇被
　　　仰出藩屏之任不失様可尽粉骨旨被　仰出
　　　御上洛御待受も不被致帰国候事ニ付当夏
　　　参勤之儀如何相心得可申哉此段御内慮
　　　奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　四月十九日　　　　　　片山栄之進
　　　　御附札
　　　　　書面之趣ハ先達而厚キ御趣意を以参府年割被
　　　　　出候儀ニ付在府之期限参府無之候而者当地
　　　　　御人少相成候間参府時節ニ相成候ハヽ国許警
　　　　　衛向等者重役之家来共江篤与申含置参勤
　　　　　期限之通参府候様可仕候事
一四月廿一日今朝於営中御達之御書付松平左兵衛督殿
　大和守様ゟ御廻状ニ而来ル
　　　以廻状致啓上候然者大御目付様ゟ依御達今日
　　　左兵衛督大和守登
　　　城被致候処御白書院御下段ニおゐて松平
A0143-01979_077
　　　豊前守様井上河内守様御列座ニ而御達申候
　　　儀ニ者無之候得共不廉立様御演達御座候者
　　　別紙御書付之通此度横浜鎖港之応接御
　　　取懸相成候ニ付而者第一曲直名義を御正し
　　　無之候半而者不相成ニ付生麦ニおゐて被害候
　　　者之為法養償金被遣候儀ニ有之右償金
　　　被差出候も畢竟鎖港之談判ニ相成候処
　　　より之儀ニ有之候右様相成候而も家来下々迄
　　　自然心得違之所致無之様厚可被申付乍去
　　　軍艦も滞留之事故万一彼よりハ何様之儀
　　　仕出し候茂難斗ニ付此処者兼而覚悟可有
　　　之様ニと反復被　仰聞候依之大御目付様より
　　　御渡之御書付写共早々各様迄及御通達候様
　　　左兵衛督大和守被申付廻状数通相認持廻
　　　申付候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平大和守内
　　　　四月廿一日　　　　　　原弥五八
　　　　　　　　　　　　　　　小笠原源次
A0143-01979_078
　　　　　　　　　　　　　　松平左兵衛督内
　　　　　　　　　　　　　　　増尾新兵衛
　　　　　松平越前守様
　　　　　　　　御留守居中様
　　　今度英国軍艦渡来之趣意曲直を正し
　　　名義を明ニし随而鎖港之談判ニ可及候間
　　　右談判中者家来下々迄無謀過激之所業
　　　無之様能々申付へく時宜ニ寄戦争と相成
　　　候節者一心同力御国威相立候様前以銘々
　　　覚悟有之候
　　　　四月
一四月廿二日
　慶永様去ル廿五日福井江御着被成候ニ付被指出候
　御届書今朝御用番江御留守居持参差出之
　　　同氏春嶽儀去月廿日於京都表牧野備前守殿江
　　　相届同廿一日同所致発途今廿五日国許江致
　　　到着候此段御届申候以上
A0143-01979_079
　　　　三月廿五日　　　　　　松平越前守
一四月廿三日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　追々被　仰出之趣も有之ニ付而者海岸為防禦
　　　東海道品川宿ゟ藤沢宿迄道附替人家引
　　　移候分も可有之且品川宿ゟ芝辺海岸町々
　　　見分之上場所ニ寄御警衛筋差障候分者
　　　家作取払候儀も可有之候間右宿町普請等
　　　之儀者見合候様可致候
一四月廿五日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　摂海者枢要之地ニ付形勢為
　　　御覧置去ル廿一日大坂表江被為　成候旨被
　　　仰出其節石清水社江
　　　御参詣可被遊旨被　仰出候
　　　　四月
一四月廿六日本多内蔵助内願ニ付隠居被　仰付嫡孫
　興之助江拝知弐万石被　仰出府中其儘御預被成当今之
A0143-01979_080
　御時態ニ付重ニ在福御用席江罷出事情万端相心得
　申段候様被　仰付之且又左之通月番御家老酒井外記
　書付を以申達之
　　一同役出席之廉々者出席之事
　　一逗留之間
　　　御在国中ハ日々出勤御用番ゟ案内之事
　　一御留守中者評定日御用日出勤之事
　　　　〆
一四月廿七日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　京師御守衛御用掛三条中納言江被
　　　仰付候旨
　　　御所ゟ被　仰出候間為心得相達候尤御守衛
　　　人数書等中納言方江差出候様可被致候
　　　　四月
　　　今般拾万石以上之面々京都為御警衛在京
　　　被　仰付候間当亥年之儀者別紙之割合ニ
　　　相心得国邑ゟ出京御守衛厳重可被取斗候
A0143-01979_081
　　　尤交代之積可被心得候
　　　　四月
　　　　　別紙
　　　　　　京都御警衛
　　　　　　　　　　　　当亥年
　　　　　　　　　　　　　　　上杉弾正大弼
　　　四月ゟ　　　　　　　　安芸守名代
　　　六月迄　　　　　　　　　松平紀伊守
　　　　　　　　　　　　　　　奥平大膳大夫
　　　七月ゟ　　　　　　　　　加賀中納言
　　　九月迄　　　　　　　　　南部美濃守
　　　　　　　　　　　　　　　松平備前守
　　　十月ゟ　　　　　　　　　立花飛驒守
　　　十二月迄　　　　　　　　丹羽左京大夫
　　　　　　　　　　　　　　　戸田采女正
一四月廿七日御城御坊主組頭ゟ左之通申来ル
　　　御勝手御用向之儀和泉守周防守帰府迄ハ
　　　道淳豊前守月番を立取扱候間向々伺書等
　　　其心得ニ而差出可申候尤当月ハ豊前守
A0143-01979_082
　　　来月ハ道淳ト相心得候事
一四月廿九日昨日於営中御達之御書付松平相模守様ゟ
　御使者御家老代矢野能登を以左之通持参有之
　　　魯仏英和米葡孛之国々先年より和親
　　　交易願出条約も取結ひ候へ共右者其節之
　　　役人共
　　　朝廷伺済を不相待取斗候儀を其儘仕来
　　　候処昨年従
　　　朝廷外国和親交易拒絶之
　　　詔有之是迄取斗方不宜役人共夫々厳罰
　　　相加候間其方共も長崎箱館横浜三港
　　　商館凡三十日迄ニ引払一人も不残様帰国
　　　可致候若於違背者可及一戦候条得其意
　　　可申候事
　　　右之通ニ候得者第一
　　　御留守中与申殊ニ和蘭も同様御所置ニ
A0143-01979_083
　　　相成候儀者御主意柄難相分候ニ付右之御趣意
　　　此度尾張大納言殿急々上京御伺相成候間
　　　夫迄之所者是迄之通穏便ニ相心得可申候事
一五月五日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　英夷一条追々及切迫候ニ付而者模様ニ寄今晩
　　　ニも兵端を開候儀も可有之候間其心得を以人数
　　　出張致し御警衛場所厳重ニ手当可有之候
　　　尤及指図候迄決而卒忽之挙動有之間敷
　　　万一家来下々ニ至迄心得違之者於有之者
　　　厳重所置可被致候
　　　　五月四日
一五月六日夜御目付中ゟ左之通申来ル
　　　神奈川港碇泊之英夷一条追々切迫ニ及
　　　候ニ付而者弥開兵端候起発御固御軍艦を
　　　奪取夫ゟ御台場江差向発炮可致趣今日
　　　専ら申触し候由同所表ゟ申越候風聞迄之
A0143-01979_084
　　　儀ニハ候へ共不容易儀ニ付為心得不取敢申達候
　　　以上
　　　　五月六日
（以下、「　」内は抹消）
「　右ニ付御使番を以御書付御陣屋詰大御番頭氷見
　　主膳江御家老御用人渋谷弥税ゟ申達之
　一五月八日本多内蔵助［去月廿三日］病死ニ付被差出候御届書
　　今朝御用番井上河内守殿江御留守居介前波五郎左衛門
　　持参差出之
　　　　拙者家来本多内蔵助儀兼而病気御座
　　　　候処養生不叶今廿三日致病死候右之趣
　　　　為可得御意以使者申入候以上
　　　　　四月廿三日　　　　　　松平越前守
　　　　　　別紙
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来
　　　　　　　　　　　　　　　内蔵助養子
　　　　　　　　　　　　　　　　本多興之輔」
一五月八日夕御用番井上河内守殿ゟ御呼出御留守居
A0143-01979_085
　草尾精一郎罷出候処左之御書付壱通御渡有之
　　　　　　　　　　　　　　袖うら
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来江
　　　品川沖御台場今朝御目付致見分候処越前守
　　　御預御台場甚手薄之趣ニ候此節柄之儀外
　　　御台場同様人数差出御固厳重ニ可致候
一五月十日於天徳寺昨九日夕ゟ今朝迄　松栄院様七回
　御忌御法事御執行有之ニ付
　公方様御名代寺社奉行松平摂津守殿御勤御香奠
　銀三拾枚御備　和宮様　天璋院様御名代御広式
　御用人山田清之助殿御勤同銀拾枚ツヽ　姫君様
　本寿院様ゟ御代拝御附御用人被相勤御香奠
　銀三枚ツヽ御備有之於運正寺茂同断御執行有之
一五月十日御目付大井美濃守殿ゟ御呼出　御城中ノ口江
　御留守居下役罷出候処左之通御達有之
　　　英国軍艦内海江駛入防塞之為メ御台場
　　　最寄澪筋江旭日丸千秋丸并ニ茶船等江
A0143-01979_086
　　　石類積乗貯置万一非常之節者右澪江
　　　沈メ英国駛入候を立切候事
一五月十三日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　尾張前大納言殿御事
　　　公方様御登京御滞在中御政事向輔翼
　　　被在之候様
　　　叡慮を以被　仰出之
　　　　五月
　　　非常合図之儀者浜御庭ニおゐて火箭
　　　拾発打放し候ハヽ非常与相心得御曲輪内
　　　出火之節之通太鼓鐘打交町半鐘等打候
　　　筈ニ付火之元等取締置銘々小具足着込
　　　火事貝等勝手次第着用詰場々々江出張
　　　可被致候
　　　　五月
一五月十四日当年御参府御日限六月十一日於発駕
A0143-01979_087
　可被成旨被　仰出之
一五月十七日御用番ゟ御家老御呼出ニ付御家老代り御用人
　菅沼重記罷出候処左之通御書付二通用人を以被相渡之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　御目通差扣被成　御免候
　　　　　　　　　　　　　　　松平春嶽
　　　逼塞被成　御免候
一五月十八日右同断ニ付
　御二方様江為申上御物頭代大御番片山栄之進
　差立之［道中七日振］常盤橋御屋敷今日出立
一五月十八日右同断ニ付御用番江左之御窺書并御届書
　御留守居持参差出候処追而御附札之通御差図有之
　　　松平春嶽儀逼塞
　　　御免被成下候旨被　仰出難有奉存候依之
　　　越前守於国許承知之上御礼勤向之儀
　　　如何相心得可申哉此段奉伺候以上
A0143-01979_088
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　五月十八日　　　　　　前波五郎左衛門
　　　　御附札
　　　　　飛札差越候様可仕候
　　　松平春嶽逼塞
　　　御免被成下候旨被　仰出難有奉存候依之
　　　春嶽於国許承知之上御礼勤向之儀如何
　　　相心得可申哉此段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　五月十八日　　　　　　前波五郎左衛門
　　　　御附札
　　　　　使札差越候様可仕候
　　　越前守儀
　　　御目通差扣
　　　御免被成下候旨被　仰出難有奉存候依之春嶽
　　　於国許承知之上御礼勤向之儀如何相心得
　　　可申哉此段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　五月十八日　　　　　　前波五郎左衛門
　　　　御附札
　　　　　不及勤品候
　　　越前守
A0143-01979_089
　　　御目通差扣
　　　御免被成下候旨被　仰出難有奉存候依之越前守
　　　於国許承知之上御礼勤向之儀如何相心得
　　　可申哉此段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　五月十八日　　　　　　前波五郎左衛門
　　　　御附札
　　　　　使札差越候様可仕候
　　　松平春嶽儀逼塞
　　　御免被　仰出候ニ付於国許承知之上年中表向
　　　勤向献上物并御内証勤向且又春嶽妻より
　　　年中勤向之儀以前之通相勤申候此段御聞置
　　　可被下候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　五月十八日　　　　　　草尾精一郎
一五月廿日左之通取斗候様町奉行并御奉行江月番御家老
　杉田壱岐書付相渡之
　　　町中小物成豆腐運上室役塩役紺屋役并
　　　薬種屋質屋䋆問屋酒屋運上米市場口銭
A0143-01979_090
　　　とも以来被指免候事
一五月廿二日御軍帳御変革被仰出之
一五月廿九日御国仕立之駒御献上之儀ニ付左之通御用番江
　御窺書被差出候処追而御附札を以可為御窺之通御指
　図有之
　　　越前守於領内仕立候駒是迄多分五ケ年目
　　　参勤年ニ献上被仕来候処昨秋参勤御猶予
　　　被成下三年目毎ニ参府被　仰出候ニ付右駒献上
　　　之儀以来参勤年ニ不拘五ケ年目毎ニ献上
　　　仕候心得ニ御座候猶又奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　五月廿九日　　　　　　前波五郎左衛門　
一五月廿九日黒竜丸御買上ニ付御用番江左之通御届書
　被指出之
　　　此度於長崎表御奉行中様江相達亜墨
　　　利加売船八番木製蒸気商船別紙書付
　　　之通一艘相求去ル十日国許江着船仕候右者
A0143-01979_091
　　　平日運漕并参勤交代等之節も相用候儀も
　　　可有御座候間浦々御関所等江御達置被下
　　　候様被奉願候尤兼而御達御座候通惣印幟
　　　相用家之帆印船印等者安政六未年九月
　　　絵図面を以御達申上候通相用申候其外炮門
　　　砲数貫目等并乗組人数海路乗筋運送方
　　　等之儀者追而御達申上候此段越前守国許ゟ
　　　被申付越候間申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　五月廿九日　　　　　　前波五郎左衛門
　　　　　演説
　　　浦賀御奉行中様江別段御届申上候心得ニ
　　　御座候
　　別紙
　　　今般亜墨利加ゟ買入候木製蒸気船々号
　　　黒竜丸
　　　　長サ亜墨利加曲ニテ　　百六拾五尺
A0143-01979_092
　　　　幅同ニ而　　　　　　　弐拾四尺四寸
　　　　深サ同ニ而　　　　　　拾三尺
　　　　檣　　　　　　　　　　弐本
　　　右之通ニ御座候以上
　　別紙
　　　黒竜丸
　　　　総部屋数覚
　　一甲板下部屋　　　　　　　九
　　　　但シ将官部屋共
　　一甲板上部屋　　　　　　　七
　　　　外ニ食事部屋　　　　　一
　　　　　　火焚部屋　　　　　一
　　　　　　以上
　　別紙
　　　百馬力蒸気船
　　　　黒竜丸
A0143-01979_093
　　　　長　　　　　　　　　　弐拾八間三尺弐寸五歩
　　　　幅　　　　　　　　　　四間三寸七分五厘
　　　　深　　　　　　　　　　二間一尺七分五厘五毛
　　　　檣　　　　　　　　　　二本
　　　　船檣四角帆　　　　　　三枚
　　　　舳張網三角帆　　　　　一枚
　　　　艫檣楫帆　　　　　　　一枚
　　　　同上三角帆　　　　　　一枚
　　　　　以上
一五月廿九日御軍帳掛り御用人江左之通御家老書付
　を以申渡之
　　　近来官年拾七歳ゟ御軍事之節被召連候御
　　　規定ニ候処以来生年十七歳之御規定ニ相成
　　　候間左様相心得宜被取斗候
一五月晦日御家老本多修理内願ニ付御役御免被成
一六月朔日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
A0143-01979_094
　　　去ル廿日夜姉小路少将退出之砌於朔平門辺
　　　乱妨人有之及刃傷逃去候段不容易儀ニ付
　　　早々探索可致旨夫々厳重申達候間此段相心得
　　　家来末々迄厳敷申付聊ニ而も手掛り有之
　　　候ハヽ早々申出候様可被致候
一六月朔日於御座所御家中之面々并無息伯父甥次男
　拾七歳以上之者共於席々
　慶永様　茂昭様御目見被　仰付御酒被為頂戴之
A0143-01980_001
（表紙）
文久三年癸亥
　茂昭様御代　下
　　　　　　　　　　読合済
（本文）
（追加画像）
一六月朔日農兵一組高知酒井与三左衛門江御附被成
一六月二日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　今度京師御警衛被　仰付候拾万石以上之面々
　　　御警衛割合之内南部美濃守儀ハ十月ゟ
　　　十二月迄戸田采女正儀ハ七月ゟ九月迄出京
　　　御警衛相勤候様割替被　仰出候間其段可被達候
　　　尤右之外当亥年御警衛相勤候面々江も為心得
　　　右之段可被達候
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　　　　四月
　　　　　覚
　　　京師為御守衛拾万石以上之面々割合在京
　　　被仰出候ニ付当亥年之儀者最前相達候得共
　　　来子年ゟ之儀者追而交代割合可被　仰出候間
　　　右割合之通上京致し御守衛厳重相心得
　　　候様可被取斗候
　　　　　覚
　　　万石以上之面々向後朝覲之儀被　仰出候尤屡
　　　出京候而者疲弊ニ可及候間家督之節上京
　　　天気相伺夫より十ケ年目一度ツヽ朝覲候様
　　　可被心得候且又江戸参勤割合之儀者是迄之通
　　　可被心得候
　　　　但拾万石以上之面々者為御警衛交代上京之
　　　　　事ニ付別段為朝覲上京候ニ者不及候
一六月三日［朝四時頃］西丸中奥向ゟ出火大奥向表御殿とも
A0143-01980_003
　不残御焼失依之不取敢御機嫌為御窺御用番井上
　河内守殿江御留守居介前波五郎左衛門被指出之
　　但右御焼失之節竜之口迄三町火消ニ差出之
一六月三日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　西丸御焼失ニ付為伺御機嫌万石以上之面々
　　　并病気幼少之向共御留守月番之老中江使者
　　　指越候様可被致候
　　一在国在邑之面々ハ隠居之分共右同様飛札差越
　　　右ニ付差支之面々者京都老中旅宿江飛札
　　　差越候様可被致候
一六月六日当秋御参勤御礼後御献上物之儀ニ付松平
　豊前守殿江左之通御伺書被差出候処追而御附札を以
　御指図有之
　　　越前守参勤御礼後別紙先例伺済之通
　　　致献上来候得共此度御変革之折柄ニ付
　　　当秋参勤御礼後献上之儀者不致心得ニ
　　　御座候此段奉伺候以上
A0143-01980_004
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　六月六日　　　　　　　前波五郎左衛門
　　　別紙
　　　　　覚
　　　公方様江
　　　　五色奉書紙　　　拾束
　　　和宮様
　　　天璋院様江
　　　　両面打曇鳥子紙　一箱宛
　　　右参勤御礼後以使者差上申候
　　　　御附札
　　　　　可為伺之通候
一六月八日　松栄院様御法事之節
　御方々様ゟ御名代御参拝并御香奠御備被成候
　為御礼御使者御雇粕谷雄蔵御国許ゟ被指出候趣ニ而
　今朝御用番江罷出御書差出之
一六月八日先達而霊岸島御屋敷内出火ニ付御指扣之儀
　御窺有之候処不及其儀旨被　仰出候為御礼被指出候
　御書御用番江御留守居持参指出之
一六月九日御参府御廻勤之節御服柄之儀ニ付御用番江
A0143-01980_005
　左之通御伺書被指出候処追而御附札を以御差図有之
　　　越前守為参府着之節御老中様方江為御
　　　案内被致廻勤候節是迄ハ上下着用被致候得共
　　　此度御変革之折柄ニ付平服又者旅装ニ而も
　　　不苦儀ニ御座候哉此段相伺申候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　六月九日　　　　　　　草尾精一郎
　　　　御附札
　　　　　書面之通ハ是迄之通麻上下着用可被致候
一六月九日御軍艦奉行内田主殿頭殿木村摂津守殿ゟ
　　御留守居共迄左之通申来ル
　　　越前守殿御所持日本船并西洋形船等江
　　　被相用候船印帆印等絵図面二枚宛美濃紙ニ
　　　相認明十日五時迄ニ御軍艦操練所江可被
　　　差出候此段相達候事
　　　　但右達ニ付取調出来兼候ニ付今日中御猶予之
　　　　　書取御留守居ゟ差出之
一六月十一日右同断ニ付御軍艦奉行江左之通御留守居介
A0143-01980_006
　前波五郎左衛門書取持参差出之
　　　越前守所持之日本船并西洋形船等江相用候
　　　船印帆印等絵図面差出候様御達之趣致承知候
　　　日本船者所持不致候蘭名コツトルト申船於国
　　　製造致所持候右船江相用候船印帆印別紙
　　　之通ニ御座候此度於長崎亜墨利加木製蒸気商
　　　船別紙之通船印帆印もコツトル船之印同様
　　　相用申候儀ニ御座候乍併右蒸気船雛形者
　　　未タ国許ゟ相廻不申候得者相廻次第早速御届
　　　可申候此段御届候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　六月十一日　　　　　　前波五郎左衛門
　　　別紙
　　　　　亜墨利加木製蒸気船々号
　　　　　黒竜丸
　　一長　　　　　　二拾八間三尺弐寸五分
　　一幅　　　　　　四間三寸七分五厘
A0143-01980_007
　　一深　　　　　　二間壱尺七分五厘五毛
　　一檣　　　　　　二本
　　一舳檣四角帆　　三枚
　　一舳張綱三角帆　一枚
　　一艫檣揖帆　　　一枚
　　一同上三角帆　　一枚
　　一船印帆印者コツトル船同様相用申候
　　一炮門炮数貫目等之儀者追而御達被申候旨国
　　　許ゟ申越候
　　　別紙
　　一船蘭名コツトル一艘長サ拾一間幅三間半
　　一直立檣壱本遣出シ檣壱本帆四枚
　　一旗印帆印絵図之通
　　一附属小船蘭名ハツテーラ二艘
　　一炮門炮数之儀者相備不申儀ニ候得共尚又国許
　　　取調之上否追而可申上候
A0143-01980_008
　　　　絵図面添
（以下、「　」内は抹消）
　　　　「但絵図面御記録類不詳」
一六月十六日御目通り御差扣并
　慶永様御逼塞御免被仰出候ニ付
　御二方様ゟ為御礼御使者御雇高橋左十郎西川八左衛門
　御国許ゟ被差出候趣ニ而今朝御用番江［御留守居同道］罷出
　御書指出之
　　但慶永様御逼塞御免被仰出候ニ付
　　　茂昭様ゟ為御礼指出候御書も今朝御用番江差出之
一六月十六日［昼九ツ半時頃］御目付杉浦正一郎殿使之由ニ而
　公方様唯今御乗船ニ而還　御可被遊旨御門番とも江
　申置候ニ付不取敢御機嫌為御伺御用番江御留守居
　罷出
一六月十六日御用番ゟ御呼出御留守居草尾精一郎罷出
　候処御参勤御時節ニも有之無程
　公方様御帰府被遊候ニ付而者御相談之筋も被為
A0143-01980_009
　在候間早々御出府被成候様之御奉書公用人を以被相渡之
　右ニ付御国表江早飛脚［三日半］差立之
一六月十六日
　慶永様御在国中暑中御尋之儀ニ付御用番江左之通
　御願書被指出候処追而御附札を以御差図有之
　　　松平春嶽在国中ニ付暑中宿次御奉書を以
　　　御尋被成下候様願奉存候越前守家之儀者
　　　格別之御訳柄を以代々
　　　御尋被成下国中難有規模与仕置候儀ニ御座
　　　候得者何卒御内々御沙汰被成下候様奉願上候
　　　以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　六月十六日　　　　　　前波五郎左衛門
　　　　御附札
　　　　　願之趣ハ難被及御沙汰候
一六月十七日町在御用金之儀ニ付支配頭江左之通月番御家老松平
　主馬書付相渡之
　　　　　　　　　　　　　　町奉行
　　　　　　　　　　　　　　　長谷部甚平
A0143-01980_010
　　　　　　　　　　　　　　郡奉行
　　　　　　　　　　　　　　　　三岡八郎
　　　　　　　　　　　　　　　　松原孫七郎
　　　　　　　　　　　　　　　　榊原幸八
　　　兼而不容易御時態之処弥以兵乱何時とも
　　　難斗ニ付而ハ
　　　慶永様　茂昭様天下之御為　思召被為立
　　　御国務之御奉公被為遂度御旨ニ而今度
　　　御上京被遊筈ニ候然ル処近年莫太之御物入
　　　指湊迚も御入用御手合兼候ニ付別段町在江
　　　御用金被仰付候間早々取立可被指出候右員数
　　　割之儀者別紙之通可被相心得候
　　　　別紙
　　　壱万両　　　福井町
　　　同　　　　　三国町
　　　同　　　　　上領
　　　同　　　　　中領
　　　同　　　　　下領
A0143-01980_011
一六月十七日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　去ル九日京地
　　　御発駕大坂表江
　　　御立寄夫ゟ東海道筋
　　　御旅行可被遊処同十三日大坂表
　　　御発途御軍艦ニ而今十六日浜御庭江
　　　御着夫より
　　　還御被遊候此段向々江早々可被相触候
　　　　六月
　　　御上洛相済被遊
　　　還御候ニ付明後十八日四時惣出仕有之候此段
　　　向々江可被達候
　　　　但麻上下着用之事
　　　　六月十六日
　　　小笠原図書頭事
　　　思召有之御役御免被成候旨於大坂表
A0143-01980_012
　　　被仰出候此段向々江可被達候
　　　　六月
　　　牧野備前守内願之趣も有之候ニ付御役御免
　　　如前々帝鑑間席被仰付稲葉長門守所司代
　　　被仰付之
　　　右之通去ル十一日於大坂表被仰出候此段向々江
　　　可被相達候
　　　　六月
一六月十八日御内用有之肥後薩摩両国江為御使者御家老
　岡部豊後御側御用人酒井十之丞郡奉行三岡八郎
　被遣之［七月五日黒竜丸江乗込三国湊出帆］
一六月廿三日去ル三日　西丸炎上ニ付御機嫌為御伺被差出候
　御書今朝御用番江御留守居持参差出之
　　但御内証ゟも御文被差出之
一六月廿四日夜御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処左之通
　御書付一通御渡有之
A0143-01980_013
　　　先達而出府之儀相達候処此程
　　　還御被為　在候ニ付可成丈支度差急早々出府
　　　候様可被致候
　右ニ付御国表江早飛脚［道中五日振］差立之
一六月廿六日
　公方様京都　御発輿ニ付為御歓被指出候御書今朝
　御用番江御留守居持参指出之
一六月廿六日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　御上洛御供其外役々東海道中山道両街道江
　　　割合帰府致候ニ付諸家家来等通行之儀急用
　　　向少人馬遣候分并自己之従者而已召連通行之
　　　儀者格別其余平常之通行ハ御供之面々
　　　江戸着相済候迄両街道旅行之儀見合候様
　　　可被致候
一六月廿六日大御番頭并御留守居江左之通御家老書付を以
　申渡之
A0143-01980_014
　　　御留守番一々二々子供大御番組江御附被成候
一六月廿八日御参勤御猶予并
　慶永様卸国御住居之儀ニ付御用番江御届書被指出候処
　追而御附礼之通御差図有之
　　　拙者儀為参勤比節国許可政発途処持病之
　　　脚気指発長途之旅行致難儀候依之致
　　　養生全快次第致出立心得ニ御座候此段御届
　　　申候以上
　　　　六月廿八日　　　　　　松平越前守
　　　　御附礼
　　　　　先達而出府候様追々相達置候儀ニ候少も快候ハヽ
　　　　　早々参府可被致候
　　　松平春獄儀先達而御達申上候通越前守
　　　国許江罷帰候ニ付其儘住居為仕度与奉存候
　　　此段可申上旨従国許申付越候間御聞置可被下候
　　　以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　六月廿八日　　　　　　草尾精一郎
A0143-01980_015
一七月三日酒井若狭守殿ゟ御使者御家老深栖千馬允
　御用人村松左門御役人守留嘉左衛門福井江着今朝登　城
一七月三日本多興之輔代替ニ付献上物之儀左之通御用番
　水野和泉守殿江御伺書被差出候処即日御附礼之通御差図
　有之
　　　　　覚
　　　公方様江
　　　　御太刀　　　　　　　家来
　　　　銀馬代　　　　　　　　本多興之輔
　　　　奉書紙　廿束
　　　右為継目之御札先規之通指上申候様奉願候
　　　興之輔儀在所ニ罷在当時病身ニ御座候間以使者
　　　右之通指上可申候宜御差図奉願候以上
　　　　七月三日　　　　　　　松平越前守
　　　　御附札
　　　　　可為願之通候
　　　　　年中献上物覚
　　　公方様江
　　　　蒸鰈　　　　一箱　五十枚入
　　　　右年頭之為御祝儀献上仕候
A0143-01980_016
　　　　小紋鳥子紙　一箱　五百枚入
　　　　右端牛之為御祝儀献上仕候
　　　　豊原索麪　　一箱　五百把入
　　　　刺鯖　　　　一箱　廿束入
　　　　右七夕之為御祝儀献上仕候
　　　　判大奉書紙　二箱　拾束入
　　　　右重陽之為御祝儀献上仕候
　　　　判間奉書紙　二箱　拾束入
　　　　右歳暮之為御祝儀献上仕候
　　　右之通献上仕来候興之輔儀も是迄之通指上
　　　可申候宜御指図奉願候以上
　　　　七月三日　　　　　松平越前寺
　　　　御附礼
　　　　　年始献上之外不及差上物候
　　　　　例書
　　　安政三辰年四月
　　　本多丹波継目之為御礼
A0143-01980_017
　　　公方様江御太刀銀馬代奉書紙廿束丹波ゟ
　　　以使者献上為仕度段御用番久世大和守様江
　　　相伺候処右之通差上候様可仕旨御附礼を以被
　　　仰聞以使者差上申候且又年中献上物
　　　公方様江如先視為仕度相伺候処如先規
　　　差上候様可仕旨御附礼を以被仰聞候
　　　　〆
　　　越前守家来本多興之輔ゟ年中献上物之儀
　　　代々本文之通奉伺候献上仕来候先例ニ御座候
　　　然ル処昨秋年始八朔之外献上物御用捨被
　　　仰出候ニ付年始献上物斗仕心得ニ御座候此段
　　　御手前様迄御内々申上置候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　七月三日　　　　　　　片山栄之進
一七月六日去月十六日御渡之御奉書御請并御脚気症ニ而
　御発途御猶予之御届書御留守居演説書添御用番江
　被差出候処追而演説書ニ御附礼を以御差図有之
　　　御奉書致拝見候拙者儀参勤時節ニも有之
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　　　無程
　　　御帰府ニも相成候ニ付而者
　　　御相談之御儀も被為　在候間早々可致出府旨
　　　被仰出候条可存其趣旨被仰下奉得其意候
　　　恐惶謹言
　　　　六月廿六日　　　　　　松平越前守
　　　　　松平豊前守殿
　　　　　井上河内守殿
　　　拙者儀依　召早々参府可致処先頃御届
　　　申候通持病之脚気指発未快無御座候間
　　　全快次第致発途候此段御聞置可被下候以上
　　　　六月廿六日　　　　　　松平越前守
　　　　　演説
　　　越前守儀御届申上候通脚気末爾々不仕候
　　　右ニ付参府之儀も延引相成候ニ付国許ゟ重役共
　　　差出御用可相伺筋ニ御座候哉又ハ御封物
A0143-01980_019
　　　ニ而御渡可被成下儀ニ御座候哉左候得者詰合之
　　　重役共差出奉請取国許江差越候而も宜儀ニ
　　　御座候哉此段御内々可伺旨国許ゟ申付越候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　七月六日　　　　　　　大道寺七右衛門
　　　　御附礼
　　　　　申立之趣も有之候得共御相談之儀有之出府
　　　　　候様被　仰出事ニ付書面之通ニハ難相整候且又
　　　　　兼而被　仰出候参府之時節ニも至候儀ニ付旁
　　　　　療養相加少も快候ハヽ急速出府候様可仕候事
一七月十日黒竜丸并コツトル船帆印船印之儀ニ付御用番
　水野和泉守殿江左之通御届書被指出之
　　　亜墨利加木製蒸気商船相求候ニ付帆印船印
　　　安政六未年絵図面を以御達申上候通相用候段
　　　去月井上河内守様江御届申上候処此度コツ
　　　トル船并蒸気船共別紙絵図面之通相改申候
　　　尤御国惣印之儀者兼而御触達之通相用申候
　　　且又蒸気船ニ大炮備不申候乗組人数大法
A0143-01980_020
　　　四拾人斗乗筋之儀者江戸長崎箱館右乗
　　　筋之海路東西廻湊々依時宜立寄相休候節
　　　砲数貫目等之儀者奉伺候心得ニ御座候此段申
　　　上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　七月十日　　　　　　　片山栄之進
　　　　　但右同文ニ而浦賀奉行大久保土佐守殿江も御届
　　　　　　被指出之
一七月十三日
　公方様　環御［去月十六日］被遊候ニ付御機嫌為御伺御使者
　御雇沢木又八郎御国許ゟ被指出候趣ニ而今朝御用番江
　罷出御書指出之
一七月十五日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　舶来之武器其外買入之ため横浜表家来
　　　差越度節者大目付御目付江申立家来印鑑
　　　指出候様可被致候
一七月十六日御参府御猶予之儀ニ付御用番江左之通
A0143-01980_021
　御届書被指出之
　　　拙者出府之儀先達而も御達御座候処此程
　　　環御被為　在候ニ付可成丈支度差急早々出府
　　　候様可致旨御達御座候然ル処兼而御届申上
　　　置候通持病之脚気兎角爾々無之致難渋候間
　　　専加養生快相成候ハヽ致発途候間此段御聞置
　　　可被下候以上
　　　　七月四日　　　　　　　松平越前守
一七月十七日御留守居役已来　思召を以御用人当番申談
　相勤候様被　仰付之
一七月廿日　泰陽院様二百五十回御忌ニ付結城孝顕寺江
　御先添組使を以御香奠銀五枚被供之於福井孝顕寺も
　御茶湯御執行有之
一七月廿三日　思召有之御家老本多飛驒御役
　御免被成
一七月廿五日右同断ニ付御家老松平主馬御役
A0143-01980_022
　御免被成
（以下、「　」内は抹消）
「一七月廿八日徳川寿千代様今朝御領知御拝領之御礼被
　　仰上候ニ付田安御屋形江御使御用人代梯治部左衛門を以御歓被仰進之」
一八月朔日高知稲葉哉五郎御家老職被　仰付
一八月朔日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　外夷拒絶之儀兼而被　仰出候上者海陸御警衛向
　　　并士気振興之儀方今之御急務ニ候処是迄
　　　百事遅緩ニ流れ攻守之法末御全備不相成
　　　御国威ニも拘り候儀ニ付此度別紙之通海陸
　　　御備向掛被　仰付候間諸向共得其意御武備
　　　御更張相成候様厚相心得於銘々も一際勉励
　　　有之候様可被致候
　　　　　　　　　　　　　　海陸御備向掛
　　　　　　　　　　　　　　　水野和泉守
　　　　　　　　　　　　　　　稲葉兵部少輔
　　　　　　　　　　　　　　大目付
　　　　　　　　　　　　　　　松平対馬守
　　　　　　　　　　　　　　　大久保豊後守
A0143-01980_023
　　　　　　　　　　　　　　御勘定奉行
　　　　　　　　　　　　　　　川勝丹波守
　　　　　　　　　　　　　　御目付
　　　　　　　　　　　　　　　池田修理
　　　　　　　　　　　　　　　杉浦正一郎
　　　　　　　　　　　　　　　設楽岩次郎
　　　　　　　　　　　　　　　佐々木修輔
（以下、「　」内は「不用」）
「一八月朔日大目付松平対馬守殿御目付大久保権左衛門殿
　　新庄右近殿ゟ左之通御留守居迄申来ル
　　　　去ル六月三日西丸炎上
　　　　御本丸江飛火之節人数差出消防等之有無
　　　　委細承知致し度一両日中
　　　　御城拙者共之内江可被申聞候仍之申達候以上」
一八月二日於京都六孫王社堂大破ニ付修覆為助勢諸国
　勧化従　公辺願之通被　仰出代僧大通寺福井江罷越候ニ付
　銀七枚御寄附被成
一八月五日御切米取御侍以下江戸詰之節御扶持方被下之儀
　ニ付左之通月番御奉行江御家老書付相渡之
A0143-01980_024
　　　御切米取御侍以下諸組迄是迄江戸詰之節持扶
　　　持ニ而罷越候処実々難渋之趣何れも及見聞候事
　　　ニ付以来於江戸表別段御扶持方被下置候
　　　　但三人扶持以下ハ夫々持扶持高当ニ而被下五人
　　　　　扶持四人扶持之儀ハ三人扶持被下候事
　　　御先新組御先添組御脇組御口之者等本宅
　　　在住之者江者別段江戸扶持者不被下候事
一八月六日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　諸家家族家来之者妻子等領分知行所江引越
　　　之節諸街道共相対雇ニ而も宿々継人馬を以通行
　　　候儀者見合候様先達而相触置候儀も有之候処
　　　此節ゟ諸家家族家来之者妻子等領分知行
　　　所江為引越度面々者一時ニ不相成候様連々引
　　　越候積相心得出立日限之儀道中奉行江問合
　　　之上追々出立候様可被致候
一八月八日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
A0143-01980_025
　　　御軍艦之儀者
　　　御国印白地日之丸之外白地中黒之旗常ニ
　　　大檣上江引上置候間此段向々江可被相触候事
一八月八日松平阿波守様ゟ左之通御廻達有之
　　　明九日拙者共内海御台場其外為見廻品川
　　　陸附四番御台場朝四時前頃罷越夫ゟ品川
　　　宿辺炮台御取建之場所見分一番二番三番
　　　六番五番御台場江罷越候仍之申達候以上
　　　　八月八日　　　　　　　設楽岩次郎
　　　　　　　　　　　　　　　池田修理
　　　　　松平阿波守殿
　　　　　　　　留守居中
一八月九日御台場為見分左之通被相越
　　　　　　　　　　　　　　御目付
　　　　　　　　　　　　　　　設楽岩次郎殿
　　　　　　　　　　　　　　　佐々木修輔殿
　　　　　　　　　　　　　　御徒目付
　　　　　　　　　　　　　　　福田作太郎
A0143-01980_026
　　　　　　　　　　　　　　御小人目付
　　　　　　　　　　　　　　　柴田金之丞
　　　　　　　　　　　　　　　滝田正作
　　　　　　　　　　　　　　御軍艦掛り
　　　　　　　　　　　　　　　望月大象
　　　　　　　　　　　　　　　山脇次右衛門
一八月十日御軍艦操練所江左之通御留守居介片山栄之進
　御届書持参指出之
　　　越前守所持之蘭名コツトル与申船一艘
　　　亜墨利加木製蒸気船一艘ニ相用申候帆印
　　　船印絵図面を以六月十一日御届申候処此度
　　　コツトル船蒸気船共別紙絵図面之通
　　　相改申候御国惣印之儀者兼而御触達之通
　　　相用申候且又別紙蒸気船絵図面二枚差上
　　　申候尤大炮ハ相備不申旨国許ゟ申越候此段
　　　御届申候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　八月十日　　　　　　　片山栄之進
　　　　　但絵図面略之
一八月十日御用番板倉周防守殿ゟ御呼出御留守居
A0143-01980_027
　罷出候処左之御書付御渡有之
　　　　　御上洛相済
　　　　　環御為御祝儀
　　　公方様江
　　　　三種千疋　　　　　　　三拾万石以上
　　　和宮様
　　　天璋院様江
　　　　一種五百疋ツヽ
　　　右之通来ル十三日朝六ツ時より五時迄之内以使者
　　　御本丸御玄冠より可有献上候
　　　和宮様
　　　天璋院様江進上物者中ノ口迄可指上候
　　　在国在邑之面々以当地之物可被差上候
　　一嫡子隠居之面々ハ献上物ニ不及候
　　　　八月
一八月十日御勘定奉行竹内下野守殿ゟ呼出有之御留守居
　下役罷出候処左之通演達有之
　　　御家来平井錬次水野文哉先年竹田
A0143-01980_028
　　　斐三郎門弟ニ相成測量修行として健順丸
　　　御船江乗組
　　　御上洛之節大坂表江罷越居候処
　　　還御後江戸表江罷出候ニ付右両人今度国許江
　　　差戻し申度趣委細草尾精一郎ゟ被申立
　　　候処両人儀者未夕御用中ニも有之武田
　　　斐三郎ゟ申立之趣も有之御指支ニ相成候間
　　　今度唐行御用ニ被召仕度之旨演達之事
一八月十三日於京都伝　奏衆ゟ左之通御達有之
　　　為此度攘夷　御祈願大和国行幸
　　　神武帝山陵春日社江御拝暫　御逗留
　　　御親征軍議被為　在其上　神宮　御幸之事
一八月十三日御上洛相済　還御為御祝儀御使者御留守居介
　片山栄之進を以
　公方様江三種千疋　和宮様　天璋院様江一種五百疋宛被献之
一八月十三日御用番江左之通御留守居御届書持参
A0143-01980_029
　指出之
　　　拙者儀脚気追々快方ニ付近々国許致発
　　　途候且又領分之内海岸備向之儀者兼而
　　　重役共江厚申付置候此段御届申候以上
　　　　八月五日　　　　　　　松平越前守
一八月十五日御勘定奉行竹内下野守殿ゟ呼出有之御留守居
　下役共罷出候処左之通書付を以被相達之
　　　箱館表諸術調所教授役武田斐三郎門人
　　　水野文哉平井錬次儀航海修行之為斐三郎ゟ
　　　申立箱館方御預り健順丸御船江乗組当地江
　　　罷越候処此度右御船唐国上海江被指遣候ニ付
　　　測量方として被差越候
一八月十五日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処左之御書付
　壱通御渡有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　内海御警衛小笠原大膳大夫御免代松平
A0143-01980_030
　　　出羽守被　仰付候間得其意可被申合候
一八月十六日御鉄炮玉薬奉行間宮将監殿友成郷右衛門殿ゟ
　左之通御留守居迄申来ル
　　　御台場御据筒并附属器械弾薬共是まて
　　　御台場定掛りニ而取扱候処向後都而拙者共ニ而
　　　引受可取扱旨河内守殿被仰渡候ニ付早々御打合
　　　申度候間炮術重役之者召連明十七日四時
　　　御城中ノ口江可被罷出候此段申達候以上
一八月十七日於京都御守衛御用掛り中ゟ　禁闕御守衛御人数
　隊伍長兵士共姓名并大炮小銃玉目等巨細ニ相認今日中
　可指出旨申来ニ付左之通御留守居持参指出之
　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来
　　　　　　　　　　　　　　隊長
　　　　　　　　　　　　　　　岡部造酒助
　　　　　　　　　　　　　　　　　　従者拾人
　　　　　　　　　　　　　　伍長
　　　　　　　　　　　　　　　本多門左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　津田左蔵
　　　　　　　　　　　　　　　上月操
A0143-01980_031
　　　　　　　　　　　　　　　今村謙吉
　　　　　　　　　　　　　　　野村藤八
　　　　　　　　　　　　　　　　　　従者武人ツヽ
　　　　　　　　　　　　　　戦士
　　　　　　　　　　　　　　　安西関六
　　　　　　　　　　　　　　　中村孫市
　　　　　　　　　　　　　　　出淵文太郎
　　　　　　　　　　　　　　　山形岩之助
　　　　　　　　　　　　　　　雨森儀清治
　　　　　　　　　　　　　　　岸金之助
　　　　　　　　　　　　　　　村田伝七
　　　　　　　　　　　　　　　大谷荒次郎
　　　　　　　　　　　　　　　本儀金八
　　　　　　　　　　　　　　　有沢権四郎
　　　　　　　　　　　　　　　成瀬和十郎
　　　　　　　　　　　　　　　松山喜勢太
　　　　　　　　　　　　　　　大町間作
　　　　　　　　　　　　　　　中山鹿之助
　　　　　　　　　　　　　　　大久保良平
　　　　　　　　　　　　　　　雨森屯
　　　　　　　　　　　　　　　今立猪三郎
　　　　　　　　　　　　　　　今立熊三郎
　　　　　　　　　　　　　　　野治宗七
　　　　　　　　　　　　　　　鈴木熊三郎
　　　　　　　　　　　　　　　大町綱三郎
　　　　　　　　　　　　　　　宮下常次郎
A0143-01980_032
　　　　　　　　　　　　　　　竹内広吉
　　　　　　　　　　　　　　　土屋伯介
　　　　　　　　　　　　　　　岡部篤次郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　従者一人ツヽ
　　　　　　　　　　　　　　隊長副
　　　　　　　　　　　　　　　出淵伝之丞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　従者五人
　　　　　　　〆　三拾弐人
　　　　　大炮百五拾匁　　野戦熕三挺
　　　　　小銃七匁玉　　　拾挺
　　　　　乗馬　　　　　　六疋
　　　右之通御座候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　　八月十七日　　　　　　伊藤友四郎
一八月十七日昨日御達之趣ニ付御留守居草尾精一郎　同道
　津田源之丞宇都宮五郎助矢崎弦十郎　御城中ノ口江
　罷出左之通御目付御勘定奉行江御届書指出之
　　御目付杉浦正一郎殿江
　　　越前守御預ケ之二之御台場六之御台場江
　　　御渡有之候合薬員数別紙之通しめり入
　　　御用ニ不相立分ハ無御座候此段御達ニ付御届
　　　申候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　八月十七日　　　　　　草尾精一郎
A0143-01980_033
　　　　　覚
　　　二之御台場江御渡
　　一合薬壱万四千九百三拾貫四百四匁
　　　六之御台場江御渡
　　一同八千五百四拾六貫五百匁
　　　　　以上
　　御勘定奉行江
　　　越前守御預ケ之二之御台場六之御台場江
　　　当時御渡有之候合薬員数別紙之通御座候
　　　此段御届申候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　八月十七日　　　　　　草尾精一郎
　　　　　覚
　　　二之御台場江御渡
　　一合薬壱万四千九百三拾貫四百四匁
　　　六之御台場江御渡
　　一同八千五百四拾六貫五百匁
　　　　　以上
A0143-01980_034
一八月十七日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　周防守事海陸御備向御用和泉守申談可
　　　取扱旨被　仰出候此段為御心得向々江可被達
　　　候事
　　　　　覚
　　　当節柄之儀ニ付諸向ゟ指出候願伺等家督
　　　養子縁組屋敷替并差向候事柄之外平常
　　　之儀者指扣御武備ニ係り候儀而已専ら打掛
　　　取調候様可被致候
一八月十七日為御参勤御発駕東海道通り御旅行
一八月十八日御台場為御見分一橋中納言様御老中酒井
　雅楽守殿板倉周防守殿御出有之ニ付左之面々罷出
　　　　　　　　　　　　　　　菅沼重記
　　　　　　　　　　　　　　　萩原金兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　草尾精一郎
　　　　　　　　　　　　　　　太田熊蔵
　　　　　　　　　　　　　　　前波五郎左衛門
A0143-01980_035
　　　　　　　　　　　　　　　大木本之丞
　　　　　　　　　　　　　　　宇佐美喜平次
　　　　　　　　　　　　　　　青木与一右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　松尾源左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　御徒目付壱人
　　　　　　　　　　　　　　　御帳付壱人
　　　　　　　　　　　　　　　御坊主四人
　　　　　　　　　　　　　　　水部屋壱人
一八月十八日玉薬奉行間宮将監殿友成郷左衛門殿より
　左之通御留守居迄申来ル
　　　其預御台場御振附之大炮附属之弾薬并
　　　器械共検査として明十九日朝六半時早め
　　　出宅ニ而支配向召連罷越候間諸事差支無
　　　之様御取斗有之度尤曇天之分ハ罷越積ニ
　　　有之候此段申達候以上
一八月十九日先達而御警衛向之儀御目付中ゟ御尋ニ付御目付
　杉浦正一郎殿新庄右近殿江御留守居草尾精一郎
　左之通書付持参指出之
　　　　　覚
A0143-01980_036
　　一江戸内海二番御台場六番御台場御警衛
　　　之事
　　一若狭国京都衝要之場所防藁禦厳重ニ酒井
　　　若狭守様申談援兵可差出旨於京都伊沢
　　　美作守様ゟ御書付御渡ニ付心得居候事
　　一禁裏御所為御守衛高割ニ応し人数差出
　　　置候様御達御座候ニ付心得居候事
　　　右之通松平越前守御警衛向之儀心得居
　　　申候御尋ニ付申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　八月十九日　　　　　　草尾精一郎
一八月十九日去ル十七日於　御城御目付并御勘定奉行より
　申達之御書付松平阿波守様ゟ御順達有之
　　　　　御台場々々ニ有之候
　　一御筒挺数
　　一玉員数小道具共
　　一合薬貫高
A0143-01980_037
　　　右者御台場預之面々江申通巨細ニ取調否
　　　明朝四時迄ニ　御城之中ノ口迄可被差出候以上
　　　　八月十九日　　　　　　杉浦正一郎
　　　　　　　　　　　　　　　池田修理
　　　　御勘定奉行
　　　　　演達書
　　　御台場御備筒挺数并附属之品々玉薬共
　　　員数早々取調帳面弐冊ニ認メ可差出尤年
　　　番之儀ニも有之候間外御台場御預り之面々
　　　江も相達候様可致候
一八月廿日於京都伝　奏衆雑掌ゟ左之通申来ル
　　　京都御用之由ニ而諸士数十人河州狭山辺江相越
　　　内情何等之儀不詳候得共発炮之挙動有之
　　　不穏趣ニ相聞申候右者何様之御用相畏候向ニ
　　　候哉万一紀伊殿領分江相越候節接待振心得
　　　方も御座候儀ニ而此段兼而相伺申度旨被申
　　　付置候
　　　右之通紀州ゟ伺出候ニ付如左申達有之候
A0143-01980_038
　　　京都御用之由ニ而諸士数十人河州狭山辺江
　　　相越候ニ付伺有之候得共右様御用被　仰付候儀ハ
　　　一切無之候早々鎮撫可有之候一昨日脱走候堂上も
　　　有之候間他地江罷越も難斗万一罷越如何躰
　　　之儀申立候共必取敢無之可心得候事
　　　右之通ニ候仍為御心得可申入旨被申付如斯
　　　御座候以上
　　　　八月廿日　　　　　　　両伝奏雑掌
一八月廿日今晩大垣駅江御着被成候処御脚気症被為
　在候ニ付暫同駅ニ御逗留被成
一八月廿日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処左之
　御書取壱通用人を以被相渡之
　　　内海御台場之儀大炮手入其外玉薬等常々
　　　手配致し置直ニ用立候様無之候半而者御警
　　　衛向難相立候間諸事相整平常調練手筈等
A0143-01980_039
　　　令習練一ケ月一両度充打方相試置非常之節
　　　聊差支無之様厚相心得可申事
一八月廿日夜玉薬奉行間宮将監殿友成郷左衛門殿ゟ左之通
　御留守居共迄申来ル
　　　兼而及御談判候御台場絵図面大炮弾薬并
　　　附属器械其外等都而御取調明廿一日八ツ時
　　　迄ニ竹橋内大炮組当番所内玉薬方役所江
　　　御差出有之候様申達置候得共若明日同刻迄ニ
　　　御取調難行届節者於当方所々差支有之
　　　候間御筒弾薬共当時御有高丈ケハ巨細ニ御取
　　　調同日同刻迄ニ同所江是非共持参被致候様
　　　致し度此段申達候以上
　　　　八月廿日　　　　　　　間宮将監
　　　　　　　　　　　　　　　友成御左衛門
一八月廿日左之通師役之面々并炮術所肝煎学問所
　都講江御側御用人ゟ書付を以申渡之
A0143-01980_040
　　　　　　　　　　　　　　　師役之面々江
　　　今度三ノ丸江
　　　御座所向御普請被仰出候ニ付稽古所之儀
　　　自宅江御返し被成候間左様可相心得候事
　　　　但心得方并稽古所普請之儀者御目付江可
　　　　　申談事
　　　　　　　　　　　　　　　炮術所肝煎
　　　　　　　　　　　　　　　学問所都講　江
　　　右同断ニ付炮術所学問所御取払ニ相成
　　　候間左様相心得尚委細之儀者御目付江可申談
　　　事
一八月廿一日御発駕御延引之儀ニ付御用番江左之通
　御留守居介前波五郎左衛門御届書指出之
　　　越前守儀去ル十一日国許致発途候積ニ
　　　御座候処一両日前ゟ感冒気ニ而発熱甚
A0143-01980_041
　　　強長途之旅行難渋ニ付暫発途致延引
　　　候間此段御手前様迄御内々申上置候様国許ゟ
　　　申越候間御含置可被下候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　八月廿一日　　　　　　前波五郎左衛門
一八月廿一日先達而ゟ御達有之候御預御台場御筒挺
　数等御取調出来候ニ付御目付中御勘定所玉薬奉行等江
　夫々書付指出之
（以下、「　」内は抹消）
　「但被差出候御書付御記録類不詳」
一八月廿一日大御番頭御留守居役新番頭之面々勤向昨年
　被仰出候以前之通相心得候様被仰付之
一八月廿一日左之通被仰出之
　　　玉薬奉行被相止右役所製産方江附属被仰付候
　　　依之已来御軍事之節御用意玉薬等仕出
　　　之儀都而製産方ニおゐて仕出被仰付候
一八月廿三日御脚気症御快方ニ付今朝大垣駅　御発駕
一八月廿四日御着府之節御老中御廻勤之儀ニ付
A0143-01980_042
　御用番江左之通御留守居介前波五郎左衛門御届書持参
　差出之
　　　越前守参府之節居屋敷江一旦被致着夫ゟ
　　　御老中様方江被致廻勤候心得ニ御座候此段
　　　奉申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　八月廿四日　　　　　　前波五郎左衛門
一八月廿六日於京都伝　奏衆并松平肥後守殿ゟ左之通書付を以
　御達有之
　　　今般　行幸暫御延引被仰出候得共於攘夷者
　　　早可遂成功累年之
　　　叡慮候仍之勤王之諸藩不待幕府之示令
　　　速ニ可掃攘之由
　　　叡慮被仰下候事
　　　　八月
　　　右廿五日夜伝　奏衆ゟ御達
　　　　　　　　　　　　　　　三条西中納言殿
A0143-01980_043
　　　　　　　　　　　　　　　三条中納言殿
　　　　　　　　　　　　　　　東久世少将殿
　　　　　　　　　　　　　　　壬生修理権大夫殿
　　　　　　　　　　　　　　　四条侍徒殿
　　　　　　　　　　　　　　　錦小路右馬頭殿
　　　　　　　　　　　　　　　沢主水正殿
　　　右御方去ル十八日御不法進退依有之被止
　　　官位候事
　　　　　　　　　　　　　　　広幡殿
　　　　　　　　　　　　　　　徳大寺殿
　　　　　　　　　　　　　　　長谷殿
　　　依御願議　奏御役
　　　御免御自分御遠慮他人面会被止候事
　　　　　　　　　　　　　　　正親町大納言殿
　　　　　　　　　　　　　　　柳原中納言殿
　　　　　　　　　　　　　　　広橋右衛門督殿
　　　議　奏被　仰出候事
　　　　　　　　　　　　　　　豊岡殿
　　　　　　　　　　　　　　　東園殿
　　　　　　　　　　　　　　　滋野井殿
A0143-01980_044
　　　　　　　　　　　　　　　橋本少将殿
　　　　　　　　　　　　　　　万里小路殿
　　　　　　　　　　　　　　　烏丸侍徒殿
　　　右御差扣被　仰出候事
　　守護職ゟ御達
　　　春来彼是達
　　　叡慮候上攘夷
　　　御親征之期末及到来候得共何れ
　　　御親征可被為　在候ニ付為　御祈願大和国
　　　行幸可被為有
　　　叡慮之処　御親征機会今日ヲ不可被過
　　　旁　行幸於大和国軍議可被為有旨屡
　　　遮而及言上矯
　　　叡思候段不容易次第ニ
　　　思召候依之御取調可被為有ニ付被止参
　　　内候得共押而参上難測且暴論之徒引率
　　　推参有之候而者及紛乱候故九門御固被
A0143-01980_045
　　　仰付候猶又於長藩も士気壮烈之遇候より
　　　疎暴論之輩も可有之哉難斗不被為得
　　　止事堺町御門御固被　免候事ニ候然ル処
　　　長藩追々引退候節三条中納言以下堂上七人
　　　同伴及他国候段不憚
　　　朝威甚如何ニ被
　　　思食候事
一八月廿七日御旅中大垣駅江御逗留被成候儀ニ付御用番江
　左之通御留守居介前波五郎左衛門御届書指出之
　　　越前守国許致発途去ル廿日清須駅江止宿之
　　　積ニ御座候処旅中ニ而持病之脚気致再発
　　　候ニ付大垣駅江致逗留暫時療養相加候段
　　　旅中ゟ申越候間此段御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　八月廿七日　　　　　　前波五郎左衛門
（以下、「　」内は「不用」）
「一八月廿七日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　　関八州酒造之儀追而及沙汰候迄銘々鑑札
　　　　高之内半高相減半高酒造可致旨去ル未年
A0143-01980_046
　　　　十二月中相触置候通当今非常粮米手当も
　　　　可有之儀ニ而此上米価高直相成候而者下々
　　　　難儀可為間追而及沙汰候迄関八州酒造人共
　　　　銘々鑑札高之内三分二相減三分ノ一酒造可致候
　　　　尤隠造酒造等無之様取締方之儀者弥厳重
　　　　役方可申付候間若隠造過造等いたすニおゐてハ
　　　　其者ハ勿論其所之役人迄吟味之上急度可
　　　　申付条心得違無之様可致候」
一八月廿七日御軍艦操練所ゟ左ノ通御留守居共まて
　申来ル
　　　　　　　　　　　　　　御家来
　　　　　　　　　　　　　　御軍艦操練稽古人
　　　　　　　　　　　　　　　福島弥太六
　　　右者順動丸御船急速大坂表江御廻相成
　　　候ニ付乗組之儀井河内守殿江申上之上申渡候
　　　此段達之事
一八月廿八日御用番ゟ御呼出御留守居介片山栄之進
A0143-01980_047
　罷出候処左之御書付壱通用人を以被相渡之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　内海御警衛松平下総守御免代松平右京亮
　　　被　仰付候間得其意可被申合候
一八月廿八日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　自国海岸其外御台場持場所々御警衛兼而
　　　被　仰付置候もの者是迄之通相心得今度相達候
　　　海岸并口々御警衛之儀者総而御取締筋厳重
　　　相心得候者勿論ニ候得共持場無之面々ハ屋敷
　　　近傍之御守衛相心得差図次第人数差出候様
　　　可被致候
　　　　八月
　　　今度上方筋不容易事変有之人心動揺
　　　之折柄右残党ハ勿論其余心得違之者有之
　　　此上何様之事変を企可申も難斗候間万一
　　　之節銘々領分之固者勿論他領共申合
A0143-01980_048
　　　相互応援致し且又最寄御領所其外
　　　寺社領小給所等警衛向手薄之場所者差
　　　図を不待時宜次第出勢致し取鎮方手抜無
　　　之様兼而心掛置候様可被致候
　　　　八月
　　　中山大納言嫡子之由浪士相交六十人斗具足
　　　着用抜刃鎗長刀を携河州狭山北条相模守
　　　陣屋其外ニ而
　　　勅命与偽武具馬具等借受候由相聞候間猶
　　　領主々々も夫々厳重致手配右様乱妨之者
　　　見掛次第早速召捕月番之老中江可被申聞候
　　　時宜ニ寄候ハヽ切捨ニ致し候共共不苦候
一九月二日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　洋書調所之儀向後開成所与唱替被　仰出候間
　　　向々江可被達候事
　　　　八月
A0143-01980_049
　　　是迄諸藩士并浮浪人等諸家江立入暴論を
　　　唱候より被悩　叡慮候次第之儀有之候間以来
　　　右様之儀無之様被　仰出候事
　　一諸藩士堂上諸家江立入候儀已来各藩にて
　　　役々人員相立名前伝　奏江差出置其他之
　　　輩猥ニ立入有之間敷様被　仰出候事
　　　右之通京都ゟ被仰出候間其段相心得且人員
　　　名前伝　奏衆江指出候節者都度々々名前書
　　　相済届可被申聞候
　　　　九月
　　　　　覚
　　　　　　　　　　　　　　　三条西中納言
　　　　　　　　　　　　　　　三条中納言
　　　　　　　　　　　　　　　東久世少将
　　　　　　　　　　　　　　　壬生修理権大夫
　　　　　　　　　　　　　　　四条侍徒
A0143-01980_050
　　　　　　　　　　　　　　　錦小路右馬頭
　　　　　　　　　　　　　　　沢主水正
　　　右七人去月十八日以後同伴及他国候段不憚
　　　朝威甚如何被　思召被止官位候和州五条一揆
　　　之内中山之如く何方江手寄偽名を唱江諸人を
　　　恐惑致候も難斗候何方江罷越偽名を唱江
　　　候とも聊無斟酌取押可有之御沙汰候事
　　　　但若乱暴ケ間敷有之候ハヽ臨機之所置召捕可有之候事
　　　　　九月
　　　元中山侍徒去五月出奔官位共返上祖父以下
　　　義絶当時庶人之身分候処和州五条之一揆
　　　中山中将中山侍徒与名乗無謀之所業有之由
　　　候得共　勅諚之旨相唱候故斟酌致し候者
　　　有之趣相聞候当時称官名候者全偽名且
　　　不憚　朝権唱　勅諚候段国家之乱賊ニ而
　　　朝廷より被仰出候者ニ者一切無之候間早々打取
A0143-01980_051
　　　鎮静可有之討手之面々江不洩様可相達候事
　　　　九月
一九月二日町奉行平本但見郡奉行吉田作大夫江左之通
　書付を以月番御家老稲葉采女申渡之
　　　御上京御用途之方江御用金被仰出候処一統
　　　丹精を以致上納候段　御満足　思召候当節柄
　　　一旦御下金被成度之処正金之儀者右御入用
　　　ニも有之ニ付御廻銀次第追々御下銀被成候
　　　筈ニ候此段相心得可被申渡候
一九月三日御着府
一九月八日御家中之面々病死跡目幼年ニ付御扶持方ニ
　相成候節病死以前御宛行共已来月割ニ而被下候旨
　被　仰出之
一九月十四日御水主頭是迄宿浦江定居之処以来組之者
　とも同所江交代相勤候様被　仰付之
一九月十七日於京都伝　奏衆ゟ左之通御達有之
A0143-01980_052
　　　為御守衛諸藩応石高強幹忠勇選士
　　　貢献之儀御沙汰ニ付先以已来追々貢献深ク
　　　御満足　思召候然ル処当節富国強兵武備
　　　充実専要之折柄各藩選士貢献候而者
　　　自然費用相嵩疲弊之一端ニも相成候而者
　　　思召御不本意ニ候間御残念ニ者思召候
　　　得共各被指返候旨被　仰出候事
　　　　但人数屋敷ニ差置非常御警衛可有之尤
　　　　　御守衛名目ニ者無之事
　　　　九月
　　　先達而以来一揆蜂起之儀ニ付不被為安
　　　宸襟候過日討手之儀被仰出候得共捷報無之
　　　猶予之形ニ相見弥以被悩　叡慮候策略之
　　　次第も有之へく候得共厳重申付寸刻も早く
　　　打取鎮静有之候様昨今再度以野宮宰相
　　　中将被　仰出候間急々退治被達奏聞度候事
A0143-01980_053
一九月十九日他国御用相勤候面々御借米御用捨之儀
　ニ付左之通月番御奉行勝木十蔵江御家老稲葉
　采女書付相渡之
　　　他国御用相勤候面々其年一ケ年御借米
　　　御用捨之次第
　　一十月ゟ翌年九月迄之内御用幾度相勤候共
　　　最初一度御用捨自然十月後ニ罷帰候ハヽ当納
　　　御借米之内三ケ一御用捨之事
　　一当年九月迄ニ罷帰再ひ十月後ニ至り御用
　　　相勤候面々江者当納御借米之内三ケ一御用捨
　　　之事若又年を越候得者御指合一ケ年分御用捨
　　　之事
一九月十九日御家中娘共大奥御奉公之儀ニ付左之通御側
　御用人江御家老申渡之
　　　御家中娘共大奥御奉公相願度面々者
　　　御広敷御用人迄可申出候尤親々之格式ニ
A0143-01980_054
　　　准シ被召仕筈ニ候御奉公勤中縁付ニ付相願
　　　候得者御下ケ被成筈ニ候後家ニ而も三十歳迄之
　　　面々相願候得者被召仕筈ニ候此段御待以上以下江も
　　　寄々可被致通達候
　　　追而着服之儀有合之品ニ而御貪着無之且
　　　一両年見習として相勤候而も不苦候事
　　　　　但御奉公相勤候者勝手向不如意之面々者
　　　　　　分限ニ応し年賦拝借被　仰付候事
一九月廿二日於三ノ丸　御座所向御普請被仰出之
一九月廿三日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　神奈川御開港以来諸商人共猥ニ貿易等
　　　致し追々諸色払底ニ相成候ニ付取締之為
　　　生糸其外日用之分五品諸国在々より直ニ
　　　神奈川表江積出し貿易致し候儀不相成旨
　　　去ル申年相触置其上糸之儀当年ハ作物も
　　　不宜候処銘々一己之利潤ニ迷ひ御国内之
A0143-01980_055
　　　差支も更ニ無頓着貿易荷物多分ニ仕入
　　　致し追々御府内江持出候趣相聞候左候而者
　　　弥払底ニ相成り自然直段も弥増ニ引立
　　　詰りハ世上一統難儀ニおよひ候事ニ候条御府内ハ
　　　勿論在々諸商人共ニ至まて其段能々相弁
　　　程能く掛引いたし御国内之差支ニ不相
　　　成様可致候
（以下、「　」内は抹消）
「一十月十三日大目付中ゟ左之通御廻状来ル」
一十月十日伝　奏衆を以左之通被　仰出候趣守護職松平肥後守殿ゟ
　御達有之
　　　此度御関東鎖港及談判候分言上ニ候間
　　　攘夷之儀総而幕府被指揮軽挙暴発
　　　之輩無之様諸藩家来末々迄可被示聞事
　　　　十月
　　　今度被
　　　尋　仰度儀有之
　　　大樹上洛被　仰出留守中自然横浜鎖港
A0143-01980_056
　　　談判相弛候而者不宜被
　　　思召候間可然者江致委任鎖港之儀成功
　　　有之候様被　仰出候事
　　　　十月
　　　過日横浜鎖港取懸之儀言上ニ付委曲被
　　　聞食度候間一橋中納言可為上京被　仰出
　　　有之儀ニ付尚又
　　　大樹ニも被
　　　尋得度　思食候ニ付引続早々上洛有之
　　　様被遊度皆　御沙汰之事
　　　　十月
　　　尤過日　御沙汰之通一橋中納言へも可有上京事
一十月十三日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　天璋院様二ノ丸江御住居被遊候旨被
　　　仰出候兼而　本寿院様ニ者御願之通清水
　　　御屋敷江御住居被遊候旨被　仰出候此段
　　　向々江可被達候以上
　　　　十月十三日
　　　　　　　　　　　　　　　紀伊中納言殿
　　　大坂江入城守衛并海岸防禦筋厚可被
　　　相心得旨被仰付候依之　御所御用済次第
A0143-01980_057
　　　彼地江被相越警衛之面々并諸藩共指揮
　　　可被有之候
　　　　但　御所御用中者家老ニ而可相勤候事
　　　　十月
　　　　　　　　　　　　　　　秋月右京亮
　　　右若年寄格被仰付候御礼事相越ニ不及候
　　　并在国在邑之輩者連札等差越ニ不及願書
　　　之宛所も書入ニ不及候
　　　　十月
　　　松平大和守御致事総裁職被　仰付候得共
　　　公儀向之御礼并年始五節句等其外相越
　　　候ニ不及且又御機嫌伺呈上并端午重陽
　　　歳暮御祝儀参勤其外都而贈物ニ不及
　　　候間其段向々寄々可被達候事
　　　　十月
　　　雅楽頭事海陸御備向御用和泉守周防守
A0143-01980_058
　　　申談可取扱旨被仰出候此段為心得向々江可
　　　被達候事
　　　　十月
一十月十五日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　此度藩臣浮浪之者取調之儀別紙之通
　　　於京都被仰出候ニ付而者各藩家来共出立
　　　在留行違等有之候而者不宜候間京都屋敷
　　　本陣者格別其地寺院町家ニ逗留候者之
　　　人数姓名等其主人々々ゟ月番京都町奉行江
　　　急度可相届候尤右人員名前等京都町奉行へ
　　　相届候趣月番之老中江も可被申聞候事
　　　　　別紙
　　一春来堂上屡矯
　　　叡旨候ニ至も必竟藩臣浮浪之者とも
　　　堂上江立入悪敷入説致し候故之儀ニ候間
　　　右等之者於各藩急度取調可致事
A0143-01980_059
（以下、「　」内は朱書で「二度出」として抹消）
「一十月廿日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　　此度於関東鎖港及談判候旨言上有之
　　　　候間攘夷之儀総而得幕府之指揮軽挙
　　　　暴発之輩無之様諸藩家来末々まて
　　　　可被示聞事
　　　　　十月」
一十月廿一日左之通諸向江致通達候様月番御用人岡部
　造酒助江御家老申渡之
　　　殿様御国許江御暇之儀御伺被成候処御人少
　　　ニも有之当節之形勢御懸念被　思召候間
　　　今暫御在府被成候様御書付を以被仰出候
　　　此段諸向江可被致通達候
一十月廿四日左之通取扱候様夫々書付相渡之
　　　　　　　　　　　　　　御奉行
　　　　　　　　　　　　　　　林作右衛門江
　　　近来御借米之内御用捨被成下候処当年之
　　　儀ハ非常之御物入指湊別而御勝手向
A0143-01980_060
　　　御見詰も立兼候得共諸品沸騰難渋之趣
　　　相聞候ニ付格別之訳柄を以当年ハ昨年之通
　　　御用捨被成下候事
　　　　〆
　　一長崎定宿
　　一下関定宿
　　一敦賀定宿
　　一宿浦役所
　　一一番丸
　　一震風丸
　　一黒竜丸
　　　右之分以来御勘定所ニ而取扱可申事
　　　　　　　　　　　　　　郡奉行
　　　　　　　　　　　　　　　高畠与五郎江
　　一人参
　　　右以来郡方ニ而取扱可申事
　　　　　　　　　　　　　　製産方頭取
　　　　　　　　　　　　　　　岡島恒之助江
　　　以来製造方之儀精々不相弛候様精勤可致候
A0143-01980_061
　　　且又試験之品有之節者其趣意相達指図
　　　之上取懸候様可致候事
　　一豕　　綿羊　　やぎ牛　　鶏
　　　右之分好候者有之節相渡可申候
　　一銅山　　一山蚕　　一元結
　　　右之分御製造方ニ而是迄之通取扱可申事
（以下、「　」内は抹消）
「一十月二六日上京之面々雑用金渡方之儀於京都半金
　　御渡被成半金之分者銀札ニ而御国渡ニ相成候様被仰出之」
（以下、「　」内は「不用」）
「一十月廿八日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　　今度被　尋　渡度儀有之
　　　　大樹上洛被　仰出留守中自然横浜鎖港談
　　　　判相弛候而者不宜被　思召候間可然者江致
　　　　委任鎖港之成功有之候様被仰出候事
　　　　　十月
　　　　去ル八月十八日脱走人ニ奸計之虚説専流言
　　　　之由右等之儀爾来決而不信用妄説様一同
A0143-01980_062
　　　　可相心得御沙汰ニ候事」
一十月晦日御用番水野和泉守殿ゟ御呼出御留守居罷出
　候処先達而被差出候御帰国被成度御再願書ニ左之
　御書付を以御差図有之
　　御書付
　　　再応申立之趣者無拠筋ニも相聞候得共此節
　　　之御時勢御懸念被　思召候処在府之面々
　　　御人少ニも有之越前守儀者家柄之儀ニ付今暫
　　　在府候様可仕候尤来春ニ至り候ハヽ御暇被下
　　　ニ而可有之候間領分警衛并取締向等重役之
　　　家来江篤与申付置候様可仕候事
一十一月五日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　京都ゟ被　仰進候趣も有之候ニ付御軍艦ニ而
　　　御上洛可被遊旨被　仰出候此段万石以上之
　　　面々江可被相触候以上
一十月十二日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　先般衣服之制度御変革被　仰出候処以来
A0143-01980_063
　　　前々之通熨斗目長袴等着用可致旨被
　　　仰出候
　　一前々熨斗目或者服紗小袖又者白帷子長袴
　　　着用之廉々者以来前々之通着用可致候
　　　　但正月八日ゟ平服之事
　　一正月六日装束
　　一九月九日御礼之節前々之通万石以上之面々
　　　花色小袖たるヘく候
　　一月次列御礼衆并出仕之面々着服前々之通
　　　たるへく候
　　一平服者前々之通継上下たるへく候袴ハ襠高
　　　袴ニ而も勝手次第着用不苦候
　　　　但足袋之儀も前々之通相用可申候尤夏足袋
　　　　　不及相願候
　　一布衣以上掛り御用被仰付前々白衣ニ而相勤候
　　　廉々以来羽織襠高袴相用可申候
A0143-01980_064
　　一陪臣之儀諸献上物御礼事等ニ付
　　　御城江差出候節并平常共着服之儀前々
　　　之通たるヘく候
　　　右之通相心得熨斗目長袴者十二月朔日ゟ
　　　其外者来ル十五日ゟ書面之通着用可致候
一十一月十六日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　一昨十五日
　　　御本丸二ノ丸炎上ニ付
　　　公方様　和宮様　天璋院様　本寿院様
　　　吹上御庭江　御立退被遊候右ニ付為伺
　　　御機嫌万石以上之面々并病気幼少隠居
　　　向共月番之老中江使者差越候様可被致候
　　一在国在邑之面々ハ隠居之分共右同様飛札
　　　差越候様可被致候
　　　　十一月十六日
　　　今日
A0143-01980_065
　　　公方様御始清水御屋形江被為　入候ニ付
　　　御機嫌伺右同断
　　　　但当分之内御住居被遊候
　　　　十一月十七日
一十一月廿一日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　公方様　和宮様近々田安御屋形江
　　　御移替可被遊旨被　仰出候御日限之儀者追而
　　　可相達候
一十一月廿四日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　公方様　和宮様来ル廿六日田安御屋形江
　　　被為　入当分　御住居被遊候旨被仰出候
　　　　但別段御機嫌伺等ニ不及候
　　　　八月廿四日
　　　田安御屋形江　御移替以後表方日々登
　　　営之面々者都而竹橋御門より吹上
　　　上覧所前通り田安御玄冠前御門通行可致
A0143-01980_066
　　　御本城平川口通り御門帳相立候分者清水
　　　御門より御屋形表門前両御広式江罷越可申
　　　候事
　　　　但竹橋御門山帳番所際江新規木柵取立
　　　　　有之候間右内江ハ御広敷勤之者之外
　　　　　表方之者通行不相成候事
一十一月廿五日　御登　城被成候処左之通御書付を以御達
　有之
　　　御上洛之節如先格
　　　御先江上京御待請被致度旨願之趣達
　　　御聴候処尤之儀ニ被　思召候間願之通
　　　御先江上京候様被　仰出候乍併此度之儀者
　　　再度之　御上洛ニ而宿駅等難儀可及儀を
　　　深被為　思召御軍艦ニ而　御上洛被遊候旨被
　　　仰出候御主意之趣厚相弁道中人馬継を始
　　　下々ニ至迄迷惑不相成様被心得格別手
A0143-01980_067
　　　軽ニ上京候様可被致候且又兼而被　仰付置候
　　　内海御警衛若州援兵等之儀者弥手厚ニ
　　　可被相心得候
一十一月廿七日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　御上洛御発途御頃合十二月下旬たるへき旨
　　　被　仰出候此段向々江可被相達候事
一十二月四日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　今度　御上洛ニ付供奉相勤候万石以上之
　　　面々
　　　禁裏御始江献上物関白殿始江贈進物之儀
　　　当春　御上洛之節相達候通相心得尤四品
　　　以下之面々も弐拾万石以下並之通献上物等
　　　有之候筈ニ候間被得其意差上方之儀者
　　　所司代可被承合候
　　　　十二月
　　　御軍艦ニ而　御上洛被遊候ニ付御先江供奉
A0143-01980_068
　　　相勤候万石以上之面々大坂表江御出迎ニ不及
　　　京地ニ罷在二条　御城　御着座之節同所
　　　東御門内外江御出迎　御目見直ニ登　城之上
　　　御供之謁老中　御機嫌可被相伺候尤御目見
　　　場所之儀ハ御目付江可被承合候
　　　　十二月
　　　今度御上洛之節下々不及難儀様ニとの厚
　　　御趣意ニ付大坂伏見京都　御通行筋屋敷々々
　　　窓蓋等ニ不及町家其外都而平常之通相心得
　　　二条大坂　御在城中も市中商売等相休ニ不及
　　　御警衛筋之外者諸事常々之通り相心得
　　　御上洛ニ付而屋敷々々町々等一切取締ケ間敷
　　　儀仕間敷候
　　　　但御通行筋江往来人立集候儀者難相成都而
　　　　　横小路江蹲裾可罷在候
　　　　十二月
A0143-01980_069
　　一御軍艦ニ而　御上洛被遊候ニ付而者風模様次第相州
　　　浦賀豆州細代下田駿州清水志州鳥羽安乗
　　　紀州須加留三木島浦大島由良塩津淡州由良
　　　摂州兵庫港等江　御碇泊等被遊候儀も可有
　　　之候間右港江入口海岸暗礁隠洲等有之場所者
　　　兼而目印之品仕附置候様可致候
　　一御通船ニ相成候海岸之領分知行有之面々者
　　　御通船之御程合見斗海岸御警衛向厳重ニ
　　　可相心得且又港々江別段人数差出置風波之
　　　模様ニ寄り自然　御碇泊等被遊候儀も有之節ハ
　　　夫是御便宜筋取斗可申候尤海岸所砲台場江
　　　備置候大炮等者御警衛ニ附候事ニ付其儘据置
　　　不苦候遠見番所も下し候ニ不及候
　　　御通船相成候海岸人留ニ不及平常之通り漁
　　　業等為致不苦候
　　　　十二月
A0143-01980_070
　　一御上洛之節二条　御城　御着座翌日且
　　　御参内被為済候翌日并万石以上以下之面々
　　　在京之分ハ二条　御城江登　城御祝儀可被
　　　申上候
　　　　但病気之面々者雅楽頭旅館江使者可被指越候
　　一在国在邑之面々隠居分ハ承知之上同人旅館江
　　　飛札可被差越候尤御暇　御参内被仰出候御祝儀
　　　御留守月番老中江飛札差越候様可被致候
　　一在府之面々且御留守ニ罷在候万石以上以下之
　　　面々者相達次第御留守月番之老中宅江相越
　　　御祝儀可被申上候
　　　　但病気幼少隠居之面々御留守月番之老中江
　　　　　使者可被差出候
　　一御在京中御供ニ而上京之面々御用之外平日
　　　二条　御城江罷出候ニ不及朔望其外出仕
　　　之節着服者都而江戸表之通相心得候事
A0143-01980_071
　　　　十二月
　　一今般　御上洛被仰出候ニ付両者御留守中
　　　御取締一際厳重ニ可致就而者東海道中山道
　　　筋并関内取締別ニ行届候様ニとの御沙汰ニ候
　　　間居城并陣屋有之家来差置候面々ハ非常
　　　之節人数操出方弥手厚ニ用意ニ致し置且
　　　領分知行内時々家来共見廻り怪敷者見受
　　　候ハヽ無用捨召捕手向致し手余り候ハヽ切
　　　捨候とも鉄炮ニ而打殺候とも致し尤召捕候者ハ
　　　不取逃候様手当致し其所奉行又ハ江戸表江
　　　可差出尤程遠分等者時宜次第最寄奉行所
　　　又者御代官江掛合之上可引渡他之引合無之
　　　候ハヽ万石以上之面々者手限仕置をも可被申
　　　付候勿論兼而最寄御料私領申合置相互ニ
　　　不取逃様可致候
　　　　但関内之儀者関東筋取締出役江も打合
A0143-01980_072
　　　　　可被取斗候
一十二月九日為御上京常盤橋御屋形　御発駕東海道
　通り御旅行
一十二月十日大目付中ゟ左ノ通御廻状来ル
　　　　　　　　　　　　　　　周防守
　　　御上洛之御用取扱候様被　仰出之
　　　　　　　　　　　　　　　遠江守
　　　御軍艦江乗組　御先江上京可被致候
一十二月十二日酒井雅楽頭殿ゟ御呼出御留守居罷出候処
　御上洛御逗留中二条　御城為御警衛嵯峨口日暮口
　御固被　仰付候段御書付を以御達有之
一十二月十二日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　別紙之通被仰出候ニ付而者諸家家来之内
　　　国事慷慨之余り一時之心得違を以亡命等
　　　致し候類其家ニ於而も悉探之上得与教諭
　　　致し引戻候様可被致候尤引戻哉又ハ自身ニ
A0143-01980_073
　　　立戻候者有之候ハヽ其旨可被申聞候
　　一近頃浪人共水戸殿浪人或ハ新微組抔与唱
　　　所々身元宜者共江攘夷之儀口実ニ無心申掛
　　　其余公事出入等ニ携彼是申威し金子為指出
　　　候類有之候処追々増長ニおよひ猥ニ
　　　勅命抔与申触し在々農民を党類ニ引入候類
　　　有之哉ニ相聞候今般　御上洛被仰出候折柄難
　　　捨置候依之已来御領私領村々申合帯刀致居
　　　候共浪人躰ニ而怪敷見受候ハヽ無用捨召捕
　　　手向ひいたし候ハヽ切殺候共可致旨被　仰出候間
　　　悪事ニ携らす候者共者早々旧主江帰参之儀
　　　相願神妙ニ奉公可致若悪事ニ携或者子細
　　　有之旧主江難立戻分者有体可訴出候其始末ニ
　　　応し罪を免し又者難儀ニ不相成様取斗可遣候
　　　万石以上以下共用向有之家来旅行為致候ハヽ
　　　其度々屹度道中奉行江相達先触可差出候
A0143-01980_074
　　　領分知行所ゟ罷出候者共も先触指出何れも
　　　此程相触候通調印之書付を以関所々々可相通
　　　万一先触不差出旅行致し或者旧主江帰参も
　　　不致被召捕候節ニ至り手向致し切殺され候ハヽ
　　　其身之不念ニ候間其旨可存候
　　　右之通万石以上以下不洩様相触且右之趣板
　　　札ニ認御料私領宿村高礼場或者村役人宅
　　　前抔ニ当分掛置候様可被達候
一十二月十八日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　御軍艦ニ而　御上洛被　遊候ニ付御船致参着候ハヽ
　　　御乗船御日限十二月廿七日与被仰出候
一十二月十九日御目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　御上落御発駕之節一旦浜御庭江被為　入
　　　同所ゟ端船ニ被為　召於品川沖御軍艦ニ被
　　　遊御乗替摂州大坂目印山沖江御着船夫ゟ
　　　端船ニ而安冶川御通船堂島川松平
A0143-01980_075
　　　肥前守屋敷前御上り場ゟ被為　上大坂
　　　御城江御着翌日伏見奉行御役宅江御一泊り
　　　翌日被遊　御入京候積り
　　　　御道筋左之通り　御発駕之節
　　　田安御屋形表門ゟ　上覧所前通り竹橋
　　　御門御堀端通大手腰掛前通御畳蔵前竜ノ口
　　　牧野備前守殿屋敷前脇ゟ右江大名小路
　　　数寄屋橋御門左江元数寄屋丁四丁目ゟ
　　　右江尾張丁壱丁目左江木挽町五丁目橋
　　　御渡右江近藤石見守屋敷前奥平大膳大夫
　　　前浜大手御門
　　　　大坂御上場ゟ　御入城之節
　　　堂島川松平肥前守蔵屋敷前御上り場ゟ
　　　被為　上菅原町通り右江天神橋御渡り左江
　　　京橋五丁目通り右江谷町通り左江御定屋敷
　　　前通り夫ゟ追手大門
A0143-01980_076
　　　　大坂　御城　御発駕之節
　　　追手御門ゟ右江御堀端通筋銅御門外喰違口
　　　備前島　御召場ゟ御船ニ被為　召淀川筋船中
　　　御弁当伏見今富橋際　御上り場ゟ被為上伏見
　　　奉行御役宅江御一泊り翌日　御発駕伏見街道
　　　通り稲荷境内御小休夫ゟ左江五条橋御渡
　　　右江寺町通り左江二条御城東御門
　　　右之通伺相済申候依之為心得申達候以上
一十二月廿四日今度　公辺ゟ諸国御関所江印鑑差出置往来
　為致候様被　仰出候間御奉行共印鑑御関所江指出置候様
　月番御奉行林作右衛門江御家老申渡之
一十二月廿四日先達而京都表動揺之節
　禁闕為御守衛御人数被指出候様被　仰出候ニ付其節出張之
　面々江
　朝廷ゟ左之通為御褒美被下之
　　　七百疋　　　　　　　　　岡部浩酒助
A0143-01980_077
　　　　　　　　　　　　　　　牧野主殿介
　　　六百疋ツヽ　　　　　　　毛受鹿之介
　　　　　　　　　　　　　　　出淵伝之丞
　　　五百疋ツヽ　　　　　　　牧野貢
　　　　　　　　　　　　　　　伊藤友四郎
　　　　　　　　　　　　　　　本多門左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　津田左蔵
　　　壱両ツヽ　　　　　　　　上月操
　　　　　　　　　　　　　　　今村謙吉
　　　　　　　　　　　　　　　野村藤八
　　　　　　　　　　　　　　　柘植常五郎
　　　　　　　　　　　　　　　鈴木甚十郎
　　　　　　　　　　　　　　　落合大蔵
　　　　　　　　　　　　　　　加藤与五右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　数賀山郡平
　　　弐百五十疋ツヽ　　　　　村田第右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　岸五郎左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　野治平八郎
　　　　　　　　　　　　　　　大久保肥馬
　　　　　　　　　　　　　　　今立権之丞
　　　　　　　　　　　　　　　中村仲之助
A0143-01980_078
　　　　　　　　　　　　　　　岸猪之助
　　　　　　　　　　　　　　　津田恒三郎
　　　　　　　　　　　　　　　松波猪三郎
　　　　　　　　　　　　　　　清田順三郎
　　　　　　　　　　　　　　　松山藤助
　　　　　　　　　　　　　　　坂部熊之助
　　　　　　　　　　　　　　　宮下巳三郎
　　　　　　　　　　　　　　　中山半右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　竹内虎之助
　　　　　　　　　　　　　　　土屋運吉
　　　　　　　　　　　　　　　大町吉右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　安西関六
　　　　　　　　　　　　　　　市村三右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　丹羽忠之助
　　　　　　　　　　　　　　　成瀬幸右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　川村長太郎
　　　　　　　　　　　　　　　小木土用吉
　　　　　　　　　　　　　　　井上市左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　中野惣左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　安倍又三郎
　　　　　　　　　　　　　　　中村孫市
A0143-01980_079
　　　　　　　　　　　　　　　木内甚兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　青山小三郎
　　　　　　　　　　　　　　　能勢角大夫
　　　　　　　　　　　　　　　岡部養竹
　　　　　　　　　　　　　　　有賀義軒
　　　　　　　　　　　　　　　出淵文太郎
　　　　　　　　　　　　　　　山形岩之丞
　　　　　　　　　　　　　　　雨森儀清治
　　　　　　　　　　　　　　　同屯
　　　　　　　　　　　　　　　村田伝七
　　　　　　　　　　　　　　　岸金之助
　　　　　　　　　　　　　　　野治宗七
　　　右同断　　　　　　　　　大久保良平
　　　　　　　　　　　　　　　今立熊次郎
　　　　　　　　　　　　　　　宮下常次郎
　　　　　　　　　　　　　　　松山喜勢太
　　　　　　　　　　　　　　　中山鹿之助
　　　　　　　　　　　　　　　竹内広吉
　　　　　　　　　　　　　　　土屋伯助
　　　　　　　　　　　　　　　大町間作
　　　　　　　　　　　　　　　同縄三郎
A0143-01980_080
　　　　　　　　　　　　　　　成瀬和十郎
　　　　　　　　　　　　　　　本儀金八
　　　　　　　　　　　　　　　鈴木熊太郎
　　　　　　　　　　　　　　　有沢権四郎
　　　　　　　　　　　　　　　大谷荒次郎
　　　　　　　　　　　　　　　岡部篤次郎
　　　　　　　　　　　　　　　服部寅之助
　　　右同断　　　　　　　　　佐々木要之助
　　　　　　　　　　　　　　　森賢次郎
　　　　〆七捨三人
一十二月廿四日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　一歳暮之為御祝儀老中若年寄中江被相越候ニ
　　　不及候
　　一年礼之儀元日ゟ七日迄之内何も勝手次第不込
　　　様可被参候風烈之節ハ年礼可為無用候
　　一寺社之分も可為前々之通候并町人諸職人等
　　　年始相越候儀も可為同前候
　　　　十二月
A0143-01980_081
　　一御船参着致し候ニ付兼而被仰出候通り来ル
　　　廿七日　御発途御供御刻限五ツ半時
一十二月廿五日京都　御着［御旅館東本願寺］
一十二月廿五日右同断ニ付為御案内二条関白様并伝　奏衆
　議　奏衆江御使者御留守居被指出之
一十二月廿五日華蔵寺寺料七拾石地方渡之処取立方不当
　之儀有之ニ付相当之俵数御蔵出ニ而被下候段被仰出候
一十二月廿六日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　先般　御本丸炎上ニ付而者速ニ御造営可被
　　　仰出之処思召も被為　在候ニ付今度西丸
　　　御普請被仰出候諸事御先格之御振合ニ
　　　不拘格別御手軽ニ御造営被遊
　　　御本丸御普請之儀者追而御沙汰可有之旨
　　　被仰出候
　　　　十二月
　　　先般浮浪之輩取締被　仰出候処諸藩士
A0143-01980_082
　　　主用無之出京滞在候而者浪士ニ紛れ取締
　　　方ニも差凝候間主用無之面々ハ一切滞京
　　　不相成候間早々為引払可申万一心得違
　　　於令滞京者急度御沙汰之次第可有之事
一十二月廿八日御領分宿々人馬賃銭割増之儀ニ付町奉行
　并郡奉行江左之通御家老書付相渡之
　　　追々米穀を始諸色物価沸騰高直ニ而必至
　　　難渋ニ付四割増之上江六割増之賃銭ニ被成下
　　　候様相願候段御願被成候処是迄之通御指図
　　　有之候
　　　　　　　　　　　　　　　板取宿
　　　御領分宿々人馬賃銭　　　今庄宿
　　　割増当年ニ而年限相済　　湯尾宿
　　　候処今以困窮ニ付尚又　　鯖波宿
　　　来子年ゟ来ル辰年迄　　　脇本宿
　　　五ケ年之間是迄之通　　　今宿宿
　　　四割増　　　　　　　　　府中宿
　　　　　　　　　　　　　　　上鯖江宿
　　　　　　　　　　　　　　　水落宿
A0143-01980_083
　　　　　　　　　　　　　　　浅水宿
　　　　　　　　　　　　　　　福井宿
　　　　　　　　　　　　　　　舟橋宿
　　　　　　　　　　　　　　　長崎宿
　　　　　　　　　　　　　　　舟寄宿
　　　　　　　　　　　　　　　金津宿
　　　　　　　　　　　　　　　細呂木宿
　　　　　　　　　　　　　　　二ツ屋宿
　　　　　　　　　　　　　　〆
　　　右之通被仰付候
一十二月廿九日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　来ル正月朔日二日三日年始之御礼出仕之面々
　　　老中謁候間装束着用可被致出仕候
　　　　但諸番頭諸物頭布衣以上之面々者朔日二日
　　　　　割合清水御屋形江相揃可申尤布衣以下
　　　　　小役人之分詰合之者而已罷出御礼申上
　　　　　其外諸御番方小普請之面々者頭支配
　　　　　宅江罷出御礼申上ヘく候
　　一年始御礼ニ付御太刀馬代献上之儀者田安仮
A0143-01980_084
　　　御殿御玄冠江使者を以可被指上候尤御間狭之
　　　儀ニも有之候間官位家格等に不拘来り掛り
　　　次第御奏者番家来江相渡候様可被致候事
　　　　但万石以下之面々者御納戸江相納候様可被致事
　　一和宮様　天璋院様江献上物之儀も於檜之間
　　　替席御留守居謁之筈ニ候事
A0143-01981_001・002
（表紙）

元治元年甲子

　茂昭様御代　上

　　　　　　　　　　読合済

（付札）

茂昭公　十一冊

元治元年ヨリ

文久三年マテ

A0143-01981_003・004
（本文）

元治元年甲子［此年文久四年三月改元］

（付札）

「一正月朔日為年始御祝儀御使者を以

　　例之通御太刀馬代被献之」

一正月朔日来ル四日　御参　内被　仰出候旨伝

　奏衆ゟ御達有之

一正月朔日右同断ニ付守護職松平

　肥後守殿所司代稲葉長門守殿江為御届御使者

　御留守居被差出之

一正月四日　御参　内被拝

A0143-01981_005
　竜顔

一正月四日右同断ニ付左之通御献上

　　　禁裏御所江

　　　　　御太刀　　一腰

　　　　　御馬代　　黄金壱枚

　　　親王御方江

　　　　　御太刀　　一腰

　　　　　白銀　　　弐拾枚

　　　准后御方江

　　　　　白銀　　　拾枚

　　　内侍所江

　　　　　白銀　　　壱枚

一正月四日嵯峨口日暮口御固被　仰出候ニ付

　所司代稲葉長門守殿江左之通御伺書被

　出候処追而御附札を以御差図有之

　　　此度

A0143-01981_006
　　　御上洛御逗留中二条

　　　御城嵯峨口日暮口御固被

　　　仰付候ニ付左之通奉伺候宜御差図

　　　可被下候

　　一公方様御番所前

　　　通御之節番士以下者下座為仕

　　　候儀ニ御座候哉其以下ハ為引置可申

　　　哉

　　一御番所人数詰方之儀

　　　御固メ之儀ニ付相応ニ為相詰度候

　　　得者御番所手狭之儀ニ付左之通

　　　為相詰候而宜御座候哉

　　　　　　　　　　　　　　　番頭　一人

　　　　　　　　　　　　　　　物頭　一人

　　　　　　　　　　　　　　　番士　五人

　　　　　　　　　　　　　　　徒目付一人

A0143-01981_007
　　　　　　　　　　　　　　　徒　　一人

　　　　　　　　　　　　　　　足軽　十人

　　　　但御番所手狭ニ付番頭一人ハ様子ニ寄

　　　　　下陣為相詰置候事

　　一大炮　　　　壱挺

　　一撃発銃　　　拾挺

　　一錺鎗　　　　拾本

　　一幕

　　一三ツ道具　　二通り

　　一六尺棒　　　八本

　　　　但士分以上鑓為持候事

　　　右之通相成候而宜御座候哉

　　一御番処江相詰候者五節句式日平日共

　　　着服之儀如何相心得可申哉

　　一御役人様方夜中御通行之節ハ前以

　　　御断ニ而も御座可有哉万一非常之節

A0143-01981_008
　　　ハ御差図次第夜中ニ而も明ケ可申哉

　　一万一二条　御城御近辺出火之節ハ

　　　如何相心得宜御座候哉

　　一御役人様堂上方御番所前御通行

　　　之節下座等之儀如何相心得可申

　　　哉

　　　右之通一統御打合之上奉伺候

　　　以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　正月四日　　　　　　　臼井又次郎

　　　　御附札

　　　　　書面初ケ条二ケ条目可為伺之通

　　　　　候三ケ条目四ケ条目掛り大目付御目付

　　　　　江可被承合候五ケ条目御固メ場所江

　　　　　人数差出被置候方ニ候下座之儀ハ

　　　　　御目付江可被問合候

一正月五日昨日　御参　内済之為御届

A0143-01981_009
　守護職所司代江御使者御留守居被指出之

一正月七日伝　奏野々宮宰相中将殿ゟ

　御呼出御留守居罷出候処左之通御書付一

　通御渡有之

　　　日御門外御固丹羽左京大夫代り

　　　被　仰付候

　右ニ付為御届守護職并所司代江御使者

　御留守居被指出之

一正月七日守護職松平肥後守殿江左之通

　御内願書被差出之

　　　松平越前守儀旧蠟十二日於江戸

　　　表

　　　御上洛　御逗留中二条

　　　御城為御警衛嵯峨口日暮口御固

　　　被　仰付奉畏候然ル処今七日伝

　　　奏野宮宰相中将殿江家来之

A0143-01981_010
　　　者御呼出ニ而

　　　御所日御門外御警衛丹羽左京大夫様

　　　代被　仰付候旨御達有之候右者

　　　当正月ゟ三月迄京都御警衛詰中

　　　之事故御請被仕候得共右様方々之

　　　御固ニ相成候而ハ自然人数差配茂行

　　　届兼非常之節不都合之儀出来

　　　可致哉与奉恐入候依之当今之御時

　　　節甚奉願兼候儀ニ御座候得共嵯峨

　　　口日暮口御固之儀ハ

　　　御免相成候様被願度此段御内々

　　　奉願候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　正月七日　　　　　　　千本弥三郎

一正月十日日御門外御固場所丹羽左京大夫殿ゟ

　御引渡有之ニ付御番頭代新番頭渡辺早太

A0143-01981_011
　御人数引纏罷越請取之

　　　御固場所江相詰面々

　　　　　　　　　　　　　　　新番頭一人

　　　　　　　　　　　　　　　新番組十人

　　　　　　　　　　　　　　　御足軽七人

　　　　　　　　　　　　　　　大炮　三挺

　　　　　　　　　　　　　　　撃発銃拾挺

　　　　　　　　　　　　　　　三ツ道具

　　　　　　　　　　　　　　　六尺棒

　右御請取相済候為御届伝　奏并守護職

　所司代江御使者御留守居被差出之

一正月十二日御所労ニ付御当番御断

一正月十二日所司代ゟ御呼出御留守居罷出候

　処左之御書付一通御渡有之

　　　御上洛　御逗留中二条御城

　　　為御警衛嵯峨口日暮口御固御免

A0143-01981_012
　　　被成候

一正月十三日右同断御固　御免被　仰出候

　為御礼総裁職松平大和守様御老中水野

　和泉守殿江御使者御留守居被指出之

一正月十三日所司代ゟ御呼出御留守居罷出候所

　左之御書付一通御渡有之

　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守

　　　御上洛

　　　御逗留中二条

　　　御城為御警衛嵯峨口日暮口御固

　　　御免代り井伊掃部頭被　仰付候尤

　　　御上京之上人数交替致し候筈

　　　掃部頭江相達候間可被得其意候委

　　　細之儀ハ大目付御目付可被承合候

一正月十三日御目付ゟ左之通御留守居迄申来ル

　　　二条

A0143-01981_013
　　　御城御警衛勤番所明十四日四ツ時

　　　相渡可申候間二条口御番所江可被罷

　　　出候以上

　　　　正月十三日　　　　　　能勢金之助

　　　　　松平越前守殿

　　　　　　　　留守居中

一正月十四日右同断ニ付御固御番頭代り中根

　牛介御物頭梯治郎左衛門御人数引纏罷越

　請取之

　　　　　　　　　　　　　　嵯峨口

　　　　　　　　　　　　　　　御番頭　一人

　　　　　　　　　　　　　　　御物頭　一人

　　　　　　　　　　　　　　　御番士　五人

　　　　　　　　　　　　　　　御徒目付一人

A0143-01981_014
　　　　　　　　　　　　　　　御徒　　一人

　　　　　　　　　　　　　　　御足軽　十人

　　　　　　　　　　　　　　　撃発銃　拾挺

　　　　　　　　　　　　　　　錺鎗　　拾本

　　　　　　　　　　　　　　　幕

　　　　　　　　　　　　　　　三ツ道具二通り

　　　　　　　　　　　　　　　六尺棒　八本

　　　　　　　　　　　　　日暮口

　　　　　　　　　　　　　　　右同断

　右為御届伝　奏并総裁職守護職御老中

　所司代江御使者御留守居被指出之

一正月十四日御目付建部徳次郎殿江左之通

　御届書被差出之

　　　越前守儀嵯峨口日暮口御固場被

　　　仰付御引渡御座候ニ付大炮相備置可

　　　申之処此表江相廻置候大炮ハ日御門

A0143-01981_015
　　　御固場所江相備置申候ニ付早急国元江

　　　申遣候得共此節深雪ニ而延着ニも

　　　相成可申候依之相廻次第相備可

　　　申候問此段御届申上候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　正月十四日　　　　　　臼井又次郎

一正月十五日

　公方様二条　御城江着　御

一正月十五日御目付ゟ御呼出御留守居罷出候処

　昨日被差出候御伺書江左之通御附札を以御指

　図有之

　　　越前守儀

　　　御上洛　御逗留中二条

　　　御城御警衛嵯峨口日暮口御固

　　　御免代り井伊掃部頭様被　仰付候得共

　　　御上京之上人数交替可致儀ニ付

A0143-01981_016
　　　今日御固場処御引渡御座候右ニ付左之通

　　　御伺申上候

　　一御番所江相詰候者五節句式日平日共

　　　着服之儀如何相心得可申哉

　　　　御附札

　　　　　書面之通者五節句式日共江戸表之

　　　　　振合相心得可申尤平日物頭以上肩衣

　　　　　其外ハ羽織袴着用之積可被心得候

　　一御役人様方夜中御通行之節ハ前以

　　　御断ニ而も可有御座哉万一非常之節ハ

　　　御差図次第夜中ニ而も明ケ可申哉

　　　　御附札

　　　　　着御相済候ハヽ御門帳相渡候間右取引合

　　　　　相通可申候非常之節ハ書面之通可被心

　　　　　得候

　　一御役人様堂上方御番所前御通行

A0143-01981_017
　　　之節下座等之儀如何相心得可申哉

　　　　御附札

　　　　　御三家方一橋殿総裁職守護職御老若方

　　　　　所司代并公卿殿上人者下座制等可致

　　　　　御側衆大目付御目付者制斗可然候

　　　右之通御伺申上候宜御指図可被下候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　正月十四日　　　　　　臼井又次郎

一正月廿一日

　公方様　御参　内ニ付供奉被拝

　竜顔右ニ付御老中江御使者被差出候

一正月廿二日嵯峨口日暮口御固井伊掃部頭殿江

　御引渡有之

一正月廿二日右同断ニ付為御届伝　奏并

　守護職所司代江御使者御留守居被差出之

一正月廿七日

A0143-01981_018
　公方様　御参　内ニ付供奉被拝

　竜顔

一正月廿八日右同断ニ付為御礼御老中

　酒井雅楽頭殿江御使者御留守居被差出之

一正月廿九日酒井雅楽頭殿ゟ御呼出御留守居罷

　出候処先達而被差出置候　御帰国被成度

　御内願書江左之通御書取を以御差図有之

　　御書取

　　　書面之趣ハ当時春嶽儀従

　　　朝廷依　召在京之事故当三月迄

　　　之処同人相詰越前守ニハ帰国候様被

　　　仰出候間可被得其意候事

　右ニ付為御礼御老中水野和泉守殿江御使者

　御留守居被差出之

一二月三日来ル四日　御参　内被　仰出候旨伝

　奏衆ゟ御達有之

A0143-01981_019
一二月四日　御参　内被拝

　竜顔

　天盃　御頂戴

一二月八日京都　御発駕西近江路通り

　御旅行同十三日福井御着

一二月八日右同断ニ付為御届二条関白様伝

　奏坊城大納言殿御老中水野和泉守殿江

　御使者御留守居守護職所司代江御案内御使者

　御使番被指出之

一二月十四日御家老岡部豊後御役　御免

　被成

（以下、「　」内は朱書で「二重ニ而扣」と書かれている）

「一二月十五日

　　慶永様京都　御守護職被為蒙　仰且又

　　御名御拝料大蔵太輔様与被称」

一二月十五日於京都御老中水野和泉守殿ゟ

　御呼出御留守居罷出候処左之御書付弐通

A0143-01981_020
　御渡有之

（以下、「　」内は抹消）

「　　　　　　　　　　　　　　松平春嶽

　　　京都守護職中御役知五万石被下

　　　之　　　　　　　　　　　　　　　」

　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守

　　　内海御警衛二六之御台場御預御免

　　　被成候尤追而代之者被

　　　仰付右人数与代合候迄ハ只今迄之

　　　通可被相心得候

一二月廿日高知山県三郎兵衛狛帯刀酒井

　　与三左衛門御家老職被仰付

一二月廿二日上京并出府之面々御借米御用

　捨之儀ニ付月番御奉行御家老左之通書

　付相渡之

　　　上京并出府之面々滞留中ハ七ケ月

　　　以下一ケ年御借米半高御用捨八ケ月ゟ

A0143-01981_021
十二ケ月迄ハ一ケ年皆御用捨ニ相成候

　　　事

（以下、「　」内は抹消）

「一二月廿四日　思召を以御家老狛山城引続

　　上京被　仰付候ニ付金三拾両被下之」

一二月廿四日昨年町在御用金被　仰付追々

　御下ケ金被成筈ニ候処当御時態不容易御入

　費も有之ニ付御下ケ金無之候間此段相心得

　取扱候様町奉行郡奉行江御家老申渡

　之

一二月廿四日大目付中ゟ左之通御廻状来

　　　去ル十五日於二条御　城松平

　　　肥後守事軍事総裁被

　　　仰付京都守護職御免松平春嶽事

　　　京都守護職被　仰付同人儀翌

　　　十六日　御懇之以

A0143-01981_022
　　　上意大蔵大輔与改名被

　　　仰付候段向々江可被相達候

　　　　二月

一三月五日御軍制御取調ニ付左之面々御用

　掛り被　仰付

　　　　　　　　　　　　　　　杉田壱岐

　　　　　　　　　　　　　　　秋田大膳

　　　　　　　　　　　　　　　島田近江

　　　　　　　　　　　　　　　宇都宮勘解由

　　　　　　　　　　　　　　　斎藤民部

A0143-01981_023
　　　　　　　　　　　　　　　勝木十蔵

　　　　　　　　　　　　　　　市村勘右衛門

　　　　　　　　　　　　　　　松原孫七郎

一三月十四日

　慶永様京都御守護職被為蒙　仰候ニ付

　本多興之輔出京之上相応之御用相勤度旨

　内達有之ニ付上京ニハ不及人数斗指出候様被

　仰出之

（以下、「　」内は抹消）

「一三月十五日　賀代姫様御入輿ニ付御家老

　　酒井外記御用掛り被　仰付」

一四月二日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　　　　　　　　　　　　　一橋中納言殿

　　　禁裏御守衛総督摂海防禦

　　　指揮等被　仰付候是迄後見職

A0143-01981_024
　　　被　仰付置候処今般依内願被免

　　　候たゞし

　　　大樹在京中者以前同様心得可有

　　　之旨　御沙汰候

　　　右之通　御所ゟ被仰出候段去ル廿五日

　　　於二条　御城被　仰出候此段向々江

　　　可被達候

　　　　三月

一四月二日御用番井上河内守殿ゟ御書付一通

　御渡有之

　　　此度　御推任叙相済候為御礼

　　　四月五日在府万石以上之面々

　　　父子共無官ニ而も年始登　城之

　　　分并三千石以上之面々田安仮

　　　御殿江出仕謁老中ニ御太刀馬代可

　　　有献上候此外年始八朔御礼出仕之

A0143-01981_025
　　　分可罷出候尤長袴可為着用候四時

　　　揃ニ而

　　　　但布衣以下小役人之者一役ゟ壱人ツヽ

　　　　　御番方ハ一組ゟ壱人ツヽ可罷出候

　　一仮御殿御間狭ニ付三千石以下之

　　　面々者半袴可有着用候

　　一病気幼少且隠居之面々ハ田安仮

　　　御殿御玄関江以使者御太刀目録

　　　可有献上候尤御間狭之儀ニ付官位

　　　家格等ニ不拘来掛り次第御奏者番

　　　家来江相渡候様可被致候

　　　　但シ万石以下之向者御納戸江相納候

　　　　　　様可被致候

　　一在国在邑之面々者追々以使者御太刀

　　　目録可被差上候

　　　　但於二条献上相済候万石以上三千石

A0143-01981_026
　　　　　以上之面々者不及献上候

　　一右之節出仕之面々謁過　御推任叙

　　　相済候為御祝儀御留守老中若年寄江

　　　可被相達候旦病気幼少隠居之面々

　　　者御留守月番之老中江使者可被

　　　差越候

　　一在国在邑之面々ハ御留守老中江飛

　　　札可被差越候

　　一在国在邑之隠居部屋住之面々も

　　　可為同断候

　　　　但御番方も頭々宅江可差越候

　　一和宮様　天璋院様江献上物其

　　　外贈物之儀ハ追而可相達候

　　　　三月

A0143-01981_027
一四月七日於京都　御名代土井能登守殿

　御登　城被成候処京師非常之節応援

　被　仰付

　慶永様御申談御勤被成候様被　仰出之

一四月九日伝　奏ゟ御呼出御留守居罷出候処

　境町御門御固被　仰付候段御書付を以被

　仰出之

一四月十一日御軍帳御割替ニ付御家老狛

　山城酒井外記稲葉采女江大隊二隊ツヽ

　御附属被成

一四月十四日大目付中ゟ左之通御廻状来

　　　松平春嶽願之通御役御免松平

　　　肥後守事京都守護職被　仰付如前

　　　々格別精入可相勤旨軍事総裁御免

A0143-01981_028
　　　被成候段去ル七日於二条　御城被

　　　仰出候此段向々江可被達候

　　　　四月

一四月十八日於京都　御名代田付主計殿登

　城被致候処御老中列座御用番水野和泉守殿

　を以今度　御上洛　御参　内之節供奉

　御勤ニ付

　御所江被　仰立候処正四位下　御推叙

　之儀被　仰立之通被　宣下旨御書付を以

　御達有之

一同月十九日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　稲葉長門守事加判之列被　仰付

　　　美濃守与名改可申旨被　仰出候

　　　旦松平越中守事席柄之儀ニ候得共

　　　京都表御守衛筋者勿論御取締

A0143-01981_029
　　　向其外此上一際厳整ニ無之

　　　而者難相成候ニ付別段之訳を以

　　　溜詰之儘所司代被　仰付松平

　　　肥後守与申談諸事尽力精入

　　　可相勤旨去ル十一日於二条

　　　御城被　仰出候此段向々江可被達候

　　　　四月

（以下、「　」内は抹消）

一四月十九日

　慶永様京都　御発駕［福井御着］

一四月廿四日左之通御用番水野和泉守殿江

　御伺書被差出候処即日御附札を以御差図有

　之

A0143-01981_030
　　　越前守儀今度

　　　御推叙被　仰出候ニ付右御礼以

　　　名代可奉申上儀ニ御座候哉旦又

　　　公方様

　　　天璋院様　下

　　　和宮様　　上

　　　本寿院様江献上物并御役人中様

　　　御老女中様江被贈物等之儀如何相

　　　心得可申哉此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　四月廿四日　　　　　　千本弥三郎

　　　　御附札

　　　　　名代を以御礼申上候様可仕候尤御礼

　　　　　願并献上物且贈物等之儀江戸表

　　　　　月番之老中江可相伺候

　　　同氏大蔵大輔儀今度

A0143-01981_031
　　　御推任叙之儀

　　　叡慮之通被　仰出候ニ付右御礼

　　　之儀先達而奉伺候処御序之節

　　　御礼可申上出立相済候ハヽ以名代申上

　　　候様去ル十七日以御附札御指図御座候

　　　然ル処此表致発途候ニ付右御礼此

　　　表ニ而可申上儀ニ御座候哉又ハ江戸表

　　　ニ而可申上儀ニ御座候哉且献上物并御役

　　　人中様御老女中様江被贈物等之儀

　　　も何方ニ而指上可申哉此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　四月廿四日　　　　　　千本弥三郎

　　　　御附札

　　　　　於江戸表御礼申上候積可心得候献上

　　　　　物并贈物等之儀も江戸表ニ而相贈候様可

　　　　　仕候

一四月廿五日堺町御門御警衛御番所出羽守様ゟ

A0143-01981_032
　御引渡有之ニ付今朝ゟ御人数被差出之

一四月廿六日御推叙ニ付為御礼御使者御雇

　彦坂又次郎御国許ゟ被指出候趣ニ而今朝［御留守居同道］

　御用番水野和泉守殿江罷出　御書指出

　之

一四月廿六日右同断ニ付伊勢両宮并城州

　石清水江　御代拝大井弥十郎を以左之通

　被供之

　　　伊勢

　　　　両宮江

　　　　　銀三枚ツヽ

　　　石清水

　　　　八幡宮江

　　　　　同弐枚

一五月二日

　公方様　御暇　御参　内ニ付還　御後

　御機嫌為御伺御用番酒井雅楽頭殿江御留守居

A0143-01981_033
　介千本弥三郎被差出之

一五月二日伝　奏坊城大納言殿ゟ御呼出御留守居

　伊藤友四郎罷出候処今度　御推叙ニ付而

　之口　宣御渡可被成候間使者差出候様御達

　有之

一五月三日右同断ニ付御使者天方八之丞

　坊城殿亭江罷出候処口　宣御渡有之夫ゟ

　長橋奏者所并二条関白様伝　奏衆江

　為御礼罷出

一五月三日右同断ニ付為御届御用番酒井

　雅楽頭殿守護職松平肥後守殿并所司代

　松平越中守殿江御使者御留守居被差出之

（以下、「　」内は抹消）

「一五月三日松平筑前守様西本願寺掛所御泊り

　　ニ付御使者御物頭を以鯛一折被進之」

一五月三日市川斎宮海防御軍製御調

　之儀ニ付御国許江被遣度儀ニ付御用番牧野

A0143-01981_034
　備前守殿江御内慮御伺書被差出候処

　追而御附札之通御差図有之

　　　越前守家来市川斎宮儀国許

　　　海防其外軍製取調之儀ニ付

　　　暫国許江指遣申度奉存候右斎宮

　　　儀開成所教授職御用向被

　　　仰付御座候得共右御用向当分御猶

　　　予御座候様被仕度奉存候此段御内

　　　慮奉伺候様被申付越候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　四月三日　　　　　　　草尾精一郎

　　　　御附札

　　　　　書面之趣者開成所御用筋御指

　　　　　支ニ相成候間先見合候様可仕候

　　　　　事

（以下、「　」内は抹消）

「一五月五日去ル三日御渡之口　宣天方八之丞

　　守護今日京都出立」

A0143-01981_035
一五月六日御用番井上河内守殿ゟ御呼出御留守居

　介片山栄之進罷出候処左之御書付一通御渡

　有之

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来

　　　　　　　　　　　　　　　市川斎宮

　　　右明七日四時田安仮御殿江可被

　　　差出候

　　　　五月六日

一五月七日

　公方様二条　御城　御発輿［御下坂同十六日御乗船安治川口

　御出帆］

一五月八日市川斎宮御国表江被遣度儀ニ付

　御用番井上河内守殿江再御内伺書被指出

　候処追而左之通御附札を以御指図有之

　　　越前守家来市川斎宮儀国許

　　　海防其外軍制所調之儀ニ付暫時

A0143-01981_036
　　　国許江差遣申度御内慮奉伺候処

　　　開成所御用筋御差支ニ相成候間先

　　　見合候様可仕旨御指図之趣奉得

　　　其意候処昨七日斎宮儀田安仮

　　　御殿江可差出候様被　仰渡御座候得共

　　　同人儀不快ニ付難罷出旨御届申上候

　　　然ル処御用之儀如何様之御儀ニ

　　　御座候哉茂不奉存候得共当節越前守

　　　手元之用向仕懸り中ニ付甚タ差

　　　支迷惑之筋も御座候ニ付斎宮儀

　　　病気少も快方ニ相成候ハヽ暫時国元江

　　　差遣し越前守手許用向相弁次

　　　第早々可指出儀ニ御座候間夫迄之

　　　処当分御用向御猶予被成下候様

　　　被仕度此段尚又御内慮奉伺候様

　　　兼而被申付越候以上

A0143-01981_037
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　五月八日　　　　　　　草尾精一郞

　　　　御附札

　　　　　内意之通当分御用向御猶予被成

　　　　　下候間国元用向相済次第早々差

　　　　　出候様可仕候事

一五月八日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処左

　之御書付一通御渡有之

　　　　　　　　　　　　　　　真田信濃守

　　　内海御警衛六之御台場御預被

　　　仰付候間可得其意且二之御台場

　　　之儀も代り之者可被　仰付処御人操

　　　之御都合も有之候付右者追而可被

　　　仰付候間先只今迄之通相心得

　　　罷在候様可仕候事

一五月九日今朝天方八之丞口　宣守護

　御座所江着其節御白洲江御役人御玄関

A0143-01981_038
　御式台江御中老御側御用人御側役御用人

　見習同介之面々罷出御広間上之間江

　本多興之輔御家老共罷出口　宣之御櫃

　御玄関ニ而御徒之者受取長炉之間迄持之

　夫ゟ表御小姓受取鉄炮之間御床ニ飾置

　此節御廊下溜之間上之処迄　御出迎

　夫ゟ於　御座之間　御頂戴被成

　　　位記

　　　　　従四位上源朝臣茂昭

　　　　　　右可正四位下

A0143-01981_039
　　　　中務表節兵欄宣勤羽衛

　　　　精誠無懈夙夜在公宜申

　　　　栄級用旌寵章可依前件

　　　　主者施行

　　　　　元治元年四月十七日

　　　　　　二品行中務卿幟仁親王　　　　　　　宣

　　　　　　正五位下守中務大輔臣卜部朝臣教久　奉

　　　　　　正五位行中務少輔臣藤原朝臣資生　　行

　　　　　　正二位行権大納言兼右近衛大将臣　　家信

　　　　　　正二位行権大納言臣

　　　　　　正二位行権大納言臣　　　　　　　　公績

　　　　　　正二位行権大納言臣　　　　　　　　実徳

　　　　　　正二位行権大納言兼太宰権師臣　　　俊克

　　　　　　正二位行権大納言臣

　　　　　　正二位行権大納言臣　　　　　　　　忠順

　　　　　　正二位行権大納言臣

A0143-01981_040
　　　　　　従二位行権大納言臣　　　　　　　　道孝

　　　　　　権大納言正二位臣

　　　　　　正二位行権中納言臣　　　　　　　　実順

　　　　　　従二位行権中納言臣　　　　　　　　雅典

　　　　　　従二位行権中納言臣　　　　　　　　有容

　　　　　　従二位行権中納言臣　　　　　　　　為理

　　　　　　従二位行権中納言臣　　　　　　　　重胤

　　　　　　従二位行権中納言臣

　　　　　　従二位行権中納言臣　　　　　　　　光愛

　　　　　　従二位行権中納言臣　　　　　　　　通富

　　　　　　従二位行権中納言臣　　　　　　　　定功

　　　　　　従二位行権中納言臣実麗等言

　　　　　　制書如右請奉

　　　　　　制附外施行謹言

　　　　　　　元治元年四月十七日

　　　　　　制可

A0143-01981_041
　　　　　　　月日辰時正四位上行大外記兼助教中原朝臣師身

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右中弁

　　　　　　関白従一位行左大臣　朝臣

　　　　　　大政大臣　闕

　　　　　　右大臣正二位朝臣

　　　　　　内大臣正二位兼行左近衛大将朝臣

　　　　　　兵部卿　闕

　　　　　　兵部権大輔正五位下兼行山城介　広光

　　　　　　参議正四位上行右大弁

　　　　　　告正四位下源朝臣茂昭奉

　　　　　　制書如右符到奉行

　　　　　　従四位下行兵部少輔兼出羽守貞彝

　　　　　　　　　　　　　　　　　大録

　　　　　　　　　　　　　　　　　少録

　　　　　　　　　　　　　　　　　少録

　　　　　　　元治元年四月十七日

A0143-01981_042
　　　口宣案

　　　　上卿野宮中納言

　　　　　元治元年四月十七日　宣旨

　　　　　　従四位上源茂昭朝臣

　　　　　　　宜叙正四位下

　　　　　　　　　　　　　　　　　奉

　　　　　　　　蔵人頭左中弁藤原豊房

　右相済本多興之輔并御家老御中老御側御用人

　御用人御側役之面々拝見被　仰付

一五月十日今度

　慶永様　御推任叙ニ付於御国許ハ以来

　勇姫様御事　御簾中様与可称旨被　仰出

　之

A0143-01981_043
一五月十一日先年御軍制御改正ニ付御小人并元

　御附之者共御先新組与被　仰付鉄炮組ニ相成

　候ニ付御供頭之御役名御先新物頭御供頭兼与被

　相改候処御指支之儀も有之ニ付今度御先新組

　之名目并鉄炮組被指免御役名御使番役御供頭

　兼与以前江被復候旨被　仰出之

一五月十三日御家老狛山城当春再度之上京

　被　仰付候処不容易御時節柄御内用向厚

　相心得内外周旋格別勤労　御満足ニ被

　思召依之白鞘御刀御鞍被下之

一五月十三日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　近々可被遊　還御候　御模様ニ付東

　　　海道中仙道諸家家来等通行之

　　　義急用向少人馬遣之分并自己

　　　之従者而已召連通行之儀ハ格別

A0143-01981_044
　　　其余平常之通行ハ御供之面々

　　　江戸着相済候迄両街道旅行之

　　　義見合候様可被致候

　　　　五月

一五月十四日御用番井上河内守殿ゟ左之通御書

　付一通被相渡之

　　　去ル七日二条　御城　御発駕淀川

　　　通　御乗船同日大坂　御城江

　　　御着座被遊且又　御軍艦ニ而

　　　還御可被遊旨被　仰出候間　還御

　　　御当日　御目見ニ罷出候面々場所

　　　其外先達而相達置候通可被心得候

　　　尤大坂表　御発途并　還御

　　　御日限之義ハ追而可相達候此段

　　　向々江可被相達候

A0143-01981_045
　　　　五月

　　　　　覚

　　　　　　　　　　　　　　　和泉守

　　　京師御用茂有之候間　御発途以

　　　後和泉守京地江相残御用相済陸

　　　路罷下り惣御同勢御取締可致旨

　　　被仰出之

　　右之通於二条　御城被　仰出候間為心

　　　得向々江可被相達事

　　　　五月

（以下、「　」内は抹消）

一五月十四日御家老狛山城昨日死去「ニ付御家老

　御中老御側御用人御側役之面々

　御前江罷出　御機嫌相伺之」

（以下、「　」内は抹消）

一五月十五日口　宣　御頂戴ニ付為御礼二条関白様

　并伝　奏衆所司代江御使者御留守居介堤

　五市郎「坂野壮九郎」被指出之

A0143-01981_046
（以下、「　」内は抹消）

「一五月十五日京都二条御屋敷稲葉美濃守殿江

　　御貸渡被成」

一五月十六日

　慶永様　御官位

　茂昭様　御位階被　仰出候ニ付先例之通町在之者共へ

　御祝儀被下之

A0143-01981_047
一五月十七日此度　御位階　御昇進ニ付

　御宮始　御菩提寺中　御参詣左之通

　被供之

　　　御初穂　　　　　　　御座所

　　　　　金弐百疋　　　　　　御宮

　　　　　　　　　　　　　同

　　　　　　　　　　　　　　　宗源殿

　　　同　　　　　　　　　　　延寿稲荷

　　　　　金弐朱ツヽ　　　　　稲荷

　　　　　　　　　　　　　　　弁天

　　　　　但此分　御代拝も無之神職粕谷江相渡ス

　　　　　　　　　　　　　　　泉蔵院

　　　御宮

　　　御霊屋　　　　　

A0143-01981_048
　　　　　御太刀　　一腰代五匁

　　　　　銀馬代　　一枚ツヽ

　　　　　　　　　　　　　　　孝顕寺

　　　黄門様　　　　　　

　　　　　御太刀　　一腰代五匁

　　　　　銀馬代　　一枚

　　　　　　　　　　　　　　　運正寺

　　　安国殿

　　　御霊屋

　　　　　御太刀　　一腰代五匁

　　　　　銀馬代　　一枚

　　　　　　此分御先例無之此度

　　　　　　思召ニ而被供之

　　　浄光院様

　　　　　御太刀　　一腰代五匁

　　　　　銀馬代　　一枚

A0143-01981_049
　　　西岸院様

　　　隆芳院様

　　　清浄院様

　　　昇安院様

　　　豊仙院様　

　　　徳正院様

　　　源隆院様

　　　隆徳院様

　　　威徳院様

　　　天梁院様

　　　諦観院様　江

　　　　御香奠

　　　　　金弐百疋ツヽ

　　　　　　　　　　　　　　　瑞源寺

　　　探源寺様

　　　　御番奠

A0143-01981_050
　　　　　金弐百疋

　　　　　　〆

一五月十七日右同断ニ付左之通被供之

　　　　　　　　　　　　　　　大安寺

　　　大安寺様

　　　　御香奠

　　　　　金弐百疋

　　　右　御名代御家老山県三郎兵衛

　　　　　　　　　　　　　　　神明宮

　　　御初穂

　　　　　金弐百疋

　　　右　御代拝御用人助仙石伯耆

　　　同　　　　　　　　　　　足羽宮

　　　　　金百疋ツヽ　　　　　山王

　　　　　　　　　　　　　　　将軍地蔵

A0143-01981_051
　　　　　　　　　　　　　　　山王

　　　　　金弐百疋　　　　　　黒竜宮

　　　右　御代拝御用人助大道寺孫九郞

一五月十八日御家老山県三郎兵衛組頭被

　仰付并酒井外記昨秋上京引続

　慶永様　御在京中御用多相勤　御満足

　思召依之御小袴一御二品物被下之

一五月十九日狛山城牌前［山奥通安寺ニ有之］

　御代香御側役御用人介雨森右膳被遣之

　　但御省略中ニ付御香奠無之

一五月廿日井上河内守殿ゟ左之通御書付一通

　御渡有之

　　　今廿日五時頃品川沖江　御軍艦ニ而

　　　御着船夫ゟ浜御庭江　御上陸

　　　昼時頃　還御被遊候此段向々江急速

A0143-01981_052
　　　可被相達候

　　　　五月

　　　御上洛相済　還御被遊候候得共

　　　武家屋敷為取締先達而取建

　　　候木戸門囲通し方其外之儀

　　　追而相達候迄ハ都而　御留守中之

　　　通可被心得候

　　　右之趣万石以上以下之面々江早々

　　　可被達候

　　　　五月

　　　御上洛相済　還御被遊候得共

　　　先達而相達候諸国関所并江戸

　　　出口々々宿々其外番所等ニおゐ

　　　て印鑑ヲ以改受候儀追而相達

A0143-01981_053
　　　候迄ハ都而　御留守中之通可相心

　　　得候

　　　　五月

一五月廿日

　公方様　還御ニ付　御機嫌為御伺御用番

　井上河内守殿江御留守居介津田左蔵被指出

　之

一五月廿一日此度口　宣御頂戴ニ付為御礼

　被指出候　御書今朝御用番江御留守居介

　津田左蔵持参指出之

一五月廿二日御用番井上河内守殿ゟ左之通

　御書付一通御渡有之

　　　今般　御軍艦ニ而　還御被遊候ニ付

　　　京地ニ罷在候御供御用掛之面々

　　　日割を以東海道筋帰府ニ付先達而

A0143-01981_054
　　　相触置候中仙道之方ハ自余旅行之儀不苦候

　　　　五月

一五月廿二日左之通取斗候様町奉行平本

　但見江月番御家老申渡之

　　　市中江昨年御用金被　仰出候処一統丹

　　　精遂上納引続今般調達銀被

　　　仰出候処早速指出格別御用途ニ

　　　相成候段　御満足ニ　思召候依之

　　　御吸物御酒被下置候

一五月廿三日

　公方様　御発輿ニ付為御歓被差出候御書

　今朝御用番江御留守居持参差出之

一五月廿八日於営中御老中御渡之御書付

　左之通大目付中ゟ御廻達有之

　　上意

　　　横浜鎖港之儀者兼而決定ニ而

A0143-01981_055
　　　申出置候処於今般

　　　叡旨之趣茂有之旁以是非

　　　成切不相成候而者難成儀ニ就而者

　　　一同も格別ニ奮発致し武備

　　　厚可心掛候鎖港用向者大和守江

　　　委任申付候事ニ付一同ニも見込

　　　之品も候ハヽ大和守江可申聞候

一五月廿九日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　御上洛相済被遊　還御候為御祝儀

　　　去亥年之通万石以上之面々献上

　　　物可被　仰付候処再度

　　　御上洛之儀も有之候間右献上物者

　　　被　仰付間敷旨被　仰出候此段万石

　　　以上之面々江可被相達候

　　　　五月

A0143-01981_056
　　　浮浪之徒取締方之儀ニ付関八州越

　　　後信濃国領分知行有之面々今般相

　　　触候趣も有之ニ付而者右大平山筑波山等

　　　ニ罷在候者共所々散乱致先ニおゐて

　　　又々何様之挙動可致も難斗候間右

　　　国々之外も右之趣ニ相心得銘々領分知行限

　　　家来差出時々見廻り厳重取締方致シ

　　　関所等有之向者別而心付往来人相改尤

　　　水戸殿御家来ニ而用向等有之上方筋其外所々

　　　旅行致候者者其段道中奉行ゟ相達候筈ニ候間一ト通り

　　　御同家印鑑而已持参致シ候分者差止通行為致間敷

　　　若押而可罷通与仕来候者も有之候ハヽ差押可申候万一

　　　手向ひ等致し候者も有之候ハヽ討捨候共不苦候

　　　　但水戸殿御家来当節京都江罷越居候者も

　　　　　有之候間右帰国之分者是迄印鑑を以相改

　　　　　可相通候

　　　　五月

A0143-01981_057
一六月三日御用番ゟ御呼出御留守居介津田左蔵

　罷出候処先達而被差出置候　御婚姻御整

　被成候節御拝領物并御献上物之御伺書ニ

　左之通御附札を以御指図有之別段御書取御渡有之

　　　拙者縁女儀当秋婚姻相整度

　　　奉存候依之婚姻相整候上者先格

　　　之通拝領物等茂被

　　　仰付且又同様勤向茂為仕度候此

　　　段相伺申候以上

　　　　五月十一日　　　　　　松平越前守

　　　　御附札

　　　　　伺之通表向ゟ追而拝領物等之儀ハ

　　　　　御沙汰可有之候且縁女ゟハ

　　　　　公方様江斗先例之通被差上年

　　　　　中献上物之儀ハ大奥老女江可被相

　　　　　伺候

A0143-01981_058
　　　　御書取

　　　　　婚姻相整候節拝領物等之儀

　　　　　宝暦天明度之先格者妻女

　　　　　身柄も違ひ候儀ニ付見合ニ者

　　　　　難相成候得共当越前守妻女者

　　　　　御由緒も有之候間此度者別段

　　　　　之訳を以表向ゟ拝領物等之儀

　　　　　追而御沙汰可有之候間以来家

　　　　　格与者被相心得間敷候事

　　　拙者儀婚姻之御礼申上候節

　　　公方様

　　　和宮様

　　　天璋院様江表向并御内証ゟ献上物

　　　之儀如何仕哉此段相伺申候以上

　　　　五月十一日　　　　　　松平越前守

A0143-01981_059
　　　　御附札

　　　　　先格之通可有献上候御内証ゟ献上

　　　　　物之儀ハ大奥老女江可被相伺候

　　　拙者婚姻之御礼申上候節

　　　本寿院様江表向并御内証ゟ指上

　　　物之儀如何可仕哉此段相伺申候以上

　　　　五月十一日　　　　　　松平越前守

　　　　御附札

　　　　　先格之通可被指上候御内証ゟ差上

　　　　　物之儀者大奥老女江可被相伺候

　　　越前守儀婚姻相整候上先格之

　　　通御礼申上度候然ル処当時在国

　　　中ニ候間致参勤候節御礼被

　　　仰付被下候儀ニ候哉以名代御礼可申

　　　上儀ニ候哉御指図之上国許江申遣

A0143-01981_060
　　　度奉存候此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　五月廿三日　　　　　　草尾精一郎

　　　　御附札

　　　　　名代を以御礼申上候心得ニ而可罷

　　　　　在候

一六月三日介御用番板倉周防守殿ゟ御呼出

　御留守居介津田左蔵罷出候処先達而被指出

　候市川斎宮横浜表江被指越度御伺書ニ

　左之通御附札を以御指図有之

　　　越前守家来市川斎宮儀海防

　　　其外軍制為取調今度国許江

　　　指遣申候ニ付海防炮銃製作等之

　　　原書為求横浜表江差遣申度且

　　　又通詞役石橋助三郎并翻訳方

　　　出役子安鉄五郎佐渡銀次郎等江

　　　致面会為取調度候間指遣申度

A0143-01981_061
　　　奉存候此段御手前様迄御内々奉伺候

　　　以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　五月廿六日　　　　　　草尾精一郎

　　　　御附札

　　　　　内意之通相心得不苦候尤兼而

　　　　　関門通行之印鑑其筋江差出

　　　　　神奈川奉行江も相廻し置神奈川

　　　　　表着并引払之節共同所奉行

　　　　　江相届候様可仕候事

一六月三日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　仁孝天皇　御忌日

　　　　六日

　　　新朔平門院　御忌日

　　　　十三日

　　　右例月終日御精進被遊候間相達

　　　可然向々江者為心得可被達置候事

A0143-01981_062
一六月五日

　慶永様

　茂昭様　御推叙ニ付　御名代を以御礼被

　仰上度御願書今朝御用番井上河内守殿江

　［御用御頼御先手］小倉新左衛門殿を以左之通被指出之

　　　拙者儀今般

　　　御推叙被　仰付候ニ付御序之節

　　　右御礼名代を以申上度此段相願

　　　申候以上

　　　　五月廿三日　　　　　　松平越前守

　　　同氏大蔵大輔儀今般

　　　御推任叙被　仰付候ニ付御序之節

　　　右御礼名代を以為申上度此段

　　　相願申候以上

A0143-01981_063
　　　　五月廿三日　　　　　　松平越前守

一六月五日　賀代姫様当秋御国表江御引越

　之儀ニ付御用番江御留守居ヲ以左之通御届書被指

　出之

　　　拙者縁女松平阿波守娘当秋国

　　　許江引取婚姻相整申候此段御届

　　　申候以上

　　　　五月廿三日　　　　　　松平越前守

一六月五日

　慶永様　茂昭様　御名代を以御礼被

　仰上候節御献上物之儀ニ付左之通介御用番

　板倉周防守殿江御伺書被差出候処追而御附

　札を以御差図有之

　　　大蔵大輔儀今度

A0143-01981_064
　　　御推任叙之御礼名代を以申上候ハヽ

　　　其節

　　　公方様

　　　和宮様

　　　天璋院様江表向并御内証ゟ献上物

　　　之儀者越前守同様可被致儀ニ御座候哉

　　　且又御役人中様御老女中様初江被

　　　贈物等之儀如何相心得宜御座候哉

　　　先例茂無御座ニ付此段奉伺候宜御指

　　　図被下候様奉願候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　六月五日　　　　　　　草尾精一郎

　　　　御附札

　　　　　都而越前守同様相心得候様可仕候

　　　拙者儀今度

　　　御推叙之御礼名代を以申上候ハヽ

A0143-01981_065
　　　公方様

　　　和宮様

　　　天璋院様江表向并御内証ゟ別紙之

　　　通致献上度此段相伺申候以上

　　　　五月廿三日　　　　　　松平越前守

　　　　　　　　覚

　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守

　　　公方様江

　　　　　造御太刀　　　　　　一腰

　　　　　御馬代　　　　　　　黄金拾両

　　　　　巻物　　　　　　　　五

　　　和宮様

　　　天璋院様江

　　　　　巻物　　　　　　　　五

A0143-01981_066
　　　　　干鯛　　　　　　　　一箱ツヽ

　　　　　　　代金三百疋　

　　　右之通表向ゟ致献上度候

　　　公方様江

　　　　　昆布　　　　　　　　一箱

　　　　　　　代金三百疋

　　　　　干鯛　　　　　　　　一箱

　　　　　　　代金三百疋

　　　　　御樽　　　　　　　　一荷

　　　　　　　代金千疋

　　　和宮様

　　　天璋院様江

　　　　　干鯛　　　　　　　　一箱ツヽ

　　　　　　　代金三百疋

　　　　　御樽　　　　　　　　一荷ツヽ

　　　　　　　代金千疋

　　　右之通御内証ゟ女使御用捨中ニ付文

A0143-01981_067
　　　を以指上申度候

　　　　御附札

　　　　　伺之通可有献上候御内証ゟ献上物之

　　　　　儀者大奥老女江可被相伺候

　　　今度

　　　御推叙之御礼以名代申上候ハヽ

　　　本寿院様江表向并御内証ゟ別紙之

　　　通指上申度此段相伺申候以上

　　　　五月廿三日　　　　　　松平越前守

　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守

　　　本寿院様江

　　　　　巻物　　　　　　　　三

　　　　　干鯛　　　　　　　　一箱

　　　　　　　代金三百疋　

　　　右之通表向ゟ差上申度候
A0143-01981_068
　　　本寿院様江
　　　　　干鯛　　　　　　　　一箱
　　　　　　　代金三百疋

　　　右之通御内証ゟ指上申度候

　　　　御附札

　　　　　伺之通可被指上候尤御内証ゟ差上物之

　　　　　儀者大奥老女江可被相伺候

　　　大蔵大輔儀今度

　　　御推任叙之御礼名代を以申上候ハヽ

　　　其節

　　　本寿院様江表向并内証ゟ差上

　　　物之儀越前守同様可被致儀ニ御差候哉

　　　先例も無御座ニ付此段奉伺候宜御指

　　　図被下候様奉願候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　六月五日　　　　　　　草尾精一郎

A0143-01981_069
　　　　御附札

　　　　　都而越前守同様相心得可仕候

　　　松平大蔵大輔儀今度

　　　御推任叙之御礼以名代申上候節

　　　越前守ゟ御礼勤向之儀如何相心得

　　　可申哉此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　六月五日　　　　　　　津田左蔵

　　　　御附札

　　　　　不及御礼勤候

　　　松平越前守儀今度

　　　御推叙之御礼名代を以申上候節

　　　大蔵大輔ゟ御礼勤向之儀如何相心

　　　得可申哉此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　六月五日　　　　　　　津田左蔵

A0143-01981_070
　　　　御附札

　　　　　不及御礼勤候

　　　松平大蔵大輔儀今度

　　　御推任叙之御礼名代を以申上候

　　　節

　　　公方様

　　　和宮様

　　　天璋院様江越前守ゟ献上物之儀

　　　如何相心得可申哉此段奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　六月五日　　　　　　　津田左蔵

　　　　御附札

　　　　　不及献上物候

　　　松平越前守儀今度

　　　御推叙之御礼名代を以申上候節

　　　公方様

A0143-01981_071
　　　和宮様

　　　天璋院様江大蔵大輔ゟ献上物之

　　　儀如何相心得可申哉此段奉伺候

　　　以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　六月五日　　　　　　　津田左蔵

　　　　御附札

　　　　　不及献上物候

　　　今度

　　　御推叙之御礼以名代申上候ハヽ

　　　御城女中江贈物之儀如何可致

　　　哉御指図可被下候以上

　　　　六月五日　　　　　　　松平越前守

　　　　御附札

　　　　　白銀弐枚ツヽ老女　白銀壱枚ツヽ表使

　　　　　右之通可被相贈候

A0143-01981_072
一六月五日中川宮ゟ御頼有之ニ付左之面々京

　都江被指出之

　　　　　　　　　　　　　　　味岡三次郎

　　　　　　　　　　　　　　　林徹蔵

　　　　　　　　　　　　　　　東純吾

　　　　　　　　　　　　　　　山口金次郎

　　　　　　　　　　　　　　　榎並左吉

一六月五日於京都松平阿波守様ゟ左之通

　御廻達有之

　　　　　　　　　　　　　　　松平筑前守

　　　京師御警衛筋猶此上御手厚

　　　被成進度

　　　思召候処

　　　御所ゟ御暇被　仰出去ル七日

　　　御発駕被遊候ニ付而其方儀家柄

　　　殊ニ御近親之儀ニも有之候間厚キ

A0143-01981_073
　　　思召も被為在候而

　　　御発途以後御警衛被　仰付候間

　　　一際奮発勉励致

　　　御安心被遊候様厚可被相心得

　　　御沙汰候

　　　右之通被　仰出候事

　　　　五月

一六月五日夜所司代松平越中守殿ゟ堺町当

　番所江左之通御達有之

　　　浮浪之徒潜伏不致候様昨年来

　　　諸藩并市中江も度々申達置

　　　既ニ此程も改而相触候処今以市中ニ

　　　蜜（密）々潜り居も有之哉ニ薄々相聞へ

　　　候付兼而市中廻り被　仰付置候向

　　　申合夫々手分ケ今晩為及探索

A0143-01981_074
　　　候事

一六月六日伝　奏雑掌ゟ堺町当番所江

　左之通申来ル

　　　昨夜市中ニ而騒敷趣相聞候間

　　　御門々一際厳重御警衛可有之

　　　候此段御達被申候早々御廻覧之後

　　　飛鳥井家江御返し可被成候以上

　　　　六月六日

一六月七日　御婚姻御整被成候上

　慶永様御礼勤之儀ニ付左之御窺書介

　御用番井上河内守殿江被指出候処追而御附札

　之通御差図有之

　　　越前守婚姻相整候上同氏大蔵大輔

　　　御礼之儀如何相心得可申哉此段奉

　　　伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　六月七日　　　　　　　津田左蔵

A0143-01981_075
　　　　御附札

　　　　　飛札差越候様可仕候

一六月十日於増上寺　天親院様十七回

　御忌御法事ニ付御使者御物頭を以御香奠

　銀三枚被供之方丈江相納之

一六月十日山階宮ゟ御頼有之ニ付左之面々被指

　出之

　　　　　　　　　　　　　　　堀万吉

　　　　　　　　　　　　　　　久野駒吉

　　　　　　　　　　　　　　　佐藤実吉

　　　　　　　　　　　　　　　相馬惣太郎

一六月十二日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　京師御取締筋ニ付昨年来別紙之

　　　通相達置候趣も有之候処此度万事

　　　御委任ニ相成候ニ付而者別而厳重ニ相心

A0143-01981_076
　　　得御安心被遊候様無之候而者難相成

　　　筋ニ付猶又諸家ニおゐても急度取

　　　締可致候尤心得違之者無之様家

　　　来末々迄厚可被申付候

　　　右之通万石以上之面々江可被相達候

　　　　六月

一六月十五日　御名代日向守様田安仮　御殿江

　御登　営於御白書院縁頰替席　御推叙

　之御礼被　仰上御老中井上河内守殿被謁

　之相済御退出掛ケ御老中御廻勤御留守之

　御老中江御使者御留守居被指出之

A0143-01981_077
一六月十五日右同断ニ付左之通御献上并御贈

　物有之

　　　公方様江

　　　　　造御太刀　　　　　一腰

　　　　　御馬代　　　　　　黄金拾両

　　　　　縮緬　　　　　　　五巻

　　　和宮様

　　　天璋院様江

　　　　　縮緬　　　　　　　五巻

　　　　　干鯛　　　　　　　一箱

　　　　　　代金三百疋

　　　本寿院様江

　　　　　紗綾　　　　　　　三巻

　　　　　干鯛　　　　　　　一箱

　　　　　　代金三百疋　

　　　　　　　　　　　　　　御本丸

　　　　　白銀弐枚ツヽ　　　　御老女中弐人

A0143-01981_078
　　　　　　　　　　　　　　同

　　　　　同壱枚ツヽ　　　　　表使衆四人

　　　　　御太刀一腰

　　　　　金馬代一枚

　　　　　干鯛　一箱　ツヽ　　御老中六人

　　　　　御樽代千疋

　　　　　御太刀一腰

　　　　　金馬代一枚　

　　　　　干鯛　一箱　ツヽ　　若年寄中六人

　　　　　御樽代五百疋

　　　　　御太刀一腰

　　　　　銀馬代五枚　ツヽ　　御奏者番中八人

　　　　　　但御在邑之御方江ハ被遣物無之御口上

　　　　　　斗

A0143-01981_079
　　　　　御太刀一腰

　　　　　金馬代一枚ツヽ　　　御側衆六人

　　　　　　　　　　　　　　　御留守居中五人

　　　　　　　　　　　　　　　大目付中四人

　　　　　御太刀一腰　　　　　町奉行中弐人

　　　　　御馬代銀五枚ツヽ　　御勘定奉行中四人

　　　　　　　　　　　　　　　御作事奉行中三人

　　　　　　　　　　　　　　　御目付中拾八人

　　　　　　　　　　　　　　　御用御頼

　　　　　　　　　　　　　　　　御先手衆弐人

一六月十五日

　慶永様　御官位

　茂昭様　御位階御昇位ニ付為御祝於　御本丸

A0143-01981_080
　御家中之面々江御吸物御酒被下之

　　但同十九日御家中子弟并休息之面々御酒

　　　被下拾弐石以上之者江御吸物御酒被下之

一六月十六日大目付中ゟ左之通御廻状来

　　　山陵御修補ニ付元来御場所

　　　御未定之処此節専探索方被

　　　仰出候処兼而異論之御場所為

　　　鑑定穿チ候族有之哉ニ相聞ヘ候尊王

　　　之御場所一己之存寄りを以勝手ニ

　　　拝見候而已ならす右様之所業を以窺

　　　定メ候義恐懼之至　思召候間以

　　　後異論之御場所　山陵奉行江

　　　申出於同向一同立会篤与敬見遂

　　　評義候上ニ而弥難決候ハヽ　朝廷江相伺

　　　御指図請候様可致候今般

　　　先帝為御尊崇奉行被　仰付候義

A0143-01981_081
　　　ニ付都而山陵ニ拘り候義者同向江申出指

　　　図請候様可致候一己之存寄を以猥ニ

　　　山陵ニ手を付候義ハ決而不相成左候得者

　　　御尊崇難相立候間心得違無之様

　　　可致候旦亦国々　皇子后等之御墓

　　　其外重キ身分之墓所有之右様

　　　之類似後大切ニ相心得破壊等不致様被

　　　仰出候

　　　右之通京師ゟ被　仰出候間諸国津々浦々ニ至

　　　迄不洩様早々可被相触候右之通可被相触候

　　　　六月

　　　大樹上洛列藩建儀之趣も有之国是之

　　　論御治定ニ付先達被　仰出候通り一切

　　　幕府江御委任被遊政令一途ニ出候様ニ

　　　与之御趣意候間於列藩先々之如く

　　　幕府指揮ニ可随旨

A0143-01981_082
　　　右之通　御所ゟ被　仰出候間向々江不洩様

　　　可被達候

　　　　六月

一六月十八日　御推叙之御礼被　仰上候ニ付

　御内証ゟ左之通御献上

　　　公方様江

　　　　　昆布　　　　　　　一箱

　　　　　　代金三百疋

　　　　　干鯛　　　　　　　一箱

　　　　　　代金三百疋

　　　　　御樽　　　　　　　一荷

　　　　　　代金千疋

　　　和宮様

　　　天璋院様江

　　　　　干鯛　　　　　　　一箱

　　　　　　代金三百疋ツヽ

　　　　　御樽　　　　　　　一荷

　　　　　　代金千疋ツヽ

A0143-01981_083
　　　本寿院様江

　　　　　干鯛　　　　　　　一箱

　　　　　　代金三百疋

　　　　　　　　　　　　　　御本丸

　　　　　銀壱枚ツヽ　　　　　御客応答衆弐人

　　　　　　　　　　　　　　　御右筆頭衆壱人

　　　　　　　　　　　　　　和宮様

　　　　　銀弐枚ツヽ　　　　　御老女中弐人

　　　　　　　　　　　　　　同

　　　　　同壱枚ツヽ　　　　　表使衆弐人

　　　　　　　　　　　　　　同

　　　　　同壱枚ツヽ　　　　　御中年寄衆弐人

　　　　　　　　　　　　　　天璋院様

A0143-01981_084
　　　　　銀弐枚ツヽ　　　　　御老女中四人

　　　　　　　　　　　　　　同

　　　　　同壱枚ツヽ　　　　　御中年寄衆三人

　　　　　　　　　　　　　　同

　　　　　同壱枚ツヽ　　　　　表使衆三人

　　　　　　　　　　　　　　　御右筆頭衆壱人

一六月十八日於京都松平阿波守様ゟ左之通

　御廻達有之

　　　　　町触案

　　　市中五六町或者八九町ツヽ組合を立

　　　右一組之内壱町を親町とし凡而一組

　　　之内之事者此親町之役人町頭ニ而

　　　主任し組合中之町々相改壱町

　　　内之事者旅人逗留一宿を始凡而

A0143-01981_085
　　　町役人手元ニ而軒別相改御時節柄

　　　被　仰出候御趣意相立候様可致尤

　　　市中廻り被　仰付置候向々ゟ廻り

　　　之節可相尋候間事変候儀者勿

　　　論凡而有躰可申出候若心得違之

　　　者有之ニおゐてハ吃度度御咎可有之

　　　事

　　　　但市中江止宿致し候者藩士ハ誰

　　　　　藩姓名修験并ニ僧侶之類ハ

　　　　　何方何寺名ヲ門口江必張出し

　　　　　可申候事

　　　　　町触案

　　　先達而中も申聞置候処藩臣浮

　　　浪之輩取締被　仰出候付而者浪土

　　　躰怪敷者止宿不取締ハ勿論凡而

　　　旅人在留止宿候者一々相改姓名

A0143-01981_086
　　　吃度可申出候事

　　　昨年中右之通相触置候処此節

　　　浮浪之者潜伏致し候者有之哉之

　　　由相聞候万一不心得之者有之止宿

　　　為致置候者者吃度御咎可有之候間

　　　猶又昨年被　仰出之旨厳重可相

　　　守候事

　　　　六月

　　　大高俊太郎事升屋喜右衛門与申唱

　　　［四条小橋西江入真町住居］怪敷所行有之身分不相

　　　応武器類并火薬等致所持居候趣

　　　相聞候ニ付此度召補一通り相糺候処

　　　不容易隠謀有之ニ付風便を待チ

　　　御所向焼払可申与相巧ミ徒党数

　　　十人有之段申立候尤同類共申通候

A0143-01981_087
　　　証書類も有之片時も難捨置候ニ付

　　　夫々召捕候処未タ残党も有之

　　　中ニ者身分姓名等偽り藩邸或者町

　　　家ニ潜居候儀も難量万一怪敷躰

　　　之者有之候ハヽ各藩又者所々之

　　　役人共ニ而召捕可指出尤徒党一味

　　　之聞有之候ハヽ探策之上召捕可被

　　　指出候事

　　　　但銘々在京家来同又者ニ至迄

　　　　　身分姓名書江年附いたし屋敷

　　　　　内外在京之面々人数可被申立候

　　　右之趣在京万石以上以下并家来上京

　　　有之候面々不洩様早々可被相達候

　　　　六月

一六月廿日此度三ノ丸　御住所御出来ニ付

A0143-01981_088
　時太鼓割場江御引移シ早速御普請取掛候

　様町奉行并御奉行御普請奉行御作事奉行江

　月番御家老申渡之

一六月廿日製造奉行佐々木権六江左之通御家老

　書付を以申渡之

　　　製造局役配御趣意ニ付御減少相成候

　　　依之以来吟味役ニ而製作之儀致兼

　　　勤候様且勘定方ニ而玉薬御土蔵并

　　　御道具御土蔵等相預り出納之儀金銀

　　　同様厳重遂勘定御軍事御指支

　　　無之様可致精勤旨夫々可被申渡候

　　　先年於製造局水車御派立之

　　　御趣意ニ付役所地面志比口江御引移シ

　　　相成候処今度精々致工夫水車

　　　御普請取掛り候様被　仰付候

一六月廿二日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

A0143-01981_089
　　　来月初旬

　　　公方様　和宮様　西丸江　御移徙

　　　可被遊候御間狭ニ付　天璋院様

　　　本寿院様ニハ只今迄之通清水御屋敷ニ

　　　可被為　在旨被　仰出之

　　　　六月

　　　来月朔日

　　　公方様　和宮様　西丸江

　　　御移徙可被遊旨被　仰出此段向々

　　　江可被達候

　　　　六月

　　　　　覚

　　　先前　御移徙之節為御祝儀

A0143-01981_090
　　　万石以上之面々ゟ献上物有之

　　　候処今度　西丸江　御移徙ニ付

　　　而者仮　御殿之事ニ而も有之且

　　　方今武備急務諸家之失費

　　　を被為　厭候折柄ニ付御祝儀物献

　　　上ニ不及旨被

　　　仰出候間右献上之儀不相達候此

　　　段為心得万石以上之面々可被達

　　　置候事

　　　　六月

一六月廿三日［夜半］於京都守護職松平肥後守殿

　御家来庄田又助堺町御門当番所江罷越

　長州人五百人斗今晩牧（枚）方宿泊之由注

A0143-01981_091
　進有之ニ付何時京地江押入候とも難斗候間其

　心得可致旨申達候ニ付早速増御人数被指

　出之

一六月廿四日所司代松平越中守殿ゟ御呼出御留守居

　伊藤友四郎罷出候処左之御書付公用人を以

　被相渡之

　　　長州人東下之趣相聞候得共自然

　　　入京茂難斗候間四ツ塚辺江早々

　　　人数差出厳重御警衛相心得候様

　　　委細之儀者在京大御目付江可被承合

　　　候

A0143-01981_092
　　　　六月

　右ニ付所司代江左之通御書取御留守居島津十太夫

　持参差出之

　　　長州人東下之趣相聞候得共自然

　　　入京も難斗候間四ツ塚辺江早々人数

　　　指出厳重御警衛相心得候様奉畏

　　　候右ニ付詰合人数之内早速指出厳

　　　重御警衛可仕筈ニ御座候処兼而堺町

　　　御門御警衛被　仰付置且又昨夜

　　　肥後守様ゟ御達之趣ニ付増人数指

　　　出厳重御警衛仕候得者此表詰合

　　　人数之儀兼而御達申上置候通少人

　　　数之儀故堺町御門厳重御警衛

　　　仕候上又々四ツ塚辺御警衛仕候儀迚も

　　　難斗儀ニ付詰合重役共精々談合候

　　　処畢竟有合人数を以強而御請難

A0143-01981_093
　　　仕奉存候間此段不悪御聞届可被成

　　　下候尚国許越前守江早急申遣人数

　　　差出可然儀ニ御座候得者宜御差図可被

　　　成下候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　六月廿四日　　　　　　島津十太夫

一六月廿六日右同断ニ付御家中無息之面々

　五拾人上京被　仰付［同廿八日福井出立］

一六月廿六日御老中ゟ御呼出御留守居罷出候処

　左之通御書付壱通御渡有之

　　　　　　　　　　　　　　袖裏

　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来江

　　　長州人多人数伏見并山崎辺江屯

　　　集其外追々出坂不容易趣相聞候

　　　間京都為御警衛急速国許ゟ人数

　　　呼出候様可仕候

A0143-01981_094
一六月廿六日堺町当番所江所司代ゟ左之通

　御廻達有之

　　　御所廻り御門其外御警衛之向猶又

　　　厳重人数等相増候様且又非常差

　　　懸り候節者御附之者可及指図儀も

　　　可有之候間兼而可被得其意候

　　　　六月

一六月廿六日所司代ゟ御呼出御留守居罷出候処

　公用人森弥一右衛門左之通口達ニ而申聞之

　　　堺町御門四ツ塚辺御警衛御免

　　　被成伏見辺御警衛被　仰付候堺町

　　　御門御警衛之儀者松平筑前守様江

　　　被　仰付候以上

一六月廿六日御老中ゟ御呼出御留守居罷出候処

　左之御書付壱通御渡有之

A0143-01981_095
　　　長州人伏見并山崎辺江多人数

　　　屯集不容易趣ニも相聞候ニ付伏見

　　　辺御警衛被　仰付候間得其意早々

　　　人数差出同所御固之面々相談

　　　厳重御警衛相心得候様可仕候依

　　　之堺町御門御警衛者御免被成候

一六月廿六日所司代ゟ左之通御使者を以申来ル

　　　伏見辺江着致シ居候長州人不容

　　　易可及所行哉も難斗趣ニ相聞候間

　　　兼而可被得其意候

　　　　六月

（以下、「　」内は抹消）

「一六月廿六日右同断御老中并所司代ゟ御達之

　　趣ニ付平瀬儀作御国表江為申上道中大早

　　駈ニ而今朝京都出立」

一六月廿六日御勘定奉行ゟ御呼出御留守居下役

A0143-01981_096
　篠原充助田安仮　御殿江罷出候処御勘定

　斎田橘太郎殿御徒目付組頭吉本勇五郎を以

　来ル廿九日六之御台場御請取可被成旨被申聞

　之

一六月廿七日大目付中ゟ左之通御廻状来

　　　朝廷御忌日ニ重罪者勿論軽罪之

　　　者仕置申付間敷旨被　仰出候ニ付

　　　右日柄左之通可被相心得候

　　　　光格天皇　　御忌日

　　　　　十一月十九日

　　　　新清和院　　御忌日

　　　　　六月二十日

　　　　新待賢門院　御忌日

　　　　　七月六日

　　　右御日限御仕置申付間敷候尤右者

　　　御忌月斗相憚可申事

A0143-01981_097
　　一仁孝天皇新朔平門院御忌日之

　　　義ハ兼而被　仰出候通例月相憚可申

　　　候

　　一今上御誕辰之義も被　仰出候通相

　　　心得可申候

　　　　六月

（以下、「　」内は抹消）

「一六月廿七日左之面々上京被　仰付

　　　　　　　　　　　　　　御家老

　　　　　　　　　　　　　　　稲葉采女

　　　　　　　　　　　　　　御用人

　　　　　　　　　　　　　　　毛受鹿之介

　　　　　　　　　　　　　　四番大御番頭

　　　　［四番組引纏］　　　　皆川宮内

　　　　　　　　　　　　　　御目付

　　　　　　　　　　　　　　　市村勘右衛門

　　　　　　　　　　　　　　御先物頭

　　　　［組之者共召連］　　　岡部半平

A0143-01981_098
　　　　　　　　　　　　　　　河合太郎太夫

　　　　　　　　　　　　　　　長谷部協

　　　　　　　　　　　　　　　青山小三郎

一六月廿七日平瀬儀作　御座所江着直ニ

　御前江罷出京師之御模様申上之

一六月廿七日右同断京師之御模様ニ而三ノ丸

　御普請当分御見合ニ相成候様被　仰出之」

一六月廿七日長州人追々入京嵯峨口辺江

　入込候趣ニ付堺町御門并大仏前御警衛

　之儀所司代ゟ御達有之ニ付御人数被差出之

一六月廿七日夜所司代ゟ御呼出御留守居伊藤友四郎

　罷出候処左之御書付御渡有之

　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江

　　　長州人多人数伏見并山崎辺其

　　　外所々江屯集追々入京不容易

　　　挙動ニも可及哉ニ付急速人数引連

A0143-01981_099
　　　為御警衛上京候様可被致候此段

　　　御所向　御沙汰ニ付早々国許江

　　　可申遣候

　右ニ付翌廿八日御国許江大早駈被指立之

一六月廿九日右同断御達ニ付御老中并所司代江

　左之御書取御留守居島津十太夫持参指出

　之

　　　越前守儀兼而堺町御警衛被

　　　仰付置候ニ付夫々人数指登可成

　　　厳重御警衛仕居候処近来御時

　　　態切迫之御次第越前守儀於国

　　　許承知仕候ニ付尚以右御場所厳重

　　　相心得厚可致尽力旨且又此後自然

　　　御都合ニ寄持場御操替等被　仰出候

　　　共元来非常之節

　　　禁闕警衛有之候様

A0143-01981_100
　　　御沙汰之趣御座候得者右御趣意を以

　　　九門之内御警衛仕度此段兼而御達

　　　可申上旨重役共江申付越候間此段

　　　御達申上候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　六月廿九日　　　　　　島津十太夫

一六月廿九日京都表ゟ早駈着所司代ゟ御達之

　趣　御承知被成候ニ付右為御請左之通早飛

　脚を以被指出之

　　　去ル廿七日家来之者御呼出長州人多

　　　人数伏見并山崎辺其外所々江屯

　　　集追々入京不容易挙動ニ茂可及

　　　哉ニ付急速人数引連為御警衛上京

　　　候様

　　　御所向御沙汰ニ付早々上京可被致

　　　旨御書付を以御達之趣致承知候此段

A0143-01981_101
　　　御答以使者申達之候

　　　　但早飛脚七月二日京都着右御請書

　　　　　所司代江御留守居持参差出之

一六月廿九日右同断御達之趣ニ付　御上京可

　被成旨被　仰出之

一六月廿九日右同断ニ付於御用部屋左之面々

　御供被　仰付候旨御家老酒井外記申渡

　之

　　　岡部豊後　　　　　　　　荻野小四郎

　　　水戸但馬　　　　　　　　宇都宮勘解由

　　　島田近江　　　　　　　　菅沼重記

　　　高田作之丞　　　　　　　多賀谷舎人

　　　林八右衛門　　　　　　　氷見隼人

　　　渥美新右衛門［新番引纏］渡辺隼太

　　　萩原金兵衛　　　　　　　井上弥一郎

　　　鈴木平馬　　　　　　　　三岡助右衛門

A0143-01981_102
　　　真杉所左衛門　　　　　　榊原十郎太夫

　　　津田源之丞　　　　　　　平尾新五兵衛

　　　河村三左衛門　　　　　　加藤所左衛門

　　　堀権之助　　　　　　　　河合五右衛門

　　　大関助右衛門　　　　　　武部作太夫

　　　柳下小十郎　　　　　　　小栗源蔵

　　　堀平太夫　　　　　　　　大谷儀左衛門

　　　川村藤市郎　　　　　　　青木七郎右衛門

　　　上月久右衛門　　　　　　蜷川林左衛門

　　　久野猪兵衛　　　　　　　市橋環蔵

　　　国枝藤兵衛　　　　　　　鈴木牛兵衛

　　　松田善右衛門　　　　　　三寺剛右衛門

　　　波々伯部弥六

　　但御軍帳掛り御用人ゟ申渡之儀ハ略之

一六月廿九日大目付中ゟ左之通御廻状来

　　　　　覚

A0143-01981_103
　　　横浜鎖港之儀松平大和守退

　　　役ニ付而者兼而御委任ニ付水戸殿

　　　専ら御引受繁々御登　営被有

　　　之候間此段為心得向々江可被相触候

　　　事

　　　　六月

一六月廿九日六番御台場為御受取玉薬奉行

　日下数馬殿御勘定組頭星野禄三郎被相越

　候ニ付御台場頭熊谷熊之助并御留守居草尾精一郎

　其余役々罷出候処数馬殿禄三郎殿御受取

　直ニ真田信濃守殿江御引渡被成

一六月廿九日右同断ニ付御用番牧野備前守殿

　陸軍奉行川勝丹波守殿江左之通御届書被

　指出之

（以下、「　」内は抹消）

一七月朔日

A0143-01981_104
　公方様「田安仮　御殿ゟ　西丸江　御移徙」

　和宮様「御同所御広敷ゟ　西丸御広敷江」

　西丸へ御移徙有之

（以下、「　」内は抹消）

「一七月朔日於御用部屋左之面々御指図次第

　　可致上京旨月番御家老酒井外記申渡

　　之

　　　　　　　　　　　　　　　梯治部左衛門

　　　　　　　　　　　　　　　猪子丈右衛門

　　　　［組之者共召連］　　　相沢八郎右衛門

　　　　　　　　　　　　　　　笹川藤内

　　　　　　　　　　　　　　　長谷部作内

　　　　　　　　　　　　　　　松原信太郎

　　　　　　　　　　　　　　　明石甚左衛門

　　　　　　　　　　　　　　　多喜田藤内

　　　　　　　　　　　　　　　一柳献助

　　　　　　　　　　　　　　　山崎七郎右衛門

A0143-01981_105
一七月朔日夕於御用部屋高知を始諸月番江

　左之通御家老書付を以申渡之

　　　京都表江御人数被指出且

　　　御上京之儀被　仰出候処今朝京都ゟ

　　　飛脚着御鎮静と申訳ニ者無之候

　　　得共一ト先出張之御人数等も御引上ニ

　　　相成候儀故猶又京都表江御伺之上

　　　御指図次第ニ相成候ニ付

　　　御上京且此表ゟ御人数御指出之儀者

　　　御見合ニ相成候乍然御供且御先立

　　　被　仰付有之面々者何時

　　　御登京難斗候間其心得者可有

　　　之事ニ候

（以下、「　」内は抹消）

一七月四日為　御上京来ル六日「五時　御本丸ゟ」

　御発駕可被成旨被　仰出之

一七月五日所司代ゟ御呼出御留守居罷出候処

A0143-01981_106
　左之御書付一通御渡有之

　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守

　　　下立売通北野御旅所御警衛被

　　　仰付候妙心寺辺も同様相心得早々

　　　人数可被差出候尤在京大目付御目

　　　付可被承合候

　　　　七月

一七月五日明日　御発駕之儀御例式与ハ違候ニ

　付登　城之面々着服勝手次第可致旨被

　仰出之

一七月六日今朝御用番水野和泉守殿ゟ御呼出

　御留守居罷出候処先達而被差出置候御伺書ニ

　左之通御附札を以御差図有之

　　　拙者儀婚姻相整候節献上物之儀

　　　相伺候処先格之通献上仕候様御指

A0143-01981_107
　　　図被成下候依之別紙之通致献上度

　　　此段相伺申候以上

　　　　六月廿三日　　　　　　松平越前守

　　　公方様江

　　　　　縮緬　　　五巻

　　　和宮様江

　　　　　白銀　　　五枚

　　　天璋院様江

　　　　　白銀　　　五枚

　　　　御附札

　　　　　伺之通可有献上候

　　　拙者儀婚姻相整候節縁女ゟ表

　　　向献上物等為仕度相願候処

　　　公方様江先例之通指上候様御指図

　　　被成下候依之別紙之通献上物為

A0143-01981_108
　　　仕度候此段相伺申候以上

　　　　六月廿三日　　　　　　松平越前守

　　　公方様江

　　　　　縮緬　　　五巻

　　　　　昆布　　　一箱

　　　　　干鯛　　　一箱

　　　　　御樽　　　一荷

　　　　御附札

　　　　　伺之通指上候様可被致候

　　　拙者儀婚姻之御礼申上候節

　　　本寿院様江指上物之儀如何可仕哉

　　　相伺候処先格之通可指上御内証ゟ

　　　指上物之儀者大奥老女江可相伺旨

　　　御指図御座候得共天明度

　　　蓮光院様江越前守并伊予守儀表

A0143-01981_109
　　　向并御内証ゟ指上物之儀相伺候処

　　　不及其儀旨御指図有之候ニ付先例

　　　者無之候得共当時

　　　本寿院様江表向指上物致来候

　　　間別紙之通指上度候此段相伺申候

　　　以上

　　　　六月廿三日　　　　　　松平越前守

　　　本寿院様江

　　　　　白銀　　　三枚

　　　　御附札

　　　　　伺之通可被差上候

（以下、「　」内は抹消）

一七月六日為御上京今朝「五時之御供揃ニ而　御発駕

　可被遊旨被　仰出候処今暁聊　御容躰

　被為　在候ニ付暫時御見合ニ相成候処御快ニ

　付四ツ時頃　」御発駕東近江路通り

A0143-01981_110
　御旅行

一七月六日於御用部屋左之通支配頭江御家

　老演説之

　　　今般

　　　御上京被遊候上者不容易御時態

　　　ニ付猶又無油断厚心を附罷在

　　　候様被　仰出候

一七月八日内海二之御台場御代り被　仰出無之

　ニ付御用番水野和泉守殿江左之通御留守居

　千本弥三郎御願書持参差出之

　　　越前守儀兼而京師非常之節応

　　　援并堺町御門御警衛被

　　　仰付候ニ付人数差出置候処当節

　　　不容易趣御座候ニ付伏見辺御警衛

　　　被　仰付候間早々人数指出候様可

　　　仕旨於京都御老中様ゟ御達御座

A0143-01981_111
　　　候ニ付不取敢国許ゟ人数指出候処

　　　時宜ニ寄不容易運ニ可相成哉茂

　　　難斗趣ニ相聞候間兼而可得其意旨

　　　再御達茂御座候得者国挙而人数差

　　　出候様ニ可相成哉ニも奉存候就而者方

　　　今之御時態奉恐察於此表茂精々

　　　尽力可相勤処御警衛向両端ニ相成

　　　候而者難行届心痛仕候依之毎々

　　　相願候儀奉恐入候得共兼而　御免被

　　　仰出候内海二之御台場御代り早々

　　　被　仰出被成下候ハヽ一方之御警衛

　　　完整仕度候間早急奉願候様申越

　　　候此段御推察被成下宜御沙汰

　　　御座候様只管奉内願候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　七月八日　　　　　　　千本弥三郎

A0143-01981_112
一七月八日於京都御老中稲葉美濃守殿ゟ

　御呼出御留守居罷出候処左之通御書付一通御渡

　有之

　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来江

　　　長州藩士等頃日出願有之趣ニ候得共

　　　多人数兵器等携所々致屯集

　　　甚不穏候元来於長州殊勤

　　　王之志情深厚候処右様之次

　　　第甚齟齬候間天竜寺其外江

　　　罷在候輩各早々令帰国福原

　　　越後儀小人数ニ而伏見表ニ滞在

　　　出願之儀者穏ニ経其筋可申出重而

　　　之

　　　御沙汰謹慎ニ相待候様幕府ゟ

　　　為及説得候歎願之筋

　　　御許容之有無者暫差置一体入

A0143-01981_113
　　　京之儀者兼而被

　　　仰出も有之候儀殊ニ兵器等相携

　　　不穏所業甚以如何被

　　　思召候就而者猶此上於各藩も右

　　　之

　　　御趣意を以天竜寺其外江屯集

　　　之輩早速引払帰国致候様精々

　　　尽力説得可有之旨

　　　御沙汰候事

　　　右之通従

　　　御所被

　　　仰出候間相達候事

　　　　七月

一七月八日右同断御達ニ付左之通稲葉美濃守殿江

　御答書被指出之

A0143-01981_114
　　　頃日長州藩士出願之儀有之候

　　　趣ニ而天竜寺其外屯集仕兵器等相

　　　携不穏所業甚以如何被

　　　思召候就而者於各藩茂右之

　　　御趣意を以天竜寺其外江屯集之

　　　輩早速引払致帰国候様精々尽

　　　力説得可仕旨

　　　御沙汰之趣奉畏候然ル処昨年

　　　八月以来之御模様茂得与承知

　　　も不仕事故俄ニ説得仕候見込茂

　　　相立兼候間猶近日越前守上京成

　　　ニ茂相事ニ御座候得者御趣意

　　　申聞候上見込之趣も御座候ハヽ其

　　　節可申上候此段宜御聞置可被

　　　成下奉願候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　七月八日　　　　　　　伊藤友四郎

A0143-01981_115
　　　　　　　　　　　　　　　島津十太夫

一七月八日於御旅中御中暑之御気味

　合被為　在其上御持病之御脚気症ニ付

　為御養生中河内駅江　御逗留

一七月九日於京都岡崎御屋敷左之通被

　仰出之

　　　今度此表不容易形勢ニ付

　　　殿様御人数御召連早速御上京

　　　被遊候様

　　　御所ゟ御沙汰之趣を以松平越中守様ゟ

　　　御達ニ付不取敢　御上京被遊候

　　　就而者非常之場合ニ臨ミ別而厚

　　　思召も被為　在度候処応援之

　　　筋精々御尽力被遊度ニ付多人

　　　数御指登ニ相成候条無拠惣而御焚

　　　出ニ相成別段御扶持方等之御取扱ハ

A0143-01981_116
　　　無之上下ニ不拘一様之御手当可

　　　被下旨被　仰出候右者実々御忍難

　　　被遊儀ニ候得共無御拠次第銘々右

　　　御主意厚致体認齟齬無之様

　　　被成度旨被　仰出候

（以下、「　」内は抹消）

「一七月九日明日

　　慶永様ゟ御用有之御側向頭取萩原金兵衛

　　中河内駅江被指出今朝罷帰　御様躰之趣

　　申上之

　一七月九日右同断御様躰ニ付

　　慶永様ゟ為　御見舞御中老秋田玄蕃

　　被指出之」

一七月九日於御旅中御様躰ニ付御全快被成候迄為

　御名代本多興之輔御人数引纏京都江被指

　出候儀可有之段　御内意被　仰付候旨興之輔江

　御側御用人島田近江ゟ奉書を以府中江

A0143-01981_117
　申達之

（以下、「　」内は抹消）

一七月十日右同断ニ付　御旅行も被成兼候ニ付

　一旦　御帰国厚　御養生　御快次第　御上京

　被成度右ニ付本多興之輔為　御名代被指

　出度儀ニ付御用人宇都宮勘解由「副使蜷川

　林左衛門御伺書持参今暁早駈ニ而」御伺書持参京都表江

　被指出之「御国表江為　御使寄合林八右衛門

　副使上月久左衛門被指出之即日福井江着」

　御住所江罷出御用之趣申上之

一七月十日右同断ニ付中河内駅　御発駕

　今庄駅迄　御引戻同駅ニ　御逗留御指

　図　御待被成

（以下、「　」内は抹消）

「一七月十日日向守様大坂為御加番御屋敷御発

　　途ニ付御見立旁為御歓御使者御物頭被差

　　出之」

一七月十一日　御様躰ニ付末之番外以上今庄

A0143-01981_118
　駅　御本陣江罷出　御機嫌相伺之

一七月十一日中河内駅ゟ被指出候早駈御使者

　宇都宮勘解由副使蜷川林左衛門京都着即日

　［御留守居同道］所司代松平越中守殿江左之御伺書持

　参差出候処同日夕御呼出ニ而御附札を以御差図

　有之

　　　拙者儀去ル六日国許致発途候砌ゟ

　　　持病之脚気相発候得共押而致

　　　旅行候処病勢次第ニ相進ミ候ニ付

　　　江州中ノ河内駅ニ逗留種々療養

　　　相加候得共内攻衝心之症状ニ相運

　　　早速快復之躰ニも無之ニ付此表

　　　召命之折柄恐入候得共旅宿ニお

　　　いて養生行届兼候ニ付一旦国許江

　　　引取厚養生相加少茂快方ニ相運

　　　候ハヽ早速上京致度右ニ付家老共江

A0143-01981_119
　　　召連之人数為引纒為名代差登

　　　申度此段相伺申候以上

　　　　七月十日　　　　　　　松平越前守

　　　　御附札

　　　　　書面伺之通可被相心得候尤召連之

　　　　　人数ハ家老共江為引纏早々可指

　　　　　出候

　　　　但於江戸表ハ同廿三日御用番水野和泉守殿江

　　　　　御届被指出之

　右御差図ニ付勘解由林左衛門即刻京都出立早

　駈ニ而　御旅中江罷越

（以下、「　」内は抹消）

「一七月十二日夜宇都宮勘解由蜷川林左衛門今庄

　　御本陣江着御差図済之趣申上之右ニ付福井

　　表江　御使青木七郎右衛門を以

　　慶永様江被　仰上之」

A0143-01981_120
一七月十三日右同断御伺済ニ付今庄駅

　御発駕

一七月十三日伝　奏野宮殿ゟ御呼出御留守居罷出候処

　出候処先達而騒擾之節堺町御門為御固出

　張之者江暑中太儀ニ被　思召暑気払散薬

　百廿三袋被下旨御達有之

一七月十三日天徳寺方丈を初再建ニ付金千両

　御寄附被成

　　但十ケ年之間百両ツヽ御寄附

一七月十三日

　禁闕近く御警衛被成度儀ニ付所司代江左

　之通御願書被差出之

　　　去ル五日御達御座候下立売通北

　　　野御旅所并妙心寺辺御警衛被

　　　仰付候

　　　御沙汰之趣越前守旅中ニおゐて

A0143-01981_121
　　　承知仕候然ル処先達而も申上置

　　　候通可相成者

　　　禁闕近く御警衛仕度素願ニ付

　　　此節柄毎々之儀奉願候段奉恐入候

　　　得共懸ケ隔候御場所御警衛之儀者

　　　幾重ニも御断奉申上候様仕度尤臨

　　　期至急之節応援之儀者厚相心得

　　　候様可仕旨申付越候此段不悪御聴

　　　取被成下候様奉願上候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　七月十三日　　　　　　島津十太夫

一七月十四日今朝府中御泊　御発駕

　御座所江　御着

一七月十四日

　諦観院様御法事之儀ニ付御用番水野

　和泉守殿江左之通御届書被差出之

A0143-01981_122
　　　諦観院当七月廿七日廿七回忌相

　　　当ニ付国許於運正寺来ル廿六日ゟ

　　　廿七日迄法事執行仕候此段御届

　　　申上候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　七月十四日　　　　　　千本弥三郎

一七月十四日　御上京ニ付被指出候御届書左

　之通御用番江御留守居千本弥三郎持参指出

　　　於京都去月廿七日松平越中守殿ゟ

　　　家来之者被召呼拙者儀急速人

　　　数引連致上京候様

　　　御所向　御沙汰之旨御書付を以

　　　被　仰付候依之今六日国許致発

　　　途候此段御届申候以上

　　　　七月六日　　　　　　　松平越前守

A0143-01981_123
一七月十六日為　御名代本多興之輔御人数

　引纏京都表江被差出之興之輔今朝府中

　出立

　　但御目付浅井権十郎御附被成

　　一興之輔御人数引纏出京之儀於江戸表ハ

　　　八月朔日御用番江御届有之

一七月十六日黒竜丸　公辺江御買上之儀ニ付

　御用番水野和泉守殿江左之通御留守居千本

　弥三郎書取持参差出候処追而御附札を以

　御指図有之

　　　越前守所持之黒竜丸船御買

　　　上直段之儀於京都表御軍艦

　　　方ゟ御談御座候通り別紙金高ニ而御買

　　　上ケ被成下候様国許ゟ申遣候間此段奉

　　　願候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　七月十六日　　　　　　千本弥三郎

A0143-01981_124
　　一金四万五千両

　　　右金高之内壱万五千両者於京地

　　　御内渡相済候間残金三万両之分

　　　早々御渡金被成下候様奉願候以上

　　　　御書取

　　　　　書面之通金三万両此節可相渡

　　　　　候間御勘定奉行可談候尤黒竜丸

　　　　　船之儀者早々御軍艦奉行江引渡候

　　　　　様可仕候事

一七月十八日御家老狛帯刀御家老職御免蟄居

（以下、「　」内は抹消）

「今度

　御道中先再命有之義を致違背自己之

　了簡を以押而及上京候段重々不届至極ニ

　被　思召急度も可被　仰付処其後引戻

　候義も有之且代々之内勤功も有之ニ付格別

　之　御憐愍を以蟄居被　仰付同姓政之助江

　家督相続被　仰付
A0143-01981_125
一七月十八日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　今般御軍艦ニ而被　遊　還御候ニ付

　　　東海道筋御供并御用懸役々江

　　　戸着相済候迄自余旅行之分見

　　　合候様相触置候処此節ゟ平常之

　　　通旅行不苦候

　　　　七月

一七月十八日於京都一橋御屋形江御呼出御留守居

　罷出候処左之通御書付御渡有之

　　　　　惣督御本陣

　　　　　　　　　　　　　　　松平肥後守

　　　　　　　　　　　　　　　　　　人数

　　　　　監軍　　　　　　　　壱人

　　　　　奇兵　　　　　　　　細川越中守

　　　　　　　　　　　　　　　有馬中務太輔

A0143-01981_126
　　　右之通可被心得候

　　　　七月

　　　　　天竜寺討手配

　　　　　右一之先　　　　　　松平修理太夫

　　　　　右二之先　　　　　　本多主膳正

　　　　　右之二　　　　　　　松平越前守

　　　　　　但右軍を統ル

　　　　　左之一　　　　　　　大久保加賀守

　　　　　左之二　　　　　　　松平隠岐守

　　　　　　但左軍を統ル

　　　　　遊兵　　　　　　　　青山因幡守

　　　　　締り備　　　　　　　松平筑前守

　　　　　　但三条辺洛外江押出シ臨機

　　　　　　　応援

　　　　　監軍　　　　　　　　　壱人

A0143-01981_127
　　　　七月

　　　　　伏見討手配

　　　　　先之一　　　　　　　戸田采女正

　　　　　先之二　　　　　　　井伊掃部頭

　　　　　　但人数斗

　　　　　二之見　　　　　　　松平肥後守

　　　　　　　　　　　　　　　松平越中守

　　　　　　但方面之諸軍ヲ令シ進退ヲ重候也

　　　　　監軍　　　　　　　　壱人

　　　　　　但二之見ニ有り

　　　　　遊軍　　　　　　　　有馬遠江守

　　　　　　　　　　　　　　　小笠原大膳大夫

　　　右之通可心得候

　　　　七月

一七月十九日暁堺町御門江増御人数之儀所司代ゟ

A0143-01981_128
　御達書有之ニ付即刻御人数御操出し候処丸太町

　通り柳馬場富小路辺ニ而二之味之行軍之中

　央江町屋ニ潜伏之長勢鉄炮打懸候ニ付味

　方前後ニ引別れ少銃打合双方手負有之

　前隊ハ進んて堺町御門江操入り後隊ハ岡崎

　御屋敷江引戻ス此節於堺町御門ハ所々炮声

　相響候ニ付二之味操出シ有之哉為物見御目付

　村田巳三郎御門前乗廻り人数配り致居候処

　敵兵鉄炮打懸手負候ニ付引取其内俄ニ

　鷹司殿表門を開キ長州勢大小炮打懸ケ

　味方左右ニ振別れ小銃を以打合居申候処江

　一橋勢会津勢助け来り互ニ炮撃勝敗無

　之候処長勢突出シ手詰ニ相成候ニ付浅井

　常次郎等先登して烈敷戦ひ外抜兵

　与共長勢追捲り長勢鷹司殿館内江逃

　入候処彦根勢御家之大炮を以館内江打込

A0143-01981_129
　御館焼失シ長勢たまりえす終ニ敗走す

　此時敵兵打取首数七級其余分捕数多

　有之味方之打死手負左之通

　　但分捕之所者御届之処江記之此ニ略ス

　　　　　玉即死　　　　　　　津田弥太六

　　　　　鑓戦死　　　　　　　浅井常次郎

　　　　　［玉胸股脇骨三ケ所］村田巳三郎

　　　　　玉腕　　　　　　　　山口藤太左衛門

　　　　　玉胸　　　　　　　　大河原作之助

　　　　　玉腕　　　　　　　　服部来四郎

　　　　　玉膝　　　　　　　　岸定吉

　　　　　玉腕　　　　　　　　河合久次郎

　　　　　玉股打貫　　　　　　市島百左衛門

　　　　　　　　　　　　　　井上半太夫組

　　　　　玉即死　　　　　　　黒川栄太郎

　　　　　　　　　　　　　　大河原助右衛門組

　　　　　玉股　　　　　　　　大西芳太郎

A0143-01981_130
　　　　　　　　　　　　　　林勘十郎組

　　　　　玉腕　　　　　　　　石内栄次郎

　　　　　　　　　　　　　　明石甚左衛門組

　　　　　［玉腰ゟ股江懸］　　吉田喜左衛門

　　　　　　　　　　　　　　岡部半兵衛組

　　　　　玉足　　　　　　　　石川文太夫

　　　　　玉肩先　　　　　　　境十之助

　　　　　玉股　　　　　　　　岡島増次

　　　　　　　　　　　　　　荒子惣太夫部屋

　　　　　玉額　　　　　　　　喜助

　　　　　　　　　　　　　　荒子源右衛門部屋

　　　　　［玉三ツ即死］　　　文太夫

　　　　　　　　　　　　　　荒子善太郎部屋

　　　　　玉疵　　　　　　　　助左衛門

　　　　　　　　　　　　　　農兵五番山室山

　　　　　玉腕　　　　　　　　与作

A0143-01981_131
　　　　　　　　　　　　　　農兵二番安保杉谷村

　　　　　玉方　　　　　　　　宇太郎

　　　　　　　　　　　　　　同壱番寺前村

　　　　　同　　　　　　　　　和助

　　　　　　　　　　　　　　山県三郎兵衛方家来

　　　　　玉頭脳　　　　　　　柴田常右衛門

　　　　　［玉肩背ゟ腰江かけ］服部静左衛門家来

　　　　　〆

一七月十九日右同断騒乱之概略早飛脚ニ而

　申来候ニ付為御警衛板取口江御先物頭相沢八郎右衛門

　二ツ屋江同松原信太郎被指出之

一七月十九日右同断ニ付御国許江御徒目付福島

　貫太夫京都出立大早駈ニ而罷越翌廿日福井江

　着　御前江被召出騒乱之次第　御聞被成

一七月廿日黒竜丸御船御軍艦方江御引渡相

　済候ニ付外国御掛り阿部豊後守殿江左之通御届

A0143-01981_132
　書被指出之

　　　黒竜丸御船昨十九日御軍艦方江

　　　引渡相済候此段御届申上候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　七月廿日　　　　　　　千本弥三郎

一七月廿一日右同断ニ付不取敢所司代江左之

　御届書御留守居伊藤友四郎持参指出之

　　　七月十九日払暁越前守一番手人

　　　数操出し堺町御門内外相固居

　　　丸太町通間之町高倉通東西之

　　　間々も銃隊ヲ立二之見胴勢ハ丸太町

　　　通続キ来り候処柳馬場富小路

　　　辺ニ而火薬類荷物数多持来り右者

　　　長州人与申事相分り候ニ付追散候処

　　　無程鉄炮打始夫ゟ堺町柳之馬場

　　　之間ニおゐて戦争ニ相成双方手

A0143-01981_133
　　　負死人有之候然ル処五時前鷹司殿

　　　御門俄ニ〆切候ニ付御門内覗見候処大

　　　炮を備ヘ道天地将法与書候旗を建

　　　人数多く見受候ニ付疑敷頻ニ声を

　　　懸何方之御人数ニ候哉承候得共返答

　　　無之長州人ニ相違無之趣ニ付堺

　　　町御門内一層厳重之手配ニ及候処

　　　一橋殿御人数通過候時分俄ニ鷹司殿

　　　御門を開長州人大小炮を厳敷打出シ

　　　御築地上ゟも頻りニ小銃を発シ且御台所

　　　御門ゟも打掛候ニ付味方之面々ハ西殿町

　　　堺町御門九条殿内都合三ケ所ゟ打合

　　　候処長州人東殿町之方鷹司殿横

　　　路次口を破り此所ゟも鉄炮打出候折節

　　　一橋殿御手大炮方参り懸候ニ付先手

　　　之内御掛合ニ及候処右路次口江向ケ

A0143-01981_134
　　　大炮打放引取ニ相成候其後拾人斗

　　　切テ出候ニ付七人切捨三人小銃ニ而打取

　　　申候同時松平越中守様御人数も迫り

　　　合有之候段々迫合長く相成大炮

　　　玉薬も不続候ニ付松平肥後守様御人数

　　　江御加勢申入候処御家来野村左兵衛大

　　　炮引来鷹司殿御築地打崩越前守

　　　人数ハ小銃を以仕寄乗入候処敵逃込候

　　　其節井伊掃部頭様御人数ゟも大炮

　　　打懸其内火之手上り敵全及敗死候ニ付

　　　堺町御門火防致手当敵之残置候

　　　武器類数多取片付置申候右荒増

　　　之処先御届申上候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　七月廿一日　　　　　　伊藤友四郎

A0143-01981_135
　　　御築地外廻り焼崩候箇所御締之

　　　事故早々御囲出来候様仕度且

　　　堺町御門内外鷹司殿御屋敷内等ニ

　　　有之候死骸炎天之時分臭気強く

　　　相成候間早速取片付被　仰付被下

　　　候様仕度且又首級之儀も如何可致哉

　　　御指図被下候様奉願上候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　七月廿一日　　　　　　伊藤友四郎

　　　　御附札

　　　　　書面鷹司殿屋敷廻り囲并死骸取

　　　　　片付之儀其筋江相達申候討取候首級

　　　　　者別段差出ニ不及候分取物之儀ハ追而

　　　　　差図可致候

　　　　　　覚

　　　鷹司殿屋敷内

　　　　死骸　　十四
A0143-01981_136
　　　　馬　　　弐疋
　　　錦小路殿屋敷前横辺
　　　　死骸　　五ツ

　　　柳馬場丸太町角

　　　　死骸　　弐ツ

　　　鷹司殿屋敷横

　　　　死骸　　七ツ

　　　　〆

　　　　　取片付置候敵方

　　　　　道具覚

　　一旗　　　　　　　　二流

　　一二斤野戦熕　車共　二挺

　　一手天炮　車共　　　壱挺

　　一古製百目筒　　　　弐挺

　　一舟人忽炮　車なシ　壱挺

　　　右何茂弾薬箱共

A0143-01981_137
　　一馬　　　　　　　　壱疋

　　一弓　　　　　　　　三張

　　　　但矢共

　　一小銃　　　　　　　五十挺斗

　　一剣鎗類　　　　　　数多

　　一具足　　　　　　　五領

　　　　外雑具

　　　　懐中物書付類有之

　　　　　討取首級

　　　場中鎗　　　　　　七人

　　　　但内一人烈敷場ニ而首取兼鷹司殿

　　　　　内江乗入候跡ニ首無之

　　　鉄炮ニ而　　　　　三人

　　　　但死骸ハ直ニ鷹司殿御裏門江引入候

　　　同　　　　　　　　十人斗

　　　　但丸太町并鷹司殿御築地辺ニ而

A0143-01981_138
　　　　　慥ニ討取候哉ニ候得共御殿内江打落

　　　　　候事故証拠無之鉄炮迫

　　　　　合ニ而討取候数不詳候

　　　　　〆

　　　　　討死手負覚

　　一討死　　　　　　　　　　津田弥太六

　　一同　　　　　　　　　　　浅井常次郎

　　一深手　　　　　　　　　　壱人

　　一薄手　　　　　　　　　　五人斗

　　　右士分以上

　　　〆

　　　　但於江戸表ハ八月廿日御用番

　　　　　牧野備前守殿江御届有之

一七月廿二日今般御趣意ニ付御鷹被相止候此

　段相心得候様御鷹掛り御用人高田作之丞江

　月番御家老申渡之

A0143-01981_139
　　但御鷹方之面々御番士勤被　仰付

一七月廿三日

　公方様　和宮様　西丸江　御移徙被為

　済候ニ付御歓并　御機嫌御伺之御文被指出

　之

一七月廿三日

　慶永様　御上京御断之儀ニ付諸月番江

　月番御家老左之通演説之

　　　今般京都表不容易動揺ニ付

　　　宰相様早々御上京被遊候様申

　　　来候得共京都詰御家老中且於

　　　此表も評議之処当時御見詰も

　　　難立　思召通りも右御同様ニ付此

　　　表之所者　御不快ニ御託し程能

　　　御断ニ相成候　御上洛等被遊或ハ

　　　京都之時宜ニゟ何時　御上京可被

A0143-01981_140
　　　遊も難斗候得ハ為心得申聞置候

　　　旨

一七月廿三日諸月呼出之儀ニ付左之通

　被　仰出之

　　　　御座所於御火之見半鐘二ツヽ

　　　　ツヽケ打

　　　右二ツツヽ続ケ打候ハヽ諸月番之面々

　　　御呼出与相心得早速

　　　　御座所江出勤可致候様被

　　　　仰出候事

一七月廿四日黒竜丸御船御買上残金御渡ニ付

　御留守居千本弥三郎蓮池御金蔵江罷出候

　処残金三万両御渡有之右御受取相済

　候段御用番江御届有之

一七月廿四日津田鷹吉浅井権十郎江左之通

　被　仰付之

A0143-01981_141
　　　親弥太六儀致

　　　戦死候ニ付石牌之　　　　津田鷹吉

　　　儀者

　　　上ゟ御建被成下

　　　弟常次郎儀　　　　　　　浅井権十郎

　　　右同断

一七月廿四日本多興之輔京都着

一七月廿五日右同断ニ付所司代江左之通御届

　書被指出之

　　　先達而申上置候越前守為名代

　　　家来本多興之輔昨夕此表江到着

　　　仕候此段御届申上候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　七月廿五日　　　　　　伊藤友四郎

一七月廿五日大目付中ゟ左之通御廻状来

　　　今般長州人与手合之節生捕討

A0143-01981_142
　　　留并味方戦死手負人数とも早々

　　　取調可被指出候依之申達候以上

　　　　七月廿五日　　　　　　小出五郎左衛門

　　　　　　　　　　　　　　　戸川鉡三郎

　　　　　　　　　　　　　　　永井主水正

　　　　　松平越前守殿

　　　　　　　　　留守居

　　　追啓分取品相分り候分ハ是又認

　　　可被指出候以上

一七月廿五日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　京都表乱妨人等有之

　　　御所近ニ而炮発出火等ニ付彼是

　　　御配慮被　思召候間当分之内神

　　　事祭礼鳴物等見合候様向々江可被

　　　相達候事

A0143-01981_143
　　　去ル十九日卯刻ゟ松平大膳大夫家

　　　来　御所江致乱入炮発致候得共

　　　諸家人数出張大凡討取残党ハ

　　　何れ江逃去候や未タ相分右之次第ニ

　　　相及候得共　御立退も不被為

　　　在

　　　禁裏

　　　親王　准后弥御安全之御事

　　　ニ候旨京都ゟ注進有之候此段為心得

　　　向々江可被達候事

　　　　七月

　　　長州藩士等頃日出願有之趣ニ候

　　　得共今夕人数兵器を携所々屯

　　　集甚不穏候ニ付早々引払福原越後

A0143-01981_144
　　　者少人数ニ而伏見ニ罷在出願之義

　　　を穏ニ経其筋重而之　御沙汰

　　　相待候様

　　　朝廷ゟ　御趣意を以説諭為致候

　　　得共悔悟不致鎮静与相唱へ国司

　　　信濃益田右衛門介等引続罷登布而

　　　人数追々相増再々願書指出シ恐多

　　　も去秋八月以後之御所置者真

　　　之

　　　叡慮ニ無之抔申立兵威を仮り遮而

　　　歎願罷在候条奉劫

　　　朝廷候所業不届至極ニ付所々屯集

　　　罷在候長藩之者征伐之義従

　　　天朝被　仰出候就而者長防二国之

　　　動揺も難斗候間押而之儀急度相

　　　心得以後罷登候者ハ勿論於国許

A0143-01981_145
　　　茂如何之所為有之者速ニ人数差

　　　向誅伐可致候

　　　　但時機見斗主人々々出張口ニより可

　　　　　攻入事

　　　右之通在京之面々并家来在京之向江

　　　於京都相達候間為心得万石以上以下

　　　之面々江可被達候事

　　　　七月

　　　松平大膳大夫家来福原越後

　　　始多人数兵器を携へ押而上京

　　　御所江乱入其上発炮及乱妨候次

　　　第不恐

　　　天朝所業不届至極ニ付在京之

　　　面々等江誅伐之義被　仰出候依而者

　　　残党之者何れ江潜伏可罷在も難

A0143-01981_146
　　　斗候間銘々領内等篤与遂

　　　探索怪敷体之者も有之候ハヽ

　　　急度誅伐可致候

　　　右之趣万石以上以下之面々江可被達

　　　候

　　　　七月

一七月廿七日去ル廿六日夕ゟ於天徳寺

　諦観院様廿七回御忌御法事御執行

　有之其節表使衆ゟ添文ニ而左之通

　御香奠相廻ル

　　　公方様ゟ

A0143-01981_147
　　　　白銀　　　　弐拾枚

　　　和宮様

　　　天璋院様ゟ

　　　　白銀　　　　五枚ツヽ

　　　　但於運正寺茂御執行可有之処

　　　　　京都表動揺ニ付御延引被

　　　　　仰出之

一七月廿七日今夜堂上方惣参　内之処御指

　留之御方も有之ニ付其御先々人数差出押而

　参　内等無之様可指留旨御目付ゟ御達有之

　ニ付大炊御門殿中山前大納言殿橋本中納言殿江

　御人数被差出之

一七月廿七日京都二条御屋敷御焼失ニ付町奉行

　小栗下総守殿江左之通御届書被差出之

　　　　　口上之覚

A0143-01981_148
　　　今度二条通油小路西入町当屋敷

　　　不残焼失仕候尤御用向之儀者兼而

　　　御届申上候岡崎屋敷江御達可被成下

　　　候右御届申上候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　元治元子年七月廿七日　森賢次郎

一七月廿七日今度不容易騒乱ニ付

　天機為御伺伝　奏野々宮殿江御用人佐野

　小太郎被指出之

一七月廿七日大目付中ゟ左之通御廻状来

　　　去ル十九日長州人兵端を開キ

　　　禁闕ニ致発炮候ニ付御誅伐有之候得共

　　　逃散之残党生国姓名を変し

　　　潜伏致居候も難斗候間家中末々

　　　迄厳重遂穿鑿潜居之者有之

　　　　候ハヽ召捕町奉行所江可被差出候

A0143-01981_149
一七月廿七日今度江州北国之内ニ而京都為食

　料御買上米被　仰出候処御残米無之ニ付

　左之通町奉行滝川播磨守殿江御届書被差

　出之

　　　　　口上之覚

　　　今度京都食料為御貯米江州

　　　北国之内ニ而四万石御買上被　仰出候

　　　ニ付国許貯米払米等御買揚之儀

　　　御達之趣早速国元江相達候処右

　　　者当春迄ハ貯米払米等も有之候得共

　　　当時ニてハ右残米等も無之候段国元

　　　役人共ゟ申越候ニ付此段御届申上候

　　　宜御聞置可被成下候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　元治元子年七月廿七日　森賢次郎

A0143-01981_150
一七月廿七日牧野備前守殿ゟ御呼出御留守居

　罷出候処

　温恭院様　御法事ニ付而之御書付三通

　用人を以被相渡之

　　　　　覚

　　一来月八日御法事相済

　　　御霊前江　御参詣之節予参

　　　供奉之面々

　　　還御　以後拝礼可有之候事

　　一予参供奉無之面々者直垂狩衣

　　　大紋布衣者其装束無官者長袴

　　　又者前々半袴ニ而参詣仕候分者此

　　　度も半袴着之

　　　還御以後参詣可仕候相残分者

　　　九日十日両日之内込合不申様相考

　　　勝手次第参詣可有之候事

A0143-01981_151
　　　　　以上

　　　　七月

　　　　　覚

　　一壱万石以上之面々御香奠献上

　　　之使者染帷子長袴ニ而朝六ツ時

　　　文珠楼通被差越之本坊江可被献

　　　之事

　　一壱万石以下三千石以上之面々使者

　　　者染帷子半袴ニ而四時ゟ九時迄之内

　　　文珠楼より東之方凌雲院前通

　　　被差越之本坊江可被相納之事

　　一此外之面々使者も染帷子半袴ニ而

　　　九時ゟ八時迄之内文殊楼より東之方

　　　凌雲院前通被差越本坊江可被相

　　　納之事

A0143-01981_152
　　　右之通来月九日可被献之候以上

　　　　　御香奠献上之覚

　　一白銀拾枚　　　　　六拾万石以上

　　一同五枚　　　　　　三拾万石以上

　　一同弐枚　　　　　　三拾万石以上之嫡子

一七月廿八日所司代ゟ御渡有之

　御宸翰之写両通并御書付左之通松平美濃守殿ゟ

　御廻達有之

　　　　　六月廿九日賜候

　　　　　御宸翰之写

　　　　　　　　　　　　　　　一橋中納言

　　　此頃輦轂之下彼是不穏ニ付御守

　　　衛惣督之辺を以諸事

　　　御任被遊候間専励精被安

　　　叡慮候様可有処置ト被

　　　仰出候

A0143-01981_153
　　　　　六月廿九日賜候

　　　　　御宸翰之写

　　一此頃世上弥騒敷由甚心痛之

　　　事ニ候昨年八月十八日一件関白始

　　　予之所存を矯候ニ而ハ決而無之其

　　　後申出候件々真実ニ候偽

　　　勅与之風説有之由ニ候得共必々心得

　　　違有之間敷事

　　一親征行幸之儀甚不好候得共段々

　　　差迫言上ニ付実々無拠大和行幸

　　　申出候得共実ハ意外之事ニ候得者延

　　　引申出候事

　　一十八日一件守護職之儀故肥後守江

　　　申付候同人忠誠之周旋深令感悦候

　　　決而私情を以致し候儀ニ而者無之候

　　　其旨無相違可心得候事

A0143-01981_154
　　一長州人入京者決而不宜事被存候

　　　此儀も各疑惑なき様之事

　　　　〆

　　一松平大膳太夫義兼而禁入京之処

　　　陪臣福原越後を以名ハ歎願ニ託し

　　　其実強訴国司信濃益田右衛門介等

　　　追々指出之処以寛大仁恕雖扱之

　　　更ニ無悔悟意言を左右ニ寄セ不容

　　　易意趣を含既ニ自ラ兵端を開キ

　　　対

　　　禁闕発炮候条其罪不軽加之父子

　　　黒印之軍令条授国司信濃候由

　　　全軍謀顕然候旁防長ニ押寄速ニ

　　　追討可有之事

　　　　七月

A0143-01981_155
　　　元来長藩人名を勤

　　　王ニ託し種々之手段を設人心を

　　　惑し候故致信用候者も有之候得共

　　　禁闕ニ発炮し逆罪明白ニ而追討被

　　　仰付候若致信用居候者も前非を

　　　悔ひ改心候者ハ御宥免可相成候間

　　　可申出候且潜伏落人等見当候者者

　　　早速ニ申出候者御褒美可被下候若々

　　　隠置他ゟ顕レ候者朝歒同然たるへき

　　　事

　　　　〆

一七月廿八日守護職松平肥後守殿ゟ御呼出

　御留守居罷出候処参　内御指留之堂上方

　名前書左之通被相渡之

　　　　　　　　　　　　　　　大炊御門右大将

　　　　　　　　　　　　　　裏口あり

　　　　　　　　　　　　　　　中山前大納言

A0143-01981_156
　　　　　　　　　　　　　　　橋本中納言

　　　　　　　　　　　　　　　石山少将

　　　　　　　　　　　　　　　同右兵衛権佐

　　　　　　　　　　　　　　　平松甲斐権守

　　　　　　　　　　　　　　　五辻大夫

　　　　　　　　　　　　　　　中務卿宮

　　　　　　　　　　　　　　　帥宮

　　　　　　　　　　　　　　　鷹司前関白

　　　　　　　　　　　　　　　同大納言

　　　　　　　　　　　　　　　日野大納言

　　　　　　　　　　　　　　　石山少将

　　　　　　　　　　　　　　　同右兵衛権佐

　　　　　　　　　　　　　　　烏丸侍従

　　　　　　　　　　　　　　　勧修寺弁

一七月廿八日於御用部屋諸月番江左之通

　月番御家老酒井外記演説之

A0143-01981_157
　　　今度山県三郎兵衛方早駈ニ而被罷越

　　　一橋様ゟ重役被召呼候ニ付三郎兵衛

　　　日御門江罷出候処中納言様御直ニ

　　　被　仰聞候ハ今度長州征伐被

　　　仰出筈ニ付惣督可被　仰出筈之処

　　　御家門之内可然御人躰無之ニ付

　　　宰相様江惣督被　仰出旨御内意

　　　之趣被　仰聞其段申上候処不容

　　　易御重任之儀ニ付御断被　仰上

　　　筈ニ付酒井与三左衛門京都江被指出

　　　筈之旨此段為心得申聞候様被

　　　仰出候

一七月廿九日所司代ゟ御呼出御留守居罷出候処

　左之通御書付一通御渡有之

　　　去ル十九日

　　　禁闋之下不容易擾乱之処各

A0143-01981_158
　　　藩兵士等忽出張粉骨捽身抛一

　　　命遂防戦速及鎮静之条忠勤

　　　叡賞不斜候殊ニ其後数日終夜

　　　御守衛相勤残熱之砌別而苦労

　　　思召候旨

　　　御沙汰候事

　　　　七月

　　　右之通従

　　　御所被　仰出候事

一七月廿九日今度堺町御門御警衛ニ付諸士ゟ

　末々迄戦争之次第不容易働ニ候段格別

　御満足ニ被　思召候ニ付御側御用人酒井十之丞

　御目付土屋小六を以被鎬軍労御酒御吸物被

　下之

一七月晦日去ル廿五日御目付中ゟ御触達有之

A0143-01981_159
　候儀ニ付御同所江左之通御留守居ゟ指出之

　　　　　分捕之品覚

　　一懐中物　　　　　　三

　　　　内色々有之

　　　右者先達而指出置申候

　　一紫帛綿包　　　　　一

　　　　内色々有之

　　一旗　　　　　　　　四流

　　　　一鐘秀

　　　　一筑後国高良山鎮座高良玉垂命

　　　　一常陸国鹿島座武雷大神

　　　　一下総国香取座経津主大神

　　一小旗　　　　　　　二流

　　一鉢金　　　　　　　二

　　　　一田邨育蔵

A0143-01981_160
　　　　一助則

　　一鉢巻　　　　　　　二

　　　　一長門国阿武郡住人品川弥二郎

　　　　　源日敬

　　　　一当百銭八枚有之

　　一陣羽織　　　　　　二

　　　　一紋桔梗

　　　　一□（図）紋

　　一手拭　　　　　　　一

　　　　今吾為国死ニ不負

　　　　君親悠々天地事照

　　　　覧在明神

　　　　吉田松陰先生臨頭断場

　　　　時詩

　　一合印小旗　　　　　九

　　　　一田邨育蔵

A0143-01981_161
　　　　一粟屋良之助良臣

　　　　一小橋友之輔源以義

　　　　一安藤誠之助藤貞啓

　　　　一［長藩］益田右衛門介一手

　　　　　　　　　　殿小隊

　　　　　　　　　　　　　　　福場熊五郎

　　　　一同同同　　　　　　　内田佐兵衛

　　　　一上不分　　　　　　　宮内藤七

　　　　　　　　　　中勇隊

　　　　一　　　　　　　　　　寺田初左衛門橘信

　　　　　　　　　　益田右衛門介内

　　　　一［長藩］　　　　　　三浦栄之進義高

　　一胴巻　　　　　　　一

　　　　長門国入江九一源弘致

　　一二斤野戦炮　車共　二挺

　　一手天炮　車共　　　一挺

A0143-01981_162
　　一古製百目筒　　　　二挺

　　一舟人忽炮　無車　　一挺

　　一大炮胴乱　　　　　二

　　一同弾薬箱　　　　　四

　　一同附属小道具類

　　一弓　　　　　　　　二張

　　　　供矢共

　　一鎗　　　　　　　　拾五本

　　　　内

　　　　　三本　　十文字

　　　　　一本　　筑前と有之

　　一刀　　　　　　　　弐拾八本

　　　　内

　　　　　鞘無　　十弐本

　　　　　柄無　　一本

　　一脇指　　　　　　　拾五本

　　　　内

　　　　　一本革袋附金弐両壱歩有之

　　　　　鞘無六本

A0143-01981_163
　　一馬　　　　　　　　壱疋

　　一馬具　　　　　　　一通

　　一具足　　　　　　　一領

　　　　但革小札

　　一兜　　　　　　　　九刎

　　一鎧　　　　　　　　五領

　　　　一小札胴

　　　　一碁石頭伊予胴

　　　　一鉄綴胴

　　　　一桶皮胴

　　　　　　内一青木与三郎良春

　　一籠手　　　　　　　六具

　　一頰当　　　　　　　八

　　一佩楯　　　　　　　一

　　一臑当　　　　　　　三足

　　一撃発銃　　　　　　四十三挺

A0143-01981_164
　　　　内名元相分り候分左之通

　　　　　　　　　　毛利家臣

　　　　　一挺　　　　　　　　吉村忠恕

　　　　　同　　　　　　　　　石川寅吉

　　　　　同　　　　　　　　　三浦永之進

　　　　　同　　　　　　　　　宮内藤七

　　　　　同　　　　　　　　　梅津文内

　　　　　　白木綿背負切レニ

　　　　　　海南建依別

　　　　　同　　　　　　　　　安原真之助強恕

　　　　　同　　　　　　　　　近藤新吾

　　　　　同　　　　　　　　　板井菊蔵

　　　　　　　　　　殿小隊

　　　　　同　　　　　　　　　野原音槌

　　　　　同　　　　　　　　　吉田栄太郎

　　　　　同　　　　　　　　　澄川謙蔵

A0143-01981_165
　　　　　同　　　　　　　　　福場熊五郎

　　　　　同　　　　　　　　　磯部清十郎

　　　　　同　　　　　　　　　中村藤馬

　　　　　同　　　　　　　　　野々村光則

　　　　　　　　　　忠勇隊

　　　　　同　　　　　　　　　真木菊末不分

　　　　　同　　　　　　　　　　　勝之助

　　　　　　二挺新製

　　一同焼筒　　　　　　二拾八挺

　　一異風筒　　　　　　二拾四挺

　　　　内一挺内田借受と有之

　　一同焼筒　　　　　　八挺

　　一長筒　　　　　　　一挺

　　一撃発銃剣　　　　　三拾五本

　　一玉箱　　　　　　　二荷

　　　　一荷之一ノ字ニ三ツ星之紋付一荷

A0143-01981_166
　　　　九枚笹木札ニ新撰隊ト有之

　　一合薬入　　　　　　一

　　　　革袋附沢田預りト有之

　　一陣笠　　　　　　　二

　　一鉦　　　　　　　　一

　　一旗金　　　　　　　七本

　　一胴服　　　　　　　二

　　一鉄軍扇　　　　　　一

　　一鉄鞭　　　　　　　三本

　　一鞭　　　　　　　　二本

　　一轡　　　　　　　　一口

　　一鐙　　　　　　　　三

　　　　内長藩益田右衛門介内三浦栄之進義高

　　一蓑　　　　　　　　三

　　　　内一小宮栄蔵ト有之

　　　綱袋入

A0143-01981_167
　　一木綿陣羽織　　　　一

　　　　内胴服一白木綿鉢巻一

　　一鎖肌子　　　　　　一

　　一小柄　　　　　　　一

　　一胴乱　　　　　　　十二

　　一焼裑　　　　　　　拾五本

　　一同薙刀裑　　　　　一本

　　　右之通御座候

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　七月廿九日　　　　　　島津十太夫

一七月晦日所司代ゟ御渡之御書付左之通松平

　美濃守様ゟ御廻達有之

　　　摂家宮門跡を始堂上方通行之

　　　節心得方之儀者兼而被

　　　仰出も有之処去ル十九日以来何与なく

　　　相流御失敬ニ相成候儀も有之哉ニ相

A0143-01981_168
　　　聞候追々鎮静ニも相及候ニ付平常之

　　　通相心得以後ハ御失敬無之様末々

　　　迄可被申付宜候事

　　　　七月

A0143-01982_001
（表紙）
元治元年甲子
　茂昭様御代　中
　　　　　　　　　　（朱書）「読合済」
A0143-01982_002
一八月朔日当節柄之儀ニ付諸物頭より
　新番組迄子弟輩之面々御曲輪内夜
　廻り相勤候様被　仰付之
一八月朔日大目付中ゟ左之通御廻状来
　　　　　　　　　　　　　　　松平阿波守
　　　　　　　　　　　　　　　松平美濃守
　　　　　　　　　　　　　　　松平三河守
A0143-01982_003
　　　　　　　　　　　　　　　松平相模守
　　　　　　　　　　　　　　　細川越中守
　　　　　　　　　　　　　　　有馬中務大輔
　　　　　　　　　　　　　　　松平備前守
　　　　　　　　　　　　　　　松平出雲守
　　　　　　　　　　　　　　　松平隠岐守
　　　　　　　　　　　　　　　立花飛驒守
　　　　　　　　　　　　　　　松平安芸守
　　　　　　　　　　　　　　　松平修理大夫
　　　　　　　　　　　　　　　松平右近将監
　　　　　　　　　　　　　　　伊達遠江守
　　　　　　　　　　　　　　　亀井隠岐守
　　　　　　　　　　　　　　　松平肥前守
　　　　　　　　　　　　　　　板倉周防守
　　　　　　　　　　　　　　　小笠原大膳大夫
　　　　　　　　　　　　　　　奥平大膳太夫
A0143-01982_004
　　　　　　　　　　　　　　　阿部主計頭
　　　　　　　　　　　　　　　脇坂淡路守
　　　松平大膳大夫儀兼而禁入京候処
　　　陪臣之福原越後を以名之歎願ニ詫（託）し
　　　其実強訴国司信濃益用右衛門介等
　　　追々指遣候処以寛大仁恕雖扱之
　　　更ニ悔悟之意言を左右ニ寄セ不容易
　　　意趣を含既ニ自ら兵端を開キ対
　　　禁闕発炮候条其罪不軽加之父子
　　　黒印之軍令条授国司信濃候由全ク
　　　軍謀顕然候旁防長ニ押寄セ速ニ追
　　　討可有之事
　　　　七月廿三日
　　　右之通り従
　　　御所被　仰出候ニ付御追討有之候間速ニ
　　　軍勢国許ニ相揃置差図相待可被申候
A0143-01982_005
　　　尤従彼妄動致候ハヽ不待指図口々より撃入
　　　誅滅可被致候
　　　　但寄手之攻口并攻懸リ候日限者御決
　　　　　議次第可相達候事
　　　右之通前書之面々江於京都相達候間
　　　此旨可被相心得旨此外万石以上以下之面々
　　　江可被達事
　　　　七月
一八月二日京都表変動ニ付内海二ノ御台
　場江被差出置候御人数御国許江指遣度儀ニ付
　御用番牧野備前守殿外国御用掛り
　水野和泉守殿江左之通御伺書御留守居
　草尾精一郎持参指出之
　　　越前守儀兼而京師非常之節応
　　　援被　仰出有之候処方今京師
　　　不容易御時態ニ付先達而ゟ其都度々
A0143-01982_006
　　　々御届申上候通京師為御警衛国
　　　許ゟ追々人数差出且又越前守
　　　為名代家来本多興之輔儀も人数
　　　引纏致上京候然ル処去月十九日
　　　京師異変ニ就亦復増人数指出
　　　申候其上越前守儀も快気次第上
　　　京可致儀ニ御座候得者国挙而致上
　　　京候儀ニ付兼而被　仰出有之候若
　　　州援兵ハ勿論国許海防を始藩
　　　屏之任尽兼甚タ心痛至極ニ御座
　　　候依之内海二ノ御台場之儀者兼而
　　　御免被　仰出有之候儀ニ御座候得者
　　　右様迷惑之次第御達申上候而
　　　御台場ニ差置候人数早急国許江
　　　差遣候様申越候ニ付此段奉伺候
　　　以上
A0143-01982_007
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　八月二日　　　　　　　草尾精一郎
一八月二日
　慶永様　御上京御断之儀ニ付御家老
　酒井与三左衛門京都表江被指出之今日福井
　出立
一八月三日一橋様御屋形江重役御呼出御家老
　稲葉采女罷出候処左之通御感状御渡
　有之右ニ付為御礼一橋様并御老中稲葉
　美濃守殿守護職所司代江采女廻勤
A0143-01982_008
一八月三日於御用部屋諸月番江左之通
　月番御家老酒井外記演説之
　　　一橋様ゟ為御使
　　　公辺御目付戸川伴三郎殿を以今般
　　　京地変動ニ付
　　　宰相様御上京之儀被　仰遣候処
　　　御容躰ニも被為　在且当節
　　　御上京被遊候而も御見詰も相立兼候
　　　御時体ニ付御断被　仰上候旨此段
　　　為心得申聞候様被　仰出候
一八月三日大目付中ゟ左之通御廻状来
　　　　　覚
　　　京師乱妨以後松平大膳大夫家来
　　　何れ江潜伏難斗ニ付銘々領内等江
A0143-01982_009
　　　篤与可遂探索旨先達而相達候通相
　　　心得屋敷々々并市中等ニおゐても
　　　猶更残党共潜伏も難斗候間一際
　　　厳重遂穿鑿若怪敷者有之候ハヽ
　　　早々捕押可申候万一屋敷内等江
　　　差置外ゟ相知候上者急度御沙汰
　　　之品も可有之条心得違無之様
　　　可致候
　　　　八月
一八月四日大目付中ゟ左之通御廻状来
　　　京都表乱妨人等有之
　　　御所近ニ而炮発出火等ニ而当分之内
　　　神事祭礼鳴物等見合候様相達
　　　置候処最早其儀ニ不及旨被
　　　仰出候間其段向々江可被達候
A0143-01982_010
　　　　八月
一八月四日於東叡山
　温恭院様七回御忌御法事有之ニ付
　公方様江為伺　御機嫌御文被指出之
　　但御中日御結願日とも御文被指出之
（以下、「　」内は抹消）
「一八月四日御先物頭梯治部左衛門板取江猪子
　　丈右衛門二ツ屋江交替被　仰付」
一八月四日晩御用番牧野備前守殿御宅江
　御呼出御留守居草尾精一郎罷出候処宿
　次御奉書并宿次御証文被差添用人を以相渡
　之右ニ付早速伝馬町問屋名代呼出右御奉
　書并御証文相渡之
一八月五日御法事ニ付御使者御留守居を以
　公方様江椎茸一箱被献之
（以下、「　」内は抹消）
「一八月五日加賀中納言様ゟ御使者水原清五郎
A0143-01982_011
　　溶姫君様ゟ御使富山木大夫殿被遣之今朝
　　登　城御家老御側御用人逢対」
一八月七日
　温恭院様御法事ニ付御内証ゟ
　天璋院様江巻松風一箱被差上之
一八月七日高知本多修理当節御用多ニ付
　御用部屋江相詰御用申談候様被　仰付
　　但御取扱向等都御家老同様
一八月七日大目付中ゟ左之通御廻状来
　　　松平大膳大夫家来共兵器を以奉
　　　劫
　　　朝廷不届至極ニ付征伐之義諸家江
　　　被　仰出候得共猶引続　御進発も
　　　可被遊旨被　仰出候依而者銘々弥
　　　忠勤を励ミ御主意之趣相心得候
　　　様可致旨被　仰出候
A0143-01982_012
　　　　八月
　　　松平大膳大夫家来共奉劫
　　　朝廷不届至極ニ付速ニ御征伐被成
　　　候依而者今般万石以上之面々追討被
　　　仰付惣督之儀者紀伊中納言殿
　　　副将之儀者松平越前守江被　仰付追而
　　　出張可被在之候就而者　御進発茂
　　　可被遊旨被　仰出候間御旗本之
　　　面々ニ者兼而致覚悟銘々限用意
　　　可被在旨　御沙汰ニ候間厚相心得可被
　　　申候
　　　右之趣武役之面々且武役ニ無之候与茂
　　　御陣立ニ拘り候向々江可被相達候
　　　　八月
　　　伊豆守事海陸御備向之御用重々
A0143-01982_013
　　　引請取扱候様被　仰出老中之勤向者
　　　都而　御免被成候ニ付而者御礼事其外
　　　御三家様始諸大名共老中宅江相
　　　越候節不及相越候在国在邑之輩ゟ
　　　老中江連札差出候節格状不及
　　　差越候
　　　　八月
一八月七日夜御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処
　左之御書付公用人を以被相渡之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　松平大膳大夫御征伐ニ付惣督之儀
　　　紀伊中納言殿江被　仰付旨相達候
　　　得共思召之
　　　御旨も被為　在候ニ付尾張前大納言殿江
　　　惣督被　仰付候間都而御同人江相伺
A0143-01982_014
　　　追伐可被致候
　　　　但右ニ付御国許江道中五日振早飛脚
　　　　　指立滞留有之同十六日福井着
一八月七日御札所御趣向方名目被相止候段被
　仰出之
（以下、「　」内は抹消）
一八月［日不詳］京都表変動ニ付左之御方々江御見
　舞として被遣之
　　　材木料
　　　　金百両　　　　　　　　山階宮様
　　　　現米百俵
　　　松板料
　　　　金五拾両　　　　　　　東本願寺
　　　材木料
　　　　金五拾両　　　　　　　難波前中納言殿
　　　羽二重料
　　　　金五拾両　　　　　　　中川宮様
A0143-01982_015
一八月九日御使者御番頭を以東叡山
　御霊前江御香奠銀五枚被献之
一八月九日大御番組山口藤太郎親藤太左衛門先
　達而堺町戦争之節玉疵を受其後相
　果候ニ付石牌之儀ハ上ゟ御建被下
一八月十日宿継之御奉書　御座所江着
　御奉書左之通
　　　一筆令啓達候松平大膳大夫家
　　　来共兵器を以奉劫
　　　朝廷不届至極ニ付速ニ御征伐被成
　　　候付而諸大名江追討被
　　　仰付紀伊殿ニ者今般被　仰付候
　　　諸藩之惣督御心得諸事御指揮
　　　被成其方ニハ副将被　仰付候間
　　　紀伊殿江相伺追伐可致旨被
A0143-01982_016
　　　仰出候間格別尽忠勤候様
　　　上意候此段為可相達如斯候恐惶
　　　謹言
　　　　八月四日　　　　　　　諏訪因幡守
　　　　　　　　　　　　　　　　　　忠誠
　　　　　　　　　　　　　　　牧野備前守
　　　　　　　　　　　　　　　　　　忠泰
　　　　　　　　　　　　　　　水野和泉守
　　　　　　　　　　　　　　　　　　忠精
　　　　　松平越前守殿
　　　　　　但右為御請大御番妹尾浜三郎
　　　　　　　被指出之十二日福井出立
一八月十日右同断ニ付於御用部屋高知を始諸
　月番江左之通御家老書付を以申渡之
　　　去ル四日御老中御連名之
A0143-01982_017
　　　御奉書宿次を以今十日御到来
　　　松平大膳大夫家来共兵器を以
　　　奉劫
　　　朝廷不届至極ニ付速ニ御征伐被成
　　　候ニ付而諸大名江追討被　仰付候紀伊殿
　　　ニ者今般被　仰付候諸藩之惣督
　　　御心得諸事御指揮被成
　　　殿様ニ者副将被　仰付候間紀伊殿江
　　　被相伺御追伐可被成旨被　仰出候間
　　　格別御忠勤御尽被成候様
　　　上意之旨被蒙　仰候此段申聞候
　　　様被　仰出候依之御供之儀者夫々
　　　可被　仰付候得共一同致用意罷在候
　　　様被　仰出候
一八月十一日於京都御目付中ゟ左之通申来ル
　　　去月十九日以来長州人追討之
A0143-01982_018
　　　節分捕之品々銘々江為取候様可相
　　　達旨美濃守殿被　仰渡候依之申
　　　達候以上
　　　　八月十一日　　　　　　小出五郎左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　戸川鉡三郎
　　　　　　　　　　　　　　　永井主水正
　　　　　松平越前守殿
　　　　　　　　　留守居
一八月十三日高知本多修理御家老職被
　仰付且又今度長州御征伐副将被蒙
　仰候ニ付惣奉行被　仰付
一八月十三日御家老山県三郎兵衛御役御免
　被成
一八月十三日夜御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処
A0143-01982_019
　左之御書付四通公用人を以被相渡之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　松平大膳大夫追討被　仰付候ニ付
　　　攻口之割合別紙之通被
　　　仰出候尤当月中出陣之心得ニ而
　　　出張日限之儀者尾張前大納言殿江
　　　可相伺旨別紙之面々江相達候間得
　　　其意其方儀も当月中出陣候様
　　　可被致候尤委細之儀者前大納言殿江
　　　可被相伺候此段可相達旨被　仰出之
　　　陸路芸州ゟ岩国夫より山口江攻
　　　寄候面々
　　　　　　　　　　　　　　　松平安芸守
　　　　　壱番　　　　　　　　板倉周防守
　　　　　　　　　　　　　　　真田信濃守
A0143-01982_020
　　　　　　　　　　　　　　　阿部主計頭
　　　　　　　　　　　　　　松平安芸守始江応援之面々
　　　　　　　　　　　　　　　松平近江守
　　　　　　　　　　　　　　　三浦備後守
　　　　　　　　　　　　　　　板倉摂津守
　　　　　　　　　　　　　　　本多肥後守
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　弐番　　　　　　　　松平備前守
　　　　　　　　　　　　　　　脇坂淡路守
　　　陸路石州ゟ萩夫より山口江攻寄
　　　候面々
　　　　　　　　　　　　　　　松平相模守
　　　　　壱番　　　　　　　　松平右近将監
　　　　　　　　　　　　　　　亀井隠岐守
　　　　　弐番　　　　　　　　松平三河守
　　　　　　　　　　　　　　　松平出羽守
A0143-01982_021
　　　　　　　　　　　　　　松平三河守始江応援之面々
　　　　　　　　　　　　　　　有馬遠江守
　　　　　　　　　　　　　　　松平佐渡守
　　　　　　　　　　　　　　　松平主計頭
　　　海路四国より徳山夫より山口江
　　　攻寄候面々
　　　　　壱番　　　　　　　　松平阿波守
　　　　　　　　　　　　　　　松平隠岐守
　　　　　弐番　　　　　　　　松平讃岐守
　　　　　　　　　　　　　　　伊達遠江守
　　　　　　　　　　　　　　松平讃岐守始江応援
　　　　　　　　　　　　　　　松平壱岐守
　　　海路下之関夫より山口江攻寄候
　　　面々
　　　　　壱番　　　　　　　　細川越中守
　　　　　小笠原大膳大夫儀者　小笠原大膳大夫
A0143-01982_022
　　　　　領分近之儀ニ付細川　奥平大膳大夫
　　　　　越中守奥平大膳大夫　小笠原近江守
　　　　　より者先立可相向候　小笠原幸松丸
　　　　　小笠原近江守小笠原
　　　　　幸松丸儀者小笠原
　　　　　大膳大夫之一手ニ罷成可相向候
　　　　　　　
　　　　　弐番　　　　　　　　松平美濃守
　　　　　　　　　　　　　　　松平肥後守
　　　　　　　　　　　　　　松平美濃守始江応援
　　　　　　　　　　　　　　　小笠原佐渡守
　　　海路萩江夫より山口江攻寄候面々
　　　　　壱番　　　　　　　　松平修理大夫
　　　　　　　　　　　　　　松平修理大夫江応援
　　　　　　　　　　　　　　　松平主計頭
　　　　　弐番　　　　　　　　有馬中務大輔
　　　　　　　　　　　　　　　立花飛驒守
A0143-01982_023
　　　右之通被　仰出候ニ付陣中之儀万事
　　　尾張前大納言殿御指揮ニ随ひ速ニ
　　　遂成功候様被　仰出之
　　　陸路芸州より岩国夫より山口江攻
　　　寄候面々江
　　　　　　　　　　　　　　御使番
　　　　　　　　　　　　　　　松平左金吾
　　　　　　　　　　　　　　　向井左門
　　　　　　　　　　　　　　　小笠原鍾次郎
　　　陸路石州より萩夫より山口江攻
　　　寄候面々江
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　内藤弥左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　大島主殿
　　　　　　　　　　　　　　　朝倉小源太
A0143-01982_024
　　　海路四国より徳山夫より山口江
　　　攻寄候面々江
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　水野采女
　　　　　　　　　　　　　　　服部中
　　　　　　　　　　　　　　　遠山左衛門
　　　海路下之関夫より山口江攻寄
　　　候面々江
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　多賀靱負
　　　　　　　　　　　　　　　曲淵鋳市
　　　　　　　　　　　　　　　岩路敬太郎
　　　海路萩江夫より山口江攻寄候
　　　面々江
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　天野民七郎
A0143-01982_025
　　　　　　　　　　　　　　　平岩金左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　内藤平八郎
　　　右之通為軍目付被差遣候間
　　　可被得其意候
　　　美濃守儀松平大膳大夫御征
　　　伐之御用被　仰且長州表江
　　　主張可致旨被
　　　仰出候間可得其意候事
　　　　但右御書付御渡ニ付御国許江道中
　　　　　三日半之大早飛脚指立滞留
　　　　　有之同廿日福井着
一八月十四日高知岡部豊佐芦田信濃長州
　御征伐副将被蒙　仰候ニ付御備奉行被
　仰付
A0143-01982_026
一八月十五日於京都伝　奏飛鳥井殿江
　左之通御届書被指之
　　　当月四日老中連名之奉書
　　　同十日到着今度松平大膳大夫
　　　家来共兵器を以奉劫
　　　朝廷不届至極ニ付速ニ御征伐被成
　　　候ニ付而諸大名江追討被申付紀伊殿
　　　ニ者今般被申付候諸藩之惣督
　　　相心得諸事指揮被致越前守儀
　　　副将被申付候間紀伊殿江承合
　　　追伐可致旨ニ候間格別尽忠勤候
　　　様被申付候依之近々上京可仕候
　　　此段申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　八月十五日　　　　　　雨森儀右衛門
A0143-01982_027
　　　　　但所司代江御届有之候得共同文ニ付
　　　　　　略之
一八月十五日　御上京御日限来ル十九日
　御発駕可被成旨被　仰出之
一八月十五日　御上京御供之面々心得方之
　儀ニ付左之通被　仰出之
　　一道中列伍不乱且又他組ニ混雑致
　　　間敷事
　　一御泊所御先立を始旅籠代払方
　　　之儀跡ゟ御払ニ相成候間賄札書付
　　　御勘定所江差出受取可申事
　　　　但賄札受取方之儀者其手之頭々
A0143-01982_028
　　　　　引受取扱可申事
　　一昼腰兵粮之事
　　　　但前夜之泊所ニ而為詰候事尤面
　　　　　桶銘々持参之事
　　一着具之儀具足着込勝手次第持参
　　　之事
　　一陣笠野服之事
　　　　但小袴裁付胴服勝手次第之事
　　一雨具勝手次第之事
　　一出立ニ付諸渡物一切無之事
　　　　但無息并士分以下江ハ壱人江金弐歩
　　　　　御渡被成候事
　　　　　一先達而御供ニ而罷越候無息并士分
　　　　　　以下共半高御渡之事
　　一銘々着替之儀御勘定所江指出候
　　　得者跡廻しニ取扱可申事
A0143-01982_029
　　　　但士分以上一箇拾貫匁ツヽ小役人ゟ小算
　　　　　迄弐人合ニ一箇ツヽ諸下代諸組三人ニ
　　　　　合ニ壱箇ツヽ荒子之類四人合ニ一箇
　　　　　ツヽ
　　一馬持之面々馬為牽可申事
　　一従者召連之儀兼而御規定有之候
　　　得共要具之者之外者可成丈簡易ニ
　　　召連候儀不苦候事
　　一六百石以下士分以上夫人足壱人ツヽ御渡
　　　之事
　　　　但持物六貫匁を限り之事
　　一無息之分ハ士分以上都而夫人足壱人ツヽ
　　　御渡之事
　　　　但銘々姓名書前以郡役所江差出可
　　　　　申事
　　一御医師之儀外ニ薬籠持壱人夫人足
A0143-01982_030
　　　ニ而御渡之事
　　　　但右同断
　　一廿五石未満并無息之面々ハ別段手
　　　人不召連候而も不苦候ニ付鎗鉄炮之
　　　内一品者御勘定所江指出候得者相廻し
　　　可申事
　　一小役人三人合ニ渡人壱人之事
　　一一統格以下諸組迄五人合ニ渡人壱人
　　　之事
　　一京着之上御焚出シ被下候間御扶持方
　　　都而御渡無之事
　　一長州江　御発向之節者別段
　　　御軍令被　仰出筈ニ候事
　　一御供之諸士并御徒迄ハ鎗小銃之内
　　　自分ニ携　御本陣ニ而も手近ニ指置
　　　可申候且又具足前胴小手鎖等衣
A0143-01982_031
　　　服下ニ着込致御供候儀勝手次第之
　　　事
　　　　但馬上御供之面々鑓小銃等手廻りニ
　　　　　為持可申事
　　一諸士之御印白黒横段染木綿鉢
　　　巻又者襷ニ可相用尤　御道中陣
　　　笠着候節ハ前之方江挟ミ下ケ可
　　　申事
　　一諸士以下白浅黄段染同断之事
　　一陪臣ハ兼而被　仰出候通鬱金色
　　　襟掛可申事
　　　　但壱本差之者ハ御定之腰白法被
　　　　　着用襟掛候ニ不及陣笠為着可
　　　　　申事
　　　　一自然法被差支候向ハ鬱金色襟
　　　　　掛可申事
A0143-01982_032
　　　　　〆
　　　此度　御上京御供之面々着替
　　　荷物於御勘定所御廻送被下候事
　　一士分以上一箇ツヽ
　　　　但目方拾貫匁限り之事
　　　　一無賃之事
　　一無息之面々右同断
　　一与力弐人合ニ壱箇ツヽ
　　　　但右同断
　　　　一右同断
　　一小役人ゟ小算迄弐人合ニ壱箇ツヽ
　　　　但右同断
　　　　一右同断
　　一諸下代諸組三人合ニ一箇ツヽ
　　　　但右同断
　　　　一右同断
A0143-01982_033
　　一荒子之類四人合ニ壱箇ツヽ
　　　　但右同断
　　　　一右同断
　　　右之通ニ候間手廻次第差出可申事
　　　　〆
　　一御上京御供之面々飯礼并雑用金
　　　共明後十七日御渡之事
　　一飯礼無失念泊宿江指出可申事
　　　　但自然相残り御京地差出候共可為
　　　　　反古事
一八月十六日左之通所司代江御願書被指出候
　処追而御附札之通御差図有之
　　　越前守儀今度長州御追討之
　　　副将被　仰付候ニ付而者自国海防
　　　若州援兵も有之其上品川沖内
A0143-01982_034
　　　海御台場御警衛も　御免被
　　　仰出候而已ニ而未タ引渡も不相済兼而
　　　申上置候通寡人数ニ而方々之御警
　　　衛者難相勤候ニ付此節於陣用意
　　　も有之旁堺町御門御固之儀者
　　　早急
　　　御免被成下候様仕度此段奉願
　　　候様申付越候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　八月十六日　　　　　　伊藤友四郎
　　　　御附札
　　　　　別紙願之趣尤ニ者候得共当節
　　　　　柄之儀ニ付御固之儀是迄之
　　　　　通可被相心得候事
A0143-01982_035
　　　今度長州御征伐ニ付紀伊殿惣督
　　　被蒙　
　　　仰越前守儀副将被
　　　仰付候間紀伊殿江相伺速ニ可致
　　　追伐旨被　仰付難有奉存候依之
　　　近々上京仕筈ニ付先家来共指
　　　出紀伊殿江相伺候様申付越候処
　　　未タ紀伊殿御上京茂無之ニ付追々
　　　可相伺急務之儀何方江伺可申哉
　　　宜御指図被成下候様奉願候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　八月十六日　　　　　　雨森儀右衛門
　　　　御附札
　　　　　別紙伺之趣者稲葉美濃守長州
　　　　　追討之御用被　仰付候ニ付尾張殿
A0143-01982_036
　　　　　上京迄之処差掛り候儀者同人江
　　　　　相伺候様可仕候事
一八月十六日来ル十九日　御発駕之処今度
　御惣督尾張前大納言様江被　仰出御同人様御在国ニ付
　御先方江御打合ニ相成筈ニ候間　御発駕御日限追而
　被　仰出候段　御座所江御張紙被指出之
一八月十七日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処
　左之御書付一通御渡有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　内海御警衛二之御台場御預松平
　　　大和守江被
　　　仰付候間可被得其意候且芝新網町
　　　陣屋地御用ニ付家作共可被差上候
A0143-01982_037
一八月十七日於　御座所鉄炮之間諸士并子
　弟輩之面々江今度　御頂戴之　御感状
　拝見被　仰付之
一八月十八日御脇物頭御役名以来大炮物頭与被相
　改
一八月十八日子弟輩之面々　御曲輪内夜廻り
　被　仰付置候処今日ゟ当分　御免被成
一八月十八日当秋　御婚姻御整被成候上御献上
　物之儀ニ付去月四日奥ゟ差出候伺書ニ左之通
　御附札を以御指図申来ル
　　　越前守殿縁女儀当秋婚姻整被
　　　申度右ニ付婚姻整被申候ハヽ
　　　公方様
　　　天璋院様
　　　和宮様江越前守殿縁女ゟ献上物之
　　　儀いかゝ被致宜御座候半哉先格之通
A0143-01982_038
　　　けん上もの被致度候
　　　右之通伺申上られ候御世話共の御事
　　　なからよろしく御差図被成参らせら
　　　れ候様御頼存られ候
　　　　御附札
　　　　　御伺之趣
　　　　　公方様　天璋院様　和宮様江
　　　　　鮮鯛一折ツヽ御文ニ而御献上被成候様ニ
　　　越前守殿当秋婚姻整被申候上
　　　天璋院様江縁女ゟ年中勤向之儀
　　　　若菜
　　　　上巳
　　　　端午
　　　　暑寒
　　　　七夕
A0143-01982_039
　　　　八朔
　　　　重陽
　　　　歳暮
　　　右之節々　御祝儀被申上献上もの之
　　　儀いかゝ被致宜御座候半哉
　　　　年始
　　　　三ケ日
　　　　式日
　　　　暑寒入
　　　　御嘉祥
　　　　中元
　　　　御玄猪
　　　　御煤納
　　　　初雪
　　　　雷地震
　　　　御曲輪内出火
A0143-01982_040
　　　右之節々　御祝儀被申上并ニ
　　　御機嫌伺申上られ勤品之儀いかゝ
　　　被致宜御さ候半哉
　　　右之通り伺申上られ候何分宜御差図
　　　被成下候よふ御頼存られ候
　　　　御附札
　　　　　御伺之趣何も御先格之通り御献上
　　　　　并ニ御申上被成候様ニ尤年中御献上
　　　　　物之儀者御用捨中ニ付御けん上物
　　　　　之廉々御文ニ而御申上被成候様ニ
　　　越前守殿当秋婚姻整被申候上
　　　公方様江縁女ゟ年中勤向之儀
　　　　若菜
　　　　上巳
　　　　端午
A0143-01982_041
　　　　暑寒
　　　　七夕
　　　　八朔
　　　　重陽
　　　　歳暮
　　　右之節々御祝儀被申上献上物之儀
　　　如何被致よろしく御座候半哉
　　　　四月中
　　　　九月中
　　　　十一月中
　　　右之節々不時　御機嫌伺ひ被申上
　　　けん上物之儀如何被致よろしく
　　　御座候半哉
　　　　年始
　　　　三ケ日
　　　　式日
A0143-01982_042
　　　　暑寒入
　　　　御嘉祥
　　　　中元
　　　　御玄猪
　　　　御煤納
　　　　初雪
　　　　雷地震
　　　　御曲輪内出火
　　　右之節々　御祝儀并　御機嫌伺
　　　被申上勤品之儀いかゝ被致宜御座
　　　候半哉
　　一両山
　　　御参詣并　御延気
　　　御成之節々
　　　還御後　御機嫌伺ひ被申上勤
　　　品之儀いかゝ被致よろしく御座候半
A0143-01982_043
　　　哉
　　　右之通伺申上られ候何分よろしく御指
　　　図被成下され候様御頼存られ候
　　　　御附札
　　　　　御伺之趣何も御先格之通り御献上并
　　　　　御申上被成候様ニ尤年中御献上物
　　　　　之儀者　御用捨中ニ付御献上物之
　　　　　廉々御文ニ而御申上被成候様ニ
　　　　　越前守殿当秋婚姻整被申候上
　　　　　和宮様江縁女ゟ年中勤向之儀
　　　　若菜
　　　　上巳
　　　　端午
　　　　暑寒
　　　　七夕
　　　　八朔
A0143-01982_044
　　　　重陽
　　　　歳暮
　　　右之節々御祝儀被申上献上物之儀
　　　いかゝ被致よろしく御座候半哉
　　　　年始
　　　　三ケ日
　　　　式日
　　　　暑寒入
　　　　御嘉祥
　　　　中元
　　　　御玄猪
　　　　御煤納
　　　　初雪
　　　　雷地震
　　　　御曲輪内出火
　　　右之節々御祝儀被申上并　御機嫌伺
A0143-01982_045
　　　被申上勤品之儀如何被致宜御座候
　　　半哉
　　　右之通伺ひ申上られ候何分よろしく
　　　御指図被成下候様御たのみ存られ候
　　　　御附札
　　　　　御伺之趣何も御先格之通御献上并ニ
　　　　　御申上被成候様ニ尤年中御献上物
　　　　　之儀者御用捨中ニ付御献上物之廉々
　　　　　御文ニ而御申上被成候様ニ
　　　越前守殿当秋婚姻整被申候ニ付
　　　婚姻之御礼被申上候節
　　　公方様
　　　天璋院様
　　　和宮様江越前守殿内証ゟ献上物之
　　　儀いかゝ被致よろしく御さ候半哉
A0143-01982_046
　　　右之通伺被申上候御世話共の御事なから
　　　何分よろしく御さしず被成下候よふ
　　　御頼存られ候
　　　　御附札
　　　　　御伺之趣
　　　　　公方様　天璋院様　和宮様江
　　　　　鮮鯛一折ツヽ御文ニ而御献上被成候様ニ
　　　越前守殿当秋婚姻整被申候上
　　　本寿院様江縁女ゟ年中勤向之儀
　　　　元日
　　　　中元
　　　　暑寒
　　　　歳暮
　　　右御祝儀并御機嫌伺ひ被申上指上
　　　物之儀いかゝ被致よろしく御座候半哉
A0143-01982_047
　　　　五節句
　　　　八朔
　　　　御嘉祥
　　　　御玄猪
　　　　御祝事
　　　　御礼事
　　　右御祝儀被申上候儀いかゝ被致よろしく
　　　御座候半哉
　　　　暑寒入
　　　　雷地震
　　　　風雨初雪
　　　　御曲輪内出火
　　　右御機嫌伺之儀いかゝ被致宜御座候半
　　　哉
　　　右之通伺申上られ候何分よろしく御指
　　　図被成下候様御頼存られ候
A0143-01982_048
　　　　御附札
　　　　　御伺之趣何もお勇方ニ准シ被成候様ニ
一八月十九日於京都松平美濃守殿ゟ左之通御廻
　達有之
　　　従今十八日九門内乗馬被止尋常之
　　　通可相心得旨御門警衛之向江相達候ニ付
　　　在京之向々江為心得達置可申旨伝
　　　奏衆被申聞候事
一八月十九日長州為御追討　御出陣ニ付御陣屋
　詰之御人数早急御国許江被遣度儀ニ付御用番江
　御伺書被指出候処即日御附札を以御指図有之
　　　今般内海御警衛二之御台場御預
　　　松平大和守様江被
　　　仰出候就而者御引替日限之儀早速及
　　　示談処未タ幾日頃御請取ニ可相成
　　　治定出来兼候由ニ御座候然ル処此中
A0143-01982_049
　　　越前守江当月中出陣可致旨被
　　　仰出候ニ付而者陣屋詰合之人数兼而
　　　伺置候通早急国許江差遣不申候
　　　ハ而者出陣之間ニ合兼候儀も御座候間急
　　　速出立為致度候依之御台場引
　　　渡相済候迄ハ番人共残置其他不残
　　　為引取申度此段奉伺御内慮候急
　　　速御指図可被成下候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　八月十九日　　　　　　千本弥三郎
　　　　御附札
　　　　　書面之通相心得不苦候事
一八月十九日長州御追討御惣督御代り被成候
　儀ニ付所司代江左之通御届書被差出之
　　　去ル七日夕於江戸表水野和泉守様江
　　　越前守家来御呼出ニ而今度松平
　　　大膳大夫御征伐ニ付惣督之儀紀伊
A0143-01982_050
　　　中納言殿江被　仰付候旨御達候得共
　　　思召之
　　　御旨も被為　在候ニ付尾張前大納言殿江
　　　惣督被　仰付候間都而御同人江相伺追
　　　伐可致旨御達有之候此段御届申上候
　　　以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　八月十九日　　　　　　伊藤友四郎
一八月廿一日今度尾州様江御調御用有之ニ付
　為御使御用人大宮藤馬副使御先物頭
　今立五郎大夫被指出之今日福井出立
一八月廿一日　御上京御日限来ル廿八日
　御発駕可被成旨被　仰出之
一八月廿二日左之通諸向江致通達候様月番
　御用人永見多門江御家老申渡之
　　　松平大膳大夫追討被　仰付候ニ付
A0143-01982_051
　　　殿様当月中　御出陣被成候様委
　　　細之儀ハ尾張前大納言様江御伺被成
　　　候様牧野備前守殿ニ而御書付を以御達
　　　有之候右ニ付一旦　御上京之上
　　　御出陣被遊筈ニ候惣御人数出立日限
　　　等之儀ハ追々被　仰出筈ニ候此段諸向江
　　　可被致通達候
一八月廿四日大目付中ゟ左之通御廻状来
　　　松平大膳大夫家来共迫
　　　禁闕炮発候条不恐
　　　天朝次第殊ニ父子之軍令状家来江
　　　遣候始末重々不届之至極ニ付父子共
　　　官位并
　　　御一字　御称号被召放候旨被
　　　仰出候此段為心得向々江可被達候
　　　　八月
A0143-01982_052
一八月廿六日大目付中ゟ左之通御廻状来
　　　毛利大膳父子為　御征伐
　　　御進発被遊候節御道筋東海道
　　　美濃路ゟ大坂播州備州芸州路辺
　　　諸大名城々　御旅館ニ被　仰付筈
　　　ニ候取締向者格別無益之取繕等一切
　　　致間敷候道橋等も難捨置場所有之
　　　候ハヽ手軽補理可致候
　　一松明草鞋篝木莚節縄竹木明俵
　　　桶樽之類并柄杓鋤鍬鋸鎚鉈等之
　　　品々宿々者勿論最寄村々江兼而用
　　　意為致置可申候
　　　右之趣御料ハ御代官私領ハ領主地頭ゟ不洩
　　　様可被相触候
　　　　八月
A0143-01982_053
一八月廿六日今度戦功之面々左之通御賞
　有之
　　　　　　　　　　　　　　　浅井権十郎
　　　弟常次郎儀今般長州人京師乱入
　　　境町御門於御固場所戦争之砌致
　　　一番鎗抜群尽粉骨相働遂戦死
　　　候段達
　　　御聴存生ニも候ハヽ被召出御賞賜も可
　　　有之処　御残念ニ被　思召候依
　　　之以　思召一家御立被下常次郎
　　　為跡式百五拾石被下置大御番組江被入
　　　候間親類之内見立相願可申旨被
　　　仰付候
　　　　　　　　　　　　　　　簗田八十郎
　　　右同断之砌致二番鎗尽粉骨相
　　　働候段達
A0143-01982_054
　　　御聴　御満悦被　思召候依之為
　　　御賞五拾石并御鎗之身一被下置家
　　　督之節知行御結被下置候
　　　　　　　　　　　　　　　柳下兼吉
　　　右同断之砌所々鉄炮を以致射殺
　　　強壮之致業達
　　　御聴　御満足ニ被　思召候依之
　　　為御賞五拾石御加増被下置候
　　　　　　　　　　　　　　　三好喜十郎
　　　右同断之砌鉄炮ニ而鎗脇相詰敵
　　　打留候段格別之働達
　　　御聴　御満悦被　思候依之為御賞
　　　三拾石被下置家督之節新知百石
　　　被成下候
　　　　　　　　　　　　　　　津田鷹吉
　　　親故弥太六儀右同断之砌御人数
A0143-01982_055
　　　を励シ致指揮遂戦死候段達
　　　御聴存生ニ候ハヽ御賞賜も可有之処
　　　御残念ニ被　思召候依之以　思召
　　　三拾石御加増被成下候
　　　　　　　　　　　　　　　山口藤太郎
　　　親故藤太左衛門儀右同断之砌鉄炮ニ而
　　　相働其後手疵ニ而相果候段達
　　　御聴存生ニ候ハヽ御賞賜も有之処
　　　御残念ニ被　思召候依之以
　　　思召是迄被下置候御充行御扶持方
　　　御直ニ十五人扶持ニ被成下候
　　　　　　　　　　　　　　　近藤源太郎
　　　　　　　　　　　　　　　鈴木重之助
　　　右同断之砌場中ニ而相働其上手負
　　　を助候段達
　　　御聴格別之事ニ被　思召候依之
A0143-01982_056
　　　為御賞御鎗之身一ツヽ御扶持方三人
　　　扶持ツヽ被下置家督之節御加増被成
　　　下候
　　　　　　　　　　　　　　　高間勝之助
　　　　　　　　　　　　　　　溝口辰五郎
　　　　　　　　　　　　　　　岡部岩次郎
　　　　　　　　　　　　　　　相沢岩三郎
　　　　　　　　　　　　　　　高江又五郎
　　　　　　　　　　　　　　　川崎金次郎
　　　　　　　　　　　　　　　斎藤平次郎
　　　　　　　　　　　　　　　根来千太郎
　　　　　　　　　　　　　　　来瀬和十郎
　　　　　　　　　　　　　　　大久保良平
　　　　　　　　　　　　　　　河合久次郎
　　　右同断之砌於場中相働候段達
　　　御聴格別之事ニ被　思召候依之
A0143-01982_057
　　　為御賞御扶持方三人扶持ツヽ被下置
　　　家督之節御加増被成下候
　　　　　　　　　　　　　　　権太宗七
　　　　　　　　　　　　　　　鈴木小弥太
　　　右同断之砌相働其上御纏取参り
　　　候段達
　　　御聴一段之事ニ被　思召候依之
　　　為御賞　御小柄一ツヽ被下置候
　　　　　　　　　　　　　　　酒井健次郎
　　　　　　　　　　　　　　　渥美英之助
　　　　　　　　　　　　　　　杉田小四郎
　　　　　　　　　　　　　　　八田四郎
　　　右同断之砌於所々相働候段達
　　　御聴一段之事ニ被　思召候依之
　　　為御賞　御鎗之身一ツヽ被下置候
　　　　　　　　　　　　　　　小栗猪三郎
A0143-01982_058
　　　右同断之砌相働其上手負之世
　　　話致候段達
　　　御聴一段之事ニ被　思召候依之
　　　為御賞　御小柄一被下置候
　　　　　　　　　　　　　　　青木隼人
　　　　　　　　　　　　　　　氷見広吉
　　　　　　　　　　　　　　　同熊市
　　　　　　　　　　　　　　　荻原熊平
　　　　　　　　　　　　　　　三岡斧太郎
　　　　　　　　　　　　　　　山崎完蔵
　　　　　　　　　　　　　　　林松蔵
　　　　　　　　　　　　　　　川崎鉄弥
　　　　　　　　　　　　　　　大谷助作
　　　右同断之砌相働候段達
　　　御聴一段之事ニ被　思召候依之
A0143-01982_059
　　　為御賞　御小柄一ツヽ被下置候
　　一一番二番四番之御番組之面々江
　　　御褒詞略之四十六人　御褒詞斗
　　　　　　　　　　　　　　高田孫左衛門組
　　　　　　　　　　　　　　　橋本次三吉
　　　　　　　　　　　　　　中村市右衛門組
　　　　　　　　　　　　　　　渡辺要蔵
　　　境町御門於御固場所少銃を以格別
　　　相働候ニ付為御褒美其身一代米
　　　三俵ツヽ年々被下置候
　　　　　　　　　　　　　　林勘十郎組
　　　　　　　　　　　　　　　松浦嘉兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　笠松太兵衛
　　　右同断於戦地手負之世話致候
　　　ニ付今壱両ツヽ被下置候
　　　　　　　　　　　　　　杉浦幸右衛門組
A0143-01982_060
　　　　　　　　　　　　　　　早瀬喜右衛門
　　　右同断大炮方宇貝孫八吉田源八郎等ニ
　　　始終付添居り格別相働候ニ付為御賞
　　　一等格ニ被成下御充行拾石三人扶持被
　　　下置候
　　　　〆
一八月廿七日御家中子弟輩廿五才以上之
　面々江是迄為御扶持三人扶持ツヽ被下置候
　処当御時態ニ付無御余儀当分難被下段被
　仰出之
一八月廿七日於御用部屋高知を初諸月番江
　左之通御家老書付を以申渡之
　　　今度長州御征伐之副将被蒙
　　　仰重大之御軍役ニ而
　　　御心痛　思召候御次第ハ先日
　　　御直ニも御沙汰有之候通ニ候就而者
A0143-01982_061
　　　公辺江も厚御歎願之御含も被為
　　　在候得共指向候御融通方も有之ニ付
　　　御頼事も無之御愛養被為　在候
　　　宰相様江被　対候而も甚御不本意至極
　　　思召候得共無御拠御運ひニ付御家中
　　　下地御借米之倍掛り被　仰付候此
　　　上一統厚加勘弁治世之費用相
　　　省キ取続相勤候様可被　仰出候
一八月廿八日為　御上京　御発駕東
　近江路通り　御旅行
一八月廿九日御趣意ニ付御留守作事之名目被
　相止
（以下、「　」内は抹消）
「一九月朔日於京都今度戦功之面々江左之通
　　御賞有之
　　　　　　　　　　　　　　　　村田巳三郎
　　　　今度長州人京師乱入堺町御門
A0143-01982_062
　　　　於御固場所戦争之砌致抜群骨
　　　　折相働候段達
　　　　御聴　御満悦被　思召候依之為
　　　　御賞百石御加増被　仰付候
　　　　　　　　　　　　　　　　堤五市郎
　　　　右同断之砌其方儀敵地江深ク進ミ
　　　　抜群之働達
　　　　御聴　御満悦被　思召候依之為
　　　　御賞五拾石御加増并御短刀一被下
　　　　置候右五拾石ハ家督之節御結被下
　　　　置候
　　　　　　　　　　　　　　　　吉田源八郎
　　　　右同断之砌大炮方差配行届格
　　　　別相働候段達
　　　　御聴一段之事ニ被　思召候依之為
　　　　御賞被　召出大御番組江被入候
A0143-01982_063
　　　　　　　　　　　　　　　　長谷部協
　　　　右同断之砌差配行届相働候段
　　　　達
　　　　御聴格別之事ニ被　思召依之為
　　　　御賞御鎗之身一被下置候
　　　　　　　　　　　　　　　　宇貝孫八
　　　　右同断之砌大炮方差配右同断ニ付
　　　　御三所物被下置候
　　　　　　　　　　　　　　　　青山小三郎
　　　　右同断之砌差配右同断ニ付
　　　　御紋御二所物被下置候
　　　　　　　　　　　　　　　　海福雪
　　　　御褒詞
　　　　右同断」
一九月朔日大目付中ゟ左之通御廻状来
A0143-01982_064
　　　万石以上之面々并交替寄合参
　　　勤之割御猶予被成下候旨去々
　　　年被　仰出候処深き　思召も
　　　被為　在候ニ付向後前々御定之通
　　　割合ニ相心得参勤交替可有之旨
　　　被　仰出候
　　一万石以上之面々并交替寄合嫡子
　　　在国在邑之且妻子国邑江引取候共
　　　可為勝手次第旨去々年被　仰出
　　　銘々国邑江引取候面々も有之候処
　　　此度　御進発も被遊候ニ付而者深き
　　　思召も被為　在候ニ付前々之通心得
　　　当地江呼寄候様可致旨被　仰出候
　　　　　覚
　　　今度諸大名参勤之割前々之通
　　　被　仰出候ニ付而者当地在国在邑之
A0143-01982_065
　　　面々之内当年参勤年之分ハ早
　　　々参府候様可被致候追而嫡子江も
　　　通達可有之候以上
　　　　九月
一九月二日於京都御老中稲葉美濃守殿ゟ
　御呼出御留守居島津十太夫罷出候処昨日被指出
　候
　慶永様　御上京御用捨之御願書江左之
　通御附札を以御指図有之
　　　松平大蔵大輔儀先達而致上京候
　　　様御沙汰之処病気ニ付御猶予
　　　之儀相願快気次第出立仕筈ニ御座
　　　候然ル処此度越前守儀松平大膳大夫
　　　御征伐之副将被　仰付候ニ付而者
　　　家来共も多分召連罷出候ニ付此上
A0143-01982_066
　　　大蔵大輔致上京候事ニ相成候而ハ召
　　　連候人数も整兼且国許無人ニ相成
　　　締り方も不行届様可相成哉と心痛
　　　仕候依之大蔵大輔上京之儀越前守
　　　出陣中ハ何卒御用捨被成下候様
　　　仕度此段奉願候様申付越候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　九月朔日　　　　　　　島津十太夫
　　　　御附札
　　　　　可為願之通候
一九月二日御国許　御発途被成候ニ付伝　奏
　野宮殿江左之通御届書被指出之
　　　私儀先達而従
　　　御所御沙汰之趣ニ付国許発途仕
　　　候処途中ゟ不快ニ付相願一旦国許江
　　　引取養生致居候処追々快方ニ有
A0143-01982_067
　　　之且又今度松平大膳大夫御征伐
　　　ニ付当月中出陣之心得ニ罷在候様
　　　被申付茂御座候ニ付旁一旦為上京今
　　　廿八日国許発途仕候此段御届申上
　　　候以上
　　　　八月廿八日　　　　　　松平越前守
（以下、「　」内は抹消）
「一九月三日
　　慶永様　勇姫様　安姫様三ノ丸
　　御座所江御引移被成」
一九月五日伝　奏野宮殿ゟ重役御呼出ニ付
　御家老代り御用人島田近江　御仮建所江
　罷出候処於諸大夫之間脇御間所伝　奏
　野々宮中納言殿飛鳥井中納言殿御出席左
　之通御演説有之
　　　今度長藩之士及暴挙之処速
A0143-01982_068
　　　出張凶徒を追退之段
　　　叡感候委細
　　　御褒詞書取賜物等一橋中納言ゟ
　　　伝達可有之候
　右御請申上退去
一九月六日岡崎御屋敷江　御着
一九月六日右同断ニ付為御届伝　奏并守護職
　御老中所司代大小御目付江御使者被差出之
一九月六日昨夜一橋御用人ゟ呼出有之今朝
　島田近江［御留守居同道］御旅館江罷出候処御家老大井
　丹後守を以　御褒詞御書付御拝領物御目
　録左之通相渡之候ニ付受取罷帰
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　今度長藩之士及暴挙候処速
　　　人数出張遂防戦候段
　　　御満足
A0143-01982_069
　　　思食候依之移鞍一具賜之候
　　　事
　　　　九月
　　　移鞍
　　　　鞍橋
　　　　鐙
　　　　四緒手
　　　　切附
　　　　力革
　　　　表敷
　　　　轡
　　　　鎖面頰
　　　　錺面頰
　　　　手綱
　　　　腹帯
　　　　面掛
A0143-01982_070
　　　　胸掛
　　　　尻掛
　　　　立聞
　　　　差縄
　　　　引差縄
　　　　平鈴
　　　　髪結糸
　　　　鞍覆
　　　　四手
　　　　鞭
　　　　背布団
一九月七日右同断ニ付御家老御城代江
　御書被成
　　但於御国許ハ同十一日於御用部屋諸向江御家老
　　　申渡之
一九月七日昨日　御上京ニ付
　天機為御伺且時候御見廻旁伝　奏野宮殿江
　御勤
一九月七日右同断ニ付時候御見廻且去ル五日
　御褒詞御拝領物之為御礼左之御方々江
A0143-01982_071
　御勤
　　　　　　　　　　　　　　　二条様
　　　　　　　　　　　　　　　近衛様
　　　　　　　　　　　　　　　中川宮様
　　　　　　　　　　　　　　　山階宮様
　　　　　　　　　　　　　　　両伝　奏衆
　　　　　　　　　　　　　　　一橋様
　　但守護職御老中所司代江為　御着御案
　　　内　御勤被成
一九月八日御用番諏訪因幡守殿ゟ御呼出御留守居
　介野村藤八罷出候処左之通御書付一通公用人
　を以被相渡之
A0143-01982_072
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江
　　　毛利大繕父子始追討被　仰付候諸
　　　家之内松平美濃守細川越中守
　　　松平肥前守小笠原左京大夫奥平
　　　大膳大夫小笠原佐渡守小笠原近江守
　　　小笠原幸松丸儀義者下ノ関ゟ山口江攻寄候
　　　様相達置候処下ノ関ゟ府中清末共
　　　攻落シ夫ゟ山口江攻寄候様尚又右之
　　　面々江相達候此段為心得相達候
　　　　九月
（以下、「　」内は抹消）
「一九月九日中川宮様当日御祝儀之御使者
　　御物頭被差出之
　一九月九日山階宮様今度三本木御屋形江
　　御移徙ニ付為御歓御使者御留守居を以昆布
　　一箱塩鯛一箱御樽代千疋被進之
A0143-01982_073
　一九月十日守護職松平肥後守殿江先達而騒
　　乱之節御加勢為御挨拶御使者御物頭被
　　指出之
　一九月十日細川越中守様藤堂和泉守殿江右
　　同断之節御家来手負之者御世話ニ付為
　　御挨拶御使者御使番被指出之」
一九月十一日今度長州為御征伐豊前小倉江
　御出張ニ付而者遠路運漕等御差支之儀も有之
　ニ付阿部主計頭様松平安芸守殿江左之通
　於御国許御用意之為御頼御使者御留守居
　被指出之
　　　　　　　　　　　　　　　主計頭様江
　　　一粮米　　　　　　五千俵
　　　　　　外ニ
　　　　　　　薪柴　草鞋
　　　　　　　馬草沓等
A0143-01982_074
　　　右人数七千人馬百疋斗之御積ニ而御用意
　　　被成下置候様
　　　　　　　　　　　　　　　安芸守殿江
　　　一粮米　　　　　　壱万俵
　　　　　　外ニ
　　　　　　　薪柴　草鞋
　　　　　　　馬草沓等
　　　右人数七千人馬百疋斗之御積ニ而御用
　　　意被成下置候様
一九月十一日左之通御目付戸川伴三郎殿江被
　指出之
　　　　　覚
　　　　　　　　　　　　　　　浅井常次郎
　　　今般長州人暴挙之砌堺町御門
　　　於御固場所防戦之節一番鎗ニ而
A0143-01982_075
　　　敵を仕留猶又太刀打ニ而数人ニ渡り
　　　合抜群相働遂ニ組打ニ相成候処
　　　敵方之鎗士後口より右脇を突れ
　　　致討死候事
　　　　　　　　　　　　　　　簗田八十郎
　　　右同断之砌常次郎ニ引続き二番
　　　鎗ニ而敵を仕留印を取猶場中
　　　ニ而抜群相働候事
　　　　　　　　　　　　　　　三好喜十郎
　　　右同断之砌鉄炮ニ而鎗脇を詰当
　　　之敵を打留其余所々狙撃致
　　　抜群相働候事
　　　　　　　　　　　　　　　村田巳三郎
　　　右同断之砌場所乗廻り致指揮
　　　抜群相働候内数ケ所弾丸を受候
　　　事
A0143-01982_076
　　　　　　　　　　　　　　　堤五市郎
　　　右同断之砌所々走り廻り致指
　　　揮其上深く敵地ニ進ミ及鎗合
　　　抜群相働候事
　　　　　　　　　　　　　　　柳下兼吉
　　　右同断之砌始終鉄炮を以走り廻り
　　　所々ニ而致狙撃抜群相働候事
　　　右之外数拾人場中ニ而相働討死手
　　　負等之者等有之候得共其内格別相働
　　　候者如斯御座候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　九月十一日　　　　　　伊藤友四郎
一九月十一日大目付中ゟ左之通御廻状来
　　　前大納言様御事長州御征伐御総
　　　督被為蒙　仰候処近来御多病
　　　御気力御衰弱当節別而御勝不被遊
A0143-01982_077
　　　先般以来
　　　朝命数度被為　在候処御上京も
　　　難被行届程之儀大任を軽率ニ御請
　　　被遊　御国家を御誤相成候而ハ御孝忠
　　　之道不被為立全躰軍陣之義者国
　　　家最第一之御大事ニ付大国御征伐
　　　之節ニ必
　　　神祖ニも御直裁被及候処今日之事
　　　大敵ニハ無之候得共久々昇平之内卒
　　　然大藩を帥ひ士卒を駈方死地ニ取
　　　扱候事ニ付右等之勢ひを御遠慮既ニ
　　　公方様御進発被　仰出候上ハ別而総
　　　督ハ不被命親征　御指揮被遊候方
　　　御武威　御中興之機会ニ可有之
　　　尤此御時勢苟元之御私計ニハ決而
　　　被為　在候ニ付此節尚亦被為加御療
A0143-01982_078
　　　養　御親征之御達従御一藩之
　　　御力者ハ何国迄も御尽可被遊候旨可也
　　　御乗輿出来次第速ニ御先江御出京
　　　御待可被遊旨之御主意此度
　　　公辺江被　仰立候事御家来江御達也
　　　右之一条以書取和泉守殿江御指出被
　　　成候
　　　　九月
　　　　　　　　　　　　　　　毛利左京
　　　毛利大膳家来共先達而迫
　　　禁闕炮発候条不恐
　　　天朝次第殊ニ父子之軍令状家来江
　　　遣候始末重々不届之義ニ付依之
　　　其方官位被　召放居屋敷被　召上候旨
　　　被　仰出之
　　　　　　　　　　　　　　　毛利淡路守
A0143-01982_079
　　　　　　　　　　　　　　　吉川監物
　　　右同文言
　　　　九月
（以下、「　」内は抹消）
「一九月十四日山階宮様江初而被為　入
　　御対顔　御帰殿後為御礼御使者御用人
　　菅沼重記被差出之」
一九月十四日所司代ゟ御呼出御留守居罷出候処
　左之通御書付壱通被相渡之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来江
　　　従明十五日九門悉被開事
　　一御門々ニ而姓名并行先等承糺諸人
　　　通行可為致事
　　　　但疑敷者ハ厳重ニ相止メ早々届
　　　　　可申出事
　　　右之通従
A0143-01982_080
　　　御所被　仰出候間此段相達候
　　　　九月十四日
一九月十六日阿部豊後守殿江　御逢対
　御勤
（以下、「　」内は抹消）
「一九月廿日尾張前大納言様為御上京今晩
　　大津駅御止宿ニ付同駅迄御旅中為御見廻
　　御使者御物頭葛巻庄兵衛被指出之
　一九月廿一日初而桜木　御殿江被為　入
　　近衛前関白様江　御対顔　御帰殿後為
　　御礼御使者御留守居伊藤友四郎被指出之　
　一九月廿一日尾張前大納言様御参着ニ付御歓
　　御願旁御使者御用人菅沼重記被指出之」
（以下、「　」内は抹消）
一九月廿二日「中川宮様江被為　入　御退出掛」
　尾張様御旅館江被為　入
一九月廿三日本多興之助御用済ニ付今朝
A0143-01982_081
　京都表出立
（以下、「　」内は抹消ヵ）
「一九月廿三日右同断ニ付所司代江左之通御届
　　書被指出之」
　　　　本多興之輔儀先達而為名代
　　　　上京仕居候処今日此表出立仕候
　　　　此段御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　　九月廿三日　　　　　中村仲
（以下、「　」内は抹消）
一九月廿四日尾張様御旅館江被為　入
「御対顔御帰殿後御饗応之為御礼
　御使者御物頭葛巻庄兵衛被指出之」
一九月廿八日大目付中ゟ左之通御廻状来
　　　野州辺浮浪之徒船ニ而海上乗逃
　　　之者も有之哉ニ付黒竜丸御船被
　　　指遣脱走之徒打留方之儀者勿論
　　　賊徒追討被　仰付候間其方ニも
A0143-01982_082
　　　罷越海陸共賊之巣穴をも相探
　　　不残誅滅候様可被致候渡海之船々
　　　差留方之儀者都而木下謹吾被指
　　　遣候節之通相心得右之趣御軍艦
　　　組之者江も可被申渡候事
　　　　九月
一十月朔日　御出殿之儀ニ付左之通被　仰出
　之
　　　御出殿有之節触出有之候処
　　　相止以来御目付ゟ口触斗之事
　　一御供揃之節触無之
　　　御玄関ニ而御貝吹筈ニ候間御供之
　　　面々　御玄関江罷出可申事
　　一御貝役呼出し
　　　御出殿之節々罷出指図之上御貝
A0143-01982_083
　　　吹候様申聞之
　　一御徒貝之内一人ツヽ罷出右同断
　　　御徒頭江申聞之
　　一御目付江　御出殿之節是迄御右
　　　筆部屋ゟ相触候向名元相渡以来
　　　口触為致候様申聞之
一十月三日高知荻野小四郎御家老職
　見習被　仰付
一十月四日　御在京中異変有之候節
　心得方之儀ニ付左之通被　仰出之
　　　異変有之節ハ早太鼓為打廻
　　　候間其節左之通可相心得事
　　一諸物頭以上并御側向之面々
　　　御屋形江出勤之事
　　一御座之間東　　　　　　　補兵隊
A0143-01982_084
　　一同南　　　　　　　　　　御書院番
　　　　　　　　　　　　　　　同子共
　　一御玄関前　　　　　　　　大御番
　　　　　　　　　　　　　　　同子供
　　一表御門内北之方　　　　　大炮方組共
　　　　　　　　　　　　　　　新御番
　　一同所南之方　　　　　　　同子共
　　　　　　　　　　　　　　　同格子共
　　一中之口揃　　　　　　　　御徒
　　一西通用御門内　　　　　　御目付組
　　一南通用御門内　　　　　　御持筒組
　　一表御門内南之方　　　　　御先筒組
　　　右之通相詰居御指図相待可申事
A0143-01982_085
　　一具足鎖胴服之内着用勝手次第
　　　之事
　　一得道具持参之事
　　一五調子貝ニ而勢揃之事
　　一押貝押太鼓ニ而操出之事
　　一鏞ニ而踏止之事
　　一御所御近火并御屋敷御近火
　　　之節早拍子木為打廻候間其節
　　　も右同断之事
　　　　但火事具勝手次第之事
一十月六日総督御旅館江重役御呼出御家老
　酒井与三左衛門罷出候処左之御書付被相渡之
　　　前大納言殿儀毛利大膳父子御征
　　　伐ニ付打手之惣督被相心得諸事
　　　可被致指揮旨被　仰出候ニ付近々爰許
　　　発途大坂表江被相越軍議可被致候
A0143-01982_086
　　　間諸藩家老衆来ル廿日迄ニ右表江
　　　罷出候様可被致候勿論近国之諸侯ハ
　　　都合次第自身被罷出候様被致度且
　　　右期日迄ニ国許ゟ難相越向ハ在京
　　　重役之内国事ニ関り候者可被差出
　　　事
　　　　十月
　　一旌旗小印等之図面夫々被指出候
　　　様致度事
　　一軍兵之惣数陪卒迄之人数共
　　　承知致度事
　　一御重役并隊々之長姓名承知致
　　　度事
　　一出張之道路并御国許ゟ防長迄之
　　　里数承知致度事
A0143-01982_087
　　一御国許出張ゟ着到迄ハ行程幾日
　　　程之日積ニ候哉承知致度事
　　一御軍令ハ関東ゟ着次第可相達
　　　事
　　一前大納言殿着陣之場所芸州
　　　広島ニ候事
　　一諸軍敵地江着到之地
　　　　附着到之日限攻口仕寄之日限
　　　右者於大坂表軍議之上可相達
　　　事
一十月六日総督ゟ御使者を以左之通申来
　　　前大納言殿事毛利大膳父子
　　　御征伐ニ付打手之惣督被相心得
　　　諸事可被致指揮旨尤越前守殿
　　　副将被　仰付候間被申合早々追伐
　　　可有之旨被　仰出候然共大任之儀其
A0143-01982_088
　　　上近来多病被罷成候ニ付被申立
　　　置候趣有之候処再応厚被蒙
　　　台命今度御請被申上候万端御相
　　　談無腹臓頼入被存候仍以使被申
　　　候
　右ニ付御使者御物頭葛巻庄兵衛を以左之通
　御答旁御頼被　仰進之
　　　前大納言様御儀毛利大膳父子征
　　　御伐ニ付打手之御惣督被為
　　　蒙
　　　台命候ニ付御請被　仰上候旨以御使
　　　被仰下不容易御配労之御儀与奉
　　　存候右ニ付段々御伝述之委細拝
　　　承仕候被為入貴念候次第奉恐苦候
　　　私儀兼而預御懇諭候ニ付而者猶此上
　　　宜御示教被成下候様奉願候右
A0143-01982_089
　　　御使之御答相願旁不取敢以使者
　　　得貴意候
一十月七日御用番松平伯耆守殿ゟ御呼出
　御留守居罷出候処去ル三日被差出候御伺書ニ
　左之通御附札を以御指図有之
一十月八日
　温恭院様七回御忌御茶湯御取延有之候
　処今朝於万福山御茶湯御執行有之
一十月八日左之通諸向江致通達候様御用人
　菅沼重記江御家老申聞之
　　　尾張前大納言様毛利大膳父子
　　　御征伐ニ付近々爰許御発途御下
　　　坂ニ相成候旨ニ付
A0143-01982_090
　　　殿様ニも其頃
　　　御下坂被遊筈ニ候京地　御発途
　　　御日限之儀ハ追而被　仰出筈ニ候間
　　　左様可被相心得候
一十月九日右同断
　　　長州
　　　御征伐出張之諸士比度之儀者指
　　　物不及用意候戦争之節ハ指物
　　　為代り白黒横段筋染木綿片
　　　襷ニ可相用事
　　一右同断諸士以下白浅黄段筋染
　　　木綿片襷ニ可相用事
一十月十日稲葉美濃守殿ゟ御呼出御留守居罷
　出候処左之御書付壱通并去ル七日被指出候御伺
　書ニ左之通御書取を以御指図有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江
A0143-01982_091
　　　毛利大膳父子始追討ニ付其方儀者
　　　九州江出張候様可被致候
　　　　十月
　　　越前守儀長防御征伐之副将被
　　　仰付候ニ付兵粮并兵器類伏見駅ゟ
　　　大坂迄運漕方之儀御用船御渡
　　　被成下候様奉願候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十月七日　　　　　　　島津十大夫
　　　　御書取
　　　　　　　覚
　　　　　書面御用船御貸渡之儀者難相整
　　　　　角倉与一木村宗右衛門相対を以及懸
　　　　　合候様可仕事
一十月十一日今度九州江御出張被　仰出候ニ付
A0143-01982_092
　小笠原大膳大夫殿小笠原近江守殿小笠原幸松丸殿江
　何角之御頼として御使者御留守居被指出之
一十月十一日伝　奏書記役ゟ左之通申来ル
　　　中川宮様　賀陽宮様与御改称
　　　之旨被　仰出候事
　　　朔平御門向イ藤堂様御固跡彦根様江
　　　被　仰付候事
　　　　十月十日
一十月十一日兵科局以来御軍帳局江附属算科局
　　以来御勘定所局中江附属被　仰付之
一十月十一日綿麻方役所被相止表御納戸方ニ而
　取扱候様被　仰付之
一十月十一日左之通申渡候様郡奉行高畠与五郎江
　御家老申渡之
　　　　　　　　　　　　　　新撰農兵
　　　　　　　　　　　　　　　百六拾八人之者共
A0143-01982_093
　　　御国并他国共御用ニ御遣被成他国御用
　　　中ハ新組同様之御充行五石弐人扶持
　　　被下置御国江相残り候者共ハ一ケ年俵
　　　四俵ツヽ被下置日割を以調練ニ罷出候様被
　　　仰付候
　　　　　　　　　　　　　　　農兵之者
　　　当七月十九日京都堺町御門御固場所江
　　　出張候者共農兵御免之上左之通被
　　　仰付候
　　一京都騒乱之節手負之者共療治代
　　　并当年限り米五俵被下置鉄炮胴乱
　　　致紛失候分ハ御用捨被成候
　　　　但疵之様子ニ寄農業等指支候者ハ其
　　　　　身一代一人扶持被下置候
　　一右同断之節相果候者共為供養料銀
　　　三百匁被下置跡荒子之内江被　召抱
A0143-01982_094
　　　候
　　一右同断之節同廿日迄ニ岡崎御屋敷江
　　　不罷帰逃歩行候者共押込被　仰付候
　　一右同断之節鉄炮致紛失候者共為過
　　　料金弐両弐歩上納被　仰付候
　　一右同断之節脇指致紛失候者共為過
　　　料金壱歩上納被　仰付候
　　一右同断之節胴乱致紛失候者共為過
　　　料金右同断
　　一此度農兵御免被成候付而者給米之儀
　　　当七月晦日迄月割ニ而被下置候
一十月十日一夕伝　奏飛鳥井殿江御呼出御留守居
　罷出候処左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　明十二日巳之刻参
　　　内之事
A0143-01982_095
一十月十二日五時御供揃ニ而一条様江被為　入
　御衣冠ニ　御召替　御参　内被拝
　竜顔　天盃　御頂戴御次江御下り非蔵人江
　御渡被成伝　奏衆御会釈ニ而
　御前江御進ミ伝　奏衆之御方江御向イ御平伏
　其節伝　奏衆左之通御達有之
　　　防長追討近々発向ニ付
　　　御賜之
　右　御頂戴再
　御前江御向イ　御平伏被成　御剣御持御退座
　御退朝掛ケ関白様御始　御廻勤
一十月十二日右同断ニ付本多興之輔并御家老
　御城代江　御書被成
一十月十二日来ル十八日　御発途伏見駅ゟ
　御乗船大坂表江被為　入候旨被　仰出之
一十月十三日稲葉美濃守殿江　御逢対
A0143-01982_096
　御勤
一十月十三日昨日御拝領物之為御届守護職并
　御老中所司代江御使者御使番被指出之
一十月十三日左之通所司代江御届書被指出之
　　　来ル十八日防長為追討越前守京
　　　地致進発候ニ付帰陣仕候迄定式勤
　　　向之儀不仕心得ニ御座候此段御届
　　　申上置候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十月十三日　　　　　　伊藤友四郎
一十月十三日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　御進発之節　御休泊之義別紙之
　　　通被　仰出候間　御着城ニ相成候面々
　　　且右御道筋之領分知行有之面々江
　　　可被相触候尤　御進発御供之面々江も
　　　為心得可被達候
A0143-01982_097
　　　　十月
　　　御昼休　　　　　　御泊
　　　　品川　　　　　　　川崎
　　　　神奈川　　　　　　程ケ谷
　　　　戸塚　　　　　　　藤沢　清浄光寺
　　　　平塚　　　　　　　大礒
　　　御昼御泊とも
　　　　小田原城
　　　御昼御泊共
　　　　箱根金剛院
　　　　三島　　　　　　　沼津城
　　　　原　　　　　　　　吉原　東泉院
　　　　蒲原　　　　　　　興津　清見寺
　　　御昼御泊とも
　　　　駿府御城
A0143-01982_098
　　　久能山　御参詣　駿府　御城江
　　　　徳音院
　　　帰御
　　　　岡部　　　　　　　田中城
　　　　金谷　　　　　　　掛川城
　　　　袋井　　　　　　　中泉村　陣屋
　　　御昼御泊共
　　　　浜松城
　　　御昼御泊共
　　　　荒井
　　　　二タ川　　　　　　吉田城
　　　　赤坂　　　　　　　岡崎城
　　　御昼御泊共
　　　　池鯉鮒
　　　　鳴海　　　　　　　名古屋城
　　　　稲葉　　　　　　　起
　　　　墨俣　　　　　　　大垣城
A0143-01982_099
　　　　垂井　　　　　　　関ケ原
　　　　醒井　　　　　　　彦根城
　　　　高宮　　　　　　　愛知川
　　　　武佐　　　　　　　守山
　　　　草津　　　　　　　膳所城
　　　　大津　　　　　　　伏見
　　　　　御昼御泊共　　　　御役宅
　　　　　　　　　　　　　淀城
　　　　橋本　　　　　　　枚方
　　　　佐田　　　　　　　大坂御城
　　　　　御昼御泊共　　　
　　　　　　　　　　　　　尼ケ崎城
　　　　瓦町　　　　　　　兵庫
　　　　多留見　　　　　　明石城
　　　　　御昼御泊共　　　　　
　　　　　　　　　　　　　加古川
　　　　御着姫路城
　　　今度　御進発ニ付大坂御城　御着座
A0143-01982_100
　　　并御征伐被為済　御凱陣之節御同所
　　　御着座御当日御供并在坂万石以上以下
　　　之面々登　城御祝儀可被申上候
　　　　但在坂之面々者麻上下着用其外
　　　　　御供等ニ而相越候面々者可為旅装之儘
　　　　　候
　　一病気之面々者伯耆守旅宿江使者可被差出候
　　一在国在邑之面々者隠居之分共承知之上
　　　其度々御留守月番之老中江飛札指
　　　越候様可被致候
　　一在府万石以上以下之面々者相達次第
　　　西丸江罷出御祝儀可被申上候
　　　　但病気幼少隠居之面々者御留守月番
　　　　　之老中江使者可被差出候
　　　　十月
A0143-01982_101
　　　　　覚
　　　今度　御進発ニ付御道中筋領分知
　　　行有之面々又者近辺ゟ
　　　御旅館江御祝儀申上　御機嫌伺献上
　　　物等仕候儀可為無用旨被　仰出候就而者
　　　老中伊豆守若年寄其外江為見廻
　　　使者飛札使等差越候儀者不及申用
　　　事之ため家来等差出候儀も堅く可為
　　　無用候
　　一御代官等道筋江罷出逢候儀且亦手代等
　　　差出候儀も右准シ可為無用尤寺院等も
　　　同前ニ相心得一切見廻等仕間敷候
　　　右之趣御道中筋ニ領分知行有之
　　　面々且　御宿城ニ相成候万石以上之
　　　面々江可被相達候事
　　　　十月
A0143-01982_102
一十月十四日総督尾張前大納言様為御下坂京地御発途
一十月十四日所司代ゟ御呼出御留守居罷出候処
　左之通御書付御渡有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　大炊御門右大将中山前大納言橋本
　　　中納言事兼而参
　　　朝御差止ニ付右御方々江御固被
　　　仰付置候処此度被成
　　　御免候跡代見廻組江被　仰付候間
　　　此段為心得申達候
　　　　十月
一十月十四日御供之面々江左之通御目付ゟ申
　通之
　　　来ル十八日
A0143-01982_103
　　　御下坂之節銘々腰兵粮持参之
　　　筈ニ候
　　一半月小旗所持無之面々者明十五日
　　　朝之内御武具方江請取ニ可被差出候
　　一御供之面々船割等之儀者
　　　御屋形内江張出し有之候間罷出
　　　相心得置可被申候
　　持馬有之面々江
　　　今度征長
　　　御船行可相成ニ付御家中馬為牽
　　　候ニ不及候間銘々持馬之儀此御屋敷江
　　　相残シ候共又者御国表江相返し候共
　　　勝手次第可被致旨ニ候間可被得其意候以上
　　　　十月十四日
一十月十四日夕稲葉美濃守殿ゟ御呼出御留守居
A0143-01982_104
　罷出候処去ル十二日被指出候御伺書ニ左之通御附
　札を以御指図有之
　　　毛利大膳父子追討ニ付越前守儀
　　　九州筋江出張候様被　仰出候ニ付而者
　　　小倉表江在陣仕居候間宜御座候哉
　　　此段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十月十二日　　　　　　島津十大夫
　　　　御附札
　　　　　可為伺之通候尤臨機進入之心得
　　　　　可有之候
一十月十五日御書院江左之通御張紙被指出之
　　　来ル十八日暁八時御供揃ニ而
　　　御発途被遊伏見駅
　　　御小休夫より
　　　御乗船ニ而大坂表江被為
A0143-01982_105
　　　入候御供之面々其旨可存者也
　　　　十月
　　　　　　　　　　　　　　御座船入
　　　　　　　　　　　　　　　御側御用人弐人
　　　　　　　　　　　　　　　御用人壱人
　　　　　　　　　　　　　　　御側向頭取弐人
　　　　　　　　　　　　　　　御小姓六人
　　　　　　　　　　　　　　　御近習番三人
　　　　　　　　　　　　　　　御医師弐人
　　　　　　　　　　　　　　　〆拾六人
　　　　　　　　　　　　　　外ニ
　　　　　　　　　　　　　　　御手筒
　　　　　　　　　　　　　　　御刀筒
　　　　　　　　　　　　　　　御手水箪笥
　　　　　　　　　　　　　　　御茶弁当
A0143-01982_106
　　　　　　　　　　　　　　　御鎗
　　　　　　　　　　　　　　　御挑灯
　　　　　　　　　　　　　　　御両掛壱荷
　　　　　　　　　　　　　　　〆
　　　　　　　　　　　　　　御座船附
　　　　　　　　　　　　　　　御用人弐人
　　　　　　　　　　　　　　　御目付弐人
　　　　　　　　　　　　　　　御小姓五人
　　　　　　　　　　　　　　　御近習番拾弐人
　　　　　　　　　　　　　　　御右筆壱人
　　　　　　三艘　　　　　　　御貝役壱人
　　　　　　　　　　　　　　　御医師五人
　　　　　　　　　　　　　　　　但薬籠壱荷
　　　　　　　　　　　　　　　御帳付壱人
　　　　　　　　　　　　　　　御右筆部屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　御坊主壱人
　　　　　　　　　　　　　　　奥野坊主弐人
A0143-01982_107
　　　　　　　　　　　　　　　御茶方壱人
　　　　　　　　　　　　　　　御大用替壱人
　　　　　　　　　　　　　　　〆三拾三人
　　　　　　　　　　　　　　御次船入
　　　　　　　　　　　　　　　御家老中弐人
　　　　　　　　　　　　　　　　　家来四人ツヽ
　　　　　　　　　　　　　　　岡部豊佐
　　　　　　　　　　　　　　　　　家来四人
　　　　　　　　　　　　　　　御内御右筆弐人
　　　　　　壱艘　　　　　　　坂野壮九郎
　　　　　　　　　　　　　　　奈良元作
　　　　　　　　　　　　　　　林矢五郎
　　　　　　　　　　　　　　　〆弐拾人
　　　　　　　　　　　　　　　千本藤左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　　同組
　　　　　　　　　　　　　　　葛巻庄兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　　　同組
A0143-01982_108
　　　　　　　　　　　　　　　御供頭三人
　　　　　　　　　　　　　　　　　家来三人
　　　　　　同　　　　　　　　同差添弐人
　　　　　　　　　　　　　　　　　同弐人
　　　　　　　　　　　　　　　表小姓六人
　　　　　　　　　　　　　　　　　同六人
　　　　　　　　　　　　　　　御使番四人
　　　　　　　　　　　　　　　　　同四人
　　　　　　　　　　　　　　　御貝役壱人
　　　　　　　　　　　　　　　　御貝持壱人
　　　　　　　　　　　　　　　〆三拾弐人
　　　　　　同　　　　　　　　御近習番八人
　　　　　　　　　　　　　　　　　家来廿三人
　　　　　　　　　　　　　　　御右筆壱人
　　　　　　　　　　　　　　　御徒目付弐人
　　　　　　　　　　　　　　　御帳付壱人
　　　　　　同　　　　　　　　御右筆部屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　御坊主壱人
A0143-01982_109
　　　　　　　　　　　　　　　御案内壱人
　　　　　　　　　　　　　　　手明御小人六人
　　　　　　　　　　　　　　　押之者四人
　　　　　　　　　　　　　　　〆弐拾六人
　　　　　　　　　　　　　　　大鳥毛
　　　　　　　　　　　　　　　御長刀
　　　　　　同　　　　　　　　御傘
　　　　　　　　　　　　　　　御手傘御菅笠
　　　　　　　　　　　　　　　持人共弐拾七人
　　　　　　　　　　　　　　　御駕
　　　　　　　　　　　　　　　御駕之者拾五人
　　　　　　同　　　　　　　　御目付物書
　　　　　　　　　　　　　　　出用人
　　　　　　　　　　　　　　　〆
A0143-01982_110
　　　　　　　　　　　　　　　御甲箱才領共
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五人
　　　　　　同　　　　　　　　御具足櫃才領共
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三人
　　　　　　　　　　　　　　　大韜韊一御小人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弐人
　　　　　　　　　　　　　　　御挑灯持拾人
　　　　　　　　　　　　　　　〆弐拾人
　　　　　　　　　　　　　　　御羽織箱才領持人共
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三人
　　　　　　　　　　　　　　　御跡箱才領持人共
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四人
　　　　　　　　　　　　　　御膳所
　　　　　　　　　　　　　　　両掛御狭箱才領持人共
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三人
　　　　　　同　　　　　　　　御台所向五人
　　　　　　　　　　　　　　　御手筒玉箱壱荷
　　　　　　　　　　　　　　　　　持人弐人
A0143-01982_111
　　　　　　　　　　　　　　　〆拾七人
　　　　　　　　　　　　　　　御小弁当両掛持人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弐人
　　　　　　　　　　　　　　御右筆部屋
　　　　　　　　　　　　　　　両掛御狭箱壱荷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　才領持人共三人
　　　　　　同　　　　　　　　御床机持人壱人
　　　　　　　　　　　　　　　両掛御狭箱才領持人共
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三人
　　　　　　　　　　　　　　　御茶弁当台持
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　壱人
　　　　　　　　　　　　　　　御挑灯持人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八人
　　　　　　　　　　　　　　　〆拾八人
　　　　　　同　　　　　　　　御挑灯大目籠壱
　　　　　　　　　　　　　　　持人三拾人
　　　　　　　　　　　　　　　〆
A0143-01982_112
　　　　　　　　　　　　　　御座船入
　　　　　　同　　　　　　　　御側御用人始
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　家来三拾三人
　　　　　　弐艘　　　　　　　御家中惣供
　　　　　　　　　　　　　　　六拾四人
　　　　　　　　　　　　　　　御書院番始
　　　　　　一艘　　　　　　　御坊主迄御貸人
　　　　　　　　　　　　　　　五人合ニ壱人ツヽ之積り
　　　　　　　　　　　　　　　弐拾六人
　　　　　　伏見ゟ陸両側　　　補兵隊三拾三人
　　　　　　御警衛枚方迄　　　御徒頭壱人
　　　　　　夫ゟ乗船　　　　　御徒三拾人
　　　　　　伏見ゟ枚方迄乗船　御書院番三拾人
　　　　　　夫ゟ陸両側御警衛　新番頭壱人
A0143-01982_113
　　　　　　大坂迄　　　　　　新番三拾弐人
（以下、「　」内は抹消）
「一十月十五日近々　御発途ニ付為御暇乞左之
　　御方々江　御勤
　　　　　　　　　　　　　　　賀陽宮
　　　　　　　　　　　　　　　山階宮
　　　　　　　　　　　　　　　近衛前関白様
　　　　　　　　　　　　　　　同内大臣様
　　　　　　　　　　　　　　　一橋様
　一十月十六日右同断ニ付左之御方々江　御勤
　　　　　　　　　　　　　　　二条様
　　　　　　　　　　　　　　　飛鳥井殿
　　　　　　　　　　　　　　　野々宮殿
　　　　　　　　　　　　　　　松平肥後守殿
　　　　　　　　　　　　　　　松平越中守様」
一十月十七日　御出張中左之通被　仰付候ニ付御目付
A0143-01982_114
　共ゟ御諸手江申通之
　　　　　定
　　　此度
　　　御出張中御旗本を始御諸手
　　　御陣所内外昼夜廻り方之儀左之通
　　　被　仰出候間厳重相心得自然相変
　　　事有之候ハヽ其手之組頭御目付江早々
　　　可被相達候事
　　　　但廻り場所之儀ハ其所ニ応し其節々
　　　　　可被　仰出事
　　　　　昼　　　　　　　　　五時
　　　　　　　　　　　　　　　八時
　　　　　　　　　　　　　　　五時
　　　　　　　　　　　　　　　四時
　　　　　夜　　　　　　　　　九時
　　　　　　　　　　　　　　　八時
A0143-01982_115
　　　　　　　　　　　　　　　七時
　　　　　　　　　　　　　　　六時
　　　右刻限之通御旗本者御書院番組
　　　補兵隊新番組之内ニ而三人或ハ五人
　　　斗宛申合相勤御諸手之一同二大炮手之
　　　儀も右之心得を以御番士同子弟輩之
　　　面々一手毎ニ申合相勤可申事
　　　　　昼　　　　　　　　　四半時
　　　　　　　　　　　　　　　七半時
　　　　　　　　　　　　　　　六半時
　　　　　　　　　　　　　　　五半時
　　　　　夜　　　　　　　　　四半時
　　　　　　　　　　　　　　　九半時
　　　　　　　　　　　　　　　八半時
　　　　　　　　　　　　　　　七半時
　　　右刻限之通御旗本者御側物頭御持物頭
A0143-01982_116
　　　組之者共ニ而三人或ハ五人斗ニ而為相勤
　　　御諸手ノ一同二大炮手之儀も右ニ準し
　　　組之者共其手毎ニ申付為相勤可申
　　　事
　　一時触拍子木之事
　　　　昼夜半時毎ニ御旗本ゟ拍子木
　　　　打廻り候事
　　一御陣所廻り御番人之事
　　一御本陣ハ　御旗本ニ而相固可申事
　　一御本陣之外御諸手陣取廻り者其
　　　手々々ニ而相固可申事
　　一右当番之面々平士ハ得道具持参
　　　組之者ハ鉄炮持参之事
　　一半日半夜ツヽニ而当番代り合可申事
　　　其節昼廻り夜廻りゟ直ニ当番相
　　　勤候儀勝手次第之事
A0143-01982_117
　　　　〆
（以下、「　」内は抹消）
「一十月十七日所司代江左之通御達書被指出」
A0143-01982_118
一十月十七日所司代ゟ御呼出御留守居下役罷出
　候処左之御書付壱通御渡有之
　　　不日長征発向ニ付而者九門内者不
　　　及申七口并市中一段厳重ニ見廻り
　　　夫々御警衛之儀被　仰出候尤浮説流
　　　言拘泥致間敷旨茂被　仰出候間聊
　　　等閑之儀無之様厚可被心得候
　　　　十月
一十月十八日［暁九時］岡崎御屋敷　御発途伏見駅ゟ
　淀川通り　御乗船七ツ時過　御着坂［御旅館寺町鳳林寺］
A0143-01983_001
（表紙）
元治元年甲子
　茂昭様御代　下
　　　　　　　　　　読合済
A0143-01983_002
（本文）
一十月十九日　御旅館江諸隊長御呼出今度
　従　公辺被　仰出候御軍令条堅相守候様
　御意有之御書付ハ御家来ゟ相渡之畢而
　於仮御用部屋諸隊長江左之通御家老
　酒井与三左衛門書付相渡之
A0143-01983_003
　於　御前御渡
　　　　　定
　　一其手并其組を離れ下知なくして
　　　一切罷出申間敷事
　　　　但無拠用事有之時者其旨頭々
　　　　　江相達可任指図事
　　一組頭并頭々之指図ニ　ひ私之異見
　　　を立申間敷事
　　　　但存附有之候ハヽ其筋を以可申達
　　　　　事
　　一乱妨狼籍并放火致間敷事
　　一備押定之如く前後致間敷事
　　一陣取之儀奉行渡次第異儀ニ及間
　　　敷事
　　一於陣中馬を放候ハヽ為過銭代物
　　　壱貫文可取事
A0143-01983_004
　　　右之条々相背族於有之者速ニ可処
　　　厳科者也仍如件
　　　　元治元甲子年十月
　　　於御用部屋
　　　　　定
　　一押寄者貝太鼓踏留者鉦可用相図ハ
　　　一手毎ニ貝を以可継事
　　一先手押行於途中変ル事あら者
　　　貝を以後陣江可告知事
　　一宿陣之暁一番貝惣手起二番貝
　　　兵稂三番貝諸勢之面々前ニ可揃
　　　打立者貝を以可告知事
　　一各備堅固相守他備江往来致間
　　　敷事
　　一本陣并諸手横合之敵等有之時者
A0143-01983_005
　　　鉦を以告へし其節踏留り下知を
　　　守り卒爾ニ懸り合申間敷事
　　一出火之節ハ其手切可消下知なくし
　　　て他之手より駈集るへからさる事
　　一陣中乱酒高声致間敷事
　　一物前兵粮番手を分ち片番ツヽ食し
　　　可申事
　　一夜討之刻番手之外下知なくして
　　　猥り立騒申間敷事
　　一何れ之手先及合戦候共二手者立堅
　　　可守其期事
　　一私之魁并場所違ひ之働致間敷
　　　事
　　一喧嘩口論致間敷事
　　一博奕賭之勝負堅く禁制之
　　　事
A0143-01983_006
　　一帰服之敵加憐不可為無礼事
　　一無断人家江立入并押買堅禁止
　　　之事
　　　右之条々堅可相守若於相背ハ可為
　　　曲事者也
　　　　元治元申子年十月
一十月廿日御老中稲葉美濃守殿ゟ御呼出
　御留守居罷出候処去月二日同五日被指出候御伺
　書ニ左之通御附札を以御指図有之
　　一淀川筋并大坂ゟ海上御軍艦拝借
　　　并荷物舟水主等御世話被成下候
　　　事
　　一陸地搬運之事
　　一大坂宿陣所之事
　　一兵稂并陣具ニ相用候竹木草鞋等ニ
A0143-01983_007
　　　至迄沿道諸国ニ而用意之事
　　一大炮拝借之事
　　　　并弾薬等并附属道具等之事
　　　右之条々於
　　　公辺夫々御指図被成下候御儀ニ奉存候
　　　得共尚又奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　九月二日　　　　　　　島田近江
　　　　　覚
　　一野戦六斤迦灼　　　十二門
　　一同　十二栂忽炮　　四門
　　　右弾薬并附属之諸器等御取揃拝
　　　借相願申候
　　　　但弾薬ハ一門ニ付百放之割を以御渡
A0143-01983_008
　　　　　弾薬車も御添被下候様
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　九月五日　　　　　　　雨森儀右衛門
　　　　御書取
　　　　　初ケ条御軍艦之儀者追而可相達
　　　　　候事
　　　　　式ケ条陸地搬軍之儀者自分手
　　　　　当之積可相心得候事
　　　　　四ケ条兵粮之儀者最寄々々御代官
　　　　　ニ而取調候筈ニ付其所ニおゐて
　　　　　指図受差支無之様可致候且又
　　　　　松明篝木草鞋其外最寄村々江
　　　　　兼而用意為致置候事ニ付委
　　　　　細触面之通可相心得候
　　　　　五ケ条大炮之儀者申立之通野
　　　　　戦炮十六門弾薬附属品共拝借
A0143-01983_009
　　　　　被　仰付候間御鉄炮玉薬奉行
　　　　　可承合候事
一十月廿一日左之通総督府江御伺被成候処
　即日御附札を以御差図有之
　　　今度長州下之関口討手之指
　　　揮被　仰付候ニ付而者尤一々
　　　惣督府之御指図可伺候得共差
　　　掛り候儀ニ而伺候日間無之節ハ
　　　臨機之了簡を以取仕切指図
　　　仕候而不苦御座候哉
　　　　御附札
　　　　　伺之通可仕候
A0143-01983_010
（以下、「　」内は抹消）
「一十月廿一日九州筋寄手之諸侯方重役
　御旅館江集会軍議有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平美濃守様御家老
　　　　　　　　　　　　　　　　大音兵部
　　　　　　　　　　　　　　　細川越中守様御家老
　　　　　　　　　　　　　　　　小笠原一学
　　　　　　　　　　　　　　　同道
　　　　　　　　　　　　　　　　道家角左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　松平肥前守様御留守居
　　　　　　　　　　　　　　　　中島弥大夫
　　　　　　　　　　　　　　　立花飛驒守殿家老
　　　　　　　　　　　　　　　　由布安芸
　　　　　　　　　　　　　　　同道
　　　　　　　　　　　　　　　　宮川藤三郎
　　　　　　　　　　　　　　　小笠原左京大夫殿家老
　　　　　　　　　　　　　　　　喜田村修蔵
　　　　　　　　　　　　　　　同道
　　　　　　　　　　　　　　　　田中孫兵衛
A0143-01983_011
　　　　　　　　　　　　　　　奥平大膳大夫殿留守居
　　　　　　　　　　　　　　　　須田五郎左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　小笠原幸松丸殿留守居
　　　　　　　　　　　　　　　　志水五右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　小笠原佐渡守殿留守居
　　　　　　　　　　　　　　　　山田直輔
　　　　　　　　　　　　　　　黒田甲斐守殿留守居
　　　　　　　　　　　　　　　　内藤熊蔵
　　　　　　　　　　　　　　　小笠原近江守殿
　　　　　　　　　　　　　　　　重役留守居共
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不参
一十月廿二日御登　城御軍議有之
一十月廿二日左之通御目付ゟ御諸手江申通之
　　　　　出帆日割
　　一酒井与三左衛門手　　　　十月廿七日
　　一御旗本御先立　　　　　　同断
A0143-01983_012
　　一酒井外記手　　　　　　　十月廿八日
　　一大炮方　　　　　　　　　同断
　　　右乗組之儀者出帆前日与相心得可申
　　　事
　　一御座船并御附添船江乗組候御供
　　　之面々具足櫃并鉄炮之類
　　　御乗船前々日迄ニ中ノ島御屋敷迄
　　　指出可申事
　　　　但銘々姓名札相附可申事
　　一同断之面々蒲団等之儀ハ乗込候
　　　当朝六半時迄ニ同所迄指出可申
　　　事
　　　　但右同断
　　　　〆
　　　御座船并御附添船ニ乗組候面々
　　　家来従者之分ハ御先江為致出
A0143-01983_013
　　　帆候筈ニ付御出帆御当日迄無拠残
　　　置候家来左之通
　　　　御家老中壱人　　家来弐人
　　　　御備奉行壱人　　右同断
　　　　御側御用人弐人　家来壱人ツヽ
　　　　御用人六人　　　右同断
　　　　御奉行壱人　　　右同断
　　　　御側向頭取弐人　右同断
　　　　御目付壱人　　　右同断
　　　　御側物頭壱人　　右同断
　　　　御持物頭壱人　　右同断
　　　　御供頭三人　　　右同断
　　　　御医師三人　　　右同断
　　　右之通ニ付勤向差支候ハヽ夫人足之内を以
　　　手合可申事
　　　御座船乗之面々九拾七人名元
A0143-01983_014
　　　略之
　　　御座船并御附添船共乗組之面
　　　々船入之品心得左之通
　　一具足櫃
　　　　但具足櫃代り両掛持参候共勝手次第
　　　　一背負櫃ニ而着増等難入分ハ別包ニ致
　　　　　候而も不苦候事
　　一鎗鉄炮之類
　　一五幅蒲団壱枚ツヽ
　　　　但小夜着様之ものニ而も勝手次第
　　　右之外無拠少々之品家来乗組
　　　之船江積込候儀ハ勝手次第之事
　　　　但積込陸揚等も銘々家来ニ而取斗
　　　　　可申事
　　　　　〆
　　　　　御座船并御附添船之外前後
A0143-01983_015
　　　　　船行之面々船入品心得左之通
　　一具足櫃
　　　　但右同断
　　一鎗鉄炮之類
　　一五幅蒲団一枚ツヽ
　　　　但右同断
　　　右之外無拠少々之品船積之儀者
　　　勝手次第之事
　　　　但積込陸揚等も銘々家来ニ而取斗
　　　　　可申事
　　　　　〆
一十月廿五日来月二日　御発船可被成旨被
　仰出之
（以下、「　」内は抹消）
「一十月廿六日細川越中守様ゟ左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　小倉援兵
　　　　　　　　　　　　　　　備頭
　　　　　　一手　　　　　　　　沼田勘解由
A0143-01983_016
　　　　　　　　　　　　　　　番頭
　　　　　　　　　　　　　　　　志水久馬助
　　　　　　　　　　　　　　　　寺尾九郎左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　田中八郎兵衛
　　　　　惣人数二千五百余
　　　　右之通八月十六日ゟ出張仕居申候
　　　　　　　　　　　　　　　家老
　　　　　　一手　　　　　　　　有吉将監
　　　　　　　　　　　　　　　番頭
　　　　　　　　　　　　　　　　弐人
　　　　　　　　　　　　　　　備頭
　　　　　　一手　　　　　　　　溝口蔵人
　　　　　　　　　　　　　　　番頭
　　　　　　　　　　　　　　　　弐人
　　　　　　　　　　　　　　　家老
　　　　　　一手　　　　　　　　長岡帯刀
　　　　　　一手　　　　　　　　細川豊前守
A0143-01983_017
　　　　　　　　　　　　　　本陣
　　　　　　　　　　　　　　　舎弟
　　　　　　　　　　　　　　　　長岡良之助
　　　　　　殿　　　　　　　　　一門之内一手
　　　　右働人数凡一万内外ニ茂可有御座哉余之
　　　　見込ニ付治定之儀者於小倉可申上候事
　　　　　十月廿六日」
一十月廿八日於　御旅館従　公辺被　仰出
　候　御軍令　御下知状并船中法則左之通御張
　出有之
　　御軍令
　　　　　条々
　　一今度毛利大膳為征伐進発ニ付旗
　　　下并諸軍勢万事相慎不作法之
　　　儀無之様下々ニ至迄入念可申事
　　一喧嘩口論堅令停止之若違背
A0143-01983_018
　　　之輩有之於てハ理非を論せす双方
　　　成敗すへし或者親類縁者之因を
　　　存し或者傍輩知音之好に依り
　　　荷担之族是あるにおゐてハ其科
　　　本人より重かるへきの旨急度是
　　　を申付へく自然容赦せしむるに
　　　於てハ後日相聞なといへとも其主人
　　　重科たるへき事
　　一軍中相討堅禁制たるへし若止
　　　事を得す相討する時ハ慥成証人
　　　を立可申事
　　一先手を指越仮令高名せしむると
　　　いへとも軍法に背く上ハ重科に処
　　　すへき事
　　　　但先手江相断すして物見に出へか
　　　　　らさる事
A0143-01983_019
　　一子細なくして他之備江相交る族於
　　　有之ハ武具馬具共是を取るべく
　　　若其主人意儀に及はゝ可為曲事
　　　事
　　一人数押之時不可脇道之旨堅可申付
　　　若猥ニ通輩者曲事たるへき事
　　一地形又者敵之機に応し時宜之指揮
　　　可有之間此旨兼而可心得事
　　一降人生捕候者猥ニ不可殺害候事
　　一諸事奉行人之申旨不可違背
　　　事
　　一時之使として如何様之者指遣す
　　　とへとも不可違背事
　　一持鎗持筒者可為軍役之外長柄
　　　さし置持すへからさる事
　　　　但長柄之外持するにおゐてハ主人
A0143-01983_020
　　　　　馬廻り壱本たるへき事
　　一陣中ニ於て馬を取放すへからさる
　　　事
　　一田畠作毛を苅取或者竹木切り取
　　　事堅令停止附押買狼藉すへ
　　　からす若違輩之族有之おゐてハ
　　　可為曲事事
　　一小荷駄押ハ右之方ニ付可相通軍
　　　勢に交らさる様兼而より堅可申付
　　　事
　　一船渡之儀他之備に相交らす一手を
　　　たるへき事
　　一下知なくして陣払并人返し之儀一切
　　　停止之事
　　　右之条々堅く可守此旨此外裁下知
　　　状者也
A0143-01983_021
　　　　元治元年十月
　　　　　御黒印
　　　　　〆
　　　　御下知状
　　　　　覚
　　一御軍役之人馬員数之儀ハ慶安之
　　　度御定之通ニ候得共大小銃ハ増加可致
　　　事勿論ニ候事
　　　　但弓隊之儀者勝手次第たるへき事
　　一御行列前後之次第堅可相守若
　　　猥なる輩有之ニおゐてハ曲事たる
　　　へき事
　　一御先手之大名一日代り可相勤候右ニ
　　　准し毎隊之先鋒も申合番代り可
　　　相勤事
A0143-01983_022
　　一押前之時用事有之行列を離れ
　　　候ハヽ其趣其筋江相断器械僕従ハ其
　　　場江残し通用事終て速ニ馳付行
　　　列ニ馳付へし若病人有之節ハ
　　　慥之証人相立其筋江断置可申
　　　若証人又者断なくして後れ候者ハ
　　　厳科ニ処せらるへき事
　　一押前之時山谷林森等之所ハ敵方ゟ
　　　伏兵可有之も難斗候間諸隊心
　　　付通行致すへき事
　　一騎馬之者用所有之時ハ必す馬を脇江
　　　ひかせ用を調へ追付乗へき事
　　一馬に沓を懸させ候節ハ道脇江乗かけ
　　　沓を掛本の馬次江並ひ乗へし其後
　　　如前乗入るへき事
　　一馬はりつく時ハ後の馬道脇江乗か
A0143-01983_023
　　　け前の次江可乗其後追付可乗入
　　　事
　　一乗馬小荷駄共持主之名前何番隊
　　　と申事相記候札立聞之辺江結付可
　　　申事
　　一軍中におゐて若馬を取り放つ者者
　　　過料を出させ口取ハ其品により可為
　　　沙汰事
　　一御陣中物静に可致候たとへ何様之
　　　儀有之といへ共下知なくして立騒く
　　　へからさる事
　　一御宿陣にて毎夜四方江篝火を焚キ
　　　御先手番兵之者二三人ニて遠見番
　　　相勤可申篝火の人夫者陣場奉行ゟ
　　　差出薪ハ御代官ゟ指出可申事
　　　　但御宿陣四方に限らす毎隊ニて焚候も
A0143-01983_024
　　　　　不苦候事
　　一毎夜寝す番ハ一隊を十分一之心得ニ而
　　　寝す番致し巡邏懈怠なく相勤可
　　　申候
　　　　但頭支配ハ節々相廻り毎隊之番兵も
　　　　　是に准し昼夜守衛専一之事
　　一御陣中火の用心油断あるへからす
　　　尤火事之儀者別而入念取扱昼夜ニ
　　　限らす番兵厳重付置相守可申若
　　　誤ち有之節ハ曲事たるへき事
　　一御陣所跡者麁略之儀無之用毎隊
　　　所向隊長之面々急度心付組支配
　　　下々ニ至迄厳重可申付事
　　一陣中味方之変を聞或者敵之様子
　　　を聞候者ハ昼夜に不限早速其筋江誰江
　　　可申事
A0143-01983_025
　　一夜討并忍之者警衛無油断可相
　　　嗜敵方之様子者昼夜に限らす穿
　　　鑿致し其様子ニ寄指図之次第可有
　　　之間諸向遠見并間者者懈怠なく
　　　相遣し置敵之様子相探らせ可申
　　　事
　　一謀書矢文捨文張所有之節ハ
　　　見付候人其儘にて大小御目付江相達
　　　可申事
　　一諸向并頭支配者勿論下々に至まて
　　　公用なくして互ニ往来致候儀無
　　　用たるへき事
　　一銘々得道具ハ勿論御貸渡し相成
　　　候器械損失有之節ハ早速其筋江
　　　可申出若器械損失の為後れを取
　　　候輩有之ニおゐてハ曲事たるへき
A0143-01983_026
　　　事
　　一落人之儀ハ男女幼少之者に限らす
　　　即刻搦捕指出すへし若隠し置
　　　者有之におゐてハ曲事たるへき
　　　事
　　一陣中におゐて伝染病相煩候者有
　　　之節ハ小屋内に指置申間敷早速
　　　其旨其筋江相断薬用手当可申付事
　　一御出征中ハ親族之忌服受へか
　　　らさる事
　　　　但父母之忌ハ三日勤番可相除事
　　一毎日夕七ツ時御本陣におゐて大小
　　　御目付より合詞合印を指向頭支配
　　　主人江申渡し即刻諸向并面々之
　　　頭支配下々之者江申渡すへき事
　　　　但時宜ニ依り本文に拘るへからさる
A0143-01983_027
　　　　　事
　　　右之条々於違背之族者随料之軽
　　　重可被処厳科之旨依　仰執達如
　　　件
　　　　元治元年十月　　　　　因幡守
　　　　　　　　　　　　　　　豊後守
　　　　　　　　　　　　　　　伯耆守
　　　　　　　　　　　　　　　美濃守
　　　　　　　　　　　　　　　備前守
　　　　　　　　　　　　　　　和泉守
　　　　　飛船中法則
　　一船中ハ陸行と違諸事不自由と
　　　可改事
　　一食事ハ焚出方ゟ配当に随ひ前
　　　後を争ひ申間敷事
A0143-01983_028
　　一何港江入津碇泊候共御指図無之
　　　内猥ニ上陸致間敷事
　　一上陸之節頭々引纏列を離れ申
　　　間敷事
　　一火之用心第一之事
　　　〆
　　　　蒸気船
　　　　　船中法則
　　一船中ハ陸行と違ひ諸事不自由と
　　　可改事
　　一昼夜共二時ツヽ士分五人ツヽ甲板上当
　　　番之事
　　一運用中ハ勿論碇泊中も猥ニ甲板上江
　　　出申間敷事
　　一船中食事者三組ニ分ち賄方ゟ仕向
　　　次第混雑無之用可致事
A0143-01983_029
　　一朝起候ハヽ一組ツヽ甲板上江出海水ニ而顔を
　　　洗ひ常水ハ口嗽之外猥ニ不可費事
　　一何港江入津碇泊候共於指図無之内
　　　猥りニ上陸致へからす事
　　一上陸之節者其手頭引纏ひ出入共当
　　　番江相届可申事
　　一火之用心第一之事
　　一不浄所ハ格別気を付汚穢不致様
　　　可心付事
　　　　〆
一十月廿八日左之通御張出ニ而諸向江申通候様御目付江
　　御家老申聞之
　　　　　御乗船場湊橋小倉屋敷前
　　一御座船乗組之面々左之通相心得可
　　　申事
　　　　一具足櫃并武器類　御乗船前々日
A0143-01983_030
　　　　　朝六半時迄ニ大和橋詰迄持出可申事
　　　　一夜具之分ハ前日朝六半時迄ニ同所迄持出
　　　　　可申事
　　　　　　但姓名札左之通附指出可申事
　　　　　　　　御座船入　　何之誰
　　　　　　　何番
　　　　　　　　御附添船入　同断
　　一御附添船乗組之面々左之通可相心得
　　　事
　　　　一具足櫃并武器類夜具共　御乗船
　　　　　之前日朝六半時迄ニ大和橋詰迄持出
　　　　　可申事
　　　　　　但壱艘毎ニ二人ツヽ申談番人附置
　　　　　　　可申事
　　　　　　〆
一十月廿八日御諸手乗組船割左之通
A0143-01983_031
　　　　　酒井与三左衛門手
　　　　惣人数七百六拾人
　　　　　此飛船廿七艘
　　　　　外ニ四百石積本船式艘　　小荷駄方
　　　　　酒井外記手
　　　　惣人数七百九拾壱人
　　　　　此飛船三拾艘
　　　　　外ニ六百石積本船壱艘　　小荷駄方
　　　　　　　四百石積本船壱艘　
　　　　　　　
　　　　　御旗本
　　　　惣人数千五百三拾三人
　　　　　此飛船五拾弐艘
　　　　　内六艘蒸気船附
　　　　　外ニ千石積本船壱艘　　　小荷駄方
　　　　　　　六百廿石積本船壱艘　　　　　　　　　
A0143-01983_032
　　　　　大炮隊
　　　　惣人数五百六拾弐人
　　　　　此飛船弐拾壱艘
　　　　　外ニ九百石積本船壱艘　　小荷駄方
　　　　　　　四百三拾石積本船壱艘　
　　　　　
一十月廿八日先達而惣督ゟ御達之儀ニ付左之通
　被指出之
　　一纒　四半ニ朱ノ丸地白
　　一小馬印　黒鳥毛
　　一大馬印　銀ノ棒上ニ黒鳥毛
　　一旗　　　黒地ニ白ノ半月
　　一大炮方旗［上下白中黒上之白キ処ニ黒ニ而葵紋有］
　　一袖印　　白地ニ黒ノ半月
　　一使番指物
　　一指物代り　たすき木綿段染
　　一旗本船印
A0143-01983_033
　　（図有り）
　　一船小印旗　黒地白葵紋上ニ角取紙
　　一船印　［上下赤中白其処ニ朱ニ而葵紋有］
　　　　　覚
　　　軍兵并陪卒迄惣人数
　　　七千人
　　一重役番頭物頭姓名
　　　　　　　　　　　　　　重役
　　　　　　　　　　　　　　　本多修理
　　　　　　　　　　　　　　　酒井外記
　　　　　　　　　　　　　　　酒井与三左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　岡部豊佐
　　　　　　　　　　　　　　　山県克之助
　　　　　　　　　　　　　　　松平貫之助
A0143-01983_034
　　　　　　　　　　　　　　　芦田信濃
　　　　　　　　　　　　　　　大谷丹下
　　　　　　　　　　　　　　　本多源四郎
　　　　　　　　　　　　　　　酒井十之丞
　　　　　　　　　　　　　　　毛受鹿之助
　　　　　　　　　　　　　　番頭
　　　　　　　　　　　　　　　岡部造酒助
　　　　　　　　　　　　　　　芦田源十郞
　　　　　　　　　　　　　　　宇都宮勘解由
　　　　　　　　　　　　　　　大宮藤馬
　　　　　　　　　　　　　　　中根牛介
　　　　　　　　　　　　　　　渋谷弥税
　　　　　　　　　　　　　　　佐野小太郎
　　　　　　　　　　　　　　　雨森右膳
　　　　　　　　　　　　　　　菅沼重記
　　　　　　　　　　　　　　　斎藤民部
A0143-01983_035
　　　　　　　　　　　　　　　北川亘之助
　　　　　　　　　　　　　　　水野小刑部
　　　　　　　　　　　　　　　磯野左近
　　　　　　　　　　　　　　　飯田主税
　　　　　　　　　　　　　　　富永浜之助
　　　　　　　　　　　　　　　西尾久作
　　　　　　　　　　　　　　　相馬精之進
　　　　　　　　　　　　　　　秋田長之丞
　　　　　　　　　　　　　　　美濃部八十次郎
　　　　　　　　　　　　　　　大宮左門
　　　　　　　　　　　　　　　花木壮太郎
　　　　　　　　　　　　　　　海福孫八
　　　　　　　　　　　　　　　渡辺早太
　　　　　　　　　　　　　　物頭
　　　　　　　　　　　　　　　高田孫左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　大井弥十郎
A0143-01983_036
　　　　　　　　　　　　　　　鈴木平馬
　　　　　　　　　　　　　　　浅井権十郞
　　　　　　　　　　　　　　　真杉所左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　中根新左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　皆川平右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　川瀬次郎右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　千本藤左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　堀権之助
　　　　　　　　　　　　　　　葛巻庄兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　相沢八郎左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　梯治部左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　笹川藤内
　　　　　　　　　　　　　　　杉浦幸右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　掘武左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　松原信太郎
　　　　　　　　　　　　　　　大谷儀左衛門
A0143-01983_037
　　　　　　　　　　　　　　　今立五郎大夫
　　　　　　　　　　　　　　　大関麓
　　　　　　　　　　　　　　　蜷川林左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　出淵伝之丞
　　　　　　　　　　　　　　　榊原幸八
　　　　　　　　　　　　　　　円乗彦蔵
　　　　　　　　　　　　　　　長谷川八十郞
　　　　　　　　　　　　　　　西尾十左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　多喜田藤内
　　　　　　　　　　　　　　　長谷川源之丞
　　　　　　　　　　　　　　　内田閑平
　　　　　　　　　　　　　　　荻野左十郞
　　　　　　　　　　　　　　　八木郡右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　田中伝左衛門
　　　　　　　　　　　　　　〆
A0143-01983_038
一十月廿九日　御参勤御時節御伺之儀ニ付
　御用番松平伯耆守殿江左之通御届書被指出
　之
　　　今度参勤交代之儀以前之通被
　　　仰出候ニ付而者越前守儀来丑年参
　　　府年ニ御座候ニ付参勤時節之儀
　　　此節相伺可申儀ニ御座候得共征長副
　　　将被　仰付置候儀ニ付追而成功之上
　　　相伺可申心得ニ御座候此段御届申
　　　上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十月廿九日　　　　　　草尾精一郎
（以下、「　」内は抹消）
「一十月廿九日生玉宮江　御参詣夫ゟ尾張様
　　御旅館并稲葉美濃守殿江被為　入」
A0143-01983_039
一十一月朔日御用番阿部豊後守殿江左之通
　御届書被指出之
　　　越前守儀去月十八日防長為追
　　　討京都表致発途大坂表江到着
　　　仕候此段御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十一月朔日　　　　　　千本弥三郎
A0143-01983_040
（以下、「　」内は抹消）
「一十一月朔日小笠原佐渡守殿ゟ左之通御届有
　　之
　　　　　　覚
　　　一旌旗小験等之絵図　一冊
　　　一軍兵惣数并重役隊長之姓名書取
　　　一出陣道法防長迄之里数着到之行
　　　　程日積書取
　　　　右之通申越候依之此段申上候已上
　　　　　　　　　　　　　　　小笠原佐渡守内
　　　　　十一月朔日　　　　　　山田謙三郎
　　　　軍兵惣数并重役隊長之者姓名申
　　　　上候書付
　　　　　　覚
　　　一惣人数二千四拾三人
　　　　　但軍兵惣数并隊卒共
　　　　　内先備人数四百弐人
A0143-01983_041
　　　　　　旗本備人数千六百四拾壱人
　　　　　船数大小三拾艘
　　　　　〆
　　　一重役并隊々之姓名書左之通御座候以上
　　　　　　　　　　　　　　　家老
　　　　　　　　　　　　　　　　百束九郎右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　福田連
　　　　　　　　　　　　　　　　中沢務
　　　　　　　　　　　　　　　番頭
　　　　　　　　　　　　　　　　鳥羽伝兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　　山口甚五左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　鎌田貢
　　　　　　　　　　　　　　　旗奉行
　　　　　　　　　　　　　　　　河内泉左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　持筒頭
　　　　　　　　　　　　　　　　田上忠左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　者頭
　　　　　　　　　　　　　　　　坂本八郎右衛門
A0143-01983_042
　　　　　　　　　　　　　　　　西脇鐙十郎
　　　　　　　　　　　　　　　　百束兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　　交野六郎左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　使番
　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木伝
　　　　　　　　　　　　　　　　大久保乾
　　　　　　　　　　　　　　　　倉橋三郎右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　横目
　　　　　　　　　　　　　　　　牧野乾輔
　　　　　　　　　　　　　　　　川上濤次郎
　　　　　　　　　　　　　　　小荷駄奉行
　　　　　　　　　　　　　　　　松沢浜右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　普請奉行
　　　　　　　　　　　　　　　　河野福馬
　　　　　　　　　　　　　　　船奉行
　　　　　　　　　　　　　　　　長井西東
　　　　　　　　　　　　　　　大筒頭
　　　　　　　　　　　　　　　　稲石角左衛門
A0143-01983_043
　　　　　　　　　　　　　　　　市原次大夫
　　　　　　　　　　　　　　　　中村弥太郎
　　　　　　　　　　　　　　　　〆
　　　　　　　　　　　　　　　近習頭
　　　　　　　　　　　　　　　　高須金左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　佐久間左門
　　　　　　　　　　　　　　　徒頭
　　　　　　　　　　　　　　　　春日蔵太
　　　　　　　　　　　　　　　　福田嘉蔵
　　　　右之外軍議儒者兵士中小姓医師
　　　　右筆其外隊長附属役々之者共
　　　　召連佐渡守出陣仕候趣申越候依之
　　　　此段申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　　小笠原佐渡守内
　　　　　十一月　　　　　　　　山田直輔」
A0143-01983_044
一十一月二日　御旅館鳳林寺　御出陣湊橋ゟ
　御船行天保山沖江七半時　御着船同所ニ而
　発機丸蒸気船江　御乗替
一十一月二日今晩ゟ蒸気船甲板上并御附添
　船当番割左之通被　仰出之
　　　乗組之御物頭以下昼夜五人ツヽ一時
　　　代り勤番之事
　　　　但異変有之節ハ時鐘刻ミ打可申
A0143-01983_045
　　　　　事
　　　　　御附添船当番割
　　一壱艘毎ニ昼夜三人ツヽ鉄炮持参
　　　一時代り勤番之事
　　　　但異変有之節ハ空炮一発可致事
一十一月三日［八時頃］天保山沖　御発船夜五半時
　讃州与島湊江　御碇泊
（以下、「　」内は抹消）
「一十一月三日発機丸船将始江左之通被下之
　　　　　　　　　　　　　　　船将
　　　　　　金弐千疋　　　　　　岡田雄次郎
　　　　　　　　　　　　　　　運用方頭取
　　　　　　　　　　　　　　　　関沢孝三郎
　　　　　　　　　　　　　　　蒸気方頭取
　　　　　　　　　　　　　　　　岩城貞造
　　　　　　　　　　　　　　　蒸気方
　　　　　　　　　　　　　　　　松田亮蔵
　　　　　　　　　　　　　　　運用方
　　　　　　　　　　　　　　　　辻松三郎
A0143-01983_046
　　　　　　　　　　　　　　　医者
　　　　　　金千疋ツヽ　　　　　山本清仲
　　　　　　　　　　　　　　　運用方
　　　　　　　　　　　　　　　　石川立蔵
　　　　　　　　　　　　　　　蒸気方
　　　　　　　　　　　　　　　　根岸仙太郎
　　　　　　　　　　　　　　　　上田保五郎
　　　　　　　　　　　　　　　　上田次郎吉
　　　　　　　　　　　　　　　　村尾敬太郎
　　　　　　　　　　　　　　　軍艦奉行
　　　　　　奉書紬一疋　　　　　近藤兵作
　　　　　　　　　　　　　　　同人忰
　　　　　　金五百疋　　　　　　近藤岩五郎
　　　　　　　　　　　　　　　小遣
　　　　　　金三歩　　　　　　　蒸気方壱人
　　　　　　金五両ヲ　　　　　　水夫小頭弐人
　　　　　　　　　　　　　　　　火焚小頭弐人
A0143-01983_047
　　　　　　金壱両ツヽ　　　　　水夫拾九人
　　　　　　金壱両ツヽ　　　　　火焚拾三人
　　　　右発機丸
　　　　御乗船被遊候為御祝儀被下之」
一十一月四日［朝五時］与島湊　御出帆［夜五時］芸州御手洗
　湊江　御碇泊
（以下、「　」内は抹消）
「一十一月四日松平安芸守殿ゟ御通船為御見舞
　　御使者大久保司馬を以三原酒一樽煎海鼠一
　　箱被進之」
一十一月五日左之通東光寺江申渡候様寺社奉行
　平本但見江御家老申渡之
　　　　　　　　　　　　　　　東光寺
　　　太田家無縁之儀ニ付歎願有之此度
　　　赦被　仰出候折柄ニ付　御憐愍を以
　　　同家代々為回向科年々銀弐枚ツヽ
　　　被下置候
A0143-01983_048
一十一月五日［六半時］御手洗湊　御発船之処御
　伊予灘高波ニ相成候ニ付御附添船之綱被放
　之［九時前］伊予興居島江御碇泊
　　但風模様不宜ニ付今日ゟ七日迄　御碇泊被成
　　一御附添船追々興居島江着船致候事
一十一月六日興居島江　御上陸松山侯旧臣堀内
　辰之進方江被為　入　御入湯被成其節左之
　通被下之
　　　　　　金千疋　　　　　　堀内辰之進
　　　　　　同三歩　　　　　　御次通り御馳走
　　　　　　　　　　　　　　　仕候ニ付被下之
　　　　　　同弐朱　　　　　　興居島庄屋江
一十一月六日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　此度長防追討被　仰付候ニ付而者
A0143-01983_049
　　　右討手之面々并　御進発御供
　　　之向共人数差出候上者
　　　御征伐之為済候迄者　御機嫌伺其
　　　外都而平常之勤品ニ不及候
　　　　十一月
一十一月八日［四ツ半時］興〈ゴ〉居島　御出帆御附添船
　之内三番船四番船乗組之諸士蒸気船江
　乗組被　仰付之
一十一月九日［朝四時］豊前鵜乃島江　御着船
一十一月九日左之通被　仰出之
　　　今九日鵜ノ島江　御着船之上
　　　御船ニ而　御一泊候明十日朝
　　　御上陸大橋駅江　御止宿明後
　　　十一日小倉表江　御着陣被遊候旨
　　　被　仰出候間御供之面々　御行列
A0143-01983_050
　　　調之通一隊々々引纏歩法正敷押
　　　行可申事
　　　　但用事有之列を出候節ハ
　　　　　御軍令之通相心得可申事
　　一腰兵粮之事
　　　　但御上陸当日之儀者当朝
　　　　　御船ニ而銘々用意可致事
　　一大橋　御泊ニ而
　　　御本陣御用之外他行致間敷
　　　事
　　一御泊ニ而御書院番一組并補兵隊
　　　半組ツヽ半夜代り　御本陣不寝
　　　番相勤可申事
　　　　但半時代り
　　　　　御本陣内外相廻り可申事
　　一野羽織胴服着用勝手次第之事
A0143-01983_051
　　　　但野羽織下江陣羽織着用之儀も
　　　　　勝手次第之事
　　　　〆
一十一月九日小笠原左京大夫殿江御着御案内
　御頼旁御使者御側御用人見習毛受鹿之介
　被指遣之
　　　越前守儀今度毛利大膳父子始
　　　御追討之副将被　仰付ニ付長洲
　　　下ノ関口攻手之方江可相向旨惣督ゟ之
　　　御指図を以去ル三日大坂湊出帆今九日
　　　御領分鵜之島江被致着帆候依之明
　　　十日大橋行司村江被致止宿都合
　　　次第御城下江罷越被致宿陣度
　　　候就而者万端宜御頼被申候此段御案
　　　内旁被申入候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十一月九日　　　　　　毛受鹿之介
A0143-01983_052
　　　　　演説
　　　越前守儀今度
　　　公辺江蒸気船拝借被相願被致渡海
　　　度既ニ願済ニも相成候得共御船無之
　　　観光丸御船壱艘拝借且手前ニおゐて
　　　松平加賀守様御所持之蒸気船被致
　　　借用人数之分芸州御手洗迄飛船ニ而
　　　相渡し置夫ゟ防洲灘之処敵地切
　　　近之場所故右蒸気船弐艘ニ而先
　　　手等何度ニも相渡し候上越前守儀
　　　相渡候心積之処右観光丸御船損
　　　所出来拝借不相成ニ付蒸気船
　　　壱艘ニ而万一先手相渡候節損所
　　　相出来期限ニ後れ候様相成候而者
　　　不相済儀故万事を開越前守儀
　　　手廻斗ニ而一番ニ御当地江被致着帆
A0143-01983_053
　　　候事ニ御座候依之先手造営向
　　　之者共も未罷越諸事不都合之儀者
　　　覚悟之事ニ候得共右等之次第故尚
　　　以万端御世話御手数ニ可相成此段
　　　厚御頼申上候様被申付候
（以下、「　」内は抹消）
一十一月十日［六半時］御供揃ニ而小船ニ被為　召鵜ノ島江
　　御上陸「椎田村ニ而御小弁当被　召上夫より」行司村
　　御本陣江御止宿被成
（以下、「　」内は抹消）
「一同日行司村御本陣江御着為御歓左之通御使者を以御到来
　　　　細川越中守様ゟ
　　　　　　押懸　五
　　　　　　朝鮮飴一捲
　　　　　　糟漬鰷一桶
A0143-01983_054
　　　　松平美濃守様ゟ
　　　　　　塩雁　二羽　氷砂糖一箱
　　　　奥平大膳大夫殿ゟ
　　　　　　鰹節　一箱　御樽代五百疋」
一十一月十一日行司村御発駕下曽根村ニ而御小休夕七時
　小倉侯客館江御着陣
　　但御通行筋江細川越中守様小笠原左京大夫殿
　　　小笠原佐渡守殿小笠原幸松丸殿ゟ御馳走人
　　　御警衛人数被指出之
　　一御着陣ニ付於江戸表御用番江
　　　御届有之
（以下、「　」内は抹消）
「一十一月十一日御着陣ニ付小笠原左京大夫殿江御使者
　　御使番ヲ以七千紬三疋塩磨一番被遣之」
一同日御着陣ニ付左之通相勤候様御用人ゟ申渡之
　　　　　　　　　　　　　　　千本藤左衛門
A0143-01983_055
　　　　　御広間御取次　　　　葛巻庄兵衛
　　　　　壱人ツヽ　　　　　　御使番三人
　　　　　　　　　　　　　　　御供頭三人
　　　　　　　　　　　　　　　山形熊之助
　　　　　　　　　　　　　　御広間御番
　　　　　　　　　　　　　　　御書院番五人ツヽ
　　　右昼夜とも一時半替り
　　一御館外見廻り繁々
　　　　　　　　　　　　　　　補兵隊五人ツヽ
　　　右御広間詰昼夜とも一時半替り
　　一御館外見廻り繁々
　　一内外御番所当分御目付組御側組ニ而
　　　〆
一十一月十二日左之通飛檄被差出之
　　　以飛檄得御意候毛利大膳追討之
　　　期限相迫候付致会議度候間
A0143-01983_056
　　　早々小倉表へ御出張可被成候
　　　恐惶謹言
　　　　十一月　　　　　　　　松平越前守
　　　　　松平肥後守様
　　　　　立花飛驒守様
　　　　　松平主殿頭様
　　　　　黒田甲斐守様
一十一月十二日小笠原左京大夫殿ゟ左之通御届有之
　　　先之手
　　　　人数凡五百四拾人
　　　　　内頭士平士足軽共　百六拾六人
　　　　　　又者人夫共　　　三百八拾人
　　　二ノ見
A0143-01983_057
　　　　人数凡五百五拾六人
　　　　　内頭士平士足軽共　百七拾六人
　　　　　　又者人夫共　　　三百八拾人
　　　二ノ見
　　　　人数凡五百五拾人
　　　　　内頭士平士足軽共　百七拾人
　　　　　　又者人夫共　　　三百八拾人
　　　本陣
　　　　人数凡千弐百五拾六人
　　　　　内頭士平士足軽共　七百六拾六人
　　　　　　又者人夫共　　　四百九拾人
　　　殿
　　　　人数凡五百四拾人
A0143-01983_058
　　　　　内頭士平士足軽共　百六拾人
　　　　　　又者人夫共　　　三百八拾人
　　　総人数合
　　　　凡五千弐百五拾人
一十一月十一日松平主殿頭殿御始ゟ御使者ヲ以左之通
　御届有之
　　　　　　　　　　　　　　松平主殿頭家来
　　　　　　　　　　　　　　　柳沢九左衛門
　　　今般毛利大膳父子御征伐被　仰出ニ付
　　　主殿頭先手人数昨十一日豊前国苅田
　　　宿江出張相詰申候此段先御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　小笠原佐渡守殿家来
　　　　　　　　　　　　　　　百束九郎右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　尾崎嘉右衛門
　　　今般毛利大膳父子御征伐ニ付
A0143-01983_059
　　　御副将被為蒙　仰私義海路下ノ
　　　関口ゟ一番手被　仰付小笠原左京大夫
　　　小笠原近江守小笠原幸松丸与一手ニ
　　　罷成細川越中守奥平大膳大夫ゟ先
　　　立可相向旨被仰渡候ニ付追付其表へ
　　　出陣可仕候依之御用向為可奉伺以
　　　使者申上候宜御指図可被成下候
　　　　　　　　　　　　　　奥平大膳大夫殿
　　　　　　　　　　　　　　　菅沼新五左衛門
　　　私義此度長防御追討被　仰出候ニ付
　　　当月十一日迄ニ攻口江到着可仕旨御達
　　　有之着到可仕筈之処持病之痔
　　　疾指起且又宿駅人高差支之
　　　儀も有之候ニ付出張之義来ル十四日
　　　黒原陣場へ着到仕候手筈御座候
A0143-01983_060
　　　此段御届申上候
　　　　　　　　　　　　　　小笠原幸松丸使者
　　　今般毛利大膳父子御征伐ニ付同姓
　　　左京大夫へ附属被　仰付下ノ関ゟ討手
　　　先鋒被　仰出候ニ付先月朔日在所発足
　　　同十二日小倉表へ着陣仕候右為御届以使
　　　者申上候已上
一十一月十二日細川越中守様ゟ左之通御届有之
　　　　　覚
　　一総人数弐千弐百五拾人余
　　　　内弐千余人
　　　　八月廿三日当地着到
　　　　弐百五拾人
　　　　十一月五日到着
　　　右之通御座候以上
　　　　　　　　　　　　　　細川越中守内
　　　　十一月十二日　　　　　沼田勘解由
A0143-01983_061
一十一月十二日松平肥前守様ゟ左之通御届有之
　　　今度毛利大膳父子始御征伐ニ付肥前守
　　　一手之儀去月十一日筑前国木屋ノ瀬宿江
　　　別紙之通着到仕候此段御届申上候
　　　已上
　　　　一惣兵数八千八百八拾六人
　　　　　　内兵四千六拾五人
　　　　　　　船手千四百八拾壱人
　　　　　　　夫三千三百四拾人
　　　　　〆
　外ニ左之通御伺有之ニ付附札ヲ以御差図
　有之
　　　今度毛利大膳父子其外御征伐ニ而当地
　　　被遊御出張候ニ付而ハ下之関口寄手之儀
　　　万端御指揮可被下哉
　　　　附札
　　　　　書面之通候事
A0143-01983_062
　　一肥前守儀ハ弐番手ニ被　仰付置候ニ付而ハ
　　　攻入期限之儀別段可被相達哉又者
　　　十八日一番手ニ引続攻入可申哉
　　　　附札
　　　　　攻懸り期限之儀ハ惣督府ゟ御達
　　　　　有之候通故別段不相達候攻入様之
　　　　　儀ハ軍議之上可及御指図候
　　一弐番手組合攻入之順次何れ之通
　　　相心得可申哉
　　　　附札
　　　　　軍議之上可及御指図候
　　一御軍令之内得物等之御ケ条御座候得共
　　　前々ゟ定之旨も有之大小銃専ニ取用
　　　申儀御座候将又竹木伐取之儀者素り
　　　厳禁仕置候得共時宜ニ依り道橋等ニ
　　　取用申儀御座候間御聞置被下度候
A0143-01983_063
　　　　附札
　　　　　書面之通承置候
　　一壱番手弐番手攻懸候心得方之儀最
　　　前相伺候処御軍議之上可被及御差図旨
　　　御付札被下置然処此節御談ニハ乗船場
　　　等見込之処申上候様有之候得共一番手弐番
　　　手一同押渡候様ニ而者大軍混雑迚も
　　　於業合出来申間敷既ニ一番手之内ニも
　　　順次被相立候得共勿論順々相渡候儀ニ
　　　可有御座然ハ先以一番手攻懸り口何処
　　　与申処被相定候ハヽ随而弐番手組合申
　　　合渡振等申上候様仕度奉存候
　　　　附札
　　　　　御書面壱番手ハ小倉ゟ東方ニ乗場を
　　　　　定め攻懸り口其辺ニ有之候弐番手ハ
　　　　　同所西之方ニ而御申合渡振等見込
　　　　　御相立早々御達可被成候
A0143-01983_064
一十一月十二日松平主殿頭殿ゟ左之通御届有之
　　　今般毛利大膳父子御征伐被　仰付候付
　　　主殿頭先手人数昨十一日豊前国苅田宿へ
　　　出張相詰申候此段先御届申上候
一同日小笠原佐渡守殿ゟ左之通御届有之
　　　先備人数中沢勢いつれ不残到着仕候
　　　此段御届申上候
一同日奥平大膳大夫殿ゟ左之通御届有之
一十一月十二日奥平大膳大夫殿ゟ左之通御届有之
　　　　　　　　　　　　　一ノ手
　　　　　　　　　　　　　　　隊長壱人
　　　　　　　　　　　　　二ノ手
　　　　　　　　　　　　　　　同壱人
　　　　　　　　　　　　　旗本詰
　　　　　　　　　　　　　　　家老弐人
　　　　　　　　　　　　　　　側用人
　　　　　　　　　　　　　　　使番　兼壱人
　　　　　　　　　　　　　後備
　　　　　　　　　　　　　　　隊長壱人
A0143-01983_065
　　　　　　　　　　　　　一ノ手
　　　　　　　　　　　　　　　小銃隊之長壱人
　　　　　　　　　　　　　旗本
　　　　　　　　　　　　　　　同壱人
　　　　　　　　　　　　　　　用人壱人
　　　　　　　　　　　　　　　旗本詰壱人
　　　　　　　　　　　　　　　旗奉行弐人
　　　　　　　　　　　　　一ノ手
　　　　　　　　　　　　　　　物頭三人
　　　　　　　　　　　　　二ノ手
　　　　　　　　　　　　　　　同三人
　　　　　　　　　　　　　旗本
　　　　　　　　　　　　　　　同四人
　　　　　　　　　　　　　後備
　　　　　　　　　　　　　　　同弐人
　　　　　　　　　　　　　一ノ手
　　　　　　　　　　　　　　　目付弐人
　　　　　　　　　　　　　二ノ手
　　　　　　　　　　　　　　　同弐人
　　　　　　　　　　　　　旗本
　　　　　　　　　　　　　　　同三人
A0143-01983_066
　　　　　　　　　　　　　後備
　　　　　　　　　　　　　　　同壱人
　　　　　　　　　　　　　一ノ手
　　　　　　　　　　　　　　　使番弐人
　　　　　　　　　　　　　二ノ手
　　　　　　　　　　　　　　　同弐人
　　　　　　　　　　　　　旗本
　　　　　　　　　　　　　　　同三人
　　　　　　　　　　　　　後備
　　　　　　　　　　　　　　　同壱人
　　　　　　　　　　　　　一ノ手
　　　　　　　　　　　　　　　惣旗奉行弐人
　　　　　　　　　　　　　二ノ手
　　　　　　　　　　　　　　　同弐人
　　　　　　　　　　　　　旗本
　　　　　　　　　　　　　　　同壱人
　　　　　　　　　　　　　後備
　　　　　　　　　　　　　　　同壱人
　　　　　　　　　　　　　一ノ手二ノ手
　　　　　　　　　　　　　旗本大炮司壱人ツヽ
　　　　　　　　　　　　　一ノ手二ノ手
　　　　　　　　　　　　　　　照準司三人ツヽ
　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　小銃隊役士四人ツヽ
　　　　　　　　　　　　　番士
　　　　　　　　　　　　　　　一ノ手五拾人
A0143-01983_067
　　　　　　　　　　　　　　　二ノ手五拾人
　　　　　　　　　　　　　　　旗本六拾四人
　　　　　　　　　　　　　　　後備三拾四人
　　　　　　　　　　　　　医師
　　　　　　　　　　　　　　　一ノ手弐人
　　　　　　　　　　　　　　　旗本三人
　　　　　　　　　　　　　徒士
　　　　　　　　　　　　　　　一ノ手五拾人
　　　　　　　　　　　　　　　二ノ手三拾八人
　　　　　　　　　　　　　　　旗本九拾二人
　　　　　　　　　　　　　　　後備弐拾六人
　　　　　　　　　　　　　　　隊長家士五拾人
　　　　　　　　　　　　　　　足軽三百人
　　　　　　　　　　　　　　　中間四百三拾五人
　　　　　　　　　　　　　　　荷持夫八百八拾弐人
　　　〆惣人数弐千百三拾四人
A0143-01983_068
（以下、「　」内は「不用」）
　　「此度長防御追討被　仰出候ニ付当月
　　　十一日迄ニ攻口へ着到可仕旨御達有之着
　　　到可仕筈之処兼而持病痔疾指起且
　　　又宿駅人馬差支之儀も有之旁出張之
　　　儀来ル十四日黒原陣場へ着到仕候手筈
　　　御座候此段御届申上候
一十一月［日不詳］小笠原佐渡守殿ゟ左之通御届有之
　　一惣人数弐千四拾三人
A0143-01983_069
　　　但軍兵惣数并隊卒共
　　　　内先備人数四百弐人
　　　　　旗本備人数千六百四拾壱人
　　　　　船数大小三拾艘
　　　　〆
一十一月十三日御着陣ニ付尾張前大納言様御本陣江
　為御届芸州表江御使者秋田三五左衛門河津善大夫
　被差出之今日小倉出帆
　　　越前守儀去ル三日大坂湊出帆同九日
　　　小倉領鵜ノ島江着船仕夫ゟ陸通り
　　　今十一日小倉表江着陣仕候此段以使者
　　　得貴意候
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十一月十一日　　　　　秋田三五左衛門
一十一月十三日奥平大膳大夫殿ゟ左之通御届有之
A0143-01983_070
　　　私儀明十四日着到可仕旨御届申上置処
　　　宿駅指支ニ付一日延引相成明後十五日着
　　　到之手筈ニ御座候此段御届申上候
一十一月十三日松平主殿頭殿ゟ左之通御届有之
　　　於京都表着到之期日被　仰出候趣
　　　即刻彼地詰合重役ゟ早追を以申越候処
　　　案外船中風波ニ而及遠着去月廿九日
　　　承知仕候間早速出陣可仕候処領分ゟ
　　　肥後之国江渡海風波ニ而出船相成兼
　　　漸去ル四日先手之人数ゟ操出引纏主殿頭
　　　発足仕十一日渡海之日限ニ相成申候難所
　　　之渡海場無余儀期日迄到着延引仕候
　　　此段私ゟ御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平主殿頭年寄
　　　　十一月十三日　　　　　佐野十郎兵衛
　　　主殿頭ゟ兼而御届仕候通豊前長洲
A0143-01983_071
　　　豊後高田江先備去ル十日着到仕候然ル処
　　　越前守様当所江御本陣相成候儀及承候間
　　　豊前苅田迄相懸屯集罷在申候此段
　　　御届申上候万事御差図被成下候様
　　　　　　　　　　　　　　松平主殿頭年寄
　　　十一月十三日　　　　　　佐野十郎兵衛
一十一月十四日小倉侯城内出火ニ付不取敢た為御見
　舞御使者本多門左衛門被指出之
一十一月十四日細川越中守様ゟ左之通御届有之
　　　　　日割
　　　十一月八日　　　　　　　有吉将監
　　　同十日　　　　　　　　　同人組番頭
　　　同十一日　　　　　　　　以下
　　　　　　　　　　　　　　　同人組之物頭等
　　一将監江致附属候大炮手ハ火輪船
A0143-01983_072
　　　ニ而海路ゟ出張いたし候
　　　　　　　　　　　　　　越中守弟
　　　同十二日　　　　　　　　長岡良之助
　　　同十三日ゟ三四日之間　　溝口蔵人
　　　　　　　　　　　　　　　并同人備手之面々
　　一越中守者陣営等相整次第順々
　　　出張之筈候以上
　　　〆
一十一月十四日松平主殿頭殿ゟ左之通御届有之
　　　　　　　　　　　　　　松平主殿頭出張人数
　　　　　　　　　　　　　　　家老壱人
　　　　　　　　　　　　　　　年寄弐人
　　　　　　　　　　　　　　　用人三人
　　　　　　　　　　　　　　　番頭四人
　　　　　　　　　　　　　　　物頭拾弐人
　　　　　　　　　　　　　　　旗奉行弐人
A0143-01983_073
　　　　　　　　　　　　　　　鎗奉行弐人
　　　　　　　　　　　　　　　兵粮奉行三人
　　　　　　　　　　　　　　　普請奉行弐人
　　　　　　　　　　　　　　　船奉行壱人
　　　　　　　　　　　　　　　武具奉行壱人
　　　　　　　　　　　　　　　目付番主拾弐人
　　一騎馬以上　九拾騎
　　　　但長崎手当且渡海場攻口ニ付馬数ハ
　　　　　極々減略仕候
　　一侍　百五拾八人
　　一歩卒　五百三拾三人
　　一陪卒　六拾弐人
　　　〆八百四拾三人
　　　　　小者弐千人余
　　　右之通御座候
　　　　　　　　　　　　　　松平主殿頭家来
　　　　十一月十四日　　　　　柳沢九左衛門
A0143-01983_074
一十一月十四日奥平大膳大夫殿ゟ左之通御届有之
　　　　　覚
　　　　　　　　　　　　　　隊長
　　一二ノ手　　　　　　　　　山崎直兵衛
　　　　惣従者小者迄
　　　　惣人数六百五拾人
　　　右者十一月十二日黒原陣場江着仕候
一十一月十四日松平美濃守様ゟ左之通被指出之
　　一九州諸侯攻口仕寄之儀次第越前守殿
　　　御手前ニおゐて攻口一手之面々者予メ
　　　御議論可有之儀与被存候事
　　一旌旗小印之図面夫々被差出候様致
　　　度事
　　　　附紙旌旗等之図面指上申候
　　一軍兵之惣数陪臣迄も人数共承知
　　　致度事
A0143-01983_075
　　　　附紙軍兵陪臣迄之惣人数壱万
　　　　五千人余に御座候
　　一御重役并隊々之長姓名承知致度事
　　　　附紙重役并隊々之長左之通
　　　　　　　　　　　　　　家老
　　　　　　　　　　　　　　　黒田播磨
　　　　　　　　　　　　　　　林丹後
　　　　　　　　　　　　　　　黒田大和
　　　　　　　　　　　　　　　浦上信濃
　　　　　　　　　　　　　　　矢野相模
　　　　　　　　　　　　　　　大音因幡
　　　　　　　　　　　　　　中老
　　　　　　　　　　　　　　　毛利内記
　　　　　　　　　　　　　　　加藤司書
　　　　　　　　　　　　　　　郡左近
　　　　　　　　　　　　　　　目成権大夫
　　　　　　　　　　　　　　　矢野安大夫
　　　　　　　　　　　　　　　櫛橋内膳
A0143-01983_076
　　　　　　　　　　　　　　　野村東馬
　　　　　　　　　　　　　　　久野四郎兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　吉田主馬
　　　　　　　　　　　　　　　斎藤忠兵衛
　　　　　　　　　　　　　　中老次席家門
　　　　　　　　　　　　　　　黒田諸左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　黒田惣左衛門
　　　　　　　　　　　　　　用人
　　　　　　　　　　　　　　　小川主殿
　　　　　　　　　　　　　　　久野一角
　　　　　　　　　　　　　　〆
一十一月十五日松平下野守様御本陣江御出御対顔
　有之
一同日細川越中守様御家老沼田勘解由小笠原
　左京大夫殿家老小宮民部御本陣江罷出
　軍議有之
一同日小笠原佐渡守殿ゟ御使者を以左之通
A0143-01983_077
　御届有之
　　　佐渡守儀去ル十二日在所表出馬
　　　道中踏込今日着陣仕候旗本人数
　　　追々着到仕不残相揃申候此段
　　　御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　小笠原佐渡守内
　　　　十一月十五日　　　　　尾崎嘉右衛門
一十一月十五日小笠原近江守殿ゟ左之通御届有之
　　　　　覚
　　　　　　　　　　　　　　家老
　　　　　　　　　　　　　　　喜田村脩蔵
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　藤江奥左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　諸士以下徒士迄
　　　　　　　　　　　　　　　　　百武拾八人
　　　　　　　　　　　　　　　足軽六拾四人
　　　　　　　　　　　　　　　中間四拾四人
A0143-01983_078
　　　　　　　　　　　　　　　又者
　　　　　　　　　　　　　　　　百五拾七人
　　　　　　　　　　　　　　　夫之者
　　　　　　　　　　　　　　　　三百人
　　　　　　　〆六百九拾五人
一十一月十五日小笠原幸松丸殿ゟ左之通御届有之
　　　今般毛利大膳父子御追討被　仰出候ニ付
　　　私儀同姓左京大夫江附属被　仰付同人与
　　　一手ニ相成下ノ関ゟ先鉾（鋒）被　仰付先月朔日
　　　在所発足仕播州空津ゟ乗船海路
　　　罷下同十二日小倉表江着陣仕候今度
　　　長防両国へ召連候人数別紙之通御座候
　　　尤先達而於江戸表御届申上候人数ゟハ
　　　猶亦於当地増減仕召連候義ニ御座候
　　　此段御届申上候以上
　　　　十一月　　　　　　　　小笠原幸松丸
　　　今般長防両国江出陣ニ付旌旗小印
A0143-01983_079
　　　之図重役并役々軍兵之惣人数陪
　　　卒迄指出候様先達而於大坂表家来
　　　之者へ御達御座候段承知仕候右ニ付別紙之
　　　通以使者申上候以上
　　　　十一月十五日　　　　　小笠原幸松丸
　　　　　長防両国へ召連候人数之覚
　　　　　　　　　　　　　　　家老弐人
　　　　　　　　　　　　　　　用人壱人
　　　　　　　　　　　　　　　武者修行
　　　　　　　　　　　　　　　歩行士頭兼壱人
　　　　　　　　　　　　　　　番頭弐人
　　　　　　　　　　　　　　　旗奉行弐人
　　　　　　　　　　　　　　　者頭三人
　　　　　　　　　　　　　　　軍目付
　　　　　　　　　　　　　　　使番兼弐人
A0143-01983_080
　　　　　　　　　　　　　　　戦士六拾人
　　　　　　　　　　　　　　　軍議役弐人
　　　　　　　　　　　　　　　大炮方八人
　　　　　　　　　　　　　　　兵粮方三人
　　　　　　　　　　　　　　　馬脇士拾人
　　　　　　　　　　　　　　　医師三人
　　　　　　　　　　　　　　　祐筆三人
　　　　　　　　　　　　　　　中目付壱人
　　　　　　　　　　　　　　　歩行士拾人
　　　　　　　　　　　　　　　旗小頭弐人
　　　　　　　　　　　　　　　足軽小頭弐人
　　　　　　　　　　　　　　　貝鼓鉦六人
　　　　　　　　　　　　　　　兵粮下役十人
　　　　　　　　　　　　　　　小横目三人
　　　　　　　　　　　　　　　茶方弐人
　　　　　　　　　　　　　　　足軽五拾人
A0143-01983_081
　　　　　　　　　　　　　　　中間六拾弐人
　　　　　　　　　　　　　　　雑兵四百九拾弐人
　　　　　　　　　惣人数七百四拾人余
一十一月十五日小笠原佐渡守殿ゟ左之通御届有之
　　　　小倉城下筑前口見付外樹木　屋
　　　右佐渡守本陣ニ御座候以上
　　　　十一月十五日
一十一月十六日軍目付御使番多賀靱負殿岩瀬
　内記殿并九州諸侯之内下之関ゟ討手之御方々
　重役御本陣江御呼出軍議有之
一十一月十六日夜広島御本陣ゟ御使者岩田八大夫
　鈴木大八郎を以左之通御書付ニ而御達有之
　　　毛利大膳父子事伏罪之姿茂
　　　相顕候ニ付当月十八日攻懸日限之儀
A0143-01983_082
　　　重而一左右相達候迄攻掛可被見合
　　　事
　　　　元治元年
　　　　　十一月十四日　　　　尾張前大納言
　　但右為御請御使者御使番山田多仲広島
　　　表江被指出之
一十一月十六日長岡良之助様今日御着陣ニ而為御歓
　御使者御使番尾高治部之助被指出之
一十一月十七日松平主殿頭ゟ左之通御届有之
　　　主殿頭儀去ル十一日在所出馬仕秋
　　　街道通行兼而御届申上置候領分
　　　豊後国高田江昨十六日参着之積御座候処
　　　昨晩筑後国犬塚ゟ急飛脚到着仕
　　　候処薩摩肥後両侯御人数出張ニ而
A0143-01983_083
　　　道路差支何分通行難出来無
　　　拠去ル十四日迄羽犬塚江逗留道路日間
　　　取之間日田街道通行明後十九日領分
　　　高田江到着日積相成候段申越候此段
　　　船ゟ御届申上置候
　　　　　　　　　　　　　　松平主殿頭内
　　　　十一月十七日　　　　　柳沢九左衛門
一十一月十八日奥平大膳大夫殿ゟ左之通御届有之
　　　　　覚
　　一本船壱艘　　　一乗替船壱艘
　　一大小船六艘　　一猟船八十艘
　　　右之通昨夜国許ゟ着船ニ付此段御届
　　　申達候猶又筑前国領分深江表ゟも相廻
　　　筈ニ御座候相達次第御達可申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　奥平大膳大夫内
　　　　　　　　　　　　　　　島津祐太郎
A0143-01983_084
一十一月十八日小笠原近江守殿ゟ左之通御届有之
　　　　　覚
　　一大小船　九拾五艘
　　　右之通近江守渡海之節船数御座候
　　　此段御届申上候以上
一十一月十八日松平出羽守様ゟ蒸気船御借用ニ付
　乗組之者江左之通被遣之
　　一樽弐ツ
　　一塩鯛五枚　　士分以上江
　　一密柑壱蔵
　　一樽弐ツ　　　船中一統江
　　一塩鰤五本
　　〆
一同日立花飛驒守殿ゟ左之通御届有之
A0143-01983_085
　　一旌旗馬印等別紙絵図面之通り御座候
　　　尤小印体巾指物ニ至迄一切裾黒相用候
　　　且又小者至迄相印山伏袈裟相用申事
　　一軍兵之惣数陪卒迄之人数凡四千七百
　　　五拾余人ニ御座候事
　　一重役并隊々之長姓名別紙名前之通り
　　　御座候尤其時ニ至り名前相違仕候義も可
　　　有御座候事
　　一出張之道路并在所表ゟ防長迄里数
　　　左之通御座候事
　　　　一在所ゟ豊前国小倉迄之道路凡弐拾八里
　　　　一在所ゟ萩迄海陸四拾六里位
　　　　一在所ゟ山口迄同断位
　　一在所表出張ゟ豊前国小倉迄行程六日位
　　　之日積ニ御座候尤風雨洪水等之節ハ日積
　　　相違も可仕事
A0143-01983_086
　　　　但重役隊長之姓名略之
一十一月十八日軍目付多賀靱負殿ゟ左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　天野民十郎
　　　　　　　　　　　　　　　原岩金左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　内藤平八郎
　　　右之面々昨十七日小倉表へ到着有之候
一十一月十八日阿部豊後守殿御渡之書付左之通大目付中ゟ来ル
　　　野州辺屯集賊徒共之内脱走之者有之信州
　　　路へ罷越候付追討之義最寄之面々江相達置候
　　　得共間道等通行京坂并長州辺江罷越候哉も
　　　難斗候ニ付銘々領分者勿論他領迄も申合厳重
　　　取締向相心得若怪もの有之候ハヽ速ニ召捕手向
　　　等致し候ハヽ打捨候様可被致候
　　　右之趣中山道東海道北国筋領分有之面々江
A0143-01983_087
　　　早々可被達候事
一十一月十九日奥平大膳大夫殿御本陣江御出御対
　顔有之
一十一月十九日松平主殿頭殿ゟ左之通御届有之
　　　私儀只今領分高田表江着到仕候
　　　為御届以使者申上候以上
　　　　十一月十九日　　　　　松平主殿頭
　　　先達而御届申上候通去ル四日先手人数
A0143-01983_088
　　　追々操出候処風雨等ニ而在所ゟ肥後
　　　江之渡海出来兼次第相後去十一日
　　　私儀出立筑後国羽犬塚迄罷越候処
　　　諸藩人数込合何分止宿相成兼同所江
　　　一日逗留不得止事日田通通行仕候ニ付
　　　期日延引仕候此段申上候以上
　　　　十一月十九日　　　　　松平主殿頭
一十一月十九日小笠原幸松丸殿ゟ左之通御届有之
　　　今般毛利大膳父子始為討手下之関
　　　渡海之節大小船数都合七十七艘相
　　　用申候此段御届申上候以上
　　　　十一月廿日　　　　　　小笠原幸松丸
一十一月廿日松平主殿頭殿ゟ左之通御届有之
　　　　　　　　　　　　　松平主殿頭出張人数
A0143-01983_089
　　　　　　　　　　　　　　家老
　　　　　　　　　　　　　　　板倉八左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　侍八人
　　　　　　　　　　　　　　　歩卒壱人
　　　　　　　　　　　　　　　陪卒拾四人
　　　右之通相増申候
一十一月廿日長岡良之助様御本陣江御出御対顔
　有之
一十一月廿日今日長府ゟ使節当湊江着船
　之段小倉侯ゟ使者ニ而御届有之
一同日右同断ニ付小倉侯ゟ御本陣為御警衛
　番頭矢島津盛依田市郎左衛門人数引纏被
　指出候付御酒肴被下之
一十一月廿日奥平大膳大夫殿ゟ左之通御届有之
　　　　　覚
A0143-01983_090
　　一猟船　弐拾艘
　　　右者此間申達置候筑前国領分深
　　　江表ゟ之分昨日相廻都合船数百八艘
　　　御座候此御御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　奥平大膳大夫内
　　　　十一月廿日　　　　　　菅沼新五兵衛
一十一月廿一日松平美濃守様ゟ左之通御伺有之ニ付
　御附札之通御差図有之
　　　美濃守儀二番手被　仰付置候付攻入
　　　候節一番手之兵船等多分之事ニ可有
　　　御座処引続押寄候而者必定混雑可然
　　　就而ハ一番手攻入候程合見斗順々二番手
　　　攻入候心得ニ罷在候尤右攻入方之儀ハ御指図も
　　　可有御座候哉且又二番手攻入候御順
A0143-01983_091
　　　御名前等兼而相心得不置候而者是又
　　　混雑可仕候付攻入方御名順等奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平美濃守様内
　　　　十一月廿一日　　　　　藪幸三郎
　　　　附札
　　　　　御書面敵地者海岸ニ而攻口も一道ならさるニ付何れ壱番手弐番手
　　　　　一筋ゟ順々進入ニ者有之間敷猶攻入口并御順序之儀者御軍議之上可被
　　　　　相定事
一十一月廿一日細川越中守様ゟ左之通御届有之
　　　今度長防御征伐ニ付越中守儀先鋒被
　　　仰付候付而者差寄備頭沼田勘解由組共
　　　小倉応援として指出置討入之節ハ一之
　　　先手申付二番手私組共出張夫ゟ先手之
　　　人数順々操出引続越中守出馬之筈ニ
　　　御座候処参集期限御取消等之御沙汰
　　　ニ付暫出張見合置候処当月十一日持口江
　　　到着同十八日討入期限等之御達ニ付而ハ
　　　直様出張可仕処折節筑前領内継人馬
　　　一切断来候付俄ニ通人夫等之手配仕其上
A0143-01983_092
　　　小倉路之儀諸藩一同程々出張ニ而松崎
　　　以北駅々指支候様子ニ相聞候付而者不取
　　　敢舎弟長岡良之助儀越中守出馬迄之
　　　間諸事致委任急速主張申付間道
　　　秋月街道を押去十七日小倉表江着
　　　営仕先達而私組共右同様間道を押
　　　到着仕加之備頭溝口蔵人組共今廿一日
　　　以後追々到着之筈ニ而大勢之人数一時ニ
　　　屯集宿営等之手当何分整兼候程之
　　　儀ニ付越中守出張仕候而も差寄落着之
　　　場所も無之候間不得止出張見合居候事ニ
　　　御座候然処今度攻掛日限見合候様との
　　　儀御達も有之候付猶期限被　仰出先手之
　　　員数揃次第出馬之覚悟ニ罷在申候此段御
　　　届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　細川越中守家老
　　　　十一月廿一日　　　　　有吉将監
A0143-01983_093
　　　長岡良之助手惣人数
　　　　　覚
　　　　　　　　　　　　　　　家老壱人
　　　　　　　　　　　　　　　備頭拾壱人
　　　　　　　　　　　　　　　番頭六人
　　　　　　　　　　　　　　　物頭弐拾四人
　　　　　　　　　　　　　　　馬廻り
　　　　　　　　　　　　　　　　四百六拾九人
　　　　　　　　　　　　　　　徒士
　　　　　　　　　　　　　　　　五百七拾人
　　　　　　　　　　　　　　　陪士
　　　　　　　　　　　　　　　　三百弐拾五人
　　　　　　　　　　　　　　　仲間
　　　　　　　　　　　　　　　　弐百四拾壱人
　　　　　　　　　　　　　　　雑人
　　　　　　　　　　　　　　　　千五百四拾四人
　　　　但本行之内大筒手持夫等相加り候事
　　　　　　　郡夷則家来
　　　　　　　　　　　　　　　陪士
　　　　　　　　　　　　　　　　五拾四人
　　　　　　　　　　　　　　　足軽
　　　　　　　　　　　　　　　　四拾八人
　　　　　　　　　　　　　　　仲間
　　　　　　　　　　　　　　　　弐拾六人
A0143-01983_094
　　　　　　　　　　　　　　　雑人
　　　　　　　　　　　　　　　　六拾七人
　　　　　惣合三千七百四拾八人
　　　右之通御座候尤此許迄召連無用之雑人
　　　持人等取調不申候以上
　　　　十一月
　　　　　　　有吉将監手惣人数付
　　　　　　　　　　　　　　　有吉将監
　　　　　　　　　　　　　　　番頭六人
　　　　　　　　　　　　　　　有吉将監□五人
　　　　　　　　　　　　　　　物頭弐拾弐人
　　　　　　　　　　　　　　　馬廻り百五拾人
　　　　　　　　　　　　　　　　内八拾人大筒手
　　　　　　　　　　　　　　　徒士三百七拾六人
　　　　　　　　　　　　　　　足軽四百六拾九人
　　　　　　　　　　　　　　　仲間弐百拾七人
　　　　　　　　　　　　　　　雑人三百拾七人
A0143-01983_095
　　　　　　　　　　　　　　有吉将監家来
　　　　　　　　　　　　　　　馬廻り百六拾八人
　　　　　　　　　　　　　　　足軽弐百七拾七人
　　　　　　　　　　　　　　　仲間三百六拾壱人
　　　　　　　　　　　　　　　雑人七百八拾人
　　　　　　　　　　　　　　番頭以下家来
　　　　　　　　　　　　　　　陪臣弐百四拾人
　　　　　　　　　　　　　　　足軽弐百八拾人
　　　　　　　　　　　　　　　仲間五百六人
　　　　　　　　　　　　　　　雑人千弐拾四人
　　　　　惣合五千四百三拾六人
　　　　　　　沼田勘解由手惣人数
　　　　　　　　　　　　　　　備頭
　　　　　　　　　　　　　　　沼田勘解由
　　　　　　　　　　　　　　　番頭四人
　　　　　　　　　　　　　　　物頭弐拾弐人
A0143-01983_096
　　　　　　　　　　　　　　　馬廻り四百三拾五人
　　　　　　　　　　　　　　　　内大筒手九拾七人
　　　　　　　　　　　　　　　徒士三百六拾九人
　　　　　　　　　　　　　　　　内大筒手五拾六人
　　　　　　　　　　　　　　　足軽四百七拾壱人
　　　　　　　　　　　　　　　仲間弐百拾八人
　　　　　　　　　　　　　　　雑人百九拾六人
　　　　　　　　　　　　　　沼田勘解由家来
　　　　　　　　　　　　　　　陪士五拾七人
　　　　　　　　　　　　　　　足軽八拾五人
　　　　　　　　　　　　　　　仲間三拾六人
　　　　　　　　　　　　　　　雑人百四拾弐人
　　　　　　　　　　　　　　番頭以下家来
　　　　　　　　　　　　　　　陪士六拾四人
　　　　　　　　　　　　　　　足軽三拾七人
　　　　　　　　　　　　　　　仲間弐拾人
　　　　　　　　　　　　　　　雑人百三拾六人
A0143-01983_097
　　　　　惣合弐千弐百九拾弐人
　　　右之通御座候尤此許迄召連候無用之
　　　雑人持人等取調不申候以上
　　　　十一月
一十一月廿一日立花飛驒守殿ゟ左之通御届有之
　　　　　着陣名前
　　　　　　　　　　　　　　廿三日着陣
　　　［大組頭家老武者奉行］　十時摂津
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　大組頭　　　　　　　　　立花熊千代
　　　　　　　　　　　　　　十七日着陣
　　　［家老陣場奉行］　　　　立花伊賀
　　　　　　　　　　　　　　廿日着陣
　　　中老　　　　　　　　　　由布蔵人
　　　　　　　　　　　　　　十八日着陣
　　　番頭　　　　　　　　　　立花参大夫
　　　　　　　　　　　　　　廿三日着陣
　　　同　　　　　　　　　　　問註所七左衛門
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　同　　　　　　　　　　　蜂谷一学
　　　　　　　　　　　　　　十八日着陣
　　　同　　　　　　　　　　　由布内記
　　　　　　　　　　　　　　十七日着陣
　　　用人　　　　　　　　　　京都五六兵衛
A0143-01983_098
　　　　　　　　　　　　　　廿三日着陣
　　　物頭　　　　　　　　　　竹迫志津助
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　同　　　　　　　　　　　斎藤弥八郎
　　　　　　　　　　　　　　十七日着陣
　　　［陣場奉行着添］　　　　町野茂兵衛
　　　戦士足軽雑兵共　
　　　　　　　　凡一千五百余
　　　　十一月
一十一月廿二日松平肥前守様ゟ左之通御届有之
　　　肥前守追々出馬仕候段者最前申上候
　　　通御座候然処豊筑之駅々諸家之御人
　　　数相詰り国許ゟ之里数も格別相隔不
　　　申ニ付先手操出し順次を以出馬之心得御座候
　　　此段御届仕候様肥前守申付候
　　　　　　　　　　　　　　松平肥前守内
　　　　十一月　　　　　　　　伊東外記
　　　最前被相達候廉々取調候処左之通
A0143-01983_099
　　一旗本其外惣軍之人数者肥前守出馬
　　　之節御届仕儀候
　　一大砲九拾八挺
　　　　内野戦銃五拾五挺　攻白砲弐拾六挺
　　　　　海砲拾七挺
　　一小銃弐千百拾九挺
　　一船数百三拾弐艘
　　　　内異国形船壱艘
　　　　　大小早船其外百三拾壱艘
　　一十一月十一日持口江着到之儀者十月十五日
　　　承知十八日攻懸り之儀者当月七日承知仕候
　　一旌旗小印扨又合印別紙之通御座候
　　　　　　　　　　　　　　松平肥前守内
　　　　十一月　　　　　　　　伊東外記
　　但旌旗絵図合鑑略之
A0143-01983_100
一十一月廿二日小笠原佐渡守殿ゟ左之通御届有之
　　　佐渡守先備同姓左京大夫先備之
　　　相並文司塩浜辺より渡海討入候心
　　　得ニ申合候此段御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　小笠原佐渡守内
　　　　十一月廿二日　　　　　尾崎嘉左衛門
一十一月廿三日秋田三五左衛門河津善大夫広島表ゟ帰着
　於同所御渡之御書付相達候ニ付小倉在陣之諸侯
　方御家来御本陣江御呼出左之御書付被相渡之
　　　三条実美初五人之輩并右ニ附属
　　　脱藩之者共請取方等之儀ニ付此度松平
　　　美濃守初へ申渡候趣者全く追討外之
　　　所置ニ付下之関口討手之面々ニおゐて
　　　右ニ倣ひ如何之挙動有之候而者不可
　　　然候間心得違之儀無之様可被相示置
A0143-01983_101
　　　事
　　　　十一月
　　　　　　　　　　　　　　　細川越中守
　　　去年脱走いたし是迄長州江滞
　　　在之三条実美初五人之内壱人松平
　　　美濃守ゟ請取預可被申事
　　　　但右五人之者美濃守長州より請取方
　　　　　難行届節ハ有馬中務大輔松平
　　　　　修理大夫松平肥前守申合兵力を以
　　　　　速ニ臨機之所置可被有之事
　　　　　　十一月
一十一月廿三日右同断ニ付広島御本陣江左之通
　御請書被指出之
　　　三条実美初五人之輩并右ニ附属
　　　脱藩之者共請取方等之儀ニ付此度
A0143-01983_102
　　　松平美濃守初江御達之趣者全く
　　　追討外之御処置ニ付下之関口討手之
　　　面々おゐて右ニ倣ひ如何之挙動有之
　　　候而者不可然候間心得違之儀無之様
　　　可相示置旨御書付之趣奉得其意候
　　　外ニ為心得御渡被成候御書付之写
　　　四通是又致承知候以上
　　　　十一月廿三日　　　　　松平越前守
　　　三条実美初五人之内壱人宛松平
　　　美濃守より請取預等之儀ニ付細川
　　　越中守有馬中務大輔松平肥前守江
　　　御達之御書付御廻被成其段今廿三日
　　　夫々申達候以上
　　　　十一月廿三日　　　　　松平越前守
　　　三条実美初五人之輩并右ニ附属
A0143-01983_103
　　　脱藩之者共請取方之儀ニ付此度
　　　松平美濃守初江御達之趣者全く追
　　　討外之御処置ニ付下之関口討手之面々
　　　おゐて右ニ倣ひ如何之挙動有之候而者
　　　不可然候間心得違之儀無之様可相示
　　　置旨御書付之趣致承知候右者追
　　　討外之儀与者乍申請取方之儀ニ付自
　　　然戦闘之場合ニ茂及候節ハ攻口之
　　　儀ニ而追討外共難申且副将之任ニも
　　　有之其儘閣候様ニ者難致候条下之関
　　　口討手屯集之人数を以臨時応援之
　　　指揮ニも及度心得ニ御座候猶御差図
　　　可被下候以上
　　　　十一月　　　　　　　　松平越前守
A0143-01983_104
一十一月廿四日細川越中守様ゟ左之通御伺有之
　　　三条実美初五人之輩并右ニ附属
　　　脱藩之者共請取方之儀者松平
　　　美濃守様江被　仰渡之趣有之専御取
　　　斗ニ相成申儀与奉存候然処近年越中守
　　　国許ゟも脱走之者有之生死之境者
　　　相分不申候得共自然存命仕居此度於
　　　長州請取方相済又者兵力を以臨機之
　　　処置ニ及仮令他藩之手ニ入候共直ニ
　　　此方江御引渡被下候様余奉願置候此段
　　　可然様御差図可被成下候以上
　　　　　　　　　　　　　　細川越中守家老
　　　　十一月廿四日　　　　　有吉将監
　　　　　　　　　　　　　　　郡夷則
一十一月廿四日小笠原左京大夫殿ゟ左之通御達有之
A0143-01983_105
　　　　　口上覚
　　　三条実美初五人之輩并右附属脱藩
　　　之者共請取方等之儀ニ付此度松平美濃守初江
　　　申渡候趣者全ク追討外之処置ニ付下ノ関口
　　　討手之面々おゐて右ニ倣ひ如何之挙動有
　　　之候而者不可然候間心得違之儀無之様可
　　　相示置旨昨廿三日御書付を以被　仰渡之候
　　　条右ハ全御追討外之御所置ニ候間具ニ
　　　奉得其意候然ニ松平美濃守始於彼地脱
　　　走輩請取方之次第ニ寄り自然戦闘与相成
　　　即逆徒御誅戮之御発端与共相運候茂
　　　難斗奉存候間若右之場合ニ及ひ候者私并
　　　同姓佐渡守近江守幸松丸儀者兼而下之関口
　　　攻懸り之先鋒殊ニ細川越中守奥平大膳大夫
　　　ゟ先立可相向旨厚キ蒙　御沙汰同姓一統
A0143-01983_106
　　　何れも一際憤起仕居候折柄ニ付別而右場合
　　　ニ共及候ニ討入不仕候而者先鋒之蒙
　　　命候身更ニ不安残念之至奉存候依之
　　　彼地戦闘之形勢ニ候者同姓一同則先鋒之
　　　心得を以討入仕度念願ニ御座候間至其期候
　　　ハヽ何卒速ニ討入之御指揮兼而被成下置
　　　候様奉懇願候以上
　　　　十一月廿四日　　　　　小笠原左京大夫
一十一月廿四日左之通諸向江致通達候様御用人江
　御家老申聞之
　　　別紙御達之趣ニ付而者暴徒之者共
　　　何時小倉地方江罷越不意ニ事を相発
　　　し候儀も難斗候間各厚被申談組支配等へ
　　　も可被申置候事
　　　別紙
　　　　三条実美初五人之輩并右ニ附属脱藩
A0143-01983_107
　　　　之者共請取方之儀ニ付此度松平美濃守
　　　　初へ申渡候趣ハ全く追討外之処置ニ付
　　　　下之関口討手之面々おゐて右倣ひ如何
　　　　之挙動有之候而ハ不可然候間心得違之儀
　　　　無之様可被相示置事
　　　　　十一月
一十一月廿四日軍御目付中ゟ左之通御達有之
　　　別紙之通稲葉美濃守より達有之候被
　　　得其意一手之向々江も心得之為可被達置候
　　　　十一月
　　　　　　　　　　　　　　　加賀中納言
　　　其方儀病気ニ者候得共毛利大膳父子
　　　始追討ニ付陸地芸州路之先鋒松平
　　　安芸守板倉周防守阿部主計頭同様被
　　　仰付候間為名代在京之家老長大隅守江
A0143-01983_108
　　　隊将申付早々発行尾張前大納言殿
　　　御指揮ニ随ひ奮戦候様可被申付候諸事
　　　安芸守始江申合委細尾張前大納言殿江
　　　相伺候様可被申付候
　　右之通於江戸表加賀中納言江相達候旨申
　　越候間此段前大納言殿江可被申上候事
一十一月廿四日広島御本陣ゟ御達御書付之趣末之番外以上之面々御本陣へ呼出
　為心得御家老相渡之
　　　　　　　　　　　　　　　松平美濃守
　　　去年脱走いたし是迄長州ニ滞在之
　　　三条実美初五人之輩長州ゟ請取壱人ツヽ
　　　御自分并細川越中守有馬中務大輔松平
　　　修理大夫松平肥前守江預置筈候間夫々請取
　　　候上引渡方共専被取斗尤受取方難行
　　　届節ハ越中守初申合兵力を以速ニ臨桟之
A0143-01983_109
　　　所置可被有之候其段越中守初江も申渡
　　　置候事
　　　　十一月
　　　三老臣之首級実検済之上吉川監物江
　　　差遣候事
　　　三老臣之首級者請取参謀之輩斬首
　　　之儀も承置候五卿之儀も申出之通無遅
　　　引可差出候且右ニ附属之脱藩人之始末も
　　　早々可申達事
　　一山口之儀ハ新規修築之事ニ付早速破
　　　却可有之事
　　　先達而戸川鉡三郎より申渡候追討之
　　　御主意之趣ニ付吉川監物を以申出候謝
　　　罪之廉々ハ有之候得共猶大膳父子恐入
A0143-01983_110
　　　之次第自判之書面を以早々可申出候
一十一月廿五日
　忠直様御配所萩浄土寺江為　御代拝御側向頭取
　井上弥一郎并武田三十郎被指遣之
　　但御世譜為御用跡部又八同道罷越
一十一月廿五日広島御本陣ゟ御使者若井鍬吉ヲ以
　左之通御達有之
　　　毛利大膳儀追々謝罪之運ニ相成候付
　　　此上之御所置如何相立御為ニ可相成哉
　　　承度候間重臣之内国論専対方行屈候者
　　　来月五日迄ニ広島表江可被差出候事
　　　　但本文見込之趣直ニ被申達度向ハ持
　　　　　口之兵備を不懈様申付自身軽隊
　　　　　ニ而広島表江早速罷出可被申達事
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一十一月廿八日松平主殿頭殿ゟ左之通御届有之
　　　主殿頭出張人数総勢去廿五日迄
　　　相揃申候此段各様迄御届可申上旨
　　　着到所ゟ申付越候以上
一十一月晦日今度水戸表脱走之浮浪中山道通り
　相登り不穏相聞候ニ付板取為御固御先物頭林
　勘十郎出張被　仰付之
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一十一月晦日右同断ニ付大炮為御用左之面々今庄駅江
　出張被　仰付之
　　　宇都宮五郎助　日比登弥太　　　寺沢四郎
　　　林捨吉　　　　河崎山十郎　　　大久保虎次郎
　　　厚治与三次郎　波々伯部熊三郎　横山廉弥
　　　山本直次郎　　鈴木政太郎
　　外ニ
　　　野村彦大夫　　多喜田熊之助　　横山錬蔵
　　　〆
一十一月晦日御用番阿部豊後守殿江御呼出御留守居罷
　出候処御軍艦御拝借之儀ニ付被指出置候御願書ニ左
　之通御附札を以御差図有之
　　　越前守儀毛利大膳御征伐之副将被　仰付候付
　　　御軍艦拝借之儀於京都相願候処御繰合
　　　出来候ハヽ拝借可被　仰付候間於摂州勝安房守様
　　　江承合候様去月十二日松平伯耆守様ニ而御指図
　　　御座候ニ付安房守様江承合候処御軍艦御不
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　　　足ニ付御繰合出来兼候段御答ニ御座候然ル処
　　　越前守九州江出張候様被　仰出攻口も海路ニ
　　　相成候故弥以御軍艦無之候而者指支有之候間
　　　猶以於此表御軍艦拝借之儀只管相願
　　　候様申付越候尤此節柄之事ニ候得者早急
　　　拝借被　仰付被下置候様偏ニ奉願上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十一月六日　　　　　　千本弥三郎
　　　　御附札
　　　　　書面之趣者此表ニおゐて御貸渡可
　　　　　相成御船無之候間於大阪伊豆守江相伺候様可仕候
一十二月朔日広島表江御用有之ニ付御家老本多
　修理御側御用人酒井十之丞被指出之今日小倉表
　出帆
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（以下、「　」内は抹消）
「一十二月朔日奥平大膳大夫殿ゟ使者ニ而左之通御達
　　有之
　　　　五十ノ日
　　　　　大小砲空放修行致候段御届
　一同日小笠原幸松丸殿ゟ使者を以左之通御届有之
　　　　尾張前大納言殿ゟ毛利大膳儀追々謝罪之
　　　　運ニ相成候ニ付此上之御所置如何相立
　　　　御為ニ可相成哉被成御承知度之間重臣之内
　　　　国論専対方行届候者当月五日迄ニ広
　　　　島表へ可差出旨以御使被仰下奉畏候右ニ付
　　　　家来山路太次兵衛与申者広島表へ差出
　　　　申候此段御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　　小笠原幸松丸使者
　　　　　十二月朔日　　　　　　島田肇
　一十二月朔日立花飛驒守殿江左之通御問合有之候処
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　　附札之通届有之
　　　一飛驒守何日比迄ニ参集ニ可相成且遅参
　　　　ニ付而之事
　　　　　右者即刻出張之積ニ候得共未タ陣屋
　　　　　等調兼候故及延引候尤打入之日限御取極
　　　　　相成候ハヽ其期ニ不後出張可致候事
　　　一人数何日頃迄ニ相揃可申哉之事
　　　　　右者御届申置候通飛驒守先手使者着
　　　　　陣致居候事
　　　一船軍器等全備候哉之事
　　　　　右者船軍器高相応ニ相揃置候事
　　　一軍御目付様江も御達申上候様之事
　　　　　右者承知仕候事
　　　一船之乗場何方之心積ニ候哉并船数等之事
　　　　　右者当所鋳物師町ゟ乗船可仕事
　　　　右之廉々委細者先日摂津ゟ口上ニ而申上候通ニ
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　　　　御座候事」
一十二月二日水戸表脱走之浮浪中山道通り相登り
　飛騨之方江罷越候趣相聞候付左之面々大野表江出
　張被　仰付
　　　御番組并子弟輩　　　　大御番頭
　　　引纏　　　　　　　　　　天方八之丞
　　　組之者　　　　　　　　御目付
　　　召連　　　　　　　　　　土屋小六
一十二月四日右同断浪士千人程美濃路ゟ山越ニ而御当
　地江向ケ走候趣ニ付難所等断切速ニ討取候様江洲路
　出張之御目付江原桂介殿ゟ申来候付銘々致用意御
　下知相待候様諸月番江御家老申渡之
一十二月四日所司代松平越中守殿ゟ御呼出御留守居罷出候
　処左之通御書付壱通御渡有之
　　　　　　　　　　　　　　袖裏
　　　　　　　　　　　　　　　松平阿波守
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　　　　　　　　　　　　　　　松平美濃守
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　　　　　　　　　　　　　　　家来江
　　　常野脱走浮浪共致上京候哉之風聞
　　　ニ候一橋中納言殿内願有之暫時賜御暇
　　　候間発向中
　　　帝都御手薄ニ相成候付所々口々并九門御
　　　警衛内外見廻等無油断厳重相心得
　　　候様　関白殿被　命候旨伝
　　　奏衆を以被申聞候事
　　　　十二月
（以下、「　」内は抹消）
「一十二月四日小倉城外水車合薬所出火下陣之御同勢
　　為御警衛御本陣江罷出
　一同日右同断ニ付小倉本陣之諸侯方ゟ御機嫌為伺
　　御使者来ル
　一同日右同断ニ付小倉侯江為御見舞御使者御使番
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　　尾高治部之助御人数引纏被指出之
　一十二月五日松平主殿頭殿昨日着陣ニ而今朝御本
　　陣江御出御対顔有之」
一同日所司代松平越中守殿ゟ御呼出御留守居罷出候処
　左之御書付公用人を以被相渡之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来江
　　　常野脱走之賊徒共越前海辺江落
　　　行候哉ニも相聞候其領分可罷通も難
　　　斗厳重手当致し見掛次第不洩打
　　　捕可申万一打洩候ハヽ他領迄も附入打
　　　取候様可被致候此段相達候
　　　　十二月
一十二月六日脱走之浪士美濃路ゟ山越ニ而大野領江
　相廻候趣ニ付左之通江洲出張之御目付江御届
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　書被指出之
　　　野洲脱走浪士之儀此間御達御座候ニ付
　　　隣領江も申達夫々手配致置候処美
　　　濃路ゟ越前国境蝿帽子と申峠を越
　　　一昨四日晩大野領分秋生と申処江止宿
　　　可致趣ニ而追々大野表之方江罷通り可申
　　　様子大野表ゟ申来候依之尚又越前守
　　　増人数為手当指向候得共此節征長
　　　出陣中ニ付人数少ニ而行届兼心配致居
　　　申候尤精々乍少人数手配仕候得共何方へ
　　　罷通り候哉も難斗御座候此段御届申候
　　　以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来
　　　　十二月六日　　　　　　村田巳三郎
一十二月六日右同断探索方ゟ注進有之ニ付早太鼓
　早鐘被為打諸向兼而被　仰出之通着具ニ而下馬
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　御門内江相詰三ノ丸御座所勤之分ハ役所々々江相詰ル
一十二月六日今朝六時御供揃ニ而内裏并門司辺江
　御乗馬ニ而被為入於速戸小倉侯家来大砲手続
　御覧被成七時過御帰営
（以下、「　」内は抹消）
「　　　　　騎馬御供之面々
　　　　酒井外記　　　　　　岡部豊佐
　　　　芦田信濃　　　　　　岡部造酒助
　　　　大宮藤馬　　　　　　斎藤民部
　　　　飯田主税　　　　　　渡辺早太
　　　　高田孫左衛門　　　　萩原金兵衛
　　　　浅井権十郎　　　　　御供頭弐人
　　　　本多門左衛門　　　　荻野左十郎
　　　　御近習番頭取壱人　　御小姓頭取壱人
　　　　御近習番壱人　　　　御小姓壱人
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　　　　　　歩行御供
　　　　御近習番　　　　　　御小姓
　　　　御書院番組　　　　　補兵隊
　　　　御馬方弐人　　　　　新番組
　　　　御徒
　　　但騎馬并歩行御供之面々士分陣羽織
　　　　勝手次第陣笠裁付着用腰兵粮得
　　　　道具致持参候事
　一十二月七日松平主殿頭殿ゟ左之通御届書指出之
　　　　先達而従主殿頭申上置候手船到着
　　　　仕候間為弁用小倉湊江も壱弐艘繋置
　　　　申度此段御届申上候以上
　　　　　十二月七日」
一十二月七日御用番本多美濃守殿ゟ御呼出御留守居罷出
　候処御出陣中ニ付歳暮御拝領物之儀ニ付被指出置候
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　御願書ニ左之通御附札を以御差図有之
　　　越前守并大蔵大輔江例年為歳暮御祝儀
　　　和宮様　天璋院様ゟ　御使御広敷番頭様を以
　　　拝領物被　仰付難有仕合奉存候然ル処今般越前守出陣ニ付
　　　多人数召連候事故此表ニ居合候家来共人少ニ付
　　　御使被成下候共不敬之至ニ可相成候間乍自由右
　　　御使を以拝領物被　仰付候廉大奥御老女中様奉文を以
　　　拝領被仰付被下置候様奉願度旨兼而申付置候此段各様
　　　方迄御内々相願申候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十二月七日　　　　　　千本弥三郎
　　　　御附札
　　　　　越前守出陣中ハ越前守并
　　　　　大蔵大輔江女中奉文を以拝領物
　　　　　可被　仰付候事
（以下、「　」内は抹消）
「一十二月八日今暁宿継を以御目付滝川播摩守殿
　　織田市蔵殿ゟ
　　慶永様江左之通御達有之ニ付御領主方江御人
　　数操出之儀町奉行平本但見ゟ申達之」
（付紙）
「賊徒共越前路江立越候趣相聞候付船場ゟ
　何方へ船路脱出可致も難斗候ニ而御用之外
　一切出船不相成様可申達旨中納言殿被仰聞候
　尤酒井飛驒守有馬遠江守土井能登守間部
　卍治小笠原左衛門佐江ハ右之趣相達候得共
　其余右国内領分知行有之向へハ大蔵大輔殿ゟ
　可被成御達旨是亦被仰聞候間此段御達候
　　十二月七日　　　　　　　　織田市蔵
　　　　　　　　　　　　　　　滝川播磨守
　　　松平大蔵大輔殿
　　　　　　　　重役中」
一十二月九日所司代江御呼出御留守居罷出候所堺町御門
　御警衛被　仰付置候処御免之儀御願之趣無余儀筋
　ニ付暫時御免被成候旨御達有之
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　　但右ニ付在京之大御番頭松平源太郎御番士
　　　引纏同十三日府中江着
　（以下、「　」内は抹消）
「一十二月九日脱走之浪士今九日明十日之打ち今庄駅
　　止宿之旨探索之者相達候ニ付
　　慶永様御出馬可被成ニ付本多興之輔江御先手
　　被　仰付
　一同日有馬遠江守殿人数操出今日東掛所江着陣ニ付
　　慶永様ゟ御使者大久保肥馬被遣之左之通演
　　説之
　　　　今暁水落駅御人数御操出被下
　　　　候様明十日府中駅迄御操出被下本多
　　　　興之助手与御談被下度候」
一同日夜賊徒共御国路江立越候趣ニ付船場ゟ何方江
　船路脱出可致も難斗ニ付御用之外一切出船不相
　成候様御目付滝川播磨守殿織田市蔵殿ゟ御達
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　有之ニ付浦々并川添村々江船留之儀町奉行郡
　奉行ゟ申通之
（以下、「　」内は抹消）
「一十二月十日脱走之浪士為御追討
　　慶永様御出馬被成府中江御在陣
　一同日堺御門御警衛佐竹右京大夫殿江御門渡被成
　一十二月十一日一橋様ゟ左之通為御知有之
　　　　此度常野脱走之浮浪徒多人数
　　　　中山道筋罷登り不容易模様ニ相聞
　　　　此上
　　　　帝都へ相廻り候様之儀有之候而ハ
　　　　御職掌ニ取御迷惑被遊候ニ付江州路辺迄
　　　　早々御出張御追討被遊度暫時御暇之儀
　　　　御内願之通十一月晦日御参
　　　　内之上被　仰出候ニ付一橋様当月三日
　　　　江州路御出張被成候
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一十二月十一日長府并清末ゟ之使節小倉江着帆」
一十二月十二日長州ゟ使者先手物頭佐竹三郎右衛門小倉江
　着左之通歎願書指出候由ニ而家老小宮民部
　御本陣江持参ニ付御落手相成
　　　私家老益田右衛門介福原越後国司信濃
　　　去七月於　輦下騒擾之始末深奉恐入候
　　　右ニ付三人之者禁錮申付御指図を奉待候処
　　　却而過慮ニ相当候儀与奉存此度厳刑ニ
　　　処し首級奉備　御実検候并参謀之者
　　　一同斬首申付委細吉川監物を以申上候通
　　　御座候全私父子平常之緩せ罪科難
　　　遁依之寺院蟄居恐懼罷在何分之
　　　御沙汰謹而奉待候以上
　　　　元治元申子
　　　　　　　　十一月　　　　毛利大膳
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（以下、「　」内は抹消）
「一十二月十三日於小倉士使者宿［大阪屋］江御家老酒井外記
　　御側御用人毛受鹿之介御目付高田孫左衛門浅井権十郎
　　堤五市郎罷越長府清末使節江案内申越右使
　　節罷出左之通口上申述歎願書指出候ニ付外記
　　鹿之介請取　御本陣江罷出口上之趣申上再使者
　　宿江罷越歎願書御落手被成尚惣督府江被申達
　　候旨両使江申聞之」
一十二月十四日
　慶永様ゟ小倉在陣之全軍江為御尋　御直書被成
　候儀ニ付左之通全軍江御家老申渡之
　　　今度長防御征討全軍海上無滞小倉江
　　　到着且寒気之時分長々苦労可致与大儀ニ
　　　思召此上可抽精忠旨別而山陽之海風相厭候
　　　事専一ニ被　思召此段全軍江可申聞旨従
　　　宰相様被成　御書誠以難有御事ニ候
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（以下、「　」内は抹消）
「一十二月十七日細川越中守様ゟ左之通御届有之
　　　　毛利家之儀追々伏罪之姿相顕候ニ付不日山口
　　　　城破却且萩城之体父子謹慎等之実跡為
　　　　御見届督府御名代并監察御発向之筈付
　　　　而者長防御所置筋弥以結句可被為至且又脱走
　　　　五卿之儀も兵力を不用穏に御抜取之御目算
　　　　相立不遠諸軍御解放之御運ひにも相成
　　　　居候哉之処越中守人数之儀者初発小倉為
　　　　応援出張仕八月以来永々滞在其後大勢之
　　　　人数一時ニ参集直様先登之覚悟ニ罷在申候
　　　　処前文之通ニ而最早御討入被申御場合ニも無
　　　　之徒ニ時日を送申候而者国力疲弊を重候迄
　　　　ニ而他日之再挙も無覚束甚以懸念之次第ニ
　　　　御座候将又水府浪人大勢京師ニ押登候趣
　　　　付而者定而従国許御守衛之人数等指登候儀も
　　　　可有之彼是不容易御時節ニ付猶又兵力を
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　　　　養往々共致度　公務を奉し申度奉存候間
　　　　八月已来差出置候一手之儀者先達而ゟ大里
　　　　迄押出居必多物永陣ニも相成申候付旁以
　　　　此節蒲生村ニ而到着仕候新手之人数与引
　　　　替せ申筈ニ御座候此段御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　　細川越中守家老
　　　　　十二月　　　　　　　　有吉将監
　　　　　　　　　　　　　　　　郡夷則」
一十二月十八日於天徳寺　松栄院様御位牌御出来ニ付
　御用番江左之通御届書被指出之
　　　旧冬天徳寺焼失之節
　　　松栄院様御位牌塔頭浄林院江仮御安置
　　　致置其後天徳寺仮普請出来ニ付当
　　　三月同寺へ御遷座仮御安置致置候処
　　　今度越前守位牌普請致出来候ニ付
　　　明後廿日
　　　松栄院様御位牌致正遷座御供養
　　　仕候此段御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　　十二月十八日　　　　　千本弥三郎
A0143-01983_130
（以下、「　」内は抹消）
一十二月十八日昨十七日浪士新保宿江屯集ニ付追々諸藩之
　人数取結討伐之手筈ニ有之候処葉原駅加賀中納言様
　御人数出張先江降伏状差出候趣ニ付戦闘期限暫猶予
　之儀御同所様ゟ被仰進候ニ付如何御心得可被成之旨一橋様御本陣江
　慶永様ゟ御使者武曽権左衛門横山錬蔵を以御伺被成
一同日
　慶永様ゟ
　茂昭様小倉江御着陣被成候御歓為御見廻被遣候御使
　御用人永見主膳毛利元蔵［十一月廿九日御国出立］芸州広島尾張
　前大納言様江御使者相勤今日小倉江着
一十二月十九日御名代土井能登守殿　西丸江御登　城被成候処
　［昨十八日御老中連名之御奉書来ル］於御黒書院溜御老中列座御用番
　水野和泉守殿を以左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　御力　［備前国雲源代金五十枚］
A0143-01983_131
　　　毛利大膳家来多人数押而入京迫
　　　禁闕及乱妨候節在京之家来共堺町御門
　　　内外持場辺ニ於テ粉骨を尽し接戦致し
　　　賊徒共打取候段達　御聴候処常々申付方
　　　宜故之儀与一段之事ニ被　思召候依之拝領物
　　　被　仰付之
　右ニ付御礼勤之御伺書被指出候処御出陣中ニ付不及其儀
　旨御差図有之
一十二月十九日常野脱走之賊徒兵器を携へ京地江可
　相登之趣相聞候ニ付小倉表ゟ御家老酒井与三左衛門
　帝都為御警衛被指出之
　　但右之趣小倉在陣之諸侯方江為御心得御使者を以
　　　御達有之
一十二月廿日小倉滞陣之全軍江
　慶永様ゟ為御慰労御酒肴被下之
一同日天徳寺　御位牌所御普請御出来ニ付御開眼并
A0143-01983_132・133・134
　御位牌御遷座御供養有之
一十二月廿一日歳暮為御祝儀　和宮様　天璋院様より
　老女中奉文を以左之通御拝領
　　　和宮様ゟ
　　　　　銀拾枚
　　　　　干鯛壱箱
　　　天璋院様ゟ
　　　　　同断
一十二月廿四日賊徒降伏仕ニ付
（付紙）
「一同日御用番水野
　　和泉守殿ゟ御呼出ニ付
　　御留守居介今村謙吉
　　罷出候処歳暮御拝領物
　　之義ニ付被指出置候御伺書ニ
　　左之通
　　御附札を以御指図有之
　　　越前守并大蔵大輔江例年
　　　為歳暮御祝儀
　　　和宮様
　　　天璋院様ゟ御使を以拝
　　　領物被　仰付候廉今般越前守
　　　出陣中ニ付御老女中様奉文
　　　を以拝領物仕度段相願候処
　　　願之通被仰出難有奉存候
　　　右御祝儀奉文を以拝領物被
　　　仰付候節御礼勤之儀
　　　越前守儀ハ出陣中諸勤向
　　　御用捨ニ付御礼勤向不仕心
　　　得ニ御座候大蔵大輔儀ハ例年
　　　之拝領振とハ御様子も替
　　　候儀御礼勤向之儀如何
　　　相心得可申哉此段各様方
　　　迄相伺置申度候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十二月十三日　　　　　草尾精一郎
　　　　御附札
　　　　　飛札差越候様可仕候」
一十二月廿三日於広島御本陣御渡之御書付左之通奥村
　坦蔵相達之
　　　別紙之趣被得其意下之関口一手之面々江も
　　　心得之為早々通達可有之事
　　　　十二月
　　　三条実実初五人当月廿五日頃迄ニ松平
　　　美濃守江引渡候手順ニ運ひ候得共附属
A0143-01983_135
　　　之暴徒不伏之者も有之候付兵士差向
　　　及説得其次第ニより彼等討取実美始
　　　早々可引渡旨毛利大膳より相届候付為
　　　心得相達候事
　　　　十二月廿三日
　　　毛利大膳父子服罪之次第ニ運ひ候付
　　　長防為見分家老石河佐渡守御目付
　　　戸川鉡三郎差向去ル十四日広島出立致し
　　　追々致巡見事候此段先御心得之為相達候
　　　尤見届済之段者近日可相達候
　　　　十二月
　　一五卿附属之暴徒討取萩ゟ届之趣ニ付
　　　岩国江大島吉之助可被遣訳之事
　　一暴徒取締之為万一兵力を用候節者
A0143-01983_136
　　　長府ゟ直ニ副将江為打合手筈之事
　　　右之場ニ至り候とも討手之面々より攻懸
　　　り候儀ニ而者無之万々可致暴発候節之
　　　為相咄置候事
　右ニ付九州攻口之諸侯方御家来御本陣江御呼出御書付写壱通ツヽ被相渡之
（以下、「　」内は抹消）
「一十二月廿四日賊徒降伏被
　　慶永様御凱陣」
一十二月廿四日為御山狩長岡良之助様ゟ御誘ニ付今暁
　八時御供揃ニ而小倉領呼野筋江被為　入夜五時前
　御帰営
（以下、「　」内は抹消）
　　「　　騎馬御供
　　　本多修理　　　　　酒井十之丞
　　　岡部造酒助　　　　宇都宮勘解由
　　　渋谷弥税　　　　　菅沼重記
　　　高田孫左衛門　　　井上弥一郎
A0143-01983_137
　　　御供頭弐人　　　　御近習番頭取弐人
　　　御小姓頭取弐人
　　　　　歩行御供
　　　御近習番頭取壱人　御小姓頭取壱人
　　　御近習　　　　　　御小姓
　　　春御小姓　　　　　御書院番一々
　　　補兵隊　　　　　　新番組
　　　御徒
A0143-01984_001
（表紙）
慶応元年乙丑
　茂昭様御代
　　　　　　　　　　読合済
A0143-01984_002
（本文）
慶応元年乙丑［此年元治元年四月改元］
一正月朔日豊前小倉表ニ御滞陣
一正月朔日為年始御祝儀御使者御番頭代
　御用人荒川十右衛門を以例之通御太刀馬代被献之
一正月朔日旧臘廿七日於芸州広島表惣督府ゟ
　御陣払之義御達有之ニ付小倉在陣之諸侯方重役
　御本陣江呼出左之通御家老酒井外記演説之
A0143-01984_003
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　長防討手之面々陣払之儀申渡候間
　　　御手前ニも可被引払候
　　　　元治元年
　　　　　十二月廿七日　　　　尾張前大納言
　　　　　　〆
　　　　　　　　　　　　　　　松平美濃守
　　　　　　　　　　　　　　　細川越申守
　　　　　　　　　　　　　　　立花飛驒守
　　　　　　　　　　　　　　　松平肥前守
　　　　　　　　　　　　　　　小笠原左京大夫
　　　　　　　　　　　　　　　奥平大膳大夫
　　　　　　　　　　　　　　　松平主殿頭
　　　　　　　　　　　　　　　小笠原佐渡守
　　　　　　　　　　　　　　　小笠原近江守
　　　　　　　　　　　　　　　小笠原幸松丸
　　　毛利大膳父子服罪ニ付国内鎮静之躰
A0143-01984_004
　　　為見届候処異儀無之候依討手之面々
　　　陣払可被致候
　　　　元治元年
　　　　　　十二月廿七日　　　尾張前大納言
　　　　　　　〆
　　　　　　　　　　　　　　　松平美濃守
　　　　　　　　　　　　　　　細川越中守
　　　　　　　　　　　　　　　有馬中務太輔
　　　　　　　　　　　　　　　松平修理大夫
　　　　　　　　　　　　　　　松平肥前守
　　　三条実美始転移有之候迄ハ程能人
　　　数残置宜取斗候
　　　　十二月
　　軍目付江
　　　討手之諸軍持口着到之遅速人数之
　　　多寡勤怠之訳引払之日限等委被
　　　取調上京之上可被申達候
A0143-01984_005
　　　毛利大膳父子服罪ニ付国内鎮静
　　　之躰為見届候処異議無之候仍
　　　副将初討手之面々陣払申渡候為心得
　　　相達候得其意時宜見斗可引払候
　　　　元治元年
　　　　　　十二月廿七日　　　尾張前大納言
　　　　　　　　　　　　　　　松平肥前守
　　　三条実美初転移有之候迄ハ程能人数
　　　残置宜取斗候
　　　　十二月
　　　　　〆
　　　前大納言殿事此上之時宜被見斗近々
　　　広島表被引払候積ニ被在之候為承知
　　　被相達候
A0143-01984_006
　　　右之趣下之関口一手之向々并軍目付江も
　　　可被申通候
　　　　十二月
　　　　　〆
　　　罪魁益田右衛門介福原越後国司信濃
　　　厳刑ニ行ひ首級実検ニ差出其余参
　　　謀之者共斬首申付候旨申出候事
　　一暴臣共於　輦下騒擾之始末大膳父子
　　　平生之緩セ罪科難遁依之寺院蟄居
　　　恐懼罷在何分之御沙汰奉待旨自判之
　　　証書并国司信濃江軍今状相渡候始末
　　　恐入候趣之書付をも添差出之三末家
　　　之者よりも恐入候段自判之証書差出之
　　一山口ハ新規修築之事ニ付破却可致旨
　　　申渡則為見届家老石河佐渡守差向
　　　并立合之為御目付戸川伴三郎差遣候処
A0143-01984_007
　　　破却之躰異儀無之旨佐渡守鉡三郎
　　　申達候
　　一三条実美初五人松平美濃守細川越中守
　　　有馬中務太輔松平修理大夫松平肥前守江
　　　分配右国許江引取御預ニ為取斗候筈之事
　　一大膳父子萩城立退寺院蟄居之躰
　　　佐渡守初見届候処城中無異儀大膳父子
　　　萩城外天樹院江蟄居罷在謹慎之躰
　　　疑敷儀無之旨佐渡守鉡三郎申達之
　　一長防領内村市人民謹慎恭順之躰疑敷
　　　儀無之趣佐渡守鉡三郎申達之
　　　　〆
　　　前大納言殿事此上之時宜被見斗近々
　　　広島表被引払候御積之段御達有之ニ付越前守儀も
　　　当月中旬頃迄ニ小倉表被致陣払筈ニ候此段
　　　為御心得申達候
A0143-01984_008
一正月朔日広島御本陣江左之通御届書被指出之
　　　旧臘廿三日廿七日家来之者江御渡被成候
　　　御書付類之趣奉得其意下之関口一手之
　　　面々并軍目付江も其段相達申候以上
　　　　正月朔日　　　　　　　松平越前守
　　　今度長防討手之面々陣払之儀御達
　　　被成候ニ付拙者儀も引払可申旨御達ニ付
　　　当月中旬頃迄ニ小倉表致陣払候積ニ
　　　御座候此段御届申候以上
　　　　正月朔日　　　　　　　松平越前守
　　　　　〆
一正月朔日右同断御陣払之儀御達有之ニ付此段全軍江
　致通達候様御用人斎藤民部江御家老酒井外記
　申渡之
一正月朔日常野脱走之賊徒御国地江立入候趣ニ付
A0143-01984_009
　慶永様御機嫌為御伺御用人斎藤民部副使
　宮北直被差出之［同三日小倉出帆同廿四日福井着］
（以下、「　」内は抹消）
「一正月朔日長岡良之助様御出　御対顔有之
　一正月朔日奥平大膳大夫殿小笠原佐渡守殿明日
　　小倉表御陣払御発足之旨使者ニ而御届有之」
一正月朔日豊後国津守村ニ有之
　西厳院様御石牌旧来御世話申上候同村百姓芦刈
　斎太江弐人扶持被下之
（以下、「　」内は抹消）
「一正月二日松平肥前守様ゟ左之通御届有之
　　　　毛利大膳父子服罪ニ而国内御見届之処
　　　　異儀無之ニ付可致陣払旨可相達尤三条
　　　　実美初転移有之候迄ハ程能人数可残置旨
　　　　御達之次第奉畏其取斗仕置今二日より
　　　　致陣払儀ニ御座候此段御届仕候
　　　　　　　　　　　　　　　松平肥前守内
　　　　　正月二日　　　　　　　愛野忠四郎
A0143-01984_010
（以下、「　」内は朱書で「此ケ条不用」と書かれている）
「一正月［日不詳］松平美濃守ゟ左之通御引合有之ニ付
　　附札を以御差図被成
　　　　　　覚
　　　一長州滞在之五卿衆長州ゟ請取美濃守
　　　　一手之人数を以警衛領分黒崎駅江一先
　　　　連越守衛罷在候筈ニ候事
　　　　　但御惣督様ゟ御再命之通御各藩御相請持之
　　　　　　心得を以当時者五人共美濃守領分江被差置候筈
　　　　　　ニ付御住居向左之通御手当之儀専ら取調居
　　　　　　申候右ニ付於黒崎駅御各藩江御壱人ツヽ御引渡
　　　　　　可致候条御警衛之御人数ハ同所迄御差向被下
　　　　　　住居所迄之途中住居中共御警衛之儀ハ
　　　　　　御家々ニ而御引請相成度候事
　　　　右ニ付黒崎ゟ住居所迄之間ハ警衛御道
　　　　案内旁美濃守ゟ左之通被差添候事
　　　　　　　　　　　　　　　　先手物頭壱人組共
A0143-01984_011
　　　　　　仮住居左之通
　　　　二日市宿　　　甘木宿
　　　　雑掌隈村　　　宇美村
　　　　　但右四ケ所江役筋之者為御用弁壱両人
　　　　　被差置候事
　　　　　美濃守引受候壱人ハ当時赤間宿江被差
　　　　　置候筈ニ候事
　　　　　　御附札
　　　　　　　此廉未タ治定相成兼候間
　　　　　　　自然場合替も可有御座弥
　　　　　　　治定之儀ハ追而可申遣候
　　　一右之通黒崎駅ニ而御引渡可申候間何日々と
　　　　同所迄御人数被差向候様との趣ハ此方ゟ御案
　　　　内申入候事
　　　　　但途中御警衛を初住居所御守衛御人数
　　　　　高承知仕度候事
　　　　　御入用下宿数之事
　　　　　附札
　　　　　　五卿受取済之趣も早速御返達可致事
　　　一右受取ニ而揚陸之上乗物之儀ハ切棒駕籠
　　　　五挺用意致置候事
A0143-01984_012
　　　　　但付添之者乗物并看板類舁人共
　　　一賄向ハ一汁弐三菜位之心得ニ候事
　　　　　付添之もの共も右ニ準シ取扱之事
　　　一左之廉々ハ御引受之御家々ゟ一式御請
　　　　持之心得ニ御座候如何之御取調ニ相成居
　　　　申候哉承知仕置度候事
　　　　　但差向候処ハ此方江御手当向御示談之廉々
　　　　　候ハヽ前以承知仕置度候事
　　　一賄向之事
　　　　　但入用膳椀類御手当之事
　　　　　船中ゟ黒崎迄之分ハ一式此方ニ而用意之
　　　　　心得ニ御座候事
　　　一夜具類之事
　　　　　但付添之者共
　　　一衣類之事
　　　　　右之外御見廻り其外細々御取扱之事
A0143-01984_013
　　　　右之通及御引合候
　　　　　正月」
一正月三日
　慶永様御凱陣ニ付町在江為御酒代左之通被下之
　　　銀壱貫三百八拾匁　　福井町
　　　同六拾四匁五分　　　［誓願寺　岡橋下］
　　　同四百五拾壱匁五分　御預所在々
　　　同四百五拾壱匁五分　川北領在々
　　　同四百五拾壱匁五分　上領在々
　　　同百弐拾四匁五分　　三国
　　　同百弐拾四匁五分　　金津
　　　同百弐拾四匁五分　　［五ケ村粟田部］
　　　同四百五拾壱匁五分　中領在々
　　　同百弐拾四匁五分　　四ケ浦
　　　同四百五拾壱匁五分　下領在々
A0143-01984_014
　　　銀百弐拾四匁五分　　泥原新保浦
　　　銀百弐拾四匁五分　　松岡町
　　　　　〆
一正月四日此度小倉表ゟ御凱陣之節京都江御立寄可被成旨
　被　仰出之
一正月四日広島御本陣江奥村坦蔵を以左之通被差
　出之
　　一今度解兵之儀被　仰出候ニ付而ハ馬関様子も全くハ
　　　不穏相見候ニ付小倉援兵之儀兼而被　仰付置
　　　度事
　　一削地被　仰出候御次第ニ候ハヽ前条之趣も候間小倉
　　　初隣家江厳重之御手配可被　仰付事
　　一三条実美初何時ニ而も転座之心得ニ相成居
　　　諸隊之内附居候者も只今ハ無之好機会ニ而
　　　一日も早く差急候儀故其段長府ゟ三条家
A0143-01984_015
　　　始江申入候処松平美濃守殿ゟ申達候趣ニハ同藩加藤
　　　司書ゟ小金丸兵次郞与申者を以今一左右申達候迄ハ
　　　動座無之様ニ指留置候ニ付転移難致旨被
　　　申出候由長府重役三吉内蔵助始且筑前
　　　藩馬関ニ罷出居候早川養敬筑紫　衛ゟも
　　　申出候由承申候右ハ如何之反対ニ候哉加藤司書江
　　　於其表御聞糺可被下候右心付候件々茂
　　　申上候尚御良考奉願上候
　　　　〆
一正月四日細川様御初四家江左之御書付御渡被成
　　　　　　　　　　　　　　　細川越中守
　　　　　　　　　　　　　　　有馬中務太輔
　　　　　　　　　　　　　　　松平修理大夫
　　　　　　　　　　　　　　　松平肥前守
　　　三条実美初五人之輩松平美濃守江
　　　請取候上壱人ツヽ引渡候筈之処内情聞取
A0143-01984_016
　　　兼候次第も有之候付当時之間ハ美濃守
　　　領分ニ被差置候条相受持之心得を以守衛
　　　之儀共宜被取斗候事
　　　　十二月
一正月四日御陣払被　仰出候ニ付　御旗本并御諸手之
　頭々江　御備奉行ゟ左之通申渡之
　　　御供外士已上御貸撃発銃附属とも於大阪
　　　表御蔵屋敷江上納可致事
　　　　但御用意玉箱之分於当所御武具方江上納
　　　　之事
　　一従者弐人召連候面々大阪表より壱人ニ相成
　　　候分当処ゟ壱人相増弐人召連ニ相成候事
　　一士已下惣而御渡具足并御用意玉薬之分ハ
　　　於当所御武具方江上納可致事
A0143-01984_017
　　　　但持人夫之儀ハ揚人ニ相成候間村名名元相認
　　　　御目付江可差出事
　　一渡海船御仕向次第追々出帆可致事
　　　　但船割人数割日限等之儀ハ追而可相達事
　　　　〆
一正月五日右同断ニ付御供外之面々今日ゟ追々小倉表
　出帆
一正月五日賊徒一件ニ付左之御届書并絵図面共御用番
　水野和泉守殿江御留守居介今村謙吉持参差出之
　　　此度賊徒一件ニ付越前守領分江諸家様方
　　　御人数出張之処右賊徒加賀中納言様御家来江
　　　御預ケ鎮静ニ相成候ニ付由比図書様織田市蔵様
　　　より御達之儀も有之ニ付旧臘廿五日ゟ追々帰
　　　陣相成候此段御届申上候様国許ゟ申付越候已上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　正月五日　　　　　　　今村謙吉
　　　旧臘十四日御届申上置候賊徒井河領新保村
A0143-01984_018
　　　屯集候ニ付諸手申談早々攻撃可仕候処加州様
　　　手江賊徒歎願之趣申出候由ニ付暫攻撃
　　　見合ニ相成候様申来候然ル処同十六日一橋中納言様
　　　より復亦早急攻撃可致旨御指図来候ニ付兼而
　　　諸手申合候通同十七日可致攻撃手筈ニ相成候処
　　　同夕加州様手江賊徒共降伏状差出候ニ付
　　　攻撃見合之儀御同所様ゟ同夕申来候右ニ付
　　　其段一橋中納言様江御届申上候処右賊徒
　　　不残加賀中納言様御家来江当分御預ケ鎮
　　　静相成候ニ付同廿四日大蔵太輔儀帰陣且由比
　　　図書様織田市蔵様ゟ御達之趣も有之ニ付惣人
　　　数追々引取申候此段御届申上候様国元ゟ申
　　　付越候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　正月五日　　　　　　　今村謙吉
　　　此度賊徒攻撃之儀ニ付大蔵大輔出陣所
　　　并家来本多興之輔初惣人数出張場所
A0143-01984_019
　　　且又加賀中納言様井伊掃部頭様松平
　　　飛驒守様其外越前国御領主之御方御人数等
　　　出張場処且賊徒新保宿屯集之場所等
　　　別紙絵図面之通ニ御座候此段御届申上候様
　　　国許ゟ申付越候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　正月五日　　　　　　　今村謙吉
　　　　　絵図面略之
一正月六日常野脱走之賊徒御国地江立入候儀ニ付
　慶永様御機嫌為御窺御使御膳番猪子平左衛門
　御馬廻り西脇坤太郎被差出之今日小倉表出帆
　　但両人同廿六日福井江着
（以下、「　」内は抹消）
「一正月六日軍御目付多賀靱負殿岩瀬内記殿御本陣江
　　御招御酒御吸物被差出之追而紗綾料銀七枚ツヽ被遣之
　一正月六日松平主殿頭殿今朝小倉表御発足ニ付使者ニ而
　　御届有之
A0143-01984_020
　一正月七日左之面々御本陣江被為　召　御目見被　仰付
　　畢而於御用部屋左之通被下之
　　　　小袴　一　　　　　　　細川越中守様御内
　　　　三骸　弐　　　　　　　　長谷川仁右衛門
　　　　軍扇　
　　　　　　　　　　　　　　　松平修理大夫様御内
　　　　白銀五枚　　　　　　　　吉井幸輔
　　　　羽二重壱疋ツヽ　　　　　大島吉之助
　一正月七日左之御書付四通細川様御始四家江御達
　　被成
　　　　別紙之通五卿方夫々御預ケ之廉々尚又
　　　　改而御達申候右ニ付而ハ松平美濃守殿ニ而今
　　　　後之御手順も有之候間諸事御相談可有之候
　　　　三条実美初御預分配之儀左之通之筈ニ候
　　　　仍御心得旁相達候事
　　　　　　　　　　　　　　　筑前
　　　　　　　　　　　　　　　　三条実美
A0143-01984_021
　　　　　　　　　　　　　　　肥後
　　　　　　　　　　　　　　　　三条西季知
　　　　　　　　　　　　　　　久留米
　　　　　　　　　　　　　　　　東久世通禧
　　　　　　　　　　　　　　　薩州
　　　　　　　　　　　　　　　　壬生基修
　　　　　　　　　　　　　　　肥前
　　　　　　　　　　　　　　　　四条隆謌
　　　　別紙松平美濃守殿ゟ督府江被相伺候処附紙
　　　　之通御差図有之由右ニ付五藩御申合
　　　　守衛筋可然御取斗可有之候此段御達申候
　　　　三条実美始五人之輩当時美濃守領内ニ
　　　　差置候様御達之趣早速国許江可申越候就而ハ
　　　　此先各藩申合精々説得五ケ国江引別レ候様
　　　　可取斗儀ハ勿論ニ御座候得共万一運ひ兼候内情
　　　　有之弊藩并外一ケ国江両三人ツヽ都合両国江
　　　　引分レ之儀相整候時宜ニ至候ハヽ先其意ニ任セ
　　　　引分置候而も不苦儀ニ御座候哉左候時ハ美濃守
　　　　領内江差置候形を以受持之藩ゟ人数
A0143-01984_022
　　　　引分ケ守衛仕心得ニ御座候此段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　　松平美濃守内
　　　　　十二月廿九日　　　　　桐山佐兵衛
　　　　　附札
　　　　　　書面之趣承置候間宜取斗候
　　　　惣督府ゟ御渡之御書付
　　　　三条実美始請取方等之儀夫々
　　　　御書面之通ニ而可然候五藩江分配之儀ハ
　　　　其藩江一旦請取之上左之通取斗之事
　　　　　　　　　　　　　　　筑前江
　　　　　　　　　　　　　　　　三条実美
　　　　　　　　　　　　　　　肥後江
　　　　　　　　　　　　　　　　三条西季知
A0143-01984_023
　　　　　　　　　　　　　　　久留米江
　　　　　　　　　　　　　　　　東久世通禧
　　　　　　　　　　　　　　　薩州江
　　　　　　　　　　　　　　　　壬生基修
　　　　　　　　　　　　　　　肥前江
　　　　　　　　　　　　　　　　四条隆謌
　　　　　　　　　　　　　　　〆
　一正月九日小倉町大年寄中原嘉右衛門御滞陣中
　　御用向骨折相勤候ニ付御館入被　仰付桐御紋御上下
　　一具者金三拾両被下之」
一正月十日所司代ゟ御呼出御留守居島津十大夫罷出候処
　堺町御門御警衛之義ニ付旧臘被差出置候御窺
　書ニ左之通御附札を以御差図有之
　　　此度領分中非常之儀ニ付奉願候処
　　　堺町御門御警衛暫時御免被成下候段被
　　　仰出難有奉存候然ル処賊徒御取締
A0143-01984_024
　　　出来鎮静相成候依之堺町御門御警衛
　　　之儀如何相心得可申哉此段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十二月十日　　　　　　伊藤友四郞
　　　　御附札
　　　　　書面堺町御門御警衛之儀先前之通
　　　　　可被相心得候
一正月十一日明十二日小倉表御陣払之旨被　仰出之
一正月十一日右同断ニ付軍御目付多賀靱負殿岩瀬
　内記殿江為御案内御使者御使番被指出之
（以下、「　」内は抹消）
「一正月十一日右同断ニ付御滞陣中何角之為御挨拶
　　小笠原左京大夫殿江御使者御使番を以御献置高
　　一足御国製撃発銃三拾挺鮮鯛一折被遣之
　一正月十一日右同断ニ付左之面々被為　召　御目見被
　　仰付畢而左之通被下之
A0143-01984_025
　　　　　　　　　　　　　　　小笠原左京大夫殿御家老
　　　　　　　　　　　　　　　　小笠原甲斐
　　　　鞭　壱本　　　　　　　　同出雲
　　　　奉書紬弐疋ツヽ　　　　　原主殿
　　　　　　　　　　　　　　　　小笠原内匠
　　　　軍扇一筍　　　　　　　　小宮民部
　　　　奉書紬弐疋
　　　　奉書紬壱疋　　　　　　　上条八兵衛
　　　　金二
　　　　　　　　〆」
一正月十一日於　御本丸御家中増歩掛り之儀ニ付左
　之通御張紙被差出之
　　　　　諸月番江申渡覚
　　　昨子年征長之儀ニ付御家中増歩掛り被
　　　仰付置候処当年之儀ハ追而
　　　御凱陣被遊夫々御評議御見詰被相立候上
　　　被　仰出方も可有之哉ニ付増歩掛り割当之儀
　　　ハ先御見合ニ相成候旨被　仰出候間左様可
A0143-01984_026
　　　相心得候
一正月十一日常野脱走之賊徒共京地江相登候趣ニ付
　旧臘小倉表ゟ京師為御警衛被指出候御家老
　酒井与三左衛門御人数引纏今朝福井江着いたし候処
　賊徒共降伏ニ付此上之様子ニ寄出京可致旨被　仰出之
一正月十二日［七時過］小倉客館　御発駕八雲丸蒸気船江
　御乗船［六半時過］田之浦江　御碇泊
一正月十二日日光御法事奉行水野和泉守殿ゟ御呼出御留
　守居罷出候処左之御書付被相渡之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　当四月於日光山御法会付而御太刀御馬
　　　代黄金十両以使者四月十七日日光本坊江
　　　可有奉納候使者熨斗目長袴可為着用候
　　　　　　　　　　　　　　　松平大蔵太輔
　　　御太刀御馬代黄金拾両以使者四月十七日
　　　日光本坊江可有奉納候使者熨斗目長
A0143-01984_027
　　　袴可為着用候何も刻限之儀ハ於彼地
　　　可相伺候
　　　　　　以上
　　　　正月
　　　当四月於日光山
　　　権現様二百五十回御忌之御法事相済候為
　　　御祝儀献上之覚
　　　公方様江
　　　　　二種千疋　　　　拾万石已上
　　　　　同断　　　　　　拾万石以上之嫡子
　　　　　　　　　　　　　同隠居
　　　和宮様
　　　天璋院様江
　　　　　壱種千疋　　　　拾万石已上
　　　　　同断　　　　　　拾万石已上之嫡子
　　　　　　　　　　　　　同隠居
　　　右之通在江戸并在国在邑之面々当
A0143-01984_028
　　　四月廿一日以使者朝六時より五半時迄之内
　　　公方様江之献上物ハ西丸御玄関ゟ
　　　和宮様江之献上物ハ坂下御門番所迄
　　　天璋院様江之献上物ハ清水仮御殿御
　　　玄関迄可被差上候
　　　　正月
一正月十三日［六時過］田之浦　御発船［夜四半時過］芸州忠海江
　御碇泊
一正月十四日［暁七時過］忠海御発船［夜九時過］讃州テシマ江
　御碇泊
一正月十五日［暁七時過］テシマ御発船［八時過］摂州兵庫湊江
　御着船同湊ニ　御一泊
一正月十六日兵庫湊ゟ御上陸同処ニ　御止宿被成
一正月十七日湊川楠公石牌江　御参詣
一正月十八日於御本丸諸月番江左之通御張紙ニ而
　被　仰出之
A0143-01984_029
　　　征長御供之面々末々ニ至迄天衝小旗段染
　　　御印御渡ニ相成且又賊徒御討伐ニ付而も天
　　　衝小旗御渡ニ相成候得共右ハ御家御人数之
　　　御印ニも有之候得ハ此度ハ指掛り候事故御渡被成
　　　候得共已来ハ損失等之節銘々無失念相調置
　　　非常急変之節差支無之様可心掛旨被
　　　仰出候事
　　　　　　〆
一正月十八日［五半時］兵庫御波戸場ゟ　御乗船同湊ニ而
　蒸気船江　御乗込直ニ御出帆天保山沖ニ而小船ニ御乗
　替暮時過大坂中之島御蔵屋敷ニ　御着
一正月十八日旧臘賊徒一件ニ付十七歳已下子弟輩
　慶永様御出陣御供罷出候面々江為御下緒料銀五拾匁ツヽ
　被下之
（以下、「　」内は抹消）
一正月十九日尾張前大納言様御旅館江被為入
一正月十九日敦賀表御出張之大小御目付中ゟ左之通宿
A0143-01984_030
　継を以御達有之
　　　今般加賀中納言軍勢江降参いたし候賊徒共
　　　為取調自分共越前国敦賀表江致出張
　　　候ニ付囚人警固其外御用筋も有之候間人数
　　　五百人程迅速同所江出張為致候様可被取斗候
　　　委細之儀ハ右隊長之もの江可申談候此段申達
　　　候以上
　　　　正月十八日　　　　　　滝沢喜太郎
　　　　　　　　　　　　　　　黒川近江守
　　　　　松平越前守殿
　　　　　　　　　　家来中
　　右ニ付左之面々敦賀表江被差出之
　　　　　　　　　　　　　　御目付
　　　　　　　　　　　　　　　真杉所左衛門
　　　　　　　　　　　　　　御使番
　　　　　　　　　　　　　　　上月久右衛門
　　　　　　　　　　　　　　御徒目付勤
　　　　　　　　　　　　　　　伴圭左衛門
　　　　　　　　　　　　　　探索方
　　　　　　　　　　　　　　　多喜田熊之助
A0143-01984_031
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　田辺弥五郎
　　　　　　　　　　　　　　御勘定吟味役
　　　　　　　　　　　　　　　川崎平三郎
　　　　　　　　　　　　　　　小算三人
　　　　　　　　　　　　　　　立合組五人
　　　　　　　　　　　〆
一正月廿一日［暁七時］中之島御蔵屋敷ゟ淀川筋御登船
　［夜九時前］伏見駅江　御着同所ニ御止宿被成
一正月廿二日［六半時］伏見駅　御発駕京都岡崎御屋敷江
　御着
一正月廿二日右同断ニ付為御届両伝　奏并所司代
　大目付両町奉行江御使者御留守居被差出之
（以下、「　」内は抹消）
　　「但於江戸表ハ二月二日御用番牧野備前守殿江御届有之」
一正月廿二日
　慶永様ゟ之御使本多政之助大谷千熊今朝
　岡崎御屋敷江着左之通
A0143-01984_032
　於御前申上之
　　　長々　御対陣被為　在候処何等之御障動も
　　　不被為　在今般御陣払被　仰出候ニ付去ル十二日
　　　小倉表　御出帆海上無御恙兵庫湊江
　　　御着船被遊候段桑山十兵衛ゟ　御承知被遊
　　　御安心御満悦思召候右御歓御見舞被
　　　仰進度本多政之助大谷千熊不取敢被遣候
一正月廿三日
　天気為御窺伝奏野宮殿江御勤夫ゟ二条
　関白様御初江　御勤
一正月廿三日御老中稲葉民部太輔殿江左之通御窺
　書被差出候処翌廿四日御附札を以御差図有之
　　　此度毛利大膳父子致伏罪候付陣払之儀
　　　尾張前大納言殿ゟ御達有之去ル十二日小倉表
　　　引払帰路便宜ニ付京地江立寄
A0143-01984_033
　　　天気相伺致帰国度昨廿二日致京着候下
　　　之関口討手之始末ハ委細惣督府江相達候
　　　事ニ候江戸表江ハ重役之者差出右之趣御達
　　　申心得ニ御座候猶又御差図可被下候以上
　　　　正月廿三日　　　　　　松平越前守
　　　　御附札
　　　　　書面之通可被心得候尤帰国之儀ハ江戸表江
　　　　　可被相窺候
（以下、「　」内は抹消）
「一正月廿四日尾張前大納言様広島表ゟ御凱陣今日
　　御京着ニ付為御歓御使者御物頭葛巻庄兵衛被差出之」
一正月廿六日伝　奏ゟ御呼出御留守居罷出候処左之通
　御書付を以御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　今般大樹上坂之儀更ニ被　仰出候ニ付
　　　御用有之候間尾張前大納言被召留候就而ハ
　　　同様暫滞京有之候様
A0143-01984_034
　　　御沙汰候事
　　　　正月
一正月廿七日於増上寺
　文恭院様二拾五回御忌御法事ニ付御使者御留守居
　を以
　公方様江椎茸一箱被献之
（以下、「　」内は抹消）
「一正月廿八日尾張前大納言様江征長御滞陣中何角之
　　為御挨拶御使者を以御鞍一口御鐙一掛鮮鯛一折
　　被進之」
一正月廿八日堺町御門御警衛場所御請取ニ付伝　奏并
　所司代江左之通御届書被指出之
　　　堺町御門佐竹右京大夫様ゟ御引渡有之
　　　越前守御警衛人数今廿八日ゟ差出申候
　　　此段御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　正月廿八日　　　　　　島津十大夫
A0143-01984_035
一正月廿八日先達而大小御目付ゟ御達有之儀ニ付酒井
　与三左衛門手半隊敦賀表江被差出之
一正月廿八日於敦賀表大小御目付ゟ御呼出多喜田熊之助
　佐々木要之介罷出候処左之通御書付を以御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　　　　　　　　　　　　　　　家来江
　　　田沼玄蕃頭殿御達
　　　加賀中納言人数ニ而護衛罷在候浪士共
　　　其御人数并井伊掃部頭酒井若狭守人数江
　　　警衛被　仰付候ニ付明廿九日居所移替引渡候間
　　　途中并右場所警衛之儀都而厳重相心
　　　得且浪士共種々之浮説等承込自然如何様
　　　之挙動可相生も難斗候間掃部頭若狭守
　　　人数申合是迄浪士共罷在候寺院裏之方へも
　　　今晩ゟ人数分配差出候様可致尤聊ニ而も
　　　暴動之所業相働候ハヽ打捨可申候委細之儀ハ
　　　黒川近江守滝沢喜太郎ゟ可申談候
　　　大小御目付ゟ達之覚
A0143-01984_036
　　　浪人共移替之節拾人ツヽ酒井若狭守人数
　　　警衛いたし支配向之もの差添引渡候間
　　　得其意当日銘々得物之儀者両刀之外ハ不残
　　　鞘を外し若可逃去与歟又ハ暴動之所業ニ
　　　及候ハヽ無用捨可打捨事
　　　　但士分足軽打交五拾人程途中江遊兵として差
　　　　出非常之節ハ十分之働有之度尤彦根ゟ茂
　　　　遊兵差出候積且着服等之儀ハ勝手次第之事
　　一〆り場処囚人警衛之儀ハ五番ゟ拾番迄与相
　　　心得名前書一同当日引渡候間昼夜無解怠
　　　警衛いたし若可逃去与〆りを破り候もの有之候ハヽ
　　　前同断打捨候上可申聞事
　　一囚人三食之儀ハ
　　　公辺ニ而御賄ニ相成候間受取〆り内江入遣可申
　　　事
　　　　但一両日之処ハ殊ニ寄其方ニ而取賄候儀も可有之尤
A0143-01984_037
　　　　菜之儀ハ味噌香之物ニ限り可申且茶碗其外
　　　　瀬戸物并金物類一切入レ申間敷事
　　一病人等有之候ハヽ其段可被申聞若急病等ニ而
　　　相果候者有之候ハヽ死骸引出置其段可被
　　　申聞候事
　　一吟味之節呼出候囚人ハ前日相達途中警
　　　衛等ハ酒井若狭守ゟ人数差出筈候へ得共多人数
　　　呼出差支候節ハ時宜ニ寄其人数并彦根
　　　人数等為差出候儀も可有之候間可被得其意
　　　且縄懸等之儀ハ支配向のもの差遣為取斗
　　　候事
　　　右之通可相心得尚相洩候儀ハ心得方
　　　可被申立候事
　　　　但御達書ニハ五番ゟ十番迄六ケ所之趣ニ相認有之
　　　　候へとも御人少ニ而御行届無之ニ付御内達之上九番迄
　　　　五ケ所ニ而相済候事三食渡方之儀右様ニ召遣候
A0143-01984_038
　　　　人足ハ召連不申段御断ニ相成候処当分人足拾人
　　　　御貸渡之旨ニ而若州ゟ昼夜拾人ツヽ差出候事
　右之通御達ニ付浜島寺町唐仁橋ゟ図子迄辻々
　為警固御人数被指出之
一正月晦日於京都尾張前大納言様ゟ御呼出奥村坦蔵
　罷出候処左之通御書付御渡有之
　　　三条実美初五人之輩当月十五日松平
　　　美濃守江請取候段別紙之通申出候依為御心得
　　　右写壱通相達候事
　　　　正月
　　　　　写
　　　三条実美初五人之輩毛利左京家来
　　　迫田伊勢之助差添昨十五日私領黒崎駅江
　　　送来候ニ付於同所請取申候先此段申上候以上
　　　　正月十六日　　　　　　松平美濃守
一正月晦日於万福山
A0143-01984_039
　文恭院様廿五回御忌御茶湯御執行有之
一二月朔日田沼玄蕃頭殿ゟ御達有之儀ニ付御家老
　酒井与三左衛門残り半隊引纏敦賀表江出張被　仰付
　今朝福井出立
　　但翌二日敦賀江着右為御届黒川近江守殿江与三左衛門罷出
一二月二日於増上寺
　文恭院様御法事ニ付御使者御番頭代御用人
　荒川十右衛門を以御香奠白銀五枚御献備被成
一二月二日小倉表御陣払去月廿二日御京着被成候儀
　ニ付御用番牧野備前守殿江左之通御届書御留守居
　持参差出之
　　　拙者儀毛利大膳父子為追討致出陣居
　　　候処此度大膳父子致伏罪候付致陣払候様
　　　尾張前大納言殿ゟ御達有之候付去ル十二日
　　　小倉表引払昨廿二日致京着候此段御届
　　　申候已上
A0143-01984_040
　　　　正月廿三日　　　　　　松平越前守
一二月二日御帰国之儀ニ付左之御窺書御用番江御留
　守居草尾精一郎持参差出候処追而御書取を以御差
　図有之
　　　越前守ゟ御届申上候通去月十二日小倉表
　　　引払同廿二日京着被致候付
　　　天機相窺帰国被致度下之関口討手之始末ハ
　　　委細惣督様江御達被申江戸表へハ重役之者
　　　差出右之趣御達被申候心得ニ御座候旨於京都
　　　表稲葉民部太輔様江被相伺候処書面之通
　　　可相心得尤帰国之儀ハ江戸表江相伺候様
　　　御差図ニ御座候依之於此表帰国之儀
　　　相伺候様被申付越候然ル処先達而参勤之儀
　　　ニ付長防討手之面々帰邑之上四月六月
　　　前々割合之通参勤可致旨御達御座候付
A0143-01984_041
　　　其段急速越前守江申越候間承知之上ハ
　　　参勤順年ニも候へハ直様帰国被致候哉も難斗
　　　候得共前条申越候儀ニも御座候間帰国之儀
　　　御内慮奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　二月二日　　　　　　　草尾精一郎
　　　　御書取
　　　　　伺之通致帰国不苦候事
（以下、「　」内は抹消）
「一二月三日清心院様旧臘十六日備後福山表御発途
　　今日丸山御屋敷江御着被成候付御待受御歓旁御使
　　江川常三郎被差出之」
一二月三日於敦賀表大小御目付ゟ左之通御達有之
　　　近々死刑之者有之多人数ニ而斬人ニ差支
　　　候間達シ次第三家申合斬人被差出候様
　　　存候尤人数等之儀ハ前日相達候間可被得其意候
　　　依之申達候
A0143-01984_042
　右ニ付左之通御答書被指出之
　　　近々死刑之もの御座候処多人数ニ而斬人御差支
　　　ニ付御達次第三家申合斬人差出候様尤人数
　　　等之儀ハ前日御達御座候旨御書付之趣
　　　大蔵太輔江申達候上御答可申上候以上
　右御答書武曽権左衛門林藤五郎持参差出候内再左
　之通御達有之
　　　明四日正六時死刑之者弐拾四人有之候間
　　　兼而相達候通三家申合斬人可被差出候依之
　　　申達候
　右ニ付亦復左之通御目付真杉所左衛門御答書差出之
　　　近々死刑之もの御座候処多人数ニ而斬人
　　　御差支之趣ニ付御達次第三家申合斬人差出
　　　候様人数等之儀ハ前日御達御座候旨御達ニ付
　　　武曽権左衛門林藤五郎両人を以斬人差出兼
　　　候儀御答申上居候内又々明四日死刑之者
A0143-01984_043
　　　弐拾四人御座候ニ付三家申合斬人差出候様御達
　　　ニハ御座候得共前文両人を以御達申上候次第ニ
　　　御座候得ハ猶以越前守大蔵大輔江申達同人
　　　差図を受否御請可仕候間斬人差出候儀
　　　暫時御猶予被成下置候様仕度奉願上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　二月三日　　　　　　　真杉所左衛門
（以下、「　」内は抹消）
「一二月四日於敦賀浪徒武田伊賀始今朝ゟ追々
　　御処刑有之
　　　　二月四日　　　　　　弐拾四人
　　　　同十五日　　　　　　百三拾九人
　　　　同十六日　　　　　　九拾四人
　　　　同十九日　　　　　　七拾弐人
　　　　同廿三日　　　　　　拾六人　　」
一二月五日大小御目付江左之通御目付真杉所左衛門書取持参差出之
（以下、「　」内は抹消）
「一二月五日尾張前大納言様御旅館江被為　入」
A0143-01984_044
一二月五日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　徳川寿千代殿逝去ニ付為伺御機嫌
　　　明六日惣出仕之事
　　一病気幼少隠居之面々ハ月番之老中宅江
　　　使者可被差越候事
　　一在国在邑之面々ハ飛札可差越事
　　　　但在国在邑之嫡子隠居も右同断
　　一普請ハ今日ゟ三日鳴物ハ七日停止候事
　　　　二月五日
　　　寿千代殿江被進候拾万石其儘亀之助殿江
　　　被進徳川与被称未御幼年にも候間万事田安
　　　中納言殿御世話被在之候様被　仰出候
　　　　二月五日
（以下、「　」内は抹消）
「一二月六日東山辺　御遊覧」
一二月六日尾張前大納言様ゟ御呼出御留守居罷出候処
A0143-01984_045
　左之通御書付御渡有之
　　　三条実美初去月十五日松平美濃守江
　　　引渡相済候段別紙之通毛利大膳毛利左京
　　　申出候仍而為御心得右写弐通相達候事
　　　　二月
　　　　　写
　　　五卿方筑前表為渡海昨十四日辰中刻
　　　長府乗船今十五日申刻至彼地黒崎着船
　　　直様松平美濃守方江引渡相済申候依之
　　　本家大膳より御届可仕候得共此度警衛
　　　等差出申候ニ付此段御届申上候已上
　　　　正月十五日　　　　　　毛利左京
　　　　　写
　　　私領内滞在之公卿方筑前表為渡海
　　　過ル十四日長府より乗船翌十五日致彼地
　　　黒崎着船直様松平美濃守方江引渡相済候
A0143-01984_046
　　　段為警衛付添差越候家来之者より
　　　注進仕候依之御届申上候以上
　　　　正月十七日　　　　　　毛利大膳
一二月六日市川斎宮［昨日御用番ゟ御切紙来ル］御留守居同道　西丸江罷
　出候処於躑躅之間御用番牧野備前守殿ゟ左之通
　被　仰渡之
　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来
　　　　　　　　　　　　　　開成所教授職出役
　　　　　　　　　　　　　　　市川斎宮
　　　被　召出開成所教授職被
　　　仰付御切米百俵被下勤候内為御手当御扶持
　　　方拾人扶持年々金弐拾両被下之
　　　　　〆
　　　　但右為御礼三月九日御大老并御用番江御書被差出之
（以下、「　」内は抹消）
「一二月七日桜木御殿江被為　入
　一二月八日二条関白様江被為　入」
一二月八日於　御座所大奥御男子御出生［御母阿八重ノ方］
A0143-01984_047
　　但思召被為　在表向御弘メ無之
（以下、「　」内は抹消）
「一二月九日敦賀表江出張之御家老酒井与三左衛門御用
　　済ニ付今日福井江帰着」
一二月十一日尾張前大納言様ゟ御呼出御側御用人酒井
　十之丞罷出候処左之通御書付御渡有之
　　　長州滞在之三条実美初松平美濃守江受
　　　取候上同人領内在留中并引渡相成候上
　　　国許おゐて心得方之儀ニ付細川越中守有馬
　　　中務大輔松平肥前守家来窺出候書付先般
　　　被相達候右ハ条々之趣御所置被　仰出候迄ハ
　　　都而遠慮為致候積其内無余儀子細有
　　　之時ハ締向忽セニ不相成様勘弁次第可取斗旨
　　　越中守家来初江申渡尤右之趣美濃守江も
　　　相達候仍為御心得相達候事
　　　　二月
　　　三条実美初五人之輩松平美濃守江受取
A0143-01984_048
　　　相済候付各藩江引渡方之儀別紙之通美濃守へ
　　　申談候仍為御心得右壱通相達候事
　　　　二月
　　　　　写
　　　　　　　　　　　　　　　松平美濃守
　　　三条実美初五人之輩御自分江請取候段
　　　被相達候付而ハ五ケ国江引分れ候儀万一運ひ
　　　兼候内情有之御自分并外一ケ国江両三人
　　　引分れ之儀相整候時宜ニ至り候ハヽ先其意ニ可
　　　任哉之趣旧臘広島表ニ於て窺出承置
　　　候儀ニハ候得共畢竟先方之心儘ニ有之候而ハ
　　　御威令難相立候間精々申談実美始五人
　　　之輩并附属之者とも手番ひ次第最前
　　　相達候通各藩江引渡方尽力被取斗候様
　　　可被致候尤受取方等之儀細川越中守始へも
　　　相達置候事
A0143-01984_049
　　　　二月
　　　外ニ左之御書付写十之丞心得ニ申受之
（以下、「　」内は抹消）
　　「　　尾張前大納言殿江
　　　毛利大膳父子并三条已下御所置之儀ニ付
　　　大久保紀伊守山口駿河守を以被　仰出候趣被成
　　　御承知之所右一条ニ付而ハ段々御熟考之上御見
　　　込之次第等委曲稲葉民部太輔永井主水正
　　　戸川鉡三郎を以被　仰上尚御家来を以もさ申迄
　　　被　仰進候儀ニ而只今おゐて右之外何共難能
　　　御勘考兎ニ角前例之趣を以此上之御所置
　　　有之候様被成度旨等委細御請被　仰上候趣達
　　　御聴候処右ハ　御趣意も被為　在候ニ付いつれニも
　　　江戸表江被召寄候旨被　仰出候依之大膳父子
　　　為警衛御人数御差出可被成候右御人数江警
　　　衛方其外指揮として大目付駒井甲斐守御目付
　　　御手洗幹一郎被差遣候間御人数之儀ハ大坂表ニ
A0143-01984_050
　　　揃罷在右両人之指揮ニ随ひ候様御申付可被成候
　　　右ニ付大膳父子江申渡等之儀ハ甲斐守
　　　幹一郎ゟ申渡候筈ニ付且又三条已下之者共ハ
　　　松平美濃守初御願之面々家来警衛いたし
　　　江戸表江差越候様夫々江被　仰付候事
　　　　　尾張前大納言殿江
　　　毛利大膳父子并三条已下之者共江戸表江
　　　被　召寄候ニ付而ハ御用も有之候間早々御参府
　　　被成候様被　仰出候事
　　　　　元千代殿家老衆江
　　　　　　　尾張前大納言殿江
　　　毛利大膳父子服罪長防及鎮静候ニ付御帰
　　　路之節御入京ニ不及直ニ御参府被成候様相達
　　　候処伝　奏衆ゟ被相達候趣も有之ニ付一旦御入京
　　　有之候段無御拠事ニ候得共当地ニおゐても御用
A0143-01984_051
　　　有之候間京都之御用相済候ハヽ早々御参府
　　　被成候様可被申上候事」
一二月十一日旧冬ゟ御出陣中平常之御勤無之候処今度
　御滞京被　仰出候ニ付御用番江左之通御勤之御内御伺書
　御留守居持参差出候処翌十二日御書取を以御差図有之
　　　旧冬長防追討被　仰出候ニ付而ハ討手之面々并
　　　御進発御供之向共人数差出候上ハ御征伐
　　　被為済候迄ハ　御機嫌伺其外都而平常之
　　　勤品ニ不及旨被　仰出候処今度越前守暫
　　　滞京被　仰付候ニ付而ハ総而勤向之儀如何相心得
　　　宜御座候半哉各様迄御内々相伺申候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　二月十一日　　　　　　草尾精一郎
　　　　御書取
　　　　　内意之処ハ都而前々之通相心得候様可
　　　　　仕事
A0143-01984_052
一二月十四日御出生様御名　高麿様与被称
一二月十四日右同断御七夜御祝儀御取替有之
一二月十四日右同断ニ付　御代拝御用人を以左之通御初穂
　被供之
　　　御座所
　　　　御宮江
　　　　　銀拾匁
　　　神明宮江
　　　　　金百疋
　　　足羽宮
　　　黒竜宮江
　　　　　金百疋ツヽ
　　　安波賀
　　　　春日江
　　　　　金百疋
　　　滝殿江
　　　　　銀拾匁
一二月十四日御帰国被成度儀ニ付伝　奏飛鳥井中納言殿江
　左之通御願書被差出之
A0143-01984_053
　　　拙者儀今度毛利大膳父子致伏罪帰陣
　　　仕候旨為可奉窺
　　　天気上京仕候処大樹上坂被　仰出候ニ付尾張
　　　前大納言被召留候間拙者儀も暫致滞京候様
　　　被　仰出奉畏候然ル処昨年来長陣之後与申
　　　且留守中国許江常野脱走之浪徒立入騒
　　　擾之末未敦賀表江人数も差出置人気
　　　動揺候事故差向難捨置国政筋多ニ有之
　　　同氏大蔵大輔ゟも是非奉願暫成共帰国
　　　之上申談取締致度旨申越候ニ付何茂一旦
　　　休暇被　仰付被下置候様奉願上候尤大樹上阪
　　　之節ハ先達而上京可仕候間右無拠趣も
　　　御汲察被成下願之通被　仰付候様偏ニ奉願上候
　　　以上
　　　　二月十四日　　　　　　松平越前守
　　　　但右御願書差出候段於江戸表同十三日御用番江御届有之
A0143-01984_054
（以下、「　」内は抹消）
「一二月十四日英樹院様［田安寿千代様」御遺骸上野凌雲院江
　御葬送ニ付為御見立田安御屋形江御家老代り御用人
　笹沼兵庫被差出之」
一二月十五日尾張前大納言様ゟ御呼出御留守居罷出候処
　左之通御書付御渡有之
　　　三条実美初江附属之脱藩人各藩江引
　　　分ケ引渡方之儀別紙之通松平美濃守江
　　　申談候仍為御心得右壱通相達候事
　　　　二月
　　　　　写
　　　　　　　　　　　　　　　松平美濃守
　　　三条実美初五人之輩并附属之者共手
　　　番ひ次第各藩江引渡方之儀頃日相達候
　　　就夫是迄実美初江附属之脱藩人
　　　各藩申合程能人数引分ケ引渡方可被取斗候
　　　尤右之趣細川越中守始江相達置候事
A0143-01984_055
　　　　二月
（以下、「　」内は抹消）
　　　「外ニ御同所様御側御用人千賀与八郎ゟ酒井十之丞迄差越御建言
　　　　左之通
　　　　毛利大膳父子江戸表江被　召寄候旨大目付
　　　　駒井甲斐守御目付御手洗幹一郎ゟ申渡筈ニ付人数
　　　　大坂表ニ揃置両人之指揮ニ随ひ候様可申付旨
　　　　御書付之趣承知仕候然ル処大膳父子ニおゐてハ
　　　　兼而申上候通り之次第ニ付尤奉畏候得共長防之士民
　　　　変動難斗軽忽ニ召連候儀甚以無覚束情態
　　　　奉存再大兵を被動候運ひニ相成可申哉方今
　　　　之形勢終ニ不被安
　　　　台慮次第ニ可及哉与深ク痛心仕候旨不憚忌諱
　　　　心底之趣申上候是等之見込ハ副将松平越前守ニも
　　　　同意之儀ニ御座候間長防之情態篤与申上候迄ハ
　　　　兎ニ角御猶予御座候様仕度乍併一旦被
　　　　仰出候御儀ニ付御威光難相立
A0143-01984_056
　　　　思召之程も可有御座此段ハ実ニ奉恐察其
　　　　辺之儀茂乍不及尽慮仕候処私おゐてハ
　　　　別段見込難相立仮令列藩江被　仰付御主意
　　　　貫徹之　御見込被為　在候とも天下之御為ニ相
　　　　成間敷哉与痛心仕候右ハ不恭之至深奉
　　　　恐入候得共御為一途ニ存詰誠実吐露仕候
　　　　是等之趣　御恕察御賢断被成下候様此度
　　　　依之申上候」
一二月十六日宿継飛脚之儀ニ付道中奉行井上信濃守殿江
　左之通御届書被差出之
　　　越前守儀東海道通宿継之飛脚旧来
　　　両懸状箱ニ而差立候処不弁之訳有之ニ付
　　　今般片状箱ニ仕立替申候且是迄月々運
　　　送往復之用物駄数不定臨時差立来候処
　　　道中差支之義も有之趣ニ付宿々申談
　　　以来毎月三度ツヽ之定ニ取極飛脚荷物
A0143-01984_057
　　　差立申候間此段御届申置候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　二月十六日　　　　　　今村謙吉
（以下、「　」内は抹消）
「一二月十六日一昨年
　　慶永様　勇姫様御国住居被　仰出候ニ付高知本多
　　源四郎家屋敷長屋共悉皆御借受被成候処今度三ノ
　　丸　御座所江御引移相成候ニ付源四郎江御返ニ被成
　　御召御小袖御三品物被下之
　一二月十八日賀陽宮江被為　入」
一二月十九日御老中松平伯耆守殿江　御勤
一二月廿一日伝　奏飛鳥井殿ゟ御呼出御留守居罷出候処
　来ル廿七日巳ノ刻　御参
　内可被成旨御達有之
一二月廿一日於敦賀表大小御目付ゟ御呼出佐々木要之介
　罷出候処左之通御達有之
A0143-01984_058
　　　浪徒共追々埒付土蔵ケ所も減少ニ付其御人数
　　　百人斗被残置其余勝手次第引取候様
　　　此段近江守喜一太郎ゟ可申達旨被申聞候
一二月廿三日右同断御達ニ付松平貫之助御人数引纏
　今日敦賀表出立［翌廿四日福井着］
一二月廿三日田沼玄蕃頭殿ゟ御呼出佐々木要之介罷
　出候処左之通御書付御渡有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　　　　　　　　　　　　　　　家来江
　　　賊徒共追々御仕置申付候ニ付警衛之儀ハ
　　　御免被成別紙之通御預被　仰付候
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　　　　　　　　　　　　　　　家来江
　　　賊徒共之内百三拾人水戸殿江可引渡分御
　　　同家ゟ受取之者罷越候筈ニ付右之内六拾
　　　人於当地御預ケ被　仰付候間受取之者罷越
　　　相断次第引渡候様可仕候尤病死之者有之
A0143-01984_059
　　　候節ハ死骸見分之上取片付其段為受取
　　　罷越候右家来江可申聞候且引渡相済候ハヽ
　　　場所引払病死之者一同人数書ニいたし公事
　　　方御勘定奉行江可申立候依之御預ケ人并
　　　名前之儀ハ黒川近江守滝沢喜一太郎ゟ引渡
　　　ニ而可有之候
　　　　但若可遁去と歟又ハ暴動之所業ニ及候節ハ
　　　　兼而相達候通無用捨打捨候様可仕候
　　外ニ大小御目付ゟ
　　　水戸殿江可引渡囚人百三拾人之内六拾人
　　　今般御預ケ相成候ニ付可引渡旨田沼玄蕃頭殿
　　　被　仰聞候間只今名前書相添牢前ニおゐて
　　　支配向之ものより引渡候間可被得其意候仍之
　　　申達候
　　　　二月廿三日
　　　　但翌廿四日浪徒武田彦右衛門家来惣吉初六拾人名
A0143-01984_060
　　　　列添被引渡候ニ付御預り相成
（以下、「　」内は抹消）
「一十二月廿五日近衛前関白様岡崎御屋敷江御出被成御出
　　之節中雀迄御出迎［御上下被為召］御会釈有之夫ゟ御案内
　　ニ而　御座間江御通御上段江御着座御長蚫御次迄
　　御用人持出差上候を　御請取　御直ニ御居被成相済
　　元之処ニ而御用人江御渡被成御下段ニ而　御対顔
　　御挨拶有之御茶多葉粉盆御菓子出之［御小姓役之］夫より
　　御同道ニ而御馬見所江被為　入御酒御重詰出［御側御用人御差引申上之］
　　御馬事有之相済　御座之間江御復座之上御程合ニ而
　　御酒御吸物御料理等出御饗応有之御帰館
　　之節最前御出迎之処迄　御見送被成御帰館後
　　為御見舞御側御用人被差出之」
一二月廿五日伝　奏ゟ御呼出御留守居罷出候処　御参
　内御式書左之通御渡有之
　　　　　参内之儀
A0143-01984_061
　　一松平越前守参
　　　内鶴間着座
　　一伝　奏出会越前守自分口上被申述伝　奏
　　　退入言上之更ニ出席告可有
　　　御対顔之由
　　一出御之後伝　奏鶴間出席誘引小御所取
　　　合廊下北之方着座
　　一越前守自分御礼貫首申次於廂被拝
　　　竜顔
　　一越前守於下段
　　　天盃頂戴
　　一於鶴間賜酒饌
　　一御礼申述退去
　　　　　〆
一二月廿六日
　有章院様御法事ニ付御使者御留守居を以
A0143-01984_062
　公方様江干瓢一箱被献之
（以下、「　」内は抹消）
「一二月廿六日左之通御用番江御届被差出候段松平
　　阿波守様ゟ申来ル
　　　　阿波守様松平越前守縁女儀先達而
　　　　御達之趣も御座候ニ付此節当表江差越
　　　　可申之処春来病気ニ罷在長途之旅行
　　　　難相調仍而少快迄暫可致延引候間此段
　　　　申上置候様申付越候御聞置被成可被下候以上
　　　　　　　　　　　　　　　松平阿波守内
　　　　　二月廿六日　　　　　　速水助右衛門
　一二月廿六日近衛前関白様江被為　入夫ゟ下加茂辺所々
　　御遊覧」
一二月廿七日一条様江被為　入御衣冠ニ御召替夫ゟ
　御参　内被拝
　竜顔天盃并酒饌　御頂戴相済伝　奏　飛鳥井殿ゟ
A0143-01984_063
　左之通御達有之
　　　御用被為　在候ニ付滞京之儀被　仰付置候処
　　　此度段々之御暇相願候旨趣無拠相聞
　　　候間賜御暇候尚御用之節ハ速ニ上京
　　　可有之事
　右御請被　仰上　御退朝掛ケ為御礼関白様御初　御廻勤
一二月廿八日右同断御暇被　仰出候為御礼関白様并
　賀陽宮山階宮江被為　入
一二月廿八日右同断ニ付来月朔日　御発駕可被成旨
　被　仰出之
（以下、「　」内は抹消）
一二月廿九日　御発駕為御暇乞左之御方々江　御勤
　　　　　　　　　　　　　　　　近衛内大臣様
　　　　　　　　　　　　　　　　同前関白様
　　　　　　　　　　　　　　　　二条関白様
　　　　　　　　　　　　　　　　賀陽宮様
A0143-01984_064
　　　　　　　　　　　　　　　　山階宮様
　　　　　　　　　　　　　　　　飛鳥井殿
　　　　　　　　　　　　　　　　野宮殿
　　　　　　　　　　　　　　　　一橋様
　　　　　　　　　　　　　　　　尾張前大納言様
　　　　　　　　　　　　　　　　松平肥後守殿
　　　　　　　　　　　　　　　　松平越中守様」
一二月廿九日明日御発駕ニ付為御届徳大寺右大臣殿
　九条大納言様議　奏衆江御使者御使番被差出之
一三月朔日京都　御発駕東近江路通り　御旅行
　　但御拝領之
　　　天盃　御剣并　
　　　慶永様江御拝領之御移鞍御行列内江為御持被成
　　一於江戸表ハ同九日御用番江御発駕之御届被差出
一三月朔日於増上寺
　有章院様百五拾回御忌御取越御法事ニ付御使者
　御番頭代御用人笹沼兵庫を以御香奠白銀五枚
A0143-01984_065
　被献之
一三月二日御用番牧野備前守殿ゟ御呼出御留守居
　罷出候処左之御書付壱通御渡有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　先年内海為御台場附被下候陣屋地
　　　御用ニ付家作共差上候付為御手当銀三千
　　　五百枚被下候間御勘定奉行可被談候
　　　　但右御礼勤御伺之上四月七日御大老并御用番江御書被差出之
一三月五日伝　奏衆江被　仰出之御書付左之通御廻達
　有之
　　　大樹上洛之儀老中両人江
　　　御沙汰有之候通外夷大患長防所置之重
　　　典危急之世体
　　　皇国治乱之境別而被悩
　　　宸襟候将今般毛利大膳父子出府実美
　　　以下呼下之命有之不穏之勢此上相当之
A0143-01984_066
　　　所置を失ひ変動を醸候而ハ内外不可救之勢
　　　顕然ニ付暫閣諸大名参勤妻子出府之儀
　　　ニ於而ハ昨春褒勅之次第も有之候間去ル文久
　　　二年之令ニ復シ猶其末大樹上洛之上結局
　　　永世不朽之国是熟評被
　　　聞食度候間何分ニも迅速発途被安
　　　宸襟候様可致過日老中参　内之節
　　　右等之条々委細可有
　　　御沙汰之処其儀無之重而被　仰出候事
　　　　三月
一三月五日是迄拾七歳未満之面々家督之節御番
　御供之儀御免被成候処已来十五歳ニ罷成候得ハ御番
　御供相勤候様被　仰付之
一三月七日　御着　城
一三月十四日於　御前本多興之輔江御政事向を始悉皆
A0143-01984_067
　厚致心配相勤候様被　仰付畢而御側御用人を以左之通
　被　仰出之
　　一定出福之事
　　　　但在所政事向も有之ニ付折々帰府之事
　　一家格之内別段之廉々之外ハ都而御家
　　　老之通ニ候事
（以下、「　」内は抹消）
「一三月十六日昨年御出陣之節蒸気船御借請被成候
　　為御挨拶加賀中納言様江御使者上月久右衛門を以
　　御国製ライフル銃一挺同合薬五品鮮鯛一折被進之」
一三月十七日
　治好様御代上野明静院江御安置有之候
　東照宮御法会於同院取越致御執行候ニ付白銀
　五枚被供之
一三月十七日伝　奏江御達ニ相成候御書付左之通所司代ゟ
　相廻ル
　　　長防鎮静ニ及候ニ付此上進発ハ無之時宜ニ寄
A0143-01984_068
　　　猶被申出候儀も可有之候処
　　　御所ゟ被　仰出候儀も有之ニ付此度上坂之儀
　　　被申出候然ル処長防其外所置も有之候ニ付而ハ
　　　発途ハ暫見合時宜ニ寄速ニ発途被申出儀も
　　　可有之候間御不都合無之様可致旨被申出候間
　　　此旨御両卿江御達可申儀年寄共ゟ申越
　　　候事
　　　　三月
一三月十九日左之通取扱候様月番御用人多賀谷
　舎人江月番御家老酒井与三左衛門申渡之
　　　幼年ニ而家督被　仰付候面々家督之御礼
　　　被　仰付候而ハ迷惑之儀も可有之ニ付拾五歳ニ相成
　　　元知元御充行江御返シ被下候節迄ハ御用捨
　　　被成候事
　　　　但拾五歳未満ニ而も願候得ハ可被　仰付事
一三月廿二日先般毛利大膳父子討手之始末惣督府江
A0143-01984_069
　御達相成候ニ付　御用番本多美濃守殿江御使者御用人
　佐野小太郎を以左之御届書并昨年御貸渡相成候
　長防之絵図面御返上被成
　　　今度毛利大膳父子致伏罪候ニ付陣払之儀
　　　尾張前大納言殿ゟ御達有之候ニ付拙者儀
　　　正月十二日豊前小倉表引払罷帰申候下之関口討手之
　　　始末ハ委細惣督府江相達候事ニ御座候此段
　　　御達申候以上
　　　　三月八日　　　　　　　松平越前守
一三月廿二日夕御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処今朝
　被差出候　御参勤御時節御内慮御窺書江左之通
　御書取を以御差図有之
　　　越前守儀於京都御用被為在候ニ付滞京
　　　被　仰付候段先日御届申上候通りニ御座候然ル処
　　　毎々申上候通父子連年之公務指湊別而
A0143-01984_070
　　　昨年来尽国力征長段々長陣ニ付而ハ弥増
　　　勝手向差支国民撫育筋ニも指響被致当惑候
　　　折柄其上留守中国許江常野脱走之賊徒
　　　立入騒擾之始末隣国之多人数迄も引受
　　　一手ニ而取賄不顧前後取扱候事故唯今ニ
　　　相成候而ハ必至手操差逼已ニ人気致動揺
　　　候場ニ相運難捨置ニ付同氏大蔵太輔ゟも
　　　是非奉願暫成共帰国之上精々申談
　　　取締致度旨頻ニ申越候ニ付何分一旦休暇被
　　　仰付候様伝
　　　奏衆江只管奉願候処願之旨趣無拠
　　　相聞候ニ付願之通暫賜御暇猶御用之節ハ
　　　速ニ上京可致旨被　仰出候依之去ル七日漸
　　　帰国仕専取締向被致度義ニ御座候右様
　　　京都表ニ而暫之御暇被成下候儀ニも御座候
　　　処追々参勤時分ニも差向候付進退被致
A0143-01984_071
　　　迷惑候依之如何様被相心得可然哉御手前様迄
　　　御内々相伺候様国許ゟ被申付越候前顕之次第
　　　御汲取宜御沙汰被成下候様奉願候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　三月廿二日　　　　　　千本弥三郎
　　　　御書取
　　　　　於京師御用之節ハ速ニ上京候様伝
　　　　　奏衆ゟ相達候趣も有之候得共参勤御暇
　　　　　之儀前々之通被　仰出候上ハ定例之通
　　　　　相心得参勤候様可仕候事
一三月廿八日華蔵寺松玄院入院之御礼申上
　十帖壱本差上之
一四月朔日於　御本丸月次御礼後従
　朝廷御拝領之　御剣御移鞍本多興之輔始御家
　中之面々江被為拝見之
一四月朔日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
A0143-01984_072
　　　毛利大膳父子始
　　　御征伐之儀先般塚原但馬守御手洗幹一郎
　　　を以被　仰遣候　御趣意相背候ハヽ急速
　　　御進発可被遊候旨先達而被　仰出候処いまた右之
　　　模様ハ不相分候得共不容易企有之趣相聞
　　　悔悟之体も無之且
　　　御所より被　仰進候趣有之旁
　　　御征伐被遊候旨被　仰出候依之五月十六日
　　　御進発被遊候
　　　　四月
一四月五日今度於日光山
　御神忌ニ付
　慶永様ゟ御太刀馬代御献備御使者之儀ニ付大目付
　神保佐渡守殿江御留守居草尾精一郎左之通伺書差出
　候処即日御附札を以御差図有之
A0143-01984_073
　　　今度於日光山
　　　御神忌被為　在候節松平大蔵大輔ゟ御太刀
　　　馬代献備之使者副使ニ而兼帯相勤申度
　　　此段相伺申候以上
　　　　　　　　　　　　　　御名内
　　　　四月五日　　　　　　　草尾精一郎
　　　　御附札
　　　　　書面之通者不苦儀与存候
一四月十日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　此度
　　　御進発之節　御休泊之儀都而去子年
　　　被　仰出候通相心得候様可被致候就而ハ
　　　御宿城相成候面々并其外之向々江も最前之通
　　　可被達候
　　　　四月
一四月十二日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
A0143-01984_074
　　　此度　御進発被　仰出有之候処
　　　御神忌御法会済　御発途も可被遊
　　　思召之尤此度之儀ハ御軍事之儀ニ付御武
　　　備之外ハ先規ニ不拘格別御省略被為在御手軽御発途
　　　可被遊
　　　思召ニ候間御供之面々江も実備専相心得聊
　　　ニ而も虚飾ケ間敷儀無之様可致旨被　仰出候
　　　　四月
一四月十七日於日光山
　東照宮二百五拾回御神忌御執行ニ付御使者御用人
　笹沼兵庫副使草尾精一郎を以御太刀一腰御馬代
　［黄金十両］御献備被成
一四月十七日於万福山昨十六日夕ゟ今朝迄右同断
　御執行有之
一四月十七日右同断ニ付大赦被　仰出之
一四月十七日左之面々代替ニ付御関所駕乗之御届
A0143-01984_075
　去子年十二月御目付山口信濃守殿江御留守居草尾
　精一郎左之通差出置候処今日御呼出ニ而御附札を以
　御差図有之
　　　　　覚
　　　　　　　　　　　　　　三郎兵衛忰
　　　　　代替　　　　　　　　山県克之助
　　　　　　　　　　　　　　采女忰
　　　　　同　　　　　　　　　稲葉俊之助
　　　右者御関所駕乗仕来候者共之内ニ御座候
　　　此度代替仕候ニ付箱根今切碓水福島関川
　　　市振　御関所駕乗之儀差支無之様御達
　　　可被下候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十二月六日　　　　　　草尾精一郎
　　　　御附札
　　　　　書面之通者御関所預り江申達候
一四月十七日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　此度　御進発被　仰出候ニ付而ハ参勤之面々
A0143-01984_076
　　　国邑発足之儀ハ暫時見合罷在候様可
　　　被致候
　　　右之趣中国四国九州筋之面々江可被達
　　　候事
一四月十八日大目付駒井相模守殿ゟ御呼出御留守居罷出
　候処年号改元ニ付而之御書付壱通并折紙被相渡之
　　　　　　　　　　
　　　　　慶応　
　　　　　　　　　　
　　　病気又ハ幼少ニ而今日出仕無之万石已上之面々ハ
　　　年号改元之儀先例之通雅楽頭老中宅江
　　　使者可差越候在国在所之面々ハ承次第
　　　飛札可差越候事
　　　　四月十八日
A0143-01984_077
一四月十八日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　雅楽頭事今度　御進発之節御供可被
　　　仰付処当節不容易折柄水戸殿ニ者
　　　御慎中紀伊殿ニハ御後備元千代殿ニハ御幼年
　　　ニ而厚御心配被為　在候ニ付御留守被　仰付候都而
　　　御政事向御委任被成候間年寄共申談万端
　　　厚相心得精勤可致候
　　　右之通被　仰出候間万石已上之面々江可被達置候
　　　　四月
一四月十八日所司代ゟ御渡之御書付并町奉行組与力ゟ
　之達書左之通松平阿波守様ゟ御順達有之
　　　出火之節火事場役々之外火近江猥ニ相越
　　　候儀ハ不相成趣度々相触候処近頃万石已上
　　　以下家来共其外火近江罷越又ハ異風
　　　之体ニ徘徊いたし候輩も相見へ自然混雑
　　　相生シ消防妨相成如何之事ニ候已来右様
　　　心得違之もの於有之ハ火事場役々見懸
A0143-01984_078
　　　次第吃度相糺厳重可及沙汰候条家来
　　　末々迄右之趣厚可被申付置候事
（以下、「　」内は抹消）
　　「御奉行組与力ゟ之達
　　　出火之節松平越中守殿御手与力
　　　御所表江火元御注進之節
　　　御所表ゟ御渡相成候御印数相用候由ニ而出火
　　　場所并途中差妨等無之ため別紙雛形
　　　越中守殿御下ケ被成候右之趣拙者共ゟ可得
　　　御意旨被申付候以上
　　　　但御笠惣金表印御提灯地赤水玉色御駄覆
　　　　　地黒水玉色雛形略之」
一四月十九日於　日光御法会被為済候為御祝儀御使者
　御留守居を以
　公方様江昆布壱箱干鯛一箱御樽一荷［代金千疋］
　和宮様　天璋院様江干鯛一箱御樽一荷［代金千疋］宛
　被献之
一四月廿ニ日此度　御進発被　仰出候ニ付御先江御出坂
　御待受被成度儀ニ而御内慮御伺書御用番松平伯耆守殿江御留守居
　草尾精一郎持参差出候処追而御書取を以御差図
　有之旨ニ而右御伺書御返却相成
A0143-01984_079
　　　去ル朔日　御進発之儀被　仰出候趣早急国許江
　　　申越候処越前守被致承知此上弥
　　　御進発御日限御治定之上ハ御先ニ大坂迄
　　　出陣御待請致度心得ニ御座候間兼而伺置
　　　候様今便被申付越候然ル処今般御日限御治
　　　定被　仰出候儀ニ御座候得者早々御沙汰相伺
　　　国許江申越度候間此段御内慮奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　四月廿二日　　　　　　草尾精一郎
　　　　但右御伺書被差出候儀ニ付御用人荒川十右衛門今昼立
　　　　　大早駈ニ而御国江出立同廿六日福井江着
一四月廿二日於　御本丸此度　御凱陣ニ付征長御供
　之面々并右御用ニ而他国江罷越候面々江御酒被下之
（以下、「　」内は抹消）
「一四月廿三日右同断ニ付御家中子弟并与力小役人一
　　統格已上之者江御酒被下之」
一四月廿四日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処左之通
　御書付御渡有之
A0143-01984_080
　　　此度毛利大膳父子始為　御征伐五月十六日
　　　御進発被遊候旨被　仰出候ニ付而ハ申立之趣達
　　　御聴一段之事ニ被　思召候依之大坂表江出陣
　　　御待請可致旨被　仰出候
（以下、「　」内は抹消）
「一四月廿六日今度　御進発ニ而於山王社御道中
　　御安全之御祈祷被成度段御用番江御窺被成候処
　　不及其儀旨御差図有之」
一四月廿五日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処
　左之通御書付被相渡之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来江
　　　御用之儀候間明廿六日四時松平越前守
　　　為名代一類中一人西丸江罷出候様可仕候
　　　　四月廿五日
一四月廿六日為　御名代土井能登守殿西丸江御登
　城被成候処於御黒書院溜御大老御老中列座
A0143-01984_081
　御用番本多美濃守殿左之通御書付御渡有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　先般
　　　御上洛之節其方元手船御用立万端
　　　御都合ニも相成候ニ付　御鞍鐙并純子拝領
　　　被　仰付之
（以下、「　」内は抹消）
「一四月廿九日尾張前大納言様江御内用有之ニ付御使
　　御用人菅沼重記副使堤五市郎被差出之今日
　　福井出立［五月五日帰着］」
一四月晦日於運正寺
　有章院百五拾回御忌御茶湯御執行有之
一四月晦日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　五月十六日　御進発被遊候旨被　仰出同月
　　　五日より御先列追々出立可相成ニ付宿駅混
　　　雑者勿論人馬継立方差支之程難斗
A0143-01984_082
　　　候間東海道より美濃路通来月朔日より
　　　大坂　御着以後五日相立候迄之内ハ諸家　
　　　家来等通行之儀急用向并自己之従者
　　　而已召連旅行候儀ハ格別其余平常之
　　　通り通行候儀ハ見合候様可被致候尤
　　　通御宿駅之儀ハ通御之前後三日之間
　　　向々旅行不相成候
　　　　四月
一五月二日御用番水野和泉守殿ゟ御呼出御留守居
　罷出候処左之御書付壱通御渡有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来江
　　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来
　　　　　銀弐百枚　　　　　　　　　拾三人
　　　　　　　　　　　　　　　　水夫等
　　　　　　　　　　　　　　　　　　五拾五人
　　　右先般　御上洛之節御用立候元手船江
　　　乗組骨折相勤候ニ付書面之通銀子被下候間
A0143-01984_083
　　　夫々割賊為戴候様可仕候
　　　　御書取
　　　　　被下銀者御納戸江罷出可請取候事
一五月二日所司代ゟ御呼出御留守居罷出候処左之通
　書付御渡有之
　　　近々　御進発被　仰付候付而ハ京都表之儀茂
　　　夫々御手当筋無之候半而ハ不相成処此程廻米
　　　相減此躰ニ而者自然如何様之御差支ニ可相成茂
　　　難斗候依之右之趣国元江申遣之上精々
　　　操合無差支北国筋より廻米有之候様尤
　　　右ハ大津表ニ而買求候都合ニ付石高取極
　　　運送時節等委細之儀ハ京都町奉行江
　　　打合之上早々取斗候様可致候事
　　　　五月
一五月七日今度　御進発為御待請御出坂一旦御上
　京可被成旨被　仰出之
A0143-01984_084
一五月九日昨八日夕巣鴨御屋敷表御囲焼失ニ付
　御用番江左之通御留守御届書持参差出之
　　　昨夕巣鴨出火之処松平越前守同所中屋敷
　　　表囲三拾間斗類焼仕候其外別条無御座候
　　　此段御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　五月九日　　　　　　　大道寺喜三郎
一五月十日　御進発中
　慶永様御勤向之儀ニ付左之条々御用番江御留守居
　介大道寺喜三郎伺窺書持参差出候処追而御附札之通
　御差図有之
　　　松平大蔵太輔在国罷在候間左之通奉伺候
　　　宜御指図可被成下候
　　一御進発被遊候儀承知之上飛札を以恐悦申上
　　　候儀ニ可有御座哉
　　一公方様御出陣中御機嫌伺之廉々且又
A0143-01984_085
　　　総而勤向等之儀如何相心得可申哉
　　　右之段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　五月十日　　　　　　　大道寺喜三郎
　　　　御附札
　　　　　初ケ条書面之通相心得二ケ条平生之通
　　　　　相心得候様可仕候
　一五月十一日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　　御留守中御法令被　仰出候間当地ニ罷在候万石
　　　　以上之面々交替寄合并諸番頭諸物頭
　　　　布衣以上御役人中奥御小姓三千石以上寄合
　　　　中川御番明後十三日四時麻上下着用西丸江
　　　　可被罷出候
　　　　　但御進発御供等ニ罷出候面々ハ不及出仕候
　　　　右之趣可被達候
　　　　　五月十一日
A0143-01984_086
　　　　　御法令
　　　　　条々
　　一今度留守中之儀酒井雅楽頭江今委任万
　　　事雅楽頭并本多美濃守水野和泉守江
　　　相含候間惣而可受差図事
　　　　附万一非常之儀雖令出来私之所存をたてす
　　　　　諸事右三人之差図に任すへき事
　　一城辺ハ勿論何方ニ而何様之儀雖有之城中
　　　番之輩不可出可相待差図事
　　一在国在所之輩たりといふ共自然江戸に事
　　　令出来時ハ雅楽頭美濃守和泉守差図
　　　次第可駈集事
　　一在国在所之面々ハ其所を堅相守自然近国ニ
　　　事令出来者速ニ可注進事
　　　　附雅楽頭美濃守和泉守江も可及注進事
　　一所々門番勤番之面々兼而定置法度之
A0143-01984_087
　　　趣堅相守諸事厳重ニ可申付事
　　一喧嘩口論猶更可相慎之若無拠儀ハ後日
　　　之可為沙汰事
　　一於城中万一喧嘩口論有之時其近所之
　　　輩可鎮之猥ニ不可出合事
　　一火之用心別而入念自然城中火事於出来ハ
　　　西丸二丸之番之輩ハ雅楽頭美濃守和泉守
　　　酒井飛騨守田村玄蕃頭平岡丹波守并
　　　番頭可任差図事
　　　右之条々可相守此旨者也
　　　　慶応元年五月十三日
　　　　御黒印
　　　　　〆
一五月十二日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処御国仕立
　駒御献上之儀ニ付去月被差出置候御窺書江左之通
　御附札を以御差図有之
A0143-01984_088
　　　越前守於領内仕立候駒献上之儀享保
　　　十二未年御老中松平左近将監様ニ而四五年ニ
　　　一度宛献上被仕候様御達御座候已来参勤年
　　　五ケ年目ニ一度ツヽ献上被仕来候処文久二戌年
　　　諸献上物御免被　仰出且参勤之儀も三ケ年
　　　目毎ニ参府被　仰出候ニ付以来参勤年ニ不拘
　　　五ケ年目毎ニ献上仕候心得之段同三亥年
　　　五月御用番井上河内守様江相伺候処可為伺
　　　之通旨御附札を以御差図御座候然ル処
　　　右駒之儀ハ元来領内ニ而出生無御座能登
　　　越中越後之内ニ而駒共相求仕立候而献上
　　　被仕候儀ニ御座候近年右三ケ国共殊之外駒
　　　払底之趣ニ而相廻り不申既ニ当年献上順年
　　　ニ付当春已来買入方精々心配被致候得共
　　　献上ニ可相成駒今以出来不申甚当惑被仕候
　　　前条申上候通領内ニ而者駒出生無之事ニ御座
A0143-01984_089
　　　候得者右様無拠次第厚御汲察被成下何卒
　　　諸献上物御免同様駒献上之儀当分御
　　　用捨被成下候様只管奉願候様被申付越候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　四月廿六日　　　　　　大道寺喜三郎
　　　　御附札
　　　　　当年ハ不及献上駒仕立次第追而献上可
　　　　　仕候尤献上年ニ至候ハヽ有無共申聞候様可仕候
一五月十三日為御待請御国許　御発途之上御勤向
　之儀ニ付左之通御用番江御留守居青山小三郎御窺書
　持参差出候処即日御附札を以御差図有之
　　　越前守儀為　御待受国許発途之上ハ
　　　帰陣迄昨年御触達之通
　　　御機嫌伺其外平常勤向之儀不仕心得ニ
　　　而宜御座候哉此段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　五月十三日　　　　　　青山小三郎
A0143-01984_090
　　　　御附札
　　　　　可為窺之通候
一五月十四日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処左之通
　御書付壱通御渡有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　越前敦賀表おゐて賊徒吟味中為警　衛
　　　人数差出候処家来共格別ニ骨折警衛行届
　　　候条一段之事ニ候此段可相達旨
　　　御沙汰ニ候
　　　　但右ニ付御札御書閏五月十二日被差出之
一五月十四日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　御進発御留守中ハ日雇西丸并二丸江入
　　　申間敷候御用之節ハ御目付江相断御用相済候ハヽ
　　　又御目付江可被申達候尤　還御御当日より
　　　町人并日雇等入不苦候
　　　　五月
A0143-01984_091
　　　今度被　仰出候御法令之内
　　一在国在所之面々ハ其所を堅相守自然近国ニ
　　　事令出来ハ速ニ可注進事
　　　　附雅楽頭美濃守和泉守江も可及注進事
　　一在国在所之輩たりといふ共自然江戸ニ事令
　　　出来時ハ雅楽守美濃守和泉守差図次第
　　　可馳参候事
　　　右之条々万石已上并交替寄合在国在邑
　　　之面々同席中ゟ通達候様今日出仕之面々江
　　　可被達候
　　　　五月
　　　火之元之儀ニ付而ハ前々ゟ相達置候趣も有之
　　　候間銘々入念候儀ニハ可有之候得共
　　　御進発御留守中ハ別而入念候様下々ニ至迄急度
　　　可被申付候万一出火有之候共大火不相成消防之儀
　　　組合ハ勿論其外屋敷ニ於而も兼而手筈申合
A0143-01984_092
　　　置候様可被致候尤屋敷外廻り之儀家来
　　　差出置昼夜共ニ無油断相廻可申風烈之
　　　節ハ尚又厳重可被相廻候且又あやしきもの
　　　見出し候ハヽ捕之届ニ不及町奉行江可被相渡候
　　　勿論とらへ違候分ハ不苦候
　　　　五月
　　　今度御進発御留守中御締肝要ニ付
　　　御門番其外夫々厳重ニ被　仰付候得共万一
　　　非常之節ハ其余之面々ニも差図次第早速
　　　人数差出時宜ニ寄主人も出張候心得ニ可被
　　　罷在万石以下之向者兼而相達置候寄セ場へ
　　　出張可被致候
　　　　五月
一五月十四日年号改元ニ付為御祝儀被差出候御書
A0143-01984_093
　今日御大老并御老中江御留守居草尾精一郎
　持参差出之
一五月十四日今度御上坂被成候ニ付御国中人馬継立方
　之儀ニ付御勘定奉行松平対馬守殿江左之通御留守居
　御届書持参差出之
　　　越前守儀昨年長州御征伐ニ付副将被　仰付
　　　出陣之節国中人馬引揚罷越候ニ付宿場
　　　之手当方難行届ニ付宿々有合之人馬
　　　拾三人拾三疋を以諸藩通行ニ割当精々可為
　　　相勤候得共出陣中通行多分ニ落合候節ハ
　　　自然継立方行届兼候儀も可有之此段
　　　御聞置被下候様其節駒井甲斐守様へ相願
　　　候処御同所様ニ而御附札を以書面之趣承
　　　置候尤自然御用旅行等折重り候節ハ可
　　　成丈差支不相成様可取斗旨御差図御座候
　　　然ル処今度
A0143-01984_094
　　　御進発被　仰出候ニ付越前守儀為御待受上坂
　　　被　仰出国中人馬引揚多人数召連致出陣
　　　候ニ付而ハ亦復領分中人馬継立方之儀
　　　昨年御聞済之通相心得居候段国許ゟ申付越候間
　　　此段為念御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　五月十四日　　　　　　草尾精一郎
一五月十五日
　東照宮御神忌無御滞被為　済候為御祝儀御使者
　御雇加藤与五右衛門御国許ゟ被差出候趣ニ而今朝御大老
　并御用番江御書差出之
一五月十五日　安姫様御病気之処御養生不被為　叶
　三之丸於　御座所御逝去
（以下、「　」内は抹消）
「一五月十五日右同断ニ付三之丸　御座所於御用部屋
　　諸月番江左之通御家老申渡之
　　　　安姫様御病気之処御養生不被為　叶今
A0143-01984_095
　　　　十五日戌上刻　御逝去被遊奉絶言語候此段
　　　　可被相心得候
一五月十六日
　公方様御進発ニ付出御後為伺　御機嫌御用番
　本多美濃守殿江御留守居青山小三郎罷出
　　但右ニ付御歓之御書閏五月十二日被差出之
（以下、「　」内は抹消）
「　　　　　御休泊
　　　　御昼休　　　　　　　御泊
　　　　　品川　　　　　　　　川崎
　　　　　神奈川　　　　　　　程ケ谷
　　　　　戸塚　　　　　　　　藤江
　　　　　　　　　　　　　　　　清浄光寺
　　　　　平塚　　　　　　　　大磯
　　　　　　　　　　　　　　御昼御泊共
　　　　　　　　　　　　　　　小田原城
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　箱根
　　　　　　　　　　　　　　　　金剛院
A0143-01984_096
　　　　　三島　　　　　　　　沼津城
　　　　　原　　　　　　　　　吉原
　　　　　　　　　　　　　　　　東泉院
　　　　　蒲原　　　　　　　　興津
　　　　　　　　　　　　　　　　清見寺
　　　　　　　　　　　　　　御昼御泊共
　　　　　　　　　　　　　　　駿府御城
　　　　　久能山御参詣　　　　駿府江
　　　　　　徳音院　　　　　　帰御
　　　　　岡部　　　　　　　　田中城
　　　　　金谷　　　　　　　　掛川城
　　　　　袋井　　　　　　　　中泉村
　　　　　　　　　　　　　　　　陣屋
　　　　　　　　　　　　　　御昼御泊共
　　　　　　　　　　　　　　　浜松城
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　荒井
　　　　　二タ川　　　　　　　吉田城
　　　　　赤坂　　　　　　　　岡崎城
A0143-01984_097
　　　　　　　　　　　　　　御昼御泊共
　　　　　　　　　　　　　　　池鯉鮒
　　　　　鳴海　　　　　　　　名古屋城
　　　　　稲葉　　　　　　　　起
　　　　　墨俣　　　　　　　　大垣城
　　　　　垂井　　　　　　　　関ケ原
　　　　　醒ケ井　　　　　　　彦根城
　　　　　高宮　　　　　　　　愛知川
　　　　　武佐　　　　　　　　守山
　　　　　草津　　　　　　　　膳所城
　　　　　大津　　　　　　　　伏見
　　　　　　　　　　　　　　　　御役宅
　　　　　　　　　　　　　　御昼御泊共
　　　　　　　　　　　　　　　淀城
　　　　　橋本　　　　　　　　枚方
　　　　　佐田　　　　　　　　大坂
　　　　　　　　　　　　　　　　御城
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　尼ケ崎城
A0143-01984_098
　　　　　瓦町　　　　　　　　兵庫
　　　　　多留見　　　　　　　明石城
　　　　　　　　　　　　　　御昼御泊共
　　　　　　　　　　　　　　　加古川
　　　　　　御着姫路城
　　　　　　　〆」
一五月十七日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　御進発御留守中ハ月次其外都而出仕ニ
　　　不及候此段向々江可被達候
　　　　五月
　　　古銀類引替差出方之儀先年より度々
　　　相触是迄増歩御手当等も被下追々引替
　　　指出候向も有之候得共未タ引替残有之候ニ付此後引替差出候者江者猶又
　　　相増候割合左之通
　　　一元文銀拾〆目ニ付　　　代銀拾九〆目
　　　一文政銀同断ニ付　　　　同拾五〆目
A0143-01984_099
　　　一保字銀同断ニ付　　　　同拾壱〆目
　　　一古弐朱銀百両ニ付　　　同金百六拾両
　　　一文政弐朱銀同断ニ付　　同百拾五両
　　　右之通増歩為御手当被下候間聊も不貯
　　　置銀座并江戸京大坂其外諸国引替御用
　　　相勤候もの共之内江差出早々引替可申候若
　　　此上貯置候者於有之ハ糺之上急度可及
　　　沙汰候間御料ハ御代官私領ハ領主地頭ニ而其旨
　　　相心得入念可被申付候
　　　　五月
一五月十七日御勝手方御勘定奉行松平備中守殿ゟ
　申来御預所御勝手役長谷川文蔵　西丸江罷出候処
　左之通被申渡之
　　　　　申渡
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来
　　　　　　　　　　　　　　　渥美新右衛門
A0143-01984_100
　　一銀七枚ツヽ　　　　　　　土屋十郎右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　大道寺七右衛門
　　一同五枚　　　　　　　　　岡田喜八郎
　　　　　　　　　　　　　　　田島与三右衛門
　　一同三枚ツヽ　　　　　　　伊藤佐次右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　長谷川文蔵
　　一同弐枚ツヽ　　　　　　　金田太郎左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　山口清左衛門
　　　御預所村々ゟ多分之上納金仕候段常々取扱
　　　方宜取締茂行届候儀与相聞候依之為御
　　　褒美被下之其余取扱候もの共ハ常々取扱方
　　　宜段誉置候様可被致候
　　　右者水野和泉守殿差図ニ付申渡之
一五月廿一日　安姫様御遺骸三ノ丸　御座所ゟ御出棺
　運正寺江　御送葬［御法号彩雲院殿］
A0143-01984_101
一五月廿八日今度御趣意ニ付役御番組壱組被仰付番列之
　儀ハ大御番組次ニ被置候旨被　仰出之
一閏五月三日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　今度　御進発ニ付而ハ山城路御通行被為
　　　在候間
　　　天気為御伺
　　　御参内被遊候旨被　仰出候此段酒井河内守
　　　并御供之面々江為心得可被達候
　　　　五月
　　　右之通去月廿六日駿府　御城おゐて
　　　御供之大目付御目付江相達候間此段為心得
　　　向々江可被達候事
　　　　閏五月
一閏五月六日松平加賀守様為御上京西本願寺掛所
　御止宿ニ付　御手許ゟ御使者御側御用人代り御用人
　宇都宮勘解由を以鮮鯛一折被進之
一閏五月七日今度　御進発ニ付為御待請御登坂
A0143-01984_102
　可被成之処御脚気症被為　在暫御発途御猶予
　之儀ニ付伝　奏飛鳥井殿江左之通御留守居島津
　十大夫を以被差出之
　　　私儀当春滞京被　仰出候処国政向之儀
　　　ニ付帰国奉願
　　　大樹上坂之節ハ上京可仕段申上候処願之通
　　　被　仰出難有奉存候然ル処今般
　　　大樹出陣ニ付先日御届申上候通一旦登京
　　　之上下坂可仕心得ニ御座候処先頃ゟ持病之
　　　脚気発動仕候ニ付此節専ら尽療養候
　　　得共爾々不仕押而も旅行難仕暫出立延引
　　　仕候尤少も快候ハヽ早速発途仕候心得ニ御座候
　　　此段御届申上候以上
　　　　閏五月三日　　　　　　松平越前守
一閏五月七日今度御上坂之節便路ニ付
A0143-01984_103
　天気御窺被成度儀ニ付所司代松平越中守殿江左之通
　御留守居島津十大夫御窺書持参差出候処追而御附
　札を以御差図有之
　　　越前守儀当春従
　　　御所滞京被　仰出候処国政向之儀ニ付帰国
　　　被相願
　　　公方様御上坂之節ハ上京可致段申上候処
　　　願之通被　仰出帰国被致候然ル処今度
　　　公方様御進発被為　在候ニ付先日御届申上候通
　　　一旦登京之上為　御待受大坂江被罷出筈之処
　　　先頃ゟ持病之脚気致発動候ニ付此節専ら
　　　尽療養候得共爾々不致押而茂旅行
　　　難致暫出立被致延引候尤少も快候ハヽ早速
　　　致発途候心得ニ御座候さすれハ
　　　公方様御下坂後ニ相成候事故精々可被差急
　　　儀ニ御座候得共便路之儀故京地江立寄伝
A0143-01984_104
　　　奏衆迄被奉伺
　　　天気直ニ被致下坂候心得ニ而宜御座候哉此段
　　　御届旁奉伺候様被申付越候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　閏五月七日　　　　　　島津十大夫
　　　　御附札
　　　　　書面伺之趣承置候間伝奏衆於月番
　　　　　亭伺
　　　　　天気候様可仕候
一閏五月九日
　公方様　御進発ニ付御機嫌為御窺御家老酒井
　外記上京被　仰付今日福井出立［同十三日京着］
一閏五月十日右同断ニ付一旦御登京之上為御待受御
　上坂可被成筈之処御脚気症被為　在候ニ付暫御発途御延
　引被成候段御老中松平伯耆守殿江御届有之
一閏五月十一日所司代ゟ御呼出御留守居罷出候処左之通
　御書付被相渡之
A0143-01984_105
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　　　　　　　　　　　　　　　　家来江
　　　当節京坂之間ニ浮浪之者潜入致居候哉ニ
　　　風説も有之候間此上銘々御趣意厚相守
　　　持場々々昼夜とも時々見廻り等致し今一際
　　　厳重御警衛相立候様可致候
一閏五月十一日左之通所司代ゟ御達有之旨ニ而松平阿波守様ゟ
　御廻達有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平阿波守
　　　京師御警衛之向々其外諸藩共人数
　　　交代ハ別段無謂人数上京差扣候様尤交
　　　代或ハ無拠訳柄ニ而人数上京候共前以子細柄
　　　并人員姓名相調都度々々可被相届候
　　　　閏五月
一閏五月十二日旧冬
　慶永様賊徒為御追討御出馬被成候ニ付御褒詞
A0143-01984_106
　被仰出候為御礼被差出候御書今朝御用番本多
　美濃守殿江御留守居持参差出之
一閏五月十四日所司代江左之通御留守居島津十大夫
　御窺書持参差出候処追而御附札を以御差図有之
　　　越前守病気ニ付今度国許出立致延引候ニ付
　　　公方様為　御機嫌窺家老酒井外記差出
　　　去ル九日国許出立昨十三日京着仕候
　　　公方様一旦御入洛被為　在候由拝承仕候ニ付若
　　　御入洛被為　在候節ハ於此表　御機嫌伺可申上哉
　　　又ハ大坂江被為　成候上大坂ニおゐて
　　　御機嫌伺可申上哉奉伺度宜御差図被成下候様
　　　奉願上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　閏五月十四日　　　　　島津十大夫
　　　　御附札
　　　　　書面窺之趣於大坂表伺
　　　　　御機嫌候様可仕候
A0143-01984_107
（以下、「　」内は抹消）
「一閏五月十八日田安御屋形内出火ニ付不取敢為御見舞
　　御用人笹治兵庫被差出候処長局ゟ出火奥表共不
　　残御焼失中納言様御始吹上御庭江御立退被成候ニ付御機嫌
　　伺として御同所江兵庫罷出」
一閏五月十八日御勘定奉行公事方土屋豊前守殿ゟ御呼
　出御留守居介大道寺喜三郎罷出候処左之通御書付　
　被相渡之
　　　　　　　　　　　　　　　土屋豊前守
　　　　　　　　　　　　　　　滝沢喜太郎
　　　越前国敦賀表ニおゐて御預被　仰付候水戸殿
　　　家来江引渡可相成もの共近々為受取右
　　　家来敦賀表江罷越候ニ付関東取締
　　　出役渋谷鷲郎差添被遣候間引渡方等
　　　諸事無指支様可取斗旨其筋之家来江
　　　通達可有之候仍之申達候以上
　　　　〆
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一閏五月十八日御家中之子弟補兵隊被　仰付四番ニ
　御組立被成
一閏五月廿一日所司代ゟ御呼出御留守居罷出候処左之通
　御書付御渡有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　御進発ニ付明廿二日御入京為御伺
　　　天気　御参
　　　内被遊夫より二条御城江御入城被　仰出候間
　　　此段為心得相達候
　　　　
一閏五月廿三日所司代ゟ御呼出御留守居罷出候処左之通
　御書付御渡并去ル十九日被差出候御窺書ニ御附札を以御差
　図有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　公方様今廿三日二条　御泊城明廿四日
　　　御発途被遊候旨被　仰出候此段為心得相達候
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　　　　閏五月
　　　今度　御進発ニ付而ハ山城路御通行被為
　　　在候間
　　　天気為　御伺　御参
　　　内被遊候旨被　仰出候依之　御参　内被為　済候ハヽ
　　　越前守大蔵太輔於国許承知之上勤向
　　　之儀如何相心得可申哉此段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　閏五月十九日　　　　　島津十大夫
　　　　御附札
　　　　　不及勤品候
一閏五月廿四日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　米穀融通之ためニ候間在々ニ而所持之米穀
　　　江戸表江売払候者共ハ追而及沙汰候迄米
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者勿論雑穀等迄江戸内江積送り問屋
　　　仲買ニ不限素人ニ而も勝手次第売捌可
　　　申候
　　　右之通御料私領寺社領共不洩様可
　　　被相触候
　　　　閏五月
一閏五月廿五日御目付井上元七郎殿ゟ左之通申来ル
　　　公方様廿四日京都御発途同日伏見
　　　御一泊同廿五日御乗船ニ而同日亥上刻大坂
　　　御入城
　　一公方様暫　御滞坂被　仰出且又御供之
　　　面々江左之通被　仰出
　　　御在坂中日々四時登　城之事
　　　已来陣羽織着用候様可被致候事
　　　　〆
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一閏五月廿七日打続雨天ニ付於神明宮晴雨之
　御祈祷被　仰付金百疋被供之
一閏五月廿八日今般　御進発ニ付為御待請御上
　坂可被成之処御脚気爾今御快無之ニ付為
　御名代本多興之輔江御人数引纏被致出張候様
　被仰出之
一閏五月廿九日於大坂
　公方様御機嫌為御窺御使者御家老酒井外記
　御老中阿部豊後守殿御旅館江罷出
一閏五月晦日今度為　御名代本多興之輔出坂被
　仰付候ニ付左之面々御附属被成
　　　　　　　　　　　　　　一之番大御番頭
　　　御番組引纏　　　　　　　天方八之丞
　　　　　　　　　　　　　　六之同
　　　同　　　　　　　　　　　中根牛介
　　　　　　　　　　　　　　御奉行
　　　　　　　　　　　　　　　小栗五郎大夫
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　　　　　　　　　　　　　　御目付
　　　組之者共召連　　　　　　真杉所左衛門
　　　　　　　　　　　　　　御先物頭
　　　同　　　　　　　　　　　笹川藤内
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　同　　　　　　　　　　　鱸長左衛門
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　同　　　　　　　　　　　加藤良右衛門
　　　　　　　　　　　　　　大砲物頭
　　　同　　　　　　　　　　　杉浦幸右衛門
　　　　　　　　　　　　　　御先手御旗奉行
　　　　　　　　　　　　　　　太田三郎平
　　　　　　　　　　　　　　　〆
一閏五月廿九日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　去ル廿二日
　　　公方様　御入洛同日　御参
　　　内被為　済候ニ付為御祝儀明後朔日惣
　　　出仕之事
　　　　但在国在邑之面々隠居之分ハ承知之上御留守
　　　　　月番之老中江飛札可被指越候
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　　一病気幼少隠居之面々ハ御留守月番之老中へ
　　　使者可被差出候
　　　　閏五月
　　　膳所城　御泊之筈候処御不都合も有之ニ付
　　　大津駅江　御泊被遊候旨被　仰出候
　　　右之趣去ル十九日於愛知川駅ニ被　仰出候
　　　間其段相達可然向々江可被達候事
　　　　閏五月
一閏五月晦日弓術師役之面々江左之通申渡候様
　支配頭江御家老申渡之
　　　　　　　　　　　　　　　吉田儀兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　落合丈右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　伊藤覚左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　荻野金四郎
　　　　　　　　　　　　　　　坂田左右右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　岡田長兵衛
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　　　弓術之儀年来御引立御手当銀等被下置候処
　　　追々及衰微候ニ就而ハ師役共一統厚申談
　　　致心配毎々歎願之趣も有之近年来之模
　　　様ニ而ハ往々流儀永続之見詰も立兼候ニ付去ル
　　　戌年師役之儀ハ御免被成下候様一統内願之訳も
　　　有之候得共猶時勢之模様御見合且御多端之
　　　折柄旁否御差図も御延引相成有之候処
　　　当節之形勢修行致候向も無之稽古所之儀も
　　　不立体ニ付内願之通弓師役御免被成候旨被
　　　仰出候
　　　　但飯島三五左衛門儀ハ御師範家ニも候へハ是迄之通
　　　　　相心得候様被　仰付之
（以下、「　」内は抹消）
「一六月朔日安島浦御普請一条十ケ年之間佐々木
　　権六江御委任被成候旨被　仰付之」
一六月六日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
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　　　去月廿五日
　　　公方様大坂御城　御着被遊候間在府之
　　　万石以上以下之面々先達而相達候通来ル
　　　九日麻上下着用西丸江罷出御祝儀可被申上候
　　　　但病気幼少隠居之面々者雅楽頭御留守月
　　　　番之老中江使者可被差出候
　　　一在国在邑之面々隠居之分共承知之上雅楽頭
　　　　御留守月番老中江飛札可被差越候
一六月十日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　防長賊徒共之内本国を脱走致し所々
　　　潜伏之聞へも有之候間怪敷体之者ハ見掛
　　　次第取押又ハ打捨候様可致組支配有之向ハ
　　　別而厚相心得可申候
　　　右之趣御供各隊之面々江不洩様可
　　　被相触候
　　　右之通於　御旅中相達候付而ハ御府内
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　　　武屋敷敷長屋等江差置候者并町内
　　　人別等別而相改自然疑敷もの有之
　　　候ハヽ速捕押可申候
　　　　六月
（以下、「　」内は抹消）
「一六月十日本多興之助江左之通於
　　御前可被　仰付之処御所労中ニ付御側御用人を以被
　　仰出之
　　　　　　　　　　　　　　　　本多興之助
　　　　昨夏
　　　　殿様御登京御途中ゟ　御所労ニ付御
　　　　帰国ニ相成候其節俄ニ為　御名代上京被　仰付
　　　　候処早速致出京之儀ニ　思召候依之押懸
　　　　五掛之御目録被下置候
　一六月十日本多興之助儀今度為　御名代出張被
　　仰付候ニ付夫人足百人御助勢被成候間差出方之儀申談
　　取扱候様郡奉行江御家老申渡之」
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一六月十二日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　御進発御道筋へ拘り候道中筋自余
　　　旅行之分大坂　着御以後五日相立候迄
　　　之内ハ平常之通通行之儀見合候様先達而
　　　相触候処最早此節ゟ往返とも平常之通
　　　旅行不苦候
　　　　六月
一六月十九日水戸殿御家来囚人為請取関東取締
　出没渋谷鷲郞差添去ル十二日敦賀表江着今朝
　御先物頭今立五郎大夫大関麓御徒目付吉田弥兵衛
　佐々木要之介町与力高橋平大夫等立合囚人共
　水戸殿御家来江引渡之
一六月廿日左之通取扱候様月番御奉行大井弥十郞江
　御家老申渡之
　　　一昨年御趣意ニ付産物冥加銀左之通上納
　　　方被差免候処訳合も有之ニ付已前之通冥加
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　　　銀上納被　仰付候事
　　　一石炭焼竈元運上
　　　一三国紺屋
　　　一三国松岡醤油屋
　　　一武周紙漉運上
　　　一午房種仲買
　　　一木綿纑糸仲買
　　　一葉藍為寝方
　　　一御趣法藍玉紺屋
　　　一突込紺屋
　　　一浜町紺屋
　　　一鱣子製法
　　　一葉藍仲買
　　　　〆
一六月廿五日新撰農兵隊百八拾一人被　仰付高知大谷丹下江
A0143-01984_119
　御附属被成
一七月朔日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　万石以上之面々国産之内一両品ツヽ
　　　朝廷江貢献之儀兼而被　仰出之趣も有之
　　　ニ付別紙割合之通相心得当丑年より貢
　　　献候様可被致候尤右品物之儀銘々見込次第
　　　国産之内手軽之品相極め月番之老中
　　　宅江可被相伺候尤献上之手続ハ兼而被　仰出
　　　候通相心得比合日限之儀ハ所司代江可被
　　　相伺候且又当時御役相勤候面々ハ御役中
　　　不及献上物候
　　　　六月
　　　万石以上之面々
　　　朝廷江献上物之儀別紙之通相達候得共
　　　御進発御供其外長州御征伐ニ付出張之面々ハ
　　　当年献上割合ニ而も不及献上候此後献上
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　　　割合之期限ニ至可被致献上候
　　　　六月
　　　　　　　　　　　　　　来寅年
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　　　　但余ハ略之
一六月廿六日御縁女賀代姫様御阿州表御病気之処
　御養生不被為叶御逝去御法号凉樹院殿
（以下、「　」内は抹消）
「一七月四日右同断ニ付阿州表ゟ之御使岡本豊吉今朝
　　福井江着ニ付為御使者請御側向頭取萩原金兵衛
　　豊吉旅宿江罷越候処御病気御大切被為　運候段
　　申述之
　一七月四日右同断ニ付阿州表江為　御使御広敷御用人
　　日比彦之丞副使御広敷御用達鈴木百助被指出之
　一七月四日右同断ニ付末々番外以上　御座所江罷出
　　御機嫌相伺之月番御用人相謁之
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　一七月五日右同断ニ付昨夜又々阿州表之御使武谷
　　新福井江着今朝為御使者請御用人恒岡兎毛新
　　旅宿江罷越候処　賀代姫様御養生不被為　叶去月
　　廿六日御逝去被成候段申出之
　　　但右ニ付去月廿六日ゟ来ル十六日迄廿日之間御忌御遠慮被成
　一七月五日右同断ニ付於御用部屋高知を始諸月番江
　　御家老申渡之」
一七月六日
　慎徳院様御法事之儀ニ付左之通御廻状来ル
　　　於増上寺
　　　御法事
　　　　七月
　　　　　十八日　　初日
　　　　　十九日　　中日
　　　　　廿日　　　結願日
　　　御法事中為伺御機嫌加賀中納言并
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　　　在府之万石已上松平肥後守所司代大坂
　　　御城代より献上物可有之処
　　　御進発中ニ付献上物ニ不及雅楽頭月番
　　　之老中江使者を以御機嫌可相伺候尤
　　　加賀中納言之外在国在邑之分ハ不及差出候
　　　御暇ニ而も於在江戸ハ可被差出候
　　　　但松平肥後守所司代大坂御城代ハ其頃迄
　　　　御滞坂被為在候ハヽ御供之老中江相伺候様可被致候
　　　御法事中
　　　和宮様
　　　天璋院様江為伺御機嫌加賀中納言松平
　　　肥後守在府之溜詰同格所司代大坂御城代
　　　より御干菓子御水菓子之内一度可被差
　　　上候
　　　右之通可被相触候
　　　御精進明之御肴ハ不及差上候
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　　　　七月
一七月八日右同断之儀ニ付大目付中ゟ左之通御廻状
　来ル
　　　当月廿二日　御法事ニ付
　　　御霊前　御名代相済候已後前々拝礼罷
　　　出候面々直垂狩衣大紋布衣ハ其装束
　　　無官ハ長袴又ハ前々半袴ニ而参詣仕候分ハ
　　　此度も半袴着之参詣可仕候相残分ハ廿三日
　　　廿四日両日之内込合不申様相考勝手次第
　　　参詣可有之事
　　　　七月
　　　壱万石已上之面々御香奠献上之使者
　　　染帷子長袴ニ而朝六時表門通被差越之
　　　方丈江可被献之事
　　　　但余ハ略之
　　　　　御香奠献上之覚
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　　一白銀五枚　　　　　　三拾万石以上
　　　　但余略之
一七月十一日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　古金類引替方之儀去ル申年増歩御手
　　　当被下候間聊も不貯置引替御用相勤候もの
　　　共之内江差出早々引替可申且引替人御手当
　　　之儀も百両ニ付金弐分ツヽ被下候処以後都而百両
　　　ニ付金壱両ツヽ被下候間引替捗取候様可致旨
　　　相触候処今以世上引替残之分も多分ニ付此度
　　　保字金正字金古式朱金之分も引替人御手
　　　当之儀ハ古金同様百両ニ付金壱両ツヽ被下
　　　尤古金類引替方遠国又ハ手遠之場所ハ
　　　道中持運ひ諸入用も可相懸儀ニ付道中
　　　往返入用として道法五里余隔り候場所ゟ
　　　五百両以上引替差出候節ハ金百両ニ付壱里
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　　　壱匁ツヽ之割合を以御手当被下追而ハ国々江
　　　引替所も可被　仰付候得共中国九州上方筋
　　　最寄ハ京都大坂表引替御用相勤候者之
　　　内江差出江戸近国奥羽最寄ゟ差出候
　　　者ハ江戸引替御用相勤候者共之内并本町
　　　壱丁目御金改役所江直ニ差出其余国々之
　　　儀ハ江戸京大坂引替所最寄々之都合
　　　宜方へ勝手次第差出可申候且引替人共
　　　江ハ壱ケ月金壱万両一手ニ而引替差出候
　　　者ハ是迄被下候御手当之外金五拾両ツヽ
　　　増御手当被下壱万両以上差出候ハヽ右割合
　　　を以金百両ニ付弐分ツヽ増御手当被下候ニ付
　　　国々ニおゐて取集方等世話致し候者も前書
　　　引替人共江被下候通御手当被下候間引替方
　　　捗取候様可致候若此上貯置候もの有之
　　　ニおゐては糺之上急度可及沙汰旨御料ハ
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　　　御代官私領ハ領主地頭ゟ其旨相心得候様
　　　可申付候
　　　　七月
一七月十一日御大老酒井雅楽頭殿御用番水野
　和泉守殿江左之通御届書被差出之
　　　閏五月廿五日
　　　公方様大坂御城
　　　御着被遊候段越前守於国許承知之上
　　　右御祝儀之飛札差越候処去月廿六日
　　　越前守縁女死去ニ付来ル十六日迄遠慮
　　　仕罷在候間遠慮明候迄右之呈書差扣
　　　不差出心得ニ御座候此段御聞置可被下候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　七月十一日　　　　　　大道寺喜三郎
一七月十二日今度　思召を以於孝顕寺昨年七月
A0143-01984_127
　於京都堺町戦死之面々并相果候者共供養被
　仰出為供養料銀三枚被下之
一七月廿三日於増上寺
　慎徳院様十三回御忌御法事ニ付御使者御番
　頭を以御香奠白銀五枚被献之同所御本坊江相
　納之
一七月廿三日於運正寺右同断御茶湯御執行
　有之
一七月廿九日左之通諸向江致通達候様月番御用人富永
　浜之助江御家老申渡之
　　　昨年江戸詰京都詰共半年交代被　仰出
　　　候得共已前之通以来一年交代与被　仰出候
（以下、「　」内は抹消）
「一七月晦日阿州表江被遣候御使日比彦之丞鈴木百助
　　御法号持参今日福井江着
　　　　凉樹院殿月光智円大姉
　　　　　但右御法号大奥御内仏江御納被成」
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一八月二日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　煎海鼠干鮑鱶鰭之儀年来長崎会所買
　　　上来候所近年諸国共出方相劣殊ニ定直段
　　　ニ而ハ稼人共及難儀候趣ニ付向後品合ニ応シ
　　　時相場を以買上商人共相対売買をも
　　　差免候条浦々之者共精出し相稼へく候
　　　右之趣浦方有之候国々御料私領寺社
　　　領共不洩様可被相触候
　　　　七月
一八月十四日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　和宮様御実母
　　　観行院様今暁寅上刻御逝去ニ付
　　　和宮様為伺御機嫌在府之万石以上今
　　　明日中月番之老中江使者可被差出候
　　　在国在邑之面々ハ飛札可被差越候
　　一鳴物ハ今日より来ル廿日迄停止普請ハ
　　　不苦候
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　　　　八月
　　　和宮様御実母
　　　観行院様今暁寅上刻御逝去ニ付御定式
　　　五十日十三月之御忌服被為　請候事
　　　　八月
一八月十六日　青松院殿御事　思召を以已来奥向
　ニ而ハ様与相唱候様被　仰出之
一八月廿二日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　此度従京都大坂江之東西両街道筋八幡
　　　山崎江塁壁関門船改所御取建相成候間
　　　淀川通船陸地従来之者荷物等も相改
　　　候筈ニ付右川陸通行致シ候ものハ姓名等相断
　　　不作法無之様改を請可申旨家来末々之
　　　もの江も不洩様可被申付置候
　　　　八月
　　　右之通大坂表おゐて被　仰出候間得其意
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　　　向々江可被相触候尤在坂之面々江ハ彼地おゐて
　　　相触候
　　　　八月
　　　万石以上之面々国産之内一両品宛
　　　朝廷江貢献之儀兼而被　仰出之趣も有之候ニ付
　　　当丑年貢献候様尤当時御役相勤候面々ハ
　　　御役中不及献上物旨相達置候処御役
　　　相勤候面々も献上候様可被致候献上割合之儀ハ
　　　此程相達候通可被心得候
　　　　八月
（以下、「　」内は抹消）
「一九月八日御城当番表組頭杉山幸三郎廻状を以
　　御老中松平伯耆守殿御用有之明九日大坂表江
　　出立被致候旨申来ル」
一九月十一日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　小笠原壱岐守事去ル四日於大坂表老中
　　　格被　仰付諸事前々老中格之通相心得候様
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　　　向々江可被達候
　　　　九月
一九月十四日所司代ゟ御呼出御留守居罷出候処
　公方様為御窺
　天機御上洛被遊候ニ付明後十六日二条　御入　城被　仰出候旨
　御達有之
一同月十五日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　横浜港内ニ碇泊之外国船摂海辺江相越候趣
　　　之処
　　　皇都御程近之儀ニ付厳重差止種々説論ニ
　　　およひ候得共既ニ出帆致し候右ハ
　　　御在坂中ニ付彼地ニ而申立候事件有之由別段
　　　異条茂無之哉ニ相聞候此段為心得向々江可
　　　達置候
　　　　九月
一九月廿日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
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　　　伊豆守事海陸軍惣奉行被　仰付置候処
　　　以来海陸軍総裁被相唱候様去ル十一日於大坂
　　　表被　仰出候間此段向々江可被達候
　　　　九月
一九月廿二日所司代ゟ御呼出御留守居罷出候処
　公方様明廿三日当地　御発駕淀川通　御乗船大坂
　城江被為　入候旨御達有之
一九月廿五日御大坂御老中松前伊豆守殿ゟ御呼出
　御留守居罷出候処左之通御封物ニ而御渡有之
　　　御奏聞書
　　　防長取置之儀ニ付而ハ兼而　奏聞仕置候通
　　　条理順序を遂不審之件々篤与糺問之上
　　　夫々所置可仕奉存候毛利淡路吉川監物
　　　大坂江早々罷登候様申達候処登坂延引仕候ニ付
　　　自然両人差支候ハヽ外末家并大膳家老共
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　　　之内申合当月廿七日迄ニ無相違出坂候様
　　　重而申達申達候得共今以登坂之模様も無之此上
　　　弥違背ニ及候ハヽ最早寛太之取斗も難仕候ニ付
　　　無余儀旌旗を進罪状相糺可申奉存候尤兵機
　　　緩急其外篤与熟孝之上遺算無之様所置可仕
　　　奉存候此段　奏聞仕候
　　　　九月　　　　　　　　　御諱
　　　勅答
　　　言上之趣被　聞食乃賜御暇候猶長州
　　　一挙相済候ハヽ御用之儀有之ニ付早速上京
　　　之事兼而被　仰出候
　　　　但右御封物御目付中根新左衛門持参廿七日京都
　　　　　出立同廿九日福井江着
一九月廿六日　御進発中為御伺　御機嫌
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　慶永様御出阪可被成旨被　仰出候ニ付此段相心得候様諸
　月番江御家老杉田壱岐申渡之
一九月廿七日所司代ゟ御呼出御留守居罷出候処
　摂海江異船渡来出願之儀ニ付談判
　有之候間時宜ニ寄非常之儀有之茂
　難斗候尚此上厳重御警衛可致旨
　御書付を以御達有之
（以下、「　」内は抹消）
「一十月朔日
　　慶永様今朝福井　御発駕
　一十月三日
　　慶永様御風気ニ付今庄駅ゟ於引返し三ノ丸御座所江
　　御着」
一十月四日所司代ゟ御呼出御留守居罷出候処
　公方様　御所向江被　仰立筋有之昨三日大坂御発
　途今四日二条　御入城被為　在候旨御達有之
一十月九日今朝於殿中御老中御渡之御書付左之通
　津軽越中守殿ゟ御廻達有之
　　　御奏聞書
　　　臣幼弱不才之身を以是迄叨ニ征夷之大任を
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　　　蒙乍不及日夜勉励罷在候処内外多事之時ニ
　　　膺り上　震襟を奉安下万民を鎮むる事
　　　不能加之国を富し兵を強して
　　　皇威を海外ニ輝し候力無之竟ニ職掌を　
　　　汚し可申与痛心之余り胸痛強鬱閉致し
　　　罷在候然ル処臣家族之内ニ而慶喜儀ハ年来
　　　闕下ニ罷在事務ニも通達仕大任ニ堪可申与
　　　奉存候ニ付臣家茂退隠慶喜ニ相続為仕政
　　　務を相譲り候間臣之時之如く諸事御委任被
　　　成下置候様偏奉希上候当今時務之儀ニ付
　　　而ハ以別紙　奏聞仕候間右慶喜江御沙汰御座
　　　候様奉願置候
　　　　　別紙
　　　臣家茂謹而宇内之形勢を熟考仕候処
　　　近来追々変遷致し和親を結ひ有無を通シ
　　　互ニ富強を斗候風習ニ推移り候是天然自然
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　　　之気数不得止事之勢ニ可有之与奉存候就而ハ
　　　皇国ニ限り一向御外交不被為　在候而ハ卓慎退
　　　縮之姿ニ相成　御国体御国威共相立申間敷已ニ
　　　先年於下田亜米利加使節与和親条約
　　　為取替相成候も右等酙酌之上遂　奏聞
　　　御許容相成候儀ニ而其以来追々鎖国之旧格を
　　　変し富国之基術相開候処其後外交拒絶之
　　　儀被　仰出候ニ付被諭遵奉仕度志願ニハ御座候へとも
　　　無謀之掃攘ハ致間敷旨尚被　仰出候趣も有之
　　　候間何レにも富国強兵之策相立候上ならでハ膺懲
　　　之典も難被行就而ハ彼所長を採り貿易之
　　　利を以多く船駁（舶）を謀備し以夷制夷之術事当今
　　　第一之急務とも奉存候是迄種々苦心罷在候
　　　折柄防長之事件相起り終ニ大坂城迄出張
　　　仕候処不料異船兵庫港江渡来条約之廉々
　　　改而　勅許有之候様申立若臣家茂ニ於て
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　　　取斗兼候得者彼　闕下へ罷出直ニ可申立旨
　　　申張種々之議論を尽し応接仕候得共何分
　　　承諾不仕去迚無謀干戈を動し候而ハ必勝之
　　　利無覚束仮令一時ハ勝算有之候共四方環海
　　　之　御国柄東西南北旦暮攻掠を請候而
　　　戦争無已時ハ　皇国生民之靡爛此時より
　　　相始可申不仁不慈此上ハ有之間敷誠ニ以歎ケ敷
　　　儀臣家茂一家之存亡ハ姑く差置
　　　宝祚之　御安危ニも関係仕実以不容易儀ニ而
　　　階下万民を覆育被遊候　御仁徳にも相戻り
　　　可申哉臣ニおゐて職掌相立不申候間右等之処
　　　篤与　思召被為　分乍恐衆口之動揺無之
　　　断然之　御卓威を被為　立何卒改而条約
　　　ニ付去虚存実至当之談判仕候儀判然之
　　　勅許被成下候様仕度左候へ者如何様ニも尽力仕
　　　外ハ外夷制解之実備を立内者防長追討之
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　　　功を遂上　震（宸）襟を安し奉下ハ万民を安堵
　　　せしめ臣祖先之志ニ報可申宿願御座候
　　　皇国如何様英武之　御国ニ候共万一内乱外
　　　寇一時ニ指湊ひ西洋万国を敵ニ引受候而ハ
　　　終ニハ
　　　聖体之御安危ニも拘り万民塗炭之苦ニ陥り
　　　候ハ必然之儀誠以痛哭慨歎之極仮にも治
　　　国安民之任を荷ひ候職掌ニ於て如何様御沙
　　　汰御座候共施行仕候儀何分にも難忍奉存候依而ハ
　　　前文申上候通速ニ　勅許之御沙汰被成下候ハヽ
　　　宝祚之無窮万民之大幸無此上千々万々
　　　奉懇願候寔ニ不任悲歎号泣之儀ニ奉存候外
　　　夷　闕下江罷出候様相成候而ハ深く奉恐入候儀ニ付
　　　精々尽力談判を遂ケ来ル七日迄ハ兵庫港へ
　　　為差扣候間成丈早々御沙汰被成下候様仕度此段
　　　奉　奏聞候
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　　　勅許
　　　条約之儀御許容被為在候間至当之所置
　　　可致事
　　　　　　　　　　　　　　　家茂江
一十月九日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　阿部豊後守松前伊豆守事
　　　叡慮之趣被為　在候ニ付官位被　召上且於国許
　　　謹慎　御沙汰相待候様　御所ゟ被　仰出候依之
　　　御役　御免被成候在所江罷越慎可罷在候
　　　右之通於大阪表去ル朔日被　仰出候間向々江
　　　可被達候
一十月九日生鱈御献上之儀ニ付御用番水野和泉守殿江
　左之通御留守居御伺書持参差出候処追而御附札之通
　御差図有之
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　　　越前守国許之生鱈例年寒中ニ相成献上
　　　仕候然ル処当時
　　　公方様御進発被為　在自然時節頃迄
　　　還御不被為　在候ハヽ右生鱈献上之儀如何
　　　相心得可申哉未タ時節ニハ相成不申候得共於国許
　　　支度等御座候ニ付此段御内々御手前様迄相窺
　　　申候宜御差図可被下候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十月九日　　　　　　　草尾精一郎
　　　　御附札
　　　　　還　御不被為　在候而も献上候様可仕候事
一十月十一日御家中増歩掛御免并御趣法講御取立之
　儀ニ付諸月番江左之通御家老申渡之
　　　増歩掛り之儀当春被　仰出候通其後御量制
　　　向厚御評議も有之候得共征長を始打続
　　　無比之御大費ニ付更ニ御見
　　　据ハ相立兼候事ニ候
　　　乍併御家中之儀も近年他国御用等連々
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　　　相成難渋之趣ニ付増歩掛り之儀ハ昨年功ニ而
　　　御免被成別段為御融通御趣法講御取立
　　　銘々知行取米ニ応し夫々加入被　仰付度旨被
　　　仰出候尚割方委細之儀ハ御勘定所ゟ相触
　　　筈ニ候左様可被相心得候
　　　　〆
一十月十二日
　公方様御機嫌為御窺御家老杉田少弐被差出之
　［同十八日福井出立］
一十月十四日伝　奏衆ゟ左之通御通達有之
　　　夷船渡来応接相済追々出帆一昨十
　　　二日不残退帆之事
一十月十五日伝　奏書記役ゟ左之通申来ル
　　　一橋中納言様従ニ位大納言被任　御車寄ゟ
　　　御昇殿之事
一十月十六日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
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　　　小笠原壱岐守事去ル九日於京都加判之
　　　列被　仰付候此段向々江可被達候
　　　　十月十五日
　　　松平肥後守事兼而御政事御相談之儀
　　　被　仰出有之候処当今不容易御時節ニ付
　　　猶又厚申談無伏臓十分ニ取斗候様被　仰出之
　　　右之通去ル七日於京都被　仰出候間為心得
　　　万石已上以下之面々江可被達候
一十月十七日松平美濃守様ゟ左之通御通達有之
　　　九門内通行之輩鉄炮手鑓等持込之儀
　　　是迄伝　奏衆ゟ九門番所江被相達置候次第も
　　　有之候得共以来自分通行之節右武器相提
　　　候義不相成候尤御用見廻又ハ番所交代之
　　　節ハ其頭ゟ番所名札差出相届出入可
　　　致旨伝　奏衆被申聞候間此段相達候
一十月十八日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
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　　　此度格別之被為蒙
　　　御寵命御請ハ被　仰上候得共何分不容易
　　　御時節ニ付一橋中納言殿江御政務御輔
　　　翼之儀被　仰出別而十分御助力被在之候様
　　　被　仰出候
　　　右之通於京都去ル十日被　仰出候間為
　　　心得万石以上以下之面々江可被達候
　　　　十月十七日
　　　火之元等之ためニ候間冬春之内風烈之節
　　　斗組合之屋敷ニ申合家来弐三人ツヽ屋敷之
　　　外昼夜ニかきらす相廻候様可被致候夜中ハ別而
　　　繁々可被相廻候尤あやしき者見出し候ハヽ捕之届等
　　　不及町奉行江可相渡候勿論とらへ違候分ハ不苦候
　　　　十月
　　　紅葉山両山　御霊屋江諸家献備御灯籠
　　　御修復ニ付洗磨之儀御構風損等ニ而包方
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　　　并是迄御法事之節々仕来ニ候得共已来御法事之節々定式
　　　洗磨ニ不及御構風損等ニ而包方いたし候節も
　　　洗磨之儀勘弁いたし可被取斗候尤其度々
　　　相伺取斗候様可被致候
　　　右之通御作事奉行江相達候間御灯籠
　　　献備有之面々江寄々為心得可被達置候事
　　　　十月
一十月廿日於御用部屋町奉行御奉行郡奉行江左之通
　御家老申渡之
　　　今般為御融通御趣法講御取結ニ付御家中
　　　始町在府中とも加入候様被　仰出候尚割方等之儀
　　　御奉行申談宜被取斗候
一十月廿三日所司代江左之通御届書被差出之
　　　公方様奉窺　御機嫌度越前守為名代
　　　家老杉田少弐差出昨廿二日上京仕候此段
　　　御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十月廿三日　　　　　　服部寅之助
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一十月廿三日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　松平周防守事御役御免前々之通帝鑑間
　　　席被　仰付候
　　　右之通於京都去ル十六日被　仰出候間此段
　　　為心得向々江可被達候
　　　　十月
一十月廿四日御老中小笠原壱岐守殿江左之御窺書
　御留守居持参差出候処即日御附札を以御差図有之
　　　大阪表　御発途再度
　　　御上洛被遊不容易御時態之趣越前守於国許
　　　致承知押而も上京之上奉伺
　　　御機嫌度心得ニ御座候得共兼而御届申上候通脚
　　　気ニ而不相勝候ニ付為名代家老杉田少弐差出
　　　申候依之登
　　　城之上奉窺　御機嫌候様申付越候ニ付此段奉伺候
　　　以上
A0143-01984_146
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十月廿四日　　　　　　島津十大夫
　　　　御附札
　　　　　伺之通相心得候様可仕候
一十月廿六日杉田少弐為伺
　公方様御機嫌致登　城候処檜之間替席於鑓之間
　縁頰御奏者番内藤志摩守殿被謁之
一十月廿六日伝　奏野宮殿ゟ御呼出御留守居島津十大夫
　罷出候処左之通御直達有之
　　　今般摂海江夷船渡来不容易形勢ニ付
　　　早速伺
　　　天気神妙之儀
　　　御満足　思召候事
一十月廿六日松平因幡守様ゟ左之通御廻達有之
　　　明廿七日朝五半時御供揃ニ而
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　　　公方様御参　内被遊候段被　仰出之
一十月廿七日
　公方様施薬院江被為　成夫ゟ
　御参　内夜四ツ時過　御退朝右ニ付為窺　御機嫌小笠原
　壱岐守殿御旅館江御使者御留守居被差出之
一十月廿七日御老中松平伯耆守殿ゟ杉田少弐明廿八日
　二条　御城江差出候様御留守居迄御達有之
一十月廿八日杉田少弐致登　城候処檜之間替席於鑓
　之間御奏者番内藤志摩守殿出席御暇被下候旨被仰
　渡之
一十月廿九日御老中小笠原壱岐守殿ゟ御呼出御留守居
　島津十大夫罷出候処左之通御封物ニ而御渡有之
　　　今度外国船兵庫表江渡来申立候趣何分
　　　切迫之次第時勢不得止儀も有之外国条約
　　　御許容之儀御願被　仰立被　聞食至当之
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　　　所置可致旨被　仰出候就而ハ一応見込も可承候間
　　　亥年相触候条約書之内異議有之面々ハ
　　　無服臓以書面可被申聞候
一十月廿九日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　板倉阿波守事去ル廿二日於京都加判之列
　　　被　仰付座順之儀ハ和泉守次ニ可罷在旨被　仰出
　　　且又伊賀守与名改候此段向々江可被達候
　　　　十月
一十月廿九日左之通相心得取扱候様月番御用人江御家老
　申渡之
　　　御前様方
　　　御実母様方
　　　御方々様方
　　　右之御方々様御年回御相当ニ付御茶湯
　　　御執行之節ハ已来一役壱人ツヽ之出勤ニ被
　　　仰出候
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一十月廿九日左之通申渡候様寺社奉行平本但見江御家老
　申渡之
　　　　　　　　　　　　　　関東
　　　　　　　　　　　　　　　妙国寺
　　　右先年
　　　諦観院様為御回向料米拾弐俵ツヽ年々
　　　被下置候処当年ゟ以来金拾弐両ツヽ被供ニ相成
　　　候事
一十一月三日所司代ゟ御呼出御留守居罷出候処
　公方様今三日京地御発途淀川通御乗船大阪表江
　被為　成候旨御達有之
一十一月四日高知松平貫之助養父長沢鷗客
　思召を以御用部屋江罷出御用申談候様被　仰付
一十一月四日左之通取扱候様郡奉行出淵伝之丞江御家老
　酒井与三左衛門申渡之
　　　先年宿浦江御台場御取建ニ相成候節篝山
　　　御台場之儀も其儘被差置相残候御道具も
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　　　有之ニ付泥原新保浦ニおゐて御締り方相心得
　　　候様被　仰付銀百匁ツヽ年々被下置候処当時篝山
　　　御台場御手入等も無之事故於同浦締り方
　　　之儀ハ被差免候
　　　　但被下銀之儀も以後不被下候事
一十一月七日左之通相心得取扱候様月番御目付千本弥三郎江
　御家老申渡之
　　　御家中子弟輩之面々御咎被　仰付候節当主
　　　罷在候得者門半〆ニも不致候得共江戸留守ニハ親
　　　類相願致通路当主同様之慎方之事
　　　右之通之先規ニ候処当主留守中之節ハ親類共
　　　格別迷惑ニも罷成候間今度格別之御憐評
　　　を以子弟輩遠慮又ハ逼塞等之御咎被　仰付
　　　候節留守中ニ而も門半〆ニ致し家内之者ハ指扣
　　　同様慎罷在当人ハ素ゟ一間中ニ閉居謹
　　　慎罷在親類共之内日々見廻り候而締り方
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　　　相心得候様被　仰付候
一十一月七日於大坂御老中板倉伊賀守殿ゟ御呼出
　御留守居罷出候処御封物壱通御渡有之右ニ付
　上月熊之助右御封物持参御国表江早駈ニ而出立
一十一月十日上月熊之助今朝福井江着　御座所江罷出
　御封物差出之
　　　御封物
　　　一筆令啓達候毛利大膳父子伏罪之儀御疑惑
　　　廉々有之候ニ付右為御糺大目付永井主水正
　　　御目付戸川伴三郎松野孫八郎芸州広島表江
　　　被遣大膳末家并家老共之内且奇兵諸隊
　　　中之者も同所江呼出承糺之上模様ニ寄惣
　　　御人数被差向候間芸州路討手之心得を以十二月
　　　十日限大阪表江差図相待可被申候
　　　尤為軍目付酒井数馬被差遣候間其段
　　　可被相心得候且又攻口之割合別紙之通被
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　　　仰出候間可被得其意候此段可相達旨依
　　　上意如此候恐々謹言
　　　　　　　　　　　　　　　小笠原壱岐守
　　　　十一月七日　　　　　　　　　長行判
　　　　　　　　　　　　　　　板倉伊賀守
　　　　　　　　　　　　　　　　　　勝静判
　　　　　松平越前守殿
　　　　芸州口討手
　　　　　　　　　　　　　　　松平安芸守
　　　一之先安芸守ハ　　　　　　軍目付
　　　人数差出近江守ハ　　　　　　松野八郎兵衛
　　　出張　　　　　　　　　　安芸守江附属
　　　　　　　　　　　　　　　松平近江守
　　　　　　　　　　　　　　　井伊掃部頭
　　　　　　　　　　　　　　　　同
　　　御中軍先鋒　　　　　　　　　朝倉藤十郞
　　　一之先　　　　　　　　　掃部頭江附属
　　　芸州迄出張　　　　　　　井伊兵部少輔
　　　　　　　　　　　　　　　榊原式部大輔
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　　　　　　　　　　　　　　　　軍目付
　　　　　　　　　　　　　　　　　建部徳次郞
　　　同二之見　　　　　　　　松平参河守
　　　差図次第　　　　　　　　　同
　　　出張　　　　　　　　　　　　能勢惣右衛門
　　　同二之見　　　　　　　　松平兵部大輔
　　　二番　　　　　　　　　　　同
　　　同断　　　　　　　　　　　　柳生主膳
　　　大坂迄出張　　　　　　　松平越前守
　　　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井数馬
　　　　　　　　　　　　　　　松平備前守
　　　　　　　　　　　　　　　　同
　　　応援　　　　　　　　　　　　田中一郎右衛門
　　　差図次第　　　　　　　　脇坂淡路守
　　　出張　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　　　黒川五左衛門
　　　　石州口討手
　　　一之先石州路江　　　　　阿部主計頭
　　　出張　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　　　山岡十兵衛
　　　二之見　　　　　　　　　松平右近将監
　　　人数ハ差図次第　　　　　　同
　　　出張　　　　　　　　　　　　三枝刑部
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　　　　　　　　　　　　　　　亀井隠岐守
　　　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　　　石川八十郞
　　　　　　　　　　　　　　　松平因幡守
　　　応援　　　　　　　　　　　同
　　　差図次第　　　　　　　　　　城隼人
　　　出張　　　　　　　　　　松平出羽守
　　　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　　　諏訪左源太
　　　先鋒惣督　　　　　　　　紀伊中納言殿
　　　御人数石州路江　　　　　　同
　　　被差出　　　　　　　　　　　落合将監
　　　　　　　　　　　　　　　　　阿部進太郎
　　　　上之関口討手
　　　　　　　　　　　　　　　松平隠岐守
　　　一之先　　　　　　　　　松平式部大輔
　　　差図次第　　　　　　　　　同
　　　出張　　　　　　　　　　　　曽我権左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　伊達遠江守
　　　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　　　竹尾戸一郎
　　　二之見　　　　　　　　　松平阿波守
　　　同断　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　　　水野小左衛門
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　　　　　　　　　　　　　　　奥平大膳大夫
　　　　　　　　　　　　　　　　同
　　　応援　　　　　　　　　　　　森川主税
　　　同断　　　　　　　　　　松平壱岐守
　　　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　　　金田靱負
　　　　下之関口討手
　　　　　　　　　　　　　　　細川越中守
　　　　　　　　　　　　　　　　同
　　　一之先小倉江出張　　　　　　長坂血鑓九郎
　　　左京大夫ハ人数差出　　　立花飛驒守
　　　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　　　安藤治右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　小笠原左京大夫
　　　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　　　松平左金吾
　　　　　　　　　　　　　　　小笠原近江守
　　　　　　　　　　　　　　　小笠原幸松丸
　　　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　　　斉藤図書
　　　二之見　　　　　　　　　松平美濃守
　　　差図次第　　　　　　　　　同
　　　出張　　　　　　　　　　　　小宮山又七郎
　　　　　　　　　　　　　　　松平肥前守
　　　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井岩之助
A0143-01984_156
　　　　　　　　　　　　　　　中川修理大夫
　　　　　　　　　　　　　　　　同
　　　応援　　　　　　　　　　　　小笠原彦大夫
　　　同断　　　　　　　　　　松平主殿頭
　　　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　　　溝口官兵衛
　　　　萩口討手
　　　一之先　　　　　　　　　松平修理大夫
　　　同断　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　　　大岡鉞次郎
　　　二之見　　　　　　　　　有馬中務大輔
　　　同断　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　　　有馬式部
　　　右之通被　仰付候尤松平安芸守松平
　　　右近将監亀井隠岐守小笠原左京大夫者
　　　人数而已差出銘々国邑相守居臨機之取斗
　　　可致旨被　仰出候事
　　　　〆
一十一月十日所司代ゟ御呼出御留守居罷出候処左之通
　御書付壱通御渡有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　　　　　　　　　　　　　　　家来江
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　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　長防御所置御取掛相成候付一際
　　　御守衛向厳重可相心得候
　　　　十一月
一十一月十一日於大坂板倉伊賀守殿江左之通御窺書
　被差出候処追而御附札を以御差図有之
　　　越前守国許之生鱈例年寒中両度献上
　　　仕候ニ付其時節頃迄
　　　公方様江戸表江　還御不被為　在候ハヽ右
　　　献上之儀如何相心得可申哉於江戸表水野
　　　和泉守様江御内々相伺候処
　　　還御不被為　在候而も献上候様御書取を以御差
　　　図有之候然ル処右生鱈献上之儀ハ慶長
　　　十九年大阪　御陣之節献上仕其以来今以
　　　献上仕候儀ニ御座候間
　　　公方様御滞坂被為　在候ハヽ於当地献上仕度
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　　　奉存候右之趣於江戸表相伺可申筈ニ御座
　　　候得共日間も無之候ニ付於此表奉伺候様従国許
　　　被申付越候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十一月十一日　　　　　浅井権十郎
　　　　御附札
　　　　　当地江献上候様可仕候
一十一月十六日板倉伊賀守殿ゟ御呼出浅井権十郎罷出
　候処昨日被差出候御窺書ニ左之通御附札を以御差図
　有之
　　　毛利大膳父子伏罪之儀御疑惑之廉々も
　　　御座候ニ付右為御糺大目付永井主水正
　　　御目付戸川伴三郎松野孫八郎芸州広島
　　　表江被遣大膳末家并家老共之内且奇兵
　　　諸隊中之者も同所江御呼出御糺之上御模様
　　　ニ寄惣御人数被差向候ニ付芸州路討手之心得
　　　を以十二月十日限大坂表江出張御差図
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　　　相待可申尤為軍目付酒井数馬被差遣
　　　候間其段可相心得旨被　仰出奉得其意候
　　　然ル処兼々御届申候通拙者儀病気今以
　　　快気之場江運兼当惑罷在候勿論少も快
　　　候ハヽ致出張心得ニ御座候得共右期限難致
　　　出張候節ハ先為名代家老本多興之輔義
　　　出張為致度候尚又此段相伺申候以上
　　　　十一月十五日　　　　　松平越前守
　　　　御附札
　　　　　伺之通可被心得候
　　　　　　　〆
一十一月廿日右同断御差図有之ニ付左之通諸向江致通
　達候様月番御用人飯田主税江御家老申渡之
　　　殿様大阪表江御出張被遊候様御奉書を以被
　　　仰出候処御不快未タ御爾々不被為遊候ニ付先御
　　　為　御名代本多興之輔御人数引纏被指出
　　　度旨御伺ニ相成候処御伺之通被　仰出候
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一十一月廿日左之通申談取扱候様町奉行御奉行郡奉行江
　御家老書付相渡之
　　　近年来諸色高直之上売価不足之儀
　　　有之趣ニ付此度於会所御世話被成下候間他国
　　　仕入之諸品荷着之節ハ其儘会所江差出荷開
　　　致し御差図之上売買可致且又他国持下り
　　　之面々も荷開を始同断之儀ニ候間於旅宿売
　　　買差出候於国産之売物運送之儀ハ是迄も
　　　御世話被成下候得共尚以精々相派立今一際手
　　　広ニ相成候様相心懸可申候尤右様相成候共運上
　　　口銭等差出候儀ニ而ハ決而無之銘々商ひ方正路
　　　実直之儀肝要ニ候得共右様御世話被成下候而
　　　諸品可然之相場ニ相応シ一統安穏ニ立行候様
　　　被遊度与之御趣意ニ候就而ハ是迄他国持下り之
　　　商人共夫々旅宿江着致候へハ右之趣申諭
　　　旅宿之売買ハ一切差止候事
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　　　　但右之趣京坂を始諸国之商人共方へ定宿之
　　　　者ゟ兼而相通シ可申尤罷越候節ハ尚又委細
　　　　相極メ可申候若心得違之儀有之節ハ急度被
　　　　仰付候間心得違無之様夫々可申聞候
一十一月廿二日今度為　御名代本多興之輔出阪ニ付
　御委任状御渡被成
一十一月廿四日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　万石以上之面々国産之内一両品宛
　　　朝廷江貢献之儀兼而被　仰出品物之儀ハ
　　　銘々見込次第手軽之品相極メ月番之老中江
　　　可相伺旨相達置候処右品数之儀ハ拾万石
　　　以上二品拾万石以下ハ一品宛献上候積相心得
　　　品柄相伺候様可被致候
　　　　十一月
一十一月廿七日於大阪御使者御留守居を以御国産
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　一番生鱈三被献之
一十一月廿八日右同断二番生鱈被献之
一十一月廿九日今度御趣意ニ付触頭闕役被　仰出之
（以下、「　」内は抹消）
「一十二月朔日本多興之助今朝在所府中表出立［同九日着坂］」
一十二月朔日於大坂小笠原壱岐守殿江左之通御届
　書被差出之
　　　拙者病気今以爾々不致先達而被　仰出候
　　　出坂之期限ニも相運ひ候ニ付先為名代家来
　　　本多興之輔差出申候此段御届申候
　　　以上
　　　　十二月朔日　　　　　　松平越前守
一十二月八日於大坂小笠原壱岐守殿ゟ御呼出御留守居
　罷出候処左之御書付壱通御渡有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
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　　　毛利大膳家来共多人数押而入京迫
　　　禁闕及乱妨候節在京之家来共堺町御門
　　　内外持場辺ニおゐて粉骨を尽し接戦致シ
　　　賊徒共打取候段達
　　　御聴一段之事ニ被　思召候依之其節出張
　　　之家来共一同江金弐千両被下候間功之次第
　　　ニ寄相応割賦死傷之者江も為手当為
　　　取候様可被致候
一十二月九日本多興之輔今朝着坂ニ付左之通小笠原
　壱岐守殿江御届書被差出之
　　　越前守儀病気今以爾々不仕候処先達而被
　　　仰出候出坂之期限ニも相運候ニ付先為名代家来
　　　本多興之輔差出去ル朔日在所府中表
　　　出立今九日着坂仕候此段御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十二月九日　　　　　　浅井権十郎
A0143-01984_164
　　　　但興之輔ゟも右之趣御届差出之
一十二月十日於大坂小笠原壱岐守殿江左之通御伺書
　被差出候処翌十一日御附札を以御差図有之
　　　今度越前守儀病気爾々不仕候ニ付先為名代
　　　家来本多興之輔差出候ニ付登　城之上
　　　公方様御機嫌奉伺候様申付越候此段奉
　　　窺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十二月十日　　　　　　浅井権十郎
　　　　御附札
　　　　　明十二日登　城致し
　　　　　御機嫌相伺候様可仕候
一十二月十二日於大坂
　公方様為御窺　御機嫌御名代本多興之輔登
　城致し候処檜之間替席於猪之間御奏者番松平
　弾正忠殿被謁之
一十二月十二日本多興之輔自分　御目見之儀ニ付左之通
A0143-01984_165
　小笠原壱岐守殿江御願書被差出候処追而御附札を以
　御差図有之
　　　拙者家来本多興之輔儀去々亥年八月
　　　継目之為御札
　　　公方様江以使者致献上物未致出府候ニ付
　　　継目之　御目見ハ不仕候得共同十二月
　　　御上洛之節如先規於京都
　　　御目見之儀板倉周防守殿江相願候処
　　　御目見可被　仰付旨被　仰出候然ル処其節致
　　　足痛上京不仕候今度為名代差出候ニ付於
　　　其表　御目見被　仰付被下置候様相願申候以上
　　　　十二月十一日　　　　　松平越前守
　　　　御附札
　　　　　願之通
　　　　　御目見被　仰付ニ而可有之候
一十二月十五日本多興之輔在坂中　公辺勤向之儀ニ付
A0143-01984_166
　小笠原壱岐守殿江左之通浅井権十郎窺書差出候処
　追而御附札を以御差図有之
　　　越前守家来本多興之輔儀在坂中御歓
　　　且　御機嫌伺等都而御府内同様為相心得
　　　候而宜御座候哉此段奉窺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十二月十五日　　　　　浅井権十郎
　　　　御附札
　　　　　可為窺之通候
一十二月十七日小笠原壱岐守殿江左之窺書浅井
　権十郎差出候処夫々御附札を以御差図有之
　　　越前守家来本多興之輔差出候ニ付於
　　　此表　御目見被　仰付被下置候様奉願候処願之通
　　　被　仰付難有仕合奉存候依之
　　　御目見仕候節御太刀銀馬代献上為仕度奉存候
　　　此段奉窺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十二月十七日　　　　　浅井権十郎
A0143-01984_167
　　　　御附札
　　　　　不及献上物候
　　　　　　但興之輔ゟも窺書差出候処右同趣ニ而御差図
　　　　　　有之
　　　越前守家来本多興之輔儀今度於此表
　　　御目見相願候処願之通被　仰付候ニ付右
　　　御目見仕候節熨斗目長袴着用為仕候心得ニ
　　　御座候得共此節柄之儀ニ付此段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十二月十七日　　　　　浅井権十郎
　　　　御附札
　　　　　可為伺之通候
一十二月廿一日三ノ丸御座所於大奥　御女子様御出生
一十二月廿三日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　年始御礼ニ付在国在所其外幼少并病気
　　　之面々御太刀馬代献上之儀ハ以使者西丸江
　　　朝六半時ゟ五半時迄之内可被差出候尤御間
　　　狭之儀ニも有之候間官位家格等ニ不拘来懸り
　　　次第於蘇鉄之間御奏者番家来江相渡候様
A0143-01984_168
　　　可被致候
　　　　但万石以下之向ハ中ノ口江差出御奏者番家
　　　　来江相渡候様可被致候
　　一御進発御供其外之面々共当地江御太刀馬代
　　　可有之候
　　一［和宮様天璋院様］江差上物有之候分ハ於躑躅間御留
　　　守居謁候筈ニ候
　　　右之趣万石以上以下之面々江可被相触候
一十二月廿六日小笠原壱岐守殿ゟ御留守居迄左之通
　御切紙来ル
　　　　　　　　　　　　　　　本多興之輔
　　　右明日五半時大坂御城江可差出候以上
　　　　十二月廿六日　　　　　小　壱岐
一十二月廿七日右同断ニ付本多興之輔登　城於御白書院
　御目見被　仰付退出掛ケ為御礼御老中若年寄中江
A0143-01984_169
　廻勤
一十二月廿八日今般御出生様御名　貞姫様与被称
一十二月廿九日於大坂小笠原壱岐守殿ゟ御呼出浅井
　権十郎罷出候処去ル廿七日被差出置候御願書ニ左之通
　御附札を以御差図有之
　　　越前守家来本多興之輔儀今度為名代
　　　差出候処先例も御座候ニ付来春年頭之御礼
　　　被　仰付被下置候様可奉願旨越前守ゟ申付越
　　　候ニ付此段奉願上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十二月廿七日　　　　　浅井権十郎
　　　　御附札
　　　　　願之通正月朔日大坂御城江罷出御礼申上
　　　　　候様可仕候
A0143-01984_170
　右御差図之趣ニ付興之輔着服之御伺書左之通御同所江
　差出候処即日御附札を以御差図有之
　　　越前守家来本多興之輔儀来春年頭之
　　　御礼被　仰付被下置候様奉願候処願之通被　仰付
　　　難有仕合奉存候右御礼申上候節服柄之
　　　儀如何為相心得可申哉此段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十二月廿九日　　　　　浅井権十郎
　　　　御附札
　　　　　陣羽織着用候様可仕候
A0143-01985_001
（表紙）
慶応二年丙寅
　茂昭様御代　上
　　　　　　　　　　（朱書）「読合済」
A0143-01985_002
（本文）
慶応二年丙寅
一正月朔日為年始御祝儀御使者を以
　例之通御太刀馬代被献之
（以下「　」内は抹消）
　「但右御使者御番頭之廉ニ候処今度御触達
　　　ニ而御奏者番家来請取ニ相成候ニ付御物頭代
　　　を以被献之」
一正月朔日年始御礼可被為　請之処昨夏ゟ
A0143-01985_003
御不例ニ付相止
一正月朔日　貞姫様御儀　御簾中様御養
　被　仰出御順之儀者　貞姫様　高麿様与
　申御順之旨被　仰出之
（朱書）
「一正月朔日於大坂為年始御祝儀本多
　　興之輔登　城
　　公方様　御目見被　仰付候ニ付」
一正月朔日於大坂本多興之助右同断ニ付御承之上御礼勤之儀
　板倉伊賀守殿江御伺書
　被指出候処左之通御附札を以御差図有之
　　　越前守家来本多興之輔儀正月
　　　在坂ニ付年頭之御礼被　仰付被下置
　　　候様奉願候処願之通被　仰付今日
　　　御目見之上年頭之御礼申上難
　　　有仕合奉存候右ニ付越前守并
　　　同氏大蔵大輔於国許承知之上
　　　御礼勤向之儀如何相心得可申哉
A0143-01985_004
　　　此段
　　　奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　正月朔日　　　　　　　浅井権十郎
　　　　御附札
　　　　　越前守ゟ飛札差越候様可仕候大蔵大輔ゟ
　　　　　者不及御礼勤候
一正月五日水野和泉守殿ゟ御呼出御留守居介
　大道寺喜三郎罷出候処御拝借金御年延
　之義ニ付右御礼勤之儀左之通御伺書
　昨四日被指出置候処御附札を以御指図有之
　　　越前守是迄之拝借金上納方
　　　御猶予之儀先達而奉願候処
　　　申立之通ニハ難相整何も去丑年
　　　一ケ年延被成下候旨御書取を以被
　　　仰出難有仕合奉存候依之
　　　越前守於国許承知之上御礼
　　　勤向之儀如何相心得可申哉此段
A0143-01985_005
　　　奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　正月四日　　　　　　　青山小三郎
　　　　御附札
　　　　　御礼勤ニ不及候
一正月六日黒竜丸乗組之者江旧臘御手当金
　被下候ニ付御礼勤之儀御伺書被指出候処左之通
　御附札を以御差図有之
　　　先般
　　　御上洛之節越前守手船御用立
　　　右船江乗組之家来并水夫等江
　　　御手当金被下候旨被
　　　仰出難有奉存候依之越前守
　　　於国許承知之上御礼勤向之儀
　　　如何相心得可申哉此段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　正月五日　　　　　　　大道寺喜三郎
A0143-01985_006
　　　　御附札
　　　　　月番之老中江使者指出候様可仕候
一正月七日於京都旧臘
　御所ゟ御書付を以被　仰出候趣諸月番江月番
　御家老荻野小四郎申渡之
　　　　　　　　　　　　　　松平大蔵大輔
　　　山陵多年及荒蕪兼々恐被
　　　思召候処去ル文久二年於大樹尊奉
　　　御修補之儀一切戸田越前守江委任
　　　同人為代同姓大和守令上京五畿内
　　　丹州諸山陵百有余ケ所御修補
　　　速ニ成功相成候儀畢竟発業
　　　之砌厚評議之上致差図候故積年
　　　之
　　　叡念一時ニ被為遂
　　　御追孝相立候段
A0143-01985_007
　　　御満足被
　　　思召仍之為御賞裏付狩衣賜
　　　之事
一正月十一日右同断ニ付御礼勤御伺書御用番水野
　越前守殿江御留守居青山小三郎持参指出候処左
　之通御附札を以御指図有之
　　　旧臘廿八日松平肥後守様江家来之者
　　　御呼出別紙之通従
　　　御所被　仰出候由ニ而御書付御渡有
　　　之難有仕合奉存候依之大蔵大輔
　　　并越前守ゟ御礼勤向之儀如何相心得
　　　可申哉此段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　正月十四日　　　　　　青山小三郎
　　　　　但別紙右同断ニ付不記之
　　　　御附札
　　　　　越前守并大蔵大輔ゟ飛札指越候様
A0143-01985_008
　　　　　可仕候
一正月十二日本多興之輔於大坂初而　御目見
　相済候為御礼被指出候　御書松平伯耆守殿江
　御聞番介伊藤覚左衛門持参指出之
一正月十六日本多興之輔年頭之御礼相済候
　為御礼被指出候　御書松平伯耆守殿江
　秋田城太郎持参差出之
一正月廿五日左之者共孝心且農業出精奇特
　之趣ニ付夫々御褒美被下之
　　　　　　　　　　　　　家久村
　　　　　　　　　　　　　　　藤右衛門
　　　　　　　　　　　　　後山村
　　　　　　　　　　　　　　　文右衛門
　　　　　　　　　　　　　竹原村
　　　　　　　　　　　　　　　弥三右衛門
一二月二日於大坂板倉伊賀守殿ゟ御呼出浅井権十郎
　罷出候処御書付二通被相渡之
A0143-01985_009
　　　　　　　　　　　　　　袖裏
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江
　　　毛利大膳父子伏罪之儀御疑惑
　　　之件々相聞候ニ付大目付御目付を以
　　　御糺問有之候処弥恭順謹慎罷
　　　在候段一昨年自判之書を以申立候通
　　　相違無之趣ニ付寛大之
　　　御趣意を以御所置之品
　　　御奏聞相成候就而者壱岐守事芸州
　　　表江罷越
　　　御裁許可申渡旨被
　　　仰付候間此段相達候
　　　　〆
　　　毛利大膳父子
　　　御裁許之儀別紙之通相達候
　　　万一於違背者速ニ御征伐被成候間
A0143-01985_010
　　　猶心緩無之様可被致候
　　　　但御裁許書後ニ有之故此ニ略ス
（以下、「　」内はA0143-01985_020に記載の裁許書）
「　　毛利大膳父子
　　　御裁許之儀ニ付末家并吉川監物
　　　大膳家老等広島表江罷出候様先
　　　達而御達置之処未出芸之模
　　　様不相分ニ付今度又々大膳父子并
　　　長門惣領奥（興ヵ）丸江来ル廿一日迄ニ広島表江
　　　可罷出旨若病気ニ候ハヽ末家并一門
　　　之内為名代可指出且末家始江も
　　　夫々出芸之儀御達ニ相成ニ付右期
　　　限ニ至り万一名代等不指出候ハヽ
　　　御裁許違背ゟ其罪重く候ニ付
　　　速ニ御討入ニ相成候間兼而其御心得
　　　ニ而御指図御待可被成旨被
　　　仰出候
　　　　四月」
一二月四日昨年ゟ御脚気之症今以御爾々
　不被成候処為御運動御歩行之御聞置
　書於大坂板倉伊賀守殿江御聞番介伊藤覚左衛門
　持参指出候処左之通御附札を以御差図有之
　　　越前守儀昨夏以来持病之脚気
　　　致発動ニ付専尽療養候得共爾々
　　　不致出坂も追々延引ニ相成候故為
　　　名代家来本多興之輔差指出置候
　　　次第ニ而深奉恐入候其後も厚く加
　　　療養少も早く被致発途度候得共
　　　長々被引籠居故ニ候哉近来気
　　　鬱之症相加り気力引立兼医師共
　　　茂当惑心痛仕此上ハ少も足痛快節者運動可
　　　然旨申出候ニ付此後之
A0143-01985_011
　　　運ニより折々歩行相試養生被致
　　　度被存候右之趣御聞置被下候様可
　　　申上旨国許ゟ被申付越候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　二月三日　　　　　　　伊藤覚左衛門
　　　　御附札
　　　　　承置候
　　　　　但右ニ付於江戸表御用番江御届書被指出之
一二月五日御趣意ニ付御近習番之名目
　被相止御馬廻り与被相改
（以下、「　」内は抹消）
「一二月九日
　　慶永様江昨暮御拝領之御狩衣京都ゟ
　　岡部半兵衛道中守護三ノ丸江着ニ付
　　慶永様御頂戴被成相済於　御座所
　　茂昭様御拝見被成」
一二月十二日長々之御所労ニ而御家中之面々
　久々　御目見無之ニ付　思召を以新番格
A0143-01985_012
　以上於　御座所　御立掛り　御目見被
　仰付
一二月月十五日旧臘従
　御所
　慶永様江御狩衣御拝領ニ付為御礼被指出候
　御書御用番松平周防守殿江御留守居介大道寺
　喜三郎持参指出之
一三月五日下四ツ居村地内平岡山并山奥村地内江
　鉄炮丁場御取建ニ付右舗地御用ニ相成
一三月十一日御世譜局被相止御右筆部屋ニ而
　書継候様被　仰出之
（以下、「　」内は抹消）
「一三月廿日会所請込役今度新規被　仰付
　　候ニ付右役儀被　仰付候節拾弐石三人扶持未満
　　之者共江ハ以来役中御足充行被下置拾弐石三人
　　扶持ニ被成下候旨被　仰出之」
一三月廿一日御国産御貢献之儀ニ付先達而
A0143-01985_013
　介御用番松平周防守殿江御伺書被指出候
　左之通御附札を以御差図有之
　　　此度
　　　朝廷江貢献国産之品別紙之通
　　　致献上度候此段相伺申候以上
　　　　三月五日　　　　　　　松平越前守
　　　　　覚
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　奉書紙　　　　　　　五束
　　　五色雲形鳥子紙一箱　百枚入
　　　　以上
　　　　御附札
　　　　　伺之通可有貢献候
一三月廿一日　高麿様御儀兼而御不例之処
　御養生無御叶御逝去
A0143-01985_014
（以下、「　」内は抹消）
「一三月廿一日右同断ニ付諸月番江月番御家老
　　申渡之
　一三月廿一日　高麿様御法号　芳樹院殿与
　　奉称候旨御家中江可相触旨御目付江月番
　　御家老申渡之」
一三月廿四日於東叡山　澄心院様十七回
　御忌御法事ニ付御使者御物頭代彦坂又次郎
　を以御香奠白銀三枚被献之同所御本坊江
　相納之［御伺之上］
一三月廿五日右同断ニ付　御機嫌為御伺
　御内証ゟ御文被指出之
一三月廿六日　芳樹院殿　御遺骸運正寺江
　御送葬御法号
　　　芳樹院殿尚誉余香玉堂大童子
一三月月廿九日於運正寺昨廿八日ゟ今朝迄右同断
A0143-01985_015
　御当座御法事御執行有之
一三月月廿九日　御簾中様御分量金之儀ニ付
　御側御用人江左之通書付を以御家老申渡
　之
　　　御簾中様御分量金昨丑年御不足
　　　之分金五百八十弐両三歩銀拾八匁五分
　　　壱厘御償ニ相成当寅年ゟ五百両御増
　　　都合千五百両御定金ニ相成候旨被
　　　仰出候
一四月朔日今度御人減ニ付江戸御屋形向御〆切
　之趣ニ相成左之通被　仰出之
　　一御用部屋并御右筆部屋向是迄
　　　之通
　　一御用人始奥口ゟ従来之事
　　　　但中ノ口〆切候事
　　一御役人出勤是迄之通
A0143-01985_016
　　一御徒目付当番被相止折々見廻り
　　　可申事
　　一御徒当番被相止候事
　　一表台子当番被相止候事
　　　　但触出等者御右筆部屋御坊主心得
　　　　　可申事
　　　　一火鉢炭呑湯等者御右筆部屋小遣
　　　　　引請可申事
　　一御台所被相止候事
　　一御趣意ニ付御出居番当番被相止候
　　　間御書使を始諸出役勤等勤先
　　　御出居番之者江触向方之儀者
　　　御右筆部屋御坊主ニ而取扱可申事
　　一表台子当番并御小人代り御先添組
　　　当番被相止御右筆部屋小遣ニ而左之通
　　　相勤候様
A0143-01985_017
　　　　　　　　　　　　御右筆部屋
　　　昼飯　　　　　　　　　　小遣介共
　　　　三拾匁ツヽ　　　　　　　　弐人
　　　　外ニ両人合ニ四拾五御増
　　　同　　　　　　　　　　　取人
　　　　三拾匁ツヽ　　　　　　　　三人
　　　　但取人三人之儀者御小人勤方飛脚
　　　　　触其外
　　　　　御殿向御用共兼帯相勤可申
　　　　　事
　　　　　小遣両人之儀者御役人中火鉢
　　　　　并ニ御徒目付火水ニ至迄取扱可
　　　　　申事尤御役人部屋并溜り
　　　　　廊下筋中ノ口辺迄も掃除可
　　　　　致事
　　一夜分出火之節御役人出勤有之
A0143-01985_018
　　　候ハヽ御右筆部屋御役人部屋并御徒
　　　目付詰所共燭台壱本ツヽ相立可申
　　　蠟燭渡方之儀者御右筆部屋御坊主
　　　ニ而取扱可申事
一四月八日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　来卯年三月仏蘭西国都府ニお
　　　ゐて宇内各州出産之物品を取聚
　　　め展観場相開候ニ付御国産物とも御差送
　　　有之候様致度旨同国政府ゟ申立
　　　御国地出産之品々被差遣候筈ニ候間
　　　万石以上以下領分知行出産物品
　　　同処江差送り度届候者ハ其筋江可申
　　　立候且百姓町人にても同様差出度
　　　ものハ御差許可相成候間其筋江可申
　　　立候
　　　　四月
A0143-01985_019
一四月十日大目付中ゟ左之通御廻状来
　　　海外諸国江向後学科修業又医
　　　業之為相越度志願之者共願出次第
　　　御差許可相成候尤糺之上御免之印
　　　章可相渡候間其者之名前并如何
　　　様之手続を以何之儀ニ而何之国江
　　　罷越度旨等委細相認陪臣ハ其主人
　　　百姓町人ハ其所之奉行御代官領主
　　　地頭ゟ其筋江可申立候若御免之
　　　印章なくして窃ニ相越候者も有
　　　之候ハヽ厳重可申付候間心得違無之
　　　様主人々々又ハ其所奉行御代官領主
　　　地頭ゟ入念可被申付候
　　　　四月
一四月十日左之通御家中江可相触旨月番御目付江
A0143-01985_020・021
　月番御家老申渡之
　　　侍御削被成候身分之者御憐愍を
　　　以　御城下ニ居住罷在候共脇指
　　　ニ而も帯候儀不相成且又諸殺生之
　　　儀も決而相成不申候事
　　　　四月
一四月十一日於大坂去ル七日板倉伊賀守殿御渡
　御書付之趣諸向江通達可致旨御用人
　宇都宮勘解由江月番御家老申渡之
（朱書で「此御書付二月二日之処入」とあり。二月二日条参照）
一四月十一日　御関所駕乗之儀ニ付御目付
　新庄右近殿江左之通御届書青山小三郎持参
　指出之
　　　　　覚
　　　　　　　　　　　　　　修太郎事
　　　　改名　　　　　　　　　本多民弥
A0143-01985_022
　　　　　　　　　　　　　　豊佐忰
　　　　代替　　　　　　　　　岡部造酒助
　　　　　　　　　　　　　　織部忰
　　　　代替　　　　　　　　　水谷半蔵
　　　右者御関所駕乗仕来候者共之
　　　内ニ御座候此度代替改名等仕候ニ付
　　　箱根今切碓氷福島関川市振
　　　御関所駕乗之儀指支無之様
　　　御達可被下候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　四月十一日　　　　　　青山小三郎
　　　　御附札
　　　　　書面之通者御関所預り江申達候
一四月十二日高知之面々江左之通演説ニ而御家老
　申聞之
　　　席合以下者御家中標的とも相成一
　　　躰之風習ニ相拘事ニ候得者其身之
A0143-01985_023
　　　心得方行状者勿論文武等之修行
　　　迄尋常ニ而者不相済事ニ被
　　　思召此段銘々心得も可有之旨
　　　御沙汰ニ候
一四月十二日左之通御家中江可相触旨御目付江
　月番御家老申渡之
　　　此度御家中子弟之内補兵隊并
　　　役輩等御免被成候者文武稽古之儀
　　　年若キ中専らニ致修行候様ニとの
　　　御趣意ニ付左様可相心得旨被
　　　仰付候
（以下、「　」内は抹消）
「一四月十四日東本願寺次男霊寿院殿［東本願寺連枝］滞留ニ付
　　於　御本丸　御逢被成為御饗応於御馬
　　場御打毬有之
一四月十四日於大坂板倉伊賀守殿ゟ御呼出
　浅井権十郎罷出候処公用人を以左之通御書付
A0143-01985_024
　二通被相渡之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江
　　　別紙之通毛利大膳家来ゟ申出候旨
　　　松平安芸守ゟ相届候間為心得相達候
　　　可被得其意候
　　　　〆
　　　大膳領内南郡屯集之内百四五拾人斗
　　　当月四日夜器械相携令脱走候ニ付
　　　万一如何様之所業可致哉も難斗早
　　　速行衛探索召捕方手配厳重申
　　　付置候畢竟右旨趣如何之次第哉者慥ニ
　　　不相分候得共追々も申出置候通国内情
　　　実ニ付而者鎮撫説得方苦労不一
　　　形候処一昨冬以来之次第も有之且昨
　　　冬主人父子多年之誠意士民一統
　　　之情実とも巨細被聞召届被下候而者
A0143-01985_025
　　　最早平常之御沙汰をも可被　仰出
　　　候事とのみ闔国奉渇望居候処今
　　　般御達振ニ而者何歟不取留道路之
　　　風説をも伝聞いたし乍恐闔国意
　　　外之御沙汰振ニも可立到哉と疑惑之
　　　余り憂憤ニ不堪より差起候ニ而も可
　　　有之哉何とも不相済次第ニ付於国元
　　　ハ勿論捕方手配等急速厳重申
　　　付候得共他国罷出候儀も難斗為念
　　　不取敢致御達置候間億万一貴国
　　　罷越候ハヽ被召捕被下候様致御頼候
　　　此段
　　　幕府向江も宜様御届被成置被下候様
　　　仕度御頼致候以上
　　　　　　　　　　　　　　毛利大膳
　　　　四月　　　　　　　　　家老中
A0143-01985_026
一四月十六日為御潮湯治四ケ浦辺江被為
　入［廿六日御帰殿］
一四月十七日所司代松平越中守殿ゟ御呼出服部寅之助
　罷出候処公用人を以左之通御書付被相渡之
　　　　　　　　　　　　　袖裏
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来江
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　　　於備中倉敷及乱妨候浮浪之徒
　　　　　自然其領分者勿論近領等江可相廻も
　　　　　難斗依之敦賀最寄江早々人数
　　　　　差出置立入候者不洩様討取可申候
　　　　　　四月
一四月十七日右同断ニ付市村勘右衛門組之者引纏
　大谷浦江被指出之
一四月十九日去ル七日板倉伊賀守殿ニ而御達之趣ニ付
A0143-01985_027
　此上之御模様ニ寄而者　御出馬ニも可相成哉其
　節之御軍制御張紙ニ而相心得候様被
　仰出之
一四月廿日去ル十二日九門内御普請小屋出火ニ付
　天気為御伺伝　奏野宮殿江御使者北川
　亘之介被指出之追而御同所江御呼出ニ而左之通
　勅答被　仰出之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　御築地内出火ニ付被伺
　　　天気之旨及言上候処
　　　御満悦被
A0143-01985_028
　　　思食
（以下、「　」内は抹消）
「一四月廿日先達而小笠原壱岐守殿ニ而別紙之通
　　御書付を以被　仰出候ニ付其節出張之内戦功
　　手負等之面々并出張之者一統江夫々御手当
　　被成下候間御奉行申談取扱候様宇都宮勘解由江
　　月番御家老申渡之
　　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　　毛利大膳家来共多人数押而入
　　　　京迫
　　　　禁闕及乱妨候節在京之家来
　　　　共境町御門内外持場辺ニおゐて
　　　　粉骨を尽し接戦致し賊徒共
　　　　打取候段達
　　　　御聴一段之事ニ
　　　　思召候依之其節出張之家来
　　　　共一同江金弐千両被下候間功之次第
A0143-01985_029
　　　　寄相応割賦死傷之者江も為手当
　　　　為取候様可被致候」
一四月廿日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　御供万石以上之面々家来於
　　　講武所調練いたし候様可被達候
　　　右之趣伊賀守殿被仰渡候此段申
　　　達候
一四月廿五日於大坂板倉伊賀守殿ゟ御呼出
　浅井権十郎罷出候処公用人を以左之通御書
　付二通被相渡之
　　　　　　　　　　　　　　袖裏
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江
　　　於備中倉敷及乱妨候浮浪之徒
　　　其方領分者勿論近領等江可相廻も難
　　　斗ニ付敦賀最寄江人数差出置候様
　　　所司代ゟ相達置候処最早不及其儀
A0143-01985_030
　　　候間最前相達候通芸州路遊軍
　　　之心得ニ而可被罷在候
　　　　　　　　　　　　　袖裏
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来江
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　御在坂中摂州神戸御警衛被
　　　仰付候間人数差出海陸御締向厳
　　　重相心得要路之場所江者番兵差出
　　　置怪敷者見掛候ハヽ無用捨召捕
　　　手余り候節ハ打捨可申場所其外
　　　委細之儀ハ大目付御目付可承合
　　　候
（以下、「　」内は抹消）
「一四月廿五日役御持筒指揮役新規ニ被
　　仰付候」
一四月廿七日於大坂大目付田沢対馬守殿
　御目付小笠原摂津守殿ゟ御呼出臼井又次郎
A0143-01985_031
　罷出候処左之通御書付一通被相渡之
　　　　　　　　　　　　袖裏
　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　　　　　　　　　　　　　留守居
　　　神戸御警衛場所明廿八日引
　　　渡可申候間請取之者可被差出候
　　　此段申達候事
　　　　四月廿七日　　　　　　田沢対馬守
　　　　　　　　　　　　　　　小笠原摂津守
一四月廿八日右同断ニ付大坂表出張罷在候
　御人数不取敢神戸表江被指
　出之
一四月廿九日摂州神戸操練所御引渡ニ
　相成請取渡相済
一四月廿五日大谷浦江御人数御指出ニ付所司代江
　左之通御届書御留守居伊藤覚左衛門持参指出之
　　　於備中倉敷及乱妨候浮浪之徒
A0143-01985_032
　　　自然越前守領分者勿論近領等江
　　　可相廻も難斗依之敦賀最寄江
　　　早々人数差出置立入候者不洩様
　　　討取可申旨御達ニ付則同所最寄
　　　領分大谷浦与申処江早速人数指出
　　　候尤海道筋を初浦々等迄手配被
　　　申付置候此段御届申上候様従国許
　　　被申付越候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　四月廿五日　　　　　　伊藤覚左衛門
　　　　但於江戸表も御用番江右之通御届書
　　　　　差出之
一五月二日神戸操練所御引渡相済候ニ付御目付
　小笠原摂津守殿江御留守居伊藤覚左衛門を以左之通
　御伺書被指出之
　　　御在坂中芸州路遊軍人数之
A0143-01985_033
　　　内ニ而摂州神戸御警衛被　仰付操
　　　練所御渡御座候右御場所兼而中川
　　　修理太夫様御警衛御持場内之儀ニ付
　　　都而修理太夫様御心得方承合候而相心得
　　　申度依之非常之節申談取斗
　　　候様兼而被　仰付置候様仕度此段相
　　　伺申候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　五月二日　　　　　　　伊藤覚左衛門
一五月六日於大坂松平伯耆守殿ゟ御呼出伊藤
　覚左衛門罷出候処左之通御書付二通被相渡之
　　　　　　　　　　　　　　袖裏
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江
　　　毛利大膳父子
　　　御裁許去ル朔日別紙之通名代之者江
　　　於芸州表申渡尤申渡候趣早々
　　　帰国致主人江申達候上来ル廿日迄ニ請
A0143-01985_034
　　　書差出候様相達候間為心得相達候
　　　　　　五月
　　　　　　　　　　　　　　　毛利大膳
　　　　　　　　　　　　　　　毛利長門
　　　　　　　　　　　　　　　毛利興丸
　　　毛利大膳毛利長門家政向不行届
　　　家来之者黒印之軍令状所持京師江
　　　乱入
　　　禁闕江発炮候条不恐
　　　天朝所業不届至極ニ付可被処厳科
　　　処任用失人益田右衛門介福原越後
　　　国司信濃於出先条々之主意取
　　　失及暴動候段罪科難遁深恐入
　　　三人之首級備実検猶参謀之
　　　者共斬首申付寺院蟄居相慎罷
A0143-01985_035
　　　在候旨自判之書面を以申立其後
　　　御疑惑之件々相聞候ニ付大目付を以
　　　御糺問之処弥恭順謹慎罷在候由
　　　申立候趣者
　　　御聞届相成候得共元来臣下統御
　　　之道を失ひ家来之者至犯
　　　朝歒之罪候段其科不軽不埒之
　　　至ニ候乍去祖先以来之勤功被
　　　思召格別寛大之御主意を以
　　　御奏聞之上高之内拾万石被
　　　召上大膳者蟄居隠居長門者永蟄去
　　　被　仰付為家督興丸江弐拾六万九千四百拾壱石
　　　被下候家来右衛門介越後信濃家名
　　　之儀者永世可為断絶旨被　仰出之
一五月八日堂形調練場江兵学所御取建ニ
　相成
A0143-01985_036
一五月八日明石甚左衛門井原立二江左之通被
　仰付之
　　　近来西洋諸州戦争実験之上
　　　三兵を初築城造営学等精錬ニ付
　　　懸り役輩申談流儀ニ不拘広ク致研
　　　究引立方致心配候様
一五月十日於運正寺　芳樹院様御四十九日
　御法事御執行有之御位牌御石塔御法養
　有之
一五月十五日於運正寺昨十四日ゟ今朝迄
　彩雲院様御一周忌御法事御執行有之
A0143-01985_037
一五月十八日稲葉美濃守殿加判之列被
　仰出候ニ付被指出候　御書御用番江御留守居持参
　指出之
（以下、「　」内は抹消）
「五月廿二日　貞姫様御色直シ御祝儀為御取
　替有之」
一五月廿四日於大坂稲葉美濃守殿ゟ御呼出
　伊藤覚左衛門罷出候処公用人を以左之通御書付
　二通被相渡之
　　　去ル十九日芸州表ニおゐて吉川監物ゟ
　　　指出候書面并松平安芸守江相達候
　　　書付写相達候間得其意来ル廿九日
　　　期限ニ至り請書不差出節ハ問罪之
A0143-01985_038
　　　師被差向候間弥来月五日諸手一同
　　　討入候様可被致候尤請書差出候ハヽ速相達
　　　ニ而可有之候
　　　　五月
　　　右之通一ノ先二ノ見之面々江相達候間
　　　可被得其意候
　　　本家毛利大膳父子
　　　御裁許并末家中江被　仰渡之趣
　　　去ル朔日於広島表末家名代之者江
　　　御達御座候段彼是奉恐入候然ニ闔国
　　　士民之情状中々以私式容易説諭
　　　行届候儀無覚束次第者已ニ名代共ゟ
　　　も申上候由ニ候得共尚毛利左京始江申
　　　合度儀も御座候処名代之者帰邑掛
　　　途中不都合之儀も有之漸此節罷帰候旁道路懸隔之場所柄迅速申談之都合難出来甚以痛心罷
A0143-01985_039
　　　在申候就而者不取敢私ゟ御願申出候間
　　　微衷之程御亮察被成下此上奉恐入
　　　候得共当月廿日迄之御期限何卒
　　　格別之御沙汰を以当月廿九日迄御猶予
　　　被　仰付被下候様
　　　公辺向江宜御執成之程偏ニ奉歎願候
　　　以上
　　　　五月十八日　　　　　　吉川監物
　　　　　　　　　　　　　　　松平安芸守江
　　　毛利大膳父子
　　　御裁許申渡右請書差出候期限
　　　差延候儀難相成筈ニ候得共此度吉川
　　　監物差出候書面之趣無余儀相聞候間
　　　願之通来ル廿九日迄猶予之儀承届候
　　　万一右期限迄請書不差出節ハ即
A0143-01985_040
　　　御裁許違背ニ付速ニ問罪之師御差
　　　向被成候間此段可被相達候
　　　　五月
一五月廿五日稲葉美濃守殿ゟ御呼出伊藤覚左衛門
　罷出候処左之通御書付一通被相渡之
　　　紀伊中納言殿此度討手之面々
　　　為
　　　御先鋒御惣督先芸州広島表江
　　　被出張候様被　仰出其節伯耆守事
　　　差添被差遣候旨被
　　　仰出同人儀明廿六日当地発足広島
　　　表江相越候且又京極主膳正事四
　　　国討手之面々為御取締被指遣候此
　　　段為心得相達候
　　　　五月廿五日
A0143-01985_041
一五月廿五日英人神戸表江致上陸候ニ付
　稲葉美濃守殿江左之通御届書永田儀平持
　参指出之
　　　一昨廿三日兵庫港江英国船壱艘碇泊
　　　仕候処ハツテイラ弐艘拾七八人乗組神
　　　戸生田馬場辺江上陸無程右ハツテイラ江
　　　乗組元船江罷帰昨廿四日朝退帆仕候
　　　段神戸出張之役人共ゟ申越候ニ付
　　　此段御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　五月廿五日　　　　　　永田儀平
一六月二日御国許洪水ニ付御用番水野和泉守殿江
　御留守居草尾精一郎を以御届書被指出之
一六月二日於大坂板倉伊賀守殿ゟ御呼出浅井
　権十郎罷出候処左之通御書付二通被相渡之
A0143-01985_042
　　　　　　　　　　　　　　袖裏
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江
　　　毛利大膳父子
　　　御裁許申渡候処末家其外ゟ歎願
　　　書松平安芸守を以指出候得共兼而同人江
　　　相達置候趣も有之候付右歎願書者
　　　差戻候様安芸守江相達候間此段為
　　　心得相達候
　　　　　　　　　　　　　　袖裏
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江
　　　京極主膳正事四国討手之面々為
　　　御取締被指遣候ニ付而者指揮之儀も相
　　　心得候様猶又相達候間此段相達候
　　　尤同人儀今二日当地出立芸州広島
　　　表江相越夫ゟ四国江出張之事ニ候此段も
　　　為心得相達候
A0143-01985_043
　　　　六月二日
一六月三日先達而於大坂稲葉美濃守殿ゟ御書付
　を以御達有之趣高知始諸月番江御家老申
　渡之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来江
　　　長防之模様ニ寄
　　　御動座之場合ニも可至就而者御用之
　　　品も有之候間松平大蔵大輔儀登
　　　坂候様被
　　　仰出候事
　　　　五月
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江
　　　其方儀先達而大坂表江出張候様相達
　　　置候処病気爾々不致候付為名代
A0143-01985_044
　　　本多興之輔出坂之儀ニ者候得共長防
　　　御所置之儀ニ付而者此程猶又相達候趣も
　　　有之候ニ付病気候共押而早々出張候
　　　様可被致候
一六月三日於大坂板倉伊賀守殿ゟ御呼出永田儀平
　罷出候処左之通御書付一通被相渡之
　　　壱岐守事九州路為指揮昨二日
　　　芸州出帆小倉表江相越候旨申越候間
　　　為心得相達候
　　　　六月三日
一六月三日於右同所稲葉美濃守殿ゟ御呼出
　浅井権十郎罷出候処左之通御書付一通被相渡
　之
　　　　　　　　　　　　　　袖裏
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来江
A0143-01985_045
　　　兵庫表為御警衛稲葉右京亮人
　　　数近々出張之筈ニハ候得共右到着迄
　　　有馬遠江守人数少之儀ニも候間事
　　　変之節ハ応援可致候
一六月五日右同断ニ付稲葉美濃守殿江左之通
　御聞置書一通永田儀平持参指出之
　　　兵庫表為御警衛稲葉右京亮様
　　　御人数近々御出張之筈ニ御座候得共
　　　右到着迄有馬遠江守様御人数少
　　　儀ニも候間事変之節者応援可仕旨
　　　被　仰付奉畏候然ル処右兵庫表之
　　　儀者神戸表御警衛御場所近くニも御座候
　　　得者事変之模様ニ寄候而者応援仕
　　　兼候場合も可有御座与奉存候間此段
　　　兼而御届申上置候様神戸表出張之
　　　役人共ゟ申越候趣も御座候ニ付此段御聞
A0143-01985_046
　　　置可被下候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　六月五日　　　　　　　永田儀平
一六月五日御役人席之儀以来左之通御規定
　被　仰出之
　　　　　　　　　　　　　　　御預所元〆役
　　　　　　　　　　　　　　　御奉行
　　　　　　　　　　　　　　　御目付
　　　　　　　　　　　　　　　御預所郡奉行
　　　　　　　　　　　　　　　郡奉行
　　　右御役人席之儀
　　　思召を以諸物頭嫡席ニ被　仰付以来
　　　打込席ニ而役成順席御定被成候
　　　　但当時太刀目録席被　仰付置候面々
　　　　　且又本役料未満并見習等之面々
　　　　　是迄之通
A0143-01985_047
　　　　　　　　　　　　　　　御側向頭取
　　　　　　　　　　　　　　　御広式御用人
　　　右御役席之儀以来御役人次席ニ被
　　　仰付候
　　　　但同断
一六月六日於大坂板倉伊賀守殿ゟ御呼出
　浅井権十郎罷出候処左之通御書付一通被相渡
　之
　　　　　　　　　　　　　　　毛利興丸
　　　一昨子年家来之者共京師江乱入
　　　禁闕江発炮候条於大膳父子其罪
　　　難遁厳科ニも可被　仰付候処恐
　　　懼謝罪三家老之首級備実検
　　　其後弥恭順謹慎之趣ニ付
　　　天幕之御主意を以格別寛典之
　　　御裁許五月朔日申渡廿日を限御請
A0143-01985_048
　　　書可差出筈之処廿九日迄猶予之
　　　儀吉川監物より願出候ニ付承届候処
　　　闔国士民疑惑憂憤切迫之情状
　　　鎮撫難届旨を以此上猶寛大之
　　　御沙汰被　仰出候様三末家監物ゟ
　　　又候書面差出右期限ニ至り御請書
　　　不差出候是迄も至艱之国情御斟酌
　　　恩威両道を以国家之大典被正候処
　　　終ニ御請不致候条
　　　天幕之命を遵奉不致
　　　御裁許違背不届至極ニ付問罪之
　　　師被差向候間此旨可被相心得候尤硬命
　　　之ものを御誅鋤被成候御旨意ニ付無
　　　罪之細民末々之もの者猥ニ動揺致間
　　　敷候右之通松平安芸守を以毛利興丸
　　　并三末家吉川監物江相達候間為心
A0143-01985_049
　　　得相達候
　　　　六月
一六月六日今般御登坂被　仰出候処　御脚気
　今以御爾々不成候ニ付御猶予之御願書板倉伊賀守殿江
　林矢五郎を以被指出候処左之通御附札を以御指
　図有之
　　　拙者儀病気之処長防御所置之
　　　儀ニ付而者此程御達之趣も有之ニ付
　　　押而早々致出張候様被　仰出奉得
　　　其意不取敢押而可罷出之処持病
　　　之脚気近頃別而爾々不致長途
　　　之旅行難致当惑罷在候依之
　　　不本意至極奉恐入候得共出張之儀
　　　暫御猶予被成下候様奉願候以上
　　　　六月六日　　　　　　　松平越前守
A0143-01985_050
　　　　御附札
　　　　　病気無拠儀ニ付快方次第上坂可被
　　　　　致候
一六月八日於大坂板倉伊賀守殿ゟ御呼出永田儀平
　罷出候処左之通御書付一通被相渡之
　　　　　　　　　　　　　　袖裏
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江
　　　毛利大膳父子
　　　御裁許及違背候ニ付問罪之師
　　　被差向候旨被遂
　　　御奏聞候処別紙之通
　　　御所ゟ被
　　　仰出候間此段相達候
　　　毛利大膳父子裁許之儀先般従
　　　天徳其末申達候処及違背候ニ付
A0143-01985_051
　　　問罪之師差向候旨遂
　　　奏聞被
　　　聞食候大樹ニ者長々滞坂此上模
　　　様ニ寄進発ニも可及大儀ニ被
　　　思召候速ニ
　　　奏追討之功奉安
　　　宸襟候様討手諸藩江も可申聞
　　　之旨
　　　御沙汰候事
　　　　六月七日
一六月十二日於同所板倉伊賀守殿ゟ御呼出御聞番罷
　出候処左之通御書付四通被相渡之
　　　　　　　　　　　　　　袖裏
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江
　　　摂州味泥川迄御警衛中川修理大夫御免
A0143-01985_052
　　　代堀石見守江被　仰付候間可被申合
　　　候
　　　　　　　　　　　　　　袖裏
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江
　　　松平安芸守井伊掃部頭榊原式部大輔江
　　　別紙之通去ル八日於芸州広島表
　　　相達候間為心得相達候事
　　　　六月
　　　　　　　　　　　　　　　松平安芸守
　　　芸州口一之先討手被成御免候依之
　　　国境間道海岸島々守衛之儀者
　　　兼而相達置候得共一際厳重相心得
　　　候様可被致候尤松平近江守も附属討
　　　手之儀被成御免候間右之趣可被致通
　　　達候
A0143-01985_053
　　　　六月
　　　　　　　　　　　　　　　井伊掃部頭
　　　　　　　　　　　　　　　榊原式部大輔
　　　此程相達候趣も有之候得共松平安芸守儀
　　　芸州口一之先討手被成御免候松平
　　　近江守も附属討手之儀被成御免候間
　　　両人申談討入可被申候尤松平三河守
　　　松平兵部大輔引続繰詰候様相達候
　　　間可被得其意候
　　　　六月
一六月十六日御預所針原村弥三兵衛忰忠太夫与
　申者両親江孝心且農業出精ニ付御褒美被
　下之
一六月十七日御普請方御役所ゟ申来御留守居下役
A0143-01985_054
　罷出候処小笠原志摩守殿御役宅家作共御預
　被成旨書付を以被申渡之
（以下、「　」内は抹消）
　　「常盤橋御門内小笠原志摩守御役
　　　宅御廃止ニ付家作共越前守殿江当分
　　　預置候様和泉守殿被　仰渡候依之
　　　申達
一六月廿日右同断御屋敷御引渡相済候ニ付
　御用番江左之通御届書御留守居持参指出之
　　　此度常盤橋御門内小笠原志摩守様
　　　御役宅御廃止ニ付家作共越前守江
　　　御預置候様去ル十七日於御普請方
　　　御役所御書取を以御達有之今
　　　廿日右屋敷於御場所御普請方
　　　中根ゟ御引渡有之請取申候此段
　　　御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　六月廿日　　　　　　　青山小三郎
A0143-01985_055
一六月廿四日於大坂板倉伊賀守殿ゟ御呼出林矢五郎
　罷出候処左之通御書付一通被相渡之
　　　　　　　　　　　　　　袖裏
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江
　　　石州口　　　　　　　　　藤堂和泉守
　　　応援　　　　　　　　　　軍目付市岡左太夫
　　　上之関口　　　　　　　　松平讃岐守
　　　応援　　　　　　　　　　軍目付小堀大学
　　　右之通被　仰付早々出張候様相達
　　　候間為心得相達候
（以下、「　」内は抹消）
「一六月廿五日
　　慶永様依
　　召　御登坂今日　御発駕被成候ニ付
　　茂昭様　御座所江被為　入　御対顔御歓被
　　仰上之」
一六月廿五日所司代ゟ御呼出服部寅之助罷出候
A0143-01985_056
　処左之通御書付一通被相渡之
　　　　　　　　　　　　　　袖裏
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来江
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　国々於関所鉄炮通行方相改候付
　　　当地為御警衛国邑ゟ鉄炮差登且
　　　従当地国邑江差下候節共都度々々
　　　炮数玉目相認御目付江可被指出候
　　　　六月
一六月廿五日本多興之助縁組願之儀ニ付御用番
　井上河内守殿江左之通御届書青山小三郎
　を以被指出之
　　　拙者家来本多興之輔江分部
　　　若狭守養女可差越旨申談若狭守
　　　奉願候間此段御届申候以上
A0143-01985_057
　　　　六月廿五日　　　　　　松平越前守
一七月三日於運正寺昨二日夕ゟ今朝迄
　芳樹院様御百ケ日御法事御執行有
　之
一七月三日於大坂板倉伊賀守殿ゟ御呼出伊藤覚左衛門
　罷出候処神戸御警衛向之儀ニ付先達而被指出
　候御伺書江左之通御附札を以御差図有之
　　　先達而兵庫表為御警衛稲葉
　　　右京亮様御人数御出張之筈ニ候得共
　　　右到着迄有馬遠江守様御人数少之
　　　儀ニも候得者事変之節応援可致旨
　　　被　仰付候然ル処稲葉右京亮様御人
　　　数御出張ニ相成候間最早不及応
　　　援儀と奉存候此段神戸出張之役人
　　　共ゟ申越候間此段奉伺候以上
A0143-01985_058
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　六月五日　　　　　　　島津十太夫
　　　　御附札
　　　　　稲葉右京亮人数不残出張相成候上ハ
　　　　　伺之通相心得候様可仕候
一七月十一日左之通申渡候様月番御用人水野小刑部江
　御家老申渡之
　　　今度大御番組御供之儀
　　　御参詣を始惣而大御番頭ニ而取扱候様被
　　　仰付候而者御供皆勤取調之儀以来
　　　大御番筆頭ニ而取扱候様被　仰付候
　　一大御番筆頭役之面々以来御用多且
　　　今度兼勤被　仰付儀も有之ニ付年
　　　始御礼を始席之儀御書院番筆頭
　　　役次ニ被　仰付候
一七月十一日町方極難渋之者共江為御救米百弐拾
　俵被下之
A0143-01985_059
一七月十一日御用番井上河内守殿ゟ御呼出御留守居
　草尾精一郎罷出候処先達而被指出候御願書江
　左之通御附札を以御指図有之
　　　此度諸家様方御領分其外等江鉄炮
　　　被廻方之儀別紙之通御触達御座候処
　　　当時越前守京都御警衛蒙居其上
　　　越前守并大蔵大輔共兼而出坂之儀被
　　　仰出も御座候ニ付而者大炮并小銃共急速
　　　相廻候儀出来候節之御警衛向等之指
　　　支ニも相成候付当分右御用中ニ限り
　　　江州柳ケ瀬并剣ノ熊等御関所是迄之
　　　通相心得申度此段御関所々江御通達
　　　置被下候様相願可申旨従国許被申付越
　　　候間何卒早急御通達被成下候様奉
　　　願候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　七月二日　　　　　　　草尾精一郞
A0143-01985_060
　　　　但別紙ハ略之
　　　　　演説
　　　江州柳ケ瀬并剣ノ熊御関所之儀
　　　者兼而役人共之印鑑指出置候付家来
　　　共往来之節者右役人共印鑑之
　　　御断書持参罷通候事
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　七月二日　　　　　　　草尾精一郎
　　　　御附札
　　　　　京都警衛并御進発御用中ニ限り別段
　　　　　之印鑑ニ而通行不苦候間柳ケ瀬剣ノ熊
　　　　　両関所迄印鑑御目付江可被指出候尤右
　　　　　御用相済候ハヽ印鑑御目付ゟ指戻候筈候
一七月十一日於大坂板倉伊賀守殿ゟ御呼出永田儀平
　罷出候処左之通御書付一通被相渡之
　　　　　　　　　　　　　　袖裏
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江
　　　毛利興丸家来宍戸備後介小田村素太郎
A0143-01985_061
　　　儀御不審之筋有之松平安芸守江御預ニ
　　　相成居候処此度於芸州広島表
　　　伯耆守全く一己之差略を以窃ニ帰
　　　国為致候段以之外之事ニ付伯耆守
　　　儀早々大坂表江御呼登御糺問之上
　　　至当之御所置可有之積ニ付聊無
　　　疑念諸事是迄之通可被心得候
一七月十二日荷造鉄炮廻方之儀ニ付先達而
　御願書被指出候処井上河内守殿御差図之趣ニ
　付左之通御用御頼御目付江印鑑添御留守居持参指出
　之
　　　此度諸家様方ゟ荷造鉄炮夫々
　　　御廻方之儀御触達御座候ニ付別紙之通
　　　井上河内守様江相願置候処昨十一日
　　　御附札を以御指図御座候依之別印鑑
　　　指出申候江州柳ケ瀬剣ノ熊御関所江
A0143-01985_062
　　　早速御達被下候様相願申候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　七月十二日　　　　　　草尾精一郎
　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　印鑑　　　　　　　武具局
　　　　　但別紙略之
一七月十三日先達而ゟ御預りニ相成候御屋敷
　御預り御用捨之御願書御用番江御留守居
　持参指出候処左之通御附札を以御差図有之
　　　先般御廃止相成候小笠原志摩守様
　　　御役屋敷越前守江当分御預ケ相成候
　　　処此度大蔵大輔出坂仕候付而者別而
　　　此表人少相成甚迷惑仕候儀ニ御座候
　　　依之何卒右御預ケ之儀御用捨被
A0143-01985_063
　　　成下候儀者相成申間敷哉此段御内々
　　　相願申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　七月八日　　　　　　　草尾精一郎
　　　　御附札
　　　　　御預替之趣御作事奉行江相達候間可
　　　　　得其意候事
一七月十三日本多興之輔縁組願之通被
　仰出候ニ付御礼勤之儀御用番井上河内守殿江
　御留守居大道寺喜三郎持参指出候処左之通
　御附札を以御差図有之
　　　越前守家来本多興之輔江分部若狭守様
　　　御養女可被指越旨御縁組御願書
　　　若狭守様ゟ被指出候処御願之通被
　　　仰出候依之越前守於国許承知之上
　　　御礼勤如何相心得可申哉且興之輔ゟ
　　　御礼等之儀如何相心得可申哉此段奉
A0143-01985_064
　　　伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　　七月十三日　　　　　　大道寺喜三郎
　　　　御附札
　　　　　越前守ゟハ飛札差越興之輔ゟハ不及
　　　　　御礼勤候
一七月十六日御役屋敷御預り御用捨
　御願之通被　仰出候ニ付今日引渡相済御用番江
　左之通御届書御留守居持参指出之
　　　常盤橋御門内御勘定御奉行御役宅
　　　御廃止ニ付家作共越前守江当分御預
　　　置之処今度願之上御用捨被成下
　　　難有奉存候右屋敷今日御普請方
　　　中様江御引渡申上候此段御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　七月十六日　　　　　　大道寺喜三郎
一七月十七日稲葉美濃守殿ゟ御呼出永田儀平罷
A0143-01985_065
　出候処左之通御書付一通被相渡之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江
　　　出羽守事紀伊中納言殿為御差添
　　　芸州表江被差遣候旨被　仰出候此段
　　　為心得相達候
一七月廿五日　貞姫様御儀御病気之処御養
　生無御叶御逝去御法号
　　　麗雲院殿
一七月廿六日於大坂稲葉美濃守殿ゟ御呼出青山小三郎
　罷出候処公用人を以左之通御書付一通被相渡
　之
　　　　　　　　　　　　　　袖裏
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江
　　　松平伯耆守事御役御免御糺問中
　　　牧野越中守江御預被成候段昨廿五日
　　　被　仰出候間為心得相達候
　　　　七月廿六日
A0143-01985_066
（以下、「　」内は抹消）
「一七月廿七日　貞姫様御法号　麗雲院様与
　　奉称」
一八月二日　麗雲院様御事　不求院様与
　御改号被成
一八月五日　不求院様御遺骸運正寺江御送
　葬
　　不求院殿潜誉飛仙玉潔大童女
一八月六日去ル朔日於大坂稲葉美濃守殿ゟ別紙
　之通御書付を以御達有之ニ付此段諸向江通達
　致候様御用人富永浜之助江月番御家老
　申渡之
　　　　　　　　　　　　　　袖裏
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江
　　　公方様御儀此程中ゟ　御不例被為
　　　在候処追々　御疲労被為　増候ニ付
　　　此上　御危篤ニも被為　至候ハヽ　御相続之
　　　儀　一橋中納言殿江被　仰出候且長防
A0143-01985_067
　　　御追討之義ハ至急ニ付為
　　　御名代御出陣被成候様是又被
　　　仰出候
　　　右之通被　仰出候間可被得其意候
一八月八日於運正寺昨七日ゟ今朝迄　不求院様御当
　座御法事御執行有之
一八月八日去ル五日夕ゟ大雨降続昨七日稀成大
　風雨ニ而洪水ニ相成御家中水浸之面々為
　御手当握飯被下之
（以下、「　」内は抹消）
「一八月十日右同断ニ付為見分御家老御目付共江
　　廻在被　仰付之」
一八月十日於江戸大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　公方様御不例ニ付為伺
　　　御機嫌明十一日四時惣出仕之事
　　　　八月十日
A0143-01985_068
一八月十一日
　公方様　御不例被為　在候ニ付御全快之御祈
　祷御礼守并御箱肴御献上被成度旨御用番
　井上河内守殿江草尾精一郎持参指出候処
　左之通御附札を以御指図有之
　　　公方様御不例被為　在候ニ付越前守并
　　　大蔵大輔且同人妻ゟ於山王
　　　御全快之御祈祷被致執行御礼守
　　　并御箱肴被指上候様仕度奉
　　　存候此段越前守在国中ニ付御内々
　　　御手前様迄相伺申候宜御指図可被
　　　成下候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　八月十一日　　　　　　草尾精一郎
　　　　御附札
　　　　　先不及其儀候事
一八月十四日於大坂稲葉美濃守殿江永田儀平
A0143-01985_069
　左之通御伺書持参指出候処御附札を以御指図
　有之
　　　公方様御不例被為
　　　在候旨越前守於国許致承知候依之
　　　重役斎藤主鈴差出登
　　　城之上奉伺
　　　御機嫌候様申付候此段奉伺候
　　　以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　八月十四日　　　　　　永田儀平
　　　　御附札
　　　　　明十五日大坂御城江差出候様可
　　　　　仕候
一八月十五日右同断ニ付
　公方様御機嫌為伺斎藤主鈴大坂御城江罷出候処
　於檜之間替席御奏者番内藤紀伊守殿被謁之
　退座再御同所江御呼出ニ而勝手次第致出立候様
　被仰聞之
一八月十六日所司代ゟ左之通御達有之
　　　九門御警衛相勤候向々尤心得茂有
　　　之無如才候得共当節柄ニ付殊更
　　　厳重守衛可有之
A0143-01985_070
　　　御沙汰之旨伝
　　　奏衆被申聞候間此段相達候
　　　　八月
一八月十九日御倹約筋之儀ニ付左之通高知を始
　諸月番江月番御家老申渡之
　　　近来非常御時躰ニ差迫殊ニ富強
　　　之筋御兼務ニ付先達而ゟ御内評
　　　有之追々被　仰出ニも可相成之処
　　　今般
　　　国初以来未曽有之水害且風災ニ
　　　付而者御損毛筋未タ御見当も難付
　　　程之事ニ而重々御困難之御場合ニ
　　　有之候此儘ニ而ハ御国民御撫育を初
　　　御軍備迄も難被為届御次第ニ而深
　　　御心痛被　思召候依之尚復御評儀
A0143-01985_071
　　　茂有之候処畢竟用度を節し
　　　産業を殖し器械を御整被成候
　　　等之事件ニ致帰着候右ニ就而者
　　　節倹之儀毎々被　仰出有之候得共
　　　今度改而厳重被成度依之大奥向
　　　初御家中并町在共着服其外諸
　　　品之儀も御国産物を以致用弁他国
　　　持下り之品ハ必用事欠ケ之分斗
　　　ニ而華奢栄耀之品ハ仕入方被指留
　　　尤御国産之儀者一際厚御世話有
　　　之次第ニ及蕃盛候様被成度此段其
　　　向役輩江も被　仰付筈ニ候間御趣意厚
　　　致躰認銘々質素相守心得違無
　　　之様可致候且又御軍備之儀是迄
　　　御世話有之事ニ候得共今一層御厳
　　　備可相成ニ付而者大炮小銃之類必用
A0143-01985_072
　　　不可欠分ハ洋外之品追々御買入ニ相
　　　成筈之処大炮之儀者不容易御大費
　　　ニ付御家中初江も御手伝被　仰付度
　　　旨被　仰出候扨又近年内外御多端
　　　之折柄御軍事出張等御家中之
　　　面々末々迄格別致勤労就中小身ハ
　　　子弟迄も毎々御用相勤候儀有之候処
　　　知行高ニ而ハ出張等不被　仰付向も有
　　　之ニ付分限ニ応し御定之軍役夫
　　　差出候ハヽ可然儀ニハ候得共御借米中ハ
　　　御用捨之訳も有之ニ付現米手取
　　　高ニ応し其役米割方を以地高御役
　　　料共三百石以上上納被　仰付候右者
　　　他国出張詰之類ハ勿論其余役儀ニ
　　　寄御用捨之儀も有之筈ニ候尚夫々
　　　割方曁着服等委細之儀ハ追而被
A0143-01985_073
　　　仰出筈ニ候事
　　　右之趣支配末々迄可被申渡候
一八月十九日右同断ニ付町奉行会所奉行三郡
　奉行江左之通書付を以御家老申渡之
　　　今度御家中初江被　仰出有之ニ付而者
　　　御国産之儀尚以相派立候様専ら致心
　　　配遊手徒食之類も追々産業ニ
　　　附候様又厚可致配慮候且又他国持
　　　下り之品ハ必用事欠ケ之分斗ニ而尤
　　　華奢栄耀之品ハ御入方差留候様被
　　　仰出事ニ而夫々申談入念取斗候様
　　　被　仰付候
一八月廿日於大坂
　公方様御不例之処追々御危篤ニ被為
　至候ニ付　御機嫌為御伺在坂万石以上之面々
　惣出仕之御触達有之候処本多興之輔
A0143-01985_074
　先例有之ニ付左之通御伺書差出候処
　御機嫌相伺候様御差図ニ付今朝登　城候処
　御機嫌伺相止稲葉美濃守殿書付一通御渡
　有之
　　　公方様御不例御危篤ニ被為
　　　至候ニ付為伺
　　　御機嫌在坂万石以上以下之面々
　　　惣出仕被　仰出候依之越前守家来
　　　本多興之輔儀先例も御座候ニ付登
　　　城之上為奉伺
　　　御機嫌度奉存候此段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　八月十九日　　　　　　伊藤覚左衛門
　　　　御書付
　　　　　今廿日卯中刻
　　　　　薨御被遊候
A0143-01985_075
一八月廿日稲葉美濃守殿ゟ御呼出永田儀平罷
　出候処御書付三通被相渡之
　　　　　　　　　　　　　　袖裏
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江
　　　公方様御不例被成御座候処御養
　　　生不被為　叶今廿日卯上刻
　　　薨御被遊奉絶言語候
　　　中納言様ニも不大形御愁傷之御事
　　　ニ候乍去御機嫌被為替御事無之候
　　　間此段相達候
　　　　八月廿日
　　　兼而被　仰出候通
　　　一橋中納言様御相続被遊今日ゟ
　　　上様与奉称候弥以精勤を励可申段
　　　被　仰出之
A0143-01985_076
　　　　八月廿日
　　　公方様薨御ニ付今日ゟ普請鳴物
　　　停止之事
　　　さかやき剃之儀ハ追而可相達候
一八月廿日　不求院様御法号　思召を以
　有覚院様与御改被成
（以下、「　」内は抹消）
「一八月廿一日於京都所司代ゟ左之通御達有之
　　　　公方様御不例被成御座候処
　　　　御養生不被為　叶昨廿日被遊
　　　　薨御候段大坂表ゟ申来候間此段為
　　　　心得相達候
　　　　　八月廿一日」
一八月廿一日於大坂大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　上様為伺御機嫌出仕并献上物等此
　　　度者御滞坂中ニ付都而先格等ニ不拘
A0143-01985_077
　　　御手軽之御取扱ニ可被遊旨被
　　　仰出候ニ付而者都而献上物ニ不及候
　　　御機嫌伺之儀者別紙之通可被相心得
　　　候
　　　　八月
　　　上様為伺御機嫌
　　　　　　　　　　　　在坂
　　　　八月廿三日　　　　万石以上之面々
　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　廿四日　　　　万石以下之面々
　　　御尊骸江戸表江被為
　　　入候ニ付
　　　　　　　　　　　　同
　　　　御発城之日　　　　惣出仕
　　　右之通可有出仕候此外不及出仕候
A0143-01985_078
　　一在国在邑之面々江戸表江使札指
　　　出在府之嫡子隠居者於江戸表老中
　　　縫殿頭江使者差出在国在邑之嫡子
　　　隠居者江戸表江飛札差出候様可致
　　　候
　　　右之通可被相触候
　　　　八月
　　　右之趣美濃守殿被　仰渡候依之申
　　　達候以上
　　　　八月廿一日
　　　　　　　　　　　　　　　川村順一郎
　　　　　　　　　　　　　　　滝川播磨守
　　　　松平越前守殿
　　　　　　　　留守居
一八月廿三日御老中御渡之書付大目付中ゟ
　左之通御廻状来ル
A0143-01985_079
　　　御直参之面々七日過髭剃可申候
　　一陪臣者七日過月代剃可申候
　　　　但御目見仕候陪臣も同断
　　一御目見以下之者共十五日過月代剃
　　　可申候
　　一坊主組頭共十一日過月代剃可申候
　　一同心以下其外軽キ者共同断
　　一国持庶流外様万石以上交替寄合
　　　表高家寄合并小普請之面々者
　　　三十日過月代剃可申候
　　一松平加賀守溜詰同格御譜代大名
　　　高家雁之間詰御奏者番菊之間
　　　縁頰詰諸番頭諸物頭諸役人御番
　　　衆迄三十五日過月代剃可申候
　　　　但坂地ニ不在之分ハ
　　　　　公方様薨御之段奉伺候日ゟ
A0143-01985_080
　　　　　書面之通相心得月代等剃可
　　　　　申候
　　一奥向并御供之面々者月代剃候日限
　　　之儀者追而可相達候
　　　右之通可被相触候
　　　　八月
一八月廿四日於大坂稲葉美濃守殿ゟ御呼出御留守居
　介罷出候処左之通御書付二通被相渡之
　　　　　　　　　　　　　　袖裏
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江
　　　御一七日過髭剃可被申候且月代之
　　　儀者
　　　御三十日過剃可被申候
　　　　〆
A0143-01985_081
　　　御尊骸御軍艦ニ而江戸表江被為
　　　入増上寺江
　　　御葬送可被遊旨被　仰出候事
一八月廿四日
　公方様去ル廿日
　薨御被遊候ニ付御家中鳴物高声作事等
　并諸殺生共重而日限被　仰出候迄御停止之
　旨高知を始諸月番江御家老申渡之
一八月廿五日御国許洪水ニ付御用番井上
　河内守殿江御留守居草尾精一郎を以御届
　書被指出之
（以下、「　」内は抹消）
　「但御糺之上御届被指出之」
一八月廿五日先達而洪水ニ付雑家之者共
　必至難渋之趣ニ付為御救左之通俵数被
　下之
　　　米六俵壱斗八升九合　　　上野村
A0143-01985_082
　　　米壱俵弐斗四升九合　　　河合新保村
　　　同三斗九升　　　　　　　漆原村
一八月廿六日於江戸大目付中ゟ左之通御廻状来
　　　上様去ル廿日ゟ五十日十三ケ月之
　　　御忌服被為　請候事
　　　　八月廿六日
　　　公方様薨御ニ付
　　　和宮様
　　　天璋院様為伺　御機嫌在府之
　　　万石以上今明日中月番之老中
　　　宅江使者可被差出候在国在邑之
　　　面々ハ飛札可被指越候
　　　　八月
　　　実成院殿御事今日より
A0143-01985_083
　　　実成院様与可奉称旨被　仰出候
　　　　八月
　　　公方様薨御ニ付
　　　上様為伺　御機嫌病気幼少隠
　　　居之面々ハ老中宅江使者可指出候
　　一在国在邑之面々ハ老中江使札可指
　　　越候
　　　　八月
　　　公方様
　　　御尊骸増上寺江
　　　御入棺
　　　御葬送可被遊旨被　仰出候
　　　　八月
A0143-01985_084
　　　今般
　　　御相続被遊候ニ付而者只今迄御附相勤候
　　　家老始一同
　　　思召も被為　在候ニ付其儘相勤一橋附
　　　与可相心得旨被
　　　仰出候且又
　　　御簾中様御事
　　　御本丸江御引移可被
　　　仰出之処御都合も被為　在候ニ付先
　　　当分一橋ニ被為
　　　入候様被　仰出候
　　　　八月
一八月廿六日
　公方様　薨御ニ付
　上様　和宮様　天璋院様江御機嫌
A0143-01985_085
　為御伺御内証ゟ御文被指出之
一八月廿六日於大坂板倉伊賀守殿ゟ御呼出
　永田儀平罷出候処本多興之輔　公辺
　勤向之儀ニ付去ル廿二日被指出候御伺書ニ左
　之通御附札を以御指図有之
　　　越前守家来本多興之輔儀旧格
　　　も御座候ニ付在坂中御府内同様
　　　御吉凶ニ付諸侯方惣出仕被
　　　仰出候節其都度々々不奉伺登
　　　城為仕度奉存候且又
　　　上様御中陰中為伺
　　　御機嫌隔日御用番御老中様江
　　　使者為指出度奉存候右等之趣
　　　越前守ゟ申付越候ニ付奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　八月廿二日　　　　　　永田儀平
A0143-01985_086
　　　　御附札
　　　　　惣出仕之節登　城之儀者伺之通
　　　　　相心得
　　　　　御中陰中　御機嫌伺之儀ハ此程被
　　　　　仰出候趣も有之候間相伺ニ不及候
一八月廿六日　公辺ゟ御達之趣ニ准シ左之通
　被　仰出候段御目付ゟ相触之
　　　今般重キ御停止被　仰出候処先達
　　　而之大風水ニ而大破損相成繕普請
　　　等不致候半而者今日之凌キも難出来
　　　程之儀者無拠次第ニ付別段之訳
　　　を以手当方御用捨も可有之旨被
　　　仰出候間其段御目付江相達精誠
　　　音高ニ無之様取斗候儀者不苦旨ニ
　　　候事
　　　　但右之趣組支配江も可被申渡候事
A0143-01985_087
　　　　八月廿六日
一八月廿七日
　公方様　薨御之処宿次御奉書之儀ニ付
　御用番井上河内守殿御勝手江御留守居草尾
　精一郎左之通御伺書指出候処追而左之通
　御附札を以御指図有之
　　　公方様御不例被為在候処御養生
　　　不被為叶被遊
　　　薨御候旨奉絶言語然ル処天明
　　　六午年九月
　　　浚明院様
　　　薨御被遊候節者六代先越前守重富
　　　在国中ニ付被　仰出之御当日
　　　宿次御奉書被成下於国許頂戴
　　　被仕候儀ニ御座候此度之御儀者於
A0143-01985_088
　　　大坂表被遊
　　　薨御候御儀ニ付従御同所直ニ国許
　　　越前守江御達ニ相成候儀ニ御座候哉
　　　当節柄右等之儀奉伺候者奉恐入
　　　候得共先格ニ相触候儀茂御座候ニ付此
　　　段御内々御手前様迄相伺申候間
　　　宜御取調被下候様相願申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　八月廿七日　　　　　　草尾精一郎
　　　　御附札
　　　　　此度者宿次奉書ハ不相達候事
一八月廿七日補兵隊席順之儀左之通被　仰出
　之
　　一太刀目録席嫡子孫次男
　　一諸物頭ゟ末之番外迄嫡子孫
　　一御番組之嫡子孫
　　一諸物頭ゟ末之番外迄次男
A0143-01985_089
　　一御番組之次男
　　一太刀目録席ゟ末之番外迄弟伯
　　　父
　　一御番組之弟伯父
　　　右何茂惣列順
　　　　但伍長之面々ハ高家上席ニ置之
一九月四日御月代之儀ニ付御用番井上河内守殿江
　左之通御伺書例書共御留守居草尾精一郞
　持参指出候処追而御附札を以御差図有之
　　　公方様　薨御ニ付月代剃候儀夫々
　　　御触達御座候右ニ付越前守并大蔵大輔
　　　承知之上月代剃候儀如何相心得可
　　　申哉此段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　九月四日　　　　　　　大道寺喜三郎
　　　　　例書
A0143-01985_090
　　　安政五午年八月八日
　　　温恭院様　薨御之節御触達
　　　御座候ニ付九月七日越前守月代剃候儀
　　　如何可仕哉相伺候処先見合候様御指
　　　図有之同十二日明十三日ゟ月代剃候様
　　　御書付を以御達御座候
　　　　御附札
　　　　　薨御之段伺候日より三十五日過月代剃
　　　　　候様可仕候
一九月五日今度
　上様　御上洛ニ付御勤向之儀於大坂板倉
　伊賀守殿江左之通御伺書指出候処御附札
　を以御指図有之
　　　此度
　　　御上洛之節越前守於国許承知
　　　之上如何相心得候而宜御座候哉左之
A0143-01985_091
　　　通奉伺候宜御差図可被成下候
　　一御着之節於国許承知之上
　　　御機嫌伺之儀如何相心得可申哉
　　一御逗留中
　　　御機嫌伺之廉々如何相心得可申
　　　哉
　　　右之通奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　九月五日　　　　　　　島津十大夫
　　　　御附札
　　　　　初ケ条飛札差越候様可仕候二ケ条勤
　　　　　品ニ不及候
一九月五日板倉伊賀守殿ゟ御呼出御聞番罷出候処
　左之通御書付一通被相渡之
　　　御上洛被遊候ニ付今暁大坂表御発途
　　　淀川通り
　　　御乗船京都御池通り
A0143-01985_092
　　　御旅館江
　　　着御被遊候此段為心得相達候
　　　　九月五日
　　　普請者九月七日ゟ被成御免候鳴物之
　　　所作ニ仕候者斗追而御差免可相成
　　　先格之処諸色高価之折柄ニも
　　　有之下々可為難儀候間九月廿日ゟ
　　　可被差免候
　　　右之通相触候間可被得其意候
　　　　九月
一九月七日神戸御警衛之儀ニ付板倉伊賀守殿江
　左之通御届書林矢五郎持参指出之
　　　御在坂中摂州神戸江為御警衛
　　　指出置候人数今般
A0143-01985_093
　　　上様
　　　御上洛被遊候ニ付来ル九日ゟ大坂表江
　　　人数繰込申候此段御届申上候
　　　以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　九月七日　　　　　　　林矢五郎
一九月八日去ル六日
　御尊骸江戸表江　御着棺ニ付御勤品之儀
　御用番井上河内守殿江御留守居大道寺喜三郎
　御伺書持参指出候処左之通御附札を以御指
　図有之
　　　一昨六日
　　　御尊骸西丸江
　　　御着棺被遊候ニ付越前守於国許
　　　承知之上勤向之儀如何相心得可
　　　申哉此段奉伺候以上
A0143-01985_094
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　九月八日　　　　　　　大道寺喜三郎
　　　　御附札
　　　　　不及勤品候
一九月八日右同断ニ付　御機嫌為御伺不取敢
　御用番江御留守居大道寺喜三郎被指出之
一九月八日　御朦中　御機嫌為御伺御内証ゟ
　和宮様　天璋院様江　御三方様ゟ御杉
　重一組宛　実成院様江饅頭一組宛被指上
　之
一九月九日去ル朔日於大坂板倉伊賀守殿
　別紙之通御書付を以御達之趣諸月番江
　月番御家老申渡之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江
　　　別紙之通
　　　御所ゟ被　仰出候間取斗方之儀
　　　松平安芸守江相達候此段為心得
A0143-01985_095
　　　相達候
　　　　九月
　　　大樹薨去上下哀情之程茂
　　　御察被遊候ニ付暫時兵事見合
　　　候様
　　　御沙汰ニ候就而者是迄長防ニ於而
　　　隣境侵掠之地早々引払鎮定
　　　罷在候様可取斗候事
一九月十日去年廿日
　公方様　薨御ニ付　御機嫌為御伺御使者
　御番頭代御用人飯田主税御国許ゟ被指出
　候趣ニ而御用番井上河内守殿江罷出
　御書指出之
　　但右ニ付而之御奉書追而御同所江主税御呼出ニ而
　　　御渡有之
A0143-01985_096
一九月十一日右同断ニ付　御機嫌為御伺御用番江
　御留守居被指出之
　　但毎日被指出候得共不記之
一九月十二日右同断ニ付　和宮様　御機嫌為
　御伺被指上物之儀ニ付御用番江御留守居草尾精一郎
　御伺書持参指出候処左之通御附札を以御差図
　有之
　　　和宮様江為伺
　　　御機嫌差上物之儀長防討手之面々
　　　ハ不及差上物旨御触達御座候依之
　　　越前守ゟ指上物不仕心得御座候且又
　　　大蔵太輔儀依　召当時滞京中ニ付
　　　同人ゟ差上物之儀如何相心得可申哉
　　　此段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　九月十二日　　　　　　草尾精一郎
A0143-01985_097
　　　　御附札
　　　　　和宮様江越前守大蔵大輔ゟ一種ツヽ差上
　　　　　候様可仕候
一同日去ル七日伝　奏飛鳥井中納言殿ニ而
　別紙之通御書付を以御達有之ニ付諸向江通達
　致候様御用人江月番御家老申渡之
　　　　　　　　　　　　　　　松平大蔵大輔
　　　徳川中納言言上之趣茂有之諸藩
　　　衆議可被
　　　聞食候間決議之趣者中納言を以
　　　可有
　　　奏聞旨被
　　　仰出候事
　　　　九月
一九月十三日於運正寺　有覚院様御四十九日
A0143-01985_098
　御茶湯御執行有之相済御石塔御供養有
　之
一九月十五日　御上洛ニ付　御機嫌為御伺被指
　出候　御書於大坂板倉伊賀守殿江御留守居持
　参指出之
一九月十六日　御朦中　御機嫌為御伺御使者
　御留守居草尾精一郎を以　和宮様江御檜重
　一組被指上之［伺之上］於檜之間御留守居竹本淡路守殿
　被謁之
一九月十六日右同断御内証ゟ求肥飴一箱被指
　上之
（以下、「　」内は抹消）
「一九月十六日先達而被　仰出候鳴物高声諸殺生
　　御停止之儀追而御免可相成先格之処今度
　　従　公辺被　仰出ニ准シ来ル廿日ゟ御免被成候
　　此段相触候様月番御目付土屋小六江御家老
　　申渡之」
A0143-01985_099
一九月十八日神戸御警衛御人数御引揚ニ相成候ニ付
　操練所御返上相済候段於大坂小笠原壱岐守殿江
　左之通御届書御留守居持参指出之
　　　越前守人数神戸表御警衛被
　　　仰付候ニ付同所操練所拝借仕置候処
　　　今般御届之上人数引揚候ニ付右操練
　　　所之儀者一昨十六日松野孫八郎様江
　　　返上仕候此段御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　九月十八日　　　　　　伊藤覚左衛門
一九月廿一日板倉伊賀守殿ゟ御呼出林矢五郎
　罷出候処左之通御書付一通被相渡之
　　　　　　　　　　　　　　袖裏
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江
　　　芸州口石州口出張之御人数引揚
　　　候様被
A0143-01985_100
　　　仰出候ニ付大坂表出張之人数引揚
　　　候様可被致候
一九月廿二日
　公方様　薨御ニ付　和宮様　天璋院様
　御機嫌為御伺被指出候　御書御用番江御留守居
　持参指出之
　　但廿四日御同所江御呼出ニ而右ニ付而之御奉書被相
　　　渡之
一九月廿四日　御新葬御法事中御菓子類
　御献上被成度旨御用番井上河内守殿江御伺書
　御留守居持参指出候処左之通御附札を以御指
　図有之
　　　此度
　　　御新葬御法事中為伺
　　　御機嫌
　　　上様
A0143-01985_101
　　　和宮様
　　　天璋院様江御菓子類御精進物之
　　　内献上仕度奉存候此段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　九月廿三日　　　　　　大道寺喜三郎
　　　　御附札
　　　　　不及其儀候
　　　此度
　　　御新葬御法事中為伺
　　　御機嫌
　　　上様
　　　和宮様
　　　天璋院様江松平大蔵大輔ゟ御菓子類
　　　御精進物之内献上仕度奉存候此段
　　　奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　九月廿三日　　　　　　大道寺喜三郎
A0143-01985_102
　　　　御附札
　　　　　不及其儀候
　　　此度
　　　御新葬御法事ニ付松平大蔵大輔
　　　妻ゟ御香奠差上申度奉存候右妻儀
　　　当時表勤向御用捨中ニハ御座候得共先
　　　例御座候ニ付此段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　九月廿三日　　　　　　大道寺喜三郎
　　　　御附札
　　　　　御香奠白銀壱枚差上候様可仕候
一九月廿五日
　上様　御上洛被遊候ニ付　御機嫌為御伺被指出
　候　御書御用番江御留守居持参指出之御内証ゟ
　御文被指出之
一九月廿六日　御朦中　御機嫌為御伺御用番江
　御留守居大道寺喜三郎被指出之
A0143-01985_103
　　但今日ゟ一日置ニ右御伺被指出候得共不記之
一九月廿七日先達而大坂出張之御人数引揚候
　様御達ニ付本多興之輔今日大坂出立之処
　御名代之廉も有之ニ付小笠原壱岐守殿江御留守居
　番介伊藤覚左衛門ゟ演説ニ而出立之旨申達之
一同月廿九日
　公方様　薨御ニ付　御先代之通御遺物御拝
　領被成度旨御用番江左之通御願書并例書添
　御留守居持参指出之
　　　今度
　　　公方様　薨御被遊候処別紙例書之
　　　通　御代々様ゟ以　上使　御遺物
　　　拝領仕候ニ付此度越前守并大蔵大輔江
　　　何卒先格之通拝領物被　仰付
　　　被下置候様偏ニ奉願上候此段御内々
　　　申上置候様被申付越候以上
A0143-01985_104
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　九月廿九日　　　　　　草尾精一郎
　　　　　例書
　　　宝暦元未年六月
　　　有徳院様　薨御之節
　　　上使若年寄板倉佐渡守様を以
　　　御遺物拝領仕候
　　一宝暦十一巳年六月
　　　惇心院様薨御之節
　　　上使若年寄小出信濃守様を以
　　　御遺物拝領仕候
　　一安永八亥年二月
　　　孝恭院様薨御之節
　　　上使若年寄松平伊賀守様を以
　　　御遺物拝領仕候
　　一天明六午年九月
A0143-01985_105
　　　浚明院様　薨御之節
　　　上使若年寄太田備後守様を以越前守
　　　伊予守江　御遺物拝領仕候
　　一天保十二丑年正月
　　　文恭院様　薨御之節
　　　上使若年寄堀大和守様を以
　　　御遺物拝領仕候
　　一嘉永六丑年七月
　　　慎徳院様　薨御之節
　　　上使若年寄本庄安芸守様を以
　　　御遺物拝領仕候
A0143-01986_001
（表紙）
慶応二年丙寅
　茂昭様御代　下
　　　　　　　　　　読合済
A0143-01986_002
（本文）
一十月三日今度　御代替ニ付　御誓詞被遊度
　旨御用番井上河内守殿江御留守居草尾精一郎
　御伺書持参指出之
一十月五日　御法事御中日ニ付
A0143-01986_003
　御三所様并　実成院様江　御機嫌為
　御伺御内証ゟ御使被指出之
一十月五日　御中陰中　御機嫌為御伺御使者
　御雇辻五郎左衛門御国元ゟ被指出候趣ニ而御用番江
　罷出　御書差出之
（以下、「　」内は抹消）
「一十月六日
　　慶永様　御帰城ニ付為御迎　御運動旁
　　御途中御出逢之処迄御出被成
　　　但御供之面々江左之通被　仰出之
　　　一諸士以上胴服野羽織裁着之事
　　　一諸士以下股引半天野羽織之事
　　　一越兵粮之事
　　　一御出殿　御座所御玄関之事
　　　一御帰殿　御座所脇ゟ御庭通り直ニ
　　　　三ノ丸　御座所江被為　入候事」
一十月七日初而
A0143-01986_004
　上様　御参　内被遊候ニ付為御歓被指出候　御書
　御老中松平縫殿頭殿江御留守居大道寺喜三郎
　持参指出之
一十月十日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処先達而被指出候御献上物御用捨
　之御願書江左之通御附札を以御指図有之
　　　拙者儀従来勝手向不如意之処近
　　　年打続臨時物入差湊候ニ付相願申
　　　上御内証ゟ献上物を初勤向之儀御用
　　　捨中ニハ候得共今度毛利大膳父子御追
　　　討之副将被　仰付候ニ付軍事ニ
　　　事多治乱之勤致混雑甚致迷
　　　惑候依之拙者并大蔵大輔御内証ゟ
　　　年中諸勤向之儀且又大蔵大輔妻ゟ
　　　者表向勤向之儀三ケ年之間一切御用
　　　捨被成下候様奉願度候右相願候儀
　　　奉恐入候得共当時態不得止事奉
A0143-01986_005
　　　歎願候何卒御汲察被下宜御沙汰
　　　被成下候様相願申候以上
　　　　九月廿一日　　　　　　松平越前守
　　　　御附札
　　　　　可為願之通候
一十月十日今度大坂表江出張之御人数
　帰着ニ付　思召を以於　御座所
　御酒被下之
一十月十三日御趣意ニ付御用部屋次之間江
　評議席被相立左之面々当分日々罷出御用
　申談候様被　仰出之
　　　　　　　　　　　　　　　田内源介
　　　　　　　　　　　　　　　渥美新右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　勝木十蔵
　　　　　　　　　　　　　　　高田孫左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　大井弥十郎
A0143-01986_006
　　　　　　　　　　　　　　　村田巳三郎
　　　　　　　　　　　　　　　出淵伝之丞
　　　　　　　　　　　　　　　〆
一十月十三日御趣意ニ付御中老御側御用人
　勤向之儀左之通振分御用筋相弁候様被
　仰出之
　　　　　　　　　　　　　　　御中老江
　　　御用部屋江相詰御政事向総而可
　　　申談事
　　一御側御用人取扱御用之儀ハ不相拘
　　　様心得可申事
　　一御武具等之御用取扱可申事
　　一文武館諸事取扱可申事
　　一修行詰并他国出等ニ付諸事取扱
　　　可申事
　　一御留場御締之儀取扱可申事
A0143-01986_007
　　　　〆
　　　　　　　　　　　　　　　御側御用人江
　　　年始を初御礼席御中老見習
　　　次
　　一御側向御用諸事取扱可申事
　　一御家老御用取次之儀ハ相心得可申
　　　事
　　一御腰物御用取扱可申事
　　一御広敷向御用取扱可申事
　　一評定所并御用部屋等江不及出
　　　席候事
　　　　〆
一十月十七日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処八木八十八洋学修行之儀ニ付先達而
　差出置候御願書江左之通御附札を以御指図
　有之
　　　越前守家来八木八十八与申者儀
A0143-01986_008
　　　兼而英学為致修行置候処此
　　　度米利堅江罷越尚復修行仕
　　　度志願之趣願出候ニ付願之通申
　　　付度奉存候依之去四月御触
　　　之通御免之御印章御渡被成
　　　下度候此段国許ゟ被申付越候間奉願候
　　　以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　九月朔日　　　　　　　草尾精一郎
　　　　御附札
　　　　　可為願之通候尤印章之儀者外国奉行ゟ
　　　　　可相渡候間右奉行可承合候
一十月十八日
　上様　御参　内還　御後　御機嫌御伺之儀
　ニ付於大坂板倉伊賀守殿江林矢五郎伺書
　持参指出候処左之通御附札を以御差図有之
　　　上様御参　内被遊候節々還御後
A0143-01986_009
　　　御機嫌伺并越前守於国許承知之
　　　上勤向之儀如何相心得候而宜御座候
　　　哉此段奉伺候宜御指図可被成下候
　　　以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十月十八日　　　　　　林矢五郎
　　　　御附札
　　　　　初而御参　内相済候ニ付而者飛札差越候
　　　　　様可仕候其外不及勤品候
一十月十九日松平周防守殿ゟ御呼出御留守居
　草尾精一郎罷出候処周防守殿御直達之
　趣ニ而公用人を以御書付被相渡之
　　　折掛入
　　　　　昭徳院様
一十月廿日　御院号御渡ニ付御用番松平
　周防守殿江御留守居草尾精一郎伺
A0143-01986_010
　書指出候処御附札を以御差図有之
　　　昨日家来之者御呼出ニ而
　　　公方様御院号御渡有之依之
　　　越前守於国許承知之上御請之
　　　儀如何相心得可申哉先例も無之ニ付
　　　奉伺候宜御指図可被下候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十月廿日　　　　　　　大道寺喜三郎
　　　　御附札
　　　　　使札差越候様可仕候
一十月廿二日今度御趣意ニ付与力之者三十六人被
　召出新番並組ニ被　仰付御充行廿三石五人
　扶持宛被下席之儀ハ家督順ニ被　付之
（以下、「　」内は抹消）
「　但
　　　　　　　　　　　　　　　成見七郎右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　岩路彦太夫
　　　　　　　　　　　　　　　安井藤太夫
A0143-01986_011
　　　　　　　　　　　　　　　屋代源五右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　岩崎与一右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　依田官左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　磯谷要右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　湯浅六郎左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　島瀬東右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　梶川清助
　　　　　　　　　　　　　　　堀彦四郎
　　　　　　　　　　　　　　　依田鉄三郎
　　　　　　　　　　　　　　　名越小右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　高橋平太夫
　　　　　　　　　　　　　　　義江半右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　寺本新五右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　土肥彦三太
　　　　　　　　　　　　　　　奥山七郎太夫
　　　　　　　　　　　　　　　佐藤専介
A0143-01986_012
　　　　　　　　　　　　　　　丹羽勝弥
　　　　　　　　　　　　　　　森勘兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　小島五郎右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　松山精一
　　　　　　　　　　　　　　　磯松信太郎
　　　　　　　　　　　　　　　荒川太次兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　田中新太郎
　　　　　　　　　　　　　　　畑又左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　屋代小左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　山岡六郎右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　吉江庄兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　浅見他五郎
　　　　　　　　　　　　　　　杉田作左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　松浦辰五郎
　　　　　　　　　　　　　　　尾崎久馬勝
　　　　　　　　　　　　　　　伊庭藤次郎
A0143-01986_013
　　　　　　　　　　　　　　　山田豊吉」
　　　　但太鼓御門所当番并御城代方当
　　　　　番共当分打込勤被　仰付勤方之
　　　　　儀ハ是迄之通
一十月廿二日右同断ニ付千本藤左衛門新番並頭
　被　仰付且又役新番組一組被　仰付候ニ付
　永見隼人役新番頭被　仰付之
一十月廿二日新番組席合之儀月番御用人
　仙石出石江月番御家老酒井外記左之通
　書付を以申渡之
　　　　　　　　　　　　　御先
　　　　　　　　　　　　　御城代
　　　　　　　　　　　　　　与力
　　一右之面々新番並組ニ被　召出候ニ付
　　　給帳席之儀ハ家督順ニ被　仰付候
　　　左様可被相心得候
A0143-01986_014
　　一今度御趣意ニ付役新番組一組被
　　　仰付候ニ付番列之儀ハ新番組役新番組新
　　　番並組与申順ニ相心得此段支配頭江
　　　可被申聞候
　　一新番組以来一組ニ被　仰付候左様可被
　　　相心得候
　　　　十月
一十月廿二日御趣意ニ付寺社町役所出役勤
　之儀寺社町役所調役与被相改候旨寺社町奉行
　渥美新右衛門江月番御家老申渡之
一十月廿三日年中御勤向御用捨之儀ニ付御用番
　代松平周防守殿江御留守居を以左之通御伺書
　被指出候処御附札を以御指図有之
　　　拙者并大蔵大輔御内証ゟ年中
　　　勤向且又大蔵大輔妻表向ゟ諸勤等
A0143-01986_015
　　　願之上去ル子年ゟ当寅年迄三ケ年
　　　之間御用捨被成下難有奉存候然ル処
　　　当時ニ至候而者弥増急務繁雑之
　　　折柄ニ付尚又来卯年ゟ来ル巳年迄
　　　三ケ年之間前文之勤向是迄之通
　　　御用捨被成下候様奉願度候右様勤向
　　　年継相願候者奉恐入候得共当節柄何
　　　卒御汲察之上宜御沙汰被成下候様
　　　相願申候以上
　　　　十月廿三日　　　　　　松平越前守
　　　　御附札
　　　　　可為願之通候
一十月廿四日　勇姫様ゟ年中御内証御献上
　并女中御贈物之儀ニ付御用番松平周防守殿江
　御留守居草尾精一郎を以御届書被指出
A0143-01986_016
　之
　　　同民大蔵大輔妻ゟ年中従御内証
　　　献上物并女中贈物当時御用捨中
　　　ニ付追而年限相立候上是迄之通相
　　　心得罷在候此段御届申上候以上
　　　　十月十一日　　　　　　松平越前守
一十月廿四日出仕之儀ニ付月番御用人江月番御家
　老左之通書付を以申渡之
　　　新番組之面々以来月次出仕之
　　　儀も罷出候様被　仰付候
　　一新番並組之面々年始を始出仕之
　　　儀者新番組同様被　仰付候
　　　右之通夫々申聞宜被取扱候
　　　　十月
A0143-01986_017
一十月廿四日御軍事之儀ニ付左之通被
　仰出之
　　　軍事出張之節銃隊之面々小
　　　銃胴乱早合ラントセル腰兵粮銘々
　　　持参可致事
　　　　但早合胴乱五十発ラントセル五十発
　　　　　都合百発ツヽ持参之事
　　一銃隊ニ組候者ハ分限ニ不拘惣而供連
　　　無之事
　　　　但一伍毎ニ壱人雨具提灯持兼御渡
　　　　　之事
　　一銃隊之面々胴服裁付段袋之類
　　　着韮山笠相用可申事
　　　　但胴服裁付段袋黒紺色之内
　　　　　相用可申事
　　　　一胴服裁付段袋有合之分ハ当分
A0143-01986_018
　　　　　何色ニ而も不苦且又笠之儀も銃隊ニ
　　　　　無差支候ハヽ当分韮山之外ニ而も不苦
　　　　　候事
　　　　一足軽ハ鉄炮笠是迄之通相用可
　　　　　申事
　　一銃隊之外諸役輩たりとも惣而胴服
　　　裁付段袋之類着笠ハ勝手次第之
　　　事
　　　　但右同断
　　一惣而笠ハ白熊之印相用且又段染
　　　印半月小旗右ハ御人数之御印ニ付
　　　上下不拘銘々用意可致事
一十月廿六日左之通取扱候様御城代有賀左近江
　書付を以月番御家老申渡之
　　　今度御趣意ニ付御城代与力并組共被相
　　　止右御用取扱御留守組支配ニ被　仰付候間
A0143-01986_019
　　　左様相心得御城内を始所々口留番所
　　　之儀是迄之趣を以宜可取扱候
　　一御留守組支配之面々御城代支配ニ被
　　　仰付候左様可相心得候
一十月廿六日御趣意ニ付左之通被　仰出候旨月番
　御用人江御家老申渡之
　　　今度御趣意ニ付表小姓御役名被相止
　　　候
　　一御側物頭御役名被相止候
　　一御徒頭席之儀御旗奉行上ニ被　仰付
　　　候
　　　　十月
一十月廿六日右同断ニ付月番御目付江左之通
　取扱候様書付を以御家老申渡之
　　　今度御変革ニ付屋敷奉行御用之
A0143-01986_020
　　　廉者御目付ニ而取扱候様被　仰付候
　　　　　　　　　　　　　　　御持物頭
　　　　　　　　　　　　　　　御先物頭
　　　　　　　　　　　　　　　予備組支配
　　　組之者并諸所御門当番之儀追而
　　　御改正被　仰出候迄ハ当分是迄之
　　　通相心得候様被　仰付候
　　　　　　　　　　　　　　　忍之者
　　　　　　　　　　　　　　　御普請組
　　　　　　　　　　　　　　　御城代組
　　　　　　　　　　　　　　　御留守組
　　　予備組ニ被　仰付候五拾歳以下放発
　　　調練等致稽古候様被　仰付候
　　　　但是迄勤向之儀無拠難相止廉者
　　　　　吟味之上可被　仰付事
A0143-01986_021
　　　　　　　　　　　　　　御目付記録
　　　　　　　　　　　　　　書継方下代
　　　　　　　　　　　　　　小寄合格
　　　　　　　　　　　　　　　寺島仙右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　鷲田小左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　御持筒組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　三十三人
　　　今度御目付組被相止御小人目付出役勤
　　　御目付手附被　仰付候
　　　　但御持筒組ゟ出役之者者御小人目付勤
　　　　　中諸組嫡席
　　　　　　　　　　　　　　　御持組
　　　御目付手引之儀当分是迄之通出
　　　役勤被　仰付候
　　　　　　　　　　　　　　　御持物頭
A0143-01986_022
　　　　　　　　　　　　　　　御先物頭
　　　　　　　　　　　　　　　御水主頭
　　　　　　　　　　　　　　　御先添物頭
　　　今度御軍制御改正ニ付組之者共之内
　　　年寄候者者御軍事出張御警衛詰
　　　等被指免御留守組ニ被　仰付筈ニ候間早
　　　速取調可相達旨被　仰付候
　　　　　　　　　　　　　　　御持物頭之面々
　　　御持組二組ツヽ御預ケ被成候
　　　　　　　　　　　　　　　御先物頭之面々
　　　御先組二組ツヽ御預ケ被成候
　　一今度御側物頭御役名被相止候ニ付左之通
　　　被　仰付候此段可被取扱候
　　一御座所当番無之事
　　　　但御出伺之儀ハ当番之御徒目付
　　　　　御右筆部屋江可伺事
A0143-01986_023
　　一御社参　御参詣之節御先固ハ
　　　御持物頭半小隊引纏可相勤事
　　一御簾中様御供目付被相止候事
　　一高知中婚姻整之節御目付罷越
　　　候儀被相止候事
　　　　〆
一十月廿七日
　昭徳院様御遺物御拝領之儀ニ付御用番松平
　周防守殿江御内慮伺書草尾精一郎持参
　指出候処左之通御附札を以御差図有之
　　　今度
　　　昭徳院様御遺物
　　　上使を以先格之通父子江拝領被
　　　仰付候御儀ニ可有御座哉然ル処方今
　　　藩屏之任急務ニ而当表指置候家
　　　来之者格別致減少候ニ付文久三亥年
A0143-01986_024
　　　板倉周防守様江御達申上越前守在
　　　国中者居屋敷表門并玄関向等〆切
　　　仕候次第ニ御座候加之長防
　　　御征伐ニ付昨年ゟ大坂表江人数指出
　　　置其上大蔵大輔儀も依
　　　召登坂仕候処当形勢無拠多人数
　　　召連候故爰許詰合人数弥増人少
　　　ニ付
　　　上使被成下候節自然不行届之儀も
　　　御座候而者奉恐入甚以心痛仕候依之
　　　此度之儀者
　　　上使之趣を以
　　　御城御宅江家来之者御呼出ニ而拝領
　　　被　仰付ニハ相成申間敷哉右ハ重キ
　　　御廉ニ而猥ニ奉伺候も恐入候得共無拠
　　　各様迄御内慮奉伺候何卒前件
A0143-01986_025
　　　之次第厚御汲察被成下宜御指図
　　　可被下候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十月廿七日　　　　　　草尾精一郎
　　　　御附札
　　　　　申立之趣も有之候ニ付
　　　　　上使者不被成下候此度限為名代
　　　　　一類中西丸江差出候様相達ニ而可有
　　　　　之候事
一十月廿七日寒中生鱈御献上之儀ニ付於大坂
　板倉伊賀守殿江永田儀平伺書差出
　候処御伺之通被成候様御附札を以御差図有之
　　　越前守ゟ例年両度献上仕候生鱈
　　　之儀当時
　　　上様　御上洛被為　在候ニ付京都表
　　　ニ而献上仕度此段可奉伺旨従国元
　　　被申付越候宜御差図可被成下候以上
A0143-01986_026
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十月廿七日　　　　　　永田儀平
一十月廿九日左之通申渡候様月番御目付江
　御家老申渡之
　　　新番並組世話役之儀役中嫡席ニ
　　　被成下指添之儀者世話役次席ニ被成
　　　下候
一十月廿九日御趣意ニ付御目付　御座所当番之
　儀被相止候旨被仰出之
一十一月二日今度　御代替為御祝儀御使者御番頭
　代飯田主税を以
　上様江御太刀一腰御馬代黄金十両被献之
　西丸於蘇鉄之間御奏者番家来江相渡之
　和宮様　天璋院様　御簾中様江白銀
　五枚鯣一箱ツヽ　本寿院様　実成院様江
A0143-01986_027
　御使者御番士を以白銀三枚宛被指上之於
　檜之間番之頭上倉銀（鈮ヵ）一郎殿江指上之
一十一月二日右同断ニ付左之通御贈物有之
　　　御太刀一腰　　　　　　　御老中不残
　　　金馬代壱枚ツヽ　　　　　若手寄中不残
　　　干鯛一箱
　　　御樽代五百疋ツヽ　　　　御側衆不残
　　　
　　　　　　　　　　　　　　和宮様
　　　　　　　　　　　　　　老女
　　　白銀三枚ツヽ　　　　　　仲村殿
　　　　　　　　　　　　　　　袖川殿
　　　　　　　　　　　　　　表使
　　　同弐枚ツヽ　　　　　　　山田との
　　　　　　　　　　　　　　　八十岡との
　　　　　　　　　　　　　　天璋院様
　　　　　　　　　　　　　　老女
A0143-01986_028
　　　　　　　　　　　　　　　梅渓殿
　　　白銀三枚ツヽ　　　　　　御つほね殿
　　　　　　　　　　　　　　　藤崎殿
　　　　　　　　　　　　　　　滝井殿
　　　　　　　　　　　　　　表使
　　　　　　　　　　　　　　　福岡との
　　　同弐枚ツヽ　　　　　　　川岡との
　　　　　　　　　　　　　　　藤瀬との
　　　　　御内証ゟ
　　　　　　　　　　　　　　天璋院様御附
　　　　　　　　　　　　　　小上﨟
　　　同三枚　　　　　　　　　於千衛殿
　　　　　　　　　　　　　　御同所様
　　　　　　　　　　　　　　中年寄
　　　　　　　　　　　　　　　歌川との
　　　同弐枚ツヽ　　　　　　　富野との
　　　　　　　　　　　　　　　花岡との
A0143-01986_029
　　　　　　　　　　　　　　和宮様御附
　　　　　　　　　　　　　　中年寄
　　　　　　　　　　　　　　　小野田との
　　　白銀二枚ツヽ　　　　　　花沢との
　　　　　　　　　　　　　　　崎野との
　　　　〆
一十一月三日左之通被　仰出候旨大御番頭之面々江
　御家老書付を以申渡之
　　　今度御趣意ニ付大御番六組之処以来
　　　四組ニ被　仰出候左様可被相心得候
　　一今度銃隊専ら御引立被成候御趣意ニ付
　　　御広間番当番之儀ハ
　　　御免被成候間御趣意厚相心得放発
　　　調練等愈以致精励候様被　仰出候
　　一今度御趣意ニ付大御番筆頭役一組ニ
　　　両人ツヽ被　仰付候
A0143-01986_030
一十一月三日御警衛詰交代之儀ニ付
　月番御用人江
　左之通書付を以御家老申渡之
（以下、「　」内は抹消）
　「　今度御趣意ニ付大御番六組之処以来
　　　四組ニ被　仰出候左様相心得夫々可被割
　　　入候
　　一今度御趣意ニ付大御番筆頭役一組ニ
　　　両人ツヽ被　仰付候
　　　　但席之儀ハ知行高下を不論古役
　　　　　順割入可申事
　　　　　井上半大夫　　　　　平尾新五兵衛
　　　　　松江三郎右衛門　　　武部作大夫
　　　　　敷波平兵衛　　　　　国枝藤兵衛
　　　　　下山七郎左衛門　　　皆川善兵衛
　　　　　松田善右衛門　　　　荒川助右衛門
　　　　　原田平馬　　　　　　河合次郎左衛門
A0143-01986_031
　　　　　三浦木工左衛門　　　堤七太夫
　　　　　東郷三郎右衛門　　　伊東六郎兵衛
　　　　　吉田五左衛門　　　　梶川半兵衛
　　　　　吉田儀兵衛　　　　　藤田新左衛門
　　　　　岡谷弥右衛門　　　　川村半左衛門
　　　　　小川六太夫　　　　　勝木伝右衛門
　　　　　内田唯作　　　　　　田辺譲右衛門
　　　　　林弥兵衛　　　　　　松田鉄之助
　　　　　萩原伊太夫　　　　　山田吉左衛門
　　　　　寺木十太夫　　　　　跡部又八
　　　　　田口五太夫　　　　　高階勘左衛門
　　　　　小林八左衛門　　　　吉田新左衛門
　　　　　中村金兵衛　　　　　渡辺利右衛門
　　　右之面々今度御軍制御変革之
　　　御趣意ニ付御広間当番勤被
A0143-01986_032
　　　仰付候
　　　　但昼二人夜ハ三人ニ而可相勤事
　　　　一御使番格以上之面々ニ而割筆頭
　　　　　可相勤事」
　　　以来御警衛詰之面々左之通交代
　　　被　仰付候且又召連等之儀ハ平常
　　　出張先共先達而御軍事奉行江被
　　　仰出候通ニ候此段可被取扱候
　　　　三月出立　　　七月罷帰
　　　　七月出立　　　十一月罷帰
　　　　十一月出立　　三月罷帰
　　　　　〆
一十一月三日左之通申渡候様新番並頭千本藤左衛門江
　御家老申渡之
　　　今度銃隊専ら御引立被成候御趣意ニ付
A0143-01986_033
　　　新番並組之面々太鼓御門并御城代
　　　方共当番之儀ハ　御免被成候間御趣意
　　　厚相心得放発調練等愈以致精励
　　　候様被　仰出候
一十一月三日御留守物頭支配之面々江勤向之儀
　左之通相心得候様御家老申
　渡之
　　　此度御趣意ニ付御城代与力并同組共
　　　被相止候ニ付
　　　御城内を始所々江当番等之儀御城代江
　　　承合取扱候様被　仰付候
　　一御座所三ノ丸御座所御泉水御預ケ
　　　被成候事
　　一下馬御門并三ノ丸御座所御門を始
　　　詰所御番人共支配被　仰付候事
　　一太鼓御門所昼夜壱人ツヽ当番相
A0143-01986_034
　　　勤候様被　仰付候事
　　一同所上り番組之者御城代御用之
　　　儀も兼勤為致候様被　仰付候事
一十一月五日於運正寺　有覚院様御百ケ日
　御茶湯御執行有之
一十一月七日他国詰并出張先御手当割方
　之儀ニ付左之通御張出ニ而被　仰出之
　　　　　覚
　　一今度四ケ月交代被　仰付候ニ付役
　　　向ニ寄交代期月詰延被　仰付候
　　　節ハ御手当日割高之倍増日割
　　　ニ而被下候事
　　　　但小役人以下詰延被　仰付候節ハ割
　　　　　増被下置候事
　　一道中被下之儀ハ壱人壱箇り外ニ両人
　　　合ニ本馬壱疋之駄賃銀并道中
A0143-01986_035
　　　四泊り之宿銭被下候事
　　　　但召連人有之面々ハ中小姓以上之分
　　　　　ハ四人合ニ弐箇り外ニ四人合ニ本馬壱疋
　　　　　刀指ハ六人合ニ弐箇り外ニ六人合ニ本
　　　　　馬壱疋壱本指ハ八人合ニ弐箇り外ニ
　　　　　八人合ニ本馬壱疋
　　一小役人ゟ小算迄四人合ニ弐箇り外ニ四人
　　　合ニ本馬壱疋之駄賃被下候事
　　一諸下代諸組之者ハ六人合ニ弐箇り
　　　外ニ六人合ニ本馬壱疋之駄賃銀被下
　　　候事
　　　　〆
　　　是迄他国詰并出張先御手当割之
　　　儀差別有之候得共以来一様之御取
　　　扱ニ相成別紙割方之通被　仰出候
　　　尤詰中御扶持方之儀ハ是迄之通
A0143-01986_036
　　　出張先之儀も右ニ准シ御渡被成候
　　　事
　　一高千五百石　　　　　　　御家老中
　　　　弐百七拾俵　　　御手当米
　　　　此日割一日三斗四升七合八勺
　　一高千石　　　　　　　　　高知
　　　　百八拾俵　　　　御手当米
　　　　此日割一日弐斗三升壱合九勺
　　一高五百石　　　　　　　　御中老并
　　　　　　　　　　　　　　　見習
　　　　七拾俵　　　　　御手当米
　　　　此日割一日九升弐勺
　　一高四百五拾石　　　　　　御番頭
　　　　　　　　　　　　　　　寄合ニ而補兵隊頭
　　　　六拾三俵　　　　御手当米
A0143-01986_037
　　　　此日割一日八升壱合壱勺
　　一高四百石　　　　　　　　御用人
　　　　　　　　　　　　　　　御側役
　　　　　　　　　　　　　　　寄合
　　　　五拾六俵　　　　御手当米
　　　　此日割一日七升弐合壱勺
　　一高三百石　　　　　　　定座番外之内
　　　　　　　　　　　　　　　大炮頭取
　　　　　　　　　　　　　　　新番頭
　　　　　　　　　　　　　　　補兵隊頭
　　　　三拾壱俵　　　　御手当米
　　　　此日割一日三升九合九勺
　　一高弐百五拾石　　　　　　諸武頭并
　　　　　　　　　　　　　　　御使番以上
A0143-01986_038
　　　　三拾俵　　　　　御手当米
　　　　此日割一日三升八合六勺
　　　　　　　　　　　　　　　末之番外并
　　　　　　　　　　　　　　　半役料之面々
　　一高百五拾石　　　　　　　御書院番大御番
　　　　　　　　　　　　　　　筆頭補兵隊筆頭
　　　　　　　　　　　　　　　御匕医師
　　　　拾六俵壱斗七升壱合御手当米
　　　　此日割一日弐升壱合壱勺
　　　　　　　　　　　　　　　御書院番組大御番
　　　　　　　　　　　　　　　組御馬廻り御小姓
　　一高百石　　　　　　　　　御留守番組役
　　　　　　　　　　　　　　　御番組惣御医師
　　　　拾壱俵　　　　　御手当米
　　　　此日割一日壱升四合弐勺
A0143-01986_039
　　　　　　　　　　　　　　　補兵隊無息
　　一米五俵弐斗弐升八合　　　指添御雇之
　　　　　　　　　　　　　　　面々
　　　　此日割一日七合壱勺
　　　　　　　　　　　　　　　新番組役新番
　　一切米弐拾五石　　　　　　同並同格御茶道
　　　　　　　　　　　　　　　御画師
　　　　八俵壱斗壱合　　御手当米
　　　　此日割一日壱升六勺
　　一米四俵五合五勺　　　　　新番無息
　　　　　　　　　　　　　　　御雇之面々
　　　　此日割一日五合三勺
　　　　　　　　　　　　　　　小役人拾八石ゟ
　　一切米拾八石　　　　　　　拾七石迄并御勝手役
A0143-01986_040
　　　　　　　　　　　　　　　御徒目付見習
　　　　　　　　　　　　　　　共
　　　　四俵六升四合五勺　御手当米
　　　　外ニ壱俵弐斗九升九合四勺割増被下之分
　　　　都合五俵三斗九升三合九勺
　　　　此日割一日七合五勺
　　一切米拾五石　　　　　　　小役人拾五石ゟ
　　　　　　　　　　　　　　　小算迄
　　　　三俵三斗弐升三合五勺御手当米
　　　　外ニ壱俵弐斗弐升六勺割増被下之分
　　　　都合五俵八升八合壱勺
　　　　此日割一日六合七勺
　　一切米拾石　　　　　　　　小算ゟ無格下代迄
　　　　　　　　　　　　　　　拾石ゟ九石迄
A0143-01986_041
　　　　弐俵三斗三升六合　御手当米
　　　　外ニ壱俵四升三合弐勺割増被下之分
　　　　都合三俵三斗七升九合弐勺
　　　　此日割一日四合九勺
　　一切米八石　　　　　　　　小算格ゟ無格
　　　　　　　　　　　　　　　下代迄八石ゟ以下
　　　　壱俵四斗三升四合五勺
　　　　外ニ四斗四升五合弐勺割増被下之分
　　　　都合弐俵四斗弐升三合七勺
　　　　此日割一日三合八勺
　　一切米九石　　　　　　　　諸組九石高
　　　　壱俵三斗五升七合　御手当米
　　　　外ニ四斗六合五勺割増被下之分
　　　　都合弐俵三斗七合五勺
A0143-01986_042
　　　　此日割一日三合四勺
　　一切米七石　　　　　　　　諸組七石取ゟ
　　　　　　　　　　　　　　　弐人扶持之分
　　　　壱俵弐斗八升壱合五勺御手当米
　　　　外ニ三斗六升八合七勺割増被下之
　　　　　　分
　　　　都合弐俵壱斗九升四合弐勺
　　　　此日割一日三合壱勺
　　一米四斗壱升九合五勺　　　荒子之類
　　　　　　　　　　　　御手当米
　　　　外ニ弐斗九合七勺割増被下之分
　　　　都合壱俵壱斗七升三合弐勺
　　　　此日割一日壱合八勺
　　　右者御警衛詰四ケ月交代被
　　　仰出候ニ付出立之節二ケ月分御手当
A0143-01986_043
　　　米代金御渡罷帰候上二ケ月分代銀
　　　御渡被成候事
　　　　十一月
一十一月七日左之通月番御用人江書付を以
　御家老申渡之
　　一大御番士御供以来被相止候事
　　一同断御法事等之節御番以来被相止
　　　候事
　　一御本丸御広間定式御番今度被　
　　　仰付候面々員数之儀ハ
　　　御座所御番之振合之通相勤候様
　　　被　仰付候事
一十一月八日　広大院様廿三回御忌御法事
　御中日ニ付　御機嫌為御伺御内証ゟ御文被
　指出之
A0143-01986_044
一十一月八日御軍事奉行并炮術所肝煎江
　左之通御家老申渡之
　　　追々被　仰出候御趣意ニ付陪臣并若党
　　　之儀も放発調練致稽古候様被
　　　仰出候依之日割之儀ハ兵学所炮術所
　　　江申談候様被　仰付候
一十一月十日於増上寺　広大院様御法事ニ付御使者
　御番頭を以御香奠白銀三枚被献之［御伺之上］同所
　方丈江相納之
一十一月十日右同断御当日ニ付御内証ゟ御文被
　指出之
一十一月十日神田乗物町ゟ出火之処両御屋敷共
　御近火ニ付　和宮様　天璋院様ゟ御広式添
　番を以御尋有之
（以下、「　」内は抹消）
「一十一月十日右同断之処両御屋敷共御別条
　　無之ニ付左之通御代拝を以被供之
A0143-01986_045
　　　　　　　　　　　　　　御上屋敷
　　　　　　　　　　　　　　　稲荷宮
　　　　　　　　　　　　　　　秋葉宮
　　　御初穂五拾疋ツヽ　　　霊岸島
　　　　　　　　　　　　　　　神明宮
　　　　　　　　　　　　　　　八幡宮
　　　　　　　　　　　　　　　稲荷宮
　　　　　　　　　　　　　　御上屋敷
　　　　　　　　　　　　　　　末社両社
　　　同拾弐銅ツヽ　　　　　霊岸島
　　　　　　　　　　　　　　　観世音
　　　　　　　　　　　　　　　孫嫡子」
一十一月十日小十人組一組御編制席之儀ハ御徒次ニ被　仰付
（以下、「　」内は抹消）
「　　　　　　　　　　　　　小役人
A0143-01986_046
　　　　　　　　　　　　　　　三沢為吉
　　　　　　　　　　　　　　　小沢甚平
　　　　　　　　　　　　　　　吉村雄吉
　　　　　　　　　　　　　　同格
　　　　　　　　　　　　　　　岩佐新助
　　　　　　　　　　　　　　　友永久左衛門
　　　　　　　　　　　　　　一統
　　　　　　　　　　　　　　　江上太右衛門
　　　　　　　　　　　　　　同格
　　　　　　　　　　　　　　　高野忠助
　　　　　　　　　　　　　　小算
　　　　　　　　　　　　　　　友永弥兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　福清七郎
　　　　　　　　　　　　　　　岡雄三郎
　　　　　　　　　　　　　　　伊藤善十郎
　　　　　　　　　　　　　　　青柳七左衛門
A0143-01986_047
　　　　　　　　　　　　　　　若山弥次郎
　　　　　　　　　　　　　　　中村勝次
　　　　　　　　　　　　　　　早瀬孝三郎
　　　右之者共小十人組ニ被　仰付放発調練等
　　　致精励候様被　仰付候
　　　　　　　　　　　　　　御料理人
　　　　　　　　　　　　　　　伊藤弥太郎
　　　　　　　　　　　　　　　小川孫市郎
　　　右之者共小十人組ニ被　仰付右同断
　　　依之御料理人ハ被指免候
　　　　　　　　　　　　　　鵜匠
　　　　　　　　　　　　　　　藤田伝右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　小坂権左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　森川拾五郎
　　　右之者共小十人組ニ被　仰付右同断
　　　依之鵜匠之儀者被指免候
A0143-01986_048
　　　　但小十人組席之儀御徒次ニ被　仰付候
　　一当分身分席之儀ハ其儘被　指置
　　　候事
　　一御目見以下ニ而も武芸
　　　御覧ニハ罷出候様被　仰付候事
　　　　　　　　　　　　　　小役人格
　　　　　　　　　　　　　　　藤田与五右衛門
　　　御趣意ニ付鵜匠被指免御奉行支配ニ
　　　被　仰付候」
一十一月十日左之通取扱候様月番御用人江
　御家老書付を以申渡之
　　　新番並頭席之儀御徒頭上ニ被
　　　仰付候
　　一小十人頭席之儀御旗奉行上ニ被
　　　仰付候
A0143-01986_049
　　一予備組支配席之儀御先物頭次之
　　　席ニ被　仰付候
　　一御留守物頭御役名御留守組支配与
　　　被　仰付候
　　一御供御道中困窮相勤又ハ兼勤等
　　　致候者江是迄金銀被下候御取扱有之候
　　　得共今般御供立御変革被　仰出候
　　　ニ付而ハ以来御取扱ハ無之事
　　　　但勤向ニゟ失却等有之候儀ハ御吟味
　　　　　之上別段御手当被下置候事
一十一月十一日左之通申渡候様御徒頭雨森宇右衛門江
　御家老書付を以申渡之
　　　　　　　　　　　　　　　御徒頭
　　　今度御趣意ニ付平常御供之儀
　　　御免被成中ノ口従来御坂札被下等
　　　之儀ハ被相止候
A0143-01986_050
　　一今度銃隊専ら御引立被成候御趣意
　　　ニ付御徒之者以来
　　　御免被成候間御趣意厚相心得放発
　　　調練等致精励候様被　仰付候
一十一月十四日真田信濃守殿藩中赤松小三郎儀
　兵学巧者之趣ニ候処当時在京ニ付右兵学取
　調候様　思召を以左之面々上京被　仰付
　　　　　　　　　　　　　　　酒井与三左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　松平貫之助
　　　　　　　　　　　　　　　本多源四郎
　　　　　　　　　　　　　　　中根牛介
　　　　　　　　　　　　　　　天方対馬
　　　　　　　　　　　　　　　水野小刑部
　　　　　　　　　　　　　　　井原立二
　　　　　　　　　　　　　　　青山小三郎
一十一月十六日御軍事奉行芦田信濃江
A0143-01986_051
　御家老左之通書付を以申渡之
　　　今度英式練法被　仰出無拠異同も
　　　有之ニ付生兵調練之儀兵学所炮術所
　　　役輩被申談修行之者江厚可被致諭
　　　告候
一十一月十七日軍役人割方之儀ニ付左之通相心得
　候様御張出有之
　　　追々被　仰出候御趣意ニ付別紙御張
　　　出之通人高兼而扶助致置放発
　　　調練等厚為致稽古候様被　仰出候
　　　且又軍備之儀銘々手厚可心掛旨
　　　被　仰出候ニ付而者先達而被　仰出候
　　　大炮御手伝并軍役米之儀ハ不被
　　　仰付候旨被　仰出候此段支配之面々江も
　　　可被申渡候
　　　　召連人御定之外
A0143-01986_052
　　　　　軍役人割
　　一高四千五百石　　　　三十一人
　　一高四千弐拾五石　　　二十七人
　　一高三千五百廿五石　　二十四人
　　一高三千石　　　　　　二十人
　　一高弐千八百石　　　　十八人
　　一高弐千五百石　　　　十六人
　　一高弐千百七拾五石　　十四人
　　一高千九百七拾五石　　十二人
　　一高千六百石　　　　　九人
　　一高千五百石　　　　　右同断
　　一高千四百石　　　　　八人
　　一高千三百石　　　　　右同断
　　一高千弐百石　　　　　七人
　　一高千五拾石　　　　　六人
　　一高千三拾石　　　　　右同断
A0143-01986_053
　　一高千石五拾俵　　　　右同断
　　一高千石　　　　　　　五人
　　一高九百石　　　　　　右同断
　　一高八百弐拾石　　　　四人
　　一高七百弐拾五石　　　三人
　　一高七百石　　　　　　右同断
　　一高六百七拾五石　　　右同断
　　一高六百五拾石　　　　右同断
　　一高六百石　　　　　　二人
　　一高五百五拾石　　　　右同断
　　一高五百石　　　　　　右同断
　　一高四百五拾石　　　　右同断
　　一高四百石　　　　　　一人
　　一高三百五拾石　　　　右同断
　　一八拾人扶持　　　　　右同断
　　　　〆
A0143-01986_054
一十一月十七日出張之節供連之儀ニ付左之通
　相心得候様御張出シニ而被　仰出之
　　　　　　　　　　　　　若党四人
　　一高知席　　　　　　　従者三人
　　　　　　　　　　　　　若党物持壱人
　　一水戸山川　　　　　　従者一人ツヽ
　　一寄合席　　　　　　　若党壱人
　　　　　　　　　　　　　従者二人
　　一番外　　　　　　　　若党一人
　　　　　　　　　　　　　従者一人
　　　　但三百石以下若党無之
　　一諸物頭　　　　　　　従者一人
　　一末之番外　　　　　　従者一人
　　一諸御番組并無息補兵隊とも
　　　　　　　　　　　　　四人合ニ渡り一人
A0143-01986_055
　　一騎馬之面々ハ別段口付可有之事
　　一知行高之面々右御定之外銃卒
　　　召連候ハヽ兼而御軍帳御用所江相届
　　　可申事
　　一諸役人并小役人之類役儀御遣方ニゟ
　　　組合渡り人可有之事
　　一御徒組　　　　　　　　　一小隊毎ニ夫人足六人
　　一小十人組
　　一鉄炮組足軽　　　　　　　一小隊毎ニ夫人足四人
　　　　〆
一十一月十八日先達而　御院号御渡ニ付為御請
　御使者御雇御右筆内藤彦左衛門［御留守居同道］御国許ゟ
　被指出候趣ニ而今朝御用番松平周防守殿江
　罷出　御書指出之
　　但右ニ付而之御奉書廿日御同所ゟ御呼出ニ而
A0143-01986_056
　　　用人を以被相渡之
一十一月十八日　御座所御広間泊御番三人之処
　人少ニ付以来二人宛ニ被　仰出之
一十一月廿日役御番組多人数ニ相成候ニ付以来二組
　ニ被　仰付之
一十一月廿日兼而被　仰出候貢献物之儀
　御進発御供其外討手之面々ハ不及貢献
　旨大目付中ゟ御廻状来ル
一十一月廿日御番組他国順之儀左之通御改正
　御内定相成候段月番御目付江御家老申渡
　之
　　　　　　　　　　　　　　　大御番二番
　　　　　　　　　　　　　　　補兵隊二番
　　　　　　　　　　　　　　　同三番
　　　　　　　　　　　　　　　新番並組
　　　　　　　　　　　　　　　大御番四番
A0143-01986_057
　　　　　　　　　　　　　　　同一番
　　　　　　　　　　　　　　　補兵隊一番
　　　　　　　　　　　　　　　大御番三番
　　　　　　　　　　　　　　　新番組
　　　右之通他国順御改正被　仰出御供并
　　　出張詰共繰返し相勤候様御内定相成
　　　候此段被申聞候而可然向江ハ可申聞候
一十一月廿二日　御代替ニ付所司代松平越中守殿江
　被指出候　御書永田儀平今朝持参指
　出之
一十一月廿四日御広敷御用達御料理方共初而
　御年男相勤候節是迄御上下御綿入被下
　次之年ゟ金被下之処今度御趣意ニ付被相止
　以来御年男本役仮役共其当人初而被
　仰付相勤候節斗御上下被下ニ相成
一十一月廿五日先達而御老中水野出羽守殿卒去ニ付
A0143-01986_058
　御機嫌為御伺被指出候　御書稲葉美濃守殿江
　御留守居草尾精一郎持参指出之
一十一月廿五日山林境界取締之儀ニ付郡奉行
　出淵伝之丞江御家老書付を以申渡之
　　　御領分山林四壁竹木之儀以来山方
　　　役所ニおゐて厳重相改来候処在方
　　　難渋之訳柄も有之趣ニ付文久三亥年
　　　右役方御廃止相成候処山林境界
　　　之儀ハ兼々改無之候半而ハ後来論地
　　　之基ニも可相成哉難斗候故以来ハ郡方
　　　ニおゐて御立山を始山林境界相改
　　　厳重取締致候様被　仰付候
一十一月廿六日左之通取扱候様月番御目付
　千本弥三郎江御家老書付を以申渡
　之
　　　　　　　　　　　　　　　町奉行
A0143-01986_059
　　　　　　　　　　　　　　　御預所元〆役
　　　　　　　　　　　　　　　御奉行
　　　　　　　　　　　　　　　御預所御奉行
　　　　　　　　　　　　　　　郡奉行
　　　　　　　　　　　　　　　御作業奉行
　　　今般御趣意ニ付組之
　　　者被相止以来為手附
　　　諸組諸下代之内ゟ
　　　人撰ニ而出役被　仰付
　　　御附属被成候間人数
　　　高取調相達候様被
　　　仰付候
　　　　　　　　　　　　　　　町組
　　　　　　　　　　　　　　　御札所組
　　　　　　　　　　　　　　　御預所組
　　　　　　　　　　　　　　　立合組
　　　　　　　　　　　　　　　郡組
　　　　　　　　　　　　　　　同新組
　　　　　　　　　　　　　　　御作事組
　　　御趣意ニ付予備組ニ
　　　被　仰付放発調練
　　　致稽古候様被　仰付
　　　候
　　　　　　　　　　　　　　　御小人
A0143-01986_060
　　　　　　　　　　　　　　　御附御小人
　　　　　　　　　　　　　　　御道具之者
　　　　　　　　　　　　　　　御附小道具之者
　　　　　　　　　　　　　　　御草履取
　　　　　　　　　　　　　　　御広式錠前番
　　　　　　　　　　　　　　　同御小人
　　　小筒組ニ被　仰付放
　　　発調練等五拾歳以
　　　下之者専ら致稽古
　　　候様被　仰付候
　　　　但是迄勤向之内無拠廉ハ御吟味之
　　　　　上可被　仰付候事
　　　今般御趣意ニ付諸組之内ゟ御小人目付
　　　を初諸向ゟ出役勤被　仰付候且老年
　　　之者ハ所々御門所当番勤被　仰付夫々
　　　役向支配ニ相成候得共身分之儀者元
　　　組之頭ニ而致支配御扶持方御切米受
　　　取方も旧来之通取斗候様其向
　　　物頭之面々江被　仰付候
　　　　　　　　　　　　　御広敷御用人
A0143-01986_061
　　　　　　　　　　　　　御供頭
　　　支配之内此度御趣意ニ付小筒組ニ被
　　　仰付候間支配之儀ハ是迄之通相
　　　心得放発調練稽古之儀ハ小筒頭江
　　　申談御趣意相弁候様被　仰付候
一十一月廿八日　御代替被為　済候為御祝儀
　御使者御雇御内祐筆杉山源十郞御国許ゟ被
　指出候趣ニ而今朝［御留守居同道］御用番江罷出　御書
　指出之残御老中并若年寄中江罷出
一十一月廿九日左之通被　仰出候段月番御用人江
　御家老申渡之
　　一町奉行役席之儀ハ御役人席御目付
　　　次ニ被　仰付候
　　一御先添物頭御役名被　相止候
一十一月廿九日左之通取扱候様月番御目付江
　書付を以御家老申渡之
A0143-01986_062
（以下、「　」内は抹消）
　　「予備組之内元御普請　多喜田藤内
　　　組之儀御先祖被　仰付二組御預ケ被成
　　　候
　　　予備組之内元御城代　本多門左衛門
　　　組元御留守組二組之儀御先祖ニ被　仰付
　　　候御預ケ被成候
　　　御水夫組之儀他国出　御水夫頭
　　　張等之節当分予備組同様被　仰付
　　　候
　　　予備組被　仰付候　　御先添組」
　　　　　　　　　　　　　　予備組之内
　　　　　　　　　　　　　　　元御普請組
　　　　　　　　　　　　　　　元御城代組
　　　　　　　　　　　　　　　元御留守組
　　　右御先組ニ被　仰付
　　　　　　　　　　　　　　　御水主組
　　　右他国出張等之節当分
　　　予備組同様被　仰付
　　　　　　　　　　　　　　　御先添組
　　　右予備組ニ被　仰付
一十一月晦日左之通取扱候様夫々
　書付を以御家老申渡之
　　　　　　　　　　　　　　御用人介
　　　　　　　　　　　　　　寄合
　　　　　　　　　　　　　　　磯野多宮江
　　　今度太鼓中仕切両御門番被相止以来
A0143-01986_063
　　　下馬御門三ノ丸
　　　御座所御門ニ而諸荷物其外出入改
　　　方之儀是迄太鼓中仕切両所ニ而改来り
　　　候通厳重為相改候様被　仰出候
（以下、「　」内は抹消）
「一十一月晦日左之通取扱候様月番御目付江書
　　付を以御家老申渡之」
　　　　　　　　　　　　　　　御目付江
　　一太鼓御門　　　　一中仕切御門
　　　右御門番相止昼夜明切ニ被成置候
　　一玉蔵御門　　　　一奥山里御門
　　一御天守下御門
　　　右御門番相止昼夜〆切ニ被成置臨時開
　　　閉之儀ハ御留守組支配江取扱候様被　仰付
　　　候
　　一三ノ丸北御門　　一同御庭口御門
　　　右同断開閉之儀者御附御裏役江取扱
　　　候様被　仰付候
A0143-01986_064
　　一二ノ丸新木戸
　　　右御番人相止開閉之儀ハ元切手御門番江
　　　兼勤被　仰付候
　　一加賀口御門
　　　右御門番相止御掃除之者壱人定番ニ
　　　被　仰付候
　　一鉄御門　　　　　一漆御門
　　一川口御門
　　　右御門番昼壱人夜二人ツヽ御留守番組并
　　　御旗組ニ而相勤候様被　仰付候
　　一瓦御門　　　　　一清水御門
　　一元切手御門　　　一口山里御門
　　一御座所木戸御門　一御作事御門
　　一桜御門　　　　　一柳御門
　　　右御門番昼夜壱人ツヽ右同断
　　一御座所表御門
A0143-01986_065
　　　右御門番昼夜三人ツヽ御持筒組ニ而相勤候
　　　様被　仰付候
　　一下馬御門　　　　一三ノ丸御門同
　　　　　　　　　　　　同御座所御門
　　　右御門番昼夜四人ツヽ御先筒組ニ而相勤候
　　　様被　仰付候
　　　　　　　　　　　　　　　諸物頭江
　　　組之内五十六歳以上之者ハ今度御留守組
　　　ニ被　仰付御門番勤被　仰付役前之
　　　儀ハ御留守組支配ニ而取扱身分之儀者
　　　元組之頭ニ而致支配候様被　仰付候
　　　　但小頭役之儀も同様之事
　　　　　　　　　　　　　　　御持筒頭
　　　　　　　　　　　　　　　御先物頭江
　　　今度御門番勤方御改正ニ相成候得共
A0143-01986_066
　　　御座所表御門之儀者御持筒組下馬并
　　　三ノ丸御座所御門之儀ハ御先筒組ニ当
　　　番被　仰付候右三ノ丸御門之儀ハ枢要
　　　之御場所ニ付尚又厳重為相改候様
　　　被　仰付候
　　　　　　　　　　　　　　　御先物頭江
　　　今度太鼓御門明切当番相止候ニ付而ハ
　　　以来非常之節ハ右御門所一小隊ニ而相
　　　固メ候様且又御式有之節ハ臨時同所
　　　当番被　仰付候儀も可有之候
（以下、「　」内は抹消）
「一十一月晦日左之通相心得御使番江も申聞候様
　　月番御用人江書付を以申渡之」
　　　　　　　　　　　　　　　御使番江
　　　今度太鼓御門番被相止以来御留守組
　　　支配一人ツヽ
　　　御座所江相詰候様被　仰付詰所之
A0143-01986_067
　　　儀ハ御使番所江相詰泊り之儀ハ御用捨被
　　　成候間夜中臨時御城代御用之儀ハ
　　　御使番当番ニ而取扱候様被　仰付候
　　　　但御留守組昼夜一人ツヽ
　　　　　御座所御門江相詰御城代御用取
　　　　　扱候事
一十一月晦日御軍帳掛り御用人江左之通書付
　を以月番御家老申渡之
　　　自分指物并番指物共以来御廃
　　　止相成候事
一十二月三日月番御用人荒川十右衛門江左之通
　書付を以月番御家老荻野小四郎申渡之
　　　御社参　御参詣之節御持物頭半小隊
　　　引纏御先固相勤候処以来御供之
　　　御先固被　仰付候此段可被取扱候
一十二月四日所司代松平越中守殿御渡之御書
A0143-01986_068
　付松平因幡守殿ゟ左之通御廻達有之
　　　明五日
　　　将軍
　　　宜下之御規式五時揃
　　一明五日五半時之御供揃ニ而
　　　二条　御城江被為
　　　成候旨被　仰出候御供之面々江可達
　　　旨
　　一明五日
　　　将軍
　　　宣下之御規式於二条
　　　御城有之候付而者下乗下馬所并
　　　御城内外勤番御成道筋御道
　　　固等去ル十一月朔日
　　　御代替御礼被為
　　　請候節之通可相心得旨
A0143-01986_069
　　　右之通被　仰出候
　　　　十二月四日
　　　　〆
　　　来ル五日
　　　将軍
　　　宣下之御規式於二条
　　　御城有之候付在京万石以上之
　　　面々并御供且地役布衣以上之
　　　御役人法眼之医師登
　　　城之事
　　一諸大夫以上衣冠単布衣之面々
　　　布衣着用之事
　　　右之通可被心得候
　　一在国在所之面々ハ承候以後江戸表江
　　　飛札指越候様可被致候
　　　　但隠居之面々も右同断
A0143-01986_070
　　一在京万石以上之内病気之面々ハ
　　　伊賀守旅宿江使者指出候様可被
　　　致候
　　一将軍　宣下之御礼於二条
　　　御城可被為
　　　請候間在京之万石以上以下三千石
　　　以上之面々ハ
　　　御太刀馬代献上御礼可被申上候三千石
　　　以下之面々も可被罷出候尤直垂
　　　狩衣大紋布衣可有着用候布衣
　　　以下之面々者熨斗目半袴着用
　　　可有之候日限之儀ハ追而可相達候
　　一在京之内病気等之面々以使者
　　　御太刀目録可有献上候
　　一右之節登
　　　城之面々御礼過為御祝儀老中
A0143-01986_071
　　　縫殿頭若年寄江可相廻処旅中
　　　之儀ニ付不及其儀候
　　一在府在国在邑之面々且御供ニ無之
　　　万石以下之輩御祝儀献上物等之儀
　　　ハ追而於江戸表可相達候
　　一和宮様　天璋院様
　　　御簾中様江献上物其外贈物等之儀ハ
　　　追而於江戸表可相達候
　　　右之通可被心得候
　　　　十二月
一十二月四日　御簾中様江御献上物之儀ニ付
　御用番井上河内守殿江御伺書例書書添
　御留守居草尾精一郎を以被指出候処夫々
　御附札を以御差図有之
　　　御簾中様江以来拙者并同氏大蔵大輔ゟ
A0143-01986_072
　　　別紙先例之通表向致献上物度
　　　奉存候此段相伺申候以上
　　　　十一月十九日　　　　　松平越前守
　　　　　例書
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守ゟ
　　　御簾中様江
　　　　白銀　　　　　五枚
　　　　干鯛　　　　　一箱
　　　右年頭之為御祝儀指上
　　　　白銀　　　　　五枚
　　　右参勤御礼之節差上
　　　　干鯛　　　　　一箱
　　　　御樽　　　　　一荷
　　　右帰国御礼之節指上
　　　右之通致献上候先例ニ御座候
A0143-01986_073
　　　　　　　　　　　　　　　松平大蔵大輔ゟ
　　　御簾中様江
　　　　白銀　　　　　三枚
　　　右年頭斗
　　　右之通致献上候先例ニ御座候
　　　　御附札
　　　　　伺之通可被差上候
　　　　　　〆
　　　御簾中様江以来同氏大蔵大輔妻ゟ
　　　年中別紙先例之通献上物為致
　　　度当時御用捨中ニ者候得共此段相
　　　伺申候以上
　　　　十一月十九日　　　　　松平越前守
　　　　　例書
　　　文久二戌年二月
　　　和宮様江大蔵大輔妻ゟ献上物
A0143-01986_074
　　　伺之覚
　　　　年頭
　　　　端午　之御祝儀
　　　　重陽
　　　　歳暮
　　　　　箱肴一種ツヽ
　　　　暑中
　　　　寒中
　　　　　御菓子
　　　　　御肴　之内一種ツヽ
　　　右之通其節久世大和守様江相伺
　　　候処大奥御老女中様江相伺候様
　　　御指図ニ付御老女中様江相伺候処
　　　当時献上物御用捨中ニ付追而年
　　　限相立候上先格之通献上候様御差
　　　図御座候
A0143-01986_075
　　　　御附札
　　　　　大奥老女江可被相伺候
　　　御簾中様江御内証ゟ以来年中
　　　別紙先例之通献上物致度当
　　　時献上物御用捨中ニ者候得共此段
　　　相伺申候以上
　　　　十一月十九日　　　　　松平越前守
　　　　　例書
　　　安政五午年越前守家督相続被
　　　仰出候以来
　　　御台様江御内証ゟ献上物伺之
　　　覚
　　　　御鏡餅　　　　一飾
　　　右年頭為御祝儀指上
　　　　墨流羽二重　　五反
A0143-01986_076
　　　　鯛　　　　　　一折
　　　右参勤之節指上
　　　　索麪　　　　　一箱
　　　右暑中差上
　　　　蓮飯　　　　　一飾
　　　　刺鯖　　　　　一箱
　　　右中元之為御祝儀差上
　　　　干鯛　　　　　一箱
　　　右寒中指上
　　　　干鯛　　　　　一箱
　　　右歳暮之為御祝儀指上
　　　　墨流鳥子紙　　一箱
　　　　和紙　　　　　一箱
　　　右二月中別段指上
　　　　　別段
　　　　御鑷子　　　　五対
A0143-01986_077
　　　　　　　　　　　　　一箱
　　　　御鉸刀　　　　十挺
　　　　干鰈　　　　　一箱
　　　右二月三月中指上
　　　　葛粉　　　　　一箱
　　　　魬　　　　　　三
　　　右九月中指上
　　　　清水米　　　　一箱
　　　　雲丹　　　　　一壺　
　　　右十月中指上
　　　　蟹　　　　　　一籠
　　　右十一月十二月之内指上
　　　右何茂女使文等を以献上仕候
　　　　御附札
　　　　　大奥老女江可被相伺候
　　　御簾中様江御内証ゟ以来同氏
　　　大蔵大輔ゟ年中別紙先例之通
A0143-01986_078
　　　献上物為致度当時御用捨中ニハ
　　　候得共此段相伺申候以上
　　　　十一月十九日　　　　　松平越前守
　　　　　例書
　　　文久二戌年二月
　　　和宮様江大蔵大輔隠居後
　　　御内証ゟ献上物伺之覚
　　　　御鏡餅　　　　一
　　　右年頭為御祝儀指上
　　　　墨流鳥子紙　　一箱
　　　　干鯛　　　　　一箱
　　　右年頭為御祝儀指上
　　　　御鉸刀御鑷子　一箱
　　　　干鰈　　　　　一箱
　　　右二月三月中指上
A0143-01986_079
　　　　清水米　　　　一箱
　　　　初鯖　　　　　一箱
　　　右四月五月中指上
　　　　墨流鳥子紙　　一箱
　　　　鯖切漬　　　　一壺
　　　右七月八月中指上
　　　　牧谷多葉粉　　一箱
　　　　塩鮎切漬　　　一壺
　　　右九月十月中差上
　　　　和紙　　　　　一箱
　　　　塩鱈　　　　　三
　　　右十一月十二月中指上
　　　　干鯛　　　　　一箱
　　　右歳暮為御祝儀差上
　　　右之通女使并文を以献上仕候
　　　右之通其節久世大和守様江相伺
A0143-01986_080
　　　候処大奥御老女中様江相伺候様
　　　御指図ニ付奥向ゟ相伺候処当時
　　　献上物御用捨中ニ付追而年限
　　　相立候上先例之通献上候様御指図
　　　御座候
　　　　御附札
　　　　　大奥老女江可被相伺候
一十二月五日御使者御留守居を以御国産之
　一番生鱈三被献之
一十二月五日右同断二番生鱈三被献之
　　但右ニ付而之御奉書翌六日御呼出ニ而弐通共
　　　用人を以被相渡之
一十二月五日左之通月番御用人江御家
　老申渡之
　　　諸御礼事ニ付而之献上物当
　　　御時態ニ付御家中并御菩提寺
A0143-01986_081
　　　御祈願所之寺院之儀ハ
　　　思召を以当分
　　　御免被成候旨被
　　　仰出候此段夫々可被取扱候
　　　　十二月
一十二月六日当御時態ニ付家督之御礼初而之
　御目見其外御礼之次第御略式ニ相成
　御平服ニ而御請被成候旨被　仰出右ニ付御家老始御式ニ拘り候
　面々も都而平服ニ相成
　　但御熨斗役御馬廻り上下着用之事
一十二月八日与内銀之儀ニ付月番御奉行江
　左之通御家老申渡之
　　　御家中与内之儀是迄知行取以上
　　　指出事ニ候処今度御扶持方御切米
　　　取之面々も指出事ニ相成候左様相
A0143-01986_082
　　　心得此段可被取扱候
（以下、「　」内は抹消）
　　　「但内達有之面々斗りニ候事」
一十二月九日松平周防守殿ゟ御呼出大道寺喜三郎
　罷出候処先達而被指出候御内証ゟ年中御勤
　向御用捨之御願書江左之通御附札を以御差
　図有之
　　　拙者并大蔵大輔御内証ゟ年中勤向
　　　且又大蔵大輔妻従表向諸品等願之
　　　上去ル子年ゟ当寅年迄三ケ年之
　　　間御用捨被成下難有奉存候然ル処
　　　当時ニ至候而者弥増急務繁雑之
　　　折柄ニ付猶又来卯年ゟ来ル巳年
　　　迄三ケ年之間前文之勤向是迄之通
　　　御用捨被成下候様奉願度候右様勤
　　　向年継相願候者奉恐入候得共当節
　　　柄何卒御汲察之上宜御沙汰
A0143-01986_083
　　　被成下候様相願申候以上
　　　　十一月七日　　　　　　松平越前守
　　　　御附札
　　　　　可為願之通候
一十二月九日先達而御近火之節
　和宮様　天璋院様ゟ御尋有之候ニ付為
　御礼御内証ゟ御文被指出之
一十二月十日　将軍　宣下御祝儀之節
　勇姫様ゟ御献上物被成度段御用番江御伺
　書被指出候処大奥老女江相伺候様御差図
　ニ付大奥江御伺文被指出候処当時御用捨中
　ニ付其儀ニ不及旨申来ル
一十二月十一日井上河内守殿ゟ御呼出御留守居
　草尾精一郞罷出候処先達而被指出候歳
　暮御祝儀御拝領物之御内願書江左之
　通御附札を以御差図有之
A0143-01986_084
　　　和宮様
　　　天璋院様ゟ越前守并大蔵大輔江
　　　例年歳暮之御祝儀
　　　御使御広敷番之頭様を以拝領
　　　被　仰付候処去々子年去丑年
　　　此表詰人数少ニ付相願御老女中様
　　　奉文を以拝領被　仰付難有奉存候
　　　然ル処頻年所々御警衛向被
　　　仰付且堺町御門御警衛ニ就而者
　　　方今御時態無拠多人数為致
　　　出張候故此表詰人数弥増致減
　　　少候ニ付自然不行届之儀も御座候而ハ
　　　恐入心痛仕候依之何卒当年
　　　之儀も昨年之通御老女中様奉文
　　　を以拝領被　仰付被下置候様御内々
　　　可奉願旨国許ゟ被申付越候間宜御沙
A0143-01986_085
　　　汰被成下候様奉願候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十二月四日　　　　　　草尾精一郞
　　　　御附札
　　　　　当年之儀も老女奉文を以被下ニ而
　　　　　可有之候事
（以下、「　」内は抹消）
「一十二月十四日於山里御武具役所弾薬相弾キ
　　損所并怪我人等有之右ニ付　御城内之儀故
　　為伺　御機嫌御家老始御役人之面々
　　御座所江罷出」
一十二月十六日是迄御留守組支配江御泉水
　御預ニ候処御趣意ニ付預り之儀御免被成
一十二月十六日左之通被　仰出候旨製造奉行
　佐々木権六江書付を以御家老申
　渡之
　　　御武器類御新調御修復共是迄御武
　　　具方製造局ニおゐて御用弁来候処
A0143-01986_086
　　　以来製造局一手ニ而取扱候様被
　　　仰付候
　　　　但是迄御武具方ニ而支配致来候御職人
　　　　　之儀ハ以後製造局支配被
　　　　　仰付候事
一十二月十六日左之者共孝心奇特之趣ニ付夫々
　御褒美被下之
　　　　　　　　　　　　御預所
　　　　　　　　　　　　　中条村
　　　　　　　　　　　　　　武左衛門娘
　　　　　　　　　　　　　　　つた
　　　　　　　　　　　　　下野村
　　　　　　　　　　　　　　六兵衛次男
　　　　　　　　　　　　　　　雄松
　　　　　　　　　　　　　同村
　　　　　　　　　　　　　　甚五右衛門忰
　　　　　　　　　　　　　　　鶴松
　　　　　　　　　　　　　同村
　　　　　　　　　　　　　　　門左衛門
A0143-01986_087
一十二月十七日左之通御匕医師江申聞候様御中老江
　書付を以御家老申渡之
　　　種痘之儀格別　御仁恵を以先年
　　　御派立以来除痘館出精之御医
　　　師并町医共年々御褒詞被成下候
　　　得共年数も相立候事故以後年々
　　　御褒詞之儀ハ被相止候
一十二月十八日所司代松平越中守殿御渡之書付
　左之通松平周防守殿ゟ御廻達来
　　　主上従去ル十二日御発熱被為
　　　在候処同十五日御吹出物被為
　　　在御疱瘡御治定候尤軽
　　　御容躰之由伝
奏衆被申聞仍之追而相達候迄洛
　　　中洛外火之元入念鉄炮稽古等
　　　可指扣候此段相達候
A0143-01986_088
　　　　十二月十八日
　　　　猶以兵隊調練之節足並運動
　　　　而已ハ不苦候
一十二月十九日御用番井上河内守殿ゟ御呼出
　御留守居草尾精一郎罷出候処
　御簾中様ゟ歳暮御拝領之儀ニ付被指出候
　御願書江左之通御附札を以御差図有之
　　　御簾中様ゟ越前守并大蔵大輔江歳
　　　暮御祝儀拝領物被
　　　仰付被下置候様奉願上候歳暮拝
　　　領物之儀ハ格別家格之規模ニも
　　　有之且別紙之通連年拝領仕来
　　　候儀も御座候間何卒先格之通拝
　　　領被　仰付被下置候様只管奉願候
　　　以上
A0143-01986_089
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十二月四日　　　　　　草尾精一郎
　　　　　例書
　　　和宮様
　　　天璋院様ゟ歳暮為御祝儀銀子
　　　十枚干鯛一箱御広敷番之頭様を以
　　　連年拝領仕候
　　　　御附札
　　　　　先格之通歳暮御祝儀　御使
　　　　　御広敷番之頭を以被下ニ而可有之候
　　　御簾中様ゟ松平大蔵大輔妻江
　　　歳暮之御祝儀拝領物被
　　　仰付被下置候様奉願候右者別紙之通
　　　拝領仕来候先例ニ御座候処当時献
　　　上物御用捨中ニ付拝領不仕候然ル処
　　　安政三ノ度御用捨中ニ候得共別紙
A0143-01986_090
　　　之通
　　　御台様ゟ御初而之御廉を以拝領
　　　仕候歳暮拝領物之儀者家格之
　　　規模ニも御座候間此度之儀ハ何卒
　　　御簾中様ゟも御初而之御廉を以
　　　拝領被　仰付被下置候様奉願候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十二月四日　　　　　　草尾精一郎
　　　　　例書
　　　六代先越前守妻江歳暮為御祝
　　　儀
　　　御台様ゟ銀子十枚干鯛一箱御広
　　　式番之頭様を以連年拝領仕候
　　一五代先越前守妻江歳暮為御祝
　　　儀
　　　御台様ゟ銀子十枚干鯛一箱御広
A0143-01986_091
　　　式番之頭様を以連年拝領仕候
　　一安政三辰年
　　　御台様ゟ歳暮為御祝儀銀子
　　　十枚干鯛一箱御広敷番之頭様
　　　を以大蔵大輔妻江拝領仕候
　　　　御附札
　　　　　差上物御用捨年限相立候上先格之
　　　　　通歳暮御祝儀御広敷番之頭を以
　　　　　被下候尤当年之儀ハ
　　　　　御簾中様御初而之廉を以被下ニ而可有
　　　　　之候
一十二月十九日御目付新庄右近殿ゟ申来御留
　守居罷出候処先達而被指出候御届書江左
　之通御附札を以御差図有之
　　　　　覚
A0143-01986_092
　　　　　　　　　　　　　貫之助父隠居
　　　　　　　　　　　　　　主馬事
　　　　改名　　　　　　　　　松平備後
　　　　　今度家老被申付候
　　　　　　　　　　　　　　壱岐事
　　　　同　　　　　　　　　　杉田小弐
　　　右之者御関所駕乗仕来候者共之内ニ
　　　御座候此度改名仕候ニ付箱根今切碓氷
　　　福島関川市振御関所駕乗之儀
　　　指支無之様御達可被下候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　七月廿三日　　　　　　草尾精一郎
　　　　御附札
　　　　　書面之通者御関所預り江申達候
一十二月廿日所司代御渡之御書付左之通御廻状
　来ル
　　　主上御疱瘡ニ付為御伺
A0143-01986_093
　　　天気明廿一日
　　　上様御参
　　　内可被遊旨被　仰出候此段為心得申
　　　達候
　　　　十二月廿日
一十二月廿日　和宮様御事　静寛院宮様与
　奉称候段御触達有之候ニ付御内証ゟ御勤品
　之儀奥ゟ伺出候処不及其儀旨申来
一十二月廿日
　上様　将軍　宣下被為　済候ニ付
　御参　内右ニ付還　御後　御機嫌為御伺
　板倉伊賀守殿江島津十大夫被指出之
一十二月廿日　将軍　宣下被為　済候得共
　是迄之通
　上様与奉称候様御廻状来
A0143-01986_094
一十二月廿日当夏御国許大雨洪水ニ付御損
　毛之御届書井上河内守殿并松平周防守殿江
　御留守居を以被指出之
　　　拙者領分越前国当年国初以来
　　　之大水ニ付先達而度々御届申
　　　候通春以来寒サ強く麦菜種を
　　　始生立相後候処五月十日十一日
　　　昼夜共無晴間霖雨降続一時ニ川
　　　々満水窪所之村々植付無間茂
　　　水浸ニ相成減水不致内同十四日大風
　　　雨車軸を流し弥増之洪水ニ而児苗
　　　数日水下ニ相成候処打続雨天勝ニ而
　　　兎角水落兼候上江六月朔日二日
　　　又々出水窪所之田畑泥水冠ニ相
　　　成水腐株絶数ケ所出来其後漸
　　　時候立直一旦ハ残作可成生立之
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　　　運ひニ相成候処七月初旬一時ニ冷
　　　気相催田畑共惣別生立兼候処江
　　　八月四日ゟ雨降出し連日無途
　　　止同七日乾ノ方ゟ風吹起り夜中
　　　巽風ニ吹変り次第相募り八日暁方ニ
　　　至り暴風雨頻ニ強く暫時ニ大洪水
　　　城内二ノ丸三ノ丸迄も水押入九頭竜川
　　　足羽川日野川満水致し水勢
　　　強盛ニ而堤川除田地囲堤等ニ至迄
　　　馳切川添之村々田畑石砂入荒所
　　　夥敷出来畑作之分泥水冠悉ク
　　　致水腐菜大根之類再三蒔立
　　　候得共時節後ニ而生立不申且綿作
　　　之儀ハ女手業之冬励ニ而多分収納
　　　足之品ニ候処是又致水腐其余
　　　諸作木等ニ至迄暴風ニ而根返吹折
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　　　今日之夫食雑食も無之及餲
　　　命候為体ニ付夫々手当救米等為
　　　致居候儀ニ御座候且又田方之分追々
　　　為取調候処過分之無毛株絶水
　　　腐青笹出来残作者其後天気ニ
　　　干付泥冠之早稲作青籾秕或ハ白
　　　穂空穂勝就中晩稲之分ハ出
　　　穂無之不残青笹立ニ相成水害
　　　薄村柄ハ風当強存外取実相劣
　　　古来稀成薄作ニ相成申候猶又
　　　収納ニ至り篤与相糺候処田畑荒水
　　　損風痛等損毛高并破損所左之
　　　通ニ御座候
　　一高弐万弐千三百六拾壱石余［当寅年水損田畑永荒当荒共］
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　　一高拾五万千弐百六拾七石余［同年田畑之内水損風痛等ニ而無毛之分］
　　一本城建物大小共損所　　　数ケ所
　　一本丸二ノ丸三ノ丸共損所　右同断
　　一城廻塀吹倒　　　　　　　五百拾間余
　　一同損所　　　　　　　　　夥敷
　　一柵木吹倒　　　　　　　　所々
　　一番所大破　　　　　　　　九ケ所
　　一郭内長屋土蔵共大破　　　数拾ケ所
　　一同建物大破　　　　　　　所々
　　一同大小木吹倒折共　　　　三百六本
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　　　　　城下
　　一家中侍屋敷大破　　　　　七百弐拾壱軒
　　一同大小木吹倒折共　　　　数百本
　　一寺社損所　　　　　　　　夥敷
　　一寺潰　　　　　　　　　　壱ケ所
　　一潰家　　　　　　　　　　九軒
　　一半潰家　　　　　　　　　弐軒
　　一流家　　　　　　　　　　五軒
　　一小屋流家　　　　　　　　夥敷
　　一歌舞妓小屋丸潰　　　　　一ケ所
　　　　　在方
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　　一流家　　　　　　　　　　百拾七軒
　　一潰家　　　　　　　　　　三百九軒
　　一小屋流失　　　　　　　　夥敷
　　一往来橋流失損所共　　　　九拾八ケ所
　　一往来道切所　　　　　　　百三拾六ケ所
　　一川除堤切所　　　　　　　百七拾壱ケ所
　　一田地家囲提共切所　　　　五拾壱ケ所
　　一用水口堰所流失大破共　　五拾四ケ所
　　一死人　　　　　　　　　　拾弐人
　　一怪我人　　　　　　　　　拾五人
　　一斃牛馬無之候
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　　　右之通御座候此段御届申候以上
　　　　十二月七日　　　　　　松平越前守
一十二月廿日左之通取扱候様月番御用人江
　御家老申渡之
　　　年始御式中太鼓御門御先物頭当
　　　番是迄之通被　仰付候
　　一年始寺院御礼之節ハ瓦御門所江
　　　御留守組支配壱人相詰候様被　仰付
　　　候
一十二月廿日正月元日十二月晦日并於
　御本丸御祈祷中是迄御目付泊り番有
　之候処以来被相止之
一十二月廿一日為歳暮御祝儀　静寛院宮様
　天璋院様ゟ老女中奉文を以白銀十枚干鯛
　一箱ツヽ御拝領
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一十二月廿一日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処
　左之通御書付一通被相渡之
　　　御簾中様ゟ松平大蔵大輔妻江歳
　　　暮之御祝儀当年御初而之御廉
　　　を以可被下旨相達置候処奥向御都合
　　　も有之候ニ付当年ハ不被下候事
一十二月廿三日為　御名代松平主計頭殿
　西丸江御登　城［昨日御切紙来］被成候処於御白書院
　御老中列座御用番井上河内守殿を以
　昭徳院様為御遺物左之通御拝領
　　　慶永様江
　　　　御脇差［美濃国金高代金拾五枚］
　　　茂昭様江
　　　　同　　［美濃国兼道代金弐拾枚］
一十二月廿三日右同断ニ付御礼勤之儀井上河内守殿江
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　御留守居大道寺喜三郎伺書持参指出候処
　左之通御附札を以御差図有之
　　　今日越前守并大蔵大輔為名代松平
　　　主計頭殿　西丸江被罷出候処
　　　昭徳院様御遺物越前守并大蔵大輔江
　　　拝領被
　　　仰付難有奉存候依之越前守於国元
　　　承知之上両様御礼勤向之儀如何
　　　相心得可申哉且又大蔵大輔ゟも両様
　　　御礼勤向之儀如何相心得可申哉
　　　此段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十二月廿三日　　　　　大道寺喜三郎
　　御附札
　　　越前守大蔵大輔ゟ使札差越父子相
　　　互之御礼勤之儀ハ何も飛札差越候
　　　様可仕候
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一十二月廿五日　将軍　宣下被為　済候ニ付被指
　出候　御書御用番井上河内守殿江御留守居
　草尾精一郎持参指出之
一十二月廿五日左之通被　仰出候旨諸向江致通達
　候様月番御用人江御家老申渡之
　　　当御時態ニ付年始御礼当分御略式ニ
　　　相成
　　　御盃頂戴相止御長蚫ハ被下候事
　　一御具足餅頂戴是迄之通ニ候
　　　事
　　一御日限左之通ニ相成候事
　　　元日　　六半時揃
　　　　元日御礼之分是迄之通ニ候
　　　　事
　　　　二日御礼之分元日ニ被為
　　　　請候事
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　　　二日　　六半時揃
　　　　三日御礼之分二日ニ被為
　　　　請候事
　　　六日　　五時揃
　　　　六日寺社在方御礼之分是迄之
　　　　通候事
　　　　七日隠居休息之面々御礼六日ニ
　　　　被為　請候事
　　　　七日寺院町在御礼之分六日ニ被為
　　　　請候事
　　　七日　　五時揃
　　　　八日寺社町在御礼之分七日ニ被為
　　　　請候事
　　　十一日　六半時揃
　　　　御具足餅御祝儀是迄之通ニ
　　　　候事
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　　　　十五日寺院在方御礼之分十一日ニ被
　　　　為　請候事
　　　　　〆
一十二月廿五日御変革ニ付　御方々様御供
　御行列惣而御改正ニ付御参詣御供年始
　を初都而平服之旨被　仰出之
　　但右御行列帳有之候得共不記之
一十二月廿六日御用人荒川十右衛門江左之通
　御家老書付相渡之
　　　年始御式中太鼓御門当番御先物
　　　頭ニ而是迄之通相勤候様被　仰付候
　　　処御式有之日斗銃隊ニ而相固候様
　　　被　仰付候且又瓦御門所之儀ハ御持物
　　　頭ニ而右同断相固候様被　仰付候
　　　　但寺院御礼之節々瓦御門江
　　　　　御留守組支配壱人相詰候儀ハ
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　　　　　御免被成候
一十二月廿七日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処
　左之通御書付一通被相渡之
　　　　　　　　　　　　　　袖裏
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江
　　　前々国許江御暇被　仰出候節御鷹
　　　拝領被　仰付候処以来御鷹ハ不被
　　　下候此段為心得相達候
一十二月廿七日　御代替御祝儀御献上之
　御使者御用人飯田主税御物頭代大御番中村
　唯七郎　西丸江罷出候処於柳之間替
　席井上河内守殿出座右ニ付而之御奉書
　御渡被成其節右両人江御巻物二宛拝領被
　仰付旨被申聞御品ハ御奏者番内藤志摩守殿
　御渡有之右為御礼河内守殿江両人罷出
一十二月廿七日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処
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　本多興之輔献上物之儀ニ付先達而被指出候
　伺書江左之通御附札を以御差図有之
　　　越前守家来本多興之輔家之儀者
　　　御承知被下候通
　　　神祖御附属以来貞享年中迄者
　　　万端諸侯並之振合ニ而都而格別之
　　　御取扱ニ御座候処不幸ニ而当時之
　　　振合ニ相成残念奉存候然ル処興之輔
　　　前々ゟ年中献上物之儀文久二戌年
　　　被　仰出候後者年始斗蒸鰈献上
　　　仕候処右鰈時節違ニも有之近年
　　　別而払底ニ付前以猟人共江も申付
　　　種々手数相懸り候得共指支多甚
　　　迷惑仕候由ニ御座候就而者手数相懸候
　　　品者品替相願不苦候旨被　仰出も
　　　御座候ニ付右年始蒸鰈献上之廉
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　　　御太刀馬代ニ御振替被成下候様奉
　　　願度候且又近年之御時態ニ付而者
　　　越前守為名代度々所々江出張
　　　御用向尽力為相勤候儀ニ候得者旁以
　　　年始献上之廉御太刀馬代ニ御振
　　　替被成下猶八朔ニも御太刀馬代
　　　献上仕候様被成下候ハヽ旧格ニも相適
　　　難有奉存候右之趣興之輔ゟも奉
　　　願上候間何卒願之通被　仰付被下置
　　　候様於越前守奉願上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十二月十五日　　　　　草尾精一郞
　　　　御附札
　　　　　願之趣難相整候事
一十二月廿八日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処
　本多興之輔貢献之儀ニ付去ル丑十二月被指出
　候伺書江左之通御附札を以御指図有之
　　　先般万石以上
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　　　朝廷江貢献之儀被
　　　仰出候処越前守家来本多興之輔儀
　　　元祖以来由緒御座候而
　　　公辺江献上物等是迄万石以上同様連
　　　綿仕来候儀ニも御座候ニ付甚以奉恐入候
　　　得共為
　　　御国恩貢献之儀被　仰付被下置候様
　　　相願為申度此段御内々御手前様迄相伺候
　　　様従国元被申付越候右者兼而興之輔ゟ申出候
　　　得共御時態柄ニ付是迄為指扣置候得共
　　　家格も御座候故此度相願為申度此段も御含
　　　宜御指図可被下候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十二月廿三日　　　　　青山小三郎
　　　　御附札
　　　　　書面之趣者難相整候事
一十二月廿八日御水主頭之儀以来御水主組支配与被
　仰出之
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一十二月廿九日所司代ゟ御渡之書付松平因幡守殿ゟ
　左之通御廻達有之
　　　主上御不予ニ付御警衛場所御門
　　　内外昼夜共無油断巡邏可致候
　　　　十二月
　　　主上崩御ニ付今日ゟ普請鳴物停
　　　止日数之儀ハ追而可相達候
　　　　十二月廿九日
　　　御警衛持場近辺巡邏之儀
　　　昨日相達置候処
　　　主上崩　御ニ付弥以厳重相心得
　　　巡邏可致候
　　　　十二月廿九日
　　　本文巡邏之儀ニ付守護職所司代
　　　与力并家来見廻組等九門内致巡
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　　　邏候儀も有之候間為心得相達置候
　　　事
　　　　十二月
　　　主上御大切之処御養生不被為
　　　叶今廿九日辰刻被遊
　　　崩　御候ニ付為伺御機嫌明晦日
　　　惣出仕之事
　　一病気之面々者老中縫殿頭兵部大輔
　　　旅宿江使者可指出事
　　一在国在邑之面々心得方之儀
　　　江戸表ニ而可相達候
　　　　十二月廿九日
　　　主上崩御ニ付銃隊調練之儀者
　　　追而相達候迄見合可申候此段向
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　　　々江可被達候
　　一主上崩御ニ付髭剃之儀者追而可相
　　　達候月代者
　　　御葬式済剃可申候事
　　　　但在京無之面々ハ
　　　　　崩御之儀伺候日より
　　　　　御葬式済伺日迄月代剃申間
　　　　　敷候
　　　右之通万石以上之面々江不洩様可被
　　　相触候
　　一主上崩御ニ付
　　　御目見以上之面々月代并髭剃
　　　候儀共追而可相達候
　　　右之通万石以下之面々江不洩様可被相
　　　触候
　　一主上崩御ニ付来年始御礼ハ無
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　　　之候事
　　一火之元之儀入念候者分而相達候迄
　　　も無之候得共
　　　主上崩御ニ付而者別而火之元厳重
　　　ニ相心得銘々者不及申下々至まて
　　　格別入念心付候様主人々々より
　　　急度可被申付置候
　　　右之通在京万石以上以下且御供之
　　　面々江可被達候
一十二月廿九日　御簾中様江年中
　慶永様　茂昭様御内証并　勇姫様ゟ
　御献上物之儀奥ゟ伺出候処左之通御指図
　之旨申来ル
　　一御簾中様江越前守殿内証ゟ年中
　　　勤向之儀
　　　　元日
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　　　　中元
　　　　暑寒
　　　　歳暮
　　　右御祝儀被申上勤品之儀いかゝ被致
　　　よろしく御座候半哉
　　　　二月中
　　　　三月中
　　　　九月中
　　　　十月中
　　　　十一月十二月之内
　　　右不時御機嫌伺被申上勤品之儀いかゝ
　　　被致宜御座候半哉
　　　　五節句
　　　　八朔
　　　　式日
　　　　御嘉祥
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　　　　御玄猪
　　　　御祝事
　　　　御礼事
　　　右御祝儀被申上勤品之儀いかゝ被致
　　　よろ敷御座候半哉
　　　　暑寒入
　　　　雷地震
　　　　風雨初雪
　　　　御曲輪内出火
　　　右御機嫌伺申上られ勤品之儀いかゝ
　　　被致よろしく御座候半哉
　　　　参勤之節
　　　右御礼被申上勤品之儀いかゝ被致宜
　　　御座候半哉
　　　右之通伺被申上候何分宜御差図被成
　　　られ候よふ御頼存まいらせ候
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　　　　十二月九日
　　　　御附札
　　　　　御伺之趣当時御献上物御用捨
　　　　　中ニ付追而御年限相立候上先
　　　　　格之通御献上被成候様ニ其外何も
　　　　　静寛院宮様江御申上被成候
　　　　　通りニ被成候様ニ
　　一御簾中様江大蔵大輔殿内証より
　　　年中勤向之儀
　　　　元日
　　　　中元
　　　　歳暮
　　　右御祝儀被申上勤品之儀いかゝ被致宜
　　　御座候半哉
　　　　二月三月中
　　　　四月五月中
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　　　　七月八月中
　　　　九月十月中
　　　　十一月十二月中
　　　右不時御機嫌伺被申上勤品之儀如何
　　　被致よろしく御座候哉
　　　　五節句
　　　　八朔
　　　　暑中
　　　　寒中
　　　　式日
　　　　御嘉祥
　　　　御玄猪
　　　　御祝事
　　　　御礼事
　　　右御祝儀被申上勤品之儀いかゝ被致
　　　宜御座候半哉
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　　　　暑寒入
　　　　雷地震
　　　　風雨初雪
　　　　御曲輪内出火
　　　右御機嫌伺被申上勤品之儀いかゝ被
　　　致宜御座候半哉
　　　右之通伺被申上候何分宜御差図被成
　　　られ候やう御頼存まいらせ候
　　　　十二月九日
　　　　御附札
　　　　　御伺之趣何も越前守殿ニ御准シ被成
　　　　　候様ニ
　　一御簾中様江お勇方ゟ年中勤向
　　　之儀
　　　　若菜
　　　　上巳
A0143-01986_119
　　　　端午
　　　　暑寒
　　　　七夕
　　　　八朔
　　　　重陽
　　　　歳暮
　　　右の節々御祝儀被申上勤品之儀いかゝ
　　　被致よろしく御座候半哉
　　　　年始
　　　　三ケ日
　　　　式日
　　　　暑寒入
　　　　御嘉祥
　　　　中元
　　　　御玄猪
　　　　御煤払
A0143-01986_120
　　　　初雪
　　　　雷地震
　　　　御曲輪内出火
　　　右之節々御祝儀被申上并御機嫌
　　　伺被申上勤品之儀いかゝ被致よろしく
　　　御座候半哉
　　　右之通り伺被申上何分よろしく御差図
　　　被成まいられ候やう御頼存まいらせ候
　　　　十二月九日
　　　　御附札
　　　　　御伺之趣何も越前守殿ニ御准シ被成
　　　　　候様ニ
一十二月廿九日御持物頭江左之通書付を以
　御家老申渡之
　　　御社参　御参詣御供御先固是迄
　　　半小隊被召連候得共以来一小隊被
A0143-01986_121
　　　召連候事
　　一右之外御平常臨時　思召を以被
　　　召連候儀可有之事
　　一年始御式之日固当番之節ダン袋
　　　之類不苦候事
一十二月廿九日左之通被　仰出之
　　　御家中　御目見不出来弟伯父
　　　甥等之内諸役配并補兵隊被
　　　仰付置候面々者以来正月十一日ニ御礼
　　　被為　請候是迄右之面々
　　　御目見相済御具足之餅頂戴有
　　　之面々江も諸役配補兵隊不被
　　　仰付面々者不罷出筈候旨改而被
　　　仰出候
一十二月廿九日左之通被　仰出候ニ付諸向江通達
　致候様月番御用人江御家老申渡
A0143-01986_122
　之
　　　正月十一日御具足之餅頂戴之節
　　　御役人并御式ニ拘り候面々者是迄之
　　　通上下着用其余者左之通被
　　　仰出候事
　　一タン袋　裁着　胴服
　　　陣羽織　筒袖羽織着用之事
　　　　但割羽織之分不苦候事
　　　　一未右之品不相調面々者平服ニ而罷出
　　　　　候儀御用捨之事
A0143-01987_001
（表紙）
慶応三年丁卯
　茂昭様御代
　　　　　　　　　　（朱書）「読合せ済」
A0143-01987_002
（本文）
慶応三年丁卯
一正月朔日為年始御祝儀御使者御物頭代杉山源十郎
　を以例之通御太刀馬代被献之
一正月朔日於　御本丸年始御規式有之
（以下「　」内は抹消）
「一正月二日旧臘廿九日
　　禁裏御所崩　御ニ付年始御式相止鳴物高声
　　御停止之旨被　仰出之」
A0143-01987_003
一同月六日
　先帝崩　御ニ付
　親王御方　准后御方御機嫌為御伺御使者御番頭代
　渡辺隼太御国許ゟ被指出候趣ニ而伝　奏并御用番江
　［御留守居同道］被差出之
一正月九日
　新帝御践祚
（以下「　」内は抹消）
「一正月九日二条関白殿改而摂政
　　被為蒙
　　宣下候旨為御知有之」
一正月九日御軍帳役所之儀已来御軍事調所与被相改之
一正月九日御軍事奉行江左之通取扱候様月番御家老
　酒井外記申渡之
　　　　　　　　　　　　　　　軍事方之面々
　　　御軍事調所江附属并兵学所江も相詰
　　　候様被　仰付候
（以下「　」内は抹消）
「一正月九日御軍事奉行江左之通申渡之」
　　　御軍事出張之節御家中渡り人之分ハ出張
　　　不致面々ニ而惣与内ニ被　仰付候
（以下「　」内は抹消）
「一正月九日青松院殿御賄金を始今度御改年々百俵宛之
　　御分量ニ被仰出候旨御側御用人大宮藤馬江御家老
A0143-01987_004
　　申渡之」
一正月十日所司代ゟ御渡之御書付松平因幡守殿より
　御廻状来ル
　　　銃隊調練見合置候様相達置候処明後十一日ゟ
　　　太鼓等不相用足並運動而已致し候儀者
　　　不苦候此段向々江可被達候事
　　　　正月
　　　上様明十三日午刻
　　　御参
　　　内可被遊旨被　仰出候間此段為心得相達候
　　　　正月
一正月十六日御趣意ニ付御馬医役被廃之
一正月十九日所司代御渡之御書付松平因幡守殿より
　御廻状来ル
　　　大行天皇崩御ニ付四品拾万石以上ゟ京都江
　　　以使者御香奠献上之儀弘化三午年
A0143-01987_005
　　　仁孝天皇崩御之節之通可被指上候委細
　　　松平越中守江可被相伺候尤献上相済候以後
　　　月番之老中江可被相届候
　　　　正月
　　　大行天皇御葬送来ル廿七日酉刻御治定
　　　候旨被仰出候此段相達候
　　　　正月
　　　大行天皇崩御ニ付御香奠献備之儀
　　　万石以上之面々近来朝覲も被仰出候事故
　　　拾万石已来并四品以下之面々も御香奠
　　　献備可致旨被仰出候間指上方之儀者
　　　四品并拾万石以上同様相心得左之通
　　　御香奠献備可被致候
　　　　白銀三枚　　　　拾万石以下
　　　　　　　　　　　　五万石迄
　　　　同弐枚　　　　　五万石以下
　　　　　　　　　　　　壱万石迄
　　　　同三枚　　　　　三拾万石以上
　　　　　　　　　　　　嫡子同隠居
A0143-01987_006
　　　　同弐枚　　　　　十万石以上之
　　　　　　　　　　　　嫡子同隠居
　　　右之通当地江以使者可被指上候委細
　　　自分江可被相伺候尤献上相済候以後
　　　江戸表月番之老中江可被相届候此段
　　　相達候
　　　　正月
一正月廿二日伝　奏ゟ御呼出
　天機御伺御使者渡辺隼太罷出候処左之通
　勅答被仰出之
　　　先帝　崩御ニ付被伺
　　　天気及言上之処被為替御儀不被為
　　　在
　　　准后御方御同様
一正月廿二日左之通被　仰出候旨月番御用人江
　御家老書付を以申渡之
　　　御書院番頭之御役名被廃以来御書院
A0143-01987_007
　　　番組支配与被仰出候
　　　右之通可被相心得候
　　　御軍帳定掛り御右筆を始都而掛り之
　　　面々者御免被成候
　　一是迄御側役支配之面々御用人支配ニ被
　　　仰付候間右之通相心得此段可被申渡候
一正月廿二日御馬方之面々江左之通申渡候様支配頭
　宇都宮勘解由江月番御家老申渡之
　　　御馬之儀是迄馬場乗を重ニ　為習来
　　　候処近来之御時勢ニ付而者飼方を始用馬
　　　専用ニ致置候様且御家中馬之儀も右之趣
　　　を以相手寄候者江者申談候様被　仰付候
　　　右之通相心得取扱候様御厩別当役共江
　　　可被申聞候
一正月廿二日御武具方製造方之儀已来御軍事調所江御附属被成候旨被　仰出之
（以下、「　」内は抹消）
「　　御軍事調所江　　　　御武具方
　　　御附属被成候　　　　製造方
A0143-01987_008
一正月廿三日旧臘　静寛院宮様　天璋院様より
　歳暮御祝儀御拝領之為御礼被指出候御書御用番江
　御留守居持参指出之
一正月廿三日
　慶永様　茂昭様御内証ゟ年中御勤向之儀
　并　勇姫様ゟ表向御勤向之儀御用捨御手継
　御願之通被仰出候ニ付為御礼
　御四所様江御文被指出之
一正月廿三日所司代ゟ御呼出島津十大夫罷出候処
　左之通御書付一通御書取共被相渡之
　　　　　　　　　　　　　袖うら
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来江
　　　来ル廿七日
　　　御葬送ニ付御当日竹柵内御道筋御警
　　　衛之向者人数相増重臣相詰士分以上熨
　　　斗目麻上下其以下服紗麻上下着用
　　　御車通御之節土下座平伏余者下座之儘
　　　可罷在候右之外御警衛之向者尋常之
A0143-01987_009
　　　着服ニ而人数相増可申候此段相達候
　　　　正月廿三日
　　　此度御香奠献備之使者京着之趣伝
　　　奏衆月番亭江も可相届候且右使者
　　　上京之節
　　　天気可被相伺候并御香奠献備之節
　　　為立会伝　奏衆家来泉涌寺江被差向
　　　候間諸事掛合可相納候事
一正月廿三日於京都板倉伊賀守殿ゟ御呼出伊藤
　友四郎罷出候処左之通御書付一通被相渡之
　　　　　　　　　　　　袖うら松平越前守江
　　　従
　　　御所被　仰出候趣も有之候ニ付長防討手
　　　暫時兵事見合相成候処此度
　　　御国喪ニ付一同解兵可致旨被　仰出候間
　　　可被得其意候
A0143-01987_010
一正月廿五日旧臘御遺物御拝領ニ付為御礼御使者
　御雇加藤佐太郎御国許ゟ被指出候趣ニ而御用番江
　罷出御書指出之御内証ゟも御文被指出之
一正月廿六日所司代御渡之御書付松平因幡守殿ゟ
　御廻状来ル
　　　上様明廿七日
　　　大行天皇御葬送ニ付巳刻御参
　　　内夫より
　　　御葬送御供奉被遊泉涌寺より直ニ
　　　被遊還
　　　御候旨被　仰出候間為心得相達候
　　　　正月廿六日
一正月廿七日月番御目付江左之通書付を以御家老
　申渡之
　　　江戸并京都詰共本役料之面々者以来詰中
　　　手馬繫置候様被仰付候且又非常之節時宜
A0143-01987_011
　　　ニ寄御用馬ニ被仰付候儀も有之ニ付口附之者
　　　為給料壱人扶持ツヽ被下置候
　　　　但定詰之面々并上京与被仰付候向も同様
　　　　　之事
　　　右之通可被取扱候
一正月廿八日所司代御渡之御書付左之通御廻状来ル
　　　上様明廿九日午刻
　　　御葬送済ニ付
　　　天気為御伺御参
　　　内被遊候旨被仰出候間此段為心得相達候
　　　　正月廿八日
一正月廿九日所司代御渡御書付左之通御廻状来
　　　一昨廿七日
　　　大行天皇御葬送無御滞相済候此段
　　　為心得相達候
　　　　正月廿九日
A0143-01987_012
一正月廿九日新撰隊御端立ニ付御用途御手伝割方
　左之通御張出を以被仰出之
　　　此度新撰隊御端立ニ付右為御用途別紙
　　　割方之通御手伝被仰付候間年々上納米致シ
　　　候様被仰出候
　　　　但御手伝中ハ昨年被仰出候軍役人指出候儀者
　　　　　御用捨被成下候且又地知行御役料共ニ
　　　　　弐百石未満之面々者追而被仰出候迄者
　　　　　上納ニ不及旨被仰付候事
　　　　　　割方覚
　　　四千五百石
　　一米百弐拾四俵
　　　四千廿五石
　　一同百拾俵
　　　三千五百廿五石
　　一同九拾六俵
　　　三千石
　　一同八拾俵
　　　弐千五百石
　　一同六拾六俵
　　　弐千百七拾五石
　　一同五十俵
A0143-01987_013
　　　千六百石ゟ千五百石迄
　　一米三拾八俵
　　　千四百石
　　一同三拾四俵
　　　千三百石
　　一同三拾弐俵
　　　千弐百石
　　一同弐拾八俵
　　　千五拾石ゟ千石迄
　　一同弐拾四俵
　　　九百石
　　一同弐拾俵
　　　八百廿石
　　一同拾六俵
　　　七百廿五石ゟ七百石迄
　　一同拾四俵
　　　六百七拾五石ゟ六百五十石迄
　　一同拾弐俵
　　　六百石ゟ五百五十石迄
　　一同拾俵
　　　五百石ゟ四百五十石迄　但御足共
　　一同八俵
　　　四百石
　　一同六俵
　　　三百五十石　但御足共
　　一同四俵
　　　三百三十石ゟ三百石迄　但御足高
　　一同三俵　　　　　　　　　御役料共
　　　弐百八十石ゟ弐百五十石迄　但右同断
　　一同弐俵
　　　弐百三十石ゟ弐百石迄　但御役料共
　　一同壱俵
A0143-01987_014
　　　八十人扶持
　　一米四俵
　　　七十人扶持
　　一同三俵
　　　百石五十人扶持　但御役料共
　　一同四俵
　　　百石廿五人扶持　但右同断
　　一同壱俵
　　　五十人扶持
　　一同弐俵
　　　〆
一二月二日所司代御渡御書付左之通御廻状来ル
　　　此度　御中陰中般舟院泉涌寺江参詣之
　　　摂家宮門跡方比丘尼寺諸家并局向等
　　　途中不敬心得違之儀無之様可相達旨伝
　　　奉衆被申聞候事
　　　　二月二日
一二月四日
　先帝崩御ニ付御機嫌為御伺御使者御雇江川
　常三郎御国許ゟ被指出候趣ニ而御用番江罷出
　御書指出之御内証ゟ御文被指出之
A0143-01987_015
一二月四日右同断ニ付
　天機為御伺御使者御物頭松原孫七郎御国許ゟ
　被指出候趣ニ而伝　奏野宮殿亭江［御聞番同道］罷出御書
　指出之
　　但八日御同所ゟ御呼出ニ而　勅答被仰出之
一二月四日右同断ニ付
　上様御機嫌為御伺板倉伊賀守殿江松原孫七郎
　被指出之
一二月五日所司代御渡之御書付左之通御廻状来ル
　　　普請之儀者来ル十五日ゟ被成
　　　御免候
　　　　二月五日
一二月六日於御座所大奥御男子御誕生［御母小出氏］信次郞様与
　被称
（以下、「　」内は抹消）
　　「信次郎　此訓能武
　　　　　易云人之所助者信也履信思手順
　　　慶応三年丁卯春二月八日
　　　　祖父源朝臣慶永於
　　　　浄光公廟焚香謹ト之」
A0143-01987_016
一二月七日組頭之儀御備頭与被相改之
一二月七日月番御目付江左之通御家老申渡之
　　　御備頭并御軍事奉行之面々江ハ已来
　　　御座所御門下馬御門三ノ丸
　　　御座所御門下座致し候様被仰付候
　　　　但御持組御先組下座可致事
（以下、「　」内は抹消）
「一二月十日左之通相触候様月番御目付江御家老
　　申渡之
　　　　先達而被仰出候鳴物高声御停止之儀
　　　　来ル十五日ゟ　御免被成候且又拝領場諸
　　　　殺生途中行軍等ニ而鳴物之儀者今十日ゟ
　　　　不苦候」
一二月十日所司代御渡之御書付松平因幡守殿ゟ
　御廻達有之
　　　大行天皇御法事ニ付
　　　御香奠献上之儀四品并拾万石以上之
A0143-01987_017
　　　面々ゟ当節御国事多端之折柄無益之
　　　入費相掛可為難儀候間銘々使者為差登
　　　候ニ不及御香奠献備之儀者同席之内ニ而
　　　使者相兼不苦候尤当節使者差立候者者
　　　右使者を以献備いたし候様可被致候
　　　　二月
一二月十一日左之通取扱候様月番御用人江御家老
　申渡之
　　　以来無役ニ而御書院番組并御留守番組江
　　　被入置候面々ハ御広間御番士勤被仰付候
　　　筈ニ候間左様相心得可被取扱候
一二月十四日崩御ニ付御使者松原孫七郎［御留守居同道］
　を以御香奠御献備被成泉涌寺江相納之相済
　所司代両伝　奏并板倉伊賀守殿江為御届罷出
一二月十五日左之通松平因幡守殿ゟ御廻状来ル
　　　今十五日ゟ大鼓等相用銃隊致調練
A0143-01987_018
　　　候儀不苦尤発炮者来ル廿八日ゟ相始候様
　　　可心得候此段相達候
　　　　二月十五日
　　　大行天皇御謚号
　　　宣下相済可奉称
　　　孝明天皇旨被仰出候此段相達候
　　　　二月十五日
一二月十六日
　新帝御践祚相済候為御祝儀被指出候御書御用番江
　御留守居持参指出之御内証ゟも御文被指出之
一二月廿四日於京都板倉伊賀守殿ゟ御呼出永田
　儀平罷出候処去ル廿一日被指出候御伺書江左之通
　御附札を以御差図有之
　　　松平越前守儀長々病気罷出久々不被
　　　奉伺
　　　御機嫌候処此頃快候ニ付致上京先般
A0143-01987_019
　　　将軍
　　　宣下被為　済候恐悦申上且被奉伺
　　　御機嫌度此段奉伺御内慮候様被申付
　　　越候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　二月廿一日　　　　　　永田儀平
　　　　御附札
　　　　　内意之通相心得候様可仕候事
一二月廿五日伝　奏飛鳥井殿ゟ御呼出伊藤友四郎
　罷出候処先達而御菓子御内献ニ付而之御返答被
　仰出之
　　　　　　　　　　　　　　かけ紙
　　　　　　　　　　　　　　　御父子江
　　　先帝　崩御ニ付為伺
　　　御機嫌御菓子内々被献上則及披露
　　　之処厚　聞食
　　　　〆
一二月廿五日御趣意ニ付御料理方役被廃
（以下、「　」内は抹消）
「一二月廿七日御勤之儀ニ付而之御書所司代松平越中守殿江
　　永田儀平持参指出之」
A0143-01987_020
一二月廿八日開田為御覧大丹生浦江被為　入［晦日御帰殿］
一二月晦日於京都板倉伊賀守殿ゟ御呼出永田儀平
　罷出候処去ル廿七日被指出候御伺書江左之通御附札
　を以御差図有之
　　　越前守儀為伺
　　　御機嫌上京被仕候節方今之御時態
　　　兼而供連等格別減少之儀被仰出茂御座候
　　　折柄ニ付登
　　　営其外共供連非常之省略可被仕儀与
　　　奉存候就而者別紙ケ条之趣私共限為心得
　　　奉伺度宜御指図可被成下候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　二月廿七日　　　　　　永田儀平
　　　　鎗
　　　右時宜ニ寄一本為持候儀も可有御座候事
　　　　長刀
　　　　先箱
　　　右時宜ニ寄相用不申節も可有御座候事
A0143-01987_021
　　一登
　　　営其外供廻り胴服段袋等相用候而も
　　　不苦儀ニ御座候哉
　　　右之通奉伺候
　　　　御附札
　　　　　可為伺之通候三ケ条胴服段袋之儀者不苦
　　　　　尤並袖割羽織着用可致候
一二月晦日所司代御渡之御書付左之通御廻状来ル
　　　御新葬未御日柄も不被為立
　　　御心喪中ニも被為在候間諸事物静ニ致シ
　　　候様可相心得就而者調練之節大炮相用
　　　候共強薬之儀者当分斟酌可有之旨
　　　摂政殿被命候間諸藩江も可相達旨伝
　　　奏衆被申聞候此段相達候
　　　　二月
（以下、「　」内は抹消）
「一三月三日
　　新帝御践祚被為　済候為御祝儀御内証ゟ
A0143-01987_022
　　御四所様江御文被指出之」
一三月三日将軍宣下被為　済候為御祝儀御内証ゟ
　御四所様江御文被指出之
一三月三日於運正寺
　昭徳院様御尊牌御供養有之
　銀弐枚被供之
一三月五日近々御上京ニ付御献上物之儀於京都
　稲葉美濃守殿江永田儀平御伺書持参指出候処
　左之通御附札を以御差図有之
　　　越前守儀今度
　　　将軍
　　　宣下被為　済候為恐悦上京被仕筈ニ御座候
　　　然ル処
　　　御代替後初而被奉伺
　　　御機嫌候儀ニ付献上物并御役方贈物等
　　　江戸表参勤之節之通被致度此段御内慮
　　　奉伺候様被申付越候宜御指図可被成下候
　　　以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　三月五日　　　　　　　永田儀平
A0143-01987_023
　　　　御附札
　　　　　表向不及献上物等候事
一三月六日所司代松平越中守殿ゟ御呼出服部寅之助
　罷出候処左之通御書付一通被相渡之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　将軍　宣下并
　　　御昇進之御礼且年頭為御祝儀明七日
　　　巳刻御参
　　　内被遊旨被仰出候此段相達候
　　　　三月六日
（以下、「　」内は抹消）
「一三月六日
　　先帝　崩御ニ付日向守様ゟ御香奠御献備之
　　御使者先達而御願ニ付所司代江永田儀平左之通
　　御届書持参差出之
　　　　今度
　　　　先帝崩御ニ付同姓松平日向守ゟ
　　　　御香奠献備之儀越前守方ニ而
A0143-01987_024
　　　　引受取扱申候此段御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　　三月六日　　　　　　永田儀平
　　　　　　別紙
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来
　　　　　　　　　　　　　　　島津十大夫
　　　　右松平日向守ゟ
　　　　御香奠献備之使者相勤申候
　一三月六日右同断ニ付
　　天機為御伺月番伝　奏野宮中納言殿亭江
　　島津十大夫罷出
　一三月八日右同断ニ付野宮中納言殿亭江島津
　　十大夫［昨日御達］罷出候処左之通
　　勅答被仰出之
　　　　先帝　崩御ニ付被伺
　　　　天機及言上之処被為
　　　　替御儀不被為　在
　　　　准后御方ニも御同様
A0143-01987_025
　一三月八日　信次郎様御忌明ニ付神明宮江
　　御広敷御用人を以御初穂金百疋被供之」
一三月十日為御上京　御発駕東近江路通　御旅行
一三月十六日御着京
一三月十六日左之通取扱候様月番御用人江
　御家老申渡之
　　　御趣意ニ付御徒組席之儀以来小役人
　　　格並ニ被仰付候
　　一御趣意ニ付小十人組席之儀已来一統格
　　　並ニ被仰付候
　　　　但一統格末席之次且又是迄小十人組ニ
　　　　　被入置候者并今度被入候者共席之儀ハ
　　　　　下地之席を以割入之事
（以下、「　」内は「不用」）
　「一今度御趣意ニ付御徒之者当番并諸勤
　　　之儀ハ当分御免被成左之面々御徒番所
　　　勤被　仰付候間勤向之儀者御右筆部屋
A0143-01987_026
　　　ニ而致指図候様且又御香奠附をはじめ
　　　地廻り勤之儀者是迄之通御徒同様可被
　　　取扱候
　　　　　　　　　　　　　　　水島勝之助
　　　　　　　　　　　　　　小役人
　　　　　　　　　　　　　　　木村忠右衛門
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　中野此三郎
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　富田材輔
　　　　　　　　　　　　　　同格
　　　　　　　　　　　　　　　矢村甚右衛門
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　吉村儀兵衛
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　青木賞助
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　上田嘉多右衛門
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　岩佐新助
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　伊藤重大夫
　　　　　　　　　　　　　　一結格
　　　　　　　　　　　　　　　高野忠助
　　　　　　　　　　　　　　小算上席
　　　　　　　　　　　　　　　伊藤善十郎
　　　　　　　　　　　　　　小算
　　　　　　　　　　　　　　　野村恒太郎
A0143-01987_027
　　　　　　　　　　　　　　小算格
　　　　　　　　　　　　　　　小坂権左衛門
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　森川拾五郎
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　藤田金六」
一三月十六日御趣意ニ付御徒被召出并御坊主被召出
　之儀被相止御憐愍を以当分御雇被仰付
一三月十七日御着京ニ付為御案内関白様両伝
　奏并所司代御老中板倉伊賀守殿稲葉美濃守殿江
　御勤
　　但於江戸表も御発駕御着京御帰城共御届書
　　　被指出之
一三月十七日御登　営之儀ニ付於京都稲葉美濃守殿江
　御伺書被指出候処左之通御附札并御書取を以御指図
　有之
　　　拙者儀兼而伺済ニ付去ル十日国許出立
　　　唯今致到着候依之
　　　将軍　宣下被為　済候御歓申上且
A0143-01987_028
　　　為伺
　　　御機嫌登　営致度候宜御指図可被
　　　下候以上
　　　　三月十六日　　　　　　松平越前守
　　　　御附札
　　　　　明十八日
　　　　　御旅館江罷出　御機嫌相伺候様可被
　　　　　致候
　　　　御書取
　　　　　松平越前守明十八日
　　　　　御旅館江罷出候節
　　　　　御目見被仰付ニ而可有之候間其心得ニ而
　　　　　罷出候様可仕候事
一三月十七日御内献上被成度旨稲葉美濃守殿江御伺書
　被指出候処左之通御附札を以御差図有之
　　　越前守儀今般上京被致候ニ付参府之節
　　　之通献上物被致度旨先達而奉伺候処
　　　表向献上物ニ不及旨御指図御座候然ル処
A0143-01987_029
　　　御代替初而之
　　　御目見之儀ニ御座候得者御内々別紙之通
　　　献上被致度候宜御指図被成下候様可奉
　　　願旨被申付候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　三月十六日　　　　　　島津十大夫
　　　　御太刀　　一腰
　　　　御馬代　　銀拾枚
　　　　奉書紙　　拾束
　　　　綿　　　　五十把
　　　　　以上
　　　　御附札
　　　　　国産之品内献上之儀可為願之通候右品
　　　　　都合次第自分旅宿江可指出候尤御太刀馬代
　　　　　献上ニ不及候
一三月十八日　将軍　宣下被為　済候為御祝儀御使
　御番頭代杉山源十郎を以御太刀［一腰］御馬代［黄金十両］
　被献之於　西丸蘇鉄之間御奏者番家来江相渡之
A0143-01987_030
一三月十八日右同断ニ付　静寛院宮様　天璋院様
　御簾中様江白銀五枚干鯛一箱ツヽ　本寿院様
　実成院様江同三枚宛被指上之
一三月十八日右同断ニ付御老中始役女衆江御贈物
　有之候得共略之
（以下、「　」内は抹消）
　　「御太刀一腰　　　　　　　御老中不残
　　　金馬代一枚　宛　　　　　若年寄中不残
　　　干鯛一箱　　　　　　　　御側衆不残
　　　御樽代五百疋　宛　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　上様
　　　　　　　　　　　　　　老女
　　　白銀三枚ツヽ　　　　　　錦小路殿
　　　　　　　　　　　　　　　野村殿
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　表使
　　　　　　　　　　　　　　　岡野との
　　　同二枚ツヽ　　　　　　　浜田との
　　　　　　　　　　　　　　　島田との
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　静寛院宮様
　　　　　　　　　　　　　　老女
　　　同三枚ツヽ　　　　　　　仲村殿
　　　　　　　　　　　　　　　袖川殿
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　表使
　　　　　　　　　　　　　　　山田との
A0143-01987_031
　　　同二枚ツヽ　　　　　　　八十岡との
　　　　　　　　　　　　　　　江沢との
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　天璋院様
　　　　　　　　　　　　　　老女
　　　　　　　　　　　　　　　梅渓殿
　　　同三枚ツヽ　　　　　　　おつほね殿
　　　　　　　　　　　　　　　藤沢殿
　　　　　　　　　　　　　　　滝井殿
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　表使
　　　　　　　　　　　　　　　福田との
　　　同二枚ツヽ　　　　　　　川岡との
　　　　　　　　　　　　　　　藤瀬との
　　　　　御内証ゟ
　　　　　　　　　　　　　上様
　　　　　　　　　　　　　　御客応答
　　　　　　　　　　　　　　　歌山との
　　　白銀二枚ツヽ　　　　　　三保島との
　　　　　　　　　　　　　　御右筆頭
　　　　　　　　　　　　　　　志賀野との
　　　　　　　　　　　　　天璋院様御附
　　　　　　　　　　　　　　小上臈
　　　同三枚　　　　　　　　　於千衛殿
　　　　　　　　　　　　　　中年寄
　　　　　　　　　　　　　　　歌川との
　　　同二枚ツヽ　　　　　　　富野との
　　　　　　　　　　　　　　　花岡との
A0143-01987_032
　　　　　　　　　　　　　静寛院宮様附
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　小野田との
　　　　　　　　　　　　　　　花沢との
　　　　　　　　　　　　　　　崎野との
一三月十八日御登　営於　御休息所　御目見
　御懇之　上意有之御菓子御頂戴被成
一三月十八日右同断ニ付為御礼御用番稲葉美濃守殿江
　御使者御使番被指出之
（以下、「　」内は抹消）
「一三月十九日日向守様ゟ御香奠御献備之御使者
　　島津十大夫［服部寅之助同道］泉涌寺江罷出相納之相済
　　為御届両伝　奏所司代江罷出」
一三月廿日御参　内被成度旨伝　奏飛鳥井中納言殿江
　御伺書被差出候処左之通雑掌を以御口達有之
　　　明後廿二日　巳刻
　　　参　内
一三月廿一日伝　奏ゟ御呼出伊藤友四郎罷出候処
　去ル十八日被指出候御願之儀ニ付雑掌を以左之通
A0143-01987_033
　御口達有之
　　　今般致上京候ニ付
　　　孝明天皇山陵拝礼泉涌寺江参詣
　　　之儀何卒奉願度此段宜御沙汰奉願上候
　　　　三月十八日　　　　　　松平越前守
　　　　御口達
　　　　　孝明天皇
　　　　　山陵江拝礼之事
一三月廿一日御暇之儀ニ付御用番江御伺書被指出候処
　左之通御附札を以御差図有之
　　　此度越前守儀致上京
　　　上様　将軍　宣下被為　済候御歓且
　　　御機嫌伺茂申上相済候ニ付無程国許江
　　　発途致度奉存候別段御暇被　仰出候
　　　儀ニ御座候哉御内々奉伺候様被申付候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　三月廿一日　　　　　　島津十大夫
　　　　御附札
　　　　　書面別段御暇者不被　仰出候間都合次第
A0143-01987_034
　　　　　出立候様可仕候事
一三月廿一日所司代ゟ御呼出永田儀平罷出候処御書付
　二通御渡有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　上様明廿二日四時之御供揃ニ而当地
　　　御発途御乗船大坂表江被為　成候旨被
　　　仰出候此段相達候
　　　　三月廿一日
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　従四月朔日節朔如例被仰出候旨伝
　　　奏衆被申聞候此段為心得相達候
　　　　三月廿一日
一三月廿一日　将軍　宣下被為　済候御祝儀有之ニ付
　御内証ゟ
　御四所様江御文被指出之
一三月廿一日於運正寺［昨廿日晩ゟ今朝迄］芳樹院様御一周忌
A0143-01987_035
　御法事御執行有之
一三月廿二日
　天機為御伺御参　内鳥子紙二箱鮮鯛壱折
　御内々御進献
　准后御方も御機嫌御伺被成御退出掛為御礼
　関白様両伝　奏江御勤
一三月廿四日左之通被仰出候旨月番御用人江
　御家老申渡之
　　御役人席之儀物頭嫡席与御改被成候
　　　但以来御預所元〆役を始六役之儀者被仰付
　　　　候節物頭嫡席順席ニ被仰付候事
一三月廿四日御趣意ニ付炮術所世話役之儀被廃
一三月廿五日泉涌寺江御参詣
　孝明天皇山陵并御位牌御拝被成
（以下、「　」内は抹消）
「一三月廿七日御発駕為御案内関白様両伝　奏
　　御老中御廻金」
A0143-01987_036
一三月廿八日京都　御発駕東近江路通　御旅行
一三月廿八日　御代替御祝儀御献上之御使者江拝
　領物有之候為御礼被指出候御書御用番江御留守居
　持参指出之
（以下、「　」内は「不用」）「一四月三日於運正寺　趣倫院様三十三回御忌
　　御法事御茶湯御執行有之於　も右同様
　　御執行有之」
　一四月四日御着城」
一四月九日松平周防守殿ゟ御呼出去ル五日被差出候
　御願書江左之通御附札を以御差図有之
　　　越前守家来佐々木権六柳本直太郎与
　　　申者兼而英学為致修行置候処此度米利
　　　堅江罷越猶復修行仕度志願之趣願出候
　　　ニ付願之通被申付度候就而者亜国新九十三番
　　　ウエンリート与申者之指図を以亜国江罷越
　　　来辰ノ春迄留学為致候依之別紙人相
A0143-01987_037
　　　書指出候間兼而御触達之通御免之御印章
　　　御渡被成下候様此段奉願候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　四月五日　　　　　　　草尾精一郎
　　　　御附札
　　　　　可為願之通候尤印章之儀者外国奉行ゟ
　　　　　可相渡候間右奉行可承合候
一四月十日所司代ゟ御呼出御聞番罷出候処公用人を以
　左之通御書付二通被相渡之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　此度
　　　御国喪ニ付鳴物停止之処御百ケ日
　　　御法会茂被為　済候ニ付明十一日ゟ鳴物
　　　不苦候此段相達候
　　　　四月十日
　　　准后御方少々御不例ニ被為　在候ニ付自然
　　　御動揺被遊候而者恐入候儀ニ付当分之内
　　　大炮火入見合候様可致候且小銃火入茂
A0143-01987_038
　　　連発等差扣候様可相心得候事
一四月十一日左之通被仰出候旨月番御用人江御家老
　申渡之
　　　以来御法事御執行之節
　　　御代々様之外ハ総而一役一人ツヽ出勤ニ被
　　　仰出候
　　　　但御法事奉行之儀も
　　　　　御代々様之外ハ被仰付無之事
一四月十一日月番御目付江左之通御家老申渡之
　　　年始五節句月次御礼　御発駕
　　　御着城等之節々者
　　　御先立是迄之通其余之儀者御用捨
　　　被成下候
（以下、「　」内は「不用」）「一四月十一日右同断
　　　　大御番組新番組補兵隊新番並組御徒
　　　　組之内役輩物頭指添新撰隊教授方介
A0143-01987_039
　　　　右之面々稽古所世話番当分相見除候様
　　　　可被取扱候」
一四月十五日於京都稲葉美濃守殿ゟ御呼出御留守居罷出
　候処左之通御書付一通被相渡之
　　　　　　　　　　　　　　袖うら
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来江
　　　英吉利ミニストル其外附属之者五六人今
　　　十五日大坂表出立別紙之通陸路越前敦賀江
　　　罷越候間休泊等差支無之様可被取斗候
　　　尤為附添役々罷越候得共領分通行之節
　　　猶取締筋等心附粗暴之儀無之様可仕候
　　　　四月
　　　　但別紙道筋略之
（以下、「　」内は抹消）
　　「　　道筋
　　　伏見　　大津　　堅田　　大溝　　敦賀
　　　　　帰途
　　　中河内　椿市　　柳ケ瀬　木本
　　　長浜　　米原　　彦根　　鳥居本
A0143-01987_040
　　　高宮　　愛知川　武佐　　鏡
　　　守山　　草津　　宇治
　　　　　　　　　　　　是より船路帰坂
　一四月十二日
　　慶永様為御上京御発駕」
一四月十五日　将軍　宣下并御昇進之御礼且
　年頭之御祝儀去月七日御参　内被為　済候
　為御祝儀被指出候御書御用番江御留守居持参
　指出之御内証ゟ茂御文被指出之
（以下、「　」内は抹消）
「一四月十六日
　　慶永様御着京」
一四月廿日左之通取扱候様月番御用人江御家老
　申渡之
　　一今度御留守組支配之面々御趣意ニ付
　　　夜廻り勤被　仰付
　　　御座所江相詰候儀者御免被成候
A0143-01987_041
　　　　但夜中臨時御城代御用之儀御使番ニ而
　　　　　取扱候様并御留守組昼夜一人ツヽ御門
　　　　　所江相詰候儀者是迄之通ニ候事
　　一右同断御免被成候ニ付昼之儀も右御用
　　　取扱当番之御使番ニ而取扱候様被仰付候
　　　右之通相心得此段御使番役江も可被申聞候
一五月二日会所奉行内田閑平江左之通被仰出候旨
　月番御家老申渡之
　　　是迄産物会所他国会所両局被立置候処
　　　御不弁之儀も有之ニ付今般改而合一ニ
　　　相成候様被成度依之総会所与相唱
　　　会所奉行取扱ニ被仰付候
　　一御札所之儀取扱被仰付候
（以下、「　」内は抹消）
「一五月十二日執当衆ゟ左之通申来候旨竜城院ゟ
　　書付二通指出之
　　　　当山寒松院儀去十二月中死去ニ付
A0143-01987_042
　　　　越前福井泉蔵院儀者厚法縁有之
　　　　候間為法縁移転跡寺院江転住被　
　　　　仰付候様法類中ゟ願出候依之泉蔵院文
　　　　今般為法縁普門院江転住被　仰付候間
　　　　此段御屋敷江宜被申入候以上
　　　　　五月十二日
　　　　越前国白山玄成院願之通隠居御免
　　　　後住覚王院交衆弟子香城房江被
　　　　仰付候間万端是迄之通於心添有之候様
　　　　松平越前守殿江為御使被相越宜被
　　　　申入候以上」
一五月十二日青松院殿御儀田安様ゟ御貰請ニ
　相成候ニ付御用番江左之通御届書御留守居
　持参指出之
　　　　　　　　　　　　　　田安惇宗院様御附女中
　　　　　　　　　　　　　　　青松院方
　　　右者松平大蔵大輔生母ニ付文久三亥年
A0143-01987_043
　　　同人妻同伴ニ而国許江被罷越候処大蔵
　　　大輔生母之儀ニ茂御座候得者田安様江
　　　被申達此度貰請被申候此段御届申上
　　　候様国許ゟ被申付越候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　五月十二日　　　　　　草尾精一郎
（以下、「　」内は抹消）
　　　「但田安様ゟも御届書被指出之」
（以下、「　」内は「不用」）
「一五月十五日於運正寺　彩雲院様三回御忌
　　御茶湯御執行有之」
一五月十六日郡奉行江左之通書付を以御家老申渡之
　　　今度三郡大庄屋共役宅之儀達之趣も
　　　有之ニ付願之通舟場畑地之内ニ而
　　　御用地ニ被仰付御渡被成候事
一五月廿日御先手御旗奉行之儀御趣意ニ付御旗奉行与
　御改被成
一五月廿日御趣意ニ付御旗組已来予備組江被入
一五月廿一日日向守様御妹御卒去ニ付左之通御忌服之
A0143-01987_044
　御届書御用番江御留守居持参指出之
　　　　　覚
　　　　忌五月十四日ゟ　　同月廿三日迄
　　　　服五月十四日ゟ　　六月廿九日迄
　　　右松平日向守殿養家之妹於御在所去ル
　　　十四日亥下刻被致卒去越前守儀実父方妹之
　　　続ニ付半減之忌服如此御座候依之於国許
　　　承知之上忌之日数相立候ハヽ一日被致遠慮候
　　　此段御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　五月廿一日　　　　　　草尾精一郎
一五月廿五日於京都板倉伊賀守殿ゟ御呼出永田
　儀平罷出候処左之通御書付御渡有之
　　　　　　　　　　　　　　袖うら
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江
　　　兵庫開港等之儀ニ付別紙之通
　　　御所ゟ被　仰出候間此段為心得相達候
　　　　五月
A0143-01987_045
　　　兵庫開港之事元来不容易殊ニ
　　　先帝被為止置候得共大樹無余義時勢
　　　言上且諸藩建白之趣も有之当節上京之
　　　四藩も同様申上候間誠ニ不被為得止御差許ニ
　　　相成候就而者諸事屹度取締相立可申事
　　一兵庫被停候事
　　一条約結改之事
　　　右取消之事
　　　　　　　　　　　　　　袖うら
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江
　　　長防御処置之儀ニ付別紙之通
　　　御所ゟ被　仰出候尤御処置之品者猶改而
　　　可被　仰出候得共先此段相達候
　　　　五月
　　　長防之儀昨年上京之諸藩当年上京之
　　　四藩等各寛大之所置可有
　　　御沙汰言上於大樹も寛大之所置
A0143-01987_046
　　　言上有之
　　　朝廷同様被
　　　思食候間早々寛大之処置可取斗事
一五月廿九日御趣意ニ付御勘定拝借奉行闕役被
　仰出之
一六月朔日去月廿三日三国湊江英国測量船致上陸
　翌廿四日致出帆候ニ付於京都板倉伊賀守殿江御届書
　永田儀平持参指出之
　　但於江戸表も御届書御用番江被指出之
一六月五日御趣意ニ付加賀口御先物頭役宅之儀被
　相止
一六月六日末之番外席被仰付候無役之面々者已来
　御広間当番勤被　仰付之
一六月廿一日所司代ゟ御呼出長永田儀平罷出候処左之通
　御書付壱通被相渡之
　　　　　　　　　　　　　　袖うら
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来江
A0143-01987_047
　　　明廿二日九時御供揃ニ而
　　　御参
　　　内可被遊旨被
　　　仰出候此段相達候
　　　　六月廿一日
一六月廿三日泉蔵院後住之儀ニ付上野執当中迄
　左之通口上扣を以草尾精一郎被指出之
　　　越前国福井
　　　御宮別当泉蔵院儀今度転住被
　　　仰付候ニ付先住種熟院儀病気全快ニ付
　　　再住之儀同人江申付呉候様普門院ゟ願出
　　　候ニ付願之通被仰付被下候様致度存候
　　　右之趣宜様御沙汰可被下候為其以使者
　　　申上候
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　六月廿三日　　　　　　草尾精一郎
一六月廿五日御中老江左之通書付を以御家老申渡之
A0143-01987_048
　　　御手許を始兵学所并医学所洋学所
　　　其他諸局江御渡ニ相成候御書籍類惣而
　　　明道館典籍方江御附属被成候
一六月廿六日去ル十六日三国湊江亜墨利加蒸気軍艦
　致上陸直様致退帆候ニ付於京都板倉伊賀守殿江
　御届書被指出之
　　但於江戸表も御用番江右御届書被指出之
（以下、「　」内は抹消）
「一六月廿七日御用番稲葉美濃守殿ゟ御呼出御留守居
　　罷出候処暑中御尋宿継御奉書宿継証文添
　　御渡被成
　　　但」
一六月廿九日左之通申渡候様小十人頭真杉所左衛門江
　御家老申渡之
　　　小十人組頭席之儀以来小役人格並上席ニ
　　　被成下候
　　　　但小役人格以上ゟ組頭被仰付候節役席之
A0143-01987_049
　　　　　外者元席ニ被指置候事
一七月朔日所司代ゟ御呼出永田儀平罷出候処
　左之通御書付壱通被相渡之
　　　　　　　　　　　　　　袖うら
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来江
　　　伊勢内宮外宮石清水八幡宮春日社
　　　等者重キ神霊之儀故別而尊崇専要
　　　之儀ニ候間参詣之輩礼服着用不敬之儀
　　　無之様可致候
一七月二日於運正寺［昨朔日夕ゟ今朝迄］
　天梁院様三十三回御忌御法事御執行有之
（以下、「　」内は抹消）
「一七月四日宿次御奉公福井江着
　　於御座所御頂戴被成」
一七月十一日隠居休息之面々参　宮湯治を始
　他国江罷越候儀是迄者其番頭支配頭聞置ニ而
　相済候得共当御時態ニ付惣而願口上書差出受
　御差図候様被仰出之
一七月十二日兼而炮術階級打有之候処第一級ニ
　相進ミ候者共江花葵　御紋御印一ツヽ被下之
A0143-01987_050
　　但胴乱襷皮之中江付可申事
（以下、「　」内は抹消）
「一七月十八日暑中　御尋御礼御使者御雇酒井隊哉
　　御国許ゟ被指出候趣ニ而今朝御用番江罷出御書
　　指出之御内証ゟも御文被指出之
　一七月十九日右同断御使者　西丸江尾州御献上物
　　相納之」
（以下、「　」内は「不用」）
「一七月廿日木戸之内御先筒組矢場地是迄加賀口
　　御門預り御役宅地之内ニ古来ゟ借受居候処今度
　　御役宅被相止且又旗組予備組江被入然ル処
　　矢場地無之ニ付左之通被下之」
A0143-01987_051
（以下、「　」内は抹消）
一七月廿日鶴屋町大工元右衛門忰仙太郎同人娘
　そと同所研屋藤助「与申者孝心奇特之儀ニ付
　夫々御褒美被下之
一七月廿日」　堂島村吉大夫孫みや
　松蔭浦孫右衛門忰岩七与申者孝心寄特之儀ニ付
　御褒美被下之
（以下、「　」内は抹消）
一七月廿二日新番御供勤之名目被廃之「此段御供
　勤之面々江申渡候様新番頭渡辺隼太江
　御家老申渡之」
一七月廿五日於運正寺［昨廿四日番ゟ今朝迄］有覚院様御一周忌
　御法事御執行有之
一七月廿五日天気打続旱抜ニ相成候ニ付於黒竜宮
　雨乞御祈祷被仰付金百疋被供之
一八月朔日英国人二人南京人壱人去月十七日御領分
　通行候ニ付於京都板倉伊賀守殿江御届書被指出之
　　但於江戸表も御届書被指出之
A0143-01987_052
（以下、「　」内は抹消）
「一八月六日
　　慶永様京都御発駕
　一八月九日
　　慶永様御帰城ニ付為御迎浅水駅迄被為　入」
一八月九日
　慶永様今度御帰国ニ付去ル四日五日御拝領物有之
　候ニ付左之通相心得候様被仰出之
　　　今度
　　　宰相様御帰国被遊候ニ付当月四日御登
　　　営之処於
　　　御前仏国帝王応用之馬具并純金正飛
　　　御時計御拝領被遊翌五日御参
　　　内之処被拝
　　　竜顔永々御滞在御用御勤仕御苦労ニ
　　　被　思召御狩衣御中啓御拝領被遊恐悦之
　　　御事ニ候此段申聞候様被仰出之
A0143-01987_053
一八月十一日鳴物方之面々喇叭致修行候様被　仰付之
一八月十五日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処去ル
　三月被指出置候御伺書江左之通御書取を以御指図有之
　　　今度
　　　将軍　宣下被為　済候為御祝儀先格之通
　　　上使を以拝領物被
　　　仰付候御儀ニ可有御座哉就而者旧冬も申上候
　　　通り方今藩屏之任急務ニ而当表指置候
　　　家来之者致減少候ニ付文久三亥年御達
　　　申上越前守在国中者居屋敷表門并
　　　玄関向等〆切仕候次第ニ御座候右ニ付
　　　上使被成下候節自然不行届之儀御座
　　　候而者奉恐入甚以心痛仕候依之此度之儀ハ
　　　上使之趣を以
　　　御城或御宅江家来之者御呼出ニ而拝領
　　　物被
A0143-01987_054
　　　仰付被下候様各様迄御内慮奉伺候此段
　　　宜御沙汰可被成下候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　三月廿四日　　　　　　草尾精一郎
　　　　御書取
　　　　　申立之趣も有之ニ付
　　　　　上使者不被成下此度限為名代一類中
　　　　　西丸江差出候様相達ニ而可有之候且又
　　　　　静寛院宮様
　　　　　天璋院様
　　　　　御簾中様ゟ被下物之儀ハ老女奉文を以
　　　　　相達候儀与相心得候様可仕候事
（以下、「　」内は抹消）
「一八月十六日摂州神戸村地所御借受之儀ニ付於京都板倉伊賀守殿江
　　左之通御聞番御届書指出之
　　　　今度摂州神戸村字井上与申地所同所
　　　　生島四郎大夫地面三千坪余松平越前守
　　　　借受申候此段御届申上候様被申付越候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　　八月十六日　　　　　島津十大夫」
A0143-01987_055
一八月十七日
　昭徳院様御一周御忌御法事ニ付御内証より
　静寛院宮様　天璋院様　御簾中様江巻松風一箱ツヽ
　被指上之［御伺之上］
一八月十九日
　昭徳院様御尊牌江今度御贈官御書込ニ相成候ニ付
　開眼供養有之銀弐枚被供之
一八月廿日於運正寺
　昭徳院様御一周忌御茶湯御執行有之
一八月廿一日右同断ニ付御使者御番頭代飯田主税
　を以御香奠白銀五枚被献之［先達而御触達］増上寺方文江
　相納之
一八月廿一日為御名代松平主計頭様　西丸江御登
　城［昨日御用番ゟ御呼出ニ而御達］被成候処於御白書院縁頰替席御老中
　列座　将軍　宣下被為　済候為御祝儀左之通拝領
　被仰付候旨稲葉美濃守殿御達有之
A0143-01987_056
　　　慶永様江
　　　　綿三十把
　　　　一種千疋
　　　茂昭様江
　　　　綿五十把
　　　　一種千疋
一八月廿一日　将軍　宣下被為　済候為御祝儀
　静寛院宮様　天璋院様　御簾中様ゟ老女中奉文
　を以綿十把干鯛一箱宛御拝領
　上様ゟ　勇姫様江御巻物十一種一荷御簾中様ゟ
　御同人様江二種一荷御拝領
一八月廿二日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処左之通
　御書付一通被相渡之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江
　　　霊岸島中屋敷之内海手之方弐千坪
　　　御用ニ付可被指上候代地ハ追而可被下候
　　　御作事奉行可被談候
一八月廿四日　将軍　宣下被為　済候為御祝儀御拝
A0143-01987_057
　領物有之候御礼勤之儀去ル廿一日御伺書被指出候処
　今日御呼出ニ而左之通御附札を以御差図有之
　　　今日松平越前守同大蔵大輔為名代松平
　　　主計殿西丸江被罷出候処
　　　将軍　宣下被為済候為御祝儀越前守并
　　　大蔵大輔江拝領物被　仰付且又右為御祝儀
　　　静寛院宮様
　　　天璋院様
　　　御簾中様ゟも御老女中様奉文を以越前守
　　　并大蔵大輔江拝領物被　仰付難有仕合奉存候
　　　依之越前守於国許承知之上御礼勤向之
　　　儀并大蔵大輔江拝領物被仰付候御礼勤向
　　　之儀も如何相心得可申哉将又大蔵大輔ゟも
　　　右同様御礼勤向之儀如何相心得可申哉
　　　此段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　八月廿一日　　　　　　草尾精一郎
A0143-01987_058
　　　　御附札
　　　　　越前守大蔵大輔ゟ使札差越候様可仕候
　　　　　静寛院宮様御始江之御礼者飛札大蔵大輔江
　　　　　拝領物之御礼越前守ゟハ飛札越前守江
　　　　　拝領物之御礼大蔵大輔ゟハ飛札差越候様
　　　　　可仕候
　　　将軍　宣下被為済候為御祝儀
　　　上様
　　　御簾中様ゟ御老女中奉文を以松平大蔵大輔
　　　妻江拝領物被　仰付難有仕合奉存候依之
　　　同人妻ゟ御礼勤向之儀如何相心得可申哉
　　　且又越前守大蔵大輔ゟも右御礼勤向之儀
　　　如何相心得可申哉此段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　八月廿一日　　　　　　草尾精一郎
　　　　御附札
　　　　　越前守大蔵大輔ゟハ飛札差越大蔵大輔
　　　　　妻ゟハ老中縫殿頭江使者差出候様可仕候
一八月廿四日御用番ゟ御呼出御留守居罷出候処去ル五日
A0143-01987_059
　慶永様御参　内被成候処御拝領物有之ニ付被指出候
　御礼勤之御伺書江左之通御附札を以御差図有之
　　　松平大蔵大輔儀去ル五日致参
　　　内候処被拝
　　　竜顔御狩衣御中啓拝領被　仰付難有
　　　仕合奉存候右ニ付大蔵大輔并越前守ゟ
　　　御礼勤向之儀如何相心得可申哉此段
　　　奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　八月廿二日　　　　　　大道寺喜三郎
　　　　御附札
　　　　　大蔵大輔ゟ者使札越前守ゟ者飛札差越
　　　　　候様可仕候
一八月廿五日　清心院様江被進候御分量金
　思召を以当年ゟ五十両御増都合五百両ツヽ被進
　候旨被　仰出之
一九月五日於京都板倉伊賀守殿ゟ御呼出御留守居
　罷出候処神戸地所之儀ニ付先達而被指出置候
A0143-01987_060
　御届書御下被成左之通御書取を以御差図有之
　　　今度摂州神戸村字井上与申地方同所
　　　生島四郎大夫地面之内三千坪余越前守
　　　永々借受申候内約取結追々建物等取懸
　　　申度奉存候此段御届可申上旨被申付越候
　　　以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　八月十六日　　　　　　島津十大夫
　　　　御書取
　　　　　書面之趣者生田川を境御開港御用地ニ
　　　　　相成候儀ニ而右江接近之場所ニ付難相整
　　　　　候事
（以下、「　」内は抹消）
「一九月九日於　御本丸節句之御礼被為　請畢而
　　今度
　　慶永様御拝領之御品拝見被　仰付之
　　　　禁裡御所ゟ
　　　　　御狩衣
　　　　　御中啓
A0143-01987_061
　　　　上様ゟ
　　　　　御馬具
　　　　　御時計」
一九月十日御使番目印之儀左之通被仰出之
　　　御使番当番中ゟ火元見為御用被遣候節
　　　昼者小旗ニ使ノ字目印用来候処今度左之通
　　　陣笠ニ相改且又火元見之外平日乗切等ニも
　　　相用候筈ニ候事
　　　　陣笠
　　　　　表朱
　　　　　裏黄
　　　　　　但金ニ而使之字縁金
（以下、「　」内は抹消）
「一九月十一日大目付中御触之写二通支配下江可相触旨
　　左之通支配頭江御家老書付相渡之
　　　　此度兵庫御開港商社御取立ニ而外国交易
　　　　取組元手金として差加金致し又者品物
　　　　ニ而交易取組度もの者
A0143-01987_062
　　　　此度兵庫御開港商社御取開ニ相成候ニ付而ハ
　　　　融通之ため此節より金札当分之内通用被
　　　　仰出候ニ付都而通用金銀同様相心得御年貢
　　　　之外諸上納物ニ相用候而も不苦候事」
一九月十五日所司代ゟ御呼出永田儀平罷出候処左之通
　御書付一通被相渡之
　　　　　　　　　　　　　　袖うら
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来江
　　　御所為御警衛九門内外巡邏之儀本国寺ニ
　　　寄寓罷在候水戸殿家来江茂被　仰付候此段
　　　為心得相達候
　　　　九月
（以下、「　」内は抹消）
「一九月十六日御関所通方御変革ニ付山村喜兵衛殿ゟ
　　被指出置候御家老中判鑑返却有之
　　　　一筆奉啓上候信州福島御関所通手形
A0143-01987_063
　　　　為引合御家老中判鑑壱枚去丑八月
　　　　御差出被為置候処従当八月朔日御関所
　　　　返し方之儀御変革被仰出女鉄炮首死骸
　　　　乱心手負国人等無手形ニ而通行之筈稲葉
　　　　美濃守殿被仰渡候由依之右判鑑不用
　　　　相成候付返進仕候恐々謹言
　　　　　　　　　　　　　　　山村甚兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　　　良醇
　　　　　松　越前守様
　　　　　　　　　参人々御中
一九月廿二日所司代ゟ御呼出御留守居罷出候処左之通
　御書付二通被相渡之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来江
　　　昨廿一日ゟ
　　　上様御事
　　　公方様与奉称
A0143-01987_064
　　　御廉中様御事
　　　御台様与可奉称候此段相達候
　　　　九月廿二日
　　　公方様昨廿一日二条
　　　御城江被遊　御移替候為心得此段
　　　相達候事
一九月廿五日三ノ丸御座所於大奥御女子様御誕生ニ付
　誠姫様与奉称
一九月廿六日誠姫様御儀御簾中様
　御養御順之儀者誠姫様　信次郞様与
　申御順ニ候旨被　仰出之
一九月廿七日御趣意ニ付補兵隊一番二番三番とも
　解隊
一九月廿八日　将軍　宣下被為　済候為御祝儀
A0143-01987_065
　御拝領物有之候為御礼御使者御雇出浦源八郎
　御国許ゟ被指出候趣ニ而今朝御用番江罷出御書
　指出之御内証ゟも御文被指出之
一十月十一日大目付中ゟ左之通御触達来
　　　葡萄牙　　孛漏生　　瑞西
　　　白耳義　　伊太里　　丁抹
　　　右国々之儀亜墨利加阿蘭陀魯西亜英吉
　　　利仏蘭西等之振合を以条約為御取替
　　　相成候条末々之者ニ至迄其旨可相心得候
　　　右之趣御料私領寺社領共不洩様可触知
　　　もの也
一十月十一日於京都大小御目付中ゟ左之通御廻状来
　　　国家之大事見込御尋之儀有之候間詰合之
　　　重役明後十三日四ツ時二条
　　　御城江可罷出候尤重役詰合無之向者
A0143-01987_066
　　　国事ニ携候者可罷出候此段申達候以上
　　　　十月十一日　　　　　　設楽岩次郞
　　　　　　　　　　　　　　　戸川伊豆守
　　　　　松平越前守殿
　　　　　　　　　　留守居
一十月十三日右同断ニ付伊藤友四郎　御城江罷出候処
　大広間一ノ間江諸藩士一同列座之上
　板倉伊賀守殿御目付侍座左之通御書付拝見被
　仰付銘々見込も有之候ハヽ御直ニ御尋可被遊候間無腹臓申上候様被仰聞何レも御請申上
　畢而御老中代り大目付戸川伊豆守殿出席諸藩士一人ツヽ御呼出別紙
　御書付御封書ニ而御渡御演説ニ而当今不容易御時態御直ニ御相談不被為
　在候半而ハ難相叶儀有之候間
　慶永様　茂昭様ニも早々御上京被成候様御達有之
　　　我
　　　皇国時運之沿革を観るに昔
　　　王綱紐を解て相家権を執り保平之乱
　　　政刑武門に移りてより我租宗に至り更に
　　　寵眷を蒙り二百余年子孫相受我其職を
　　　奉すと雖も政刑当を失不少今日之形勢に
　　　至り候も畢竟薄徳之所致不堪慚懼候
　　　況や当今外国之交際日に盛成により愈
A0143-01987_067
　　　朝権一途に不出候而者綱紀難立候間
　　　従来之旧習を改め権を
　　　朝廷に帰し広く天下之公議を尽し
　　　聖断を仰き同心協力共に
　　　皇国を保護せハ必す海外万国と可立並我
　　　国家江所尽不過之候乍去猶見込之儀も
　　　有之候ハヽ聊忌諱を不憚可申聞候
　　　　十月
一十月十五日伝　奏日野大納言殿ゟ御呼出伊藤友四郎
　罷出候処左之通御書付二通御渡有之若又
　慶永様御指支も候ハヽ
　茂昭様御上京可被成旨被仰出候段雑掌を以御達
　有之
　　　租宗以来御委任厚御依頼被為　在候
　　　得共方今宇内之形勢を考察シ建白之
　　　旨趣尤ニ被
A0143-01987_068
　　　思食候間被
　　　聞食候尚天下与共ニ同心尽力を致シ
　　　皇国ヲ維持可奉安
　　　宸襟　御沙汰候事
　　　　〆
　　　慶永様江之御達
　　　別紙之通被
　　　仰出候ニ付而者被為在御用候間早々上京
　　　可有之旨
　　　御沙汰候事
　　　　〆
一十月十六日伊藤友四郎御城江罷出候処［今朝大目付中ゟ御廻達有之］
　左之通御書付拝見被仰付畢而右御書付御封書ニ而御渡早々御国表江可指上旨
　板倉伊賀守殿御達有之
　　　去ル十三日相渡候御書付之趣御奏聞相成候処昨十五日別紙之通
　　　御所ゟ被　仰出候間此段相達候
　　　御奏聞書十三日之処ニ記之爰ニ略
　　　大事件外異一条者尽衆議其外諸大名
　　　伺被　仰出等者
　　　朝廷於両役取扱自余之儀者召之諸侯
　　　上京之上御決定可有之夫迄之処支配地
　　　市中取締等者先是迄之通ニ而追而可及
　　　御沙汰候事
A0143-01987_069
一十月十六日大目付中御触之趣取斗候様月番御奉行
　御目付江御家老左之通書付相渡之
　　　准后御方立后被　仰出
　　　大宮御所新規御造立相成候ニ付右御普請
　　　御入用先格者万石以上之内江御手伝被　仰付
　　　候得共此度者御料所并諸大名領分寺社領江
　　　国役割被　仰付候間村高百石ニ付金三分之
　　　割合を以御料ハ御代官御預所私領ハ領主
　　　ニ而取立納方之儀者御所御用取扱ひ
　　　大久保主膳正星野豊後守江承合当卯年
　　　中上納可被致候
　　　　但寺社領ハ最寄御代官江相納候而も不苦候
一十月十八日　誠姫様御病気之処御養生無御叶
　御逝去
一十月十八日御趣意ニ付左之通被相改候旨月番
　御用人江御家老申渡之
A0143-01987_070
　　　御趣意ニ付大御番組名目第一遊撃隊与
　　　御改被成候
　　　右之通可被相心得候
一十月十八日左之通申渡候様月番御目付江書付を以
　御家老申渡之
　　　　　　　　　　　　　　　小隊頭之面々江
　　　御趣意ニ付御持組御先組之儀名目小筒組与
　　　御改被成諸勤之儀者十六組打込勤被仰付候
　　　且又御備組御改正御備頭江四小隊ツヽ御分配
　　　被成候尤勤向之儀是迄之通相心得候様被
　　　仰付候此段組之者共江可申渡候
　　　　　　　　　　　　　　　元御口之者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廿人
　　　　　　　　　　　　　　　元御広式御小人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十六人
　　　　　　　　　　　　　　　元御草履取
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一人
　　　予備小筒組ニ被仰付栃屋政之助江御預ケ
　　　被成候
A0143-01987_071
　　　　但勤向放発調練且又両　御座所御小人
　　　　　当番勤被仰付候
　　　　　　　　　　　　　　　元御小人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三十人
　　　　　　　　　　　　　　　元御附御小人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十五人
　　　右同断松原十郞江御預ケ被成候
　　　　但右同断
一十月十八日御徒組頭小十人組頭之儀已来御徒組世話役
　小十人組世話役与御改御軍事目付支配ニ被仰付之
一十月十八日御徒組小十人組御趣意ニ付席其儘
　小筒組後拒役被仰付役中小隊頭支配ニ被仰付之
（以下、「　」内は抹消）
「一十月十八日鳴物方之儀御軍事目付支配与被仰付之
　一十月十八日左之通申渡候様御軍事奉行江御家老
　　申渡之
　　　　　　　　　　　　　　　御持小隊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　指添之面々
　　　　　　　　　　　　　　　御先小隊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　指添之面々
A0143-01987_072
　　　　右之面々御趣意ニ付指添御免被成此段
　　　　可被申渡候
　一十月十九日左之通取扱候様月番御目付江書付を以
　　御家老申渡之」
一十月廿日島津十大夫　御所仮建所江罷出候処［昨日雑掌ゟ
　廻達有之］両伝　奏列座正親町三条殿左之通御演達
　有之
　　一近々上坂之聞有之実美以下脱走人之事
A0143-01987_073
　　一外国之事
　　　右者召之諸侯上京公論衆議之上御決定
　　　相成候得共先指向候取扱之処御尋被下
　　　候事
　　　　但右ニ付雑掌ゟ左之通申達
　　　　　今日被尋下候件々者明廿一日中両役之
　　　　　内江必返答可有之事
一十月廿一日右同断ニ付不取敢左之通御返答書指
　出之
　　　昨日於
　　　御仮建所拝見被　仰付候御書附之件々
　　　見込之儀も御座候得者奉申上候様被
　　　仰出奉畏候猶又取下り篤与熟考仕候処
　　　元来御書附之御箇条何れ茂是迄
　　　御仕来之御次第柄も一切承知不仕義
　　　御座候得者別段奉申上候見込無御座
A0143-01987_074
　　　奉存候得共乍恐万機之
　　　御政務一日御捨置難被為成御事柄与
　　　奉伺候得共今般
　　　召之諸侯上京迄之処者先是迄之通
　　　被為成置候而者如何可有御座哉
　　　御尋下ケニ付不顧僣越愚衷奉申上候
　　　誠惶謹言
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十月廿一日　　　　　　島津十大夫
一十月廿一日所司代ゟ御呼出左之通御書付二通被相渡之
　　　　　　　　　　　　　　袖うら
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来江
　　　去ル十七日別紙之通
　　　御所江被　仰立候処下ケ札之通被　仰出候
　　　此段相達候
　　　　十月廿日
　　一昨十五日被仰出候御別紙之内衆議を尽
　　　与之御文言
A0143-01987_075
　　　召之衆諸侯上京之上公議を被為尽
　　　指掛候儀者詰合諸藩士等ニ会議被
　　　仰付候儀ニ御座候哉
　　　下ケ札
　　　　書面之通
　　　諸大名伺被　仰出候等者於両役取扱候
　　　与之御文書
　　　諸侯より御両卿江伺差出候節者衆議
　　　被為尽御決定之上御両役を以被
　　　仰出候儀ニ御座候哉
　　　下ケ札
　　　　尤於重事者尽衆議候上取扱之事
　　　　尋常小事者直ニ取扱之事
　　　支配地与之御文言
　　　山城国其他御領所之儀ニ御座候哉又者
　　　徳川領地を被
　　　仰候儀ニ御座候哉
A0143-01987_076
　　　下ケ札
　　　　支配地之儀者
　　　　禁裏御領所之儀ニ候
　　　　十月十七日
　　　召之諸侯上京迄之処取斗向伺候廉々
　　一当地三ケ月詰并口々御固メ大名割御両役ニ而
　　　御取調之上夫々御達相成候哉又者是迄
　　　之手続ニ而取調申上候而達し方者御両役ニ而
　　　被成候哉
　　一禁裏御料并御入用筋之儀御料所向者
　　　小堀数馬ニ而取斗御入用筋者是迄之
　　　通之取扱ニ仕置可申哉
　　一大宮御所御造立御入用国役金之儀者
　　　已ニ達済ニ者相成居候得共此後納メ方等
　　　取扱之儀是迄之手続ニ而可然哉左候ハヽ
　　　其段諸大名江御両役ゟ御達有之候様
　　　致度候
A0143-01987_077
　　一五街道脇徃還宿々人馬之儀先是迄之通
　　　被成置候儀ニ御座候ハヽ其段御両役より
　　　御国中江御触達相成候儀ニ可有之候哉
　　一山城大和近江丹波四ケ国并摂家宮門跡
　　　堂上方御家領其他寺社領大名領分江
　　　関係致し候公事出入京都町奉行所ニ而
　　　取扱来候廉々者是迄之通取扱呼出し
　　　等者其主人ニ而懸合及可申候哉
　　一刑法之儀者召之諸侯上京之上御取極
　　　可相成与存候得共夫迄之処者仕来之通
　　　ニ而宜敷候哉
　　一所司代戸田大和守御附両人勤向先是迄
　　　之通ニ而宜敷候哉
　　一兵庫開港ニ付金札通用之儀者町人百姓
　　　融通之為ニ而已ニ申上済ニ而出来相成居
　　　候間通用相成候様仕度候
A0143-01987_078
　　　　十月廿日
一十月廿一日御趣意ニ付炮術師役之面々御免被成新ニ
　西尾十左衛門儀炮術奉行被　仰付
一十月廿一日左之通取扱候様月番御目付中村市右衛門江
　書付を以御家老申渡之
　　　今度御備組御改正ニ付一小隊人高四十壱人ニ
　　　御定ニ相成右内壱人後拒列並ニ被　仰付候
　　　且又右人高不足之分者予備組より御入人
　　　被仰付候
　　　　但御入人之者御暇相願或ハ銃隊組免候節ハ
　　　　　予備組支配江御返し之事
　　　一御入人相成候者御充行其儘席之儀者
　　　　召抱順ニ割入之事
　　　一在宅ニ而も他国詰又者出張之節者出物
　　　　同断之事
A0143-01987_079
　　　　　　　　　　　　　　　組十五人
　　　右之者後拒列並被仰付勤中小筒組上席ニ
　　　被成下米壱俵ツヽ年々被下置候
　　　　　　　　　　　　　　　元御小人
　　　　　　　　　　　　　　　元御付御小人
　　　　　　　　　　　　　　　元御広敷御小人
　　　　　　　　　　　　　　　元御小道具之者
　　　　　　　　　　　　　　　元御附小道具之者
　　　右之者小筒組ニ被仰付勤中七石弐人扶持ニ
　　　被成下候
　　　　但御指免且立替等之節ハ予備小隊組ニ
　　　　　御返し之事
　　　　　　　　　　　　　　　元御小人
　　　　　　　　　　　　　　　元御附御小人
　　　　　　　　　　　　　　　元御小道具之者
　　　　　　　　　　　　　　　元御附小道具之者
　　　　　　　　　　　　　　　元御草り取
　　　　　　　　　　　　　　　元御附御草り取
　　　　　　　　　　　　　　　元御広式御小人
　　　　　　　　　　　　　　　元口之者
　　　右之者今度予備小筒組ニ被仰付当時
A0143-01987_080
　　　御広敷方御供方御口之者相勤罷在候者ハ
　　　其儘出役勤被仰付候事
　　　　但予備小隊頭支配ニ被仰付候事
　　　　　予備組ニ　　　　　　元錠前番之者共
　　　　　被　仰付候
　　　　　八十人之内五人　　　御水主組
　　　　　此度小筒組ニ被仰付　　　　八十人
　　　　　御水主組之儀者十五人高ニ被仰付候
一十月廿一日左之通被相改候旨炮術奉行江御家老
　申渡之
　　　炮術所頭取同頭取並并頭取介之儀已来
　　　炮術教授方頭取同頭取並頭取介ト被相改候
　　　此段心得ニ可被申聞候
一十月廿二日当御時態ニ付支配末々迄心得ニ申聞候様
　諸月番江御家老左之通書付を以演達之
　　　今般
A0143-01987_081
　　　将軍家御政権
　　　朝廷江御帰被遊候ニ付
　　　朝幕ゟ御達之御旨趣ニ付而者今後之御体裁
　　　如何可相成哉実ニ不容易御場合ト申且者
　　　御宗家之御成行ニ付而も深く御案労
　　　思召御召旁先ツ
　　　宰相様御上京被遊事ニ候右様変態之
　　　御時勢ニ付而者尚追々之御模様ニ寄御国
　　　表之儀も如何可相運哉難斗銘々ニおゐても
　　　厚相心得御指図相待可申候尤心附候儀も候ハヽ
　　　御直ニも御聴可被遊旨ニ候間無遠慮可申
　　　出旨被　仰出候
　　一今度
　　　御上京被　仰出候ニ付而者
　　　宰相様ニハ御軽装ニ而被為　入候得とも
　　　其先御時態柄如何之景況ニ可相成哉
A0143-01987_082
　　　殿様御上京追々御人数出張等之御運ニ
　　　相成候ニ付而者渡り物之儀是迄之通御渡
　　　被遊度儀ニ候得共近年頻々之御国役且
　　　度々御上京ニ而此節ニ至り前途之御見詰
　　　立兼候ニ付甚気之毒
　　　思召候得共無御余儀陣中同様道中者旅
　　　籠代在京中ハ御焚出之上聊之御渡金而已
　　　被下筈ニ候右無御余儀御次第篤奉体察
　　　銘々艱難を凌き一和協力御奉公相励
　　　候様致度候此段頭々ニおゐて厚相心得
　　　支配末々迄心得ニ申聞置候様
一十月廿三日後拒役席之儀ニ付月番御用人江左之通
　御家老申渡之
　　　第一第二遊撃隊後拒役被仰付候面々者
　　　役中以来其隊之上席ニ被　仰付候
　　　　但知行之高下ニ不拘役成順ニ割入之事
A0143-01987_083
一十月廿三日松平伊予守殿加判之列上座被　仰出候ニ付
　被指出候御書御用番江御留守居持参指出之
一十月廿三日左之通被　仰出候旨書付を以御家老申渡之
　　　　　　　　　　　　　　　御奉行
　　　　　　　　　　　　　　　郡奉行
　　　金津表御茶屋跡百七拾壱坪四分弐厘御用地
　　　之積ニ而弐百坪御用地ニ被仰付候
　　一平岡山三百ヤルト打場地狭ニ付御添地相願
　　　候分御用地ニ被仰付候
　　　　　　　　　　　　　　　郡奉行
　　　　　　　　　　　　　　　御水主組支配
　　　　　　　　　　　　　　　　　　野村彦大夫江
　　　宿浦御河戸脇ニ而長サ五間幅弐間御用地ニ
　　　被仰付候
　　　右之通御目付共申談可被取扱候
一十月廿四日　誠姫様御遺骸運正寺江御葬送
　将悟院殿
一十月廿五日伝　奏日野大納言殿ゟ御呼出服部
A0143-01987_084
　寅之助罷出候処雑掌を以左之通御書付一通被相渡之
　　　御用之儀有之被　召候期限来月中ニ必
　　　可有上着候事
　　　　但用意出来有之候向者不拘期限早々
　　　　　上着可有之候事
　　　　十月
一十月廿五日　御任槐被為　済候為御歓被指出候
　御書御用番江御留守居持参指出之
一十月廿五日第二遊撃隊を始御給帳席之儀左之通御定被成
　　　　　　　　　　　　　　　第二遊撃隊
　　　　　　　　　　　　　　　役新番組
　　　　　　　　　　　　　　　新番組
　　　　　　　　　　　　　　　新番並組
　　一第二遊撃隊江以来割入之儀持席ニ而
A0143-01987_085
　　　最前之通可被取扱候
一十月廿七日二条御城江御呼出ニ付島津十大夫罷出候処
　大目付松平大隅守殿左之通御書付二通被相渡之
　　　　　　　　　　　　　　　松平大蔵大輔
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守　江
　　　臣慶喜昨秋相続仕候節将軍職之儀固ク
　　　御辞退申上其後厚蒙
　　　御沙汰候付御請仕奉職罷在候処今般
　　　奏聞仕候次第も有之候間将軍職御辞退
　　　奉申上度此段
　　　奏聞仕候以上
　　　　十月廿四日
　　　諸藩上京之上追而可有
　　　御沙汰夫迄之処是迄之通相心得候様
　　　御沙汰候事
一十月廿七日御備金之儀ニ付左之通御張出を以被
A0143-01987_086
　仰出之
　　　追々之御時態ニ付而者御備金被成置度依之
　　　御蔵高之内ゟ御除置ニ相成御家中ゟも御張出
　　　之通先ツ五ケ年之間指出候様被仰出候併当年
　　　之儀者三ケ一指出可申事
　　　　但当春被仰出候御手伝米之儀当年ハ三ケ一
　　　　　御用捨被成来辰年ゟハ皆御免被成下候事
　　　　　割方
　　一米千五百俵　　　　　　　　　壱万石
　　一同六百七拾五俵　　　　　　　四千五百石
　　一同六百三俵三斗四升弐合　　　四千廿五石
　　一同五百廿八俵三斗四升弐合　　三千五百廿五石
　　一同四百五拾俵　　　　　　　　三千石
　　一同三百七拾五俵　　　　　　　弐千五百石
　　一同三百廿六俵壱斗壱升四合　　二千百七拾五石
　　一同三百俵　　　　　　　　　　二千石
A0143-01987_087
　　一同弐百九拾六俵壱斗壱升四合　千九百七拾五石
　　一同弐百四拾俵　　　　　　　　千六百石
　　一同弐百拾俵　　　　　　　　　千五百石
　　一同百九拾六俵　　　　　　　　千四百石
　　一同百八拾弐俵　　　　　　　　千三百石
　　一同百六拾八俵　　　　　　　　千弐百石
　　一同百四拾七俵　　　　　　　　千五拾石
　　一同百四拾四俵九升壱合弐勺　　千三拾石
　　一同百四拾俵　　　　　　　　　千石
　　一同百弐拾六俵　　　　　　　　九百石
　　一同百拾四俵三斗六升四合八勺　八百廿石
　　一同百壱俵弐斗八升八合　　　　七百廿五石
　　一同九拾八俵　　　　　　　　　七百石
　　一同九拾四俵八斗弐升八合　　　六百七拾五石
　　一同九拾壱俵　　　　　　　　　六百五十石
　　一同八拾四俵　　　　　　　　　六百石
A0143-01987_088
　　一同七拾壱俵弐斗八升八合　　　五百五拾石
　　一同六拾五俵　　　　　　　　　五百石
　　一同五拾八俵弐斗弐升八合　　　四百五拾石
　　一同五拾弐俵　　　　　　　　　四百石
　　一同三拾五俵弐斗弐升八合　　　三百五拾石
　　一同三拾弐俵四斗壱升四勺　　　三百三拾石
　　一同三拾弐俵壱斗壱升四合　　　三百廿五石
　　一同弐拾九俵　　　　　　　　　三百石
　　一弐百七拾石已下並御扶持方御役料之分
　　　下地御借米歩通りを以指出可申事
一十月晦日遊撃隊勤向之儀左之通被仰出之
　　　　　　　　　　　　　　　遊撃隊頭江
　　　　　御守衛当番規則
　　　御両君様御在国平常者当番半隊ツヽ
　　　居守り相勤可申候尤
　　　御両君様江一分隊ツヽ之居守也
A0143-01987_089
　　　御出殿有之御供被　仰付候節隊長より
　　　申来候ハヽ早急出勤可致事
　　　　但遠方并終日御供被　仰付候節ハ前日被
　　　　　仰出候御模様ニ寄一隊或ハ半隊分隊
　　　　　御連被成候事も可有之筈尤腰兵粮之
　　　　　事
　　一平常并非常共当番之面々罷出候節ハ鉄炮
　　　剣ラントセル持参之事ニ候
　　　　但御供被　仰付候節者当番ニ無之候とも
　　　　　装束ニ替り無之事
　　一御城下失火并非常之変有之候節ハ昼
　　　夜共
　　　両御座所御玄関前江当番之一分隊ツヽ
　　　早急相詰可申事
　　一失火ニ付非番之面々相詰候節ハ鉄炮
　　　ラントセル持参ニ不及装束之儀ハ尤戎
A0143-01987_090
　　　服之事ニ候相詰候場所之儀ハ
　　　御本城橋前江集り可申夜者都而下馬
　　　御門前江相詰隊長之指図ニ随ひ可申事
　　　　但非常之変有之節ハ鉄炮ラントセル
　　　　　持参勿論之事ニ候
　　一御一方様御在国之節ハ当番之一分隊
　　　居守り相勤可申事
一十月晦日御趣意ニ付浜坂浦遠見番所御廃止ニ
　相成
一十一月朔日御発駕御帰国之節三ノ丸御庭八幡宮江
　為御初穂以来銀五匁ツヽ被供之
（以下、「　」内は抹消）
「一十一月二日
　　慶永様為御上京御発駕
　一十一月八日
　　慶永様御着京」
一十一月十四日御領分宿々人馬賃銭増之儀ニ付去ル二日
A0143-01987_091
　道中奉行都筑駿河守殿江御届書被指出候処今日御呼出
　ニ而左之通御附札を以御差図有之
　　　越前守領分宿駅十七ケ宿之儀近来度々
　　　割増之儀御届申上追々御割揚被　仰付
　　　相勤来候処当今物価格別高直下地
　　　越前国縮地ニ而他領助郷等も無御座徃古ゟ
　　　十七ケ宿一手持ニ而相勤来候ニ付年々領主ゟ
　　　多分之宿方助勢も仕来候得共近来臨時
　　　入費者申迄も無之其上父子共度々上京
　　　国中疲弊申上様も無之次第ニ御座候然ル処
　　　当今京都表不容易御模様ニ付諸侯方
　　　依
　　　御召多人数等召連上京可有之就而者
　　　国中宿々人馬東海道ニも相増り候位之
　　　継立方可有之幾重ニも指支無之様為
　　　相勤度候処今般越前守并大蔵大輔儀
A0143-01987_092
　　　大事件御相談御用向有之ニ付急速上京
　　　仕候様
　　　御直書を以被仰付ニ付不日ニ上京可仕筈
　　　左候ハヽ領分之内夫人足数多申付召連候
　　　儀ニ而宿場手当方所詮行届不申ニ付去ル
　　　子年為副将出陣之節も国中人馬
　　　拾三人拾三疋を以諸藩通行ニ割当精々
　　　操返し為相勤候へ共自然継立方行届
　　　兼候儀も可有之候間此段御聞置被下候様
　　　相願候処書面之趣被承置候旨御附札
　　　を以被　仰出翌丑年
　　　御進発為御待請越前守上坂仕候節も
　　　右同様御聞置被下此度之儀も右先例同様
　　　相願度御座候得共不容易御時態ニ而
　　　諸侯方
　　　御召之儀も御座候間継立方指湊候儀ハ
A0143-01987_093
　　　眼前之儀ニ御座候去迚指支不相成様
　　　手当等者行届兼此上者御領他領村々ゟ
　　　人馬多分之手当いたし相雇継立方
　　　可致外手段無御座依之当卯十一月より
　　　五街道人馬元賃銭之上江六倍五割
　　　増之振合を以当分之内相当之賃銭
　　　受取之精々指支不申様継立方為仕
　　　候間此段御聞置被成下置候様御達置
　　　可申旨国許役場ゟ申越候間此段御届
　　　申上置候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十一月二日　　　　　　大道寺喜三郎
　　　　御附札
　　　　　書面之趣帰国被致候迄之内承置候
　　　　　　卯十一月
一十一月十五日昨十四日　御所御仮建迄重臣之者罷出
　候様御達ニ付御家老本多修理被指出候処伝　奏日野
　大納言殿議　奏正親町三条前大納言殿葉室
A0143-01987_094
　大納言殿御列座左之通御書付一通御渡有之
　　　徳川内大臣方今宇内之形勢ヲ考察シ
　　　建白之旨趣殊外国之交際日ニ盛ナルニ
　　　ヨリ愈
　　　朝権一途ニ於不出者綱紀難立旧習ヲ
　　　改政権ヲ
　　　朝廷ニ奉帰之趣時勢難黙止旨を以
　　　言上有之則被
　　　聞食候然ル上者自王制一途之綱紀可
　　　相立事勢ニ候然ルニ王政復古之儀ニ至
　　　候而者諸事班々朦昧之儀ニ而者綱紀も
　　　難相立仮令者当今諸藩封建之儀抔
　　　迚も徃古郡県之儀ニも難相成哉ニ被
　　　思食候然ル時者
　　　朝廷之綱紀何辺一途ニ奉置候見込ニ
　　　有之候哉右封郡之一事ニ不限諸事
A0143-01987_095
　　　見込之処被尋下候間
　　　朝権一途之見込可有言上候事
一十一月廿五日於京都板倉伊賀守殿ゟ御呼出島津
　十大夫罷出候処御上京御用捨之儀ニ付去ル廿三日被指出候
　御願書江左之通御附札を以御指図有之
　　　今般大蔵大輔越前守儀上京仕候様
　　　御沙汰ニ付大蔵大輔儀者不取敢参着
　　　仕候然ル処近年度々之上京殊ニ父子
　　　同時ニ在京仕候而者住居向を始甚迷惑
　　　之廉不少儀ニ御座候間越前守儀者
　　　当分之処御用捨被成下候様可奉願旨
　　　国許ゟ被申付越候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十一月廿三日　　　　　島津十大夫
　　　　御附札
　　　　　公辺ゟ被為
　　　　　召候廉者書面之通相心得不苦候得共
　　　　　朝廷ゟも被為
A0143-01987_096
　　　　　召候儀ニ付右之廉者伝　奏江相伺候様
　　　　　可仕候事
一十一月廿五日右同断御差図ニ付伝　奏飛鳥井殿江
　御留守居島津十大夫罷出右御願書改而御伺ニも可相成
　哉之段申達候処最早不及其儀御願之通御心得
　被成候様御差図有之
一十一月廿五日左之通御規定ニ相成候旨御軍事奉行江
　御家老申渡之
　　　第一級江相進候者江　　　　　　御徒組
　　　合薬三斤ツヽ被下置候
　　　撃発銃ニ而二百ヤルト江　　　　小筒組
　　　相進候者江銀百匁ツヽ被下置候
　　　第一級江相進候者江　　　　　　陪臣
　　　合薬三斤ツヽ被下置候
一十一月廿七日子弟輩之内諸役配被仰付置候面々
　御目見以前之者ニ而も出張ニ付而者一統
　御目見被仰付候旨被仰出之
A0143-01987_097
一十一月廿九日今度御趣意ニ付郡奉行江御野先御用
　取扱并鳥見之者支配被仰付之
（以下、「　」内は抹消）
「一十二月三日来辰年節分御祈祷ニ付左之通被供之
　　　　火曜星被為当候ニ付　　　　　　　
　　　　　金百疋ツヽ　　　　　　　　　　寿福院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寿命院
　　　　凶星被為当候ニ付
　　　　　同断　　　　　　　　　　　　　同断
　　　　信次郎様御二歳□（取ヵ）ニ被為当候ニ付
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寿福院
　　　　　金弐朱　　　　　　　　　　　　不動院」
一十二月六日於運正寺　将悟院様御四十九日御茶湯御執行
　有之御位牌御石塔共御出来ニ付御供養有之
一十二月九日
　慶永様議定職御拝命
一十二月九日於仮　御所左之通御書付一通御渡有之
　　　其藩中可然仁両三輩為参与即時可
　　　差出旨
　　　御沙汰候事
一十二月九日堺町御門御固所江　御所ゟ御使峰
　大蔵少丞殿立花宮内殿を以左之通御達有之
A0143-01987_098
　　　大政御一新ニ付守衛之輩自今
　　　朝命ヲ奉シ可致進退諸事心得違
　　　無之様
　　　御沙汰候事
　　　　但今日　召之列藩兵士戎服之儘参
　　　　朝候得共非常御手当而已必動揺無之様
　　　　為心得申渡候尤御守衛之儀一際厳重ニ
　　　　取締可致事
一十二月十日去ル八日
　慶永様御参　内被成候節左之通御書付を以御達
　有之候ニ付諸向江為心得通達致候様御用人江御家老
　申渡之
　　　今度大樹奉帰政権
　　　朝政一新之折柄弥以天下之人心居合
　　　不相附ニ於而者追々復古之典も難被行
　　　深被悩
A0143-01987_099
　　　宸襟候且来春　御元服并立大后追々
　　　御大礼被為行且又
　　　先帝御一周ニ相成候ニ付所謂既徃不咎之
　　　御時節候故人心一和専要ニ被
　　　思召候間先年来防長之事件彼是混雑
　　　有之候得共寛大之御所置被為在大膳
　　　父子末家等被免入洛官位如元被復候旨
　　　被仰出候事
　　　　〆
　　　頃年天下紊乱人心不和ヲ生シ況外国之
　　　交際日々隆シテ国家安危危急之秋ニ候
　　　然ルニ今度　朝政一新追々旧典復古且
　　　明春御大礼被為行候御時節候間人心
　　　一和ヲ先務ト被為遊近来幽閉之輩ヲ被
　　　為解徃々無怨志人和一斉沿革大成
　　　整内制外之次第可相立ト被
　　　思召候間奉戴御趣意上下和親シ
A0143-01987_100
　　　皇国之情態可存事
一十二月十一日今般　御所ゟ可然仁両三輩為参与即刻
　可指出旨御沙汰ニ付左之面々御達ニ相成
　　　　　　　　　　　　　　　中根雪江
　　　　　　　　　　　　　　　酒井十之丞
　　　　　　　　　　　　　　　毛受鹿之介
一十二月十一日　朝廷ゟ昨十日左之通被仰出候旨
　大目付中ゟ左之通御廻状来
　　　板倉伊賀守殿御渡
　　　辞将軍職之事被
　　　聞食候事
　　　　但右ニ付十七日諸向江通達致候様御用人江
　　　　　御家老申渡之
（以下、「　」内は抹消）
「一十二月十二日
　　上様御下坂
　一十二月十二日先達而　御所ゟ御達ニ付山階宮様江
　　為御警衛御番士六人被指出之
A0143-01987_101
　　　但仁和寺宮様江三人指出候様御達ニ候得共
　　　　当節所々御人数出張ニ付此分御断ニ相成」
一十二月十二日参与役所ゟ御渡御書付左之通御廻状来
　　　今度武家伝　奏御役被廃候付而者指当
　　　候処参与御役ニ於而取扱ニ相成候但石薬師
　　　通一乗院里坊を以仮ニ右役所ニ被設且
　　　参与役所与被称候間是迄武家伝
　　　奏取扱之廉々右役所江可申出候事
　　　　但右掛り之方々
　　　　　　大原宰相　　万里小路右大弁宰相
　　　　　　長谷三位　　岩倉前中将
　　　　　　橋本少将
　　　　　右名前を以可指出事
一十二月十三日今般
　慶永様議定職被仰蒙候ニ付御留守居伊藤友四郎
　出坂被仰付板倉伊賀守殿江左之通御届書持参指出之
A0143-01987_102
　　　大蔵大輔儀去九日於
　　　御所議定職被　仰付候此段御届申上候
　　　以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十二月十三日　　　　　伊藤友四郎
一十二月十三日於　御所左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　越州
　　一御座擔下詰
　　一九門内堂上亭裏門警衛
　　　右御守衛之儀被
　　　免候間明朝可引払候事
　　　　十二月十三日
一十二月十三日於　御所左之通御達有之
(朱書)
「一十一月十四日運正寺江御安置有之
　　昭徳院様御尊牌江御写真御納メニ付
　　為御清メ此壱枚被供之」
A0143-01987_103
一十二月十七日左之通取扱候様御用人并御奉行江
　月番御家老申渡之
　　　当節御急務御多事ニ付江戸御勤向
　　　之儀ハ江戸表ニ而引請取斗可申候尤
　　　御人少ニ付行届兼候儀者勿論之事ニ候
　　　且又指当り非常之大費御指支無之様
　　　御取賦りニ付左之通被　仰出候間宜被
　　　取斗候
A0143-01987_104
　　一御勤之外被遣并外向被下等可被指延
　　　候事
　　　　但右之内御用弁候御謝儀ニ当り候分者
　　　　　別段之事
　　一飛脚相止月々一度ツヽ百通入迄之状箱
　　　足強之者ニ為持徃来之事
　　　　但急事ハ別段之事
　　一御屋敷御小屋拝借之面々屋根修
　　　復を始御取構無之事
　　　右之通相心得其余右ニ准シ御仕来ニ
　　　不拘諸事申談所置可致旨被
　　　仰出候
（以下、「　」内は抹消）
「一十二月十七日
　　慶永様為御伺　御機嫌木本但見
　　被差出之」
一十二月十八日　御所仮建所江御呼出御留守居
　罷出候処左之通御書付一通被相渡之
　　　　　　　　　　　　　　三岡八郎
　　　今般無偏無党公平之御所置を以
A0143-01987_105
　　　与天下更始被遊候ニ付人才御撰挙之
　　　筋を以兼而達
　　　叡聞候輩者博く御諮詢被為在
　　　候ニ付其藩右人躰御登用被為遊
　　　候間早々登京致候様可被申付旨
　　　御沙汰候事
（以下、「　」内は抹消）
「一十二月十九日松平加賀守様京都ゟ為御帰国御城下
　　御通行西本願寺掛所御陣ニ付御側御用人代り奉札
　　を以鮮鯛一折被進之
　一十二月廿三日孝顕寺入院之御礼申上十帖壱本指上之
　一十二月廿五日当御時態ニ付来月始之御式無之旨被　仰出之」
A0143-01988_001
（表紙）
明治元年戊辰
　茂昭様御代　一
　　　　　　　　　　（朱書）「読合済」
（追加画像）
明治元年戊辰
一正月朔日当御時態ニ付年始之御規式無之
（以下、「　」内は抹消）
「一正月五日岡田喜藤太去ル三日晩京都出立今朝
　　御座所江着三日夕徳川内府様御先供於伏見薩
　　長藩士与及戦争候段申達候
A0143-01988_002
　一正月五日夕右同断ニ付
　　慶永様御機嫌為御窺御目付高田孫左衛門被指
　　出之
　一正月五日夜右同断ニ付京地之事情為探索加藤
　　練之介葛巻九馬大津駅辺江被指出之
　一正月六日右同断ニ付二ツ屋板取両御関所為御警
　　衛一小隊ツヽ被差出之
　一正月六日右同断ニ付
　　慶永様御機嫌為御窺中根新左衛門被差出之
　一正月六日御目付奈良元作昨五日暁京都表出立今夜
　　［六半時過］　御座所江着
　　慶永様御辞職之御儀并京地戦争之事情申上之」
一正月七日左之面々為御警衛京都表江被差出候
A0143-01988_003
　　　三々四々小隊并御旗奉行　岡部淡路介
　　　之面々引纏　
　　　第一遊撃隊之面々　　　　中根牛介
　　　引纏　　　　　　　
　　　
　　　同第二　　　　　　　　　北川亘之介
一正月七日京地今後之時寄　寄　御出馬可被成ニ付
　本多興之輔江左之通月番御家老荻野小四郎ゟ奉書
　を以申達之
（以下、「　」内は抹消）
「一一筆致啓達候京州今後之時宜次第
　　殿様御出馬可被遊ニ付其節本多興之助御先手
　　被　仰付旨月番御家老奉書を以相達之
　　　正月七日　　　　　　　荻野小四郎
　　　　本多興之助殿
　　　追而出立日限之儀ハ尚又可申述候以上」
（以下、「　」内は抹消）
一正月八日「夜去ル六日立京都ゟ之飛脚着伏見鳥羽
A0143-01988_004
　竹田三道之戦争徳川之兵敗走区々淀城も落城
　過半焼失之旨且」官門御警衛被　仰出候ニ付早々御人数
　被差出候様申来候ニ付昨日ゟ出立之面々五里行ニ不
　拘早々登京候様月番御家老ゟ奉書を以途中ゟ夫々申達之
（以下、「　」内は抹消）
「一正月十日於　御所左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　徳川慶喜
　　　　　　　　　　　　　　　奥州会津
　　　　　　　　　　　　　　　勢州桑名
　　　　　　　　　　　　　　　讃州高松
　　　　　　　　　　　　　　　備中松山
　　　　　　　　　　　　　　　予州松山
　　　　　　　　　　　　　　　上総大田喜
　　　　　　　　　　　　　　若年寄
　　　　　　　　　　　　　　　永井玄蕃頭
　　　　　　　　　　　　　　同並
　　　　　　　　　　　　　　　平山図書頭
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　竹中丹後守
A0143-01988_005
　　　　　　　　　　　　　　　塚原但馬守
　　　　　　　　　　　　　　大目付
　　　　　　　　　　　　　　　戸川伊豆守
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　松平大隅守
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　新見相模守
　　　　　　　　　　　　　　　設楽備中守
　　　　　　　　　　　　　　　牧野土佐守
　　　　　　　　　　　　　　　岡部肥前守
　　　　　　　　　　　　　　　大久保主膳正
　　　　　　　　　　　　　　　小栗下総守
　　　　　　　　　　　　　　　岡野豊後守
　　　　　　　　　　　　　　　高力主計頭
　　　　　　　　　　　　　　　小笠原河内守
　　　　　　　　　　　　　　　大久保筑後守
　　　　　　　　　　　　　　　大久保能登守
　　　　　　　　　　　　　　　戸田肥後守
　　　　　　　　　　　　　　　室賀甲斐守
A0143-01988_006
　　　右今度慶喜奉欺
　　　天朝反状明白已ニ兵端を開候間追討
　　　被　仰出候依之随従干賊徒反逆顕然候間
　　　被止官位候事
　　　　　　　　　　　　　　　奥州会津
　　　　　　　　　　　　　　　勢州桑名
　　　　　　　　　　　　　　　讃州高松
　　　　　　　　　　　　　　　予州松山
　　　　　　　　　　　　　　　備中松山
　　　　　　　　　　　　　　　上総大田喜
　　　右慶喜同意反逆顕然候間悉屋敷召上
　　　残兵追放被　仰出候事
　　　　但残兵敵地迄可相送候事
　　　　　　　　　　　　　　　若州小浜
　　　　　　　　　　　　　　　濃州大垣
　　　　　　　　　　　　　　　志州鳥羽
A0143-01988_007
　　　　　　　　　　　　　　　丹後宮津
　　　　　　　　　　　　　　　日州延岡
　　　右御不容易之次第有之ニ而被止入京候事
　一正月十日加藤練之介京都ゟ早駈ニ而着去ル六日
　　徳川之兵終ニ敗走七日暁内府様大坂ゟ　御軍艦ニ而御東下之旨相達之
　一正月十日加州表江御用向有之ニ付　御手許ゟ御使者
　　井上小右衛門被指出之」
一正月十一日於江戸徳川様大目付ゟ左之通廻達有之
　　　松平修理大夫奸臣共兵杖を以
宮闕ニ迫リ奉侮
幼主私論を主張し
先帝御委托之摂政殿下を廃し恣ニ
宮堂上方を黜陟し或ハ家来共浮浪之
A0143-01988_008
　　　徒を語合屋敷江屯集江戸市中押込
強盗致し酒井左衛門尉人数屯所江砲発
乱妨其他野州相州等所々焼討□（窃）盗
およひ候証跡分明ニ有之殊ニ此程
御上洛之前路を遮り炮発乱暴終ニ去ル
三日より京坂之間不容易事態ニ押移
候段大阪表ゟ注進有之候此段為心得
相達候
一正月十二日御目付千本弥三郎持参之御書付類諸月番江
　左之通御家老荻野小四郎布告之
　　徳川慶喜様御直書之写
　　　此度上京先供途中偶然之行違ゟ近畿
騒然ニ及候段ハ不得止之場合ニ而素より奉対
天朝他心無之段ハ兼々　御諒知有之通ニ候併
聊たりとも奉悩
宸襟候段深奉恐入候間浪華城ハ尾張
A0143-01988_009
　　　大納言松平大蔵大輔江相托し謹而東退仕候
以上
　　　　正月　　　　　　　　　御諱
　　宰相様御直書之写
　　　尽力不行届之儀ニ候得者辞職相願且
御譴責奉甘受候旨三日夜　帥宮御始江申立
候儀も有之重々恐入罷在候事故於家来共右之心得
可罷在事
　　　　正月七日　　　　　　　慶永
　　　此趣夫々江可申聞候事
一正月十二日於江戸松平大和守様ゟ左之通御順達有
　之
　　　上様御事御軍艦江被為　召今十二日西丸江
　　　着御被遊候尤此後之動静ニ寄速ニ御
　　　上阪被遊候思召ニ候
　　　　正月
一正月十三日於江戸徳川様大目付ゟ被相渡候御書付
A0143-01988_010
　左之通松平阿波守様ゟ御順達有之
　　　先般尾張大納言松平大蔵太輔を以可
　　　致上洛旨　御内諭を蒙り奉り候ニ付去ル三日
　　　先供之者四隊関門迄相越候処松平修理太夫
　　　家来共無謂通行差拒兼而伏兵等之手
　　　配致シ置突然彼ゟ及発砲兵端を開粗
　　　暴之挙動
　　　及候ハ全く修理大夫家来共一己
　　　之所業ニ有之剰矯
　　　叡慮　朝敵之名を負セ他藩之者を煽
　　　動し人心疑惑を抱き戦利あらす此分
　　　ニ而ハ夥多之人命を損し候而已ならす可奉
　　　寧
　　　宸襟誠意も不相貫紛紜之際曲直
　　　判然不相立候而ハ不本意之至深心痛致し候
　　　就而ハ深キ見込も有之兵隊引揚軍艦
　　　ニ而一ト先東帰致候銘々同心戮力為国家
A0143-01988_011
　　　可抽忠勤事
一正月十三日於　御仮建所左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　若州小浜
　　　　　　　　　　　　　　　濃州大垣
　　　右ハ此上御不審之次第有之ニ付被止入京
　　　候処謝罪之道追々相立今度賊徒追討
　　　被　仰出鎮撫使　御発シ相成候ニ付北陸東山
　　　二道之先鋒両藩江被　仰付成功之後別段
　　　思召可被為　在俄ニ候間其旨可相心得様
　　　御沙汰候事
一正月十四日夜於　御仮建所左之通御達有之
　　　今般御制度御改正ニ付諸藩并其他宮門
　　　警衛及ひ賊徒討伐被　仰付候節ハ旗幕
　　　并提灯等ニ至ル迄菊御紋相用候様可仕
A0143-01988_012
　　　御沙汰候事
　　　　〆
　　　徳川慶喜反逆追討被　仰出候ニ付而ハ是迄
　　　徳川氏より授置候松平之苗字を称し居候
　　　族ハ
　　　朝廷江奉対可相憚儀ニ候間向後大小名共
　　　速ニ其虚号を去り各本姓ニ復候様可仕
　　　御沙汰候事
　　　　〆
一正月十五日於　御所左之通御達有之
　　　今般
　　　朝政御一新之御場合今十五日
　　　御元服之御大礼被為行御仁恤之
　　　聖慮を以天下無罪之域ニ被遊度候間是迄
　　　有罪不可言者ト雖　朝敵ヲ除之外一切大
　　　赦被　仰出候於国々も不洩様施行可有之候
　　　尤向後弥以賞罰厳明ニ被遊候ニ付厚
A0143-01988_013
　　　御趣意を体認致し行届候様可仕旨
　　　御沙汰候事
一正月十六日久々御礼も無之ニ付於　御座所諸士已上
　御目見被　仰付
（以下、「　」内は抹消）
　「但御目見已前
　　　慶永様ゟ　茂昭様江被進　御直書於鉄炮之間拝見被　
　　　仰付之」
一正月十七日　御仮建所江重臣御呼出ニ付伊藤友四郎
　罷出候処左之御書付二通御達有之
　　　外国之儀ハ
　　　先帝多年之
　　　宸憂ニ被為　在候処幕府従来之失錯ニ
　　　より因循今日ニ至り候折柄世態大ニ一変シ
　　　大勢誠ニ不被為得已此度
　　　朝議之上断然和親条約被為取結候就而ハ
A0143-01988_014
　　　上下一般疑惑ヲ不生大ニ兵備を充実し
　　　国威を海外万国ニ光輝せしめ
　　　祖宗
　　　先帝之神霊ニ対答可被遊
　　　叡慮ニ候間天下列藩士民ニ至迄此旨を
　　　奉戴心力ヲ尽し勉励可有之候事
　　　　但是迄於幕府取結候条約之中弊害有之候件之
　　　　　利害得失公議之上御改革可被為有候於外国
　　　　　交際之義ハ宇内之公法を以取扱可有之候間此段相心得可申事
一正月十九日於御用部屋高知を始諸月番江被　仰出
　之御書付左之通御家老相渡之
　　　徳川御家之儀ハ異他之御由緒たる事ハ
　　　何も承知之通ニ而御休戚御一致被遊候ハ勿論
　　　之処御衰運之秋ニも候哉今般一朝にして
　　　御東下不可為御時態ニ押移り候条何共御痛
　　　歎至極　思召候是迄報国尽忠共ニ
　　　御宗家を被推候儀国家之定議候得共方
A0143-01988_015
　　　今与相成候而ハ
　　　王政一新之御折柄与申旁以直チに
　　　東照宮之御遺志　御奉載追々被　仰出候
　　　大中至正之公議を以
　　　皇運御挽回之　王道ニ御尽力被為在候
　　　思召ニ候間一統其旨を存シ御奉公可仕旨
　　　被　仰出候
　　　　〆
（以下、「　」内は抹消）
「一正月十九日於　御仮建所中根雪江徴士内国事務掛り
　　被　仰付之」
一正月廿日今度
　勅使ゟ御渡之御書付若州ゟ順達有之候節左之通
　相心得候様月番御用人永見多門江御家老申渡之
　　　　　覚
　　一勅書請取ハ使者宿ニ而御奏者番可相勤
A0143-01988_016
　　　候事
　　一四藩初領主拝見之儀ハ
　　　御本丸之事
　　一勅書大聖寺江順達御使者御奏者番
　　　之事
　　　　但小隊守衛半小隊之事
　　一四藩初領主地頭御請状之儀ハ銘々ゟ
　　　可被差出事
　　一御国境江先払之事
　　一御本丸
　　　御送迎之事
　　一四藩重役金森当主江
　　　勅書拝見其余ハ写ニ而拝見之事
一正月廿一日於　御仮建所左之通御達有之
　　　　惣督　　　　　　　　　高倉三位
A0143-01988_017
　　　　副使　　　　　　　　　四条大夫
　　　右此度北陸道為鎮撫惣督下
　　　向被　仰出候為心得申達置候事
　　　　正月　　　　　　　　　参与
　右之通御達有之ニ付両卿越前国御通行之節為
　御案内参与役酒井十之丞被差出度段
　慶永様ゟ御願被成十之丞被指出之今日京都出立
　［同廿七日敦賀江着］
（以下、「　」内は抹消）
「一正月廿二日於太政官代九条家青山小三郎徴士
　　参与内国掛り被　仰付之」
一正月廿二日［夜四時過］間部下総守殿家来曽我政内
　勅書守衛上使屋江到着ニ付即刻御使番八木郡右衛門
　罷越請取之　御座所江相納之仍而当番之御使
　番并御番士等江致守護候様被　仰付之
　　但夜ニ入候ニ付御式無之
　　一右　勅書若州ゟ順達之手筈ニ候処手違ニ相成鯖江ゟ順達
A0143-01988_018
　　　有之
一正月廿三日今朝
　勅書入御櫃御使番守護　御本丸御玄冠江持出
　御徒番所勤之者受取之大広間鳳凰御床江上ケ置
　［御使番一人守護］案内之上曽我政内登　城　御櫃開之
　勅書并御書付類相渡之月番御用人永見多門
　請取之三方ニ居　御上段御床ニ飾置
　御上下被為　召於　御上段之間
　勅書　御拝見被成
　　白木状箱入
　　　今般両卿為
　　　勅使北陸道江発向ニ付前以別紙両通
　　　被相達候間七ケ国中国主領主地頭共最寄
　　　を以早々順達可有之御請状之儀ハ両卿
　　　出先江差出候様ニとの事
　　　　辰正月十五日
A0143-01988_019
　　桐白木箱入
　　勅書ニ添
　　　別紙之趣ニ付為
　　　勅使不日可発向候得共積雪之時節途中
　　　ノ手間取茂難斗ニ付
　　　御趣意之次第先以書面相達候間一応之
　　　御請状早々差上可申者也
　　　　　　　　　　　　　　副総督
　　　　正月十五日　　　　　　四条大夫
　　　　　　　　　　　　　　鎮撫総督
　　　　　　　　　　　　　　　高倉三位
　　　　北陸道七ケ国
　　　　　国主領主地頭中
　　同
　　勅書
　　　今般
　　　王政　御復古ニ付而ハ
　　　国事ニ勤労可致ハ勿論之事候得共当
　　　今之騒擾ニ付方向難定人心疑惑可
　　　致折柄候得者尚存慮之次第可及尋問
A0143-01988_020
　　　御沙汰候事
　　　　　　　　　　　　　　若狭小浜
　　　　　　　　　　　　　　　酒井若狭守
　　　　　　　　　　　　　　越前福井
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　　　　　　　　　　　　同丸岡
　　　　　　　　　　　　　　　有馬遠江守
　　　　　　　　　　　　　　同鯖江
　　　　　　　　　　　　　　　間部下総守
　　　　　　　　　　　　　　同大野
　　　　　　　　　　　　　　　土井能登守
　　　　　　　　　　　　　　同勝山
　　　　　　　　　　　　　　　小笠原左衛門佐
　　　　　　　　　　　　　　同敦賀
　　　　　　　　　　　　　　　酒井右京亮
　　　　　　　　　　　　　　加賀金沢
　　　　　　　　　　　　　　　加賀中納言
A0143-01988_021
　　　　　　　　　　　　　　同大聖寺
　　　　　　　　　　　　　　　松平飛驒守
　　　　　　　　　　　　　　越中富山
　　　　　　　　　　　　　　　松平稠松
　　　　　　　　　　　　　　越後清崎
　　　　　　　　　　　　　　　松平日向守
　　　　　　　　　　　　　　同三根山
　　　　　　　　　　　　　　　牧野伊勢守
　　　　　　　　　　　　　　同高田
　　　　　　　　　　　　　　　榊原式部大輔
　　　　　　　　　　　　　　同長岡
　　　　　　　　　　　　　　　牧野駿河守
　　　　　　　　　　　　　　同村上
　　　　　　　　　　　　　　　内藤豊前守
　　　　　　　　　　　　　　同新発田
　　　　　　　　　　　　　　　溝口誠之進
A0143-01988_022
　　　　　　　　　　　　　　同村松
　　　　　　　　　　　　　　　堀左京亮
　　　　　　　　　　　　　　同椎谷
　　　　　　　　　　　　　　　堀右京亮
　　　　　　　　　　　　　　同与板
　　　　　　　　　　　　　　　井伊右京亮
　　　　　　　　　　　　　　同黒川
　　　　　　　　　　　　　　　柳沢伊勢守
　　　　　　　　　　　　　　同三日市
　　　　　　　　　　　　　　　柳沢彰太郎
　右御拝見相済御領主方重臣江被為拝見
　之
（以下、「　」内は抹消）
　「　　　　　　　　　　　　有馬遠江守殿内
　　　　　家老　　　　　　　　堀主馬之助
　　　　　　　　　　　　　　　山田三郎兵衛
　　　　　　　　　　　　　　土井能登守殿内
　　　　　同　　　　　　　　　内山七郎右衛門
A0143-01988_023
　　　　　家老　　　　　　　　奥田乙右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　岡田平馬
　　　　　　　　　　　　　　小笠原左衛門佐殿内
　　　　　同　　　　　　　　　安田桃之助
　　　　　同　　　　　　　　　井上正之助
　　　　　　　　　　　　　　間部下総守殿内
　　　　　同　　　　　　　　　植田志津摩
　　　　　　　　　　　　　　　青柳塘
　　　　　　　　　　　　　　松平和泉守殿内
　　　　　　　　　　　　　　　相沢武右衛門
　　　　　　　　　　　　　　青山峰之助殿内
　　　　　　　　　　　　　　　村上貞右衛門
　　　　　　　　　　　　　　金森左京殿内
　　　　　　　　　　　　　　　岡崎伴右衛門
　　　　　　　　　　　　　　本多邦之助殿内
　　　　　　　　　　　　　　　鈴木多仁右衛門
　　　　　　　　　　　　　　〆
　　　　　　　　　　　　　　　桃井弥次郎
　　　　　　　　　　　　　　　桃井民弥
A0143-01988_024
　　　　　　　　　　　　　　小八郎伜
　　　　　　　　　　　　　　　桃井謙蔵
　右畢而於撻担之間　御目見被　仰付
　　御順達帳面江左之通御書込
　　　正月廿二日亥之刻相達候処御別紙逐一
　　　拝見仕同廿三日同国之領主有馬遠江守
　　　土井能登守小笠原左衛門佐其外領知有之面々
　　　為致拝見同日夕未之刻大聖寺江差立申候
　　　　正月廿三日　　　　　　越前少将
（以下、「　」内は抹消）
「相済
　勅書御櫃ニ奉納月番御用人ゟ御使番三寺剛右衛門江
　相渡之同人守護　御座所江相廻ス」
一正月廿三日三条前中納言殿ゟ左之通御書付を以御達
　有之
　　　　　　　　　　　　　　　内田閑平
　　　徴士を以外国事務掛参与助勤被　仰出
　　　候事
A0143-01988_025
　　　　但長崎在留可致事
（以下、「　」内は抹消）
「一正月廿三日左之通先触有之候段郡奉行ゟ相達之
　　　　一継馬四疋
　　　　一人足八拾五人
　　　　今般高倉三位殿四条大夫殿北陸道
　　　　七ケ国御用有之御巡行被遊候間右之通
　　　　用意諸事差支無之様可被致候尤休泊候
　　　　限等之儀ハ前日其筋之者差遣候取約メ候事
　　　　　　　　　　　　　　　芸州
　　　　　正月廿日　　　　　　　山下次郎
　　　　　　　　　　　　　　　　田中忠蔵
　　　　　　駅々
　　　　　　　役人中
　　　　　追而左之駅々江御泊被成筈ニ候事
　　　　　　廿日　　　廿一日　　廿二日　　廿三日　　廿四日
　　　　　　　大津　　　木戸　　　今津　　　小浜　　　気山
A0143-01988_026
　　　　　　廿五日　　廿六日　　廿七日　　廿八日　　廿九日
　　　　　　　敦賀　　　今庄　　　府中　　　福井　　　金津
　　　　　　二月朔日
　　　　　　　大聖寺跡路越後高田迄
　　　　右之通箱入先触只今当宿江着仕候間
　　　　不取敢三里継を以御注進奉申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　　今庄宿問屋
　　　　　正月廿三日申刻　　　　五右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　新三郎
　　　　　　御役所様
　　右ニ付左之面々御用掛り被　仰付之
　　　　　　　　　　　　　　　御用人
　　　　　　　　　　　　　　　　渋谷弥税
　　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　　稲葉左司馬
　　　　　　　　　　　　　　　　町奉行
　　　　　　　　　　　　　　　　御奉行
　　　　　　　　　　　　　　　　御目付
　　　　　　　　　　　　　　　　郡奉行」
一正月廿三日松平飛驒守殿江御使者御使番三寺
A0143-01988_027
　剛右衛門を以て
　勅書御順達被成
　　但御奏者御使者之処御使番ニ相成
一正月廿四日於会計裁判所左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　越前江
　　　思食有之金壱万五千両被下之事
　　　　正月
（以下、「　」内は抹消）
一正月廿六日御使者御中老大宮藤馬副使大井
　弥十郎を以左之通　御請之　御書
　勅使御出張先江被差出之「藤馬等今朝福井出立
　［同廿八日若州中浜江着］」
　　　今般北陸道江為
　　　勅使御発向ニ付前以
　　　御趣意書御順達相成謹而奉拝見候
　　　王政御復古ニ付而者　王事ニ勤労仕候儀
　　　同氏大蔵太輔ゟ茂申上置候通ニ而二念無
　　　御座候此段謹而御請奉申上候頓首敬白
A0143-01988_028
　　　　正月廿三日　　　　　越前少将
　　　　　　　　　　　　　　　茂昭御判
　　　　　高倉三位殿
　　　　　四条大夫殿
　　　　　　但廿八日於若州中浜高倉殿用人木崎隼人江
　　　　　　　差出候処御落手相成候段申聞之
一正月廿六日今度
　勅使御下向ニ付左之通諸向江月番御目付ゟ相触
　之
　　　今般
　　　勅使御通行之節御城下并郊外たりとも
　　　御道筋江罷出候儀堅御禁止ニ候尤婦人
　　　子供之分も可為同断且又御泊中ハ鉄炮
　　　打申間敷旨被　仰出候条被得其意家来末々
　　　迄厳重可被申付候以上
A0143-01988_029
　　　　正月廿六日　　　　　　御目付
一正月廿九日於若州小浜大宮藤馬大井弥十郎江同
　藩山田甚五左衛門ゟ左之通内達有之
　　　御両卿様其御領々々江御参着之上為御
　　　先鋒御高相応之御人数御差出之儀御達
　　　可相成候差掛候而ハ御不都合も可有御座哉ニ付
　　　前以御内達申置候様御参謀之御方ゟ御申聞
　　　候間此段御通達申候事
（以下、「　」内は抹消）
　　　「但右内達之趣ニ付藤馬早駈ニ而福井江出立二月朔日
　　　　　夜着翌二日御評議之上出兵御免之御願書付件
　　　　　京都江早飛脚被指立之」
一二月二日参与役所ゟ左之通御廻達有之
　　　東征御進軍可被為在候ニ付大軍議被
　　　仰出候依之将軍宮御帰洛被為　在候此段申
A0143-01988_030
　　　達候事
（以下、「　」内は抹消）
「一二月二日参与役所江御留守居御呼出ニ而左之通御達
　　有之
　　　　徳川慶喜反逆ニ付而ハ　松平之名字を称し
　　　　居候族ハ向後大小名共速各本姓ニ復し候様
　　　　可仕　御沙汰候事
　　　一今般御制度御改正ニ付諸藩宮門警衛被
　　　　仰付置候銘々御旗幕并挑灯等ニ至迄菊
　　　　御紋相用候様　御沙汰候事
　　　　　但追討被　仰付置候諸藩出兵之面々已来一隊へ
　　　　　　一流ツヽ　御紋御旗被下候間於家々可相調候
　　　　　　左候而家之紋相用候儀ハ可為是迄之通候」
一二月三日於参与役所左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　越前少将
　　　越前国旧代官新見内膳是迄之支
A0143-01988_031
　　　配地今般　御領与相成候付当分其藩江
　　　取締被　仰付候条万端早々大政官代江
　　　可申出候事
一二月四日今度鎮撫使為先鋒御領知相応之御人
　数御差出之儀ニ付
　慶永様ゟ左之通御願書被差出候処追而御附札を以
　御差図有之
　　　今度北陸道鎮撫使其領々々江御参着之上
　　　為御先鋒領地相当之人数差出候様御達ニ
　　　可相成旨差掛り候而ハ不都合ニも可相成ニ付前以御内
　　　達有之候段若州小浜表ニおゐて差出置候
　　　家来江御達御座候旨越前守ゟ申越候然処
　　　私儀昨年来上京仕居別而当春
　　　闕下不容易騒擾ニ立至候儀故
　　　禁闕御警衛御沙汰之次第も有之追々
A0143-01988_032
　　　人数為差登所々御固場も被　仰付其上
　　　御役被　仰付候ニ付日勤等ニ而彼是多人数滞京
　　　為致候事ニ御座候元来不肖之私過分之
　　　御役名を蒙り不堪其任ハ勿論ニ御座候得共
　　　専ら御役筋江挙国之力を尽シ御奉公仕候
　　　心底之処又々御先鋒江出兵致し候而ハ下地
　　　国許薄地少人数之処藩屏之任も立兼候様
　　　相成両様之御奉公ハ相勤兼殆ト当惑仕候
　　　兼而殊遇之
　　　寵命を蒙り候上彼是奉願候者奉恐入
　　　候得共右無拠次第
　　　御汲察被成下何卒
　　　御厚評之上両様之内何レ与歟一途ニ尽力
　　　仕候儀出来候様宜御沙汰被成下候様奉願
　　　候以上
　　　　二月四日　　　　　　　越前宰相
A0143-01988_033
　　　　御附札
　　　　　京師御警衛人数も差出有之且越前
　　　　　宰相上京之儀ニも候間北陸道鎮撫使
　　　　　為先鋒人数差出ニ不及候事
一二月四日太政官代江御留守居御呼出ニ而左之通御達
　有之
　　　今度慶喜已下賊徒等江戸城江遁レ
　　　益暴逆を恣ニシ四海万民塗炭に堕
　　　むとするニ忍ひ給わす
　　　叡断ヲ以　御親征被　仰出候就而ハ御人撰
　　　を以被置大総督候間其旨相心得畿内
　　　七道大小藩各軍旅用意可有之候不日
　　　軍議御決定可被仰出候御旨趣可有之候間
　　　御沙汰次第奉命馳集るへく候宜諸軍
　　　戮刀一同勉励可尽忠戦旨被　仰出候事
A0143-01988_034
　　　　二月
　　　　　但右御書付之趣十日諸月番江被　仰渡之
一二月六日大政官代江御留守居御呼出ニ而左之通
　御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　越前中将
　　　　　　　　　　　　　　　　并別封共
　　　今般　御親征被　仰出候ニ付北陸道先鋒被
　　　仰付候条国力相当人数差出諸事総督之
　　　指揮を請け令勉励候様
　　　御沙汰之事
　　　　但二月十五日迄総督本陣江相揃候様被仰付候事
　　　　　　　　　　　　　　　先鋒
　　　　　　　　　　　　　　　　出張藩々
　　　此度　御親征ニ付各藩人数ニ応シ医師
　　　召連陣営にて各医打寄病院相立
A0143-01988_035
　　　療治之手当可致候様可相心得
　　　御沙汰候事
　　　　二月
　　　　　　　　　　　　　　　征東出張
　　　　　　　　　　　　　　　　藩々
　　一銃隊炮隊之外用捨之事
　　一隊長司令輜重掛等実地要務之外冗官
　　　用捨之事
　　　　但主人之儀ハ在京不苦候事
　　一無用之衣類雑具等持参用捨之事
　　　右之通被　仰出候条総督所ハ勿論大政官
　　　代軍務掛江別紙雛形之通早々附出候様
　　　御沙汰之事
　　　　月日　　　　　　　　　海陸軍務局
　　　　　雛形
　　一銃隊何人
A0143-01988_036
　　一右役付何人
　　一炮何挺
　　一司令炮手共何人
　　一夫方之者何人
　　　　以上［百千］人
　　　右今般何々道為先鋒出張申付候分前
　　　書之通御座候以上
　　　　月日　　　　　　　　　何条何某
　　　右之通出兵　御沙汰相成候藩々其節々々
　　　不洩様　御布令可有之事
　　　　〆
一二月六日於若州佐垣
　勅使両卿御旅館江御使者大宮藤馬罷出左之通
　口達之
　　　　　口上扣
　　　此頃於小浜表御達御座候今般御両卿様
A0143-01988_037
　　　国許江御参着之節為御先鋒高相応之
　　　人数可差出儀早速越前守江申達候処
　　　拝承仕候然ル処兼而万端大蔵太輔江相談致
　　　候儀ニ付右御内沙汰之趣京師大蔵太輔江
　　　早急申遣右一左右申上候上御答可申上心得ニ御座
　　　候間今暫之処御猶予被成下候様奉願候右之趣
　　　不取敢奉申上置候様被申付候以上
　　　　　　　　　　　　　　越前少将内
　　　　　　　　　　　　　　　大宮藤間
（以下、「　」内は抹消）
「一二月六日於太政官代毛受鹿之助徴士総裁局
　　史官被　仰付参与之儀ハ今日ゟ　御免被成候旨被仰付之」
一二月七日昨日御出兵之儀被　仰出候ニ付
　慶永様ゟ左之通御内願書被指出之
　　　今般
　　　御親征ニ付同氏越前守北陸道先鋒被
　　　仰付難有仕合奉存候然処私儀去年来
　　　上京仕　御役相蒙り人数も召呼置候儀ニ付
A0143-01988_038
　　　兼而申上置候薄地疲弊之国柄父子両途之
　　　御奉公相勤候程之国力兵数何分ニも行足
　　　不申候尤国許江ハ申遣候得共越前守ニおゐても
　　　当惑之外ハ有御座間敷与奉存候ニ付幸
　　　私在京之儀ニも御座候間差向此表詰合
　　　之人数を以
　　　御親軍之御用相勤候様仕度奉存候間
　　　北陸道御先鋒与御引替被成下候様奉願上候
　　　当今之御時態右様奉願候儀恐入候得共
　　　何卒厚　御諒察之上宜御沙汰被成下候様
　　　奉内願候以上
　　　　二月七日　　　　　　　越前宰相
一二月七日於大政代官代左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　右越前国元代官新見内膳支配地
A0143-01988_039
　　　今般　御領与相成候間取締被仰付候即今
　　　形勢ニ付民心方向を失ひ多端之苦情訴
　　　出御治定之御所置ハ追而御達可有之候得共
　　　差向人民安業貢米等之儀無滞相運
　　　候様取斗早々大政官代江可申出候事
　　　　但取締被　仰付候　御領之内年貢残穀并高辻帳
　　　　　早々取調内国会計両裁判所江可差出事
　　　　一御領所用向為取扱候役人両三人在京候様
　　　　　可致事
　　　　一駅々乱妨強盗者人民を掠シ困苦ニ迫り候
　　　　　場所も有之由相聞候間早々人数差出取鎮候
　　　　　様被　仰付候
　　　　　　〆
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　是迄徳川氏預地之内年貢残穀并高
　　　附帳早々取調内国会計両局江可差出事
A0143-01988_040
　　　　二月
　　　　但別紙預地与有之候得共預地之外賊徒并旗下
　　　　　等之領分も同様取調候様非蔵人鴨脚加賀
　　　　　演説之
一二月七日
　勅使両卿敦賀江御参着ニ付御使者大宮藤馬村田
　巳三郎御旅館江罷出左之通口上申達候処翌八日
　高倉殿用人木崎隼人を以御承知之旨御答有之
　　　先日於小浜表御内御達之趣早速越前守江
　　　申達候処委細承知仕候得共人数配り方之儀ニ付
　　　大蔵大輔江相談申遣候然ル処大蔵大輔ゟ
　　　大政官江別紙之通奉願候処御附紙を以
　　　御差図ニ相成候ニ付此段御達申上候間宜御聞
　　　届被成下候様越前守申付候
　　　　二月七日　　　　　　　大宮藤馬
A0143-01988_041
　　　　　　　　　　　　　　　村田巳三郎
　　　　但御願書去ル四日之処ニ記之此ニ略ス
（以下、「　」内は抹消）
「一二月八日両卿海岸御巡見」
一二月八日両卿為御機嫌伺参与役酒井十之丞御旅
　館江罷出其節左之通伺届等差出候処御附札を以
　御差図有之
　　　今般北陸道筋江　御鎮撫使御発向ニ付
　　　越前国御通行之折柄国内御案内之者
　　　夫々申上候得共国許家来共之内御両卿様江
　　　拝謁仕候者壱人茂無御座依而親敷御用向
　　　為承度ニ付参与役相蒙り居候者為御待受
　　　暫時御暇被下置候ハヽ御都合も御宜旨於京都
　　　越前宰相ゟ大政官江申出候処願之通被
　　　仰付候右ニ付速ニ走下り候儀ニ御座候内外共
　　　万事御用之儀可奉承旨申付候間
A0143-01988_042
　　　御用向被　仰付被下置候様奉願候以上
　　　　　　　　　　　　　　参与役
　　　　二月八日　　　　　　　酒井十之丞
　　　伺書
　　　　　越前守進退伺
　　　勅使御出之節御出迎御門蹴込外迄罷出其
　　　処江被為　入候節直ニ御先江御案内仕玄
　　　冠ゟ上段之間迄御通り御着座之間御程
　　　合ニ而直ニ越前守御長蚫差上之相済
　　　御目見被　仰付退去仕候右之通相心得候而
　　　宜御座候哉又ハ御着之上参上仕越前守
　　　御長炮蚫差上之相済御目見被仰付退去
　　　仕候哉右両様奉伺候以上
　　　　御附札
　　　　　勅使之義門台下乗無之玄冠式台
　　　　　横付之事右ニ付御門内敷物無之方可然事
A0143-01988_043
　　　　同
　　　　　弐台之御出迎直ニ御先立御案内上段次之
　　　　　間迄ニ而一応御引取程合ニ而御対面之事
　　　　　長蚫差上ニ不及御飾付置可然事
　　一越前守着服官服着用仕候哉上下着用
　　　仕候哉
　　　　御附札
　　　　　官服ニ不及候已下御所置次第可然存候事
　　　　　覚
　　一附添之役人前後二三間用意
　　一五畳畳之事
　　一門内外ニ箱番所手長桶箒之事
　　一下馬者近寺并町家ニ而用意之事
　　　　〆
　　　越前国内ニ飛驒郡代支配地有之本保村
　　　陣屋江手代共出張致し政事取締向致来
　　　候処今般之大御変革ニ付而ハ民心動揺も
　　　難斗右出張之手代共甚以心痛致居候趣ニ
A0143-01988_044
　　　御座候得共飛驒郡代所之儀ハ遠路之儀ニも
　　　御座候故急速申達候儀も往届兼候ニ付何卒
　　　越前守役場ニおゐて万事取締鎮撫方取
　　　斗呉候様頼出候ニ付早速家来共陣屋江差
　　　出し　王政御復古之御趣意厚ク申諭
　　　民心騒擾不致候様為取斗候処郡中至極
　　　鎮撫之躰御座候尚此上之所置如何可仕哉
　　　右御達旁奉伺候以上
　　　府中預之本多興之輔儀当時福井表
　　　政事向ニ関係仕居候故彼表ニ罷出居候
　　　儀ニ御座候
　　一府中町端江町奉行罷出居被為　入候節直ニ
　　　御先江相立市中御案内申上御本陣前
　　　行過キ平伏仕候心得ニ御座候
　　　　但其節供連分限ニ応し召連候而も不苦候哉奉伺候
　　一御本陣江御着之上為　伺御機嫌家老共
A0143-01988_045
　　　御本陣御取次迄可申上儀ニ御座候哉奉伺候
　　一御着之上市中火之元廻として物頭并組之
　　　者召連折々為相廻候心得ニ御座候
　　一府中御本陣御発輿之節前文之通御
　　　先江相立御案内之上町端ニ而落シ平服可
　　　仕候事
　　　　　〆
　　　　御附札
　　　　　御書面之通ニ而可然候事
　　一福井表御旅館之儀ハ西本願寺掛所ニ御待
　　　受用意仕置候心得ニ御座候
　　　　　御附札
　　　　　　御書面之通ニ而可然事
　　　　但御旅館内御広間番其余御用弁之者為
　　　　　詰候心得ニ御座候
　　　　　御附札
　　　　　　御用聞両人御詰合可然其外之御詰無之
　　　　　　方宜与存候事
A0143-01988_046
　　一宿々御休泊之節御旅館内都而御同勢
　　　御先詰ニ而御引請ニ相成儀ニ候哉
　　　　御附札
　　　　　休泊之義ハ芸若両藩ニ而引受之事
　　　　　　〆
　　一国内四藩之重臣并地頭之者御着已前
　　　福井表江呼寄置可申哉
　　　　　　〆
　　　　　臨時仮御小休御用意
　　　　　　　　　　　　　　　木之目峠
　　　　予メ設出来　　　　　　　　御駕立　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　新道村
　　　　　　　　　　　　　　　　　真福寺
　　　　　　　　　　　　　　　上鯖江村
　　　　　　　　　　　　　　　　　与兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　中荒井村
　　　　　　　　　　　　　　　　　茶屋
　　　　　　　　　〆
　　　　　　　　領分境ゟ
　　　　　　　　　　　　　　　御先御案内
　　　　　　　　　　　　　　　　　代官役一人
A0143-01988_047
　　　　御附札
　　　　　此已下今一段御人少ニ而可然候事
　　　　　　　　城下町端ゟ
　　　　　　　　　　　　　　　町奉行一人
　　　　　　　　　　　　　　　物頭弐人
　　　　　　　　　　　　　　　徒之者四人
　　　右之通御先御案内仕候
　　　　　　　　　　　　　　　隊長一人
　　　　　　　　　　　　　　　銃隊二小隊
　　　右領分中御守衛仕候
　　　　　　　　　　　　　　　用人弐人
　　　　　　　　　　　　　　　郡奉行壱人
　　　　　　　　　　　　　　　郡方吟味役人一人
　　　　　　　　　　　　　　　医師弐人
　　　　　　　　　　　　　　　御用聞弐人
　　　　　　　　　　　　　　　御本陣御道具掛り
　　　　　　　　　　　　　　　之者四人
A0143-01988_048
　　　右之通領分中御附添御用弁仕候
　　　　　　　　　〆
　　　　　　　　領分境木ノ目峠ゟ
　　　　　　　　　　　　　　　郡奉行一人
　　　　　　　　　　　　　　　道奉行一人
　　　　　　　　二ツ屋関所江
　　　　　　　　　　　　　　　家老格一人
　　　　　　　　　　　　　　　中老一人
　　　　　　　　　　　　　　　目付一人
　　　　　　　　　　　　　　　徒目付一人
　　　　　　　　今庄御泊り江
　　　　　　　　　　　　　　　中老一人
　　　　　　　　　　　　　　　目付一人
　　　　　　　　　　　　　　　郡奉行一人
　　　　　　　　　　　　　　　徒目付二人
　　　　　　　　府中御泊り江
A0143-01988_049
　　　　　　　　　　　　　　　中老一人
　　　　　　　　　　　　　　　目付一人
　　　　　　　　　　　　　　　郡奉行一人
　　　　　　　　　　　　　　　徒目付二人
　　　　　　　　白鬼女川
　　　　　　　　御渡船場江
　　　　　　　　　　　　　　　水主物頭一人
　　　　　　　　　　　　　　　　水主組之者召連
　　　　　　　　城下町端江
　　　　　　　　　　　　　　　家老一人
　　　　　　　　　　　　　　　中老一人
　　　　　　　　　　　　　　　目付一人
　　　　　　　　大橋詰江町奉行調役二人其余辻々
　　　　　　　　警固人出張仕候
　　　　　　　　西本願寺掛所
　　　　　　　　御泊御本陣前江
A0143-01988_050
　　　　　　　　　　　　　　　物頭組之者召連
　　　　　　　　　　　　　　　出張仕候
　　　　　　　　同所御本陣江
　　　　　　　　　　　　　　　家老
　　　　　　　　　　　　　　　中老
　　　　　　　　　　　　　　　奏者番頭
　　　　　　　　　　　　　　　奉行
　　　　　　　　　　　　　　　目付
　　　　　　　　　　　　　　　使番
　　　　　　　　　　　　　　　番士
　　　　　　　　　　　　　　　徒目付
　　　　　　　　　　　　　　　徒之者
　　　　　　　　金津御泊江
　　　　　　　　　　　　　　　中老一人
　　　　　　　　　　　　　　　目付一人
　　　　　　　　　　　　　　　郡奉行一人
A0143-01988_051
　　　　　　　　　　　　　　　徒目付一人
　　　　　　　　細呂木関所江
　　　　　　　　　　　　　　　家老格一人
　　　　　　　　　　　　　　　中老一人
　　　　　　　　　　　　　　　目付一人
　　　　　　　　　　　　　　　徒目付一人
　　　　　　　　領分境江
　　　　　　　　　　　　　　　郡奉行一人
　　　　　　　　　　　　　　　道奉行一人
　　　右之通御通行之節出張仕居候
　　　　　　　　　〆
　　　　　　　　　　　　　越前少将内
　　　　　　　　　　　　　　隊長
　　　　　　　　　　　　　　　皆川宮内
　　　　　　　　　　　　　　壱番銃隊
　　　　　　　　　　　　　　　田中伝左衛門
　　　　　　　　　　　　　　小隊長
　　　　　　　　　　　　　　　生田小右衛門
　　　　　　　　　　　　　　分隊長
　　　　　　　　　　　　　　　高間文四郎
A0143-01988_052
　　　　　　　　　　　　　　後拒役
　　　　　　　　　　　　　　　天谷仙右衛門
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　中山文八
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　永井彦次郎
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　久保村次郎右衛門
　　　　　　　　　　　　　弐番銃隊
　　　　　　　　　　　　　　小隊長
　　　　　　　　　　　　　　　武曽権左衛門
　　　　　　　　　　　　　　半隊長
　　　　　　　　　　　　　　　秋田城太郎
　　　　　　　　　　　　　　分隊長
　　　　　　　　　　　　　　　今立権之丞
　　　　　　　　　　　　　　後拒役
　　　　　　　　　　　　　　　友永久左衛門
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　西沢孫六
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　森川拾五郎
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　吉川賞太郎
　　　　　　　　　　　　　　軍事目付
　　　　　　　　　　　　　　　大館源紀
　　　　　　　　　　　　　　軍事方
　　　　　　　　　　　　　　　福島貫大夫
　　　右人数領分中御警衛仕候
　　　　　　　　　〆
A0143-01988_053
一二月八日於大政官代左之通御達有之
　　一毎月廿九日
　　　先帝御忌日ニ候条諸藩士以上参候貢
　　　献被差止之尤雑人已下ハ勝手次第たるへき
　　　事
　　一服忌之儀官民一途を以追々御改正可
　　　被　仰付筈ニ候得共先即今之処是迄之通
　　　取行可申事
　　一以来松平称号被止本氏可称之事
　　　　但本姓松平唱来候者ハ如旧可相心得事
一二月九日於太政官代左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　越前大蔵大輔
　　　北陸道先鋒出兵之儀ニ付願之趣被
　　　聞食候間不及出兵候尚追而可被　仰付儀も
　　　可有之旨　御沙汰候事
A0143-01988_054
　　　　二月九日
一二月九日参与役所之儀已来弁事役所与相唱
　候様御達有之
一二月九日於大政官代向後別紙六藩之触頭
　可相心得旨御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　有馬遠江守
　　　　　　　　　　　　　　　土井能登守
　　　　　　　　　　　　　　　間部下総守
　　　　　　　　　　　　　　　小笠原左衛門佐
　　　　　　　　　　　　　　　酒井右京亮
　　　　　　　　　　　　　　　酒井若狭守
　　　　　　　　　　　　　〆
一二月九日於敦賀表両卿御旅館江御呼出千本弥三郎
　罷出候処四条殿用人小西直記口上扣を以左之通
　相達之
A0143-01988_055
　　　当御国内諸侯江今度　御鎮撫使御趣意
　　　被　仰達候内当時主人在東之向も有之右者
　　　尤在国重臣ゟ急速主人相迎勤
　　　王可有之旨御沙汰相成候依之当主帰国
　　　出仕迄其家族又ハ重臣之内人質可
　　　差上筈候其分越前守様江御預ケ被成度
　　　此段兼而御承知其家々ゟ直様御請取
　　　可被為置候様与之事
　　　　　　　　　　　　　　御両卿
　　　　　　　　　　　　　　　参謀職
　　　　越前少将様
　　　　　御用聞
　　　　　　大井弥十郎殿
　　　　　　千本弥三郎殿
一二月十一日於軍務局左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　北陸道藩々江
A0143-01988_056
　　　今度
　　　御親征ニ付北陸道筋先鋒総督諸藩
　　　従兵追々進発被　仰付候ニ付国々道筋通行
　　　滞陣等之節兵粮金米人馬継立之都合方
　　　角諸藩申合取斗可申候様
　　　御沙汰候事
　　　　二月
　　一白米　　　　　　四合
　　一金　　　　　　　壱朱
　　　　但泊駅
　　一白米　　　　　　二合
　　一銭　　　　　　　百文
　　　　但休駅
　　　右之通壱人ニ付手当可有之候事
　　　　　〆
一二月十日於大政官代左之通御達有之
A0143-01988_057
　　一自各藩徴士被　仰付候者ハ奉命即日ゟ
　　　朝臣与相心得勿論旧藩ニ全ク関係混合
　　　無之　御趣意ニ候間此旨厚相心得可申事
　　　　二月
　　一大藩
　　　　但四十万石以上ヲ唱
　　一中藩
　　　　但十万石以上三十九万石ニ至ルヲ唱
　　一小藩
　　　　但一万石以上九万石ニ至ルヲ唱
　　　右之通諸侯石高ヲ以三等ニ区別相立
　　　候様被　仰出候事
　　　　二月
　　一大藩　　　　　　三員
　　一中藩　　　　　　二員
　　一小藩　　　　　　一員
A0143-01988_058
　　　右者今般
　　　王政御一新被為　仰出輿論公議ヲ執り候
　　　御趣意を以各藩ゟ貢士として大政官江
　　　差出候様被　仰付候条其　御趣意ニ相基キ
　　　国々国論ニも可相代者人撰有之差出
　　　候様　御沙汰候事
　　　　但拝承当日ゟ五十日を限り差出可申尤其者
　　　　　参着次第弁事役所江可申出事
　　　　　　〆
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守家来
　　　　　　　　　　　　　　　南部彦助
　　　右之者此度
　　　御親征被　仰出候ニ付右御用中会計方
　　　御用向取扱被　仰付之候北陸道討手之人数江
　　　附添出張可致候勤方之儀ハ会計局江相伺
　　　候様可致候事
　　　　〆
A0143-01988_059
一二月十一日於江戸徳川様ゟ左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　飛驒郡代新見内膳支配所飛驒国高
　　　五万六千石余当分之内御預所ニ被　仰付候
　　　委細之儀ハ御勘定奉行可被談候
一二月十一日於敦賀表両卿御本陣ゟ左之通御達有之
　　　今般　朝政御一新ニ付而ハ万民御撫恤之
　　　儀者専願候処当今御国内御多事之折柄ニ付
　　　自然安民之道等閑ニ相成候隙ニ乗シ不逞之
　　　徒妄ニ四方ニ奔走シ名を勤　王ニ仮り良民を
　　　欺罔して金穀を貪り残忍ニ民力を致駆役
　　　等甚以御撫恤之御趣意ニ致齟齬候儀与
　　　多分有之候間民間之於苦情仮令
　　　朝政ニ触候事ニ候共聊無忌憚可申出候尤
　　　領主地頭等ニ於而も厚御趣意を以民間より
A0143-01988_060
　　　訴出候節ハ速ニ大政官江可致言上候猶又
　　　差掛り候件々左之通被　仰出候旨領主地頭ゟ
　　　厚相諭候様可致候
　　　　但従前之弊習を追而言路擁蔽之事も難測
　　　　　候間民間之者ゟ直ニ大政官江訴出候儀も勝手
　　　　　次第之事
　　一五畿七道諸宿駅之義是迄迚も印鑑無之
　　　者ハ継立申間敷筈之処近来宮堂上家来
　　　抔与唱印鑑引合無之而已ならす無賃銭ニ而人馬
　　　継談仕候者有之趣以之外之事ニ候間已来
　　　印鑑ニ引合無之且賃銭跡払等ニハ決而
　　　継立申間敷事
　　　　二月
　　　御親征
　　　行幸可為当月下旬被　仰出候事
　　　　二月九日
A0143-01988_061
　　　追而日限更
　　　御沙汰候事
　　　　〆
一二月十一日
　勅使両卿明後十三日敦賀表御発向ニ付旅行方ゟ
　左之通酒井十之丞迄申来ル
　　　　　覚
　　一御通行ニ付御道筋樹木切払無之事
　　一御道筋土砂を以取繕叮嚀ニ不及候事
　　一御小休所ニ而湯茶炭相応用意頼入事
　　一御滞在中ハ市中辻固警衛等厳重ニ
　　　不及候尤渡世向遠慮なく可致事
　　　　尤遊芸鳴もの渡世之ものたりとも差止不及候事
　　一休泊共酒肴を以取持等堅
　　　御禁止之事
　　　右之外無用之失費無之様御取斗有之度
A0143-01988_062
　　　候事
　　　　二月　　　　　　　　　御旅行方
　　　　　覚
　　一草鞋　　　　　　　壱足
　　　　代三十六文
　　一髪結銭
　　　　代七十弐文
　　一とふふ汁　　　　　一盃
　　　　代弐十四文
　　一旅籠代　　　　　　跡ゟ
　　一途中神仏等包置候分解開キ可申事
　　一御道筋敷砂ニ不及候事
　　　　但取寄候砂有之候ハヽ道悪敷所江敷ならし可
　　　　　申事
　　一御小休所ニ而湯茶并炭ノ火々鉢用意致シ
A0143-01988_063
　　　置可申事
　　一御休泊共酒肴を以取持参堅御禁止之
　　　事
　　一途中ニおゐて諸買物有之候ハヽ実意を以
　　　其所相当之代銀可申受候事
　　一御両卿様御通行之節御一方様江村役人
　　　箒持共二人ツヽ都合四人ツヽ罷出可申事
　　　　〆
一二月十二日小浜藩ゟ左之通廻達有之ニ付即刻大聖
　寺藩江御順達被成
　　　今般東賊御退治
　　　御親征被　仰出候ニ付是迄北陸道鎮撫使之処
　　　改メ可為先鋒総督兼鎮撫使之旨被為蒙
　　　仰候事
　　　　二月六日
　　　　尤是迄随従諸藩兵隊も同様可為先鋒
A0143-01988_064
　　　　旨被　仰付候事
　　　右之通従
　　　朝廷御沙汰ニ付此段為御心得申達候事
　　　　二月十日　　　　　　勅使両卿
　　　　　　　　　　　　　　　参謀職
　　　　　　　　　　　　　　　御用掛中
　　　　　北陸道国主
　　　　　領主地頭
　　　　　　　　役人中
一二月十二日内国事務掛りゟ左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　先達而鎮撫使被差立候儀諸道之人民
　　　方向を失ひ苦情所訴ナク差向為鎮撫
　　　被差出候儀ニ付是迄差配も為有之事候得共
　　　元代官支配地取締向等民事相関候事者
　　　今般御達之趣ニ基キ取斗候様可致候
　　　　但鎮撫使ゟ之命を以取締向相計候次第も可有之
A0143-01988_065
　　　　　候ニ付請取方不都合無之様可致候
　　　　　　〆
一二月十二日於江戸徳川様ゟ御達之御書付左之通
　松平阿波守様ゟ御順達有之
　　　東叡山江御謹慎中西城之儀ハ田安殿
　　　松平確堂江御頼被成候旨被　仰出候間是迄之
　　　通相勤候様可被致候事
　　一此度　御追討使御差向被遊候段被　仰出哉之趣
　　　遥ニ奉承知誠ニ以驚入奉恐入候次第ニ候右者
　　　全ク予か一身之不束より生し候事ニ而
　　　天怒ニ触候段一言之申上様無之儀ニ付何様之
　　　御沙汰有之候共無遺憾奉命致し候心得ニて
　　　別紙之通　奏聞状差出候依之東叡山江
　　　退キ謹慎罷在罪を一身ニ引受只管
　　　朝廷江御詫申上億万之生霊塗炭之苦ヲ
A0143-01988_066
　　　免れ候様致し度与至願此事ニ候就而ハ何れも
　　　予か意を体認し心得違無之恭順之道
　　　取失ハさる様可致候
　　奏聞状
　　　此度　御追討使御差向可被為　在哉之趣
　　　遥ニ奉承知誠ニ以驚入奉恐入候次第ニ御座候
　　　右ハ全く臣慶喜一身之不束より生し候儀ニ而
　　　天怒ニ触候段一言之申上様も無御座次第ニ付
　　　此上何様之　御沙汰御座候共聊遺憾なく
　　　奉畏候所存ニ而東叡山ニ謹慎罷在其段下々江
　　　厚申諭し仮令　官軍御差向御座候共不敬
　　　之儀等毫も不為仕心得ニ御座候得共敝国之義ハ
　　　四方之士民輻輳之土地ニも御座候得ハ多人数
　　　中ニハ万一心得違之者無之共難申右辺ゟ
　　　恭順之意を取失不慮之儀等有之候節ハ猶
　　　更奉恐入候而已ならす億万之生霊塗炭之
　　　苦を蒙候様ニ而ハ実以不忍次第ニ付何卒
A0143-01988_067
　　　官軍御差向之儀ハ暫時
　　　御猶予被成下臣慶喜之一身を被罰無罪
　　　之生民塗炭を免れ候様仕度臣慶喜今日之
　　　懇願此事ニ御座候右之趣厚
　　　御諒察被成下前文之次第
　　　御聞届被為在候様涕泣奉歎願候此段
　　　御奏聞被成下候様奉願候以上
　　　　二月　　　　　　　　　慶喜
一二月十三日
　勅使両卿敦賀表御発途夕七時前今庄駅江御着
　　但参与役酒井十之丞御先江罷越御着前為御伝受
　　　御本陣江罷出
　　一御領分境ゟ為御案内御代官役奥村桐之丞被差出之二ツ屋
　　　御関所江御家老代水谷織部御目付仮葛巻庄兵衛御徒目付
　　　荒井栄蔵今庄江御中老代多賀谷式部御目付兼出淵
　　　伝之丞御徒目付斎藤禎介被差出之
A0143-01988_068
一二月十三日内国事務掛りゟ左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　越前国代官支配地之儀今般其藩江取締
　　　方被　仰付候得共兼而北陸道鎮撫使高倉殿
　　　四条殿ゟ同所取締向之儀ハ御委任被　仰付候儀
　　　ニ付前件其藩江御達し相成候儀ハ追而高倉殿
　　　四条殿御帰洛之上御沙汰ニも可相成候間夫迄
　　　之処ハ其藩取扱ニ不及候事
　　　　〆
一二月十四日於軍務官左之通御達有之
　　　　　　御親征大総督
　　　　　　　　　　　　　　　有栖川帥宮
　　　　　　同参謀
　　　　　　　　　　　　　　　正親町中将
　　　　　　　　　　　　　　　西四辻大夫
　　　　　　　　　　　　　　　西郷吉之助
　　　　　　　　　　　　　　　林玖十郎
A0143-01988_069
　　　　　　錦旗奉行
　　　　　　　　　　　　　　　穂波三位
　　　　　　　　　　　　　　　河鰭大夫
　　　　　　東海道先鋒兼鎮撫使総督
　　　　　　　　　　　　　　　橋本少将
　　　　　　同副
　　　　　　　　　　　　　　　柳原侍従
　　　　　　同参謀
　　　　　　　　　　　　　　　木梨精一郎
　　　　　　　　　　　　　　　海江田武次
　　　　　　東山道先鋒兼鎮撫使総督
　　　　　　　　　　　　　　　岩倉大夫
　　　　　　同副
　　　　　　　　　　　　　　　岩倉八千丸
　　　　　　同参謀
　　　　　　　　　　　　　　　乾退助
A0143-01988_070
　　　　　　　　　　　　　　　宇田栗園
　　　　　　北陸道先鋒兼鎮撫使総督
　　　　　　　　　　　　　　　高倉三位
　　　　　　同副
　　　　　　　　　　　　　　　四条大夫
　　　　　　同参謀
　　　　　　　　　　　　　　　小林柔吉
　　　　　　　　　　　　　　　津田山三郎
　　　　　　奥羽鎮撫使
　　　　　　　　　　　　　　　沢三位
　　　　　　同副
　　　　　　　　　　　　　　　醍醐少将
　　　　　　同参謀
　　　　　　　　　　　　　　　黒田了助
　　　　　　　　　　　　　　　早川弥四郎
　　　　　　海軍総督
A0143-01988_071
　　　　　　　　　　　　　　　聖護院宮
　　　　　　同参謀
　　　　　　　　　　　　　　　庭田大納言
　　　　　　　　　　　　　　　中山前中将
　　　　　　　　　　　　　　　伊東外記
　　　　　　　　　　　　　　　増田左馬進
　　　右之通被　仰下候事
　　　　〆
一二月十四日
　勅使両卿今庄駅御発途府中江御着
（以下、「　」内は抹消）
　「但酒井十之丞昨日之通御先江罷越」
一二月十四日於府中御本陣江左之通御窺書被差出
　候処即日御書取を以御答有之
　　　勅使御着座之上御程合ニ而御目見罷出
　　　候節
A0143-01988_072
　　　天気相伺可申上儀ニ御座候哉右之通奉
　　　窺候
　　　　二月十四日　　　　　　越前少将
　　　　　伺書
　　一福井表　御旅館江御着之上越前守
　　　御目見申上其節
　　　勅意之趣御達御座候哉過日御沙汰書御達
　　　御座候ニ付右御請書重臣罷出差上相済
　　　候得者別段越前守江御直ニ御達之儀無御座
　　　儀与相心得申候別段奉伺候
　　　　〆
　　一御着館之節越前守御玄冠より上段之間迄
　　　御先江御案内申上直ニ其席相下り別間ニ
　　　相扣申候御都合宜節御差図ニ而御目見席へ
　　　罷出候儀ハ過日御差図之通り相心得候御目
A0143-01988_073
　　　見ニ罷出候節出座之処上段之下タ際江罷
　　　出候哉何之処江罷出候而宜儀ニ御座候哉御差図
　　　被成下候様奉願候且又
　　　勅意之趣御達無御座御儀ニ候ハヽ御自分様
　　　之御安否相伺候而已ニ御座候哉此段奉伺候
　　　　　〆
　　　　御答書
　　一福井表御着館之節御当主御出迎御案
　　　内等都而御携ニ不及候事
　　一御着館当日翌日之内ニ御招被成候間御旅
　　　館江御入来之事
　　　右之節
　　　天気御伺可有之其節
　　　勅意御沙汰書御直ニ御当主江御渡可
　　　有之御取下り御熟覧之上追而御請御座候様
　　　御口上畢而御席直シニ而御自分御双方御挨
A0143-01988_074
　　　拶可被成候事
　　一右之外御沙汰書御書付等ハ重臣衆江参謀
　　　并御用掛中ゟ御渡し可申候事
　　　　此分御受書御直名也
　　　　　〆
一二月十五日
　勅使御参向ニ付為御出迎御家老酒井外記赤坂迄
　罷出御本陣門前江御目付白洲江本多興之輔并御家
　老御中老御用人御役人之面々罷出八時高倉三位殿
　四条大夫殿西本願寺掛所江御参着
一二月十五日右同断ニ付御滞在中左之通御本陣江
　泊り番相勤候様御家老申渡之
　　　　　　　　　　　　　　此内一人
　　　　　　　　　　　　　　　大井弥十郎
　　　　　　　　　　　　　　　千本弥三郎
　　　　　　　　　　　　　　　寺社町役所調役
　　　　　　　　　　　　　　　御徒目付一人
A0143-01988_075
　　　　　　　　　　　　　　　御小人目付一人
一二月十五日左之通御用聞ゟ御届書差出之
　　　　　　　　　　　　　　有馬遠江守重臣
　　　　　人質　　　　　　　　有馬縫殿
　　　　　　　　　　　　　　間部下総守重臣
　　　　　同　　　　　　　　　五十嵐亮助
　　　右今般御預ケニ付重臣稲葉俊之助江
　　　取締申付置候此段御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　越前少将内
　　　　二月十五日　　　　　　大井弥十郎
　　　　　　　　　　　　　　　千本弥三郎
　　　　　　　　〆
　　　　　　　　　　　　　　大野
　　　　　　　　　　　　　　　土井能登守
　　　　　　　　　　　　　　　　　并重臣共
　　　　　　　　　　　　　　勝山
　　　　　　　　　　　　　　　小笠原左衛門佐
　　　　　　　　　　　　　　　　　并重臣共
A0143-01988_076
　　　　　　　　　　　　　　丸岡
　　　　　在江戸　　　　　　　有馬遠江守
　　　　　　　　　　　　　　　　　重臣共
　　　　　　　　　　　　　　鯖江
　　　　　同　　　　　　　　　間部下総守
　　　　　　　　　　　　　　　　　重臣共
　　　右何れも福井城下ニ参着
　　　　　〆
　　　今度金沢中納言殿上京ニ付来ル十七日
　　　城下小休被致候此段御届申上候
　　　　　〆
一二月十六日
　勅使為　御対顔西本願寺掛所江被為　入御程合ニ而
　両卿江　御対顔
　天気御窺被成此節左之御書付三通御渡ニ付
　御直ニ御請取御取下り御次ニ而御書付　御拝見被成
　再　御出座追而御請可被仰上旨被　仰述之畢而
　御双方御挨拶有之相済　御帰殿
　　但本多興之輔始御家老御中老并大井弥十郎千本弥三郎等
A0143-01988_077
　　　両卿江拝謁被　仰付之
　　　　御書付
　　　　　大号令
　　　徳川慶喜天下之形勢不得已ヲ察シ大政返
　　　上将軍職辞退相願候ニ付朝議之上断然
　　　被　聞食候処唯大政返上与申而已ニテ於
　　　朝廷土地人民御保不被遊候而ハ
　　　御聖業難被為立候ニ付尾越二藩を以
　　　其実効御訊問被為遊候節於慶喜者
　　　奉畏入候得共麾下并会桑之者共承服
　　　不仕万一暴挙可仕哉も難計候ニ付
　　　只管鎮撫ニ尽力仕居候旨尾越ゟ及言上
　　　候間
　　　朝廷ニ者慶喜真ニ恭順を尽シ候様被
　　　思召既往之罪不被為　問寛太之御処
　　　置可被　仰付候処豈図ンヤ大坂城江引取
A0143-01988_078
　　　候者素ヨリ詐謀ニ而去ル三日麾下之者を
　　　引率シ剰へ前々御暇被遣候会桑等ヲ
　　　先鋒トシ
　　　闕下ヲ奉犯候勢現在彼ヨリ兵端ヲ開候
　　　上者慶喜反状明白始終奉欺
　　　朝廷候段大逆無道最早於
　　　朝廷御宥恕之道茂絶果不被為得已追討
　　　被　仰付候兵端既ニ相開候上者速ニ賊徒御平
　　　治万民塗炭之苦ヲ被為　救度
　　　叡慮ニ候間今般仁和寺宮征討将軍ニ被任
　　　候ニ付而者是迄偸安怠惰ニ打過或者両端
　　　ヲ抱キ候者ハ勿論仮令賊徒ニ従ヒ譜代
　　　臣下之者タリとも悔悟憤発国家之為メ尽
　　　忠之志有之輩者寛太之
　　　思召ニ而御採用可被為在候依戦功此行末
　　　徳川家之儀ニ付嘆願之儀も候得者其
A0143-01988_079
　　　筋ニヨリ御許容可有之候然ルニ此御時節ニ
　　　至り不弁大義賊徒与謀ヲ返シ或潜居
　　　為致候者ハ　朝敵同様厳刑ニ可被処候間
　　　心得違無之様可致候事
　　　　但征討大将軍ヲ置レ候上者即時前件号令
　　　　可被発者勿論候得共猶旗下粗暴之徒壅
　　　　蔽爰ニ至リ候事哉と彼是深重之
　　　　思召ヲ以御遅延之処三日ヨリ今七日ニ至リ坂兵
　　　　日々雖敗走昼出兵呉々不被為得止断然本
　　　　文之通被　仰出候各藩陪臣吏卒ニ至迄方
　　　　向ヲ定メ為天下奉公可有之候事
　　　　　辰正月
　　　　　制札
　　　徳川慶喜天下之形勢不得已を察し大政
　　　返上将軍職辞退相願候ニ付断然被
　　　聞食既往之罪不被為問列藩上座ニも可被
A0143-01988_080
　　　仰付之処豈図んヤ大坂城江引取候旨趣素より
　　　詐謀ニ而去ル三日麾下之者ヲ引卒シ剰帰国
　　　被　仰付候会桑ヲ先鋒として
　　　闕下を奉犯候勢現在彼より兵端を開キ候上ハ
　　　慶喜反状明白始終奉欺
　　　朝廷候段大逆無道其罪不可逃此上ハ於
　　　朝廷御宥恕之道も絶果不被為得已御追討
　　　被　仰出候様兵端既ニ相開候上ハ速ニ賊徒誅戮
　　　万民塗炭之苦ヲ被為　救度
　　　叡慮ニ候間今般仁和寺宮征討将軍ニ被任候ニ付
　　　而ハ是迄偸安怠惰ニ打過或ハ両端ヲ抱キ或ハ
　　　賊徒ニ従ひ居候者タリトモ真ニ悔悟憤発国家
　　　之為尽忠之志有之候輩ハ寛大之
　　　思召ニテ御採用被為在候尤此御時節ニ至リ不弁
　　　大義賊徒与謀通シ或ハ潜居為致候者ハ
　　　朝敵同様厳刑ニ可被処候間心得違無之様可致
A0143-01988_081
　　　候事
　　　　　〆
　　　　農商布告
　　　徳川慶喜天下の形勢やむ事を得さる
　　　を察し大政返上将軍職辞退奉願候ニ付
　　　其旨被　聞食候処たゝ大政返上と申のミにて
　　　土地人民返上の実効も無之候ニ付尾越
　　　二藩を以　御沙汰之次第も有之候処其節
　　　慶喜ニおいては奉畏入候得共麾下并会
　　　桑のもの共承服不仕万一如何様之事出来
　　　候哉も難斗候ニ付取押江の義精々尽力仕居
　　　候旨言上ニ及候間
　　　朝廷ニハ慶喜まことに恭順罷在候儀与
　　　被　思召是迄の罪者不被為問列藩の
　　　上座にも可被　仰付候哉之処あにはからん
　　　や鎮撫の為にて大坂城中江引取候尤も
A0143-01988_082
　　　とより偽の謀にて去ル三日麾下之者を引
　　　つれ剰へ前々帰国被　仰付候会桑等
　　　を先鋒として　闕下を犯し奉る勢現在
　　　彼より兵端を開キ候上ハ慶喜の謀叛明白
　　　ニ相分り候尤始終
　　　朝廷をあさむき奉り候段大逆無道其
　　　罪のかれかたく最早
　　　朝廷におゐて御宥免被遊候道も絶果やむ
　　　事を得させられす御追討被　仰出候
　　　一度兵端相開け候上ハ速ニ賊徒誅戮
　　　万民塗炭の苦ミをすくはセられ度
　　　叡慮ニ候間今般仁和寺宮征討将軍被
　　　仰付候ニ付而ハ是迄前後の心得もなく打過
　　　或ハ二心をいたき或ハ賊徒に従ひ居候者
　　　たりとも実に悔悟いたし
　　　朝廷の御用相立度存込候者ハ寛大之
A0143-01988_083
　　　思召ニ而御取用ひ可被為在候且是迄徳川
　　　支配いたし候地所を天領与称し居候者言
　　　語道断之儀ニ候此度往古の如く総而
　　　天朝之御料ニ復し真の
　　　天領ニ相成候間左様相心得へく候尤此時ニ
　　　いたり大義を弁へす賊徒と謀を通し
　　　或ハ残党をかくし置候ものは
　　　朝敵同様厳刑可被処候間心得違無之様
　　　可致候事
　　　　辰正月
一二月十六日於御本陣
　勅使御用掛りゟ御家老酒井外記江左之御書付
　四通被相渡之
　　一御趣意之旨重臣之者呼出シ被　仰聞候上
　　　弥承服ニ而御請之儀ハ当主持（拝ヵ）謁ニ而
A0143-01988_084
　　　言上
　　一国内惣高家領高并国内図面等之写
　　　可差出事
　　一本領之外新開田畑何程与申儀其外
　　　徳川領有之処悉ク御改并国政等聞糺
　　　窮民有之候ハヽ御救被下候事
　　一帰服之者ハ世子重臣等を以人質上京
　　　之事
　　一神社仏閣領地高吟味之事
　　一国々惣高水帳写可差出之事尤参与
　　　役所江御両卿ゟ為御登ニ相成候筈
　　一徳川領租税昨年未納皆納之儀取調
　　　当年ハ半減御免之事
　　　　但国中ニ徳川領有之向ハ不洩様可書出
　　　　　事
　　一大赦被　仰出候ニ付罪人軽重御調之事
A0143-01988_085
　　一御趣意之旨国中布告者触書を以士
　　　民江申聞尤制札可相立事
　　一国主領主地頭ゟ士民江課役用金等過分
　　　申付有之所ハ猶其領主ゟ窮民救可差
　　　出之事
　　一勤王正義之輩是迄徳川家江憚り潜居
　　　罷在候儀も難斗左様之輩国中ニ於有之
　　　ハ無忌憚可申出候事
　　　　〆
　　　今般
　　　王政御一新ニ付是迄天領与称シ来候徳川之
　　　采地及賊徒之所領等念入取調可致右者
　　　従前苛政ニ苦ミ居候哉之趣も相聞患難
　　　疾病相救之道も相立兼候ニ付先無告之
　　　貧民天災ニ罹り困難之者江ハ夫々御取
　　　糺之上御救助も可有之候間右之旨申諭億
　　　兆之人民
A0143-01988_086
　　　王化ニ服し候様精々尽力可仕
　　　御沙汰候事
　　　　但代官支配地石高人数帳地図等携ひ
　　　　　早々上京可致候若代官立去候地処ハ最
　　　　　寄之国主当分御預り可申尤石高図面等
　　　　　早々可差出事
　　　　　尤是迄御預り地与唱候分右同断
　　　　　　〆
　　一大号令　　　　　　此分制札場所江
　　　御制札　　　　　　可相立候事
　　一農商布告　　　　　此分触書を国中江
　　　　　　　　　　　　可申渡候事
　　　　〆
一二月十七日於弁事局左之通御達有之
　　　外国御応接之儀ハ上代
　　　崇神
　　　仲哀御両朝之頃より年を逐而盛ニ成来り
A0143-01988_087
　　　遠邇之各国帰化貢献有之其後唐国
　　　与ハ常々使節往来或ハ居留シ其交際も
　　　亦自ら親シク候此時ニ当り船艦之利未タ
　　　開ケス故ニ三韓四近与唐国而已西洋各国之事ハ
　　　暫差置印度地方尚明確ナラス候然ルニ
　　　近代ニ至リ而ハ万民所知之如ク船艦之利航
　　　海之術其妙ヲ窮万里之波濤比隣之如ク
　　　相往来シ一時幕府之失措与ハ乍申
　　　皇国之政府ニ於て誓約有之候事ハ時之
　　　得失ニ因て其条目ハ可被改候得共其大体ニ至り
　　　候而ハ妄ニ不可動事万国普通之公法ニシテ
　　　今更於
　　　朝廷是を変革セラル時ハ却而信義ヲ海外
　　　各国ニ失セラレ実以不容易大事ニ付不被
　　　為得止於幕府相定メ置候条約を以御和親
　　　御取結ニ相成候既ニ先般御布令被為在
A0143-01988_088
　　　候上ハ
　　　皇国固有之御国体ト万国之公法トヲ
　　　御斟酌御採用ニ相成候ハ是又不被為得止
　　　御事ニ候依而越前宰相已下建白之旨趣に
　　　基キ広ク百官諸侯之公議ニ依リ古今
　　　之得失与万国交際之宜を折衷セラレ今般
　　　外国公使入京参
　　　朝被　仰付候元来膺懲之挙ハ万古不朽
　　　之公道ニシテ仮令和親ヲ講スル共其曲直ニ依
　　　テ各国不得止之師相起候其例シ不少付而ハ
　　　攻守之覚悟勿論之事ニ候得共和親之事ハ
　　　於
　　　先朝既ニ開港被差許候ニ付
　　　皇国与各国ト之和親爰ニ相始リ居候処其節ハ
　　　幕府江御委任之儀ニ付諸事交際之儀
　　　於幕府取扱来候然ル処此度
A0143-01988_089
　　　王政一新万機従
　　　朝廷被　仰出候ニ付而ハ各国交際之儀直ニ於
　　　朝廷御取扱可相成ハ元ヨリ之御事ニ候今ヤ
　　　御初政之御時惣而之事件ハ全ク総裁始当
　　　職之責ニ有之候何分某等不肖之身を以
　　　大任を負荷シ非常多難之時ニ逢候上ハ深ク
　　　恐懼思慮を加へ天下之公論ヲ以及
　　　奏聞今般之事件御決定被為在候且国内
　　　未定海外万国交際之大事有之候得者
　　　普天率浜協心戮力共ニ
　　　王事ニ勤労シ万国交際ヲ始メ万機悉ク
　　　既往将来を不論無忌憚詳論極諫有之
　　　度只急務トスル処ハ時勢ニ応シ活眼を開
　　　従前之弊習を脱シ
　　　聖徳ヲ万国ニ光輝シ天下を富岳之安ニ置
　　　列聖在天之神霊ヲ可奉慰上下挙而此
A0143-01988_090
　　　御旨趣を可奉謹承候事
　　　　二月十七日　　　　　　大政官代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　三職
一二月十七日
　勅使於御本陣御用掛り中ゟ左之通書付を以被申渡
　之
　　　　　覚
　　一今般御鎮撫御発向ニ付而ハ御旅行中并
　　　御滞在於所々無用之条々
　　一御旅行筋道直し盛砂置等一切無用
　　　之事
　　一同御道筋並樹伐払枝打等無用之事
　　　　但自然御幡等差支候ハヽ横倒ニ為致御通
　　　　行相成候事
　　一村々市中共辻固目隠一切無用之事
　　　　但墓所仕置場等目隠可有之事
A0143-01988_091
　　一御滞在中市中近在共鳴物停止等無用
　　　之事
　　一同市中近在共家業止メ等無用之事
　　一御通行筋市中村々共雑人拝見不苦候事
　　一御休泊所ニ而茶与唱品替り之茶差出間敷
　　　事
　　　右之条々更ニ御両卿ゟ被　仰出候間被得其意
　　　無相違様御取斗可被成候依而御掛り中ゟ御請書
　　　可差出事
　右ニ付左之通御請書差出之
　　　今般御鎮撫使御発向ニ付而ハ御旅
　　　行中并御滞在於所々無用之条々御書
　　　付を以更ニ被　仰出無相違取斗可仕旨
　　　御沙汰御座候ニ付厚　御仁恤之御趣意徹
　　　底仕候様町在支配向江厳重申渡候間此段
　　　御請仕候以上
　　　　　　　　　　　　　　越前少将内
　　　　二月十七日　　　　　　大井弥十郎
A0143-01988_092
　　　　　　　　　　　　　　　千本弥三郎
一二月十七日於右御同所御用聞ゟ左之窺書被差
　出之
　　　当国内松平和泉守青山峰之助本多邦之輔
　　　領地有之陣屋詰之者罷在候ニ付先達而
　　　御勅書御渡之節拝見為仕此節右陣屋
　　　詰之者罷出居候御請等之儀如何為仕可
　　　申哉且又萩原清左衛門小林仙之丞知行所
　　　有之候処陣屋無之是迄越前守於役場
　　　所務取斗候此後如何所置可仕哉此段両様
　　　奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　越前少将内
　　　　二月十七日　　　　　　大井弥十郎
　　　　　　　　　　　　　　　千本弥三郎
　　　　　　　　　　　〆
　　　別紙ニ而
　　　　　　　　　　　　　　松平和泉守内
　　　　　　　　　　　　　　　相沢武右衛門
A0143-01988_093
　　　　　　　　　　　　　　青山峰之助内
　　　　　　　　　　　　　　　岸本権平
　　　　　　　　　　　　　　　上田喜一郎
　　　　　　　　　　　　　　本多邦之輔内
　　　　　　　　　　　　　　　鈴木多仁右衛門
　　　　　　　　　　〆
（以下、「　」内は抹消）
「一二月十八日高倉殿四条殿油町裏於馬場御
　　馬事有之御次馬町田兵庫安西関六相勤之」
一二月十八日於御本陣左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平和泉守
　　　右越前国内ニ領地有之所其主人弥以
　　　勤　王可仕旨分明相知候迄越前侯江
　　　御預ケニ相成候尤本領安堵之儀ハ京都ゟ
　　　御沙汰有之候事
　　　　右之趣代官詰合之者ゟ早々其主人江注
　　　　進可致候事
　　　　　辰二月
A0143-01988_094
　　　　　　　　　　　　　　　本多邦之輔
　　　右在東ニ付当人上京弥以勤
　　　王可仕候迄領地越前侯江　御預ケ相成候本領
　　　安堵之儀ハ従京都
　　　御沙汰可有之候事
　　　　但御趣意柄之儀ハ越前侯江御達之旨相窺
　　　　領内之向江布告可有之尤本文之次第其
　　　　家来ゟ主人江早々可申達候事
　　　　　　　　　　　　　　　青山峰之助
　　　右同断
　　　　右之趣代官詰合之者ゟ早々其主人江注進
　　　　可致事
　　　　　辰二月
　　　　　　　　　　　　　　　萩原清左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　小林仙之丞
　　　右同断
A0143-01988_095
　　　　但本文之次第越前侯ゟ本人江御通達
　　　　可被成候事
　　　　　辰二月
　　　　　　　　　　　　　　　松平和泉守
　　　　　　　　　　　　　　　青山峰之助
　　　　　　　　　　　　　　　本多邦之輔
　　　　　　　　　　　　　　　萩原清左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　小林仙之丞
　　　右当人在東ニ付領地越前侯江御預ケ之
　　　向々高辻帳被差出候様御通達可被成候事
　　　　　　　　　　　　　　勅使両卿
　　　　二月　　　　　　　　　参謀職
　　　　　　　　　　　　　　　御用掛中
　　　　　福井
　　　　　　御用聞衆中
　　　　　　　　　　　　　　　松平和泉守
A0143-01988_096
　　　　　　　　　　　　　　　青山峰之助
　　　右両人之領地越前国内ニ有之所当分
　　　越前侯江御預ケ可被成候尤両主人今般被
　　　仰出之趣違背無御座旨申越候ハヽ先規
　　　之通其領主々々江相渡候様可被致候事
　　　　　　　　　　　　　　勅使両卿
　　　　　　　　　　　　　　　参謀職
　　　　　　　　　　　　　　　御用掛中
　　　　　福井
　　　　　　御用聞衆中
　　　　　　　　　　　　　　　本多邦之輔
　　　　　　　　　　　　　　　萩原清左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　小林仙之丞
　　　右三人知行所越前国内ニ有之処右同断
　　　　但被　仰付候通御預ケ引渡等之節々百姓共江
　　　　可被申渡候事
A0143-01988_097
　　　　　　　　　　　　　　勅使両卿
　　　　辰二月　　　　　　　　参謀職
　　　　　　　　　　　　　　　御用掛中
　　　　　福井
　　　　　　御用聞衆中
一二月十八日徳川様大目付ゟ左之通御廻達有之
　　　上様東叡山江御謹慎御謝罪被為　在候
　　　段日光御門跡おゐて不被為忍ニ付御歎願之
　　　為来ル廿一日御発途御上京被成候段被仰入候
　　　此段為心得向々江可被達候
　　　　二月
（以下、「　」内は抹消）
「一二月十九日土井能登守殿小笠原左衛門佐殿御出ニ付
　　御本丸江被為移於両所御出之節御玄関敷出江御使
　　番鏡板上江御馬廻り両人罷出［御刀持之］御使番御先立ニ而
　　大広間鳳凰御床前江御着座御茶御多葉粉盆
　　出之御中老御用人罷出御挨拶申上之御用人案
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　　内ニ而　御座之間江御通り此節西御入側御杉戸際迄
　　御出迎御着座之上御茶御菓子出［御小姓役之］於御同間
　　御酒御吸物出御饗応有之夫ゟ御裏通り於二ノ丸
　　御馬場御乗馬有之暮時御帰城其節鷺之御杉戸
　　際迄御送被成御用人御先立御玄冠迄御見送り
　　申上之」
一二月十九日於内国事務局左之通御達有之
　　　今度御一新之折柄外国之御交際も追々
　　　被為在候儀ニ付而ハ差向為融通洋銀一枚
　　　ニ付金三分之当りを以無差支交遣ひ可致
　　　旨被　仰出候間銘々無疑念通用可致候
　　　　二月
一二月廿日左之御請書御家老酒井外記持参
　両卿御本陣江罷出参謀江差出之
　　一大号令
　　一御制札
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　　一農商布告
　　　右御箇条御書付之趣奉謹承候頓首
　　　敬白
　　　　二月廿日　　　　　　　越前少将
　　　　　　　　　　　　　　　　御名乗御書判
　　　　　高倉三位殿
　　　　　四条大夫殿
　　一国内惣高家領高并国内図面等之写可
　　　差出事
　　　　此御ケ条別冊并国図認差上候事
　　一本領之外新開田畑何程与申儀其外
　　　徳川領有之処悉ク御改并国政等聞糺
　　　窮民有之候ハヽ御救被下候事
　　　　此御ケ条新開田畑并引高帳一冊徳川領
　　　　高辻帳二冊差上候事且又是迄徳川領
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　　　　民政御聞糺之上窮民有之候ハヽ御救可
　　　　被下旨奉拝承候
　　一帰服之者ハ世子重臣等を以人質上京
　　　之事
　　　　此御ケ条当時宰相儀奉職滞京中ニ付
　　　　別段人質不差出心得ニ御座候
　　一神社仏閣領地高吟味之事
　　　　此御ケ条別冊認差上候事
　　一国々惣高水帳写可差出之事尤参与御
　　　役所江御両卿ゟ為御登ニ相成候筈之事
　　　　此御ケ条高辻帳一冊差上候事
　　一徳川領租税昨年未納皆納之儀取調
　　　当年ハ半減御免之事
　　　　但国中ニ徳川領有之向ハ不洩様可書出事
　　　　此御ケ条今般取締向被仰付候天領并是迄預り
　　　　地租税之儀ハ先達而大政官ゟ御沙汰も有之
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　　　　ニ付明細帳を以御達可申候且又半減御免之儀ハ
　　　　布告可仕候
　　一大赦被　行候ニ付罪人軽重御調之事
　　　　此御ケ条罪人軽重取調夫々大赦申付候心得ニ
　　　　御座候
　　一御趣意之旨国中布告ハ触書を以士民江
　　　申聞尤制札可相立事
　　　　此御ケ条奉拝承候
　　一国主領主地頭ゟ士民江課役用金等過分
　　　申付有之所ハ尚其領主ゟ窮民救可差出
　　　之事
　　　　此御ケ条専ら撫育筋取斗精々課役用
　　　　金等不申付尚窮民之儀ハ時々吟味之上夫々
　　　　手当向取扱候事
　　一勤王正義之輩是迄徳川家江憚り潜居
　　　罷在候儀も難斗若左様之輩国中ニ於有
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　　　之者無忌憚可申出事
　　　　此御ケ条奉拝承候
　　　右御ケ条御書付を以被　仰渡之趣奉
　　　拝承候付御請書如此御座候以上
　　　　　　　　　　　　　　越前少将内
　　　　二月廿日　　　　　　　松平備後
　　　　　　　　　　　　　　　　　正方判
　　　　　　　　　　　　　　　酒井外記
　　　　　　　　　　　　　　　　　温知判
　　　　　御両卿
　　　　　　参謀
　　　　　　御用掛　御中
　　　　　別冊之写
　　　　　越前少将
　　　　　　　領知高
　　一高三拾三万七千三百九拾九石九合
　　　　但込高壱万七千三百九拾九石九合
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　　　　　内
　　　高九万千弐百九拾八石四斗五升　　足羽郡之内
　　　高七万八千四百八拾石六斗六升七合四勺　　吉田郡之内
　　　高弐万五千三百四拾弐石六斗四升八合四勺　丹生郡之内
　　　高三万三千弐百五石九斗六升四合　　今立郡之内
　　　高八万四千六百八石四斗九升六合　　坂井郡之内
　　　　　内
　　　　壱万七千三百九拾九石九合　　込高
　　　高弐万千弐百六拾八石三斗六升三合弐勺　　南条郡之内
　　　高三千百九拾四石四斗弐升　　大野郡之内
　　　　　　〆
　　　　　越前国神社徳川家朱印高
　　　　　　　　　　　　　　足羽郡
　　　　　　　　　　　　　　　三ツ橋村之内
　　一高百石　　　　　　　　　　神明社
　　　　但従往古除地ニ候処元祖中納言秀康入国之
　　　　　節寄附其後別当寿福院依願徳川家
　　　　　朱印ニ相成
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　　　　　　　　　　　　　　大野郡
　　　　　　　　　　　　　　　平泉寺村之内
　　一高弐百石　　　　　　　　　玄成院
　　　　但元祖中納言秀康入国之節寄附其後
　　　　　寛永年中徳川家朱印ニ相成
　　　　　　　　　　　　　　今立郡
　　　　　　　　　　　　　　　西鯖江村之内
　　一高弐拾四石弐斗五升五合　　誠照寺
　　　　但従往古除地ニ候処元祖中納言秀康入国之節
　　　　　寄附其後貞享年中徳川家朱印ニ
　　　　　相成
　　　　　　　　　〆
　　　　　越前国福井領新田高并引高
　　　　　　　新田高
　　一高千七百七拾五石七斗四升八合　　吉田郡之内
　　一高百拾石六斗七合　　　　　　南条郡之内
　　　　〆千弐百八拾六石三斗五升五合
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　　　　　　　引高
　　一高壱万三千四百三拾五石壱斗七升八合九勺［城下廻り引高并所々川欠荒所高共］
　　　　　〆
　　　　　覚
　　　御領
　　一高六万五千弐拾九石七斗六升四合弐勺八才　此度取締被仰付候分
　　　御領
　　一高四万五千三百三拾七石四斗弐升五合　旧知上り高是迄預り之分
　　一高三拾弐万石　　　　　　　　松平越前守領分高
　　　　外壱万七千三百九拾九石九合込高
　　一高五万石　　　　　　　　　　有馬遠江守領分高
　　一高三万九千九百九拾石弐升　　間部下総守領分高
　　一高四万石　　　　　　　　　　土井能登守領分高
　　一高弐万弐千七百七拾七石　　　小笠原左衛門佐領分高
　　一高弐万三千六百弐拾九石九斗弐升五合　青山峰之助領分高
　　　　外ニ五百五拾石八斗九升弐合　込高
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　　一高弐万千百五拾弐石八斗弐升七勺　松平和泉守領分高
　　一高壱万三千弐百六拾七石弐斗六升七合　酒井修理太夫領分高
　　一高五千四百八拾弐石四斗六升八合　酒井鉦次郎領分高
　　一高五千石　　　　　　　　　　酒井左京亮領分高
　　一高三千弐百石　　　　　　　　本多邦之助知行高
　　一高三千石　　　　　　　　　　酒井織部知行高
　　一高三千石　　　　　　　　　　金森左京知行高
　　一高七百石　　　　　　　　　　萩原清左衛門知行高
　　一高三百石　　　　　　　　　　小林仙之丞知行高
　　一高九百七拾五石　　　　　　　幸若大夫知行高
　　一高三百弐拾四石弐斗五升五合　［高外徳川家朱印地之分］
　　　　　〆
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一二月廿日於　御仮建所左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　越前
　　　今般
　　　御親征　行幸被為遊候就而ハ
　　　御留守中京都御警衛向別而肝要之事
　　　ニ付其藩之儀兼而堺町御門御警衛被
　　　仰付置候就而ハ　御留守中別而無怠様可致
　　　守衛　御沙汰之事
　　　　二月
　　一行在所可為本願寺掛所之事
　　　　但内侍所ハ取立之事
　　一大政官代東本願寺掛所之事
一二月廿一日両卿於御本陣左之通御達有之
　　　越前国内ニ有之候徳川家朱印地之寺
　　　社等朱印可被　召上之処当時其儘ニ
　　　御差置追而従京都可有
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　　　御沙汰候間其段相心得候様御通達有之
　　　度事
　　　　　　　　　　　　　　北陸道
　　　　辰二月　　　　　　　　参謀
　　　　　　　　　　　　　　　御用掛り中
一二月廿一日
　慶永様御参　朝之節左之通御達有之
　　　慶喜謝罪之儀東征大総督ヲ被置候上ハ
　　　右手ヲ経スシテ言上之儀ハ難被聞
　　　食筋ニ付宜ク其順席ヲ以テ執奏可
　　　有之候様
　　　思食之旨可被　仰出候事
一二月廿三日於会計局左之通御達有之
　　　古金銀是迄通用令停止候処御一新
　　　之御場合未タ御手茂不被為届追而被
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　　　仰出方も可有之候得共当分地下相場を以
　　　無差支可致通用候尤御新政之折柄
　　　万一心得違いたし窃ニ積置候もの等於有
　　　之者厳重御沙汰可有之候此旨末々迄
　　　不洩様可申触者也
　　　　二月
一二月廿三日高倉殿四条殿御城内江御入来之儀
　之儀ニ付左之通御用聞共ゟ相窺候処伺之通ト有之
　　一御忍ニ而被為　入候御儀故越前守始重臣
　　　其外家臣共凡而平服ニ而御待受仕候心得ニ
　　　御座候
　　一越前守御旅館迄御迎ニ罷越共ニ御乗
　　　切ニ而御案内仕候心組ニ御座候
　　一御帰館之節も右同断［此分不及其儀旨御差図有之］
　　一御両卿様御近習之面々馬上御供之
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　　　事
　　一御供之面々名元人員承度候
　　　　〆
　右ニ付御用掛中ゟ左之通申来ル
　　　　　　　　　　　　　高倉殿分
　　　　　　　　　　　　　　御用懸り
　　　　　　　　　　　　　　　木崎隼人
　　　　　　　　　　　　　　用人
　　　　　　　　　　　　　　　山本左馬
　　　　　　　　　　　　　　近習
　　　　　　　　　　　　　　　岡本伊織
　　　　　　　　　　　　　　　加藤要人
　　　　　　　　　　　　　　　粟津信濃介
　　　　　　　　　　　　　　　中大路織之助
　　　　　　　　　　　　　　　早野和泉
　　　　　　　　　　　　　　　　小頭弐人
　　　　　　　　　　　　　　　　手廻り小者弐人
　　　　　　　　　　　　　　　　別当弐人
　　　　　　　　　　　　　四条殿供方
　　　　　　　　　　　　　　近習
　　　　　　　　　　　　　　　木下相模之介
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　　　　　　　　　　　　　　　奥田主計
　　　　　　　　　　　　　　　岩崎織部
　　　　　　　　　　　　　　　小川兵庫
　　　　　　　　　　　　　　　中垣隼之介
　　　　　　　　　　　　　　　　小者頭壱人
　　　　　　　　　　　　　　　　手廻り下部弐人
　　　　　　　　　　　　　　　　別当弐人
　　　右之面々乗馬之事
A0143-01989_001
（表紙）
明治元年戊辰
　茂昭様御代　二
　　　　　　　　　　（朱書）「読合済」
A0143-01989_002
（本文）
一二月廿五日高倉三位殿四条大夫殿　御本丸江御出
　ニ付為御迎御乗切ニ而御本陣江被為　入御対顔
　此節御本城橋際江御目付御玄冠敷出江御用人
　同御白洲江本多興之輔始御家老御城代御中老
　御留守居御用人御役人之面々為御出迎罷出御本
　陣ゟ御乗切ニ而御同道御玄冠江被為　入御案内ニ而
　御上段之間江御着座御挨拶有之［御茶多葉粉盆出之］直ニ
　御座之間江御案内御着座御酒御吸物出御饗
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　応夫ゟ大広間御入側江御案内　御同座ニ而調練
　御覧被成相済　御座之間江御復座御帰城之節
　御玄冠敷台迄御見送被成御家老始御役人共
　最前御出迎之処迄罷出
一二月廿五日弁事総督東還殿江左之御願書大宮
　藤馬を以被指出之
　　　今般徳川慶喜深ク悔悟服罪仕如何様
　　　御沙汰御座候共聊無遺憾奉畏候旨ニ而東叡
　　　山ニ謹慎罷在候段謝罪状及
　　　奏聞候趣於国許承知仕候処其情実
　　　不忍見儀ニ御座候間支族之身を以奉願
　　　候儀何とも奉恐入候得共慶喜謹慎之次第
　　　被為　聞食分何卒寛大之
　　　御沙汰を以官軍御進撃之儀暫時御猶
　　　予被成下幾重ニも御憐恤之
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　　　朝裁御際
　　　命之儀泣血奉歎願候誠恐々之頓首謹言
　　　　二月廿五日　　　　　　松平茂昭
一二月廿五日於会計局左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　越前藩江
　　　此度金札御取立ニ付右御用紙製造方
　　　其藩江被　仰付候会計局江相伺急々御用
　　　弁致し候様可取斗事
　　　　二月
一二月廿六日於弁事局左之通御達有之
　　　諸侯列之輩自今立烏帽子裏付狩衣
　　　紫指貫虎皮等被差免候間勝手ニ可
　　　着用事
　　　　二月
（以下、「　」内は抹消）
「一二月廿七日
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　　勅使両卿明日御発途ニ付御本陣江被為　入御対
　　顔御暇乞被　仰上」
一二月廿七日夜弁事局ゟ左之通御廻達来ル
　　　今般英仏蘭公使上京参
　　　内被　仰付候左之通御取窮相成候間警衛取
　　　締等被　仰付候藩々奉得其意可相勉候
　　一滞在中洛中外随意徘徊被差許候事
　　一茶店酒楼等江私ニ差越候儀被差留候事
　　一夜分外出被差留候事
　　一宮方江行合候節ハ路傍江為相控可申堂上
　　　或ハ諸侯江行合候節ハ双方道之半を譲り可
　　　為致通行候事
　　　　但宮様方江公使行合候節ハ御供頭江相通し通行
　　　　　可有之公使より相当之礼式可有之候間御会釈
　　　　　可有筈候事
　　一諸商ひ物買求且小間物等見物致し候儀
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　　　被差許候事
　　　右為心得相達候事
　　　　二月廿七日
　　　別紙之通候間早々順達夫々江可被触
　　　示候也
　　　　但差急候間迅速順達可有之候事
一二月廿八日高倉三位殿四条大夫殿今朝御発
　途ニ付御家老松平備後酒井外記御本陣江罷出
　御見立申上之
（以下、「　」内は抹消）
「一二月廿八日右同断ニ付左之通致出張候段御用聞共ゟ
　　参謀江相達之
　　　　　　　　　　　　　越前少将内
　　　　　　　　　　　　　　隊長
　　　　　　　　　　　　　　　渡辺隼太
　　　　　　　　　　　　　　小隊長
　　　　　　　　　　　　　　　林藤五郎
　　　　　　　　　　　　　　半隊長
　　　　　　　　　　　　　　　松尾新太郎
　　　　　　　　　　　　　　分隊長
　　　　　　　　　　　　　　　数賀山郡平
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　　　　　　　　　　　　　　後拒
　　　　　　　　　　　　　　　中村理大夫
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　早瀬孝三郎
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　藤田金六
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　佐藤喜平
　　　　　　　　　　　　　　小隊長
　　　　　　　　　　　　　　　本多門左衛門
　　　　　　　　　　　　　　半隊長
　　　　　　　　　　　　　　　加藤猪右衛門
　　　　　　　　　　　　　　分隊長同
　　　　　　　　　　　　　　　溝口兵三郎
　　　　　　　　　　　　　　後拒
　　　　　　　　　　　　　　　柴山半蔵
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　前田才兵衛
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　高島喜三郎
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　伊藤弥太郎
　　　　　　　　　　　　　　軍事目付
　　　　　　　　　　　　　　　大館源紀
　　　　　　　　　　　　　　軍事方
　　　　　　　　　　　　　　　福島貫大夫
　　　　　　　　　　　　　　医師
　　　　　　　　　　　　　　　針谷雲沢
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　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　本山城益
　　　右之通領分中御守衛仕候
　　　　　　　御旅館ゟ城下町端江
　　　　　　　　　　　　　　町奉行
　　　　　　　　　　　　　　　渥美新右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　徒之者四人
　　　　　　　　　　　　城下端江
　　　　　　　　　　　　　　家老
　　　　　　　　　　　　　　　荻野小四郎
　　　　　　　　　　　　　　中老
　　　　　　　　　　　　　　　相馬平右衛門
　　　　　　　　　　　　　　目付
　　　　　　　　　　　　　　　中村市右エ門
　　　　　　　城下端ゟ金津迄
　　　　　　　　　　　　　　代官役
　　　　　御先案内　　　　　　都筑利八郎
　　　　　　　　　　　　舟橋江
　　　　　　　　　　　　　　舟橋役
　　　　　　　　　　　　　　　四王天又兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　　小人目付三人
　　　　　　　　　　　　　　　　郡方手附之者三人
A0143-01989_009
　　　　　　　金津宿端江
　　　　　　　　　　　　　　郡奉行
　　　　　　　　　　　　　　　出淵伝之丞
　　　　　御宿入之節　　　　金津定番
　　　　　　　　　　　　　　　稲生二大夫
　　　　　　　　同御泊江
　　　　　　　　　　　　　　中老
　　　　　　　　　　　　　　　多賀谷式部
　　　　　　　　　　　　　　目付
　　　　　　　　　　　　　　　萩原金兵衛
　　　　　　　　　　　　　　郡方
　　　　　御立之節　　　　　　安倍喜十郎
　　　　　　　　　　　　　　　　徒目付壱人
　　　　　　　金津ゟ領分境迄
　　　　　　　　　　　　　　代官役
　　　　　御先御案内　　　　　井上次郎八
　　　　　　　金津宿端江
　　　　　　　　　　　　　　軍奉行
　　　　　　　　　　　　　　　武田三十郎
　　　　　　　　　　　　　　金津定番
　　　　　御立之節　　　　　　稲生二大夫
　　　　　　　細呂木江
　　　　　　　　　　　　　　家老格
　　　　　　　　　　　　　　　水谷織部
　　　　　　　　　　　　　　目付
　　　　　　　　　　　　　　　萩原金兵衛
A0143-01989_010
　　　　　　　　　　　　　　　　徒目付壱人
　　　　　　　領分境江
　　　　　　　　　　　　　　郡奉行
　　　　　　　　　　　　　　　出淵伝之丞
　　　　　　　　　　　　　　送奉行
　　　　　　　　　　　　　　　矢野虎太
　　　右之通御通行之節出張仕居候
　　　　〆　　　　　　　　　　　　　　　　」
一二月廿九日今般大政御一新相成候ニ付諸願伺届等都而
　太政官代弁事役所江可差出且本紙ニ写相副二通ツヽ
　差出候様可相心得旨弁事局ゟ御達有之
一三月朔日於刑法局左之通御達有之
　　　近年於所々暗殺之者有之候ニ付而ハ一同布
　　　告ニも及置候得共今以相止不申重畳難相済
　　　次第ニ付弥以厳重取締方被　仰付筈ニ候
　　　於諸藩右様心得違之者有之間敷候得共
　　　即今何方も大勢詰込居候儀ニ付精々糺方
　　　行届候様被　仰付候事
A0143-01989_011
　　　　三月
　　　　本文取締方之儀ハ裁判所江も被　仰付置候ニ付
　　　　承合取斗可被申候事
一三月二日来ル五日
　御親征　行幸御出輦御延引日限追而可被　仰出旨
　弁事局ゟ御達有之
一三月二日諸願届伺等差急候筋ハ格別其他都而
　巳ノ刻ゟ未ノ刻限大政官代伝達所江差出候様弁事
　局ゟ御達有之
一三月二日左之通致布告候様郡奉行へ
　御家老申渡之
　　　御取締地御預所租税之儀当年ハ半減
　　　御免之事
一三月九日北陸道督府ゟ左之通御達有之
　　　越前国内ニ而代官支配地之儀ハ当分其藩江
　　　取締向被　仰付候条其旨可被相心得候
A0143-01989_012
　　　　　　　　　　　　　　北陸道
　　　　三月　　　　　　　　　督府
　　　　　越前少将殿
　右ニ付左之通御請書被差出之
　　　越前国内ニ而代官支配地之儀ハ当分私
　　　藩江取締向被　仰付候条其旨可相心得旨
　　　御達之趣奉畏候右御請奉申上候以上
　　　　三月　　　　　　　　　越前少将
　　　　　高倉三位殿
　　　　　四条大夫殿
一三月九日北陸道督府参謀ゟ左之通申来ル
　　　　　　　　　　　　　　　間部下総守
　　　同藩人質兼而其藩江被預置候処本人
　　　参営直ニ御請有之候付右人質本藩江
A0143-01989_013
　　　可被差戻旨被　仰出候間其旨可被取斗候
　　　　但人質預り御請書ハ追而太政官ゟ御差戻シ
　　　　　可有之候事
　　　　　　　　　　　　　　北陸道
　　　　三月九日　　　　　　　督府
　　　　　　　　　　　　　　　　執事
　　　　　大井弥十郎殿
　　　　　千本弥三郎殿
　　　　　　　　　　　　　　　有馬遠江守
　　　右同断
　　　　　　　　　　　　　　北陸道
　　　　　三月九日　　　　　　督府
　　　　　　　　　　　　　　　　執事
　　　　　大井弥十郎殿
　　　　　千本弥三郎殿
（以下、「　」内は抹消）
「一三月十一日右同断御達ニ付鯖江丸岡両藩之人質
　　御帰シ被成」
一三月十一日先般従
A0143-01989_014
　朝廷被　仰出候趣ニ付大赦被　仰出之
一三月十三日於弁事局左之通御達有之
　　　此度
　　　王政復古
　　　神武創業之始ニ被為基諸事御一新
　　　祭政一致之御制度ニ御廻復被遊候ニ付而ハ先
　　　第一　神祇官御再興御造立之上追々
　　　諸祭奠茂可被為興儀被　仰出候此旨五畿
　　　七道諸国ニ布告シ往古ニ立帰リ諸家執
　　　奏配下之儀ハ被止普ク天下之諸神社神主
　　　禰宜祝神部ニ至迄向後右　神祇官江
　　　附属ニ被　仰渡候間官位を初諸事万端
　　　同官江願立候様可相心得候事
　　　　但猶追々諸社御取調并諸祭奠之儀も可被
　　　　　仰出候得共差向急務之儀有之候ハ可訴
　　　　　出候事
A0143-01989_015
一三月十六日於弁事局左之通御達有之
　　　御親征日限御延引之処来ル廿一日
　　　御発途石清水社　御参詣同所御一泊廿二日
　　　森口御一泊廿三日　御着坂其後海軍整
　　　備
　　　叡覧可被為　在之旨被　仰出候事
　　　　三月十五日
　　　　但太政官代被移候儀ハ先被止候事
　　　今般
　　　王政御一新万機従
　　　朝廷被　仰出候ニ付而ハ
　　　皇国内遠邇トなく蒼生安堵致シ候様日夜
　　　御憂慮被為　在断然　御親征
　　　行幸被　仰出尚海軍整備
　　　天覧被遊関東平定之上ハ速ニ　還御被為　在
　　　大ニ
A0143-01989_016
　　　列聖之
　　　神霊被為奉安度深重之
　　　思食ニ付上下心得違無之様名々相励可
　　　尽其分　御沙汰候事
　　　　三月十五日
　　　　但シ億兆之君たる天職を被為尽
　　　　御親征　行幸被　仰出候処委キ　御趣意を不弁
　　　　もの共只々
　　　　朝廷御上を奉按候故か或ハ一家之盛衰目前之
　　　　栄利ヲ相考候故か全体之御危急をしらす種々之
　　　　浮説申唱江彼是疑惑を生し候儀も有之哉ニ相聞
　　　　甚以如何之事ニ候条末々ニ至迄急度安堵致し生
　　　　業を可営候事
　　　東山道官軍先鋒既及戦争賊軍敗
　　　走之旨ニ候得共東海道亦如何共難計趣言
A0143-01989_017
　　　上有之旁以海軍出帆被差急
　　　御出輦被遊候条各其分相心得出格勉励
　　　可有之旨　御沙汰候事
　　　　三月十五日
一三月十九日於弁事局左之通御達有之
　　一五節句
　　一毎月朔日
　　　右在京諸侯為御祝詞参内可有之事
　　一毎月一度ツヽ
　　　　但廿九日之外勝手ニ
　　　　　天機可相伺事
　　　右参内着服之儀上京初度ハ官位有之
　　　輩衣冠直垂勝手次第無官之輩ハ直垂
　　　着用之事
　　　　但二度目より直垂上下可任所存羽織袴被禁
A0143-01989_018
　　　　　候事
　　　右之通被　仰出候間此段申達候事
　　　　三月
　　　追而近来申合日ニ　禁中仮建所江御用為伺罷
　　　出来候輩ハ御規則相立候迄当分是迄之通相心得
　　　可申事
（以下、「　」内は抹消）
「一三月廿日於弁事局左之通御達有之
　　　　徳川慶喜御処分之儀於
　　　　朝廷者諸事御寛容ニ被　思食御沙汰被
　　　　仰出候処旧冬鎮定を名とし下坂之上軍配ニ
　　　　及候次第始終言行相違正月三日以来之
　　　　挙動叛逆顕然其罪天下万民之者知る
　　　　処ニ候故不被為得止大号令
　　　　御発表終ニ　御親征被　仰出勤
　　　　王之諸藩私情を捨て公義ニ基キ諸兵
　　　　大総督ニ附属シ已ニ賊城ニ相臨ミ候折柄恭
A0143-01989_019
　　　　順謝罪之実効も更ニ無之尚先供之行衛等
　　　　を口実与いたし停軍相願候次第
　　　　朝廷を奉軽蔑候所為ニ而不届之至ニ候天下
　　　　後世ニ対シ決而　御許容難被遊候儀有之
　　　　仮令　御許容被為在候而も亦前条暴入之
　　　　轍ニ出候哉も難斗御条理上ハ勿論彼之情実
　　　　万々御採用難相成却而人心之疑惑ヲ生シ
　　　　候而ハ此御場合不容易儀ニ付大義名分等与」
一三月廿日於太政官代左之通御達有之
　　　銅銭之儀当時各国相場御斟酌之上自
　　　今一文ヲ以鐚銭六文ニ通用被　仰出候事
　　　　右ハ是迄其位当ヲ得サルヲ以テ動スレハ奸商トモ
　　　　異邦江輸出イタシ候儀も有之依之速ニ海内ニ布
　　　　告被　仰付候事
一三月廿三日於弁事局左之通御達有之
　　　今般朝敵を除ク之外一切大赦与被　仰出候ハ
A0143-01989_020
　　　大綱領ニ而其節目ニ亘候而ハ逆罪且人を殺シ
　　　其情罪難差免ものハ別段之事ニ而其余
　　　罪之軽重ヲ不分免科之処置可致候且又
　　　癸丑已来時体ニ係リ
　　　皇国之御為与相考謬而矯激之所行ニ及ヒ
　　　邦憲ニ触狂死不祭之鬼与相成候者も不少哉ニ
　　　相聞右之内実々忠奮ニ出可憐情状有之
　　　者ハ跡式再興等之儀其程ニ応し取扱冤
　　　魂を慰候様可致将又当時存在ニ而禁錮又ハ
　　　落魂致居候者も有之候ハヽ是又前文之趣を以
　　　寛宥之可及措置　御沙汰候事
　　　　三月
一三月廿五日於太政官代左之通御達有之
　　一禁裏御用或ハ
　　　禁裏御料又ハ
　　　禁裏御内抔与会符牓示杭標札等書
A0143-01989_021
　　　記シ候儀ハ有之間敷事ニ候処往々見受候ニ付
　　　以来屹度相改御用御料与而已書記
　　　致シ候様被　仰出候事
　　　　但標札ハ姓名相記シ又ハ官名等記シ候儀不苦
　　　　　候事
　　一提灯又ハ陶器其外売物等ニ御紋を画
　　　キ候事共如何之儀ニ候以来右之類御紋ヲ
　　　私ニ附候事屹度可禁止旨被　仰出候事
　　　　但御用ニ付是迄被免之分も一応可伺出事
　　　右之通被　仰出候間末々迄不洩様可
　　　申達事
一三月廿六日左之通取扱候様月番御目付市村勘右衛門江
　御家老荻野小四郎申渡之
　　　御家中并末々迄惣髪ニ致度面々已来
　　　願ニ不及其頭々且御目付迄切紙ニ認相届
　　　候様被　仰付候
A0143-01989_022
　　　　但御目見相済候子弟輩同断之事
　　一諸組之内半甲之儀已来被相止候旨被
　　　仰出候
　　　　〆
一三月廿八日於太政官代左之通御達有之
　　一中古已来某権現或ハ牛頭天王之類其
　　　外仏語を以神号ニ相称シ候神社不少候何も
　　　其神社之由緒委細ニ書付早々可申出事
　　　　但勅祭之神社
　　　　　御震翰　勅額等有之候向ハ是又可窺出其上
　　　　　ニ而　御沙汰有之候其余之社ハ裁判所鎮台
　　　　　領主支配等江可申出候事
　　一仏像を以神体ニ致し候神社ハ以来相改
　　　可申事
　　　　但本地抔与唱仏像を社前掛或ハ鰐口梵鐘仏
　　　　　具等之類差置候分ハ早々取除可申事
A0143-01989_023
　　　右之通被　仰出候事
一三月廿九日於大阪軍防局ゟ左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　越前江
　　　行在所西北角柵門御警衛被　仰付候条
　　　御沙汰候事
一三月晦日於弁事局左之通御達有之
　　　各藩ゟ貢士差出候御趣意ハ先達而
　　　御沙汰之通ニ候処主人議定職或ハ参与職等
　　　被　仰付置候藩々ハ勤役中其儀ニ不及候尤
　　　在勤中タリトモ貢士差出度輩ハ勝手
　　　次第ニ相心得候様被　仰出候事
一四月四日於弁事局左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　越前少将
　　　越前国内之内今般御料与相成候分御預被
　　　仰付候ニ付而ハ旧幕之悪弊ニ染習致候姦
A0143-01989_024
　　　民共精々説諭致今度御一新之御趣意
　　　徹底候様尽力可有之候尤従前旧幕ゟ
　　　預地之分是迄大略私領ニ准シ取扱来
　　　候趣今度御預之分も其振合を以当分
　　　取扱可致候兎も角信賞必罰之四字
　　　被行勧農之道相開候儀可為専要候条
　　　其旨可相心得
　　　御沙汰候事
一四月五日役新番頭之儀已来役新番支配与
　被相改之
一四月七日於弁事局左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　越前江
　　　今度就御用東本願寺近江路ゟ越前
　　　加賀能登越中迄罷越候間為心得申
　　　達候事
　　　　〆
A0143-01989_025
　　　斯ル　聖業御隆興之上ハ天下万姓各得
　　　其所候様深ク　御仁恤被為　在凡百之
　　　宿弊尽ク御一洗之御趣意ニ付五畿七道
　　　其他諸道筋通行之節是迄幕吏等之
　　　如キ悪業有之候而ハ決而不相済事ニ候示来
　　　宮堂上方諸侯及小吏陪臣等往来致シ
　　　候節随従之者共下部ニ至迄万一威権ケ
　　　間敷又ハ賄賂を貪リ総而不法之振舞有
　　　之候ハヽ早速其筋裁判所又ハ其向々之役所江
　　　可訴出候若隠置後日於相顕ハ屹度曲
　　　事可申付者也
一四月八日於弁事局左之通御達有之
　　　近来太政官ニテ日誌ヲ出版シ広ク天下ニ
　　　御布告被遊候儀ハ上下貴賤トナク御政道
　　　筋ヲ敬承セシメ一意ニ方嚮スル所ヲ知リ其条
　　　理上ヲ践行セシメント之　御仁慮ニ被為　在候ニ付諸
A0143-01989_026
　　　諸国裁判所諸道鎭撫使諸藩留守居
　　　等江御渡シニ相成候事ニ候間大切ニ取斗遐邑
　　　辺陬末々ニ至ル迄不洩様速ニ相達右之
　　　御趣意貫徹候様屹度可相心得候事
　　　　但元幕府之預所元郡代元代官支配所江ハ
　　　　　此度取締被　仰付置候藩々ヨリ可致通達
　　　　　寺社領陣屋向等江も其最寄ノ藩々ヨリ
　　　　　可相達候事
一四月十日於弁事局左之通御達有之
　　　諸国大小之神社中仏像ヲ以テ神体ト
　　　致シ又ハ本地抔与唱ヘ仏像ヲ社前ニ掛ケ或ハ
　　　鍔口梵鐘仏具等差置候分ハ早々取除
　　　相改可申旨過日被　仰出候然ル処旧来社人
　　　僧侶不相善氷炭ノ如ク候ニ付今日ニ至リ社人共
　　　俄ニ威権ヲ得陽ハ御趣意ト称シ実ハ私憤ヲ
　　　霽シ候様之所業出来候テハ御政道ノ妨ヲ
A0143-01989_027
　　　生シ候而已ナラス紛擾ヲ引起可申ハ必然ニ候
　　　左様相成候テハ実々不相済儀ニ付厚ク令顧
　　　慮緩急宜ヲ考ヘ穏ニ可取扱ハ勿論僧侶共ニ
　　　至リ候テモ生業ノ道を不失益　国家之御用
　　　相立候様精々可心掛候且神社中ニ有之候仏
　　　像仏具等取除候分タリトモ一々取斗向伺出御
　　　差図可受候若以来心得違致シ粗暴之
　　　振舞等於有之ハ屹度曲事ニ可被　仰付候事
　　　　四月
（以下、「　」内は抹消）
「一四月十一日於　御前左之通被　仰出之
　　　　　　副総裁　　　　　　本多興之輔
　　　　　　督務　　　　　　　本多修理
　　　　　　同　　　　　　　　松平備後
　　右畢而於御用部屋左之通御家老申渡之
　　　　　　督務並　　　　　　田内源介
　　　　　　評定役　　　　　　村田巳三郎
A0143-01989_028
　　　　　　同　　　　　　　　千本弥太郎
　　　　　　同　　　　　　　　松平源太郎
　　　　　　同並　　　　　　　堤五市郎
　　　　　　同並　　　　　　　武田三十郎」
一四月十一日御目付中村市右衛門江左之通御家老申渡之
　　　諸役局事務之儀ハ是迄之通相心得御規
　　　定之儀ハ相伺ニ不及大事件或ハ人心之進退ニ関リ
　　　候様之儀ハ評定局江相伺取扱可申仍而ハ其品
　　　ケ条書を以只今之内相伺置候様被　仰出候
　　　右之趣各局江可被申通候
一四月十一日御医師之面々袴着用致度向ハ勝手
　次第且又十徳着用之廉々ハ上下着用不苦旨被
　仰出之
一四月十二日今度評定局御取建ニ付而ハ夫迄之処
A0143-01989_029
　稲葉俊之助居屋敷表之分右局江御借受被成候旨
　俊之助江御家老申渡之
一四月十二日御産所評定日已来御用日与被相改
　候旨被　仰出之
一四月十二日於弁事局左之通御達有之
　　　先般　御誓被為在　御宸翰を以御布
　　　告被　仰出候通　朝政御一新之時ニ膺リ総而
　　　簡易質略之　思食を以　御国体御更張被為
　　　在度との御事依而ハ於諸藩も御趣意
　　　を奉体認速ニ政令を大変革致シ奉安
　　　宸襟候様無之而ハ不相済次第勿論之事ニ付
　　　仮令慶元以還受封之国法制令タリト
　　　イヘ共当今之時勢ニ不都合之儀ハ断然廃
　　　棄致し一新之基本を相立　朝廷諸藩
　　　一致之全力を尽シ候而こそ日新之聖業相
　　　建候御事ニ可有之然ニ　朝廷将門之政
A0143-01989_030
　　　権を御取返し被遊候より復古と申候ヘハ
　　　朝廷之御事而已と相心得候者茂有之哉ニ
　　　相聞ヘ甚以無謂事候於各藩
　　　朝旨を奉体認一新之基本を建るハ第
　　　一旧習因循を看破し賢才を挙ケ国政を
　　　革るニ有之候処諸藩多クハ任撰を主とセす
　　　専ら門閥を以政柄を為執候より随而旧習
　　　難改姦吏難除之患可有之哉今般於
　　　朝廷茂摂籙門流を被廃候程之事ニ候得ハ
　　　諸藩ニ於而世禄家格を以政事を専ニし
　　　方今之事体ニ不都合之或ハ庸劣其任ニ不
　　　堪向等ハ速ニ廃黜致シ非常抜擢を以賢
　　　才を登庸シ国政十分ニ改正致し候而
　　　皇国一躰復古之御趣旨貫徹致し候様
　　　御沙汰候事
　　　　右之通被　仰出候上ハ諸藩速ニ実効相立
A0143-01989_031
　　　　可申若容易ニ相心得猶因循有之候向ハ
　　　　品ニより御取糺可有之依而ハ追々諸国巡察
　　　　使被差向改正之政続可被聞食候此旨相
　　　　心得可申候事
　　　　　四月
（以下、「　」内は抹消）
「一四月十四日今朝ゟ評定局御取建開局御式
　　有之」
一四月十四日薩州藩ゟ左之通順達有之
　　　諸侯参　朝御制度之儀ハ追而可被　仰出
　　　候得共去冬已来引続別而当正月三日
　　　御不容易御時勢ニ立至リ迅速上京
　　　王事ニ勤労セシメ候段神妙之至被　思食候
　　　然ル処永々滞京致疲弊往々藩屏之
　　　任難堪様立至リ候而ハ実以不相済事ニ付
　　　供奉并議定職参与職及京師守護
　　　取締等被　仰付置候外御誓約相済候輩ハ
A0143-01989_032
　　　左之通兵隊残置一ト先御暇被下候就而ハ
　　　帰国之上先達而御誓約被為在候御趣意ヲ
　　　奉体認速ニ家政向ハ勿論未タ
　　　皇国内御平定ニも不立到事ニ付弥以不虞
　　　之備を厳ニシ於国邑御指揮可奉待候将又
　　　未タ御誓約不相済輩ハ其儘滞京可罷在
　　　旨被　仰出候事
　　一大藩百五十人ヨリ二百人迄
　　一中藩百人ゟ百五拾人迄
　　一小藩二十五人ゟ百人迄
　　　　但右人数定之儀ハ兵隊而已ニシテ其余役方之者
　　　　　用弁相調候丈ケ相当相詰可申総而簡易質
　　　　　略ヲ主トシ無用之者滞在屹度可致用捨候事
　　　　　附依
　　　　　御沙汰御警衛人数之儀ハ格別之事
　　　　　　四月
A0143-01989_033
　　一当主
　　　家督年月日
　　　実子養子
　　　任叙爵位年月日
　　　俗名実名
　　一嫡子
　　　庶子
　　　乗出年月日
　　　其他同断
　　一隠居
　　　致仕年月日
　　　其他同断
　　　雛形之通明細ニ書認五月限太政官江
　　　可差出候事
　　　　但於当地取調相成候向并近国之分ハ早々可
　　　　　差出事
A0143-01989_034
　　　右之通被　仰出候事
一四月十六日左之通御家中并市在江致通達候様
　支配頭江御家老申渡之
　　　今般評定局御取建被遊候ハ人心之塞りを解キ
　　　上下之情を御通し被遊度与之御趣意ニ候間心付
　　　之事又ハかくもあり度与存候者ハ誰成とも遠
　　　慮なく評定局江申出又ハ目安并書取を以
　　　差出候様可致事
　　　　但目安箱ハ評定局大橋詰江差出候事
一四月十七日於弁事局左之通御達有之
　　　太政官ゟ被　仰出候総而御布告書類御達
　　　之規則左之通御定ニ相成候事
　　一触頭二十四藩中申合三藩ツヽ順廻ニテ毎月
　　　当番相勤候事
A0143-01989_035
　　一御達有之節々右月番之三藩召出御達
　　　書三通御渡相成候事
　　一月番之三藩より触頭中江相達候事
　　一触下江ハ是迄之通触頭ゟ相達候事
　　一毎月々末其翌月之当番藩名可届
　　　出事
（以下、「　」内は抹消）
「　　　四月　　　　　　　　　真田
　　　　　　　　　　　　　　　筑前
　　　　　　　　　　　　　　　藤堂
　　　　　　　　　　　　　　　肥前
　　　　　　　　　　　　　　　越前
　　　　壬　　　　　　　　　　井伊
　　　　　　　　　　　　　　　仙台
　　　　　　　　　　　　　　　岡部
　　　　　　　　　　　　　　　前橋
　　　　　　　　　　　　　　　加州
A0143-01989_036
　　　　六　　　　　　　　　　雲州
　　　　　　　　　　　　　　　尾州
　　　　　　　　　　　　　　　備前
　　　　七　　　　　　　　　　郡山
　　　　　　　　　　　　　　　紀州
　　　　　　　　　　　　　　　忍
　　　　八　　　　　　　　　　土州
　　　　　　　　　　　　　　　水戸
　　　　　　　　　　　　　　　肥後
　　　　九　　　　　　　　　　因州
　　　　　　　　　　　　　　　芸州
　　　　　　　　　　　　　　　薩州
　　　　十　　　　　　　　　　長州
　　　　　　　　　　　　　　　佐竹
　　　右之通操替シ当番」
A0143-01989_037
一四月十七日弁事局江左之通御伺書被差出候処御附
　札を以御差図有之
　　　越前少将家来之内別紙雛形之通是迄
　　　相用来候処今般御達之趣ニ付
　　　御所御紋所等ハ相違仕候得共此儘相用候而不
　　　苦儀ニ御座候哉此段相伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　越前少将内
　　　　四月十七日　　　　　　伊藤友四郎
　　　　　但十六葉菊紋雛形略之
　　　　御附札
　　　　　御所御紋所与ハ相達候共紛ラハ敷間可
　　　　　改事
一四月十七日於弁事局左之通御達有之
　　　徳川慶喜段々悔悟恭順之趣愈謝罪之
　　　実効相立候ハヽ慶喜之処分且家名被立下候
　　　ニ付相続人并秩禄高之儀衆議公論ヲ執テ
　　　御裁決被遊度
A0143-01989_038
　　　思食ニテ議事有之候間明後廿七日迄ニ各
　　　見込之儀封書ニ致し重臣を以太政代江
　　　可差出様被　仰出候事
　　　　　〆
　　　先般　御誠誓之旨ニ被為基此度
　　　還幸之上ハ　思食ヲ以テ不日二条城江
　　　玉座を被為　移万機親敷被
　　　聞食尚　御余暇ヲ以文武　御講究ヲモ被為
　　　遊候旨被　仰出候ニ付弥以公卿列藩士民ニ至迄
　　　可有勉励　御沙汰候事
　　　　　〆
　　　此度　御親征海軍
　　　天覧被為　遊時機ニ依而東海道江　大旆ヲ被
　　　為進候　思食候処大総督宮ゟ関東之
　　　形勢言上之趣有之暫浪華ニ
　　　御滞在被為　遊候然ル処此度徳川慶喜恭
A0143-01989_039
　　　順謝罪奉仰
　　　天裁候ニ付而ハ不可赦之大罪厳譴至当ニ候得共
　　　祖先之勲労不被為捨非常至仁之
　　　叡慮ヲ以寛典之御処置被　仰出候依之兼而
　　　御布令之通速ニ
　　　還幸被為　在慶喜伏罪江戸城平定之廉
　　　相立居候処ヲ以
　　　御先霊江被為　告候　思食ニ付　山陵御参拝
　　　被　仰出候乍去会津其外残党之者尚所々屯在
　　　暴威を張抗官軍候趣相聞候此後之動静ニ
　　　依リ直チニ　御親征ヲモ可被為　遊候間公卿列藩
　　　益勉励敵愾之気不相馳様屹度可相心得候
　　　且又追々内外之大勢被為　知食海陸軍之
　　　御振興より列藩之御指揮海外各国之御扱等
　　　其当ヲ被為　得候与否与ハ　御興廃之分る所殊ニ
　　　地勢之利不利ハ関係之実大なる儀ニ付弥以
A0143-01989_040
御励精御誠誓ニ被為　基以後屡浪華ニ
　　　行幸官代ヲ被為　置万機
　　　御親裁内外之大勢　御統馭被為　遊候
　　　叡慮之旨被　仰出候ニ付上下厚ク奉体各々
　　　其分ヲ可尽　御沙汰候事
　　　　但今般被　仰出候通京都ハ先二条城与被為定候
　　　　　御宗廟之地旁已来別而御警衛向等厚ク
　　　　　被　仰出候浪華之儀ハ屡　行幸被為　遊候付而ハ
　　　　　下民之困苦被為厭
　　　　　行在所官代等追而地利御撰らひ御造営被為
　　　　　在候旨被　仰出候事
　　　　　　　〆
　　　此度太政　御一新ニ付石清水宇佐筥崎等八幡
　　　大菩薩之称号被為止八幡大神与奉称候様
　　　被　仰出候事
　　　　　〆
A0143-01989_041
一四月廿五日今度兵隊御改革ニ付遊撃隊六隊ニ被
　仰付隊長天方対馬斎藤主鈴水野小刑部江二隊宛
　支配被　仰付之
（以下、「　」内は抹消）
「　　　但御家中之子弟遊撃隊江被　召出有之
　一閏四月四日日向守様并榊原式部大輔殿江御用有之ニ付
　　御使者中根新左衛門被差出之」
一閏四月五日於大阪左之通御達有之
　　　此度大総督宮ゟ言上之趣も有之徳川
　　　慶喜降伏謝罪奉仰
　　　天裁候ニ付而ハ非常至仁之
　　　叡慮を以寛典之御処置被　仰出依之来ル
　　　七日　還幸被為　在候旨被　仰出候事
（以下、「　」内は抹消）
「一閏四月七日加州表江御用有之ニ付御使者勝木十蔵
　　村田巳三郎被差出之」
一閏四月十一日往還道并用水之儀已来郡方支配ニ被
A0143-01989_042
　仰付之
一閏四月十三日於弁事局左之通被　仰出之
　　　宮堂上諸大名参
　　　内之儀唐門外ニ於テ供人数可減少候侍
　　　四人下部四人之外召連間敷事
　　　　但追而供連人数規則可被立候得共去ル十日胡乱
　　　　　者奉寄辺徘徊有之彼是混雑も有之
　　　　　候間先当分如本文可心得候事
　　一還幸之上参　内之節ハ可為衣冠被　仰出候
　　　得共三職之輩火急之御用有之節ハ官家
　　　狩衣直垂諸侯羽織袴之儘参入被差免
　　　候事
　　一九門内乗馬之儀過日平定ニ被復候得共方今
　　　国家多事之時勢ニ付而ハ至急之御用等も有之
　　　候間三職之輩九門内乗馬当分如是迄被免
　　　候間通行之節手札可差出事
A0143-01989_043
　　　右之通被　仰出候事
一閏四月十七日於弁事局左之通御達有之
　　　切支丹宗之儀年来元幕府ニおゐて固く
　　　制止候得共旧染余燼絶切不申近年長崎
　　　近傍浦上村之住民窃ニ其教ヲ信仰之者
　　　追々蔓延致し候ニ付今般広く御評議被為
　　　在候上格別　御仁旨を以御処置御決定
　　　被遊候依之別紙之通御預ケ被　仰付候事
　　一右宗門元来御国禁不容易事ニ付御預
　　　之上ハ人事を尽シ懇切ニ教諭致し良民ニ
　　　立戻リ候様厚く可取扱候若シ悔悟不仕者ハ
　　　不得止可被処厳刑候間此旨相心得改心之目途
　　　不相立者ハ可被届出事
　　一改心之廉相立候迄ハ住人与ハ屹度絶交之事
　　一開発地土工金工或ハ石炭堀其外夫役等
　　　勝手ニ可召使事
A0143-01989_044
　　一山村ニ住居可為致候事
　　一当日ゟ先三ケ年之間一人ニ付一人扶持ツヽ其藩々江
　　　被下候事
　　　　但長崎表ゟ追々差送候間支度出来次第早々
　　　　　到着所江其藩々ゟ人数差向受取可申事
　　　　　　別紙
　　　　　百五拾人　　　　　　越前
　　　右之通被　仰出候事
一閏四月十九日於神祇事務局左之通御達有之
　　　別紙之神職共江之達向国々江未タ触頭未定
　　　之事ニ付其藩々ゟ可被相達置候事
　　　　　　　　　　　　　　　神祇事務局
　　一神職之者家内ニ至迄已後神葬祭ニ相改
　　　可申事
　　一今度別当社僧還俗之上ハ神職ニ立交候
　　　節茂神勤順席等先是迄之通相心得可
A0143-01989_045
　　　申事
　　　右之通被　仰出候事
　　　　壬四月　　　　　　　　神祇事務局
　　　　　諸国神職
一閏四月廿日於弁事局左之通御達有之
　　　皇改更始之折柄富国基礎被為建度衆
　　　議ヲ尽シ一時之権法を以テ金札御製造被
　　　仰出世上一同之困苦を救助被遊度　思召ニ付
　　　当辰年ゟ来ル辰年迄十三ケ年之間
　　　皇国一円通用可有之候御仕法ハ左之通
　　　相心得可申者也
　　　　但通用日限之儀ハ追而可被　仰出候事
　　　右之通被　仰出候間末々迄不洩様其向ゟ
　　　早々可相触候事
　　　　閏四月　　　　　　　　太政官代
A0143-01989_046
　　一金札御製造之上列藩石高ニ応シ万石ニ付
　　　一万両ツヽ拝借被　仰付候間其筋江可願出候事
　　一返納方之儀ハ必其金札を以テ毎年暮其金
　　　高ゟ壱割ツヽ差出来ル辰年迄十三ケ年にて
　　　上納済切之事
　　一列藩拝借之金札ハ富国之基礎被為建度
　　　御趣意ヲ奉体認是を以産物等精々取建其
　　　国益を引起し候様可致候但シ其藩々役場ニ
　　　おゐて猥に遣ひ込候儀ハ決して不相成候事
　　一京摂及ヒ近郷之商買拝借願上度者ハ金
　　　札役所江可願出候金高ハ取扱候産物ニ応シ
　　　御貸渡相成候事
　　一諸国裁判所始諸侯領地内忠商之者共
　　　拝借等申出候ヘハ其身元厚薄之見込を以テ金高
　　　貸渡産業相立候様可致遣尤返納之儀ハ年々
　　　相当之元利為差出候事
A0143-01989_047
　　　　但遐邑僻陬与いへとも金札取扱向ハ京摂商売之
　　　　振合を以取斗可致事
　　一拝借金高之内年割上納之札ハ於会計局
　　　裁捨可申事
　　　　但正月ゟ七月迄ニ拝借之分ハ其暮壱割上納七月
　　　　　ゟ十二月迄ニ拝借之分ハ五分割上納可致事
　　　右之御趣意を以即今之不融通を御補ひ被為
　　　遊度　御仁恤之　思食ニ候間心得違有之間敷候
　　　尤金札を以貸渡金札を以返納之御仕法ニ而
　　　引替ハ一切無之事
　　　　閏四月
　　　　　陸軍編制
　　一高壱万石ニ付
　　　　　兵員十人
　　　　　　当分之内三人
　　　　但京畿ニ常備九門及畿内要衝之箇所其兵を以
　　　　　警衛可被　仰付候間追而　御沙汰可有之候事
A0143-01989_048
　　一高壱万石ニ付
　　　　　兵員五十人
　　　　但在所ニ可備置事
　　一高壱万石ニ付
　　　　　金三百両
　　　　但年分三度ニ上納兵員ノ給料ニ充ツ
　　　右之通　皇国一体総高ニ割付陸軍編
　　　制被為建候条被　仰出候間此旨申達候事
　　　　但勤方心得等仔細之儀ハ軍防事務局江可
　　　　　伺出事
一閏四月廿三日於弁事局左之通御達有之
　　　親王公公卿諸侯供連之儀侍六人下部
　　　三人其以下ハ刀指二人小者一人を限トス猶減
　　　少之儀可為勝手事
　　　　但兵隊警衛之儀不在此限
　　　右之通被　仰出候事
A0143-01989_049
　　　　閏四月
一閏四月廿四日於軍防局左之通御達有之
　　　別紙之通被相定候間徴兵之儀来五月
　　　朔日午刻迄留守居附添守護職屋敷江
　　　罷出届可申出事
　　　　但在京之兵隊無之藩々ハ来ル七月中無相違
　　　　　可差出候
　　一五月分金納之儀廿日迄ニ守護職屋敷江
　　　持参可致事
　　　　　　　　　　　　　　　軍防局
　　　今般被　仰出候徴兵并軍資金之儀左
　　　之通可相心得候
　　一年十七八才より三拾五才頃迄強壮之者相撰
　　　可差出事
　　　　但三ケ年を以定限とす
A0143-01989_050
　　一当分之内小銃并要具蒲団持参之事
　　一軍資金上納之儀三分一ツヽ正月五月
　　　九月ニ可納候事
　　一軍服并月給御賄等従
　　　朝廷可被下候事
　　一在所ニ被備置候兵隊之儀ハ
　　　御沙汰次第出兵之覚悟勿論之事
　　　　閏四月
一閏四月廿六日於弁事局左之通御達有之
　　　各藩所持之軍艦并蒸気船帆前
　　　船共船名を始馬力且船之間数ニ至る迄
　　　早速委細ニ附出候様　御沙汰候事
一閏四月廿六日此度切支丹宗之者御預りニ付左之通
　弁事局江御伺相成候処御附札を以御差図有之
　　一着阪并同所ニおゐて御渡之頃合奉伺事
　　　　但男女打交候哉
A0143-01989_051
　　　　御附札
　　　　　船都合も有之あらかしめ難取定候得共近々
　　　　　着阪候間早々用意可有之事
　　　　　　但男女打交之事
　　一御引渡方之儀ハ縄付ニ而御渡相成候哉且藩々江
　　　御割付之人員丈ケ一時ニ御渡相成候哉又ハ数度ニ
　　　御渡ニ相成候哉
　　　　同
　　　　　臨機之所置ニ可有之尤一時ニ御渡之事
　　一御引渡後国許江差遣候儀ハ海陸勝手
　　　次第ニ仕度候事
　　　　同
　　　　　伺之通
　　一病死之節ハ其都度々々御届捨ニ仕度候事
　　　　但葬方如何相心得可申哉
　　　　同
　　　　　伺之通
　　　　　　但常法之通相心得可申事
　　一御預中取扱方之儀ハ却而銘々存次第仕度
　　　候事
A0143-01989_052
　　　　同
　　　　　兼而御沙汰之通相心得可申事
（以下、「　」内は抹消）
「一閏四月廿六日於太政官代左之通被　仰付候段本人ゟ
　　申達之
　　　　　　　　　　　　　　　岡田準介
　　　　徴士会計官商法司知事被　仰付候事
　　　　　　　　　　　　　　下山当時
　　　　　　　　　　　　　　　甲斐九郎
　　　　徴士会計官営繕司知事被　仰付候事
　　　　　　　　　　　　　　　田内源介
　　　　徴士濃州笠松知県事被　仰付候事
　一閏四月廿六日於軍防局御達之御書付芸州藩ゟ
　　廻達有之
　　　　各藩所持之軍艦并蒸気船帆前船共船
　　　　名ヲ始馬力且船之間数至迄早速委細ニ附
　　　　出候様　御沙汰候事
A0143-01989_053
　　　　　閏四月」
一閏四月廿八日於弁事局左之通御達有之
　　　此度宇内貨幣之定価御吟味之上通用
　　　被　仰出候処諸上納ニ不相立哉ニも相心得且又私利
　　　を営み多分打賃等相取候趣相聞以之外之事
　　　ニ候右定価被　仰出候上ハ右金銀銭等ハ勿論
　　　洋銭等茂御定通無疑念取交通用可致候
　　　尤太政官諸上納并御払等茂惣而御定
　　　之通御取扱相成候間其旨可相心得候万一
　　　異儀申立候者於有之ハ屹度可被及
　　　御沙汰候事
（以下、「　」内は抹消）
「一閏四月廿八日於弁事局左之通御達有之」
　　一諸願伺届等一六之外毎日辰刻ヨリ巳刻限リ
　　　禁中武家玄関ニテ受取候事
　　　　但差向候儀ハ此限ニ非ス
一閏四月廿八日於軍防局左之通御達有之
A0143-01989_054
　　　　　　　　　　　　　　　諸藩
　　　今般徴兵石高ニ応シ四十八人以上差出候藩々
　　　指揮官相副可差出尤石高人数之員内
　　　たるへく候事
一五月三日於弁事局左之通御達有之
　　　石清水八幡大神
　　　右大菩薩号被止候ニ付魚味奉供候旨被
　　　仰出候事
一五月四日於弁事局左之通御達有之
　　　主上御幼年ニ被為在是迄後宮
　　　御住居之御事ニ候処先般
　　　御誓約之御旨趣茂有之候旁之
　　　思食を以て已来表
　　　御住居被為遊毎日御学問所江
　　　出御万機之政務被為
A0143-01989_055
　　　聞食候間輔相より遂奏聞候様被　仰付候
　　　尤時々八景之間江
　　　臨御茂被為　在　御政暇ニハ文武御研究可
　　　被為遊之旨被　仰出候事
一五月七日於軍防局左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　藩々江
　　　軍務ニ付而ハ届書又者願書等以来都而
　　　軍務官江差出候様可致　御沙汰候事
一五月九日於弁事局左之通御達有之
　　　皇運新ニ復し国是漸ニ定リ万機
　　　御親裁ニ出て百事まさに備らんとす是時ニ当て
　　　独り備らさるものハ金榖なり右ハ全く徳川
　　　慶喜政権奉還の節国家の用度併せて返上
　　　勿論たるへきの処其儀いまた相運ハさる内
　　　春来之始末ニ立到り
　　　朝廷無所入して出す処の御費用不一方ニ依
A0143-01989_056
　　　レリ況や頃日征討之兵士家を棄身を殺し
　　　一途報国之折柄万一軍費給セす兵食
　　　足らさる時ハ奮進勦絶之鋭気を挫き
　　　皇威これか為ニ弛ミ平治の功業速ニ立さる
　　　時ハ億兆の黎庶久しく塗炭の苦を受けん
　　　と恐多くも日夜　御宸憂被為遊就而ハ内外
　　　百官之輩ハ申迄も無之普天率士之臣民
　　　聖旨を奉承し
　　　朝恩を感戴し畢生之報効此時ニありと覚
　　　悟之兵力あるものハ其力を以てし貨財ある
　　　ものハ其財を以てし上下一般之力を合セ四海
　　　平定之功を御扶持可致事ニ付銘々一人の
　　　私を捨て天下之大事を考ヘ有余不足を補
　　　ふて天理に基き各其分ニ応シ金穀御用
　　　相勤御奉公筋を遂けてこそ即兵士之身
　　　を殺して
A0143-01989_057
　　　朝廷ニ尽すと同しく下たるものゝ定分ニ候間
　　　此旨篤と可相心得者也
　　　　但し御返斉方之儀ハ其筋々ゟ可申談候事
一五月九日御役名左之通被相改之
　　一郡奉行之御役名已来上領支配中領支配
　　　下領支配与
　　一御預所郡奉行御役名已来御預領支配与
　　一会所奉行御役名已来産業元〆役与
　　　右之通被相改御役人並之儀被相止
　　一御勘定吟味役已来御勘定方ト
　　一会所吟味役已来産業方吟味役ト
　　　右之通被相改候
　　一会所之儀産物会所与相唱候様被　仰付
　　　候事
一五月九日長々雨天ニ付於神明宮足羽宮晴雨之御
　祈祷被　仰付御初穂金百疋ツヽ被供之
A0143-01989_058
一五月十日於弁事局左之通御達有之
　　　先般浪華より
　　　大駕御凱旋之節豊大閤之社御建立
　　　被　仰出候様大閤ハ撥乱反正翼戴糺合其功
　　　蹟古今ニ亘加之
　　　皇威を海外ニ赫輝し宝運を振起し万
　　　世人民之摹（模）範と相成候段深く
　　　御称誉被遊先年致敗毀候豊国山之廟
　　　祠更ニ御再興被　仰出候依而ハ当時其恩顧を
　　　受候後裔ハ勿論其英風を仰欽景慕之
　　　輩御手伝願出候者ハ御差許ニ相成候間天下
　　　之衆庶能此旨を得候様　御沙汰候事
　　　　〆
　　　大政御一新之折柄賞罰を正し節義を表シ
　　　天下之人心を興起被遊度已ニ豊太閤楠
　　　中将之精忠英邁　御追賞被　仰出候就而ハ
A0143-01989_059
　　　癸丑以来唱義尽忠天下ニ魁して国事ニ
　　　斃レ候諸士及草莽有志之輩冤犯罹
　　　禍者不少此等之所為親子之恩愛を捨て
　　　世襲之禄に離レ墳墓之地を去り櫛風沐
　　　雨四方ニ潜行し専ら旧幕府之失職を憤
　　　怒シ死を以て哀訴或ハ縉紳家を鼓舞シ
　　　或ハ諸侯門ニ説得し出没顕晦不厭万苦
　　　竟に抛身命候者全く名義を明し皇運を
　　　挽回せんとの至情より尽力する所其志
　　　実ニ可嘉賞況ヤ国家ニ有大勲労者多ク
　　　湮滅ニ忍ふへけんやと深く被
　　　歎思食候依之其志操を天下ニ表し且忠
　　　魂を被慰度今般東山の佳域に祠宇を
　　　設け右等之霊魂を永ク合祀可致旨被
　　　仰出候猶天下衆庶益節義を貴ひ可致
　　　奮励様　御沙汰候事
　　　　〆
A0143-01989_060
　　　今般貨幣定価御取調之上丁銀豆板銀
　　　之儀以後通用停止被　仰出候間是迄銀名
　　　を以て貸借有之候向ハ其致取引候節之年月日
　　　之相場によりて金銭仕切ニ相改可申候
　　一旧来之丁銀豆板銀共所持之者ハ近日御改
　　　製之新金銭を以御買上相成候間追々其筋ゟ
　　　会計官貨幣司江可申出者也
　　　　〆
　　　先達而被　仰出候金札来ル十五日より御発向
　　　相成候間無滞取交通用可致候尤見本札
　　　五品両替共江掲置候様被　仰付候間此旨向々
　　　不洩様可相触者也
　　　　〆
　　　当春伏見戦争已来引続き東征各地之
　　　討伐ニ於て忠奮戦死候ハ日夜山川を跋渉シ
　　　風雨ニ暴露し千辛万苦
A0143-01989_061
　　　邦家之為終ニ殞命候段深不便ニ被　思食候
　　　最其忠敢義烈実ニ士道之標準たるを
　　　以て
　　　叡感之余り此度東山ニ於て新ニ一社を御
　　　建立永く其霊魂を祭礼候様被　仰出候尚
　　　向後　王事に身を殲し候輩速ニ合祀可
　　　被為　在候間天下一同此旨を奉戴し益可
　　　抽忠節且戦死之者等其藩主ニ於ても厚ク
　　　御趣意を可奉戴認旨被　仰出候事
一五月十一日御趣意ニ付無役組一組被　仰付并役新番組
　同並組之名目御廃止被成御給帳席左之通被
　仰出之
　　　　　　　　　　　　　　　御書院番組
　　　　　　　　　　　　　　　遊撃隊
　　　　　　　　　　　　　　　役御番組
A0143-01989_062
　　　　　　　　　　　　　　　御留守番組
　　　　　　　　　　　　　　　無役組
　　　　　　　　　　　　　　〆
一五月十一日已来於　御前御用被　仰付候節可為平
　服旨被　仰出之
　　但隠居之御礼茂同断之事
一五月十二日今般御一新之折柄御用弁之為御預領
　并三領共是迄之郡局江一集相成候様被　仰出之
一五月十五日於弁事局左之通御達有之
　　　太政官印曲尺二寸五分諸官府藩
　　　県印同二寸二分諸司印同二寸
　　　右之通御決定被　仰出候事
一五月十六日先達而徴兵被　仰出候ニ付五番遊撃隊一隊
　上京被　仰付之
A0143-01989_063
一五月十七日於弁事局左之通御達有之
　　　国家多事之折柄軍資を始総而莫大之
　　　御費用ニ付土木之切ハ勿論
　　　朝廷御用費ヲ始メ諸事御省略被　仰出候
　　　事
　　　　但大宮御所之儀ハ急速御造営被為　在候
　　　　　事
　　　　　　〆
　　　諸国街道筋ニ於て私ニ関門或ハ番所等
　　　取建置候儀被停候事
一五月十七日於軍務官左之通御達有之
　　　軍防局御印章自五月十日軍務官ト
　　　御改ニ相成候ニ付御布告之事
一五月廿日北陸道督府参謀ゟ書状を以左之通
　申来ル
　（以下、「　」内は抹消）
　　「霖雨之時節愈御安康珍重存候然者当」
A0143-01989_064
　　　表賊軍強勢ニ而諸隊昼夜苦戦ニ付
　　　而者弾丸等も打尽差支候間出兵之諸藩
　　　へも申遣候得共未到着不致候故尊藩ゟミネ
　　　ール銃弾薬雷管共廿万発速ニ御差
　　　向ニ相成候様仕度御見継之段御願申入度候
　　　仍如此御座候以上
　　　　　　　　　　　　　　北陸道
　　　　五月十七日　　　　　　督府
　　　　　　　　　　　　　　　　参謀中
（以下、「　」内は抹消）
　　　　「越藩
　　　　　　御重臣衆中」
　右ニ付左之通返翰差出之
（以下、「　」内は抹消）
　　「去ル十七日附之御状同廿日相達致拝見候如
　　　来諭霖雨之時節弥御賢勝珍重存候
　　　然者其地賊軍強勢ニ付諸隊昼夜苦戦
　　　ニ付而ハ弾薬等云々御頼御紙面得其意候
　　　右ハ御頼通りニ被任度候得共差支之儀も」
A0143-01989_065
　　　右ニ付不取敢有合之儘十万発差立之
　　　此段御報旁如此御座候以上
　　　　五月廿日　　　　　　「越藩
　　　　　　　　　　　　　　　　重臣共
　　　　　北陸道
　　　　　　督府
　　　　　　　参謀衆中」
　　外ニ左之通「別封ニ而申来ル
　　　一翰令啓達候霖雨之砌愈御安康奉賀候
　　　陳者」今般当府北越御再進ニ付而ハ兼而御守
　　　衛之儀加州藩江被　仰付置候処当表賊軍
　　　強勢ニ付諸藩挙而出兵ニ及候間同藩ゟも
　　　御惣督未御到着無御座候ニ付右人数出張ニ
　　　相成此程戦争中ニ而御本営御手薄ニ
　　　相成候所尊藩江為御守衛精兵三百人
　　　急速出兵候様　御惣督ゟ御沙汰ニ付其段
　　　申入候間早々御差向ニ相成候様御下知有之度
A0143-01989_066
　　　頼入候以上
　　　　　　　　　　　　　　北陸道
　　　　五月十九日　　　　　　督府
　　　　　　　　　　　　　　　　参謀
　右ニ付兼而京都おゐて御指図通も有之事故今般
　太政官江相伺御指図次第可取斗旨御答相成候事
（以下、「　」内は抹消）
　　　　「越藩
　　　　　　御重臣衆中」
一五月廿日今般御趣意ニ付役新番組同並組之名目
　被廃候処御差支之廉も有之ニ付改而左之通御給帳席
　被相立
　　　　　　　　　　　　　　　無役組
　　　　　　　　　　　　　　　同新番組
　　　　　　　　　　　　　　　同新番並組
一五月廿一日於弁事局左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　徳川亀之助
　　　過日已来旗下末々心得違之者
　　　朝廷寛仁之御趣意ヲ不奉拝戴主人
A0143-01989_067
　　　慶喜恭順之意ニ背キ謹慎中之身を以脱走
　　　ニ及ヒ上野山内其外所々屯集官兵を暗殺し
　　　民財を掠奪し益兇暴ヲ逞シ以テ官軍ニ抗
　　　衡ス実ニ不可救之国賊也故ニ不被為得止
　　　明十五日誅伐被　仰出候此段為心得可相達旨大総督
　　　宮　御沙汰候事
（以下、「　」内は抹消）
「一五月廿二日於御勘定所地内評定局御取建可被成旨
　　且又明道館北川亘之介居屋敷江御移替相成寺社町役所
　　御勘定所地内江御移替可被成旨被　仰出之
　一五月廿二日右同断明道館御移替被　仰出候ニ付而ハ左
　　之通寄々致返達候様月番御目付大谷儀左衛門江御家
　　老荻野小四郎申渡之
　　　　登館之面々往来共下馬御門通行可致
　　　　事
　　　一太鼓御門其外下馬辺江罷越申間敷事
A0143-01989_068
　　　一御門所通行之節かたつケ間敷儀無之様可
　　　　相心得事
　　　一御門〆り後通行且品物出入等之儀ハ都而
　　　　御門所御規則之通相心可申事
　　　　　　〆」
一五月廿二日本多興之輔江左之通申達候様御
　　　　　　　　　　　　　　　本多興之輔
　　　職務中定出福致居候様被　仰出候
　　　　但府中表用向有之節ハ折々罷越候様
　　一職務中御借米之内弐歩通り御用捨
　　　被成下候事
　　　　　〆
一五月廿二日太政官江重臣御呼出ニ付詰合伊藤友四郎
　罷出候処徳大寺大納言殿左之通御書付を以御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
A0143-01989_069
　　　為会津征討越後口江出張被　仰付候尤至
　　　急之軍勢ニ付従国許直ニ発途速ニ可
　　　奏成功様　御沙汰候事
一五月廿二日於弁事局左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　長谷部甚平
　　　徴士濃州笠松知県事被　仰付候事
　　　　　　　　　　　　　　　同人
　　　笠松知県事被　仰付候ニ付而ハ国許ゟ直ニ
　　　彼地江可罷出候様　御沙汰候事
一五月廿二日当来出水ニ而御預領并御領分共川欠
　荒地等出来ニ付不取敢左之通御届書被差出候
　　　越前守御預所
　　　御領之儀当春ゟ不時候其上降雨勝ニ而春
　　　作菱（麦）菜種を初都而之畑作生育不宜候処
　　　三月廿八日廿九日又々大雨ニ而川々満水凹所之
A0143-01989_070
　　　田畑悉水下ニ相成其後引続降雨ニ而減水
　　　不仕候内四月三日四日終日稀成大雨ニ而翌
　　　五日ニ至リ洪水毎村諸作物皆水冠ニ相成
　　　其後兎角季候相後レ長々之冷気ニ而苗代
　　　生育方不宜所ニ寄候而ハ再蒔直シ仕候村柄も
　　　有之如斯梅雨前ゟ雨天打続度々出水之上
　　　五月三日四日昼夜之暴風ニ而五日暁頃ゟ急出水
　　　九頭竜足羽日野三大川其余川々共一時之
　　　洪水凹所之村々田畑皆泥水冠リニ相成別而
　　　田地之分ハ植付間もなく児苗之所江度々之水
　　　冠リニ相成候故水腐或ハ出水ニ而稲草押流し候
　　　村々も多く有之旁重畳難儀之次第追々
　　　村々ゟも訴出候ニ付不取敢役人共出張為仕川添
　　　其余地窪之田畑悉ク見分之上水腐株絶
　　　之場所ハ他村ゟ貰苗等を以夫々再植等世話
　　　為取斗候得共多分之田面迚も行届候程之儀
A0143-01989_071
　　　有之間敷哉与当惑致居候処同六日七日大雨八日
　　　終日大雨降続夜中ゟ大風雨与相成下地出水
　　　落切不申処江右様之洪水ニ而田畑一円海面同
　　　様与相成人家流出も有之哉ニ相聞往々如何様之
　　　模様ニ相運ひ可申哉何共痛心罷在事ニ御座候
　　　且又囲堤川除等所々押流シ其余御普請所
　　　之儀も大破至極尤川欠荒地之儀も御座候得共
　　　出水落切不申故委細之儀ハ相分り不申候得共村
　　　々ゟ歎達之趣見分之次第先御届可申上旨国
　　　許ゟ被申付越候此段御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　越前少将内
　　　　五月廿二日　　　　　　伊藤友四郎
　　　　　弁事
　　　　　　御役所
（以下、「　」内は抹消）
　　「越前守領分当春已来不時候降雨勝ニ而
　　　諸作生育不宜取分苗代芽生薄有之折柄
A0143-01989_072
　　　入梅之初ゟ当月四日頃迄霖雨足羽九頭竜
　　　両大川平水ゟ壱丈三尺余其外日野川初一時
　　　之洪水与相成未減水与申程ニ無御座内引続
　　　同六日昼後ゟ夜中迄稀成大雨ニ而右三大
　　　川ハ勿論余程之洪水ニ而城下侍屋敷町家共
　　　多分水浸ニ相成川添村々田地囲堤井堰
　　　川添往還道橋用水路等迄夥敷破損就中
　　　植付候稲苗押添シ或ハ泥冠等ニ相成未曇天
　　　ニ有之前書申上候通稲苗不足最早再植之
　　　見込無覚束此体ニ而ハ不容易損毛可相成哉与
　　　痛心罷在候猶委細之義ハ追而可申上候得共右
　　　之趣先御届可申上旨国許ゟ被申付越候以上
　　　　　　　　　　　　　　越前少将内
　　　　五月廿二日　　　　　　伊藤友四郎
　　　　　弁事
　　　　　　御役所」
A0143-01989_073
一五月廿四日於弁事局左之通御達有之
　　　慶喜伏罪之上ハ徳川家名相続之義祖宗
　　　已来之功労を被　思食格別之
　　　叡慮を以田安亀之助江被　仰出候事
　　　　但城地禄高等之儀ハ追而被　仰出候事
　　　右後四月廿九日田安亀之助被召出於大
　　　総督府被　仰出候事
　　　　〆
　　　　　　　　　　　　　　在京
　　　　　　　　　　　　　　　諸藩江
　　　江戸表旗下末々心得違之者寛仁之御趣
　　　意を不奉拝戴主人慶喜恭順之意ニ背キ
　　　謹慎中之身を以脱走ニ及ひ上野山内
　　　其外屯集官兵を暗殺し民財を掠奪
　　　益兇暴を逞し官軍ニ抗衡シ実ニ不赦
　　　之国賊ニ而不被為得止去ル十五日
A0143-01989_074
　　　御誅伐被　仰出候段大総督宮ゟ被及
　　　奏聞候間各猶又兵備を厳ニし重而之
　　　御沙汰可奉待旨御沙汰候事
（以下、「　」内は抹消）
「一五月廿四日北陸道督府参謀江左之通重役共ゟ返
　　書差出之
　　　　去ル十九日立之御帖一昨廿二日相達致拝見候
　　　　如来諭霖雨之砌御座候処愈御堅固珍重
　　　　奉存候然者今般出兵之儀ニ付云々御頼御紙
　　　　面之趣得其意候然ル処兼而於京都御指図
　　　　通りも有之事故今般御頼之趣急便を以
　　　　太政官江奉伺御差図次第取斗度心得ニ
　　　　御座候此段御含置可被下候右御報如此御座候
　　　　以上
　　　　　　　　　　　　　　越藩
　　　　　五月廿四日　　　　　重臣共
A0143-01989_075
　一五月廿四日於弁事局左之通御達有之」
　　一已来万石已下之領地并寺社領共其国々
　　　最寄之府県ニ而支配可致事
　　　　五月
　　　右之通被　仰出候間末々迄不洩様相達
　　　可申者也
一五月廿五日去ル廿二日越後口江御出張之儀御達有之候
　御請書并当時御病気被為　在候ニ付先鋒兵隊而已
　御差出被成度御達書共今朝弁事局江大宮藤馬
　持参差出候
　　　為会津征討越後口江出張被　仰付尤至急
　　　之御軍勢ニ付従国許直ニ発途速ニ可
　　　奏成功様　御沙汰之趣奉謹承候以上
　　　　五月廿五日　　　　　　越前少将
　　　　　弁事御中
A0143-01989_076
　　　私儀今般為会津征討越後口江出張被
　　　仰付至急之御軍勢ニ付従国許直ニ発途
　　　速ニ奏成功候様　御沙汰之趣奉謹承迅
　　　速出馬可仕之処初夏已来宿疾之脚気
　　　相発近来別而手足麻痺甚敷起居難
　　　相成殊更難儀仕候ニ付精々加療養少も快
　　　候ハヽ速ニ出張精励可仕奉存候先鋒兵隊
　　　之儀ハ直ニ出張為仕候此段御聞置可被成下
　　　候以上
　　　　五月廿五日　　　　　　越前少将
　　　　弁事御中
一五月廿五日上水筋之儀御目付ニ而支配致来候処
　被相止以来用水奉行支配ニ被　仰付之
一五月廿七日於越後高田表督府執事ゟ左之通青木
　隼人江御達有之
A0143-01989_077
　　　軍艦二艘当表江乗廻之処石炭少乏
　　　ニ付其藩産出之品有之候得者見積を以
　　　早々積送ニ相成候様　御沙汰候間此段御達
　　　申入候
　　　　　　　　　　　　　　北陸道
　　　　　　　　　　　　　　　督府
　　　　五月　　　　　　　　　　執事
　　　　　越前藩
　　　　　　　御役人衆中
一五月廿八日於弁事局左之通御達有之
　　　酒造之儀古来より定法義も有之候処今度
　　　御一新ニ付鑑札御改被　仰出候間早々差出可
　　　申事
　　一規定之外増造之儀ハ堅被禁候条於其筋
　　　可遂吟味事
　　　　但増造之儀其筋を以願出候得者御糺之上其
　　　　品ニヨリ可及沙汰事
A0143-01989_078
　　一凶年ニ者分割を以減造可致事
　　一造酒百石ニ付金二拾両宛上納被　仰付候事
　　一前年心得違ニ而規定之外増造致し鑑札
　　　取揚候者共悔悟之上願出候ハヽ百石ニ付金五拾
　　　両宛上納被差免候事
　　　　　鑑札雛形略之
　　　右雛形ニ準シ夫々其支配ニ而割印焼印
　　　共取極鑑札相渡百石ニ付金二拾両宛取立
　　　之上々納可有之候事
　　　　但其支配所ニ而酒造米高并名前書共委
　　　　　細帳面ニ認鑑札料相添上納之事
　　　右之通被　仰出候間心得違無之様厳重可
　　　相守事
一五月晦日左之通取斗候様御家老ゟ申渡之
　　　　　　　　　　　　　　御用人月番
　　　　　　　　　　　　　　　秋田長之丞
A0143-01989_079
　　　　　　　　　　　　　　司計頭取
　　　　　　　　　　　　　　　千本弥三郎
　　　今度丁銀豆板銀通用停止被　仰出候ニ付
　　　是迄銀被下之廉ハ已来壱枚弐分弐朱之
　　　積を以被下ニ可取扱候
　　　　但銀被下与申廉ハ已来御廃止ニ相成候事
　　　　　　　　　　　　　　　御札所元〆役江
　　　右同断被　仰出候ニ付御国通用札も右ニ准シ
　　　御模様替可相成筈ニ候間左之通早々御出来ニ
　　　相成候様可被取斗候
　　　　　　　　　　　　　　　三百文札
　　　　　　　　　　　　　　　弐百文札
　　　　　　　　　　　　　　　百文札
　　　　　　　　　　　　　　　五拾文札
　　　　　　　　　　　　　　　弐拾文札
　　　　　　　　　　　　　　　十文札
　　　　　　　　　　　　　　　〆
A0143-01989_080
一五月晦日於弁事局左之通御渡有之
　　　　　　　　　　　　　　　徳川亀之助
　　　駿河国府中之城主ニ被　仰付領知高七拾
　　　万石下賜候旨被　仰出候事
　　　　但駿河国一円其余ハ遠江陸奥両国ニ於テ下賜
　　　　　候事
　　　　　　　　　　　　　　　一橋大納言
　　　自今藩屏之列ニ被加候旨被　仰出候事
　　　　　　　　　　　　　　　田安中納言
　　　右同断
　　　　　　　　　　　　　　　高家江
　　　高家之輩自今朝臣ニ被　仰出候事
　　　　　　　　　　　　　　　徳川亀之助
　　　今般家名相続被　仰出候ニ付為御礼上京
　　　可致候事
　　　　　　　　　　　　　　　一橋大納言
A0143-01989_081
　　　　　　　　　　　　　　　田安中納言
　　　今般藩屏之列ニ被加候ニ付為御礼上京
　　　可致事
　　　　　〆
　　　徳川家来之輩官位之儀自今被止候事
　　　　　〆
　　　右之通去ル廿四日被　仰出候間為心得申達
　　　候事
　　　　　　　　　　　　　　　元高家
　　　　　　　　　　　　　　　元交代寄合
　　　右一席中大夫与可称事
　　　　但余之ケ条略之
　　　　　　　　　　　　　　　元寄合
　　　　　　　　　　　　　　　元両番席已下
　　　　　　　　　　　　　　　席々千石以上
　　　右一席下大夫与可称事
A0143-01989_082
　　　　但同断
　　　　　　　　　　　　　　　元両番席已下
　　　　　　　　　　　　　　　席々千石以下
　　　　　　　　　　　　　　　百石迄
　　　右一席上士与可称事
　　　　但同断
　　　　　〆
　　　元旗下上京帰順之面々先般徳川
　　　御所置被　仰付候上ハ出格之
　　　思食を以元旗下都而本領安堵被　仰付候
　　　就而ハ高家以下席々旧号ヲ廃シ凡而中大夫
　　　下大夫上士三等之列被　仰付候間為心得
　　　申達候事
　　　　〆
　　　東山八阪郷ニ有之候感神院祇園社今度
　　　八阪神社与称号相改候条被　仰出候事
A0143-01989_083
　　　戊午以来国事ニ殉難致候霊魂祭祀可
　　　被為　在旨兼而被　仰出置候処今般差懸リ当
　　　正月已来奉　朝命奮戦死亡之輩祭
　　　典被　仰出候間藩々ニ於て一々取調来ル六月
　　　十日迄ニ兵士死亡之月日姓名等相認神祇官江
　　　差出候様被　仰出候事
　　　　　〆
　　　従来於諸藩留守居役を以公務取扱候儀不
　　　相当ニ付向後公務人之職を設ケ貢士是ヲ勤
　　　都而　朝廷ニ関係致し候事件可為取扱事
　　　　但公務人ハ国論ニ可代者勿論之儀ニ候得者
　　　　　朝廷ニテハ公務人即貢士ニシテ其藩ニテハ可代
　　　　　国論職分たるへし其心得を以人才任用可届
　　　　　出候事
　　一公務人藩々ニおゐて新ニ可代国論職分之者ニ命シ
　　　差出候ハヽ其藩是迄之貢士ハ為引取可申是
A0143-01989_084
　　　迄差出置候貢士ニテ命シ候ハヽ其藩ニテ可代国
　　　論職分ニ任挙可致事
　　一公務人員数并差替等之儀可為貢士規則
　　　之通事
　　　　但定員之外助役ヲ置病気等之節御用之事件
　　　　伝達等為致候義ハ可為勝手事
　　一公務人ハ始終　朝命ヲ奉シ其藩論ヲ振起シ
　　　万端之取扱等并議事之条目各国之持論
　　　凡而実着ニ基キ各自固有之見込相立敢而
　　　他ノ耳目ヲ借強而雷同可致様可相心得事
　　　右之通被　仰出候ハヽ　朝廷之御趣意諸藩
　　　ノ情実脈絡貫通四海一途之御規模被為
　　　立候御趣意ニ付厚ク可相心得事
一六月朔日左之請書青木隼人持参越後表江被差
　出之
A0143-01989_085
　　　弊藩青木隼人江御渡御達書相達軍艦
　　　弐艘此表江御乗廻候処石炭少乏ニ付当藩
　　　産出之品有之候得者見積を以早々積送リニ
　　　相成候様　御沙汰ニ付御達書之趣致拝承候然ル処
　　　当藩におゐてハ御用弁可相成石炭ハ無御座
　　　則先年蒸汽船所持之節も他産之品を以
　　　相弁申事ニ御座候間此段御含置可被下候以上
　　　　　　　　　　　　　　越藩
　　　　六月　　　　　　　　　役人共
　　　　　北陸道督府
　　　　　　　　　執事中
　　　先般北陸道督府為御守衛精兵三百人
　　　出兵之儀御達相成候処右ハ太政官江伺之上
　　　致取斗度旨及御答置候処今般別紙之通
　　　御書付弁事局ニ而御達ニ付追々出兵之筈ニ候
　　　仍之右三百人出兵之儀ハ被及御改候此段御含
　　　置可被下候以上
A0143-01989_086
　　　　　　　　　　　　　　越藩
　　　　六月二日　　　　　　　重臣共
　　　　　北陸道督府
　　　　　　　　参謀衆中
　　　　　但別紙御書付之儀ハ越後口御出張之儀ニ付
　　　　　　略之
一六月二日面謁所江御呼出御留守居伊藤友四郎罷出
　候処千種少将殿左之通御直達有之
　　　脚疾ニ付急速出馬難相成趣ニ有之候処頃日
　　　奥羽之形勢不容易趣ニ相聞一入
　　　叡慮を被為　煩候御儀ニ付精々療養相加ヘ
　　　成丈勉強出陣可有之候様　御沙汰ニ候仍而ハ
　　　差向候様体委細言上之上見込何日斗茂
　　　相立候ハヽ出陣可相成哉是等之旨早々申出
　　　可有之様被　仰出候事
　　　　　〆
A0143-01989_087
（以下、「　」内は抹消）
「一六月二日御含御用有之左之面々立帰上京被
　　仰付之
　　　　　　　　　　　　　　　本多興之助
　　　　　　　　　　　　　　　松平備後
　　　　　　　　　　　　　　　田内源介
　　　　　　　　　　　　　　　天方対馬
　　　　　　　　　　　　　　　村田巳三郎
　　　　　　　　　　　　　　　千本弥三郎
　　　　　　　　　　　　　　　堤五市郎」
一六月三日諸月番江左之通被　仰出之
　　　今般御政体御一新之折柄御軍備并御家中
　　　文武修行筋等之儀専ら御急務ニ候得共兼而
　　　之御勝手向種々御差支之廉不少故今般御量
　　　制向御制度別紙之通御立替被遊候尤御
　　　家中之面々も近年之御時態ニ而勝手向難渋
A0143-01989_088
　　　之儀ハ勿論之事ニ候得共不容易御時運ニ候得者
　　　此上上下困苦を共にし致精励候様被　仰出候
　　　右之趣支配末々迄可被申渡候
　　　　六月
　　　　　別紙
　　一御備弾薬并大砲小銃御入用之廉
　　一御城御要害御普請之廉
　　一御国務ニ相拘候御入用之廉
　　一明道館并武芸所御入用之廉
　　一他国御用諸雑費御手当被下之廉
　　　　但御扶持米之分ハ　上御賄之事
　　一文武諸学科被下之廉
　　一文武諸学科之内他国修行御手当被下之
　　　廉
　　一徴兵軍資金上納之廉
　　右ケ条年々御入用銀之分御蔵高御家中
A0143-01989_089
　　末々迄惣割之事
　　　　但割方之儀ハ是迄御借米分通を以高割代米
　　　　上納之事
　　　一御入用銀毎年八月仮勘定を以十月十一月中ニ
　　　　上納相遂翌年正月中増減割返等済算
　　　　之事
　　　一是迄之御借米御普請銀上納ハ御免之事
　　　一与内銀相止候事
　　　一昨冬被　仰出候御備金代米上納相止候事
　　　　　　〆
一六月三日左之通取扱候様司計局江被　仰出之
　　一川除用水諸普請銀之事
　　一往還道普請銀之事
　　一橋普請銀之事
　　一宿駅与内銀之事
　　一渡船作事銀之事
A0143-01989_090
　　一口々御番所普請銀之事
　　　右ケ条御入用銀町在之者共惣割之事
　　　　但割方之儀ハ其支配頭見込之事
　　　　　〆
　　　今度御量制御制度御立替被　仰出候得共寺
　　　院并御館入等之向者御借米是迄之通可被取扱候
　　　　　〆
一六月三日於弁事局左之通御達有之
　　　　　定
　　一宮堂上家并地下官人等已来自分印鑑を
　　　相止メ御用発足之節ハ一々当御役所江被相届
　　　人馬帳ニ御印鑑を請自分先触ニ而可致通
　　　行候事
　　一以来征討之将軍京都発向之節ハ是又当
　　　御役所之御印鑑被請候筈他国滞陣中幕
　　　下之士諸方江往来之節ハ其将軍府之印
A0143-01989_091
　　　鑑を人馬帳ニ押持参可為致通行候事
　　一諸局官吏并用達町人等御用ニ付出京之節ハ
　　　太政官始局々共御用之次第柄添簡を以人
　　　馬帳を当御役所江相達御印鑑を請当人
　　　先触を以通行之事
　　一諸国府県并諸侯其余大地之神社仏寺等
　　　夫々自分印鑑相用候分ハ印鑑御役所江相
　　　届駅々江も差出置家来往来之節右印
　　　鑑人馬帳ニ押持参可為致通行之事
　　　　但京都府之分ハ当御役所御印鑑ニ而通行之事
　　一諸侯御定人馬遣ひ高御制限被為　立候迄
　　　先是迄之振合を以諸海道可為致通行
　　　候事
　　一京都神社仏寺大地之分ハ御用通行之節直ニ
　　　御役所江相届御印鑑を請小地之分ハ其支配ゟ
　　　之添簡を以御役所江可願出候事
A0143-01989_092
　　一諸国神官僧徒修験普化僧検校百
　　　姓町人等御用或ハ領主用ニ而通行之節ハ夫々支配江願出
　　　支配印鑑を受通行之事
　　一京都持出し人足之儀是迄相対雇入ニ付
　　　御用通行之節ハ宮堂上家々領有之面々ハ
　　　自分領民用ひ来候処今般宿々江助郷組
　　　込候付而ハ已来伝馬所ニ人足をも為差置御
　　　用之節当御役所ゟ印鑑差出候分ハ定賃
　　　銭ニ而為持出候伝馬所附属之助郷洛外於
　　　模寄ニ組立候事
　　一近来物価騰貴駅郷一般ニ及疲弊候ニ付
　　　諸街道共人馬賃銭当辰年五月ゟ来
　　　巳年五月迄中一ケ年之間在来割増之
　　　之分相除キ前々定有之候元賃銭之上江六
　　　倍五割増被　仰出候事
　　一諸藩国産蔵物其余町人請負之用荷
A0143-01989_093
　　　物当御役所江届済之上元賃銭之上江八倍
　　　五割増ニ而継立為致候事
　　　　但右荷物之内町人売物類用物ニ仕立或ハ窃ニ
　　　　取交荷作リを変往来之向も有之怪敷荷物等
　　　　見請候ハヽ其宿方ニ於て切解き吟味為致候筈
　　　　之事
　　　右之通被　仰出候事
　　　　　　　　　　　　　　　駅逓司
　　　此度格別之御趣意ニ依リ無賃人馬木銭
　　　米代之休泊等一切不相成候筈ニ付宿駅おゐて
　　　其意を体シ雇賃銭宿料等時之相場ニ応シ
　　　可成丈ケ相減シ区々ニ不相成様宿々家毎ニ張
　　　紙ニ認置可申万一過分之取方見掛取等之儀
　　　有之候ハヽ急度其咎メ可申付候事
　　　　但是迄相対与申候得ハ一概ニ定賃銭江倍増与
　　　　相心得居候趣心得違之儀ニ候已来過分之取方
A0143-01989_094
　　　　等致申間敷事
　　一遠見杖払高張持等之儀
　　　勅使始是迄持出来候分も已来不及其儀
　　　候事
　　一御用通行之諸家休泊之節宿役人之内心得
　　　候者両三人宿々入口江罷出居其場所ニ旅宿
　　　名前書顕シ張紙ニ致シ置夫々差図可致
　　　候事
　　　　但旅宿迄附添案内不及候事
　　一御用通行之面々旅宿おゐて人馬帳為附
　　　記候節宿役人共一々其方江相越居候而ハ伝馬
　　　所手明キニも相成御用弁難致ニ付以来ハ旅
　　　宿亭主より伝馬所江持参附記可申事
　　一是迄幕吏通行之節而已壱人持七八貫目
　　　迄為致用捨諸家之分ハ五貫目ニ限リ候条
　　　不条理之至候ニ付以来御用私用共壱人持
A0143-01989_095
　　　七貫目与相定候事
　　　　但馬荷之分ハ先可為是迄之通候事
　　一貫目改所之義ハ別段被立置候得共尚又
　　　不正之義吟味之ため宿毎ニ千木秤御免
　　　相成候ニ付如何与存候荷物ハ目方相改貫目ニ
　　　過候分ハ御定賃銭之割を以可請取候事
　　一京都局々并諸国府県共被指出候御用状以来
　　　一々賃銭被下候筈ニ付万一無賃之向有之候ハヽ
　　　継立申間敷事
　　一御用物無宰領之分ハ着所迄之賃銭凡積
　　　を以相添被遣候ニ付宿々ニおゐて請取之追留リ
　　　宿ゟ過不足可申出事
　　　右之条々被　仰出候ニ付向後旅人之内万一
　　　無法成義有之候ハヽ御料者府知事県知事
　　　私領ハ領主江訴出其上及異儀候ハヽ其所ニ
　　　差留置早々当御役所江可訴出候也
A0143-01989_096
　　　右之通駅々江触渡候間領主并通行之
　　　面々ニおゐても可被得其意もの也
　　　　　　　　　　　　　　　駅逓司
一六月三日軍務官ゟ御呼出御留守居罷出候処左
　之通御書付御渡有之
　　　　　　　　　　　　　　　越前江
　　　其藩富有丸此節越後表江被相廻候ニ付御
　　　用向之義ハ兵庫軍務官江可伺出旨
　　　御沙汰候事
一六月四日於軍務官左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　諸藩江
　　　万石ニ付国元江五十人之兵士備置京師江
　　　二十五人残置候様前後御布告有之候処京
　　　師江残置候人数之儀ハ一切御取消ニ相成候間国
　　　元之分厚ク備置可申何時出兵可被　仰出茂
A0143-01989_097
　　　難斗尤是迄残置候人数ハ窺済之上進退
　　　可為致候事
一六月五日去ル三日富有丸御用之儀御達有之ニ付
　左之通軍務官江御願書被指出候処当時御船数も
　無之ニ付一度限り御用立候様被　仰出候ニ付無拠御請被成
　　　越前守所持罷在候富有丸当節越後表江
　　　御廻被成候ニ付御用之儀ハ兵庫表軍務官江
　　　可伺出之旨御沙汰之趣奉畏候然ル処今般
　　　会津征討被　仰付追々人数操出候ニ付而ハ軍
　　　器を始運輸之品茂御座候間何卒御用之儀ハ
　　　御用捨被成下候様奉願上候以上
　　　　　　　　　　　　　　越前少将内
　　　　五月五日　　　　　　　伊藤友四郎
（以下、「　」内は抹消）
　　　　「軍務
　　　　　　　御役所」
「一六月七日御脚気症ニ付為潮御湯治泥原新保浦江
A0143-01989_098
　被為　入」
一六月七日高倉三位殿西園寺右中将殿ゟ之御使長州
　藩岡野範一今夕福井江着左之通御書翰指出之
　　「残暑之節弥御健康珍重奉存候抑」当表
　　　追日賊勢相増官軍苦戦無間断加之大暑
　　　之砌疲労不少甚難渋之趣ニ而援兵之儀
　　　参謀ゟ度々申出候間当府守衛人数之儀
　　　過日参謀ゟ申入候所大政官江被及相伺候旨重臣
　　　中ゟ返書被差越承知致候得共前件之通味方
　　　苦戦危急之場ニ立至リ候得者追討之成功速ニ
　　　難相遂且各藩挙而進撃致居候段御亮察
　　　ニ而精兵出張御尽力有之度候間往復十日之
　　　期限ニ而当表江着兵ニ相成候様御下知可給候
　　　此段速ニ御領掌願入候也
　　　　六月四日　　　　　　　永祐
　　　　　　　　　　　　　　　公望
A0143-01989_099
　　　　松平越前守殿
　右ニ付左之通御両卿江御答書被指出之
（以下、「　」内は抹消）
　　「去ル四日附之御札今七日相達拝見仕候如来
　　　諭残暑之節倍御安泰奉慶賀候然ハ」其表
　　　追日賊勢相増官軍苦戦加之大暑之砌疲
　　　労不少甚難渋之趣ニ而援兵之儀御頼御紙
　　　面之趣奉拝承候尤至急之御事件ニ付出兵之
　　　儀ハ勿論之義ニ御座候然ル処今般私儀其表江
　　　出張被　仰出候ニ付聊存寄も有之早速上京
　　　建言仕度処長々所労罷在不取敢重臣共
　　　為指登相伺候次第も御座候間右一左右御座候迄ハ
　　　御頼被　仰下候出兵御請之儀暫時御猶予
　　　被成下度右之趣宜御汲取可被下候此段一
　　　応之御答申上候以上
　　　　六月七日　　　　　　　「越前少将
　　　　高倉三位殿
A0143-01989_100
　　　　西園寺右中将殿」
　右ニ付高倉殿西園寺殿江被指出之
一六月八日於弁事局左之通御達有之
　　　今般被　仰出候公務人之儀主人在邑等ニ而
　　　速ニ任挙難出来向ハ差当り公務ハ　従
　　　来之留守居等ニ而取扱ひ対策ハ是迄之貢
　　　士ニ而相勤早々公務人任挙之運ひ可致事
　　　　但公務人之儀ニ付前文ニ関リ候廉々願伺等有
　　　　之向ハ一々御差図ニ不被及候間右前文ニ照し合セ
　　　　取斗可致事
　　一対策定則者月末御布告之処去ル五日対
　　　策定日ニ何之断も無之向キ往々有之布告遅
　　　滞之故ニも可有之候間早々通達致し以後者定
　　　日毎ニ兼而被　仰出候通聊不憚忌諱対策
　　　建言可有之事
一六月九日柳川藩蒸気千別丸三国湊江着岸督府
A0143-01989_101
　ゟ之御書翰船長岡啓三郎持参差出之
　　　書取陳者奥羽より賊軍日々強勢ニ而越後
　　　地江襲来候仍戦地手広之場所急応
　　　援兵等難行届先鋒一同昼夜之苦戦ニ付
　　　死傷且疲労等多此節切迫之場合ニ候於
　　　貴藩出兵之儀従　太政官御沙汰有之
　　　御請候由令承知候仍為御催促軍艦差向候間
　　　其表江着岸次第御人数不拘多少速ニ御操出
　　　可給候尤陸行ニ而ハ急応難通候仍右船江急
　　　速ニ兵隊乗込ニ相成候様御下知可給候態々当要
　　　而已申入度迄如此候也
　　　　六月四日　　　　　　　隆平
　　　　　　　　　　　　　　　永祐
　　　　　越前少将殿
A0143-01989_102
（以下、「　」内は抹消）
「　外ニ参謀ゟ之来書
　　　各位御壮栄御勤可被成珍重奉賀候当地之
　　　様子定而御聞及も可有之歟去月以来別而
　　　激戦与相成当時出張之兵隊一切休息之間
　　　無之梅雨より烈暑ニ引継実ニ労衰い
　　　たし候尚賊等当時三方ニ顧念無之唯当国
　　　一方江全国之力を尽シ村松新発田長岡仙台
　　　上杉等其余奥羽諸侯参而相加り長岡落城
　　　後ハ守口多く守兵不足窮迫此時ニ御座候
　　　然処此度御藩江も御沙汰相成兵隊御操出
　　　且　御出馬与呑有之段太政官ゟ申来一統
　　　気勢相増申候就而ハ今日之形勢片時も差
　　　急キ候事ニ付柳川蒸気船壱艘御地迄差
　　　出申候間兵員多少ニ不係此船着次第乗組相
　　　成ル丈ケ直様御操出被下度奉願候右ハ高倉
　　　四条両卿ゟも被仰越候得共尚又重而拙者共ゟ
A0143-01989_103
　　　御頼申遣候間何卒前件之次第可然御取斗
　　　被下急速御操出被下度奉頼候先ハ緊要
　　　事耳其内暑サ御厭ひ申も疎々ニ実ニ不一
　　　　六月四日　　　　　　　山県狂介
　　　　　　　　　　　　　　　黒田了介
　　　　　越前御藩御政務役
　　　　　　　　　　　各中様」
　右ニ付左之通御両卿へ御答書被差出之
　（以下、「　」内は抹消）
　　「去ル四日附之急飛今九日夜相達拝見如来諭
　　　甚暑之節倍御安泰奉慶賀候然者」其表奥羽
　　　より賊勢強勢ニ而昼夜之苦戦切迫之場合
　　　ニ付出兵云々御紙面之趣奉拝承候右ハ一昨
　　　八日御答申上候通之訳柄ニ御座候間尚又右
　　　等之趣以早便京都表江申越一左右次第
　　　万事取斗申度心得ニ御座候此段不悪御汲
　　　取御承知可被成下候以上
A0143-01989_104
　　　　六月九日　　　　　　　越前少将
（以下、「　」内は抹消）
　　　　「高倉三位殿
　　　　　四条大夫殿
　　　外ニ参謀江御役人共ゟ之答書
　　　去ル四日御認之御札昨九日相達致拝見候弥
　　　御安康珍重之御事存候然者其表日々
　　　賊勢相募云々ニ付各様ゟも御頼御紙面之趣
　　　致拝承候過日　御両卿ゟ出兵之儀被仰越
　　　候ニ付而ハ尤至急之御事件ニ付迅速応援
　　　之儀ハ勿論之事ニ候得共今般越前守儀
　　　出張被　仰出候ニ付存寄も有之急速上京建言
　　　仕候心得ニ御座候処長々所労罷在不取敢同僚
　　　之者上京被申付相伺候次第も御座候間今一左
　　　右御座候迄暫時御答之儀御猶予被成下候様
　　　申上候儀ニ御座候右ハ賊勢日々猖獗実ニ御困
A0143-01989_105
　　　難之条奉推察候得者前件之始末無拠次第
　　　御汲察此段不悪御承知可被成下候以上
　　　　六月十日　　　　　　　越藩
　　　　　　　　　　　　　　　　重臣共
　　　　　山県狂介様
　　　　　黒田了介様」
一六月九日暑中ニ付
　天機為御窺御家老代り御用人稲葉左司馬
　御仮建所江罷出候処坊城右大弁宰相殿被謁之
一六月九日田安亀之助様江徳川家御相続御領知等
　被　仰出為御礼大宮藤馬　御仮建所江罷出候処千種
　少将殿御請被成
一六月十日於弁事局左之通御達有之
　　　近来頻ニ路人を暗殺し其所持之品奪取
　　　候趣甚以不埒之事ニ付屡厳重之御沙汰
A0143-01989_106
　　　被為及候得共兎角其悪習難去御政道も
　　　不相立次第ニ付猶又此度厳重ニ被　仰出家来ハ
　　　其主人兵隊ハ其隊長其余末々ニ至而ハ其父
　　　兄より取締いたし自然右等之所業有之
　　　候節ハ其最寄より早々取押ヘ刑法官江可
　　　申上候万一藩士兵隊等之中ニ而不心得之者有之
　　　被召捕ニ於而ハ本人ハ被処厳刑其主人其隊長等ハ
　　　不及申品ニより父兄一家之落度たるを以て
　　　屹度御咎をも被　仰付候条不取締無之様厚く
　　　可相心得旨被　仰出候事
　　　　但夜中往来致候節無提灯不相成旨追々被
　　　　仰出有之処中ニハ不相用者茂有之哉ニ相聞へ
　　　　以之外之事ニ候以来共無提灯往来之者有
　　　　之候ハヽ見付次第可召捕候并市中ニ於て乱妨
　　　　致候者ハ帯刀之者といへとも無用捨召捕万一
　　　　手ニ余り候ハヽ討果し不苦候事
A0143-01989_107
　　　　　　　　　　　　　　在京
　　　　　　　　　　　　　　　諸侯中
　　　衣服之制寒喧称身体裁適宜上下ノ分ヲ
　　　明ニシ内外ノ別ヲ殊ニスル所以ナリ然ルニ近世其制
　　　一ナラス人各其服ヲ異ニシ上下混淆玉体何ヲ
　　　以テ立ツコトヲ得ン故ニ古今之沿革ヲ考ヘ時宜ヲ
　　　権リ公儀ヲ採リ一定ノ御制度被為立度
　　　思召ニ付各見込之儀書取ヲ以テ来ル廿五日限リ
　　　上言可有之様　御沙汰候事
一六月十日会計官ゟ左之通申来ル
　　　御用之儀候間明後十二日巳之刻其藩之
　　　公務人并家老用人印形持参会計官
　　　代近衛殿邸江無遅滞出頭可有之事
　　　　六月十日　　　　　　　会計官
　　　　　松平越前守殿
　　　　　　　　　家来中
A0143-01989_108
一六月十二日右同断ニ付森賢次郎会計官江罷出
　候処御拝借金拾五万両御渡有之
一六月十二日弁事官江左之通被差出之
　　　私儀今度為会津征討越後口江出張被
　　　仰付迅速出馬可仕筈之処初夏已来宿疾
　　　之脚気相発近来別而手足麻痺甚敷起
　　　居難相成殊更難儀仕候ニ付精々加療養
　　　少茂快候ハヽ速ニ出張精励可仕先鋒兵隊之儀ハ
　　　直ニ出張可為仕候段先頃御達奉申上候処去ル
　　　二日又々家来之者御呼出御書付を以頃日奥羽之
　　　形勢不容易趣ニ相聞一入
　　　叡慮を被為煩候御儀ニ付精々療養を相加ヘ成
　　　丈勉強出陣可仕様御沙汰之旨仍而ハ差向候
　　　容体委細言上之上見込何日斗も相立候ハヽ出陣
　　　可相成哉早々可申上旨被　仰出奉謹承候私脚気
　　　之儀ハ年来之宿疾ニ而年々梅雨之時節ゟ
A0143-01989_109
　　　暑中ニ至り瘧疾又ハ脚気之両症相発当
　　　年も閏四月上旬ゟ瘧疾相煩其後脚気症ニ
　　　相転シ麻痺甚敷神気迷蔽食気茂不相進
　　　殊ニ去月廿三日ゟ諸症一等増加種々療養を
　　　加ヘ候得共順快与申場合ニ至兼不容易至急之
　　　御軍勢之折柄出馬及延引候儀何共奉恐入
　　　候事ニ御座候例年劇症相発候節ハ潮湯治
　　　仕候得者験効御座候ニ付方今之儀一日も早く快方ニ
　　　仕度去ル六日ゟ押而領分浦方江潮湯治仕候多分
　　　快方ニ可相運ニ付直様出張可仕候心得ニ御座候
　　　此段奉申上候以上
　　　　六月十二日　　　　　　越前少将
　　　　　弁事御中
（以下、「　」内は抹消）
「一六月十二日阿州様ゟ　大竜院様御遺物として御刀掛
　　被進之」
A0143-01989_110
一六月十三日弁事官江重臣御呼出ニ而阿野中納言殿左
　之通御直達有之
　　　　　　　　　　　　　　　越前少将
　　　先般越後表出張被　仰付置候処病気ニ付
　　　加療養不日発途之趣ニ候得共頃日越後表
　　　賊焰再燃依之兵隊引卒至急出馬可致
　　　旨更ニ被　仰出候事
　　　　〆
A0143-01990_001
（表紙）
明治元年戊辰
　茂昭様御代　三
　　　　　　　　　　（朱書）「読合済」
A0143-01990_002
（本文）
一六月十四日越後表先鋒両卿江左之通
　被　仰越之
（以下、「　」内は抹消）
　　「以飛札啓上仕候甚暑之節倍御安泰奉
　　　慶賀候然者」其表賊軍日々強盛ニ付出兵之
　　　儀毎々予御催促候処出兵之儀ニ付而ハ京都表江
　　　相伺候次第も御座候ニ付今一左右御座候迄ハ御請
　　　之儀暫時御猶予被成下度旨御答申上置候処
　　　昨十三日差出置候家来之者罷帰京師之御模
A0143-01990_003
　　　様相達候ニ付私儀迅速出馬可仕之処初夏已来
　　　宿疾之脚気相発近来別而手足麻痺甚
　　　敷起居難相成殊更難儀仕候ニ付精誠
　　　加療養少も快候ハヽ速ニ出張精励可仕奉存候
　　　尤右之趣太政官江も申上置事ニ御座候依之
　　　先鋒兵隊之儀ハ追々出張為仕筈ニ候此段
　　　御承知可被下候以上
　　　　六月十四日　　　　　　越前少将
　　　　高倉三位殿
　　　　四条大夫殿
（以下、「　」内は抹消）
「　外ニ参謀江評定役ゟ
　　　以飛札致啓達候甚暑之節愈御安健珍
　　　重之御事ニ奉存候然者其表賊軍日々強盛
　　　ニ付兵卒急速繰出候段委曲御申越之趣
　　　御座候処京都表江相伺云々ニ付御猶予之儀及
　　　御報候処明十三日差出置候家来之者罷帰京
A0143-01990_004
　　　師之御模様相達候ニ付越前守迅速出馬可被
　　　致候処初夏已来長々所労ニ付精々加療
　　　養少も快候ハヽ速ニ出馬被致筈ニ候何之先鋒
　　　兵隊之儀ハ不取敢出張之筈ニ御座候此段
　　　御承知可被成下候以上
　　　　　　　　　　　　　　越藩
　　　　六月十四日　　　　　　重臣共
　　　　山県狂介様
　　　　黒田了介様」
一六月十四日於弁事官左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平源太郎
　　　会津征討ニ付御雇を以越後口軍監
　　　被　仰付候事
　　　　但至急之儀ニ付国許ゟ直ニ発途可致事
一六月十四日大阪御蔵屋敷今般御用地ニ可相成茂
　難斗旨同所会計官ゟ御沙汰之旨有之候ニ付
A0143-01990_005
　弁事官江左
　之御内願書永田儀平を以差出之
　　　去ル九日大阪表会計御役所ゟ御沙汰之趣ニ付
　　　越前守家来之者御内呼出ニ相成
　　　同所上中ノ島蔵屋敷今般御用地ニ相成候哉も
　　　難斗候間其旨兼而相心得居候様御内達之趣
　　　奉畏候然ル処彼地ハ例年廻米等も仕候儀ニ付
　　　其懸り定詰家来共も彼是差置屋敷
　　　内外江住居為致候様之次第差向手当不仕候
　　　半而ハ臨期当惑も仕候儀何卒出格之御評議
　　　を以右代地同所栴檀木橋より東之方ニ而相応
　　　之地面被下置候ハヽ難有仕合奉存候此段予奉
　　　内願候以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　六月十四日　　　　　　　　　　永田儀平
　　　　弁事
　　　　　　御役所
A0143-01990_006
　　大坂ニ而
　　　去ル九日越前守蔵屋敷名代牧村清左衛門
　　　町役方江呼出之上御沙汰之趣ニ付同十四日
　　　京都表ニおゐて弁事御役所江別紙之通内願
　　　仕候ニ付尚又留守方之者其表江差出候間此者江
　　　宜御沙汰被成下候様奉願上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　六月十四日　　　　　　伊藤友四郎
　　　　大阪
　　　　　　御役所
　　　　　別紙略之
一六月十五日於弁事官左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　越前
　　　越後表官軍弾薬払底ニ付至急
　　　取調精々彼地江運輸可有之旨被　仰出候
　　　事
　　　　但為手当金五千両被遣候尚渡方之儀者
　　　　　追而可申達事
　　　在国在邑之諸侯重臣を以暑中
A0143-01990_007
　　　天機窺之儀追々伺出候処凡而其儀ニ不
　　　及候此以後暑寒共右之通相心得候様被
　　　仰出候事
（以下、「　」内は抹消）
「一六月十八日三国湊津田彦右衛門手船明徳丸船頭
　　初三郎始十四人乗組昨八月廿九日朝鮮国江漂流候処
　　御国規之通対州江引取置近々於大阪表引渡可申旨
　　対州留守居ゟ申来候ニ付即日永田儀平大坂江罷下ル」
一六月十九日於弁事官左之通御達有之
　　　日本人朝鮮国江漂到候節ハ於彼国厚ク
　　　取扱釜山浦草梁頂之地ニ和館与称し宗
　　　対馬守家来詰合候場所江送届漂着之次第
　　　書翰を以て申越其上対州江迎取漂人之
　　　国所最寄を以長崎府或ハ大阪府江送り届
　　　其府ゟ其領主江引渡可申事
　　一朝鮮人本邦之内所々江漂着候節ハ其最寄之
A0143-01990_008
　　　府藩県より長崎府ヘ送り届其府ニ於て
　　　漂流之顛末相糺し衣粮給与船艦修理
　　　之上対馬守役人江引渡夫より長崎之浦触
　　　を以て対州江為迎取候事
　　　　但浦触之主意者朝鮮人薪水乏しく風波
　　　　　悪敷候節ハ給与候て可相廻との触ニ候事
　　一漂人長崎府より対州江迎取候上対州ニ而更ニ
　　　使者相附彼国江致護送候事
　　一漂人之内死する者あれハ棺斂して送り日本
　　　之地ニ不葬候事
　　　右之通被　仰出候間此段申達候事
一六月十九日於軍務官左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　水野文哉
　　　右海軍御用有之候故早々兵庫軍務官江
　　　出頭可有之候也
A0143-01990_009
　　　　　　　　　　　　　　　大館源紀
　　　右同断
一六月十九日御役名左之通御改被成
　　　　　　大砲隊頭ト　　　　大砲方頭取
　　　　　　大砲小隊長ト　　　大砲物頭
　　　　　　大砲半隊長ト　　　大炮副物頭
　　　　　　大砲分隊長ト　　　大砲隊之面々
　　　右之通被相改候事
一六月廿日於弁事官左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　越前少将
　　　其方事兼而　御沙汰之通至急出馬ハ
　　　勿論ニ候処賊勢益強暴之急報有之候ニ付
　　　差懸リ兵隊五百人迅速越後口江進発
　　　可致被　仰出候事
　　　　　〆
A0143-01990_010
　　　長崎近傍浦上村住民切支丹宗徒之者
　　　先達而諸藩江御預ケ引渡方被　仰出候処
　　　彼地之都合ニ寄今一応御沙汰有之候迄請取
　　　人出張ニ不及候事
　　　　　〆
　　　是迄用来候諸道印鑑弁事局記与有之
　　　候処今度改而弁官事記与相刻候間為
　　　証印影一紙廻シ置候万一前後改候而ハ改所ニ而
　　　不都合出来候間来ル八月朔日より新刻印
　　　相用候尤固場所出張之向江茂為心得可
　　　申達候事
　　　　　〆
　　一徳川内府宇内之形勢云々一札
　　一徳川慶喜天下之形勢不得已云々一札
　　　今般徳川家名相続被　仰付秩禄被下
　　　置候ニ付右制札二枚早々取除可申様被
A0143-01990_011
　　　仰出候事
　　　　　〆
　　　今般金札御製造ハ天下公行産物融通之
　　　御趣向ニ有之諸藩ニ於ても右高ニ応し
　　　借用被　仰付候段過日御沙汰之通ニ候勿論
　　　下々におゐて取引ハ正金同様日用普通之
　　　貨幣ニ有之候処往々不心得之者有之御製
　　　造之御旨趣ニ背き徒ニ金札を以て正金と
　　　両替せしめ姦商共其機に乗し打貨を相む
　　　さほり候哉ニ相聞へ不謂事ニ候向後御取糺之上
　　　無相違におゐてハ双方とも屹度御咎被　仰付候
　　　条為心得申達候事
　　　右之通被　仰出候間末々迄不洩様相触
　　　可申事
一六月廿日先達而越後表江弾薬運輸之御達有之
　ニ付左之通御請書被差出之
A0143-01990_012
　　　越後表官軍弾薬払底ニ付至急取調
　　　精々彼地江運輸可有之旨被　仰出候御書付之趣
　　　奉謹承候然ル処今般出張被　仰出候ニ付而者
　　　莫大之仕出しニ而只今何頃ニ相調候与申詰茂
　　　附兼候次第ニ御座候得共尚又精々取調運輸
　　　仕度奉存候以上
　　　　六月廿日　　　　　　　越前少将
　　　　　　弁事
　　　　　　　　御中
一六月廿日大阪府ゟ御呼出永田儀平罷出候処於裁判
　所対州留守居田中左之助立合漂流人被相渡之
一六月廿日今度越後口江御先手御操出且　御出陣ニ付
　於神明宮宗像宮　御武運長久之御祈祷被　仰付
　為御初穂金五百疋ツヽ被供之
一六月廿日右同断ニ付　御産所御廊下江左之通御張出
　を以被　仰出之
　　　　　　　御先手
　　　　　　　　　条々
A0143-01990_013
　　一途中軍列之順序ニ随ひ押行可申事
　　　　但行軍ハ朝六半時ゟ夕七時迄与相心得可申尤
　　　　　脇道脇寄致間敷事
　　一病人足痛之者ハ其頭之見込を以御目付江
　　　達出可請差図事
　　一往還之輩ニ対シ無礼無之様下々迄可申付
　　　事
　　一於渡船場混雑無之様順々可相渡事
　　一竹木一切伐取申間敷事
　　一宿札剥取申間敷事
　　一宿ニ而亭主江非分なる儀申掛間敷事
　　　右之条々堅可相守者也
　　　　六月
　　　　　軍令
　　一今度会津為御追討出張ニ付一同万事相慎
　　　不作法之儀無之様下々ニ至る迄入念可申事
A0143-01990_014
　　一其手并其組を離れ下知なくして一切罷出
　　　申間敷事
　　　　但無拠用事有之時其旨頭々江相達可任差
　　　　　図事
　　一備頭并頭々之差図ニ従ひ私之異見を立申間
　　　敷事
　　　　但存付有之候ハヽ其筋を以可申達事
　　一乱妨狼藉并私ニ放火致間敷事
　　一軍列之如く前後致す間敷事
　　一陣所之儀奉行渡次第異儀ニ及ふ間敷事
　　一下知なくして陣払并人返之儀一切停止之事
　　　右之条々相背族於有之ハ速ニ可処
　　　厳科者也仍如件
　　　　六月
　　　　　定
　　一鳴物之合図喇叭を用ゆる事
A0143-01990_015
　　一失火之節其手切ニ而消防いたし下知なくして他
　　　の手より駈集間敷事
　　一喧嘩口論并好色乱酒高声堅致間敷事
　　一博奕賭之諸勝負禁制之事
　　一私之魁并場所違之働致間敷事
　　一猥ニ人家ニ立入并押買等致間敷事
　　一浮説流言一切相唱間敷事
　　一無断して放発禁止之事
　　一陣中ニ於て馬取放申間敷事
　　　右之条々於相背者可為曲事者也
　　　　六月
　　　　　一番手
　　　六月
　　　廿四日　　　　　　　　　大炮隊
　　　同　　　　　　　　　　　四番大隊
　　　廿五日　　　　　　　　　一番大隊
　　　　　　　　　　　　　　　監軍
A0143-01990_016
　　　　　　　　　　　　　　　医師
　　　　　　　　　　　　　　遊撃隊
　　　　　　　　　　　　　　　五々六々
　　　同　　　　　　　　　　　諸役輩
　　　廿六日　　　　　　　　　惣小荷駄
　　　　　　　　　　　　　　　医師
　　　右日割之通出立可致事
　　　　　覚
　　一戒（戎ヵ）服色合勝手次第之事
　　一御印赤段染二品相用可申事
　　一雨具勝手次第之事
　　　右之通改而被　仰出候間可被得其意候
　　　　　　　　　　　　　　　御目付
　　一士分以上以下とも陣羽織着用致間敷事
　　一諸下代以下帯刀以上勤之者上胴服着用
A0143-01990_017
　　　不苦尤紋付申間敷事
　　　右之通被　仰出候間可被得其意候
　　　　　　　　　　　　　　　御目付
　　　　　覚
　　　来ル廿二日御印錦小旗相渡候間御先手
　　　帯刀已上其向支配頭等ゟ姓名相認受取ニ可
　　　差出候以上
　　　　　　　　　　　　　　御座所
　　　　　　　　　　　　　　　御武具方
　　　　　〆
（以下、「　」内は抹消）
「一六月廿三日長谷部甚平義今般濃州笠松県知県
　　事被　仰付候処病気ニ付出立御猶予之儀願出候ニ付
　　弁事官江御届被成」
一六月廿三日於軍務官左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　諸藩江
　　　当時在京在坂之兵員并近畿之関門
　　　守衛之兵員等来ル廿九日限当官江可申
　　　出候事
A0143-01990_018
　　一右兵員交代之節時々取調可届出候事
　　　　〆
一六月廿三日於弁事官左之通御達有之
　　一仁和寺宮　　　　　　　　復飾
　　　　但寺務之儀ハ仁和寺門跡ニ而商量
　　一梶井宮　　　　　　　　　同
　　　　但寺務之儀ハ梶井門跡ニ而同断
　　一聖護院宮　　　　　　　　同
　　　　但寺務之儀聖護院門跡照高院門跡同断
　　一華頂宮
　　　　但一宗鎮西々山寺務之儀智恩院門跡ニ而同断
　　　右之通此度改而寺務之儀被　仰出候間諸
　　　国末寺ニ至迄都而指揮を受候様可相心得
　　　夫々府藩県ゟ可相達旨被　仰出候事
一六月廿三日左之通　御座所御廊下江御張出ニ而被
　仰出之
A0143-01990_019
　　　御出馬
　　　　七月五日
　　　右之通被　仰出候間可存其旨者也
　　　　〆
　　　諸手出陣之節朝六時堂形調練場江相揃
　　　軍列可押出事
　　一諸手出陣之節於堂形調練場
　　　御目見被　仰付思召を以諸組以上之者江
　　　御流頂戴被　仰付候事
　　　　但本多興之輔手并狙撃隊之者共本文同様頂戴
　　　　　被　仰付候事
　　一錦小旗左肩先江付可申事
　　一諸手出陣道筋堂形調練場ゟ漆御門下馬
　　　御門前鉄御門神明前舎人御門上江戸町松本
　　　横町加賀御門之事
（以下、「　」内は抹消）
「一六月廿四日今朝大炮隊御操出ニ付堂形調練場江
A0143-01990_020
　　被為　入諸組已上　御目見被　仰付御流被下之畢而
　　於下馬御門前御床机ニ被為　掛行軍　御覧被成
　一六月廿四日今朝大隊二隊御操出ニ付右同断」
一六月廿五日会計官ゟ御呼出御留守居罷出候処先達而
　御達有之候弾薬代金五千両御渡被成
一六月廿六日此度御先手御操出ニ付督府江御直書を以
　左之通御願被　仰越之
（以下、「　」内は抹消）
　　「一翰粛啓秋暑酷敷御座候処各位愈御清
　　　迪被成御勤止欣喜不過之珍重存候長々御対
　　　陣千万御憂慮之程御察申上候」先日ハ「態与
　　　御投簡」出兵之儀御申越ニ付「其砌及貴報ニ訳
　　　柄ニ而」一昨日ゟ先手人数追々為操出申候儀ニ而
　　　不日参着可致就而ハ素々粗暴之者共
　　　不都合之儀可有之哉与昼夜不安存居候
　　　茂昭儀も未タ抱病罷在快境江も運兼候へとも
　　　不遠内出馬仕努力を尽し度猶面接万々
A0143-01990_021
　　　拝承可仕何角も御礼談申上度如斯御座候也
　　　　六月廿六日　　　　　　越前少将
　　　　高倉三位殿
　　　　西園寺右中将殿
　　　　四条大夫殿
（以下、「　」内は抹消）
「一六月廿六日今朝遊撃隊弐隊御操出
　　　但諸事去ル廿四日之通ニ付略之」
一六月廿七日非蔵人口江御呼出御留守居罷出候処長谷部
　甚平儀徴士笠松知県事被免候旨御書付を以御達有之
一六月廿七日於越後高田表督府参謀ゟ青木隼人江
　左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　高倉三位
　　　越後口総督被免候事
　　　　六月
一六月廿七日弁事官江左之通御伺書被差出之
A0143-01990_022
　　　越前守儀病気快方次第越後表江被致
　　　出馬候ニ付而者別紙之御品々御渡被成下候様御儀
　　　御座候哉此段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　六月廿七日　　　　　　永田儀平
　　　　　弁事
　　　　　　　御役所
　　　　　　別紙
　　　　　御旗
　　　　　御軍令状
一六月廿八日軍務官江左之通御届書被差出之
　　　　　覚
　　　惣人数
　　一弐百五拾壱人　　　　　　銃隊
　　　　内百五拾人　　　　　　堺町御門御警衛
　　　　百壱人　　　　　　　　在京
　　　右在京之人数如此御座候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　六月廿八日　　　　　　永田儀平
　　　　　軍務
　　　　　　　御役所
A0143-01990_023
一軍務官江左之通御願書被指出候処御附札を以被　仰出之
　　　兼而被　仰出候徴兵来ル七月中可差出筈ニ
　　　御座候処今般越前守儀会津為征討越後
　　　口江出馬被　仰付多人数出張為仕候ニ付而ハ右
　　　徴兵差出候儀当分御猶予被成下候様此段
　　　奉願旨従国許申付越候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　六月廿八日　　　　　　永田儀平
　　　　　軍務
　　　　　　　御役所
　　　追而御附札ニ而
　　　　願之趣聞届置候事
一六月廿九日弁事官ゟ左之通御達有之
　　　御旗御渡ニ相成候ニ付重臣壱人越前守
　　　名代参　朝可致候軍令状之儀ハ先般
　　　御渡ニ相成候ニ付今度御渡不相成候事
　右ニ付御家老代り水谷織部参　朝候処　御旗一流
A0143-01990_024
　大原左馬頭殿御渡有之
一七月二日左之通諸月番江被仰出之
　　　殿様御儀御脚気御爾々不被遊候ニ付来ル
　　　五日　御出馬之儀御延引被　仰出候尚日限
　　　之儀ハ追而被　仰出筈ニ候右之趣支配末々迄
　　　可被申渡候
　　　　　〆
一七月二日於弁事官左之通御達有之
　　　別紙之通駅逓司ゟ差出候間為心得
　　　相達候間末々迄不洩様布告可有之事
　　　　七月
　　　征討之将軍京都発向之節ハ当御役所之
　　　御印鑑を被請他国滞陣中幕下之士諸方江
　　　往来之節ハ其将軍府之印鑑を人馬帳ニ押シ
　　　通行可被致筈ニ付諸藩御用出兵之向も其
　　　藩定遣高之外過分之人馬入用之節ハ御用
A0143-01990_025
　　　之廉を以当御役所御印鑑を被請可被致通行
　　　左も無之多分之人馬触当候而ハ於宿々大ニ
　　　疑惑を生し継立方却而不都合之儀も可
　　　有之第一前条御布告之御趣意ニ茂相触候儀
　　　ニ付尚又為心得申達候事
　　　　　　　　　　　　　　　駅逓司
　　　諸藩共諸道通行之節已来新規被仰出候
　　　二寸弐分之印鑑ニ而可被致通行尤印鑑七月
　　　廿五日限り当御役所江被差出駅々江も可被差
　　　出置候事
　　　　　　　　　　　　　　　駅逓司
　　　近来駅郷及疲弊候ニ付諸海道とも人馬
　　　賃銭当辰五月より来巳五月迄元賃銭江
　　　六倍五割増被　仰出候ニ付而ハ東海道熱田今切
　　　渡船賃之儀も追々之割増ニ不拘元賃銭之
　　　上江三倍五割増其余諸海道渡船川越等
A0143-01990_026
　　　都而二倍増を以是又来巳五月迄定賃銭ニ
　　　被　仰出候条此旨相心得川場御用無滞相勤
　　　可申事
　　　　　　　　　　　　　　　駅逓司
　　　諸藩東北諸藩諸道出陣先江用便往復
　　　不都合之趣相聞候依之毎月両度ツヽ官便
　　　御仕立ニ相成候間諸藩ゟも要用之書状差出
　　　度儀ハ可届遣候間軍務官江願出可申旨被
　　　仰出候事
　　　　但日限ハ朔望両日御定ニ付其前日迄軍務官江
　　　　公務人持参可致候尤出陣先ゟ新聞有之節ハ
　　　　直ニ写取軍務官江差出可申様被　仰付候事
（以下、「　」内は抹消）
「一七月三日今度仁和寺宮并壬生殿越後口江御出陣
　　之処敦賀表江御止宿ニ付御使者御用人秋田長之丞
　　同所江被差出之左之通御口上書持参之
　　　　秋晴之節御座候処愈御安泰被成御座
A0143-01990_027
　　　　珍重奉存候今般越後口御惣督被蒙
　　　　仰御出馬被成候由御道中御障も不被成御座
　　　　候哉付伺度且又越前守様越後口出張被
　　　　仰付発途仕候ニ付於御出張先万端御心
　　　　添被成度相願旁以使者申上候
　　　壬生殿江
　　　　秋晴之砌之処愈御堅固珍重存候今般越後
　　　　表御発向之由御道中無御障候哉承度且又
　　　　拙者儀越後口出張被　仰付発途仕候ニ付於御出
　　　　先万端御心添被下度御頼旁以使者得御意候
　　　　　　〆
一七月三日軍務官江左之通被差出候処御附札を以
　御差図有之
　　　越前守家来大館源紀儀海軍御用御座
　　　候故兵庫軍務官江出頭可仕旨御書付之趣早
　　　急国許江申越候処同人儀兼而目付役申付置
A0143-01990_028
　　　既ニ今度越前守先鋒兵隊為軍監越後
　　　口江差出専ら枢要為取扱候者ニ御座候得者
　　　別人を以繰替候儀難仕候間今般御用被
　　　命候儀何卒御猶予被成下候様相願可申旨
　　　国元ゟ申付越候間此段御聞届可被下候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　七月三日　　　　　　　永田儀平
　　　　御附札
　　　　　願之通聞届候事
（以下、「　」内は抹消）
「一七月四日今朝本多興之輔出陣ニ付御玄関迄被為
　　出　御意有之興之輔神酒頂戴畢而諸隊江
　　御流被下之」
一七月四日弁事官江左之通御届書被差
　出之
　　　私儀為会津征討越後口江出張被　仰付候ニ付
　　　別紙之通追々為致出張且又私儀も引続
　　　出馬之心得ニ而持病之脚気種々加療養候
A0143-01990_029
　　　得共爾今爾々不仕尚療養少も快次第出馬
　　　可仕候得共先重臣本多興之輔別紙之通手勢
　　　引纏今四日出張為仕候此段御届申上候以上
　　　　七月四日　　　　　　　越前少将
　（以下、「　」内は抹消）
　　　　「軍務御中」
　　　　　別紙
　　　　　　　　　　　　　　　大砲隊
　　　　　　　　　　　　　　　　五拾人
　　　　　　　　　　　　　　　大砲六門
　　　　　　　　　　　　　　　大隊二隊
　　　　　　　　　　　　　　　　　三百五拾人
　　　　　　　　　　　　　　　遊撃隊二小隊
　　　　　　　　　　　　　　　　　百五人
　　　　　　　　　　　　　〆五百五人
　　　　　　　　　　　　　　　軍事方
　　　　　　　　　　　　　　　医師
A0143-01990_030
　　　　　　　　　　　　　　　小荷駄方
　　　　　　　　　　　　　　　造営方
　　　　　　　　　　　　　〆百七人
　　　　　　　　　　　　　　　夫卒
　　　　　　　　　　　　　　　　三百六拾四人
　　　　　　　　　惣〆九百七拾六人
　　　　　　　　　　　　　　本多興之輔
　　　　　　　　　　　　　　　　手勢
　　　　　　　　　　　　　　　兵隊
　　　　　　　　　　　　　　　　百五拾六人
　　　　　　　　　　　　　　　夫卒
　　　　　　　　　　　　　　　　六拾人
　　　　　　　　　　　　　〆弐百拾六人
一七月四日軍事会計官ゟ左之通御達有之
　　　　　覚
　　一草鞋　　　　　　　　　　三拾万足
A0143-01990_031
　　一梅干　　　　　　　　　　弐拾樽
　　　　　　　　　　　　　　　　但四斗入
　　一漬物　　　　　　　　　　弐拾樽
　　　　　　　　　　　　　　　　同断
　　一空俵　　　　　　　　　　百万枚
　　　右官軍御用ニ付早速高田表迄可差出
　　　者也
　　　　　　　　　　　　　　軍事
　　　　七月四日　　　　　　　会計官
　　　　　松平越前守殿
　　　　　　　　　役人中
　右ニ付左之通御請書差出之
　　　官軍御用ニ付草鞋梅干漬物空俵早
　　　急高田表江差出可申旨御達之趣得其意候
　　　右ハ多数之事故早急難相調候得共尚又
　　　取調之上精々運輸可致候此段御承知可被下候
　　　右御請如斯候以上
　　　　　　　　　　　　　　越前少将
　　　　七月四日　　　　　　　役人共
A0143-01990_032
　　　　　　軍事
　　　　　　　会計官
一七月八日於弁事官左之通御達有之
　　　諸寺院願立伺等之儀山城国中ハ京都府
　　　諸国ハ府藩県江可申出候若其難決儀ハ府藩
　　　県より弁事官江可申出候事
　　　　但官位並参　内願等　朝廷江関係候事ハ執
　　　　奏江可申出若執　奏無之分ハ直弁事官江可
　　　　願出事
　　　　　　〆
　　　今般養老之典被為挙府県ニ而ハ八十八歳以上
　　　之者江毎年二人扶持百歳已上江ハ三人扶持下
　　　賜候ニ付而ハ諸藩并中下大夫上士ニ至迄右之
　　　御趣意奉体認夫々所置可致旨被　仰出
　　　候事
　　　　　〆
A0143-01990_033
　　　此度敦賀表江軍務官出張所相設運輸
　　　之便利被取扱候ニ付而ハ越後路出兵之藩々
　　　弾薬其外用物等差送度向ハ可届遣候間
　　　敦賀迄持運ひ右出張所江可願出様被　仰出
　　　候事
一七月八日於軍務官左之通御達有之
　　　来ル十日十一日両日巳刻より未刻迄於河東操練
　　　場厚　思食を以春来戦死之者合祭被
　　　為在候仍之諸藩兵隊於同所慰霊之為志
　　　次第練兵被　仰付候事
一七月十日於弁事官左之通御達有之
　　　万石以下五千石迄
　　　　　　　　　　　　　　東海道
　　　　　　　　　　　　　　　人足拾三人
　　　　　　　　　　　　　　　馬拾三疋
　　　中山道并美濃路北陸道并西近江路西国
A0143-01990_034
　　　街道
　　　　　　　　　　　　　　　人足七人
　　　　　　　　　　　　　　　馬七疋
　　　一五千石以下千石迄
　　　　　　　　　　　　　　東海道
　　　　　　　　　　　　　　　人足七人
　　　　　　　　　　　　　　　馬七疋
　　　右同断
　　　　　　　　　　　　　　　人足三人
　　　　　　　　　　　　　　　馬三疋
　　　一千石以下
　　　　　　　　　　　　　　東海道
　　　　　　　　　　　　　　　人足三人
　　　　　　　　　　　　　　　馬三疋
　　　右同断
　　　　　　　　　　　　　　　人足五人
A0143-01990_035
　　　右之通今般万石以下中大夫下大夫上士
　　　之面々参勤交代并平日共諸街道人馬
　　　遣高　御制限被為立候事
　　　　附今般不図取急上京之節御定賃銭を以
　　　　駅々通行致来候分も有之哉ニ相聞候右ハ未タ帰
　　　　順之道も不相立已前ニ付其分相対賃銭之割
　　　　を以払戻可申事
　　　　　　　　　　　　　　　駅逓司
（以下、「　」内は抹消）
「一七月十一日於御用部屋
　　慶永様御辞職之御書付諸月番江拝見被　仰付之」
一七月十三日於弁事官左之通御達有之
　　　当月下旬
　　　賀茂下上社
　　　行幸被　仰出候事
　　　　但来ル廿一日辰刻被　仰出候処　御風気ニ付御延引
一七月十四日於弁事官左之通御達有之
A0143-01990_036
　　　大阪地是迄外国人開市相成候処今度
　　　改而開港被　仰出候間此段為心得申達候事
一七月十八日於弁事官左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　諸道触頭
　　　右各其触下之諸侯名前国所高等急々
　　　御入用之儀有之候間委細相認来ル廿五日迄ニ
　　　可被差出候事
　　　　但月番触頭ゟ取集可被差出候事
一七月十九日於弁事官勘解由小路殿ゟ左之通御達
　有之
　　　朕今万機ヲ親裁シ億兆ヲ綏撫ス江戸ハ東国
　　　第一ノ大鎮四方輻湊ノ地宜シク親臨以テ其政
　　　ヲ視ルヘシ因テ自今江戸ヲ称シテ東京トセン
　　　是朕ノ海内一家東西同視スル所以ナリ
　　　衆庶此意ヲ体セヨ
　　　　辰七月
A0143-01990_037
　　　　右
　　　　詔書
　　　慶長年間幕府を江戸ニ開きしより府下日
　　　々繁栄ニ赴候ハ全ク天下之勢斯ニ帰シ賃財随而
　　　聚リ候事ニ候然ルを今度幕府を被廃候ニ付而ハ
　　　府下億万之人口頓ニ活計ニ苦ミ候者も可
　　　有之哉与不便ニ被　思食候処近来世界各国
　　　通信之時態ニ相成候てハ専ら全国之力を平均シ
　　　皇国御保護之目途不被為立候てハ不相叶
　　　事ニ付屡東西　御巡幸万民之疾苦をも
　　　被為　問度深キ
　　　叡慮を以テ
　　　御詔文之旨被　仰出候孰レも篤与御趣意ヲ
　　　奉戴シ徒ニ奢靡之風習ニなれ再ひ前日ノ
　　　繁栄ニ立戻り候を希望し一家一身之覚悟
　　　不致候てハ遂ニ活計を失ひ候事ニ付向後銘々
A0143-01990_038
　　　相当之職業を営ミ諸品精巧物産
　　　盛ニ成り行き自然永久之繁栄を不失様
　　　格段之心懸可為肝要事
　　　　　〆
　　　今般東京ニ於て当分鎮将府被立置駿
　　　河以東十三ケ国駿甲豆相武房上下総常
　　　上下野奥羽可為支配被　仰出候間此段相達
　　　候事
　　　　　〆
　　　　　東京在勤
　　一鎮将
　　　右東国事務ヲ総裁ス
　　一議定
　　一参与
　　　右立法之権ヲ執議定官之体ニ法ルヘシ
　　一判事分課
　　　諸侯軍務社寺刑法会計
A0143-01990_039
　　一弁事
　　　右行法之権ヲ執行政官之体ニ法ルヘシ
　　　史官　筆生
　　　右鎮将被差置東国政務御委任被
　　　仰付候ニ付駿甲相武房上下総常上下野奥
　　　羽
　　　十三ケ国管轄致シ可申尤大事件ハ時々
　　　奏聞ヲ遂候様被　仰付候事
　　一東京府
　　　知府事
　　　判府事
　　　権判府事
　　　京摂ハ申ニ不及諸府県ニ至ル迄政務一定之
　　　規則被為立候御趣意ニ付彼是齟齬不致様
　　　被　仰出候事
　　　　但諸藩ニ於ても御趣意ヲ奉体認右政体ニ法リ
A0143-01990_040
　　　　追々改革終ニ天下一定之規則相立候様之心懸
　　　　可為肝要候事
　　　　　　〆
　　　石清水放生会自今中秋祭与被　改候事
一七月廿日於弁事官左之通御達有之
　　　来ル廿三日
　　　護良親王祭日ニ付於河東操練場神座
　　　相設祭典式被　仰出候事
　　　右ニ付辰刻より申刻迄之内議定一人参与一人
　　　弁官事一人并各官知事京都府知事参
　　　拝之事
　　　　但各官知事并知府事差支候ハヽ副知事判事
　　　　参拝之事其余諸官銘々参拝可為勝手事
　　一諸人参拝之儀被差許候事
　　一詩歌献供并諸藩練兵式備神覧候儀
A0143-01990_041
　　　御免被　仰出候事
　　　　但神前詰之者江夫々相改不及混雑様可致事
　　　右之通被　仰出候事
一七月廿日於軍務官左之通御達有之
　　　　　各藩江達章
　　　諸道出兵先より致上京候者有之候節ハ時々
　　　直ニ面会致シ出先之形勢合戦之情実
　　　可承候間当人早々当官江出頭候様可致
　　　御沙汰候事
　　　　　海江田武次口達ニ而
　　　当節柄悉非免務無之候得共取分兵事者
　　　至急之儀奥羽越江戸其他遠境之事情
　　　親　御聞上被成度候間諸道出兵先ゟ貴賤之
　　　無差別帰京いたし候ハヽ戦争之有無ニ不拘
　　　直ニ当官江罷出事実巨細ニ可申上右者
　　　戦兵之苦情を厚被　思召候より前条之通被
A0143-01990_042
　　　仰出候儀ニ付帰京之上何等不申出追而相知レ候ハヽ
　　　不都合ニ可相成儀ニ付右之趣不相洩様御触
　　　下江御布告御座候様分而海江田武次申聞
　　　候事
一七月廿二日役名左之通御改被成
　　　已来惣与内検地奉行与　　与内検地奉行
　　　已来惣与内立合与　　　　与内立合
一七月廿二日御藩印出来ニ付弁事官并駅逓司九門江
　左之通被差出之
　　　越前　　　　　　　　　　松平越前守
　　　藩印
（以下、「　」内は抹消）
　　「九門并宿駅江
　　　越前
　　　　印鑑」
A0143-01990_043
一七月廿三日志比谷永平寺ゟ左之通弁事官江相願
　候ニ付御添願被差出之
　　　永平寺ゟ別紙之通及出願候間宜
　　　御沙汰可被成下候以上
　　　　七月廿三日　　　　　　松平越前守
　　　　　弁事御中
　　　先月六日宗門之制度当寺江奉蒙　仰
　　　候節総持寺江別段被為　仰達候御趣意御座
　　　候由奉承知候右ハ当寺ニ茂相心得罷在候様仕度
　　　万一制度ニ差支候儀も御座候而ハ乍憚之至ニ
　　　奉存候間何卒右御達書之御趣意当寺江も
　　　被　仰聞被下度奉仰願候以上
　　　　　　　　　　　　　　越前
　　　　七月　　　　　　　　　永平寺
　　　　　弁事
　　　　　　　御役所
A0143-01990_044
一七月廿三日於弁事官左之通御達有之
　　　百姓町人共聊之由縁を以宮堂上方江入込
　　　用達又ハ館入抔与相唱へ提灯等ニ御用与記し
　　　或ハ紋印を付権威ケ間敷振舞いたし候者往々
　　　有之哉ニ相聞ヘ兼而御布令之趣も弁へなから
　　　右様之所為ハ不届之至ニ候若已来相改さる
　　　者ハ見付次第召捕へ御詮議可有之候間屹度
　　　相心得候様被　仰出候事
一七月廿九日於越後表督府ゟ左之通御達有之
　　　先般御達相成候小銃弾薬早々三国港江差
　　　出蒸気船差廻シ次第御引渡相成候様御取斗
　　　可被成候以上
　　　　　　　　　　　　　　北軍
　　　　七月廿四日　　　　　　総督府
一七月廿九日於弁事官左之通御達有之
　　　三等官之外宮堂上諸侯を初都而参
　　　朝之節牽馬九門外ニ可差置事
A0143-01990_045
　　一宮堂上諸侯を初都而参
　　　朝之節供溜り分配有之候所外江勝手ニ幕
　　　張等致し溜所相構候儀不相成候事
　　一同参　朝之節供連定則之外兵隊召連候
　　　儀ハ其限ニ無之旨兼而被　仰出有之候得共九門
　　　内御場所狭小混雑及ひ候付以来ハ兵隊之
　　　分九門外ニ差置可申事
　　　右之通被　仰出候事
一七月廿九日軍務官江左之通御届書被差出之
　　　　　　　　　　　　　　　越藩帆前船
　　　船名富有丸　木製
　　　原名　ボウリン
　　　長サ二十二間
　　　幅五間
　　　頓数二百四十ツトン
　　　檣数二本
A0143-01990_046
　　　右彼千八百五十八年亜国製造之船
　　　慶応元丑年閏五月中於長崎湊買入
　　　仕候
　　　　船印
　　　　　藩簱
（図あり）
　　　　　赤　　　　　赤
　　　　　白　　　　　紋赤
　　　　　赤　　　　　赤
　　　　　　　〆
一七月廿九日去ル十八日御達之趣ニ付月番触頭和歌山藩江
　左之通被差出之
　　　　　覚
　　　越前国足羽郡福井　　　　　触頭
　　　一高三拾弐万石　　　　　　　松平越前守
　　　同国坂井郡丸岡　　　　　　右触下
　　　一高五万石　　　　　　　　　有馬遠江守
　　　同大野郡大野　　　　　　　同
　　　一高四万石　　　　　　　　　土井能登守
　　　同今立郡鯖江　　　　　　　同
　　　一高四万石　　　　　　　　　間部下総守
　　　同大野郡勝山　　　　　　　同
　　　一高二万二千七百七拾七石　　小笠原左衛門佐
A0143-01990_047
　　　同敦賀郡敦賀　　　　　　　同
　　　一高壱万石　　　　　　　　　酒井右京亮
　　　若狭国遠敷郡小浜　　　　　同
　　　一高拾万三千五百五拾八石余　酒井若狭守
　　　　　　〆
（以下、「　」内は抹消）
「一七月非蔵人口江永平寺御呼出ニ而左之通御達有之旨
　　役寺ゟ相達之
　　　　　　　　　　　　　　　総持寺
　　　　当寺之儀賜紫衣直ニ参　内出世本寺
　　　　之儀ニ候得共元来永平寺之別寺ニ候得ハ甲乙
　　　　之廉顕然候間今度御一新之折柄是迄輪番
　　　　住持相止宗門碩徳之僧を為致選挙致昇
　　　　住総本寺与而立候ニ念慮を相志専宗門
　　　　振起教化を以可奉報　国恩旨被　仰出候事
　　　　　六月
　　　　右之通被　仰出候事」
一七月廿九日高田表会計方ゟ左之通宿継を以申来ル
　　　兼而其藩江相達置候漬物等之類未タ出来
A0143-01990_048
　　　不致候哉此節御払底而已ならす出先ニおゐて
　　　買調候義も難出来弥以差閊候ニ付左之員
　　　数一時ニ差出方六ケ敷候ハヽ出来合丈八月
　　　朔日迄ニ無相違運送可有之候事
　　　　　　　　　　　　　　軍事
　　　　七月廿五日　　　　　　会計方印
　　　　　越前少将殿
　　　　　　　　役人中
　右ニ付即日左之請書御役人共ゟ宿継を以差出之
　　　去ル廿五日附之書面今廿九日暁卯之刻相達
　　　兼而当藩江相達被置候漬物等之類運送
　　　云々之趣致承知候右ハ先般御達之砌ゟ
　　　精々取調去ル廿二日ゟ出来次第出船為致申
　　　事ニ候着船之上ハ其表出張之先ゟ御達可申
　　　筈ニ候此段御承知可有之候右御答如此ニ候以上
　　　　　　　　　　　　越前少将
　　　　七月廿九日　　　　　　役人共
A0143-01990_049
　　　　　軍事
　　　　　　　会計方
一八月四日於弁事官左之通御達有之
　　　近年有志之輩天下形勢不可已之処より
　　　往々藩籍を脱し四方ニ周流之義を唱へ
　　　難に殉シ数百年偸惰之風を一変し大ニ国
　　　家偸脈を維持して今日　朝廷御復古之
　　　運ニ際会するも自ら其唱首之力ニ資する
　　　もの不鮮候然るに　朝政一新万機
　　　御親裁之秋与相成候而ハ　皇国一体之政令
　　　被為立府藩県共一途ニ相帰し今後万民
　　　天下ニ於て不可帰府藩県有之間敷候仮初
　　　ニも其戸籍を脱し浮浪ニ而其身を終り
　　　或ハ其本を離れ別に容る候処有之候而者
　　　大に　御政体ニ相背き万一脱走之風盛ニ
　　　行れ僥倖之道相開ケ法に戻り制を破り
A0143-01990_050
　　　候様成行候而ハ唯々其国家を維持せらるへき哉
　　　既ニ当春浮浪之義ニ付被　仰出も有之候得共
　　　尚又従前之功を不没将来之害を被為防
　　　天下有志之輩と共に法を執り制を立へき
　　　御趣意を以て旧来脱藩等之輩此度
　　　夫々旧地江復帰し戸籍を正し信義を
　　　全し其進退再ひ当を得一新之　御政治
　　　稗補候様被為成度ニ付其所置可在之旨被
　　　仰出候事
　　　　〆
　　　就来九日
　　　賀茂下上社
　　　行幸従七日晩至　還幸　御神事候事
　　　　〆
　　　　　　　　　　　　　　　伊達陸奥
　　　　　　　　　　　　　　　上杉弾正
A0143-01990_051
　　　被止官候旨被　仰出候事
一八月四日於敦賀表軍防官左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　越前
　　　　　　　　　　　　　　　富有丸江
　　　今般佐土原兵隊并諸器械等積込ミ至
　　　急ニ越後今町港江向ケ出帆可有之候事
　　　　但シ今町港水揚相済候ハヽ尚又御用之儀
　　　　候間早々当港へ帰帆之上可受差図もの也　　　　　　〆
　　　　　　　　　　　　　　　越前藩江
　　　方今北越賊熇再熾官軍多難之折柄
　　　兵隊并諸器械兵食等輸漕方必至御
　　　差支中其藩富有丸入港候処士官之者
　　　乗合無之趣ニ付速ニ人撰いたし至急御用
　　　弁相勤候様更ニ　御沙汰候事
　　　　但兼而御布令之通出張先江差廻し度諸
　　　　品類も候ハヽ敦賀港江運輸之上可願出者也
A0143-01990_052
　右ニ付左之通御請書差出之
　　　当藩富有丸江今般佐土原兵隊并諸器
　　　械等積込ミ至急ニ越後今町港江向ケ出航
　　　有之於同港水揚相済候ハヽ尚又御用之儀候間
　　　早々敦賀港江帰帆之上御差図可請旨
　　　御書付之趣致承知候然ル処当時越前守先手
　　　人数越後表江出張致し居候ニ付而ハ弾薬を始
　　　運送方陸行候而ハ万事差支候ニ付今町港
　　　迄御用之儀ハ相勤可申候間帰帆之儀ハ御
　　　猶予奉願上置候様被申付候右御請旁如斯
　　　御坐候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　八月五日　　　　　　　役人共
一八月五日於非蔵人口左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　越前藩
　　　越後口弾薬払底ニ付五十万発分取調
A0143-01990_053
　　　早急運輸可致様被　仰付候事
　　　　但代料之儀ハ追而御下渡之事
一八月五日於弁事官左之通御達有之
　　　先般海内一家東西同視之
　　　思食を以て東京之儀被　仰出候処当春卒
　　　然兵馬之事起候より以来東国無事之蒼
　　　生賦類之為ニ塗炭ニ陥り流離艱難其生
　　　を聊せす依之　御親臨御綏撫被　遊度
　　　非常御手軽　御行装を以て不遠　御出輦
　　　可被為在之旨被　仰出候事
　　　　〆
　　　　詔書之写
　　　朝網一たひ弛みしより政権久しく武門に
　　　委す今朕祖宗之威霊ニ頼り新ニ皇統を
　　　紹き大政古に復す是大義名分の存す所
　　　にして天下人心の帰向する所以なり嚮に
A0143-01990_054
　　　徳川慶喜政権を還す亦自然の勢況や
　　　近時宇内形勢日に開け月に盛なり此
　　　際に方て政権一途人心一定するに非されハ
　　　何を以て国体を持し紀網を振はんや茲に
　　　於て大ニ政法を一新し公卿列藩及ひ四
　　　方の士と与に広く会議を興し万機公
　　　論ニ決するは基より天下の事一人乃私する
　　　所に非す然るに奥羽一隅いまた皇化に服
　　　妄ニ陸梁し禍を地方ニ延て朕甚これを
　　　患ふ夫四海の内孰か朕の赤子ニあらさる
　　　卒士之浜亦朕の一家なり朕庶民に
　　　於て何そ四隅乃別をなし敢而外視する
　　　事あらんや惟朕の政体を妨け朕の
　　　生民を害す故に已を得す五畿七道之
　　　兵を降し以て其不廷を正す顧ふに奥羽
　　　一隅の衆豈悉く乖乱昏迷セんや其間
A0143-01990_055
　　　必す大義を明にし国体を弁する者あらん
　　　或ハ其力及はす或ハ勢支ふる能はす或ハ
　　　情実通せす或ハ事体齟齬し以て今日ニ
　　　至るかくの如くのもの宜く此機を失はす速ニ
　　　其方向を定め以て其素心を表せは朕
　　　親しく撰ふ所あらん仮令其党類と雖とも
　　　其罪を悔悟し改心服帰せは朕豈これを
　　　隔視せむや必処するに至当の典を以て
　　　セん玉石相混し薫蕕共に同くするは忍ひ
　　　さる所なり汝衆庶宜しく此意を躰認し
　　　一時の誤りに因て千載の辱を遣すことな
　　　かれ
　　　　　〆
　　　府藩県一定之御規則不相立候而ハ御政令多岐ニ
　　　渉り弊害不少候就而ハ差当り京都府ニ於而
　　　相定候規則書遍く御示シニ相成候間若シ其土
A0143-01990_056
　　　地民俗ニより難被行条件且別ニ良法心付候等
　　　之儀ハ一々詳論太政官江可申出追而御斟
　　　酌永世一定ノ御規則可被為立旨被　仰出候事
　　　　但見込存付之儀ハ八月中ニ差出可申事
一八月九日於弁事官左之通御達有之
　　　御用之儀候間諸侯当主嫡子官位年
　　　齢等相記シ来ル十三日迄ニ可差出事
一八月十日於弁事官左之通御達有之
　　一諸国税法之儀其土風を篤与不相弁新法
　　　相立候而ハ却而人情ニ戻り候間先一両年者
　　　旧貫ニ仍り可申若苛法弊習又ハ無余儀
　　　事件等有之候ハヽ一応会計官江伺之上所置
　　　可有之事
　　一諸府県共役向諸事相心得候者一両人上京
　　　為致置彼是之御用弁相弁候様可致事
　　一税納方諸府県諸藩御願所共金ハ会計
A0143-01990_057
　　　官米ハ大坂会計官江当辰年より上納
　　　可致事
　　　　但
　　　　御所二条両御蔵所納之儀可為是迄之通事
　　一諸府県月給其外諸入用凡積を以租税之
　　　内ニ而金穀儲置夫々取斗致し皆納之節会
　　　計官江明細勘定帳差出候様可致事
　　一旧幕麾下釆邑没収之分ハ最寄之府県
　　　并諸藩御預所可為支配其他御処置未タ
　　　無之分ハ当分同様支配致し租税取立置会
　　　計官江可届出事
　　一丁銀豆板銀通用停止被　仰出候ニ付而ハ是迄
　　　貢米代り其外小物成運上物等一切可為金
　　　納事
　　　　但壱両ニ付永壱貫文銀ハ六拾目換之算当たる
　　　　へき事
A0143-01990_058
　　　右之通被仰出候事
一八月十日越後口惣督府会計方国枝岩太郎今日
　福井江着左之通御書付を以相達之
　　　　　　　　　　　　　　　越前江
　　　軍費金之儀兼而会計官江被　仰遣置候之処
　　　未タ到着無之此節追々御進軍ニ付差向
　　　金弐万両御用候間柏崎御本営迄至急
　　　可被差送候御償方之儀ハ追而会計官ゟ
　　　御戻シ入ニ可相成候条総督宮仍御沙汰
　　　早々相達候事
　　　　　　　　　　　　　　兵部卿宮
　　　　八月三日　　　　　　　参謀
　右ニ付左之通御請書被差出之
　　　軍費金之儀差向御用ニ付至急可差送
　　　旨云々御達之趣奉拝承候右ハ不取敢調達
　　　仕ハ勿論ニ御座候処追々出兵ニ付而ハ用途差
A0143-01990_059
　　　湊必至差支ニ付甚以乍不本意御請ニ及兼候
　　　乍併前条至急之御場合ニ付精々取調壱
　　　万両直様調達仕候尚委細之儀ハ会計方
　　　国枝岩太郎殿江申送候間御聞取被下候様奉
　　　存候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　八月十日　　　　　　　重臣共
一八月十一日去ル五日越後口江弾薬運輸之儀御達ニ付
　左之通被差出之
　　　越後口弾薬払底ニ付五十万発分取調
　　　早速運輸可致旨被　仰付候御書付之趣承知
　　　仕候右ハ尚又別紙を以奉申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　越前少将内
　　　　八月十一日　　　　　　伊藤友四郎
　　　　　別紙
　　　先般御達後都合弐拾七万発運輸仕尚
A0143-01990_060
　　　追々運輸可仕候就而ハ此中相願候船早急御下ケ
　　　渡相成候様更ニ奉願上候且又官軍御用ニ付
　　　御達之趣有之ニ付至急取調差出申事ニ御座候
　　　此段も御達申上置候以上
　　　　　覚
　　　一軍費金　　　　　　　　壱万両
　　　一草鞋　　　　　　　　　三十万足
　　　一梅干　　　　　　　　　弐拾樽
　　　　　　　　　　　　　　　　但四斗入
　　　一漬物　　　　　　　　　弐拾樽
　　　　　　　　　　　　　　　　但同断
　　　一空俵　　　　　　　　　三万枚
　　　右官軍御用ニ付高田表江差出申候以上
一八月十一日軍務官江左之通御届書被差出之
　　　越前守先鋒七月十五日越後国長岡表江
　　　着直ニ　御本営ゟ御達ニ付十六日十七日両日ニ
　　　与板口別紙之通六ケ所江出張同十六日同断
　　　御達ニ付同十八日出雲崎口別紙之通弐ケ所江
A0143-01990_061
　　　出張日々敵塁江相対シ及砲戦同廿九日諸
　　　軍進撃之御達ニ付当月朔日二日与板口出
　　　雲崎口とも諸口進撃弊藩持場乙茂口
　　　有賀清門高村藤兵衛隊敵塁馬草村江
　　　攻入砲台を乗取柿木藤巻茂同様相進
　　　笠脱ハ武曽権左衛門隊相進烈戦敵之巣
　　　窟小島谷江乗入続而林藤五郎隊并見立山
　　　之遊撃隊進入柿木山上栃屋政之助隊も
　　　同様相進川岸遊撃隊江与板川を打渡し相進ミ
　　　散兵を以小島谷辺ゟ敗走之賊兵を打散シ
　　　且又堀十兵衛菅沼司馬隊も共ニ相進ミ元与板
　　　本多門左衛門隊茂同様別紙之通進撃致し
　　　遂ニ地蔵堂村江集会軍議之上又々別紙
　　　之通相進候趣ニ御座候且又本多興之輔義ハ
　　　七月廿四日柏崎江着直ニ御惣督府ゟ御達
　　　ニ付即晩出雲崎江人数出張是も追々進撃
A0143-01990_062
　　　興之輔義も当月二日同所江出張致し候趣ニ御座候
　　　右ハ出陣先ゟ申越候概略不取敢御届申上候
　　　尚委細之儀ハ追而可申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　越前少将内
　　　　八月十四日　　　　　　伊藤友四郎
　　　　　軍務
　　　　　　　御役所
　　　　　覚
　　　　　　　　　　　　　　分隊長
　　　深手　　　　　　　　　　薗田豊之助
　　　　　　　　　　　　　　遊撃隊
　　　手負　　　　　　　　　　田中新太郎
　　　　　　　　　　　　　　土坑隊長
　　　同　　　　　　　　　　　東方新吾
　　　　　　　　　　　　　　栃屋政之助隊
　　　同　　　　　　　　　　　斎木幸大夫
　　　　　　　　　　　　　　林藤五郎隊
　　　同　　　　　　　　　　　木村綱三郎
　　　　　　　　　　　　　　有賀清門隊
　　　深手　　　　　　　　　　岩佐林太郎
A0143-01990_063
　　　手負　　　　　　　　　　夫卒四人
　　　右之通ニ御座候以上
　　　　　覚
　　　　　　　　　　　　　　遊撃隊五々
　　一川岸　　　　　　　　　　坂野壮九郎
　　　　六ケ所
　　一柿木　　　　　　　　　　栃屋政之助
　　　　一ケ所　　　　　　　　　一小隊
　　　右七月十六日出陣
　　一笠脱山ノ尾　　　　　　　武曽権左衛門
　　　　高遠持場一小隊　　　　　一小隊
　　　　　　　　　　　　　　遊撃隊
　　一見立山之先キ　　　　　　織田三大夫
　　　　［長州富山］持場二小隊
　　　　　但内富山与交代
　　　　右一ケ所
　　一阿弥陀瀬山之上　　　　　林藤五郎
　　　　高田持場一小隊　　　　　一小隊
A0143-01990_064
　　一元与板山之上　　　　　　本多門左衛門
　　　　飯山持場一小隊　　　　　一小隊
　　　右七月十七日出陣
　　一川岸　　　　　　　　　　大砲一門ツヽ
　　　　見立山之先キ　　　　　　大砲隊
　　　　右二ケ所　　　　　　　　　　一分隊ツヽ
　　　右七月十八日出陣
　　　　　覚
　　　　　　　　　　　　　　原村川岸
　　　　　　　　　　　　　　遊撃隊五々
　　　　　　　　　　　　　　　坂野壮九郎
　　　右中条村迄進軍
　　　　　　　　　　　　　　見立山之先キ
　　　　　　　　　　　　　　遊撃隊六々
　　　　　　　　　　　　　　　織田三大夫
　　　右富岡村迄進軍
　　　　　　　　　　　　　　元与板山之上
　　　　　　　　　　　　　　　本多門左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　一小隊
A0143-01990_065
　　　右田尻村迄進軍
　　　　　　　　　　　　　　笠脱山之尾
　　　　　　　　　　　　　　　武曽権左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　一小隊
　　　　　　　　　　　　　　阿弥陀瀬山之上
　　　　　　　　　　　　　　　林藤五郎
　　　　　　　　　　　　　　　　一小隊
　　　　　　　　　　　　　　柿木村山之上
　　　　　　　　　　　　　　　栃屋政之助
　　　　　　　　　　　　　　　　一小隊
　　　右三小隊共島崎村迄進軍
　　　　　覚
　　一乙茂　　　　　　　　　　有賀清門
　　　　　　　　　　　　　　　　一小隊
　　　　　　　　　　　　　　　高村藤兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　　一小隊
　　　　　　　　　　　　　　　大砲隊
　　　右七月廿日出陣
　　一藤巻　　　　　　　　　　堀十兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　　一小隊
A0143-01990_066
　　　　　　　　　　　　　　　菅沼司馬
　　　　　　　　　　　　　　　　一小隊
　　　右同日出陣
　　一右何茂諸藩与致交代候事
　　　　　覚
　　一琉球包　　　　　　　　　　弐箇
　　一弾薬箱　　　　　　　　　　四ツ
　　　　庄内木本隊与有之
　　一テント棒
　　　　庄内木本組与記シ有之
　　一大砲玉　　　　　　　　　　弐箱
　　一撃発銃　　　　　　　　　　九挺
　　一背負玉箱　　　　　　　　　二ツ
　　一番刀　　　　　　　　　　　十八本
　　一油紙包胴乱早合入
　　一莚包　　　　　　　　　　　一箇
　　　　　　　　　　　　　　　　　衣類入
A0143-01990_067
　　一半銅モロチール　　　　　　一門
　　　右之通分捕品御座候以上
一八月十一日四条大夫殿ゟ左之通御直書を以被仰越之
　　　令拝啓候時候秋冷弥御安全珍重奉候抑
　　　北越賊徒強盛ニ付於貴藩追々兵隊被操
　　　出御尽力之段今惑悦之日々賊徒も落去
　　　追々及平定ニ就而ハ民政向多端手広ニ而
　　　判事等被差下候内南部彦助在勤有之
　　　候処　宮御下向之節聊行違之儀ニ而一時之
　　　権ニ仍暫時引籠罷在候得共此節出仕被
　　　仰付候然ル処本人強而辞職申立候得共人少
　　　切迫之折柄令説得候ニ付漸勘弁可相勤心
　　　底ニ相成候ニ付而ハ同人附属之人体等御差添
　　　無之而ハ難相勤由尤之次第ニ付此段御承知
　　　之上早々可然人体御差越可給候様頼入存候
A0143-01990_068
　　　先ハ当用而已如斯候也
　　　　八月七日　　　　　　　隆平
　　　　　越前少将殿
（以下、「　」内は抹消）
　右ニ付左之通「御直書を以」御答被仰進之
　　「芳牘忝雪手拝誦仕候如来諭秋冷之体
　　　愈御安健被成御奉戦珍重不斜存候抑」北越
　　　賊徒日々落去追々及平定趣「恐悦此事ニ候」
　　　就而ハ民政向御多端之旨嘸々と致遠察候
　　　依而ハ賤臣南部彦助附属人之儀縷々御指
　　　表之趣具致承知候賤臣之儀ニ付意外之
　　　御懇諭預り候儀何とも汗顔恐縮之仕合
　　　早速御請も仕度候処当時其表江出張ハ
　　　勿論同姓慶永在勤ニ付而ハ京都始太政
　　　官会計方江も多人数差出し置甚無
　　　人ニ付夫々家来共江人撰申付候得共速ニ可
A0143-01990_069
　　　然人体差出候儀ハ難相調旨ニ候間此段
　　　不悪御汲察被下候様所仰候右貴報迄早々
　　　如斯候也
　　　　　　　　　　　　　　越前少将
　　　　八月十一日　　　　　　茂昭
（以下、「　」内は抹消）
「追而時下御自愛奉祈候僕宿痾少々快方ニ候へとも
　いまた出馬与申所へハ至兼不止事ニ御座候以上」
一八月十二日弁事官江左之通御届書被差出之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　　　　　　　　　　　　　　当辰三十三歳
　　　一正四位左近衛権少将
　　　一嫡子無御座候
　　　右之通御座候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　八月十二日　　　　　　伊藤友四郎
（以下、「　」内は抹消）
「一八月十四日於御用部屋左之通御家老申渡之」
一八月十四日牧民会計局御取立相成候事
A0143-01990_070
（以下、「　」内は抹消）
「　　　　　　　　　　　　　　出淵伝之丞江
　　　此度牧民会計局御取建ニ付近来御端立省
　　　之候産業之儀右局江御附属相成候此段可
　　　被取扱候
　　　　　　　　　　　　　　　内田閑平江
　　　此度牧民会計之儀商農之手江御任セニ相成
　　　候間取調之上金銀共附送候様可被取扱候
　　　　　　　　　　　　　　　内田閑平
　　　此度牧民会計局御取建ニ付産業会所
　　　之儀御廃止相成筈ニ付是迄仕来之廉々取調
　　　之上附送候様可被取扱候
　　　　　　　　　　　　　　　松原孫七郎
　　　　　　　　　　　　　　　沢木又八郎
　　　右同断御取建ニ付御札所之儀已来右局江
　　　御附属相成候依之夫々取調之上附送候様可
　　　被取扱候尚委細ハ評定局江可被相伺候
　　　　　　　　　　　　　　　内田惣右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　三国与兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　山口小左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　山田又左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　松井耕雪
　　　右之者共此度牧民会計局御取建ニ付諸
　　　事取調被　仰付候
　　　　但出淵伝之丞ゟ申渡之」
A0143-01990_071
一八月十四日於弁事官左之通御達有之
　　　当辰年之儀国ニ寄戦争又ハ風水災等も
　　　有之米価沸騰諸民難渋之趣相聞候
　　　依之当年酒造之儀元高之三分一仕込可
　　　申万一心得違過造等いたし候ものハ厳重
　　　御咎可被　仰付候条此段向々ゟ酒造人共江可
　　　相達事
一八月十六日於弁事官左之通御達有之
A0143-01990_072
　　　　　　　　　　　　　　　賀陽宮
　　　兼而御不審之筋有之被止参　朝謹慎
　　　被　仰付置候処頃日不軌を謀候趣全一己之存
　　　慮ニ而徳川慶喜等江密使差遣し可内応
　　　陰謀及露顕
　　　勅使を以御糺明相成無相違旨言上然るニ
　　　慶喜ニ於而ハ悔悟恭順愈以謹慎罷在候処
　　　皇族として不容易所為甚以不届至極ニ付
　　　厳重之御沙汰ニ可被及筈ニ候得共格別之
　　　叡旨を以寛大之典ニ被行親王弾正尹
　　　宣旨二品位記并御養子被　召上安芸
　　　少将江御預被　仰出候事
　　　右之通賀陽宮江御沙汰ニ相成候間為
　　　心得相達候事
　　　　　〆
　　　右之通賀陽宮江御沙汰相成候付而者
A0143-01990_073
　　　向後朝彦与相称し候事
一八月十七日於弁事官左之通御達有之
　　　来ル廿七日辰刻
　　　御即位被　仰出候事
一八月十八日葛巻九馬去ル十二日越後国五泉宿陣出立
　今朝　御座所江着彼地戦争之事情申達候ニ付即日
　左之通軍務官江御届書被差出之
　　　先日越後表進撃之次第不取敢御届仕候後
　　　越前守先隊与板口之諸隊五泉与申処江相
　　　会し夫より去ル十日諸手津川口進撃ニ相成
　　　弊藩本多門左衛門隊笹原与申所ゟ馬下村江相進ミ
　　　佐取之敵与烈敷及戦争候翌十一日小松村辺ニ
　　　相備候弊藩五番遊撃隊并大砲隊先陣ニ
　　　相進ミ及奮戦遂ニ賊塁を乗取其節井原
　　　立二一番ニ関門を乗入候処潜伏致居候賊兵
　　　短兵を以相向候ニ付立二永見数馬中村禄三郎
A0143-01990_074
　　　梯彦之進等立合賊両人討取揚首級申候
　　　馬下之方門左衛門隊茂其機ニ乗し速ニ進撃
　　　之処賊徒烈敷相防候ニ付同隊嚮辱役
　　　柴山半蔵敵中江忍入放火致し候処賊兵屯り
　　　兼敗走遂ニ佐取之要害を乗取候同村
　　　栃屋政之助隊ハ敵之横合山上より砲撃致し
　　　阿賀川西之山上ニ斥候を兼相備居候門左衛門
　　　隊茂同敷発砲応援致し候趣右遊撃隊
　　　猛進中手負別紙之通ニ御座候賊兵散々ニ
　　　敗走石間与申所之関門ニ逃集候ニ付尚軍議
　　　之上別紙之通出張追々進入之筈ニ御座候由且又
　　　出雲崎口之方ハ弥彦山を打越し進撃致し
　　　同十一日弊藩六々遊撃隊并堀十兵衛隊岩
　　　舟与申所江相進ミ已ニ村上城江茂一番ニ乗入
　　　黒川与申所迄相進ミ候由御座候得共未タ委敷
　　　報告無御座右両口とも討取討捨多分有之候
A0143-01990_075
　　　分捕茂相知レ候分別紙之通ニ御座候右者今度
　　　越前守家来葛巻九馬罷帰相達候概略
　　　不取敢此段御届申上候尚追々相分り次第可申上候
　　　已上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　八月十八日　　　　　　永田儀平
　　　　　軍務
　　　　　　　御役所
　　　　　覚
　　　赤坂口出張　　　　　　　五々
　　　石間之敵ニ対ス　　　　　　　遊撃隊
　　　右同断　　　　　　　　　大炮隊
　　　草水小松辺　　　　　　　栃屋政之助隊
　　　山上江出張
　　　馬下ゟ川上山上之　　　　本多門左衛門隊
　　　敵ニ対ス
　　　五泉市中巡邏　　　　　　林藤五郎隊
　　　見張番
　　　沼越口大倉村ゟ二り余　　武曽権左衛門隊
　　　山上ニ陣を布く
　　　五泉宿陣　　　　　　　　本多興之輔
　　　　　　　　　　　　　　　酒井孫四郎
A0143-01990_076
　　　　但興之輔手兵隊之内二小隊ハ三条ニ罷在西園寺殿
　　　　御警備并同所巡邏見張残ル四少隊ハ五泉市
　　　　中巡邏見張番
　　　右之通御座候以上
　　　　　覚
　　　　　　　　　　　　　　遊撃隊
　　　深手　　　　　　　　　　高階幾次郎
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　同　　　　　　　　　　　戸田半蔵
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　同　　　　　　　　　　　三沢恒次郎
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　手負　　　　　　　　　　樋口喜左衛門
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　同　　　　　　　　　　　永見数馬
　　　　但刀疵
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　同　　　　　　　　　　　井上剛太郎
　　　　　　　　　　　　　　本多門左衛門隊
　　　同　　　　　　　　　　　山本政右衛門
　　　右之通御座候以上
　　　　分捕
　　　　　覚
　　一弓　　　　　　　一張
A0143-01990_077
　　一陣太鼓　　　　　二ツ
　　一撃発銃　　　　　一挺
　　一火縄銃　　　　　五挺
　　一鎗　　　　　　　四筋
　　一胴乱　　　　　　二ツ
　　一陳鍬　　　　　　四挺
　　一釜　　　　　　　三ツ
　　　　内庄内釜一ツ
　　一大炮弾薬入箱　　八棹
　　一武力弾薬入箱　　一ツ
　　一幕入箱　　　　　一ツ
　　一長持　　　　　　八棹
　　一大目籠　　　　　弐箇
　　一莚包　　　　　　六箇
　　一同長持　　　　　四棹
　　一同葛籠　　　　　廿箇
A0143-01990_078
　　一粮米三千俵余
　　　　但所々ニ而分捕於出雲崎口参謀中江差出申候
　　　右之外味噌桶等を始雑物類数多之事故
　　　書載セ不申候以上
一八月十九日於弁事官左之通御達有之
　　　就来廿一日卯刻
　　　即位奉幣使発遣従明十九日晩到廿二日朝
　　　御神事候事
　　　就来廿二日辰刻
　　　即位　山陵由奉幣使発遣午刻迄重
　　　軽服者可憚　参　内候事
一八月廿日於弁事官左之通御達有之
　　　来廿七日
　　　御即位日時御治定ニ付恐悦可申上事
　　　在京之諸侯ハ今日より両三日中参
　　　朝可申上且勤番之諸侯ハ当番之便宜ニ
A0143-01990_079
　　　可申上候事
　　　　但在国之諸侯ハ別段以重臣不及申上候事
一八月廿日弁事官ゟ御呼出永田儀平非蔵人口江罷出
　候処左之通御達之有
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　其方家来長谷部甚平儀徴士濃州笠松
　　　県知事被　仰付候間其県江早々出仕候様可
　　　申付事
　　　　　〆
　　　　　　　　　　　　　　　長谷部甚平
　　　徴士濃州笠松県知事被　仰付候事
一八月廿一日於弁事官左之通御達之有
　　　過日被　仰出候公務人之儀今般御改ニ相成
　　　公儀人与相唱其職ハ即議員ニして
　　　朝命を奉承し藩情を達するを旨とす更ニ
　　　公用人を相設従前留守居役之職務を掌
A0143-01990_080
　　　とり候様可致旨被　仰出候事
　　　　但公議人員数之儀ハ従前貢士之通可為
　　　　候事
　　　　　　〆
　　　　　　　　　　　　　　　二条前左大臣
　　　在職中曖昧之処置失政不少屹度
　　　御沙汰ニ可被及之処
　　　大政御一新且先達而　御元服大礼被為行
　　　旁格別之
　　　叡旨を以自今参　内被　免候事
一八月廿二日左之通軍務官江御届書被指出之
　　　越前守先隊ゟ出雲崎口本陣江別紙之通
　　　御届ニ相成候旨家来粕谷外次郎罷帰相達
　　　候ニ付此段御届申上候且又同人報知ニ而ハ已ニ
　　　葡萄と申所迄進撃羽州境江押詰候津川口ハ
　　　去ル十六日石間之賊塁も乗取候趣ニ御座候以上
A0143-01990_081
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　八月廿二日　　　　　　永田儀平
　　　　　軍務
　　　　　　　御役所
　　別紙
　　　昨十一日朝五字過桃咲浜ゟ致渡船七字過
　　　岩船駅迄致進軍候処賊兵七拾人斗明神橋
　　　詰或ハ山之手台場より大小砲発砲及候ニ付
　　　幣藩先手人数ニ而暫時打合致進撃候処
　　　賊兵悉く敗走致し候ニ付直ニ斥候与して一小隊
　　　差出村上城下江相迫り候処賊兵二ノ丸を自焼
　　　庄内之方江逃去候趣ニ付直ニ村上城を乗取申候
　　　右岩船村上ニ而打留生捕別紙之通御座候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　八月廿二日　　　　　　山県刑部
　　　　追而分捕之義ハ取調之上追々御達申上候以上
　　　　　覚
　　　　　　　　　　　　　　村上藩
　　　打留　　　　　　　　　　青山豊松
A0143-01990_082
　　　同　　　　　　　　　　　兵卒壱人
　　　　　　　　　　　　　　番頭
　　　生捕　　　　　　　　　　石田九蔵
　　　　　　　　　　　　　　平士
　　　同　　　　　　　　　　　森田鎌蔵
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　同　　　　　　　　　　　水野蒔平
　　　　　　　　　　　　　　徒頭
　　　同　　　　　　　　　　　浜野磯之丞
　　　　　　　　　　　　　　徒目付
　　　降参　　　　　　　　　　松永文左衛門
　　　　　　　　　　　　　　足軽
　　　同　　　　　　　　　　　中村勘九郎
　　　同　　　　　　　　　　　忰新蔵
　　　同　　　　　　　　　　　大滝源治
　　　生捕　　　　　　　　　　上田末次郎
　　　同　　　　　　　　　　　小池福太郎
　　　　　　　　　　　　　　佐藤忠蔵手代
　　　同　　　　　　　　　　　山崎専大夫
　　　　　　　　　　　　　　庄内藩
　　　　　　　　　　　　　　　酒井庄太郎家来
　　　同　　　　　　　　　　　　　桃之助
　　　　　　　　以上
一八月廿三日於弁事官左之通御達有之
A0143-01990_083
　　　此度
　　　御即位之大礼其式古礼ニ基キ大旗始製作
　　　被為改九等官を以是迄之参役ニ令並立都而
　　　大政之規模相立候様被　仰出中古ヨリ被為用候
　　　唐製之礼服被止候事
　　　　　〆
　　　外国人を私ニ雇入之儀兼而御政体書ニも
　　　被止置候ニ付諸藩ニ於て勝手ニ雇入不相成ハ
　　　勿論候就而ハ以来相雇度向ハ願出之上外国
　　　官ヨリ差図可致候間此旨可相心得事
　　　　　〆
　　　今般讃岐国ヨリ
　　　崇徳天皇神霊御還遷被　仰出来月
　　　上旬当地今出川通飛鳥井町江
　　　着御ニ候事
　　　　但爾来ハ可奉称　白峰神社事
A0143-01990_084
　　　右ニ付　神社江献備等之儀願出度所存之者ハ
　　　品書を以神祇官江可伺出候事
　　　　　〆
　　　　　　　　　　　　　　　諸侯
　　　来ル廿七日
　　　御即位ニ付
　　　禁中　大宮御所等江当日卯刻参賀
　　　衣体衣冠之事
　　　　但浅黄袴着用之輩当日薄色袴着用之事
　　一無位之輩直垂之事
　　一当日重服可憚之事
　　　　但当日所労不参并重服之輩等ハ九月一日より
　　　　五日迄之内ニ参賀候事
　　一当日参賀之輩江ハ　御祝酒御認等可
　　　被下候事
　　一在京諸侯献物等之儀ハ九月一日より五日迄
A0143-01990_085
　　　之内ニ以使者奏者所江可差出候事
　　　　但献物ハ人別ニ
　　　　　太刀　　　一腰ツヽ
　　　　大宮御所江ハ家別ニ
　　　　　干鯛　　　一箱ツヽ
　　一上京無之面々ハ重臣を以九月一日より五日迄之内ニ
　　　仮建ニ而恐悦可申上献物ハ奏者所江可差
　　　出候事
　　　　但大典侍始并
　　　　大宮御所上﨟以下役々江一切贈物ニ不及
　　　　候事
　　一当日南門被開候間ハ南門外往返停止之事
　　　　但差掛り候急御用向ハ警固之者江可届
　　　　事
　　　右之通被　仰出候事
　　　　　〆
A0143-01990_086
　　　先達而御延引ニ相成候
　　　山陵御参拝来ル廿九日被　仰出候事
　　　右ニ付当日　御出輦迄重軽服者可相
　　　憚候事
　　　　　〆
一八月廿六日於弁事官左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　越前少将
　　　其藩已ニ多人数出兵奮戦ニ候得共不失
　　　其機速ニ勦絶可致ため今度彼表江尚又
　　　四小隊至急繰出被　仰付候事
　　　　　〆
一八月廿六日牧民会計局之儀已来惣会所与相唱候様
　被　仰出之
一八月廿六日町郡会所頭取出淵伝之丞江左之通御家
　老申渡之
　　　今般太政官ゟ富国之基礎相立候様ニとの御趣
A0143-01990_087
　　　意ニ而金札御貸出之儀御達ニ付御拝借相成
　　　事ニ候依之惣会所御取建相成産業開拓
　　　商法筋ニ付拝借願出候者共へハ御吟味之上
　　　御貸渡相成筈ニ候且又御札所之儀是迄別ニ
　　　役場被立置候得共元来銀札ハ御国中融通
　　　之為メニ候得者已来惣会所江御附属ニ相成候
　　　右惣会所取締之儀ハ町在之者江御任セニ
　　　可相成筈ニ候間可然人体相撰相達候様被
　　　仰出候
一八月廿八日於弁事官左之通御達有之
　　　東京
　　　行幸九月中旬　御出輦被　仰出候事
　　　　但御道筋東海道之事
　　　九月廿二日ハ
　　　聖上御誕辰相当ニ付毎年此辰を以て群
　　　臣ニ酺宴を賜ひ
A0143-01990_088
　　　天長節御執行相成天下之刑戮被指停
　　　候偏ニ衆庶与　御慶福を共ニ被遊候
　　　思食ニ候間於庶民茂一同
　　　御嘉節を奉祝候様被　仰出候事
一八月廿九日軍務官江左之通御願書被指出之
　　　先達而以来越後口御惣督府ゟ以御達
　　　弾薬都合七拾五万発運輸仕右代料別
　　　紙之通御座候且又過日御達御座候五拾万
　　　発之儀茂追々運輸可仕筈御座候然ル処
　　　当節多人数出兵ニ付而ハ軍資も相嵩候折
　　　柄ニも御座候得者何卒残金之分早々御下ケ被成下
　　　候様奉願上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　八月廿九日　　　　　　永田儀平
　　　　　軍務
　　　　　　　御役所
　　　エンヘール
　　　一早合七拾五万発
A0143-01990_089
　　　　　此代金壱万五千両
　　　　　　　但壱万発ニ付弐百両積
　　　　　　　　内
　　　　　　　　　五千両　　　　　御下ケ相済
　　　　　　　　残
　　　　　　　　　壱万両
　　　右弾薬八月十八日迄ニ仕出し済
　　　　　　〆
一八月晦日於弁事官左之通御達有之
　　　先帝御忌日是迄御発喪日を以十二月廿
　　　九日与被為定置候処今般　御制度復古之折
　　　柄第一御追孝之　思食ニ而古礼ニ被為基
　　　以来
　　　崩御　御正忌之通り十二月廿五日ニ被為定候旨
　　　被　仰出候事
　　　　但正当御忌日及毎月御忌日ニ御精進等之
　　　　末弊ハ被廃候事
　　　　　　〆
A0143-01990_090
　　　品川沖江碇泊之徳川亀之助軍艦并帆
　　　前船等八艘当月廿日夜無届何方歟出船候旨
　　　従東京申来候既ニ亀之助ニ於てハ恭順罷在
　　　且軍艦乗組之者ゟ歎願之趣被
　　　聞食届以格別之　御趣意右軍艦等被下置
　　　候儀ニ付決而粗暴之挙動有之間敷候処
　　　如何之次第ニ候哉猶此上暴動有之候而ハ主家ニも
　　　相係り候而已ならす　朝廷御多端之折柄紛
　　　擾を醸し出し不容易事ニ候間見付次第篤与
　　　糺問之上其子細可申出万一暴動ニ及候ハヽ
　　　発砲撃挫不苦候旨　御沙汰候事
一九月朔日先達而出兵之儀御達ニ付弁事官江御請
　旁左之通御届書被差出之
　　　去月廿六日家来之者御呼出当藩既ニ人数
　　　出兵云々御達書之趣承知仕候依之別紙之通
　　　当六日国許出立為致候右御請旁御届
A0143-01990_091
　　　申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　九月朔日　　　　　　　永田儀平
　　　　　別紙
　　　七々遊撃隊　　　　　　　八々
　　　　　一小隊　　　　　　　　同
　　　　　　　四拾七人　　　　　　同断
　　　一々狙撃隊　　　　　　　二々
　　　　　一小隊　　　　　　　　同
　　　　　　　同断　　　　　　　　同断
　　　軍監　　　　　　　　　　医師
　　　　　壱人　　　　　　　　　　四人
　　　鳴物方　　　　　　　　　小荷駄方
　　　　　六人　　　　　　　　　　六人
　　　夫卒
　　　　　六拾七人
　　　右之通御座候以上
一九月二日大谷巌越後国五泉宿陣ゟ今朝
　御座所江着戦地之模様相達候ニ付軍務官江事情
A0143-01990_092
　御届旁同人被差出之
　　　先日不取敢御届申上候後諸勢追々相進去月
　　　十八日弊藩先隊林藤五郎隊五十島村
　　　庄屋共賊無之旨案内いたし候ニ付相進候処川向へ
　　　俄然として賊相起致発砲候ニ付速ニ臥撃ニ而
　　　打合居候内追々諸勢相加候ニ付阿賀川を打
　　　越し五十島村を乗取同廿一日惣勢同所江操込
　　　同廿二日三月沢筋ゟ谷沢迄進撃之御達ニ付
　　　廿三日藤五郎隊岩国半隊与共ニ山上之賊塁ゟ
　　　打下し候砲煙中を凌き三月沢江乗入候処同時
　　　外山之賊塁薩長之手ニ而攻撃相成候得共強
　　　嶮之地ニ付半腹より五十島江引揚ニ相成応援
　　　無之ニ付藤五郎隊等も同所江引揚候廿四日賊
　　　之諸塁江対塁を築き諸隊砲戦之処同夜
　　　弊藩別手本多門左衛門隊阿賀川東白崎村ゟ
　　　暗夜無松明ニ而賊塁之眼前を忍抜黒岩村
A0143-01990_093
　　　山上江荊棘を開き新ニ道を当て拳上り谷沢
　　　迄之本道間道眼下ニ見下シ小花池村之賊を
　　　及砲撃候処谷沢ゟ津川江当り松明連綿ト打続
　　　賊勢逃去候形勢ニ付直ニ三月沢口諸隊江茂
　　　注進致し廿五日諸勢進撃外山辺之賊塁共
　　　乗取候門左衛門隊ハ川を越し小花池村を取切直ニ
　　　同夜津川江弊藩五々遊撃隊与共ニ一番ニ乗入
　　　廿六日惣勢同所江繰込即夜弊藩遊撃隊
　　　一隊御親兵并長州勢与共に焼山与申所迄
　　　相進ミ弊藩栃屋政之助隊ハ川東日出谷之内
　　　水沢迄相進候趣尤分捕等多々有之候へとも未タ
　　　委敷相分リ兼申候且又庄内口之方ハ先日御届
　　　申上候後弊藩人数葡萄ゟ海岸之方碁石
　　　迄相進候由此先ハ羽州境ニ候得者官軍蒸気
　　　船ニ而坂田又ハ鼠ケ関を横衝いたし陸路ハ弊
　　　藩先隊先手ニ而進撃之筈ニ御座候へとも未タ
A0143-01990_094
　　　確報無之候右ハ越前守家来大谷巌戦
　　　地ゟ罷帰相達候ニ付不取敢御届申上候津川口
　　　賊退去ニ付而ハ承及候風説も有之且戦地之
　　　模様茂申上度同人差出候間尚又御聞取被下候様
　　　仕度此段申上候様申付越候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　九月二日　　　　　　　岡本晋太郎
　　　　　　軍務
　　　　　　　　御役所
A0143-01991_001
（表紙）
明治元年戊辰
　茂昭様御代　四
　　　　　　　　　　（朱書）「読合済」
A0143-01991_002
（本文）
一九月三日於弁事官左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　別紙之通永平寺江被　仰付候間早々相達可
　　　申事
　　　　九月三日
　　　　　　　　　　　　　　　永平寺
　　　宗門制度之儀碩徳之者公議を遂ケ宗
　　　規一新可奉報国恩旨先般
A0143-01991_003
　　　御沙汰相成候ニ付別紙名前之者共速ニ上
　　　京為致会議公論之上一新之定則可
　　　相立様被　仰付候事
　　　　九月
　　　　　　　　　　　　　　加州金沢
　　　　　　　　　　　　　　　天徳院奕堂
　　　　　　　　　　　　　　肥前長崎
　　　　　　　　　　　　　　　皓台寺伝翁
　　　　　　　　　　　　　　江州彦根
　　　　　　　　　　　　　　　清凉寺雪爪
　　　　　　　　　　　　　　越中高岡
　　　　　　　　　　　　　　　前瑞竜寺橘仙
　　　　　　　　　　　　　　濃州下有知
　　　　　　　　　　　　　　　竜泰寺正仙
　　　　　　　　　　　　　　同今須
　　　　　　　　　　　　　　　妙応寺玄齢
　　　　　　　　　　　　　　尾州名古屋
　　　　　　　　　　　　　　　万松寺鑑法
　　　　　　　　　　　　　　同熱田
　　　　　　　　　　　　　　　法持寺鼎三
　　　　　　　　　　　　　　加州金沢
　　　　　　　　　　　　　　　宝円寺玄銅
　　　　　　　　　　　　　　下総国府台
　　　　　　　　　　　　　　　総寧寺元良
　　　　　　　　　　　　　　肥前佐賀
　　　　　　　　　　　　　　　高伝寺間庵
　　　　　　　　　　　　　〆
A0143-01991_004
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　其方家来団野真之助儀是迄御雇之
　　　処今般徴士被　仰付候事
　　　　　〆
　　　近年於旧幕府屡金銀吹替融通致し候以
　　　来贋金銀間々有之実ニ万民之迷惑不一
　　　形候当今　大政御一新政体一途ニ基キ候折
　　　柄右様之所業有之候而ハ不謂事ニ付於府県
　　　茂厳重吟味被　仰付候条各藩之儀ハ其主人
　　　より取糺可致候自然手掛り者有之節者
　　　速ニ刑法官江可申出万一其領内不取締有
　　　之他より洩聞候節ハ其主人之落度たるへく候
　　　此段屹度可相心得旨相達候事
　　　　　〆
一九月四日軍務官江左之通御願書并御届書等被
　差出之
A0143-01991_005
　　　先達而越後口御惣督府ゟ御使国枝
　　　岩太郎を以正金壱万両至急御入用ニ付
　　　暫時御引替可申旨被　仰越候ニ付不取敢右
　　　金子差出候事ニ御座候然ル処此節多人数
　　　出兵ニ付而ハ軍資も莫太ニ相嵩候折柄ニ御
　　　座候間何卒早々御下ケ金被成下候様奉願上候
　　　以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　九月四日　　　　　　　永田儀平
　　　　　軍務
　　　　　　　御役所
　　　先般御届申上候村上城乗取之節分捕別
　　　紙之通御座候
　　　此段御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　九月四日　　　　　　　岡本晋太郎
　　　　　軍務
　　　　　　　御役所
A0143-01991_006
　　　　　分捕之覚
　　一古制大炮四門
　　一異風筒廿弐挺
　　一エンヘール銃九挺
　　一撃発銃四挺
　　一小銃拾挺
　　一具足櫃三十二
　　一同長持弐棹
　　一番具足百六拾領
　　一鎗十一筋
　　一長刀五振
　　一弓四拾張
　　一鳶口三拾本
　　一大砲早合十箱
　　一百包早合五箱
　　一五拾包同弐箱
A0143-01991_007
　　一ホート早合一箱
　　一同玉十一箱
　　一百包早打玉五箱
　　一合薬長持壱棹
　　一線条砲弾薬二箱
　　一エンヘール早合四拾八箱
　　一同断五棹
　　一エンヘール玉四箱
　　一雷管二箱
　　一幕十二張
　　一合薬長持二棹
　　一大砲早合長持一棹
　　一包子弾長持二棹
　　一三ツ道具十五本
　　　右之外雑具類数多之事故書記シ不申候以上
一九月五日於弁事官左之通御達有之
A0143-01991_008
　　　来ル八日辰刻改元式被為　行候ニ付参賀
　　　可致事
　　　　但御当日相除九日より十二日迄之内参賀重軽
　　　　服者　御神事後参賀可致尤総而不及
　　　　献物候事
　　　　　　〆
一九月五日弁事官江左之通御請書被差出候
　　　越前守家来長谷部甚平儀今般濃州
　　　笠松知県事被　仰付候旨奉畏候右御請奉
　　　申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　九月五日　　　　　　　永田儀平
　　　　　弁事
　　　　　　御役所
一九月八日於弁事官左之通御達有之
　　　今般　御即位御大礼被為済先例之通
　　　被為改年号候就而ハ是迄吉凶之
　　　象兆ニ随ひ屡改号有之候得共自今
　　　御一代一号ニ被定候依之改慶応四年
　　　可為明治元年旨被　仰出候事
一九月八日於軍務官左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　其藩兼而堺町御門警衛被申付置候処
A0143-01991_009
　　　今般
　　　御東幸被為遊候ニ付而ハ　御留守中九門内
　　　取締り別而至重之事ニ付警衛向昼夜共
　　　一入厳重可取斗旨申達候事
一九月九日御勤役之御役名以来公務方与御改
　御聞番役之面々公用人与相唱候様被　仰出之
一九月十日軍務官江左之通御届書被差出候
　　　先日御届申上候後八木山ゟ日々進撃之処
　　　賊軍奥州束（松脱ヵ）峠又ハ下野尻ニ而相支候得共
　　　悉打破益勇進賊ハ次第ニ引退只見川
　　　向舟戸村台場江屯集川を隔船を去
　　　相防候ニ付八月廿八日弊藩五々遊撃隊
　　　御親兵并長州勢等牒し合片門与申所ゟ烈敷
　　　及砲撃林藤五郎隊ハ西羽賀村江出張
　　　之処賊砲烈敷ニ付及苦戦候薩長勢も
A0143-01991_010
　　　出張共ニ厳敷打合其節手負一人有之
　　　本多門左衛門隊ハ徳津村ゟ柳津村江出張之
　　　道筋ニ而是も川向之賊与烈敷及砲戦候
　　　廿六日津川表ニ而分捕并廿八日弊藩分配
　　　人数別紙之通御座候多分廿九日ニハ舟戸
　　　賊塁茂可乗取形勢之由御座候且又若
　　　松城之儀ハ八月廿四日外郭相破レ最早裸城ニ
　　　相成候段越後表迄ハ報知も有之又八ツ田村
　　　会議所江召捕ニ相成候会津歩兵も同様
　　　申出候趣ニ候廿九日ニハ夕七ツ時頃ゟ若松城江
　　　当り炎焔焦天全落城ニ可有之哉ト申事ニ
　　　候得共未確報ハ無御座候庄内口之方ハ八月
　　　廿二日村上城を加州勢江引渡シ翌廿三日碁
　　　石ゟ弊藩高村藤兵衛半隊斥候ニ出候処
　　　府屋町塔之下大谷沢同廿四日岩石杉ノ平
　　　遅口等之村々賊ゟ致放火同廿六日諸手進
A0143-01991_011
　　　軍相成鼠ケ関山手之方弊藩六々遊撃隊
　　　藤兵衛隊海岸ノ方有賀清門隊菅沼
　　　司馬隊先鋒ニ而長州勢与共ニ及進撃中
　　　浜村ニ於て賊兵多勢相支終日烈敷小
　　　錫口ノ方ハ薩長勢始進撃相成候賊厳敷
　　　防戦致シ其日ハ夕景相成候ニ付諸手も繰
　　　上ケ弊藩人数も府屋町江揚取申候右者
　　　奥州野沢村より八月廿九日立報知有之ニ付
　　　先此段不取敢御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　九月十日　　　　　　　草尾一馬
　　　　　軍務
　　　　　　　御役所
　　　　　覚
　　　　八月廿八日兵隊分配場所
　　　　　　　　　　　　　　　五々
　　　片郷　　　　　　　　　　遊撃隊
A0143-01991_012
　　　西羽賀　　　　　　　　　林藤五郎隊
　　　天屋　　　　　　　　　　武曽権左衛門隊
　　　柳津　　　　　　　　　　本多門左衛門隊
　　　野尻　　　　　　　　　　大砲隊
　　　水沢　　　　　　　　　　栃屋政之助隊
　　　　但津川ゟ若松江之間道也
　　　右之通御座候以上
　　　　　分捕覚
　　一弓　　　　　　　壱張
　　一幟旗　　　　　　二本
　　一破裂丸箱入　　　十一箱
　　一旋條砲弾　　　　百二十発
　　一大砲玉　　　　　百三発
　　一同莚包　　　　　十三
　　一包子弾　　　　　三百三十九発
　　一合薬　　　　　　四箱
A0143-01991_013
　　一エンヘール銃　　弐挺
　　一火縄銃　　　　　六拾七挺
　　一早合入胴乱　　　二ツ
　　一太鼓　　　　　　二ツ
　　一脇差　　　　　　壱本
　　一地雷火入箱　　　壱ツ
　　一イカラ棒　　　　壱本
　　一米百七拾三俵
　　一塩八百俵
　　一莚包三箇
　　　　但会津永峰清次郎荷札
　　　右之外雑物多数御座候得共書載セ不
　　　申候以上
　　　　　覚
　　　　　　　　　　　　　　林藤五郎隊
　　　　手負　　　　　　　　　島崎鉄之助
　　　右之通御座候以上
A0143-01991_014
一九月十一日今般改元被　仰出候為御祝儀御使者
　御家老代水谷織部　御仮建所江罷出候処滋井殿
　被謁之
一九月十二日於弁事官左之通御達有之
　　　　　　駅逓規則
　　一駅逓之法則ハ総而駅逓司ニ而確定シ府藩
　　　県其法則ヲ守り遠近諸道一般ニ取締可
　　　申事
　　一駅郷組替之儀者駅逓司ニ於て取調其訳
　　　支配之府藩県江達府藩県ニ於て請書
　　　調印等可申付事
　　一駅々附属村之内他支配入雑居候共其訳
　　　支配之府藩県ニ而一手ニ取扱可申事
　　一駅郷之者共訴訟并願之儀ハ其支配府藩
　　　県ニ於て可致処置万一見込難付節ハ其
　　　支配より添簡を以駅逓司江可申立事
A0143-01991_015
　　一駅郷之儀ニ付駅逓司江呼立候節ハ其者支配
　　　之府藩県江相懸り呼立可申万一至急
　　　之儀ニ而直ニ呼立候節ハ其旨支配江前後ニ
　　　相達可申事
　　一駅々之廃置道替等を初往来ニ関係致候
　　　事件者総而駅逓司江相達可取斗事
　　　　但出火出水并道中筋異変有之往来ニ差
　　　　支候節ハ駅々伝馬所取締役ゟ逐一駅逓司江
　　　　可届出事
一九月十三日於弁事官左之通御達有之
　　　東京
　　　行幸御出輦来二十日　御治定之事
　　　　　〆
　　　助郷者天下之公課ニ候処私役等を以種々申立候
　　　村邑も有之右者奉対
　　　天朝恐入候次第ニ候然ル処領主支配添書相認
A0143-01991_016
　　　為致歎願候儀も有之心得違之事ニ候尤
　　　難渋之村々甲乙御取調之上減役除免等可被
　　　仰付旨御布告も有之候得共即今一同ニ申立
　　　候而ハ御組替之妨礙ニも相成自然
　　　御法則相立兼諸道一般之難渋ニ立至り候
　　　儀大小緩急之次第深く相弁江仮令領分支
　　　配之内難渋之村邑有之候共追而御取調
　　　相成候迄他村並之郷役相勤候様於府藩県
　　　相応之手当いたし置眼前諸道之難渋
　　　相救御用弁致候様一同承知共ニ尽力可有
　　　之事
一九月十三日軍務官江左之通御届書被差出之
　　　庄内口越前守先隊ゟ別紙之通大毎村
　　　本陣江御届致し候旨尚又此段御届申上候
　　　且生捕之者御座候別紙之通是亦御達申上
　　　候様申付越候以上
A0143-01991_017
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　九月十三日　　　　　　森賢次郎
　　　　　軍務
　　　　　　　御役所
　　　昨廿六日暁七ツ時弊藩人数碁石村先尾
　　　崎山台場ニ而致会軍府屋駅迄相進岩石
　　　高畑間道押として二小隊相進三小隊大砲隊之
　　　分ハ中浜村江致進軍大砲数発打懸候処
　　　賊台場ゟ茂大小砲頻に打立朝四時ゟ厳敷
　　　炮戦ニ相成互ニ打合候内八時過土州兵隊二小隊
　　　繰込ニ相成候ニ付申談之上一層致烈戦候得共
　　　兎角賊兵山手海岸とも要地ニ相備殊ニ所々
　　　砲台等相築厳敷致防戦候ニ付此上進撃
　　　之見込茂付兼且地理不便ニ付集議之上
　　　一先兵隊引上候手筈ニ致置候内夜五時過
　　　俄ニ村端燃上り候故間牒入込候哉茂難斗候ニ付
　　　弥厳敷大砲打立居追々府屋駅迄引揚
A0143-01991_018
　　　黒崎江砲台を築時機見斗進撃之手段
　　　ニ而致屯衛候且又今朝ゟ山手江相廻候弊藩
　　　兵隊之儀ハ高畑越ニ而足守小松両藩与一
　　　手ニ相成及砲戦候処已ニ晩景ニ及候ニ付
　　　是又引上申候右戦争中山手兵隊ニ而
　　　賊徒両人生捕申候此段不取敢御達申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　八月廿七日　　　　　　山県刑部
一九月十四日御縁組之御願書左之通
　慶永様御持参弁事官江御達被成候処即日御願
　之通被　仰出候ニ付　御直ニ御請被　仰上御退朝掛ケ
　輔相公并弁事西四辻殿江　御廻勤
　　　久我前内大臣息女幸姫愚息茂昭江
　　　縁組仕度奉願候以上
　　　　九月十四日　　　　　　越前中納言
　　　　　弁官
　　　　　　　御中
A0143-01991_019
　右御願之通被　仰出候ニ付左之御願書
　慶永様御持参弁官江御達被成候処即日御願之通
　被　仰出候
　　　今般愚息茂昭江縁組願之通被　仰付
　　　難有仕合奉存候然ル処茂昭儀兼而不快
　　　罷在未婚礼相整候場合ニも運兼候得共
　　　国許ニ罷在候慶永妻手元江為引取
　　　追々家風等茂為見習度願奉存候此段
　　　宜御執奏被成下
　　　御沙汰之程奉願候以上
　　　　九月十四日　　　　　　松平慶永
　　　　　弁官事
　　　　　　　御中
一九月十四日　御養女様阿部元次郎様江御縁組之
　御願書左之通弁事官江堀庸之介持参差出
　候処即日御呼出ニ而御書付を以御願之通被　仰出之
A0143-01991_020
　　　阿部元次郎江茂昭養女縁組仕度奉
　　　願候以上
　　　　九月十四日　　　　　　少将茂昭
　　　　　御書付
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　其方養女阿部元次郎妻ニ縁組致度願
　　　之趣被　聞食候事
　　　　九月
一九月十四日於会計官左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　越前少将
　　　其藩御預所村々旧幕之節江戸大坂江
　　　廻米致し候分当辰年租税米大坂御蔵所江
　　　納方可取斗候尤年内可成程可為納候米
　　　納高相知次第早速当官大阪会計所両所江
A0143-01991_021
　　　国郡分ケ致し書付可差出且納之節御蔵
　　　所江も同断書付可差出候
　　　　但当年之儀違作ニ而租税高唯今差定分も
　　　　可有之候得共大凡高見積を以書付至急当
　　　　官江可差出候
　　右之通相達候事
　　　　　　〆
一九月十四日左之通取斗候様御家老申渡之
　　　　　　　　　　　　　　　御側御用人江
　　　江戸表ニ而是迄大奥ゟ寺社江供を始諸被
　　　遣被下等当非常之御時態ニ付御取扱難被成候
　　　此段老女方江可相達候
　　　　　　　　　　　　　　　飯田主税江
　　　江戸表ニ而是迄奥表諸被遣被下当非常之
　　　御時態ニ付取扱難被成候此段相心得可被
　　　取斗候
A0143-01991_022
　　　　　　　　　　　　　　　千本弥三郎江
　　　左之面々御扶持被遣候処当非常之御時態
　　　ニ付御取扱難被成候間此段夫々申通可被
　　　取扱候
　　　　　　　　　　　　　　　運正寺隠居
　　　　　五人扶持ツヽ　　　　井上因碩
　　　　　　　　　　　　　　　斎藤弥九郎
　　　　　拾五人扶持　　　　　市川斎宮
　　　　　　　　　　　　　　御舟手同心
　　　　　三人扶持　　　　　　中村権次郎
　　　　　同　　　　　　　　　高橋三蔵
　　　　　　　　　　　　　　渡り御駕
　　　　　弐人扶持　　　　　　小頭壱人
　　　　　　　〆
一九月十五日御養女様御縁組御願之通被　仰出候
　ニ付御礼勤之御窺左之通弁官江被差出候処御附
　札を以御差図有之
A0143-01991_023
　　　越前守養女阿部元次郎江縁組願之通被
　　　聞食候ニ付於国許承知之上御礼勤向之儀
　　　如何相心得可申哉此段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　九月十五日　　　　　　草尾一馬
　　　　　弁事
　　　　　　　御役所
　　　　御附札
　　　　　相承之上家来名代を以御礼可相勤事
一九月十七日御札所奉行之御役名已来御国財元〆役
　楮幣制作方取締兼与御改被成
一九月十七日左之通御家中江致通達候様御目付中村
　市右衛門江御家老申渡之
　　　今度惣会所御取建相成候ニ付御札所之儀
　　　被相止已来金銀両替之儀ハ於両替所時相場を
　　　以引替可申筈ニ候且又両替所之儀ハ駒屋荒木
　　　を始今般改而所々江御定ニ相成右御定外之
A0143-01991_024
　　　者ハ金銀銭売買一切厳禁被　仰出候其旨
　　　相心得候様被　仰出候
　　　　但来ル廿三日ゟ引替可申事
一九月十八日於非蔵人口左之通御達有之
　　　神仏混淆不致様先達而御布令有之候
　　　得共破仏之御趣意ニ而ハ決而無之処僧分ニ
　　　於而妄ニ復飾之儀願出候者往々有之不謂
　　　事ニ候若々他ニ伎芸有之国家に益する
　　　儀ニ而還俗致度事ニ候得者其能御取調之上
　　　御聞届も可有之候得共仏門ニ而蓄髪致し
　　　候儀ハ不相成候間心得違無之様　御沙汰候事
　　　　　　　　　　　　　　在京
　　　　　　　　　　　　　　　諸侯
　　　明後廿日
　　　御東幸　御出輦ニ付卯刻為御見立参
　　　朝可有之事
A0143-01991_025
　　　御出輦後十五ケ日之内一度
　　　大宮御所江御機嫌為窺可罷出事
　　　　但所労等之輩ハ重臣名代不苦候事
　　　東京
　　　御着輦相承之上為恐悦
　　　禁中并大宮御所江可罷出事
　　　　但同断
一九月廿日
　御東幸　御発輦
一九月廿一日於非蔵人口左之通御達有之
　　　御東幸中在国在邑諸侯毎月十五日名
　　　代重臣を以て
　　　禁中御仮建所ニ於て可奉窺
　　　天機事
　　　　〆
　　　議事院之儀ハ広ク会議ヲ起シ万機公論ニ
A0143-01991_026
　　　決スルノ　御旨趣ニシテ最重大之挙ニ有之先般
　　　公議人ヲ被置議員ニ被充課目対策御試
　　　相成候処遂ニ空文ニ流し却而対策及第等之
　　　弊風可生勢ニ付一先課目対策被廃止改而
　　　大ニ国家実用之輿論公議ヲ被興候
　　　思召ニ候然ル処公議人之儀ハ其材を撰ミ可代国
　　　論旨前以御布令ニも相成候故各其材ニ不乏
　　　事ニハ可有之候得共列藩を御達観被為遊候中
　　　ニハ藩論未定公議不立向も有之哉ニ相聞即今
　　　議事之制有之候而も名実齟齬致し
　　　朝廷列藩之際気脈を通して公議ヲ興候
　　　御趣意ニも不相副徒ニ空論浮議ニ渉り
　　　一己之私見を以て衆説ニ雷同致ス等之弊
　　　を相生スヘクヲ以て御遅廻被為在候得共実ニ
　　　一日も不可欠ハ公議ニ付弥以藩論ヲ一定シ公
　　　議を振起し
A0143-01991_027
　　　朝廷ニ於て大ニ議事之制を御興立可被為
　　　在ニ付追々其制ニ基キ
　　　皇国一致気脈相通シ候様銘々可致尽力
　　　旨被　仰出候事
一九月廿四日　御養女様御縁組御願之通被　聞食候
　為御礼御使者御家老代り水谷織部　御仮建所江
　罷出候処弁事石山左兵衛督殿被謁之夫ゟ
　大宮御所江罷出候処石田左兵衛大尉殿被謁之畢而
　輔相公并当直之弁事西四辻殿江為御礼罷出
一九月廿四日軍務官江左之通御届書被差出之
　　　越前守先隊若松城下近邑所々之賊巣
　　　追撃之内当月十一日栃屋政之助一小隊岩国
　　　一小隊松代一小隊与共ニ藤沢村ゟ小荒井村江打入
　　　熊倉村賊屯江相向候処賊進退相谷候哉必死
　　　之勢ニ而多勢八方ゟ打出烈敷致放発
A0143-01991_028
　　　苦戦相成候ニ付岩国松代勢共追々揚取政之助
　　　隊ハ下台小荒井両村之間小田月縄手ニ踏
　　　止り防戦致候処賊小荒井村江忍込致放火
　　　三方ゟ燃上り前後ニ敵を受極々苦戦力闘
　　　夕八半時過ゟ暮六半時迄之間ニ弾数六千余も
　　　発射致し尽候其節死傷別紙之通ニ御座候
　　　其内御親兵并長州干城隊等応援罷越
　　　漸同所持固同夜岩国松代勢共縄手ニ相守
　　　居翌十二日朝境村迄各藩一旦揚取政之助
　　　隊ハ亦復塚原村江致進撃候弊藩大砲隊ハ
　　　四日館ケ原宮月之賊打払候後追々相進候
　　　十日舟岡屯集之賊致進撃様御達ニ付黎明
　　　広野村迄繰出し長州松代等之小銃隊与共ニ
　　　大砲厳敷発射其節壱人手負申候賊敗走
　　　小布瀬原慶徳両村之間惣三峠与申所ニ而
　　　踏止り防戦致し候付忽砲ニ而榴弾十四五発射之
A0143-01991_029
　　　処悉命中敵又々敗走ニ付直ニ尾撃致し慶徳
　　　村江撃入候処夕方御達ニ付小荒井村迄相進候
　　　且又若松城下江ハ十日五番遊撃隊繰入其余
　　　渡辺隼太隊ハ勝方村武曽権左衛門隊ハ青木村
　　　林藤五郎隊ハ山崎ニ出張専ら進撃致し追々
　　　若松江進入之筈ニ御座候右ハ東郷平大夫去ル
　　　十三日坂下村出立罷帰相達候概略先御届
　　　申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　九月廿四日　　　　　　堀庸之介
　　　　　軍務
　　　　　　　御役所
　　　　　覚
　　　　　　　　　　　　　　栃屋政之助隊
　　　討死　　　　　　　　　　大西孝左エ
　　　同　　　　　　　　　　　前田喜平
A0143-01991_030
　　　深手　　　　　　　　　　川合庄之介
　　　同　　　　　　　　　　　松森弥右衛門
　　　同　　　　　　　　　　　山口賢之助
　　　浅手　　　　　　　　　　小林児十郎
　　　同　　　　　　　　　　　高橋喜一郎
　　　同　　　　　　　　　　　笠原幸太郎
　　　［手負行衛相知不申候］　増永磯之介
　　　　　　　　　　　　　　大砲組
　　　浅手　　　　　　　　　　森川十助
　　　右之通御座候以上
　　　越後口弾薬払底ニ付可致運輸旨御達ニ付
　　　先達而御達申上候後も追々運送仕当月
　　　廿日迄ニ都合左之通運送仕候尚又亦精々
　　　取調運送可仕筈ニ御座候
　　　　早合百弐拾六万弐百発
　　　　雷管百七拾四万八千八百五拾発
A0143-01991_031
　　　右之通御座候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　九月廿四日　　　　　　堀庸之介
　　　　　軍務
　　　　　　　御役所
一九月廿四日於非蔵人口左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　其方家来渡辺良介儀会計官御用有之
　　　御雇被　仰付候間出仕可申付事
一九月廿六日於非蔵人口左之通御達有之
　　　皇国一円金札通用被　仰出候上ハ当辰年租
　　　税金納之分并諸上納都而金札ニ而上納可致
　　　候事
　　　　但遐邑僻陬ニ至り未タ全く融通行届兼候分ハ
　　　　金取受上納不苦候事
一九月廿七日軍資金三千弐百両軍務官江御納被成
A0143-01991_032
一九月廿七日御料御預所去卯年御年貢金米会
　計官江御皆納相成候ニ付租税司江左之通御届書
　被差出之
　　　越前国御料御預所去卯御年貢金千
　　　百五拾三両永七拾八文壱分九厘壱毛今廿七日会計
　　　御役所江上納仕候尤昨年分御年貢米金共
　　　皆納相成候事ニ候此段御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　九月廿七日　　　　　　伊藤友四郎
　　　　　租税
　　　　　　　御役所
一十月二日軍務官江左之通御届書被差出之
　　　先日御届申上候会津城下江繰入候越前守
　　　先隊五番遊撃隊ハ越後口友軍与共ニ城
　　　東天寧寺江応援被　仰付又々御達ニ付城西近
　　　郊江相廻り幕内村西城戸村江半隊ツヽ致出張
　　　候処高田与申処ニ賊多勢屯集之旨相聞候ニ付
A0143-01991_033
　　　十八日諸手進撃之御達ニ付弊藩武曽権左衛門
　　　隊ハ長州并岩国勢与共ニ先鋒被仰付早朝
　　　新屋敷之方ゟ繰出し境野村ニ而烈戦賊兵
　　　を追散し四半時頃高田江相向候処賊多勢
　　　相防候ニ付奮戦致し遂ニ賊兵不残潰走ニ
　　　及ひ長井野村迄致追討候其節林藤五郎隊ハ
　　　一番手ニ而戦争高田東之方江一番ニ乗入五々
　　　遊撃隊ハ応援被　仰付安田之方ゟ相進候処遠隔
　　　今度富有丸北海運送御用ニ付去月廿二日
　　　新潟港江着船荷揚相仕廻速ニ帰帆可仕
　　　心得ニ御座候処新発田御本営ゟ御用有之
　　　候間久留米千歳丸引船ニ而松ケ岬江相廻
　　　候様御達御座候ニ付不取敢松ケ崎江相廻候処
　　　兵隊荷物等を積込坂田江運送可仕旨新
　　　潟会議所ゟ御達御座候然ル処帆船ニ而ハ北海
　　　浪荒之時節運送之儀無覚束候得共重大之
A0143-01991_034
　　　御用柄且久留米千歳丸ニ而引船被成下候儀も
　　　有之ニ付断然御請仕碇泊罷在候処去ル八日ゟ
　　　西風烈敷数日吹続候付彼是手当仕候得共
　　　何分暴風凌兼終ニ十日七半時頃及破船
　　　水主三人溺死仕且揚残之荷物を始船
　　　用之道具等一切沈没仕候右水主之死
　　　骸等行衛相知不申候此段不取敢私共ゟ御
　　　達申上候以上　　　　　
　　　之地ニ而戦後同所江至候由ニ御座候右ハ家来
　　　出淵肇十九日出立戦地ゟ罷帰申達候概略
　　　先不取敢御届申上候且又先日御届申上候
　　　栃屋政之助隊増永磯之介与申者手負行衛
　　　不相知趣申上候得共討死ニ相違無之死屍も
　　　有之候其余大砲方附属源四郎与申者軽輩
　　　なから健気之働致し遂討死仕候尚又此段御届
　　　申上候様申付越候以上
A0143-01991_035
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十月二日　　　　　　　門野隼雄
　　　　　軍務
　　　　　　御役所
　　　越前守所持之富有丸去月十日致破船候ニ付
　　　越後表ニおゐて別紙之通御達申上候旨申越
　　　候ニ付尚又御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十月二日　　　　　　　門野隼雄
　　　　　軍務
　　　　　　　御役所
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　九月十六日　　　　　　野村猪平
　　　　　　　　　　　　　　　尾崎佐太郎
一十月三日刑法官今日より朝彦旧邸江被引移候旨
　御達有之
一十月五日軍務官江左之通御届書被差出之
　　　別紙御書付三通御達御座候間此段
　　　御届申上候様申付越候已上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　十月五日　　　　　　　門野隼雄
A0143-01991_036
　　　　　軍務
　　　　　　　御役所
　　　　九月廿五日於塔寺会議所御達写
　　　　　　　　　　　　　　　越前
　　　　　　　　　　　　　　　新発田
　　　右城中守衛申渡候間白川口官軍申合
　　　不節制之儀無之様可致候事
　　　　九月　　　　　　　　　参謀
　　　　九月廿六日若松会議所ニおゐて御達写
　　　　　　　　　　　　　　　越前藩江
　　　右此涯松平肥後父子御預被　仰付候条
　　　水戸藩申談護衛可有之候事
　　　　　　　〆
　　　　九月廿九日若松会議所ニおゐて西園寺殿御達写
　　　　　　　　　　　　　　　村田巳三郎
　　　右民政役来着迄之間指当り人民
　　　撫恤之典相立候様可致尽力候事
A0143-01991_037
　　　　九月
一十月十日於弁事官左之通御達有之
　　　恵　統　睦
　　　右三字
　　　御諱ニ付名字等ニ相用申間敷儀ハ勿論
　　　刻本等ニハ欠画可致候事
一十月十一日於若松会議所左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　越州
　　　今般奥羽越諸賊降服略及鎮定候条
　　　全以各藩之尽力諸兵隊苦戦之義与
　　　弥太義ニ被　思召候尚追而被　仰出旨茂
　　　可有之候得共一先致帰休候様
　　　御沙汰候事
　　　　十月
　　　　　　　　　　　　　　越州
　　　　　　　　　　　　　　　六小隊
　　　右ハ為会津戌兵可相残候事
A0143-01991_038
　　　　十月
　　　別紙京師ゟ被　仰出候間其旨難有可被相心得
　　　候然処今般諸兵隊帰休之　御沙汰ニ付
　　　御品之儀ハ　御凱陣之上於京都表ニ被下
　　　置候事
　　　　　別紙
　　　　　　　　　　　　　　　越州
　　　東北征討之諸軍勇進長躯已ニ賊巣ニ
　　　逼り捷報日々至り
　　　叡感不斜候然処辺陬之地追々寒天ニ赴き
　　　風雪之惨苦可至哉与弥被為痛
　　　聖念候ニ付格別之　思召を以聊為防寒
　　　毛布一着宛賜之候事
　　　　九月
一十月十一日左之通取扱候様評定役司計頭取千本
　弥三郎江御家老申渡之
A0143-01991_039
　　　今度産物会所并牧民会計局被相止候ニ付
　　　御国財元役所江附送り仕訳残り之儀司計局
　　　ニ而取調候様被　仰付候
一十月十二日於非蔵人口左之通御達有之
　　　御東幸中在国在邑之諸侯毎月十五日名
　　　代重臣を以て
　　　禁中御仮建所ニ於て可奉窺
　　　天機旨被　仰出有之候処御都合ニより十四日ニ
　　　可罷出旨更ニ　御沙汰候事
　　　　　〆
　　　諸侯供廻り多分召連尊大華美ケ間敷
　　　儀ハ昇平之久き自然与驕侈ニ赴キ候弊
　　　風ニ付先達而古今之形勢御参考之上
　　　簡易を主トシ供連定則被　仰出候処頃日洛中
　　　之往来供人多分召連間々挟箱等為持
A0143-01991_040
　　　或ハ先供之者喝道ニ斉しき挙動有之
　　　哉ニ相聞へ御趣意を不弁次第ニ相当り以
　　　之外之事ニ候自今右様之儀無之御定
　　　則通屹度相心得候様　御沙汰候事
　　　　但供廻り之多少ニ依り貴賤を相判候訳ニ無之
　　　　貴ハ自ら貴ク賤ハ自ら賤しき道理故道路
　　　　之往来各自ニ其分を弁へ互ニ相譲り通行
　　　　妨ケ無之ハ勿論ニ候得共諸列侯ニも右本
　　　　文之通被　仰出候上ハ庶民末々迄此旨篤与領会
　　　　致し貴人与行違候節礼義を尽し不敬等決而無之
　　　　様可相心得事
　　　右之通被　仰出候間府藩県ニ於テ其支配
　　　所之末々之者ニ至迄不洩様兼而可申諭置候
　　　事
一十月十四日於非蔵人口左之通御達有之
　　　諸願伺届等以後上包ニ其文面之主旨を
A0143-01991_041
　　　取指シ張紙ニ而何之願等相記シ差出可
　　　申事
　　　　〆
（以下、「　」内は抹消）
　　「別紙之通被　仰出候間御趣意柄奉体認銘々
　　　其戸籍ニ帰シ生活之道を得候様於其官
　　　厚処分之　御仁恤之
　　　叡慮貫徹候様可取斗旨更ニ被　仰出候事
　　別紙
　　　近年有志之輩天下之形勢不可已之処ヨリ
　　　往々藩籍ヲ脱シ四方ニ周流シ義ヲ唱へ難ニ
　　　殉シ数百年偸惰之風ヲ一変シ大ニ国家命
　　　脈を維持ス今日
　　　朝廷御復等之運ニ際会スルモ自今其唱是
　　　之力ニ資スルモノ不鮮候然ルニ
　　　朝政一新万機
　　　御親裁之礼与相成候而ハ
　　　皇国一体之政令被為立府藩県共一途ニ
A0143-01991_042
　　　相帰シ今後万民天下ニ於て不可帰之府
　　　藩県有之間敷候仮初ニモ其戸籍ヲ脱シ浮
　　　浪ニテ其身ヲ終り或ハ其本ヲ離レ別ニ容ルヽ
　　　所有之候而ハ大ニ
　　　御政体ニ相背キ万一脱走之風盛ニ行レ僥倖
　　　之道相開ケ法ニ戻り制を破り候様成行候而ハ誰与
　　　共ニ国家ヲ御維持可被遊哉既ニ当春浮浪之
　　　儀ニ付被　仰出モ有之候得共猶又従前之功を不
　　　没持来之害ヲ被為防天下有志之輩ト共ニ
　　　法ヲ執り制を立ベキ　御趣意ヲ以て旧来脱藩之輩
　　　此度夫々旧地江復帰シ戸籍ヲ正シ信義
　　　を全シ其進退当を得一新之
　　　御政治裨補候様被為成度ニ付其処置可有之
　　　旨被　仰出候事
　　　　　〆」
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
A0143-01991_043
　　　其方家来久保村純介儀箱館府御用有之
　　　御雇被　仰付候間出仕可申付候事
一十月十七日於軍務官左之通御達有之
　　　出兵之節御旗御下渡ニ相成居候藩々
　　　帰陣之上早々当官江返上可有之候事
　　　　　〆
　　　　　　　　　　　　　　　出兵諸藩江
　　　東北平定追々人数引払被　仰出候分ハ都而
　　　兵隊直ニ国邑江可引取候尤総括或ハ隊長
　　　帰途東京江罷出候様申達候事
一十月十八日若松表平定ニ付御家老酒井孫四郎戦地之
　実況為
　奏聞東京江罷出
一十月十九日於非蔵人口左之通御達有之
　　　去ル十三日未刻過東京江
　　　御機嫌能
　　　着御被為在候依之在国在邑之諸侯ハ名
　　　代重臣を以当三日之中
　　　大宮御所江恐悦可申上候事
A0143-01991_044
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　其方家来三崎宗玄儀大坂府御用有之
　　　御雇被　仰付候間出仕可申付事
一十月廿日於会計官左之通御達有之
　　　先般養老之典被為挙八十八歳以上弐人
　　　扶持百歳已上三人扶持被下置候条其藩御預所
　　　右人員至急取調当官江可差出事
一十月廿一日東京江
　着御被為　在候為恐悦御使者御家老代り島田志津摩
　御仮建所江罷出候処西四辻殿被謁之夫ゟ
　大宮御所江罷出候処南大路殿被謁之
一十月廿二日於御用部屋御中老秋田玄蕃江左之通
　御家老酒井外記申渡之
　　　今般御右筆部屋向御改正相成已来公務局
　　　御取立相成候依之御式事を始総而公務局
　　　之儀引受取扱候様被　仰付候
A0143-01991_045
　　一今般御趣意ニ付御右筆部屋被相止候ニ付已来
　　　公務局御取立相成候旨被　仰出候事
（以下、「　」内は抹消）
　　　「但諸向江仕向之手紙上書左之通
　　　　　誰殿　　　　　　　　公務局」
　　一御参詣を始総而　御出殿之節申通シ取扱可
　　　申事
　　　　但俄ニ御延引之節ハ御側向ゟ当番之御徒目付江
　　　　　申聞申通シ候向々ハ口触ニ而相廻らせ可申事
　　一末之番外以上之面々役儀被　仰付候節順席ニ入
　　　候分ハ已来申渡無之事
　　一席上ケ等被　仰付席相分り難キ節ハ御用部屋ニ而
　　　相渡候御用書ニ誰次与書入可相渡事
　　一是迄御用人ゟ諸向江通達之儀已来ハ御用
　　　用部屋ゟ御張出シニ相成候事
　　　　但右御張出諸向相見ニ罷出候儀ハ公務局ゟ諸月番江
　　　　相通可申事
A0143-01991_046
　　　　一恐悦申上有之節ハ御張出末々来ル幾日恐悦可
　　　　　申上旨書入之事
　　　　一御家来被下御目六今度御用人被相止候ニ付以来
　　　　　御内御右筆ニ而相認申候事
　　一御総列并御給帳席割入之儀已来書記
　　　役受込ニ而引受可取斗事
　　一御腰物奉行御給帳席右格割入之儀ハ被相
　　　止候事
　　一末之番外已上之面々産穢忌中等之節ハ
　　　以来切紙ニ而御内用御右筆并書記役迄可相
　　　達事
　　　　但右両様御免願之儀ハ切紙ニ而書記役迄可
　　　　相達事
　　一御参詣を始総而　御出殿之節々公務局ゟ
　　　切紙ニ而御用部屋江相達可申事
　　一一ノ箱御中老御側御用人之内封印之事
A0143-01991_047
　　一夜々御用無之節ハ五時表仕廻之事
　　一御内意伺之儀已来被相止候事
　　　　但御側向之面々ハ例之通頭取迄申出可入
　　　　御聴事
　　一御祈祷奉行伺事公務局江可申出事
　　一家督之御礼初而之　御目見隠居之御礼被為
　　　請候節公務局ゟ相達可申事
　　一飛脚着之節書記役并書役等引取候後ハ当番之
　　　御徒目付ニ而開封御用帖夫々相廻可申事
　　一御法事御執行取扱之儀ハ已来御奏者兼江
　　　可被　仰付事
　　　　但御茶湯御執行之儀ハ公務局取扱之事
　　　　一御香典附御使番等之儀ハ是迄之通公務局
　　　　　ニ而総而取扱之事
　　一諸寺社ゟ之御札守公務局江差出可申事
　　一御菩提寺中　御機嫌伺等ニ罷出候節
A0143-01991_048
　　　御奏者不居合節ハ御側向頭取ニ而謁可申事
　　一名替之儀切紙ニ而公務局江差出可申事
　　　　　〆
　　一御用人并御右筆之面々御役御免被成候事
　　　　但御右筆共ハ公務局書記役与被　仰付
　　　　　　　　　　　　　　御書院番支配
　　　　　　　　　　　　　　　永見司馬
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　皆川宮内
　　　　　　　　　　　　　　御留守居役
　　　　　　　　　　　　　　　北川亘之介
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　中川淵
　　　右之面々御奏者兼勤被　仰付勤向左之通
　　　被　仰付
　　一日々壱人ツヽ　御座所江出勤御用無之節ハ
　　　退出可致事
　　　　但詰所之儀ハ是迄御用人下之部屋ニ可罷在事
　　一年始御礼を始諸御礼事等取扱并披露
　　　之事
A0143-01991_049
　　　　但年始御礼手張可申ニ付臨時掛り之者可
　　　　被　仰付事
　　一御前御用之節操出之事
　　一暑寒　御機嫌伺并結構御礼申上候儀已来
　　　謁可申事
　　一廉立候　御先立之事
　　一御先番　御代拝定持之事
　　　　但御香木ハ書記役書役等ゟ受取可申事
　　　　一御直香之外御扣無之事
　　一御奉事奉行可被　仰付事
　　一末之番外以上之面々御歓申上候節已来謁
　　　可申事
　　　　但恐悦申上之日限ハ御張出ニ而承知可致事
　　　　一恐悦申上候面々名元公務局下受込江相通シ
　　　　　可申事
　　一御法事御執行ハ勿論御茶湯御執行之節も
A0143-01991_050
　　　壱人ツヽ御寺江相詰可申事
　　一年始月次を始総而式立候節御家老中案
　　　内可致事
　　　右之通被　仰出候旧習ニ不泥諸事秋田
　　　玄蕃江申談簡易ニ御用弁相勤候様被
　　　仰付候
　　　　　〆
　　　今度御趣意ニ付御夜詰後御門所〆切之儀
　　　御目付方ニ而持切被　仰付
　　　　　　　　　　　　　　　御目付
　　　以来服忌令掛り被　仰付
　　　　　　　　　　　　　　　番改之面々
　　　右同断掛り同様被　仰付
　　　　　　　　　　　　　　　御側御用人
　　　　　　　　　　　　　　　御目付
　　　　　　　　　　　　　　　御側向頭取
A0143-01991_051
　　　右　御出殿之節御屋形内
　　　御先立詰合之者申談相勤候様被　仰付
一十月廿四日於非蔵人口左之通御達有之
　　　　　東海道　中山道　北陸道
　　　　　　　　　　　　　　　附江州西街道
　　　右三道春来官軍出張ニ付沿道之藩々
　　　より臨時金穀調達之向ハ明細取調書取を以
　　　会計官江可差出事
　　　　但人馬賃銭等宿駅ニ而引負ニ相成候分も其向々ニ而
　　　　取調可申出事
（以下、「　」内は抹消）
「一十月廿四日於非蔵人口左之通御達有之」
　　　切支丹宗門改方追而御規則相立候迄ハ旧
　　　幕之所置ニ相従ひ不審成者有無取調来ル
　　　十一月限り弁事伝達所江可届出事
一十月廿七日右同断
　　　今般　御東巡御道筋之孝子義僕職業
A0143-01991_052
　　　出精之者御褒賞七拾歳以上之者且火災
　　　水難ニ罹り候ものとも御賑恤被　仰出候依而ハ
　　　皇国中無遠邇前件之通御振行被為遊
　　　度深き
　　　叡慮ニ付府藩県ニ於ても御趣意を奉体
　　　認其支配所領速ニ褒賞賑恤之道を施し
　　　窮民撫育等精々行届候様可取斗旨
　　　御沙汰候事
一十月廿八日於非蔵人口左之通御達有之
　　　天下地方府藩県之三治ニ帰し三治一致ニして
　　　御国体可相立然るに藩治之儀ハ従前各其
　　　家之立るに随ひ職制区々異同有之候ニ付
　　　今後一般同軌之御趣意を以藩治職制
　　　大凡別紙之通可相立旨被　仰出候事
　　　　　〆
　　　　　藩治職制
A0143-01991_053
　　　執政　　　　　　　　　　無定員
　　　　掌体認
　　　　朝政補佐藩主一藩紀綱政事無不総
　　　参政　　　　　　　　　　同断
　　　　掌参政事一藩庶務無不興聞
　　　公議人
　　　　掌奉承
　　　　朝命代国論備議員
　　一執政参政者藩主之所任ト雖モ従来沿襲
　　　之門閥ニ不拘人材登庸務テ公挙を旨とし
　　　其人員黜陟等時々太政官江達スヘシ
　　一執政参政之外兵刑民事及庶務職制
　　　其藩主之所定ト雖モ大凡府県簡易ノ
　　　制ニ準シ一致之理を明ニスヘシ［但職制一定ノ上ハ是ヲ冊ニシテ太政官江達スヘシ］
　　一藩主之側ハテ従来所置用人等職ヲ廃し
　　　別ニ家知事を置敢而藩屏之機務ニ混セ
A0143-01991_054
　　　シメス専ら内家ノ事を掌ラシム可シ
　　一公議人ハ執政参政中ゟ出スヘシ
　　一大ニ議事ノ制ヲ立ラルヘキニ付藩々ニ於てモ各
　　　其制を立ヘシ
　　　　　〆
一十一月二日於非蔵人口左之通御達有之
　　　東北未タ平定ニ至ラサルノ折柄一先鎮将府被
　　　相立候処今般
　　　御東臨被為遊候ニ付而ハ万機
　　　宸断を以被　仰出候御儀ニ付自今鎮将府
　　　被廃候事
　　　　　〆
　　　王政復古凡百之事追々
　　　御改正ニ相成就中刑律ハ兆民生死之所係
　　　速ニ御釐正可被為在之処春来兵馬倥偬
　　　国事多瑞未タ釐正ニ暇アラス依之新律御布
A0143-01991_055
　　　令迄ハ故幕府江御委任之刑律ニ仍り其中磔
　　　刑ハ君父を弑スル大逆ニ限り其他重罪及焚
　　　刑ハ梟首ニ換へ追放所払ハ徒刑ニ換へ流刑ハ
　　　蝦夷地ニ限り且盗窃百両已下罪不至死罪様
　　　略御決定ニ相成候尤死刑ハ
　　　勅裁ヲ纒候条府藩県共刑法官江可窺出
　　　且総而粗忽之刑罰有之間敷事
　　一流刑ハ蝦夷地ニ限り候得共彼地御制度相
　　　立候迄ハ先ツ旧ニ仍り取斗置可申事
　　一徒刑ハ土地之便宜ニより各制ヲ可立事ニ付
　　　府藩県共其見込ニ従ひ当分取斗置可申
　　　追々御布令被為　在候事
　　　右之通被　仰出候条
　　　御旨趣堅相守猶不決之廉有之候ハヽ刑法
　　　官江可伺出候事
　　　　　　〆
A0143-01991_056
一十一月三日会計官江左之通御伺書被差出候処御附
　札を以御差図有之
　　　越前守御預所堀名村を始別紙村々持山之内
　　　鉱気有之場所村人共願意ニ任セ為試
　　　間堀為仕度尤出銀出銅等有之候ハヽ早々御達
　　　申上御沙汰之通為仕度奉存候此段御聞置
　　　被下候様可奉願旨従国許被申付越候間宜
　　　御差図被成下候様奉願上候以上
　　　　　　　　　　　　　松平越前守公用人
　　　　　　　　　　　　　　助役
　　　　十一月三日　　　　　　堀庸之介
　　　　　会計
　　　　　　　御役所
　　　　　　但村名略之
　　　　御附札
　　　　　別紙願之通申付候事
一十一月三日於軍務官左之通御達有之
A0143-01991_057
　　　　　　　　　　　　　　　諸藩江
　　　徴兵差出之儀ニ付士分ニ不拘候而宜敷旨
　　　為心得達置候処動すれハ御趣意　取違ひ
　　　人員ニ充るを以て当座之御用与相心得候
　　　藩々も可有之不届之至ニ候今後者人体等与
　　　遂穿議忠勇之儀ハ勿論幹骨共屹度
　　　御用達之者任撰可有之者全
　　　玉座近迄之御守衛可仕を旨とし心得違
　　　無之様可仕候仍而ハ先達而御布令之通其
　　　者之誤者其藩之可為越度条猶以相
　　　達候事
一十一月七日於非蔵人口左之通御達有之
　　　天下一新御政体被為立第一民庶を綏シ
　　　各其処を得倦さらしむる御趣意之処倉卒
　　　兵馬之事起り不被為得已次第も候得共今日ニ
A0143-01991_058
　　　至候上ハ愈国本を強くし
　　　皇基を培植被為在候ニ付今般新ニ
　　　治河使被設天下之水利大ニ御所置可有之候
　　　就而ハ差掛り近幾之地ニ於而澱川堤防等
　　　十分ニ修覆致し已後水害を除キ民利を
　　　起シ候ハ勿論且又浪華より之運送等も是
　　　迄之三十石通船ニ而ハ徒ニ人力を費し実以不便
　　　利故今日之
　　　御偉業ニハ不相副候間是非共蒸気船ニ而も
　　　仕掛利用可有之候処何分春来騒擾之
　　　折柄終ニ右澱川之堤防さへも御行届兼
　　　候得共東北征討略平蕩之功を奏候上ハ
　　　追々右等之儀も御詮議被為在大ニ水利
　　　之道を起し民庶之福を生し候様被　仰出
　　　候間府藩県ニ於而も此旨相心得上下同揆
　　　其地方最寄ニ就而夫々利害得失相考
A0143-01991_059
　　　勉励可致旨　御沙汰候事
　　　　　〆
　　　　　　　　　　　　　　　南部美濃
　　　　　　　　　　　　　　　丹羽左京
　　　　　　　　　　　　　　　岩城左京
　　　　　　　　　　　　　　　酒井紀伊
　　　　　　　　　　　　　　　松平伊豆
　　　　　　　　　　　　　　　本多能登
　　　　　　　　　　　　　　　内藤長寿丸
　　　　　　　　　　　　　　　牧野駿河
　　　今度被止官位屋敷取揚被　仰付候事
　　　　　〆
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　　　　　　　　　　　　　　　御預所
　　　諸国貢米運送之儀已来各地ニおゐて
　　　海船雇付廻漕可取斗候尤地雇難相成者
A0143-01991_060
　　　積船可差廻条積石数并船着港積立向等
　　　書訳ケ年々取調次第早急当官江可申出
　　　候事
　　一雇付候船々堅固ナルヲ撰立可成程大船ニ積
　　　船数多キニ至らさる様作配可有之候尤藩々
　　　所持外国形製造艦ニ積立不苦候相当之
　　　運賃可被下事
　　一運賃之儀貢米之内ゟ御渡可相成条精々
　　　致吟味至当之訳相認当官江相伺可得指
　　　揮候尤大体半高ハ積立之節船方江相渡御米
　　　御蔵納済残分渡方可有之依而ハ運賃高
　　　見積り積港江置米可致事
　　一船中上乗之もの殊ニ致人撰厳重取締相
　　　立候様可致尤奸曲窃盗等不取締之義毛頭
　　　無之様船方江も堅可被掟候事
　　一港積立并御蔵納之節取斗其外之手積
A0143-01991_061
　　　無益之儀屹度改革都而吏民一致明白之
　　　取斗いたし疑惑不致様逐一可心懸候事
　　　右之趣相達候事
　　　　　〆
　　　諸藩御預所掛り役人不差出公用人を以諸
　　　事取斗事柄更ニ不弁向も不尠元来地方
　　　之儀ハ其筋不呑込ニ而取扱候而ハ大ニ民情ニ
　　　関係致し候間別ニ両三人為振退在京彼是
　　　之御用相弁候様有之度候着京之もの性名
　　　旅亭当官江可届出候
　　一当官江差出候伺届等之書付美濃紙
　　　帳ニ写し本書ニ添可差出候
一十一月十日於軍務官左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　諸藩
　　　　　　　　　　　　　　　公用人
A0143-01991_062
　　　東北平定ニ付凱旋之兵隊出先ゟ直ニ
　　　引揚帰国之向ハ人員名前尤凱陣帰休
　　　等之始末巨細ニ取調可届出様申達候事
　　　　但於東京為　御慰労酒肴致頂戴候向ハ
　　　　其始末可届出候事
一十一月十一日於非蔵人口左之通御達有之
　　　御東幸中在国在邑諸侯毎月十四日
　　　名代重臣を以
　　　禁中御仮建所ニおいて可奉伺
　　　天機旨被　仰出有之候処御都合ニより十三日
　　　巳ノ刻迄ニ可罷出旨更ニ　御沙汰候事
一十一月十二日御小姓頭取堀平大夫御領知目録守護今日
　福井出立
一十一月十三日月次
　天機為御伺御使者御家老代り公用人草尾
A0143-01991_063
　一馬　御仮建所江罷出候処平松甲斐権介殿被謁之
一十一月十三日山県刑部隊壱番大隊并役輩之面々
　若松表ゟ凱陣ニ付　御座所御玄関江被為　出於
　御白洲一統　御目見被　仰付　御意有之
一十一月十四日
　慶永様御滞京中本多大蔵御附御家老
　被　仰付候
一十一月十五日本多源四郎隊四番大隊并大砲隊
　若松表ゟ凱陣ニ付諸事去ル十三日之御式与同断
一十一月十六日吉辰ニ付久我殿江御使者御側御用人
　大宮藤馬副使公用人伊藤友四郎を以　幸姫様江御
　結納被進之
一十一月十七日本多興之輔并斎藤主鈴隊五番六々
　遊撃隊小荷駄方等凱陣ニ付諸事去ル十五日御式与同断
一十一月十八日於非蔵人口左之通御達有之
　　　金城御誕辰九月廿二日
A0143-01991_064
　　　右之外御大礼之節
　　　　但其節々御布令有之候事
　　　神武天皇御忌　　三月十一日
　　　仁孝天皇御忌　　二月六日
　　　孝明天皇御忌　　十二月廿五日
　　　右之当日刑罪并拷問等可相除旨被
　　　仰出候事
　　　諸藩トモ従来国名所名等を以
　　　姓氏ニ替へ相用候得共向後総而
　　　本姓を可称旨被　仰出候事
一十一月十八日　幸姫様岡崎御屋形江御引移被成
　慶永様江初而　御対顔
一十一月廿一日　幸姫様京都岡崎御屋形御発輿
　東近江路通御旅行
一十一月廿一日今度　思召を以於越後口戦死之面々
　於運正寺供養被　仰出為供養料金拾両被下之
一十一月廿三日今朝　御本丸江被為　移山県刑部本多
　源四郎初凱陣之面々　御目見被　仰付神酒御赤
　飯被下之
A0143-01991_065
一十一月廿四日於　御本丸本多興之輔初凱陣之面々
　右同断畢而興之輔家来共於席々　御目見被
　仰付神酒御赤飯被下之
（以下、「　」内は抹消）
「一十一月廿五日先達而　幸姫様江御結納無御滞被為
　　済候ニ付
　　御方々様御祝儀為御取替有之」
一十一月廿五日　御判物并御領知目六共左之御願書添
　弁事官江島田志津摩持参差出之
　　　旧幕府ゟ受法之判物并領知目録等別紙
　　　之通差出申候改而領知之状被下置候様奉
　　　願上候以上
　　　　十二月廿五日　　　　　松平越前守
　　　　但別紙略之
一十一月廿五日於非蔵人口左之通御達有之
　　　諸侯家督相続并叙任等被　仰付御礼参
　　　内之節
A0143-01991_066
　　　　御太刀　　　　一腰
　　　大宮御所江
　　　　干鯛　　　　　一箱
　　　献上可致事
　　　右之通向後御規則被相定候ニ付此段相達
　　　候事
　　　　　〆
　　　来ル廿二日三日各国公使参
　　　朝被　仰付候事
　　　　　〆
　　　来ル十九日ゟ東京鉄砲洲開市相成候ニ付而ハ
　　　武家之向無鑑札ニ而外国人居留地江立入
　　　候儀不相成候自然要用有之罷越候節ハ東
　　　京府江申立印鑑請取出入共鉄砲洲稲
　　　荷橋真福寺橋南小田原町橋三ケ所ニ限り通行
　　　可致候事
A0143-01991_067
　　　右之通於東京被　仰出候間相達候事
一十一月廿六日先年松岡合薬所并御武具役所ニおゐて
　相果且富有丸乗組溺死之者共今度於運正寺供養
　被　仰出為供養料同寺江金五両被下之
（以下、「　」内は抹消）
「一十一月廿七日於運正寺戦死之面々を始供養ニ付寺社
　　奉行渥美新右衛門詰被　仰付
　　　但越後口出張之御備頭を始遊撃隊長御目付三司官之面々
　　　相詰候事」
　　　　　　　　　　　　　　　在京之諸藩
　　　寒中為伺
　　　天機来月朔日巳ノ刻参
　　　朝可有之候事
　　　　　　〆
　　　来ル十四日辰刻
　　　浜殿江　行幸被　仰出候事
　　　　但海軍　天覧之事
A0143-01991_068
　　　右之通於東京被　仰出候間相達候事
一十一月廿八日　幸姫様三ノ丸御座
　所江御着輿
（以下、「　」内は抹消）
「一十一月廿八日右同断ニ付左之通御祝儀為御取替
　　有之
　　　　慶永様より
　　　　幸姫様江
　　　　　干たい　　　　一はこ
　　　　慶永様江
　　　　幸姫様より
　　　　　するめ　　　　一はこ
　　　　　干たい　　　　一はこ
　　　　　御樽　　　　　一荷
　　　　　　〆」
一十一月廿八日右同断ニ付御順之儀左之通被　仰出之
　　　御簾中様
　　　幸姫様
A0143-01991_069
　　　信次郎様
　　　　〆
一十一月廿八日於弁事官左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　為会津征討越後口江出馬致　仰付候処
　　　所労ニ付遷延候得共追々兵隊操出シ攻撃
　　　奏功彼地稍平定ニ至候ニ付而ハ最早不及
　　　出馬旨　御沙汰候事
一十一月晦日於弁事官左之通御達有之
　　　花押ハ自書之証ニ有之候処文飾之弊習ニ
　　　仍り往々彫刻之儀を相用候事其主意を
　　　失ひ無謂次第ニ付向後花押を相用候
　　　書類凡て自筆ニ相認可差出旨
　　　御沙汰候事
　　　　　〆
　　　　堂上諸侯并中下大夫
A0143-01991_070
　　一年五拾歳ニ至り実子男子無之ハ本姓
　　　血統相撰ミ養子可相願候事
　　　　但廃疾及事故ニ罹候輩ハ年齢ニ不拘可願
　　　　出事
　　一父年五拾歳ニ至り嫡子年十七歳ニ及ひ
　　　所労等にて隠居之儀願出候ハヽ家督相続
　　　御評議可有之事
　　一嫡子嫡孫自今年拾五歳ニ至り元服可
　　　致年齢に不至とも願に仍り時宜之
　　　御評議可有之事
　　　　但武家にてハ従来乗り出しと唱候得共今
　　　　般官武一途ニ被　仰出候ニ付而ハ凡而元服と可
　　　　相唱事
　　一出陣之儀ハ右年席ニ不拘各其器量次
　　　第御指揮可有之事
　　　　但六拾歳以上ハ出陣可為勝手事
A0143-01991_071
一十二月朔日於弁事官左之通御達有之
　　　東京　臨幸万機　御親裁被為
　　　遊蒼生未タ沢ニ霑ハスト雖モ内地略及
　　　平定候ニ付
　　　大廟江御成績ヲ被為告度来月上旬一先
　　　還幸被為遊候尚明春　再幸之
　　　思食ニ付百官有司可得其意旨被
　　　仰出候事
　　　右之通東京ニ於て被　仰出候間相達候事
一十二月二日御預所租税之儀已来司計局ニ而取扱候
　様被　仰付右ニ付御金奉行并御勝手役之儀御廃止
　被成候旨被　仰出之
　　但立合同心之儀も御廃止之事
一十二月二日御拝借金御願高之内拾七万両於会
　計官御渡有之
一十二月三日於東京左之通御達有之
A0143-01991_072
　　　諸侯嫡子叙任之儀往々願出候者も有
　　　之候処向後不被　仰付候間為心得此段
　　　相達候事
　　　　但功労有之者ハ格別之事
一十二月四日今般於
　朝廷養老之典被為挙候ニ付御家中并諸組迄
　八拾八歳已上百歳已上之者早速取調相達候様御目付江
　御家老酒井外記申渡之
一十二月五日御趣意ニ付川除奉行被廃已来川筋
　之儀郡方ニ而取扱候様被　仰出之
一十二月五日当暮惣与内歩掛り之儀知行百石之
　面々ハ割方難儀之訳も有之ニ付為御手当米弐俵半ツヽ
　被下之
　　但御役料有之面々ハ御手当無之事
一十二月五日於非蔵人口左之通御達有之
　　　還幸来ル八日　御発輦被　仰出候事
A0143-01991_073
　　　　但東海道　御通輦之事
（以下、「　」内は抹消）
「一十二月五日御趣意ニ付川除奉行被廃已来川筋
　　之儀郡方ニ而取扱候様被　仰出之
　一十二月五日当暮惣与内歩掛り之儀知行百石之面々
　　割方難儀之趣も有之ニ付米弐俵半宛為御手当被下置
　　候旨被　仰出之
　　　但役料有之面々ハ御手当無之事
　一十二月七日錦旗壱流并大隊旗弐流小旗八百弐拾
　　弐枚軍務官江御返納被成
　一十二月七日先般評定局御取建迄之処稲葉俊之助
　　居屋敷表之分御借受被成候処今度川口御門内江右
　　局御取建今朝開局ニ付此段諸向江致返達候様月番
　　御目付江御家老申渡之
一十二月八日弁事官江左之通御願書被差出候処御附札
　を以御差図有之
　　　私儀当夏以来之所労未タ全快ハ不仕
A0143-01991_074
　　　候得共今般　還幸被為　在候ニ付而ハ扶病
　　　押而上京奉窺
　　　天機度奉存候此段宜　御沙汰被成下候様
　　　奉願上候以上
　　　　十二月八日　　　　　　松平少将
　　　　　弁事
　　　　　　　御中
　　　　御附札
　　　　　願之通可致上京事
一十二月八日今度
　還幸ニ付
　天機為御窺御上京来ル十三日　御発駕可被成旨
　被　仰出之
一十二月九日於非蔵人口左之通御達有之
　　　当分三等官已上并権弁事九門内騎馬
　　　乗輿之儀ハ至急之御用も有之被差許
　　　候儀ニ付宮堂上諸侯等ニ行逢候節不及
A0143-01991_075
　　　下馬下乗旨被　仰出候事
　　　　　　　　　　　　　　　日蓮宗江
　　　王政御復古更始維新之折柄神仏
　　　混淆之儀御廃止被　仰出候処於其宗ハ従
　　　来三十番神と称し
　　　皇祖大神を奉始其他之神祇を配祠之
　　　且曼陀羅と唱へ候内江
　　　天照皇大神　八幡大神等之御神号
　　　書加へ剰へ死体ニ相着セ候経帷子等ニも神
　　　号を相認候事実ニ不謂次第ニ付向後御
　　　禁止被　仰出候間総而神祇之称号決而相混
　　　不申様屹度相心得宗派末々迄不洩様可
　　　相達旨　御沙汰候事
　　　　但是迄祭来候神像等於其宗派設候分ハ
　　　　速ニ可致焼却候若又由緒有之往古ヨリ在来
　　　　之分ヲ相祭候類ハ取調神祇官江可伺出事
A0143-01991_076
一十二月十日吉辰ニ付　幸姫様今朝　御座所御広敷江
　御引移　御婚姻御整被成
一十二月十一日右同断ニ付　幸姫様御事今日ゟ　御前様与
　可奉称旨被　仰出候
一十二月十一日今度御上京ニ付左之通被　仰出之
　　　　　覚
　　　今度　御上京御留守中御座所御〆切之
　　　事
　　　　但来ル十七日ゟ〆切之事
　　一右同断ニ付御用日諸願并諸達事評定局江
　　　罷出相達可申事
　　一右同断ニ付御役人之面々御勝手御用之儀ハ
　　　是迄之通評定局江罷出相伺可申事
　　一右同断ニ付公務局之儀ハ元御留守御右筆部
　　　屋ニ被立置候事
　　　　　　　　　　　　　　　御中老江
A0143-01991_077
　　　御座所御広間御床ニ御居へ置之一ノ御箱
　　　今度　御上京御留守中御腰物奉行江
　　　御預ケ被成候
　　一右ニ付七ツ蔵御番士当番之儀ハ　御留守中
　　　被相止候
一同日左之通夫々被仰出之
　　　　　　　　　　　　　　　御作事奉行江
　　　諸職水役始諸運上取立方之儀来巳年ゟ
　　　已来取扱ニ不及候右ニ付諸職庄屋之儀も
　　　夫々可被差免候
　　　　但是迄取扱成候諸帳面司計局江可相渡候
　　　　　　　　　　　　　　　御水主組支配江
　　　川船改并運上取立之儀来巳年ゟ惣而取
　　　扱ニ不及候舟改印并是迄取扱之帳面司計
　　　局江相渡候様被　仰付候
　　　　　　　　　　　　　　　出淵伝之丞江
　　　鉱山方之儀已来郡局江附属被　仰付候
A0143-01991_078
　　　　　　　　　　　　　　　千本弥三郎江
　　　炭薪材木役所ニおゐて是迄取扱成候諸
　　　運上之儀来巳年ゟ已来取扱ニ不及候
　　　　　　　　　　　　　　御勝手
　　　　　　　　　　　　　　御所務
　　　　　　　　　　　　　　　元〆役
　　　右御勝手租税元〆役与
　　　　　　　　　　　　　　　御所務方
　　　右租税方御所務掛り与
　　　　　　　　　　　　　　諸運上
　　　　　　　　　　　　　　　取調役
　　　右租税方諸運上掛り与
　　　右之通御役名御改正被　仰出候
（以下、「　」内は抹消）
「一十二月十二日是迄　御発駕前日御家老始御懇意之
　　隠居　御機嫌相伺候処已来廉立候　御逢無之罷出候得者
　　御奏者ゟ申上不順に　御逢可被成旨被　仰出之」
A0143-01991_079
一十二月十三日今度還幸ニ付天機為御窺御上京御発駕東近江路
　通御旅行
一十二月十五日於非蔵人口左之通御達有之
　　　今般東北平定ニ付賞罰之典被為挙候テ
　　　一先　還幸被遊度　思食之処将士功勲之
　　　等級等未精密取調行届兼時日遷延ニ
　　　及候間尚　還幸之上速ニ褒賞之典可被
　　　為挙候此旨一同可相心得様被　仰出候事
　　　右之通於東京被　仰出候間相達候事
　　　宮堂上諸侯及中下大夫社寺ニ至ル迄従
　　　来京師東京大坂其他自領ニ非サル所ニ
　　　於て用達出入等申付候者江苗字帯刀ヲ
　　　許し或ハ家来ト唱サセ候儀不謂次第ニ付
　　　自今禁止被　仰出候事
　　　　但苗字帯刀格式等其家限り内論取扱
A0143-01991_080
　　　　之儀ハ可為勝手候若又其家之抱ニ無之而ハ
　　　　差閊候向も有之候ハヽ其管轄之府県江可申出
　　　　願ニヨリ其地民籍可被差除候事
一十二月十六日　御座所御建継御普請御出来ニ付士分
　已下之諸役輩江銀弐拾七貫弐百七拾五匁被下之
一十二月十六日今般養老之典被為挙候ニ付　思召を以
　左之通被下之
　　　　　　　　　　　　　　平馬祖父
　　　　　　　　　　　　　　　川地柯亨
　　　　　　　　　　　　　　弥兵衛父
　　　　　　　　　　　　　　　林祟信
　　　　　　　　　　　　　　順右衛門祖父
　　　　　　　　　　　　　　　永田松斎
　　　　　　　　　　　　　　大井弥十郎
　　　　　　　　　　　　　　　祖母
　　　　　　　　　　　　　　小栗小次郎
　　　　　　　　　　　　　　　祖母
　　　右年々銀拾枚之当りを以被下之
　　　　　　　　　　　　　　平田円蔵
　　　　　　　　　　　　　　　祖母
　　　　　　　　　　　　　　高松恒右衛門養父
　　　　　　　　　　　　　　　奥右衛門
A0143-01991_081
　　　　　　　　　　　　　　大野与三右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　養母
　　　　　　　　　　　　　　山本宗立
　　　　　　　　　　　　　　　祖母
　　　　　　　　　　　　　　伝馬町
　　　　　　　　　　　　　　角屋勘左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　母
　　　　　　　　　　　　　　　上領十六人
　　　　　　　　　　　　　　　中領廿四人
　　　　　　　　　　　　　　　下領十六人
　　　右其身一生為御扶助年々米四俵ツヽ被下之
（以下、「　」内は抹消）
「一十二月十六日来年頃之御式御延シ相成候旨被　仰出之」
（以下、「　」内は抹消）
一十二月十七日京都「岡崎御屋敷」江　御着
「慶永様江　御対顔夫ゟ黒谷御旅館江被為　入
　［金剛戒寺］」
一十二月十七日左之面々孝心貞実ニ付夫々御褒美
　被下之
　　　桐御紋　　　　　　　　　村井石介
　　　御上下一具　　　　　　　
　　　御褒詞　　　　　　　　　土多源五兵衛
A0143-01991_082
　　　同　　　　　　　　　　　渡辺藤大夫
　　　桐　御紋　　　　　　　　赤尾金平
　　　御上下一具　　　　　　　　
　　　御褒詞　　　　　　　　　同人妻
　　　同　　　　　　　　　　　田島甚八郎
　　　同　　　　　　　　　　　堀江七大夫
　　　　　　　　　　　　　　　柳下久之丞
　　　御紋御反物一　　　　　　　妻
　　　　　　　　　　　　　　　織田三大夫
　　　同　　　　　　　　　　　　妻
　　　　　　　　　　　　　　　岡本晋助
　　　桐御紋御反物一　　　　　　妻
　　　　　　　〆
一十二月十八日御参
　内夫ゟ
　大宮御所江御　参御退朝掛ケ輔相公并当番
　弁事江　御勤
一十二月十八日今朝御参
　内之節左之御願書被差出候処御願之通被　仰出之
　　　私儀今般上京仕候ニ付勤番相願申度
　　　奉存候此段奉伺候事
　　　　十二月十八日　　　　　松平少将
A0143-01991_083
　　　　　弁事
　　　　　　　御中
一十二月十九日於非蔵人口左之通御達有之
　　　大政御一新ニ付天下之衆庶其所ヲ得各
　　　其志ヲ遂候様覆載至仁之御趣意ニ付
　　　鰥寡孤独窮民等ニ至迄追々　御賑恤之道モ
　　　相立候戊午年来国事ニ周旋シ
　　　皇室ニ勤労候者却而姦吏之タメニ非命之
　　　死ヲ遂ケ其妻子等飢寒ニ苦ミ且幸ニ存命
　　　候モ落籍流離候族モ有之哉ニ相聞へ実ニ不
　　　憫之事ニ候依之今般京都府ニ於テ夫々取調
　　　死亡之忠魂ヲ慰祭シ妻子救助等之儀執
　　　行候ニ付テハ府藩県共其管轄中右等之者
　　　有之候ハヽ篤与取調祭祀救助等行届洽ク
　　　御仁沢ニ浴シ候様可取斗旨　御沙汰候事
一十二月廿日於非蔵人口左之通御達有之
A0143-01991_084
　　一公議所開議之期日来巳年二月十五日ト被
　　　仰出候事
　　一公議人々員之儀ハ是迄大藩三人中藩二人
　　　小藩一人之御規則ニ候処以来各藩壱人ツヽ
　　　可差出事
　　一公議人之儀ハ是迄其藩論ニ可代人才差出
　　　候様被　仰出有之候得共右ハ執政参政之中ヨリ
　　　一名致撰挙可差出事
　　一是迄主人在職之藩々公議人差出ニ及ハサル様
　　　被　仰渡置候得共以来主人在職之有無ニ不
　　　拘各藩総而可差出事
　　　右之通被　仰出候事
（以下、「　」内は抹消）
「一十二月廿一日弁事官江左之御願書被差出候処追而
　　御附札を以御差図有之
A0143-01991_085
　一十二月廿一日稲葉俊之助居屋敷表之分長々御借
　　受被成候ニ付御鐙一足金五千疋被下之」
一十二月廿二日今日
　還幸ニ付暁七半時御参　朝粟田御発輦之御注
　進ニ而南門前江被為　出御奉迎午刻前
　御着輦直ニ御当番御勤
一十二月廿二日左之通取扱候様司計局頭取并御作事奉行江
　御家老申渡之
　　　先年繰舟場江出来候新橋已来大橋
　　　同様之御普請ニ被　仰出候
（以下、「　」内は抹消）
「一十二月廿三日泉涌寺江被為入
　　山稜御参拝
　一十二月廿五日御忍ニ而三条通り竹原利兵衛方江被為　入
　　御通輦御拝見」
A0143-01991_086
一十二月廿六日御足痛ニ付　御当番御断
一十二月廿六日於非蔵人口左之通御達有之
　　　富興行之儀ハ兼而御制禁ニ有之候処近年
　　　諸国ニ於テ金銭融通ヲ名トシ或ハ社寺再建等ニ
　　　挓シ興行致候向も有之趣元来澆季之弊風
　　　僥倖ノ利ヲ以テ民心ヲ誘惑スルヨリ自然農工商共
　　　其職業ヲ惰り往々之カ為ニ家産ヲ破り候者茂
　　　不少哉ニ相聞へ以之外之事ニ候斯御一新之折柄
　　　右様之所業殊ニ御趣意ニ相戻り候儀ニ付
　　　更ニ厳禁被　出候事
　　　　　　　　　　　　　　　在京諸侯
　　　来ル廿八日　女御　入
　　　内即日立　后被為在候ニ付未刻参賀可
　　　有之事
　　　　但献物之儀ハ追而可申達事
一十二月廿七日　御参
A0143-01991_087
　朝還幸之恐悦被　仰上夫ゟ
　大宮御所江　御参
一十二月廿七日於軍務官左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江
　　　其藩境町御門警衛被免候事
　　　　但徴兵江申付候間交替可致候事
一十二月廿八日
　女御入　内ニ付　御参
　朝恐悦被　仰上夫ゟ
　大宮御所江御参
A0143-01992_001
（表紙）
明治二年己巳
　茂昭様御代
　　　　　　　　　　（朱書）「読合済」
A0143-01992_002
（本文）
明治二年己巳
一正月朔日御当番ニ付御参　朝［御衣冠］御料理御頂戴御願之上
　節会御拝見被成
（以下、「　」内は抹消）
　「但御当番御参　朝之義以後不記之」
一同日東園殿ゟ左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　元日節会
　　　　　　　　　　　　　　　白馬節会
　　　　　　　　　　　　　　　踏歌節会
　　　　　　　　　　　　　　　舞御覧
A0143-01992_003
　　　右四ケ日共在京之諸侯勝手ニ拝見被　免候間此旨
　　　相達候自然所労且差支等有之節者別段断ニ不及
　　　可為勝手候事
　　　　正月　　　　　　　　　行政官
一正月二日為年始御祝儀御参　朝於小御所被拝
　竜願御酒御頂戴相済夫ゟ
　大宮御所　女御御方江御礼被　仰上御退　朝掛岡崎御屋敷江
　被為　入
　慶永様御列座ニ而御家老始一統格迄年始御礼被為
　請
一正月三日御参　内御祝酒御料理并御中啓
　天盃御頂戴被成
一同月四日御足高并御役料其外子弟輩被召出之者
　御手当米渡方之儀ニ付左之通取扱候様司計武田三十郞江
　月番御家老申渡之
　　　御足高并御役料其余十一月十七日手形
　　　仕出之分当巳ノ暮ゟ其日之相場を以銀渡シ
A0143-01992_004
　　　ニ取計候様被仰付候
　　一子弟輩被召出之者ハ父兄同居之者ハ毎月
　　　廿四日之手形相場を以廿五日銀渡し之事
　　　　但父兄御切米ニ而五人扶持未満之者者
　　　　是迄之通手形渡之事
　　一拾人扶持以上之面々ハ拾人扶持ニ当ル分ハ
　　　手形渡し其余者右同断
　　　　但三十人扶持已上之輩ハ飯米高見込
　　　　相達其通り御渡シ之事
　　一拾人扶持以下之面々ハ是迄之通り手形渡之事
（以下、「　」内は抹消）
「一正月五日左之通被　仰出候旨御側御用人江月番
　　御家老申渡之
　　　　　　　　　　　　　　　高知之面々
A0143-01992_005
　一正月六日御当番ニ付御参　内御退　朝懸久我殿江御出
　　被成御初而ニ付於大奥御書院御酒御吸物出先ゟ大奥江
　　御転座御方々様御盃事有之御召替［御狩衣］其上御饗
　　応有之右ニ付久我様江鯣一箱昆布一箱御樽一荷
　　前内府様江縮緬三巻御多葉粉盆一交御肴一折
　　大納言様羽二重弐疋御肴［金三百疋］愛君様江奉書織壱疋
　　東久世様維君様元君様江縞奉書織壱反宛御惣客
　　御鉢盛被進之
　　　但初而御出ニ付久我様諸大夫初へ左之通御贈物有之
A0143-01992_006
　　　
　　　　奉書織一疋
　　　　金五百疋
　　　別段　　　　　　　　　　春日讃岐守
　　　　奉書織一反
　　　　金千疋
　　　　　　　　　　　　　　諸大夫席
　　　　金五百疋ツヽ　　　　　森但馬守
　　　　　　　　　　　　　　　春日伯耆守
　　　　　　　　　　　　　　諸大夫席相勤居候
　　　　同五百疋　　　　　　　春日荘三郎
　　　　　　　　　　　　　　侍席
　　　　同五百疋ツヽ　　　　　小島右衛門権大尉
　　　　　　　　　　　　　　　早川遠江介
　　　　　　　　　　　　　　用人席
　　　　同五百疋ツヽ　　　　　武井祥二郎
　　　　　　　　　　　　　　　沖田隼之助
　　　　　　　　　　　　　　　井上鉄三郎
　　　　　　　　　　　　　　　奥田万二郎
　　　　　　　　　　　　　　　奥野耕之助
　　　　　　　　　　　　　　　辻由之助
　　　　　　　　　　　　　　　松野与四郎
　　　　同弐百疋ツヽ　　　　　加名生邦次郎
　　　　　　　　　　　　　　　松田金之助
　　　　　　　　　　　　　　　小島助三郎
　　　　　　　　　　　　　　　早川米二郎
　　　　　　　　　　　　　　　石崎覚太郎
A0143-01992_007
　　　　　　　　　　　　　　　村岡専之助
　　　　別段
　　　　金三百疋　　　　　　　奥田万二郎
　　　　　　　　　　　　　　表近習席
　　　　同百疋　　　　　　　　寺沢勝太郎
　　　　　　　　　　　　　　青士
　　　　　　　　　　　　　　　山田直次郎
　　　　　　　　　　　　　　　加藤喜平次
　　　　　　　　　　　　　　　茨城奥三郎
　　　　同七百疋ヲ　　　　　　栗田辰次郎
　　　　　　　　　　　　　　　梶田又三郎
　　　　　　　　　　　　　　　高木為三郎
　　　　　　　　　　　　　　　本井漢三郎
　　　　　　　　　　　　　　　山越周蔵
　　　　　　　　　　　　　　　日野徳蔵
　　　別段
　　　　同百疋　　　　　　　　山田直次郎
　　　　同弐朱ツヽ　　　　　　中番六人
　　　墨流
　　　　奉書織一疋
　　　　盃一枚　　　　　　　　菅浦
　　　　金三百疋
A0143-01992_008
　　　墨流
　　　　奉書織一疋
　　　　盃一枚　　　　　　　　松島
　　　　金弐百疋
　　　同
　　　　縮緬ふくさ一
　　　　盃一枚　　　　　　　　槙野
　　　　金三百疋
　　　同
　　　　ふくさ一　　　　　　　川さき
　　　　金三百疋
　　　　金弐百疋ツヽ　　　　　御側八人
　　　　金壱両ヲ　　　　　　　御仲居四人
　　　墨流ちりめん
　　　　ふくさ一　　　　　　　慶了院
　　　　金三百疋
　　　別段
　　　　同五百疋
　　　　金五百疋　　　　　　　御乳持
　　　　　　　　　　　　　　　　さし上候者へ」
一正月七日東園殿ゟ左之通御達有之
　　　今般　女御入　内　立后等被為在候ニ付
　　　諸侯之嫡子嫡孫隠居之分も恐悦献上物
　　　人別ニ左之通
A0143-01992_009
　　　禁中江　　　太刀一腰
　　　大宮御所江　干鯛一箱
　　　内宮御所江　干鯛一箱
　　　　但元服不致輩ハ不及其儀候事
　　　右之通相達候事
　　　　正月　　　　　　　　　行政官
　　　来ル十二日　賢所御神楽
　　　　但旧冬分
　　　来ル十三日　賢所御神楽
　　　　但東幸御動座ニ付
　　　右ニ付十日晩ゟ十四日朝迄　御神事候事
　　　　但重軽服者并僧尼参
　　　　　朝可憚事
　　　　正月　　　　　　　　　行政官
　　　諸侯参　朝之節家来之者
　　　御車寄始　御仮建所御玄関等ニ而
A0143-01992_010
　　　私ニ附添送迎致シ御廊下向猥ニ通行候
　　　儀禁止被　仰出候事
　　　　但公用人壱人是迄相詰候休息所江
　　　　　罷出用弁候儀ハ不苦候事
　　　　　　正月　　　　　　　行政官
　　　徴士横井平四郎ヲ殺害ニ及候儀
　　　朝憲ヲ不憚以之外之事ニ候元来暗
　　　殺等之所業全以府藩県正藉（籍）ニ列シ候
　　　者ニハ不可有事ニ候万一壅閑（閉）之筋ヲ以
　　　右等之儀ニ及候哉　御一新後言路洞
　　　開府藩県不可達之地ハ無之筈ニ候若脱藉（籍）
　　　之徒暗々天下之是非ヲ制シ
　　　朝廷之典刑ヲ乱り候様ニ而ハ何ヲ以綱紀
　　　ヲ張り　皇国ヲ維持スルヲ得ンヤト深ク
　　　宸恕被為在候京地ハ勿論府藩県ニ於テ
　　　厳重探索ヲ遂ケ且平常無油断取締方
　　　屹度可相立旨被　仰出候事
A0143-01992_011
　　　　正月　　　　　　　行政官
一正月九日鷹司殿ゟ左之通御伝達有之
　　　来ル十五日辰刻
　　　皇学所開講同十七日辰刻
　　　漢学所開講右之通被　仰出候事
　　　　正月　　　　　　　　　行政官
一同十一日御当番ニ付御参　朝［御狩衣］今日ゟ御行列之
　之内へ遊撃隊ニ而御口御傘御草履手明等相勤候様被　仰出之
（以下、「　」内は抹消）
　　　「　　　　　　　　　　壱番
　　　　御口　　　　　　　　　松尾源右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　笹川欽之亮
　　　　御傘　　　　　　　　　鰐淵潜
　　　　御草履　　　　　　　　井上市左衛門
　　　　手明　　　　　　　　　湯浅権六
　　　　　　　　　　　　　　二番
　　　　御口　　　　　　　　　中村操
　　　　　　　　　　　　　　　岡島次郎大夫
　　　　御傘　　　　　　　　　宇貝八郎右衛門
A0143-01992_012
　　　　御草履　　　　　　　　石川潔
　　　　手明　　　　　　　　　青山久太郎」
一正月十一日左之通伺書被差出之候処
　御附札を以御差図有之
　　　　　　　　　　　　　　　内藤志摩守
　　　　　　　　　　　　　　　蒔田相模守
　　　　　　　　　　　　　　　植村釗八郎
　　　　　　　　　　　　　　　本多平八郎
　　　右御番入奉伺候
　　　　正月十一日　　　　　　松平少将
　　　　御附札
　　　　　可為伺之通事
　　　　　　　　　　　　　　　内藤志摩守
　　　　右二番江
　　　　　　　　　　　　　　　蒔田相模守
　　　　右三番江
　　　　　　　　　　　　　　　植村釗八郎
　　　　右四番江
A0143-01992_013
　　　　　　　　　　　　　　　本多平八郎
　　　　右五番江
　　　右之通番入仕候此段申上候
　　　　正月十一日　　　　　　松平少将
　　　今日初参之面々御礼勤之儀左之通被
　　　相心得候而宜御座候哉奉伺度事
　　　［大宮中宮江］為伺御機嫌参上候事
　　　輔相卿岩倉様江為御礼相越候事
　　　御当番弁事御方江為御礼罷越候事
　　　右之通相心得候而宜旨東園殿御差図有之
一正月十一日五辻弾正大弼殿ゟ左之通御達有之
　　　府藩県管轄之地百姓町人共旧幕府ゟ
　　　苗字帯刀指免シ或ハ扶持遣シ諸役免除
　　　等申付候儀一切廃止被　仰出候事
　　　　正月　　　　　　　　　行政官
A0143-01992_014
　　　各藩領内ニ有之社寺
　　　勅祭之神社　勅願之寺院共土地人民
　　　支配之儀ハ左之通可相心得事
　　一制札ハ其藩より掲示之事
　　一村々役人進退共総而其藩ニ而可取斗事
　　一宗門人別帳ハ村々より直ニ其藩江可指出
　　　事
　　一年貢之儀ハ年々其藩ニ於て取極可相
　　　達事
　　一村々江夫役用金等地頭より勝手ニ申付間
　　　敷事
　　　右之外政務ニ関係致候儀者悉皆藩々
　　　於て指揮可致全府藩県同一沿之
　　　御趣意奉体認彼我之別無之可取扱旨
　　　御沙汰候事
　　　　正月　　　　　　　　　行政官
一正月十二日東園殿ゟ左之通御伝達有之
A0143-01992_015
　　　今般
　　　女御入内　立后等被為　在候付在京諸侯
　　　献上物之儀来ル十六日より十八日迄三ケ日之内
　　　使者を以奉者所江可差出候在国在邑之
　　　面々ハ重臣ヲ以右三ケ日之内　御仮建
　　　所ニ於テ恐悦申上献物ハ奏者所江可差
　　　出候事
　　　　但シ
　　　　禁中江
　　　　　太刀一腰
　　　　大宮御所
　　　　中宮御所江
　　　　　干鯛一箱ツヽ
　　　　嫡子嫡孫隠居より人別左之通
　　　　禁中江
　　　　　太刀一腰
　　　　但元服不致輩ハ不及其儀候事
　　　右之通相達候事
　　　　正月　　　　　　　　　行政官
A0143-01992_016
　　　今般奥羽諸藩御所置被　仰付候ニ付而ハ
　　　右家来之者共是迄入京差留置候処
　　　爾来松平容保元家来ヲ除ク外総而入
　　　京被差免候事
　　　　正月　　　　　　　　　行政官
一正月十四日東園殿ゟ左之通御達有之
　　　此頃中京都諸出口通行差止被置候処
　　　最早通行不苦候間此段為心得申達候事
　　　　但諸出口へ本文之趣申達候割合も
　　　　可有之候間今日京地発足之者ハ
　　　　時刻見斗発足可致事
　　　　　正月十三日　　　　　行政官
一正月十六日踏歌節会ニ付兼而御伺之上御参
　朝［御衣冠］
一同月十七日御使野口竹次郎を以女房御文持廻り左之通
　申来候ニ付御請之儀御名下江かしこまりてうけ給りぬと
A0143-01992_017
　相認右御使江相渡之
　　　来ル十九日舞
　　　御覧おはしまし候まゝみな々々
　　　しこう候へのよし申し参らせ候
　　　　松平少将殿
一正月十七日
　女御　御入内　立后等被為　済候ニ付為御祝儀
　御使者門野隼雄を以左之通御進献被成
　　　禁中江
　　　　太刀一腰
　　　大宮御所江
　　　中宮御所江
　　　　干鯛一箱ツヽ
一正月十七日知行所御預之儀ニ付弁事局江左之通御伺書
　差出候処御附札を以御差図有之
A0143-01992_018
　　　昨春　勅使御両卿国元江御越之節
　　　別紙之面々領地知行所等越前守江御預
　　　被　仰付追而勤
　　　王之道相顕本領安堵被　仰付候節者
　　　御沙汰可有之旨　仰出候処其後本領安
　　　堵被　仰付候由ニ候得共爾今何等之
　　　御沙汰も不被為在候ニ付今以引渡不申候
　　　右者如何取斗可申哉此段奉窺候宜
　　　御沙汰可被成下候以上
　　　　　　　　　　　　　松平少将
　　　　　　　　　　　　　　公用人
　　　　正月十二日　　　　　　伊藤友四郎
　　　　　弁事
　　　　　　御役所
　　　　　　　　　　　　　　　松平和泉守
　　　　　　　　　　　　　　　青山大膳亮
　　　　　　　　　　　　　　　本多大膳
　　　　御附札
A0143-01992_019
　　　　　伺之地所者早々別紙領主江其藩ヨリ引渡
　　　　　候様可致事
一正月十九日御参　朝舞　御覧御拝見被成鶴肉
　御祝酒御料理御頂戴被成
一同日千種殿ゟ左之通御達有之
　　　御再幸ニ付於東京諸侯中大夫以下三月
　　　十日限り参着可致旨御布告之処御都合も
　　　被為　在候ニ付此度別紙之通更ニ被仰出候事
　　　当春再東京江　行幸ニ付天下之大小
　　　侯伯及中下大夫上士ニ至迄被為　召輿
　　　論公議ヲ以テ国是之大基礎可被為建
　　　思食ニ付大小侯伯及中下大夫上士ニ至迄悉ク
　　　四月中旬ヲ限り東京江参着可致尤道路
　　　之遠近茂有之儀ニ付各其心得可有之旨
　　　御沙汰候事
　　　　但昨春兵馬倥偬国事多端ニ付而者
A0143-01992_020
　　　上下之疲弊不一方深く大義ニ被
　　　思食候得共右会議被為在候ハ実ニ天下之
　　　大事件ニ付各　御趣意ヲ奉載シ成丈ケ
　　　軽装無用之冗費無之様厚被　仰出候事
　　　　正月　　　　　　　　　行政官
一正月廿日東園殿ゟ左之通御達有之
　　　瑞典及那耳回国
　　　　右二国ニテ一王之政令
　　　是班牙国
　　　右之国々ト今般条約御取結ニ相成候間為
　　　心得此段相達候事
　　　　正月　　　　　　　　　行政官
一正月廿一日御参　朝
一同月廿二日弁事局ゟ左之通御廻達有之
　　　来ル廿五日　御誓約被為在候ニ付午刻
　　　参　朝可有之候也
A0143-01992_021
　　　　但着用有位ハ衣冠無位ハ直垂之事
　　　　　正月廿二日　　　　　弁事
　　　　　　松平少将殿
一正月廿二日千種殿ゟ左之通御達有之
　　　今般大政更始四海一家之御宏謨被為
　　　立候ニ付箱根始諸道関門廃止被
　　　仰出候事
　　　　正月　　　　　　　　　行政官
一正月廿四日軍務官ゟ御呼出ニ而左之通御達有之
　　　王政御一新ニ付諸民其所ヲ得候様厚キ
　　　御趣意ヲ以追々御布告ニ相成候御趣意者
　　　孰茂深く可奉体認方今万機
　　　御親裁之秋与相成候上者
　　　皇国御一体之御政道ニ付府藩県共ニ一途ニ候
A0143-01992_022
　　　得者遠近之差別更ニ無之孰も致帰国
　　　銘々入戸籍候様可致候尤一時忠憤一筋之
　　　心得ニ而致脱走事情不得止よりして条理ニ相
　　　反し候義も可有之然処今般孰も無懸念
　　　帰国之道
　　　朝廷より被遊遣候加之是迄御召遺（遣）ニ相
　　　成候義ニ付其身之生活茂夫々御取扱ニ相成候間
　　　出格之御趣意厚奉体認孰も無心違令
　　　帰国候様更ニ申達候事
　　　　但本文之通厚キ　御趣意奉体認候而も
　　　　万一難致帰国事情も有之輩ハ不包可申
　　　　出候其品ニ寄り御取扱之振も可有之候事
　　　　　十月　　　　　　　　軍務官
　　　　　　　　　　　　　　越前福井
　　　　　　　　　　　　　　　玉村晋之丞
　　　　　　　　　　　　　　同国同所
　　　　　　　　　　　　　　　津田新次郎
　　　　　　　　　　　　　　同国吉田郡野中井村
　　　　　　　　　　　　　　政岡甚右衛門忰
　　　　　　　　　　　　　　　政岡仙太郎
A0143-01992_023
　　　　　　　　　　　　　　同国足羽郡北山村
　　　　　　　　　　　　　　神九郎左衛門忰
　　　　　　　　　　　　　　　吉田仙十郎
　　　　　　　　　　　　　　同国同郡殿下村
　　　　　　　　　　　　　　山本久大夫忰
　　　　　　　　　　　　　　　山本直之助
　　　　　　　　　　　　　　同国吉田郡藤島村
　　　　　　　　　　　　　　熊野弥助忰
　　　　　　　　　　　　　　　原田繁太郎
　　　　　　　　　　　　　　同国堺郡番田村
　　　　　　　　　　　　　　島浦伊左吉忰
　　　　　　　　　　　　　　　島浦伊左吉
　　　　　松平越前守領分
一正月廿五日岩倉殿ゟ左之通御伝達有之
　　　昨年　還幸之砌被　仰出候　御沙汰之通
　　　伊勢　大廟　御参拝東京
　　　御再幸来三月上旬　御発輦被為遊候条
　　　被　仰出候事
　　　　正月　　　　　　　　　行政官
（以下、「　」内は「再出ニ付廃」として抹消）
「一同日千種殿ゟ左之通御達有之
　　　　今朝大政更始四海一家之　御宏謨被為
A0143-01992_024
　　　　立候ニ付箱根始諸道関門廃止被
　　　　仰出候事
　　　　　正月　　　　　　　　行政官
一正月廿五日御参　朝於小御所御誓約被為　在
　御実名御認被成相済御退　朝掛為御礼弁事御当番江
　御勤被成
一同日左之通役名被相改候此段取扱候様司計頭取へ
　月番御家老申渡之
　　　　　　　　　　　　　　　会所預り
　　　　　　　　　　　　　　　古物方
　　　　　　　　　　　　　　　雑用方
　　　右役名古物記録預り雑用方兼与被　仰付候
　　　　　　　　　　　　　　　堀土居奉行
　　　右役名堀土居方ト被　仰付候
一同日左之通取扱候様町郡頭取司計頭取御目付江
　月番御家老申渡之
A0143-01992_025
　　　今般刑法御改正被　仰出候付而者追々徒
　　　刑人足遣等之者溜所無之ニ付一番町牢屋
　　　敷内東之方組矢場一円御用地ニ被　仰付候
一同日左之通被仰出候此段取扱候様御側御用人へ
　月番御家老申渡之
　　　　　　　　　　　　　　　高知之面々
　　　右居家敷并下屋敷共弐十間以上之
　　　矢場御指留被成候事
一正月廿六日御当番ニ付御参　朝
一同二十七日非蔵人口江御呼出ニ付公用人罷出候処先達而被指
　出候御暇之御願書江左之通御附札ヲ以御差図有之
　　　旧臘
　　　還幸被為　在候付私儀奉窺
　　　天気度不取敢御待受旁輿賤恙上京
　　　仕候然ル処当今奥羽全平定弊藩出張之
　　　兵隊も追々凱陣仕候折柄不失此機会兼而
　　　御布告被為　在候　御趣意之通旧習之政弊
A0143-01992_026
　　　速ニ変更
　　　皇政維新之　朝憲ニ基キ封内之士庶各
　　　其方向を知らしめ乍不及藩屏一廉之
　　　御奉公仕
　　　皇恩万分之一ニ奉酬度奉存候間即今格
　　　別之　御用も不被為　在候ハヽ何卒一旦御暇
　　　被下置帰国被　仰付被下置候様願奉存候上
　　　京後未日間も無之右様奉願候儀深奉恐入
　　　候得共同姓慶永儀も長々在京其上私儀も
　　　滞留仕居候而ハ自分国政庶務不行届之儀
　　　も出来可仕哉と日夜心痛仕候前件不得己之
　　　情実　御垂憐被成下願之通被　仰付被下
　　　置候ハヽ難有仕合奉存候尤　御用之儀も被為
　　　在候節ハ何時ニ而も上京仕候心得ニ御座候此段
　　　宜御執　奏被成下　御沙汰之程奉懇願候
　　　以上
　　　　正月十八日　　　　　　松平少将
　　　　弁事
　　　　　　御中
A0143-01992_027
　　　　御附札
　　　　　願之趣被為　聞召届候間早々
　　　　　帰国之上申立之通維新之御趣意
　　　　　国内洞徹致シ士庶一定精励可有之
　　　　　猶　御東幸之上ハ期限迄ニ無遅々
　　　　　東下可致旨　御沙汰候事
一正月廿八日
　天機御伺之儀ニ付御願書被指出候処左之通御附札を以
　御差図有之
　　　昨廿七日願之通御暇下賜難有仕合奉
　　　存候依之明廿九日参　朝奉窺
　　　天気　大宮御所　中宮御所
　　　御機嫌も奉伺度奉存候此段宣
　　　御沙汰奉願上候以上
　　　　正月廿八日　　　　　　松平少将
　　　　弁事
　　　　　御中
A0143-01992_028
　　　　御附札
　　　　　可為伺之通事
一正月廿九日為御暇乞御参　朝弁事御当番千種
　中将殿被謁之相済夫ゟ
　大宮御所　中宮御所江御機嫌御伺被成
一同日御趣意ニ付御馬方家業御廃止被成
一二月二日御発駕ニ付弁事局并軍務局江左之通御届
　被指出之
　　　私儀今二日御当地発途仕候此段御届
　　　申上候以上
　　　　二月二日　　　　　　　松平少将
　　　　　弁事
　　　　　　御中
　　　少将儀今日御当地発途帰国仕候ニ付
　　　別紙之通兵隊引連申候此段御届申上候
　　　以上
A0143-01992_029
　　　　　　　　　　　　　　松平少将
　　　　二月二日　　　　　　　公用人
　　　　　軍務
　　　　　　　御役所
　　　　　覚
　　　　　　　　　　　　　遊撃隊
　　　　　　　　　　　　　　一小隊
　　　　　　　　　　　　　　　人員四拾七人
　　　右之通御座候事
一二月二日京都御発駕
一同日千種殿ゟ左之通御達有之
　　　癸丑以来有志之徒　朝威之衰頽ヲ
　　　憂へ其藩籍ヲ脱シ其郷里ヲ離レ身ヲ
　　　忘レ義ヲ唱へ只管
　　　皇運之挽回ヲ期シ候処其志末遂或ハ
　　　斬殺ニ逢ヒ或ハ幽囚ニ就キ或ハ困苦艱蹇
　　　帰スル処ヲ失候者往々有之今也中興之
　　　御盛業被為立諸臣褒賞之典被為
A0143-01992_030
　　　挙候時ニ当り彼輩尽忠之志節
　　　御愛憐被遊度
　　　叡慮ニ付今般死亡之者ハ祭祀其妻子及
　　　現存之者ハ収録御扶助可被　仰付候条
　　　府藩県トモ　御趣意ヲ奉体認其管轄
　　　中無洩取調可申出候万一不取調又ハ壅閉
　　　之儀有之候テハ
　　　朝廷之御盛意ニ相戻候事ニ付屹度相心
　　　得早々姓名郷貫等細詳取調二月中可差
　　　出旨更被　仰出候事
　　　　二月　　　　　　　　　行政官
一二月二日岩倉殿ゟ左之通御伝達有之
　　　　　　　　　　　　　　　軍務官
　　　賞典之儀於東京御布令有之候通今般
　　　可被挙行候間為右科高凡百万石内二十
　　　万石者　大政復古之功臣へ八拾万石者
　　　昨正月変動以後武功之臣へ可被充行候
A0143-01992_031
　　　御議定ニ付其見積ヲ以テ武功之儀者於
　　　其官大総督諸道総督参謀軍監
　　　以下諸役徴兵府兵諸藩兵士ニ至ル迄其
　　　勲功優劣取調夫々配当草案相認指
　　　出候様被　仰出候事
　　　　正月　　　　　　　　　行政官
一二月五日表御医師御茶道御画師之面々御趣意ニ付
　家業之儀ハ御免被成無役新番組江被入放発調練
　等致精励候様被　仰出之
　　但御茶道家業之儀ハ是迄之通
一同日左之通被　仰出候旨御側御用人江月番御家老
　書付相渡之
　　　御座所大奥新丁子印与被　仰出御
　　　分量金以来左之通被相定候事
A0143-01992_032
　　　金六百両壱歩三朱
　　　　　　〆
此処書入無之
一二月六日御着　城
一二月十日版籍御奉還之儀ニ付御建言被成候処
　左之通御書付を以御差図有之
　　　今般大政
　　　朝廷ニ帰シ四海一家之御宏謨被為建候
　　　ニ付テ府県御取建新政御布行随而列藩モ
　　　同様　御趣意ヲ奉戴シ万民
　　　皇地ニ霑ヒ候様被為遊度
A0143-01992_033
　　　聖旨ニ御座候処窃ニ従来之形勢ヲ相考
　　　候ニ藩地ニ於テハ其因襲ノ久キ殆ト数百年
　　　之カ主タル者其民ヲ以テ私有トシ王民
　　　タルヲ知ラス之カ民タル者唯藩主アルコトヲ知テ
　　　王家アルコトヲ知ラス自夫シテ般々ノ弊害不
　　　遑枚挙之ニヨリテ府藩県一体ナルヘキノ
　　　御布告追々有之候得共其実ニ到りテハ
　　　容易ニ一新スヘキコトニ非ス附テハ是迄之版籍
　　　総テ
　　　朝廷ニ御収メ被遊其土地人民悉ク
　　　朝廷之御管轄ニ相成天下郡県ノ制度
　　　古ニ復シ候ハヽ普天之下率土之浜遍ク
　　　王化ニ浴スルヲ得テ下民ノ情実モ亦随而
　　　九天ニ相徹シ此ニ至テ初メテ四海一家ノ
　　　御実効相顕レ可申哉ト兼々愚考仕居候
　　　得共但其施設ノ小節目ニ至テハ未タ件々
　　　定見モ相立兼候故今日迄建言指扣居
　　　候事ニ御座候然ル処伝聞仕候得者今度
A0143-01992_034
　　　四藩ヨリ建白有之大体大権総テ
　　　御掌握ニ相成ラス候半而ハ復古之実モ難被行
　　　ニ付其版籍ヲ納メテ之ヲ上り其与奪悉ク
　　　朝議一途ニ帰セシムヘシトノ主意実ニ至当之
　　　儀ニテ鄙見ト暗合仕於臣モ版籍ヲ納メ度
　　　奉存候右建白ノ趣速ニ御採用被為　在度
　　　併其節目ニ至り候テハ錯置充当ナラサレハ却而
　　　許多ノ弊害ヲ生シ可申候得ハ広ク公議ヲ
　　　被為尽度奉存候尚心付候儀ハ追々可奉建
　　　言候以上
　　　　二月
　　　御書付　　　　　　　　　松平少将
　　　　今般土地人民版籍奉還可致之旨
　　　　及建言候条全ク忠誠之志深ク
　　　　叡感被　思食候尚東京
　　　　御再幸之上会議ヲ経公論ヲ被為竭何
　　　　分之　御沙汰可被在候得共版籍之儀ハ
A0143-01992_035
　　　　一応取調可差出之旨被　仰出候事
　　　　　二月　　　　　　　　行政官
一二月十日藩政御変革ニ付左之通被　仰出之
　　　先般従
　　　朝廷被　仰出之趣も有之候ニ就而ハ段々
　　　深ク思惟候処
　　　御代々様被立置候従前之御制度不得
　　　已変革別紙之通職制更ニ創立之事
　　　ニ候間可得其意候尚亦於銘々も厚キ
　　　御趣意ヲ奉戴君臣共ニ同心戮力勤
　　　王護国之実効励精尽力可有之事
　　　今般藩政変革職制夫々相立候ニ付
　　　於銘々モ厚ク相心得候者勿論之事ニ候得共
　　　自今而後徒競才能尚驕逸候様相成候而ハ
　　　朝廷之御趣意ニ相反シ且存虜ニ不応
　　　候間実着ニ万事工夫シ実戈ヲ磨キ
A0143-01992_036
　　　礼忠之風俗相行ハレ尊長ノ化相成候様此
　　　旨趣可致体認候事
　　　一昨冬於
　　　朝廷御一新之節摂家等被廃候ニ就而ハ
　　　於当家も其　御制度可奉遵従之処
　　　所存之旨趣有之候ニ付先是迄之通門閥
　　　建置候間此旨可相心得候事
一二月十一日官掌小室新弥殿ゟ左之通御達有之
　　　　上野国　岩鼻県　　常陸国　若森県
　　　　武蔵国　品川県　　武蔵国　大宮県
　　　　上総国　宮谷県
　　　右之新県御取建相成候間為心得相達候事
　　　　二月　　　　　　　　　行政官
一二月十三日千種殿ゟ左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平少将
A0143-01992_037
　　　其方領内越前国大滝岩本新庄家不
　　　老定友五箇村江金礼紙御用被　仰付置候
　　　取締三田村筑前始以下之者共兼而従其方
　　　申付置候通他村他国江移住等之儀決而不
　　　相成候且又旧来調達致居候藩々ゟ札紙
　　　注文等有之候ハヽ其由会計官江伺出指図ヲ
　　　可受候猶又今般右村々之者共江奉書紙
　　　御用相勤可申旨相達候様御沙汰候事
　　　　二月　　　　　　　　　行政官
　　　今般諸侯伯及中下大夫上士東京江被
　　　召寄候ニ付供連左之通御定ニ相成候間
　　　屹度相守可申若相背候者於有之テ者
　　　厳重可被及　御沙汰候事
　　　　大藩上下　　百人以下
　　　　中藩同　　　七拾人以下
　　　　小藩同　　　五拾人以下
　　　　中大夫同　　十人
　　　　下大夫同　　八人
A0143-01992_038
　　　　上士同　　　六人
　　　　　但シ減少簡易ハ可為勝手事
　　　　二月　　　　　　　　　行政官
　　　是迄京師江残置候兵隊今般総而差
　　　免候間勝手ニ帰邑可致此段相達候事
　　　　二月　　　　　　　　　軍務官
（以下、「　」内は抹消）
「一二月十三日松平備後執政職被　仰付」
（以下、「　」内は「此ケ条○印ヘ入」とあり）
「一同日行事勤向之儀左之通執政松平
　　備後申渡之
　　　　　　　　　　　　　　　　行事江
　　　一御機嫌伺謁を始都而是迄御奏者取扱来候
　　　　廉々
　　　一政令を布告之事
　　　一諸願を受附スル事
　　　一是迄公務局触出之廉可取扱事
A0143-01992_039
　　　一服忌令取扱之事
　　　　右之外追々被　仰出候事」
一二月十三日左之通被　仰出之
　　　　　　　　　　　　　　　本多興之輔
　　　先般従
　　　朝廷被　仰出之趣も有之
　　　御藩治職制御改革ニ付副総裁御免
　　　被成候段被　仰出候事
　　　　　　　　　　　　　　　本多大蔵
　　　　　　　　　　　　　　　松平備後
　　　　　　　　　　　　　　　酒井外記
　　　　　　　　　　　　　　　酒井孫四郎
　　　　　　　　　　　　　　　荻野小四郎
　　　右同断御改革ニ付是迄之御職務御免
　　　被成候段被　仰出候事
　　　　　　　　　　　　　　　本多興之輔
　　　今般御藩政御改革ニ付副総裁御免
A0143-01992_040・041
　　　被　仰出候得共深御依頼諸務御相談
　　　被遊度候間是迄之通相心得出福之節ハ
　　　掌政堂江参仕御政事向之儀申談尽
　　　力可仕段被　仰出候事
　　　　　　　　　　　　　　　本多大蔵
　　　今般御藩政御改革ニ付御職務
　　　御免被　仰出候へ共多年之勤労深御依
　　　頼候間是迄之通相心得折々掌政局江
　　　参勤御政務諸端執政江申談尽力
　　　可有之且又御直ニ御相談も可被為
　　　在候段被　仰出候事
（付札）
「一同日左之通被　仰出之
　　　　　　　　　　　　　　　松平備後
　　　　執政職被　仰出候事」
一二月十四日左之通被　仰出之
　　　　　　　　　　　　　　　酒井孫四郎
　　　軍政総管被　仰出候事
　　　　但一等官可為執政職後之事
　　　　　　　　　　　　　　　酒井外記
　　　守城管事被　仰出候事
A0143-01992_042
　　　　但一等官可為軍政総管後之事
　　　　　　　　　　　　　　　小笠原丹後
　　　副執政被　仰出候事
　　　　　　　　　　　　　　　大宮藤馬
　　　参政職被　仰出候事
　　　以当職内務局幹事被　仰出候事
　　　　　　　　　　　　　　　高田孫左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　村田巳三郎
　　　参政職被　仰出候事
　　　　　　　　　　　　　　　出淵伝之丞
　　　右同断
　　　以当職民政局幹事被　仰出候事
　　　　　　　　　　　　　　　香西敬左衛門
　　　参政職被　仰出候事
　　　以当職三ノ丸内務局幹事被　仰出候事
　　　　　　　　　　　　　　　提五市郎
　　　参政職被　仰出候事
　　　以当職軍政局幹事被　仰出候事
A0143-01992_043
　　　　　　　　　　　　　　　永見司馬
　　　　　　　　　　　　　　　北川亘之介
　　　　　　　　　　　　　　　稲葉左司馬
　　　　　　　　　　　　　　　平本伹見
　　　行事被　仰出候事
（以下、「　」内は「○印へ入」とあり）
「一二月十四日月給米左之通被下之候段被　仰出之
　　　　月給米一年分月々御渡之事
　　　　　執政
　　　　　軍政総管　　　　　　百五拾俵
　　　　　副執政　　　　　　　百三拾俵
　　　　　参政　　　　　　　　百弐拾俵
　　　　　行事　　　　　　　　三拾俵
　　　　　諸局幹事　　　　　　百俵
　　　　右御役料被下之面々ハ以後不被下候事」
一二月十五日左之通取扱候様執政書付相渡之
　　　　　　　　　　　　　内務局幹事江
　　　　　　　　　　　　　　惣
　　　　　　　　　　　　　　　御小姓頭取
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　御小姓
A0143-01992_044
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　御膳番
　　　　　　　　　　　　　　　奥之番兼
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　御馬廻り
　　　右惣名御近習与被　仰付候事
（以下、「　」内は抹消）
「　　　　　　　　　　　　　　御小姓頭取
　　　　　　　　　　　　　　　御小姓
　　　　　　　　　　　　　　　御膳番
　　　　　　　　　　　　　　　奥ノ番兼
　　　　　　　　　　　　　　　御馬廻
　　　右同断
　　　　　　　　　　　　　　　御側向頭取
　　　　　　　　　　　　　　　井上小左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　中根新左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　武田三十郎
　　　右御役名近習頭与被　仰付候事」
（以下、「　」内は抹消）
「一二月十五日左之通取扱候様行事江執政申渡之」
　　　　　　　　　　　　　行事江
　　　　　　　　　　　　　　御国
　　　　　　　　　　　　　　　公務局
　　　右被廃候事
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　　一御世譜方掌政局可為附属事
　　一今般依　御改正夫々職制被定候ニ付而ハ
　　　以来御役人与唱候儀被止候事
　　一番改役行事可為附属事
　　一公務局書役共右同断
　　　　二月
一二月十六日御政体御変革ニ付左之通被　仰出之
　　　先般従
　　　天朝被　仰出候ニ付御政体御改革相成候間
　　　一同此御旨趣可相心得旨被　仰出候事
　　一席之尊卑ニ不拘席制七等ニ被定候事
　　一従前之席合格式不被廃候ニ付無役之輩ハ是
　　　迄之通与可相心得事
　　一御用日以来被相止候事
　　一諸願伺等以来ハ休日之外幾日ニ而も指出不
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　　　苦候事
　　一諸月番被廃候事
　　一諸願同僚有之者其第一嫡席ニ指出シ第一
　　　より行事江可差出事
　　一五局附属之者ハ幹事江指出幹事ゟ
　　　行事江可指出事非役之輩ハ是迄之通
　　　取次ゟ行事江可指出事
　　一家督相続養子縁組其外重キ願書
　　　竪物奉書紙ニ認可差出事
　　　死後達右同断
　　一年齢五十九歳ニ及候ハヽ隠居可相願事
　　　　但生年を以可相願事
　　一高知寄合養子縁組願面以来御家中
　　　並之通認可指出事
　　一諸願并遠慮伺惣而奉書紙半切之事
　　一建言ハ帳面横折切紙可為其内事
　　一補職御礼申上候儀是迄之通りニ候事
　　　幹事右同断　高知右同断
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　　　右之余ハ凡而　御機嫌伺転役不及書状
　　　行事江罷出御機嫌伺御礼申上候事
　　　　但三等官并番外以上之面々
　　一改名之儀以来何時ニ而も相願不苦候乍去妄ニ
　　　好奇難読称呼可憚事
　　　　但切紙ニ而行事江可指出事
　　一姓氏之儀ハ先祖代々之相伝ニして容易ニ
　　　不可変易ものニ候処近来無故して改正
　　　相願候者往々有之無謂事ニ候自今
　　　以後改姓願之儀ハ被止候乍去其情実
　　　不得止義も候而是非共相願候者ハ姓之
　　　脈故并其次第詳ニ相認願書可指出段
　　　被　仰出候事
　　一諸廻勤之儀執政副執政行事第一江可
　　　罷出候事雖門閥右ニ准シ候事五局附
　　　属之者右同断之上其幹事江可罷出事
　　一御前御用以来麻上下着用之事
　　　御前御用之外ハ平服ニ而御用相伺直ニ麻
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　　　上下着用行事江御礼可申上事
　　一是迄諸月番呼出之処同僚上席迄可申
　　　聞事
　　　　但非役之者ハ其席々第一ニ可申聞候事
　　一御家中士分可為惣髪事
　　　　但逆上或ハ病気無拠者ハ半髪願出
　　　　候義不苦候事
　　一小役人以下半髪之事
　　　　但兵隊之者ハ惣髪不苦事
　　　御医師之面々ハ是迄之通被指置候事
　　　撫髪ハ戦争中ハ別段平常ハ禁止之事
　　一寺社之儀以来社寺与可唱事
　　一乗馬出勤之輩以来左之通
　　　　第一等官　第二等官　非役高知
　　　　御座所御門外腰掛ケ見通し
　　　　太鼓外　三ノ丸　御座所御門外
　　一軍政総管及幹事其余是迄之通各
　　　幹事ニ同シ軍事を務ムル各職参
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　　　殿之節戎服之事
　　　　私ニ歩行親類往来等可為勝手事
　　一掌政局を始各職軽重ハ勿論雖非役貴賤非
　　　常之外ハ戎服禁止之事
　　一召状并職務呼出共以来行事ゟ申達候事
　　一今般依　御改正夫々職制被定候ニ付而ハ以来
　　　御役人与唱候義被廃候事
　　一右同断御改革ニ付御役料并役義ニ付被下候
　　　分ハ総而被廃候事
　　一御扶持方之義以来月俸与可唱候事
　　一御寺　御名代非役之高知可相勤候事
　　一御代拝非役之寄合可相勤候事
　　　　御留守居　御書院番支配　役御番支配
　　　右御役名被廃候ニ付是迄支配之面々ハ以来役頭
　　　支配ニ被　仰付候事
　　一御書院番御留守番之内御広間当番勤之面々ハ
　　　御広間番頭取取扱被　仰付候事
　　一是迄御役御免被　仰付候得者遠慮伺可指出
　　　旧例之処以来ハ無調法無之候而も依御都合御役
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　　　御免而已ニ候ハヽ遠慮指扣伺ニ不及候御役御免
　　　御趣意認有之伺書差出有無疑敷節者
　　　行事江可伺出候事
　　一諸願面雛形之義ハ掌政局書記江可承合事
　　　右之通被　仰出候左様可被相心得事
　　　　二月
（以下、「　」内は抹消）
「一二月十六日御変革ニ付左之御役名被廃之」
　　　　　　　　　　　　　　　御備頭
　　　　　　　　　　　　　　　半大隊頭
　　　　　　　　　　　　　　　遊撃隊頭
　　　　　　　　　　　　　　　御書院番支配
　　　　　　　　　　　　　　　役御番支配
　　　　　　　　　　　　　　　御留守組支配
　　　　　　　　　　　　　　　予備組支配
　　　　　　　　　　　　　　　半大隊長
　　　　　　　　　　　　　　　御旗奉行
　　　　　　　　　　　　　　　大馬印奉行
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　　　　　　　　　　　　　　　小馬印奉行
　　　　　　　　　　　　　　　御纏奉行
　　　　　　　　　　　　　　　御使番
　　　　　　　　　　　　　　　御水主組支配
　　　　　　　　　　　　　　〆
　　　右御役名御政体御変革ニ付御廃止被仰出之
（以下、「　」内は抹消）
「一二月十六日諸役輩月給米左之通被相改候事
　　　　百俵　　　　　　　　　大隊長
　　　　　　　　　　　　　　　遊撃隊長
　　　　七拾俵ツヽ　　　　　　小隊長
　　　　　　　　　　　　　　　砲術司事
　　　　　　　　　　　　　　　遊撃半隊長
　　　　　　　　　　　　　　　無役組支配
　　　　弐拾俵ツヽ　　　　　　守城承事
　　　　　　　　　　　　　　　砲術教授方
　　　　　　　　　　　　　　　頭取掛補
　　　　　　　　　　　　　　　半隊長
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　　　　　　　　　　　　　　　兵学所用事
　　　　　　　　　　　　　　　試補
　　　　　　　　　　　　　　　予備小筒組支配
　　　　三拾五俵　　　　　　　兵学所司事
　　　　
　　　　拾俵ツヽ　　　　　　　遊撃分隊長
　　　　　　　　　　　　　　　小隊分隊長
　　　　八俵　　　　　　　　　遊撃隊後拒
　　　　三拾俵　　　　　　　　明道館幹事
　　　　　　　　　　　　　　〆」
（以下、「　」内は「前へ入」として抹消）
「一二月十六日御扶持方之儀以来月俸与唱候用被　仰出之」
（以下、「　」内は抹消）
「一二月十六日御変革ニ付軍監江左之通書付を以
　　執政申渡之」
　　　　　　　　　　　　　　　軍監江
　　　今般兵制御改革ニ付大隊之名目被廃左
　　　之通番号被　仰出候事
　　　　小筒組一番隊ゟ十六番隊迄
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　　一遊撃隊名之儀ハ従来之通可為事
　　　　二月
（以下、「　」内は抹消）
「一二月十六日御広間番頭取江左之通被　仰付之」
　　　　　　　　　　　　　　　御広間番頭取江
　　　御広間番勤之面々触出願取次可致事
　　一是迄御使番役勤向且又御使者等之儀相勤
　　　可申事
　　一壱人ツヽ当番相勤可申事
一二月十七日軍務官ゟ左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　諸藩江
　　　過日御旗并肩印相納候様相達候処
　　　肩印之分拝領ニ相成候間此段更ニ
　　　相達候事
　　　　但拝領ニ者相成候得共公用ニ非ル節
　　　　相用候義堅禁止候事
　　　　　　　　　　　　　　　軍務官
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一二月十七日千種殿ゟ左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　諸藩江
　　　今般領地歳入之分御調ニ付元治元甲子
　　　ヨリ明治戊辰迄五ケ年平均致シ別紙案
　　　書之通相認当四月限弁事江可差
　　　出候事
　　　　但諸藩ニ於テ御預所之分并管轄中
　　　　社寺領等歳入同様相認一同可差出事
　　　　　二月　　　　　　　　行政官
　　　　但別紙案書雛形ニ略之
一二月十七日監察江左之通申達之
　　　御式目　御法度を始総而御規定件々
　　　之事
　　一屋敷改宗旨改之事
　　一道方掃除方御堀土居方之事
　　一賞罸当不当諸局之勤惰政体之得失
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　　　可申上候事
　　一大臣小臣之区別ナク不審成者者無
　　　遠慮呼出可遂穿鑿候事
　　　　二月
（以下、「　」内は抹消）
「一二月十七日左之通月給米被相定之
　　　　月給米一年分
　　　　七拾俵　　　　　　　　炮隊長
　　　　同断弐拾俵　　　　　　部長
　　　　同断十俵　　　　　　　同試補
　　　　同断　　　　　　　　　炮長　」
一二月十七日御役名左之通被相改之
　　　　　　　　　　　　　　　御内用御右筆
　　　掌政堂記録ト
　　　　　　　　　　　　　　　評定局書記方
　　　　　　　　　　　　　　　調役兼
　　　掌政局庶務方執事ト
　　　　　　　　　　　　　　　評定局調役
　　　掌政局庶務方ト
　　　　　　　　　　　　　　　御城代調役
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　　　守城庶務方ト
　　　　　　　　　　　　　　　御代官役
　　　　　　　　　　　　　　　郡方吟味役
　　　　　　　　　　　　　　　宿駅方
　　　　　　　　　　　　　　　山方
　　　民政局庶務方ト
　　　　　　　　　　　　　　　上水奉行
　　　上水方ト
　　　　　　　　　　　　　　　寺社町役所調役
　　　社寺局庶務方ト
　　　　　　　　　　　　　　　軍事方調役
　　　軍政局庶務方ト
　　　　　　　　　　　　　　　道奉行
　　　道方ト
一二月十八日官掌ゟ左之通御達有之
　　　金礼之儀世上為融通御発弘ニ相成候処
A0143-01992_057
　　　近来往々分合を付致取引候者有之
　　　大ニ物価紛乱基を生し甚以不弁ニ相行
　　　候以来時々相場を以通用可致様御沙汰
　　　候事
一二月十八日明静院之儀ニ付左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平少将
　　　上野山内ニ有之候其藩宿坊明静院今般
　　　被引渡候条取締可致事
　　　　但受取方之儀者東京府江可伺出尤
　　　　右寺院不用ニ候ハヽ早々上地可致事
　　　　　　　　　　　　　　　松平少将
　　　別紙之通凌雲院江御達相成候間此旨可
　　　相心得事
　　　　　　　　　　　　　　　凌雲院
　　　昨年上野戦争後混雑之砌諸藩之墓
　　　所有之候寺院并宿坊等御払ニ相成候
　　　処今般右代金下賜候間其方ヨリ諸寺江
A0143-01992_058
　　　急速至当配分可致事
　　　　但配分之上書付ヲ以可届事
（以下、「　」内は抹消）
「　　　　覚
　　　一金札弐百六拾八両三分弐朱永弐拾六文
　　　右者今度従　行政官御渡被下置候配当
　　　金凌雲院ゟ法類大慈院請取之大慈院
　　　ゟ今日江相渡慥ニ請取申候此段御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　明静院住持竜王院弟子
　　　　巳ノ二月　　　　　　　竜城院印
一二月十八日御座所御廊下江御張出ニ而左之通被仰出之
　　　他国御用相勤并繁勤之向へ惣与内割弐割
　　　五歩御用捨之儀被止候事
　　一御家中馬繫置候事可為勝手事
　　一地高三百石ゟ三百五拾石迄之内百石之分御役
　　　料並免ニ候得共已来平均免ニ御改之事
　　一組支配之者若党代り召連候儀已来停止之
　　　事
　　　　二月
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一二月十八日左之通御役名被廃之
　　　御腰物数奇方奉行　　御金奉行
　　　御蔵奉行　　　　　　惣与内検地奉行
　　　材木奉行　　　　　　炭薪奉行
　　　椀奉行
一二月十九日左之通被　仰出候付明道館幹事江執政
　申渡之
　　　今般明道館講堂造建可相成之処
　　　昨年来御家中惣与内割多数相成候ニ付
　　　右疲弊被為厭　御座所内御稽古所講
　　　堂ニ可被下旨被　仰出候事
一二月廿日鎗術師役之面々御趣意ニ付家業御免
　被成候旨被　仰出之
一二月廿二日本多興之輔昨年為　御名代討会出張之
　処凱陣ニ付御使者太田三郎兵衛を以左之通被下之
　　　　　　　　　　　　　　　本多興之輔
　　　去年秋討会之
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　　　勅命有之候処其節　御不快ニ付為
　　　御名代兵隊引卒出張長々之在陣苦
　　　労被　思召候仍被慰其艱辛此品
　　　被下候事
　　　　御鞍鐙
　　　　金二万疋
　　　　　二月廿二日
　　　　〆
一二月廿二日左之通御達有之
　　一鉱山開拓之儀者其地居住之者共故障
　　　筋無之候ハヽ其支配々々之府藩県江
　　　願之上掘出不苦候府藩県ニ於而も旧習ニ
　　　不泥速ニ差免可申事
　　　　但是迄掘来候分共都而鉱山司江
　　　　　府藩県より可届出候事
　　一金銀銅共山元ニ而十分精錬之上差出
　　　可申尤丁銅掉銅ニ仕立仕出候共不苦
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　　　候事
　　　　但銅之儀ハ器物ニ而も御買上相願度
　　　　　分ハ鉱山局江差出可申事
　　一金銀銅共鉱山司ニ而定位相立置候
　　　得共時々相場を以売買致し候儀不苦
　　　候事
　　　　但外国売渡之分ハ急度運上所江
　　　　　届之上可取斗若密売有之ニ於
　　　　　而ハ厳重ニ所置可有之事
　　一府藩県所領之金銀銅出高年々
　　　鉱山司江可届出候事
　　一近頃無　輩御一新之御趣意不相
　　　弁種々名号を唱へ鉱山を巡覧村民
　　　を悩シ金銭を掠奪致し候様之儀有之
　　　旨相聞以之外之事ニ候時宜ニより召捕
　　　候共不苦候事
　　　　但鉱山司ゟ点検差出候節者会
　　　　　計官之証書并駅逓司之印
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　　　　　持参差出候筈之事
　　　　　　　　　　　　　　　会計官
　　　右之通被　仰出候間相達候事
　　　　二月　　　　　　　　　行政官
一二月廿四日東園殿ゟ左之通御達有之
　　　金礼之儀ハ深キ御趣意ヲ以御発行
　　　被為在追々御布告ニも相成候処兎角
　　　下方ニ而流通致兼候儀有之哉ニ相聞
　　　如何之事ニ付右心得違之者無之様
　　　府藩県共夫々篤与説諭可致候尤
　　　街道筋宿駅不行届之儀有之候而ハ
　　　行旅之差支ニ相成候条其筋役人共
　　　別而心ヲ用ヒ説論可致候事
　　　　　二月　　　　　　　　行政官
　　　今般諸開港所ニ於テ新ニ通商司
　　　ヲ取建貿易事務一切管轄可
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　　　致旨被　仰出候事
　　　右之通被　仰出候ニ付而者以来諸官并
　　　府藩県共外国人江諸品買入注文
　　　等総而通商司江相届免許状ヲ
　　　請候上ナラデハ一切不相成并尤諸官
　　　府藩県共会計前途之目的相
　　　立候迄ハ買入注文等相見合セ可申
　　　若不得止儀有之候得者右通商司江
　　　相届可請差図事
　　　　二月　　　　　　　　　行政官
（以下、「　」内は抹消）
「一二月廿六ヒ商法会所御取立ニ付当分山口彦三郎
　　宅御仮被成」
一二月廿七日軍務官ゟ左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　東北出兵
　　　　　　　　　　　　　　　　　諸藩
　　　先般毛布頂戴被　仰付置候処頃日
　　　御品被渡下候間人員書取来月
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　　　五日迄ニ可申出様相達候事
　　　　二月　　　　　　　　　軍務官
（以下、「　」内は抹消）
「一二月廿八ヒ有馬遠江守殿御通行ニ付於御本丸
　　御逢被成御打毬御饗応等有之」
一二月廿八日御政体御改革ニ付左之通被　仰出之
　　　諸役員勤功ニ応シ昇級増俸等之儀勿論不可
　　　闕事ニ候得共漸次年数先例ニ不（相）拘宿弊不少候ニ付
　　　以来旧套御引立之儀ハ被止候尤職務致精励且
　　　御用弁之者ハ出精御選挙可有之候間此段相心得
　　　一際勉励可致候事
（以下、「　」内は抹消）
「一二月廿八日左之通用番之張出を以被　仰出之」
　　　　　月次御礼之次第
　　　二月　　四月　　六月　　八月　　十月
　　　十一月　十二月
　　　右各月朔日有官之面々辰ノ半刻
　　　登　城之事
　　　　但文官　平服　　武官　戎服
　　　　御礼席
　　　　　御座之間
　　　　　　二等官以上
A0143-01992_065
　　　　　大広間
　　　　　　三等官已上
　　　　　御左　文官
　　　　　御右　武官
　　　　　三等四等二行
　　　　　五等　　四行
　　　右各月十五日非役面々辰半刻登
　　　城平服之事
　　　　御礼席
　　　　　御座之間
　　　　　　高知
　　　　　大広間
　　　　　　高家
　　　　　　寄合以上番列ニ至迄
　　　　　　　但番列ゟ四行
　　　　　五節句御礼之次第
　　一有官之面々辰刻登　城之事
　　　　但文官　上下　　武官　戎服
　　　　　御座之間
A0143-01992_066
　　　　　　二等官以上
　　　　　大広間
　　　　　　三等官以下各月朔日御礼ニ同シ
　　一非役之面々已刻登　城之事
　　　　但上下之事
　　　　一御礼席各月十五日ニ同シ
　　　　五節句月次共子第輩ハ不及登
　　　　城候事
　　　　　〆
　　　　　御礼之節目
　　　御座之間
　　　　一一等官
　　　　一副執政参政　但役席之事
　　　　一大隊長学校幹事行事
　　　　　　但持席之事
　　　　一非役之高知
　　　大広間
　　　　一三等官　持席
A0143-01992_067
　　　　一四等官　同断
　　　　一五等官
　　　　　　但文官者
　　　　　　　掌政局　民政局　司計局
　　　　　　　軍政局　監察局　守城
　　　　　　　学校　　内務局
　　　　　其局順を以御礼之事
　　　　一武官者
　　　　　　遊撃隊一番隊ゟ六番隊軍事
　　　　　　を務ムル各職
　　　右順を以御礼之事
　　一水戸山川寄合番外太刀目録
　　一物頭已下末番外格迄
　　一番組　一新番　一同並　一同格
　　　　　〆
　　　　　月次御礼之次第
　　　二　四　六　八　十　十一　十二
　　　右各月朔日有官之面々
A0143-01992_068
　　　　　　　　　　　　　　　執政職
　　　　　一等官　　　　　　　軍事総管
　　　　　　　　　　　　　　　守城管事
　　　　　　　　　　　　　　　副執政
　　　　　　　　　　　　　　　参政職
　　　　　　　　　　　　　　　大隊長
　　　　　二等官　　　　　　　諸局幹事
　　　　　　　　　　　　　　　学校幹事
　　　　　　　　　　　　　　　行事
　　　　　　　　　　　　　　　軍監
　　　　　　　　　　　　　　　監察
　　　　　　　　　　　　　　　民政局承事
　　　　　　　　　　　　　　　司計局承事
　　　　　　　　　　　　　　　御裏取締
　　　　　　　　　　　　　　　公用人
　　　　　　　　　　　　　　　遊撃隊長
　　　　　　　　　　　　　　　小隊長
　　　　　　　　　　　　　　　炮隊長
A0143-01992_069
　　　　　　　　　　　　　　　掌政局書記
　　　　　　　　　　　　　　　炮術司事
　　　　　　　　　　　　　　　製造局司事
　　　　　　　　　　　　　　　炮術教授方頭取
　　　　　　　　　　　　　　　御近習頭
　　　　　　　　　　　　　　　兵学所司事
　　　　　　　　　　　　　　　楮幣局司事
　　　　　　　　　　　　　　　御匙医師
　　　　　右三等
　　　　　　　　　　　　　　　御供頭
　　　　　　　　　　　　　　　同指添
　　　　　　　　　　　　　　　承事試補
　　　　　　　　　　　　　　　司事試補
　　　　　　　　　　　　　　　副司事
　　　　　　　　　　　　　　　御座所預り
　　　　　　　　　　　　　　　御広間当番頭取
　　　　　　　　　　　　　　　遊撃半隊長
　　　　　　　　　　　　　　　同分隊長
A0143-01992_070
　　　　　　　　　　　　　　　小隊半隊長
　　　　　　　　　　　　　　　同分隊長
　　　　　　　　　　　　　　　部長
　　　　　　　　　　　　　　　同試補
　　　　　　　　　　　　　　　炮長
　　　　　　　　　　　　　　　炮術教授方
　　　　　　　　　　　　　　　　頭取試補
　　　　　　　　　　　　　　　炮術教授方
　　　　　　　　　　　　　　　生兵局頭取
　　　　　　　　　　　　　　　予備小筒組支配
　　　　　　　　　　　　　　　守城承事
　　　　　　　　　　　　　　　金津定番
　　　　　　　　　　　　　　　明道館々督
　　　　　　　　　　　　　　　同試補
　　　　　　　　　　　　　　　御水主組支配
　　　　　　　　　　　　　　　訓導
　　　　　　　　　　　　　　　訓蒙
　　　　　右四等官
　　　　　　　　　　　　　　　掌政局記録
A0143-01992_071
　　　　　　　　　　　　　　　同庶務方執事
　　　　　　　　　　　　　　　同庶務方
　　　　　　　　　　　　　　　民政局庶務方
　　　　　　　　　　　　　　　司計局庶務方
　　　　　　　　　　　　　　　軍政局庶務方
　　　　　　　　　　　　　　　監察局庶務方
　　　　　　　　　　　　　　　守城庶務方
　　　　　　　　　　　　　　　明道館役輩
　　　　　　　　　　　　　　　内務局庶務方
　　　　　　　　　　　　　　　遊撃隊後拒
　　　　　　　　　　　　　　　惣御近習
　　　　　　　　　　　　　　　無役組世話役
　　　　　右五等
　　　　　　　　　　　　　　　小役人ゟ
　　　　　六等　　　　　　　　一統格迄
　　　　　　　　　　　　　　　小十人組格迄
　　　　　七等　　　　　　　　小算上席ゟ
　　　　　　　　　　　　　　　諸下代諸組
　　　　　　　　〆
A0143-01992_072
一二月廿九日左之通御達有之
　　　新潟府被廃改而新潟県被置候
　　　旨被　仰出候間為心得相達候事
　　　　二月　　　　　　　　　行政官
　　　先般徴兵御取建相成候処即今東
　　　北平定ニ付更ニ兵制御一定之御詮議
　　　振も被為在候間一先帰休候様被
　　　仰出候事
　　　　二月　　　　　　　　　軍務官
　　　佐渡県之儀越後府管轄被　仰付候
　　　間為心得相達候事
　　　　二月　　　　　　　　　行政官
　　　下野国日光県右新県今般御取
　　　建相成候間為心得相達候事
　　　　二月　　　　　　　　　行政官
A0143-01992_073
　　　越後国柏崎県被廃御領一円自今
　　　越後府可為管轄旨被　仰出候間為
　　　心得相達候事
　　　　二月　　　　　　　　　行政官
　　　隠岐国隠岐県　右新県今般御取
　　　建ニ相成候間為心得相達候事
　　　　二月　　　　　　　　　行政官
一二月晦日東園殿ゟ左之通御達有之
　　　従来宮堂上より諸国寺院ハ祈願
　　　所与唱江妄ニ菊御紋附候品々致
　　　寄附候儀無謂次第ニ付堅禁止被
　　　仰出候尤新ニ祈願所ニ致候儀も一切
　　　不相成候此旨可相心得　御沙汰候事
　　　　但無謂旧来之由緒ヲ以御紋附候品
　　　　　其儘致寄附且新ニ祈願所ニ致
　　　　　置度分ハ其筋江可受
A0143-01992_074
　　　　　御差図候事
　　　　二月　　　　　　　　　行政官
一二月晦日御改正ニ付左之通被　仰出之
　　　　　　　　　　　　　　　御匕医師
　　　　　名目被廃　　　　　　同見習
　　　　　惣御医師与　　　　　同格
　　　　　相唱候様　　　　　　奥御医師
　　　　　　　　　　　　　　　同格
　　　　　　　　　　　　　　　御鍼医師
　　　　　諸科家業之名　　　　御眼医師
　　　　　目被廃御医者中之　　御外科
　　　　　科目与可相心得事　　御小児科
　　　　　　　　　　　　　　　御産科
　　　　　各目被廃医業　　　　表御医師
　　　　　生与可唱事
　　　　　　但従前御匕医師ハ御匕執同格者
　　　　　　　御執匕試補ト被相改
A0143-01992_075
一二月晦日御医師之面々自今以後平生普通之
　名ニ相改候様被　仰出之
一三月朔日隠居之面々病死之節是迄口上書を以
　相達候得共以来半切ニ而行事江相達候様諸局
　幹事江執政申渡之
一三月朔日縁組之儀ニ付左之通被仰出之
　　　縁組之儀以来番列　御目見以上陪臣之
　　　無差別嫁娶不苦旨被　仰出候事
　　　　但本多興之輔家来番組迄
　　　　一高知家来中小姓迄
　　　　一寄合家来名代之者迄
　　　　右三ケ条普代者ニ而数代相勤候者江
　　　　右之通被　仰付候新参之者之儀者願
　　　　申上間敷候主人ニ而も厚心得可有
　　　　之候事
　　　　一養子之儀も右同断無差別人物宜
　　　　　文武一術出来候者ハ願之通可被
A0143-01992_076
　　　　　仰付候事
　　　　　　但同断
　　　　一養方ニ而兄弟姉妹伯母姪等之続ニ
　　　　　相当り候者実方ニ而右続之服忌無
　　　　　之者ハ他之養女ニ相成候上ハ以来縁組
　　　　　不苦旨被　仰付候事
　　　　　　三月
一三月朔日高知役儀之御礼并婚姻之御礼已来
　被廃候事
一三月朔日左之通御改正相成候旨司計幹事江執政
　申渡之
　　　与内ノ名目課金与可唱候事
　　　　　　　　　　　　　　　惣与内検地方
　　　課金方検地方兼与可唱候事
　　　　　　　　　　　　　　　惣与内立合
　　　右被廃候事
　　一坊主之名目被止已来給仕与可唱候事
　　　　　　　　　　　　　　　御坊主頭
A0143-01992_077
　　　給仕長与可唱候事
（以下、「　」内は抹消）
「一三月三日於　御本丸今度御改正之御式ニ而御礼被為
　　請
　　　　　　御座之間
　　　　　　　御着座
　　　　　慶永様ゟ　茂昭様江御使行事
　　　　　御簾中様　御前様ゟ御使御裏取締役
　　　　右御便事相済
　　　　　　　　　　　　　　　執政中
　　　　右江罷出二之間御障子際にて御礼被
　　　　申上之其儘出席
　　　　　　　　　　　　　　　軍改（政）総管
　　　　　　　　　　　　　　　守城管事
　　　　右壱人ツヽ二之間末々江御礼申上之退去
　　　　　　　　　　　　　　御右武官
　　　　　　　　　　　　　　　三等
　　　　　　　　　　　　畢而
　　　　　　　　　　　　　　　四等
A0143-01992_078
　　　　右二行罷出御礼申上之
　　　　　但執政中軍政総官副執政参政出席
　　　　　　之事守城ハ出席無之
　　　一御小休
　　　　　　　　　　　　　　　五等
　　　　右四行罷出御礼申上之
　　　　　再
　　　　　　御座之間
　　　　　　　御着座
　　　　　　　　　　　　　　非役
　　　　　　出福無之　　　　　本多興之輔
　　　　　　　　　　　　　　　本多大蔵
　　　　右御礼申上之
　　　　　但執政中出席
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　高知
　　　　右一同罷出御礼申上之
　　　　　但同断
A0143-01992_079
　　　　　　大広間
　　　　　　　御着座
　　　　　　　　　　　　　　非役
　　　　　　　　　　　　　　　水戸但馬
　　　　着座御礼与相心得　　　山川内膳ゟ
　　　　候様被　仰出　　　　　宇都宮勘解由
　　　　　　　　　　　　　　　萩原金兵衛迄
　　　　　　　　　　　　畢而
　　　　　　　　　　　　　　　葛巻庄兵衛ゟ
　　　　　　　　　　　　　　　田辺五大夫迄
　　　　右一行罷出御礼申上之
　　　　　但同断
　　　一御小休被為　入
　　　　　　　　　　　　　　非役
　　　　　　　　　　　　　　　番列之面々ゟ
　　　　　　　　　　　　　　　新番格迄
　　　　右四行罷出御礼申上之
　　　　　但同断
　　　一惣御近習御医者ハ於　御座所御礼
　　　　申上候事」
A0143-01992_080
一三月六日東園殿ゟ左之通御達有之
　　　頃年天下多事兵隊発遣等打続
　　　上下疲弊之折柄猶又今般大小侯伯
　　　東京江被為　召候ニ付而者多分之冗員
　　　召連無益之費用有之候而者深キ
　　　叡慮ニ不相副ノミナラス　御一新之盛績
　　　不挙事ニ付前日供連御規則被　仰出も
　　　有之候共尚精々簡略を主とシ東京往
　　　来ハ勿論平素タリトモ従者ハ唯事ヲ弁
　　　スルノミニ致シ一己之事ハ自ラ之ヲ弁シ左右
　　　無用之使役ヲ不置務テ従来之弊習ヲ
　　　除キ維新之実効相立候様屹度可心懸
　　　旨被　仰出候事
　　　　三月　　　　　　　　　行政官
（以下、「　」内は抹消）
「一三月六日　青松院様御所労ニ付御面会御看病
　　旁
　　慶永様今日御帰　城［御願之上］」
A0143-01992_081
一三月七日行事局書役并御記録書継方民政局書役
　軍政局監察局物書共役名掌政局筆者と被相
　改之
一三月十日非蔵人口江御呼出左之通御達有之
　　　従来外国人ニ而銅輸出之儀政府入札之外ハ
　　　堅ク御禁止之処今般他品同様五歩税ニ而
　　　輸出可致様　御差許ニ相成候ニ付而ハ向後
　　　御国内商人共銅売買之儀可為勝手旨
　　　被　仰出候事
　　　　三月　　　　　　　　　行政官
　　　今般
　　　御東幸　御滞輦中太政官東京江
　　　御移シニ相成候ニ付而者諸願伺等総而東京江
　　　可指出之処社寺之分畿内并山陽山陰南
　　　海西海之諸道東海道ハ伊勢迄東山道
　　　ハ美濃飛驒迄ニ有之候者是迄之振合ヲ
　　　以テ京都江可伺出旨被　仰出候事
A0143-01992_082
　　　　三月　　　　　　　　　行政官
一三月十日左之通被　仰出之
　　一御目見以上
　　　右惣髪可為勝手事
　　一本多興之輔家来番組以上
　　一高知之家来中小姓以上
　　一寄合之家来名代之者
　　　右惣髪可為勝手事
　　　〆
一三月十二日左之通御達有之
　　　東京　御滞輦中太政官彼表江　御移シ
　　　相成候ニ付諸願伺等来ル四月朔日ゟ東京江
　　　可差出候就而者諸藩公用人ヲモ可差出
　　　置旨被　仰出候事
　　　　三月　　　　　　　　　行政官
A0143-01992_083
（以下、「　」内は抹消）
「一三月十四日左之通被　仰出之
　　　　三職副執政其局中及　御屋形并進
　　　　達間殿ノ文字相用方ノ字以後被止候
　　　　事」
一三月十五日東園殿ゟ左之通御達有之
　　　通用停止之銀目ヲ以テ金銭之価ヲ定
　　　候理ハ無之筈ニ候処下方ニ於テ右銀目ヲ
　　　以テ私ニ金銭之相場ヲ立候趣相聞
　　　如何之事ニ付爾来右等之儀一切無之様
　　　堅可相心得候事
　　　　三月　　　　　　　　　行政官
一三月十五日民政局幹事江左之通執政申渡之
　　　今般諸口留番所被廃候ニ付今庄金津
　　　両駅江附属之者出張申付板取二ツ屋細
　　　呂木駅逓ヲ始諸事不取締無之様処
　　　置可致候事
　　　　　　　　　　　　　　　河野浦
A0143-01992_084
　　　運上会所可取建候事
　　　　　　　　　　　　　　　三国運上会所
　　　　　　　　　　　　　　　浜坂運上会所
　　　可為従来之通候事
一三月十五日守城管事江左之通執政申渡之
　　　今般行政官より被　仰出有之ニ付諸口
　　　留番所之儀被廃候事
　　一口留番人之者共御留守組江被入勤中十五俵ツヽ
　　　被下候事
　　　　　　　　　　　　　　　焰硝蔵番
　　　右如従前被指置候事
一三月十六日左之通被　仰出之
　　　被召出又者役輩被　仰付候者他家江罷越
　　　候共改而　御目見相願候ニ不及候事
　　一御伽御雇相勤候者可為同断事
　　一御目見相済候者兄ノ家督ニ相成候共
　　　其儘　御目見被　仰付候事
　　　　〆
A0143-01992_085
　　　方今炮術練兵等日新盛大公行セシ以来
　　　武術自然廃絶之姿ニ押移り俛焉励
　　　精志其道候者弥減少之勢ニ候是天下
　　　時勢之然ラシムル処ニ候得共畢竟武術
　　　之儀ハ　皇国固有海外ニ冠絶スルモノニシテ
　　　万世不抜之護身タルハ勿論其上近接戦
　　　闘之節ハ刀剣利器ニシクハナシ炮術ノ便ト雖
　　　是ヲ次ク事ハ衆人ノ明白ニ所了解ニ候間而
　　　今以後於　御家ハ武術之儀砲術練兵
　　　等並立テ盛ニ相行ハレ益励精可志其
　　　道儀ニ候間此旨趣急度一同可相心得候事
　　　　〆
　　　士分以上五拾九歳ニ相成候ヘハ隠居相願候儀
　　　被定候ニ付以下右ニ准シ六拾歳ニ至り候ハヽ立
　　　替可申付事
　　　　三月十五日
一三月十九日東園殿ゟ左之通御達有之
A0143-01992_086
　　　兵制御変革之儀も有之ニ付徴兵一ト先
　　　帰休被　仰付候得共右高ニ応し差出候
　　　軍資金之儀者是迄之通上納可有
　　　之候此段更ニ申達候事
　　　　但徴兵帰休被　仰付候ニ付而者未タ徴
　　　　兵差出無之藩々ハ先ツ差出不及
　　　　候事
　　　　三月　　　　　　　　　行政官
一三月廿日官掌ゟ左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平正四位
　　　霊岸島邸之内一万三千三百拾九坪余
　　　拝借被　仰付候事
　　　　但請取方之儀者東京府江可伺出事
　　　　三月　　　　　　　　　行政官
（以下、「　」内は抹消）
「一三月廿一日御国内御暇之儀ニ付左之通被　仰出之
　　　　御国内御暇
A0143-01992_087
　　　　止宿之事
　　　　一番外以上番列ニ不限半切ニ而相願可
　　　　　申事
　　　　　　但御領他領并三国金津府中等之
　　　　　　　儀ハ由緒無之而ハ不相成候事
　　　　一子弟輩ハ其局長ニ而承り置追而可相
　　　　　達事
　　　　一御目見不相済子弟輩ハ不及願監
　　　　　察局江可相届候事
　　　　一隠居休息并婦人等不及達候事
　　　　　　但公領他領三国金津府中等之儀監
　　　　　　　察局へ可相届事
　　　　日帰之事
　　　　一都而不及願候事
　　　　　　但五里外ハ監察局江可相届候事
　　　　一御目見不相済子弟并隠居休息
　　　　　婦人等ハ都而届ニ不及候事
A0143-01992_088
一三月廿三日御触頭ゟ左之通御廻状来ル
　　　今度
　　　御東幸ニ付諸藩心得振之儀左一ツ書
　　　を以奉伺候宜御差図被成下候様支度奉
　　　願候以上
　　　　三月　　　　　　　　柳沢甲斐守内
　　　　　　　　　　　　　　　久城荘輔
　　　　　　　　　　　　　　池田侍従内
　　　　　　　　　　　　　　　沢井権次郎
　　　　　　　　　　　　　　徳川中納言内
　　　　　　　　　　　　　　　津田兵弥
　　　　　弁事
　　　　　　　御役所
　　一御着輦御当日無役之諸侯奉迎場
　　　所之儀且何刻参着仕可然御座候哉
　　　　御附札
　　　　　御布告ニ而承知可致事
　　一供廻り之者共何れ之御場所江差置候而
　　　宜御座候哉
　　　　同
　　　　　御布告ニ而承知可致事
　　一御着輦奉迎場所江罷出候節并翌
　　　日為伺
　　　天機参　朝之節者何服着用仕候而
A0143-01992_089
　　　宜御座候哉
　　　　但無官之者ハ着服如何相心得可然御座
　　　　　候哉
　　　　同
　　　　　右同断
　　一在国之諸侯者重臣を以奉伺
　　　天機候而宜御座候哉
　　　　同
　　　　　可為窺之通事
　　　右之外尚心得振之儀宜御差図被成下
　　　候様仕度奉存候以上
　　　　〆
　　　今度
　　　御着輦被為　在候ハヽ貢献品之儀
　　　如何相心得宜敷御座候哉此段奉伺候
　　　以上
　　　　　　　　　　　　　　伺元三軒
　　　　三月　　　　　　　　　右同断
　　　　御附札
　　　　　不及其儀候事
一三月廿三日東京府へ御呼出左之通大赦被
　仰出候旨御達有之
A0143-01992_090
　　　　　御赦之もの名前書
　　　弘化三午年四月廿一日　松平正四位家来
　　一役儀取放　　　　　　　　山名次郎八
　　　同日　　　　　　　　　元中間
　　一重追放　　　　　　　　　与四郎
　　　　　　　　　　　　　　　孫市
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　金助
　　　同日　　　　　　　　　　磯助
　　一軽追放　　　　　　　　　清右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　甚蔵
　　　右之もの共儀今般
　　　朝政御一新之御場合目去春
　　　御元服之御大礼被為行御仁恤之
　　　聖慮を以同三月十五日以前之罪人
　　　朝敵其余大逆無道を除之外一切大赦
　　　被　仰出候ニ付被免候間其後当人并行衛
　　　不知又者病死等之ものハ親類身寄江
　　　可申渡事
　　　　〆
A0143-01992_091
一三月廿三日官掌ゟ左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　在国
　　　　　　　　　　　　　　　諸侯
　　　来ル二十八日
　　　御着輦ニ付四月朔日以重臣恐悦
　　　可申上事
　　　　三月　　　　　　　　　行政官
（以下、「　」内は抹消）
「一三月廿三日切支丹証文之儀ニ付左之通監察より
　　御家中江相触之
　　　　切支丹宗門御改之処家来召仕之
　　　　男女等疑敷者無御座候若不審成
　　　　者御座候ハヽ早々御届可申上候仍後証
　　　　如件
　　　　　年号干支月　　　　　姓名印
　　　　　　監正寮
　　　　　　　　御中
A0143-01992_092
　　　　　　切支丹宗門御改手形之事
　　　一姓名
　　　一父名
　　　一母
　　　一妻
　　　一忰名
　　　一娘
　　　一祖父名
　　　一祖母
　　　　　年号干支月　　　　　姓名印
　　　　右者切支丹宗門御改ニ付如右書付
　　　　指上候通偽無御座候為後証加判形
　　　　差上申者也
　　　　　　　　　　　　　　何寺
　　　　　年号干支月　　　　　寺号印
　　　　　　監正寮
　　　　　　　　御中　」
一三月廿四日守城幹事江左之通執政申渡之
A0143-01992_093
　　　宗像宮以来鎮守宮ト可称候事
　　　　〆
　　　宗源殿之号以来越前国式内神殿ト
　　　相唱候様被　仰出候事
一三月廿五日左之通被　仰出之
　　　青松院様御事
　　　中納言様　御実母様之御取扱ニ被成進旨
　　　被　仰出候事
　　　　〆
　　　信次郎様御事
　　　御前様御養分被　仰出候事
　　一御次男様御取扱之事
　　　　〆
一三月廿六日官掌ゟ左之通御達有之
　　　今般再
　　　御臨幸被為遊候儀ハ兼而被　仰出候通
　　　公卿群牧ヲ会同シ衆議公論ヲ以国家
　　　之大基礎被為定上下治安万世不
A0143-01992_094
　　　抜之鴻業被為立度
　　　聖慮ニ候条諸藩士ハ不及申公卿附
　　　属之面々ニ至迄銘々心得方可有之者
　　　勿論ニ候得共猶又厚ク
　　　御主意奉体認仮初ニモ不都合之儀
　　　無之各其分ニ応シ報効之覚悟可
　　　為肝要事ニ付主人々々ヨリモ篤ト可申聞
　　　様　御沙汰候間此旨相達候事
　　　　三月　　　　　　　　　行政官
　　　　〆
　　　外国人通行之砌於途中出逢候節往
　　　来之半を譲り可致通行様兼而御布
　　　令之趣も有之候処近来間々不都合之
　　　儀も有之趣相聞以之外之事に候自然
　　　鎖末之行違より
　　　皇威に関係候様之儀出来候而ハ実ニ
　　　難相済次第ニ候間向後混雑無之様
　　　屹度相心得可申万一粗暴之所業有
A0143-01992_095
　　　之ニ於者当人ハ勿論時宜に寄其藩
　　　主人或ハ主宰之者へ厳重可被及
　　　御沙汰此旨更ニ相達候事
　　　　三月　　　　　　　　　行政官
（以下、「　」内は抹消）
「一三月廿六日御近習ニ被差置候寄合之面々出火之節ハ
　　運正寺孝顕寺へ壱人ツヽ御警衛致候様被　仰付之」
一同日左之通被　仰出之
　　　茂昭様御生母　寒月院殿御事以来
　　　御実母御取扱相成様之字相唱候事
　　一御正忌并御年回共東京西久保天徳寺
　　　中不断院江　御代拝御香奠被供候事
　　　右之趣従
　　　慶永様被　仰進候ニ付御治定被
　　　仰出候事
　　　　三月廿六日
　　　　御香奠
　　　　　金百疋
　　　右之通被供候事
A0143-01992_096
一三月廿七日火之見番所御取建ニ付御城下火消之
　面々江左之通被　仰出候事
　　　御城下火之見番所今度造営役所江新
　　　規御取建ニ付以来火之見番上ケ置ニ不及
　　　旨被　仰出候事
　　　　　　　　　　　　　　　司計幹事江
　　　右同断ニ付時鐘打場兼帯今度造営
　　　役処江新規御取建ニ相成候事
　　　　但番人四人抱中間支配之儀ハ造営役所
　　　　　可為取扱候事
一三月廿七日左之通被　仰出之
（以下、「　」内は抹消）
「　　　　　　　　　　　　　　焰硝蔵番
　　　右被廃候事　　
　　　　　　　　　　　　　　　割場時打
　　　　　　　　　　　　　　　牢番
　　　右抜所之儀ハ被廃候事」
　　　　　　　　　　　　　　　米町時打所
A0143-01992_097
　　　御城下火之見番所并時鐘打場兼
　　　今度造営役処江新規御取建ニ付時
　　　打所被廃候事
　　　　　　　　　　　　　　　御金土蔵番
　　　　　　　　　　　　　　　焰硝蔵番
　　　　　　　　　　　　　　　割場時打
　　　　　　　　　　　　　　　牢番
　　　石抜処之儀ハ被廃候事
　　　　但諸口留番并抜所勤被免候者之内
　　　　　御門番勤申付候者ハ更ニ弐口半ツヽ
　　　　　被下候事
　　一病身又ハ極老ニ而御門番も難勤
　　　者江ハ弐口ツヽ被下候事
　　　　〆
一三月廿八日於非蔵人口東園殿ゟ左之通御達有之
　　　大政更始以来旧幣一洗言路洞開上下
　　　貫徹少モ壅蔽無之天下有志之者竭
　　　丹誠為国家無忌諱建言致候ニ付
A0143-01992_098
　　　追々御採用相成候得共猶実効之
　　　不立廉々有之畢竟御旨趣貫徹
　　　不致有志之者撰挙ニ相洩候哉与深ク
　　　煩念被為在候ニ付此度於東京待詔局
　　　被為開候間有志之者草莽卑賤至迄
　　　御為筋之儀早々建言可致篤与議論
　　　相遂其所長ヲ以夫々御用可被　仰出
　　　御趣意ニ候間向後潜伏隠遁鬱々
　　　其志ヲ不達者有之候而者至誠尽忠之
　　　素志ニ相悖り候間尚上下一致偏ニ尽力
　　　可致旨被　仰出候事
　　　右之通於東京被　仰出候間相達候事
　　　　三月　　　　　　　　　行政官
　　　文久銭十六文通用之儀兼而御布令有
　　　之候処近来間々差支候ヨリシテ自然
　　　物価ニも相拘り下方難渋致候由甚以
　　　如何事ニ付以来下方ニ於而異議申立
A0143-01992_099・100
　　　通用差障候者有之ニ於而ハ屹度可相
　　　咎候条此旨府藩県より洽ク配下之
　　　者共江厳重相達候様　御沙汰候事
　　　右之通於東京被　仰出候間相達候事
　　　　三月　　　　　　　　　行政官
（以下、「　」内は「此処之日除之」とあり。また御自筆写は付紙）
「一四月朔日
　　慶永様久々御逢無之ニ付思召を以諸士一統
　　御目見被　仰付相済居残ニ而　御自筆之写拝見
　　被　仰付之
　　　御自筆写
　　　　近々東上ニ就令思惟候処今般
　　　　於東京府藩県会議
　　　　皇国之大基礎以
　　　　宸断　御確定被為在候御事ハ
　　　　既ニ御布令相成候尚幸ニ慶永在
　　　　職ヲ以東上之機会ニ候間藩中一同
　　　　天下之御為ニト兼テ注意所考等有之候
　　　　者ハ不願拙文拙筆無忌憚此封書
　　　　可申出事
　　　　　正月」
一四月二日官掌円城寺愛之介殿ゟ左之通御達有之
　　　戸籍者治道之基ニシテ凡百之御政
　　　事是ヨリ不生ルハ無ク戸籍不明ニ候而者
　　　教化仁恤之道モ不相立誠ニ以緊要之
　　　事ニ候就而者斯ク御一新相成候上者猶
A0143-01992_101
　　　更府藩県ニ於而不可帰之地不可入之
　　　人者無之筈ニ候処永ク無籍戸外之者
　　　有之候而者率浜之儀ニも戻り第一御施
　　　政之道不相立蒼生之疾苦目前之
　　　事ニ候依之戸籍之義ニ付先般ヨリ追々
　　　御沙汰も有之畢竟一夫一婦モ不得其
　　　所者有之候而者御一新之御主意ニ戻り
　　　不相済ル儀ニ付御取調之上無産無頼之
　　　者ハ成丈ケ其所ヲ得候様順次ニ御世話
　　　可被遊と深達　思召ニ而戸籍御取調
　　　之事被　仰出候儀ニハ候得共於府藩
　　　県尚又無籍戸外之者ハ夫々入籍帰
　　　籍各為得其所候様可取斗乍併
　　　不得止之儀ニ而帰籍入籍難致者等ハ
　　　素ヨリ一朝一夕之事ニ無之右等之者
　　　ハ訴出候ハヽ各其情実ニ任セ至当
　　　之御所置被　仰付候儀者不及申候処
　　　間ニハ御主意取違之向モ有之哉ニ相聞
A0143-01992_102
　　　以之外之事ニ付向後尚又府下末々之
　　　者共ニ至迄厚ク　御主意ヲ奉体認
　　　心得違之儀無之様無洩可相達旨
　　　御沙汰候事
　　　　三月　　　　　　　　　行政官
　　　庠序之教不備候而者政教難被行
　　　候ニ付今般諸道府県ニ於テ小学校被
　　　設人民教育之道洽ク御施行被為
　　　在度　思食ニ候間東北府県速ニ学
　　　校ヲ設ケ御趣意貫徹候様尽力可
　　　致旨被　仰出候事
　　　　但学校取調として東京学校ヨリ
　　　　　人撰を以被指向候間商議可致事
　　　　三月　　　　　　　　　行政官
　　　兵制御変革之儀モ有之ニ付徴兵
　　　自今商法司被廃候事
A0143-01992_103
　　　右之通被　仰出候間為心得相達候事
　　　　三月　　　　　　　　　行政官
（以下、「　」内は抹消）
一四月三日久能山御宮江為御代拝御物頭代り
　島津十太夫被遣之為御初穂金五百疋
　慶永様ゟ同七百疋御献備被成「右ニ付徳川
　三位中将様江時候御見舞旁左之通被指上之
　　　　　御太刀　一腰
　　　　　御馬代　金札千疋
　　　　　鮮鯛料　同断
　　　　別段
　　　　　御内々
　　　　　打曇鳥子紙　一箱　五百枚
　　　　　御鋏刀　　　一箱　三十挺
　　　　　生干鱈　　　一箱　七枚
　　　　〆
一四月五日吉辰ニ付吉田御婚姻御整被成
　　但右ニ付御届之儀御取調ニ相成候処其儀ニ不及旨
A0143-01992_104
　　　ニ付御届之書御指出無之
一四月五日於　御本丸会津出張之面々
　御目見被　仰付神酒御赤飯被下之」
一同月七日官掌ゟ左之通御達有之
　　　去月廿二日同廿三日品川且大森当ニ於テ
　　　外国人ヲ暴ニ馬車より引卸シ剰刀
　　　ヲ抜カケ候様之挙動有之且其前も
　　　道ヲ譲り扣イ居候英吉利公使ヲ差留
　　　候者有之又横浜表に於て路上仏
　　　蘭西人に対し無謂打撃いたし候者
　　　屡有之右者是迄度々被　仰出候趣ヲ
　　　不相守道路ニ於て者従来之半ヲ譲り
　　　通行可致旨御布令之処前書之始
　　　末第一
　　　朝命を軽し現在御国難を曳出シ候
　　　所行ニ付以後猶亦屹度相心得可申
　　　若々此後違背之輩有之ニ於而ハ当人者
　　　勿論其主人ニ至迄屹度厳重可被為
A0143-01992_105
　　　所旨御沙汰候事
　　　右之趣兼而心得之為文武之官員者
　　　勿論府藩県末々に至迄不洩様可相
　　　相達事
　　　　三月　　　　　　　　　行政官
（以下、「　」内は抹消）
「一四月七日御発駕之節是迄阿波賀春日滝殿
　　并越智山江御代拝ニ而御内証ゟ御供物有之候
　　得共以来表向ゟ御国札五拾匁ツヽ被供候様被　仰出之」
一四月八日官掌小室殿ゟ左之通御達有之
　　　即今内外莫太之御失費相重人民
　　　困窮ニ及候ニ付金札御施行相成一般
　　　融通為致上下之疲弊御救助可相成
　　　御主意ニ候処近来金札格外下落
　　　人民窮迫ニ立到候儀者畢竟五官
　　　府藩県共心得違之者有之拝借金月
　　　給等両替屋に於て正金ニ引換遣払
　　　候より大ニ下々之疑惑ヲ生シ正金ハ日々引
A0143-01992_106
　　　上ケ金札ハ日々下落シ正金金札共不
　　　融通ヲ醸シ候次第ニテ遂ニ下々産業ヲ
　　　取失ヒ候様可立到別而金札御施行之
　　　御主意ニモ相戻り以之外之事ニ候就而ハ
　　　五官府藩県厚ク　御主意を奉戴シ
　　　惣而金札ヲ以遣払候様可致候以後不心
　　　得之所業於有之ハ屹度可被及
　　　御沙汰事
　　　　四月
　　　右之通被　仰出候間府藩県各自治
　　　下江篤ク教諭ヲ加へ人心疑惑不致広ク
　　　融通候様精々可致尽力事
　　　　四月　　　　　　　　　行政官
一四月九日官掌ゟ左之通御達有之
　　　是迄外国航海之者江御渡しニ相成候
　　　印鑑今般御改造相成候ニ付当時海
　　　外諸国江罷越居候者之姓名年齢
A0143-01992_107
　　　士農工商に不拘巨細取調二月中
　　　東京外国官江可申出旨当正月中
　　　御布令有之候処今以不届出向も有之
　　　右者御改造之御印章御渡替ニ相成
　　　候義ニ付府藩県ニ於て早々取調外国
　　　官へ可申出旨更ニ　御沙汰候事
　　　　四月　　　　　　　　　行政官
　　　今度大政官中民部官ヲ被置神紙官
　　　以下六官ニ被定候旨被　仰出候事
　　　　但従来諸願伺等総而弁事へ差出
　　　　来候所向後六管ニ関係致し事件者
　　　　其官々江向ケ可差出候事
　　　　四月　　　　　　　　　行政官
（以下、「　」内は抹消）
「一四月九日
　　慶永様御発駕ニ付為御対顔三ノ丸江被為
　　入中ノ口御玄冠迄御見送被成」
A0143-01992_108
一四月十日去ル八日弁事局江左之通御伺書被指出候処
　御附札ヲ以御差図有之
　　　当春東京江再被為在
　　　行幸大小侯伯中下大夫上士ニ至迄被為
　　　召輿論公議を以　御国是之大基
　　　礎被為建候　思召ニ付何も四月
　　　中旬ヲ限り東京へ参着可仕
　　　御沙汰之趣奉畏候然ル処越前守
　　　儀兼而御一新之　御趣意深ク奉戴認
　　　国政向旧習一洗仕度至願既ニ当春上京
　　　中ニも右辺ヲ以奉願暫時帰国被
　　　仰付其後専ラ弊政改革仕居候処兔角
　　　一時実効も難相立甚以苦慮罷在候
　　　折柄追々被為　召候期限ニも指迫り候
　　　ニ付而者甚以奉恐入候儀ニ御座候得共同氏
　　　中納言儀不日東京参着在勤仕候事ニ
　　　御座候得者御用之辺何卒同人ゟ奉窺
　　　度願奉存候不苦儀ニ御座候哉此段奉
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　　　候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平少将公用人
　　　　四月八日　　　　　　　草尾一馬
　　　　　弁事
　　　　　　御役所
　　　　御附札
　　　　　願之通聞届候事
一四月十日会計官ゟ左之通御廻章来
　　　北陸道先鋒并　御鎮撫使御発向
　　　ニ付宿々休泊賄料継人馬賃銭共夫々
　　　代金御払下ケ相成候間印形持参明
　　　後十二日昼九ツ時迄ニ京都府内出張所江
　　　出頭可有之候也
　　　　四月十日　　　　　　会計官
　　　　　　　　　　　　　　　出納司
（以下、「　」内は抹消）
「一四月十日吉向御婚姻式御整被成候ニ付久我殿江
　　為御吹聴御使者被遣之
　一同日右同断ニ付　幸姫様御里披之廉ニ而
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　　久我殿諸大夫始へ御結納有之
　　　〆」
一四月十一日歩隊之儀整衛隊与被相改之
一四月十二日官掌ゟ左之通御達有之
　　　昨年来北陸出張之兵隊自国ヨリ海
　　　陸共高田迄繰出し之節休泊賄料并
　　　継人馬賃銭等藩々自分払之処此度
　　　御入戻被成下候条早々取調竪帳仕
　　　立当月中無遅滞会計官江可被差
　　　出候事
　　　　但出張之節京師ニおゐて拝借金
　　　　致候藩々遣料之分取調是又
　　　　可被差出候事
　　　　　　　　　　　　　　出張
　　　　四月　　　　　　　　　出納司
　　　外ニ演達ニ而
　　　軍艦等破損之藩々其形申出
　　　候様御達シ
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一四月十六日為御巡覧粟田部辺へ被為入［十八日御帰殿］
一四月十七日官掌ゟ左之通御達有之
　　　脱籍浮浪人之義ニ付昨年来毎々被
　　　仰出も有之候処今以処々流寓罷在
　　　候趣必竟本国復籍之迷不相開各
　　　処戸籍人到取調不行届等ニ依ル
　　　コトニテ生民各其所ヲ得候様トノ厚キ
　　　御主意も不相立随而窮迫之余り
　　　遂ニハ　御政体ニ差障り候義ニも
　　　可立到甚以不相済事ニ候依テ今般
　　　左之廉々被　仰出候間藩県始
　　　諸采地中急々脱籍之者悉ク本地江
　　　引戻シ候様其主宰ヨリ可取斗自然
　　　復籍等閑ニ致置此後流寓不所
　　　業之輩於有之ハ総而本地主宰之
　　　落度タル事ニ付其科ニ依り屹度咎
　　　方被　仰付候事
　　一都下始府藩県戸籍人別明細
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　　　取糺可申事
　　一御親兵并府県兵及附属等是迄御
　　　用相勤居候者之内ニも脱籍有之候ハヽ
　　　郷国明細取調可申出事
　　　　但シ御用相勤候者と雖トモ脱籍致
　　　　居候向者後日復帰も不相成
　　　　御政体ニ指障り候ニ付今度改而本
　　　　国江御掛合之上被　召遣候事
　　一府藩県共脱籍之者其主宰ヨリ急
　　　速引戻シ各其処ヲ得候様仕向ケ可
　　　遣候自然其引戻シ方行届兼候分ハ
　　　姓名年齢脱籍年月取調可申出候事
　　　　但シ従前郷国之法ヲ犯シ脱藩致候
　　　　類郷国ニ於テも打捨置本人も其法ヲ
　　　　糺サンコトヲ懼レ復籍不致向も可有
　　　　之候得共大刑ヲ犯シ候分ハ格別
　　　　其余ハ昨年赦罪被　仰出候事
　　　　ニ付総而前罪差免可遣事
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　　一宮堂上始中下大夫上士社寺等家来并采
　　　地之者脱籍致居吟味行届兼候分ハ
　　　同様可申出事
　　一府藩県共戸籍人別取調等閑ニ打過
　　　他方脱籍之者令潜伏自然不所業之
　　　輩有之節者其事之大小ニ依り其主宰
　　　之罪軽重之科可被　仰付事
　　一此後脱籍之者於有之者急速追捕者
　　　勿論万一行方不知者ハ最寄府藩
　　　県へ順達致置姓名年齢月日ヲ以可届
　　　出事
　　　右之通被　仰出候事
　　　　四月　　　　　　　　　行政官
一四月十八日官掌ゟ左之通御達有之
　　　自今条約済之各国江罷越度願出候
　　　者者　御許容之上御改定之印章可
　　　相渡ニ付右志願之者ハ其府藩県ゟ
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　　　東京外国官并大坂長崎箱館兵庫
　　　新潟神奈川外国掛役所江可願出事
　　　　四月　　　　　　　　　行政官
一四日廿日御改革ニ付左之通役名被廃惣而庶務
　方ニ而取扱候様被　仰出之
　　　　　　　　　　　　　　　課金検地方
　　　　　　　　　　　　　　　御納戸
　　　　　　　　　　　　　　　御台所
　　　　　　　　　　　　　　　材木方
　　　　　　　　　　　　　　　炭薪方
　　　　　　　　　　　　　　　小普請方
　　　　　　　　　　　　　　　雑用古物方
　　　　　　　　　　　　　〆
一四日廿日官掌ゟ左之通御達有之
　　一昌平学校講義毎月五日十五日廿五日与
　　　相定メ第十字ゟ相始候事
　　　　但大学ゟ開講之事
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　　一右之定日在東京之公卿諸侯中下大夫
　　　諸官人非蔵人北面以下勝手ニ出席
　　　可致事
　　　　但右定日之外稽古致度面々ハ毎
　　　　月三八之日罷出講義質問勝手ニ
　　　　研究可致事
　　一輪講会読等致度者ハ教授中ニ而
　　　会頭相撰ミ望次第研究可致事
　　　右之通相定候事
　　　　　　　　　　　　　　　学校
　　　右之通ニ候間為心得申達候事
　　　　四月　　　　　　　　　行政官
　　　今般待詔局馬場先門内元松平下総守
　　　屋敷へ被移候間為心得相達候事
　　　　四月　　　　　　　　　行政官
一四月廿一日為御巡覧浜坂浦ゟ三国并泥原
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　新保浦辺被為　入［廿三日御帰殿］
一四月廿四日公議所ゟ御達之書付月番触頭ゟ
　左之通御廻状来
　　　　　詔書写
　　　詔朕嚮ニ汝百官群臣ト五事ヲ掲ケ
　　　天地神明ニ質シ綱紀ヲ
　　　皇張シ億兆ヲ綏安スルヲ誓フ然ルニ兵
　　　馬倉卒未タ其績ヲ底サス朕夙夜上ハ
　　　以テ神明ニ畏レ下ハ以億兆ニ慙ツ今や乃チ
　　　親臨汝百官群臣ヲ朝会シ大ニ施設ス
　　　ルノ方ヲ諮詢ス是神州安危ノ決今日ニ
　　　在リ誠ニ宜ク腹心ヲ披キ肺肝ヲ表シ可否
　　　ヲ献替スヘシ朕将ニ励精竭力大ニ経始ス
　　　ル所アラントス汝百官群臣ソレ勖哉
　　　　明治二年己巳四月
　　　　　口達書取
　　　今度
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　　　御国是ノ大基礎確立可被為在
　　　御会議ニ付　勅詔之通被　仰出候間
　　　各見込之処書取ヲ以来月四月迄ニ可
　　　被差出候尚追々箇条ヲ以テ
　　　御下問被為　在候間此旨可被相心得候
　　　　但別段存付有之面々ハ参
　　　　朝可有言上事
　　　　四月
一四月廿四日公議所ゟ左之通御達有之
　　　別紙之通被　仰出候間各藩公議人江
　　　御達可有之候事
　　　　四月廿四日　　　　　　公議所
　　　　　献上物
　　一太刀代　　金弐千疋
　　一干鯛箱代　金千疋
　　　右宮堂上諸侯
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　　一太刀代　　金千疋
　　一干鯛箱代　金三百疋
　　　右中下大夫
　　一太刀代　　金五百疋
　　一干鯛箱代　金二百疋
　　　右上士
　　　　但目録ハ奉書竪紙ニ認メ料金ハ奉書
　　　　三ツ折ニ付ケ都而三ツ各竪足台ニ載セ
　　　　献上可致
　　　右之通御定被　仰出候事
　　　　四月　　　　　　　　　行政官
　　　府藩県共石高ニ応シ金札拝借可被
　　　仰付儀兼而御布告モ有之追々御貸渡
　　　相成候処方今諸侯会議
　　　御国是之輿論可被
　　　聞食大議未定之折柄ニ付府藩県共
　　　拝借残之分御貸渡之儀当分御見合
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　　　相成候間此旨為心得相達候事
　　　　四月　　　　　　　　　行政官
一四月廿七日弁事伝達所ゟ左之通御達有之
　　　皇国基礎御確定之会議被
　　　仰出候ニ付テハ為国家存付有之族者
　　　不顧卑賤待詔局江罷出無忌憚可致
　　　建言事
　　　　四月　　　　　　　　　行政官
一四月廿八日重臣御呼出ニ付罷出候処輔相公御出
　席左之通御達有之
　　　大政一新天下更始之折柄内外多難深
　　　被悩
　　　宸衷屡　詔勅ヲ下サレ宵旰図治被
　　　為在候処実美短才微力叩ニ重任ヲ
　　　辱メ未タ不績ヲ賛成シ
　　　宸襟ヲ慰シ蒼生ヲ安スルコト能ハス恐懼
　　　措トコロヲ不知次第ニ候得共
A0143-01992_120
　　　聖眷優渥御責任ヲ蒙り且此度
　　　勅諭之之旨モ有之ニ付テハ弥以在職諸公及ヒ
　　　列候ト共ニ心ヲ同シ力ヲ戮セ以テ今日之計ヲ
　　　為スニ非スンハ焉ソ国勢ヲ挽回シ万世基礎立
　　　皇国ヲ維持シ可申哉今日之事実美独り
　　　諸公列候ニ望ノミニ非ス諸公列候亦臣子ノ
　　　責ニ候得者冀ハ俱ニ
　　　勅旨ヲ遵奉シ各肺肝ヲ吐露シ忌諱ヲ
　　　不憚
　　　朝廷ノ為メ建議指画有之度候也
　　　　〆
一五月朔日医業生之儀進業生与被相改之
一五月二日軍務官ニ而左之通御渡下有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平正四位
　　　於出張先蒙　御沙汰候毛布八百四拾
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　　　六人分被渡下候事
　　　　五月　　　　　　　　　軍務官
一五月二日御手木之者被廃予備組江被入候事
（以下、「　」内は抹消）
「一五月四日
　　慶永様江左之通御書付を以御奉職被　仰出之
　　　　　　　　　　　　　　　松平中納言
　　　　本官ヲ以行政官機務取扱兼勤被
　　　　仰付候事
　　　　　五月　　　　　　　　行政官」
一五月四日左之通御届書被指出之
　　　今般
　　　詔書ヲ以　御国是之大基礎可被為
　　　建ニ付見込之趣奉申上候様謹而奉畏候
　　　右之廉々同氏中納言慶永ゟ言上仕候
　　　通ニ而別紙愚存無御座候ニ付不奉申上
　　　候以上
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　　　　五月四日　　　　　　　松平正四位
一五月六日金札之儀ニ付左之通御達有之
　　　金札御発弘之儀ハ先般被　仰出候通厚
　　　キ御仁恤之御趣意ヲ以テ御施行ニ相成
　　　候処兵乱之際自然不通用之向も有之
　　　普く融通難成終に正金金札之間合
　　　相立下々商売方致難渋一時不得止
　　　場合より相場ヲ以テ通用可致御布令有
　　　之候処今日ニ至り日々之高下無際限衆
　　　庶及困窮加之僻遠之府藩県正金
　　　同様通用致居候場所迄も疑惑ヲ生し
　　　候ニ付通用年限兼而被立置候得共今
　　　般新貨幣鋳造之上ハ改而引替之
　　　道被相立候間自今断然相場被廃止
　　　金同様通用可致旨被　仰出候間京
　　　都東京大坂ヲ始メ僻遠之地ニ至迄厚
　　　ク御趣意ヲ奉戴シ普く通用可致候
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　　　万一心得違之向於有之ハ厳重之御所置
　　　可有之旨御沙汰候事
　　　　但本文之趣府藩県共厚相心得
　　　　御趣意貫徹候様各支配下江
　　　　懇切ニ説諭可致自今管轄中
　　　　心得違之者於有之ハ畢竟其主
　　　　宰之不行届ゟ生し候ニ付府県者
　　　　官長藩々ハ領主之可為曲事
　　　　事
　　　右之通於東京被　仰出候間相達候事
　　　　五月　　　　　　　　　行政官
一五月七日左之通御達有之
　　　是迄金札相場被相立置候ニ付夫々
　　　引換等も有之候処今般正金同様通
　　　用被　仰出候上ハ金札ヲ以当時通用致
　　　居候正金ニ引換候儀ハ堅ク停止タルヘシ
　　　尤為融通引換候儀ハ格別之事
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　　　　但大札ヲ以小札ニ換へ或ハ小札ヲ大札ニ
　　　　換へ通用致候義ハ可為勝手事
　　　右之通堅ク可相守万一心得違金札ヲ
　　　正金ニ引換候者於有之者取引人双方
　　　共可為曲事事
　　　右之通金札之儀ニ付於東京再応被
　　　仰出候間篤ク相心得通用可致候此旨
　　　相達候事
　　　　五月　　　　　　　　　行政官
一五月八日於東京左之通御達有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
　　　其藩市中取締申付候事
　　　　但酒井下野守差免候条交代
　　　　可致候事
　　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　右同文
　　　　　但前橋少将差免候条交代
　　　　　可致候事
A0143-01992_125
一五月八日右被　仰出候儀ニ付左之通御届書指出之
　　　今般於軍務官市中取締前橋
　　　少将酒井下野守跡被　付奉畏候早
　　　速国許江申越人数召寄可申候得共遠
　　　路日数も相掛り候儀先夫迄之処五番
　　　前橋少将跡請取申度奉存候四番
　　　酒井下野守跡之義ハ人数到着仕候上
　　　引替申度候間此段御聞置可被下
　　　候以上
　　　　五月八日　　　　　　　松平越前守
一五月八日弁事伝達所ニ而左之通御達有之
　　　先達而被　仰出候租税其外諸上納
　　　物金納之分金百両ニ付金札百弐拾両
　　　ヲ以当分上納　御定之所今般改而金札
　　　之儀者正金同様被　仰出候ニ付以来金納
　　　之分ハ総而金札ヲ以相納候様可致尤
　　　場所ニ寄金札難調向ハ正金ニ而も不
　　　苦候事
　　　　五月　　　　　　　　　行政官
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　　　今般上局会議被開候ニ付無職之
　　　宮堂上諸侯及中下大夫上士之面々出
　　　席会議可致旨被　仰出候事
　　　　但当分大広間ヲ以テ会議所ト
　　　　被定候規則及定日等追而
　　　　御沙汰可有之事
　　　　五月　　　　　　　　　行政官
　　　今般上局会議被　仰出候ニ付テハ中下
　　　大夫上士之面々ハ別紙之通席々総代
　　　ヲ以会議可致事
　　　　五月　　　　　　　　　行政官
　　　　　別紙
　　　　中大夫席　　　二人
　　　　下大夫席　　　五人
　　　　上士席　　　　三人
　　　右総代人之儀者追而　御沙汰可
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　　　有之事
　　　　五月
　　　　　口達書
　　　先般御達ニ相成候通藩治職制取調
　　　早々可差出候京師ニおゐて差出候向ハ
　　　其段可届出候尤京師ニおゐて差出候共
　　　写等有之候ハヽ猶又可指出候事
　　　　五月八日
一五月九日官掌ゟ左之通御達有之
　　　是迄医師画工諸職人等位階及
　　　国名受領之儀仁和寺大覚寺勧修
　　　寺より差許来候処向後被廃止且従
　　　来許置候向モ総而可為停止旨被
　　　仰出候事
　　　　五月　　　　　　　　　行政官
一同日弁事伝達所ニ而左之通御達有之
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　　　金札通用之儀ニ付テハ過日御布令之通
　　　遐邑僻陬ニ至迄金札正金同様ニ通
　　　用可致者勿論ニ候得共都下ヲ始め遠地
　　　取引致シ候商売等万一心違違之者
　　　有之節者不被為得止当人ハ勿論主宰
　　　之者迄厳重可被及　御沙汰候間諸藩
　　　於テモ領内末々迄厚　御趣意ヲ奉戴シ
　　　右様心得違之者無之様懇切ニ説諭致シ
　　　天下之御為深ク心ヲ用候様可致候為念
　　　此旨相達候事
　　　　五月
（以下、「　」内は「慶永様世譜へ」として抹消）
「一五月十五ヒ
　　慶永様御参
　　朝被成候処輔相三条殿左之通御直達有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平中納言
　　　　是迄之職務総而被免民部官
　　　　知事被　仰付候事
　　　　　五月　　　　　　　　行政官」
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一五月十七日民部官ニ而左之通御達有之
　　　東京府戸藉（籍）改正所ニ於テ先達而
　　　以来無藉（籍）無産之者取糺被　仰付候処
　　　府藩県ニ於テ前年脱藉（籍）出生分明
　　　ナル者ハ今般其府藩県へ引渡復藉（籍）
　　　ノ上厚ク教喩ヲ加へ産業ニ基キ候様
　　　被　仰付候条其所置方ニ就テハ戸藉（籍）
　　　改正所ヨリ府藩県へ直様可及掛合候
　　　間此旨為心得相達候事
　　　　五月　　　　　　　　　民部官
（以下、「　」内は抹消）
「一五月十七日神奈川県ゟ左之通申来ル
　　　　其藩坂井四郎横山軍平儀当月八日
　　　　当県おゐて索国ハヤマル船江乗組兵庫江
　　　　向出帆いたし候処栗浜沖おゐて暗礁江
　　　　乗掛破船およひ溺死人多分有之
　　　　尤助命のものも有之候得共前書
　　　　四郎外壱人ハ未相見全溺死およひ候義
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　　　　与存候間此段申達候也
　　　　　五月十一日　　　　　神奈川県
　　　　　　越前藩
　　　　　　　公用人中」
一五月十七日右同断ニ付左之通御届書指出之
　　　幣藩坂井四郎横山軍平儀当月八日於
　　　神奈川県索国ハヤマル船江乗組兵庫江向
　　　致出帆候処於栗浜沖暗礁江乗掛破船
　　　仕候節前書両人全及溺死候趣神奈川
　　　県ゟ御達有之候依之同県ゟ御届可相
　　　成与ハ奉存候得共猶此段御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守公用人助役
　　　　五月十七日　　　　　　久野武雄
　　　　　民部
　　　　　　御役所
一五月十七日駅逓司ゟ左之通申来ル
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　　　藩々領地之内本街道枝街道人馬
　　　継所村名附并継所より継所迄之里
　　　数附早々取調可差出事
　　　　但右取調中日限見込ヲ以請書
　　　　可差出事
　　　　巳五月　　　　　駅逓司
一右ニ付左之通御請書指出之
　　　昨日御達ニ相成候藩々領地之内本街
　　　道枝街道人馬継所村名附并継所より
　　　継処迄之里数早々取調可差出旨奉
　　　畏候右ハ国許江申越至急為取調可申
　　　候得共遠路之儀ニ付来月二十日頃ニ無
　　　之候半而者不申越義与奉存候間此段
　　　御聞置可被下候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守公用人助役
　　　　　　　　　　　　　　　久野武雄
一五月十九日先達而被　仰出候市中取締之儀ニ付
　左之通人数被指出候旨御届書指出之
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　　　　　　　　　　　　　　市中取締
　　　　　　　　　　　　　　　兵隊諸隊
　　　　　　　　　　　　　　　附属小者共
　　　　　　　　　　　　　　　　　　七拾人
　　　右之通御座候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守公用人
　　　　五月十九日　　　　　　岡本晋太郎
　　　　　東京府
　　　　　　　御役所
（以下、「　」内は抹消）
一五月廿二日市中取締之儀ニ付御伺書被指出候処
　左之通御附札を以御差図有之
　　　此度市中取締被　仰付候ニ付別紙
　　　之通奉伺候至急御指図可被成下候以上
　　　　五月廿二日　　　　　「阿州藩
　　　　　　　　　　　　　　　彦根藩」
　　　　　　　　　　　　　　　越州藩
　　　　　　　　　　　　　　「築州藩」
　　　　　　東京府
　　　　　　　御役所
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　　　市中其外ニおゐて万一外国人暴行
　　　有之節ハ言語不通ニ而説諭も難仕義
　　　与奉存候其節ハ召捕可申哉又ハ傍観
　　　可仕哉自然兵隊屯所等も罷越前条
　　　同様之義御座候節ハ速ニ捕押候而不苦
　　　候哉
　　　　但格別手ニ余り候節者如何相
　　　　心得可申哉
　　　　御附札
　　　　　書面外国人万一暴行致候節者附添之
　　　　　者ヲ以説諭致し何国之誰ニ而何レに居
　　　　　留罷在候段承糺直ニ当府へ可相届若シ
　　　　　及乱妨候得者指押築地運上所江直ニ
　　　　　召連其趣申述引渡可申事
　　　　　　五月　　　　　　　東京府
　　　　　　但外国人江附添罷在候者之姓名をも
　　　　　　　承置可申出事
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一五月廿二日明道館之儀已来明新館与被相改之
一五月廿三日市中取締屯所之儀ニ付左之通御
　届書指出之
　　　弊藩持場之内本町一丁目元鈴木越後
　　　宅町役人共申談指支も無之趣ニ付兵隊屯
　　　所ニ借受申候此段御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守公用人
　　　　五月廿三日　　　　　　草尾一馬
　　　　　東京府
　　　　　　　御役所
一五月廿五日御下向之儀ニ付弁事官掌江左之通御
　請書指出之
　　　皇道御復興方嚮一定治教浹洽候様
　　　被為遊度其御施為之方且又蝦
　　　夷地之義ニ付利害得失意見可申旨
　　　御下問之趣奉謹承候早速国許越前守江
　　　申越候義ニハ候得共意見等無御座候ハヽ
　　　別段不奉申上候此段御請奉申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守重臣
　　　　五月廿五日　　　　　　飯田主税
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一五月廿五日弁事伝達所ニ而左之通御達有之
　　一御布告之通万石以下屋敷可為一ケ所
　　　事
　　　　但下屋敷上地致し候而指支尚亦拝借
　　　　願済ニ相成候ものハ地税可差出事
　　　　　但町屋敷受領之者ハ武士地へ引替
　　　　　相願可申尤引替候而者難渋之向者
　　　　　其儘被下候積ニ付其頭支配ニ而取
　　　　　調可申立何も地税之儀ハ追而可
　　　　　相達候事
　　一内神田浜町築地辺郭内ニ準シ候旨
　　　去辰九月中相触置候所此度神田橋
　　　御門通ヨリ昌平橋通を境与致し東之
　　　方浜丁築地辺以後郭外与可相心得事
　　一郭外ニ而町地ニ可相成武士地者屋敷改候
　　　而取調可申立事
　　　　但町地へ相成候上ハ総而町並之通尤
　　　　武士地へ住居可相済身分之者も住
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　　　　居相免シ地税町入用共為指出可申事
　　一拝領町屋敷所持之者者地税可指出事
　　一宮堂上方家来諸藩士等文武師
　　　範致シ候歟又ハ無拠筋ニ而其主家邸内
　　　ニ罷在候而者差支候分ハ武士地拝借聞済
　　　地税為差出可申事
　　　　但身分之義ハ主人又ハ其頭支配ゟ
　　　　屋敷改役所江添簡を以申立候ハヽ
　　　　糺候上地所貸渡シ可申事
　　一是迄武士地江住居致し居候町人別之者
　　　又ハ町医師御用達町人角力検校勾
　　　当等者総而来住町人列之部ニ入其所
　　　年寄共右地所拝借証文江加印致し
　　　差出候ハヽ当分差置地税為指出
　　　可申事
　　　右之通ニ有之候間相心得可申事
　　　　五月　　　　　　　　　行政官
（以下、「　」内は抹消）
「一五月廿五日金札之儀ニ付左之通御達有之」
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　　　金札引替之道可被相定候ニ付相場被
　　　廃正金同様通用可致旨　御布令相成
　　　候処今度天下之侯伯ヲ被為召会議
　　　之上全国之力ヲ合セ前途会計之基礎
　　　ヲ被定当冬ヨリ新貨幣鋳造来
　　　申年迄之間引替可被下候若右年限中
　　　引替相残金札所持致居候者ハ一ケ月
　　　五朱之利足ヲ以テ七月十二日両度ニ割
　　　合御払下被　仰付候間今後万一
　　　御趣意心得違候者有之ニ於テハ別紙掟
　　　書之通　御所置被　仰付候間此旨相達
　　　候事
　　　　五月　　　　　　　　　行政官
　　　　　掟
　　一正金々札引換に折を取候者ハ其折金
　　　丈之罰金を可為指出事
　　　　但折を出し候者ハ其半高之罰金を
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　　　　可為指出事
　　一再度折を取候者ハ其折高を陪し罰金
　　　を可為指出候事
　　　　但折を出したる者ハ其折高之罰金
　　　　を可為指出事
　　　右之通罰金法被立置候ニ付而者金札
　　　を嫌ひ融通を妨候者ハ相当之罰金を
　　　可為指出素より役筋之者広ク吟味
　　　探索等致候得共下方ニ於ても見聞致
　　　候者ハ無用捨白封を以可訴出候然ル上者
　　　其罰金高之八割ヲ以訴人江御褒美可
　　　被下候事
　　　　五月　　　　　　　　　行政官
（以下、「　」内は抹消）
「一五月廿七日左之通被　仰付之
　　　　　　　　　　　　　　　渋谷弥税
　　　　　　　　　　　　　　　水谷織部
　　　　　　　　　　　　　　　菅沼右近
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　　　　　　　　　　　　　　　恒岡兔毛
　　　　　　　　　　　　　　　皆川宮内
　　　　　　　　　　　　　　　笹治権右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　高田波門
　　　　　　　　　　　　　　　氷見多門
　　　　　　　　　　　　　　　仙石出石
　　　　　　　　　　　　　　　富永半哉
　　　　　　　　　　　　　　　西尾久作
　　　　　　　　　　　　　　　氷見隼人
　　　　　　　　　　　　　　　花木右門
　　　　右之面々下馬御門并三ノ丸
　　　　御座所御門御警衛被　仰付候事
　　　　　　　　　　　　　　　雨森三右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　牧野貢
　　　　　　　　　　　　　　　磯野多宮
　　　　　　　　　　　　　　　大道寺孫九郎
　　　　　　　　　　　　　　　井上半大夫
　　　　　　　　　　　　　　　大関麓
A0143-01992_140
　　　　　　　　　　　　　　　宮北直
　　　　　　　　　　　　　　　堤七大夫
　　　　　　　　　　　　　　　中川金之助
　　　　　　　　　　　　　　　小川治兵衛
　　　　右之面々夜廻り勤被　仰付候事
　　　　　　　　　　　　　　　宇都宮勘解由
　　　　　　　　　　　　　　　御警衛寄合
　　　　　　　　　　　　　　　夜廻り勤寄合
　　　　右御先番　御代拝相勤可申事
　　　　　　　　　　　　　　御門所
　　　　　　　　　　　　　　　御警衛寄合
　　　　　　　　　　　　　　　夜廻り勤寄合
　　　　　　　　　　　　　　御門所
　　　　　　　　　　　　　　　御警衛
　　　　　　　　　　　　　　　定座番外
　　　　右出火之節運正寺孝顕寺瑞源寺東
　　　　光寺御警衛壱人ツヽ相勤可申事
　　　　　但宇都宮勘解由義ハ御門所御警衛
　　　　　御寺御警衛夜廻り勤ハ見除之事」
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一五月廿七日左之通御家中江相触之
　　　先般
　　　朝廷ゟ府藩県一途之政体ニ可帰旨
　　　御布告も有之ニ付追々御国政御改正之
　　　折柄人才教育之義ハ別而御政体之急務ニ
　　　付今度改而御家中之面々八歳以上読書
　　　習書を始文学之諸科修行之義都而
　　　学校江御委任ニ相成候間左之通相心得
　　　夫々勉励可有之事
　　一二十五歳以下当勤子弟ニ不限非役之輩ハ
　　　都而文武之業ニ就キ可致修行候事
　　　　但是迄入塾登館等不致面々素
　　　　読ゟ相始候分ハ外塾江相手寄可申
　　　　其余一科之学業ニ就度分ハ学校江
　　　　罷出可受差図事
　　一子弟八歳ニ相成候ハヽ最寄外塾江入学
　　　為致可申事
　　　　但外塾手遠ニ候ハヽ当分父兄又は
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　　　　近隣等ニ而為相学候義学校江相
　　　　達可申事
　　一右二十五歳ゟ八歳以上之姓名向々ニ而取調
　　　六月五日迄ニ学校江可指出事
　　　　但姓名之上江年齢并外塾何方江
　　　　入学致居候段書加江可差出候事
　　一子弟八歳ニ相成候ハヽ年々正月中ニ向々ゟ名元
　　　取調学校江相達可申事
　　一士分以下并陪臣之儀も子弟教育方
　　　右之振合ニ準シ父兄たる者尚又厚心を
　　　用ひ可申事
　　　　但子弟八歳以上当時学校外塾并
　　　　父兄近隣等江入学致居候姓名年
　　　　齢書加江差出可申事
　　　右之趣支配末々迄可被申達候事
　　　　　　　　　　　　　　学校
　　　　五月　　　　　　　　　幹事
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一五月廿八日左之通御届書持参差出之
　　　外国交際ニ付独立自主之体裁準
　　　的江被遊候儀及版籍奉還之儀言上ニ付
　　　知藩事ニ可被任　思食之旨且理財
　　　之道巨細箇条ヲ以テ御下問之趣
　　　奉謹承候早速国許越前守江申越候
　　　ニ者候得共意見等無御座候得者別段
　　　不奉申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守重臣代
　　　　五月廿八日　　　　　　鈴木蕃
　　　諸藩末家有之向領地蔵出又者地方等
　　　之儀取調有無共可届出旨奉畏候右者
　　　弊藩分家無御座候間此段御届申上候
　　　以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守公用人
　　　　五月廿九日　　　　　　岡本晋太郎
　　　　　弁事
　　　　　　御役所
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　　　弊藩持場之内掘留町二丁目伊勢屋政兵衛
　　　明キ土蔵并建家共町役人共申談指支も
　　　無之趣ニ付兵隊屯所ニ借請申候此段御届
　　　申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守公用人
　　　　五月廿七日　　　　　　岡本晋太郎
　　　　　東京府
　　　　　　御役所
　　　少将家来日下部太郎合衆国留学被
　　　仰付御印章御渡ニ付御定例之通金五百
　　　疋上納仕候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平少将内
　　　　五月廿九日　　　　　　門野隼雄
　　　　　外国
　　　　　　御役所
一五月廿九日弁事伝達所ニ而官掌ゟ左之通御達
　有之
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　　　金札之儀ハ十三ケ年限通用ヲ以テ御発
　　　弘相成候処今般御仕法被改別紙
　　　之通引替之道被相立候ニ付テハ第一
　　　御金繰ニ相関候ニ付先般御布告相成
　　　候五千万両之製造増被差止候尤是
　　　迄御製造相成候惣高之内千三百万
　　　両余ハ府藩県石高ニ応シ貸附千四
　　　百五拾万両余ハ昨年以来之御入費払
　　　出相成凡五百万両相残り候得共右ハ当
　　　年貢税相納り候迄之御入費ト被相定候
　　　外ニ府藩県石高拝借相残り候分有之候
　　　得共国力ニ不応御振出相成候テハ弥引替
　　　之道難被相立候ニ付前件員数三千弐百
　　　五拾万両之外御振出断然被差止製造
　　　機械焼棄被　仰付候間此旨相達候事
　　　　五月　　　　　　　　　行政官
（以下、「　」内は抹消）
「一五月廿九日
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　　慶永様左之通被蒙　仰候旨御張出有之
　　　　当月十五日依御達　御参
　　　　朝被遊候処左之通御書付を以被蒙
　　　　仰候此段諸向江可申聞旨被仰出候事
　　　　　　　　　　　　　　　松平中納言
　　　　是迄之職務総テ被免民部官知事
　　　　被　仰付候事
　　　　　五月　　　　　　　　行政官」
一六月二日依　召為御名代松平日向守様御参
　朝被成候処大広間出御於御前弁事
　右大弁宰相弾正大弼殿左之通御書付を以御達有之候
　右ニ付為御礼輔相公并弁事へ御廻勤被成候事
（（以下、「　」内は付紙）
「　　　　　　　　　　　　　　松平中納言
　　　　　　　　　　　　　　　松平少将
　　　丁卯以来大政復古ノ盛
　　　業ヲ賛ケ続テ大兵ヲ北越ニ
　　　出シ各所戦争勉励尽力
　　　藩屏之任ヲ遂候段
　　　叡感不浅依而為其賞
　　　壱万石下賜候事
　　　　六月　　　　　　　　　行政官
　　　　　　　　　　　　　　　松平少将
　　　高壱万石依勲功永世
　　　下賜候事
　　　　明治二年己巳六月」
一六月二日銀札之儀ニ付司計幹事江左之通書付
　　ヲ以執政申渡之
　　　昨年丁銀豆板銀通用停止被
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　　　仰出候ニ付銀札之儀右ニ準シ銭札与御引替
　　　可相成之処一時ニ御出来届兼候ニ付追々
　　　御引替ニ相成筈ニ候且又当時小札差支
　　　之趣ニ付銭札入用之向者壱貫匁札ヲ以
　　　引替可願出候尤両替銭高ニ応シ是
　　　迄之銀札与取交セ無滞通用可致旨
　　　被　仰出候事
　　　　当時御引替之分
　　　弐拾文　五十文　百文　弐百文　三百文
　　　　　〆
　　　　追々引替之分
　　　五百文札　壱貫文札　五貫文札
　　　拾貫文札
一六月三日醍醐殿ゟ左之通御達有之
　　　静寛院宮自今京都御住居御
　　　治定候事
　　　右之通於東京被仰出候間為心得
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　　　相達候事
　　　　六月　　　　　　　　　行政官
一六月五日五辻殿ゟ左之通御達有之
　　一従来支配地総高并現米惣高取調
　　　可申出事
　　　　但免ハ五ケ年平均ヲ以取調可申出事
　　一諸産物及諸税数取調可申出事
　　一公廨壱ケ年之費用取調可申出事
　　一職制職員取調可申出事
　　　　但重臣之人員人撰可相伺事
　　一藩士兵卒員数取調可申出事
　　　　但従前之禄并扶持米遣居候高
　　　　取調可申出事
　　一社寺領其外従前禄扶持米等遣居候
　　　人員并高取調可申出事
　　一現石十分之一ヲ以家禄可被定事
　　　　但石高外諸雑税も可準事
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　　一支配地惣絵図可指出事
　　一支配地人口戸数取調可申出事
　　一一門以下平士ニ至迄総而士族与可称事
　　　　但家禄御定之振合ニ其キ給禄適宜
　　　　改革可致候且一門之輩ハ追而位階
　　　　可賜事
　　一家禄相応家令家扶家従以下召仕候
　　　人員可伺候事
　　　　但従前之知家事ハ家令与唱江
　　　　可申出事
　　　右之件々被　仰出候ニ付而者諸務変革
　　　来ル十月中取調可申出事
　　　　〆
一六月五日正五九月伊勢両宮江為御代拝宝蔵
　　院被遣候処以来非役御番士之内ニ而相勤候様被
　　仰出之
一六月七日左之通及布告有之
　　　今般従
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　　　朝廷厳令有之両京ニ而も金札正金
　　　等之透金無之様之儀ニ付而者御国元ニ
　　　於も金札正金之無差別通用候様被
　　　仰出金位四百匁与被相定候間銘々其
　　　心得ニ而相対替可致尤両替所被相止候
　　　事故若下タかたニ而両替六ケ敷節者
　　　可計局江罷出其段相達候得者両替
　　　被成下候事
一六月七日司計局ゟ左之通御家中江相触之
　　　今般米手形御改ニ候間所持之面々名元
　　　書付相添来ル十一月限り御米問屋へ可被
　　　指出候自然右期日相後レ候ハヽ可為不通
　　　用尤今日ゟ御改相済候迄売買停止之
　　　筈候事
　　　　六月七日
　　　　追而裏書手形之分ハ御改無之事
一六月八日官掌ゟ左之通御達有之
　　　今般賞典ニ付下賜候石高之儀者
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　　　御蔵米ヲ以被下候間為心得相達候事
　　　　但分積之儀者追而御沙汰可有之事
一六月九日御賞典ニ付為御使久野武雄青木
　咸一江戸表ゟ今日到着ニ付御本城橋迄御出迎
　被成御厩前江三等官以上［文官麻上下着武官戎服着］罷出
　右御使ゟ御先江被為　入韃担之間江御着座御
　沙汰書并太政官府之御目録御拝見之上従
　慶永様ゟ之御口上も御拝聴被成夫ゟ一等官ゟ
　三等官迄於御前　御意有之右御沙汰書并
　御目録及
　慶永様　茂昭様御書付共拝見被　仰付相済
　於大広間諸士之面々江も拝見付候旨執政申渡之
　　御賞典御沙汰書写
　　　　　　　　前同断
　　御目録写
　　　　　　　　前同断
（以下、「　」内は抹消）
「　　　　　　　　　　　　　　松平中納言
　　　　　　　　　　　　　　　松平少将
　　　丁卯以来大政復古ノ盛業ヲ賛ケ続
　　　而大兵ヲ北越ニ出シ各所戦争勉励
　　　尽力藩屏之任ヲ遂候段
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　　　叡感不浅依而為其賞一万石下賜
　　　候事
　　　　六月　　　　　　　　　行政官
　　太政官符御目録写
　　　　　　　　　　　　　　　松平少将
　　　高壱万石
　　　依勲功永世下賜候事
　　　　明治二年己巳六月」
　　慶永様御書写
　　　今二日依御用召其許為名代松平日向守
　　　令参　朝候処大広間
　　　出御於
　　　御前弁事右大弁宰相弾正大弼ヲ以テ
　　　御渡有之候　御賞典之御沙汰書并
　　　太政官符之御目録併テ二通即日謹畏
　　　拝戴之事ニ候仍右御沙汰書御目録共
　　　久野武雄青木咸一使申付令持参候落
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　　　手之上可令拝観候也
　　　　明治二年己巳六月二日　中納言
　　　　　　少将殿
　　同断
　　　今般蒙
　　　叡感為　御賞典永世壱万石下シ賜り候
　　　実天恩隆盛奉謹畏候深思惟スル処
　　　去年応
　　　勅命有司速ニ決議在内テハ糧食弾
　　　薬其他諸事尽力存外テハ大兵出張各
　　　所戦闘日夜勇奮勉励内外協心戮力
　　　勤　王之実効ヲ表シ藩屏之任無滞奉
　　　勤候事ニテ汝等之盛蹟ヨリ今日之寵
　　　栄ニ遭遇ス感泣之至令満足候仍不取
　　　敢執政始一同江申聞候事
　　　　六月　　　　　　　　　慶永
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　　茂昭様御書添写
　　　今般蒙
　　　叡感為　御賞典永世壱万石下シ賜り候
　　　実ニ天恩隆盛奉謹畏候右者丁卯以来
　　　中納言様
　　　王朝之為メニ日夜　御尽力被遊勤
　　　王之御誠意　御貫徹ニ寄り候事ト難
　　　有存候其他委細
　　　中納言様　御直書中ニ御認之通り内外
　　　之事務一統尽力勉励ニ寄り候事深ク
　　　満足ニ存候事
　　　　六月　　　　　　　　　茂昭
一六月十日弁事ゟ左之通御達有之
　　　　　口達之扣
　　　諸侯暑中
　　　天気伺之儀日々組合ヲ以参
　　　内之事ニ候得者別段不及相伺候事
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　　　　但隠居嫡子等右組合ニ不関向者土用
　　　　入より三日之内参
　　　　内可相伺隠居嫡子在邑等ニ而名代重臣
　　　　出府之向者不及相伺事
一六月十日左之通被　仰出之
　　　於諸藩追々名義ヲ正シ人名相改候ニ付
　　　於　御家モ改名可相伺旨被　仰出候事
　　　　八省　左右衛門　左右兵衛　大夫
　　　　百官　国名
　　　右之分可憚東百官不苦候事
　　　　六月十日
一六月十一日民部官ニ而左之通御達有之
　　　近々招魂祭被行候ニ付昨春来為追
　　　討出兵之諸藩戦死届之儀未相済向も
　　　有之候ハヽ急々取調神祇官江可届出事
　　　　六月　　　　　　　　　行政官
一六月十一日左之通御張出ニ而被　仰出之
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　　　今度
　　　御賞典被　仰出且先般
　　　中納言様御任官
　　　殿様御婚姻被為済候為御祝御家
　　　中江御料理被下候事
　　一右同断ニ付大赦被　仰出候末々迄書付
　　　可指出候事
　　　　〆
一六月十一日川筋并種痘之儀ニ付司計局幹事民政局幹事江
　左之通書付を以執政申渡之
　　　川筋之儀近来連々御世話相成候処今
　　　一層往古より之川路変遷ヲ僉議シ
　　　適当之川幅ヲ䟽開シ水行阻滞ナキヲ
　　　要ス依之更ニ三大川ヲ始枝川ニ到迄川筋
　　　村々検地之上川幅敷地ヲ定後来之標
　　　準ヲ建置候様被　仰出候尤他領地掛り之
　　　分ハ其向役場へ通達談判之上宜取扱
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　　　候事
　　　　〆
　　　種痘之儀嘉永年中御施行相成候以来
　　　御封内上下洽蒙　御仁恵候処年数も
　　　相立候儀ニ付官府御賄ハ被相止候間已後
　　　種痘相願候者存寄次第酬料可指出
　　　筈ニ候尤貧窮之者ハ不及其儀御賄可被
　　　成下旨被　仰出候事
　　　　〆
一六月十二日民政局幹事江左之通執政申渡之
　　　札山之内字小和清水谷ト申地所千坪
　　　余今度鮎川浦そり子并白浜浦之者共江
　　　持山ニ被下開田致し候様申付候事
一六月十二日軍政局幹事学校幹事江左之通
　執政申渡之
　　　先般八歳以上文字修行之儀学校江
　　　御委任十五歳以上武学修行之儀
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　　　軍政局江御委任被　仰出候得共文武
　　　諸学科之儀総而学校江御委任兵隊
　　　以上者是迄之通軍政局可為取扱旨
　　　更ニ被　仰出候事
　　　　〆
一六月十二日弁事局江左之通御届書持参差出
　之
　　　金札御割渡正金上納之儀ニ付主人
　　　在邑之向者日間も相掛り候間先以
　　　御請書差出置尚重臣ニ差次候者
　　　急行御趣意貫徹候様御達之趣奉
　　　畏候右者今般被　仰渡候付而者
　　　御趣意柄徹底為仕度ニ付家来
　　　両人江厚相含為差急越前守江申越候
　　　儀ニ御座候得共尚以被　仰出之通再
　　　家来急行申付候右御請奉申上候以上
　　　　　　　　　　　　　松平少将
　　　　　　　　　　　　　　公用人
　　　　六月十二日　　　　　　鈴木蕃
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　　　　　弁事
　　　　　　御役所
一六月十三日御賞典被　仰出候ニ付為御名代高知ヲ
　以左之通被供之
　　　　大安寺様
　　　　　御香典
　　　　　　金弐百疋　　　　　大安寺
　　　右高知本多英雄相勤之
　　　　　　　　　　　　　　阿波賀
　　　　　御初穂　　　　　　　　春日
　　　　　　金弐百疋ツヽ　　　　滝殿
　　　右高知有賀左近相勤之
一六月十五日左之通被　仰出之監察江相触候様
　執政申渡之
　　　大暑中頭を炎日に当る事大毒
　　　たるに付笠又ハ日傘を用ふる事
　　　可為勝手次第候事
　　　右ハ是迄日傘之儀男子ハ用ひさる事ニ
　　　候得とも以来ハ不苦候間此段寄々可
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　　　致通達事
一六月十六日御布告之趣左之通御張出之
　　　去ル六日弁事伝達所江重臣御呼出ニ而
　　　別紙御書付御渡有之候依之
　　　御家中所持之面々多少ニ不寄当月
　　　中上納可致旨被　仰出候尤上納高ニ応シ
　　　金札御下ケ渡相成筈ニ候事
　　　　但司計局江可指出候事
　　　御一新之際莫大之軍費ハ勿論上下
　　　疲弊ヲ極メ生産富殖之道ニ差
　　　障候ヨリ格別　御仁恤之御主意
　　　ヲ以テ上下融通之為金札御布行相成
　　　府県共石高ニ応シ貸渡被
　　　仰付偏ニ生産富殖之道ヲ開キ候様ト
　　　ノ御趣旨ニ被為在候処拝借金札ヲ
　　　三都府ニ於テ正金ト引換候而已ナラス
　　　甚ニ至而ハ厚キ御趣意ニ戻リ金札
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　　　通用ヲ拒候処ヨリ其通用スル処僅ニ
　　　三都府ニ不過又諸国ヨリ都府江物産
　　　ヲ輸入スト雖モ其国許ニ於テ通用差
　　　障候故金札ヲ嫌ヒ正金ト引換持去
　　　自ラ三都府之正金四方ニ散シ金札
　　　而已ト相成逐日物価沸騰ニ及ヒ都府
　　　之困窮今日之甚ニ至候右ハ兼而
　　　御厳令モ有之候処地会ニ集ル処ノ
　　　金札ヲ府藩県石高ニ配当シ正金ニ換へ
　　　是ヲ以テ都会之人民ヲ引替渡候外
　　　無之然ル時ハ金札普ク海内ニ被行物
　　　価平均正金々札同様流通可致様可
　　　相成依之別紙之通り被　仰出候間
　　　府藩県共厚ク　御趣意ヲ奉載シ
　　　御布令ニ基キ国民ヲ説論シテ期限
　　　通り無遅延差出可申事
　　　　但御主意柄篤ト了解シ難キモノハ
　　　　東京会計官江可伺出事
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　　　　六月　　　　　　　　　行政官
一六月十六日　伊勢両　宮江為御代拝山形九十九
　被遣之左之通被供之
　　　　正五九ニ付
　　　神宮江
　　　　　金五百疋
　　　　御賞典ニ付
　　　内宮
　　　外宮江
　　　　　金五百疋ツヽ
一六月十七日弁事伝達所江御呼出ニ付堤五市郎
　罷出候処輔相三条公御出席ニ而五辻弾正大弼殿
　左之通御書付御渡有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平少将
　　　今般版籍奉還之儀ニ付深ク時勢を
　　　被為察広ク公議ヲ被為採政令帰
　　　一之思食を以言上之通り聞食候事
　　　　六月　　　　　　　　　行政官
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　　　　　　　　　　　　　　　松平少将
　　　福井藩知事被　仰付候事
　　　　　　太政官
　　　　明治二巳年六月
　　　　　　御印章
　　一官武一途上下協同之
　　　思召を以自今公卿諸侯之称被廃
　　　改而華族与可称旨被　仰出候事
　　　　但官位ハ可為是迄之通候事
　　　　六月　　　　　　　　　行政官
（以下、「　」内は抹消）
「一六月十七日右同断ニ付為御使大谷巌大早駈ニ而
　　御国許江被遣之」
一六月十八日去ル二日御賞典被　仰出候ニ付御参詣ニ而左
　之通被供之
　　　黄門様
　　　　御太刀料金五拾疋
　　　　御馬料同弐百五拾疋　　孝顕寺
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　　　安国殿
　　　徳川様御霊屋
　　　　御太刀料金五拾疋
　　　　御馬料同弐百疋ツヽ　　運正寺
　　　浄光院様
　　　　御太刀料金五拾疋
　　　　御馬料同弐百五拾疋　　同寺
　　　御代々
　　　御十一霊様
　　　　金弐百疋ツ　　　　　　同寺
　　　　　但大安院様　探源院様除之
　　　探源院様
　　　　金弐百疋　　　　　　　瑞源寺
　　　御宮
　　　御霊屋
　　　　御太刀料金五拾疋
　　　　御馬料金弐百五拾疋ツヽ泉蔵院
　　　　金弐百疋　　　　　　　神明宮
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　　　　　　　　　　　　　　　足羽宮
　　　　金百疋ツヽ　　　　　　山王
　　　　　　　　　　　　　　　将軍地蔵
　　　　　　　　　　　　　　　山王
　　　　金弐百疋　　　　　　　黒竜宮
　　　　　　　〆
一六月廿日右同断ニ付石清水八幡宮江為御代拝
　永田儀平被遣為御初穂金五百疋被供之
一六月廿一日去辰年下筋御入用金之内今般太政官
　より御下ケ金相成候ニ付御藩中并町在江是迄掛り
　高之内御割戻ニ相成
一六月廿二日為御賞典之御祝儀於　御本丸御藩
　中本多興之輔始新番格以上御料理被下之
一六月廿三日右同断ニ付御藩中非役之輩并無息
　隠居之面々御料理被下之
　　但廿五日小役人ゟ末々迄於御同所御料理被下之
一六月廿三日　御賞典被　仰出候ニ付為御礼御使者
　重臣代狛政之助［御留居同道］参　朝弁事坊城殿
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　御承知之旨官掌被申聞之夫ゟ為御礼輔相公
　并議定衆江廻勤
一六月廿五日去ル十七日東京弁事伝達所ゟ御呼出
　ニ付為御名代堤五市郎罷出候処輔相公御出席
　ニ而兼而御願之御版籍御奉還之儀被　聞召更ニ
　福井藩知事被　仰付候旨御書付御渡有之仍之
　御使大谷巌今日福井着ニ付御衣冠ニ而
　御本城橋迄御出迎御厩前江三等官以上麻
　上下着用［武官戎服］罷出御使ゟ御先江被為
　入韃担之間江　御着座御書付御目録御拝見被成
　相済於御同所一等官二等官非役高知三等官迄
　拝見被　仰付於大広間諸士江左之通執政読渡之
（以下、「　」内は抹消）
　「於大広間弁事弾正大弼殿御渡之
　　御書付」
　　　御書付者前同断
「　　　　　　　　　　　　　　松平少将
　　　今般版籍奉還之儀ニ付深ク時勢を
　　　被為察広ク公議ヲ被為採政令帰一
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　　　之思召を以言上之通り聞食候事
　　　　六月　　　　　　　　　行政官
　　　　　　　　　　　　　　　松平少将
　　　福井藩知事被　仰付候事
　　　　　大政官
　　　　明治二巳年六月
　　　　　御印章
　執政読渡左之通」
　　諸士江
　　　当月十七日依御用召
　　　殿様為御名代提五市郎参
　　　朝候処於大広間輔相右大臣殿御出
　　　座弁事弾正大弼殿御書付御渡有之
　　　兼而御願置之　御版籍御返上被
　　　聞食更ニ福井藩知事被為蒙
　　　仰候且又諸侯之名目被廃華族ト称
　　　候様被　仰出候此段為心得被示候事
　　　　但右之趣末々迄申聞様諸局幹事江
　　　　申渡之
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一六月廿六日藩知事被蒙　仰候ニ付今日ゟ日々
　掌政堂江御出席有之
一六月廿八日御賞典被　仰出候ニ付為御祝儀丁卯以来
　御用相勤候子弟輩江於　御本丸御料理被下之并
　休息之面々江　思召を以御吸物御酒被下之
（以下、「　」内は抹消）
「一七月七日於御本丸従前之通御藩中諸士以上
　　節句之御礼被為　請御礼席左之通
　　　　　　　　　　　　　　　本多興之助
　　　　　　　　　　　　　　　執政中
　　　　右壱人ツヽ二之間御障子際へ罷出御礼
　　　　申上之其儘出席
　　　　　　　　　　　　　　　守城幹事
　　　　右二ノ間末江罷出御礼申上退去
　　　　　　　　　　　　　　　副執政
　　　　　　　　　　　　　　　参政
　　　　右一同二ノ間御杉戸際へ斜列御杉戸
　　　　自分開閉御礼申上之
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　　　　　但役席順
　　　　　　　　　　　　　　　大隊長
　　　　　　　　　　　　　　　学校幹事
　　　　右同断
　　　　　但持席順
　　　　　　大広間
　　　　　　　御着座
　　　　　　　　　　　　　　　文武官五等
　　　　　　　　　　　　　　　仮役之輩
　　　　　　　　　　　　　　〆
　一七月十一日毎年遠州秋葉山江為御代参宝蔵
　　院被遣候儀已後被相止御初穂之儀ハ金壱両被
　　供浜松御本陣迄遣候様被仰出之
　　日野山江為御代参同院被遣候儀も被相止為湯花料
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　　御白札五拾匁被供白山江為御代参不動院被遣候処
　　是又被相止御初穂御用使を以玄成院迄被遣候様
　　被　仰出之」
一七月九日藩知事被　仰出候ニ付左之通御請書
　被指出之
　　　去月十七日依　召名代重臣参
　　　朝為仕候処福井藩知事被　仰付奉
　　　畏候右御請奉申上候
　　　　七月九日　　　　　　　松平少将
　　　　弁官
　　　　　御中
一七月十七日去ル八日依　御用召
　中納言様御参朝被遊候処左之通御達有之
　ニ付御藩中江御張出しニ而御布告有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平従二位
　　　任民部卿右
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　　　宣下候事
　　　　七月八日
　　一右ニ付以来
　　　民部卿様ト奉称候事
　　　　七月十七日
一七月廿四日下馬御門出入之節以来帯刀已上之者
　高足不苦旨被　仰出之
　　但三ノ丸　御座所御門之儀ハ可為従前之通旨
　　　被　仰出之
（以下、「　」内は抹消）
「一七月廿二日於静岡
　　慎徳院様拾七回御忌御法事有之ニ付御香典
　　を始被進物等可有之処御吉凶を初都而御仕向未
　　御規則無之ニ付今度ハ先御延引ニ相成
　　慶永様ゟハ東京表ニ被為　入候ニ付　思召を以
　　御香奠并被進物等有之
　一八月二日
　　御方々様御参詣之節是迄御払之処以来下タニ々々々
　　之制止ニ被　仰出之
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　一八月三日久我大納言殿御婚姻御整被成候ニ付為御歓
　　御使者を以御肴金千疋御樽金五百疋被遣之」
一八月七日戦死之者名前書差出候様先達而御達
　ニ付兵部省江左之通御届被指出之
　　　今般招魂社　御建構ニ付戦死候輩
　　　姓名御納相成候間夫々取調早々指出候様
　　　被　仰出奉畏候右者別紙之通戦死仕候
　　　外遺洩之者無御座候此段御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　福井藩
　　　　　　　　　　　　　　公用人
　　　　八月七日　　　　　　　草尾一馬
　　　　　兵部省
　　　　　　　御役所
　　　　　　　　　　　　　　士族
　　　　　　　　　　　　　　　東方新吾藤原金秋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五十歳
　　　明治紀元戊辰七月廿五日於越後与板城
　　　外中破裂弾二年己巳二月十五日病創死
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　　　於同国柏崎養病院
　　　　　　　　　　　　　　士族
　　　　　　　　　　　　　　　高階幾次郎在原庸久
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三十二歳
　　　明治紀元戊辰八月十一日戦於越後小松丸
　　　丸三年庚午三月四日病創死於家
　　　　　　　　　　　　　　士族
　　　　　　　　　　　　　　　岩上直作源朝道
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二十二歳
　　　明治紀元戊辰九月朔日戦於越後岩石
　　　村山上中丸死
　　　　　　　　　　　　　　卒
　　　　　　　　　　　　　　　帰山源蔵源則章
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四十五歳
　　　明治紀元戊辰九月朔日戦於越後鼠
　　　関外中丸死
　　　　　　　　　　　　　　卒
　　　　　　　　　　　　　　　吉川作兵衛平信勝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三十二歳
　　　明治紀元戊辰九月朔日戦於越後高畑
　　　山上中丸死
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　　　　　　　　　　　　　　卒
　　　　　　　　　　　　　　　増永磯之介藤原休晴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三十四歳
　　　明治紀元戊辰九月十一日戦於奥州熊倉
　　　村中丸死
　　　　　　　　　　　　　　卒
　　　　　　　　　　　　　　　大西孝左衛藤原勝行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二十歳
　　　明治紀元戊辰九月十一日戦於奥州熊倉
　　　村中丸死
　　　　　　　　　　　　　　卒
　　　　　　　　　　　　　　　前田喜平藤原休高
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三十五歳
　　　明治紀元戊辰九月十一日戦於奥州熊倉
　　　村中丸死
　　　　　　　　　　　　　　卒
　　　　　　　　　　　　　　　山口賢之助藤原賢好
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十八歳
　　　明治紀元戊辰九月十一日於奥州倉村中
　　　丸十月五日病創死於越後新潟養病
　　　院
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　　　　　　　　　　　　　　卒
　　　　　　　　　　　　　　　渡辺源四郎元孝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二十二歳
　　　明治紀元戊辰九月十一日於奥州熊倉村
　　　中丸死
　　　　　　　　　　　　　　　役夫
　　　　　　　　　　　　　　　　清三郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二十二歳
　　　明治紀元戊辰八月十三日於越後小松村中
　　　丸十四日病創死於同国五泉養病院
　　　　　　　　　　　　　　　役夫
　　　　　　　　　　　　　　　　三次郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二十二歳
　　　明治紀元戊辰八月四日於奥州下河合村
　　　中丸九月廿九日病創死於越後新潟養
　　　病院
　　　　　　　　　　　　　　士族
　　　　　　　　　　　　　　　津田弥太六橋正順
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四十八歳
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　　　元治紀元甲子七月十九日戦於京師堺
　　　町御門外中丸死
　　　　　　　　　　　　　　士族
　　　　　　　　　　　　　　　浅井常次郎藤原直
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二十五歳
　　　元治紀元甲子七月十九日格闘於京師堺
　　　町御門内而死
　　　　　　　　　　　　　　士族
　　　　　　　　　　　　　　　山口藤太左衛門藤原保儀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四十七歳
　　　元治紀元甲子七月十九日於京師堺町御門外
　　　中丸八月五日病創死於京師邸
　　　　　　　　　　　　　　卒
　　　　　　　　　　　　　　　黒川栄太郎橘正澄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二十三歳
　　　元治紀元甲子七月十九日戦於京師堺町
　　　御門外中丸死
　　　　　　　　　　　　　　卒
　　　　　　　　　　　　　　　柴田常右衛門勝氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四十一歳
　　　元治紀元甲子七月十九日戦於京師堺町
　　　御門外中丸死
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　　　　　　　　　　　　　　役夫
　　　　　　　　　　　　　　　文大夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十九歳
　　　元治紀元甲子七月十九日於京師堺町
　　　御門外中丸死
　　　　　　　　　　　　　　役夫
　　　　　　　　　　　　　　　平三郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二十六歳
　　　元治紀元甲子七月十九日於京師堺町
　　　御門外中丸八月廿七日病創死於家
（以下、「　」内は抹消）
「一八月十二日堂形調練場江被為　入調練御覧被成
　一八月十五日於　御本丸月次御礼後家督之御礼
　　初而之御目見被為　請
　　　但家督并初而之御目見之儀も従前之通ニ付
　　　　以後不記之
　一八月十五日興正寺御門跡登　城於御座之間御逢
　　被成御同道ニ而御馬場江被為　入御馬事有之於御同
　　所御饗応有之
　一八月十七日左之御方々ゟ藩知事被　仰出候ニ付
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　　為御歓御手許使者御座間番頭取を以御肴料
　　金七百疋御樽代堂五百疋宛被遣之
　　　　　　　　　　　　　　　有馬遠江守殿
　　　　　　　　　　　　　　　土井能登守殿
　　　　　　　　　　　　　　　間部下総守殿
　　　　　　　　　　　　　　　小笠原佐右衛門佐殿
　　　但右御四家様ゟも為御歓御樽肴御到来被成」
一八月十八日平岡爺土場江被為入調練御覧夫ゟ組之者
　目中御覧被成
一八月廿七日
　慶永様御兼任被蒙　仰候ニ付左之通御張出有之
　　　当月十一日依　召御参
　　　朝之処左之通弁官ヲ以被　仰出難有
　　　被　思召候此段御藩中末々迄申聞
　　　候様被　仰出候事
　　　　　　　　　　　　　　　松平民部卿
　　　兼任大蔵卿
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　　　右
　　　宣下候事
　　　　八月　　　　　　　　　太政官
　　　　　〆
　　　大蔵卿御兼任被　仰出候得共
　　　是迄之通
　　　民部卿様ト奉称候事
一八月廿九日勝見調練場江被為　入大隊調練
　御覧被成
一九月四日先達而被指出候御願書江左之通御附札
　を以御差図有之
　　　今般以主仁之
　　　叡慮救荒之道被為脳
　　　宸襟　御節倹既ニ餔饌供
　　　御ヲモ御減略被為遊候旨実奉恐入不
　　　堪感泣之至候仍先般臣慶永臣茂昭莫
　　　大之御賞典下シ賜り望外之大幸海岳奉
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　　　謹畏候抑方今　御賑恤之
　　　聖慮万分之一ヲ可奉賛襄タメ現場救
　　　荒之御目的被為立候迄之処下シ賜り候
　　　御賞典壱万石奉返還度只管及懇
　　　願候臣等微衷被為
　　　聞食届候ハヽ深謹畏之至奉存候誠恐
　　　誠惶謹言
　　　　九月　　　　　　　　　臣慶永
　　　　　　　　　　　　　　　臣茂昭
　　　　御附札
　　　　　格別之
　　　　　思食ヲ以下賜候ニ付返上之儀者
　　　　　不被及　御沙汰候事
一九月四日於運正寺　巍光院様弐拾七回御忌
　御相当ニ付御茶湯御執行有之
一九月五日先月廿五日依　召御参
　朝之処左之通弁官ヲ以被　仰出難有
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　思召候此段御藩中末々迄申聞候様被
　仰出之御廊下江張出之
　　　　　　　　　　　　　　　松平民部卿
　　　任大学別当兼侍読
　　　右
　　　宣下候事
　　　　八月　　　　　　　　　太政官
　　　　　　　　　　　　　　　松平大学別当
　　　免民部卿兼大蔵卿
　　　右
　　　宣下候事
　　　　八月　　　　　　　　　太政官
一九月九日左之通被　仰出之
　　　殿様御事以来
　　　正四位様ト可奉称候事
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一九月十日於運正寺昨年征会中戦死之面々供養
　被　仰付為供養料金十両被下之
一九月十四日弁官伝達所ニ而左之通御渡有之
　　　　　　　　　　　　　　　松平正四位茂昭
　　　戊辰之歳東北賊徒追討之節其藩
　　　富有丸運輸勉励竟ニ沈没ニ至ル仍而
　　　目録之通下賜候事
　　　　己巳九月　　　　　　　太政官
　　　　　御目録
　　　　　　金五百両
一九月廿二日平岡爺土場江被為　入階級打
　御覧被成
（以下、「　」内は抹消）
「一九月廿三日御参詣御城下廻り御野廻り共御行
　　粧御改革被　仰出之」
一九月廿四日御藩中諸士以上登　城於席々
　御意［今般存寄之儀委細書付ヲ以申渡ス一同厚相心得候様］有之相済御書付拝
　見候様大参事申渡之
　　　御書付
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　　　先般御布告ニ相成候家禄十分一士族給
　　　禄適宜改革其他御箇条之儀当十
　　　月中相伺候様被　仰出候ニ付右御請且
　　　伺之為大参事始東京江出立為致
　　　ニ候就而ハ給禄之儀従
　　　朝廷更ニ可下賜候得共夫迄之処一同返上
　　　之覚悟可罷在事ニ候且亦先般福井藩
　　　知事被　仰付候ニ付而者勿論之儀ニ候
　　　得共同心戮力直ニ
　　　天朝江忠勤可相励候条此段厚可
　　　相心得候事
　　　　九月
一十月五日左之通御届書持参指出之
　　　当藩常盤橋内邸表長屋向及
　　　大破候ニ付表門ゟ西ノ方八拾間取崩シ
　　　堀取建申候此段御届被申上候以上
　　　　　　　　　　　　　福井藩
　　　　　　　　　　　　　　公用人
　　　　十月五日　　　　　　　岡本晋
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　　　　　東京府
　　　　　　　御役所
一十月七日去月廿六日
　慶永様御賞典被　仰蒙候ニ付御使
　根来久良人田島又三郎差添今日到着ニ付
　御玄冠迄参政行事出迎鉄炮之間迄監
　察案内夫ゟ溜迄行事案内此所江御出迎
　有之御座之間ニ而御書付御覧被成相済
　御廊下江左之通御張出有之
　　　先月廿六日
　　　従二位様依　御用召御参
　　　朝之処大広間江
　　　出御
　　　詔書御拝聴左之通御書附并正二位
　　　宣下難有被　思召候此段御藩中江
　　　為心得可申渡旨被　仰出候事
　　　　〆
　　　　　　　　　　　　　　　松平従二位慶永
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　　　大政復古之際ニ当り
　　　勅ヲ奉シテカヲ
　　　皇室ニ尽シ以テ今日之績ヲ賛成候
　　　段
　　　叡感不斜仍賞其功労位階
　　　一級ヲ被進候事
　　　　己巳九月　　　　　　　太政官
　　　　　〆
一同日右ニ付左之通被　仰出之
　　一従二位様御事
　　　正二位様与可奉称旨被　仰付候
　　　事
　　　　十月七日
一十月十五日酒井十之丞御家令被　仰出之
　　但当時御取扱向参政同様被　仰出之
一十月十八日於運正寺　将悟院様三回御忌御相
　当ニ付御茶湯御執行有之
一十月十八日堂形江被為　入生兵御覧被成
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（以下、「　」内は抹消）
「一十月十八日徳川慶喜様御謹慎之処御免被　仰出候
　　ニ付為御歓御使者大館源紀を以新三位様
　　慶喜様江御肴一折宛被進之
　一十月廿日故橋本左内儀疾く時勢ヲ感慨シ報
　　国之志厚ク其上先年　御内含ヲ以テ所々周旋
　　尽力之処不幸之非命ニ罹り深ク御嘆惜被遊
　　且先般従
　　朝廷厚被　仰出も有之ニ付今度新ニ一家御立
　　被成拾人扶持被下之」
一十月廿四日大宮藤馬御家扶被　仰出之
　　但御取扱向当分少参事同様被　仰出之
（以下、「　」内は抹消）
「一十月廿五日今般大奥向御改革ニ付御広敷女中
　　之内左之面々隠居被　仰付候処多年精勤致
　　候ニ付一家御立被成士族ニ被　仰付候間相続之者
　　見込願出候様被　仰付之
　　　　　　　　　　　　　　　山沢
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　　　　　　　　　　　　　　　袖野
　　　　　　　　　　　　　　　歌島
　　　　　　　　　　　　　　　養寿
　　　　　　　　　　　　　　〆
　一十月廿五日藩庁ゟ御家扶江左之通申来
　　　　今度御改革ニ付小役人ゟ諸組ニ至迄総而
　　　　卒族与相唱軍政局支配被　仰付候事
　　　　　但諸局勤役中ハ其局長可為支配事
　　　一小役人以下旧来之格式総而被廃追而相当
　　　　之階級御定ニ相成筈ニ候得共当分是迄之通
　　　　可相心得候事
　一十一月七日藩庁ゟ御家扶江左之通申来
　　　　今般御改革ニ付以来左之通可相唱候事
　　　　一内務局御家扶以下士族之面々ハ
　　　　　　　　　　　　　　　御家従
　　　　一同卒族之者ハ
　　　　　　　　　　　　　　　御家従附属
　　　　右御家扶管轄之事」
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一十一月十日御藩中江左之通御布告有之
　　　今般御改革ニ付大奥御住所ニ相成
　　　御座所之儀ハ御〆切ニ相成候旨被　仰出候事
　　一御機嫌伺等之儀ハ以来　御住所江可罷
　　　出候事
一十一月十日左之通被　仰出之
　　　今般御改革ニ付御広間番被廃候ニ付
　　　是迄御床ニ有之候一ノ御箱御腰物数寄
　　　方江預り置候様被　仰出候事
一十一月十一日今般御改革ニ付御道具役被廃御道具
　之分御家従出納方ニ而取扱候様被　仰出之
一十一月十六日伊藤友四郎御家扶被　仰出之
一十一月十七日御家従附属御徒番所勤之者当分
　雑務方与相唱候様被　仰出之
一十一月廿五日御藩中江左之通　御意之上御書付
　御渡有之
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　　御意
　　　今日大参事ヨリ申渡候旨趣一同相心得
　　　候様
　　御書付
　　　　　覚
　　　先般大参事始東京江指出夫々
　　　朝廷江及奏達候就而者給禄之儀適
　　　宜改正更ニ下賜候間一同へ書付之通可相
　　　心得候事
　　御布告
　　　　　覚
　　　先般被　仰出候通士族ト可相唱旧来
　　　之席々被廃更ニ禄高順ニ被定候此旨
　　　可相心得候事
　　　　但同禄之者ハ可為家督順事
　　　　一役席ハ別段之事
　　　　　　　　　　　　　　　卒族
A0143-01992_191
　　　右旧来之席々被廃禄高順ニ被定候
　　　事
　　　　但同断
　　　　一同断
　　御布告
　　　　　覚
　　一従前被下候御足高并御足充行之儀者
　　　今般改正之割ヲ以更ニ御足被下候事
　　　　但卒族之内御充行之外俵数被下候者ハ
　　　　　勤中従前之通被下候事
　　一今般給禄御改正之儀被　仰出候得共
　　　当年拝知収納之儀ハ是迄之通相心得
　　　可申事
　　　　但陪臣扶助之儀当年中ハ従来之通可
　　　　遣事
　　一課金之儀ハ御取調之上追而可被仰出候事
　　一俸禄御改正ニ付而ハ御切米取并月俸之
　　　面々飯米差支之訳可有之ニ付来午ノ正
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　　　月ゟ毎月割方ヲ以俵数御渡ニ相成候事
　　　　但割方之儀ハ司計局ゟ可相達候事
　　一建物之儀旧来之御規則有之儀ニ候得共
　　　今度御改革ニ付而者居屋敷并長屋向
　　　取払度面々ハ監察局江可願出候事
　　御布告
　　　今般御改正ニ付非役之名目被廃止五十
　　　歳以下総而予備隊被　仰付候間文武
　　　之業ヲ脩メ士道ヲ可励事
　　一五十歳以上
　　　右優待ノ列ニ被　仰付候事
　　一幼年十五歳未満
　　　右扶助之列ニ被　仰付幼年者給料之
　　　六割ヲ以扶助料被下候事
　　　　　　　　　　　　　　　本多興之輔
　　　今般御改正ニ付武生表御預且仕置
　　　之儀被免候事
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　　一別紙之通被　仰出候此段可相心得
　　　候事
　　　　従前之家来物頭以上士族ニ被
　　　　仰付以下卒族ニ申付給禄之儀ハ適
　　　　宜御改革之上更ニ被下候事
　　　一士族卒族之分軍政局支配ニ被　仰付候事
　　　一社寺農商之分民政局支配ニ申付候
　　　　事
　　　一召仕候家来人員姓名書ヲ以可伺
　　　　出候事
　　　一登城之節ハ以来元守城管事部屋ニ
　　　　可罷在候事
　　　　　　　　　　　　　　　高知
　　　陪臣之者卒族ニ申付給禄之儀ハ適宜
　　　改革之上更ニ被下候事
　　一卒族居住致居候長屋向御用ニ被
　　　仰付卒族居住可申付候事
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　　　　　　　　　　　　　　　寄合
　　　右同断　
　　　　　覚
　　　高弐万石
　　一米千六百弐拾五俵
　　　同四千五百石
　　一米七百三拾壱俵壱斗壱升四合
　　　同四千弐拾五石
　　一米六百九拾三俵壱斗三升九合
　　　同三千五百弐拾五石
　　一米六百四拾四俵壱斗八升九合
　　　同三千石
　　一米六百九俵壱斗七升壱合
　　　同弐千五百石
　　一米五百五拾八俵弐斗七升
　　　同弐千七拾五石
　　一米五百三拾俵七升壱合
　　　同弐千百石
　　一米五百拾壱俵三斗九升九合
　　　同千九百七拾五石
　　一米四百八拾壱俵壱斗八升五合
　　　同千五百石
　　一米四百弐拾弐俵弐斗弐升八合
　　　同千五百石
　　一米三百九拾六俵四升弐合
　　　同千四百石
　　一米三百六拾九俵三斗壱升三合
　　　同千弐百石
　　一米三百拾六俵三斗九升九合
　　　同千五拾石
　　一米弐百九拾八俵弐斗七升
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　　　同千三拾石
　　一米弐百九拾弐俵四斗壱升三合
　　　同千石
　　一米弐百八拾四俵壱斗七升壱合
　　　同九百石
　　一米弐百七拾四俵九升九合
　　　同八百弐拾石
　　一米弐百六拾六俵弐斗弐升八合
　　　同七百弐拾五石
　　一米弐百五拾俵壱斗六升壱合
　　　同七百石
　　一米弐百四拾壱俵三斗弐升七合
　　　同六百七拾五石
　　一米弐百三拾三俵三升九合
　　　同六百五拾石
　　一米弐百弐拾四俵弐斗六合
　　　同六百石
　　一米弐百拾九俵壱斗七升壱合
　　　同五百五拾石
　　一米弐百弐拾弐俵壱斗弐升壱合
　　　同五百石
　　一米弐百三俵五升七合
　　　同四百五拾石
　　一米百九拾壱俵四斗三升四合
　　　同四百石
　　一米百七拾八俵三斗四升弐合
　　　同三百五拾石三口
　　一米百七拾俵壱斗八升九合
　　　同三百五拾石
　　一米百六拾三俵弐斗三升五合
　　　同三百三拾石
　　一米百五拾六俵三斗八升九合
　　　同三百弐拾五石
　　一米百五拾壱俵三斗八升壱合
　　　同三百石
　　一米百四拾六俵壱斗壱升四合
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　　　高弐百七拾石
　　一米百三拾七俵五升
　　　同弐百六拾石
　　一米百三拾弐俵壱升四合
　　　同弐百五拾石
　　一米百弐拾六俵四斗三升四合
　　　同弐百三拾石
　　一米百弐拾壱俵弐斗壱升三合
　　　同弐百石
　　一米百五俵弐斗八升五合
　　　同百九拾石
　　一米百弐俵三斗壱合
　　　同百七拾五石
　　一米九拾五俵四斗四升六合
　　　同百七拾石
　　一米九拾三俵壱斗七合
　　　同百六拾五石
　　一米九拾俵弐斗弐升四合
　　　同百五拾石五口
　　一米九拾五俵三斗四升九合
　　　同百五拾石三口
　　一米九拾俵壱斗六升七合
　　　同百五拾石
　　一米八拾弐俵壱斗弐升壱合
　　　同百三拾石
　　一米七拾三俵四斗弐升七合
　　　同百弐拾五石
　　一米七拾壱俵四升弐合
　　　同百弐拾石
　　一米六拾八俵壱斗壱升四合
　　　同百石五口
　　一米七拾俵三斗九升九合
　　　同百石三口
　　一米六拾五俵壱斗弐升五合
　　　同百石
　　一米六拾俵四斗三升六合
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　　　高五拾石
　　一米三拾五俵弐斗四升九合
　　　同三拾石
　　一米弐拾三俵壱斗八升弐合
　　　八拾口
　　一米百七拾六俵
　　　七拾口
　　一米百六拾壱俵
　　　五拾口
　　一米百弐拾六俵弐斗五升
　　　三拾五口
　　一米九拾四俵弐斗弐升八合
　　　三拾口
　　一米八拾壱俵
　　　弐拾五口
　　一米七拾俵
　　　弐拾口
　　一米六拾俵
　　　拾九口
　　一米五拾七俵
　　　拾七口
　　一米五拾三俵壱斗八升弐合
　　　拾五口
　　一米四拾九俵九升壱合
　　　拾三口半
　　一米四拾五俵四斗壱升
　　　拾三口
　　一米四拾四俵九升
　　　拾口
　　一米三拾六俵
　　　八口
　　一米弐拾九俵弐斗弐升八合
　　　七口
　　一米弐拾六俵弐斗七升四合
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　　　六口
　　一米弐拾三俵壱斗弐升八合
　　　五口
　　一米拾九俵三斗六升五合
　　　四口
　　一米拾五俵三斗八升三合
　　　三口半
　　一米拾三俵三斗九升弐合
　　　三口
　　一米拾壱俵四斗壱合
　　　弐口半
　　一米九俵四斗壱升
　　　弐口
　　一米七俵四斗壱升九合
　　　壱口半
　　一米五俵四斗弐升九合
　　　壱口
　　一米三俵四斗三升八合
　　　拾弐俵弐口
　　一米拾九俵弐斗七升四合
　　　九俵弐口
　　一米拾六俵三斗七升八合
　　　八俵弐口
　　一米拾五俵三斗八升三合
　　　八俵壱口半
　　一米拾三俵三斗九升弐合
　　　七俵弐口
　　一米拾四俵三斗八升八合
　　　七俵壱口半
　　一米拾弐俵三斗九升七合
　　　六俵弐口
　　一米拾三俵三斗九升弐合
　　　六俵壱口半
　　一米拾壱俵四斗壱合
　　　六俵壱口
　　一米九俵四斗壱升
A0143-01992_199
　　　五俵壱口半
　　一米拾俵四斗六合
　　　四俵壱口半
　　一米九俵四斗壱升
　　　御合力百俵
　　一米七拾俵
　　　同七拾俵
　　一米五拾三俵四斗壱升
　　　切米三拾石五口
　　一米五拾五俵三升五合
　　　同弐拾五石八口
　　一米五拾八俵四斗四升八合
　　　同弐拾八石五口
　　一米五拾四俵八升弐合
　　　同弐拾五石六口
　　一米五拾四俵壱升七合
　　　同弐拾五石五口
　　一米五拾三俵壱斗四升三合
　　　同弐拾六石三口
　　一米四拾九俵壱斗八升五合
　　　同弐拾五石四口
　　一米五拾俵五升弐合
　　　同弐拾五石三口
　　一米四拾八俵壱斗七升三合
　　　同弐拾三石五口
　　一米五拾俵壱斗五升
　　　同弐拾三石四口
　　一米四拾八俵弐斗七升四合
　　　同弐拾三石三口
　　一米四拾六俵三斗七合
　　　同弐拾弐石四口
　　一米四拾七俵壱斗七升六合
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　　　切米弐拾石七口
　　一米五拾弐俵壱斗壱升四合
　　　同弐拾壱石三口
　　一米四拾八俵壱斗三升
　　　同弐拾石五口
　　一米四拾七俵壱斗弐升九合
　　　同弐拾石四口
　　一米四拾五俵壱斗四升四合
　　　同弐拾石三口
　　一米四拾弐俵六升
　　　同拾八石五口
　　一米四拾五俵弐斗四升八合
　　　同拾八石四口
　　一米四拾弐俵六升六合
　　　同拾八石三口
　　一米三拾九俵四斗三合
　　　同拾七石四口
　　一米四拾壱俵三斗四升三合
　　　同拾七石三口
　　一米三拾八俵壱斗壱升五合
　　　同拾五石四口
　　一米三拾九俵弐斗六升七合
　　　同拾五石三口
　　一米三拾五俵四斗五升
　　同拾三石三口
　　一米三拾三俵弐斗四升四合
　　　同拾弐石三口
　　一米三拾壱俵三斗六升九合
　　　同拾壱石三口
　　一米三拾俵四斗八合
　　　同拾石三口
　　一米弐拾九俵五升六合
　　　同拾石弐口
　　一米弐拾五俵壱斗四升七合
　　　同九石弐口
　　一米弐拾三俵三斗六升三合
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　　　切米八石三口
　　一米弐拾五俵弐斗六升四合
　　　同八石弐口
　　一米弐拾弐俵壱斗八合
　　　同七石弐口
　　一米弐拾俵弐斗九升壱合
　　　同六石弐口
　　一米拾九俵五合
　　　同五石五斗弐口
　　一米拾八俵三斗五升七合
　　　同五石弐口
　　一米拾七俵七升壱合
　　　同四石五斗弐口
　　一米拾六俵壱斗五合
　　　五十七口
　　一米百四拾弐俵弐斗弐升八合
　　　弐百五拾石五口
　　一米百三拾九俵弐斗七合
　　　百五拾石五口
　　一米八拾五俵三合
　　　弐拾九口
　　一米七拾八俵壱斗三升七合
　　　九拾五石
　　一米五拾七俵四斗六合
　　　八拾弐石
　　一米五拾三俵九升
　　　拾六口半
　　一米五拾弐俵三斗六升五合
　　　八拾石
　　一米五拾弐俵
　　　七拾石
　　一米四拾六俵四斗弐升
　　　六拾七石
　　一米四拾六俵壱斗弐升三合
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　　　六拾五石
　　一米四拾四俵四斗六合
　　　六拾石一口
　　一米四拾四俵弐斗八升弐合
　　　弐拾壱石三口
　　一米四拾三俵弐斗弐升八合
　　　六拾石五斗
　　一米四拾弐俵五升
　　　六拾石
　　一米四拾弐俵三升五合
　　　拾弐口
　　一米四拾弐俵
　　　五拾弐石一口
　　一米四拾俵弐斗壱升四合
　　　五拾五石
　　一米三拾九俵三斗九升五合
　　　五十四石
　　一米三拾九俵弐斗弐升三合
　　　五拾壱口
　　一米三拾七俵壱斗三升三合
　　　五拾石
　　一米三拾六俵弐斗五升六合
　　　四拾九石五斗
　　一米三拾六俵九升
　　　四拾七石
　　一米三拾四俵壱斗六升七合
　　　切米十四石三口
　　一米三拾四俵壱斗三升九合
　　　四拾五石
　　一米三拾三俵弐斗四升八合
　　　九口
　　一米三拾三俵壱斗三升七合
　　　切米拾五石弐口
　　一米三拾三俵壱斗三升
　　　同拾石四口
　　一米三拾弐俵弐升六合
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　　　四拾弐石
　　一米三拾壱俵弐斗五升八合
　　　切米拾四石弐口
　　一米三拾壱俵弐斗五升弐合
　　　八口半
　　一米三拾壱俵弐斗五合
　　　切米拾三石弐口
　　一米三拾俵弐斗九升三合
　　　弐拾四俵弐口
　　一米三拾俵壱斗八升弐合
　　　三拾壱石壱口半
　　一米弐拾九俵弐斗八升六合
　　　三拾八石
　　一米弐拾九俵壱斗五升壱合
　　　三拾俵半
　　一米弐拾八俵四斗四升五合
　　　切米拾弐石弐口
　　一米弐拾八俵三斗九升六合
　　　三拾七石
　　一米弐拾八俵弐斗五升五合
　　　七口半
　　　弐拾弐俵二口
　　　弐俵七口
　　一米弐拾八俵弐斗弐升八合
　　　九石五斗三口
　　一米弐拾八俵壱斗八合
　　　弐拾壱俵弐口
　　一米弐拾七俵弐斗五升六合
　　　九石三口
　　一米弐拾七俵壱斗六升五合
　　　切米拾壱石弐口
　　一米弐拾七俵四升四合
　　　弐拾俵弐口
　　一米弐拾六俵弐斗七升四合
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　　　切米拾五石
　　一米弐拾六俵弐斗六升七合
　　　拾九俵弐口
　　一米弐拾五俵弐斗九升六合
　　　九石五斗弐口
　　一米弐拾四俵三斗弐升六合
　　　拾七俵弐口
　　　弐拾五俵
　　一米弐拾四俵
　　　拾六俵弐口
　　一米弐拾三俵壱斗弐升八合
　　　拾五俵弐口
　　一米弐拾弐俵壱斗弐升
　　　切米九石壱口半
　　一米弐拾弐俵五升
　　　同拾弐石
　　一米弐拾壱俵三斗弐升六合
　　　弐拾石壱口半
　　一米弐拾壱俵弐斗六升
　　　五口半
　　一米弐拾壱俵弐斗五升五合
　　　切米七石五斗弐口
　　一米弐拾壱俵弐斗五升壱合
　　　弐拾壱俵
　　　拾三俵弐口
　　一米弐拾俵弐斗六升四合
　　　切米九石一口
　　一米弐拾俵壱斗七升壱合
　　　拾八石一口半
　　一米弐拾俵七升
　　　弐拾俵
　　一米拾九俵三斗六升五合
　　　七石壱口半
　　一米拾八俵三斗九升六合
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　　　拾俵弐口
　　　四口半
　　一米拾七俵三斗七升四合
　　　八石壱口
　　一米拾八俵三斗三升六合
　　　七石壱口
　　一米拾六俵四斗五合
　　　拾六俵
　　一米拾五俵三斗八升三合
　　　拾弐石一口半
　　一米拾五俵弐斗七升
　　　六石壱口
　　一米拾五俵壱升九合
　　　九俵一口
　　一米拾弐俵三斗九升七合
　　　拾弐俵
　　　八俵一口
　　一米拾壱俵四斗壱合
　　　切米四石一口
　　一米拾壱俵壱斗五升九合
　　　同五石四斗
　　一米九俵四斗四升四合
　　　十俵
　　一米九俵四斗壱升
　　　五俵一口
　　一米八俵四斗壱升五合
　　　八俵
　　一米七俵四斗壱升九合
　　　六俵
　　一米五俵四斗弐升九合
　　　壱俵壱口
　　一米四俵四斗三升三合
　　　四俵
　　一米三俵四斗三升八合
　　　三俵半
　　一米三俵弐斗壱升弐合
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　　　三俵
　　一米弐俵四斗四升弐合
　　　　〆
一十一月廿五日守城幹事被廃御城内御締向者
　軍政局取扱御建物ハ造営局取扱ニ被仰出之
（以下、「　」内は抹消）
「一十一月廿七日御改革ニ付　御代拝之儀ハ御側向之内
　　可被遣旨被　仰出之」
一十一月廿八日左之通御届書持参指出之
　　　先般下賜候浜町蠣殻町屋鋪今度
　　　藩邸ニ仕来ル晦日ヨリ公用向都而取扱
　　　仕候此段御届申上候以上
　　　　　　　　　　　　　　福井藩
　　　　十一月廿八日　　　　　公用人
　　　　　弁官
　　　　　　御役所
　　　　但諸役所江も右之通御届書被指出之
（以下、「　」内は抹消）
「一十二月二日行事ゟ左之通御家扶江申来
　　　　　　　　　　　　　　　御座所御門
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　　　　　　　　　　　　　　　二ノ丸木戸
　　　　　　　　　　　　　　　御庭口木戸
　　　　以来支配被　仰付候事」
一十二月五日学校　御本丸ニ被定是迄之明新館
　小学校ニ被定候旨被　仰出之
一十二月八日左之通被　仰出之
　　　今般御改革ニ付御城内於式内
　　　神　殿御神祭有之候ニ付旧来之社家
　　　寺院御祈祷執行以来被相止候事
（以下、「　」内は抹消）
「一十二月十三日神職粕谷沙庭ゟ御家扶へ左之通伺出候ニ付
　　附札ヲ以及差図之
　　　　　　覚
　　　一今般於式内神殿被　仰出候御祈祷
　　　　之儀春秋両度御祭礼仕并毎月朔日
　　　　十五日を御祈祷日与相定候而執行仕度
　　　　奉存候
　　　　　附札
　　　　　　伺之通被　仰付之
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　　　一御門札之儀ハ塞神を相祭候而
　　　　御本丸并御住所三ノ丸下馬大瀬右
　　　　五ケ所之御門江壱枚ツヽ上納仕度其余之
　　　　御門々并御藩中江者是迄上納仕候
　　　　疫神斎御礼塞神与相認替候而上納
　　　　仕度奉存候
　　　　　附札
　　　　　　御門札五ケ所之儀者従前之通上納仕
　　　　　　候様其余御門々御門札并御藩中
　　　　　　被下之疫神斎ハ上納不及候事」
一十二月十四日御改革ニ付寺禄之儀も適宜御改正更ニ
　左之通被　仰出之
　　　先般大参事始東京表江御指出夫々
　　　御改正相成寺禄之儀も適宜改正更ニ
　　　左之通被下候且課金之儀も御藩中
　　　並之通追而可被　仰出候事
　　　　但造作向并仏具修復等之儀
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　　　　自今不被成下候事
　　一御宮　御霊屋　御位牌所之
　　　儀ハ御家禄之内ゟ御取扱之事
　　一寺禄御改正被　仰出候得共当年
　　　拝地収納之儀者是迄之通相心得
　　　可申事
　　　　　　　　　　　　　　　運正寺
　　　米百六拾八俵四斗壱升三合
　　　同三拾俵
　　　　　　　　　　　　　　　禅林院
　　　　　　　　　　　　　　　孝顕寺
　　　　　　　　　　　　　　　大安寺
　　　米百四拾六俵壱升四合ツヽ
　　　　　　　　　　　　　　　永平寺
　　　米三拾六俵弐斗五升六合
　　　　　　　　　　　　　　　天竜寺
　　　米百五俵弐斗八升五合
　　　　　　　　　　　　　　　瑞源寺
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　　　米六拾俵四斗三升六合
　　　　　　　　　　　　　　　東光寺
　　　米五拾八俵四斗五升弐合
　　　　　　　　　　　　　　　華蔵寺
　　　米四拾六俵四斗弐升
　　　　　　　　　　　　　　　玄成院
　　　米六拾俵四斗三升六合
　　　　　　　　　　　　　　　越知山
　　　　　　　　　　　　　　　安波賀
　　　米三拾六俵弐斗五升六合ツヽ
　　　　　　　　　　　　　　　松雲院
　　　米拾弐俵弐升九合
　　　　　　　　　　　　　　　霊泉寺
　　　吉田修理位牌料米三俵従前之通
　　　被下候事
　　　　　　　　　　　　　　　普観寺
　　　　　　　　　　　　　　　白竜寺
　　　　　　　　　　　　　　　隆松寺
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　　　　　　　　　　　　　　　松玄院
　　　　　　　　　　　　　　　宝岸寺
　　　　　　　　　　　　　　　森巌寺
　　　　　　　　　　　　　　　寿命院
　　　　　　　　　　　　　　　普門院
　　　　　　　　　　　　　　　円成寺
　　　　　　　　　　　　　　　安泰寺
　　　　　　　　　　　　　　　正覚寺
　　　　　　　　　　　　　　　善行院
　　　　　　　　　　　　　　　大長院
　　　　　　　　　　　　　　　吉田運吉
　　　　　　　　　　　　　　　宮川糸右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　吉祥院
　　　　　　　　　　　　　　　豊島石見
　　　　　　　　　　　　　　　隆昌院
　　　　　　　　　　　　　　　摂取院
　　　　　　　　　　　　　　　常休院
　　　　　　　　　　　　　　　宝喜院
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　　　　　　　　　　　　　　　不動院
　　　　　　　　　　　　　　　医王寺
　　　　　　　　　　　　　　　寿福院
　　　　　　　　　　　　　　　妙国寺
　　　　　　　　　　　　　　吉峰
　　　　　　　　　　　　　　　天竜寺
　　　今般御改革ニ付是迄被下候俸給并
　　　御祈祷料御供養料共自今不被
　　　下候事
（以下、「　」内は抹消）
「一十二月十五日左之通被　仰出之　御座所江張出之
　　　　御家令始御家従方月給年給之儀
　　　　当年中者従来之通御渡ニ相成追而
　　　　御改正之上来午正月より御家禄ニ而
　　　　御取扱相成筈候事
　一十二月十五日左之通被　仰出之
　　　　今般御改革ニ付来年始之御礼左之通
　　　　被定候事
　　　　　　　　　　　　　　　御菩提寺
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　　　　右正月六日　御住所江可罷出事
　　　　　　　　　　　　　　　社家
　　　　　　　　　　　　　　　寺院
　　　　右正月五日社寺局江可罷出事
　　　　　　　　　　　　　　　農商
　　　　右正月六日民政寮江可罷出事
　一十二月十八日御改革ニ付御駕小頭并御駕之者
　　御暇被下之
　　　但年来御奉公無難相勤候付勤弐拾年以上
　　　　之者ハ金弐拾両ツヽ弐拾年未満之者者拾
　　　　五両ツヽ被下候事」
一十二月十九日吉辰ニ付　御住所江御移徙有之
一十二月十九日来年始之御礼左之通御定ニ相成候旨
　御藩中江御布告有之
　　　年頭之御礼左之通被定候間
　　　元日卯半刻登　城可有之事
　　　　但隠居休息之面々出勤無之候共
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　　　　不及届候事
　　一隊入之外総而上下着用之事
　　　　　御座之間
　　　　　一等　二等　三等
　　　右一席ツヽ一同御礼之事
　　　　　大広間
　　　　　四等　五等　六等
　　　　　七等　八等
　　　　　　但七等八等堂寮順
　　　　　　之事
　　　　　　　　　　　　　　　兵隊
　　　　　　　　　　　　　　　修業隊
　　　　　　　　　　　　　　　　但子弟共
　　　　　　　　　　　　　　　予備隊
　　　右文官兵隊各弐人ツヽ四行ニ罷出
　　　御礼之事
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　　　　但嫡子孫次男三男弟伯父
　　　　甥ハ父兄惣列座順之事
　　　　　同席
　　　　　　　　　　　　　　　優待列
　　　　　　　　　　　　　　　修業生
　　　　　　　　　　　　　　　掌政堂当番
　　　右一同御礼之事御目見相済候
　　　子第輩右同断
　　　　　鉄砲之間
　　　　　　　　　　　　　　　隠居
　　　　　　　　　　　　　　　休息
　　　右同断
　　　　〆
　　　年始御礼之節左之官員鶴之間
　　　共出席其向々御礼席混雑無之
　　　様可取斗事
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　　　　　　　　　三等官　四等官
　　　　　　　　　学監　　触支配
　　　　　　　　〆
一十二月十九日登　城御礼日左之通被定候事
　　　一元日　　　一三月三日　一五月五日
　　　一七月七日　一九月九日
　　　　〆
一十二月十九日卒族年始之御礼左之通被相定之
　　　　　　　　　　　　　　　卒族
　　　右堂寮江被為　入候節御礼之事
　　　　　　　　　　　　　　　卒族兵隊
　　　右調練場発開之節御礼之事
　　　　　　　　　　　　　　　御門所番之類
　　　右正月八日掌政堂江被為　入候節下乗
　　　下馬腰掛内江罷出御礼之事
一十二月廿日御家従之面々江左之通御家扶ゟ
　相触之
　　　今般御改革ニ付御家従之面々
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　　　年頭御礼正月二日於
　　　元御座所被為　請候間卯半刻
　　　参　殿可有之候且又卒族之内従前
　　　一統格以上之者共右同断ニ付罷出候様
　　　可申付事
　　　　但卒族従一統格以上之者共者
　　　　正月四日卯半刻　御住所中ノ口
　　　　迄罷出候様可申付事
　　一御目見相済候子弟輩隠居休息之
　　　面々ハ元日卯半刻登　城有之候様
　　　可被申聞候事
　　　　十二月廿日　　　　　　御家扶
（以下、「　」内は抹消）
「一十二月廿三日本多興之助ゟ左之通伺出候ニ付
　　御家扶ゟ夫々及差図之
　　　　　　覚
　　　一年始御祝儀献上物如何相心得可
　　　　申哉之事
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　　　　　附札第一ケ条
　　　　　　当時不及指上物候事
　　　一同断ニ付
　　　　上々様江家内ゟ以使者申上候心得之事
　　　　　但当代不快故障等之節々者以使
　　　　　者申上候心得之事
　　　一御家督　御婚姻　御官位を始重き
　　　　御祝事之都度々々当代并妻女より
　　　　進献物仕来候廉々向後如何相心得
　　　　可申哉之事　　
　　　　　附札第三ケ条
　　　　　　伺之内当時被相止候廉有之ニ付其
　　　　　　節々可及指図候事
　　　一家督婚姻を始祝事之節々以
　　　　御使者御使夫々江拝領物被　仰付候
　　　　廉々向後如何可被成下哉之事
　　　　　附札第四条
　　　　　　第三ケ条同様且　御使之儀者
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　　　　　　相止拝領物有之節奉書ニ而可
　　　　　　相達候事
　　　一五節句八朔暑寒　御帰城
　　　　御発駕　御回輪内等非常之節々
　　　　是迄以使者相勤来候廉々向後相
　　　　勤不申心得之事
　　　一武生近辺江　御休泊之節者是迄
　　　　以使者相伺御様子ニ寄献上物仕来候
　　　　向後如何相心得可申哉之事
　　　　　附札
　　　　　第六ケ条
　　　　　　武生　御休泊之節　御機嫌伺
　　　　　　江罷出候様其余使者被指出ニ不及候
　　　　　　　但当時不及指上物候
　　　　前条之通奉伺候以上」
一十二月廿四日御腰物数奇方被廃之
